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　地
方
創
生
や
ま
ち
づ
く
り
に
お
い
て
、観
光
が
大
き
な
役

割
を
占
め
る
地
域
は
多
い
で
す
が
、コ
ロ
ナ
禍
に
よ
っ
て
、観

光（
地
）は
こ
れ
ま
で
以
上
に
高
度
な
経
営
を
必
要
と
し
て
い

ま
す
。地
域
の
活
性
化
や
ま
ち
づ
く
り
に
お
け
る
大
学
の
重

要
性
が
増
し
て
い
る
の
で
す
。

　で
は
、地
域
社
会
や
企
業
等
か
ら
期
待
さ
れ
る
大
学
の
役

割
と
は
何
で
し
ょ
う
。観
光
教
育
、地
域
と
連
携
・
協
力
し
た

大
学
の
取
組
の
あ
り
方
と
は
ど
ん
な
も
の
で
し
ょ
う
か
。

　今
回
の
特
集
で
は
、地
域
の
観
光
振
興
に
貢
献
す
る
大
学

の
中
か
ら
、公
立
大
学
に
注
目
し
ま
し
た
。

　公
立
大
学
は
、地
方
公
共
団
体
が
設
置・管
理
す
る
と
い
う

性
格
か
ら
、地
域
へ
の
貢
献
が
特
に
期
待
さ
れ
て
い
る
か
ら

で
す
。具
体
的
に
は
地
域
に
お
け
る
高
等
教
育
機
会
の
提
供
、

地
域
社
会
で
の
知
的
・
文
化
的
拠
点
、地
域
に
お
け
る
社
会
・

経
済・文
化
へ
の
貢
献
、若
者
の
地
域
へ
の
定
着
な
ど
が
挙
げ

ら
れ
ま
す
。観
光
で
い
え
ば
よ
り
地
域
に
根
ざ
し
た
観
光
教

育
で
す
。

　公
立
大
学
を
取
り
巻
く
現
状
と
課
題
、そ
し
て
期
待
を
、公

立
大
学
10
校
の
取
組
事
例
を
も
と
に
考
え
ま
す
。



　私
は
、1
9
9
9
年
に
釧
路
公
立
大
学
に
新
し
く
設
置

さ
れ
た
地
域
経
済
研
究
セ
ン
タ
ー
長
と
し
て
赴
任
し
、13

年
間
に
わ
た
っ
て
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
通
じ
て
地
域
の

課
題
解
決
に
取
り
組
ん
で
き
た
。限
ら
れ
た
ス
タ
ッ
フ
、資

金
で
大
学
が
地
方
の
問
題
に
ど
の
よ
う
に
応
え
て
い
け
ば

い
い
の
か
、悩
み
な
が
ら
の
活
動
で
あ
っ
た
。

　赴
任
し
た
頃
の
釧
路
地
域
は
、日
本
最
後
の
太
平
洋
炭

鉱
の
閉
山
や
日
本
一
の
水
揚
げ
を
続
け
て
い
た
水
産
業
の

衰
退
な
ど
、基
幹
産
業
の
疲
弊
が
大
き
な
課
題
と
な
っ
て

い
た
。釧
路
地
域
に
は
多
く
の
国
立
公
園
が
あ
り
、観
光
へ

の
期
待
が
あ
っ
た
が
、観
光
に
頼
っ
て
地
域
経
済
の
発
展

を
目
指
し
て
い
く
こ
と
へ
の
不
安
も
大
き
か
っ
た
。

　そ
こ
で
、観
光
産
業
が
地
域
を
支
え
て
い
く
自
立
産
業

と
し
て
の
可
能
性
が
あ
る
か
、そ
の
た
め
の
方
策
を
探
る

た
め
に
、2
0
0
0
年
に
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
立
ち
上

げ
た
。地
方
の
公
立
大
学
で
す
べ
て
の
研
究
ス
タ
ッ
フ
を

ま
か
な
う
こ
と
は
難
し
い
。そ
こ
で
、幅
広
い
外
部
の
研
究

者
を
巻
き
込
む
共
同
研
究
と
い
う
ス
タ
イ
ル
で
取
り
組
む

こ
と
に
し
た
。そ
れ
に
呼
応
し
て
共
同
研
究
に
参
加
し
て

く
れ
た
の
が
J
T
B
F
で
あ
っ
た
。

　観
光
が
地
域
の
経
済
活
性
化
に
ど
の
よ
う
に
結
び
つ
く

の
か
。そ
れ
を
分
か
り
や
す
く
示
す
こ
と
を
心
が
け
た
。観

光
は
人
々
の
幅
広
い
営
み
で
あ
り
、そ
こ
か
ら
生
ま
れ
る

消
費
を
受
け
と
め
る
産
業
の
総
体
が
地
域
の
観
光
産
業

だ
。そ
の
正
確
な
実
態
を
探
っ
て
い
っ
た
。経
済
波
及
分
析

の
た
め
に
独
自
の
地
域
産
業
連
関
表
を
作
成
す
る
な
ど
、

J
T
B
F
の
研
究
者
達
と
一
緒
に
て
い
ね
い
に
2
年
間
か

け
て
調
査
研
究
を
進
め
た
。

巻頭言

　分
析
の
結
果
、地
域
内
で
の
観
光
消
費
が
幅
広
い
産
業

に
経
済
波
及
し
て
い
る
姿
が
浮
か
び
上
が
っ
て
き
た
。調

査
研
究
の
結
果
は
で
き
る
限
り
広
く
発
信
す
る
こ
と
に
努

め
た
。す
る
と
、地
域
の
な
か
で
少
し
ず
つ
だ
が
変
化
が
出

て
き
た
。例
え
ば
水
産
品
の
購
入
な
ど
に
よ
っ
て
水
産
業

に
経
済
波
及
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
と
、そ
れ
ま
で
観

光
と
は
無
縁
だ
と
思
っ
て
い
た
地
元
の
漁
協
が
観
光
イ
ベ

ン
ト
な
ど
に
参
加
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。ま
た
、食
材
等
の

地
元
で
の
調
達
率
の
低
さ
が
課
題
と
し
て
分
か
る
と
、生

産
者
と
飲
食
業
、宿
泊
事
業
者
な
ど
を
結
び
つ
け
て
域
内

調
達
の
向
上
を
目
指
す
自
治
体
の
独
自
の
観
光
施
策
が
は

じ
ま
っ
た
。イ
ベ
ン
ト
や
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
主
体
で
あ
っ

た
観
光
政
策
が
変
わ
り
は
じ
め
た
の
だ
。科
学
的
な
研
究

成
果
が
地
域
の
自
主
的
な
行
動
に
つ
な
が
っ
て
い
く
手
ご

た
え
を
感
じ
る
経
験
で
あ
っ
た
。

　そ
の
後
も
、多
く
の
分
野
で
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
進

め
て
き
た
が
、限
ら
れ
た
公
立
大
学
の
人
材
で
す
べ
て
の

地
域
課
題
に
対
応
す
る
こ
と
は
難
し
い
。地
域
社
会
が
か

か
え
る
問
題
は
、幅
広
い
分
野
で
複
雑
に
関
連
し
て
い
る
。

地
域
の
公
立
大
学
の
役
割
は
、地
域
の
ニ
ー
ズ
や
課
題
に

対
応
し
て
、的
確
に
必
要
な
情
報
を
分
析
し
、科
学
的
な
知

見
で
対
処
し
て
い
く
た
め
に
、専
門
の
研
究
者
と
地
域
を

つ
な
ぐ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
機
能
で
あ
ろ
う
。医
療
の
世
界

で
い
え
ば
プ
ラ
イ
マ
リ
ー
・
ケ
ア
ー
を
行
な
う
総
合
医
だ
。

そ
こ
で
は
、地
域
の
総
合
的
な
知
見
が
求
め
ら
れ
る
。実
態

を
科
学
的
に
分
析
し
、地
域
社
会
の
課
題
に
ア
カ
デ
ミ
ズ

ム
と
し
て
向
き
合
う
こ
と
は
難
し
い
挑
戦
だ
が
、そ
こ
に

地
域
の
公
立
大
学
の
役
割
と
醍
醐
味
が
あ
る
だ
ろ
う
。

地域の総合医

小磯修二
（こいそ・しゅうじ）

公益社団法人北海道観光振興機構会長、北海道大学公共政策大学院客員教授、地域研究工房代表理事。京都大学法学部卒業。
旧国土庁、北海道開発庁（現・国土交通省）を経て、1999年に釧路公立大学教授・地域経済研究センター長、2008年から同大学
長。2012年に北海道大学公共政策大学院特任教授。地域政策研究の分野において、実践的な研究プロジェクトを数多く実施。中
央アジア地域などで国際協力活動にも従事。専門は地域開発政策。公職として国土審議会専門委員、北海道観光審議会会長、北
海道史編さん委員長など。主な著書は『地方の論理』（岩波新書）、『地方創生を超えて』（岩波書店）、『地方が輝くために』（柏艪
舎）、『コモンズ 地域の再生と創造』（北海道大学出版会）、『地域とともに生きる建設業』（中西出版）など。
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23 1

2
0
2
0
年
度
の
実
態
・状
況
と
、こ
れ
か
ら
の
旅
行
予
定
・
意
向
に
ついて
の
調
査
と
分
析

②

新
型コロナ
ウ
イルスが
外
国
人
旅
行
者
の

海
外
旅
行
意
向
に
及
ぼ
す
影
響
と
今
後
の
展
望

〜
D
B
J
・J
T
B
F 

ア
ジ
ア・欧
米
豪
訪
日
外
国
人
旅
行
者
の
意
向
調
査（
2
0
2
0
年
度
新
型
コロ
ナ
影
響
度 

特
別
調
査
）の
調
査
よ
り

① 

新
型コロナ
ウ
イルス
感
染
症
流
行
下
の

日
本
人
旅
行
者
の
動
向
3

観
光
研
究
最
前
線

観
光
振
興
に
貢
献
す
る
地
方
公
立
大
学
の
取
り
組
み

地
域
と
連
携・協
力
し
た
観
光
と
教
育
へ
の
取
り
組
み
、10
の
事
例
。

現
代
社
会
に
お
け
る
観
光
教
育
の
役
割
を
考
え
る

公
立
大
学
に
は
地
域
に
根
ざ
し
た
観
光
教
育
と
社
会
貢
献
が
、こ
れ
ま
で
以
上
に
期
待
さ
れ
て
い
る

観
光
振
興
に
貢
献
す
る
地
方
公
立
大
学

第
21
回 

た
び
と
し
ょ
Ｃ
ａ
ｆ
ｅ
開
催

地
域
で
観
光
を
支
え
る
株
式
会
社
D
M
C
天
童
温
泉
の
挑
戦

ゲス
トス
ピ
ー
カ
ー 

鈴
木
誠
人
氏（
D
M
C
天
童
温
泉
）  

報
告
：
門
脇
茉
海（
観
光
文
化
振
興
部 

企
画
室 

副
主
任
研
究
員
）

活
動
報
告

変
わ
る
こ
と
で
守
れ
る
も
の
が
あ
る
。そ
の
具
体
的
な
事
例
、地
域
資
源
の
活
か
し
方
、方
法
論
。

P

80

観
光
振
興
と
公
立
大
学

領
域
横
断
型
の
学
部
は
、地
域
社
会
崩
壊
の
危
機
に
立
ち
向
か
う
べ
く
生
ま
れ
て
き
た
。

地
域
資
源
価
値
を
高
め
る
教
育
の
取
り
組
み
が
増
え
て
い
る
。観
光
教
育
の
可
能
性
が
、地
域
か
ら
広
がっ
て
い
く
。
宍
戸 

学

（
日
本
大
学
国
際
関
係
学
部

国
際
総
合
政
策
学
科 

教
授
）

中
村
研
二（
地
域
経
済
研
究
セ
ン
タ
ー
長 

教
授
）

❶ 

釧
路
公
立
大
学

釧
路
公
立
大
学
の
地
域
振
興
の
取
り
組
み
に
つい
て

P

16

渋
谷
晃
太
郎（
総
合
政
策
学
部 
教
授
）

❷ 

岩
手
県
立
大
学

観
光
振
興
に
貢
献
す
る
岩
手
県
立
大
学
の
取
組

P

20

井
門
隆
夫（
地
域
政
策
学
部
、大
学
院
地
域
政
策
研
究
科 

教
授
）

❸ 

高
崎
経
済
大
学

観
光
振
興
に
貢
献
す
る
地
方
公
立
大
学
の
取
組
み

P

24

熊
谷
圭
介（
環
境
ツ
ー
リ
ズム
学
部 

教
授
）

❹ 

長
野
大
学

協
働
型
・
実
践
型
の
観
光
ま
ち
づ
く
り
教
育
・
研
究
・地
域
貢
献

P

28

八
木
健
祥（
大
学
院
経
営
情
報
イ
ノ
ベ
ー
ション
研
究
科
長
、ツ
ー
リ
ズム
研
究
セ
ン
タ
ー
長 

教
授
）

❺ 

静
岡
県
立
大
学

静
岡
県
立
大
学
に
お
け
る
観
光
教
育
への
取
組
み

P

34

直
井
岳
人（
芸
術
文
化
・
観
光
学
部 

教
授
）

❻ 

芸
術
文
化
観
光
専
門
職
大
学

芸
術
文
化
×
観
光
×
経
営
に
よ
る
イ
ノベーション
、価
値
創
造
、地
域
貢
献

P

38

西
藤
真
一（
総
合
政
策
学
部 

准
教
授
）

❼ 

島
根
県
立
大
学

地
域
に
貢
献
す
る
島
根
県
立
大
学
〜
連
携
の
実
例
と
見
え
て
き
た
課
題
〜

P

42

飯
髙
伸
五（
文
化
学
部 

准
教
授
）

❽ 

高
知
県
立
大
学

地
域
貢
献
か
ら「
域
学
共
生
」へ

P

46

廣
川
祐
司（
地
域
創
生
学
群 

准
教
授
）

❾ 

北
九
州
市
立
大
学

「
地
域
振
興
の
た
め
の
フッ
ト
パス
観
光
」に
取
り
組
む
地
方
公
立
大
学
の
挑
戦

P

50

大
谷
健
太
郎（
国
際
学
群 

教
授
）

� 

名
桜
大
学

観
光
に
関
わ
る
教
育
研
究
を
通
し
た
地
域
貢
献
と
観
光
振
興

P

54

小
泉
大
輔（
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2
0
2
0
年
度
の
実
態
・状
況
と
、こ
れ
か
ら
の
旅
行
予
定
・
意
向
に
ついて
の
調
査
と
分
析

②

新
型コロナ
ウ
イルスが
外
国
人
旅
行
者
の

海
外
旅
行
意
向
に
及
ぼ
す
影
響
と
今
後
の
展
望

〜
D
B
J
・J
T
B
F 

ア
ジ
ア・欧
米
豪
訪
日
外
国
人
旅
行
者
の
意
向
調
査（
2
0
2
0
年
度
新
型
コロ
ナ
影
響
度 

特
別
調
査
）の
調
査
よ
り

① 

新
型コロナ
ウ
イルス
感
染
症
流
行
下
の

日
本
人
旅
行
者
の
動
向
3

観
光
研
究
最
前
線

観
光
振
興
に
貢
献
す
る
地
方
公
立
大
学
の
取
り
組
み

地
域
と
連
携・協
力
し
た
観
光
と
教
育
へ
の
取
り
組
み
、10
の
事
例
。

現
代
社
会
に
お
け
る
観
光
教
育
の
役
割
を
考
え
る

公
立
大
学
に
は
地
域
に
根
ざ
し
た
観
光
教
育
と
社
会
貢
献
が
、こ
れ
ま
で
以
上
に
期
待
さ
れ
て
い
る

観
光
振
興
に
貢
献
す
る
地
方
公
立
大
学

第
21
回 

た
び
と
し
ょ
Ｃ
ａ
ｆ
ｅ
開
催

地
域
で
観
光
を
支
え
る
株
式
会
社
D
M
C
天
童
温
泉
の
挑
戦

ゲス
トス
ピ
ー
カ
ー 

鈴
木
誠
人
氏（
D
M
C
天
童
温
泉
）  

報
告
：
門
脇
茉
海（
観
光
文
化
振
興
部 

企
画
室 
副
主
任
研
究
員
）

活
動
報
告

変
わ
る
こ
と
で
守
れ
る
も
の
が
あ
る
。そ
の
具
体
的
な
事
例
、地
域
資
源
の
活
か
し
方
、方
法
論
。
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取
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光
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　【
図
❶
】
は
、
戦
後
に
お
け
る
公
立
大
学
の

設
置
状
況
を
示
し
た
グ
ラ
フ
で
あ
る
。
グ
ラ
フ

の
右
に
伸
び
る
棒
は
各
年
度
に
お
け
る
新
規
の

公
立
大
学
設
置
数
と
な
る
。
一
方
、
左
に
伸
び

る
棒
は
、
国
立
移
管
、
統
合
等
に
よ
り
学
生
募

集
を
停
止
し
た
大
学
数
を
示
し
て
い
る
。
こ
の

グ
ラ
フ
も
頼
り
に
、
公
立
大
学
に
期
待
さ
れ
て

き
た
主
要
な
役
割
を
「
銃
後
の
医
師
養
成
」「
高

齢
化
社
会
へ
の
対
応
」「
地
域
振
興
・
地
方
創
生
」

の
3
点
に
絞
っ
て
整
理
す
る
。

① 

銃
後
の
医
師
養
成

　
い
き
な
り
時
代
錯
誤
と
も
思
え
る
小
見
出
し

を
示
し
た
が
、
ま
ず
は
グ
ラ
フ
の
上
端
を
ご
覧

い
た
だ
き
た
い
。
そ
こ
に
は
、
戦
後
の
新
制
大

学
の
制
度
発
足
時
に
30
程
度
の
公
立
大
学
が
旧

制
公
立
大
学
・
専
門
学
校
を
母
体
と
し
て
ま
と

ま
っ
て
誕
生
し
た
状
況
が
示
さ
れ
て
い
る
。
こ

れ
ら
の
公
立
大
学
群
の
最
大
の
母
体
は
、
す
で

に
太
平
洋
戦
争
の
戦
況
悪
化
が
明
ら
か
な
局
面

に
あ
っ
た
1
9
4
3
（
S
18
）
年
以
降
に
集
中

的
に
設
立
さ
れ
た
合
計
20
に
及
ぶ
公
立（
女
子
）

医
学
専
門
学
校
で
あ
っ
た
。

　
そ
れ
ら
の
う
ち
3
校
は
空
襲
で
校
舎
が
全
焼

す
る
な
ど
の
理
由
に
よ
り
廃
止
、
1
校
は
官
立

（
国
立
）
の
専
門
学
校
と
な
る
が
、
残
る
16
校

は
医
学
、
歯
学
、
看
護
学
の
課
程
を
持
つ
公
立

大
学
と
な
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
新
制
公
立
大
学

の
約
半
数
は
、
軍
医
あ
る
い
は
銃
後
の
医
師
養

成
と
い
う
国
難
下
の
課
題
が
地
方
自
治
体
に
委

体
の
責
務
と
し
た
。
高
齢
化
社
会
と
い
う
平
成

期
の
国
難
へ
の
対
応
が
、
再
び
地
方
に
委
ね
ら

れ
た
の
で
あ
る
。

　
そ
の
結
果
、
公
立
の
看
護
系
大
学
・
学
部（
当

初
短
期
大
学
と
し
て
設
置
さ
れ
た
も
の
を
含

む
）
が
平
成
5
年
か
ら
12
年
ご
ろ
ま
で
に
続
々

と
設
置
さ
れ
、
地
方
自
治
体
の
手
に
よ
っ
て
地

域
医
療
の
中
核
を
担
う
高
度
医
療
人
が
育
成
さ

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
【
表
❷
】。

③ 

地
域
振
興
・
地
方
創
生

　
平
成
期
は
、地
方
分
権
の
時
代
で
も
あ
っ
た
。

1
9
9
3
（
H
5
）
年
、
衆
参
両
院
で
「
地
方

分
権
の
推
進
に
関
す
る
決
議
」
が
行
わ
れ
た
。

衆
議
院
の
決
議
は
以
下
の
よ
う
に
示
さ
れ
た
。

【
平
成
5
年
6
月
3
日
衆
議
院
本
会
議

地
方
分
権
の
推
進
に
関
す
る
決
議
】

　今
日
、
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
を
発
生
さ
せ
て
い

る
東
京
へ
の
一
極
集
中
を
排
除
し
て
、
国
土
の

均
衡
あ
る
発
展
を
図
る
と
と
も
に
、
国
民
が
待

望
す
る
ゆ
と
り
と
豊
か
さ
を
実
感
で
き
る
社
会

を
つ
く
り
上
げ
て
い
く
た
め
に
、
地
方
公
共
団

体
の
果
た
す
べ
き
役
割
に
国
民
の
強
い
期
待
が

寄
せ
ら
れ
て
お
り
、
中
央
集
権
的
行
政
の
あ
り

方
を
問
い
直
し
、
地
方
分
権
の
よ
り
一
層
の
推

進
を
望
む
声
は
大
き
な
流
れ
と
な
っ
て
い
る
。

　こ
の
よ
う
な
国
民
の
期
待
に
応
え
、
国
と
地

方
と
の
役
割
を
見
直
し
、
国
か
ら
地
方
へ
の
権

限
移
譲
，
地
方
税
財
源
の
充
実
強
化
等
地
方
公

共
団
体
の
自
主
性
、
自
律
性
の
強
化
を
図
り
、

21
世
紀
に
向
け
た
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
地
方
自

治
を
確
立
す
る
こ
と
が
現
下
の
急
務
で
あ
る
。

（
以
下
略
）

　
地
方
分
権
の
流
れ
は
、地
方
自
治
体
の
行
政
・

政
治
を
活
性
化
さ
せ
、
地
域
振
興
の
た
め
の
積

極
政
策
と
し
て
の
公
立
大
学
設
置
へ
の
期
待
も

高
ま
っ
た
。
そ
れ
を
受
け
て
、
そ
れ
ま
で
公
立

大
学
を
抑
制
し
て
い
た
自
治
省
内
で
の
議
論
に

も
変
化
が
起
こ
る
。
当
時
の
状
況
に
つ
い
て
、

元
自
治
省
幹
部
は
筆
者
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
対

し
以
下
の
よ
う
に
述
べ
た
。

　大
学
は
な
に
も
国
だ
け
の
も
の
で
は
な
く
、

地
方
自
治
体
に
も
っ
と
広
く
設
置
を
認
め
て
い

い
の
で
は
な
い
か
。
旧
帝
大
ク
ラ
ス
な
ら
さ
す

が
に
国
で
あ
ろ
う
が
、
地
域
の
大
学
を
わ
ざ
わ

ざ
国
で
や
る
も
の
で
は
な
い
と
い
っ
た
議
論
が

自
治
省
の
中
に
も
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
地
域

の
中
で
コ
ン
セ
ン
サ
ス
が
あ
っ
て
、
設
立
目
的

が
明
確
な
ら
ば
自
治
体
に
よ
る
大
学
の
設
立
は

あ
る
と
い
う
こ
と
だ
。
確
か
に
自
治
体
に
大
学

運
営
の
専
門
性
は
な
い
が
、
そ
の
代
わ
り
に
地

域
振
興
と
大
学
を
結
び
付
け
て
考
え
る
力
が
あ

る
。

　
こ
の
よ
う
な
自
治
省
の
政
策
転
換
を
受
け

て
、
地
域
振
興
・
地
方
創
生
を
役
割
と
し
て
担

う
公
立
大
学
が
次
々
と
登
場
し
て
く
る
。
そ
れ

ら
の
公
立
大
学
に
は
、
地
域
政
策
、
地
方
創
生

あ
る
い
は
観
光
と
い
っ
た
キ
ー
ワ
ー
ド
を
名
称

に
含
む
領
域
横
断
型
の
学
部
・
学
科
が
数
多
く

設
置
さ
れ
た
の
で
あ
る
【
表
❸
】。

　
こ
う
し
た
経
緯
を
踏
ま
え
れ
ば
、「
地
域
振

興
・
地
方
創
生
」
に
直
接
つ
な
が
る
「
観
光
学
」

「
観
光
産
業
論
」
あ
る
い
は
「
観
光
実
践
研
究
」

な
ど
が
公
立
大
学
に
存
在
す
る
こ
と
を
も
っ

1

一般
社
団
法
人
公
立
大
学
協
会
常
務
理
事・事
務
局
長
。博
士（
学
術
、放
送
大
学
）。

1
9
6
1
年
石
川
県
金
沢
市
生
ま
れ
。1
9
8
5
年
名
古
屋
大
学
理
学
部
化
学
科

中
退
。劇
団
制
作
部
、編
集
デ
ザ
イ
ナ
ー
を
経
て
、2
0
0
2
年
公
立
大
学
協
会
入

職
。2
0
0
7
年
同
事
務
局
長
、2
0
1
9
年
か
ら
現
職
。2
0
2
0
年
放
送
大
学

文
化
科
学
研
究
科
博
士
後
期
課
程
修
了
。近
著
に『
可
能
性
と
し
て
の
公
立
大
学
政
策
―
な
ぜ
平
成
期
に

公
立
大
学
は
急
増
し
た
の
か
』（
学
校
経
理
研
究
会
、2
0
2
0
年
）。

中
田 

晃（
な
か
た 

あ
き
ら
）

観
光
振
興
と
公
立
大
学表 1 戦時中の公立（女子）医学専門学校の設立と戦後の昇格・移管

図 1 戦後の公立大学の設置状況の
「
対
象
の
多
様
性
」
が
ま
さ
に
示
さ
れ
て
い

る
。
そ
し
て
こ
う
し
た
構
成
は
、「
い
ろ
ん
な

こ
と
が
学
べ
る
」
と
い
う
点
で
学
生
か
ら
も
歓

迎
さ
れ
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
観
光
学
が
持
つ
領
域
横
断
性

と
い
う
も
の
が
、
観
光
に
求
め
ら
れ
る
様
々
な

専
門
知
識
を
提
供
で
き
る
と
い
う
こ
と
だ
け
で

は
、
例
え
ば
現
在
の
感
染
症
拡
大
の
よ
う
な
状

況
下
で
、一
時
的
に
せ
よ
観
光
業
が
大
き
な
打

撃
を
受
け
れ
ば
、
そ
の
領
域
横
断
性
の
魅
力
は

た
ち
ど
こ
ろ
に
色
あ
せ
て
し
ま
う
。
も
し
観
光

学
が
こ
う
し
た
性
格
の
も
の
に
留
ま
る
の
で
あ

れ
ば
、
地
域
振
興
・
文
化
振
興
と
い
う
も
の
に
普

遍
的
に
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
学
術
を
標
榜
す
る
に

は
、
何
か
が
足
り
な
い
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

　
実
は
こ
う
し
た
問
題
は
、
な
に
も
観
光
学
だ

け
で
な
く
、
様
々
な
領
域
横
断
型
の
学
術
の
現

場
で
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
例
え
ば
「
公
共
政

策
学
会
」
に
お
い
て
、
足
立
（
2
0
0
3
）
は

公
共
政
策
学
と
い
う
新
た
な
学
の
確
立
の
た
め

に
は
「
多
様
な
現
代
的
課
題
を
扱
う
」
と
い
う

意
味
で
の
学
際
性
や
総
合
性
を
語
る
前
に
、「
政

治
学
、
経
済
学
、
法
律
学
を
は
じ
め
と
す
る
関

連
社
会
諸
科
学
が
公
共
政
策
研
究
に
対
し
て
い

か
な
る
知
的
ス
ト
ッ
ク
を
提
供
」
し
て
き
た
の

か
再
検
討
す
べ
き
と
、
同
学
会
関
係
者
に
対
し

強
く
訴
え
て
い
る
。
こ
の
こ
と
が
乗
り
越
え
ら

れ
な
け
れ
ば
、い
か
な
る
領
域
横
断
型
学
術
も
、

バ
ラ
バ
ラ
に
切
り
離
さ
れ
た
学
術
の
単
な
る
寄

せ
集
め
に
過
ぎ
な
い
と
み
な
さ
れ
る
だ
ろ
う
。

そ
し
て
そ
こ
で
学
ん
だ
学
生
は
「
い
ろ
ん
な
こ

と
を
学
ん
だ
」
も
の
の
、
自
身
の
中
に
ど
の
よ

う
な
学
術
的
な
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
が
確
立

さ
れ
た
の
か
、
釈
然
と
し
な
い
ま
ま
卒
業
し
て

い
く
こ
と
に
な
り
か
ね
な
い
。

　
こ
う
し
た
課
題
を
乗
り
越
え
る
た
め
に
は
、

観
光
学
に
お
い
て
も
、「
対
象
の
多
様
性
」
だ

け
で
な
く
「
方
法
論
の
多
面
性
」
と
い
う
、
も

う
一
つ
の
軸
を
、
生
涯
使
え
る
思
考
の
軸
と
し

て
確
立
し
、
学
生
に
獲
得
さ
せ
る
こ
と
が
求
め

ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
事
業
実
現
の
舞
台
と
な

る
大
小
の
組
織
を
扱
う
組
織
論
、
あ
る
い
は
人

と
社
会
の
関
係
性
へ
着
目
す
る
社
会
心
理
学
、

多
様
な
政
治
的
フ
ィ
ー
ル
ド
に
お
け
る
意
思
決

定
理
論
な
ど
が
観
光
学
に
埋
め
込
ま
れ
な
く
て

は
な
ら
な
い
。

　
実
は
、
公
共
政
策
学
で
は
こ
う
し
た
「
誰
に

よ
っ
て
、
ど
の
よ
う
に
政
策
が
決
定
、
実
施
さ

れ
る
か
」
と
い
っ
た
現
実
の
政
策
決
定
プ
ロ
セ

ス
に
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
知
識
を
「of

の
知
識

（kn
o
w

led
ge o

f p
ro

cess

）」
と
呼
び
、
対

象
領
域
に
応
じ
た
専
門
知
識
を
示
す
「in

の
知

識
（kn

o
w

led
ge in

 p
ro

cess

）
と
峻
別
し

て
い
る
。
観
光
学
に
お
い
て
も
、「
環
境
破
壊
」

「
格
差
拡
大
」「
孤
独
問
題
」「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
」
と
い
っ
た
社
会
課
題
に
対
し
、
生

産
・
消
費
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
い
う
人

間
活
動
の
普
遍
的
な
要
素
に
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る

社
会
科
学
的
な
思
考
の
軸
を
「of

の
知
識
」
と

し
て
駆
使
し
な
が
ら
、
地
域
の
人
と
暮
ら
し
そ

の
も
の
を
考
え
て
い
こ
う
と
い
う
試
み
が
始
ま

っ
て
い
る
（
例
え
ば
、
山
田
良
治
（
2
0
2
1
）

『
観
光
を
科
学
す
る
　
観
光
学
批
判
（
観
光
を

見
る
眼 

創
刊
号
）』
晃
洋
書
房
が
参
考
に
な

る
）。

② 

自
治
体
行
政
の
変
容

　
こ
う
し
た
「of

の
知
識
」
の
必
要
性
は
、
公

立
大
学
の
カ
ウ
ン
タ
ー
パ
ー
ト
で
あ
る
自
治
体

行
政
の
変
容
を
見
通
す
こ
と
に
よ
っ
て
も
裏
付

け
る
こ
と
が
で
き
る
。
総
務
省
に
置
か
れ
た「
自

治
体
戦
略
2
0
4
0
構
想
研
究
会
」
が

2
0
1
8
年
に
出
し
た
「
第
一
次
報
告
」
を
見
て

み
よ
う
。
こ
の
報
告
か
ら
は
、
い
く
つ
か
の
有

益
な
含
意
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
例
え
ば
、

人
口
減
少
が
続
く
地
域
社
会
の
中
で
深
刻
さ
を

増
し
て
い
る
子
育
て
、
医
療
・
介
護
、
イ
ン
フ
ラ
、

防
災
な
ど
の
課
題
を
見
据
え
な
が
ら
、
地
方
自

治
体
の
機
能
そ
の
も
の
を
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
・

シ
ス
テ
ム
（
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
シ
ス
テ
ム
上
で
ア

プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
動
作
さ
せ
る
た
め
の
基
盤

と
な
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
例
え
て
い
る
）
の
レ
ベ

ル
で
問
い
直
す
必
要
性
を
示
し
て
い
る
。
ど
う

い
う
こ
と
か
。

【
図
❷
】は
、
報
告
の
概
要
か
ら
抜
き
出
し
た
も

の
で
あ
る
が
、
将
来「
新
し
い
公
共
私
の
協
力
関

係
の
構
築
」が
必
要
と
し
た
う
え
で
、
図
の
中
央

付
近
に
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
を
例
示
し
な
が

ら
、
今
後
は
様
々
な
技
能
を
習
得
し
た
専
門
家

に
よ
る「
組
織
的
仲
介
機
能
」が
、「
く
ら
し
の
維

不
足
す
る
中
で
、
複
雑
化
す
る
現
実
に
対
応
で

き
な
く
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。そ
れ
に
対
し
、

同
提
言
は
、
地
方
自
治
体
の
主
な
役
割
を
「
専

門
家
が
活
躍
で
き
る
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
作

り
手
」
に
転
換
す
る
こ
と
を
提
案
し
て
い
る
。

そ
し
て
、そ
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
上
で
医
療
、

福
祉
、
経
済
、
土
木
、
農
業
、
そ
し
て
観
光
な

ど
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
家
に
は
「
公
・
共
・
私
」

の
協
力
関
係
を
取
り
結
び
な
が
ら
、
実
践
的
な

政
策
立
案
機
能
を
発
揮
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ

て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
こ
と
に
な
れ
ば
、
専
門

家
に
は
、
先
に
示
し
た
政
策
決
定
の
プ
ロ
セ
ス

に
関
す
る
知
識
、
す
な
わ
ち
「o

f

の
知
識
」
の

獲
得
が
ま
さ
に
求
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。

③ 

観
光
・
地
域
・
学
術
の
未
来
の
た
め
に

　
観
光
学
に
つ
い
て
、
こ
れ
以
上
専
門
外
か
ら

述
べ
る
こ
と
は
慎
む
べ
き
で
あ
ろ
う
。
と
は
い

え
、
観
光
学
と
い
う
も
の
が
、
単
に
地
域
に
お

け
る
観
光
事
業
を
成
功
さ
せ
、
経
済
的
利
益
を

生
み
出
す
た
め
だ
け
に
あ
る
も
の
で
は
な
い
こ

と
は
、
地
域
に
公
立
大
学
を
設
置
し
て
き
た
経

験
か
ら
も
理
解
で
き
る
。

　
す
な
わ
ち
、
公
立
大
学
は
平
成
の
18
歳
人
口

急
減
期
と
い
う
大
学
設
置
へ
の
逆
風
下
に
お
い

て
設
置
さ
れ
た
。
そ
の
こ
と
を
も
っ
て
、
そ
の

存
在
意
義
に
つ
い
て
識
者
か
ら
疑
問
を
示
さ
れ

る
こ
と
も
多
い
。
そ
し
て
、
そ
う
し
た
疑
問
に

反
論
す
る
た
め
に
語
ら
れ
る
公
立
大
学
の
役
割

と
は
、
一
時
的
に
で
は
あ
る
が
若
者
を
地
方
に

留
め
置
く
「
ダ
ム
機
能
」
で
あ
り
、
地
域
に
大

学
が
存
在
す
る
こ
と
に
よ
る
「
経
済
効
果
」
で

あ
る
。
し
か
し
そ
れ
だ
け
で
は
な
い
。

　
学
生
は
ま
さ
に
旅
人
で
あ
る
。
公
立
大
学
が

地
域
に
密
着
し
た
大
学
で
あ
る
と
は
い
え
、
そ

の
学
生
の
半
数
以
上
は
他
地
域
か
ら
や
っ
て
き

た「
よ
そ
者
」で
あ
り
、
卒
業
に
よ
り
旅
立
つ
学

生
も
少
な
く
な
い
。
こ
れ
が
公
立
大
学
の
あ
る

べ
き
姿
と
は
異
な
る
と
し
て
、
し
ば
し
ば
設
置

自
治
体
の
議
会
等
で
問
題
視
さ
れ
る
。
一
方
で

地
域
の
現
場
で
は
必
ず
し
も
地
域
に
定
着
す
る

と
は
限
ら
な
い
若
者
か
ら
新
た
な
息
づ
か
い
を

感
じ
取
り
、
と
も
に
地
域
の
困
難
を
ど
う
す
る

の
か
考
え
続
け
、
未
来
へ
希
望
を
つ
な
ご
う
と

す
る
。
こ
の
よ
う
な
実
践
が
、
地
域
に
経
済
効

果
以
外
の
何
か
を
も
た
ら
し
、
地
域
と
わ
が
国

全
体
の
再
生
力
に
質
的
な
変
化
を
も
た
ら
す
。

そ
う
し
た
可
能
性
が
、
ま
さ
に「
よ
そ
者
」に
内

　
公
立
大
学
は
、
平
成
期
に
39
大
学
か
ら
93
大

学
ま
で
そ
の
数
を
一
気
に
増
加
さ
せ
た
。
現
在

は
専
門
職
大
学
と
い
う
新
た
な
制
度
に
よ
り
設

立
さ
れ
た
大
学
も
加
わ
り
、
そ
の
数
は
98
大
学

に
達
し
て
い
る
。東
北
6
県
を
例
に
と
っ
て
も
、

福
島
県
立
医
科
大
学
た
だ
１
校
だ
っ
た
公
立
大

学
が
、
6
県
す
べ
て
に
計
11
大
学
が
設
置
さ
れ

る
ま
で
に
な
っ
た
。

1
公
立
大
学
の
設
置
に

期
待
さ
れ
た
役
割

て
、
公
立
大
学
が
観
光
振
興
に
貢
献
す
る
道
筋

を
示
す
こ
と
も
で
き
よ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、

早
く
か
ら
政
策
系
の
領
域
横
断
型
学
術
に
取
り

組
ん
で
き
た
公
立
大
学
と
し
て
は
、
そ
れ
ら
を

観
光
振
興
に
た
だ
ち
に
結
び
つ
け
て
語
る
こ
と

に
は
躊
躇
が
あ
る
。
観
光
学
を
含
む
領
域
横
断

型
学
術
に
取
組
む
に
は
、
そ
れ
特
有
の
課
題
に

向
き
合
う
必
要
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

① 

観
光
学
の
可
能
性
と
課
題

　
そ
も
そ
も
、
領
域
横
断
型
学
術
に
あ
る
領
域

横
断
性
と
は
何
な
の
か
。
観
光
学
を
例
に
考
え

れ
ば
、
一
つ
に
は
、
旅
行
産
業
、
宿
泊
産
業
、
運

輸
産
業
、
テ
ー
マ
パ
ー
ク
と
い
っ
た
様
々
な
領

域
を
分
析
対
象
と
す
る
と
い
う
意
味
で
の
領
域

横
断
性
が
あ
る
。
こ
れ
を「
対
象
の
多
様
性
」と

呼
ぼ
う
。
い
ま
一
つ
は
、
観
光
と
い
う
複
雑
な
要

素
で
成
り
立
つ
営
み
を
分
析
す
る
た
め
の「
方

法
論
の
多
面
性
」と
い
う
領
域
横
断
性
で
あ
る
。

　【
表
❹
】
に
、
標
準
的
な
観
光
学
の
教
科
書

の
目
次
を
例
示
す
る
。
そ
こ
に
は
、
観
光
を
考

え
る
際
に
求
め
ら
れ
る
重
要
な
各
論
を
列
挙
す

る
こ
と
で
、
必
要
な
知
識
が
得
ら
れ
る
よ
う
工

夫
さ
れ
て
お
り
、
2
つ
の
領
域
横
断
性
の
う
ち

在
す
る
哲
学
的
意
味
に
ま
で
言
及
す
る
新
た
な

観
光
学
に
よ
っ
て
見
出
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。

　
言
う
ま
で
も
な
く
現
在
、
コ
ロ
ナ
感
染
症
拡

大
の
も
と
で
観
光
は
大
き
な
危
機
の
下
に
あ
る
。

一
方
で
、
公
立
大
学
の
歴
史
を
振
り
返
れ
ば
、
医

学
は
戦
争
と
い
う
直
接
の
生
命
の
危
機
と
対
峙

し
、
看
護
学
は
急
速
に
押
し
寄
せ
る
人
口
学
的

な
生
命
の
危
機
に
立
ち
向
か
っ
て
き
た
。
さ
ら

に
領
域
横
断
学
部
は
、
地
域
社
会
崩
壊
の
危
機

に
立
ち
向
か
う
べ
く
生
ま
れ
て
き
た
。
観
光
学

は
、
も
し
か
す
る
と
観
光
が
直
面
す
る
危
機
の

中
で
こ
そ
、
そ
の
学
と
し
て
の
内
実
を
獲
得
し

て
い
く
の
か
も
し
れ
な
い
。
そ
し
て
公
立
大
学

も
、
危
機
を
受
け
止
め
る
地
方
自
治
体
に
伴
走

し
な
が
ら
、
そ
の
未
来
を
展
望
し
て
い
く
こ
と

に
な
る
。

　
い
つ
の
時
代
に
も
、
今
こ
こ
に
あ
る
危
機
、

そ
れ
に
対
し
て
「
ど
う
あ
る
べ
き
か
を
説
く
」
の

で
は
な
く
、「
ど
う
す
る
の
か
を
考
え
続
け
る
」

プ
レ
イ
ヤ
ー
が
必
要
と
な
る
。
そ
う
し
た
プ
レ

イ
ヤ
ー
を
得
て
、
観
光
も
地
域
も
学
術
も
、
そ

の
発
展
の
可
能
性
を
探
る
こ
と
が
で
き
る
。
筆

者
は
そ
う
考
え
た
い
。

ね
ら
れ
た
、
そ
の
結
果
誕
生
し
た
の
で
あ
る
。

　
そ
の
状
況
を【
表
❶
】に
一
覧
と
し
た
。実
は
、

こ
の
ほ
か
に
も
旧
制
の
公
立
医
科
大
学
が
た
だ

一
校
存
在
し
た
。京
都
府
立
医
科
大
学
で
あ
る
。

そ
の
起
源
は
、
1
8
7
2
（
M
5
）
年
に
京
都

市
粟
田
口
青
蓮
院
内
の
仮
療
病
院
で
、
鳥
羽
伏

見
の
戦
い
で
傷
つ
い
た
幕
末
藩
士
を
治
癒
に
導

く
、
そ
の
か
た
わ
ら
施
し
た
医
学
教
育
に
求
め

ら
れ
る
と
い
う
。
こ
こ
に
も
戦
争
と
医
学
教
育

と
の
か
か
わ
り
を
示
す
歴
史
が
見
出
さ
れ
る
。

 ② 

高
齢
化
社
会
へ
の
対
応

　
こ
う
し
た
戦
後
の
設
置
ラ
ッ
シ
ュ
の
後
は
、

公
立
大
学
の
設
置
は
短
期
大
学
か
ら
の
昇
格
を

中
心
に
わ
ず
か
な
数
と
な
る
。
そ
の
う
え
、
医

学
部
を
中
心
に
相
当
数
の
公
立
大
学
が
国
立
移

管
し
て
し
ま
い
、
結
果
と
し
て
昭
和
期
に
は
公

立
大
学
は
ほ
と
ん
ど
増
え
な
か
っ
た
。
当
時
の

自
治
省
が
地
方
財
政
健
全
化
の
観
点
か
ら
、
地

方
自
治
体
に
よ
る
新
た
な
公
立
大
学
の
設
置
を

強
く
抑
制
し
た
か
ら
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
が
、
平
成
期
に
な
る
と
、
再
び
公
立

大
学
設
置
の
契
機
が
訪
れ
る
。
高
齢
化
社
会
の

到
来
で
あ
る
。
平
成
元
年
に
大
蔵
・
厚
生
・
自

治
3
大
臣
の
合
意
を
得
た「
ゴ
ー
ル
ド
プ
ラ
ン
」

が
策
定
さ
れ
た
。
同
プ
ラ
ン
は
冒
頭
、
消
費
税

導
入
と
の
関
連
も
示
し
な
が
ら
高
齢
化
社
会
へ

の
対
応
を
以
下
の
よ
う
に
述
べ
た
。

　我
が
国
は
、
い
ま
や
平
均
寿
命
80
年
と
い
う

世
界
最
長
寿
国
に
な
り
、
21
世
紀
に
は
国
民
の

約
4
人
に
1
人
が
65
歳
以
上
の
高
齢
化
社
会
と

な
る
（
中
略
）。
こ
の
た
め
、
消
費
税
導
入
の

趣
旨
を
踏
ま
え
、
高
齢
者
の
保
健
福
祉
の
分
野

に
お
け
る
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
基
盤
整
備
を
進
め

る
こ
と
と
し
、
在
宅
福
祉
、
施
設
福
祉
等
の
事

業
に
つ
い
て
、
今
世
紀
中
に
実
現
を
図
る
べ
き

10
か
年
の
目
標
を
掲
げ
、
こ
れ
ら
の
事
業
の
強

力
な
推
進
を
図
る
こ
と
と
す
る
。

　
こ
の
プ
ラ
ン
を
踏
ま
え
、
平
成
4
年
に
「
看

護
婦
等
の
人
材
確
保
の
促
進
に
関
す
る
法
律
」

が
制
定
さ
れ
る
。
同
法
は
、
看
護
職
員
の
確
保

に
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
こ
と
を
地
方
公
共
団

　
こ
う
し
た
公
立
大
学
が
観
光
振
興
に
期
待
さ

れ
る
役
割
に
つ
い
て
、
こ
の
よ
う
な
専
門
誌
で

述
べ
る
こ
と
は
、
筆
者
の
手
に
余
る
も
の
と
な

る
が
、
観
光
学
の
専
門
家
か
ら
の
議
論
や
、
公

立
大
学
の
取
組
み
の
各
論
が
し
か
る
べ
き
別
稿

に
示
さ
れ
る
の
で
あ
れ
ば
、
こ
こ
で
は
公
立
大

学
、
す
な
わ
ち
地
方
自
治
体
が
自
ら
設
置
す
る

大
学
と
い
う
視
点
か
ら
、
的
外
れ
を
恐
れ
ず
論

じ
て
み
た
い
。

名古屋市立女子医学専門学校
県立徳島医学専門学校
県立鹿児島医学専門学校
福島県立女子医学専門学校
横浜市立医学専門学校
山梨県立医学専門学校
岐阜県立女子医学専門学校
三重県立医学専門学校
京都府立医科大学付属女子医学専門学校
大阪市立医学専門学校
兵庫県立医学専門学校
山口県立医学専門学校
福岡県立医学歯学専門学校
北海道庁立女子医学専門学校
秋田県立女子医学専門学校
山梨県立女子医学専門学校
奈良県立医学専門学校
和歌山県立医学専門学校
広島県立医学専門学校
高知県立女子医学専門学校

公立大学への昇格 国立大学への移管公立医学専門学校

名古屋市立大学（医学部）
＜戦後官立専門学校へ移管＞

鹿児島県立大学（医学部）
福島県立医科大学
横浜市立大学（医学部）
＜空襲で全焼・廃止＞

岐阜医工科大学
三重県立大学（医学部）
京都府立医科大学に統合
大阪市立大学（医学部）
神戸医科大学
山口県立医科大学
九州歯科大学
札幌医科大学
＜廃止＞

＜空襲で全焼・廃止＞

奈良県立医科大学
和歌山県立医科大学
広島県立医科大学
高知県立大学（看護学部）

徳島大学（医学部）
鹿児島大学（医学部）

岐阜大学（医学部）
三重大学（医学部）

神戸大学（医学部）
山口大学（医学部）

広島大学（医学部）

持
」に
求
め
ら
れ
る

と
し
て
い
る
。

　
こ
れ
を
筆
者
な
り

に
読
み
解
け
ば
、
研

究
会
の
提
言
は
こ
れ

ま
で
の
行
政
運
営
の

構
図
そ
の
も
の
に
変

更
を
迫
る
も
の
と
な

る
。
す
な
わ
ち
、
自

治
体
の
行
政
運
営
の

計
画
や
予
算
が
、
庁

舎
内
の
行
政
セ
ク
シ

ョ
ン
の
発
案
に
よ
っ

て
定
め
ら
れ
、
そ
の

計
画
と
予
算
に
従
っ

て
現
場
の
専
門
家
が

動
く
。
こ
う
い
っ
た

従
来
型
の
構
図
の
ま

ま
で
は
、
財
源
と
人

的
資
源
が
絶
対
的
に

1948（S23）
1949（S24）
1950（S25）
1951（S26）
1952（S27）
1953（S28）
1954（S29）
1955（S30）
1956（S31）
1957（S32）
1958（S33）
1959（S34）
1960（S35）
1961（S36）
1962（S37）
1963（S38）
1964（S39）
1965（S40）
1966（S41）
1967（S42）
1968（S43）
1969（S44）
1970（S45）
1971（S46）
1972（S47）
1973（S48）
1974（S49）
1975（S50）
1976（S51）
1977（S52）
1978（S53）
1979（S54）
1980（S55）
1981（S56）
1982（S57）
1983（S58）
1984（S59）
1985（S60）
1986（S61）
1987（S62）
1988（S63）
1989（H1）
1990（H2）
1991（H3）
1992（H4）
1993（H5）
1994（H6）
1995（H7）
1996（H8）
1997（H9）
1998（H10）
1999（H11）
2000（H12）
2001（H13）
2002（H14）
2003（H15）
2004（H16）
2005（H17）
2006（H18）
2007（H19）
2008（H20）
2009（H21）
2010（H22）
2011（H23）
2012（H24）
2013（H25）
2014（H26）
2015（H27）
2016（H28）
2017（H29）
2018（H30）
2019（H31）
2020（R2）
2021（R3）

　
そ
の
た
め
に
は
や
や
迂
遠
と
は
な
る
が
、
ま

ず
公
立
大
学
が
そ
も
そ
も
ど
の
よ
う
な
役
割
を

期
待
さ
れ
て
設
置
さ
れ
て
き
た
の
か
、
そ
の
歴

史
的
な
経
緯
を
紹
介
す
る
。
そ
の
う
え
で
、
公

立
大
学
の
学
術
的
実
践
が
観
光
振
興
に
対
し
、

ど
の
よ
う
な
可
能
性
を
も
た
ら
す
こ
と
が
で
き

る
の
か
、
公
立
大
学
の
カ
ウ
ン
タ
ー
パ
ー
ト
で

あ
る
地
方
自
治
体
行
政
の
変
容
を
見
据
え
つ
つ

展
望
す
る
こ
と
に
し
よ
う
。

※現存する公立大学については、太字により、現在の大学名で示している。

– 5–10 5 10 1500

新規設置
統合による廃止
国立大学への移管

期
待
さ
れ
る
役
割
と
可
能
性

1
9
4
3
年

1
9
4
4
年

1
9
4
5
年

観光振興と公立大学1

4



　【
図
❶
】
は
、
戦
後
に
お
け
る
公
立
大
学
の

設
置
状
況
を
示
し
た
グ
ラ
フ
で
あ
る
。
グ
ラ
フ

の
右
に
伸
び
る
棒
は
各
年
度
に
お
け
る
新
規
の

公
立
大
学
設
置
数
と
な
る
。
一
方
、
左
に
伸
び

る
棒
は
、
国
立
移
管
、
統
合
等
に
よ
り
学
生
募

集
を
停
止
し
た
大
学
数
を
示
し
て
い
る
。
こ
の

グ
ラ
フ
も
頼
り
に
、
公
立
大
学
に
期
待
さ
れ
て

き
た
主
要
な
役
割
を
「
銃
後
の
医
師
養
成
」「
高

齢
化
社
会
へ
の
対
応
」「
地
域
振
興
・
地
方
創
生
」

の
3
点
に
絞
っ
て
整
理
す
る
。

① 

銃
後
の
医
師
養
成

　
い
き
な
り
時
代
錯
誤
と
も
思
え
る
小
見
出
し

を
示
し
た
が
、
ま
ず
は
グ
ラ
フ
の
上
端
を
ご
覧

い
た
だ
き
た
い
。
そ
こ
に
は
、
戦
後
の
新
制
大

学
の
制
度
発
足
時
に
30
程
度
の
公
立
大
学
が
旧

制
公
立
大
学
・
専
門
学
校
を
母
体
と
し
て
ま
と

ま
っ
て
誕
生
し
た
状
況
が
示
さ
れ
て
い
る
。
こ

れ
ら
の
公
立
大
学
群
の
最
大
の
母
体
は
、
す
で

に
太
平
洋
戦
争
の
戦
況
悪
化
が
明
ら
か
な
局
面

に
あ
っ
た
1
9
4
3
（
S
18
）
年
以
降
に
集
中

的
に
設
立
さ
れ
た
合
計
20
に
及
ぶ
公
立（
女
子
）

医
学
専
門
学
校
で
あ
っ
た
。

　
そ
れ
ら
の
う
ち
3
校
は
空
襲
で
校
舎
が
全
焼

す
る
な
ど
の
理
由
に
よ
り
廃
止
、
1
校
は
官
立

（
国
立
）
の
専
門
学
校
と
な
る
が
、
残
る
16
校

は
医
学
、
歯
学
、
看
護
学
の
課
程
を
持
つ
公
立

大
学
と
な
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
新
制
公
立
大
学

の
約
半
数
は
、
軍
医
あ
る
い
は
銃
後
の
医
師
養

成
と
い
う
国
難
下
の
課
題
が
地
方
自
治
体
に
委

体
の
責
務
と
し
た
。
高
齢
化
社
会
と
い
う
平
成

期
の
国
難
へ
の
対
応
が
、
再
び
地
方
に
委
ね
ら

れ
た
の
で
あ
る
。

　
そ
の
結
果
、
公
立
の
看
護
系
大
学
・
学
部（
当

初
短
期
大
学
と
し
て
設
置
さ
れ
た
も
の
を
含

む
）
が
平
成
5
年
か
ら
12
年
ご
ろ
ま
で
に
続
々

と
設
置
さ
れ
、
地
方
自
治
体
の
手
に
よ
っ
て
地

域
医
療
の
中
核
を
担
う
高
度
医
療
人
が
育
成
さ

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
【
表
❷
】。

③ 

地
域
振
興
・
地
方
創
生

　
平
成
期
は
、地
方
分
権
の
時
代
で
も
あ
っ
た
。

1
9
9
3
（
H
5
）
年
、
衆
参
両
院
で
「
地
方

分
権
の
推
進
に
関
す
る
決
議
」
が
行
わ
れ
た
。

衆
議
院
の
決
議
は
以
下
の
よ
う
に
示
さ
れ
た
。

【
平
成
5
年
6
月
3
日
衆
議
院
本
会
議

地
方
分
権
の
推
進
に
関
す
る
決
議
】

　今
日
、
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
を
発
生
さ
せ
て
い

る
東
京
へ
の
一
極
集
中
を
排
除
し
て
、
国
土
の

均
衡
あ
る
発
展
を
図
る
と
と
も
に
、
国
民
が
待

望
す
る
ゆ
と
り
と
豊
か
さ
を
実
感
で
き
る
社
会

を
つ
く
り
上
げ
て
い
く
た
め
に
、
地
方
公
共
団

体
の
果
た
す
べ
き
役
割
に
国
民
の
強
い
期
待
が

寄
せ
ら
れ
て
お
り
、
中
央
集
権
的
行
政
の
あ
り

方
を
問
い
直
し
、
地
方
分
権
の
よ
り
一
層
の
推

進
を
望
む
声
は
大
き
な
流
れ
と
な
っ
て
い
る
。

　こ
の
よ
う
な
国
民
の
期
待
に
応
え
、
国
と
地

方
と
の
役
割
を
見
直
し
、
国
か
ら
地
方
へ
の
権

限
移
譲
，
地
方
税
財
源
の
充
実
強
化
等
地
方
公

共
団
体
の
自
主
性
、
自
律
性
の
強
化
を
図
り
、

21
世
紀
に
向
け
た
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
地
方
自

治
を
確
立
す
る
こ
と
が
現
下
の
急
務
で
あ
る
。

（
以
下
略
）

　
地
方
分
権
の
流
れ
は
、地
方
自
治
体
の
行
政
・

政
治
を
活
性
化
さ
せ
、
地
域
振
興
の
た
め
の
積

極
政
策
と
し
て
の
公
立
大
学
設
置
へ
の
期
待
も

高
ま
っ
た
。
そ
れ
を
受
け
て
、
そ
れ
ま
で
公
立

大
学
を
抑
制
し
て
い
た
自
治
省
内
で
の
議
論
に

も
変
化
が
起
こ
る
。
当
時
の
状
況
に
つ
い
て
、

元
自
治
省
幹
部
は
筆
者
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
対

し
以
下
の
よ
う
に
述
べ
た
。

　大
学
は
な
に
も
国
だ
け
の
も
の
で
は
な
く
、

地
方
自
治
体
に
も
っ
と
広
く
設
置
を
認
め
て
い

い
の
で
は
な
い
か
。
旧
帝
大
ク
ラ
ス
な
ら
さ
す

が
に
国
で
あ
ろ
う
が
、
地
域
の
大
学
を
わ
ざ
わ

ざ
国
で
や
る
も
の
で
は
な
い
と
い
っ
た
議
論
が

自
治
省
の
中
に
も
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
地
域

の
中
で
コ
ン
セ
ン
サ
ス
が
あ
っ
て
、
設
立
目
的

が
明
確
な
ら
ば
自
治
体
に
よ
る
大
学
の
設
立
は

あ
る
と
い
う
こ
と
だ
。
確
か
に
自
治
体
に
大
学

運
営
の
専
門
性
は
な
い
が
、
そ
の
代
わ
り
に
地

域
振
興
と
大
学
を
結
び
付
け
て
考
え
る
力
が
あ

る
。

　
こ
の
よ
う
な
自
治
省
の
政
策
転
換
を
受
け

て
、
地
域
振
興
・
地
方
創
生
を
役
割
と
し
て
担

う
公
立
大
学
が
次
々
と
登
場
し
て
く
る
。
そ
れ

ら
の
公
立
大
学
に
は
、
地
域
政
策
、
地
方
創
生

あ
る
い
は
観
光
と
い
っ
た
キ
ー
ワ
ー
ド
を
名
称

に
含
む
領
域
横
断
型
の
学
部
・
学
科
が
数
多
く

設
置
さ
れ
た
の
で
あ
る
【
表
❸
】。

　
こ
う
し
た
経
緯
を
踏
ま
え
れ
ば
、「
地
域
振

興
・
地
方
創
生
」
に
直
接
つ
な
が
る
「
観
光
学
」

「
観
光
産
業
論
」
あ
る
い
は
「
観
光
実
践
研
究
」

な
ど
が
公
立
大
学
に
存
在
す
る
こ
と
を
も
っ

1

一般
社
団
法
人
公
立
大
学
協
会
常
務
理
事・事
務
局
長
。博
士（
学
術
、放
送
大
学
）。

1
9
6
1
年
石
川
県
金
沢
市
生
ま
れ
。1
9
8
5
年
名
古
屋
大
学
理
学
部
化
学
科

中
退
。劇
団
制
作
部
、編
集
デ
ザ
イ
ナ
ー
を
経
て
、2
0
0
2
年
公
立
大
学
協
会
入

職
。2
0
0
7
年
同
事
務
局
長
、2
0
1
9
年
か
ら
現
職
。2
0
2
0
年
放
送
大
学

文
化
科
学
研
究
科
博
士
後
期
課
程
修
了
。近
著
に『
可
能
性
と
し
て
の
公
立
大
学
政
策
―
な
ぜ
平
成
期
に

公
立
大
学
は
急
増
し
た
の
か
』（
学
校
経
理
研
究
会
、2
0
2
0
年
）。

中
田 

晃（
な
か
た 

あ
き
ら
）

観
光
振
興
と
公
立
大
学表 1 戦時中の公立（女子）医学専門学校の設立と戦後の昇格・移管

図 1 戦後の公立大学の設置状況の
「
対
象
の
多
様
性
」
が
ま
さ
に
示
さ
れ
て
い

る
。
そ
し
て
こ
う
し
た
構
成
は
、「
い
ろ
ん
な

こ
と
が
学
べ
る
」
と
い
う
点
で
学
生
か
ら
も
歓

迎
さ
れ
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
観
光
学
が
持
つ
領
域
横
断
性

と
い
う
も
の
が
、
観
光
に
求
め
ら
れ
る
様
々
な

専
門
知
識
を
提
供
で
き
る
と
い
う
こ
と
だ
け
で

は
、
例
え
ば
現
在
の
感
染
症
拡
大
の
よ
う
な
状

況
下
で
、一
時
的
に
せ
よ
観
光
業
が
大
き
な
打

撃
を
受
け
れ
ば
、
そ
の
領
域
横
断
性
の
魅
力
は

た
ち
ど
こ
ろ
に
色
あ
せ
て
し
ま
う
。
も
し
観
光

学
が
こ
う
し
た
性
格
の
も
の
に
留
ま
る
の
で
あ

れ
ば
、
地
域
振
興
・
文
化
振
興
と
い
う
も
の
に
普

遍
的
に
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
学
術
を
標
榜
す
る
に

は
、
何
か
が
足
り
な
い
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

　
実
は
こ
う
し
た
問
題
は
、
な
に
も
観
光
学
だ

け
で
な
く
、
様
々
な
領
域
横
断
型
の
学
術
の
現

場
で
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
例
え
ば
「
公
共
政

策
学
会
」
に
お
い
て
、
足
立
（
2
0
0
3
）
は

公
共
政
策
学
と
い
う
新
た
な
学
の
確
立
の
た
め

に
は
「
多
様
な
現
代
的
課
題
を
扱
う
」
と
い
う

意
味
で
の
学
際
性
や
総
合
性
を
語
る
前
に
、「
政

治
学
、
経
済
学
、
法
律
学
を
は
じ
め
と
す
る
関

連
社
会
諸
科
学
が
公
共
政
策
研
究
に
対
し
て
い

か
な
る
知
的
ス
ト
ッ
ク
を
提
供
」
し
て
き
た
の

か
再
検
討
す
べ
き
と
、
同
学
会
関
係
者
に
対
し

強
く
訴
え
て
い
る
。
こ
の
こ
と
が
乗
り
越
え
ら

れ
な
け
れ
ば
、い
か
な
る
領
域
横
断
型
学
術
も
、

バ
ラ
バ
ラ
に
切
り
離
さ
れ
た
学
術
の
単
な
る
寄

せ
集
め
に
過
ぎ
な
い
と
み
な
さ
れ
る
だ
ろ
う
。

そ
し
て
そ
こ
で
学
ん
だ
学
生
は
「
い
ろ
ん
な
こ

と
を
学
ん
だ
」
も
の
の
、
自
身
の
中
に
ど
の
よ

う
な
学
術
的
な
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
が
確
立

さ
れ
た
の
か
、
釈
然
と
し
な
い
ま
ま
卒
業
し
て

い
く
こ
と
に
な
り
か
ね
な
い
。

　
こ
う
し
た
課
題
を
乗
り
越
え
る
た
め
に
は
、

観
光
学
に
お
い
て
も
、「
対
象
の
多
様
性
」
だ

け
で
な
く
「
方
法
論
の
多
面
性
」
と
い
う
、
も

う
一
つ
の
軸
を
、
生
涯
使
え
る
思
考
の
軸
と
し

て
確
立
し
、
学
生
に
獲
得
さ
せ
る
こ
と
が
求
め

ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
事
業
実
現
の
舞
台
と
な

る
大
小
の
組
織
を
扱
う
組
織
論
、
あ
る
い
は
人

と
社
会
の
関
係
性
へ
着
目
す
る
社
会
心
理
学
、

多
様
な
政
治
的
フ
ィ
ー
ル
ド
に
お
け
る
意
思
決

定
理
論
な
ど
が
観
光
学
に
埋
め
込
ま
れ
な
く
て

は
な
ら
な
い
。

　
実
は
、
公
共
政
策
学
で
は
こ
う
し
た
「
誰
に

よ
っ
て
、
ど
の
よ
う
に
政
策
が
決
定
、
実
施
さ

れ
る
か
」
と
い
っ
た
現
実
の
政
策
決
定
プ
ロ
セ

ス
に
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
知
識
を
「of

の
知
識

（kn
o
w

led
ge o

f p
ro

cess

）」
と
呼
び
、
対

象
領
域
に
応
じ
た
専
門
知
識
を
示
す
「in

の
知

識
（kn

o
w

led
ge in

 p
ro

cess

）
と
峻
別
し

て
い
る
。
観
光
学
に
お
い
て
も
、「
環
境
破
壊
」

「
格
差
拡
大
」「
孤
独
問
題
」「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
」
と
い
っ
た
社
会
課
題
に
対
し
、
生

産
・
消
費
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
い
う
人

間
活
動
の
普
遍
的
な
要
素
に
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る

社
会
科
学
的
な
思
考
の
軸
を
「of

の
知
識
」
と

し
て
駆
使
し
な
が
ら
、
地
域
の
人
と
暮
ら
し
そ

の
も
の
を
考
え
て
い
こ
う
と
い
う
試
み
が
始
ま

っ
て
い
る
（
例
え
ば
、
山
田
良
治
（
2
0
2
1
）

『
観
光
を
科
学
す
る
　
観
光
学
批
判
（
観
光
を

見
る
眼 

創
刊
号
）』
晃
洋
書
房
が
参
考
に
な

る
）。

② 

自
治
体
行
政
の
変
容

　
こ
う
し
た
「of

の
知
識
」
の
必
要
性
は
、
公

立
大
学
の
カ
ウ
ン
タ
ー
パ
ー
ト
で
あ
る
自
治
体

行
政
の
変
容
を
見
通
す
こ
と
に
よ
っ
て
も
裏
付

け
る
こ
と
が
で
き
る
。
総
務
省
に
置
か
れ
た「
自

治
体
戦
略
2
0
4
0
構
想
研
究
会
」
が

2
0
1
8
年
に
出
し
た
「
第
一
次
報
告
」
を
見
て

み
よ
う
。
こ
の
報
告
か
ら
は
、
い
く
つ
か
の
有

益
な
含
意
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
例
え
ば
、

人
口
減
少
が
続
く
地
域
社
会
の
中
で
深
刻
さ
を

増
し
て
い
る
子
育
て
、
医
療
・
介
護
、
イ
ン
フ
ラ
、

防
災
な
ど
の
課
題
を
見
据
え
な
が
ら
、
地
方
自

治
体
の
機
能
そ
の
も
の
を
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
・

シ
ス
テ
ム
（
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
シ
ス
テ
ム
上
で
ア

プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
動
作
さ
せ
る
た
め
の
基
盤

と
な
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
例
え
て
い
る
）
の
レ
ベ

ル
で
問
い
直
す
必
要
性
を
示
し
て
い
る
。
ど
う

い
う
こ
と
か
。

【
図
❷
】は
、
報
告
の
概
要
か
ら
抜
き
出
し
た
も

の
で
あ
る
が
、
将
来「
新
し
い
公
共
私
の
協
力
関

係
の
構
築
」が
必
要
と
し
た
う
え
で
、
図
の
中
央

付
近
に
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
を
例
示
し
な
が

ら
、
今
後
は
様
々
な
技
能
を
習
得
し
た
専
門
家

に
よ
る「
組
織
的
仲
介
機
能
」が
、「
く
ら
し
の
維

不
足
す
る
中
で
、
複
雑
化
す
る
現
実
に
対
応
で

き
な
く
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。そ
れ
に
対
し
、

同
提
言
は
、
地
方
自
治
体
の
主
な
役
割
を
「
専

門
家
が
活
躍
で
き
る
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
作

り
手
」
に
転
換
す
る
こ
と
を
提
案
し
て
い
る
。

そ
し
て
、そ
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
上
で
医
療
、

福
祉
、
経
済
、
土
木
、
農
業
、
そ
し
て
観
光
な

ど
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
家
に
は
「
公
・
共
・
私
」

の
協
力
関
係
を
取
り
結
び
な
が
ら
、
実
践
的
な

政
策
立
案
機
能
を
発
揮
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ

て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
こ
と
に
な
れ
ば
、
専
門

家
に
は
、
先
に
示
し
た
政
策
決
定
の
プ
ロ
セ
ス

に
関
す
る
知
識
、
す
な
わ
ち
「o

f

の
知
識
」
の

獲
得
が
ま
さ
に
求
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。

③ 

観
光
・
地
域
・
学
術
の
未
来
の
た
め
に

　
観
光
学
に
つ
い
て
、
こ
れ
以
上
専
門
外
か
ら

述
べ
る
こ
と
は
慎
む
べ
き
で
あ
ろ
う
。
と
は
い

え
、
観
光
学
と
い
う
も
の
が
、
単
に
地
域
に
お

け
る
観
光
事
業
を
成
功
さ
せ
、
経
済
的
利
益
を

生
み
出
す
た
め
だ
け
に
あ
る
も
の
で
は
な
い
こ

と
は
、
地
域
に
公
立
大
学
を
設
置
し
て
き
た
経

験
か
ら
も
理
解
で
き
る
。

　
す
な
わ
ち
、
公
立
大
学
は
平
成
の
18
歳
人
口

急
減
期
と
い
う
大
学
設
置
へ
の
逆
風
下
に
お
い

て
設
置
さ
れ
た
。
そ
の
こ
と
を
も
っ
て
、
そ
の

存
在
意
義
に
つ
い
て
識
者
か
ら
疑
問
を
示
さ
れ

る
こ
と
も
多
い
。
そ
し
て
、
そ
う
し
た
疑
問
に

反
論
す
る
た
め
に
語
ら
れ
る
公
立
大
学
の
役
割

と
は
、
一
時
的
に
で
は
あ
る
が
若
者
を
地
方
に

留
め
置
く
「
ダ
ム
機
能
」
で
あ
り
、
地
域
に
大

学
が
存
在
す
る
こ
と
に
よ
る
「
経
済
効
果
」
で

あ
る
。
し
か
し
そ
れ
だ
け
で
は
な
い
。

　
学
生
は
ま
さ
に
旅
人
で
あ
る
。
公
立
大
学
が

地
域
に
密
着
し
た
大
学
で
あ
る
と
は
い
え
、
そ

の
学
生
の
半
数
以
上
は
他
地
域
か
ら
や
っ
て
き

た「
よ
そ
者
」で
あ
り
、
卒
業
に
よ
り
旅
立
つ
学

生
も
少
な
く
な
い
。
こ
れ
が
公
立
大
学
の
あ
る

べ
き
姿
と
は
異
な
る
と
し
て
、
し
ば
し
ば
設
置

自
治
体
の
議
会
等
で
問
題
視
さ
れ
る
。
一
方
で

地
域
の
現
場
で
は
必
ず
し
も
地
域
に
定
着
す
る

と
は
限
ら
な
い
若
者
か
ら
新
た
な
息
づ
か
い
を

感
じ
取
り
、
と
も
に
地
域
の
困
難
を
ど
う
す
る

の
か
考
え
続
け
、
未
来
へ
希
望
を
つ
な
ご
う
と

す
る
。
こ
の
よ
う
な
実
践
が
、
地
域
に
経
済
効

果
以
外
の
何
か
を
も
た
ら
し
、
地
域
と
わ
が
国

全
体
の
再
生
力
に
質
的
な
変
化
を
も
た
ら
す
。

そ
う
し
た
可
能
性
が
、
ま
さ
に「
よ
そ
者
」に
内

　
公
立
大
学
は
、
平
成
期
に
39
大
学
か
ら
93
大

学
ま
で
そ
の
数
を
一
気
に
増
加
さ
せ
た
。
現
在

は
専
門
職
大
学
と
い
う
新
た
な
制
度
に
よ
り
設

立
さ
れ
た
大
学
も
加
わ
り
、
そ
の
数
は
98
大
学

に
達
し
て
い
る
。東
北
6
県
を
例
に
と
っ
て
も
、

福
島
県
立
医
科
大
学
た
だ
１
校
だ
っ
た
公
立
大

学
が
、
6
県
す
べ
て
に
計
11
大
学
が
設
置
さ
れ

る
ま
で
に
な
っ
た
。

1
公
立
大
学
の
設
置
に

期
待
さ
れ
た
役
割

て
、
公
立
大
学
が
観
光
振
興
に
貢
献
す
る
道
筋

を
示
す
こ
と
も
で
き
よ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、

早
く
か
ら
政
策
系
の
領
域
横
断
型
学
術
に
取
り

組
ん
で
き
た
公
立
大
学
と
し
て
は
、
そ
れ
ら
を

観
光
振
興
に
た
だ
ち
に
結
び
つ
け
て
語
る
こ
と

に
は
躊
躇
が
あ
る
。
観
光
学
を
含
む
領
域
横
断

型
学
術
に
取
組
む
に
は
、
そ
れ
特
有
の
課
題
に

向
き
合
う
必
要
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

① 

観
光
学
の
可
能
性
と
課
題

　
そ
も
そ
も
、
領
域
横
断
型
学
術
に
あ
る
領
域

横
断
性
と
は
何
な
の
か
。
観
光
学
を
例
に
考
え

れ
ば
、
一
つ
に
は
、
旅
行
産
業
、
宿
泊
産
業
、
運

輸
産
業
、
テ
ー
マ
パ
ー
ク
と
い
っ
た
様
々
な
領

域
を
分
析
対
象
と
す
る
と
い
う
意
味
で
の
領
域

横
断
性
が
あ
る
。
こ
れ
を「
対
象
の
多
様
性
」と

呼
ぼ
う
。
い
ま
一
つ
は
、
観
光
と
い
う
複
雑
な
要

素
で
成
り
立
つ
営
み
を
分
析
す
る
た
め
の「
方

法
論
の
多
面
性
」と
い
う
領
域
横
断
性
で
あ
る
。

　【
表
❹
】
に
、
標
準
的
な
観
光
学
の
教
科
書

の
目
次
を
例
示
す
る
。
そ
こ
に
は
、
観
光
を
考

え
る
際
に
求
め
ら
れ
る
重
要
な
各
論
を
列
挙
す

る
こ
と
で
、
必
要
な
知
識
が
得
ら
れ
る
よ
う
工

夫
さ
れ
て
お
り
、
2
つ
の
領
域
横
断
性
の
う
ち

在
す
る
哲
学
的
意
味
に
ま
で
言
及
す
る
新
た
な

観
光
学
に
よ
っ
て
見
出
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。

　
言
う
ま
で
も
な
く
現
在
、
コ
ロ
ナ
感
染
症
拡

大
の
も
と
で
観
光
は
大
き
な
危
機
の
下
に
あ
る
。

一
方
で
、
公
立
大
学
の
歴
史
を
振
り
返
れ
ば
、
医

学
は
戦
争
と
い
う
直
接
の
生
命
の
危
機
と
対
峙

し
、
看
護
学
は
急
速
に
押
し
寄
せ
る
人
口
学
的

な
生
命
の
危
機
に
立
ち
向
か
っ
て
き
た
。
さ
ら

に
領
域
横
断
学
部
は
、
地
域
社
会
崩
壊
の
危
機

に
立
ち
向
か
う
べ
く
生
ま
れ
て
き
た
。
観
光
学

は
、
も
し
か
す
る
と
観
光
が
直
面
す
る
危
機
の

中
で
こ
そ
、
そ
の
学
と
し
て
の
内
実
を
獲
得
し

て
い
く
の
か
も
し
れ
な
い
。
そ
し
て
公
立
大
学

も
、
危
機
を
受
け
止
め
る
地
方
自
治
体
に
伴
走

し
な
が
ら
、
そ
の
未
来
を
展
望
し
て
い
く
こ
と

に
な
る
。

　
い
つ
の
時
代
に
も
、
今
こ
こ
に
あ
る
危
機
、

そ
れ
に
対
し
て
「
ど
う
あ
る
べ
き
か
を
説
く
」
の

で
は
な
く
、「
ど
う
す
る
の
か
を
考
え
続
け
る
」

プ
レ
イ
ヤ
ー
が
必
要
と
な
る
。
そ
う
し
た
プ
レ

イ
ヤ
ー
を
得
て
、
観
光
も
地
域
も
学
術
も
、
そ

の
発
展
の
可
能
性
を
探
る
こ
と
が
で
き
る
。
筆

者
は
そ
う
考
え
た
い
。

ね
ら
れ
た
、
そ
の
結
果
誕
生
し
た
の
で
あ
る
。

　
そ
の
状
況
を【
表
❶
】に
一
覧
と
し
た
。実
は
、

こ
の
ほ
か
に
も
旧
制
の
公
立
医
科
大
学
が
た
だ

一
校
存
在
し
た
。京
都
府
立
医
科
大
学
で
あ
る
。

そ
の
起
源
は
、
1
8
7
2
（
M
5
）
年
に
京
都

市
粟
田
口
青
蓮
院
内
の
仮
療
病
院
で
、
鳥
羽
伏

見
の
戦
い
で
傷
つ
い
た
幕
末
藩
士
を
治
癒
に
導

く
、
そ
の
か
た
わ
ら
施
し
た
医
学
教
育
に
求
め

ら
れ
る
と
い
う
。
こ
こ
に
も
戦
争
と
医
学
教
育

と
の
か
か
わ
り
を
示
す
歴
史
が
見
出
さ
れ
る
。

 ② 

高
齢
化
社
会
へ
の
対
応

　
こ
う
し
た
戦
後
の
設
置
ラ
ッ
シ
ュ
の
後
は
、

公
立
大
学
の
設
置
は
短
期
大
学
か
ら
の
昇
格
を

中
心
に
わ
ず
か
な
数
と
な
る
。
そ
の
う
え
、
医

学
部
を
中
心
に
相
当
数
の
公
立
大
学
が
国
立
移

管
し
て
し
ま
い
、
結
果
と
し
て
昭
和
期
に
は
公

立
大
学
は
ほ
と
ん
ど
増
え
な
か
っ
た
。
当
時
の

自
治
省
が
地
方
財
政
健
全
化
の
観
点
か
ら
、
地

方
自
治
体
に
よ
る
新
た
な
公
立
大
学
の
設
置
を

強
く
抑
制
し
た
か
ら
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
が
、
平
成
期
に
な
る
と
、
再
び
公
立

大
学
設
置
の
契
機
が
訪
れ
る
。
高
齢
化
社
会
の

到
来
で
あ
る
。
平
成
元
年
に
大
蔵
・
厚
生
・
自

治
3
大
臣
の
合
意
を
得
た「
ゴ
ー
ル
ド
プ
ラ
ン
」

が
策
定
さ
れ
た
。
同
プ
ラ
ン
は
冒
頭
、
消
費
税

導
入
と
の
関
連
も
示
し
な
が
ら
高
齢
化
社
会
へ

の
対
応
を
以
下
の
よ
う
に
述
べ
た
。

　我
が
国
は
、
い
ま
や
平
均
寿
命
80
年
と
い
う

世
界
最
長
寿
国
に
な
り
、
21
世
紀
に
は
国
民
の

約
4
人
に
1
人
が
65
歳
以
上
の
高
齢
化
社
会
と

な
る
（
中
略
）。
こ
の
た
め
、
消
費
税
導
入
の

趣
旨
を
踏
ま
え
、
高
齢
者
の
保
健
福
祉
の
分
野

に
お
け
る
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
基
盤
整
備
を
進
め

る
こ
と
と
し
、
在
宅
福
祉
、
施
設
福
祉
等
の
事

業
に
つ
い
て
、
今
世
紀
中
に
実
現
を
図
る
べ
き

10
か
年
の
目
標
を
掲
げ
、
こ
れ
ら
の
事
業
の
強

力
な
推
進
を
図
る
こ
と
と
す
る
。

　
こ
の
プ
ラ
ン
を
踏
ま
え
、
平
成
4
年
に
「
看

護
婦
等
の
人
材
確
保
の
促
進
に
関
す
る
法
律
」

が
制
定
さ
れ
る
。
同
法
は
、
看
護
職
員
の
確
保

に
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
こ
と
を
地
方
公
共
団

　
こ
う
し
た
公
立
大
学
が
観
光
振
興
に
期
待
さ

れ
る
役
割
に
つ
い
て
、
こ
の
よ
う
な
専
門
誌
で

述
べ
る
こ
と
は
、
筆
者
の
手
に
余
る
も
の
と
な

る
が
、
観
光
学
の
専
門
家
か
ら
の
議
論
や
、
公

立
大
学
の
取
組
み
の
各
論
が
し
か
る
べ
き
別
稿

に
示
さ
れ
る
の
で
あ
れ
ば
、
こ
こ
で
は
公
立
大

学
、
す
な
わ
ち
地
方
自
治
体
が
自
ら
設
置
す
る

大
学
と
い
う
視
点
か
ら
、
的
外
れ
を
恐
れ
ず
論

じ
て
み
た
い
。

名古屋市立女子医学専門学校
県立徳島医学専門学校
県立鹿児島医学専門学校
福島県立女子医学専門学校
横浜市立医学専門学校
山梨県立医学専門学校
岐阜県立女子医学専門学校
三重県立医学専門学校
京都府立医科大学付属女子医学専門学校
大阪市立医学専門学校
兵庫県立医学専門学校
山口県立医学専門学校
福岡県立医学歯学専門学校
北海道庁立女子医学専門学校
秋田県立女子医学専門学校
山梨県立女子医学専門学校
奈良県立医学専門学校
和歌山県立医学専門学校
広島県立医学専門学校
高知県立女子医学専門学校

公立大学への昇格 国立大学への移管公立医学専門学校

名古屋市立大学（医学部）
＜戦後官立専門学校へ移管＞

鹿児島県立大学（医学部）
福島県立医科大学
横浜市立大学（医学部）
＜空襲で全焼・廃止＞

岐阜医工科大学
三重県立大学（医学部）
京都府立医科大学に統合
大阪市立大学（医学部）
神戸医科大学
山口県立医科大学
九州歯科大学
札幌医科大学
＜廃止＞

＜空襲で全焼・廃止＞

奈良県立医科大学
和歌山県立医科大学
広島県立医科大学
高知県立大学（看護学部）

徳島大学（医学部）
鹿児島大学（医学部）

岐阜大学（医学部）
三重大学（医学部）

神戸大学（医学部）
山口大学（医学部）

広島大学（医学部）

持
」に
求
め
ら
れ
る

と
し
て
い
る
。

　
こ
れ
を
筆
者
な
り

に
読
み
解
け
ば
、
研

究
会
の
提
言
は
こ
れ

ま
で
の
行
政
運
営
の

構
図
そ
の
も
の
に
変

更
を
迫
る
も
の
と
な

る
。
す
な
わ
ち
、
自

治
体
の
行
政
運
営
の

計
画
や
予
算
が
、
庁

舎
内
の
行
政
セ
ク
シ

ョ
ン
の
発
案
に
よ
っ

て
定
め
ら
れ
、
そ
の

計
画
と
予
算
に
従
っ

て
現
場
の
専
門
家
が

動
く
。
こ
う
い
っ
た

従
来
型
の
構
図
の
ま

ま
で
は
、
財
源
と
人

的
資
源
が
絶
対
的
に

1948（S23）
1949（S24）
1950（S25）
1951（S26）
1952（S27）
1953（S28）
1954（S29）
1955（S30）
1956（S31）
1957（S32）
1958（S33）
1959（S34）
1960（S35）
1961（S36）
1962（S37）
1963（S38）
1964（S39）
1965（S40）
1966（S41）
1967（S42）
1968（S43）
1969（S44）
1970（S45）
1971（S46）
1972（S47）
1973（S48）
1974（S49）
1975（S50）
1976（S51）
1977（S52）
1978（S53）
1979（S54）
1980（S55）
1981（S56）
1982（S57）
1983（S58）
1984（S59）
1985（S60）
1986（S61）
1987（S62）
1988（S63）
1989（H1）
1990（H2）
1991（H3）
1992（H4）
1993（H5）
1994（H6）
1995（H7）
1996（H8）
1997（H9）
1998（H10）
1999（H11）
2000（H12）
2001（H13）
2002（H14）
2003（H15）
2004（H16）
2005（H17）
2006（H18）
2007（H19）
2008（H20）
2009（H21）
2010（H22）
2011（H23）
2012（H24）
2013（H25）
2014（H26）
2015（H27）
2016（H28）
2017（H29）
2018（H30）
2019（H31）
2020（R2）
2021（R3）

　
そ
の
た
め
に
は
や
や
迂
遠
と
は
な
る
が
、
ま

ず
公
立
大
学
が
そ
も
そ
も
ど
の
よ
う
な
役
割
を

期
待
さ
れ
て
設
置
さ
れ
て
き
た
の
か
、
そ
の
歴

史
的
な
経
緯
を
紹
介
す
る
。
そ
の
う
え
で
、
公

立
大
学
の
学
術
的
実
践
が
観
光
振
興
に
対
し
、

ど
の
よ
う
な
可
能
性
を
も
た
ら
す
こ
と
が
で
き

る
の
か
、
公
立
大
学
の
カ
ウ
ン
タ
ー
パ
ー
ト
で

あ
る
地
方
自
治
体
行
政
の
変
容
を
見
据
え
つ
つ

展
望
す
る
こ
と
に
し
よ
う
。

※現存する公立大学については、太字により、現在の大学名で示している。

– 5–10 5 10 1500

新規設置
統合による廃止
国立大学への移管

期
待
さ
れ
る
役
割
と
可
能
性

1
9
4
3
年

1
9
4
4
年

1
9
4
5
年

観光振興と公立大学1
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　【
図
❶
】
は
、
戦
後
に
お
け
る
公
立
大
学
の

設
置
状
況
を
示
し
た
グ
ラ
フ
で
あ
る
。
グ
ラ
フ

の
右
に
伸
び
る
棒
は
各
年
度
に
お
け
る
新
規
の

公
立
大
学
設
置
数
と
な
る
。
一
方
、
左
に
伸
び

る
棒
は
、
国
立
移
管
、
統
合
等
に
よ
り
学
生
募

集
を
停
止
し
た
大
学
数
を
示
し
て
い
る
。
こ
の

グ
ラ
フ
も
頼
り
に
、
公
立
大
学
に
期
待
さ
れ
て

き
た
主
要
な
役
割
を
「
銃
後
の
医
師
養
成
」「
高

齢
化
社
会
へ
の
対
応
」「
地
域
振
興
・
地
方
創
生
」

の
3
点
に
絞
っ
て
整
理
す
る
。

① 

銃
後
の
医
師
養
成

　
い
き
な
り
時
代
錯
誤
と
も
思
え
る
小
見
出
し

を
示
し
た
が
、
ま
ず
は
グ
ラ
フ
の
上
端
を
ご
覧

い
た
だ
き
た
い
。
そ
こ
に
は
、
戦
後
の
新
制
大

学
の
制
度
発
足
時
に
30
程
度
の
公
立
大
学
が
旧

制
公
立
大
学
・
専
門
学
校
を
母
体
と
し
て
ま
と

ま
っ
て
誕
生
し
た
状
況
が
示
さ
れ
て
い
る
。
こ

れ
ら
の
公
立
大
学
群
の
最
大
の
母
体
は
、
す
で

に
太
平
洋
戦
争
の
戦
況
悪
化
が
明
ら
か
な
局
面

に
あ
っ
た
1
9
4
3
（
S
18
）
年
以
降
に
集
中

的
に
設
立
さ
れ
た
合
計
20
に
及
ぶ
公
立（
女
子
）

医
学
専
門
学
校
で
あ
っ
た
。

　
そ
れ
ら
の
う
ち
3
校
は
空
襲
で
校
舎
が
全
焼

す
る
な
ど
の
理
由
に
よ
り
廃
止
、
1
校
は
官
立

（
国
立
）
の
専
門
学
校
と
な
る
が
、
残
る
16
校

は
医
学
、
歯
学
、
看
護
学
の
課
程
を
持
つ
公
立

大
学
と
な
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
新
制
公
立
大
学

の
約
半
数
は
、
軍
医
あ
る
い
は
銃
後
の
医
師
養

成
と
い
う
国
難
下
の
課
題
が
地
方
自
治
体
に
委

体
の
責
務
と
し
た
。
高
齢
化
社
会
と
い
う
平
成

期
の
国
難
へ
の
対
応
が
、
再
び
地
方
に
委
ね
ら

れ
た
の
で
あ
る
。

　
そ
の
結
果
、
公
立
の
看
護
系
大
学
・
学
部（
当

初
短
期
大
学
と
し
て
設
置
さ
れ
た
も
の
を
含

む
）
が
平
成
5
年
か
ら
12
年
ご
ろ
ま
で
に
続
々

と
設
置
さ
れ
、
地
方
自
治
体
の
手
に
よ
っ
て
地

域
医
療
の
中
核
を
担
う
高
度
医
療
人
が
育
成
さ

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
【
表
❷
】。

③ 

地
域
振
興
・
地
方
創
生

　
平
成
期
は
、地
方
分
権
の
時
代
で
も
あ
っ
た
。

1
9
9
3
（
H
5
）
年
、
衆
参
両
院
で
「
地
方

分
権
の
推
進
に
関
す
る
決
議
」
が
行
わ
れ
た
。

衆
議
院
の
決
議
は
以
下
の
よ
う
に
示
さ
れ
た
。

【
平
成
5
年
6
月
3
日
衆
議
院
本
会
議

地
方
分
権
の
推
進
に
関
す
る
決
議
】

　今
日
、
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
を
発
生
さ
せ
て
い

る
東
京
へ
の
一
極
集
中
を
排
除
し
て
、
国
土
の

均
衡
あ
る
発
展
を
図
る
と
と
も
に
、
国
民
が
待

望
す
る
ゆ
と
り
と
豊
か
さ
を
実
感
で
き
る
社
会

を
つ
く
り
上
げ
て
い
く
た
め
に
、
地
方
公
共
団

体
の
果
た
す
べ
き
役
割
に
国
民
の
強
い
期
待
が

寄
せ
ら
れ
て
お
り
、
中
央
集
権
的
行
政
の
あ
り

方
を
問
い
直
し
、
地
方
分
権
の
よ
り
一
層
の
推

進
を
望
む
声
は
大
き
な
流
れ
と
な
っ
て
い
る
。

　こ
の
よ
う
な
国
民
の
期
待
に
応
え
、
国
と
地

方
と
の
役
割
を
見
直
し
、
国
か
ら
地
方
へ
の
権

限
移
譲
，
地
方
税
財
源
の
充
実
強
化
等
地
方
公

共
団
体
の
自
主
性
、
自
律
性
の
強
化
を
図
り
、

21
世
紀
に
向
け
た
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
地
方
自

治
を
確
立
す
る
こ
と
が
現
下
の
急
務
で
あ
る
。

（
以
下
略
）

　
地
方
分
権
の
流
れ
は
、地
方
自
治
体
の
行
政
・

政
治
を
活
性
化
さ
せ
、
地
域
振
興
の
た
め
の
積

極
政
策
と
し
て
の
公
立
大
学
設
置
へ
の
期
待
も

高
ま
っ
た
。
そ
れ
を
受
け
て
、
そ
れ
ま
で
公
立

大
学
を
抑
制
し
て
い
た
自
治
省
内
で
の
議
論
に

も
変
化
が
起
こ
る
。
当
時
の
状
況
に
つ
い
て
、

元
自
治
省
幹
部
は
筆
者
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
対

し
以
下
の
よ
う
に
述
べ
た
。

　大
学
は
な
に
も
国
だ
け
の
も
の
で
は
な
く
、

地
方
自
治
体
に
も
っ
と
広
く
設
置
を
認
め
て
い

い
の
で
は
な
い
か
。
旧
帝
大
ク
ラ
ス
な
ら
さ
す

が
に
国
で
あ
ろ
う
が
、
地
域
の
大
学
を
わ
ざ
わ

ざ
国
で
や
る
も
の
で
は
な
い
と
い
っ
た
議
論
が

自
治
省
の
中
に
も
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
地
域

の
中
で
コ
ン
セ
ン
サ
ス
が
あ
っ
て
、
設
立
目
的

が
明
確
な
ら
ば
自
治
体
に
よ
る
大
学
の
設
立
は

あ
る
と
い
う
こ
と
だ
。
確
か
に
自
治
体
に
大
学

運
営
の
専
門
性
は
な
い
が
、
そ
の
代
わ
り
に
地

域
振
興
と
大
学
を
結
び
付
け
て
考
え
る
力
が
あ

る
。

　
こ
の
よ
う
な
自
治
省
の
政
策
転
換
を
受
け

て
、
地
域
振
興
・
地
方
創
生
を
役
割
と
し
て
担

う
公
立
大
学
が
次
々
と
登
場
し
て
く
る
。
そ
れ

ら
の
公
立
大
学
に
は
、
地
域
政
策
、
地
方
創
生

あ
る
い
は
観
光
と
い
っ
た
キ
ー
ワ
ー
ド
を
名
称

に
含
む
領
域
横
断
型
の
学
部
・
学
科
が
数
多
く

設
置
さ
れ
た
の
で
あ
る
【
表
❸
】。

　
こ
う
し
た
経
緯
を
踏
ま
え
れ
ば
、「
地
域
振

興
・
地
方
創
生
」
に
直
接
つ
な
が
る
「
観
光
学
」

「
観
光
産
業
論
」
あ
る
い
は
「
観
光
実
践
研
究
」

な
ど
が
公
立
大
学
に
存
在
す
る
こ
と
を
も
っ

表 2 看護師養成課程を持つ
公立大学

表 3 地域振興・地方創生・観光等を標榜する公立大学（例示）　

表 4 観光学の教科書に含まれる
コンテンツの例

出典：竹内正人ほか（2018）
『入門 観光学』ミネルヴァ書房
目次より

の
「
対
象
の
多
様
性
」
が
ま
さ
に
示
さ
れ
て
い

る
。
そ
し
て
こ
う
し
た
構
成
は
、「
い
ろ
ん
な

こ
と
が
学
べ
る
」
と
い
う
点
で
学
生
か
ら
も
歓

迎
さ
れ
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
観
光
学
が
持
つ
領
域
横
断
性

と
い
う
も
の
が
、
観
光
に
求
め
ら
れ
る
様
々
な

専
門
知
識
を
提
供
で
き
る
と
い
う
こ
と
だ
け
で

は
、
例
え
ば
現
在
の
感
染
症
拡
大
の
よ
う
な
状

況
下
で
、一
時
的
に
せ
よ
観
光
業
が
大
き
な
打

撃
を
受
け
れ
ば
、
そ
の
領
域
横
断
性
の
魅
力
は

た
ち
ど
こ
ろ
に
色
あ
せ
て
し
ま
う
。
も
し
観
光

学
が
こ
う
し
た
性
格
の
も
の
に
留
ま
る
の
で
あ

れ
ば
、
地
域
振
興
・
文
化
振
興
と
い
う
も
の
に
普

遍
的
に
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
学
術
を
標
榜
す
る
に

は
、
何
か
が
足
り
な
い
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

　
実
は
こ
う
し
た
問
題
は
、
な
に
も
観
光
学
だ

け
で
な
く
、
様
々
な
領
域
横
断
型
の
学
術
の
現

場
で
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
例
え
ば
「
公
共
政

策
学
会
」
に
お
い
て
、
足
立
（
2
0
0
3
）
は

公
共
政
策
学
と
い
う
新
た
な
学
の
確
立
の
た
め

に
は
「
多
様
な
現
代
的
課
題
を
扱
う
」
と
い
う

意
味
で
の
学
際
性
や
総
合
性
を
語
る
前
に
、「
政

治
学
、
経
済
学
、
法
律
学
を
は
じ
め
と
す
る
関

連
社
会
諸
科
学
が
公
共
政
策
研
究
に
対
し
て
い

か
な
る
知
的
ス
ト
ッ
ク
を
提
供
」
し
て
き
た
の

か
再
検
討
す
べ
き
と
、
同
学
会
関
係
者
に
対
し

強
く
訴
え
て
い
る
。
こ
の
こ
と
が
乗
り
越
え
ら

れ
な
け
れ
ば
、い
か
な
る
領
域
横
断
型
学
術
も
、

バ
ラ
バ
ラ
に
切
り
離
さ
れ
た
学
術
の
単
な
る
寄

せ
集
め
に
過
ぎ
な
い
と
み
な
さ
れ
る
だ
ろ
う
。

そ
し
て
そ
こ
で
学
ん
だ
学
生
は
「
い
ろ
ん
な
こ

と
を
学
ん
だ
」
も
の
の
、
自
身
の
中
に
ど
の
よ

う
な
学
術
的
な
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
が
確
立

さ
れ
た
の
か
、
釈
然
と
し
な
い
ま
ま
卒
業
し
て

い
く
こ
と
に
な
り
か
ね
な
い
。

　
こ
う
し
た
課
題
を
乗
り
越
え
る
た
め
に
は
、

観
光
学
に
お
い
て
も
、「
対
象
の
多
様
性
」
だ

け
で
な
く
「
方
法
論
の
多
面
性
」
と
い
う
、
も

う
一
つ
の
軸
を
、
生
涯
使
え
る
思
考
の
軸
と
し

て
確
立
し
、
学
生
に
獲
得
さ
せ
る
こ
と
が
求
め

ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
事
業
実
現
の
舞
台
と
な

る
大
小
の
組
織
を
扱
う
組
織
論
、
あ
る
い
は
人

と
社
会
の
関
係
性
へ
着
目
す
る
社
会
心
理
学
、

多
様
な
政
治
的
フ
ィ
ー
ル
ド
に
お
け
る
意
思
決

定
理
論
な
ど
が
観
光
学
に
埋
め
込
ま
れ
な
く
て

は
な
ら
な
い
。

　
実
は
、
公
共
政
策
学
で
は
こ
う
し
た
「
誰
に

よ
っ
て
、
ど
の
よ
う
に
政
策
が
決
定
、
実
施
さ

れ
る
か
」
と
い
っ
た
現
実
の
政
策
決
定
プ
ロ
セ

ス
に
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
知
識
を
「of

の
知
識

（kn
o
w

led
ge o

f p
ro

cess

）」
と
呼
び
、
対

象
領
域
に
応
じ
た
専
門
知
識
を
示
す
「in

の
知

識
（kn

o
w

led
ge in

 p
ro

cess

）
と
峻
別
し

て
い
る
。
観
光
学
に
お
い
て
も
、「
環
境
破
壊
」

「
格
差
拡
大
」「
孤
独
問
題
」「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
」
と
い
っ
た
社
会
課
題
に
対
し
、
生

産
・
消
費
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
い
う
人

間
活
動
の
普
遍
的
な
要
素
に
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る

社
会
科
学
的
な
思
考
の
軸
を
「of
の
知
識
」
と

し
て
駆
使
し
な
が
ら
、
地
域
の
人
と
暮
ら
し
そ

の
も
の
を
考
え
て
い
こ
う
と
い
う
試
み
が
始
ま

っ
て
い
る
（
例
え
ば
、
山
田
良
治
（
2
0
2
1
）

『
観
光
を
科
学
す
る
　
観
光
学
批
判
（
観
光
を

見
る
眼 

創
刊
号
）』
晃
洋
書
房
が
参
考
に
な

る
）。

② 

自
治
体
行
政
の
変
容

　
こ
う
し
た
「of

の
知
識
」
の
必
要
性
は
、
公

立
大
学
の
カ
ウ
ン
タ
ー
パ
ー
ト
で
あ
る
自
治
体

行
政
の
変
容
を
見
通
す
こ
と
に
よ
っ
て
も
裏
付

け
る
こ
と
が
で
き
る
。
総
務
省
に
置
か
れ
た「
自

治
体
戦
略
2
0
4
0
構
想
研
究
会
」
が

2
0
1
8
年
に
出
し
た
「
第
一
次
報
告
」
を
見
て

み
よ
う
。
こ
の
報
告
か
ら
は
、
い
く
つ
か
の
有

益
な
含
意
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
例
え
ば
、

人
口
減
少
が
続
く
地
域
社
会
の
中
で
深
刻
さ
を

増
し
て
い
る
子
育
て
、
医
療
・
介
護
、
イ
ン
フ
ラ
、

防
災
な
ど
の
課
題
を
見
据
え
な
が
ら
、
地
方
自

治
体
の
機
能
そ
の
も
の
を
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
・

シ
ス
テ
ム
（
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
シ
ス
テ
ム
上
で
ア

プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
動
作
さ
せ
る
た
め
の
基
盤

と
な
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
例
え
て
い
る
）
の
レ
ベ

ル
で
問
い
直
す
必
要
性
を
示
し
て
い
る
。
ど
う

い
う
こ
と
か
。

【
図
❷
】は
、
報
告
の
概
要
か
ら
抜
き
出
し
た
も

の
で
あ
る
が
、
将
来「
新
し
い
公
共
私
の
協
力
関

係
の
構
築
」が
必
要
と
し
た
う
え
で
、
図
の
中
央

付
近
に
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
を
例
示
し
な
が

ら
、
今
後
は
様
々
な
技
能
を
習
得
し
た
専
門
家

に
よ
る「
組
織
的
仲
介
機
能
」が
、「
く
ら
し
の
維

不
足
す
る
中
で
、
複
雑
化
す
る
現
実
に
対
応
で

き
な
く
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。そ
れ
に
対
し
、

同
提
言
は
、
地
方
自
治
体
の
主
な
役
割
を
「
専

門
家
が
活
躍
で
き
る
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
作

り
手
」
に
転
換
す
る
こ
と
を
提
案
し
て
い
る
。

そ
し
て
、そ
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
上
で
医
療
、

福
祉
、
経
済
、
土
木
、
農
業
、
そ
し
て
観
光
な

ど
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
家
に
は
「
公
・
共
・
私
」

の
協
力
関
係
を
取
り
結
び
な
が
ら
、
実
践
的
な

政
策
立
案
機
能
を
発
揮
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ

て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
こ
と
に
な
れ
ば
、
専
門

家
に
は
、
先
に
示
し
た
政
策
決
定
の
プ
ロ
セ
ス

に
関
す
る
知
識
、
す
な
わ
ち
「o

f

の
知
識
」
の

獲
得
が
ま
さ
に
求
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。

③ 

観
光
・
地
域
・
学
術
の
未
来
の
た
め
に

　
観
光
学
に
つ
い
て
、
こ
れ
以
上
専
門
外
か
ら

述
べ
る
こ
と
は
慎
む
べ
き
で
あ
ろ
う
。
と
は
い

え
、
観
光
学
と
い
う
も
の
が
、
単
に
地
域
に
お

け
る
観
光
事
業
を
成
功
さ
せ
、
経
済
的
利
益
を

生
み
出
す
た
め
だ
け
に
あ
る
も
の
で
は
な
い
こ

と
は
、
地
域
に
公
立
大
学
を
設
置
し
て
き
た
経

験
か
ら
も
理
解
で
き
る
。

　
す
な
わ
ち
、
公
立
大
学
は
平
成
の
18
歳
人
口

急
減
期
と
い
う
大
学
設
置
へ
の
逆
風
下
に
お
い

て
設
置
さ
れ
た
。
そ
の
こ
と
を
も
っ
て
、
そ
の

存
在
意
義
に
つ
い
て
識
者
か
ら
疑
問
を
示
さ
れ

る
こ
と
も
多
い
。
そ
し
て
、
そ
う
し
た
疑
問
に

反
論
す
る
た
め
に
語
ら
れ
る
公
立
大
学
の
役
割

と
は
、
一
時
的
に
で
は
あ
る
が
若
者
を
地
方
に

留
め
置
く
「
ダ
ム
機
能
」
で
あ
り
、
地
域
に
大

学
が
存
在
す
る
こ
と
に
よ
る
「
経
済
効
果
」
で

あ
る
。
し
か
し
そ
れ
だ
け
で
は
な
い
。

　
学
生
は
ま
さ
に
旅
人
で
あ
る
。
公
立
大
学
が

地
域
に
密
着
し
た
大
学
で
あ
る
と
は
い
え
、
そ

の
学
生
の
半
数
以
上
は
他
地
域
か
ら
や
っ
て
き

た「
よ
そ
者
」で
あ
り
、
卒
業
に
よ
り
旅
立
つ
学

生
も
少
な
く
な
い
。
こ
れ
が
公
立
大
学
の
あ
る

べ
き
姿
と
は
異
な
る
と
し
て
、
し
ば
し
ば
設
置

自
治
体
の
議
会
等
で
問
題
視
さ
れ
る
。
一
方
で

地
域
の
現
場
で
は
必
ず
し
も
地
域
に
定
着
す
る

と
は
限
ら
な
い
若
者
か
ら
新
た
な
息
づ
か
い
を

感
じ
取
り
、
と
も
に
地
域
の
困
難
を
ど
う
す
る

の
か
考
え
続
け
、
未
来
へ
希
望
を
つ
な
ご
う
と

す
る
。
こ
の
よ
う
な
実
践
が
、
地
域
に
経
済
効

果
以
外
の
何
か
を
も
た
ら
し
、
地
域
と
わ
が
国

全
体
の
再
生
力
に
質
的
な
変
化
を
も
た
ら
す
。

そ
う
し
た
可
能
性
が
、
ま
さ
に「
よ
そ
者
」に
内

　
公
立
大
学
は
、
平
成
期
に
39
大
学
か
ら
93
大

学
ま
で
そ
の
数
を
一
気
に
増
加
さ
せ
た
。
現
在

は
専
門
職
大
学
と
い
う
新
た
な
制
度
に
よ
り
設

立
さ
れ
た
大
学
も
加
わ
り
、
そ
の
数
は
98
大
学

に
達
し
て
い
る
。東
北
6
県
を
例
に
と
っ
て
も
、

福
島
県
立
医
科
大
学
た
だ
１
校
だ
っ
た
公
立
大

学
が
、
6
県
す
べ
て
に
計
11
大
学
が
設
置
さ
れ

る
ま
で
に
な
っ
た
。

2
公
立
大
学
に
よ
る

観
光
振
興
の
可
能
性

て
、
公
立
大
学
が
観
光
振
興
に
貢
献
す
る
道
筋

を
示
す
こ
と
も
で
き
よ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、

早
く
か
ら
政
策
系
の
領
域
横
断
型
学
術
に
取
り

組
ん
で
き
た
公
立
大
学
と
し
て
は
、
そ
れ
ら
を

観
光
振
興
に
た
だ
ち
に
結
び
つ
け
て
語
る
こ
と

に
は
躊
躇
が
あ
る
。
観
光
学
を
含
む
領
域
横
断

型
学
術
に
取
組
む
に
は
、
そ
れ
特
有
の
課
題
に

向
き
合
う
必
要
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

① 

観
光
学
の
可
能
性
と
課
題

　
そ
も
そ
も
、
領
域
横
断
型
学
術
に
あ
る
領
域

横
断
性
と
は
何
な
の
か
。
観
光
学
を
例
に
考
え

れ
ば
、
一
つ
に
は
、
旅
行
産
業
、
宿
泊
産
業
、
運

輸
産
業
、
テ
ー
マ
パ
ー
ク
と
い
っ
た
様
々
な
領

域
を
分
析
対
象
と
す
る
と
い
う
意
味
で
の
領
域

横
断
性
が
あ
る
。
こ
れ
を「
対
象
の
多
様
性
」と

呼
ぼ
う
。
い
ま
一
つ
は
、
観
光
と
い
う
複
雑
な
要

素
で
成
り
立
つ
営
み
を
分
析
す
る
た
め
の「
方

法
論
の
多
面
性
」と
い
う
領
域
横
断
性
で
あ
る
。

　【
表
❹
】
に
、
標
準
的
な
観
光
学
の
教
科
書

の
目
次
を
例
示
す
る
。
そ
こ
に
は
、
観
光
を
考

え
る
際
に
求
め
ら
れ
る
重
要
な
各
論
を
列
挙
す

る
こ
と
で
、
必
要
な
知
識
が
得
ら
れ
る
よ
う
工

夫
さ
れ
て
お
り
、
2
つ
の
領
域
横
断
性
の
う
ち

在
す
る
哲
学
的
意
味
に
ま
で
言
及
す
る
新
た
な

観
光
学
に
よ
っ
て
見
出
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。

　
言
う
ま
で
も
な
く
現
在
、
コ
ロ
ナ
感
染
症
拡

大
の
も
と
で
観
光
は
大
き
な
危
機
の
下
に
あ
る
。

一
方
で
、
公
立
大
学
の
歴
史
を
振
り
返
れ
ば
、
医

学
は
戦
争
と
い
う
直
接
の
生
命
の
危
機
と
対
峙

し
、
看
護
学
は
急
速
に
押
し
寄
せ
る
人
口
学
的

な
生
命
の
危
機
に
立
ち
向
か
っ
て
き
た
。
さ
ら

に
領
域
横
断
学
部
は
、
地
域
社
会
崩
壊
の
危
機

に
立
ち
向
か
う
べ
く
生
ま
れ
て
き
た
。
観
光
学

は
、
も
し
か
す
る
と
観
光
が
直
面
す
る
危
機
の

中
で
こ
そ
、
そ
の
学
と
し
て
の
内
実
を
獲
得
し

て
い
く
の
か
も
し
れ
な
い
。
そ
し
て
公
立
大
学

も
、
危
機
を
受
け
止
め
る
地
方
自
治
体
に
伴
走

し
な
が
ら
、
そ
の
未
来
を
展
望
し
て
い
く
こ
と

に
な
る
。

　
い
つ
の
時
代
に
も
、
今
こ
こ
に
あ
る
危
機
、

そ
れ
に
対
し
て
「
ど
う
あ
る
べ
き
か
を
説
く
」
の

で
は
な
く
、「
ど
う
す
る
の
か
を
考
え
続
け
る
」

プ
レ
イ
ヤ
ー
が
必
要
と
な
る
。
そ
う
し
た
プ
レ

イ
ヤ
ー
を
得
て
、
観
光
も
地
域
も
学
術
も
、
そ

の
発
展
の
可
能
性
を
探
る
こ
と
が
で
き
る
。
筆

者
は
そ
う
考
え
た
い
。

ね
ら
れ
た
、
そ
の
結
果
誕
生
し
た
の
で
あ
る
。

　
そ
の
状
況
を【
表
❶
】に
一
覧
と
し
た
。実
は
、

こ
の
ほ
か
に
も
旧
制
の
公
立
医
科
大
学
が
た
だ

一
校
存
在
し
た
。京
都
府
立
医
科
大
学
で
あ
る
。

そ
の
起
源
は
、
1
8
7
2
（
M
5
）
年
に
京
都

市
粟
田
口
青
蓮
院
内
の
仮
療
病
院
で
、
鳥
羽
伏

見
の
戦
い
で
傷
つ
い
た
幕
末
藩
士
を
治
癒
に
導

く
、
そ
の
か
た
わ
ら
施
し
た
医
学
教
育
に
求
め

ら
れ
る
と
い
う
。
こ
こ
に
も
戦
争
と
医
学
教
育

と
の
か
か
わ
り
を
示
す
歴
史
が
見
出
さ
れ
る
。

 ② 

高
齢
化
社
会
へ
の
対
応

　
こ
う
し
た
戦
後
の
設
置
ラ
ッ
シ
ュ
の
後
は
、

公
立
大
学
の
設
置
は
短
期
大
学
か
ら
の
昇
格
を

中
心
に
わ
ず
か
な
数
と
な
る
。
そ
の
う
え
、
医

学
部
を
中
心
に
相
当
数
の
公
立
大
学
が
国
立
移

管
し
て
し
ま
い
、
結
果
と
し
て
昭
和
期
に
は
公

立
大
学
は
ほ
と
ん
ど
増
え
な
か
っ
た
。
当
時
の

自
治
省
が
地
方
財
政
健
全
化
の
観
点
か
ら
、
地

方
自
治
体
に
よ
る
新
た
な
公
立
大
学
の
設
置
を

強
く
抑
制
し
た
か
ら
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
が
、
平
成
期
に
な
る
と
、
再
び
公
立

大
学
設
置
の
契
機
が
訪
れ
る
。
高
齢
化
社
会
の

到
来
で
あ
る
。
平
成
元
年
に
大
蔵
・
厚
生
・
自

治
3
大
臣
の
合
意
を
得
た「
ゴ
ー
ル
ド
プ
ラ
ン
」

が
策
定
さ
れ
た
。
同
プ
ラ
ン
は
冒
頭
、
消
費
税

導
入
と
の
関
連
も
示
し
な
が
ら
高
齢
化
社
会
へ

の
対
応
を
以
下
の
よ
う
に
述
べ
た
。

　我
が
国
は
、
い
ま
や
平
均
寿
命
80
年
と
い
う

世
界
最
長
寿
国
に
な
り
、
21
世
紀
に
は
国
民
の

約
4
人
に
1
人
が
65
歳
以
上
の
高
齢
化
社
会
と

な
る
（
中
略
）。
こ
の
た
め
、
消
費
税
導
入
の

趣
旨
を
踏
ま
え
、
高
齢
者
の
保
健
福
祉
の
分
野

に
お
け
る
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
基
盤
整
備
を
進
め

る
こ
と
と
し
、
在
宅
福
祉
、
施
設
福
祉
等
の
事

業
に
つ
い
て
、
今
世
紀
中
に
実
現
を
図
る
べ
き

10
か
年
の
目
標
を
掲
げ
、
こ
れ
ら
の
事
業
の
強

力
な
推
進
を
図
る
こ
と
と
す
る
。

　
こ
の
プ
ラ
ン
を
踏
ま
え
、
平
成
4
年
に
「
看

護
婦
等
の
人
材
確
保
の
促
進
に
関
す
る
法
律
」

が
制
定
さ
れ
る
。
同
法
は
、
看
護
職
員
の
確
保

に
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
こ
と
を
地
方
公
共
団

　
こ
う
し
た
公
立
大
学
が
観
光
振
興
に
期
待
さ

れ
る
役
割
に
つ
い
て
、
こ
の
よ
う
な
専
門
誌
で

述
べ
る
こ
と
は
、
筆
者
の
手
に
余
る
も
の
と
な

る
が
、
観
光
学
の
専
門
家
か
ら
の
議
論
や
、
公

立
大
学
の
取
組
み
の
各
論
が
し
か
る
べ
き
別
稿

に
示
さ
れ
る
の
で
あ
れ
ば
、
こ
こ
で
は
公
立
大

学
、
す
な
わ
ち
地
方
自
治
体
が
自
ら
設
置
す
る

大
学
と
い
う
視
点
か
ら
、
的
外
れ
を
恐
れ
ず
論

じ
て
み
た
い
。

青森公立大学
岩手県立大学
宮城大学
高崎経済大学
東京都立大学
山梨県立大学
長野県立大学
静岡文化芸術大学
京都府立大学
福知山公立大学
芸術文化観光専門職大学
奈良県立大学
福山市立大学
島根県立大学
北九州市立大学
長崎県立大学
熊本県立大学
名桜大学

経営経済学部／地域みらい学科
総合政策学部
事業構想学群／地域創生学類
地域政策学部
都市環境学部／観光科学科
国際政策学部／総合政策学科
グローバルマネージメント学部／公共経営コース
文化政策学部／文化政策学科
公共政策学部／公共政策学科
地域経営学部
芸術文化・観光学部
地域創造学部
都市経営学部
地域政策学部
地域創生学群
地域創造学部
総合管理学部
国際学群観光産業専攻

札幌医科大学
名寄市立大学
札幌市立大学
青森県立保健大学
岩手県立大学
宮城大学
山形県立保健医療大学
福島県立医科大学
茨城県立医療大学
群馬県立県民健康科学大学
埼玉県立大学
千葉県立保健医療大学
東京都立大学
神奈川県立保健福祉大学
横浜市立大学
新潟県立看護大学
石川県立看護大学
福井県立大学
敦賀市立看護大学
山梨県立大学
長野県看護大学
岐阜県立看護大学
静岡県立大学
愛知県立大学
名古屋市立大学
三重県立看護大学
滋賀県立大学
京都府立医科大学
大阪府立大学
大阪市立大学
兵庫県立大学
神戸市看護大学
奈良県立医科大学
和歌山県立医科大学
島根県立大学
岡山県立大学
新見公立大学
県立広島大学
山口県立大学
香川県立保健医療大学
愛媛県立医療技術大学
高知県立大学
福岡県立大学
大分県立看護科学大学
長崎県立大学
宮崎県立看護大学
沖縄県立看護大学
名桜大学

地域・公共政策系部会大学名

持
」に
求
め
ら
れ
る

と
し
て
い
る
。

　
こ
れ
を
筆
者
な
り

に
読
み
解
け
ば
、
研

究
会
の
提
言
は
こ
れ

ま
で
の
行
政
運
営
の

構
図
そ
の
も
の
に
変

更
を
迫
る
も
の
と
な

る
。
す
な
わ
ち
、
自

治
体
の
行
政
運
営
の

計
画
や
予
算
が
、
庁

舎
内
の
行
政
セ
ク
シ

ョ
ン
の
発
案
に
よ
っ

て
定
め
ら
れ
、
そ
の

計
画
と
予
算
に
従
っ

て
現
場
の
専
門
家
が

動
く
。
こ
う
い
っ
た

従
来
型
の
構
図
の
ま

ま
で
は
、
財
源
と
人

的
資
源
が
絶
対
的
に

　
そ
の
た
め
に
は
や
や
迂
遠
と
は
な
る
が
、
ま

ず
公
立
大
学
が
そ
も
そ
も
ど
の
よ
う
な
役
割
を

期
待
さ
れ
て
設
置
さ
れ
て
き
た
の
か
、
そ
の
歴

史
的
な
経
緯
を
紹
介
す
る
。
そ
の
う
え
で
、
公

立
大
学
の
学
術
的
実
践
が
観
光
振
興
に
対
し
、

ど
の
よ
う
な
可
能
性
を
も
た
ら
す
こ
と
が
で
き

る
の
か
、
公
立
大
学
の
カ
ウ
ン
タ
ー
パ
ー
ト
で

あ
る
地
方
自
治
体
行
政
の
変
容
を
見
据
え
つ
つ

展
望
す
る
こ
と
に
し
よ
う
。
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1

第 部Ⅰ 観光学の基礎
１
２
３

観光の歴史
観光と旅行者の行動
観光と産業・経済

第 部Ⅲ 観光政策論
10
11
12

観光立国と国際観光
諸外国の観光政策
地域観光とまちづくり

第 部Ⅳ 応用観光論
13
14
15
16
17
18

コンテンツツーリズム
ブライダルと観光
メディカルツーリズム
ダークツーリズム
フードツーリズム
祭礼文化と観光

第 部Ⅱ 観光産業論
4
5
6
7
8
9

旅行産業
宿泊産業
運輸産業
テーマパーク産業
文化施設と集客
観光産業とホスピタリティ

観光振興と公立大学1

6



　【
図
❶
】
は
、
戦
後
に
お
け
る
公
立
大
学
の

設
置
状
況
を
示
し
た
グ
ラ
フ
で
あ
る
。
グ
ラ
フ

の
右
に
伸
び
る
棒
は
各
年
度
に
お
け
る
新
規
の

公
立
大
学
設
置
数
と
な
る
。
一
方
、
左
に
伸
び

る
棒
は
、
国
立
移
管
、
統
合
等
に
よ
り
学
生
募

集
を
停
止
し
た
大
学
数
を
示
し
て
い
る
。
こ
の

グ
ラ
フ
も
頼
り
に
、
公
立
大
学
に
期
待
さ
れ
て

き
た
主
要
な
役
割
を
「
銃
後
の
医
師
養
成
」「
高

齢
化
社
会
へ
の
対
応
」「
地
域
振
興
・
地
方
創
生
」

の
3
点
に
絞
っ
て
整
理
す
る
。

① 

銃
後
の
医
師
養
成

　
い
き
な
り
時
代
錯
誤
と
も
思
え
る
小
見
出
し

を
示
し
た
が
、
ま
ず
は
グ
ラ
フ
の
上
端
を
ご
覧

い
た
だ
き
た
い
。
そ
こ
に
は
、
戦
後
の
新
制
大

学
の
制
度
発
足
時
に
30
程
度
の
公
立
大
学
が
旧

制
公
立
大
学
・
専
門
学
校
を
母
体
と
し
て
ま
と

ま
っ
て
誕
生
し
た
状
況
が
示
さ
れ
て
い
る
。
こ

れ
ら
の
公
立
大
学
群
の
最
大
の
母
体
は
、
す
で

に
太
平
洋
戦
争
の
戦
況
悪
化
が
明
ら
か
な
局
面

に
あ
っ
た
1
9
4
3
（
S
18
）
年
以
降
に
集
中

的
に
設
立
さ
れ
た
合
計
20
に
及
ぶ
公
立（
女
子
）

医
学
専
門
学
校
で
あ
っ
た
。

　
そ
れ
ら
の
う
ち
3
校
は
空
襲
で
校
舎
が
全
焼

す
る
な
ど
の
理
由
に
よ
り
廃
止
、
1
校
は
官
立

（
国
立
）
の
専
門
学
校
と
な
る
が
、
残
る
16
校

は
医
学
、
歯
学
、
看
護
学
の
課
程
を
持
つ
公
立

大
学
と
な
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
新
制
公
立
大
学

の
約
半
数
は
、
軍
医
あ
る
い
は
銃
後
の
医
師
養

成
と
い
う
国
難
下
の
課
題
が
地
方
自
治
体
に
委

体
の
責
務
と
し
た
。
高
齢
化
社
会
と
い
う
平
成

期
の
国
難
へ
の
対
応
が
、
再
び
地
方
に
委
ね
ら

れ
た
の
で
あ
る
。

　
そ
の
結
果
、
公
立
の
看
護
系
大
学
・
学
部（
当

初
短
期
大
学
と
し
て
設
置
さ
れ
た
も
の
を
含

む
）
が
平
成
5
年
か
ら
12
年
ご
ろ
ま
で
に
続
々

と
設
置
さ
れ
、
地
方
自
治
体
の
手
に
よ
っ
て
地

域
医
療
の
中
核
を
担
う
高
度
医
療
人
が
育
成
さ

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
【
表
❷
】。

③ 

地
域
振
興
・
地
方
創
生

　
平
成
期
は
、地
方
分
権
の
時
代
で
も
あ
っ
た
。

1
9
9
3
（
H
5
）
年
、
衆
参
両
院
で
「
地
方

分
権
の
推
進
に
関
す
る
決
議
」
が
行
わ
れ
た
。

衆
議
院
の
決
議
は
以
下
の
よ
う
に
示
さ
れ
た
。

【
平
成
5
年
6
月
3
日
衆
議
院
本
会
議

地
方
分
権
の
推
進
に
関
す
る
決
議
】

　今
日
、
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
を
発
生
さ
せ
て
い

る
東
京
へ
の
一
極
集
中
を
排
除
し
て
、
国
土
の

均
衡
あ
る
発
展
を
図
る
と
と
も
に
、
国
民
が
待

望
す
る
ゆ
と
り
と
豊
か
さ
を
実
感
で
き
る
社
会

を
つ
く
り
上
げ
て
い
く
た
め
に
、
地
方
公
共
団

体
の
果
た
す
べ
き
役
割
に
国
民
の
強
い
期
待
が

寄
せ
ら
れ
て
お
り
、
中
央
集
権
的
行
政
の
あ
り

方
を
問
い
直
し
、
地
方
分
権
の
よ
り
一
層
の
推

進
を
望
む
声
は
大
き
な
流
れ
と
な
っ
て
い
る
。

　こ
の
よ
う
な
国
民
の
期
待
に
応
え
、
国
と
地

方
と
の
役
割
を
見
直
し
、
国
か
ら
地
方
へ
の
権

限
移
譲
，
地
方
税
財
源
の
充
実
強
化
等
地
方
公

共
団
体
の
自
主
性
、
自
律
性
の
強
化
を
図
り
、

21
世
紀
に
向
け
た
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
地
方
自

治
を
確
立
す
る
こ
と
が
現
下
の
急
務
で
あ
る
。

（
以
下
略
）

　
地
方
分
権
の
流
れ
は
、地
方
自
治
体
の
行
政
・

政
治
を
活
性
化
さ
せ
、
地
域
振
興
の
た
め
の
積

極
政
策
と
し
て
の
公
立
大
学
設
置
へ
の
期
待
も

高
ま
っ
た
。
そ
れ
を
受
け
て
、
そ
れ
ま
で
公
立

大
学
を
抑
制
し
て
い
た
自
治
省
内
で
の
議
論
に

も
変
化
が
起
こ
る
。
当
時
の
状
況
に
つ
い
て
、

元
自
治
省
幹
部
は
筆
者
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
対

し
以
下
の
よ
う
に
述
べ
た
。

　大
学
は
な
に
も
国
だ
け
の
も
の
で
は
な
く
、

地
方
自
治
体
に
も
っ
と
広
く
設
置
を
認
め
て
い

い
の
で
は
な
い
か
。
旧
帝
大
ク
ラ
ス
な
ら
さ
す

が
に
国
で
あ
ろ
う
が
、
地
域
の
大
学
を
わ
ざ
わ

ざ
国
で
や
る
も
の
で
は
な
い
と
い
っ
た
議
論
が

自
治
省
の
中
に
も
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
地
域

の
中
で
コ
ン
セ
ン
サ
ス
が
あ
っ
て
、
設
立
目
的

が
明
確
な
ら
ば
自
治
体
に
よ
る
大
学
の
設
立
は

あ
る
と
い
う
こ
と
だ
。
確
か
に
自
治
体
に
大
学

運
営
の
専
門
性
は
な
い
が
、
そ
の
代
わ
り
に
地

域
振
興
と
大
学
を
結
び
付
け
て
考
え
る
力
が
あ

る
。

　
こ
の
よ
う
な
自
治
省
の
政
策
転
換
を
受
け

て
、
地
域
振
興
・
地
方
創
生
を
役
割
と
し
て
担

う
公
立
大
学
が
次
々
と
登
場
し
て
く
る
。
そ
れ

ら
の
公
立
大
学
に
は
、
地
域
政
策
、
地
方
創
生

あ
る
い
は
観
光
と
い
っ
た
キ
ー
ワ
ー
ド
を
名
称

に
含
む
領
域
横
断
型
の
学
部
・
学
科
が
数
多
く

設
置
さ
れ
た
の
で
あ
る
【
表
❸
】。

　
こ
う
し
た
経
緯
を
踏
ま
え
れ
ば
、「
地
域
振

興
・
地
方
創
生
」
に
直
接
つ
な
が
る
「
観
光
学
」

「
観
光
産
業
論
」
あ
る
い
は
「
観
光
実
践
研
究
」

な
ど
が
公
立
大
学
に
存
在
す
る
こ
と
を
も
っ

表 2 看護師養成課程を持つ
公立大学

表 3 地域振興・地方創生・観光等を標榜する公立大学（例示）　

表 4 観光学の教科書に含まれる
コンテンツの例

出典：竹内正人ほか（2018）
『入門 観光学』ミネルヴァ書房
目次より

の
「
対
象
の
多
様
性
」
が
ま
さ
に
示
さ
れ
て
い

る
。
そ
し
て
こ
う
し
た
構
成
は
、「
い
ろ
ん
な

こ
と
が
学
べ
る
」
と
い
う
点
で
学
生
か
ら
も
歓

迎
さ
れ
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
観
光
学
が
持
つ
領
域
横
断
性

と
い
う
も
の
が
、
観
光
に
求
め
ら
れ
る
様
々
な

専
門
知
識
を
提
供
で
き
る
と
い
う
こ
と
だ
け
で

は
、
例
え
ば
現
在
の
感
染
症
拡
大
の
よ
う
な
状

況
下
で
、一
時
的
に
せ
よ
観
光
業
が
大
き
な
打

撃
を
受
け
れ
ば
、
そ
の
領
域
横
断
性
の
魅
力
は

た
ち
ど
こ
ろ
に
色
あ
せ
て
し
ま
う
。
も
し
観
光

学
が
こ
う
し
た
性
格
の
も
の
に
留
ま
る
の
で
あ

れ
ば
、
地
域
振
興
・
文
化
振
興
と
い
う
も
の
に
普

遍
的
に
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
学
術
を
標
榜
す
る
に

は
、
何
か
が
足
り
な
い
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

　
実
は
こ
う
し
た
問
題
は
、
な
に
も
観
光
学
だ

け
で
な
く
、
様
々
な
領
域
横
断
型
の
学
術
の
現

場
で
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
例
え
ば
「
公
共
政

策
学
会
」
に
お
い
て
、
足
立
（
2
0
0
3
）
は

公
共
政
策
学
と
い
う
新
た
な
学
の
確
立
の
た
め

に
は
「
多
様
な
現
代
的
課
題
を
扱
う
」
と
い
う

意
味
で
の
学
際
性
や
総
合
性
を
語
る
前
に
、「
政

治
学
、
経
済
学
、
法
律
学
を
は
じ
め
と
す
る
関

連
社
会
諸
科
学
が
公
共
政
策
研
究
に
対
し
て
い

か
な
る
知
的
ス
ト
ッ
ク
を
提
供
」
し
て
き
た
の

か
再
検
討
す
べ
き
と
、
同
学
会
関
係
者
に
対
し

強
く
訴
え
て
い
る
。
こ
の
こ
と
が
乗
り
越
え
ら

れ
な
け
れ
ば
、い
か
な
る
領
域
横
断
型
学
術
も
、

バ
ラ
バ
ラ
に
切
り
離
さ
れ
た
学
術
の
単
な
る
寄

せ
集
め
に
過
ぎ
な
い
と
み
な
さ
れ
る
だ
ろ
う
。

そ
し
て
そ
こ
で
学
ん
だ
学
生
は
「
い
ろ
ん
な
こ

と
を
学
ん
だ
」
も
の
の
、
自
身
の
中
に
ど
の
よ

う
な
学
術
的
な
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
が
確
立

さ
れ
た
の
か
、
釈
然
と
し
な
い
ま
ま
卒
業
し
て

い
く
こ
と
に
な
り
か
ね
な
い
。

　
こ
う
し
た
課
題
を
乗
り
越
え
る
た
め
に
は
、

観
光
学
に
お
い
て
も
、「
対
象
の
多
様
性
」
だ

け
で
な
く
「
方
法
論
の
多
面
性
」
と
い
う
、
も

う
一
つ
の
軸
を
、
生
涯
使
え
る
思
考
の
軸
と
し

て
確
立
し
、
学
生
に
獲
得
さ
せ
る
こ
と
が
求
め

ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
事
業
実
現
の
舞
台
と
な

る
大
小
の
組
織
を
扱
う
組
織
論
、
あ
る
い
は
人

と
社
会
の
関
係
性
へ
着
目
す
る
社
会
心
理
学
、

多
様
な
政
治
的
フ
ィ
ー
ル
ド
に
お
け
る
意
思
決

定
理
論
な
ど
が
観
光
学
に
埋
め
込
ま
れ
な
く
て

は
な
ら
な
い
。

　
実
は
、
公
共
政
策
学
で
は
こ
う
し
た
「
誰
に

よ
っ
て
、
ど
の
よ
う
に
政
策
が
決
定
、
実
施
さ

れ
る
か
」
と
い
っ
た
現
実
の
政
策
決
定
プ
ロ
セ

ス
に
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
知
識
を
「of

の
知
識

（kn
o
w

led
ge o

f p
ro

cess

）」
と
呼
び
、
対

象
領
域
に
応
じ
た
専
門
知
識
を
示
す
「in

の
知

識
（kn

o
w

led
ge in

 p
ro

cess

）
と
峻
別
し

て
い
る
。
観
光
学
に
お
い
て
も
、「
環
境
破
壊
」

「
格
差
拡
大
」「
孤
独
問
題
」「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
」
と
い
っ
た
社
会
課
題
に
対
し
、
生

産
・
消
費
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
い
う
人

間
活
動
の
普
遍
的
な
要
素
に
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る

社
会
科
学
的
な
思
考
の
軸
を
「of

の
知
識
」
と

し
て
駆
使
し
な
が
ら
、
地
域
の
人
と
暮
ら
し
そ

の
も
の
を
考
え
て
い
こ
う
と
い
う
試
み
が
始
ま

っ
て
い
る
（
例
え
ば
、
山
田
良
治
（
2
0
2
1
）

『
観
光
を
科
学
す
る
　
観
光
学
批
判
（
観
光
を

見
る
眼 

創
刊
号
）』
晃
洋
書
房
が
参
考
に
な

る
）。

② 

自
治
体
行
政
の
変
容

　
こ
う
し
た
「of

の
知
識
」
の
必
要
性
は
、
公

立
大
学
の
カ
ウ
ン
タ
ー
パ
ー
ト
で
あ
る
自
治
体

行
政
の
変
容
を
見
通
す
こ
と
に
よ
っ
て
も
裏
付

け
る
こ
と
が
で
き
る
。
総
務
省
に
置
か
れ
た「
自

治
体
戦
略
2
0
4
0
構
想
研
究
会
」
が

2
0
1
8
年
に
出
し
た
「
第
一
次
報
告
」
を
見
て

み
よ
う
。
こ
の
報
告
か
ら
は
、
い
く
つ
か
の
有

益
な
含
意
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
例
え
ば
、

人
口
減
少
が
続
く
地
域
社
会
の
中
で
深
刻
さ
を

増
し
て
い
る
子
育
て
、
医
療
・
介
護
、
イ
ン
フ
ラ
、

防
災
な
ど
の
課
題
を
見
据
え
な
が
ら
、
地
方
自

治
体
の
機
能
そ
の
も
の
を
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
・

シ
ス
テ
ム
（
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
シ
ス
テ
ム
上
で
ア

プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
動
作
さ
せ
る
た
め
の
基
盤

と
な
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
例
え
て
い
る
）
の
レ
ベ

ル
で
問
い
直
す
必
要
性
を
示
し
て
い
る
。
ど
う

い
う
こ
と
か
。

【
図
❷
】は
、
報
告
の
概
要
か
ら
抜
き
出
し
た
も

の
で
あ
る
が
、
将
来「
新
し
い
公
共
私
の
協
力
関

係
の
構
築
」が
必
要
と
し
た
う
え
で
、
図
の
中
央

付
近
に
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
を
例
示
し
な
が

ら
、
今
後
は
様
々
な
技
能
を
習
得
し
た
専
門
家

に
よ
る「
組
織
的
仲
介
機
能
」が
、「
く
ら
し
の
維

不
足
す
る
中
で
、
複
雑
化
す
る
現
実
に
対
応
で

き
な
く
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。そ
れ
に
対
し
、

同
提
言
は
、
地
方
自
治
体
の
主
な
役
割
を
「
専

門
家
が
活
躍
で
き
る
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
作

り
手
」
に
転
換
す
る
こ
と
を
提
案
し
て
い
る
。

そ
し
て
、そ
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
上
で
医
療
、

福
祉
、
経
済
、
土
木
、
農
業
、
そ
し
て
観
光
な

ど
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
家
に
は
「
公
・
共
・
私
」

の
協
力
関
係
を
取
り
結
び
な
が
ら
、
実
践
的
な

政
策
立
案
機
能
を
発
揮
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ

て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
こ
と
に
な
れ
ば
、
専
門

家
に
は
、
先
に
示
し
た
政
策
決
定
の
プ
ロ
セ
ス

に
関
す
る
知
識
、
す
な
わ
ち
「o

f

の
知
識
」
の

獲
得
が
ま
さ
に
求
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。

③ 

観
光
・
地
域
・
学
術
の
未
来
の
た
め
に

　
観
光
学
に
つ
い
て
、
こ
れ
以
上
専
門
外
か
ら

述
べ
る
こ
と
は
慎
む
べ
き
で
あ
ろ
う
。
と
は
い

え
、
観
光
学
と
い
う
も
の
が
、
単
に
地
域
に
お

け
る
観
光
事
業
を
成
功
さ
せ
、
経
済
的
利
益
を

生
み
出
す
た
め
だ
け
に
あ
る
も
の
で
は
な
い
こ

と
は
、
地
域
に
公
立
大
学
を
設
置
し
て
き
た
経

験
か
ら
も
理
解
で
き
る
。

　
す
な
わ
ち
、
公
立
大
学
は
平
成
の
18
歳
人
口

急
減
期
と
い
う
大
学
設
置
へ
の
逆
風
下
に
お
い

て
設
置
さ
れ
た
。
そ
の
こ
と
を
も
っ
て
、
そ
の

存
在
意
義
に
つ
い
て
識
者
か
ら
疑
問
を
示
さ
れ

る
こ
と
も
多
い
。
そ
し
て
、
そ
う
し
た
疑
問
に

反
論
す
る
た
め
に
語
ら
れ
る
公
立
大
学
の
役
割

と
は
、
一
時
的
に
で
は
あ
る
が
若
者
を
地
方
に

留
め
置
く
「
ダ
ム
機
能
」
で
あ
り
、
地
域
に
大

学
が
存
在
す
る
こ
と
に
よ
る
「
経
済
効
果
」
で

あ
る
。
し
か
し
そ
れ
だ
け
で
は
な
い
。

　
学
生
は
ま
さ
に
旅
人
で
あ
る
。
公
立
大
学
が

地
域
に
密
着
し
た
大
学
で
あ
る
と
は
い
え
、
そ

の
学
生
の
半
数
以
上
は
他
地
域
か
ら
や
っ
て
き

た「
よ
そ
者
」で
あ
り
、
卒
業
に
よ
り
旅
立
つ
学

生
も
少
な
く
な
い
。
こ
れ
が
公
立
大
学
の
あ
る

べ
き
姿
と
は
異
な
る
と
し
て
、
し
ば
し
ば
設
置

自
治
体
の
議
会
等
で
問
題
視
さ
れ
る
。
一
方
で

地
域
の
現
場
で
は
必
ず
し
も
地
域
に
定
着
す
る

と
は
限
ら
な
い
若
者
か
ら
新
た
な
息
づ
か
い
を

感
じ
取
り
、
と
も
に
地
域
の
困
難
を
ど
う
す
る

の
か
考
え
続
け
、
未
来
へ
希
望
を
つ
な
ご
う
と

す
る
。
こ
の
よ
う
な
実
践
が
、
地
域
に
経
済
効

果
以
外
の
何
か
を
も
た
ら
し
、
地
域
と
わ
が
国

全
体
の
再
生
力
に
質
的
な
変
化
を
も
た
ら
す
。

そ
う
し
た
可
能
性
が
、
ま
さ
に「
よ
そ
者
」に
内

　
公
立
大
学
は
、
平
成
期
に
39
大
学
か
ら
93
大

学
ま
で
そ
の
数
を
一
気
に
増
加
さ
せ
た
。
現
在

は
専
門
職
大
学
と
い
う
新
た
な
制
度
に
よ
り
設

立
さ
れ
た
大
学
も
加
わ
り
、
そ
の
数
は
98
大
学

に
達
し
て
い
る
。東
北
6
県
を
例
に
と
っ
て
も
、

福
島
県
立
医
科
大
学
た
だ
１
校
だ
っ
た
公
立
大

学
が
、
6
県
す
べ
て
に
計
11
大
学
が
設
置
さ
れ

る
ま
で
に
な
っ
た
。

2
公
立
大
学
に
よ
る

観
光
振
興
の
可
能
性

て
、
公
立
大
学
が
観
光
振
興
に
貢
献
す
る
道
筋

を
示
す
こ
と
も
で
き
よ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、

早
く
か
ら
政
策
系
の
領
域
横
断
型
学
術
に
取
り

組
ん
で
き
た
公
立
大
学
と
し
て
は
、
そ
れ
ら
を

観
光
振
興
に
た
だ
ち
に
結
び
つ
け
て
語
る
こ
と

に
は
躊
躇
が
あ
る
。
観
光
学
を
含
む
領
域
横
断

型
学
術
に
取
組
む
に
は
、
そ
れ
特
有
の
課
題
に

向
き
合
う
必
要
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

① 

観
光
学
の
可
能
性
と
課
題

　
そ
も
そ
も
、
領
域
横
断
型
学
術
に
あ
る
領
域

横
断
性
と
は
何
な
の
か
。
観
光
学
を
例
に
考
え

れ
ば
、
一
つ
に
は
、
旅
行
産
業
、
宿
泊
産
業
、
運

輸
産
業
、
テ
ー
マ
パ
ー
ク
と
い
っ
た
様
々
な
領

域
を
分
析
対
象
と
す
る
と
い
う
意
味
で
の
領
域

横
断
性
が
あ
る
。
こ
れ
を「
対
象
の
多
様
性
」と

呼
ぼ
う
。
い
ま
一
つ
は
、
観
光
と
い
う
複
雑
な
要

素
で
成
り
立
つ
営
み
を
分
析
す
る
た
め
の「
方

法
論
の
多
面
性
」と
い
う
領
域
横
断
性
で
あ
る
。

　【
表
❹
】
に
、
標
準
的
な
観
光
学
の
教
科
書

の
目
次
を
例
示
す
る
。
そ
こ
に
は
、
観
光
を
考

え
る
際
に
求
め
ら
れ
る
重
要
な
各
論
を
列
挙
す

る
こ
と
で
、
必
要
な
知
識
が
得
ら
れ
る
よ
う
工

夫
さ
れ
て
お
り
、
2
つ
の
領
域
横
断
性
の
う
ち

在
す
る
哲
学
的
意
味
に
ま
で
言
及
す
る
新
た
な

観
光
学
に
よ
っ
て
見
出
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。

　
言
う
ま
で
も
な
く
現
在
、
コ
ロ
ナ
感
染
症
拡

大
の
も
と
で
観
光
は
大
き
な
危
機
の
下
に
あ
る
。

一
方
で
、
公
立
大
学
の
歴
史
を
振
り
返
れ
ば
、
医

学
は
戦
争
と
い
う
直
接
の
生
命
の
危
機
と
対
峙

し
、
看
護
学
は
急
速
に
押
し
寄
せ
る
人
口
学
的

な
生
命
の
危
機
に
立
ち
向
か
っ
て
き
た
。
さ
ら

に
領
域
横
断
学
部
は
、
地
域
社
会
崩
壊
の
危
機

に
立
ち
向
か
う
べ
く
生
ま
れ
て
き
た
。
観
光
学

は
、
も
し
か
す
る
と
観
光
が
直
面
す
る
危
機
の

中
で
こ
そ
、
そ
の
学
と
し
て
の
内
実
を
獲
得
し

て
い
く
の
か
も
し
れ
な
い
。
そ
し
て
公
立
大
学

も
、
危
機
を
受
け
止
め
る
地
方
自
治
体
に
伴
走

し
な
が
ら
、
そ
の
未
来
を
展
望
し
て
い
く
こ
と

に
な
る
。

　
い
つ
の
時
代
に
も
、
今
こ
こ
に
あ
る
危
機
、

そ
れ
に
対
し
て
「
ど
う
あ
る
べ
き
か
を
説
く
」
の

で
は
な
く
、「
ど
う
す
る
の
か
を
考
え
続
け
る
」

プ
レ
イ
ヤ
ー
が
必
要
と
な
る
。
そ
う
し
た
プ
レ

イ
ヤ
ー
を
得
て
、
観
光
も
地
域
も
学
術
も
、
そ

の
発
展
の
可
能
性
を
探
る
こ
と
が
で
き
る
。
筆

者
は
そ
う
考
え
た
い
。

ね
ら
れ
た
、
そ
の
結
果
誕
生
し
た
の
で
あ
る
。

　
そ
の
状
況
を【
表
❶
】に
一
覧
と
し
た
。実
は
、

こ
の
ほ
か
に
も
旧
制
の
公
立
医
科
大
学
が
た
だ

一
校
存
在
し
た
。京
都
府
立
医
科
大
学
で
あ
る
。

そ
の
起
源
は
、
1
8
7
2
（
M
5
）
年
に
京
都

市
粟
田
口
青
蓮
院
内
の
仮
療
病
院
で
、
鳥
羽
伏

見
の
戦
い
で
傷
つ
い
た
幕
末
藩
士
を
治
癒
に
導

く
、
そ
の
か
た
わ
ら
施
し
た
医
学
教
育
に
求
め

ら
れ
る
と
い
う
。
こ
こ
に
も
戦
争
と
医
学
教
育

と
の
か
か
わ
り
を
示
す
歴
史
が
見
出
さ
れ
る
。

 ② 

高
齢
化
社
会
へ
の
対
応

　
こ
う
し
た
戦
後
の
設
置
ラ
ッ
シ
ュ
の
後
は
、

公
立
大
学
の
設
置
は
短
期
大
学
か
ら
の
昇
格
を

中
心
に
わ
ず
か
な
数
と
な
る
。
そ
の
う
え
、
医

学
部
を
中
心
に
相
当
数
の
公
立
大
学
が
国
立
移

管
し
て
し
ま
い
、
結
果
と
し
て
昭
和
期
に
は
公

立
大
学
は
ほ
と
ん
ど
増
え
な
か
っ
た
。
当
時
の

自
治
省
が
地
方
財
政
健
全
化
の
観
点
か
ら
、
地

方
自
治
体
に
よ
る
新
た
な
公
立
大
学
の
設
置
を

強
く
抑
制
し
た
か
ら
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
が
、
平
成
期
に
な
る
と
、
再
び
公
立

大
学
設
置
の
契
機
が
訪
れ
る
。
高
齢
化
社
会
の

到
来
で
あ
る
。
平
成
元
年
に
大
蔵
・
厚
生
・
自

治
3
大
臣
の
合
意
を
得
た「
ゴ
ー
ル
ド
プ
ラ
ン
」

が
策
定
さ
れ
た
。
同
プ
ラ
ン
は
冒
頭
、
消
費
税

導
入
と
の
関
連
も
示
し
な
が
ら
高
齢
化
社
会
へ

の
対
応
を
以
下
の
よ
う
に
述
べ
た
。

　我
が
国
は
、
い
ま
や
平
均
寿
命
80
年
と
い
う

世
界
最
長
寿
国
に
な
り
、
21
世
紀
に
は
国
民
の

約
4
人
に
1
人
が
65
歳
以
上
の
高
齢
化
社
会
と

な
る
（
中
略
）。
こ
の
た
め
、
消
費
税
導
入
の

趣
旨
を
踏
ま
え
、
高
齢
者
の
保
健
福
祉
の
分
野

に
お
け
る
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
基
盤
整
備
を
進
め

る
こ
と
と
し
、
在
宅
福
祉
、
施
設
福
祉
等
の
事

業
に
つ
い
て
、
今
世
紀
中
に
実
現
を
図
る
べ
き

10
か
年
の
目
標
を
掲
げ
、
こ
れ
ら
の
事
業
の
強

力
な
推
進
を
図
る
こ
と
と
す
る
。

　
こ
の
プ
ラ
ン
を
踏
ま
え
、
平
成
4
年
に
「
看

護
婦
等
の
人
材
確
保
の
促
進
に
関
す
る
法
律
」

が
制
定
さ
れ
る
。
同
法
は
、
看
護
職
員
の
確
保

に
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
こ
と
を
地
方
公
共
団

　
こ
う
し
た
公
立
大
学
が
観
光
振
興
に
期
待
さ

れ
る
役
割
に
つ
い
て
、
こ
の
よ
う
な
専
門
誌
で

述
べ
る
こ
と
は
、
筆
者
の
手
に
余
る
も
の
と
な

る
が
、
観
光
学
の
専
門
家
か
ら
の
議
論
や
、
公

立
大
学
の
取
組
み
の
各
論
が
し
か
る
べ
き
別
稿

に
示
さ
れ
る
の
で
あ
れ
ば
、
こ
こ
で
は
公
立
大

学
、
す
な
わ
ち
地
方
自
治
体
が
自
ら
設
置
す
る

大
学
と
い
う
視
点
か
ら
、
的
外
れ
を
恐
れ
ず
論

じ
て
み
た
い
。

青森公立大学
岩手県立大学
宮城大学
高崎経済大学
東京都立大学
山梨県立大学
長野県立大学
静岡文化芸術大学
京都府立大学
福知山公立大学
芸術文化観光専門職大学
奈良県立大学
福山市立大学
島根県立大学
北九州市立大学
長崎県立大学
熊本県立大学
名桜大学

経営経済学部／地域みらい学科
総合政策学部
事業構想学群／地域創生学類
地域政策学部
都市環境学部／観光科学科
国際政策学部／総合政策学科
グローバルマネージメント学部／公共経営コース
文化政策学部／文化政策学科
公共政策学部／公共政策学科
地域経営学部
芸術文化・観光学部
地域創造学部
都市経営学部
地域政策学部
地域創生学群
地域創造学部
総合管理学部
国際学群観光産業専攻

札幌医科大学
名寄市立大学
札幌市立大学
青森県立保健大学
岩手県立大学
宮城大学
山形県立保健医療大学
福島県立医科大学
茨城県立医療大学
群馬県立県民健康科学大学
埼玉県立大学
千葉県立保健医療大学
東京都立大学
神奈川県立保健福祉大学
横浜市立大学
新潟県立看護大学
石川県立看護大学
福井県立大学
敦賀市立看護大学
山梨県立大学
長野県看護大学
岐阜県立看護大学
静岡県立大学
愛知県立大学
名古屋市立大学
三重県立看護大学
滋賀県立大学
京都府立医科大学
大阪府立大学
大阪市立大学
兵庫県立大学
神戸市看護大学
奈良県立医科大学
和歌山県立医科大学
島根県立大学
岡山県立大学
新見公立大学
県立広島大学
山口県立大学
香川県立保健医療大学
愛媛県立医療技術大学
高知県立大学
福岡県立大学
大分県立看護科学大学
長崎県立大学
宮崎県立看護大学
沖縄県立看護大学
名桜大学

地域・公共政策系部会大学名

持
」に
求
め
ら
れ
る

と
し
て
い
る
。

　
こ
れ
を
筆
者
な
り

に
読
み
解
け
ば
、
研

究
会
の
提
言
は
こ
れ

ま
で
の
行
政
運
営
の

構
図
そ
の
も
の
に
変

更
を
迫
る
も
の
と
な

る
。
す
な
わ
ち
、
自

治
体
の
行
政
運
営
の

計
画
や
予
算
が
、
庁

舎
内
の
行
政
セ
ク
シ

ョ
ン
の
発
案
に
よ
っ

て
定
め
ら
れ
、
そ
の

計
画
と
予
算
に
従
っ

て
現
場
の
専
門
家
が

動
く
。
こ
う
い
っ
た

従
来
型
の
構
図
の
ま

ま
で
は
、
財
源
と
人

的
資
源
が
絶
対
的
に

　
そ
の
た
め
に
は
や
や
迂
遠
と
は
な
る
が
、
ま

ず
公
立
大
学
が
そ
も
そ
も
ど
の
よ
う
な
役
割
を

期
待
さ
れ
て
設
置
さ
れ
て
き
た
の
か
、
そ
の
歴

史
的
な
経
緯
を
紹
介
す
る
。
そ
の
う
え
で
、
公

立
大
学
の
学
術
的
実
践
が
観
光
振
興
に
対
し
、

ど
の
よ
う
な
可
能
性
を
も
た
ら
す
こ
と
が
で
き

る
の
か
、
公
立
大
学
の
カ
ウ
ン
タ
ー
パ
ー
ト
で

あ
る
地
方
自
治
体
行
政
の
変
容
を
見
据
え
つ
つ

展
望
す
る
こ
と
に
し
よ
う
。
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第 部Ⅰ 観光学の基礎
１
２
３

観光の歴史
観光と旅行者の行動
観光と産業・経済

第 部Ⅲ 観光政策論
10
11
12

観光立国と国際観光
諸外国の観光政策
地域観光とまちづくり

第 部Ⅳ 応用観光論
13
14
15
16
17
18

コンテンツツーリズム
ブライダルと観光
メディカルツーリズム
ダークツーリズム
フードツーリズム
祭礼文化と観光

第 部Ⅱ 観光産業論
4
5
6
7
8
9

旅行産業
宿泊産業
運輸産業
テーマパーク産業
文化施設と集客
観光産業とホスピタリティ

観光振興と公立大学1
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　【
図
❶
】
は
、
戦
後
に
お
け
る
公
立
大
学
の

設
置
状
況
を
示
し
た
グ
ラ
フ
で
あ
る
。
グ
ラ
フ

の
右
に
伸
び
る
棒
は
各
年
度
に
お
け
る
新
規
の

公
立
大
学
設
置
数
と
な
る
。
一
方
、
左
に
伸
び

る
棒
は
、
国
立
移
管
、
統
合
等
に
よ
り
学
生
募

集
を
停
止
し
た
大
学
数
を
示
し
て
い
る
。
こ
の

グ
ラ
フ
も
頼
り
に
、
公
立
大
学
に
期
待
さ
れ
て

き
た
主
要
な
役
割
を
「
銃
後
の
医
師
養
成
」「
高

齢
化
社
会
へ
の
対
応
」「
地
域
振
興
・
地
方
創
生
」

の
3
点
に
絞
っ
て
整
理
す
る
。

① 

銃
後
の
医
師
養
成

　
い
き
な
り
時
代
錯
誤
と
も
思
え
る
小
見
出
し

を
示
し
た
が
、
ま
ず
は
グ
ラ
フ
の
上
端
を
ご
覧

い
た
だ
き
た
い
。
そ
こ
に
は
、
戦
後
の
新
制
大

学
の
制
度
発
足
時
に
30
程
度
の
公
立
大
学
が
旧

制
公
立
大
学
・
専
門
学
校
を
母
体
と
し
て
ま
と

ま
っ
て
誕
生
し
た
状
況
が
示
さ
れ
て
い
る
。
こ

れ
ら
の
公
立
大
学
群
の
最
大
の
母
体
は
、
す
で

に
太
平
洋
戦
争
の
戦
況
悪
化
が
明
ら
か
な
局
面

に
あ
っ
た
1
9
4
3
（
S
18
）
年
以
降
に
集
中

的
に
設
立
さ
れ
た
合
計
20
に
及
ぶ
公
立（
女
子
）

医
学
専
門
学
校
で
あ
っ
た
。

　
そ
れ
ら
の
う
ち
3
校
は
空
襲
で
校
舎
が
全
焼

す
る
な
ど
の
理
由
に
よ
り
廃
止
、
1
校
は
官
立

（
国
立
）
の
専
門
学
校
と
な
る
が
、
残
る
16
校

は
医
学
、
歯
学
、
看
護
学
の
課
程
を
持
つ
公
立

大
学
と
な
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
新
制
公
立
大
学

の
約
半
数
は
、
軍
医
あ
る
い
は
銃
後
の
医
師
養

成
と
い
う
国
難
下
の
課
題
が
地
方
自
治
体
に
委

体
の
責
務
と
し
た
。
高
齢
化
社
会
と
い
う
平
成

期
の
国
難
へ
の
対
応
が
、
再
び
地
方
に
委
ね
ら

れ
た
の
で
あ
る
。

　
そ
の
結
果
、
公
立
の
看
護
系
大
学
・
学
部（
当

初
短
期
大
学
と
し
て
設
置
さ
れ
た
も
の
を
含

む
）
が
平
成
5
年
か
ら
12
年
ご
ろ
ま
で
に
続
々

と
設
置
さ
れ
、
地
方
自
治
体
の
手
に
よ
っ
て
地

域
医
療
の
中
核
を
担
う
高
度
医
療
人
が
育
成
さ

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
【
表
❷
】。

③ 

地
域
振
興
・
地
方
創
生

　
平
成
期
は
、地
方
分
権
の
時
代
で
も
あ
っ
た
。

1
9
9
3
（
H
5
）
年
、
衆
参
両
院
で
「
地
方

分
権
の
推
進
に
関
す
る
決
議
」
が
行
わ
れ
た
。

衆
議
院
の
決
議
は
以
下
の
よ
う
に
示
さ
れ
た
。

【
平
成
5
年
6
月
3
日
衆
議
院
本
会
議

地
方
分
権
の
推
進
に
関
す
る
決
議
】

　今
日
、
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
を
発
生
さ
せ
て
い

る
東
京
へ
の
一
極
集
中
を
排
除
し
て
、
国
土
の

均
衡
あ
る
発
展
を
図
る
と
と
も
に
、
国
民
が
待

望
す
る
ゆ
と
り
と
豊
か
さ
を
実
感
で
き
る
社
会

を
つ
く
り
上
げ
て
い
く
た
め
に
、
地
方
公
共
団

体
の
果
た
す
べ
き
役
割
に
国
民
の
強
い
期
待
が

寄
せ
ら
れ
て
お
り
、
中
央
集
権
的
行
政
の
あ
り

方
を
問
い
直
し
、
地
方
分
権
の
よ
り
一
層
の
推

進
を
望
む
声
は
大
き
な
流
れ
と
な
っ
て
い
る
。

　こ
の
よ
う
な
国
民
の
期
待
に
応
え
、
国
と
地

方
と
の
役
割
を
見
直
し
、
国
か
ら
地
方
へ
の
権

限
移
譲
，
地
方
税
財
源
の
充
実
強
化
等
地
方
公

共
団
体
の
自
主
性
、
自
律
性
の
強
化
を
図
り
、

21
世
紀
に
向
け
た
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
地
方
自

治
を
確
立
す
る
こ
と
が
現
下
の
急
務
で
あ
る
。

（
以
下
略
）

　
地
方
分
権
の
流
れ
は
、地
方
自
治
体
の
行
政
・

政
治
を
活
性
化
さ
せ
、
地
域
振
興
の
た
め
の
積

極
政
策
と
し
て
の
公
立
大
学
設
置
へ
の
期
待
も

高
ま
っ
た
。
そ
れ
を
受
け
て
、
そ
れ
ま
で
公
立

大
学
を
抑
制
し
て
い
た
自
治
省
内
で
の
議
論
に

も
変
化
が
起
こ
る
。
当
時
の
状
況
に
つ
い
て
、

元
自
治
省
幹
部
は
筆
者
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
対

し
以
下
の
よ
う
に
述
べ
た
。

　大
学
は
な
に
も
国
だ
け
の
も
の
で
は
な
く
、

地
方
自
治
体
に
も
っ
と
広
く
設
置
を
認
め
て
い

い
の
で
は
な
い
か
。
旧
帝
大
ク
ラ
ス
な
ら
さ
す

が
に
国
で
あ
ろ
う
が
、
地
域
の
大
学
を
わ
ざ
わ

ざ
国
で
や
る
も
の
で
は
な
い
と
い
っ
た
議
論
が

自
治
省
の
中
に
も
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
地
域

の
中
で
コ
ン
セ
ン
サ
ス
が
あ
っ
て
、
設
立
目
的

が
明
確
な
ら
ば
自
治
体
に
よ
る
大
学
の
設
立
は

あ
る
と
い
う
こ
と
だ
。
確
か
に
自
治
体
に
大
学

運
営
の
専
門
性
は
な
い
が
、
そ
の
代
わ
り
に
地

域
振
興
と
大
学
を
結
び
付
け
て
考
え
る
力
が
あ

る
。

　
こ
の
よ
う
な
自
治
省
の
政
策
転
換
を
受
け

て
、
地
域
振
興
・
地
方
創
生
を
役
割
と
し
て
担

う
公
立
大
学
が
次
々
と
登
場
し
て
く
る
。
そ
れ

ら
の
公
立
大
学
に
は
、
地
域
政
策
、
地
方
創
生

あ
る
い
は
観
光
と
い
っ
た
キ
ー
ワ
ー
ド
を
名
称

に
含
む
領
域
横
断
型
の
学
部
・
学
科
が
数
多
く

設
置
さ
れ
た
の
で
あ
る
【
表
❸
】。

　
こ
う
し
た
経
緯
を
踏
ま
え
れ
ば
、「
地
域
振

興
・
地
方
創
生
」
に
直
接
つ
な
が
る
「
観
光
学
」

「
観
光
産
業
論
」
あ
る
い
は
「
観
光
実
践
研
究
」

な
ど
が
公
立
大
学
に
存
在
す
る
こ
と
を
も
っ

図 2 出典：「自治体戦略2040構想研究会」第一次報告（概要） の
「
対
象
の
多
様
性
」
が
ま
さ
に
示
さ
れ
て
い

る
。
そ
し
て
こ
う
し
た
構
成
は
、「
い
ろ
ん
な

こ
と
が
学
べ
る
」
と
い
う
点
で
学
生
か
ら
も
歓

迎
さ
れ
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
観
光
学
が
持
つ
領
域
横
断
性

と
い
う
も
の
が
、
観
光
に
求
め
ら
れ
る
様
々
な

専
門
知
識
を
提
供
で
き
る
と
い
う
こ
と
だ
け
で

は
、
例
え
ば
現
在
の
感
染
症
拡
大
の
よ
う
な
状

況
下
で
、一
時
的
に
せ
よ
観
光
業
が
大
き
な
打

撃
を
受
け
れ
ば
、
そ
の
領
域
横
断
性
の
魅
力
は

た
ち
ど
こ
ろ
に
色
あ
せ
て
し
ま
う
。
も
し
観
光

学
が
こ
う
し
た
性
格
の
も
の
に
留
ま
る
の
で
あ

れ
ば
、
地
域
振
興
・
文
化
振
興
と
い
う
も
の
に
普

遍
的
に
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
学
術
を
標
榜
す
る
に

は
、
何
か
が
足
り
な
い
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

　
実
は
こ
う
し
た
問
題
は
、
な
に
も
観
光
学
だ

け
で
な
く
、
様
々
な
領
域
横
断
型
の
学
術
の
現

場
で
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
例
え
ば
「
公
共
政

策
学
会
」
に
お
い
て
、
足
立
（
2
0
0
3
）
は

公
共
政
策
学
と
い
う
新
た
な
学
の
確
立
の
た
め

に
は
「
多
様
な
現
代
的
課
題
を
扱
う
」
と
い
う

意
味
で
の
学
際
性
や
総
合
性
を
語
る
前
に
、「
政

治
学
、
経
済
学
、
法
律
学
を
は
じ
め
と
す
る
関

連
社
会
諸
科
学
が
公
共
政
策
研
究
に
対
し
て
い

か
な
る
知
的
ス
ト
ッ
ク
を
提
供
」
し
て
き
た
の

か
再
検
討
す
べ
き
と
、
同
学
会
関
係
者
に
対
し

強
く
訴
え
て
い
る
。
こ
の
こ
と
が
乗
り
越
え
ら

れ
な
け
れ
ば
、い
か
な
る
領
域
横
断
型
学
術
も
、

バ
ラ
バ
ラ
に
切
り
離
さ
れ
た
学
術
の
単
な
る
寄

せ
集
め
に
過
ぎ
な
い
と
み
な
さ
れ
る
だ
ろ
う
。

そ
し
て
そ
こ
で
学
ん
だ
学
生
は
「
い
ろ
ん
な
こ

と
を
学
ん
だ
」
も
の
の
、
自
身
の
中
に
ど
の
よ

う
な
学
術
的
な
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
が
確
立

さ
れ
た
の
か
、
釈
然
と
し
な
い
ま
ま
卒
業
し
て

い
く
こ
と
に
な
り
か
ね
な
い
。

　
こ
う
し
た
課
題
を
乗
り
越
え
る
た
め
に
は
、

観
光
学
に
お
い
て
も
、「
対
象
の
多
様
性
」
だ

け
で
な
く
「
方
法
論
の
多
面
性
」
と
い
う
、
も

う
一
つ
の
軸
を
、
生
涯
使
え
る
思
考
の
軸
と
し

て
確
立
し
、
学
生
に
獲
得
さ
せ
る
こ
と
が
求
め

ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
事
業
実
現
の
舞
台
と
な

る
大
小
の
組
織
を
扱
う
組
織
論
、
あ
る
い
は
人

と
社
会
の
関
係
性
へ
着
目
す
る
社
会
心
理
学
、

多
様
な
政
治
的
フ
ィ
ー
ル
ド
に
お
け
る
意
思
決

定
理
論
な
ど
が
観
光
学
に
埋
め
込
ま
れ
な
く
て

は
な
ら
な
い
。

　
実
は
、
公
共
政
策
学
で
は
こ
う
し
た
「
誰
に

よ
っ
て
、
ど
の
よ
う
に
政
策
が
決
定
、
実
施
さ

れ
る
か
」
と
い
っ
た
現
実
の
政
策
決
定
プ
ロ
セ

ス
に
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
知
識
を
「of

の
知
識

（kn
o
w

led
ge o

f p
ro

cess

）」
と
呼
び
、
対

象
領
域
に
応
じ
た
専
門
知
識
を
示
す
「in

の
知

識
（kn

o
w

led
ge in

 p
ro

cess

）
と
峻
別
し

て
い
る
。
観
光
学
に
お
い
て
も
、「
環
境
破
壊
」

「
格
差
拡
大
」「
孤
独
問
題
」「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
」
と
い
っ
た
社
会
課
題
に
対
し
、
生

産
・
消
費
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
い
う
人

間
活
動
の
普
遍
的
な
要
素
に
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る

社
会
科
学
的
な
思
考
の
軸
を
「of

の
知
識
」
と

し
て
駆
使
し
な
が
ら
、
地
域
の
人
と
暮
ら
し
そ

の
も
の
を
考
え
て
い
こ
う
と
い
う
試
み
が
始
ま

っ
て
い
る
（
例
え
ば
、
山
田
良
治
（
2
0
2
1
）

『
観
光
を
科
学
す
る
　
観
光
学
批
判
（
観
光
を

見
る
眼 

創
刊
号
）』
晃
洋
書
房
が
参
考
に
な

る
）。

② 

自
治
体
行
政
の
変
容

　
こ
う
し
た
「of

の
知
識
」
の
必
要
性
は
、
公

立
大
学
の
カ
ウ
ン
タ
ー
パ
ー
ト
で
あ
る
自
治
体

行
政
の
変
容
を
見
通
す
こ
と
に
よ
っ
て
も
裏
付

け
る
こ
と
が
で
き
る
。
総
務
省
に
置
か
れ
た「
自

治
体
戦
略
2
0
4
0
構
想
研
究
会
」
が

2
0
1
8
年
に
出
し
た
「
第
一
次
報
告
」
を
見
て

み
よ
う
。
こ
の
報
告
か
ら
は
、
い
く
つ
か
の
有

益
な
含
意
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
例
え
ば
、

人
口
減
少
が
続
く
地
域
社
会
の
中
で
深
刻
さ
を

増
し
て
い
る
子
育
て
、
医
療
・
介
護
、
イ
ン
フ
ラ
、

防
災
な
ど
の
課
題
を
見
据
え
な
が
ら
、
地
方
自

治
体
の
機
能
そ
の
も
の
を
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
・

シ
ス
テ
ム
（
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
シ
ス
テ
ム
上
で
ア

プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
動
作
さ
せ
る
た
め
の
基
盤

と
な
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
例
え
て
い
る
）
の
レ
ベ

ル
で
問
い
直
す
必
要
性
を
示
し
て
い
る
。
ど
う

い
う
こ
と
か
。

【
図
❷
】は
、
報
告
の
概
要
か
ら
抜
き
出
し
た
も

の
で
あ
る
が
、
将
来「
新
し
い
公
共
私
の
協
力
関

係
の
構
築
」が
必
要
と
し
た
う
え
で
、
図
の
中
央

付
近
に
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
を
例
示
し
な
が

ら
、
今
後
は
様
々
な
技
能
を
習
得
し
た
専
門
家

に
よ
る「
組
織
的
仲
介
機
能
」が
、「
く
ら
し
の
維

不
足
す
る
中
で
、
複
雑
化
す
る
現
実
に
対
応
で

き
な
く
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。そ
れ
に
対
し
、

同
提
言
は
、
地
方
自
治
体
の
主
な
役
割
を
「
専

門
家
が
活
躍
で
き
る
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
作

り
手
」
に
転
換
す
る
こ
と
を
提
案
し
て
い
る
。

そ
し
て
、そ
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
上
で
医
療
、

福
祉
、
経
済
、
土
木
、
農
業
、
そ
し
て
観
光
な

ど
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
家
に
は
「
公
・
共
・
私
」

の
協
力
関
係
を
取
り
結
び
な
が
ら
、
実
践
的
な

政
策
立
案
機
能
を
発
揮
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ

て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
こ
と
に
な
れ
ば
、
専
門

家
に
は
、
先
に
示
し
た
政
策
決
定
の
プ
ロ
セ
ス

に
関
す
る
知
識
、
す
な
わ
ち
「o

f

の
知
識
」
の

獲
得
が
ま
さ
に
求
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。

③ 

観
光
・
地
域
・
学
術
の
未
来
の
た
め
に

　
観
光
学
に
つ
い
て
、
こ
れ
以
上
専
門
外
か
ら

述
べ
る
こ
と
は
慎
む
べ
き
で
あ
ろ
う
。
と
は
い

え
、
観
光
学
と
い
う
も
の
が
、
単
に
地
域
に
お

け
る
観
光
事
業
を
成
功
さ
せ
、
経
済
的
利
益
を

生
み
出
す
た
め
だ
け
に
あ
る
も
の
で
は
な
い
こ

と
は
、
地
域
に
公
立
大
学
を
設
置
し
て
き
た
経

験
か
ら
も
理
解
で
き
る
。

　
す
な
わ
ち
、
公
立
大
学
は
平
成
の
18
歳
人
口

急
減
期
と
い
う
大
学
設
置
へ
の
逆
風
下
に
お
い

て
設
置
さ
れ
た
。
そ
の
こ
と
を
も
っ
て
、
そ
の

存
在
意
義
に
つ
い
て
識
者
か
ら
疑
問
を
示
さ
れ

る
こ
と
も
多
い
。
そ
し
て
、
そ
う
し
た
疑
問
に

反
論
す
る
た
め
に
語
ら
れ
る
公
立
大
学
の
役
割

と
は
、
一
時
的
に
で
は
あ
る
が
若
者
を
地
方
に

留
め
置
く
「
ダ
ム
機
能
」
で
あ
り
、
地
域
に
大

学
が
存
在
す
る
こ
と
に
よ
る
「
経
済
効
果
」
で

あ
る
。
し
か
し
そ
れ
だ
け
で
は
な
い
。

　
学
生
は
ま
さ
に
旅
人
で
あ
る
。
公
立
大
学
が

地
域
に
密
着
し
た
大
学
で
あ
る
と
は
い
え
、
そ

の
学
生
の
半
数
以
上
は
他
地
域
か
ら
や
っ
て
き

た「
よ
そ
者
」で
あ
り
、
卒
業
に
よ
り
旅
立
つ
学

生
も
少
な
く
な
い
。
こ
れ
が
公
立
大
学
の
あ
る

べ
き
姿
と
は
異
な
る
と
し
て
、
し
ば
し
ば
設
置

自
治
体
の
議
会
等
で
問
題
視
さ
れ
る
。
一
方
で

地
域
の
現
場
で
は
必
ず
し
も
地
域
に
定
着
す
る

と
は
限
ら
な
い
若
者
か
ら
新
た
な
息
づ
か
い
を

感
じ
取
り
、
と
も
に
地
域
の
困
難
を
ど
う
す
る

の
か
考
え
続
け
、
未
来
へ
希
望
を
つ
な
ご
う
と

す
る
。
こ
の
よ
う
な
実
践
が
、
地
域
に
経
済
効

果
以
外
の
何
か
を
も
た
ら
し
、
地
域
と
わ
が
国

全
体
の
再
生
力
に
質
的
な
変
化
を
も
た
ら
す
。

そ
う
し
た
可
能
性
が
、
ま
さ
に「
よ
そ
者
」に
内

　
公
立
大
学
は
、
平
成
期
に
39
大
学
か
ら
93
大

学
ま
で
そ
の
数
を
一
気
に
増
加
さ
せ
た
。
現
在

は
専
門
職
大
学
と
い
う
新
た
な
制
度
に
よ
り
設

立
さ
れ
た
大
学
も
加
わ
り
、
そ
の
数
は
98
大
学

に
達
し
て
い
る
。東
北
6
県
を
例
に
と
っ
て
も
、

福
島
県
立
医
科
大
学
た
だ
１
校
だ
っ
た
公
立
大

学
が
、
6
県
す
べ
て
に
計
11
大
学
が
設
置
さ
れ

る
ま
で
に
な
っ
た
。

て
、
公
立
大
学
が
観
光
振
興
に
貢
献
す
る
道
筋

を
示
す
こ
と
も
で
き
よ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、

早
く
か
ら
政
策
系
の
領
域
横
断
型
学
術
に
取
り

組
ん
で
き
た
公
立
大
学
と
し
て
は
、
そ
れ
ら
を

観
光
振
興
に
た
だ
ち
に
結
び
つ
け
て
語
る
こ
と

に
は
躊
躇
が
あ
る
。
観
光
学
を
含
む
領
域
横
断

型
学
術
に
取
組
む
に
は
、
そ
れ
特
有
の
課
題
に

向
き
合
う
必
要
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

① 

観
光
学
の
可
能
性
と
課
題

　
そ
も
そ
も
、
領
域
横
断
型
学
術
に
あ
る
領
域

横
断
性
と
は
何
な
の
か
。
観
光
学
を
例
に
考
え

れ
ば
、
一
つ
に
は
、
旅
行
産
業
、
宿
泊
産
業
、
運

輸
産
業
、
テ
ー
マ
パ
ー
ク
と
い
っ
た
様
々
な
領

域
を
分
析
対
象
と
す
る
と
い
う
意
味
で
の
領
域

横
断
性
が
あ
る
。
こ
れ
を「
対
象
の
多
様
性
」と

呼
ぼ
う
。
い
ま
一
つ
は
、
観
光
と
い
う
複
雑
な
要

素
で
成
り
立
つ
営
み
を
分
析
す
る
た
め
の「
方

法
論
の
多
面
性
」と
い
う
領
域
横
断
性
で
あ
る
。

　【
表
❹
】
に
、
標
準
的
な
観
光
学
の
教
科
書

の
目
次
を
例
示
す
る
。
そ
こ
に
は
、
観
光
を
考

え
る
際
に
求
め
ら
れ
る
重
要
な
各
論
を
列
挙
す

る
こ
と
で
、
必
要
な
知
識
が
得
ら
れ
る
よ
う
工

夫
さ
れ
て
お
り
、
2
つ
の
領
域
横
断
性
の
う
ち

在
す
る
哲
学
的
意
味
に
ま
で
言
及
す
る
新
た
な

観
光
学
に
よ
っ
て
見
出
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。

　
言
う
ま
で
も
な
く
現
在
、
コ
ロ
ナ
感
染
症
拡

大
の
も
と
で
観
光
は
大
き
な
危
機
の
下
に
あ
る
。

一
方
で
、
公
立
大
学
の
歴
史
を
振
り
返
れ
ば
、
医

学
は
戦
争
と
い
う
直
接
の
生
命
の
危
機
と
対
峙

し
、
看
護
学
は
急
速
に
押
し
寄
せ
る
人
口
学
的

な
生
命
の
危
機
に
立
ち
向
か
っ
て
き
た
。
さ
ら

に
領
域
横
断
学
部
は
、
地
域
社
会
崩
壊
の
危
機

に
立
ち
向
か
う
べ
く
生
ま
れ
て
き
た
。
観
光
学

は
、
も
し
か
す
る
と
観
光
が
直
面
す
る
危
機
の

中
で
こ
そ
、
そ
の
学
と
し
て
の
内
実
を
獲
得
し

て
い
く
の
か
も
し
れ
な
い
。
そ
し
て
公
立
大
学

も
、
危
機
を
受
け
止
め
る
地
方
自
治
体
に
伴
走

し
な
が
ら
、
そ
の
未
来
を
展
望
し
て
い
く
こ
と

に
な
る
。

　
い
つ
の
時
代
に
も
、
今
こ
こ
に
あ
る
危
機
、

そ
れ
に
対
し
て
「
ど
う
あ
る
べ
き
か
を
説
く
」
の

で
は
な
く
、「
ど
う
す
る
の
か
を
考
え
続
け
る
」

プ
レ
イ
ヤ
ー
が
必
要
と
な
る
。
そ
う
し
た
プ
レ

イ
ヤ
ー
を
得
て
、
観
光
も
地
域
も
学
術
も
、
そ

の
発
展
の
可
能
性
を
探
る
こ
と
が
で
き
る
。
筆

者
は
そ
う
考
え
た
い
。

※
本
稿
の
論
述
の
出

典
等
に
つ
い
て
は
、拙

書『
可
能
性
と
し
て

の
公
立
大
学
政
策 

な
ぜ
平
成
期
に
公
立

ね
ら
れ
た
、
そ
の
結
果
誕
生
し
た
の
で
あ
る
。

　
そ
の
状
況
を【
表
❶
】に
一
覧
と
し
た
。実
は
、

こ
の
ほ
か
に
も
旧
制
の
公
立
医
科
大
学
が
た
だ

一
校
存
在
し
た
。京
都
府
立
医
科
大
学
で
あ
る
。

そ
の
起
源
は
、
1
8
7
2
（
M
5
）
年
に
京
都

市
粟
田
口
青
蓮
院
内
の
仮
療
病
院
で
、
鳥
羽
伏

見
の
戦
い
で
傷
つ
い
た
幕
末
藩
士
を
治
癒
に
導

く
、
そ
の
か
た
わ
ら
施
し
た
医
学
教
育
に
求
め

ら
れ
る
と
い
う
。
こ
こ
に
も
戦
争
と
医
学
教
育

と
の
か
か
わ
り
を
示
す
歴
史
が
見
出
さ
れ
る
。

 ② 

高
齢
化
社
会
へ
の
対
応

　
こ
う
し
た
戦
後
の
設
置
ラ
ッ
シ
ュ
の
後
は
、

公
立
大
学
の
設
置
は
短
期
大
学
か
ら
の
昇
格
を

中
心
に
わ
ず
か
な
数
と
な
る
。
そ
の
う
え
、
医

学
部
を
中
心
に
相
当
数
の
公
立
大
学
が
国
立
移

管
し
て
し
ま
い
、
結
果
と
し
て
昭
和
期
に
は
公

立
大
学
は
ほ
と
ん
ど
増
え
な
か
っ
た
。
当
時
の

自
治
省
が
地
方
財
政
健
全
化
の
観
点
か
ら
、
地

方
自
治
体
に
よ
る
新
た
な
公
立
大
学
の
設
置
を

強
く
抑
制
し
た
か
ら
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
が
、
平
成
期
に
な
る
と
、
再
び
公
立

大
学
設
置
の
契
機
が
訪
れ
る
。
高
齢
化
社
会
の

到
来
で
あ
る
。
平
成
元
年
に
大
蔵
・
厚
生
・
自

治
3
大
臣
の
合
意
を
得
た「
ゴ
ー
ル
ド
プ
ラ
ン
」

が
策
定
さ
れ
た
。
同
プ
ラ
ン
は
冒
頭
、
消
費
税

導
入
と
の
関
連
も
示
し
な
が
ら
高
齢
化
社
会
へ

の
対
応
を
以
下
の
よ
う
に
述
べ
た
。

　我
が
国
は
、
い
ま
や
平
均
寿
命
80
年
と
い
う

世
界
最
長
寿
国
に
な
り
、
21
世
紀
に
は
国
民
の

約
4
人
に
1
人
が
65
歳
以
上
の
高
齢
化
社
会
と

な
る
（
中
略
）。
こ
の
た
め
、
消
費
税
導
入
の

趣
旨
を
踏
ま
え
、
高
齢
者
の
保
健
福
祉
の
分
野

に
お
け
る
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
基
盤
整
備
を
進
め

る
こ
と
と
し
、
在
宅
福
祉
、
施
設
福
祉
等
の
事

業
に
つ
い
て
、
今
世
紀
中
に
実
現
を
図
る
べ
き

10
か
年
の
目
標
を
掲
げ
、
こ
れ
ら
の
事
業
の
強

力
な
推
進
を
図
る
こ
と
と
す
る
。

　
こ
の
プ
ラ
ン
を
踏
ま
え
、
平
成
4
年
に
「
看

護
婦
等
の
人
材
確
保
の
促
進
に
関
す
る
法
律
」

が
制
定
さ
れ
る
。
同
法
は
、
看
護
職
員
の
確
保

に
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
こ
と
を
地
方
公
共
団

　
こ
う
し
た
公
立
大
学
が
観
光
振
興
に
期
待
さ

れ
る
役
割
に
つ
い
て
、
こ
の
よ
う
な
専
門
誌
で

述
べ
る
こ
と
は
、
筆
者
の
手
に
余
る
も
の
と
な

る
が
、
観
光
学
の
専
門
家
か
ら
の
議
論
や
、
公

立
大
学
の
取
組
み
の
各
論
が
し
か
る
べ
き
別
稿

に
示
さ
れ
る
の
で
あ
れ
ば
、
こ
こ
で
は
公
立
大

学
、
す
な
わ
ち
地
方
自
治
体
が
自
ら
設
置
す
る

大
学
と
い
う
視
点
か
ら
、
的
外
れ
を
恐
れ
ず
論

じ
て
み
た
い
。

持
」に
求
め
ら
れ
る

と
し
て
い
る
。

　
こ
れ
を
筆
者
な
り

に
読
み
解
け
ば
、
研

究
会
の
提
言
は
こ
れ

ま
で
の
行
政
運
営
の

構
図
そ
の
も
の
に
変

更
を
迫
る
も
の
と
な

る
。
す
な
わ
ち
、
自

治
体
の
行
政
運
営
の

計
画
や
予
算
が
、
庁

舎
内
の
行
政
セ
ク
シ

ョ
ン
の
発
案
に
よ
っ

て
定
め
ら
れ
、
そ
の

計
画
と
予
算
に
従
っ

て
現
場
の
専
門
家
が

動
く
。
こ
う
い
っ
た

従
来
型
の
構
図
の
ま

ま
で
は
、
財
源
と
人

的
資
源
が
絶
対
的
に

　
そ
の
た
め
に
は
や
や
迂
遠
と
は
な
る
が
、
ま

ず
公
立
大
学
が
そ
も
そ
も
ど
の
よ
う
な
役
割
を

期
待
さ
れ
て
設
置
さ
れ
て
き
た
の
か
、
そ
の
歴

史
的
な
経
緯
を
紹
介
す
る
。
そ
の
う
え
で
、
公

立
大
学
の
学
術
的
実
践
が
観
光
振
興
に
対
し
、

ど
の
よ
う
な
可
能
性
を
も
た
ら
す
こ
と
が
で
き

る
の
か
、
公
立
大
学
の
カ
ウ
ン
タ
ー
パ
ー
ト
で

あ
る
地
方
自
治
体
行
政
の
変
容
を
見
据
え
つ
つ

展
望
す
る
こ
と
に
し
よ
う
。

大
学
は
急
増
し
た
の
か
』（
2
0
2
0
年
、学
校

経
理
研
究
会
）を
参
照
い
た
だ
き
た
い
。
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図 1 観光教育と教育観光の関係図

出典：筆者作成

tio
n

）
と
は
、
観
光
の
持
続
可
能
な
発
展
を
支

え
る
人
材
育
成
を
目
的
と
す
る
教
育
」
と
定
義

さ
れ
る
が
、
実
際
に
は
観
光
人
材
育
成
だ
け
が

観
光
教
育
で
は
な
い
。
観
光
は
広
く
社
会
に
浸

透
し
、
旅
す
る
意
味
や
人
々
の
交
流
、
ま
ち
づ

く
り
と
の
関
り
ま
で
含
め
る
と
、
現
代
社
会
に

お
け
る
観
光
の
健
全
な
発
展
や
そ
れ
に
関
わ
る

様
々
な
事
象
を
題
材
に
学
べ
る
こ
と
か
ら
、
観

光
は
幅
広
い
教
育
的
意
義
を
有
し
て
い
る
。

　
観
光
の
発
展
を
支
え
る
人
材
育
成
を
目
的
に

教
育
を
行
う
こ
と
は
、「
観
光
を
学
ぶ
」
こ
と

で
あ
り
、こ
れ
が
一
般
的
に
認
識
し
や
す
い「
観

光
教
育
」
で
あ
る
。
こ
の
「
観
光
教
育
」
は
、①

幅
広
い
観
光
事
業
に
従
事
す
る
人
材
育
成
を
行

う
「
観
光
の
実
務
教
育
」
と
、②
現
代
社
会
を
生

き
る
人
々
が
観
光
の
意
義
を
知
り
、
よ
り
豊
か

に
生
き
る
た
め
に
観
光
が
ど
う
あ
る
べ
き
か
を

学
ぶ
「
観
光
の
基
礎
教
育
」
の
2
つ
が
あ
る
。

一
方
で
、
他
の
教
育
目
標
の
達
成
が
主
で
あ
る

場
合
に
、
課
題
解
決
の
手
段
と
し
て
観
光
に
注

目
し
、「
観
光
で
学
ぶ
」
こ
と
に
な
り
、
こ
れ

を
「
教
育
観
光
（ed

u
catio

n
al to

u
rism

」

と
呼
ぶ
。（
図
1
）

（
２
）
観
光
政
策
と
観
光
教
育

　
観
光
立
国
推
進
は
、
主
に
経
済
発
展
と
観
光

の
成
長
を
支
え
る
人
材
を
求
め
、「
観
光
の
実

務
教
育
」
に
注
目
が
集
ま
る
が
、
諸
事
象
が
観

光
と
の
関
り
を
深
め
れ
ば
、
様
々
な
教
育
題
材

と
し
て
、
観
光
の
活
用
機
会
も
増
え
る
。
結
果

と
し
て
、
観
光
教
育
に
関
す
る
議
論
は
増
え
る

が
、
そ
も
そ
も
「
観
光
教
育
と
は
何
か
」
に
対

す
る
理
解
が
深
ま
ら
な
い
ま
ま
、
異
な
る
立
場

で
論
じ
ら
れ
る
こ
と
も
多
い
。
観
光
教
育
の
議

論
を
進
め
る
た
め
に
は
、
ま
ず
は
観
光
教
育
の

定
義
を
明
確
に
す
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
教
育
学
者
の
マ
イ
ケ
ル
・
W
・
ア
ッ
プ
ル
は
、

「
国
家
が
教
育
に
関
与
し
、
権
力
が
教
育
の
正

当
性
を
蓄
積
す
る
」
と
指
摘
し
た
（
注
3
）。
日

本
で
は
、
文
部
科
学
省
が
教
育
の
所
管
行
政
機

関
と
し
て
、
教
育
行
政
を
担
っ
て
い
る
。
国
は

社
会
の
変
化
や
ニ
ー
ズ
を
取
り
込
み
、
時
代
に

適
応
で
き
る
教
育
行
政
が
民
主
的
に
行
わ
れ
る

と
期
待
す
る
が
、
政
府
が
、
国
家
権
力
を
行
使

し
、
進
む
べ
き
方
向
に
合
わ
せ
た
教
育
に
取
り

組
ん
で
い
る
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。
戦
前
の
教

育
思
想
や
様
々
な
教
育
改
革
へ
の
批
判
か
ら
も

省
み
れ
ば
、
国
家
権
力
が
教
育
を
常
に
正
し
い

方
向
に
導
く
保
証
は
な
く
、
社
会
で
行
わ
れ
る

教
育
の
必
要
性
や
正
当
性
も
本
来
十
分
吟
味
す

べ
き
で
あ
る
。

　
観
光
教
育
に
つ
い
て
も
、
国
家
が
観
光
を
ど

の
よ
う
に
認
識
し
、
政
策
に
位
置
づ
け
実
行
し

て
い
る
の
か
、
そ
の
変
遷
に
目
を
向
け
る
と
、

観
光
教
育
が
観
光
政
策
と
深
く
か
か
わ
っ
て
き

た
こ
と
が
わ
か
る
。
一
方
で
、
主
に
観
光
行
政

を
所
管
す
る
観
光
庁
な
ど
の
関
連
機
関
と
教
育

を
所
管
す
る
文
部
科
学
省
の
観
光
教
育
に
対
す

る
考
え
は
、
必
ず
し
も
同
じ
で
な
く
、
そ
れ
ぞ

れ
の
施
策
を
基
盤
に
す
る
た
め
、
十
分
に
連
携

が
取
れ
て
い
る
状
況
に
な
い
こ
と
も
推
察
さ
れ

る
。

　
筆
者
は
、
観
光
教
育
を
研
究
し
、
教
育
に
も

携
わ
る
立
場
か
ら
、
観
光
教
育
に
関
す
る
政
策

を
見
て
き
た
が
、
観
光
教
育
の
本
質
的
な
意
義

や
役
割
を
踏
ま
え
、
客
観
的
で
論
理
的
な
視
点

で
議
論
さ
れ
て
き
た
と
は
言
え
な
い
点
が
あ
る

と
考
え
る
。
観
光
教
育
そ
の
も
の
が
、
社
会
の

変
化
や
国
や
地
域
が
示
す
観
光
政
策
に
寄
り
添

い
つ
つ
、
実
際
に
は
、
議
論
が
不
十
分
な
ま
ま
、

現
在
に
至
っ
た
可
能
性
も
高
い
。

（
１
）
観
光
教
育
の
変
遷

　
1
8
9
3
年
に
ス
イ
ス
の
ロ
ー
ザ
ン
ヌ
ホ
テ

ル
ス
ク
ー
ル
が
開
校
し
、
さ
ら
に
1
9
2
2
年

に
ア
メ
リ
カ
の
コ
ー
ネ
ル
大
学
が
ホ
テ
ル
の
経

営
教
育
に
着
手
し
た
こ
と
か
ら
わ
か
る
よ
う

に
、
海
外
の
観
光
教
育
事
例
と
し
て
、
ホ
ス
ピ

タ
リ
テ
ィ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
教
育
が
取
り
上
げ
ら

れ
る
こ
と
が
多
い
。

　
日
本
の
観
光
教
育
は
、
1
9
3
0
年
に
富
士

屋
ホ
テ
ル
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ス
ク
ー
ル
が
開
校
し

た
こ
と
に
始
ま
り
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催

に
向
け
、1
9
3
5
年
に
国
際
ホ
テ
ル
学
校（
現

在
、
東
京
Y
M
C
A
国
際
ホ
テ
ル
学
校
）
が
開

校
し
た
。
立
教
大
学
は
、
1
9
4
6
年
に
「
ホ

テ
ル
講
座
」
を
開
講
し
、
1
9
6
6
年
に
社
会

学
部
産
業
関
係
学
科
「
ホ
テ
ル
・
観
光
コ
ー
ス
」

を
設
置
、
1
9
6
7
年
に
社
会
学
部
観
光
学
科

を
開
設
し
た
。
1
9
8
7
年
に
総
合
保
養
地
域

整
備
法
が
制
定
さ
れ
る
と
、
全
国
の
複
数
大
学

で
観
光
系
学
科
が
開
設
さ
れ
る
が
、
バ
ブ
ル
経

済
の
崩
壊
後
、
広
が
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

　
し
か
し
、
2
0
0
0
年
代
の
観
光
立
国
推
進

に
よ
り
、
国
が
観
光
教
育
に
言
及
す
る
機
会
も

増
え
、
大
学
の
観
光
系
学
部
・
学
科
の
開
設
が

相
次
ぎ
、
国
公
立
大
学
で
も
観
光
学
部
や
学
科

が
開
設
さ
れ
て
い
く
。（
公
財
）
日
本
交
通
公

社
（
2
0
2
0
）
の
「
旅
行
年
報
2
0
2
0
」
に

よ
れ
ば
、「
観
光
」「
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
」「
ツ
ー

リ
ズ
ム
」
な
ど
を
学
部
・
学
科
名
称
に
持
つ
大

学
は
、
43
大
学
で
あ
る
。
こ
れ
に
コ
ー
ス
名
や

観
光
関
連
科
目
を
開
講
す
る
大
学
を
含
め
れ

ば
、
1
0
0
を
大
き
く
越
え
、
大
学
で
観
光
を

学
ぶ
こ
と
は
珍
し
く
な
く
な
っ
た
。
ま
た
、
バ

ブ
ル
経
済
期
に
は
、
高
校
の
専
門
学
科
で
も
地

域
人
材
育
成
の
た
め
観
光
学
科
の
開
設
が
始
ま

る
が
、バ
ブ
ル
崩
壊
後
拡
大
に
至
ら
な
か
っ
た
。

し
か
し
、
2
0
0
3
年
の
文
部
科
学
省
の
学
習

指
導
要
領
改
訂
で
「
総
合
的
な
学
習
の
時
間
」

「
学
校
設
定
教
科
・
科
目
の
設
定
」
が
指
針
と

な
る
と
、専
門
学
科
の
観
光
教
育
だ
け
で
な
く
、

普
通
科
の
観
光
コ
ー
ス
導
入
や
学
校
独
自
の
観

光
科
目
設
置
、
さ
ら
に
「
総
合
的
な
学
習
の
時

間
」
に
お
い
て
、
観
光
を
題
材
と
す
る
教
育
が

多
く
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。

　
政
府
も
2
0
0
8
年
観
光
庁
の
発
足
以
降
、

観
光
関
連
大
学
と
の
会
議
や
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
や
観
光
経
営
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
教
育
の
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
開
発
、
さ
ら
に
は
産
学
連
携
に
よ
る
観

光
産
業
の
経
営
人
材
育
成
と
し
て
、
京
都
大
学

や
一
橋
大
学
に
観
光
M
B
A
コ
ー
ス
を
開
設
し

た
。
観
光
庁
の
視
点
は
、
観
光
産
業
や
地
域
の

観
光
人
材
育
成
に
あ
り
、
観
光
産
業
の
担
い
手

を
「
観
光
産
業
を
リ
ー
ド
す
る
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル

の
経
営
人
材
」
か
ら
「
観
光
の
中
核
を
担
う
人

材
」、
さ
ら
に
は
「
即
戦
力
と
な
る
地
域
の
実

践
的
な
観
光
人
材
」
の
3
層
構
造
で
捉
え
て
い

る
。
こ
の
他
も
含
め
て
、
観
光
産
業
や
地
域
観

光
の
振
興
に
向
け
て
、
観
光
庁
に
よ
る
観
光
教

育
や
人
材
育
成
へ
の
施
策
が
目
立
つ
状
況
に
な

っ
た
。（
表
2
）

2

現
代
社
会
に
お
け
る

観
光
教
育
の
役
割
を
考
え
る

ウ
ィ
ズ
／
ポ
ス
ト

コ
ロ
ナ
時
代
を
見
据
え
て

（
２
）
観
光
教
育
と
教
育
研
究

　
海
外
の
観
光
教
育
研
究
は
、
先
に
述
べ
た
よ

う
に
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
教
育
分

野
で
進
ん
だ
が
、
近
年
は
観
光
教
育
の
意
義
を

考
え
る
立
場
か
ら
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
哲
学
や
社

会
学
と
い
っ
た
批
判
的
な
学
問
を
導
入
し
、
持

続
可
能
性
や
情
報
技
術
、
さ
ら
に
は
哲
学
的
実

務
家
の
育
成
な
ど
も
構
想
し
た
幅
広
い
視
点
か

ら
教
育
を
考
え
る
認
識
も
見
ら
れ
る
。（
注
4
、

図
2
）グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
進
む
社
会
に
お
い
て
、

国
は
、
ア
メ
リ
カ
の
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
教
育
を
手
本
に
経
営
人
材
育
成
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
検
討
な
ど
の
取
り
組
み
を
進
め
る
が
、

日
本
の
観
光
教
育
全
体
を
俯
瞰
し
、
日
本
の
観

光
関
連
産
業
や
地
域
、
さ
ら
に
は
社
会
制
度
や

教
育
制
度
を
踏
ま
え
て
、
十
分
な
議
論
が
行
わ

れ
て
き
た
と
は
言
え
ず
、
限
定
さ
れ
た
問
題
意

識
と
価
値
観
か
ら
試
験
的
実
践
が
積
み
重
な
っ

て
き
た
の
が
現
状
で
あ
る
。

（
１
）
観
光
教
育
の
転
換
点

　
観
光
立
国
の
た
め
の
観
光
実
務
教
育
の
進
展

に
は
、
大
学
・
短
大
や
専
門
学
校
、
高
等
学
校

の
専
門
学
科
に
お
け
る
教
育
が
重
要
で
あ
る

が
、
観
光
ま
ち
づ
く
り
や
旅
人
の
視
点
で
見
る

観
光
基
礎
教
育
も
含
め
れ
ば
、
高
校
普
通
科
や

小
・
中
学
校
の
幅
広
い
学
び
に
お
い
て
も
観
光

教
育
が
展
開
で
き
る
。
さ
ら
に
、
観
光
が
持
つ

教
育
効
果
を
生
か
し
た
「
教
育
観
光
」
も
含
め

れ
ば
、
観
光
が
も
つ
教
育
価
値
は
、
非
常
に
多

等
中
等
教
育
に
お
け
る
観
光
教
育
の
推
進
に
関

す
る
協
議
会
」
を
設
置
し
、
観
光
教
育
の
意
義

を
あ
ら
た
め
て
確
認
し
、
目
的
・
方
向
性
の
共

有
と
普
及
に
向
け
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
開
発
に
着
手

し
て
い
る
。
こ
の
議
論
に
お
い
て
は
、
初
等
中

等
教
育
に
お
け
る
観
光
教
育
が
、
ど
の
よ
う
に

観
光
に
貢
献
出
来
る
か
と
い
う
従
来
の
視
点
も

あ
る
が
、
観
光
が
持
つ
力
が
幅
広
い
世
代
の
学

び
に
ど
の
よ
う
に
貢
献
で
き
る
か
、
そ
の
た
め

の
観
光
の
教
育
効
果
を
考
え
る
と
い
う
根
源
的

問
い
も
見
ら
れ
る
。（
注
5
、
図
3
）

　
教
育
所
管
の
文
部
科
学
省
は
、
観
光
教
育
に

対
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
は
踏
み
込
ん
だ
施
策
を

示
し
て
こ
な
か
っ
た
。
前
述
の
通
り
、
高
校
で

（
１
）
観
光
教
育
と
は
何
か

　
近
年
の
観
光
立
国
政
策
に
お
け
る
イ
ン
バ
ウ

ン
ド
誘
致
や
地
域
創
生
の
取
り
組
み
の
様
々
な

場
面
で
、
観
光
教
育
に
対
す
る
ニ
ー
ズ
が
高
ま

り
、そ
れ
に
関
す
る
議
論
が
活
発
化
し
て
い
る
。

学
術
論
文
検
索
シ
ス
テ
ム
のC

iN
ii

（
注
１
）
や

国
の
競
争
的
研
究
資
金
「
科
学
研
究
費
補
助
金

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」（
注
2
）
に
お
い
て
、「
観
光
教

育
」
等
の
関
連
用
語
を
含
む
研
究
課
題
を
検
索

し
た
結
果
を
表
1
に
ま
と
め
た
。C

iN
ii

に
お

い
て
は
、
観
光
教
育
関
連
の
研
究
は
2
0
0
0

年
代
に
入
り
増
加
す
る
。
専
門
誌
の
特
集
記
事

に
よ
る
件
数
の
増
加
や
「
日
本
観
光
ホ
ス
ピ
タ

リ
テ
ィ
教
育
学
会
」
の
機
関
誌
が
2
0
0
6
年

以
降
発
行
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
影
響
も
大
き

い
。
一
方
で
、
観
光
教
育
が
、
科
学
研
究
費
の

主
題
と
し
て
採
択
さ
れ
る
例
は
非
常
に
少
な

い
。
複
数
の
観
光
系
学
会
に
お
い
て
、
様
々
な

観
光
教
育
研
究
が
見
ら
れ
る
が
、
教
育
機
関
の

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
や
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
な
ど
教

育
内
容
を
論
じ
る
も
の
が
多
く
、
観
光
教
育
の

社
会
に
お
け
る
役
割
や
、
国
・
地
域
の
観
光
政

策
と
の
関
係
、
さ
ら
に
は
産
業
界
と
教
育
機
関

の
連
携
や
接
続
を
論
じ
る
研
究
は
少
な
く
、
現

代
社
会
に
お
け
る
観
光
教
育
を
俯
瞰
す
る
学
術

的
研
究
は
非
常
に
少
な
い
の
が
実
態
で
あ
る
。

　
一
般
的
に
「
観
光
教
育
（tourism

 ed
u
ca

も
観
光
教
育
は
行
わ
れ
て
い
る
が
、
観
光
地
域

の
人
材
育
成
と
少
子
化
に
お
け
る
学
校
の
生
き

残
り
に
対
応
し
て
、
特
定
地
域
や
学
校
で
行
う

特
別
な
教
育
で
あ
り
、
国
と
し
て
観
光
教
育
を

認
識
し
、
広
く
教
育
と
し
て
展
開
す
る
と
い
う

考
え
は
な
か
っ
た
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
下
で
、
2
0
2
2
年
か
ら

導
入
さ
れ
る
高
等
学
校
の
新
学
習
指
導
要
領
の

商
業
科
目
に
「
観
光
ビ
ジ
ネ
ス
」
が
開
設
さ
れ

る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
標
準
科
目

と
し
て
、
全
国
の
商
業
高
校
や
商
業
科
目
を
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
に
配
置
す
る
学
校
で
導
入
が
進
む

こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。「
観
光
ビ
ジ
ネ
ス
」
の

検
定
教
科
書
も
発
行
さ
れ
る
見
込
み
で
あ
る
。

筆
者
が
知
る
限
り
で
も
、
各
都
道
府
県
に
あ
る

商
業
教
育
研
究
会
で
「
観
光
ビ
ジ
ネ
ス
を
ど
の

よ
う
に
進
め
る
か
」
を
議
論
す
る
ケ
ー
ス
が
散

見
さ
れ
る
。

　
し
か
し
、
学
習
指
導
要
領
は
お
よ
そ
10
年
で

改
訂
さ
れ
る
。
次
回
以
降
「
観
光
ビ
ジ
ネ
ス
」

が
継
続
す
る
か
未
定
で
あ
り
、
そ
の
継
続
は
今

後
の
教
育
成
果
に
か
か
っ
て
い
る
。

　「
観
光
ビ
ジ
ネ
ス
」
教
育
の
詳
細
は
、
各
都

道
府
県
や
学
校
が
決
定
す
る
が
、
2
〜
3
年
次

に
お
い
て
2
〜
4
単
位
で
履
修
す
る
こ
と
が
想

定
さ
れ
る
。
科
目
の
目
標
は
、「
商
業
の
見
方
・

考
え
方
を
働
か
せ
、
実
践
的
・
体
験
的
な
学
習

活
動
を
行
う
こ
と
な
ど
を
通
し
て
，
観
光
ビ
ジ

ネ
ス
の
展
開
に
必
要
な
資
質
・
能
力
を
次
の
と

お
り
育
成
す
る
こ
と
を
目
指
す
」
も
の
で
、
具

体
的
な
内
容
と
し
て
は
、①
観
光
と
ビ
ジ
ネ
ス
、

②
観
光
資
源
と
観
光
政
策
、③
観
光
ビ
ジ
ネ
ス

と
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
、④
観
光
ビ
ジ
ネ
ス
の
展

開
と
効
果
、
な
ど
の
資
質
・
能
力
を
身
に
付
け

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
指
導
す
る
と
さ
れ
て
い

る
。

　
商
業
科
の
20
の
専
門
科
目
の
ひ
と
つ
と
し

て
、「
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
分
野
」
に
位
置
づ
け

ら
れ
る
た
め
、「
観
光
の
実
務
教
育
」
を
推
進

す
る
取
り
組
み
と
な
る
だ
ろ
う
。（
注
6
）

（
２
）
地
域
の
学
び
と
し
て
の
観
光
教
育

　
観
光
学
は
学
際
的
な
学
問
と
し
て
、
観
光
学

部
を
除
け
ば
、
大
学
の
様
々
な
学
部
内
に
位
置

づ
け
ら
れ
て
い
る
。
近
年
大
学
で
は
、
グ
ロ
ー

バ
ル
社
会
に
対
応
す
る
国
際
系
学
部
学
科
の

新
設
が
増
加
し
て
い
た
が
、
同
時
に
地
域
に

目
を
向
け
た
学
部
学
科
も
増
加
し
て
い
る
。

2
0
1
6
年
度
か
ら
国
の
運
営
費
交
付
金
の
重

点
支
援
の
1
つ
と
し
て
、「
人
材
育
成
や
地
域

課
題
を
解
決
す
る
取
組
な
ど
を
通
じ
て
地
域
に

貢
献
す
る
取
組
と
と
も
に
、
専
門
分
野
の
特
性

に
配
慮
し
つ
つ
、
強
み
・
特
色
の
あ
る
分
野
で

世
界
な
い
し
全
国
的
な
教
育
研
究
を
推
進
す
る

取
組
等
を
第
3
期
の
機
能
強
化
の
中
核
と
す
る

国
立
大
学
を
重
点
的
に
支
援
す
る
」
こ
と
が
提

示
さ
れ
た
。
内
閣
府
も
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご

と
創
生
基
本
方
針
2
0
2
1
」
で
「
魅
力
あ
る

地
方
大
学
の
創
出
」
を
掲
げ
、
地
域
の
産
業
振

興
や
人
材
育
成
に
注
力
す
る
。
地
方
大
学
で
、

地
域
の
魅
力
を
研
究
す
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が
増

え
れ
ば
、
観
光
系
学
部
学
科
以
外
の
学
部
学
科

で
も
、
地
域
を
素
材
に
学
ぶ
機
会
が
増
え
、
観

光
関
連
の
名
称
を
も
た
ず
と
も
観
光
関
連
の
知

識
や
技
能
を
修
得
し
、
知
見
を
活
か
す
機
会
に

つ
な
が
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
つ
ま
り
、
地
方
大
学
に
お
い
て
は
、
観
光
産

業
志
向
の
実
務
教
育
と
し
て
の
観
光
教
育
だ
け

で
は
な
く
、
地
域
課
題
に
向
き
合
う
手
段
と
し

て
観
光
教
育
に
取
り
組
む
こ
と
が
増
え
る
こ
と

が
期
待
さ
れ
る
。
現
在
感
染
が
拡
大
す
る
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
（C

O
V
ID

-1
9

）
で

観
光
産
業
が
打
撃
を
受
け
て
い
る
が
、
地
域
課

題
の
解
決
に
取
り
組
む
こ
と
は
、
観
光
教
育
が

も
と
も
と
持
っ
て
い
る
重
要
な
視
点
で
あ
る
。

地
域
で
の
交
流
人
口
の
増
加
や
産
業
の
活
性

化
に
観
光
視
点
か
ら
取
り
組
む
事
例
は
、

C
O

V
ID

-1
9

の
影
響
で
も
減
少
す
る
こ
と
は

な
い
だ
ろ
う
。
時
代
の
潮
流
に
し
っ
か
り
と
向

き
合
え
ば
、
地
域
に
お
い
て
観
光
教
育
の
議
論

は
継
続
す
る
も
の
と
期
待
さ
れ
る
。

　
2
0
2
0
年
に
世
界
に
感
染
拡
大
し
た

C
O

V
ID

-1
9

は
、
観
光
教
育
に
多
く
の
課
題

を
も
た
ら
し
て
い
る
。
筆
者
が
考
え
る
だ
け
で

も
、
以
下
4
点
が
挙
げ
ら
れ
る
。

①
 
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
で
、
教
員
達
は
様
々
な

工
夫
を
行
っ
た
が
、観
光
現
場
の
視
察
や
調
査
、

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
な
ど
学
外
活
動
に
つ
い
て

は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
代
用
す
る
こ
と
は
困
難
で

あ
る
こ
と

②
 
観
光
を
学
ぶ
学
生
達
の
目
標
の
ひ
と
つ
で

あ
る
観
光
業
の
採
用
中
止
が
見
ら
れ
、
他
分
野

を
模
索
す
る
学
生
が
増
加
。
下
級
生
た
ち
も
不

安
を
抱
え
、
動
機
づ
け
が
困
難
で
あ
る
こ
と

③
 
近
年
は
大
学
の
観
光
系
学
部
・
学
科
開
設

が
急
増
し
、
受
験
希
望
者
も
増
え
た
が
、

C
O

V
ID

-1
9

に
よ
る
将
来
不
安
で
、
多
く
の

大
学
で
受
験
者
数
が
激
減
し
て
い
る
こ
と

④
 
新
た
な
観
光
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
形
で
、

観
光
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
は
変
化
し
て
き
た

が
、C

O
V
ID

-1
9

に
よ
り
オ
ン
ラ
イ
ン
ビ
ジ

ネ
ス
や
新
た
な
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
へ
の
対
応
が

急
務
と
な
り
、
観
光
マ
ー
ケ
ッ
ト
や
ビ
ジ
ネ
ス

モ
デ
ル
は
大
き
く
変
化
し
、
新
た
な
観
光
教
育

の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
開
発
が
求
め
ら
れ
る
こ
と

　
他
の
論
点
も
含
め
て
、
観
光
教
育
関
係
者
と

し
て
、
当
然
生
じ
て
く
る
社
会
の
変
化
や
要
請

だ
け
で
な
く
、C

O
V
ID

-1
9

後
の
観
光
教
育

に
つ
い
て
、改
め
て
議
論
す
る
必
要
性
が
あ
る
。

同
時
に
、C

O
V
ID

-1
9

は
観
光
産
業
だ
け
で

な
く
、
新
た
な
観
光
の
価
値
を
見
出
す
と
も
考

え
ら
れ
る
。
観
光
の
人
材
育
成
や
観
光
と
関
わ

る
教
育
も
、
社
会
の
動
向
に
対
応
す
る
形
で
、

ど
う
あ
る
べ
き
か
今
問
わ
れ
て
い
る
と
言
え
よ

う
。

　
海
外
の
観
光
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
教
育
か
ら
学

ぶ
べ
き
点
も
多
い
。
観
光
学
研
究
の
国
際
化
や

企
業
や
地
域
と
連
携
し
た
ビ
ジ
ネ
ス
や
政
策
実

施
に
観
光
研
究
の
成
果
を
生
か
す
必
要
も
あ

る
。
ま
た
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
進
む
観
光
産
業

界
に
お
い
て
、
観
光
庁
の
様
々
な
取
り
組
み
に

あ
る
よ
う
に
、
高
度
な
観
光
経
営
人
材
育
成
も

必
要
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
地
域
観
光
の
役
割
を

理
解
し
、
観
光
ま
ち
づ
く
り
に
貢
献
で
き
る
住

民
の
リ
テ
ラ
シ
ー
養
成
と
し
て
観
光
を
学
ぶ
こ

と
も
期
待
さ
れ
る
。

　
そ
し
て
、
日
本
の
地
域
課
題
は
多
く
、
新
た

な
消
費
増
加
に
つ
な
が
る
交
流
人
口
の
創
出
や

地
域
資
源
を
活
か
し
た
新
ビ
ジ
ネ
ス
創
出
に
観

光
は
有
効
な
手
法
で
あ
る
た
め
、「
観
光
」
と

い
う
名
称
に
こ
だ
わ
ら
な
く
て
も
、
地
域
産
業

の
活
性
化
や
交
流
人
口
増
加
の
た
め
に
、
地
域

資
源
価
値
を
高
め
る
教
育
の
取
り
組
み
が
急
増

し
て
い
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
1
次
産
業
や

2
次
産
業
と
観
光
が
結
び
つ
き
、
生
ま
れ
る
地

域
ビ
ジ
ネ
ス
も
散
見
さ
れ
る
。

　
こ
の
地
域
の
多
く
の
政
策
課
題
と
そ
れ
関
す

る
多
く
の
素
材
は
、様
々
な
学
び
を
可
能
と
し
、

従
来
の
観
光
教
育
と
は
異
な
る
多
様
な
教
科
・

科
目
か
ら
観
光
に
対
す
る
ア
プ
ロ
ー
チ
を
可
能

と
す
る
。
つ
ま
り
、
従
来
の
「
観
光
教
育
」
の

よ
う
に
、学
校
や
教
員
、生
徒
達
が「
観
光
教
育
」

を
意
識
し
な
く
て
も
、「
地
域
素
材
で
観
光
を

学
ぶ
教
育
」
が
必
然
的
に
増
え
て
い
く
も
の
と

考
え
ら
れ
る
。
観
光
を
め
ぐ
る
グ
ロ
ー
バ
ル
な

動
き
とV

O
C

ID
-1

9

シ
ョ
ッ
ク
は
、
新
た
な

国
の
政
策
と
教
育
行
政
に
つ
な
が
り
、
地
域
課

題
に
向
き
合
う
学
校
の
取
り
組
み
を
求
め
て
い

く
だ
ろ
う
。
こ
の
現
状
か
ら
考
え
れ
ば
、
観
光

教
育
の
可
能
性
が
、
地
域
か
ら
広
が
っ
て
い
く

こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。
今
、
我
々
が
改
め
て
観

光
教
育
と
は
何
か
を
考
え
る
契
機
と
な
る
の
で

は
な
い
だ
ろ
か
。

日
本
大
学
国
際
関
係
学
部
国
際
総

合
政
策
学
科
教
授
。埼
玉
県
出
身
。

立
教
大
学
大
学
院
観
光
学
研
究
科

博
士
課
程
前
期
課
程
修
了（
観
光

学
修
士
）。埼
玉
県・北
海
道
の
公
立

高
校
教
員
、2
0
0
3
年
札
幌
国

際
大
学
専
任
講
師
、2
0
0
6
年
横
浜
商
科
大
学
を
経

て
、2
0
1
8
年
か
ら
現
職
。現
在
は
、日
本
観
光
ホ
ス
ピ

タ
リ
テ
ィ
教
育
学
会
会
長
、日
本
国
際
観
光
学
会
理
事
、

ほ
か
学
会
や
国・自
治
体
、企
業
等
と
の
連
携
を
通
し
て
、

研
究・教
育
に
取
り
組
む
。2
0
0
9
年
よ
り
日
本
学
生

観
光
連
盟
顧
問
と
し
て
、大
学
横
断
型
の
観
光
人
材
育
成

も
行
う
。観
光・ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
教
育
を
専
門
と
し
、現

在
の
研
究
課
題
は「
高
等
学
校
に
お
け
る
観
光
ビ
ジ
ネ
ス

教
育
導
入
に
よ
る
観
光
教
育
の
体
系
と
接
続
に
関
す
る

研
究
」（
2
0
2
1
〜
2
0
2
3
年
度
科
研
費
研
究
代
表

者
）。 宍

戸 

学（
し
し
ど
・
ま
な
ぶ
）

観光教育・教育観光は、よく混同して論じられる。
教育の目指す方向を踏まえ、

その目的の視点から、
それぞれの役割を考える必要がある

観光教育
観光の

発展を支える
教育

実務教育
（観光分野の

人材育成）

基礎教育
（旅人・住民・

国際・交流）

観光の
発展による
社会の進展

教育観光
他の

教育目的のため
観光で学ぶ

観光を活用し、
他教科の学び

に生かす

観光の諸効果
で人間形成

を行う

人間の
学びに

幅広く役立つ

様
で
あ
る
。

　
観
光
庁
は
2
0
1
7
年
か
ら
小
中
高
等
学
校

等
に
お
け
る
観
光
教
育
事
業
に
取
り
組
み
始

め
、「
観
光
教
育
モ
デ
ル
事
業
案
」
や
「
教
員
向

け
の
指
導
案
」
を
作
成
し
た
。
し
か
し
、
取
り

組
み
を
通
し
て
、
様
々
な
形
で
観
光
教
育
が
行

わ
れ
て
い
る
こ
と
を
知
り
、2
0
2
0
年
に「
初

1
現
代
社
会
に
お
け
る

観
光
教
育
の
現
状
と
展
望

現代社会における観光教育の役割を考える2

第250号 August 20219



表 1 観光教育関連研究の業績の変遷

※上記の観光教育関連キーワードをもとに検索（2021.7.9現在）

観光人材 ホスピタリ
ティ教育

ホスピタリ
ティ人材 総数

CiNii検索

1951
1952
1982
1993
1996
1997
1998
2000
2001
2002
2003
2004
2005
2006
2007
2008
2009
2010
2011
2012
2013
2014
2015
2016
2017
2018
2019
2020
合計 

2

1

1

1

1

3

1

2

1

10

2

14

5

12

6

4

4

4

14

5

8

9

8

22

12

17

169

1

6

1

0

2

0

4

1

0

5

4

6

6

5

0

4

45

1

1

4

2

2

0

3

8

9

12

13

1

12

22

3

8

23

16

12

7

8

7

174

1

1

2

1

2

1

8

2

1

1

1

1

2

5

3

1

4

3

10

5

28

16

25

21

5

20

29

17

18

36

33

26

35

20

28

396

1

1

2

1

5

1

1

1

1

2 0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

1

1

0

0

0

0

1

0

1

2

0

0

2

0

0

8

観光教育 観光人材 ホスピタリ
ティ教育

ホスピタリ
ティ人材 総数

科研費データーベース

観光教育

図 2 観光教育カリキュラムの歴史的変化（世界の動向）

tio
n

）
と
は
、
観
光
の
持
続
可
能
な
発
展
を
支

え
る
人
材
育
成
を
目
的
と
す
る
教
育
」
と
定
義

さ
れ
る
が
、
実
際
に
は
観
光
人
材
育
成
だ
け
が

観
光
教
育
で
は
な
い
。
観
光
は
広
く
社
会
に
浸

透
し
、
旅
す
る
意
味
や
人
々
の
交
流
、
ま
ち
づ

く
り
と
の
関
り
ま
で
含
め
る
と
、
現
代
社
会
に

お
け
る
観
光
の
健
全
な
発
展
や
そ
れ
に
関
わ
る

様
々
な
事
象
を
題
材
に
学
べ
る
こ
と
か
ら
、
観

光
は
幅
広
い
教
育
的
意
義
を
有
し
て
い
る
。

　
観
光
の
発
展
を
支
え
る
人
材
育
成
を
目
的
に

教
育
を
行
う
こ
と
は
、「
観
光
を
学
ぶ
」
こ
と

で
あ
り
、こ
れ
が
一
般
的
に
認
識
し
や
す
い「
観

光
教
育
」
で
あ
る
。
こ
の
「
観
光
教
育
」
は
、①

幅
広
い
観
光
事
業
に
従
事
す
る
人
材
育
成
を
行

う
「
観
光
の
実
務
教
育
」
と
、②
現
代
社
会
を
生

き
る
人
々
が
観
光
の
意
義
を
知
り
、
よ
り
豊
か

に
生
き
る
た
め
に
観
光
が
ど
う
あ
る
べ
き
か
を

学
ぶ
「
観
光
の
基
礎
教
育
」
の
2
つ
が
あ
る
。

一
方
で
、
他
の
教
育
目
標
の
達
成
が
主
で
あ
る

場
合
に
、
課
題
解
決
の
手
段
と
し
て
観
光
に
注

目
し
、「
観
光
で
学
ぶ
」
こ
と
に
な
り
、
こ
れ

を
「
教
育
観
光
（ed

u
catio

n
al to

u
rism

」

と
呼
ぶ
。（
図
1
）

（
２
）
観
光
政
策
と
観
光
教
育

　
観
光
立
国
推
進
は
、
主
に
経
済
発
展
と
観
光

の
成
長
を
支
え
る
人
材
を
求
め
、「
観
光
の
実

務
教
育
」
に
注
目
が
集
ま
る
が
、
諸
事
象
が
観

光
と
の
関
り
を
深
め
れ
ば
、
様
々
な
教
育
題
材

と
し
て
、
観
光
の
活
用
機
会
も
増
え
る
。
結
果

と
し
て
、
観
光
教
育
に
関
す
る
議
論
は
増
え
る

が
、
そ
も
そ
も
「
観
光
教
育
と
は
何
か
」
に
対

す
る
理
解
が
深
ま
ら
な
い
ま
ま
、
異
な
る
立
場

で
論
じ
ら
れ
る
こ
と
も
多
い
。
観
光
教
育
の
議

論
を
進
め
る
た
め
に
は
、
ま
ず
は
観
光
教
育
の

定
義
を
明
確
に
す
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
教
育
学
者
の
マ
イ
ケ
ル
・
W
・
ア
ッ
プ
ル
は
、

「
国
家
が
教
育
に
関
与
し
、
権
力
が
教
育
の
正

当
性
を
蓄
積
す
る
」
と
指
摘
し
た
（
注
3
）。
日

本
で
は
、
文
部
科
学
省
が
教
育
の
所
管
行
政
機

関
と
し
て
、
教
育
行
政
を
担
っ
て
い
る
。
国
は

社
会
の
変
化
や
ニ
ー
ズ
を
取
り
込
み
、
時
代
に

適
応
で
き
る
教
育
行
政
が
民
主
的
に
行
わ
れ
る

と
期
待
す
る
が
、
政
府
が
、
国
家
権
力
を
行
使

し
、
進
む
べ
き
方
向
に
合
わ
せ
た
教
育
に
取
り

組
ん
で
い
る
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。
戦
前
の
教

育
思
想
や
様
々
な
教
育
改
革
へ
の
批
判
か
ら
も

省
み
れ
ば
、
国
家
権
力
が
教
育
を
常
に
正
し
い

方
向
に
導
く
保
証
は
な
く
、
社
会
で
行
わ
れ
る

教
育
の
必
要
性
や
正
当
性
も
本
来
十
分
吟
味
す

べ
き
で
あ
る
。

　
観
光
教
育
に
つ
い
て
も
、
国
家
が
観
光
を
ど

の
よ
う
に
認
識
し
、
政
策
に
位
置
づ
け
実
行
し

て
い
る
の
か
、
そ
の
変
遷
に
目
を
向
け
る
と
、

観
光
教
育
が
観
光
政
策
と
深
く
か
か
わ
っ
て
き

た
こ
と
が
わ
か
る
。
一
方
で
、
主
に
観
光
行
政

を
所
管
す
る
観
光
庁
な
ど
の
関
連
機
関
と
教
育

を
所
管
す
る
文
部
科
学
省
の
観
光
教
育
に
対
す

る
考
え
は
、
必
ず
し
も
同
じ
で
な
く
、
そ
れ
ぞ

れ
の
施
策
を
基
盤
に
す
る
た
め
、
十
分
に
連
携

が
取
れ
て
い
る
状
況
に
な
い
こ
と
も
推
察
さ
れ

る
。

　
筆
者
は
、
観
光
教
育
を
研
究
し
、
教
育
に
も

携
わ
る
立
場
か
ら
、
観
光
教
育
に
関
す
る
政
策

を
見
て
き
た
が
、
観
光
教
育
の
本
質
的
な
意
義

や
役
割
を
踏
ま
え
、
客
観
的
で
論
理
的
な
視
点

で
議
論
さ
れ
て
き
た
と
は
言
え
な
い
点
が
あ
る

と
考
え
る
。
観
光
教
育
そ
の
も
の
が
、
社
会
の

変
化
や
国
や
地
域
が
示
す
観
光
政
策
に
寄
り
添

い
つ
つ
、
実
際
に
は
、
議
論
が
不
十
分
な
ま
ま
、

現
在
に
至
っ
た
可
能
性
も
高
い
。

（
１
）
観
光
教
育
の
変
遷

　
1
8
9
3
年
に
ス
イ
ス
の
ロ
ー
ザ
ン
ヌ
ホ
テ

ル
ス
ク
ー
ル
が
開
校
し
、
さ
ら
に
1
9
2
2
年

に
ア
メ
リ
カ
の
コ
ー
ネ
ル
大
学
が
ホ
テ
ル
の
経

営
教
育
に
着
手
し
た
こ
と
か
ら
わ
か
る
よ
う

に
、
海
外
の
観
光
教
育
事
例
と
し
て
、
ホ
ス
ピ

タ
リ
テ
ィ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
教
育
が
取
り
上
げ
ら

れ
る
こ
と
が
多
い
。

　
日
本
の
観
光
教
育
は
、
1
9
3
0
年
に
富
士

屋
ホ
テ
ル
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ス
ク
ー
ル
が
開
校
し

た
こ
と
に
始
ま
り
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催

に
向
け
、1
9
3
5
年
に
国
際
ホ
テ
ル
学
校（
現

在
、
東
京
Y
M
C
A
国
際
ホ
テ
ル
学
校
）
が
開

校
し
た
。
立
教
大
学
は
、
1
9
4
6
年
に
「
ホ

テ
ル
講
座
」
を
開
講
し
、
1
9
6
6
年
に
社
会

学
部
産
業
関
係
学
科
「
ホ
テ
ル
・
観
光
コ
ー
ス
」

を
設
置
、
1
9
6
7
年
に
社
会
学
部
観
光
学
科

を
開
設
し
た
。
1
9
8
7
年
に
総
合
保
養
地
域

整
備
法
が
制
定
さ
れ
る
と
、
全
国
の
複
数
大
学

で
観
光
系
学
科
が
開
設
さ
れ
る
が
、
バ
ブ
ル
経

済
の
崩
壊
後
、
広
が
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

　
し
か
し
、
2
0
0
0
年
代
の
観
光
立
国
推
進

に
よ
り
、
国
が
観
光
教
育
に
言
及
す
る
機
会
も

増
え
、
大
学
の
観
光
系
学
部
・
学
科
の
開
設
が

相
次
ぎ
、
国
公
立
大
学
で
も
観
光
学
部
や
学
科

が
開
設
さ
れ
て
い
く
。（
公
財
）
日
本
交
通
公

社
（
2
0
2
0
）
の
「
旅
行
年
報
2
0
2
0
」
に

よ
れ
ば
、「
観
光
」「
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
」「
ツ
ー

リ
ズ
ム
」
な
ど
を
学
部
・
学
科
名
称
に
持
つ
大

学
は
、
43
大
学
で
あ
る
。
こ
れ
に
コ
ー
ス
名
や

観
光
関
連
科
目
を
開
講
す
る
大
学
を
含
め
れ

ば
、
1
0
0
を
大
き
く
越
え
、
大
学
で
観
光
を

学
ぶ
こ
と
は
珍
し
く
な
く
な
っ
た
。
ま
た
、
バ

ブ
ル
経
済
期
に
は
、
高
校
の
専
門
学
科
で
も
地

域
人
材
育
成
の
た
め
観
光
学
科
の
開
設
が
始
ま

る
が
、バ
ブ
ル
崩
壊
後
拡
大
に
至
ら
な
か
っ
た
。

し
か
し
、
2
0
0
3
年
の
文
部
科
学
省
の
学
習

指
導
要
領
改
訂
で
「
総
合
的
な
学
習
の
時
間
」

「
学
校
設
定
教
科
・
科
目
の
設
定
」
が
指
針
と

な
る
と
、専
門
学
科
の
観
光
教
育
だ
け
で
な
く
、

普
通
科
の
観
光
コ
ー
ス
導
入
や
学
校
独
自
の
観

光
科
目
設
置
、
さ
ら
に
「
総
合
的
な
学
習
の
時

間
」
に
お
い
て
、
観
光
を
題
材
と
す
る
教
育
が

多
く
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。

　
政
府
も
2
0
0
8
年
観
光
庁
の
発
足
以
降
、

観
光
関
連
大
学
と
の
会
議
や
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
や
観
光
経
営
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
教
育
の
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
開
発
、
さ
ら
に
は
産
学
連
携
に
よ
る
観

光
産
業
の
経
営
人
材
育
成
と
し
て
、
京
都
大
学

や
一
橋
大
学
に
観
光
M
B
A
コ
ー
ス
を
開
設
し

た
。
観
光
庁
の
視
点
は
、
観
光
産
業
や
地
域
の

観
光
人
材
育
成
に
あ
り
、
観
光
産
業
の
担
い
手

を
「
観
光
産
業
を
リ
ー
ド
す
る
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル

の
経
営
人
材
」
か
ら
「
観
光
の
中
核
を
担
う
人

材
」、
さ
ら
に
は
「
即
戦
力
と
な
る
地
域
の
実

践
的
な
観
光
人
材
」
の
3
層
構
造
で
捉
え
て
い

る
。
こ
の
他
も
含
め
て
、
観
光
産
業
や
地
域
観

光
の
振
興
に
向
け
て
、
観
光
庁
に
よ
る
観
光
教

育
や
人
材
育
成
へ
の
施
策
が
目
立
つ
状
況
に
な

っ
た
。（
表
2
）

（
２
）
観
光
教
育
と
教
育
研
究

　
海
外
の
観
光
教
育
研
究
は
、
先
に
述
べ
た
よ

う
に
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
教
育
分

野
で
進
ん
だ
が
、
近
年
は
観
光
教
育
の
意
義
を

考
え
る
立
場
か
ら
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
哲
学
や
社

会
学
と
い
っ
た
批
判
的
な
学
問
を
導
入
し
、
持

続
可
能
性
や
情
報
技
術
、
さ
ら
に
は
哲
学
的
実

務
家
の
育
成
な
ど
も
構
想
し
た
幅
広
い
視
点
か

ら
教
育
を
考
え
る
認
識
も
見
ら
れ
る
。（
注
4
、

図
2
）グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
進
む
社
会
に
お
い
て
、

国
は
、
ア
メ
リ
カ
の
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
教
育
を
手
本
に
経
営
人
材
育
成
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
検
討
な
ど
の
取
り
組
み
を
進
め
る
が
、

日
本
の
観
光
教
育
全
体
を
俯
瞰
し
、
日
本
の
観

光
関
連
産
業
や
地
域
、
さ
ら
に
は
社
会
制
度
や

教
育
制
度
を
踏
ま
え
て
、
十
分
な
議
論
が
行
わ

れ
て
き
た
と
は
言
え
ず
、
限
定
さ
れ
た
問
題
意

識
と
価
値
観
か
ら
試
験
的
実
践
が
積
み
重
な
っ

て
き
た
の
が
現
状
で
あ
る
。

（
１
）
観
光
教
育
の
転
換
点

　
観
光
立
国
の
た
め
の
観
光
実
務
教
育
の
進
展

に
は
、
大
学
・
短
大
や
専
門
学
校
、
高
等
学
校

の
専
門
学
科
に
お
け
る
教
育
が
重
要
で
あ
る

が
、
観
光
ま
ち
づ
く
り
や
旅
人
の
視
点
で
見
る

観
光
基
礎
教
育
も
含
め
れ
ば
、
高
校
普
通
科
や

小
・
中
学
校
の
幅
広
い
学
び
に
お
い
て
も
観
光

教
育
が
展
開
で
き
る
。
さ
ら
に
、
観
光
が
持
つ

教
育
効
果
を
生
か
し
た
「
教
育
観
光
」
も
含
め

れ
ば
、
観
光
が
も
つ
教
育
価
値
は
、
非
常
に
多

等
中
等
教
育
に
お
け
る
観
光
教
育
の
推
進
に
関

す
る
協
議
会
」
を
設
置
し
、
観
光
教
育
の
意
義

を
あ
ら
た
め
て
確
認
し
、
目
的
・
方
向
性
の
共

有
と
普
及
に
向
け
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
開
発
に
着
手

し
て
い
る
。
こ
の
議
論
に
お
い
て
は
、
初
等
中

等
教
育
に
お
け
る
観
光
教
育
が
、
ど
の
よ
う
に

観
光
に
貢
献
出
来
る
か
と
い
う
従
来
の
視
点
も

あ
る
が
、
観
光
が
持
つ
力
が
幅
広
い
世
代
の
学

び
に
ど
の
よ
う
に
貢
献
で
き
る
か
、
そ
の
た
め

の
観
光
の
教
育
効
果
を
考
え
る
と
い
う
根
源
的

問
い
も
見
ら
れ
る
。（
注
5
、
図
3
）

　
教
育
所
管
の
文
部
科
学
省
は
、
観
光
教
育
に

対
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
は
踏
み
込
ん
だ
施
策
を

示
し
て
こ
な
か
っ
た
。
前
述
の
通
り
、
高
校
で

（
１
）
観
光
教
育
と
は
何
か

　
近
年
の
観
光
立
国
政
策
に
お
け
る
イ
ン
バ
ウ

ン
ド
誘
致
や
地
域
創
生
の
取
り
組
み
の
様
々
な

場
面
で
、
観
光
教
育
に
対
す
る
ニ
ー
ズ
が
高
ま

り
、そ
れ
に
関
す
る
議
論
が
活
発
化
し
て
い
る
。

学
術
論
文
検
索
シ
ス
テ
ム
のC

iN
ii

（
注
１
）
や

国
の
競
争
的
研
究
資
金
「
科
学
研
究
費
補
助
金

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」（
注
2
）
に
お
い
て
、「
観
光
教

育
」
等
の
関
連
用
語
を
含
む
研
究
課
題
を
検
索

し
た
結
果
を
表
1
に
ま
と
め
た
。C

iN
ii

に
お

い
て
は
、
観
光
教
育
関
連
の
研
究
は
2
0
0
0

年
代
に
入
り
増
加
す
る
。
専
門
誌
の
特
集
記
事

に
よ
る
件
数
の
増
加
や
「
日
本
観
光
ホ
ス
ピ
タ

リ
テ
ィ
教
育
学
会
」
の
機
関
誌
が
2
0
0
6
年

以
降
発
行
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
影
響
も
大
き

い
。
一
方
で
、
観
光
教
育
が
、
科
学
研
究
費
の

主
題
と
し
て
採
択
さ
れ
る
例
は
非
常
に
少
な

い
。
複
数
の
観
光
系
学
会
に
お
い
て
、
様
々
な

観
光
教
育
研
究
が
見
ら
れ
る
が
、
教
育
機
関
の

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
や
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
な
ど
教

育
内
容
を
論
じ
る
も
の
が
多
く
、
観
光
教
育
の

社
会
に
お
け
る
役
割
や
、
国
・
地
域
の
観
光
政

策
と
の
関
係
、
さ
ら
に
は
産
業
界
と
教
育
機
関

の
連
携
や
接
続
を
論
じ
る
研
究
は
少
な
く
、
現

代
社
会
に
お
け
る
観
光
教
育
を
俯
瞰
す
る
学
術

的
研
究
は
非
常
に
少
な
い
の
が
実
態
で
あ
る
。

　
一
般
的
に
「
観
光
教
育
（tourism

 ed
u
ca

も
観
光
教
育
は
行
わ
れ
て
い
る
が
、
観
光
地
域

の
人
材
育
成
と
少
子
化
に
お
け
る
学
校
の
生
き

残
り
に
対
応
し
て
、
特
定
地
域
や
学
校
で
行
う

特
別
な
教
育
で
あ
り
、
国
と
し
て
観
光
教
育
を

認
識
し
、
広
く
教
育
と
し
て
展
開
す
る
と
い
う

考
え
は
な
か
っ
た
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
下
で
、
2
0
2
2
年
か
ら

導
入
さ
れ
る
高
等
学
校
の
新
学
習
指
導
要
領
の

商
業
科
目
に
「
観
光
ビ
ジ
ネ
ス
」
が
開
設
さ
れ

る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
標
準
科
目

と
し
て
、
全
国
の
商
業
高
校
や
商
業
科
目
を
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
に
配
置
す
る
学
校
で
導
入
が
進
む

こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。「
観
光
ビ
ジ
ネ
ス
」
の

検
定
教
科
書
も
発
行
さ
れ
る
見
込
み
で
あ
る
。

筆
者
が
知
る
限
り
で
も
、
各
都
道
府
県
に
あ
る

商
業
教
育
研
究
会
で
「
観
光
ビ
ジ
ネ
ス
を
ど
の

よ
う
に
進
め
る
か
」
を
議
論
す
る
ケ
ー
ス
が
散

見
さ
れ
る
。

　
し
か
し
、
学
習
指
導
要
領
は
お
よ
そ
10
年
で

改
訂
さ
れ
る
。
次
回
以
降
「
観
光
ビ
ジ
ネ
ス
」

が
継
続
す
る
か
未
定
で
あ
り
、
そ
の
継
続
は
今

後
の
教
育
成
果
に
か
か
っ
て
い
る
。

　「
観
光
ビ
ジ
ネ
ス
」
教
育
の
詳
細
は
、
各
都

道
府
県
や
学
校
が
決
定
す
る
が
、
2
〜
3
年
次

に
お
い
て
2
〜
4
単
位
で
履
修
す
る
こ
と
が
想

定
さ
れ
る
。
科
目
の
目
標
は
、「
商
業
の
見
方
・

考
え
方
を
働
か
せ
、
実
践
的
・
体
験
的
な
学
習

活
動
を
行
う
こ
と
な
ど
を
通
し
て
，
観
光
ビ
ジ

ネ
ス
の
展
開
に
必
要
な
資
質
・
能
力
を
次
の
と

お
り
育
成
す
る
こ
と
を
目
指
す
」
も
の
で
、
具

体
的
な
内
容
と
し
て
は
、①
観
光
と
ビ
ジ
ネ
ス
、

②
観
光
資
源
と
観
光
政
策
、③
観
光
ビ
ジ
ネ
ス

と
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
、④
観
光
ビ
ジ
ネ
ス
の
展

開
と
効
果
、
な
ど
の
資
質
・
能
力
を
身
に
付
け

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
指
導
す
る
と
さ
れ
て
い

る
。

　
商
業
科
の
20
の
専
門
科
目
の
ひ
と
つ
と
し

て
、「
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
分
野
」
に
位
置
づ
け

ら
れ
る
た
め
、「
観
光
の
実
務
教
育
」
を
推
進

す
る
取
り
組
み
と
な
る
だ
ろ
う
。（
注
6
）

（
２
）
地
域
の
学
び
と
し
て
の
観
光
教
育

　
観
光
学
は
学
際
的
な
学
問
と
し
て
、
観
光
学

部
を
除
け
ば
、
大
学
の
様
々
な
学
部
内
に
位
置

づ
け
ら
れ
て
い
る
。
近
年
大
学
で
は
、
グ
ロ
ー

バ
ル
社
会
に
対
応
す
る
国
際
系
学
部
学
科
の

新
設
が
増
加
し
て
い
た
が
、
同
時
に
地
域
に

目
を
向
け
た
学
部
学
科
も
増
加
し
て
い
る
。

2
0
1
6
年
度
か
ら
国
の
運
営
費
交
付
金
の
重

点
支
援
の
1
つ
と
し
て
、「
人
材
育
成
や
地
域

課
題
を
解
決
す
る
取
組
な
ど
を
通
じ
て
地
域
に

貢
献
す
る
取
組
と
と
も
に
、
専
門
分
野
の
特
性

に
配
慮
し
つ
つ
、
強
み
・
特
色
の
あ
る
分
野
で

世
界
な
い
し
全
国
的
な
教
育
研
究
を
推
進
す
る

取
組
等
を
第
3
期
の
機
能
強
化
の
中
核
と
す
る

国
立
大
学
を
重
点
的
に
支
援
す
る
」
こ
と
が
提

示
さ
れ
た
。
内
閣
府
も
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご

と
創
生
基
本
方
針
2
0
2
1
」
で
「
魅
力
あ
る

地
方
大
学
の
創
出
」
を
掲
げ
、
地
域
の
産
業
振

興
や
人
材
育
成
に
注
力
す
る
。
地
方
大
学
で
、

地
域
の
魅
力
を
研
究
す
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が
増

え
れ
ば
、
観
光
系
学
部
学
科
以
外
の
学
部
学
科

で
も
、
地
域
を
素
材
に
学
ぶ
機
会
が
増
え
、
観

光
関
連
の
名
称
を
も
た
ず
と
も
観
光
関
連
の
知

識
や
技
能
を
修
得
し
、
知
見
を
活
か
す
機
会
に

つ
な
が
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
つ
ま
り
、
地
方
大
学
に
お
い
て
は
、
観
光
産

業
志
向
の
実
務
教
育
と
し
て
の
観
光
教
育
だ
け

で
は
な
く
、
地
域
課
題
に
向
き
合
う
手
段
と
し

て
観
光
教
育
に
取
り
組
む
こ
と
が
増
え
る
こ
と

が
期
待
さ
れ
る
。
現
在
感
染
が
拡
大
す
る
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
（C

O
V
ID

-1
9

）
で

観
光
産
業
が
打
撃
を
受
け
て
い
る
が
、
地
域
課

題
の
解
決
に
取
り
組
む
こ
と
は
、
観
光
教
育
が

も
と
も
と
持
っ
て
い
る
重
要
な
視
点
で
あ
る
。

地
域
で
の
交
流
人
口
の
増
加
や
産
業
の
活
性

化
に
観
光
視
点
か
ら
取
り
組
む
事
例
は
、

C
O

V
ID

-1
9

の
影
響
で
も
減
少
す
る
こ
と
は

な
い
だ
ろ
う
。
時
代
の
潮
流
に
し
っ
か
り
と
向

き
合
え
ば
、
地
域
に
お
い
て
観
光
教
育
の
議
論

は
継
続
す
る
も
の
と
期
待
さ
れ
る
。

　
2
0
2
0
年
に
世
界
に
感
染
拡
大
し
た

C
O

V
ID

-1
9

は
、
観
光
教
育
に
多
く
の
課
題

を
も
た
ら
し
て
い
る
。
筆
者
が
考
え
る
だ
け
で

も
、
以
下
4
点
が
挙
げ
ら
れ
る
。

①
 
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
で
、
教
員
達
は
様
々
な

工
夫
を
行
っ
た
が
、観
光
現
場
の
視
察
や
調
査
、

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
な
ど
学
外
活
動
に
つ
い
て

は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
代
用
す
る
こ
と
は
困
難
で

あ
る
こ
と

②
 
観
光
を
学
ぶ
学
生
達
の
目
標
の
ひ
と
つ
で

あ
る
観
光
業
の
採
用
中
止
が
見
ら
れ
、
他
分
野

を
模
索
す
る
学
生
が
増
加
。
下
級
生
た
ち
も
不

安
を
抱
え
、
動
機
づ
け
が
困
難
で
あ
る
こ
と

③
 
近
年
は
大
学
の
観
光
系
学
部
・
学
科
開
設

が
急
増
し
、
受
験
希
望
者
も
増
え
た
が
、

C
O

V
ID

-1
9

に
よ
る
将
来
不
安
で
、
多
く
の

大
学
で
受
験
者
数
が
激
減
し
て
い
る
こ
と

④
 
新
た
な
観
光
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
形
で
、

観
光
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
は
変
化
し
て
き
た

が
、C

O
V
ID

-1
9

に
よ
り
オ
ン
ラ
イ
ン
ビ
ジ

ネ
ス
や
新
た
な
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
へ
の
対
応
が

急
務
と
な
り
、
観
光
マ
ー
ケ
ッ
ト
や
ビ
ジ
ネ
ス

モ
デ
ル
は
大
き
く
変
化
し
、
新
た
な
観
光
教
育

の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
開
発
が
求
め
ら
れ
る
こ
と

　
他
の
論
点
も
含
め
て
、
観
光
教
育
関
係
者
と

し
て
、
当
然
生
じ
て
く
る
社
会
の
変
化
や
要
請

だ
け
で
な
く
、C

O
V
ID

-1
9

後
の
観
光
教
育

に
つ
い
て
、改
め
て
議
論
す
る
必
要
性
が
あ
る
。

同
時
に
、C

O
V
ID

-1
9

は
観
光
産
業
だ
け
で

な
く
、
新
た
な
観
光
の
価
値
を
見
出
す
と
も
考

え
ら
れ
る
。
観
光
の
人
材
育
成
や
観
光
と
関
わ

る
教
育
も
、
社
会
の
動
向
に
対
応
す
る
形
で
、

ど
う
あ
る
べ
き
か
今
問
わ
れ
て
い
る
と
言
え
よ

う
。

　
海
外
の
観
光
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
教
育
か
ら
学

ぶ
べ
き
点
も
多
い
。
観
光
学
研
究
の
国
際
化
や

企
業
や
地
域
と
連
携
し
た
ビ
ジ
ネ
ス
や
政
策
実

施
に
観
光
研
究
の
成
果
を
生
か
す
必
要
も
あ

る
。
ま
た
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
進
む
観
光
産
業

界
に
お
い
て
、
観
光
庁
の
様
々
な
取
り
組
み
に

あ
る
よ
う
に
、
高
度
な
観
光
経
営
人
材
育
成
も

必
要
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
地
域
観
光
の
役
割
を

理
解
し
、
観
光
ま
ち
づ
く
り
に
貢
献
で
き
る
住

民
の
リ
テ
ラ
シ
ー
養
成
と
し
て
観
光
を
学
ぶ
こ

と
も
期
待
さ
れ
る
。

　
そ
し
て
、
日
本
の
地
域
課
題
は
多
く
、
新
た

な
消
費
増
加
に
つ
な
が
る
交
流
人
口
の
創
出
や

地
域
資
源
を
活
か
し
た
新
ビ
ジ
ネ
ス
創
出
に
観

光
は
有
効
な
手
法
で
あ
る
た
め
、「
観
光
」
と

い
う
名
称
に
こ
だ
わ
ら
な
く
て
も
、
地
域
産
業

の
活
性
化
や
交
流
人
口
増
加
の
た
め
に
、
地
域

資
源
価
値
を
高
め
る
教
育
の
取
り
組
み
が
急
増

し
て
い
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
1
次
産
業
や

2
次
産
業
と
観
光
が
結
び
つ
き
、
生
ま
れ
る
地

域
ビ
ジ
ネ
ス
も
散
見
さ
れ
る
。

　
こ
の
地
域
の
多
く
の
政
策
課
題
と
そ
れ
関
す

る
多
く
の
素
材
は
、様
々
な
学
び
を
可
能
と
し
、

従
来
の
観
光
教
育
と
は
異
な
る
多
様
な
教
科
・

科
目
か
ら
観
光
に
対
す
る
ア
プ
ロ
ー
チ
を
可
能

と
す
る
。
つ
ま
り
、
従
来
の
「
観
光
教
育
」
の

よ
う
に
、学
校
や
教
員
、生
徒
達
が「
観
光
教
育
」

を
意
識
し
な
く
て
も
、「
地
域
素
材
で
観
光
を

学
ぶ
教
育
」
が
必
然
的
に
増
え
て
い
く
も
の
と

考
え
ら
れ
る
。
観
光
を
め
ぐ
る
グ
ロ
ー
バ
ル
な

動
き
とV

O
C

ID
-1

9

シ
ョ
ッ
ク
は
、
新
た
な

国
の
政
策
と
教
育
行
政
に
つ
な
が
り
、
地
域
課

題
に
向
き
合
う
学
校
の
取
り
組
み
を
求
め
て
い

く
だ
ろ
う
。
こ
の
現
状
か
ら
考
え
れ
ば
、
観
光

教
育
の
可
能
性
が
、
地
域
か
ら
広
が
っ
て
い
く

こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。
今
、
我
々
が
改
め
て
観

光
教
育
と
は
何
か
を
考
え
る
契
機
と
な
る
の
で

は
な
い
だ
ろ
か
。

持
続
可
能
性
、情
報
技
術
、哲
学

的
実
務
家
の
育
成
な
ど
と
い
っ
た

批
判
的
要
素
が
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の

導
入
と
し
て
盛
ん
に
議
論
さ
れ

る
よ
う
に
な
っ
た

Tribe

（
1
9
9
9)

が
観
光
学
に

つ
い
て
、カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
ビ
ジ
ネ

ス
的
な
も
の
と
そ
う
で
な
い
も
の

に
分
け
る
こ
と
を
提
案
し
た

多
く
の
国
で
、行
政
の
働
き
か
け

に
よ
り
ネ
オ
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
的
な

視
点
が
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
取
り
入

れ
ら
れ
た

教
育
の
中
心
が
ホ
ス
ピ
タ
リ
ティ

産
業
の
、と
く
に
ビ
ジ
ネ
ス
の
側

面
に
移
っ
た

観
光
教
育
機
関
は
産
業
志
向
に

な
り
、技
能
的
側
面
を
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
に
組
み
込
む
よ
う
に
な
っ
た

観
光
教
育
機
関
に
よ
る
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
開
発
に
は
産
業
界
の
視
点

が
取
り
入
れ
ら
れ
た

観
光
教
育
の
標
準
化
が
図
ら
れ

る
よ
う
に
な
っ
た

欧
米
に
お
け
る
観
光
教
育
は
職

業
訓
練
が
中
心
だ
っ
た

レ
ジ
ャ
ー・レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
学

が
観
光
学
に
統
合
さ
れ
た

観
光
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
方
向
性
が

話
し
合
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

観
光
学
に
つ
い
て
単
一
の
学
問
領

域
で
は
な
く
学
際
性
が
認
識
さ

れ
る
よ
う
に
な
っ
た

Tribe

（
2
0
0
5)

は
、観
光
学

の
枠
組
み
作
成
の
た
め
に「
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
ス
ペ
ー
ス
」と
い
う
概
念

を
提
唱
し
た

1990年まで
職業教育が中心

1990年代
ホスピタリティ産業
マネジメント教育志向

観光カリキュラム発達の過程と契機 （田中、宍戸、他　2016JSTHE） （Wattanacharoensil 2013より引用和訳）

2000年以降
実学偏重への批判
哲学的実務家

様
で
あ
る
。

　
観
光
庁
は
2
0
1
7
年
か
ら
小
中
高
等
学
校

等
に
お
け
る
観
光
教
育
事
業
に
取
り
組
み
始

め
、「
観
光
教
育
モ
デ
ル
事
業
案
」
や
「
教
員
向

け
の
指
導
案
」
を
作
成
し
た
。
し
か
し
、
取
り

組
み
を
通
し
て
、
様
々
な
形
で
観
光
教
育
が
行

わ
れ
て
い
る
こ
と
を
知
り
、2
0
2
0
年
に「
初

196019801990199520002005

2
観
光
教
育
の
変
遷
と

研
究
の
視
座

現代社会における観光教育の役割を考える2
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表 1 観光教育関連研究の業績の変遷

※上記の観光教育関連キーワードをもとに検索（2021.7.9現在）

観光人材 ホスピタリ
ティ教育

ホスピタリ
ティ人材 総数

CiNii検索

1951
1952
1982
1993
1996
1997
1998
2000
2001
2002
2003
2004
2005
2006
2007
2008
2009
2010
2011
2012
2013
2014
2015
2016
2017
2018
2019
2020
合計 

2

1

1

1

1

3

1

2

1

10

2

14

5

12

6

4

4

4

14

5

8

9

8

22

12

17

169

1

6

1

0

2

0

4

1

0

5

4

6

6

5

0

4

45

1

1

4

2

2

0

3

8

9

12

13

1

12

22

3

8

23

16

12

7

8

7

174

1

1

2

1

2

1

8

2

1

1

1

1

2

5

3

1

4

3

10

5

28

16

25

21

5

20

29

17

18

36

33

26

35

20

28

396

1

1

2

1

5

1

1

1

1

2 0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

1

1

0

0

0

0

1

0

1

2

0

0

2

0

0

8

観光教育 観光人材 ホスピタリ
ティ教育

ホスピタリ
ティ人材 総数

科研費データーベース

観光教育

図 2 観光教育カリキュラムの歴史的変化（世界の動向）

tio
n

）
と
は
、
観
光
の
持
続
可
能
な
発
展
を
支

え
る
人
材
育
成
を
目
的
と
す
る
教
育
」
と
定
義

さ
れ
る
が
、
実
際
に
は
観
光
人
材
育
成
だ
け
が

観
光
教
育
で
は
な
い
。
観
光
は
広
く
社
会
に
浸

透
し
、
旅
す
る
意
味
や
人
々
の
交
流
、
ま
ち
づ

く
り
と
の
関
り
ま
で
含
め
る
と
、
現
代
社
会
に

お
け
る
観
光
の
健
全
な
発
展
や
そ
れ
に
関
わ
る

様
々
な
事
象
を
題
材
に
学
べ
る
こ
と
か
ら
、
観

光
は
幅
広
い
教
育
的
意
義
を
有
し
て
い
る
。

　
観
光
の
発
展
を
支
え
る
人
材
育
成
を
目
的
に

教
育
を
行
う
こ
と
は
、「
観
光
を
学
ぶ
」
こ
と

で
あ
り
、こ
れ
が
一
般
的
に
認
識
し
や
す
い「
観

光
教
育
」
で
あ
る
。
こ
の
「
観
光
教
育
」
は
、①

幅
広
い
観
光
事
業
に
従
事
す
る
人
材
育
成
を
行

う
「
観
光
の
実
務
教
育
」
と
、②
現
代
社
会
を
生

き
る
人
々
が
観
光
の
意
義
を
知
り
、
よ
り
豊
か

に
生
き
る
た
め
に
観
光
が
ど
う
あ
る
べ
き
か
を

学
ぶ
「
観
光
の
基
礎
教
育
」
の
2
つ
が
あ
る
。

一
方
で
、
他
の
教
育
目
標
の
達
成
が
主
で
あ
る

場
合
に
、
課
題
解
決
の
手
段
と
し
て
観
光
に
注

目
し
、「
観
光
で
学
ぶ
」
こ
と
に
な
り
、
こ
れ

を
「
教
育
観
光
（ed

u
catio

n
al to

u
rism

」

と
呼
ぶ
。（
図
1
）

（
２
）
観
光
政
策
と
観
光
教
育

　
観
光
立
国
推
進
は
、
主
に
経
済
発
展
と
観
光

の
成
長
を
支
え
る
人
材
を
求
め
、「
観
光
の
実

務
教
育
」
に
注
目
が
集
ま
る
が
、
諸
事
象
が
観

光
と
の
関
り
を
深
め
れ
ば
、
様
々
な
教
育
題
材

と
し
て
、
観
光
の
活
用
機
会
も
増
え
る
。
結
果

と
し
て
、
観
光
教
育
に
関
す
る
議
論
は
増
え
る

が
、
そ
も
そ
も
「
観
光
教
育
と
は
何
か
」
に
対

す
る
理
解
が
深
ま
ら
な
い
ま
ま
、
異
な
る
立
場

で
論
じ
ら
れ
る
こ
と
も
多
い
。
観
光
教
育
の
議

論
を
進
め
る
た
め
に
は
、
ま
ず
は
観
光
教
育
の

定
義
を
明
確
に
す
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
教
育
学
者
の
マ
イ
ケ
ル
・
W
・
ア
ッ
プ
ル
は
、

「
国
家
が
教
育
に
関
与
し
、
権
力
が
教
育
の
正

当
性
を
蓄
積
す
る
」
と
指
摘
し
た
（
注
3
）。
日

本
で
は
、
文
部
科
学
省
が
教
育
の
所
管
行
政
機

関
と
し
て
、
教
育
行
政
を
担
っ
て
い
る
。
国
は

社
会
の
変
化
や
ニ
ー
ズ
を
取
り
込
み
、
時
代
に

適
応
で
き
る
教
育
行
政
が
民
主
的
に
行
わ
れ
る

と
期
待
す
る
が
、
政
府
が
、
国
家
権
力
を
行
使

し
、
進
む
べ
き
方
向
に
合
わ
せ
た
教
育
に
取
り

組
ん
で
い
る
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。
戦
前
の
教

育
思
想
や
様
々
な
教
育
改
革
へ
の
批
判
か
ら
も

省
み
れ
ば
、
国
家
権
力
が
教
育
を
常
に
正
し
い

方
向
に
導
く
保
証
は
な
く
、
社
会
で
行
わ
れ
る

教
育
の
必
要
性
や
正
当
性
も
本
来
十
分
吟
味
す

べ
き
で
あ
る
。

　
観
光
教
育
に
つ
い
て
も
、
国
家
が
観
光
を
ど

の
よ
う
に
認
識
し
、
政
策
に
位
置
づ
け
実
行
し

て
い
る
の
か
、
そ
の
変
遷
に
目
を
向
け
る
と
、

観
光
教
育
が
観
光
政
策
と
深
く
か
か
わ
っ
て
き

た
こ
と
が
わ
か
る
。
一
方
で
、
主
に
観
光
行
政

を
所
管
す
る
観
光
庁
な
ど
の
関
連
機
関
と
教
育

を
所
管
す
る
文
部
科
学
省
の
観
光
教
育
に
対
す

る
考
え
は
、
必
ず
し
も
同
じ
で
な
く
、
そ
れ
ぞ

れ
の
施
策
を
基
盤
に
す
る
た
め
、
十
分
に
連
携

が
取
れ
て
い
る
状
況
に
な
い
こ
と
も
推
察
さ
れ

る
。

　
筆
者
は
、
観
光
教
育
を
研
究
し
、
教
育
に
も

携
わ
る
立
場
か
ら
、
観
光
教
育
に
関
す
る
政
策

を
見
て
き
た
が
、
観
光
教
育
の
本
質
的
な
意
義

や
役
割
を
踏
ま
え
、
客
観
的
で
論
理
的
な
視
点

で
議
論
さ
れ
て
き
た
と
は
言
え
な
い
点
が
あ
る

と
考
え
る
。
観
光
教
育
そ
の
も
の
が
、
社
会
の

変
化
や
国
や
地
域
が
示
す
観
光
政
策
に
寄
り
添

い
つ
つ
、
実
際
に
は
、
議
論
が
不
十
分
な
ま
ま
、

現
在
に
至
っ
た
可
能
性
も
高
い
。

（
１
）
観
光
教
育
の
変
遷

　
1
8
9
3
年
に
ス
イ
ス
の
ロ
ー
ザ
ン
ヌ
ホ
テ

ル
ス
ク
ー
ル
が
開
校
し
、
さ
ら
に
1
9
2
2
年

に
ア
メ
リ
カ
の
コ
ー
ネ
ル
大
学
が
ホ
テ
ル
の
経

営
教
育
に
着
手
し
た
こ
と
か
ら
わ
か
る
よ
う

に
、
海
外
の
観
光
教
育
事
例
と
し
て
、
ホ
ス
ピ

タ
リ
テ
ィ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
教
育
が
取
り
上
げ
ら

れ
る
こ
と
が
多
い
。

　
日
本
の
観
光
教
育
は
、
1
9
3
0
年
に
富
士

屋
ホ
テ
ル
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ス
ク
ー
ル
が
開
校
し

た
こ
と
に
始
ま
り
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催

に
向
け
、1
9
3
5
年
に
国
際
ホ
テ
ル
学
校（
現

在
、
東
京
Y
M
C
A
国
際
ホ
テ
ル
学
校
）
が
開

校
し
た
。
立
教
大
学
は
、
1
9
4
6
年
に
「
ホ

テ
ル
講
座
」
を
開
講
し
、
1
9
6
6
年
に
社
会

学
部
産
業
関
係
学
科
「
ホ
テ
ル
・
観
光
コ
ー
ス
」

を
設
置
、
1
9
6
7
年
に
社
会
学
部
観
光
学
科

を
開
設
し
た
。
1
9
8
7
年
に
総
合
保
養
地
域

整
備
法
が
制
定
さ
れ
る
と
、
全
国
の
複
数
大
学

で
観
光
系
学
科
が
開
設
さ
れ
る
が
、
バ
ブ
ル
経

済
の
崩
壊
後
、
広
が
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

　
し
か
し
、
2
0
0
0
年
代
の
観
光
立
国
推
進

に
よ
り
、
国
が
観
光
教
育
に
言
及
す
る
機
会
も

増
え
、
大
学
の
観
光
系
学
部
・
学
科
の
開
設
が

相
次
ぎ
、
国
公
立
大
学
で
も
観
光
学
部
や
学
科

が
開
設
さ
れ
て
い
く
。（
公
財
）
日
本
交
通
公

社
（
2
0
2
0
）
の
「
旅
行
年
報
2
0
2
0
」
に

よ
れ
ば
、「
観
光
」「
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
」「
ツ
ー

リ
ズ
ム
」
な
ど
を
学
部
・
学
科
名
称
に
持
つ
大

学
は
、
43
大
学
で
あ
る
。
こ
れ
に
コ
ー
ス
名
や

観
光
関
連
科
目
を
開
講
す
る
大
学
を
含
め
れ

ば
、
1
0
0
を
大
き
く
越
え
、
大
学
で
観
光
を

学
ぶ
こ
と
は
珍
し
く
な
く
な
っ
た
。
ま
た
、
バ

ブ
ル
経
済
期
に
は
、
高
校
の
専
門
学
科
で
も
地

域
人
材
育
成
の
た
め
観
光
学
科
の
開
設
が
始
ま

る
が
、バ
ブ
ル
崩
壊
後
拡
大
に
至
ら
な
か
っ
た
。

し
か
し
、
2
0
0
3
年
の
文
部
科
学
省
の
学
習

指
導
要
領
改
訂
で
「
総
合
的
な
学
習
の
時
間
」

「
学
校
設
定
教
科
・
科
目
の
設
定
」
が
指
針
と

な
る
と
、専
門
学
科
の
観
光
教
育
だ
け
で
な
く
、

普
通
科
の
観
光
コ
ー
ス
導
入
や
学
校
独
自
の
観

光
科
目
設
置
、
さ
ら
に
「
総
合
的
な
学
習
の
時

間
」
に
お
い
て
、
観
光
を
題
材
と
す
る
教
育
が

多
く
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。

　
政
府
も
2
0
0
8
年
観
光
庁
の
発
足
以
降
、

観
光
関
連
大
学
と
の
会
議
や
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
や
観
光
経
営
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
教
育
の
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
開
発
、
さ
ら
に
は
産
学
連
携
に
よ
る
観

光
産
業
の
経
営
人
材
育
成
と
し
て
、
京
都
大
学

や
一
橋
大
学
に
観
光
M
B
A
コ
ー
ス
を
開
設
し

た
。
観
光
庁
の
視
点
は
、
観
光
産
業
や
地
域
の

観
光
人
材
育
成
に
あ
り
、
観
光
産
業
の
担
い
手

を
「
観
光
産
業
を
リ
ー
ド
す
る
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル

の
経
営
人
材
」
か
ら
「
観
光
の
中
核
を
担
う
人

材
」、
さ
ら
に
は
「
即
戦
力
と
な
る
地
域
の
実

践
的
な
観
光
人
材
」
の
3
層
構
造
で
捉
え
て
い

る
。
こ
の
他
も
含
め
て
、
観
光
産
業
や
地
域
観

光
の
振
興
に
向
け
て
、
観
光
庁
に
よ
る
観
光
教

育
や
人
材
育
成
へ
の
施
策
が
目
立
つ
状
況
に
な

っ
た
。（
表
2
）

（
２
）
観
光
教
育
と
教
育
研
究

　
海
外
の
観
光
教
育
研
究
は
、
先
に
述
べ
た
よ

う
に
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
教
育
分

野
で
進
ん
だ
が
、
近
年
は
観
光
教
育
の
意
義
を

考
え
る
立
場
か
ら
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
哲
学
や
社

会
学
と
い
っ
た
批
判
的
な
学
問
を
導
入
し
、
持

続
可
能
性
や
情
報
技
術
、
さ
ら
に
は
哲
学
的
実

務
家
の
育
成
な
ど
も
構
想
し
た
幅
広
い
視
点
か

ら
教
育
を
考
え
る
認
識
も
見
ら
れ
る
。（
注
4
、

図
2
）グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
進
む
社
会
に
お
い
て
、

国
は
、
ア
メ
リ
カ
の
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
教
育
を
手
本
に
経
営
人
材
育
成
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
検
討
な
ど
の
取
り
組
み
を
進
め
る
が
、

日
本
の
観
光
教
育
全
体
を
俯
瞰
し
、
日
本
の
観

光
関
連
産
業
や
地
域
、
さ
ら
に
は
社
会
制
度
や

教
育
制
度
を
踏
ま
え
て
、
十
分
な
議
論
が
行
わ

れ
て
き
た
と
は
言
え
ず
、
限
定
さ
れ
た
問
題
意

識
と
価
値
観
か
ら
試
験
的
実
践
が
積
み
重
な
っ

て
き
た
の
が
現
状
で
あ
る
。

（
１
）
観
光
教
育
の
転
換
点

　
観
光
立
国
の
た
め
の
観
光
実
務
教
育
の
進
展

に
は
、
大
学
・
短
大
や
専
門
学
校
、
高
等
学
校

の
専
門
学
科
に
お
け
る
教
育
が
重
要
で
あ
る

が
、
観
光
ま
ち
づ
く
り
や
旅
人
の
視
点
で
見
る

観
光
基
礎
教
育
も
含
め
れ
ば
、
高
校
普
通
科
や

小
・
中
学
校
の
幅
広
い
学
び
に
お
い
て
も
観
光

教
育
が
展
開
で
き
る
。
さ
ら
に
、
観
光
が
持
つ

教
育
効
果
を
生
か
し
た
「
教
育
観
光
」
も
含
め

れ
ば
、
観
光
が
も
つ
教
育
価
値
は
、
非
常
に
多

等
中
等
教
育
に
お
け
る
観
光
教
育
の
推
進
に
関

す
る
協
議
会
」
を
設
置
し
、
観
光
教
育
の
意
義

を
あ
ら
た
め
て
確
認
し
、
目
的
・
方
向
性
の
共

有
と
普
及
に
向
け
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
開
発
に
着
手

し
て
い
る
。
こ
の
議
論
に
お
い
て
は
、
初
等
中

等
教
育
に
お
け
る
観
光
教
育
が
、
ど
の
よ
う
に

観
光
に
貢
献
出
来
る
か
と
い
う
従
来
の
視
点
も

あ
る
が
、
観
光
が
持
つ
力
が
幅
広
い
世
代
の
学

び
に
ど
の
よ
う
に
貢
献
で
き
る
か
、
そ
の
た
め

の
観
光
の
教
育
効
果
を
考
え
る
と
い
う
根
源
的

問
い
も
見
ら
れ
る
。（
注
5
、
図
3
）

　
教
育
所
管
の
文
部
科
学
省
は
、
観
光
教
育
に

対
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
は
踏
み
込
ん
だ
施
策
を

示
し
て
こ
な
か
っ
た
。
前
述
の
通
り
、
高
校
で

（
１
）
観
光
教
育
と
は
何
か

　
近
年
の
観
光
立
国
政
策
に
お
け
る
イ
ン
バ
ウ

ン
ド
誘
致
や
地
域
創
生
の
取
り
組
み
の
様
々
な

場
面
で
、
観
光
教
育
に
対
す
る
ニ
ー
ズ
が
高
ま

り
、そ
れ
に
関
す
る
議
論
が
活
発
化
し
て
い
る
。

学
術
論
文
検
索
シ
ス
テ
ム
のC

iN
ii

（
注
１
）
や

国
の
競
争
的
研
究
資
金
「
科
学
研
究
費
補
助
金

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」（
注
2
）
に
お
い
て
、「
観
光
教

育
」
等
の
関
連
用
語
を
含
む
研
究
課
題
を
検
索

し
た
結
果
を
表
1
に
ま
と
め
た
。C

iN
ii

に
お

い
て
は
、
観
光
教
育
関
連
の
研
究
は
2
0
0
0

年
代
に
入
り
増
加
す
る
。
専
門
誌
の
特
集
記
事

に
よ
る
件
数
の
増
加
や
「
日
本
観
光
ホ
ス
ピ
タ

リ
テ
ィ
教
育
学
会
」
の
機
関
誌
が
2
0
0
6
年

以
降
発
行
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
影
響
も
大
き

い
。
一
方
で
、
観
光
教
育
が
、
科
学
研
究
費
の

主
題
と
し
て
採
択
さ
れ
る
例
は
非
常
に
少
な

い
。
複
数
の
観
光
系
学
会
に
お
い
て
、
様
々
な

観
光
教
育
研
究
が
見
ら
れ
る
が
、
教
育
機
関
の

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
や
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
な
ど
教

育
内
容
を
論
じ
る
も
の
が
多
く
、
観
光
教
育
の

社
会
に
お
け
る
役
割
や
、
国
・
地
域
の
観
光
政

策
と
の
関
係
、
さ
ら
に
は
産
業
界
と
教
育
機
関

の
連
携
や
接
続
を
論
じ
る
研
究
は
少
な
く
、
現

代
社
会
に
お
け
る
観
光
教
育
を
俯
瞰
す
る
学
術

的
研
究
は
非
常
に
少
な
い
の
が
実
態
で
あ
る
。

　
一
般
的
に
「
観
光
教
育
（tourism

 ed
u
ca

も
観
光
教
育
は
行
わ
れ
て
い
る
が
、
観
光
地
域

の
人
材
育
成
と
少
子
化
に
お
け
る
学
校
の
生
き

残
り
に
対
応
し
て
、
特
定
地
域
や
学
校
で
行
う

特
別
な
教
育
で
あ
り
、
国
と
し
て
観
光
教
育
を

認
識
し
、
広
く
教
育
と
し
て
展
開
す
る
と
い
う

考
え
は
な
か
っ
た
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
下
で
、
2
0
2
2
年
か
ら

導
入
さ
れ
る
高
等
学
校
の
新
学
習
指
導
要
領
の

商
業
科
目
に
「
観
光
ビ
ジ
ネ
ス
」
が
開
設
さ
れ

る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
標
準
科
目

と
し
て
、
全
国
の
商
業
高
校
や
商
業
科
目
を
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
に
配
置
す
る
学
校
で
導
入
が
進
む

こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。「
観
光
ビ
ジ
ネ
ス
」
の

検
定
教
科
書
も
発
行
さ
れ
る
見
込
み
で
あ
る
。

筆
者
が
知
る
限
り
で
も
、
各
都
道
府
県
に
あ
る

商
業
教
育
研
究
会
で
「
観
光
ビ
ジ
ネ
ス
を
ど
の

よ
う
に
進
め
る
か
」
を
議
論
す
る
ケ
ー
ス
が
散

見
さ
れ
る
。

　
し
か
し
、
学
習
指
導
要
領
は
お
よ
そ
10
年
で

改
訂
さ
れ
る
。
次
回
以
降
「
観
光
ビ
ジ
ネ
ス
」

が
継
続
す
る
か
未
定
で
あ
り
、
そ
の
継
続
は
今

後
の
教
育
成
果
に
か
か
っ
て
い
る
。

　「
観
光
ビ
ジ
ネ
ス
」
教
育
の
詳
細
は
、
各
都

道
府
県
や
学
校
が
決
定
す
る
が
、
2
〜
3
年
次

に
お
い
て
2
〜
4
単
位
で
履
修
す
る
こ
と
が
想

定
さ
れ
る
。
科
目
の
目
標
は
、「
商
業
の
見
方
・

考
え
方
を
働
か
せ
、
実
践
的
・
体
験
的
な
学
習

活
動
を
行
う
こ
と
な
ど
を
通
し
て
，
観
光
ビ
ジ

ネ
ス
の
展
開
に
必
要
な
資
質
・
能
力
を
次
の
と

お
り
育
成
す
る
こ
と
を
目
指
す
」
も
の
で
、
具

体
的
な
内
容
と
し
て
は
、①
観
光
と
ビ
ジ
ネ
ス
、

②
観
光
資
源
と
観
光
政
策
、③
観
光
ビ
ジ
ネ
ス

と
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
、④
観
光
ビ
ジ
ネ
ス
の
展

開
と
効
果
、
な
ど
の
資
質
・
能
力
を
身
に
付
け

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
指
導
す
る
と
さ
れ
て
い

る
。

　
商
業
科
の
20
の
専
門
科
目
の
ひ
と
つ
と
し

て
、「
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
分
野
」
に
位
置
づ
け

ら
れ
る
た
め
、「
観
光
の
実
務
教
育
」
を
推
進

す
る
取
り
組
み
と
な
る
だ
ろ
う
。（
注
6
）

（
２
）
地
域
の
学
び
と
し
て
の
観
光
教
育

　
観
光
学
は
学
際
的
な
学
問
と
し
て
、
観
光
学

部
を
除
け
ば
、
大
学
の
様
々
な
学
部
内
に
位
置

づ
け
ら
れ
て
い
る
。
近
年
大
学
で
は
、
グ
ロ
ー

バ
ル
社
会
に
対
応
す
る
国
際
系
学
部
学
科
の

新
設
が
増
加
し
て
い
た
が
、
同
時
に
地
域
に

目
を
向
け
た
学
部
学
科
も
増
加
し
て
い
る
。

2
0
1
6
年
度
か
ら
国
の
運
営
費
交
付
金
の
重

点
支
援
の
1
つ
と
し
て
、「
人
材
育
成
や
地
域

課
題
を
解
決
す
る
取
組
な
ど
を
通
じ
て
地
域
に

貢
献
す
る
取
組
と
と
も
に
、
専
門
分
野
の
特
性

に
配
慮
し
つ
つ
、
強
み
・
特
色
の
あ
る
分
野
で

世
界
な
い
し
全
国
的
な
教
育
研
究
を
推
進
す
る

取
組
等
を
第
3
期
の
機
能
強
化
の
中
核
と
す
る

国
立
大
学
を
重
点
的
に
支
援
す
る
」
こ
と
が
提

示
さ
れ
た
。
内
閣
府
も
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご

と
創
生
基
本
方
針
2
0
2
1
」
で
「
魅
力
あ
る

地
方
大
学
の
創
出
」
を
掲
げ
、
地
域
の
産
業
振

興
や
人
材
育
成
に
注
力
す
る
。
地
方
大
学
で
、

地
域
の
魅
力
を
研
究
す
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が
増

え
れ
ば
、
観
光
系
学
部
学
科
以
外
の
学
部
学
科

で
も
、
地
域
を
素
材
に
学
ぶ
機
会
が
増
え
、
観

光
関
連
の
名
称
を
も
た
ず
と
も
観
光
関
連
の
知

識
や
技
能
を
修
得
し
、
知
見
を
活
か
す
機
会
に

つ
な
が
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
つ
ま
り
、
地
方
大
学
に
お
い
て
は
、
観
光
産

業
志
向
の
実
務
教
育
と
し
て
の
観
光
教
育
だ
け

で
は
な
く
、
地
域
課
題
に
向
き
合
う
手
段
と
し

て
観
光
教
育
に
取
り
組
む
こ
と
が
増
え
る
こ
と

が
期
待
さ
れ
る
。
現
在
感
染
が
拡
大
す
る
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
（C

O
V
ID

-1
9

）
で

観
光
産
業
が
打
撃
を
受
け
て
い
る
が
、
地
域
課

題
の
解
決
に
取
り
組
む
こ
と
は
、
観
光
教
育
が

も
と
も
と
持
っ
て
い
る
重
要
な
視
点
で
あ
る
。

地
域
で
の
交
流
人
口
の
増
加
や
産
業
の
活
性

化
に
観
光
視
点
か
ら
取
り
組
む
事
例
は
、

C
O

V
ID

-1
9

の
影
響
で
も
減
少
す
る
こ
と
は

な
い
だ
ろ
う
。
時
代
の
潮
流
に
し
っ
か
り
と
向

き
合
え
ば
、
地
域
に
お
い
て
観
光
教
育
の
議
論

は
継
続
す
る
も
の
と
期
待
さ
れ
る
。

　
2
0
2
0
年
に
世
界
に
感
染
拡
大
し
た

C
O

V
ID

-1
9

は
、
観
光
教
育
に
多
く
の
課
題

を
も
た
ら
し
て
い
る
。
筆
者
が
考
え
る
だ
け
で

も
、
以
下
4
点
が
挙
げ
ら
れ
る
。

①
 
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
で
、
教
員
達
は
様
々
な

工
夫
を
行
っ
た
が
、観
光
現
場
の
視
察
や
調
査
、

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
な
ど
学
外
活
動
に
つ
い
て

は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
代
用
す
る
こ
と
は
困
難
で

あ
る
こ
と

②
 
観
光
を
学
ぶ
学
生
達
の
目
標
の
ひ
と
つ
で

あ
る
観
光
業
の
採
用
中
止
が
見
ら
れ
、
他
分
野

を
模
索
す
る
学
生
が
増
加
。
下
級
生
た
ち
も
不

安
を
抱
え
、
動
機
づ
け
が
困
難
で
あ
る
こ
と

③
 
近
年
は
大
学
の
観
光
系
学
部
・
学
科
開
設

が
急
増
し
、
受
験
希
望
者
も
増
え
た
が
、

C
O

V
ID

-1
9

に
よ
る
将
来
不
安
で
、
多
く
の

大
学
で
受
験
者
数
が
激
減
し
て
い
る
こ
と

④
 
新
た
な
観
光
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
形
で
、

観
光
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
は
変
化
し
て
き
た

が
、C

O
V
ID

-1
9

に
よ
り
オ
ン
ラ
イ
ン
ビ
ジ

ネ
ス
や
新
た
な
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
へ
の
対
応
が

急
務
と
な
り
、
観
光
マ
ー
ケ
ッ
ト
や
ビ
ジ
ネ
ス

モ
デ
ル
は
大
き
く
変
化
し
、
新
た
な
観
光
教
育

の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
開
発
が
求
め
ら
れ
る
こ
と

　
他
の
論
点
も
含
め
て
、
観
光
教
育
関
係
者
と

し
て
、
当
然
生
じ
て
く
る
社
会
の
変
化
や
要
請

だ
け
で
な
く
、C

O
V
ID

-1
9

後
の
観
光
教
育

に
つ
い
て
、改
め
て
議
論
す
る
必
要
性
が
あ
る
。

同
時
に
、C

O
V
ID

-1
9

は
観
光
産
業
だ
け
で

な
く
、
新
た
な
観
光
の
価
値
を
見
出
す
と
も
考

え
ら
れ
る
。
観
光
の
人
材
育
成
や
観
光
と
関
わ

る
教
育
も
、
社
会
の
動
向
に
対
応
す
る
形
で
、

ど
う
あ
る
べ
き
か
今
問
わ
れ
て
い
る
と
言
え
よ

う
。

　
海
外
の
観
光
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
教
育
か
ら
学

ぶ
べ
き
点
も
多
い
。
観
光
学
研
究
の
国
際
化
や

企
業
や
地
域
と
連
携
し
た
ビ
ジ
ネ
ス
や
政
策
実

施
に
観
光
研
究
の
成
果
を
生
か
す
必
要
も
あ

る
。
ま
た
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
進
む
観
光
産
業

界
に
お
い
て
、
観
光
庁
の
様
々
な
取
り
組
み
に

あ
る
よ
う
に
、
高
度
な
観
光
経
営
人
材
育
成
も

必
要
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
地
域
観
光
の
役
割
を

理
解
し
、
観
光
ま
ち
づ
く
り
に
貢
献
で
き
る
住

民
の
リ
テ
ラ
シ
ー
養
成
と
し
て
観
光
を
学
ぶ
こ

と
も
期
待
さ
れ
る
。

　
そ
し
て
、
日
本
の
地
域
課
題
は
多
く
、
新
た

な
消
費
増
加
に
つ
な
が
る
交
流
人
口
の
創
出
や

地
域
資
源
を
活
か
し
た
新
ビ
ジ
ネ
ス
創
出
に
観

光
は
有
効
な
手
法
で
あ
る
た
め
、「
観
光
」
と

い
う
名
称
に
こ
だ
わ
ら
な
く
て
も
、
地
域
産
業

の
活
性
化
や
交
流
人
口
増
加
の
た
め
に
、
地
域

資
源
価
値
を
高
め
る
教
育
の
取
り
組
み
が
急
増

し
て
い
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
1
次
産
業
や

2
次
産
業
と
観
光
が
結
び
つ
き
、
生
ま
れ
る
地

域
ビ
ジ
ネ
ス
も
散
見
さ
れ
る
。

　
こ
の
地
域
の
多
く
の
政
策
課
題
と
そ
れ
関
す

る
多
く
の
素
材
は
、様
々
な
学
び
を
可
能
と
し
、

従
来
の
観
光
教
育
と
は
異
な
る
多
様
な
教
科
・

科
目
か
ら
観
光
に
対
す
る
ア
プ
ロ
ー
チ
を
可
能

と
す
る
。
つ
ま
り
、
従
来
の
「
観
光
教
育
」
の

よ
う
に
、学
校
や
教
員
、生
徒
達
が「
観
光
教
育
」

を
意
識
し
な
く
て
も
、「
地
域
素
材
で
観
光
を

学
ぶ
教
育
」
が
必
然
的
に
増
え
て
い
く
も
の
と

考
え
ら
れ
る
。
観
光
を
め
ぐ
る
グ
ロ
ー
バ
ル
な

動
き
とV

O
C

ID
-1

9

シ
ョ
ッ
ク
は
、
新
た
な

国
の
政
策
と
教
育
行
政
に
つ
な
が
り
、
地
域
課

題
に
向
き
合
う
学
校
の
取
り
組
み
を
求
め
て
い

く
だ
ろ
う
。
こ
の
現
状
か
ら
考
え
れ
ば
、
観
光

教
育
の
可
能
性
が
、
地
域
か
ら
広
が
っ
て
い
く

こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。
今
、
我
々
が
改
め
て
観

光
教
育
と
は
何
か
を
考
え
る
契
機
と
な
る
の
で

は
な
い
だ
ろ
か
。

持
続
可
能
性
、情
報
技
術
、哲
学

的
実
務
家
の
育
成
な
ど
と
い
っ
た

批
判
的
要
素
が
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の

導
入
と
し
て
盛
ん
に
議
論
さ
れ

る
よ
う
に
な
っ
た

Tribe

（
1
9
9
9)

が
観
光
学
に

つ
い
て
、カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
ビ
ジ
ネ

ス
的
な
も
の
と
そ
う
で
な
い
も
の

に
分
け
る
こ
と
を
提
案
し
た

多
く
の
国
で
、行
政
の
働
き
か
け

に
よ
り
ネ
オ
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
的
な

視
点
が
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
取
り
入

れ
ら
れ
た

教
育
の
中
心
が
ホ
ス
ピ
タ
リ
ティ

産
業
の
、と
く
に
ビ
ジ
ネ
ス
の
側

面
に
移
っ
た

観
光
教
育
機
関
は
産
業
志
向
に

な
り
、技
能
的
側
面
を
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
に
組
み
込
む
よ
う
に
な
っ
た

観
光
教
育
機
関
に
よ
る
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
開
発
に
は
産
業
界
の
視
点

が
取
り
入
れ
ら
れ
た

観
光
教
育
の
標
準
化
が
図
ら
れ

る
よ
う
に
な
っ
た

欧
米
に
お
け
る
観
光
教
育
は
職

業
訓
練
が
中
心
だ
っ
た

レ
ジ
ャ
ー・レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
学

が
観
光
学
に
統
合
さ
れ
た

観
光
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
方
向
性
が

話
し
合
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

観
光
学
に
つ
い
て
単
一
の
学
問
領

域
で
は
な
く
学
際
性
が
認
識
さ

れ
る
よ
う
に
な
っ
た

Tribe

（
2
0
0
5)

は
、観
光
学

の
枠
組
み
作
成
の
た
め
に「
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
ス
ペ
ー
ス
」と
い
う
概
念

を
提
唱
し
た

1990年まで
職業教育が中心

1990年代
ホスピタリティ産業
マネジメント教育志向

観光カリキュラム発達の過程と契機 （田中、宍戸、他　2016JSTHE） （Wattanacharoensil 2013より引用和訳）

2000年以降
実学偏重への批判
哲学的実務家

様
で
あ
る
。

　
観
光
庁
は
2
0
1
7
年
か
ら
小
中
高
等
学
校

等
に
お
け
る
観
光
教
育
事
業
に
取
り
組
み
始

め
、「
観
光
教
育
モ
デ
ル
事
業
案
」
や
「
教
員
向

け
の
指
導
案
」
を
作
成
し
た
。
し
か
し
、
取
り

組
み
を
通
し
て
、
様
々
な
形
で
観
光
教
育
が
行

わ
れ
て
い
る
こ
と
を
知
り
、2
0
2
0
年
に「
初
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光
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表 2 日本の観光教育の歴史（抜粋）

●富士屋ホテルトレーニングスクールの開校1930年

●国際ホテル学校（現在、東京YMCA国際ホテル専門学校）の開校1935年

●立教大学で「ホテル講座」開講（富士屋ホテル山口正造氏の寄附）1946年

●東洋大学短期大学「観光学科」開設 →2001年大学の国際観光学科へ　　1963年

●立教大学「社会学部観光学科」開設 （四年生大学で日本初）1967年

●鹿児島城西高校に「国際ホテル科」 →高校の観光教育のスタート1980年

●新学習指導要領で高校「総合学科」設置、観光類型や普通科コースが増加1994年

●日本観光ホスピタリティ教育学会（JSTHE）の設立2002年

●政府「観光立国懇談会」を開催
　→観光教育関連の大学開設を示唆 →観光系大学の急増
●新学習指導要領「総合的な学習の時間」「学校設定教科・科目」の導入、
　観光教育の多様化

2003年

●国立大学に観光学科開設 琉球大学・山口大学 他2005年

●観光庁「観光関連人材育成のための産官学連携検討会議」推進　　　　　　　　　　　　　　　　　　2007年

●観光庁「観光経営マネジメント研修」５大学で実施　
●高校生向けの観光振興プランコンテスト「観光甲子園」開始2009年

●文科省「産業界と連携した観光関連大学等の職業教育の評価・　
　認証システム構築プロジェクト」など観光人材育成への注目2010年

●観光庁主催「観光教育に関する学長・学部長等会議」の開催
●文科省「成長分野における中核的専門人材養成事業」に観光教育が例示2011年

●各省庁の観光政策と様々な観光人材育成事業、観光教育カリキュラムの検討
●専門職大学/短大における観光教育の可能性（2021年に1大学・1短大開校）　
●新学習指導要領高等学校商業科「観光ビジネス」（2022年以降年次進行で開始）
●観光庁「初等中等教育における観光教育の推進に関する協議会」設置　

近年の
トピック

●立教大学「観光学部観光学科」・大学院「観光学研究科」開設
　→2006年「交流文化学科」開設、2学科体制へ1998年

●バブル期に全国に観光系大学が設置されるようになる　
　＊観光系大学の増加　→その後学科改編による閉鎖等も続き、一時低迷
●公立高等学校に観光学科開設が続く（沖縄県立浦添商業高校「国際観光科」、他）

1980年
～90年代

tio
n

）
と
は
、
観
光
の
持
続
可
能
な
発
展
を
支

え
る
人
材
育
成
を
目
的
と
す
る
教
育
」
と
定
義

さ
れ
る
が
、
実
際
に
は
観
光
人
材
育
成
だ
け
が

観
光
教
育
で
は
な
い
。
観
光
は
広
く
社
会
に
浸

透
し
、
旅
す
る
意
味
や
人
々
の
交
流
、
ま
ち
づ

く
り
と
の
関
り
ま
で
含
め
る
と
、
現
代
社
会
に

お
け
る
観
光
の
健
全
な
発
展
や
そ
れ
に
関
わ
る

様
々
な
事
象
を
題
材
に
学
べ
る
こ
と
か
ら
、
観

光
は
幅
広
い
教
育
的
意
義
を
有
し
て
い
る
。

　
観
光
の
発
展
を
支
え
る
人
材
育
成
を
目
的
に

教
育
を
行
う
こ
と
は
、「
観
光
を
学
ぶ
」
こ
と

で
あ
り
、こ
れ
が
一
般
的
に
認
識
し
や
す
い「
観

光
教
育
」
で
あ
る
。
こ
の
「
観
光
教
育
」
は
、①

幅
広
い
観
光
事
業
に
従
事
す
る
人
材
育
成
を
行

う
「
観
光
の
実
務
教
育
」
と
、②
現
代
社
会
を
生

き
る
人
々
が
観
光
の
意
義
を
知
り
、
よ
り
豊
か

に
生
き
る
た
め
に
観
光
が
ど
う
あ
る
べ
き
か
を

学
ぶ
「
観
光
の
基
礎
教
育
」
の
2
つ
が
あ
る
。

一
方
で
、
他
の
教
育
目
標
の
達
成
が
主
で
あ
る

場
合
に
、
課
題
解
決
の
手
段
と
し
て
観
光
に
注

目
し
、「
観
光
で
学
ぶ
」
こ
と
に
な
り
、
こ
れ

を
「
教
育
観
光
（ed

u
catio

n
al to

u
rism

」

と
呼
ぶ
。（
図
1
）

（
２
）
観
光
政
策
と
観
光
教
育

　
観
光
立
国
推
進
は
、
主
に
経
済
発
展
と
観
光

の
成
長
を
支
え
る
人
材
を
求
め
、「
観
光
の
実

務
教
育
」
に
注
目
が
集
ま
る
が
、
諸
事
象
が
観

光
と
の
関
り
を
深
め
れ
ば
、
様
々
な
教
育
題
材

と
し
て
、
観
光
の
活
用
機
会
も
増
え
る
。
結
果

と
し
て
、
観
光
教
育
に
関
す
る
議
論
は
増
え
る

が
、
そ
も
そ
も
「
観
光
教
育
と
は
何
か
」
に
対

す
る
理
解
が
深
ま
ら
な
い
ま
ま
、
異
な
る
立
場

で
論
じ
ら
れ
る
こ
と
も
多
い
。
観
光
教
育
の
議

論
を
進
め
る
た
め
に
は
、
ま
ず
は
観
光
教
育
の

定
義
を
明
確
に
す
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
教
育
学
者
の
マ
イ
ケ
ル
・
W
・
ア
ッ
プ
ル
は
、

「
国
家
が
教
育
に
関
与
し
、
権
力
が
教
育
の
正

当
性
を
蓄
積
す
る
」
と
指
摘
し
た
（
注
3
）。
日

本
で
は
、
文
部
科
学
省
が
教
育
の
所
管
行
政
機

関
と
し
て
、
教
育
行
政
を
担
っ
て
い
る
。
国
は

社
会
の
変
化
や
ニ
ー
ズ
を
取
り
込
み
、
時
代
に

適
応
で
き
る
教
育
行
政
が
民
主
的
に
行
わ
れ
る

と
期
待
す
る
が
、
政
府
が
、
国
家
権
力
を
行
使

し
、
進
む
べ
き
方
向
に
合
わ
せ
た
教
育
に
取
り

組
ん
で
い
る
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。
戦
前
の
教

育
思
想
や
様
々
な
教
育
改
革
へ
の
批
判
か
ら
も

省
み
れ
ば
、
国
家
権
力
が
教
育
を
常
に
正
し
い

方
向
に
導
く
保
証
は
な
く
、
社
会
で
行
わ
れ
る

教
育
の
必
要
性
や
正
当
性
も
本
来
十
分
吟
味
す

べ
き
で
あ
る
。

　
観
光
教
育
に
つ
い
て
も
、
国
家
が
観
光
を
ど

の
よ
う
に
認
識
し
、
政
策
に
位
置
づ
け
実
行
し

て
い
る
の
か
、
そ
の
変
遷
に
目
を
向
け
る
と
、

観
光
教
育
が
観
光
政
策
と
深
く
か
か
わ
っ
て
き

た
こ
と
が
わ
か
る
。
一
方
で
、
主
に
観
光
行
政

を
所
管
す
る
観
光
庁
な
ど
の
関
連
機
関
と
教
育

を
所
管
す
る
文
部
科
学
省
の
観
光
教
育
に
対
す

る
考
え
は
、
必
ず
し
も
同
じ
で
な
く
、
そ
れ
ぞ

れ
の
施
策
を
基
盤
に
す
る
た
め
、
十
分
に
連
携

が
取
れ
て
い
る
状
況
に
な
い
こ
と
も
推
察
さ
れ

る
。

　
筆
者
は
、
観
光
教
育
を
研
究
し
、
教
育
に
も

携
わ
る
立
場
か
ら
、
観
光
教
育
に
関
す
る
政
策

を
見
て
き
た
が
、
観
光
教
育
の
本
質
的
な
意
義

や
役
割
を
踏
ま
え
、
客
観
的
で
論
理
的
な
視
点

で
議
論
さ
れ
て
き
た
と
は
言
え
な
い
点
が
あ
る

と
考
え
る
。
観
光
教
育
そ
の
も
の
が
、
社
会
の

変
化
や
国
や
地
域
が
示
す
観
光
政
策
に
寄
り
添

い
つ
つ
、
実
際
に
は
、
議
論
が
不
十
分
な
ま
ま
、

現
在
に
至
っ
た
可
能
性
も
高
い
。

（
１
）
観
光
教
育
の
変
遷

　
1
8
9
3
年
に
ス
イ
ス
の
ロ
ー
ザ
ン
ヌ
ホ
テ

ル
ス
ク
ー
ル
が
開
校
し
、
さ
ら
に
1
9
2
2
年

に
ア
メ
リ
カ
の
コ
ー
ネ
ル
大
学
が
ホ
テ
ル
の
経

営
教
育
に
着
手
し
た
こ
と
か
ら
わ
か
る
よ
う

に
、
海
外
の
観
光
教
育
事
例
と
し
て
、
ホ
ス
ピ

タ
リ
テ
ィ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
教
育
が
取
り
上
げ
ら

れ
る
こ
と
が
多
い
。

　
日
本
の
観
光
教
育
は
、
1
9
3
0
年
に
富
士

屋
ホ
テ
ル
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ス
ク
ー
ル
が
開
校
し

た
こ
と
に
始
ま
り
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催

に
向
け
、1
9
3
5
年
に
国
際
ホ
テ
ル
学
校（
現

在
、
東
京
Y
M
C
A
国
際
ホ
テ
ル
学
校
）
が
開

校
し
た
。
立
教
大
学
は
、
1
9
4
6
年
に
「
ホ

テ
ル
講
座
」
を
開
講
し
、
1
9
6
6
年
に
社
会

学
部
産
業
関
係
学
科
「
ホ
テ
ル
・
観
光
コ
ー
ス
」

を
設
置
、
1
9
6
7
年
に
社
会
学
部
観
光
学
科

を
開
設
し
た
。
1
9
8
7
年
に
総
合
保
養
地
域

整
備
法
が
制
定
さ
れ
る
と
、
全
国
の
複
数
大
学

で
観
光
系
学
科
が
開
設
さ
れ
る
が
、
バ
ブ
ル
経

済
の
崩
壊
後
、
広
が
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

　
し
か
し
、
2
0
0
0
年
代
の
観
光
立
国
推
進

に
よ
り
、
国
が
観
光
教
育
に
言
及
す
る
機
会
も

増
え
、
大
学
の
観
光
系
学
部
・
学
科
の
開
設
が

相
次
ぎ
、
国
公
立
大
学
で
も
観
光
学
部
や
学
科

が
開
設
さ
れ
て
い
く
。（
公
財
）
日
本
交
通
公

社
（
2
0
2
0
）
の
「
旅
行
年
報
2
0
2
0
」
に

よ
れ
ば
、「
観
光
」「
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
」「
ツ
ー

リ
ズ
ム
」
な
ど
を
学
部
・
学
科
名
称
に
持
つ
大

学
は
、
43
大
学
で
あ
る
。
こ
れ
に
コ
ー
ス
名
や

観
光
関
連
科
目
を
開
講
す
る
大
学
を
含
め
れ

ば
、
1
0
0
を
大
き
く
越
え
、
大
学
で
観
光
を

学
ぶ
こ
と
は
珍
し
く
な
く
な
っ
た
。
ま
た
、
バ

ブ
ル
経
済
期
に
は
、
高
校
の
専
門
学
科
で
も
地

域
人
材
育
成
の
た
め
観
光
学
科
の
開
設
が
始
ま

る
が
、バ
ブ
ル
崩
壊
後
拡
大
に
至
ら
な
か
っ
た
。

し
か
し
、
2
0
0
3
年
の
文
部
科
学
省
の
学
習

指
導
要
領
改
訂
で
「
総
合
的
な
学
習
の
時
間
」

「
学
校
設
定
教
科
・
科
目
の
設
定
」
が
指
針
と

な
る
と
、専
門
学
科
の
観
光
教
育
だ
け
で
な
く
、

普
通
科
の
観
光
コ
ー
ス
導
入
や
学
校
独
自
の
観

光
科
目
設
置
、
さ
ら
に
「
総
合
的
な
学
習
の
時

間
」
に
お
い
て
、
観
光
を
題
材
と
す
る
教
育
が

多
く
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。

　
政
府
も
2
0
0
8
年
観
光
庁
の
発
足
以
降
、

観
光
関
連
大
学
と
の
会
議
や
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
や
観
光
経
営
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
教
育
の
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
開
発
、
さ
ら
に
は
産
学
連
携
に
よ
る
観

光
産
業
の
経
営
人
材
育
成
と
し
て
、
京
都
大
学

や
一
橋
大
学
に
観
光
M
B
A
コ
ー
ス
を
開
設
し

た
。
観
光
庁
の
視
点
は
、
観
光
産
業
や
地
域
の

観
光
人
材
育
成
に
あ
り
、
観
光
産
業
の
担
い
手

を
「
観
光
産
業
を
リ
ー
ド
す
る
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル

の
経
営
人
材
」
か
ら
「
観
光
の
中
核
を
担
う
人

材
」、
さ
ら
に
は
「
即
戦
力
と
な
る
地
域
の
実

践
的
な
観
光
人
材
」
の
3
層
構
造
で
捉
え
て
い

る
。
こ
の
他
も
含
め
て
、
観
光
産
業
や
地
域
観

光
の
振
興
に
向
け
て
、
観
光
庁
に
よ
る
観
光
教

育
や
人
材
育
成
へ
の
施
策
が
目
立
つ
状
況
に
な

っ
た
。（
表
2
）

（
２
）
観
光
教
育
と
教
育
研
究

　
海
外
の
観
光
教
育
研
究
は
、
先
に
述
べ
た
よ

う
に
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
教
育
分

野
で
進
ん
だ
が
、
近
年
は
観
光
教
育
の
意
義
を

考
え
る
立
場
か
ら
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
哲
学
や
社

会
学
と
い
っ
た
批
判
的
な
学
問
を
導
入
し
、
持

続
可
能
性
や
情
報
技
術
、
さ
ら
に
は
哲
学
的
実

務
家
の
育
成
な
ど
も
構
想
し
た
幅
広
い
視
点
か

ら
教
育
を
考
え
る
認
識
も
見
ら
れ
る
。（
注
4
、

図
2
）グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
進
む
社
会
に
お
い
て
、

国
は
、
ア
メ
リ
カ
の
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
教
育
を
手
本
に
経
営
人
材
育
成
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
検
討
な
ど
の
取
り
組
み
を
進
め
る
が
、

日
本
の
観
光
教
育
全
体
を
俯
瞰
し
、
日
本
の
観

光
関
連
産
業
や
地
域
、
さ
ら
に
は
社
会
制
度
や

教
育
制
度
を
踏
ま
え
て
、
十
分
な
議
論
が
行
わ

れ
て
き
た
と
は
言
え
ず
、
限
定
さ
れ
た
問
題
意

識
と
価
値
観
か
ら
試
験
的
実
践
が
積
み
重
な
っ

て
き
た
の
が
現
状
で
あ
る
。

（
１
）
観
光
教
育
の
転
換
点

　
観
光
立
国
の
た
め
の
観
光
実
務
教
育
の
進
展

に
は
、
大
学
・
短
大
や
専
門
学
校
、
高
等
学
校

の
専
門
学
科
に
お
け
る
教
育
が
重
要
で
あ
る

が
、
観
光
ま
ち
づ
く
り
や
旅
人
の
視
点
で
見
る

観
光
基
礎
教
育
も
含
め
れ
ば
、
高
校
普
通
科
や

小
・
中
学
校
の
幅
広
い
学
び
に
お
い
て
も
観
光

教
育
が
展
開
で
き
る
。
さ
ら
に
、
観
光
が
持
つ

教
育
効
果
を
生
か
し
た
「
教
育
観
光
」
も
含
め

れ
ば
、
観
光
が
も
つ
教
育
価
値
は
、
非
常
に
多

等
中
等
教
育
に
お
け
る
観
光
教
育
の
推
進
に
関

す
る
協
議
会
」
を
設
置
し
、
観
光
教
育
の
意
義

を
あ
ら
た
め
て
確
認
し
、
目
的
・
方
向
性
の
共

有
と
普
及
に
向
け
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
開
発
に
着
手

し
て
い
る
。
こ
の
議
論
に
お
い
て
は
、
初
等
中

等
教
育
に
お
け
る
観
光
教
育
が
、
ど
の
よ
う
に

観
光
に
貢
献
出
来
る
か
と
い
う
従
来
の
視
点
も

あ
る
が
、
観
光
が
持
つ
力
が
幅
広
い
世
代
の
学

び
に
ど
の
よ
う
に
貢
献
で
き
る
か
、
そ
の
た
め

の
観
光
の
教
育
効
果
を
考
え
る
と
い
う
根
源
的

問
い
も
見
ら
れ
る
。（
注
5
、
図
3
）

　
教
育
所
管
の
文
部
科
学
省
は
、
観
光
教
育
に

対
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
は
踏
み
込
ん
だ
施
策
を

示
し
て
こ
な
か
っ
た
。
前
述
の
通
り
、
高
校
で

（
１
）
観
光
教
育
と
は
何
か

　
近
年
の
観
光
立
国
政
策
に
お
け
る
イ
ン
バ
ウ

ン
ド
誘
致
や
地
域
創
生
の
取
り
組
み
の
様
々
な

場
面
で
、
観
光
教
育
に
対
す
る
ニ
ー
ズ
が
高
ま

り
、そ
れ
に
関
す
る
議
論
が
活
発
化
し
て
い
る
。

学
術
論
文
検
索
シ
ス
テ
ム
のC

iN
ii

（
注
１
）
や

国
の
競
争
的
研
究
資
金
「
科
学
研
究
費
補
助
金

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」（
注
2
）
に
お
い
て
、「
観
光
教

育
」
等
の
関
連
用
語
を
含
む
研
究
課
題
を
検
索

し
た
結
果
を
表
1
に
ま
と
め
た
。C

iN
ii

に
お

い
て
は
、
観
光
教
育
関
連
の
研
究
は
2
0
0
0

年
代
に
入
り
増
加
す
る
。
専
門
誌
の
特
集
記
事

に
よ
る
件
数
の
増
加
や
「
日
本
観
光
ホ
ス
ピ
タ

リ
テ
ィ
教
育
学
会
」
の
機
関
誌
が
2
0
0
6
年

以
降
発
行
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
影
響
も
大
き

い
。
一
方
で
、
観
光
教
育
が
、
科
学
研
究
費
の

主
題
と
し
て
採
択
さ
れ
る
例
は
非
常
に
少
な

い
。
複
数
の
観
光
系
学
会
に
お
い
て
、
様
々
な

観
光
教
育
研
究
が
見
ら
れ
る
が
、
教
育
機
関
の

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
や
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
な
ど
教

育
内
容
を
論
じ
る
も
の
が
多
く
、
観
光
教
育
の

社
会
に
お
け
る
役
割
や
、
国
・
地
域
の
観
光
政

策
と
の
関
係
、
さ
ら
に
は
産
業
界
と
教
育
機
関

の
連
携
や
接
続
を
論
じ
る
研
究
は
少
な
く
、
現

代
社
会
に
お
け
る
観
光
教
育
を
俯
瞰
す
る
学
術

的
研
究
は
非
常
に
少
な
い
の
が
実
態
で
あ
る
。

　
一
般
的
に
「
観
光
教
育
（tourism

 ed
u
ca

も
観
光
教
育
は
行
わ
れ
て
い
る
が
、
観
光
地
域

の
人
材
育
成
と
少
子
化
に
お
け
る
学
校
の
生
き

残
り
に
対
応
し
て
、
特
定
地
域
や
学
校
で
行
う

特
別
な
教
育
で
あ
り
、
国
と
し
て
観
光
教
育
を

認
識
し
、
広
く
教
育
と
し
て
展
開
す
る
と
い
う

考
え
は
な
か
っ
た
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
下
で
、
2
0
2
2
年
か
ら

導
入
さ
れ
る
高
等
学
校
の
新
学
習
指
導
要
領
の

商
業
科
目
に
「
観
光
ビ
ジ
ネ
ス
」
が
開
設
さ
れ

る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
標
準
科
目

と
し
て
、
全
国
の
商
業
高
校
や
商
業
科
目
を
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
に
配
置
す
る
学
校
で
導
入
が
進
む

こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。「
観
光
ビ
ジ
ネ
ス
」
の

検
定
教
科
書
も
発
行
さ
れ
る
見
込
み
で
あ
る
。

筆
者
が
知
る
限
り
で
も
、
各
都
道
府
県
に
あ
る

商
業
教
育
研
究
会
で
「
観
光
ビ
ジ
ネ
ス
を
ど
の

よ
う
に
進
め
る
か
」
を
議
論
す
る
ケ
ー
ス
が
散

見
さ
れ
る
。

　
し
か
し
、
学
習
指
導
要
領
は
お
よ
そ
10
年
で

改
訂
さ
れ
る
。
次
回
以
降
「
観
光
ビ
ジ
ネ
ス
」

が
継
続
す
る
か
未
定
で
あ
り
、
そ
の
継
続
は
今

後
の
教
育
成
果
に
か
か
っ
て
い
る
。

　「
観
光
ビ
ジ
ネ
ス
」
教
育
の
詳
細
は
、
各
都

道
府
県
や
学
校
が
決
定
す
る
が
、
2
〜
3
年
次

に
お
い
て
2
〜
4
単
位
で
履
修
す
る
こ
と
が
想

定
さ
れ
る
。
科
目
の
目
標
は
、「
商
業
の
見
方
・

考
え
方
を
働
か
せ
、
実
践
的
・
体
験
的
な
学
習

活
動
を
行
う
こ
と
な
ど
を
通
し
て
，
観
光
ビ
ジ

ネ
ス
の
展
開
に
必
要
な
資
質
・
能
力
を
次
の
と

お
り
育
成
す
る
こ
と
を
目
指
す
」
も
の
で
、
具

体
的
な
内
容
と
し
て
は
、①
観
光
と
ビ
ジ
ネ
ス
、

②
観
光
資
源
と
観
光
政
策
、③
観
光
ビ
ジ
ネ
ス

と
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
、④
観
光
ビ
ジ
ネ
ス
の
展

開
と
効
果
、
な
ど
の
資
質
・
能
力
を
身
に
付
け

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
指
導
す
る
と
さ
れ
て
い

る
。

　
商
業
科
の
20
の
専
門
科
目
の
ひ
と
つ
と
し

て
、「
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
分
野
」
に
位
置
づ
け

ら
れ
る
た
め
、「
観
光
の
実
務
教
育
」
を
推
進

す
る
取
り
組
み
と
な
る
だ
ろ
う
。（
注
6
）

（
２
）
地
域
の
学
び
と
し
て
の
観
光
教
育

　
観
光
学
は
学
際
的
な
学
問
と
し
て
、
観
光
学

部
を
除
け
ば
、
大
学
の
様
々
な
学
部
内
に
位
置

づ
け
ら
れ
て
い
る
。
近
年
大
学
で
は
、
グ
ロ
ー

バ
ル
社
会
に
対
応
す
る
国
際
系
学
部
学
科
の

新
設
が
増
加
し
て
い
た
が
、
同
時
に
地
域
に

目
を
向
け
た
学
部
学
科
も
増
加
し
て
い
る
。

2
0
1
6
年
度
か
ら
国
の
運
営
費
交
付
金
の
重

点
支
援
の
1
つ
と
し
て
、「
人
材
育
成
や
地
域

課
題
を
解
決
す
る
取
組
な
ど
を
通
じ
て
地
域
に

貢
献
す
る
取
組
と
と
も
に
、
専
門
分
野
の
特
性

に
配
慮
し
つ
つ
、
強
み
・
特
色
の
あ
る
分
野
で

世
界
な
い
し
全
国
的
な
教
育
研
究
を
推
進
す
る

取
組
等
を
第
3
期
の
機
能
強
化
の
中
核
と
す
る

国
立
大
学
を
重
点
的
に
支
援
す
る
」
こ
と
が
提

示
さ
れ
た
。
内
閣
府
も
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご

と
創
生
基
本
方
針
2
0
2
1
」
で
「
魅
力
あ
る

地
方
大
学
の
創
出
」
を
掲
げ
、
地
域
の
産
業
振

興
や
人
材
育
成
に
注
力
す
る
。
地
方
大
学
で
、

地
域
の
魅
力
を
研
究
す
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が
増

え
れ
ば
、
観
光
系
学
部
学
科
以
外
の
学
部
学
科

で
も
、
地
域
を
素
材
に
学
ぶ
機
会
が
増
え
、
観

光
関
連
の
名
称
を
も
た
ず
と
も
観
光
関
連
の
知

識
や
技
能
を
修
得
し
、
知
見
を
活
か
す
機
会
に

つ
な
が
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
つ
ま
り
、
地
方
大
学
に
お
い
て
は
、
観
光
産

業
志
向
の
実
務
教
育
と
し
て
の
観
光
教
育
だ
け

で
は
な
く
、
地
域
課
題
に
向
き
合
う
手
段
と
し

て
観
光
教
育
に
取
り
組
む
こ
と
が
増
え
る
こ
と

が
期
待
さ
れ
る
。
現
在
感
染
が
拡
大
す
る
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
（C

O
V
ID

-1
9

）
で

観
光
産
業
が
打
撃
を
受
け
て
い
る
が
、
地
域
課

題
の
解
決
に
取
り
組
む
こ
と
は
、
観
光
教
育
が

も
と
も
と
持
っ
て
い
る
重
要
な
視
点
で
あ
る
。

地
域
で
の
交
流
人
口
の
増
加
や
産
業
の
活
性

化
に
観
光
視
点
か
ら
取
り
組
む
事
例
は
、

C
O

V
ID

-1
9

の
影
響
で
も
減
少
す
る
こ
と
は

な
い
だ
ろ
う
。
時
代
の
潮
流
に
し
っ
か
り
と
向

き
合
え
ば
、
地
域
に
お
い
て
観
光
教
育
の
議
論

は
継
続
す
る
も
の
と
期
待
さ
れ
る
。

　
2
0
2
0
年
に
世
界
に
感
染
拡
大
し
た

C
O

V
ID

-1
9

は
、
観
光
教
育
に
多
く
の
課
題

を
も
た
ら
し
て
い
る
。
筆
者
が
考
え
る
だ
け
で

も
、
以
下
4
点
が
挙
げ
ら
れ
る
。

①
 
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
で
、
教
員
達
は
様
々
な

工
夫
を
行
っ
た
が
、観
光
現
場
の
視
察
や
調
査
、

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
な
ど
学
外
活
動
に
つ
い
て

は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
代
用
す
る
こ
と
は
困
難
で

あ
る
こ
と

②
 
観
光
を
学
ぶ
学
生
達
の
目
標
の
ひ
と
つ
で

あ
る
観
光
業
の
採
用
中
止
が
見
ら
れ
、
他
分
野

を
模
索
す
る
学
生
が
増
加
。
下
級
生
た
ち
も
不

安
を
抱
え
、
動
機
づ
け
が
困
難
で
あ
る
こ
と

③
 
近
年
は
大
学
の
観
光
系
学
部
・
学
科
開
設

が
急
増
し
、
受
験
希
望
者
も
増
え
た
が
、

C
O

V
ID

-1
9

に
よ
る
将
来
不
安
で
、
多
く
の

大
学
で
受
験
者
数
が
激
減
し
て
い
る
こ
と

④
 
新
た
な
観
光
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
形
で
、

観
光
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
は
変
化
し
て
き
た

が
、C

O
V
ID

-1
9

に
よ
り
オ
ン
ラ
イ
ン
ビ
ジ

ネ
ス
や
新
た
な
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
へ
の
対
応
が

急
務
と
な
り
、
観
光
マ
ー
ケ
ッ
ト
や
ビ
ジ
ネ
ス

モ
デ
ル
は
大
き
く
変
化
し
、
新
た
な
観
光
教
育

の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
開
発
が
求
め
ら
れ
る
こ
と

　
他
の
論
点
も
含
め
て
、
観
光
教
育
関
係
者
と

し
て
、
当
然
生
じ
て
く
る
社
会
の
変
化
や
要
請

だ
け
で
な
く
、C

O
V
ID

-1
9

後
の
観
光
教
育

に
つ
い
て
、改
め
て
議
論
す
る
必
要
性
が
あ
る
。

同
時
に
、C

O
V
ID

-1
9

は
観
光
産
業
だ
け
で

な
く
、
新
た
な
観
光
の
価
値
を
見
出
す
と
も
考

え
ら
れ
る
。
観
光
の
人
材
育
成
や
観
光
と
関
わ

る
教
育
も
、
社
会
の
動
向
に
対
応
す
る
形
で
、

ど
う
あ
る
べ
き
か
今
問
わ
れ
て
い
る
と
言
え
よ

う
。

　
海
外
の
観
光
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
教
育
か
ら
学

ぶ
べ
き
点
も
多
い
。
観
光
学
研
究
の
国
際
化
や

企
業
や
地
域
と
連
携
し
た
ビ
ジ
ネ
ス
や
政
策
実

施
に
観
光
研
究
の
成
果
を
生
か
す
必
要
も
あ

る
。
ま
た
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
進
む
観
光
産
業

界
に
お
い
て
、
観
光
庁
の
様
々
な
取
り
組
み
に

あ
る
よ
う
に
、
高
度
な
観
光
経
営
人
材
育
成
も

必
要
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
地
域
観
光
の
役
割
を

理
解
し
、
観
光
ま
ち
づ
く
り
に
貢
献
で
き
る
住

民
の
リ
テ
ラ
シ
ー
養
成
と
し
て
観
光
を
学
ぶ
こ

と
も
期
待
さ
れ
る
。

　
そ
し
て
、
日
本
の
地
域
課
題
は
多
く
、
新
た

な
消
費
増
加
に
つ
な
が
る
交
流
人
口
の
創
出
や

地
域
資
源
を
活
か
し
た
新
ビ
ジ
ネ
ス
創
出
に
観

光
は
有
効
な
手
法
で
あ
る
た
め
、「
観
光
」
と

い
う
名
称
に
こ
だ
わ
ら
な
く
て
も
、
地
域
産
業

の
活
性
化
や
交
流
人
口
増
加
の
た
め
に
、
地
域

資
源
価
値
を
高
め
る
教
育
の
取
り
組
み
が
急
増

し
て
い
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
1
次
産
業
や

2
次
産
業
と
観
光
が
結
び
つ
き
、
生
ま
れ
る
地

域
ビ
ジ
ネ
ス
も
散
見
さ
れ
る
。

　
こ
の
地
域
の
多
く
の
政
策
課
題
と
そ
れ
関
す

る
多
く
の
素
材
は
、様
々
な
学
び
を
可
能
と
し
、

従
来
の
観
光
教
育
と
は
異
な
る
多
様
な
教
科
・

科
目
か
ら
観
光
に
対
す
る
ア
プ
ロ
ー
チ
を
可
能

と
す
る
。
つ
ま
り
、
従
来
の
「
観
光
教
育
」
の

よ
う
に
、学
校
や
教
員
、生
徒
達
が「
観
光
教
育
」

を
意
識
し
な
く
て
も
、「
地
域
素
材
で
観
光
を

学
ぶ
教
育
」
が
必
然
的
に
増
え
て
い
く
も
の
と

考
え
ら
れ
る
。
観
光
を
め
ぐ
る
グ
ロ
ー
バ
ル
な

動
き
とV

O
C

ID
-1

9

シ
ョ
ッ
ク
は
、
新
た
な

国
の
政
策
と
教
育
行
政
に
つ
な
が
り
、
地
域
課

題
に
向
き
合
う
学
校
の
取
り
組
み
を
求
め
て
い

く
だ
ろ
う
。
こ
の
現
状
か
ら
考
え
れ
ば
、
観
光

教
育
の
可
能
性
が
、
地
域
か
ら
広
が
っ
て
い
く

こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。
今
、
我
々
が
改
め
て
観

光
教
育
と
は
何
か
を
考
え
る
契
機
と
な
る
の
で

は
な
い
だ
ろ
か
。

様
で
あ
る
。

　
観
光
庁
は
2
0
1
7
年
か
ら
小
中
高
等
学
校

等
に
お
け
る
観
光
教
育
事
業
に
取
り
組
み
始

め
、「
観
光
教
育
モ
デ
ル
事
業
案
」
や
「
教
員
向

け
の
指
導
案
」
を
作
成
し
た
。
し
か
し
、
取
り

組
み
を
通
し
て
、
様
々
な
形
で
観
光
教
育
が
行

わ
れ
て
い
る
こ
と
を
知
り
、2
0
2
0
年
に「
初

4
観
光
教
育
は

ど
こ
に
向
か
う
か

3
観
光
教
育
を
問
い
直
す

現代社会における観光教育の役割を考える2

12



表 2 日本の観光教育の歴史（抜粋）

●富士屋ホテルトレーニングスクールの開校1930年

●国際ホテル学校（現在、東京YMCA国際ホテル専門学校）の開校1935年

●立教大学で「ホテル講座」開講（富士屋ホテル山口正造氏の寄附）1946年

●東洋大学短期大学「観光学科」開設 →2001年大学の国際観光学科へ　　1963年

●立教大学「社会学部観光学科」開設 （四年生大学で日本初）1967年

●鹿児島城西高校に「国際ホテル科」 →高校の観光教育のスタート1980年

●新学習指導要領で高校「総合学科」設置、観光類型や普通科コースが増加1994年

●日本観光ホスピタリティ教育学会（JSTHE）の設立2002年

●政府「観光立国懇談会」を開催
　→観光教育関連の大学開設を示唆 →観光系大学の急増
●新学習指導要領「総合的な学習の時間」「学校設定教科・科目」の導入、
　観光教育の多様化

2003年

●国立大学に観光学科開設 琉球大学・山口大学 他2005年

●観光庁「観光関連人材育成のための産官学連携検討会議」推進　　　　　　　　　　　　　　　　　　2007年

●観光庁「観光経営マネジメント研修」５大学で実施　
●高校生向けの観光振興プランコンテスト「観光甲子園」開始2009年

●文科省「産業界と連携した観光関連大学等の職業教育の評価・　
　認証システム構築プロジェクト」など観光人材育成への注目2010年

●観光庁主催「観光教育に関する学長・学部長等会議」の開催
●文科省「成長分野における中核的専門人材養成事業」に観光教育が例示2011年

●各省庁の観光政策と様々な観光人材育成事業、観光教育カリキュラムの検討
●専門職大学/短大における観光教育の可能性（2021年に1大学・1短大開校）　
●新学習指導要領高等学校商業科「観光ビジネス」（2022年以降年次進行で開始）
●観光庁「初等中等教育における観光教育の推進に関する協議会」設置　

近年の
トピック

●立教大学「観光学部観光学科」・大学院「観光学研究科」開設
　→2006年「交流文化学科」開設、2学科体制へ1998年

●バブル期に全国に観光系大学が設置されるようになる　
　＊観光系大学の増加　→その後学科改編による閉鎖等も続き、一時低迷
●公立高等学校に観光学科開設が続く（沖縄県立浦添商業高校「国際観光科」、他）

1980年
～90年代

tio
n

）
と
は
、
観
光
の
持
続
可
能
な
発
展
を
支

え
る
人
材
育
成
を
目
的
と
す
る
教
育
」
と
定
義

さ
れ
る
が
、
実
際
に
は
観
光
人
材
育
成
だ
け
が

観
光
教
育
で
は
な
い
。
観
光
は
広
く
社
会
に
浸

透
し
、
旅
す
る
意
味
や
人
々
の
交
流
、
ま
ち
づ

く
り
と
の
関
り
ま
で
含
め
る
と
、
現
代
社
会
に

お
け
る
観
光
の
健
全
な
発
展
や
そ
れ
に
関
わ
る

様
々
な
事
象
を
題
材
に
学
べ
る
こ
と
か
ら
、
観

光
は
幅
広
い
教
育
的
意
義
を
有
し
て
い
る
。

　
観
光
の
発
展
を
支
え
る
人
材
育
成
を
目
的
に

教
育
を
行
う
こ
と
は
、「
観
光
を
学
ぶ
」
こ
と

で
あ
り
、こ
れ
が
一
般
的
に
認
識
し
や
す
い「
観

光
教
育
」
で
あ
る
。
こ
の
「
観
光
教
育
」
は
、①

幅
広
い
観
光
事
業
に
従
事
す
る
人
材
育
成
を
行

う
「
観
光
の
実
務
教
育
」
と
、②
現
代
社
会
を
生

き
る
人
々
が
観
光
の
意
義
を
知
り
、
よ
り
豊
か

に
生
き
る
た
め
に
観
光
が
ど
う
あ
る
べ
き
か
を

学
ぶ
「
観
光
の
基
礎
教
育
」
の
2
つ
が
あ
る
。

一
方
で
、
他
の
教
育
目
標
の
達
成
が
主
で
あ
る

場
合
に
、
課
題
解
決
の
手
段
と
し
て
観
光
に
注

目
し
、「
観
光
で
学
ぶ
」
こ
と
に
な
り
、
こ
れ

を
「
教
育
観
光
（ed

u
catio

n
al to

u
rism

」

と
呼
ぶ
。（
図
1
）

（
２
）
観
光
政
策
と
観
光
教
育

　
観
光
立
国
推
進
は
、
主
に
経
済
発
展
と
観
光

の
成
長
を
支
え
る
人
材
を
求
め
、「
観
光
の
実

務
教
育
」
に
注
目
が
集
ま
る
が
、
諸
事
象
が
観

光
と
の
関
り
を
深
め
れ
ば
、
様
々
な
教
育
題
材

と
し
て
、
観
光
の
活
用
機
会
も
増
え
る
。
結
果

と
し
て
、
観
光
教
育
に
関
す
る
議
論
は
増
え
る

が
、
そ
も
そ
も
「
観
光
教
育
と
は
何
か
」
に
対

す
る
理
解
が
深
ま
ら
な
い
ま
ま
、
異
な
る
立
場

で
論
じ
ら
れ
る
こ
と
も
多
い
。
観
光
教
育
の
議

論
を
進
め
る
た
め
に
は
、
ま
ず
は
観
光
教
育
の

定
義
を
明
確
に
す
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
教
育
学
者
の
マ
イ
ケ
ル
・
W
・
ア
ッ
プ
ル
は
、

「
国
家
が
教
育
に
関
与
し
、
権
力
が
教
育
の
正

当
性
を
蓄
積
す
る
」
と
指
摘
し
た
（
注
3
）。
日

本
で
は
、
文
部
科
学
省
が
教
育
の
所
管
行
政
機

関
と
し
て
、
教
育
行
政
を
担
っ
て
い
る
。
国
は

社
会
の
変
化
や
ニ
ー
ズ
を
取
り
込
み
、
時
代
に

適
応
で
き
る
教
育
行
政
が
民
主
的
に
行
わ
れ
る

と
期
待
す
る
が
、
政
府
が
、
国
家
権
力
を
行
使

し
、
進
む
べ
き
方
向
に
合
わ
せ
た
教
育
に
取
り

組
ん
で
い
る
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。
戦
前
の
教

育
思
想
や
様
々
な
教
育
改
革
へ
の
批
判
か
ら
も

省
み
れ
ば
、
国
家
権
力
が
教
育
を
常
に
正
し
い

方
向
に
導
く
保
証
は
な
く
、
社
会
で
行
わ
れ
る

教
育
の
必
要
性
や
正
当
性
も
本
来
十
分
吟
味
す

べ
き
で
あ
る
。

　
観
光
教
育
に
つ
い
て
も
、
国
家
が
観
光
を
ど

の
よ
う
に
認
識
し
、
政
策
に
位
置
づ
け
実
行
し

て
い
る
の
か
、
そ
の
変
遷
に
目
を
向
け
る
と
、

観
光
教
育
が
観
光
政
策
と
深
く
か
か
わ
っ
て
き

た
こ
と
が
わ
か
る
。
一
方
で
、
主
に
観
光
行
政

を
所
管
す
る
観
光
庁
な
ど
の
関
連
機
関
と
教
育

を
所
管
す
る
文
部
科
学
省
の
観
光
教
育
に
対
す

る
考
え
は
、
必
ず
し
も
同
じ
で
な
く
、
そ
れ
ぞ

れ
の
施
策
を
基
盤
に
す
る
た
め
、
十
分
に
連
携

が
取
れ
て
い
る
状
況
に
な
い
こ
と
も
推
察
さ
れ

る
。

　
筆
者
は
、
観
光
教
育
を
研
究
し
、
教
育
に
も

携
わ
る
立
場
か
ら
、
観
光
教
育
に
関
す
る
政
策

を
見
て
き
た
が
、
観
光
教
育
の
本
質
的
な
意
義

や
役
割
を
踏
ま
え
、
客
観
的
で
論
理
的
な
視
点

で
議
論
さ
れ
て
き
た
と
は
言
え
な
い
点
が
あ
る

と
考
え
る
。
観
光
教
育
そ
の
も
の
が
、
社
会
の

変
化
や
国
や
地
域
が
示
す
観
光
政
策
に
寄
り
添

い
つ
つ
、
実
際
に
は
、
議
論
が
不
十
分
な
ま
ま
、

現
在
に
至
っ
た
可
能
性
も
高
い
。

（
１
）
観
光
教
育
の
変
遷

　
1
8
9
3
年
に
ス
イ
ス
の
ロ
ー
ザ
ン
ヌ
ホ
テ

ル
ス
ク
ー
ル
が
開
校
し
、
さ
ら
に
1
9
2
2
年

に
ア
メ
リ
カ
の
コ
ー
ネ
ル
大
学
が
ホ
テ
ル
の
経

営
教
育
に
着
手
し
た
こ
と
か
ら
わ
か
る
よ
う

に
、
海
外
の
観
光
教
育
事
例
と
し
て
、
ホ
ス
ピ

タ
リ
テ
ィ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
教
育
が
取
り
上
げ
ら

れ
る
こ
と
が
多
い
。

　
日
本
の
観
光
教
育
は
、
1
9
3
0
年
に
富
士

屋
ホ
テ
ル
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ス
ク
ー
ル
が
開
校
し

た
こ
と
に
始
ま
り
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催

に
向
け
、1
9
3
5
年
に
国
際
ホ
テ
ル
学
校（
現

在
、
東
京
Y
M
C
A
国
際
ホ
テ
ル
学
校
）
が
開

校
し
た
。
立
教
大
学
は
、
1
9
4
6
年
に
「
ホ

テ
ル
講
座
」
を
開
講
し
、
1
9
6
6
年
に
社
会

学
部
産
業
関
係
学
科
「
ホ
テ
ル
・
観
光
コ
ー
ス
」

を
設
置
、
1
9
6
7
年
に
社
会
学
部
観
光
学
科

を
開
設
し
た
。
1
9
8
7
年
に
総
合
保
養
地
域

整
備
法
が
制
定
さ
れ
る
と
、
全
国
の
複
数
大
学

で
観
光
系
学
科
が
開
設
さ
れ
る
が
、
バ
ブ
ル
経

済
の
崩
壊
後
、
広
が
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

　
し
か
し
、
2
0
0
0
年
代
の
観
光
立
国
推
進

に
よ
り
、
国
が
観
光
教
育
に
言
及
す
る
機
会
も

増
え
、
大
学
の
観
光
系
学
部
・
学
科
の
開
設
が

相
次
ぎ
、
国
公
立
大
学
で
も
観
光
学
部
や
学
科

が
開
設
さ
れ
て
い
く
。（
公
財
）
日
本
交
通
公

社
（
2
0
2
0
）
の
「
旅
行
年
報
2
0
2
0
」
に

よ
れ
ば
、「
観
光
」「
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
」「
ツ
ー

リ
ズ
ム
」
な
ど
を
学
部
・
学
科
名
称
に
持
つ
大

学
は
、
43
大
学
で
あ
る
。
こ
れ
に
コ
ー
ス
名
や

観
光
関
連
科
目
を
開
講
す
る
大
学
を
含
め
れ

ば
、
1
0
0
を
大
き
く
越
え
、
大
学
で
観
光
を

学
ぶ
こ
と
は
珍
し
く
な
く
な
っ
た
。
ま
た
、
バ

ブ
ル
経
済
期
に
は
、
高
校
の
専
門
学
科
で
も
地

域
人
材
育
成
の
た
め
観
光
学
科
の
開
設
が
始
ま

る
が
、バ
ブ
ル
崩
壊
後
拡
大
に
至
ら
な
か
っ
た
。

し
か
し
、
2
0
0
3
年
の
文
部
科
学
省
の
学
習

指
導
要
領
改
訂
で
「
総
合
的
な
学
習
の
時
間
」

「
学
校
設
定
教
科
・
科
目
の
設
定
」
が
指
針
と

な
る
と
、専
門
学
科
の
観
光
教
育
だ
け
で
な
く
、

普
通
科
の
観
光
コ
ー
ス
導
入
や
学
校
独
自
の
観

光
科
目
設
置
、
さ
ら
に
「
総
合
的
な
学
習
の
時

間
」
に
お
い
て
、
観
光
を
題
材
と
す
る
教
育
が

多
く
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。

　
政
府
も
2
0
0
8
年
観
光
庁
の
発
足
以
降
、

観
光
関
連
大
学
と
の
会
議
や
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
や
観
光
経
営
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
教
育
の
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
開
発
、
さ
ら
に
は
産
学
連
携
に
よ
る
観

光
産
業
の
経
営
人
材
育
成
と
し
て
、
京
都
大
学

や
一
橋
大
学
に
観
光
M
B
A
コ
ー
ス
を
開
設
し

た
。
観
光
庁
の
視
点
は
、
観
光
産
業
や
地
域
の

観
光
人
材
育
成
に
あ
り
、
観
光
産
業
の
担
い
手

を
「
観
光
産
業
を
リ
ー
ド
す
る
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル

の
経
営
人
材
」
か
ら
「
観
光
の
中
核
を
担
う
人

材
」、
さ
ら
に
は
「
即
戦
力
と
な
る
地
域
の
実

践
的
な
観
光
人
材
」
の
3
層
構
造
で
捉
え
て
い

る
。
こ
の
他
も
含
め
て
、
観
光
産
業
や
地
域
観

光
の
振
興
に
向
け
て
、
観
光
庁
に
よ
る
観
光
教

育
や
人
材
育
成
へ
の
施
策
が
目
立
つ
状
況
に
な

っ
た
。（
表
2
）

（
２
）
観
光
教
育
と
教
育
研
究

　
海
外
の
観
光
教
育
研
究
は
、
先
に
述
べ
た
よ

う
に
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
教
育
分

野
で
進
ん
だ
が
、
近
年
は
観
光
教
育
の
意
義
を

考
え
る
立
場
か
ら
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
哲
学
や
社

会
学
と
い
っ
た
批
判
的
な
学
問
を
導
入
し
、
持

続
可
能
性
や
情
報
技
術
、
さ
ら
に
は
哲
学
的
実

務
家
の
育
成
な
ど
も
構
想
し
た
幅
広
い
視
点
か

ら
教
育
を
考
え
る
認
識
も
見
ら
れ
る
。（
注
4
、

図
2
）グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
進
む
社
会
に
お
い
て
、

国
は
、
ア
メ
リ
カ
の
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
教
育
を
手
本
に
経
営
人
材
育
成
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
検
討
な
ど
の
取
り
組
み
を
進
め
る
が
、

日
本
の
観
光
教
育
全
体
を
俯
瞰
し
、
日
本
の
観

光
関
連
産
業
や
地
域
、
さ
ら
に
は
社
会
制
度
や

教
育
制
度
を
踏
ま
え
て
、
十
分
な
議
論
が
行
わ

れ
て
き
た
と
は
言
え
ず
、
限
定
さ
れ
た
問
題
意

識
と
価
値
観
か
ら
試
験
的
実
践
が
積
み
重
な
っ

て
き
た
の
が
現
状
で
あ
る
。

（
１
）
観
光
教
育
の
転
換
点

　
観
光
立
国
の
た
め
の
観
光
実
務
教
育
の
進
展

に
は
、
大
学
・
短
大
や
専
門
学
校
、
高
等
学
校

の
専
門
学
科
に
お
け
る
教
育
が
重
要
で
あ
る

が
、
観
光
ま
ち
づ
く
り
や
旅
人
の
視
点
で
見
る

観
光
基
礎
教
育
も
含
め
れ
ば
、
高
校
普
通
科
や

小
・
中
学
校
の
幅
広
い
学
び
に
お
い
て
も
観
光

教
育
が
展
開
で
き
る
。
さ
ら
に
、
観
光
が
持
つ

教
育
効
果
を
生
か
し
た
「
教
育
観
光
」
も
含
め

れ
ば
、
観
光
が
も
つ
教
育
価
値
は
、
非
常
に
多

等
中
等
教
育
に
お
け
る
観
光
教
育
の
推
進
に
関

す
る
協
議
会
」
を
設
置
し
、
観
光
教
育
の
意
義

を
あ
ら
た
め
て
確
認
し
、
目
的
・
方
向
性
の
共

有
と
普
及
に
向
け
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
開
発
に
着
手

し
て
い
る
。
こ
の
議
論
に
お
い
て
は
、
初
等
中

等
教
育
に
お
け
る
観
光
教
育
が
、
ど
の
よ
う
に

観
光
に
貢
献
出
来
る
か
と
い
う
従
来
の
視
点
も

あ
る
が
、
観
光
が
持
つ
力
が
幅
広
い
世
代
の
学

び
に
ど
の
よ
う
に
貢
献
で
き
る
か
、
そ
の
た
め

の
観
光
の
教
育
効
果
を
考
え
る
と
い
う
根
源
的

問
い
も
見
ら
れ
る
。（
注
5
、
図
3
）

　
教
育
所
管
の
文
部
科
学
省
は
、
観
光
教
育
に

対
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
は
踏
み
込
ん
だ
施
策
を

示
し
て
こ
な
か
っ
た
。
前
述
の
通
り
、
高
校
で

（
１
）
観
光
教
育
と
は
何
か

　
近
年
の
観
光
立
国
政
策
に
お
け
る
イ
ン
バ
ウ

ン
ド
誘
致
や
地
域
創
生
の
取
り
組
み
の
様
々
な

場
面
で
、
観
光
教
育
に
対
す
る
ニ
ー
ズ
が
高
ま

り
、そ
れ
に
関
す
る
議
論
が
活
発
化
し
て
い
る
。

学
術
論
文
検
索
シ
ス
テ
ム
のC

iN
ii

（
注
１
）
や

国
の
競
争
的
研
究
資
金
「
科
学
研
究
費
補
助
金

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」（
注
2
）
に
お
い
て
、「
観
光
教

育
」
等
の
関
連
用
語
を
含
む
研
究
課
題
を
検
索

し
た
結
果
を
表
1
に
ま
と
め
た
。C

iN
ii

に
お

い
て
は
、
観
光
教
育
関
連
の
研
究
は
2
0
0
0

年
代
に
入
り
増
加
す
る
。
専
門
誌
の
特
集
記
事

に
よ
る
件
数
の
増
加
や
「
日
本
観
光
ホ
ス
ピ
タ

リ
テ
ィ
教
育
学
会
」
の
機
関
誌
が
2
0
0
6
年

以
降
発
行
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
影
響
も
大
き

い
。
一
方
で
、
観
光
教
育
が
、
科
学
研
究
費
の

主
題
と
し
て
採
択
さ
れ
る
例
は
非
常
に
少
な

い
。
複
数
の
観
光
系
学
会
に
お
い
て
、
様
々
な

観
光
教
育
研
究
が
見
ら
れ
る
が
、
教
育
機
関
の

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
や
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
な
ど
教

育
内
容
を
論
じ
る
も
の
が
多
く
、
観
光
教
育
の

社
会
に
お
け
る
役
割
や
、
国
・
地
域
の
観
光
政

策
と
の
関
係
、
さ
ら
に
は
産
業
界
と
教
育
機
関

の
連
携
や
接
続
を
論
じ
る
研
究
は
少
な
く
、
現

代
社
会
に
お
け
る
観
光
教
育
を
俯
瞰
す
る
学
術

的
研
究
は
非
常
に
少
な
い
の
が
実
態
で
あ
る
。

　
一
般
的
に
「
観
光
教
育
（tourism

 ed
u
ca

も
観
光
教
育
は
行
わ
れ
て
い
る
が
、
観
光
地
域

の
人
材
育
成
と
少
子
化
に
お
け
る
学
校
の
生
き

残
り
に
対
応
し
て
、
特
定
地
域
や
学
校
で
行
う

特
別
な
教
育
で
あ
り
、
国
と
し
て
観
光
教
育
を

認
識
し
、
広
く
教
育
と
し
て
展
開
す
る
と
い
う

考
え
は
な
か
っ
た
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
下
で
、
2
0
2
2
年
か
ら

導
入
さ
れ
る
高
等
学
校
の
新
学
習
指
導
要
領
の

商
業
科
目
に
「
観
光
ビ
ジ
ネ
ス
」
が
開
設
さ
れ

る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
標
準
科
目

と
し
て
、
全
国
の
商
業
高
校
や
商
業
科
目
を
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
に
配
置
す
る
学
校
で
導
入
が
進
む

こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。「
観
光
ビ
ジ
ネ
ス
」
の

検
定
教
科
書
も
発
行
さ
れ
る
見
込
み
で
あ
る
。

筆
者
が
知
る
限
り
で
も
、
各
都
道
府
県
に
あ
る

商
業
教
育
研
究
会
で
「
観
光
ビ
ジ
ネ
ス
を
ど
の

よ
う
に
進
め
る
か
」
を
議
論
す
る
ケ
ー
ス
が
散

見
さ
れ
る
。

　
し
か
し
、
学
習
指
導
要
領
は
お
よ
そ
10
年
で

改
訂
さ
れ
る
。
次
回
以
降
「
観
光
ビ
ジ
ネ
ス
」

が
継
続
す
る
か
未
定
で
あ
り
、
そ
の
継
続
は
今

後
の
教
育
成
果
に
か
か
っ
て
い
る
。

　「
観
光
ビ
ジ
ネ
ス
」
教
育
の
詳
細
は
、
各
都

道
府
県
や
学
校
が
決
定
す
る
が
、
2
〜
3
年
次

に
お
い
て
2
〜
4
単
位
で
履
修
す
る
こ
と
が
想

定
さ
れ
る
。
科
目
の
目
標
は
、「
商
業
の
見
方
・

考
え
方
を
働
か
せ
、
実
践
的
・
体
験
的
な
学
習

活
動
を
行
う
こ
と
な
ど
を
通
し
て
，
観
光
ビ
ジ

ネ
ス
の
展
開
に
必
要
な
資
質
・
能
力
を
次
の
と

お
り
育
成
す
る
こ
と
を
目
指
す
」
も
の
で
、
具

体
的
な
内
容
と
し
て
は
、①
観
光
と
ビ
ジ
ネ
ス
、

②
観
光
資
源
と
観
光
政
策
、③
観
光
ビ
ジ
ネ
ス

と
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
、④
観
光
ビ
ジ
ネ
ス
の
展

開
と
効
果
、
な
ど
の
資
質
・
能
力
を
身
に
付
け

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
指
導
す
る
と
さ
れ
て
い

る
。

　
商
業
科
の
20
の
専
門
科
目
の
ひ
と
つ
と
し

て
、「
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
分
野
」
に
位
置
づ
け

ら
れ
る
た
め
、「
観
光
の
実
務
教
育
」
を
推
進

す
る
取
り
組
み
と
な
る
だ
ろ
う
。（
注
6
）

（
２
）
地
域
の
学
び
と
し
て
の
観
光
教
育

　
観
光
学
は
学
際
的
な
学
問
と
し
て
、
観
光
学

部
を
除
け
ば
、
大
学
の
様
々
な
学
部
内
に
位
置

づ
け
ら
れ
て
い
る
。
近
年
大
学
で
は
、
グ
ロ
ー

バ
ル
社
会
に
対
応
す
る
国
際
系
学
部
学
科
の

新
設
が
増
加
し
て
い
た
が
、
同
時
に
地
域
に

目
を
向
け
た
学
部
学
科
も
増
加
し
て
い
る
。

2
0
1
6
年
度
か
ら
国
の
運
営
費
交
付
金
の
重

点
支
援
の
1
つ
と
し
て
、「
人
材
育
成
や
地
域

課
題
を
解
決
す
る
取
組
な
ど
を
通
じ
て
地
域
に

貢
献
す
る
取
組
と
と
も
に
、
専
門
分
野
の
特
性

に
配
慮
し
つ
つ
、
強
み
・
特
色
の
あ
る
分
野
で

世
界
な
い
し
全
国
的
な
教
育
研
究
を
推
進
す
る

取
組
等
を
第
3
期
の
機
能
強
化
の
中
核
と
す
る

国
立
大
学
を
重
点
的
に
支
援
す
る
」
こ
と
が
提

示
さ
れ
た
。
内
閣
府
も
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご

と
創
生
基
本
方
針
2
0
2
1
」
で
「
魅
力
あ
る

地
方
大
学
の
創
出
」
を
掲
げ
、
地
域
の
産
業
振

興
や
人
材
育
成
に
注
力
す
る
。
地
方
大
学
で
、

地
域
の
魅
力
を
研
究
す
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が
増

え
れ
ば
、
観
光
系
学
部
学
科
以
外
の
学
部
学
科

で
も
、
地
域
を
素
材
に
学
ぶ
機
会
が
増
え
、
観

光
関
連
の
名
称
を
も
た
ず
と
も
観
光
関
連
の
知

識
や
技
能
を
修
得
し
、
知
見
を
活
か
す
機
会
に

つ
な
が
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
つ
ま
り
、
地
方
大
学
に
お
い
て
は
、
観
光
産

業
志
向
の
実
務
教
育
と
し
て
の
観
光
教
育
だ
け

で
は
な
く
、
地
域
課
題
に
向
き
合
う
手
段
と
し

て
観
光
教
育
に
取
り
組
む
こ
と
が
増
え
る
こ
と

が
期
待
さ
れ
る
。
現
在
感
染
が
拡
大
す
る
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
（C

O
V
ID

-1
9

）
で

観
光
産
業
が
打
撃
を
受
け
て
い
る
が
、
地
域
課

題
の
解
決
に
取
り
組
む
こ
と
は
、
観
光
教
育
が

も
と
も
と
持
っ
て
い
る
重
要
な
視
点
で
あ
る
。

地
域
で
の
交
流
人
口
の
増
加
や
産
業
の
活
性

化
に
観
光
視
点
か
ら
取
り
組
む
事
例
は
、

C
O

V
ID

-1
9

の
影
響
で
も
減
少
す
る
こ
と
は

な
い
だ
ろ
う
。
時
代
の
潮
流
に
し
っ
か
り
と
向

き
合
え
ば
、
地
域
に
お
い
て
観
光
教
育
の
議
論

は
継
続
す
る
も
の
と
期
待
さ
れ
る
。

　
2
0
2
0
年
に
世
界
に
感
染
拡
大
し
た

C
O

V
ID

-1
9

は
、
観
光
教
育
に
多
く
の
課
題

を
も
た
ら
し
て
い
る
。
筆
者
が
考
え
る
だ
け
で

も
、
以
下
4
点
が
挙
げ
ら
れ
る
。

①
 
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
で
、
教
員
達
は
様
々
な

工
夫
を
行
っ
た
が
、観
光
現
場
の
視
察
や
調
査
、

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
な
ど
学
外
活
動
に
つ
い
て

は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
代
用
す
る
こ
と
は
困
難
で

あ
る
こ
と

②
 
観
光
を
学
ぶ
学
生
達
の
目
標
の
ひ
と
つ
で

あ
る
観
光
業
の
採
用
中
止
が
見
ら
れ
、
他
分
野

を
模
索
す
る
学
生
が
増
加
。
下
級
生
た
ち
も
不

安
を
抱
え
、
動
機
づ
け
が
困
難
で
あ
る
こ
と

③
 
近
年
は
大
学
の
観
光
系
学
部
・
学
科
開
設

が
急
増
し
、
受
験
希
望
者
も
増
え
た
が
、

C
O

V
ID

-1
9

に
よ
る
将
来
不
安
で
、
多
く
の

大
学
で
受
験
者
数
が
激
減
し
て
い
る
こ
と

④
 
新
た
な
観
光
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
形
で
、

観
光
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
は
変
化
し
て
き
た

が
、C

O
V
ID

-1
9

に
よ
り
オ
ン
ラ
イ
ン
ビ
ジ

ネ
ス
や
新
た
な
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
へ
の
対
応
が

急
務
と
な
り
、
観
光
マ
ー
ケ
ッ
ト
や
ビ
ジ
ネ
ス

モ
デ
ル
は
大
き
く
変
化
し
、
新
た
な
観
光
教
育

の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
開
発
が
求
め
ら
れ
る
こ
と

　
他
の
論
点
も
含
め
て
、
観
光
教
育
関
係
者
と

し
て
、
当
然
生
じ
て
く
る
社
会
の
変
化
や
要
請

だ
け
で
な
く
、C

O
V
ID

-1
9

後
の
観
光
教
育

に
つ
い
て
、改
め
て
議
論
す
る
必
要
性
が
あ
る
。

同
時
に
、C

O
V
ID

-1
9

は
観
光
産
業
だ
け
で

な
く
、
新
た
な
観
光
の
価
値
を
見
出
す
と
も
考

え
ら
れ
る
。
観
光
の
人
材
育
成
や
観
光
と
関
わ

る
教
育
も
、
社
会
の
動
向
に
対
応
す
る
形
で
、

ど
う
あ
る
べ
き
か
今
問
わ
れ
て
い
る
と
言
え
よ

う
。

　
海
外
の
観
光
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
教
育
か
ら
学

ぶ
べ
き
点
も
多
い
。
観
光
学
研
究
の
国
際
化
や

企
業
や
地
域
と
連
携
し
た
ビ
ジ
ネ
ス
や
政
策
実

施
に
観
光
研
究
の
成
果
を
生
か
す
必
要
も
あ

る
。
ま
た
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
進
む
観
光
産
業

界
に
お
い
て
、
観
光
庁
の
様
々
な
取
り
組
み
に

あ
る
よ
う
に
、
高
度
な
観
光
経
営
人
材
育
成
も

必
要
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
地
域
観
光
の
役
割
を

理
解
し
、
観
光
ま
ち
づ
く
り
に
貢
献
で
き
る
住

民
の
リ
テ
ラ
シ
ー
養
成
と
し
て
観
光
を
学
ぶ
こ

と
も
期
待
さ
れ
る
。

　
そ
し
て
、
日
本
の
地
域
課
題
は
多
く
、
新
た

な
消
費
増
加
に
つ
な
が
る
交
流
人
口
の
創
出
や

地
域
資
源
を
活
か
し
た
新
ビ
ジ
ネ
ス
創
出
に
観

光
は
有
効
な
手
法
で
あ
る
た
め
、「
観
光
」
と

い
う
名
称
に
こ
だ
わ
ら
な
く
て
も
、
地
域
産
業

の
活
性
化
や
交
流
人
口
増
加
の
た
め
に
、
地
域

資
源
価
値
を
高
め
る
教
育
の
取
り
組
み
が
急
増

し
て
い
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
1
次
産
業
や

2
次
産
業
と
観
光
が
結
び
つ
き
、
生
ま
れ
る
地

域
ビ
ジ
ネ
ス
も
散
見
さ
れ
る
。

　
こ
の
地
域
の
多
く
の
政
策
課
題
と
そ
れ
関
す

る
多
く
の
素
材
は
、様
々
な
学
び
を
可
能
と
し
、

従
来
の
観
光
教
育
と
は
異
な
る
多
様
な
教
科
・

科
目
か
ら
観
光
に
対
す
る
ア
プ
ロ
ー
チ
を
可
能

と
す
る
。
つ
ま
り
、
従
来
の
「
観
光
教
育
」
の

よ
う
に
、学
校
や
教
員
、生
徒
達
が「
観
光
教
育
」

を
意
識
し
な
く
て
も
、「
地
域
素
材
で
観
光
を

学
ぶ
教
育
」
が
必
然
的
に
増
え
て
い
く
も
の
と

考
え
ら
れ
る
。
観
光
を
め
ぐ
る
グ
ロ
ー
バ
ル
な

動
き
とV

O
C

ID
-1

9

シ
ョ
ッ
ク
は
、
新
た
な

国
の
政
策
と
教
育
行
政
に
つ
な
が
り
、
地
域
課

題
に
向
き
合
う
学
校
の
取
り
組
み
を
求
め
て
い

く
だ
ろ
う
。
こ
の
現
状
か
ら
考
え
れ
ば
、
観
光

教
育
の
可
能
性
が
、
地
域
か
ら
広
が
っ
て
い
く

こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。
今
、
我
々
が
改
め
て
観

光
教
育
と
は
何
か
を
考
え
る
契
機
と
な
る
の
で

は
な
い
だ
ろ
か
。

様
で
あ
る
。

　
観
光
庁
は
2
0
1
7
年
か
ら
小
中
高
等
学
校

等
に
お
け
る
観
光
教
育
事
業
に
取
り
組
み
始

め
、「
観
光
教
育
モ
デ
ル
事
業
案
」
や
「
教
員
向

け
の
指
導
案
」
を
作
成
し
た
。
し
か
し
、
取
り

組
み
を
通
し
て
、
様
々
な
形
で
観
光
教
育
が
行

わ
れ
て
い
る
こ
と
を
知
り
、2
0
2
0
年
に「
初

4
観
光
教
育
は

ど
こ
に
向
か
う
か

3
観
光
教
育
を
問
い
直
す

現代社会における観光教育の役割を考える2
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図 3

tio
n

）
と
は
、
観
光
の
持
続
可
能
な
発
展
を
支

え
る
人
材
育
成
を
目
的
と
す
る
教
育
」
と
定
義

さ
れ
る
が
、
実
際
に
は
観
光
人
材
育
成
だ
け
が

観
光
教
育
で
は
な
い
。
観
光
は
広
く
社
会
に
浸

透
し
、
旅
す
る
意
味
や
人
々
の
交
流
、
ま
ち
づ

く
り
と
の
関
り
ま
で
含
め
る
と
、
現
代
社
会
に

お
け
る
観
光
の
健
全
な
発
展
や
そ
れ
に
関
わ
る

様
々
な
事
象
を
題
材
に
学
べ
る
こ
と
か
ら
、
観

光
は
幅
広
い
教
育
的
意
義
を
有
し
て
い
る
。

　
観
光
の
発
展
を
支
え
る
人
材
育
成
を
目
的
に

教
育
を
行
う
こ
と
は
、「
観
光
を
学
ぶ
」
こ
と

で
あ
り
、こ
れ
が
一
般
的
に
認
識
し
や
す
い「
観

光
教
育
」
で
あ
る
。
こ
の
「
観
光
教
育
」
は
、①

幅
広
い
観
光
事
業
に
従
事
す
る
人
材
育
成
を
行

う
「
観
光
の
実
務
教
育
」
と
、②
現
代
社
会
を
生

き
る
人
々
が
観
光
の
意
義
を
知
り
、
よ
り
豊
か

に
生
き
る
た
め
に
観
光
が
ど
う
あ
る
べ
き
か
を

学
ぶ
「
観
光
の
基
礎
教
育
」
の
2
つ
が
あ
る
。

一
方
で
、
他
の
教
育
目
標
の
達
成
が
主
で
あ
る

場
合
に
、
課
題
解
決
の
手
段
と
し
て
観
光
に
注

目
し
、「
観
光
で
学
ぶ
」
こ
と
に
な
り
、
こ
れ

を
「
教
育
観
光
（ed

u
catio

n
al to

u
rism

」

と
呼
ぶ
。（
図
1
）

（
２
）
観
光
政
策
と
観
光
教
育

　
観
光
立
国
推
進
は
、
主
に
経
済
発
展
と
観
光

の
成
長
を
支
え
る
人
材
を
求
め
、「
観
光
の
実

務
教
育
」
に
注
目
が
集
ま
る
が
、
諸
事
象
が
観

光
と
の
関
り
を
深
め
れ
ば
、
様
々
な
教
育
題
材

と
し
て
、
観
光
の
活
用
機
会
も
増
え
る
。
結
果

と
し
て
、
観
光
教
育
に
関
す
る
議
論
は
増
え
る

が
、
そ
も
そ
も
「
観
光
教
育
と
は
何
か
」
に
対

す
る
理
解
が
深
ま
ら
な
い
ま
ま
、
異
な
る
立
場

で
論
じ
ら
れ
る
こ
と
も
多
い
。
観
光
教
育
の
議

論
を
進
め
る
た
め
に
は
、
ま
ず
は
観
光
教
育
の

定
義
を
明
確
に
す
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
教
育
学
者
の
マ
イ
ケ
ル
・
W
・
ア
ッ
プ
ル
は
、

「
国
家
が
教
育
に
関
与
し
、
権
力
が
教
育
の
正

当
性
を
蓄
積
す
る
」
と
指
摘
し
た
（
注
3
）。
日

本
で
は
、
文
部
科
学
省
が
教
育
の
所
管
行
政
機

関
と
し
て
、
教
育
行
政
を
担
っ
て
い
る
。
国
は

社
会
の
変
化
や
ニ
ー
ズ
を
取
り
込
み
、
時
代
に

適
応
で
き
る
教
育
行
政
が
民
主
的
に
行
わ
れ
る

と
期
待
す
る
が
、
政
府
が
、
国
家
権
力
を
行
使

し
、
進
む
べ
き
方
向
に
合
わ
せ
た
教
育
に
取
り

組
ん
で
い
る
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。
戦
前
の
教

育
思
想
や
様
々
な
教
育
改
革
へ
の
批
判
か
ら
も

省
み
れ
ば
、
国
家
権
力
が
教
育
を
常
に
正
し
い

方
向
に
導
く
保
証
は
な
く
、
社
会
で
行
わ
れ
る

教
育
の
必
要
性
や
正
当
性
も
本
来
十
分
吟
味
す

べ
き
で
あ
る
。

　
観
光
教
育
に
つ
い
て
も
、
国
家
が
観
光
を
ど

の
よ
う
に
認
識
し
、
政
策
に
位
置
づ
け
実
行
し

て
い
る
の
か
、
そ
の
変
遷
に
目
を
向
け
る
と
、

観
光
教
育
が
観
光
政
策
と
深
く
か
か
わ
っ
て
き

た
こ
と
が
わ
か
る
。
一
方
で
、
主
に
観
光
行
政

を
所
管
す
る
観
光
庁
な
ど
の
関
連
機
関
と
教
育

を
所
管
す
る
文
部
科
学
省
の
観
光
教
育
に
対
す

る
考
え
は
、
必
ず
し
も
同
じ
で
な
く
、
そ
れ
ぞ

れ
の
施
策
を
基
盤
に
す
る
た
め
、
十
分
に
連
携

が
取
れ
て
い
る
状
況
に
な
い
こ
と
も
推
察
さ
れ

る
。

　
筆
者
は
、
観
光
教
育
を
研
究
し
、
教
育
に
も

携
わ
る
立
場
か
ら
、
観
光
教
育
に
関
す
る
政
策

を
見
て
き
た
が
、
観
光
教
育
の
本
質
的
な
意
義

や
役
割
を
踏
ま
え
、
客
観
的
で
論
理
的
な
視
点

で
議
論
さ
れ
て
き
た
と
は
言
え
な
い
点
が
あ
る

と
考
え
る
。
観
光
教
育
そ
の
も
の
が
、
社
会
の

変
化
や
国
や
地
域
が
示
す
観
光
政
策
に
寄
り
添

い
つ
つ
、
実
際
に
は
、
議
論
が
不
十
分
な
ま
ま
、

現
在
に
至
っ
た
可
能
性
も
高
い
。

（
１
）
観
光
教
育
の
変
遷

　
1
8
9
3
年
に
ス
イ
ス
の
ロ
ー
ザ
ン
ヌ
ホ
テ

ル
ス
ク
ー
ル
が
開
校
し
、
さ
ら
に
1
9
2
2
年

に
ア
メ
リ
カ
の
コ
ー
ネ
ル
大
学
が
ホ
テ
ル
の
経

営
教
育
に
着
手
し
た
こ
と
か
ら
わ
か
る
よ
う

に
、
海
外
の
観
光
教
育
事
例
と
し
て
、
ホ
ス
ピ

タ
リ
テ
ィ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
教
育
が
取
り
上
げ
ら

れ
る
こ
と
が
多
い
。

　
日
本
の
観
光
教
育
は
、
1
9
3
0
年
に
富
士

屋
ホ
テ
ル
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ス
ク
ー
ル
が
開
校
し

た
こ
と
に
始
ま
り
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催

に
向
け
、1
9
3
5
年
に
国
際
ホ
テ
ル
学
校（
現

在
、
東
京
Y
M
C
A
国
際
ホ
テ
ル
学
校
）
が
開

校
し
た
。
立
教
大
学
は
、
1
9
4
6
年
に
「
ホ

テ
ル
講
座
」
を
開
講
し
、
1
9
6
6
年
に
社
会

学
部
産
業
関
係
学
科
「
ホ
テ
ル
・
観
光
コ
ー
ス
」

を
設
置
、
1
9
6
7
年
に
社
会
学
部
観
光
学
科

を
開
設
し
た
。
1
9
8
7
年
に
総
合
保
養
地
域

整
備
法
が
制
定
さ
れ
る
と
、
全
国
の
複
数
大
学

で
観
光
系
学
科
が
開
設
さ
れ
る
が
、
バ
ブ
ル
経

済
の
崩
壊
後
、
広
が
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

　
し
か
し
、
2
0
0
0
年
代
の
観
光
立
国
推
進

に
よ
り
、
国
が
観
光
教
育
に
言
及
す
る
機
会
も

増
え
、
大
学
の
観
光
系
学
部
・
学
科
の
開
設
が

相
次
ぎ
、
国
公
立
大
学
で
も
観
光
学
部
や
学
科

が
開
設
さ
れ
て
い
く
。（
公
財
）
日
本
交
通
公

社
（
2
0
2
0
）
の
「
旅
行
年
報
2
0
2
0
」
に

よ
れ
ば
、「
観
光
」「
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
」「
ツ
ー

リ
ズ
ム
」
な
ど
を
学
部
・
学
科
名
称
に
持
つ
大

学
は
、
43
大
学
で
あ
る
。
こ
れ
に
コ
ー
ス
名
や

観
光
関
連
科
目
を
開
講
す
る
大
学
を
含
め
れ

ば
、
1
0
0
を
大
き
く
越
え
、
大
学
で
観
光
を

学
ぶ
こ
と
は
珍
し
く
な
く
な
っ
た
。
ま
た
、
バ

ブ
ル
経
済
期
に
は
、
高
校
の
専
門
学
科
で
も
地

域
人
材
育
成
の
た
め
観
光
学
科
の
開
設
が
始
ま

る
が
、バ
ブ
ル
崩
壊
後
拡
大
に
至
ら
な
か
っ
た
。

し
か
し
、
2
0
0
3
年
の
文
部
科
学
省
の
学
習

指
導
要
領
改
訂
で
「
総
合
的
な
学
習
の
時
間
」

「
学
校
設
定
教
科
・
科
目
の
設
定
」
が
指
針
と

な
る
と
、専
門
学
科
の
観
光
教
育
だ
け
で
な
く
、

普
通
科
の
観
光
コ
ー
ス
導
入
や
学
校
独
自
の
観

光
科
目
設
置
、
さ
ら
に
「
総
合
的
な
学
習
の
時

間
」
に
お
い
て
、
観
光
を
題
材
と
す
る
教
育
が

多
く
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。

　
政
府
も
2
0
0
8
年
観
光
庁
の
発
足
以
降
、

観
光
関
連
大
学
と
の
会
議
や
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
や
観
光
経
営
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
教
育
の
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
開
発
、
さ
ら
に
は
産
学
連
携
に
よ
る
観

光
産
業
の
経
営
人
材
育
成
と
し
て
、
京
都
大
学

や
一
橋
大
学
に
観
光
M
B
A
コ
ー
ス
を
開
設
し

た
。
観
光
庁
の
視
点
は
、
観
光
産
業
や
地
域
の

観
光
人
材
育
成
に
あ
り
、
観
光
産
業
の
担
い
手

を
「
観
光
産
業
を
リ
ー
ド
す
る
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル

の
経
営
人
材
」
か
ら
「
観
光
の
中
核
を
担
う
人

材
」、
さ
ら
に
は
「
即
戦
力
と
な
る
地
域
の
実

践
的
な
観
光
人
材
」
の
3
層
構
造
で
捉
え
て
い

る
。
こ
の
他
も
含
め
て
、
観
光
産
業
や
地
域
観

光
の
振
興
に
向
け
て
、
観
光
庁
に
よ
る
観
光
教

育
や
人
材
育
成
へ
の
施
策
が
目
立
つ
状
況
に
な

っ
た
。（
表
2
）

（
２
）
観
光
教
育
と
教
育
研
究

　
海
外
の
観
光
教
育
研
究
は
、
先
に
述
べ
た
よ

う
に
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
教
育
分

野
で
進
ん
だ
が
、
近
年
は
観
光
教
育
の
意
義
を

考
え
る
立
場
か
ら
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
哲
学
や
社

会
学
と
い
っ
た
批
判
的
な
学
問
を
導
入
し
、
持

続
可
能
性
や
情
報
技
術
、
さ
ら
に
は
哲
学
的
実

務
家
の
育
成
な
ど
も
構
想
し
た
幅
広
い
視
点
か

ら
教
育
を
考
え
る
認
識
も
見
ら
れ
る
。（
注
4
、

図
2
）グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
進
む
社
会
に
お
い
て
、

国
は
、
ア
メ
リ
カ
の
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
教
育
を
手
本
に
経
営
人
材
育
成
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
検
討
な
ど
の
取
り
組
み
を
進
め
る
が
、

日
本
の
観
光
教
育
全
体
を
俯
瞰
し
、
日
本
の
観

光
関
連
産
業
や
地
域
、
さ
ら
に
は
社
会
制
度
や

教
育
制
度
を
踏
ま
え
て
、
十
分
な
議
論
が
行
わ

れ
て
き
た
と
は
言
え
ず
、
限
定
さ
れ
た
問
題
意

識
と
価
値
観
か
ら
試
験
的
実
践
が
積
み
重
な
っ

て
き
た
の
が
現
状
で
あ
る
。

（
１
）
観
光
教
育
の
転
換
点

　
観
光
立
国
の
た
め
の
観
光
実
務
教
育
の
進
展

に
は
、
大
学
・
短
大
や
専
門
学
校
、
高
等
学
校

の
専
門
学
科
に
お
け
る
教
育
が
重
要
で
あ
る

が
、
観
光
ま
ち
づ
く
り
や
旅
人
の
視
点
で
見
る

観
光
基
礎
教
育
も
含
め
れ
ば
、
高
校
普
通
科
や

小
・
中
学
校
の
幅
広
い
学
び
に
お
い
て
も
観
光

教
育
が
展
開
で
き
る
。
さ
ら
に
、
観
光
が
持
つ

教
育
効
果
を
生
か
し
た
「
教
育
観
光
」
も
含
め

れ
ば
、
観
光
が
も
つ
教
育
価
値
は
、
非
常
に
多

等
中
等
教
育
に
お
け
る
観
光
教
育
の
推
進
に
関

す
る
協
議
会
」
を
設
置
し
、
観
光
教
育
の
意
義

を
あ
ら
た
め
て
確
認
し
、
目
的
・
方
向
性
の
共

有
と
普
及
に
向
け
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
開
発
に
着
手

し
て
い
る
。
こ
の
議
論
に
お
い
て
は
、
初
等
中

等
教
育
に
お
け
る
観
光
教
育
が
、
ど
の
よ
う
に

観
光
に
貢
献
出
来
る
か
と
い
う
従
来
の
視
点
も

あ
る
が
、
観
光
が
持
つ
力
が
幅
広
い
世
代
の
学

び
に
ど
の
よ
う
に
貢
献
で
き
る
か
、
そ
の
た
め

の
観
光
の
教
育
効
果
を
考
え
る
と
い
う
根
源
的

問
い
も
見
ら
れ
る
。（
注
5
、
図
3
）

　
教
育
所
管
の
文
部
科
学
省
は
、
観
光
教
育
に

対
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
は
踏
み
込
ん
だ
施
策
を

示
し
て
こ
な
か
っ
た
。
前
述
の
通
り
、
高
校
で

（
１
）
観
光
教
育
と
は
何
か

　
近
年
の
観
光
立
国
政
策
に
お
け
る
イ
ン
バ
ウ

ン
ド
誘
致
や
地
域
創
生
の
取
り
組
み
の
様
々
な

場
面
で
、
観
光
教
育
に
対
す
る
ニ
ー
ズ
が
高
ま

り
、そ
れ
に
関
す
る
議
論
が
活
発
化
し
て
い
る
。

学
術
論
文
検
索
シ
ス
テ
ム
のC

iN
ii

（
注
１
）
や

国
の
競
争
的
研
究
資
金
「
科
学
研
究
費
補
助
金

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」（
注
2
）
に
お
い
て
、「
観
光
教

育
」
等
の
関
連
用
語
を
含
む
研
究
課
題
を
検
索

し
た
結
果
を
表
1
に
ま
と
め
た
。C

iN
ii

に
お

い
て
は
、
観
光
教
育
関
連
の
研
究
は
2
0
0
0

年
代
に
入
り
増
加
す
る
。
専
門
誌
の
特
集
記
事

に
よ
る
件
数
の
増
加
や
「
日
本
観
光
ホ
ス
ピ
タ

リ
テ
ィ
教
育
学
会
」
の
機
関
誌
が
2
0
0
6
年

以
降
発
行
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
影
響
も
大
き

い
。
一
方
で
、
観
光
教
育
が
、
科
学
研
究
費
の

主
題
と
し
て
採
択
さ
れ
る
例
は
非
常
に
少
な

い
。
複
数
の
観
光
系
学
会
に
お
い
て
、
様
々
な

観
光
教
育
研
究
が
見
ら
れ
る
が
、
教
育
機
関
の

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
や
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
な
ど
教

育
内
容
を
論
じ
る
も
の
が
多
く
、
観
光
教
育
の

社
会
に
お
け
る
役
割
や
、
国
・
地
域
の
観
光
政

策
と
の
関
係
、
さ
ら
に
は
産
業
界
と
教
育
機
関

の
連
携
や
接
続
を
論
じ
る
研
究
は
少
な
く
、
現

代
社
会
に
お
け
る
観
光
教
育
を
俯
瞰
す
る
学
術

的
研
究
は
非
常
に
少
な
い
の
が
実
態
で
あ
る
。

　
一
般
的
に
「
観
光
教
育
（tourism

 ed
u
ca

も
観
光
教
育
は
行
わ
れ
て
い
る
が
、
観
光
地
域

の
人
材
育
成
と
少
子
化
に
お
け
る
学
校
の
生
き

残
り
に
対
応
し
て
、
特
定
地
域
や
学
校
で
行
う

特
別
な
教
育
で
あ
り
、
国
と
し
て
観
光
教
育
を

認
識
し
、
広
く
教
育
と
し
て
展
開
す
る
と
い
う

考
え
は
な
か
っ
た
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
下
で
、
2
0
2
2
年
か
ら

導
入
さ
れ
る
高
等
学
校
の
新
学
習
指
導
要
領
の

商
業
科
目
に
「
観
光
ビ
ジ
ネ
ス
」
が
開
設
さ
れ

る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
標
準
科
目

と
し
て
、
全
国
の
商
業
高
校
や
商
業
科
目
を
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
に
配
置
す
る
学
校
で
導
入
が
進
む

こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。「
観
光
ビ
ジ
ネ
ス
」
の

検
定
教
科
書
も
発
行
さ
れ
る
見
込
み
で
あ
る
。

筆
者
が
知
る
限
り
で
も
、
各
都
道
府
県
に
あ
る

商
業
教
育
研
究
会
で
「
観
光
ビ
ジ
ネ
ス
を
ど
の

よ
う
に
進
め
る
か
」
を
議
論
す
る
ケ
ー
ス
が
散

見
さ
れ
る
。

　
し
か
し
、
学
習
指
導
要
領
は
お
よ
そ
10
年
で

改
訂
さ
れ
る
。
次
回
以
降
「
観
光
ビ
ジ
ネ
ス
」

が
継
続
す
る
か
未
定
で
あ
り
、
そ
の
継
続
は
今

後
の
教
育
成
果
に
か
か
っ
て
い
る
。

　「
観
光
ビ
ジ
ネ
ス
」
教
育
の
詳
細
は
、
各
都

道
府
県
や
学
校
が
決
定
す
る
が
、
2
〜
3
年
次

に
お
い
て
2
〜
4
単
位
で
履
修
す
る
こ
と
が
想

定
さ
れ
る
。
科
目
の
目
標
は
、「
商
業
の
見
方
・

考
え
方
を
働
か
せ
、
実
践
的
・
体
験
的
な
学
習

活
動
を
行
う
こ
と
な
ど
を
通
し
て
，
観
光
ビ
ジ

ネ
ス
の
展
開
に
必
要
な
資
質
・
能
力
を
次
の
と

お
り
育
成
す
る
こ
と
を
目
指
す
」
も
の
で
、
具

体
的
な
内
容
と
し
て
は
、①
観
光
と
ビ
ジ
ネ
ス
、

②
観
光
資
源
と
観
光
政
策
、③
観
光
ビ
ジ
ネ
ス

と
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
、④
観
光
ビ
ジ
ネ
ス
の
展

開
と
効
果
、
な
ど
の
資
質
・
能
力
を
身
に
付
け

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
指
導
す
る
と
さ
れ
て
い

る
。

　
商
業
科
の
20
の
専
門
科
目
の
ひ
と
つ
と
し

て
、「
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
分
野
」
に
位
置
づ
け

ら
れ
る
た
め
、「
観
光
の
実
務
教
育
」
を
推
進

す
る
取
り
組
み
と
な
る
だ
ろ
う
。（
注
6
）

（
２
）
地
域
の
学
び
と
し
て
の
観
光
教
育

　
観
光
学
は
学
際
的
な
学
問
と
し
て
、
観
光
学

部
を
除
け
ば
、
大
学
の
様
々
な
学
部
内
に
位
置

づ
け
ら
れ
て
い
る
。
近
年
大
学
で
は
、
グ
ロ
ー

バ
ル
社
会
に
対
応
す
る
国
際
系
学
部
学
科
の

新
設
が
増
加
し
て
い
た
が
、
同
時
に
地
域
に

目
を
向
け
た
学
部
学
科
も
増
加
し
て
い
る
。

2
0
1
6
年
度
か
ら
国
の
運
営
費
交
付
金
の
重

点
支
援
の
1
つ
と
し
て
、「
人
材
育
成
や
地
域

課
題
を
解
決
す
る
取
組
な
ど
を
通
じ
て
地
域
に

貢
献
す
る
取
組
と
と
も
に
、
専
門
分
野
の
特
性

に
配
慮
し
つ
つ
、
強
み
・
特
色
の
あ
る
分
野
で

世
界
な
い
し
全
国
的
な
教
育
研
究
を
推
進
す
る

取
組
等
を
第
3
期
の
機
能
強
化
の
中
核
と
す
る

国
立
大
学
を
重
点
的
に
支
援
す
る
」
こ
と
が
提

示
さ
れ
た
。
内
閣
府
も
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご

と
創
生
基
本
方
針
2
0
2
1
」
で
「
魅
力
あ
る

地
方
大
学
の
創
出
」
を
掲
げ
、
地
域
の
産
業
振

興
や
人
材
育
成
に
注
力
す
る
。
地
方
大
学
で
、

地
域
の
魅
力
を
研
究
す
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が
増

え
れ
ば
、
観
光
系
学
部
学
科
以
外
の
学
部
学
科

で
も
、
地
域
を
素
材
に
学
ぶ
機
会
が
増
え
、
観

光
関
連
の
名
称
を
も
た
ず
と
も
観
光
関
連
の
知

識
や
技
能
を
修
得
し
、
知
見
を
活
か
す
機
会
に

つ
な
が
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
つ
ま
り
、
地
方
大
学
に
お
い
て
は
、
観
光
産

業
志
向
の
実
務
教
育
と
し
て
の
観
光
教
育
だ
け

で
は
な
く
、
地
域
課
題
に
向
き
合
う
手
段
と
し

て
観
光
教
育
に
取
り
組
む
こ
と
が
増
え
る
こ
と

が
期
待
さ
れ
る
。
現
在
感
染
が
拡
大
す
る
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
（C

O
V
ID

-1
9

）
で

観
光
産
業
が
打
撃
を
受
け
て
い
る
が
、
地
域
課

題
の
解
決
に
取
り
組
む
こ
と
は
、
観
光
教
育
が

も
と
も
と
持
っ
て
い
る
重
要
な
視
点
で
あ
る
。

地
域
で
の
交
流
人
口
の
増
加
や
産
業
の
活
性

化
に
観
光
視
点
か
ら
取
り
組
む
事
例
は
、

C
O

V
ID

-1
9

の
影
響
で
も
減
少
す
る
こ
と
は

な
い
だ
ろ
う
。
時
代
の
潮
流
に
し
っ
か
り
と
向

き
合
え
ば
、
地
域
に
お
い
て
観
光
教
育
の
議
論

は
継
続
す
る
も
の
と
期
待
さ
れ
る
。

　
2
0
2
0
年
に
世
界
に
感
染
拡
大
し
た

C
O

V
ID

-1
9

は
、
観
光
教
育
に
多
く
の
課
題

を
も
た
ら
し
て
い
る
。
筆
者
が
考
え
る
だ
け
で

も
、
以
下
4
点
が
挙
げ
ら
れ
る
。

①
 
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
で
、
教
員
達
は
様
々
な

工
夫
を
行
っ
た
が
、観
光
現
場
の
視
察
や
調
査
、

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
な
ど
学
外
活
動
に
つ
い
て

は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
代
用
す
る
こ
と
は
困
難
で

あ
る
こ
と

②
 
観
光
を
学
ぶ
学
生
達
の
目
標
の
ひ
と
つ
で

あ
る
観
光
業
の
採
用
中
止
が
見
ら
れ
、
他
分
野

を
模
索
す
る
学
生
が
増
加
。
下
級
生
た
ち
も
不

安
を
抱
え
、
動
機
づ
け
が
困
難
で
あ
る
こ
と

③
 
近
年
は
大
学
の
観
光
系
学
部
・
学
科
開
設

が
急
増
し
、
受
験
希
望
者
も
増
え
た
が
、

C
O

V
ID

-1
9

に
よ
る
将
来
不
安
で
、
多
く
の

大
学
で
受
験
者
数
が
激
減
し
て
い
る
こ
と

④
 
新
た
な
観
光
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
形
で
、

観
光
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
は
変
化
し
て
き
た

が
、C

O
V
ID

-1
9

に
よ
り
オ
ン
ラ
イ
ン
ビ
ジ

ネ
ス
や
新
た
な
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
へ
の
対
応
が

急
務
と
な
り
、
観
光
マ
ー
ケ
ッ
ト
や
ビ
ジ
ネ
ス

モ
デ
ル
は
大
き
く
変
化
し
、
新
た
な
観
光
教
育

の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
開
発
が
求
め
ら
れ
る
こ
と

　
他
の
論
点
も
含
め
て
、
観
光
教
育
関
係
者
と

し
て
、
当
然
生
じ
て
く
る
社
会
の
変
化
や
要
請

だ
け
で
な
く
、C

O
V
ID

-1
9

後
の
観
光
教
育

に
つ
い
て
、改
め
て
議
論
す
る
必
要
性
が
あ
る
。

同
時
に
、C

O
V
ID

-1
9

は
観
光
産
業
だ
け
で

な
く
、
新
た
な
観
光
の
価
値
を
見
出
す
と
も
考

え
ら
れ
る
。
観
光
の
人
材
育
成
や
観
光
と
関
わ

る
教
育
も
、
社
会
の
動
向
に
対
応
す
る
形
で
、

ど
う
あ
る
べ
き
か
今
問
わ
れ
て
い
る
と
言
え
よ

う
。

　
海
外
の
観
光
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
教
育
か
ら
学

ぶ
べ
き
点
も
多
い
。
観
光
学
研
究
の
国
際
化
や

企
業
や
地
域
と
連
携
し
た
ビ
ジ
ネ
ス
や
政
策
実

施
に
観
光
研
究
の
成
果
を
生
か
す
必
要
も
あ

る
。
ま
た
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
進
む
観
光
産
業

界
に
お
い
て
、
観
光
庁
の
様
々
な
取
り
組
み
に

あ
る
よ
う
に
、
高
度
な
観
光
経
営
人
材
育
成
も

必
要
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
地
域
観
光
の
役
割
を

理
解
し
、
観
光
ま
ち
づ
く
り
に
貢
献
で
き
る
住

民
の
リ
テ
ラ
シ
ー
養
成
と
し
て
観
光
を
学
ぶ
こ

と
も
期
待
さ
れ
る
。

　
そ
し
て
、
日
本
の
地
域
課
題
は
多
く
、
新
た

な
消
費
増
加
に
つ
な
が
る
交
流
人
口
の
創
出
や

地
域
資
源
を
活
か
し
た
新
ビ
ジ
ネ
ス
創
出
に
観

光
は
有
効
な
手
法
で
あ
る
た
め
、「
観
光
」
と

い
う
名
称
に
こ
だ
わ
ら
な
く
て
も
、
地
域
産
業

の
活
性
化
や
交
流
人
口
増
加
の
た
め
に
、
地
域

資
源
価
値
を
高
め
る
教
育
の
取
り
組
み
が
急
増

し
て
い
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
1
次
産
業
や

2
次
産
業
と
観
光
が
結
び
つ
き
、
生
ま
れ
る
地

域
ビ
ジ
ネ
ス
も
散
見
さ
れ
る
。

　
こ
の
地
域
の
多
く
の
政
策
課
題
と
そ
れ
関
す

る
多
く
の
素
材
は
、様
々
な
学
び
を
可
能
と
し
、

従
来
の
観
光
教
育
と
は
異
な
る
多
様
な
教
科
・

科
目
か
ら
観
光
に
対
す
る
ア
プ
ロ
ー
チ
を
可
能

と
す
る
。
つ
ま
り
、
従
来
の
「
観
光
教
育
」
の

よ
う
に
、学
校
や
教
員
、生
徒
達
が「
観
光
教
育
」

を
意
識
し
な
く
て
も
、「
地
域
素
材
で
観
光
を

学
ぶ
教
育
」
が
必
然
的
に
増
え
て
い
く
も
の
と

考
え
ら
れ
る
。
観
光
を
め
ぐ
る
グ
ロ
ー
バ
ル
な

動
き
とV

O
C

ID
-1

9

シ
ョ
ッ
ク
は
、
新
た
な

国
の
政
策
と
教
育
行
政
に
つ
な
が
り
、
地
域
課

題
に
向
き
合
う
学
校
の
取
り
組
み
を
求
め
て
い

く
だ
ろ
う
。
こ
の
現
状
か
ら
考
え
れ
ば
、
観
光

教
育
の
可
能
性
が
、
地
域
か
ら
広
が
っ
て
い
く

こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。
今
、
我
々
が
改
め
て
観

光
教
育
と
は
何
か
を
考
え
る
契
機
と
な
る
の
で

は
な
い
だ
ろ
か
。

補注
注1）CiNii（NII学術情報ナビゲータ[サイニィ]）は、論文、図書・雑誌や博士論文などの学術情報が検索できるデータベース・サービスである。https://ci.nii.ac.jp/
注2）科学研究費助成事業データベースは、科学研究費助成事業により行われた研究の成果を収録している。https://kaken.nii.ac.jp/ja/
注3）マイケル・W・アップル（1992）教育と権力、日本エディタースクール出版部 
注4）観光研究と観光教育に関する考察については、以下の2つの論文を参照。
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  日本観光ホスピタリティ教育学会第15回全国大会発表論文集、49-60
 ・宍戸学（2018）観光教育研究と観光人材育成の推進　観光研究Vol29no.2　92-99

注5）観光庁資料「初等中等教育における観光教育の推進に関する協議会」よりhttps://www.mlit.go.jp/kankocho/content/001397184.pdf　2pより
注6）「学習指導要領」は、小学校・中学考・高校における教育課程（カリキュラム）を編成する際の基準を定めている。

科目「観光ビジネス」の詳細は、「高等学校学習指導要領（平成30年告示）解説」を参照。https://www.mext.go.jp/content/1407073_15_1_1_2.pdf

様
で
あ
る
。

　
観
光
庁
は
2
0
1
7
年
か
ら
小
中
高
等
学
校

等
に
お
け
る
観
光
教
育
事
業
に
取
り
組
み
始

め
、「
観
光
教
育
モ
デ
ル
事
業
案
」
や
「
教
員
向

け
の
指
導
案
」
を
作
成
し
た
。
し
か
し
、
取
り

組
み
を
通
し
て
、
様
々
な
形
で
観
光
教
育
が
行

わ
れ
て
い
る
こ
と
を
知
り
、2
0
2
0
年
に「
初

現代社会における観光教育の役割を考える2

出典：観光庁
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釧
路
公
立
大
学

世
界
一
級
の
自
然
と
近
接
す
る
都
市
機
能
、こ
の
恵
ま
れ
た
環
境
を
ど
う
活
か
し
て
い
く
か

中
村
研
二（
地
域
経
済
研
究
セ
ン
タ
ー
長
、教
授
）

P

16

3

1

岩
手
県
立
大
学

地
域
の
課
題
と
課
題
解
決
に
適
し
た
学
部
・
教
員
と
の
マッ
チ
ン
グ
に
よ
る
地
域
協
働
研
究

渋
谷
晃
太
郎（
総
合
政
策
学
部 

教
授
）

P

20

2

高
崎
経
済
大
学

『
地
域
・
社
会
貢
献
白
書
』が
示
す
、地
域
と
の
連
携
活
動
の
強
さ

井
門
隆
夫（
地
域
政
策
学
部 

同
大
学
院
地
域
政
策
研
究
科 

教
授
）

P

24

3

長
野
大
学

協
働
型
・
実
践
型
の
観
光
ま
ち
づ
く
り
教
育
・
研
究
・
地
域
貢
献

熊
谷
圭
介（
副
学
長
、環
境
ツ
ー
リ
ズム
学
部 

教
授
）

P

28

4

静
岡
県
立
大
学

産
学
官
連
携
活
動
の
要「
ツ
ー
リ
ズム
研
究
セ
ン
タ
ー
」

八
木
健
祥（
大
学
院
経
営
情
報
イ
ノ
ベ
ー
ション
研
究
科
長
、ツ
ー
リ
ズム
研
究
セ
ン
タ
ー
長
）

P

34

5

芸
術
文
化
観
光
専
門
職
大
学

芸
術
文
化
×
観
光
×
経
営
に
よ
る
イ
ノ
ベ
ー
ション
、価
値
創
造
、地
域
貢
献

直
井
岳
人（
芸
術
文
化
・
観
光
学
部 

教
授
）

P

38

6

島
根
県
立
大
学

地
域
社
会
の
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
し
て
、連
携
の
実
例
と
見
え
て
き
た
課
題

西
藤
真
一（
総
合
政
策
学
部 

准
教
授
）

P

42

7

高
知
県
立
大
学

地
域
貢
献
か
ら「
域
学
共
生
」へ

飯
髙
伸
五（
文
化
学
部 

准
教
授
）

P

46

8

北
九
州
市
立
大
学

「
地
域
振
興
の
た
め
の
フッ
ト
パス
観
光
」に
取
り
組
む
地
方
公
立
大
学
の
挑
戦

廣
川
祐
司（
地
域
創
生
学
群 

准
教
授
）

P

50

9

名
桜
大
学

地
域
に
お
け
る
望
ま
し
い
観
光
振
興
の
あ
り
方

大
谷
健
太
郎（
国
際
学
群 
教
授
）

P

54

10

観
光
振
興
に

貢
献
す
る

地
方
公
立
大
学
の

取
り
組
み

公
立
大
学
に
は

地
域
に
根
差
し
た

観
光
教
育
が
あ
る
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　釧
路
公
立
大
学
の
あ
る
釧
路
市
は
、北
海
道

の
東
部
で
太
平
洋
に
面
し
、2
つ
の
国
立
公
園

を
有
す
る
雄
大
な
自
然
に
包
ま
れ
た
都
市
で
あ

る
。釧
路
公
立
大
学
は
、1
9
8
8
年
釧
路
地
域

の
市
町
村
に
よ
る
一
部
事
務
組
合
方
式
に
よ

り
、地
域
が
自
ら
の
力
で
開
学
し
た
公
立
大
学

で
あ
る
。経
済
学
部
に
経
済
学
科
と
経
営
学
科

が
あ
る
。学
び
の
特
色
と
し
て
、①
未
来
を
創
る

方
法
を
学
ぶ
、②
釧
路
で
学
ぶ
、世
界
で
学
ぶ
、

③
地
域
を
学
ぶ
、地
域
か
ら
学
ぶ
、④
対
話
か
ら

生
ま
れ
る
安
心
が
あ
る
、を
掲
げ
て
い
る
。こ
の

う
ち
、③
の
地
域
を
学
ぶ
、地
域
か
ら
学
ぶ
に
つ

い
て
は
、北
海
道
の
自
然
な
ど
を
学
ぶ「
自
然
地

理
学
」、「
環
境
保
護
学
」の
ほ
か
、「
地
域
経
営

論
」、「
地
域
産
業
論
」、「
地
方
財
政
論
」、「
地
域

開
発
論
」な
ど
、地
域
づ
く
り
・
地
域
活
性
化
を

実
践
的
に
学
ぶ
科
目
を
設
け
て
い
る
。ま
た
、地

域
に
開
か
れ
た
大
学
の
研
究
機
関
と
し
て
、「
地

域
経
済
研
究
セ
ン
タ
ー
」を
設
置
し
、地
域
課
題

の
解
決
に
向
け
た
実
践
的
な
政
策
研
究
を
行
っ

て
い
る
1
）。

　釧
路
地
域
の
中
心
都
市
で
あ
る
釧
路
市
は
、

豊
富
な
地
域
資
源
を
生
か
し
、水
産
業
、石
炭
産

業
、紙
パ
ル
プ
を
中
心
に
戦
後
急
速
な
発
展
を

遂
げ
、こ
の
発
展
と
と
も
に
人
口
が
急
増
し
、

1
9
8
0
年
に
ピ
ー
ク
の
22
・
7
万
人
と
な
っ

た
。し
か
し
、1
9
8
0
年
代
以
降
は
、少
子
高

齢
化
の
進
行
と
、水
産
業
や
石
炭
産
業
を
は
じ

め
と
す
る
地
域
経
済
の
低
迷
な
ど
に
よ
り
、他

地
域（
特
に
札
幌
圏
、東
京
圏
）へ
人
口
が
流
出
、

減
少
に
転
じ
、現
在
ま
で
減
少
傾
向
に
あ
る

2
）。　明

る
い
話
題
で
は
、国
際
戦
略
バ
ル
ク
港
湾

解
決
す
る
た
め
の
観
光
地
域
づ
く
り
〜
」

（
2
0
2
0
・
11
）、「
物
流
か
ら
見
た
北
海
道
、釧

路
の
現
状
と
課
題
〜
グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
点
か

ら
」（
2
0
2
1
・
1
）等
が
あ
る
。

　当
セ
ン
タ
ー
で
は
、地
域
課

題
の
解
決
や
地
域
活
性
化
に
向

け
、行
政
機
関
の
実
施
す
る
委

員
会
等
に
積
極
的
に
参
画
し
、

地
域
の
政
策
形
成
等
に
関
す
る

支
援
を
実
施
し
て
い
る
。主
な

も
の
と
し
て
北
海
道
釧
路
総
合

振
興
局
、北
海
道
開
発
局
釧
路

開
発
建
設
部
、釧
路
市
、釧
路

町
、中
標
津
町
、北
見
市
、厚
岸

町
、釧
路
商
工
会
議
所
等
の
実

施
す
る
委
員
会
等
に
参
画
し
て

い
る
。

　こ
こ
で
、本
学
の
観
光
関
連

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ
の
取
り
組
み

を
紹
介
す
る
。ま
ず
、調
査
研
究

の
分
野
で
あ
る
が
、当
セ
ン
タ

ー
で
は
、釧
路
市
の
産
業
連
関

表
作
成
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

て
い
る
。ま
た
、当
セ
ン
タ
ー
で
は
、こ
の
産
業

連
関
表
を
活
用
し
て
2
0
1
8
年
度
に「
釧
路

市
に
お
け
る
ス
ポ
ー
ツ
合
宿
・
ク
ル
ー
ズ
船
寄

港
に
よ
る
経
済
波
及
効
果
に
関
す
る
研
究
」を

行
っ
た
。こ
の
研
究
で
は
、釧
路
市
で
の
ス
ポ
ー

ツ
合
宿
関
係
者
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
り
そ
の
活

動
内
容
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
経
済
波
及

効
果
を
推
計
し
た
。ま
た
、ク
ル
ー
ズ
船
寄
港
に

つ
い
て
も
、ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
り
ク
ル
ー
ズ
客

の
行
動
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、経
済
波

及
効
果
の
推
計
を
行
っ
た
。

　次
に
、当
セ
ン
タ
ー
の
実
施
す
る
地
域
の
政

策
形
成
等
に
関
す
る
支
援
の
中
で
、観
光
関
連

の
取
り
組
み
を
紹
介
す
る
。ま
ず
、地
域
の
観
光

面
で
も
大
き
な
柱
と
な
っ
て
い
る
釧
路
湿
原
関

連
で
、国
、自
治
体
等
公
共
中
心
の
取
組
で
あ
る

釧
路
湿
原
自
然
再
生
協
議
会「
地
域
づ
く
り
小

委
員
会
」に
参
画
し
て
い
る
。釧
路
湿
原
自
然
再

生
協
議
会
は
、2
0
0
3
年
に
設
立
さ
れ
、

2
0
0
5
年
に「
釧
路
湿
原
自
然
再
生
全
体
構

想
」が
策
定
さ
れ
、2
0
1
5
年
に
改
訂
さ
れ

た
。こ
の
中
で
、2
0
1
6
年
自
然
再
生
を
通
じ

た
地
域
づ
く
り
推
進
に
か
か
る
小
委
員
会
と
し

て「
地
域
づ
く
り
小
委
員
会
」が
設
置
さ
れ
、当

セ
ン
タ
ー
も
参
画
し
て
い
る
。同
委
員
会
は
、地

域
産
業
と
連
携
し
た
湿
原
の
ワ
イ
ズ
ユ
ー
ス
に

よ
り
、湿
原
の
保
全
・
再
生
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、将
来
に
わ
た
り
地
域
産
業
が
豊
か
に
な
る

取
組
を
進
め
る
こ
と
と
し
た
。具
体
的
に
は
、テ

ー
マ
と
し
て
観
光
、産
業
連
携
、ル
ー
ル
を
掲

げ
、①
釧
路
湿
原
の
現
状
、②
他
地
域
に
見
る
ワ

イ
ズ
ユ
ー
ス
、③
釧
路
湿
原
の
新
た
な
利
用
と

作
法
を
検
討
す
る
こ
と
と
し
、新
規
活
用
プ
ラ

ン
と
し
て
、カ
ヌ
ー
や
釣
り
の
作
法
、マ
ナ
ー
づ

く
り
、地
域
づ
く
り
ビ
ジ
ョ
ン
を
掲
げ
て
い
る

7
）。　ま

た
当
セ
ン
タ
ー
は
行
政
の
取
り
組
み
に
対

し
サ
ポ
ー
ト
す
る
だ
け
で
は
な
く
、民
間
中
心

釧
路
公
立
大
学
地
域
経
済
研
究
セ

ン
タ
ー
長・教
授
。早
稲
田
大
学
政

治
経
済
学
部
経
済
学
科
卒
、法
政

大
学
大
学
院
社
会
科
学
研
究
科
経

済
学
専
攻
修
了
。北
海
道
東
北
開

発
公
庫
入
庫
、経
済
企
画
庁
、（
財
）

北
海
道
東
北
地
域
経
済
総
合
研
究
所
、㈱
日
本
政
策
投

資
銀
行
地
域
企
画
部
、四
国
支
店
、㈱
日
本
経
済
研
究
所

を
経
て
、2
0
1
8
年
よ
り
現
職
。専
門
は
地
域
経
済
、

地
域
金
融
。

中
村
研
二（
な
か
む
ら
・
け
ん
じ
）

釧
路
公
立
大
学
の

地
域
振
興
の

取
り
組
み
に
ついて

表 1 2020年度釧路市観光入込客等の状況

（出典）釧路市「令和2年度釧路市観光入込客数　調査結果（概要）」

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
も
積
極
的
な
サ
ポ
ー
ト

を
行
っ
て
い
る
。こ
こ
で
、当
セ
ン
タ
ー
の
民
間

中
心
の
取
り
組
み
に
対
す
る
サ
ポ
ー
ト
の
う

ち
、観
光
に
関
連
す
る
取
り
組
み
へ
の
サ
ポ
ー

ト
事
例
を
い
く
つ
か
紹
介
す
る
。ひ
と
つ
は
、地

元
の
信
用
金
庫
で
あ
る
大
地
み
ら
い
信
用
金
庫

が
地
域
振
興
の
取
り
組
み
と
し
て
行
っ
て
い
る

K
O
N
S
E
N
魅
力
創
造
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
へ
の

参
画
で
あ
る
。当
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、2
0
1
2

年
に
根
室
、釧
路
地
域
の
民
間
事
業
者
、支
援
団

体
、自
治
体
、大
学
等
を
構
成
員
と
し
て
設
立
さ

れ
、食
関
連
事
業
者
の
商
品
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ

プ
、マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
や
視
察
、各
種
商
談
会
へ

の
出
展
、ツ
ー
リ
ズ
ム
対
応
事
業
を
行
っ
て
い

る
8
）。

　ま
た
、当
セ
ン
タ
ー
は
、No

M
ap

s

釧
路
・
根

室
の
取
り
組
み
に
も
参
画
し
て
い
る
。こ
の
取

り
組
み
は
、2
0
1
6
年
か
ら
札
幌
に
て
開
催

さ
れ
て
い
るN

o
M

a
p
s

と
連
携
し
、釧
路
・
根

室
地
域
の
基
幹
産
業
で
あ
る
水
産
業
、酪
農
業
、

観
光
業
とIT

・IO
T

・A
I

等
の
情
報
技
術
を
融

合
さ
せ
る
こ
と
で
、新
た
な
産
業
の
創
出
や
地

域
で
活
躍
す
る
人
材
を
育
成
す
る
こ
と
を
テ
ー

マ
に
2
0
1
9
年
か
ら
毎
年
開
催
さ
れ
て
い
る

も
の
で
あ
る
9
）。

　ま
た
、当
セ
ン
タ
ー
は
、地
域
へ
の
情
報
発
信

の
観
点
か
ら
セ
ミ
ナ
ー
を
随
時
開
催
し
て
い
る

が
、こ
こ
で
観
光
関
連
の
も
の
に
つ
い
て
紹
介

す
る
。2
0
1
9
年
度
は
、地
域
振
興
と
し
て
観

光
を
政
策
的
に
進
め
る
だ
け
で
な
く
、民
間
部

門
が
観
光
関
連
で
稼
ぐ
こ
と
の
重
要
性
を
理
解

す
る
た
め
に
、㈱
北
海
道
宝
島
旅
行
社
の
協
力

を
得
て
、「
住
ん
で
良
し
、訪
れ
て
良
し
、間
に
立

っ
て
良
し
。〜
稼
ぐ
＋
地
域
課
題
を
解
決
す
る

た
め
の
観
光
地
域
づ
く
り
〜
」を
開
催
し
た
。ま

た
、2
0
2
0
年
度
は
、新
型
コ
ロ
ナ
の
感
染
拡

大
に
よ
り
、観
光
業
が
大
き
く
打
撃
を
受
け
て

い
る
中
、日
本
政
策
投
資
銀
行
北
海
道
支
店
の

協
力
を
得
て「
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
、ア
フ
タ
ー
コ
ロ

ナ
に
お
け
る
北
海
道
観
光
」を
開
催
し
た
。

　ま
た
、今
年
度
か
ら
は
、本
大
学
の
取
り
組
み

と
し
て
、「
ひ
が
し
北
海
道
地
域
経
済
・
金
融
フ

ォ
ー
ラ
ム
」を
開
催
す
る
こ
と
を
検
討
し
て
い

る
。こ
れ
は
、地
域
金
融
機
関
職
員
や
自
治
体
職

員
、地
域
金
融
に
関
心
の
あ
る
学
生
、地
域
で
活

動
し
て
い
る
方
等
と
の
地
域
内
で
の
交
流
の
場

を
提
供
し
、ひ
が
し
北
海
道
地
域
の
地
域
経
済
・

金
融
に
関
わ
る
方
々
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
構

築
を
目
的
と
し
て
い
る
。

　最
後
に
、本
学
の
地
域
振
興（
観
光
振
興
）に

果
た
す
役
割
を
整
理
し
た
い
。釧
路
・
根
室
地
域

は
、豊
富
な
草
資
源
を
活
用
し
た
全
国
一
の
生

産
力
を
有
す
る
酪
農
に
加
え
、か
つ
て
の
水
産

業
、石
炭
産
業
、紙
パ
ル
プ
等
主
力
産
業
の
集
積

に
よ
り
、現
在
で
も
産
業
集
積
に
よ
り
事
業
所

数
も
多
い
。

　ま
た
、北
海
道
開
発
の
継
続
的
な
取
り
組
み

に
よ
り
、港
湾
、空
港
、道
路
等
が
整
備
さ
れ
、

東
京
圏
へ
の
移
動
に
も
飛
行
機
利
用
に
よ
れ
ば

短
時
間
で
移
動
で
き
る
。道
東
の
物
流
拠
点
と

し
て
も
、生
活
の
便
利
さ
の
上
で
も
、過
去
で
は

考
え
ら
れ
な
い
水
準
に
こ
こ
数
十
年
で
大
き
く

向
上
し
て
き
て
い
る
。圏
域
人
口
20
万
を
超
え
、

住
民
の
生
活
関
連
ニ
ー
ズ
は
相
応
の
市
場
規
模

が
あ
る
。ま
た
2
つ
の
国
立
公
園
を
擁
し
、世
界

レ
ベ
ル
の
自
然
に
よ
る
観
光
に
よ
る
大
き
な
ポ

テ
ン
シ
ャ
ル
を
秘
め
て
い
る
。こ
う
し
た
世
界

レ
ベ
ル
の
自
然
と
病
院
、シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン

タ
ー
、飲
食
、娯
楽
等
の
日
常
生
活
の
た
め
の
都

市
機
能
が
近
接
し
た
珍
し
い
地
域
で
あ
る
。こ

の
よ
う
な
広
大
さ
、冷
涼
な
気
候
、密
に
な
ら
な

い
都
市
規
模
、充
実
し
た
都
市
機
能
は
、ポ
ス
ト

コ
ロ
ナ
の
新
し
い
生
活
様
式
を
行
う
上
で
、日

本
で
も
有
数
の
適
し
た
地
域
と
考
え
ら
れ
る

10
）。　し

か
し
、現
在
は
、こ
の
よ
う
な
地
域
と
し
て

の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
十
分
に
生
か
せ
て
い
な
い

状
況
に
あ
る
。新
型
コ
ロ
ナ
対
応
、工
場
撤
退
等

産
業
の
問
題
等
解
決
す
べ
き
問
題
は
山
積
み

で
、行
政
・
民
間
と
も
そ
の
対
応
の
た
め
、多
く

の
活
動
が
な
さ
れ
て
い
る
。こ
の
よ
う
な
状
況

の
中
で
、地
域
に
社
会
科
学
系
大
学
が
存
在
す

る
と
い
う
こ
と
は
、地
域
に
人
材
供
給
を
行
う

こ
と
に
と
ど
ま
ら
ず
、地
域
振
興
の
実
務
の
現

場
か
ら
一
歩
離
れ
た
立
場
か
ら
、各
種
分
析
、提

言
等
を
行
い
、長
期
的
な
釧
路
・
根
室
地
域
の
振

興
の
た
め
に
活
動
し
て
い
く
こ
と
だ
と
考
え
て

お
り
、今
後
も
釧
路
地
域
の
振
興
の
た
め
に
積

極
的
に
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。

　こ
の
中
で
、観
光
は
今
後
期
待
さ
れ
る
産
業

の
柱
の
一
つ
で
あ
り
、釧
路
・
根
室
地
域
で
は
、

世
界
水
準
の
観
光
地
形
成
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し

て
周
遊
観
光
を
促
進
す
る
た
め
の
取
組
支
援
が

行
わ
れ
て
い
る
。ま
た
、釧
路
市
に
お
い
て
も
、

第
2
期
釧
路
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合

戦
略
で
は
、「
基
本
目
標
1

　地
域
の
魅
力
を
生

か
し
た
、経
済
・
産
業
・
交
流
人
口
・
関
係
人
口
拡

大
を
目
指
す
」と
し
て
お
り
、特
に
観
光
関
連
で

は
、「
釧
路
の
自
然
文
化
を
生
か
し
た
世
界
一
級

の
観
光
地
づ
く
り
」を
掲
げ
て
お
り
、（
ア
）「
日

本
版
D
M
O
」の
推
進
、（
イ
）釧
路
が
誇
る
地
域

資
源
を
生
か
し
た
滞
在
型
観
光
地
域
づ
く
り
、

（
ウ
）釧
路
の
ブ
ラ
ン
ド
力
や
広
域
エ
リ
ア
の
魅

力
を
生
か
し
た
誘
客
の
推
進
、を
掲
げ
て
い
る
。

第
2
期
釧
路
市
観
光
振
興
ビ
ジ
ョ
ン
に
お
い
て

も
、「
み
ん
な
が
担
う
、み
ん
な
が
育
て
る
観
光

産
業
に
よ
り
持
続
可
能
な
自
立
型
の
地
域
経
済

の
実
現
を
目
指
し
ま
す
」と
し
て
お
り
、観
光
に

よ
る
経
済
波
及
効
果
を
基
準
年
次
の
2
倍（
約

5
0
0
億
円
2
0
1
7
年
度
か
ら
概
ね
10
年
程

度
）と
す
る
目
標
を
掲
げ
て
い
る
4
）。

　地
域
の
観
光
関
連
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、釧

路
市
観
光
立
国
シ
ョ
ー
ケ
ー
ス
実
施
計
画
で

は
、「
世
界
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
自
然
に
抱
か
れ
、

自
然
と
共
生
文
化
を
体
感
す
る
カ
ム
イ
の
休
日

を
掲
げ
、ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
高

い
関
心
を
持
つ
欧
米
豪
、ア
ジ
ア
圏
の
富
裕
層

を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
、日
本
版
D
M
O
、ス
ト
レ
ス

フ
リ
ー
の
環
境
整
備
、観
光
資
源
の
磨
き
上
げ
、

海
外
へ
の
情
報
発
信
を
行
う
」と
し
て
い
る
。ま

た
、「
阿
寒
国
立
公
園
満
喫
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」で

は
、火
山
と
森
と
湖
が
織
り
な
す
原
生
的
な
自

然
を
堪
能
で
き
る
こ
と
を
掲
げ
、そ
の
特
徴
と

し
て
原
生
的
な
自
然
で
過
ご
す「
上
質
な
時

間
」、原
生
的
な
自
然
の「
新
た
な
利
用
」、「
ア
イ

ヌ
文
化
」の
体
感
を
あ
げ
て
い
る
5
）。

　し
か
し
、こ
の
よ
う
に
大
き
く
期
待
さ
れ
て

い
た
観
光
産
業
で
あ
る
が
、昨
年
か
ら
の
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に
よ
り
、イ
ン
バ
ウ

ン
ド
客
は
ほ
と
ん
ど
な
く
な
り
、国
内
客
も
大

き
く
減
少
し
、現
在
は
大
変
厳
し
い
状
況
と
な

っ
て
い
る
。釧
路
市
の
観
光
入
込
統
計
に
よ
る

と
、
2
0
2
0
年
度
観
光
入
込
客
数
は
約

2
4
6
万
1
千
人
で
あ
り
、新
型
コ
ロ
ナ
の
影

響
の
な
か
っ
た
2
0
1
8
年
度
比
較
で
56
・
1

％
減
と
大
き
く
減
少
し
て
い
る
6
）。

　地
域
経
済
研
究
セ
ン
タ
ー
は
、1
9
9
9
年

に
設
立
さ
れ
、地
域
課
題
の
解
決
や
地
域
活
性

化
に
向
け
た
研
究
、創
造
的
な
政
策
提
言
等
に

取
り
組
ん
で
い
る
ほ
か
、時
代
に
マ
ッ
チ
し
た

ニ
ー
ズ
の
高
い
テ
ー
マ
を
取
り
上
げ
た
セ
ミ
ナ

ー
・
講
演
会
を
開
催
す
る
等
、地
域
に
対
す
る
積

極
的
な
情
報
発
信
に
努
め
て
い
る
。

① 

共
同
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

地
域
の
現
状
や
課
題
の
検
証
、地
域
課
題
の
解

決
や
地
域
の
活
性
化
に
向
け
た
方
策
、地
域
の

実
態
を
踏
ま
え
た
創
造
的
な
政
策
の
在
り
方
等

に
か
か
る
地
域
経
済
研
究
を
、テ
ー
マ
毎
に
共

同
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
組
織
し
て
進
め
て
い

る
。研
究
テ
ー
マ
は
、観
光
、交
通
、福
祉
、環
境
、

地
場
産
業
、金
融
、自
治
体
経
営
な
ど
幅
広
い
分

野
を
扱
っ
て
い
る
。当
セ
ン
タ
ー
の
共
同
研
究

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
特
徴
は
、客
員
研
究
員
シ
ス

テ
ム
、地
元
の
行
政
ス
タ
ッ
フ
・
民
間
人
の
参

加
、外
部
資
金
に
よ
る
効
果
的
な
研
究
の
推
進

で
あ
る
。

　近
年
の
研
究
成
果
と
し
て
は
、「
釧
路
市
に
お

け
る
人
口
減
少
抑
制
の
た
め
の
定
住
に
向
け
た

現
状
と
課
題
に
関
す
る
研
究
」（
2
0
2
1
・

3
）、「
釧
路
市
中
央
図
書
館
開
業
に
よ
る
図
書

館
利
用
者
の
ま
ち
な
か
行
動
と
消
費
効
果
及
び

経
済
効
果
に
関
す
る
研
究
」（
2
0
2
0
・
3
）、

「
釧
路
市
に
お
け
る
ス
ポ
ー
ツ
合
宿
・
ク
ル
ー
ズ

船
寄
港
に
よ
る
経
済
波
及
効
果
に
関
す
る
研

究
」（
2
0
1
9
・
3
）等
で
あ
る
。

② 

講
演
会
・
セ
ミ
ナ
ー
等
の
実
施

　外
部
か
ら
の
有
識
者
を
招
い
て
地
域
の
問
題

を
探
る
フ
ォ
ー
ラ
ム
や
、共
同
研
究
の
成
果
を

発
表
す
る
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
を
開
催
し
て
い
る
。

近
年
の
セ
ミ
ナ
ー
と
し
て
は
、「
ウ
ィ
ズ
コ
ロ

ナ
、ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
に
お
け
る
北
海
道
観
光
」

（
2
0
2
1
・
3
）、「
人
口
減
少
社
会
の
自
治
体

経
営
〜
民
主
主
義
を
進
化
さ
せ
る
〜
」

（
2
0
2
0
・
11
）、「
住
ん
で
良
し
、訪
れ
て
良

し
、間
に
立
っ
て
良
し
。〜
稼
ぐ
＋
地
域
課
題
を

2
釧
路
地
域
の

課
題
と
観
光
の
状
況

3
地
域
経
済
研
究
セ
ン
タ
ー

の
取
り
組
み

1
釧
路
公
立
大
学
と
は

釧
路
公
立
大
学

と
し
て
2
0
1
9
年
に
大

型
船（
パ
ナ
マ
ッ
ク
ス
船
）

が
入
港
で
き
る
国
際
物
流

タ
ー
ミ
ナ
ル
が
整
備
・
供

用
開
始
さ
れ
、穀
物
の
安

定
か
つ
安
価
な
輸
入
の
た

め
の
基
盤
整
備
が
整
い
、

飼
料
工
場
が
立
地
す
る
な

ど
道
東
の
物
流
拠
点
と
し

て
の
発
展
が
期
待
さ
れ

る
。し
か
し
、産
業
面
で

は
、2
0
2
0
年
に
は
、地

域
の
主
要
産
業
で
あ
る
紙

パ
ル
プ
に
お
い
て
日
本
製

紙
釧
路
工
場
の
製
紙
事
業

撤
退
発
表
が
あ
る
な
ど
従

来
の
主
要
産
業
の
衰
退

で
、地
域
の
経
済
は
大
き

な
岐
路
に
立
た
さ
れ
て
い

る
3
）。

そ
し
て
、作
成
し
た
産
業
連
関
表
を
用
い
て
、各

施
策
の
市
へ
の
経
済
波
及
効
果
分
析
を
行
っ
て

い
る
。釧
路
市
と
当
セ
ン
タ
ー
で
作
成
し
た
産

業
連
関
表
は
、観
光
関
連
の
施
策
で
も
活
用
さ

れ
て
お
り
、釧
路
市
の
第
2
期
釧
路
市
観
光
振

興
ビ
ジ
ョ
ン
の
目
標
数
値
作
成
等
で
活
用
さ
れ

釧路公立大学校舎

「
第
2
期

　釧
路
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」

「
第
二
期 

釧
路
市
観
光
振
興
ビ
ジ
ョ
ン
」

観光入込客数 内訳 宿泊客延数

釧路地区
阿寒地区
音別地区

416,106
255,413

578

672,097

-54.5%
-56.1%

1,476,637
1,530,944

対2019増減率
対2018増減率

2019年度
2018年度

合計

3 ❶

360,919
242,554

506

603,979

-54.9%
-56.7%

1,337,868
1,394,708

宿泊客

1,262,056
594,456

303

1,856,815

-53.2%
-52.5%

3,969,406
3,907,113

日帰り客

1,622,975
837,010

809

2,460,794

-53.6%
-53.6%

5,307,274
5,301,821

総数

1,122,782
697,766

802

1,821,350

-50.2%
-50.4%

3,658,368
3,672,988

道外客

500,193
139,244

7

639,444

-61.2%
-60.7%

1,648,906
1,628,833

道外客

釧路公立大学3
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　釧
路
公
立
大
学
の
あ
る
釧
路
市
は
、北
海
道

の
東
部
で
太
平
洋
に
面
し
、2
つ
の
国
立
公
園

を
有
す
る
雄
大
な
自
然
に
包
ま
れ
た
都
市
で
あ

る
。釧
路
公
立
大
学
は
、1
9
8
8
年
釧
路
地
域

の
市
町
村
に
よ
る
一
部
事
務
組
合
方
式
に
よ

り
、地
域
が
自
ら
の
力
で
開
学
し
た
公
立
大
学

で
あ
る
。経
済
学
部
に
経
済
学
科
と
経
営
学
科

が
あ
る
。学
び
の
特
色
と
し
て
、①
未
来
を
創
る

方
法
を
学
ぶ
、②
釧
路
で
学
ぶ
、世
界
で
学
ぶ
、

③
地
域
を
学
ぶ
、地
域
か
ら
学
ぶ
、④
対
話
か
ら

生
ま
れ
る
安
心
が
あ
る
、を
掲
げ
て
い
る
。こ
の

う
ち
、③
の
地
域
を
学
ぶ
、地
域
か
ら
学
ぶ
に
つ

い
て
は
、北
海
道
の
自
然
な
ど
を
学
ぶ「
自
然
地

理
学
」、「
環
境
保
護
学
」の
ほ
か
、「
地
域
経
営

論
」、「
地
域
産
業
論
」、「
地
方
財
政
論
」、「
地
域

開
発
論
」な
ど
、地
域
づ
く
り
・
地
域
活
性
化
を

実
践
的
に
学
ぶ
科
目
を
設
け
て
い
る
。ま
た
、地

域
に
開
か
れ
た
大
学
の
研
究
機
関
と
し
て
、「
地

域
経
済
研
究
セ
ン
タ
ー
」を
設
置
し
、地
域
課
題

の
解
決
に
向
け
た
実
践
的
な
政
策
研
究
を
行
っ

て
い
る
1
）。

　釧
路
地
域
の
中
心
都
市
で
あ
る
釧
路
市
は
、

豊
富
な
地
域
資
源
を
生
か
し
、水
産
業
、石
炭
産

業
、紙
パ
ル
プ
を
中
心
に
戦
後
急
速
な
発
展
を

遂
げ
、こ
の
発
展
と
と
も
に
人
口
が
急
増
し
、

1
9
8
0
年
に
ピ
ー
ク
の
22
・
7
万
人
と
な
っ

た
。し
か
し
、1
9
8
0
年
代
以
降
は
、少
子
高

齢
化
の
進
行
と
、水
産
業
や
石
炭
産
業
を
は
じ

め
と
す
る
地
域
経
済
の
低
迷
な
ど
に
よ
り
、他

地
域（
特
に
札
幌
圏
、東
京
圏
）へ
人
口
が
流
出
、

減
少
に
転
じ
、現
在
ま
で
減
少
傾
向
に
あ
る

2
）。　明

る
い
話
題
で
は
、国
際
戦
略
バ
ル
ク
港
湾

解
決
す
る
た
め
の
観
光
地
域
づ
く
り
〜
」

（
2
0
2
0
・
11
）、「
物
流
か
ら
見
た
北
海
道
、釧

路
の
現
状
と
課
題
〜
グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
点
か

ら
」（
2
0
2
1
・
1
）等
が
あ
る
。

　当
セ
ン
タ
ー
で
は
、地
域
課

題
の
解
決
や
地
域
活
性
化
に
向

け
、行
政
機
関
の
実
施
す
る
委

員
会
等
に
積
極
的
に
参
画
し
、

地
域
の
政
策
形
成
等
に
関
す
る

支
援
を
実
施
し
て
い
る
。主
な

も
の
と
し
て
北
海
道
釧
路
総
合

振
興
局
、北
海
道
開
発
局
釧
路

開
発
建
設
部
、釧
路
市
、釧
路

町
、中
標
津
町
、北
見
市
、厚
岸

町
、釧
路
商
工
会
議
所
等
の
実

施
す
る
委
員
会
等
に
参
画
し
て

い
る
。

　こ
こ
で
、本
学
の
観
光
関
連

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ
の
取
り
組
み

を
紹
介
す
る
。ま
ず
、調
査
研
究

の
分
野
で
あ
る
が
、当
セ
ン
タ

ー
で
は
、釧
路
市
の
産
業
連
関

表
作
成
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

て
い
る
。ま
た
、当
セ
ン
タ
ー
で
は
、こ
の
産
業

連
関
表
を
活
用
し
て
2
0
1
8
年
度
に「
釧
路

市
に
お
け
る
ス
ポ
ー
ツ
合
宿
・
ク
ル
ー
ズ
船
寄

港
に
よ
る
経
済
波
及
効
果
に
関
す
る
研
究
」を

行
っ
た
。こ
の
研
究
で
は
、釧
路
市
で
の
ス
ポ
ー

ツ
合
宿
関
係
者
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
り
そ
の
活

動
内
容
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
経
済
波
及

効
果
を
推
計
し
た
。ま
た
、ク
ル
ー
ズ
船
寄
港
に

つ
い
て
も
、ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
り
ク
ル
ー
ズ
客

の
行
動
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、経
済
波

及
効
果
の
推
計
を
行
っ
た
。

　次
に
、当
セ
ン
タ
ー
の
実
施
す
る
地
域
の
政

策
形
成
等
に
関
す
る
支
援
の
中
で
、観
光
関
連

の
取
り
組
み
を
紹
介
す
る
。ま
ず
、地
域
の
観
光

面
で
も
大
き
な
柱
と
な
っ
て
い
る
釧
路
湿
原
関

連
で
、国
、自
治
体
等
公
共
中
心
の
取
組
で
あ
る

釧
路
湿
原
自
然
再
生
協
議
会「
地
域
づ
く
り
小

委
員
会
」に
参
画
し
て
い
る
。釧
路
湿
原
自
然
再

生
協
議
会
は
、2
0
0
3
年
に
設
立
さ
れ
、

2
0
0
5
年
に「
釧
路
湿
原
自
然
再
生
全
体
構

想
」が
策
定
さ
れ
、2
0
1
5
年
に
改
訂
さ
れ

た
。こ
の
中
で
、2
0
1
6
年
自
然
再
生
を
通
じ

た
地
域
づ
く
り
推
進
に
か
か
る
小
委
員
会
と
し

て「
地
域
づ
く
り
小
委
員
会
」が
設
置
さ
れ
、当

セ
ン
タ
ー
も
参
画
し
て
い
る
。同
委
員
会
は
、地

域
産
業
と
連
携
し
た
湿
原
の
ワ
イ
ズ
ユ
ー
ス
に

よ
り
、湿
原
の
保
全
・
再
生
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、将
来
に
わ
た
り
地
域
産
業
が
豊
か
に
な
る

取
組
を
進
め
る
こ
と
と
し
た
。具
体
的
に
は
、テ

ー
マ
と
し
て
観
光
、産
業
連
携
、ル
ー
ル
を
掲

げ
、①
釧
路
湿
原
の
現
状
、②
他
地
域
に
見
る
ワ

イ
ズ
ユ
ー
ス
、③
釧
路
湿
原
の
新
た
な
利
用
と

作
法
を
検
討
す
る
こ
と
と
し
、新
規
活
用
プ
ラ

ン
と
し
て
、カ
ヌ
ー
や
釣
り
の
作
法
、マ
ナ
ー
づ

く
り
、地
域
づ
く
り
ビ
ジ
ョ
ン
を
掲
げ
て
い
る

7
）。　ま

た
当
セ
ン
タ
ー
は
行
政
の
取
り
組
み
に
対

し
サ
ポ
ー
ト
す
る
だ
け
で
は
な
く
、民
間
中
心

釧
路
公
立
大
学
地
域
経
済
研
究
セ

ン
タ
ー
長・教
授
。早
稲
田
大
学
政

治
経
済
学
部
経
済
学
科
卒
、法
政

大
学
大
学
院
社
会
科
学
研
究
科
経

済
学
専
攻
修
了
。北
海
道
東
北
開

発
公
庫
入
庫
、経
済
企
画
庁
、（
財
）

北
海
道
東
北
地
域
経
済
総
合
研
究
所
、㈱
日
本
政
策
投

資
銀
行
地
域
企
画
部
、四
国
支
店
、㈱
日
本
経
済
研
究
所

を
経
て
、2
0
1
8
年
よ
り
現
職
。専
門
は
地
域
経
済
、

地
域
金
融
。

中
村
研
二（
な
か
む
ら
・
け
ん
じ
）

釧
路
公
立
大
学
の

地
域
振
興
の

取
り
組
み
に
ついて

表 1 2020年度釧路市観光入込客等の状況

（出典）釧路市「令和2年度釧路市観光入込客数　調査結果（概要）」

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
も
積
極
的
な
サ
ポ
ー
ト

を
行
っ
て
い
る
。こ
こ
で
、当
セ
ン
タ
ー
の
民
間

中
心
の
取
り
組
み
に
対
す
る
サ
ポ
ー
ト
の
う

ち
、観
光
に
関
連
す
る
取
り
組
み
へ
の
サ
ポ
ー

ト
事
例
を
い
く
つ
か
紹
介
す
る
。ひ
と
つ
は
、地

元
の
信
用
金
庫
で
あ
る
大
地
み
ら
い
信
用
金
庫

が
地
域
振
興
の
取
り
組
み
と
し
て
行
っ
て
い
る

K
O
N
S
E
N
魅
力
創
造
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
へ
の

参
画
で
あ
る
。当
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、2
0
1
2

年
に
根
室
、釧
路
地
域
の
民
間
事
業
者
、支
援
団

体
、自
治
体
、大
学
等
を
構
成
員
と
し
て
設
立
さ

れ
、食
関
連
事
業
者
の
商
品
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ

プ
、マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
や
視
察
、各
種
商
談
会
へ

の
出
展
、ツ
ー
リ
ズ
ム
対
応
事
業
を
行
っ
て
い

る
8
）。

　ま
た
、当
セ
ン
タ
ー
は
、No

M
ap

s

釧
路
・
根

室
の
取
り
組
み
に
も
参
画
し
て
い
る
。こ
の
取

り
組
み
は
、2
0
1
6
年
か
ら
札
幌
に
て
開
催

さ
れ
て
い
るN

o
M

a
p
s

と
連
携
し
、釧
路
・
根

室
地
域
の
基
幹
産
業
で
あ
る
水
産
業
、酪
農
業
、

観
光
業
とIT

・IO
T

・A
I

等
の
情
報
技
術
を
融

合
さ
せ
る
こ
と
で
、新
た
な
産
業
の
創
出
や
地

域
で
活
躍
す
る
人
材
を
育
成
す
る
こ
と
を
テ
ー

マ
に
2
0
1
9
年
か
ら
毎
年
開
催
さ
れ
て
い
る

も
の
で
あ
る
9
）。

　ま
た
、当
セ
ン
タ
ー
は
、地
域
へ
の
情
報
発
信

の
観
点
か
ら
セ
ミ
ナ
ー
を
随
時
開
催
し
て
い
る

が
、こ
こ
で
観
光
関
連
の
も
の
に
つ
い
て
紹
介

す
る
。2
0
1
9
年
度
は
、地
域
振
興
と
し
て
観

光
を
政
策
的
に
進
め
る
だ
け
で
な
く
、民
間
部

門
が
観
光
関
連
で
稼
ぐ
こ
と
の
重
要
性
を
理
解

す
る
た
め
に
、㈱
北
海
道
宝
島
旅
行
社
の
協
力

を
得
て
、「
住
ん
で
良
し
、訪
れ
て
良
し
、間
に
立

っ
て
良
し
。〜
稼
ぐ
＋
地
域
課
題
を
解
決
す
る

た
め
の
観
光
地
域
づ
く
り
〜
」を
開
催
し
た
。ま

た
、2
0
2
0
年
度
は
、新
型
コ
ロ
ナ
の
感
染
拡

大
に
よ
り
、観
光
業
が
大
き
く
打
撃
を
受
け
て

い
る
中
、日
本
政
策
投
資
銀
行
北
海
道
支
店
の

協
力
を
得
て「
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
、ア
フ
タ
ー
コ
ロ

ナ
に
お
け
る
北
海
道
観
光
」を
開
催
し
た
。

　ま
た
、今
年
度
か
ら
は
、本
大
学
の
取
り
組
み

と
し
て
、「
ひ
が
し
北
海
道
地
域
経
済
・
金
融
フ

ォ
ー
ラ
ム
」を
開
催
す
る
こ
と
を
検
討
し
て
い

る
。こ
れ
は
、地
域
金
融
機
関
職
員
や
自
治
体
職

員
、地
域
金
融
に
関
心
の
あ
る
学
生
、地
域
で
活

動
し
て
い
る
方
等
と
の
地
域
内
で
の
交
流
の
場

を
提
供
し
、ひ
が
し
北
海
道
地
域
の
地
域
経
済
・

金
融
に
関
わ
る
方
々
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
構

築
を
目
的
と
し
て
い
る
。

　最
後
に
、本
学
の
地
域
振
興（
観
光
振
興
）に

果
た
す
役
割
を
整
理
し
た
い
。釧
路
・
根
室
地
域

は
、豊
富
な
草
資
源
を
活
用
し
た
全
国
一
の
生

産
力
を
有
す
る
酪
農
に
加
え
、か
つ
て
の
水
産

業
、石
炭
産
業
、紙
パ
ル
プ
等
主
力
産
業
の
集
積

に
よ
り
、現
在
で
も
産
業
集
積
に
よ
り
事
業
所

数
も
多
い
。

　ま
た
、北
海
道
開
発
の
継
続
的
な
取
り
組
み

に
よ
り
、港
湾
、空
港
、道
路
等
が
整
備
さ
れ
、

東
京
圏
へ
の
移
動
に
も
飛
行
機
利
用
に
よ
れ
ば

短
時
間
で
移
動
で
き
る
。道
東
の
物
流
拠
点
と

し
て
も
、生
活
の
便
利
さ
の
上
で
も
、過
去
で
は

考
え
ら
れ
な
い
水
準
に
こ
こ
数
十
年
で
大
き
く

向
上
し
て
き
て
い
る
。圏
域
人
口
20
万
を
超
え
、

住
民
の
生
活
関
連
ニ
ー
ズ
は
相
応
の
市
場
規
模

が
あ
る
。ま
た
2
つ
の
国
立
公
園
を
擁
し
、世
界

レ
ベ
ル
の
自
然
に
よ
る
観
光
に
よ
る
大
き
な
ポ

テ
ン
シ
ャ
ル
を
秘
め
て
い
る
。こ
う
し
た
世
界

レ
ベ
ル
の
自
然
と
病
院
、シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン

タ
ー
、飲
食
、娯
楽
等
の
日
常
生
活
の
た
め
の
都

市
機
能
が
近
接
し
た
珍
し
い
地
域
で
あ
る
。こ

の
よ
う
な
広
大
さ
、冷
涼
な
気
候
、密
に
な
ら
な

い
都
市
規
模
、充
実
し
た
都
市
機
能
は
、ポ
ス
ト

コ
ロ
ナ
の
新
し
い
生
活
様
式
を
行
う
上
で
、日

本
で
も
有
数
の
適
し
た
地
域
と
考
え
ら
れ
る

10
）。　し

か
し
、現
在
は
、こ
の
よ
う
な
地
域
と
し
て

の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
十
分
に
生
か
せ
て
い
な
い

状
況
に
あ
る
。新
型
コ
ロ
ナ
対
応
、工
場
撤
退
等

産
業
の
問
題
等
解
決
す
べ
き
問
題
は
山
積
み

で
、行
政
・
民
間
と
も
そ
の
対
応
の
た
め
、多
く

の
活
動
が
な
さ
れ
て
い
る
。こ
の
よ
う
な
状
況

の
中
で
、地
域
に
社
会
科
学
系
大
学
が
存
在
す

る
と
い
う
こ
と
は
、地
域
に
人
材
供
給
を
行
う

こ
と
に
と
ど
ま
ら
ず
、地
域
振
興
の
実
務
の
現

場
か
ら
一
歩
離
れ
た
立
場
か
ら
、各
種
分
析
、提

言
等
を
行
い
、長
期
的
な
釧
路
・
根
室
地
域
の
振

興
の
た
め
に
活
動
し
て
い
く
こ
と
だ
と
考
え
て

お
り
、今
後
も
釧
路
地
域
の
振
興
の
た
め
に
積

極
的
に
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。

　こ
の
中
で
、観
光
は
今
後
期
待
さ
れ
る
産
業

の
柱
の
一
つ
で
あ
り
、釧
路
・
根
室
地
域
で
は
、

世
界
水
準
の
観
光
地
形
成
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し

て
周
遊
観
光
を
促
進
す
る
た
め
の
取
組
支
援
が

行
わ
れ
て
い
る
。ま
た
、釧
路
市
に
お
い
て
も
、

第
2
期
釧
路
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合

戦
略
で
は
、「
基
本
目
標
1

　地
域
の
魅
力
を
生

か
し
た
、経
済
・
産
業
・
交
流
人
口
・
関
係
人
口
拡

大
を
目
指
す
」と
し
て
お
り
、特
に
観
光
関
連
で

は
、「
釧
路
の
自
然
文
化
を
生
か
し
た
世
界
一
級

の
観
光
地
づ
く
り
」を
掲
げ
て
お
り
、（
ア
）「
日

本
版
D
M
O
」の
推
進
、（
イ
）釧
路
が
誇
る
地
域

資
源
を
生
か
し
た
滞
在
型
観
光
地
域
づ
く
り
、

（
ウ
）釧
路
の
ブ
ラ
ン
ド
力
や
広
域
エ
リ
ア
の
魅

力
を
生
か
し
た
誘
客
の
推
進
、を
掲
げ
て
い
る
。

第
2
期
釧
路
市
観
光
振
興
ビ
ジ
ョ
ン
に
お
い
て

も
、「
み
ん
な
が
担
う
、み
ん
な
が
育
て
る
観
光

産
業
に
よ
り
持
続
可
能
な
自
立
型
の
地
域
経
済

の
実
現
を
目
指
し
ま
す
」と
し
て
お
り
、観
光
に

よ
る
経
済
波
及
効
果
を
基
準
年
次
の
2
倍（
約

5
0
0
億
円
2
0
1
7
年
度
か
ら
概
ね
10
年
程

度
）と
す
る
目
標
を
掲
げ
て
い
る
4
）。

　地
域
の
観
光
関
連
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、釧

路
市
観
光
立
国
シ
ョ
ー
ケ
ー
ス
実
施
計
画
で

は
、「
世
界
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
自
然
に
抱
か
れ
、

自
然
と
共
生
文
化
を
体
感
す
る
カ
ム
イ
の
休
日

を
掲
げ
、ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
高

い
関
心
を
持
つ
欧
米
豪
、ア
ジ
ア
圏
の
富
裕
層

を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
、日
本
版
D
M
O
、ス
ト
レ
ス

フ
リ
ー
の
環
境
整
備
、観
光
資
源
の
磨
き
上
げ
、

海
外
へ
の
情
報
発
信
を
行
う
」と
し
て
い
る
。ま

た
、「
阿
寒
国
立
公
園
満
喫
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」で

は
、火
山
と
森
と
湖
が
織
り
な
す
原
生
的
な
自

然
を
堪
能
で
き
る
こ
と
を
掲
げ
、そ
の
特
徴
と

し
て
原
生
的
な
自
然
で
過
ご
す「
上
質
な
時

間
」、原
生
的
な
自
然
の「
新
た
な
利
用
」、「
ア
イ

ヌ
文
化
」の
体
感
を
あ
げ
て
い
る
5
）。

　し
か
し
、こ
の
よ
う
に
大
き
く
期
待
さ
れ
て

い
た
観
光
産
業
で
あ
る
が
、昨
年
か
ら
の
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に
よ
り
、イ
ン
バ
ウ

ン
ド
客
は
ほ
と
ん
ど
な
く
な
り
、国
内
客
も
大

き
く
減
少
し
、現
在
は
大
変
厳
し
い
状
況
と
な

っ
て
い
る
。釧
路
市
の
観
光
入
込
統
計
に
よ
る

と
、
2
0
2
0
年
度
観
光
入
込
客
数
は
約

2
4
6
万
1
千
人
で
あ
り
、新
型
コ
ロ
ナ
の
影

響
の
な
か
っ
た
2
0
1
8
年
度
比
較
で
56
・
1

％
減
と
大
き
く
減
少
し
て
い
る
6
）。

　地
域
経
済
研
究
セ
ン
タ
ー
は
、1
9
9
9
年

に
設
立
さ
れ
、地
域
課
題
の
解
決
や
地
域
活
性

化
に
向
け
た
研
究
、創
造
的
な
政
策
提
言
等
に

取
り
組
ん
で
い
る
ほ
か
、時
代
に
マ
ッ
チ
し
た

ニ
ー
ズ
の
高
い
テ
ー
マ
を
取
り
上
げ
た
セ
ミ
ナ

ー
・
講
演
会
を
開
催
す
る
等
、地
域
に
対
す
る
積

極
的
な
情
報
発
信
に
努
め
て
い
る
。

① 

共
同
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

地
域
の
現
状
や
課
題
の
検
証
、地
域
課
題
の
解

決
や
地
域
の
活
性
化
に
向
け
た
方
策
、地
域
の

実
態
を
踏
ま
え
た
創
造
的
な
政
策
の
在
り
方
等

に
か
か
る
地
域
経
済
研
究
を
、テ
ー
マ
毎
に
共

同
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
組
織
し
て
進
め
て
い

る
。研
究
テ
ー
マ
は
、観
光
、交
通
、福
祉
、環
境
、

地
場
産
業
、金
融
、自
治
体
経
営
な
ど
幅
広
い
分

野
を
扱
っ
て
い
る
。当
セ
ン
タ
ー
の
共
同
研
究

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
特
徴
は
、客
員
研
究
員
シ
ス

テ
ム
、地
元
の
行
政
ス
タ
ッ
フ
・
民
間
人
の
参

加
、外
部
資
金
に
よ
る
効
果
的
な
研
究
の
推
進

で
あ
る
。

　近
年
の
研
究
成
果
と
し
て
は
、「
釧
路
市
に
お

け
る
人
口
減
少
抑
制
の
た
め
の
定
住
に
向
け
た

現
状
と
課
題
に
関
す
る
研
究
」（
2
0
2
1
・

3
）、「
釧
路
市
中
央
図
書
館
開
業
に
よ
る
図
書

館
利
用
者
の
ま
ち
な
か
行
動
と
消
費
効
果
及
び

経
済
効
果
に
関
す
る
研
究
」（
2
0
2
0
・
3
）、

「
釧
路
市
に
お
け
る
ス
ポ
ー
ツ
合
宿
・
ク
ル
ー
ズ

船
寄
港
に
よ
る
経
済
波
及
効
果
に
関
す
る
研

究
」（
2
0
1
9
・
3
）等
で
あ
る
。

② 

講
演
会
・
セ
ミ
ナ
ー
等
の
実
施

　外
部
か
ら
の
有
識
者
を
招
い
て
地
域
の
問
題

を
探
る
フ
ォ
ー
ラ
ム
や
、共
同
研
究
の
成
果
を

発
表
す
る
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
を
開
催
し
て
い
る
。

近
年
の
セ
ミ
ナ
ー
と
し
て
は
、「
ウ
ィ
ズ
コ
ロ

ナ
、ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
に
お
け
る
北
海
道
観
光
」

（
2
0
2
1
・
3
）、「
人
口
減
少
社
会
の
自
治
体

経
営
〜
民
主
主
義
を
進
化
さ
せ
る
〜
」

（
2
0
2
0
・
11
）、「
住
ん
で
良
し
、訪
れ
て
良

し
、間
に
立
っ
て
良
し
。〜
稼
ぐ
＋
地
域
課
題
を

2
釧
路
地
域
の

課
題
と
観
光
の
状
況

3
地
域
経
済
研
究
セ
ン
タ
ー

の
取
り
組
み

1
釧
路
公
立
大
学
と
は

釧
路
公
立
大
学

と
し
て
2
0
1
9
年
に
大

型
船（
パ
ナ
マ
ッ
ク
ス
船
）

が
入
港
で
き
る
国
際
物
流

タ
ー
ミ
ナ
ル
が
整
備
・
供

用
開
始
さ
れ
、穀
物
の
安

定
か
つ
安
価
な
輸
入
の
た

め
の
基
盤
整
備
が
整
い
、

飼
料
工
場
が
立
地
す
る
な

ど
道
東
の
物
流
拠
点
と
し

て
の
発
展
が
期
待
さ
れ

る
。し
か
し
、産
業
面
で

は
、2
0
2
0
年
に
は
、地

域
の
主
要
産
業
で
あ
る
紙

パ
ル
プ
に
お
い
て
日
本
製

紙
釧
路
工
場
の
製
紙
事
業

撤
退
発
表
が
あ
る
な
ど
従

来
の
主
要
産
業
の
衰
退

で
、地
域
の
経
済
は
大
き

な
岐
路
に
立
た
さ
れ
て
い

る
3
）。

そ
し
て
、作
成
し
た
産
業
連
関
表
を
用
い
て
、各

施
策
の
市
へ
の
経
済
波
及
効
果
分
析
を
行
っ
て

い
る
。釧
路
市
と
当
セ
ン
タ
ー
で
作
成
し
た
産

業
連
関
表
は
、観
光
関
連
の
施
策
で
も
活
用
さ

れ
て
お
り
、釧
路
市
の
第
2
期
釧
路
市
観
光
振

興
ビ
ジ
ョ
ン
の
目
標
数
値
作
成
等
で
活
用
さ
れ

釧路公立大学校舎

「
第
2
期

　釧
路
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」

「
第
二
期 

釧
路
市
観
光
振
興
ビ
ジ
ョ
ン
」

観光入込客数 内訳 宿泊客延数

釧路地区
阿寒地区
音別地区

416,106
255,413

578

672,097

-54.5%
-56.1%

1,476,637
1,530,944

対2019増減率
対2018増減率

2019年度
2018年度

合計

3 ❶

360,919
242,554

506

603,979

-54.9%
-56.7%

1,337,868
1,394,708

宿泊客

1,262,056
594,456

303

1,856,815

-53.2%
-52.5%

3,969,406
3,907,113

日帰り客

1,622,975
837,010

809

2,460,794

-53.6%
-53.6%

5,307,274
5,301,821

総数

1,122,782
697,766

802

1,821,350

-50.2%
-50.4%

3,658,368
3,672,988

道外客

500,193
139,244

7

639,444

-61.2%
-60.7%

1,648,906
1,628,833

道外客

釧路公立大学3
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　釧
路
公
立
大
学
の
あ
る
釧
路
市
は
、北
海
道

の
東
部
で
太
平
洋
に
面
し
、2
つ
の
国
立
公
園

を
有
す
る
雄
大
な
自
然
に
包
ま
れ
た
都
市
で
あ

る
。釧
路
公
立
大
学
は
、1
9
8
8
年
釧
路
地
域

の
市
町
村
に
よ
る
一
部
事
務
組
合
方
式
に
よ

り
、地
域
が
自
ら
の
力
で
開
学
し
た
公
立
大
学

で
あ
る
。経
済
学
部
に
経
済
学
科
と
経
営
学
科

が
あ
る
。学
び
の
特
色
と
し
て
、①
未
来
を
創
る

方
法
を
学
ぶ
、②
釧
路
で
学
ぶ
、世
界
で
学
ぶ
、

③
地
域
を
学
ぶ
、地
域
か
ら
学
ぶ
、④
対
話
か
ら

生
ま
れ
る
安
心
が
あ
る
、を
掲
げ
て
い
る
。こ
の

う
ち
、③
の
地
域
を
学
ぶ
、地
域
か
ら
学
ぶ
に
つ

い
て
は
、北
海
道
の
自
然
な
ど
を
学
ぶ「
自
然
地

理
学
」、「
環
境
保
護
学
」の
ほ
か
、「
地
域
経
営

論
」、「
地
域
産
業
論
」、「
地
方
財
政
論
」、「
地
域

開
発
論
」な
ど
、地
域
づ
く
り
・
地
域
活
性
化
を

実
践
的
に
学
ぶ
科
目
を
設
け
て
い
る
。ま
た
、地

域
に
開
か
れ
た
大
学
の
研
究
機
関
と
し
て
、「
地

域
経
済
研
究
セ
ン
タ
ー
」を
設
置
し
、地
域
課
題

の
解
決
に
向
け
た
実
践
的
な
政
策
研
究
を
行
っ

て
い
る
1
）。

　釧
路
地
域
の
中
心
都
市
で
あ
る
釧
路
市
は
、

豊
富
な
地
域
資
源
を
生
か
し
、水
産
業
、石
炭
産

業
、紙
パ
ル
プ
を
中
心
に
戦
後
急
速
な
発
展
を

遂
げ
、こ
の
発
展
と
と
も
に
人
口
が
急
増
し
、

1
9
8
0
年
に
ピ
ー
ク
の
22
・
7
万
人
と
な
っ

た
。し
か
し
、1
9
8
0
年
代
以
降
は
、少
子
高

齢
化
の
進
行
と
、水
産
業
や
石
炭
産
業
を
は
じ

め
と
す
る
地
域
経
済
の
低
迷
な
ど
に
よ
り
、他

地
域（
特
に
札
幌
圏
、東
京
圏
）へ
人
口
が
流
出
、

減
少
に
転
じ
、現
在
ま
で
減
少
傾
向
に
あ
る

2
）。　明

る
い
話
題
で
は
、国
際
戦
略
バ
ル
ク
港
湾

解
決
す
る
た
め
の
観
光
地
域
づ
く
り
〜
」

（
2
0
2
0
・
11
）、「
物
流
か
ら
見
た
北
海
道
、釧

路
の
現
状
と
課
題
〜
グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
点
か

ら
」（
2
0
2
1
・
1
）等
が
あ
る
。

　当
セ
ン
タ
ー
で
は
、地
域
課

題
の
解
決
や
地
域
活
性
化
に
向

け
、行
政
機
関
の
実
施
す
る
委

員
会
等
に
積
極
的
に
参
画
し
、

地
域
の
政
策
形
成
等
に
関
す
る

支
援
を
実
施
し
て
い
る
。主
な

も
の
と
し
て
北
海
道
釧
路
総
合

振
興
局
、北
海
道
開
発
局
釧
路

開
発
建
設
部
、釧
路
市
、釧
路

町
、中
標
津
町
、北
見
市
、厚
岸

町
、釧
路
商
工
会
議
所
等
の
実

施
す
る
委
員
会
等
に
参
画
し
て

い
る
。

　こ
こ
で
、本
学
の
観
光
関
連

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ
の
取
り
組
み

を
紹
介
す
る
。ま
ず
、調
査
研
究

の
分
野
で
あ
る
が
、当
セ
ン
タ

ー
で
は
、釧
路
市
の
産
業
連
関

表
作
成
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

て
い
る
。ま
た
、当
セ
ン
タ
ー
で
は
、こ
の
産
業

連
関
表
を
活
用
し
て
2
0
1
8
年
度
に「
釧
路

市
に
お
け
る
ス
ポ
ー
ツ
合
宿
・
ク
ル
ー
ズ
船
寄

港
に
よ
る
経
済
波
及
効
果
に
関
す
る
研
究
」を

行
っ
た
。こ
の
研
究
で
は
、釧
路
市
で
の
ス
ポ
ー

ツ
合
宿
関
係
者
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
り
そ
の
活

動
内
容
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
経
済
波
及

効
果
を
推
計
し
た
。ま
た
、ク
ル
ー
ズ
船
寄
港
に

つ
い
て
も
、ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
り
ク
ル
ー
ズ
客

の
行
動
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、経
済
波

及
効
果
の
推
計
を
行
っ
た
。

　次
に
、当
セ
ン
タ
ー
の
実
施
す
る
地
域
の
政

策
形
成
等
に
関
す
る
支
援
の
中
で
、観
光
関
連

の
取
り
組
み
を
紹
介
す
る
。ま
ず
、地
域
の
観
光

面
で
も
大
き
な
柱
と
な
っ
て
い
る
釧
路
湿
原
関

連
で
、国
、自
治
体
等
公
共
中
心
の
取
組
で
あ
る

釧
路
湿
原
自
然
再
生
協
議
会「
地
域
づ
く
り
小

委
員
会
」に
参
画
し
て
い
る
。釧
路
湿
原
自
然
再

生
協
議
会
は
、2
0
0
3
年
に
設
立
さ
れ
、

2
0
0
5
年
に「
釧
路
湿
原
自
然
再
生
全
体
構

想
」が
策
定
さ
れ
、2
0
1
5
年
に
改
訂
さ
れ

た
。こ
の
中
で
、2
0
1
6
年
自
然
再
生
を
通
じ

た
地
域
づ
く
り
推
進
に
か
か
る
小
委
員
会
と
し

て「
地
域
づ
く
り
小
委
員
会
」が
設
置
さ
れ
、当

セ
ン
タ
ー
も
参
画
し
て
い
る
。同
委
員
会
は
、地

域
産
業
と
連
携
し
た
湿
原
の
ワ
イ
ズ
ユ
ー
ス
に

よ
り
、湿
原
の
保
全
・
再
生
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、将
来
に
わ
た
り
地
域
産
業
が
豊
か
に
な
る

取
組
を
進
め
る
こ
と
と
し
た
。具
体
的
に
は
、テ

ー
マ
と
し
て
観
光
、産
業
連
携
、ル
ー
ル
を
掲

げ
、①
釧
路
湿
原
の
現
状
、②
他
地
域
に
見
る
ワ

イ
ズ
ユ
ー
ス
、③
釧
路
湿
原
の
新
た
な
利
用
と

作
法
を
検
討
す
る
こ
と
と
し
、新
規
活
用
プ
ラ

ン
と
し
て
、カ
ヌ
ー
や
釣
り
の
作
法
、マ
ナ
ー
づ

く
り
、地
域
づ
く
り
ビ
ジ
ョ
ン
を
掲
げ
て
い
る

7
）。　ま

た
当
セ
ン
タ
ー
は
行
政
の
取
り
組
み
に
対

し
サ
ポ
ー
ト
す
る
だ
け
で
は
な
く
、民
間
中
心

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
も
積
極
的
な
サ
ポ
ー
ト

を
行
っ
て
い
る
。こ
こ
で
、当
セ
ン
タ
ー
の
民
間

中
心
の
取
り
組
み
に
対
す
る
サ
ポ
ー
ト
の
う

ち
、観
光
に
関
連
す
る
取
り
組
み
へ
の
サ
ポ
ー

ト
事
例
を
い
く
つ
か
紹
介
す
る
。ひ
と
つ
は
、地

元
の
信
用
金
庫
で
あ
る
大
地
み
ら
い
信
用
金
庫

が
地
域
振
興
の
取
り
組
み
と
し
て
行
っ
て
い
る

K
O
N
S
E
N
魅
力
創
造
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
へ
の

参
画
で
あ
る
。当
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、2
0
1
2

年
に
根
室
、釧
路
地
域
の
民
間
事
業
者
、支
援
団

体
、自
治
体
、大
学
等
を
構
成
員
と
し
て
設
立
さ

れ
、食
関
連
事
業
者
の
商
品
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ

プ
、マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
や
視
察
、各
種
商
談
会
へ

の
出
展
、ツ
ー
リ
ズ
ム
対
応
事
業
を
行
っ
て
い

る
8
）。

　ま
た
、当
セ
ン
タ
ー
は
、No

M
ap

s

釧
路
・
根

室
の
取
り
組
み
に
も
参
画
し
て
い
る
。こ
の
取

り
組
み
は
、2
0
1
6
年
か
ら
札
幌
に
て
開
催

さ
れ
て
い
るN

o
M

a
p
s

と
連
携
し
、釧
路
・
根

室
地
域
の
基
幹
産
業
で
あ
る
水
産
業
、酪
農
業
、

観
光
業
とIT

・IO
T

・A
I

等
の
情
報
技
術
を
融

合
さ
せ
る
こ
と
で
、新
た
な
産
業
の
創
出
や
地

域
で
活
躍
す
る
人
材
を
育
成
す
る
こ
と
を
テ
ー

マ
に
2
0
1
9
年
か
ら
毎
年
開
催
さ
れ
て
い
る

も
の
で
あ
る
9
）。

　ま
た
、当
セ
ン
タ
ー
は
、地
域
へ
の
情
報
発
信

の
観
点
か
ら
セ
ミ
ナ
ー
を
随
時
開
催
し
て
い
る

が
、こ
こ
で
観
光
関
連
の
も
の
に
つ
い
て
紹
介

す
る
。2
0
1
9
年
度
は
、地
域
振
興
と
し
て
観

光
を
政
策
的
に
進
め
る
だ
け
で
な
く
、民
間
部

門
が
観
光
関
連
で
稼
ぐ
こ
と
の
重
要
性
を
理
解

す
る
た
め
に
、㈱
北
海
道
宝
島
旅
行
社
の
協
力

を
得
て
、「
住
ん
で
良
し
、訪
れ
て
良
し
、間
に
立

っ
て
良
し
。〜
稼
ぐ
＋
地
域
課
題
を
解
決
す
る

た
め
の
観
光
地
域
づ
く
り
〜
」を
開
催
し
た
。ま

た
、2
0
2
0
年
度
は
、新
型
コ
ロ
ナ
の
感
染
拡

大
に
よ
り
、観
光
業
が
大
き
く
打
撃
を
受
け
て

い
る
中
、日
本
政
策
投
資
銀
行
北
海
道
支
店
の

協
力
を
得
て「
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
、ア
フ
タ
ー
コ
ロ

ナ
に
お
け
る
北
海
道
観
光
」を
開
催
し
た
。

　ま
た
、今
年
度
か
ら
は
、本
大
学
の
取
り
組
み

と
し
て
、「
ひ
が
し
北
海
道
地
域
経
済
・
金
融
フ

ォ
ー
ラ
ム
」を
開
催
す
る
こ
と
を
検
討
し
て
い

る
。こ
れ
は
、地
域
金
融
機
関
職
員
や
自
治
体
職

員
、地
域
金
融
に
関
心
の
あ
る
学
生
、地
域
で
活

動
し
て
い
る
方
等
と
の
地
域
内
で
の
交
流
の
場

を
提
供
し
、ひ
が
し
北
海
道
地
域
の
地
域
経
済
・

金
融
に
関
わ
る
方
々
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
構

築
を
目
的
と
し
て
い
る
。

　最
後
に
、本
学
の
地
域
振
興（
観
光
振
興
）に

果
た
す
役
割
を
整
理
し
た
い
。釧
路
・
根
室
地
域

は
、豊
富
な
草
資
源
を
活
用
し
た
全
国
一
の
生

産
力
を
有
す
る
酪
農
に
加
え
、か
つ
て
の
水
産

業
、石
炭
産
業
、紙
パ
ル
プ
等
主
力
産
業
の
集
積

に
よ
り
、現
在
で
も
産
業
集
積
に
よ
り
事
業
所

数
も
多
い
。

　ま
た
、北
海
道
開
発
の
継
続
的
な
取
り
組
み

に
よ
り
、港
湾
、空
港
、道
路
等
が
整
備
さ
れ
、

東
京
圏
へ
の
移
動
に
も
飛
行
機
利
用
に
よ
れ
ば

短
時
間
で
移
動
で
き
る
。道
東
の
物
流
拠
点
と

し
て
も
、生
活
の
便
利
さ
の
上
で
も
、過
去
で
は

考
え
ら
れ
な
い
水
準
に
こ
こ
数
十
年
で
大
き
く

向
上
し
て
き
て
い
る
。圏
域
人
口
20
万
を
超
え
、

住
民
の
生
活
関
連
ニ
ー
ズ
は
相
応
の
市
場
規
模

が
あ
る
。ま
た
2
つ
の
国
立
公
園
を
擁
し
、世
界

レ
ベ
ル
の
自
然
に
よ
る
観
光
に
よ
る
大
き
な
ポ

テ
ン
シ
ャ
ル
を
秘
め
て
い
る
。こ
う
し
た
世
界

レ
ベ
ル
の
自
然
と
病
院
、シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン

タ
ー
、飲
食
、娯
楽
等
の
日
常
生
活
の
た
め
の
都

市
機
能
が
近
接
し
た
珍
し
い
地
域
で
あ
る
。こ

の
よ
う
な
広
大
さ
、冷
涼
な
気
候
、密
に
な
ら
な

い
都
市
規
模
、充
実
し
た
都
市
機
能
は
、ポ
ス
ト

コ
ロ
ナ
の
新
し
い
生
活
様
式
を
行
う
上
で
、日

本
で
も
有
数
の
適
し
た
地
域
と
考
え
ら
れ
る

10
）。　し

か
し
、現
在
は
、こ
の
よ
う
な
地
域
と
し
て

の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
十
分
に
生
か
せ
て
い
な
い

状
況
に
あ
る
。新
型
コ
ロ
ナ
対
応
、工
場
撤
退
等

産
業
の
問
題
等
解
決
す
べ
き
問
題
は
山
積
み

で
、行
政
・
民
間
と
も
そ
の
対
応
の
た
め
、多
く

の
活
動
が
な
さ
れ
て
い
る
。こ
の
よ
う
な
状
況

の
中
で
、地
域
に
社
会
科
学
系
大
学
が
存
在
す

る
と
い
う
こ
と
は
、地
域
に
人
材
供
給
を
行
う

こ
と
に
と
ど
ま
ら
ず
、地
域
振
興
の
実
務
の
現

場
か
ら
一
歩
離
れ
た
立
場
か
ら
、各
種
分
析
、提

言
等
を
行
い
、長
期
的
な
釧
路
・
根
室
地
域
の
振

興
の
た
め
に
活
動
し
て
い
く
こ
と
だ
と
考
え
て

お
り
、今
後
も
釧
路
地
域
の
振
興
の
た
め
に
積

極
的
に
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。

　こ
の
中
で
、観
光
は
今
後
期
待
さ
れ
る
産
業

の
柱
の
一
つ
で
あ
り
、釧
路
・
根
室
地
域
で
は
、

世
界
水
準
の
観
光
地
形
成
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し

て
周
遊
観
光
を
促
進
す
る
た
め
の
取
組
支
援
が

行
わ
れ
て
い
る
。ま
た
、釧
路
市
に
お
い
て
も
、

第
2
期
釧
路
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合

戦
略
で
は
、「
基
本
目
標
1

　地
域
の
魅
力
を
生

か
し
た
、経
済
・
産
業
・
交
流
人
口
・
関
係
人
口
拡

大
を
目
指
す
」と
し
て
お
り
、特
に
観
光
関
連
で

は
、「
釧
路
の
自
然
文
化
を
生
か
し
た
世
界
一
級

の
観
光
地
づ
く
り
」を
掲
げ
て
お
り
、（
ア
）「
日

本
版
D
M
O
」の
推
進
、（
イ
）釧
路
が
誇
る
地
域

資
源
を
生
か
し
た
滞
在
型
観
光
地
域
づ
く
り
、

（
ウ
）釧
路
の
ブ
ラ
ン
ド
力
や
広
域
エ
リ
ア
の
魅

力
を
生
か
し
た
誘
客
の
推
進
、を
掲
げ
て
い
る
。

第
2
期
釧
路
市
観
光
振
興
ビ
ジ
ョ
ン
に
お
い
て

も
、「
み
ん
な
が
担
う
、み
ん
な
が
育
て
る
観
光

産
業
に
よ
り
持
続
可
能
な
自
立
型
の
地
域
経
済

の
実
現
を
目
指
し
ま
す
」と
し
て
お
り
、観
光
に

よ
る
経
済
波
及
効
果
を
基
準
年
次
の
2
倍（
約

5
0
0
億
円
2
0
1
7
年
度
か
ら
概
ね
10
年
程

度
）と
す
る
目
標
を
掲
げ
て
い
る
4
）。

　地
域
の
観
光
関
連
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、釧

路
市
観
光
立
国
シ
ョ
ー
ケ
ー
ス
実
施
計
画
で

は
、「
世
界
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
自
然
に
抱
か
れ
、

自
然
と
共
生
文
化
を
体
感
す
る
カ
ム
イ
の
休
日

を
掲
げ
、ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
高

い
関
心
を
持
つ
欧
米
豪
、ア
ジ
ア
圏
の
富
裕
層

を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
、日
本
版
D
M
O
、ス
ト
レ
ス

フ
リ
ー
の
環
境
整
備
、観
光
資
源
の
磨
き
上
げ
、

海
外
へ
の
情
報
発
信
を
行
う
」と
し
て
い
る
。ま

た
、「
阿
寒
国
立
公
園
満
喫
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」で

は
、火
山
と
森
と
湖
が
織
り
な
す
原
生
的
な
自

然
を
堪
能
で
き
る
こ
と
を
掲
げ
、そ
の
特
徴
と

し
て
原
生
的
な
自
然
で
過
ご
す「
上
質
な
時

間
」、原
生
的
な
自
然
の「
新
た
な
利
用
」、「
ア
イ

ヌ
文
化
」の
体
感
を
あ
げ
て
い
る
5
）。

　し
か
し
、こ
の
よ
う
に
大
き
く
期
待
さ
れ
て

い
た
観
光
産
業
で
あ
る
が
、昨
年
か
ら
の
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に
よ
り
、イ
ン
バ
ウ

ン
ド
客
は
ほ
と
ん
ど
な
く
な
り
、国
内
客
も
大

き
く
減
少
し
、現
在
は
大
変
厳
し
い
状
況
と
な

っ
て
い
る
。釧
路
市
の
観
光
入
込
統
計
に
よ
る

と
、
2
0
2
0
年
度
観
光
入
込
客
数
は
約

2
4
6
万
1
千
人
で
あ
り
、新
型
コ
ロ
ナ
の
影

響
の
な
か
っ
た
2
0
1
8
年
度
比
較
で
56
・
1

％
減
と
大
き
く
減
少
し
て
い
る
6
）。

　地
域
経
済
研
究
セ
ン
タ
ー
は
、1
9
9
9
年

に
設
立
さ
れ
、地
域
課
題
の
解
決
や
地
域
活
性

化
に
向
け
た
研
究
、創
造
的
な
政
策
提
言
等
に

取
り
組
ん
で
い
る
ほ
か
、時
代
に
マ
ッ
チ
し
た

ニ
ー
ズ
の
高
い
テ
ー
マ
を
取
り
上
げ
た
セ
ミ
ナ

ー
・
講
演
会
を
開
催
す
る
等
、地
域
に
対
す
る
積

極
的
な
情
報
発
信
に
努
め
て
い
る
。

① 

共
同
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

地
域
の
現
状
や
課
題
の
検
証
、地
域
課
題
の
解

決
や
地
域
の
活
性
化
に
向
け
た
方
策
、地
域
の

実
態
を
踏
ま
え
た
創
造
的
な
政
策
の
在
り
方
等

に
か
か
る
地
域
経
済
研
究
を
、テ
ー
マ
毎
に
共

同
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
組
織
し
て
進
め
て
い

る
。研
究
テ
ー
マ
は
、観
光
、交
通
、福
祉
、環
境
、

地
場
産
業
、金
融
、自
治
体
経
営
な
ど
幅
広
い
分

野
を
扱
っ
て
い
る
。当
セ
ン
タ
ー
の
共
同
研
究

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
特
徴
は
、客
員
研
究
員
シ
ス

テ
ム
、地
元
の
行
政
ス
タ
ッ
フ
・
民
間
人
の
参

加
、外
部
資
金
に
よ
る
効
果
的
な
研
究
の
推
進

で
あ
る
。

　近
年
の
研
究
成
果
と
し
て
は
、「
釧
路
市
に
お

け
る
人
口
減
少
抑
制
の
た
め
の
定
住
に
向
け
た

現
状
と
課
題
に
関
す
る
研
究
」（
2
0
2
1
・

3
）、「
釧
路
市
中
央
図
書
館
開
業
に
よ
る
図
書

館
利
用
者
の
ま
ち
な
か
行
動
と
消
費
効
果
及
び

経
済
効
果
に
関
す
る
研
究
」（
2
0
2
0
・
3
）、

「
釧
路
市
に
お
け
る
ス
ポ
ー
ツ
合
宿
・
ク
ル
ー
ズ

船
寄
港
に
よ
る
経
済
波
及
効
果
に
関
す
る
研

究
」（
2
0
1
9
・
3
）等
で
あ
る
。

② 

講
演
会
・
セ
ミ
ナ
ー
等
の
実
施

　外
部
か
ら
の
有
識
者
を
招
い
て
地
域
の
問
題

を
探
る
フ
ォ
ー
ラ
ム
や
、共
同
研
究
の
成
果
を

発
表
す
る
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
を
開
催
し
て
い
る
。

近
年
の
セ
ミ
ナ
ー
と
し
て
は
、「
ウ
ィ
ズ
コ
ロ

ナ
、ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
に
お
け
る
北
海
道
観
光
」

（
2
0
2
1
・
3
）、「
人
口
減
少
社
会
の
自
治
体

経
営
〜
民
主
主
義
を
進
化
さ
せ
る
〜
」

（
2
0
2
0
・
11
）、「
住
ん
で
良
し
、訪
れ
て
良

し
、間
に
立
っ
て
良
し
。〜
稼
ぐ
＋
地
域
課
題
を

4
本
学
の

観
光
関
連

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

へ
の
取
り
組
み

5
本
学
の
地
域
振
興

（
観
光
振
興
）に
果
た
す

役
割

  注
  1） 釧路公立大学「2021　CAMPAS　GUIDE」参照
  2） 釧路市「第2期　釧路市まち・ひと・しごと創生総合戦略」参照
  3） 国際バルク港湾については釧路開発建設部「道内及び管内の主な産業の動向」参照
  4） 釧路市「第2期　釧路市まち・ひと・しごと創生総合戦略」、釧路市「令和2年度釧路市観光入込客数調査結果」、
 釧路市「第二期釧路市観光振興ビジョン」参照
  5） 釧路市「観光立国ショーケース実施計画」、環境省阿寒国立公園管理事務所資料（阿寒国立公園満喫プロジェクト）参照
  6） 釧路市「令和2年度釧路市観光入込客数　調査結果（概要）」参照
  7） 中村研二「地域産業と連携したワイズユースの検討―釧路湿原を事例としてー」日本緑化センター『GREEN AGE 2020.8』参照
  8） KONSEN魅力創造ネットワーク2020総会資料参照
  9） NoMaps釧路・根室2020実行委員会資料参照
10） 釧路公立大学地域経済研究センター「釧路市における人口減少抑制のための定住に向けた現状と課題に関する研究」（2021.3）参照

と
し
て
2
0
1
9
年
に
大

型
船（
パ
ナ
マ
ッ
ク
ス
船
）

が
入
港
で
き
る
国
際
物
流

タ
ー
ミ
ナ
ル
が
整
備
・
供

用
開
始
さ
れ
、穀
物
の
安

定
か
つ
安
価
な
輸
入
の
た

め
の
基
盤
整
備
が
整
い
、

飼
料
工
場
が
立
地
す
る
な

ど
道
東
の
物
流
拠
点
と
し

て
の
発
展
が
期
待
さ
れ

る
。し
か
し
、産
業
面
で

は
、2
0
2
0
年
に
は
、地

域
の
主
要
産
業
で
あ
る
紙

パ
ル
プ
に
お
い
て
日
本
製

紙
釧
路
工
場
の
製
紙
事
業

撤
退
発
表
が
あ
る
な
ど
従

来
の
主
要
産
業
の
衰
退

で
、地
域
の
経
済
は
大
き

な
岐
路
に
立
た
さ
れ
て
い

る
3
）。

そ
し
て
、作
成
し
た
産
業
連
関
表
を
用
い
て
、各

施
策
の
市
へ
の
経
済
波
及
効
果
分
析
を
行
っ
て

い
る
。釧
路
市
と
当
セ
ン
タ
ー
で
作
成
し
た
産

業
連
関
表
は
、観
光
関
連
の
施
策
で
も
活
用
さ

れ
て
お
り
、釧
路
市
の
第
2
期
釧
路
市
観
光
振

興
ビ
ジ
ョ
ン
の
目
標
数
値
作
成
等
で
活
用
さ
れ

上
・
中
：
釧
路
湿
原
国
立
公
園
、下
：
塘
路
湖（
©「
プ
ラ
イ
ム
ロ
ー
ド
ひ
が
し
北
・
海
・
道
」推
進
協
議
会
）

注
10
の
研
究
概
要
資
料

地
域
経
済
研
究
セ
ン
タ
ー
で
の
セ
ミ
ナ
ー

③ 

地
域
の
政
策
形
成
等
に

　

 

関
す
る
支
援

釧路公立大学3

18



　釧
路
公
立
大
学
の
あ
る
釧
路
市
は
、北
海
道

の
東
部
で
太
平
洋
に
面
し
、2
つ
の
国
立
公
園

を
有
す
る
雄
大
な
自
然
に
包
ま
れ
た
都
市
で
あ

る
。釧
路
公
立
大
学
は
、1
9
8
8
年
釧
路
地
域

の
市
町
村
に
よ
る
一
部
事
務
組
合
方
式
に
よ

り
、地
域
が
自
ら
の
力
で
開
学
し
た
公
立
大
学

で
あ
る
。経
済
学
部
に
経
済
学
科
と
経
営
学
科

が
あ
る
。学
び
の
特
色
と
し
て
、①
未
来
を
創
る

方
法
を
学
ぶ
、②
釧
路
で
学
ぶ
、世
界
で
学
ぶ
、

③
地
域
を
学
ぶ
、地
域
か
ら
学
ぶ
、④
対
話
か
ら

生
ま
れ
る
安
心
が
あ
る
、を
掲
げ
て
い
る
。こ
の

う
ち
、③
の
地
域
を
学
ぶ
、地
域
か
ら
学
ぶ
に
つ

い
て
は
、北
海
道
の
自
然
な
ど
を
学
ぶ「
自
然
地

理
学
」、「
環
境
保
護
学
」の
ほ
か
、「
地
域
経
営

論
」、「
地
域
産
業
論
」、「
地
方
財
政
論
」、「
地
域

開
発
論
」な
ど
、地
域
づ
く
り
・
地
域
活
性
化
を

実
践
的
に
学
ぶ
科
目
を
設
け
て
い
る
。ま
た
、地

域
に
開
か
れ
た
大
学
の
研
究
機
関
と
し
て
、「
地

域
経
済
研
究
セ
ン
タ
ー
」を
設
置
し
、地
域
課
題

の
解
決
に
向
け
た
実
践
的
な
政
策
研
究
を
行
っ

て
い
る
1
）。

　釧
路
地
域
の
中
心
都
市
で
あ
る
釧
路
市
は
、

豊
富
な
地
域
資
源
を
生
か
し
、水
産
業
、石
炭
産

業
、紙
パ
ル
プ
を
中
心
に
戦
後
急
速
な
発
展
を

遂
げ
、こ
の
発
展
と
と
も
に
人
口
が
急
増
し
、

1
9
8
0
年
に
ピ
ー
ク
の
22
・
7
万
人
と
な
っ

た
。し
か
し
、1
9
8
0
年
代
以
降
は
、少
子
高

齢
化
の
進
行
と
、水
産
業
や
石
炭
産
業
を
は
じ

め
と
す
る
地
域
経
済
の
低
迷
な
ど
に
よ
り
、他

地
域（
特
に
札
幌
圏
、東
京
圏
）へ
人
口
が
流
出
、

減
少
に
転
じ
、現
在
ま
で
減
少
傾
向
に
あ
る

2
）。　明

る
い
話
題
で
は
、国
際
戦
略
バ
ル
ク
港
湾

解
決
す
る
た
め
の
観
光
地
域
づ
く
り
〜
」

（
2
0
2
0
・
11
）、「
物
流
か
ら
見
た
北
海
道
、釧

路
の
現
状
と
課
題
〜
グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
点
か

ら
」（
2
0
2
1
・
1
）等
が
あ
る
。

　当
セ
ン
タ
ー
で
は
、地
域
課

題
の
解
決
や
地
域
活
性
化
に
向

け
、行
政
機
関
の
実
施
す
る
委

員
会
等
に
積
極
的
に
参
画
し
、

地
域
の
政
策
形
成
等
に
関
す
る

支
援
を
実
施
し
て
い
る
。主
な

も
の
と
し
て
北
海
道
釧
路
総
合

振
興
局
、北
海
道
開
発
局
釧
路

開
発
建
設
部
、釧
路
市
、釧
路

町
、中
標
津
町
、北
見
市
、厚
岸

町
、釧
路
商
工
会
議
所
等
の
実

施
す
る
委
員
会
等
に
参
画
し
て

い
る
。

　こ
こ
で
、本
学
の
観
光
関
連

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ
の
取
り
組
み

を
紹
介
す
る
。ま
ず
、調
査
研
究

の
分
野
で
あ
る
が
、当
セ
ン
タ

ー
で
は
、釧
路
市
の
産
業
連
関

表
作
成
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

て
い
る
。ま
た
、当
セ
ン
タ
ー
で
は
、こ
の
産
業

連
関
表
を
活
用
し
て
2
0
1
8
年
度
に「
釧
路

市
に
お
け
る
ス
ポ
ー
ツ
合
宿
・
ク
ル
ー
ズ
船
寄

港
に
よ
る
経
済
波
及
効
果
に
関
す
る
研
究
」を

行
っ
た
。こ
の
研
究
で
は
、釧
路
市
で
の
ス
ポ
ー

ツ
合
宿
関
係
者
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
り
そ
の
活

動
内
容
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
経
済
波
及

効
果
を
推
計
し
た
。ま
た
、ク
ル
ー
ズ
船
寄
港
に

つ
い
て
も
、ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
り
ク
ル
ー
ズ
客

の
行
動
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、経
済
波

及
効
果
の
推
計
を
行
っ
た
。

　次
に
、当
セ
ン
タ
ー
の
実
施
す
る
地
域
の
政

策
形
成
等
に
関
す
る
支
援
の
中
で
、観
光
関
連

の
取
り
組
み
を
紹
介
す
る
。ま
ず
、地
域
の
観
光

面
で
も
大
き
な
柱
と
な
っ
て
い
る
釧
路
湿
原
関

連
で
、国
、自
治
体
等
公
共
中
心
の
取
組
で
あ
る

釧
路
湿
原
自
然
再
生
協
議
会「
地
域
づ
く
り
小

委
員
会
」に
参
画
し
て
い
る
。釧
路
湿
原
自
然
再

生
協
議
会
は
、2
0
0
3
年
に
設
立
さ
れ
、

2
0
0
5
年
に「
釧
路
湿
原
自
然
再
生
全
体
構

想
」が
策
定
さ
れ
、2
0
1
5
年
に
改
訂
さ
れ

た
。こ
の
中
で
、2
0
1
6
年
自
然
再
生
を
通
じ

た
地
域
づ
く
り
推
進
に
か
か
る
小
委
員
会
と
し

て「
地
域
づ
く
り
小
委
員
会
」が
設
置
さ
れ
、当

セ
ン
タ
ー
も
参
画
し
て
い
る
。同
委
員
会
は
、地

域
産
業
と
連
携
し
た
湿
原
の
ワ
イ
ズ
ユ
ー
ス
に

よ
り
、湿
原
の
保
全
・
再
生
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、将
来
に
わ
た
り
地
域
産
業
が
豊
か
に
な
る

取
組
を
進
め
る
こ
と
と
し
た
。具
体
的
に
は
、テ

ー
マ
と
し
て
観
光
、産
業
連
携
、ル
ー
ル
を
掲

げ
、①
釧
路
湿
原
の
現
状
、②
他
地
域
に
見
る
ワ

イ
ズ
ユ
ー
ス
、③
釧
路
湿
原
の
新
た
な
利
用
と

作
法
を
検
討
す
る
こ
と
と
し
、新
規
活
用
プ
ラ

ン
と
し
て
、カ
ヌ
ー
や
釣
り
の
作
法
、マ
ナ
ー
づ

く
り
、地
域
づ
く
り
ビ
ジ
ョ
ン
を
掲
げ
て
い
る

7
）。　ま

た
当
セ
ン
タ
ー
は
行
政
の
取
り
組
み
に
対

し
サ
ポ
ー
ト
す
る
だ
け
で
は
な
く
、民
間
中
心

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
も
積
極
的
な
サ
ポ
ー
ト

を
行
っ
て
い
る
。こ
こ
で
、当
セ
ン
タ
ー
の
民
間

中
心
の
取
り
組
み
に
対
す
る
サ
ポ
ー
ト
の
う

ち
、観
光
に
関
連
す
る
取
り
組
み
へ
の
サ
ポ
ー

ト
事
例
を
い
く
つ
か
紹
介
す
る
。ひ
と
つ
は
、地

元
の
信
用
金
庫
で
あ
る
大
地
み
ら
い
信
用
金
庫

が
地
域
振
興
の
取
り
組
み
と
し
て
行
っ
て
い
る

K
O
N
S
E
N
魅
力
創
造
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
へ
の

参
画
で
あ
る
。当
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、2
0
1
2

年
に
根
室
、釧
路
地
域
の
民
間
事
業
者
、支
援
団

体
、自
治
体
、大
学
等
を
構
成
員
と
し
て
設
立
さ

れ
、食
関
連
事
業
者
の
商
品
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ

プ
、マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
や
視
察
、各
種
商
談
会
へ

の
出
展
、ツ
ー
リ
ズ
ム
対
応
事
業
を
行
っ
て
い

る
8
）。

　ま
た
、当
セ
ン
タ
ー
は
、No

M
ap

s

釧
路
・
根

室
の
取
り
組
み
に
も
参
画
し
て
い
る
。こ
の
取

り
組
み
は
、2
0
1
6
年
か
ら
札
幌
に
て
開
催

さ
れ
て
い
るN

o
M

a
p
s

と
連
携
し
、釧
路
・
根

室
地
域
の
基
幹
産
業
で
あ
る
水
産
業
、酪
農
業
、

観
光
業
とIT

・IO
T

・A
I

等
の
情
報
技
術
を
融

合
さ
せ
る
こ
と
で
、新
た
な
産
業
の
創
出
や
地

域
で
活
躍
す
る
人
材
を
育
成
す
る
こ
と
を
テ
ー

マ
に
2
0
1
9
年
か
ら
毎
年
開
催
さ
れ
て
い
る

も
の
で
あ
る
9
）。

　ま
た
、当
セ
ン
タ
ー
は
、地
域
へ
の
情
報
発
信

の
観
点
か
ら
セ
ミ
ナ
ー
を
随
時
開
催
し
て
い
る

が
、こ
こ
で
観
光
関
連
の
も
の
に
つ
い
て
紹
介

す
る
。2
0
1
9
年
度
は
、地
域
振
興
と
し
て
観

光
を
政
策
的
に
進
め
る
だ
け
で
な
く
、民
間
部

門
が
観
光
関
連
で
稼
ぐ
こ
と
の
重
要
性
を
理
解

す
る
た
め
に
、㈱
北
海
道
宝
島
旅
行
社
の
協
力

を
得
て
、「
住
ん
で
良
し
、訪
れ
て
良
し
、間
に
立

っ
て
良
し
。〜
稼
ぐ
＋
地
域
課
題
を
解
決
す
る

た
め
の
観
光
地
域
づ
く
り
〜
」を
開
催
し
た
。ま

た
、2
0
2
0
年
度
は
、新
型
コ
ロ
ナ
の
感
染
拡

大
に
よ
り
、観
光
業
が
大
き
く
打
撃
を
受
け
て

い
る
中
、日
本
政
策
投
資
銀
行
北
海
道
支
店
の

協
力
を
得
て「
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
、ア
フ
タ
ー
コ
ロ

ナ
に
お
け
る
北
海
道
観
光
」を
開
催
し
た
。

　ま
た
、今
年
度
か
ら
は
、本
大
学
の
取
り
組
み

と
し
て
、「
ひ
が
し
北
海
道
地
域
経
済
・
金
融
フ

ォ
ー
ラ
ム
」を
開
催
す
る
こ
と
を
検
討
し
て
い

る
。こ
れ
は
、地
域
金
融
機
関
職
員
や
自
治
体
職

員
、地
域
金
融
に
関
心
の
あ
る
学
生
、地
域
で
活

動
し
て
い
る
方
等
と
の
地
域
内
で
の
交
流
の
場

を
提
供
し
、ひ
が
し
北
海
道
地
域
の
地
域
経
済
・

金
融
に
関
わ
る
方
々
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
構

築
を
目
的
と
し
て
い
る
。

　最
後
に
、本
学
の
地
域
振
興（
観
光
振
興
）に

果
た
す
役
割
を
整
理
し
た
い
。釧
路
・
根
室
地
域

は
、豊
富
な
草
資
源
を
活
用
し
た
全
国
一
の
生

産
力
を
有
す
る
酪
農
に
加
え
、か
つ
て
の
水
産

業
、石
炭
産
業
、紙
パ
ル
プ
等
主
力
産
業
の
集
積

に
よ
り
、現
在
で
も
産
業
集
積
に
よ
り
事
業
所

数
も
多
い
。

　ま
た
、北
海
道
開
発
の
継
続
的
な
取
り
組
み

に
よ
り
、港
湾
、空
港
、道
路
等
が
整
備
さ
れ
、

東
京
圏
へ
の
移
動
に
も
飛
行
機
利
用
に
よ
れ
ば

短
時
間
で
移
動
で
き
る
。道
東
の
物
流
拠
点
と

し
て
も
、生
活
の
便
利
さ
の
上
で
も
、過
去
で
は

考
え
ら
れ
な
い
水
準
に
こ
こ
数
十
年
で
大
き
く

向
上
し
て
き
て
い
る
。圏
域
人
口
20
万
を
超
え
、

住
民
の
生
活
関
連
ニ
ー
ズ
は
相
応
の
市
場
規
模

が
あ
る
。ま
た
2
つ
の
国
立
公
園
を
擁
し
、世
界

レ
ベ
ル
の
自
然
に
よ
る
観
光
に
よ
る
大
き
な
ポ

テ
ン
シ
ャ
ル
を
秘
め
て
い
る
。こ
う
し
た
世
界

レ
ベ
ル
の
自
然
と
病
院
、シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン

タ
ー
、飲
食
、娯
楽
等
の
日
常
生
活
の
た
め
の
都

市
機
能
が
近
接
し
た
珍
し
い
地
域
で
あ
る
。こ

の
よ
う
な
広
大
さ
、冷
涼
な
気
候
、密
に
な
ら
な

い
都
市
規
模
、充
実
し
た
都
市
機
能
は
、ポ
ス
ト

コ
ロ
ナ
の
新
し
い
生
活
様
式
を
行
う
上
で
、日

本
で
も
有
数
の
適
し
た
地
域
と
考
え
ら
れ
る

10
）。　し

か
し
、現
在
は
、こ
の
よ
う
な
地
域
と
し
て

の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
十
分
に
生
か
せ
て
い
な
い

状
況
に
あ
る
。新
型
コ
ロ
ナ
対
応
、工
場
撤
退
等

産
業
の
問
題
等
解
決
す
べ
き
問
題
は
山
積
み

で
、行
政
・
民
間
と
も
そ
の
対
応
の
た
め
、多
く

の
活
動
が
な
さ
れ
て
い
る
。こ
の
よ
う
な
状
況

の
中
で
、地
域
に
社
会
科
学
系
大
学
が
存
在
す

る
と
い
う
こ
と
は
、地
域
に
人
材
供
給
を
行
う

こ
と
に
と
ど
ま
ら
ず
、地
域
振
興
の
実
務
の
現

場
か
ら
一
歩
離
れ
た
立
場
か
ら
、各
種
分
析
、提

言
等
を
行
い
、長
期
的
な
釧
路
・
根
室
地
域
の
振

興
の
た
め
に
活
動
し
て
い
く
こ
と
だ
と
考
え
て

お
り
、今
後
も
釧
路
地
域
の
振
興
の
た
め
に
積

極
的
に
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。

　こ
の
中
で
、観
光
は
今
後
期
待
さ
れ
る
産
業

の
柱
の
一
つ
で
あ
り
、釧
路
・
根
室
地
域
で
は
、

世
界
水
準
の
観
光
地
形
成
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し

て
周
遊
観
光
を
促
進
す
る
た
め
の
取
組
支
援
が

行
わ
れ
て
い
る
。ま
た
、釧
路
市
に
お
い
て
も
、

第
2
期
釧
路
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合

戦
略
で
は
、「
基
本
目
標
1

　地
域
の
魅
力
を
生

か
し
た
、経
済
・
産
業
・
交
流
人
口
・
関
係
人
口
拡

大
を
目
指
す
」と
し
て
お
り
、特
に
観
光
関
連
で

は
、「
釧
路
の
自
然
文
化
を
生
か
し
た
世
界
一
級

の
観
光
地
づ
く
り
」を
掲
げ
て
お
り
、（
ア
）「
日

本
版
D
M
O
」の
推
進
、（
イ
）釧
路
が
誇
る
地
域

資
源
を
生
か
し
た
滞
在
型
観
光
地
域
づ
く
り
、

（
ウ
）釧
路
の
ブ
ラ
ン
ド
力
や
広
域
エ
リ
ア
の
魅

力
を
生
か
し
た
誘
客
の
推
進
、を
掲
げ
て
い
る
。

第
2
期
釧
路
市
観
光
振
興
ビ
ジ
ョ
ン
に
お
い
て

も
、「
み
ん
な
が
担
う
、み
ん
な
が
育
て
る
観
光

産
業
に
よ
り
持
続
可
能
な
自
立
型
の
地
域
経
済

の
実
現
を
目
指
し
ま
す
」と
し
て
お
り
、観
光
に

よ
る
経
済
波
及
効
果
を
基
準
年
次
の
2
倍（
約

5
0
0
億
円
2
0
1
7
年
度
か
ら
概
ね
10
年
程

度
）と
す
る
目
標
を
掲
げ
て
い
る
4
）。

　地
域
の
観
光
関
連
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、釧

路
市
観
光
立
国
シ
ョ
ー
ケ
ー
ス
実
施
計
画
で

は
、「
世
界
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
自
然
に
抱
か
れ
、

自
然
と
共
生
文
化
を
体
感
す
る
カ
ム
イ
の
休
日

を
掲
げ
、ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
高

い
関
心
を
持
つ
欧
米
豪
、ア
ジ
ア
圏
の
富
裕
層

を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
、日
本
版
D
M
O
、ス
ト
レ
ス

フ
リ
ー
の
環
境
整
備
、観
光
資
源
の
磨
き
上
げ
、

海
外
へ
の
情
報
発
信
を
行
う
」と
し
て
い
る
。ま

た
、「
阿
寒
国
立
公
園
満
喫
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」で

は
、火
山
と
森
と
湖
が
織
り
な
す
原
生
的
な
自

然
を
堪
能
で
き
る
こ
と
を
掲
げ
、そ
の
特
徴
と

し
て
原
生
的
な
自
然
で
過
ご
す「
上
質
な
時

間
」、原
生
的
な
自
然
の「
新
た
な
利
用
」、「
ア
イ

ヌ
文
化
」の
体
感
を
あ
げ
て
い
る
5
）。

　し
か
し
、こ
の
よ
う
に
大
き
く
期
待
さ
れ
て

い
た
観
光
産
業
で
あ
る
が
、昨
年
か
ら
の
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に
よ
り
、イ
ン
バ
ウ

ン
ド
客
は
ほ
と
ん
ど
な
く
な
り
、国
内
客
も
大

き
く
減
少
し
、現
在
は
大
変
厳
し
い
状
況
と
な

っ
て
い
る
。釧
路
市
の
観
光
入
込
統
計
に
よ
る

と
、
2
0
2
0
年
度
観
光
入
込
客
数
は
約

2
4
6
万
1
千
人
で
あ
り
、新
型
コ
ロ
ナ
の
影

響
の
な
か
っ
た
2
0
1
8
年
度
比
較
で
56
・
1

％
減
と
大
き
く
減
少
し
て
い
る
6
）。

　地
域
経
済
研
究
セ
ン
タ
ー
は
、1
9
9
9
年

に
設
立
さ
れ
、地
域
課
題
の
解
決
や
地
域
活
性

化
に
向
け
た
研
究
、創
造
的
な
政
策
提
言
等
に

取
り
組
ん
で
い
る
ほ
か
、時
代
に
マ
ッ
チ
し
た

ニ
ー
ズ
の
高
い
テ
ー
マ
を
取
り
上
げ
た
セ
ミ
ナ

ー
・
講
演
会
を
開
催
す
る
等
、地
域
に
対
す
る
積

極
的
な
情
報
発
信
に
努
め
て
い
る
。

① 

共
同
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

地
域
の
現
状
や
課
題
の
検
証
、地
域
課
題
の
解

決
や
地
域
の
活
性
化
に
向
け
た
方
策
、地
域
の

実
態
を
踏
ま
え
た
創
造
的
な
政
策
の
在
り
方
等

に
か
か
る
地
域
経
済
研
究
を
、テ
ー
マ
毎
に
共

同
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
組
織
し
て
進
め
て
い

る
。研
究
テ
ー
マ
は
、観
光
、交
通
、福
祉
、環
境
、

地
場
産
業
、金
融
、自
治
体
経
営
な
ど
幅
広
い
分

野
を
扱
っ
て
い
る
。当
セ
ン
タ
ー
の
共
同
研
究

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
特
徴
は
、客
員
研
究
員
シ
ス

テ
ム
、地
元
の
行
政
ス
タ
ッ
フ
・
民
間
人
の
参

加
、外
部
資
金
に
よ
る
効
果
的
な
研
究
の
推
進

で
あ
る
。

　近
年
の
研
究
成
果
と
し
て
は
、「
釧
路
市
に
お

け
る
人
口
減
少
抑
制
の
た
め
の
定
住
に
向
け
た

現
状
と
課
題
に
関
す
る
研
究
」（
2
0
2
1
・

3
）、「
釧
路
市
中
央
図
書
館
開
業
に
よ
る
図
書

館
利
用
者
の
ま
ち
な
か
行
動
と
消
費
効
果
及
び

経
済
効
果
に
関
す
る
研
究
」（
2
0
2
0
・
3
）、

「
釧
路
市
に
お
け
る
ス
ポ
ー
ツ
合
宿
・
ク
ル
ー
ズ

船
寄
港
に
よ
る
経
済
波
及
効
果
に
関
す
る
研

究
」（
2
0
1
9
・
3
）等
で
あ
る
。

② 

講
演
会
・
セ
ミ
ナ
ー
等
の
実
施

　外
部
か
ら
の
有
識
者
を
招
い
て
地
域
の
問
題

を
探
る
フ
ォ
ー
ラ
ム
や
、共
同
研
究
の
成
果
を

発
表
す
る
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
を
開
催
し
て
い
る
。

近
年
の
セ
ミ
ナ
ー
と
し
て
は
、「
ウ
ィ
ズ
コ
ロ

ナ
、ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
に
お
け
る
北
海
道
観
光
」

（
2
0
2
1
・
3
）、「
人
口
減
少
社
会
の
自
治
体

経
営
〜
民
主
主
義
を
進
化
さ
せ
る
〜
」

（
2
0
2
0
・
11
）、「
住
ん
で
良
し
、訪
れ
て
良

し
、間
に
立
っ
て
良
し
。〜
稼
ぐ
＋
地
域
課
題
を

4
本
学
の

観
光
関
連

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

へ
の
取
り
組
み

5
本
学
の
地
域
振
興

（
観
光
振
興
）に
果
た
す

役
割

  注
  1） 釧路公立大学「2021　CAMPAS　GUIDE」参照
  2） 釧路市「第2期　釧路市まち・ひと・しごと創生総合戦略」参照
  3） 国際バルク港湾については釧路開発建設部「道内及び管内の主な産業の動向」参照
  4） 釧路市「第2期　釧路市まち・ひと・しごと創生総合戦略」、釧路市「令和2年度釧路市観光入込客数調査結果」、
 釧路市「第二期釧路市観光振興ビジョン」参照
  5） 釧路市「観光立国ショーケース実施計画」、環境省阿寒国立公園管理事務所資料（阿寒国立公園満喫プロジェクト）参照
  6） 釧路市「令和2年度釧路市観光入込客数　調査結果（概要）」参照
  7） 中村研二「地域産業と連携したワイズユースの検討―釧路湿原を事例としてー」日本緑化センター『GREEN AGE 2020.8』参照
  8） KONSEN魅力創造ネットワーク2020総会資料参照
  9） NoMaps釧路・根室2020実行委員会資料参照
10） 釧路公立大学地域経済研究センター「釧路市における人口減少抑制のための定住に向けた現状と課題に関する研究」（2021.3）参照

と
し
て
2
0
1
9
年
に
大

型
船（
パ
ナ
マ
ッ
ク
ス
船
）

が
入
港
で
き
る
国
際
物
流

タ
ー
ミ
ナ
ル
が
整
備
・
供

用
開
始
さ
れ
、穀
物
の
安

定
か
つ
安
価
な
輸
入
の
た

め
の
基
盤
整
備
が
整
い
、

飼
料
工
場
が
立
地
す
る
な

ど
道
東
の
物
流
拠
点
と
し

て
の
発
展
が
期
待
さ
れ

る
。し
か
し
、産
業
面
で

は
、2
0
2
0
年
に
は
、地

域
の
主
要
産
業
で
あ
る
紙

パ
ル
プ
に
お
い
て
日
本
製

紙
釧
路
工
場
の
製
紙
事
業

撤
退
発
表
が
あ
る
な
ど
従

来
の
主
要
産
業
の
衰
退

で
、地
域
の
経
済
は
大
き

な
岐
路
に
立
た
さ
れ
て
い

る
3
）。

そ
し
て
、作
成
し
た
産
業
連
関
表
を
用
い
て
、各

施
策
の
市
へ
の
経
済
波
及
効
果
分
析
を
行
っ
て

い
る
。釧
路
市
と
当
セ
ン
タ
ー
で
作
成
し
た
産

業
連
関
表
は
、観
光
関
連
の
施
策
で
も
活
用
さ

れ
て
お
り
、釧
路
市
の
第
2
期
釧
路
市
観
光
振

興
ビ
ジ
ョ
ン
の
目
標
数
値
作
成
等
で
活
用
さ
れ

上
・
中
：
釧
路
湿
原
国
立
公
園
、下
：
塘
路
湖（
©「
プ
ラ
イ
ム
ロ
ー
ド
ひ
が
し
北
・
海
・
道
」推
進
協
議
会
）

注
10
の
研
究
概
要
資
料

地
域
経
済
研
究
セ
ン
タ
ー
で
の
セ
ミ
ナ
ー

③ 

地
域
の
政
策
形
成
等
に
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表1　観光分野に関する地域協働研究
研究テーマ 学部 研究代表者年度

いわて三陸オリジナルのジオツーリズムプログラムの開発と実践 総合政策学部 伊藤 英之
ソフトウェア情報学部 蔡大維
総合政策学部 伊藤 英之

ソフトウェア情報学部 阿部 昭博

総合政策学部 渋谷晃太郎

総合政策学部
ソフトウェア情報学部
総合政策学部
総合政策学部

伊藤 英之
阿部 昭博
渋谷晃太郎
伊藤 英之

総合政策学部
総合政策学部
ソフトウェア情報学部

田島 平伸
平塚 明
阿部 昭博

総合政策学部
総合政策学部
ソフトウェア情報学部
ソフトウェア情報学部
ソフトウェア情報学部
総合政策学部
ソフトウェア情報学部
総合政策学部

平塚 明
ティー･キャンヘーン
土井 章男
プリマ･オキ･ディッキ 
伊藤 久祥
渋谷晃太郎
土井 章男
山田 佳奈

総合政策学部

宮古短期大学部
総合政策学部
ソフトウェア情報学部
総合政策学部
宮古短期大学部
総合政策学部
ソフトウェア情報学部

三好 純矢

大志田 憲
山本 健
蔡大維
新田 義修
大志田 憲
山本 健
阿部 昭博

ソフトウェア情報学部

ソフトウェア情報学部
社会福祉学部
総合政策学部
総合政策学部
総合政策学部
ソフトウェア情報学部

蔡大維

プリマ･オキ･ディッキ 
狩野 徹
金澤 悠介
渋谷晃太郎
平塚 明
阿部 昭博

ソフトウェア情報学部 蔡大維

『語り部くん』携帯端末による観光客行動自動集計及び地域経済振興の研究
災害時における観光客の安全避難についてのガイドラインに関する研究
龍泉洞や安家洞といった電波利用による情報配信が出来ない場所での
観光ガイドシステムの実現
地域観光クラウドのサービスモデルと観光振興に関する研究
三陸復興国立公園及び東北海岸トレイルの漁船等を活用した多面的な
利用推進に関する研究
地産品へのジオストーリー付加による新たなジオパークプロモーション手法の開発
岩手の地域特性を踏まえた観光ICT人材育成カリキュラムの検討
みちのく潮風トレイルの利用促進に関する研究
三陸ジオパーク活性化マーケティング戦略に関する研究
震災復興と地域活性化－机浜番屋群を拠点とした地域振興策の検討を中心として－
宮古市重茂半島における自然保護ファシリテーター(重茂レンジャー)の養成

「観光と情報」地域コア人材育成カリキュラムの開発と試行
急増する外国人観光客の県内誘客促進、かつ満足度向上を図り、
地域経済の活性化に寄与する「独創的ITシステム」の活用法を研究する
バーチャルリアリティを活用した九戸城跡の可視化に関する研究
観光におけるユニバーサルデザインの実践について
三陸沿岸地域における簡易的な観光マーケティング手法の構築
早池峰ユネスコ・エコパークの登録促進に関する研究
被災博物館(山田町立「鯨と海の科学館」)の再開支援と住民参加に関するモデル構築
ＤＭＯ形成を見据えた三陸観光における情報の戦略的利活用に関する研究
重茂半島の海と陸を経由するエコツアー・コースの開発
三陸地域における観光の地域経済への波及効果のための産業連関表の作成
3Dプリンタによる景勝地（ジオポイント）、三王岩と津波石のモデル作成と活用
バーチャルリアリティを活用した九戸城跡の可視化に関する研究
無形民俗文化財保存を目的とした「北限の海女の素潜り技術」の3D可視化
重茂半島の海と陸を経由するエコツアー・コースの実装
3Dプリンタによる景勝地（ジオポイント）の3Dモデル化とその活用
IGRいわて銀河鉄道を活用した持続可能な開発目標（SDGs）教育プログラムの開発
東日本大震災の復旧・復興事業における津波防災施設の利活用に関する研究
― 岩手県におけるインフラツーリズムを通じた防災意識の醸成―
震災後の多様なニーズに沿える観光モデルコースの設定
東日本大震災津波伝承館を拠点としたゲートウェイ機能に関する調査
スキーパスのICカード化による中小規模スキー場活性化システムと運用手法の研究
道の駅「青の国ふだい」の強み・ポテンシャル分析
観光客誘客に向けた観光消費を促進するためのコンテンツの構築
道の駅「青の国ふだい」を拠点とした地域活性化に関する調査研究
多様な来館者ニーズに対応した野外美術館ガイドシステムの開発と実用化

平成24年度
2012

平成25年度
2013

平成26年度
2014

平成27年度
2015

平成28年度
2016

平成29年度
2017

平成30年度
2018

平成31年度
2019

令和2年度
2020

令和3年度
2021

　
岩
手
県
立
大
学
は
、
1
9
9
8
年
に
開
学
し

た
岩
手
県
滝
沢
市
に
所
在
す
る
学
生
数
約

2
0
0
0
名
の
小
規
模
な
地
方
県
立
大
学
で
あ

る
。
看
護
学
部
、
社
会
福
祉
学
部
、
ソ
フ
ト
ウ
ェ

ア
情
報
学
部
、
総
合
政
策
学
部
の
4
学
部
か
ら

な
り
、
盛
岡
、
宮
古
短
期
大
学
部
を
併
設
し
て

い
る
。
本
学
は
、
地
域
に
根
ざ
し
た
実
学
・
実

践
の
教
育
研
究
活
動
を
推
進
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
各
学
部
で
は
地
域
を
フ
ィ
ー
ル
ド
と
し
た

調
査
研
究
や
市
町
村
、
医
療
機
関
、
福
祉
施
設
、

企
業
等
で
実
習
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
地
域

に
開
か
れ
た
大
学
と
し
て
、東
日
本
大
震
災（
以

下
「
震
災
」
と
い
う
）
直
後
の
2
0
1
2
年
に

開
設
し
た
「
地
域
政
策
研
究
セ
ン
タ
ー
」
を
中

心
に
、
産
業
界
や
各
種
団
体
・
行
政
機
関
と
連

携
し
、
震
災
復
興
な
ど
地
域
課
題
の
解
決
を
目

指
し
な
が
ら
、地
域
貢
献
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
本
学
に
は
い
わ
ゆ
る
観
光
に
特
化
し
た
学

部
・
学
科
は
設
置
し
て
い
な
い
が
、
総
合
政
策

学
部
、
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
情
報
学
部
、
社
会
福
祉

学
部
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
学
部
の
特
徴
を
生
か

し
観
光
研
究
を
進
め
て
い
る
。
具
体
的
に
は
総

合
政
策
学
部
で
は
、
法
律
学
、
行
政
学
、
経
営
・

経
済
学
、
社
会
学
、
環
境
学
等
、
ソ
フ
ト
ウ
ェ

ア
情
報
学
部
で
は
、
観
光
情
報
学
、
I
T
、
3

次
元
プ
リ
ン
タ
ー
の
活
用
等
、
社
会
福
祉
学
部

は
福
祉
、
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
等
の
各
分

野
か
ら
研
究
を
行
っ
て
い
る
が
、
多
く
の
研
究

は
研
究
者
単
独
で
は
な
く
学
部
横
断
に
よ
る
学

際
的
な
研
究
が
行
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
地
域

政
策
研
究
セ
ン
タ
ー
で
は
、
毎
年
地
域
（
自
治

体
、
企
業
、
N
P
O
な
ど
）
か
ら
社
会
課
題
解

決
の
た
め
の
研
究
提
案
を
公
募
し
、
セ
ン
タ
ー

が
課
題
解
決
に
適
す
る
各
学
部
の
教
員
と
の

マ
ッ
チ
ン
グ
を
行
い
提
案
者
と
協
働
し
て
解
決

を
目
指
す
地
域
協
働
研
究
を
行
っ
て
い
る
。

　
地
域
協
働
研
究
で
は
、
地
域
か
ら
毎
年
多
く

震
災
後
の
2
0
1
1
年
10
月
二
戸
市
内
で
全
国

エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
大
会
を
開
催
、
同
年
12
月
に

エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
大
賞
を
受
賞
し
た
。

　
二
戸
市
で
は
、
1
9
9
2
年
度
か
ら
市
内
の

様
々
な
資
源
を
市
民
の
手
で
再
発
見
す
る
「
ま

ち
の
宝
探
し
」
を
実
施
し
、
宝
を
生
か
し
た
ま

ち
づ
く
り
を
行
っ
て
き
た
。
こ
の
一
環
と
し
て

市
民
向
け
の
宝
巡
り
ツ
ア
ー
な
ど
を
実
施
、
全

国
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
大
会
を
契
機
に
市
外
か
ら

の
交
流
人
口
の
拡
大
な
ど
を
目
指
し
た
エ
コ
ツ

ア
ー
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。

　
現
在
は
I
G
R
い
わ
て
銀
河
鉄
道
と
連
携
し

た
「
岩
手
に
の
へ
お
さ
ん
ぽ
日
和
」
を
実
施
す
る

な
ど
継
続
し
た
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
い
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
発
信
力
は
弱
く
、
市

外
か
ら
の
エ
コ
ツ
ア
ー
参
加
者
は
あ
ま
り
多

く
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、

2
0
1
7
年
度
に
二
戸
市
に
お
け
る
エ
コ
ツ
ー

リ
ズ
ム
の
現
状
に
つ
い
て
調
査
を
実
施
し
た
。

二
戸
市
の
エ
コ
ツ
ア
ー
実
施
団
体
は
、
主
要
メ

ン
バ
ー
が
40
〜
50
歳
位
の
時
に
地
区
単
位
で
発

足
し
、
活
動
を
継
続
し
て
き
た
。
エ
コ
ツ
ア
ー

の
実
施
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
宝
の

再
確
認
や
地
域
内
で
の
連
携
等
の
成
果
は
出
て

い
た
が
、
発
足
後
25
年
が
経
過
し
、
す
べ
て
の

団
体
で
高
齢
化
の
進
行
と
後
継
者
不
足
が
著
し

く
、
こ
の
ま
ま
で
は
エ
コ
ツ
ア
ー
の
継
続
が
困

難
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

　
ま
た
、
行
政
担
当
者
の
異
動
等
に
よ
っ
て
こ

れ
ま
で
に
作
成
さ
れ
た
お
宝
マ
ッ
プ
な
ど
の
貴

重
な
資
料
が
埋
も
れ
る
な
ど
マ
イ
ナ
ス
の
要
因

が
多
く
み
ら
れ
た
。
し
か
し
、
一
方
で
地
域
お

こ
し
協
力
隊
の
若
手
に
よ
る
過
去
の
遺
産
の
掘

り
起
こ
し
や
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
が
行
わ
れ
始
め
る

す
る
一
般
利
用
者
を
受
け
入
れ
る
た
め
、
農
場
の

一
部
を「
小
岩
井
農
場
遊
園
地（
1
9
9
1
年『
小

岩
井
農
場
ま
き
ば
園
』に
改
称
）」と
し
て
開
放
し
、

一
般
利
用
者
は
、
特
定
エ
リ
ア
内
の
み
に
利
用
を

限
定
し
て
い
た
。
こ
の
た
め
一
般
利
用
者
は
、「
ま

き
ば
園
」=

小
岩
井
農
場
の
イ
メ
ー
ジ
が
定
着
し

て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
な
小
岩
井
農
場
の
様
々
な
資
源
を

ス
ト
ー
リ
ー
（
物
語
）
と
し
て
む
す
び
つ
け
、

よ
り
多
く
の
人
に
伝
え
る
た
め
に
開
始
さ
れ
た

エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
が
2
0
1
0
年
か
ら
始
ま
っ

た
「
小
岩
井
農
場
物
語
」
で
あ
る
。
小
岩
井
農

場
の
自
然
の
素
晴
ら
し
さ
を
体
感
し
、
環
境
保

全
の
大
切
さ
に
気
づ
き
、
環
境
へ
の
理
解
と
関

心
を
深
め
る
こ
と
を
コ
ン
セ
プ
ト
と
し
て
実
施

さ
れ
た
。

　
こ
の
「
小
岩
井
農
場
物
語
」
は
、「
一
般
開
放

エ
リ
ア
」
だ
け
で
な
く
、
バ
ス
を
活
用
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
小
岩
井
農
場
全
体
を
舞
台
と
し

て
、
小
岩
井
農
場
の
歴
史
、
文
化
、
農
林
畜
産

業
の
生
産
事
業
、
自
然
そ
の
も
の
を
観
光
資
源

と
し
て
活
用
し
た
新
し
い
観
光
の
形
態
で
あ

る
。
小
岩
井
農
場
が
1
8
0
年
余
に
亘
り
行
っ

て
き
た
農
林
畜
産
業
と
そ
れ
に
関
連
す
る
建
物

群
、
バ
イ
オ
マ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー
施
設
、
森
林
な

ど
現
在
あ
る
様
々
な
資
源
を
観
光
資
源
と
し
て

再
認
識
し
、
バ
ス
な
ど
の
輸
送
機
関
と
従
業
員

の
ガ
イ
ド
に
よ
っ
て
有
機
的
に
結
び
つ
け
る
こ

と
に
よ
り
観
光
商
品
化
し
た
も
の
で
、
民
間
企

業
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
地
域
資
源
の
再
認
識
か

ら
商
品
化
ま
で
の
成
功
事
例
の
一
つ
で
あ
る
。

　
こ
れ
ら
の
取
組
は
、
ま
さ
に
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ

ム
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
2
0
1
1
年
の
第
7
回

エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
大
賞
に
筆
者
が
小
岩
井
農
場

岩
手
県
立
大
学
総
合
政
策
学
部
教

授
。
千
葉
大
学
園
芸
学
部
環
境
緑

地
学
科
卒
。 放
送
大
学
文
化
科
学

研
究
科
環
境
シ
ス
テ
ム
科
学
群
修

士
課
程
修
了
。
環
境
省
で
、
10
カ

所
に
及
ぶ
国
立
公
園
の
保
全
管
理

や
環
境
教
育
な
ど
を
担
当
。
そ
の
後
香
川
県
や
林
野
庁

で
の
行
政
経
験
を
へ
て
現
職
。
専
門
は
環
境
政
策
論
、

環
境
教
育
学
。
技
術
士（
環
境
・
建
設
）、
環
境
カ
ウ
ン

セ
ラ
ー
、
森
林
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
、
1
級
ビ
オ
ト
ー
プ

計
画
管
理
士
、
中
級
環
境
再
生
医
等
の
資
格
を
持
つ
。

渋
谷
晃
太
郎（
し
ぶ
や
・
こ
う
た
ろ
う
）

観
光
振
興
に

貢
献
す
る

岩
手
県
立
大
学
の

取
組

点
で
事
業
の
内
容
や
方
法
、
参
加
者
に
関
す
る

情
報
や
満
足
度
な
ど
の
基
礎
的
な
情
報
を
と
り

ま
と
め
分
析
し
、
現
状
を
明
ら
か
に
す
る
と
と

も
に
、
今
後
さ
ら
に
発
展
さ
せ
る
た
め
の
方
策

を
検
討
し
た
。

　
2
0
1
2
年
当
時
実
施
さ
れ
て
い
た
「
小
岩

井
農
場
物
語
」
で
は
個
人
向
け
の
「
ツ
ア
ー
プ

ロ
グ
ラ
ム
」
と
「
団
体
向
け
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
が

あ
っ
た
。
ツ
ア
ー
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
は
、「
小
岩

井
農
場
め
ぐ
り
」、「
小
岩
井
農
場
プ
レ
ミ
ア
ム

ツ
ア
ー
」、「
小
岩
井
農
場
ネ
イ
チ
ャ
ー
ウ
ォ
ー

ク
」、「
ト
ラ
ク
タ
ー
バ
ス
で
行
く
　
小
岩
井
農

場
自
然
満
喫
体
験
」「
小
岩
井
農
場
　
自
然
散

策
」
等
が
あ
り
、
自
然
と
戯
れ
楽
し
く
遊
ぶ
こ

と
か
ら
環
境
保
全
に
つ
い
て
の
専
門
的
な
知
識

を
学
ぶ
こ
と
な
ど
、
幅
広
い
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
選

ぶ
こ
と
が
で
き
た
。

　
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
な
ど
を
実
施
し
た
結
果
か

ら
、
小
岩
井
農
場
め
ぐ
り
の
ツ
ア
ー
参
加
者
は

中
高
年
が
多
く
、
今
後
更
に
発
展
さ
せ
る
た
め

に
は
若
い
世
代
も
注
目
す
る
よ
う
な
新
し
い
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と
い
っ
た

い
く
つ
か
の
提
案
を
行
っ
て
い
る

　
現
在
は
、
建
物
群
が
国
指
定
重
要
文
化
財
に

な
っ
た
こ
と
か
ら
公
益
財
団
法
人
小
岩
井
農
場

財
団
が
設
立
さ
れ
所
有
・
管
理
し
、
ま
き
ば
園

内
に
小
岩
井
農
場
重
要
文
化
財
ギ
ャ
ラ
リ
ー
が

設
置
さ
れ
る
な
ど
施
設
が
充
実
し
て
い
る
。
残

念
な
が
ら
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
を
受
け
て
い
る
た

め
、
ツ
ア
ー
の
規
模
は
縮
小
さ
れ
、
一
般
向
け

に
は
電
気
バ
ス
で
ま
き
ば
園
と
上
丸
牛
舎
内
の

み
の
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
が
行
わ
れ
て
い
る
状
況
に

あ
る
。

　
岩
手
県
は
、
2
0
1
8
年
か
ら
八
幡
平
地
域

で
十
和
田
八
幡
平
国
立
公
園
や
地
熱
発
電
所
を

は
じ
め
と
す
る
環
境
関
連
施
設
な
ど
をS

D
G

s

の
視
点
で
環
境
学
習
コ
ン
テ
ン
ツ
と
し
て
発

掘
・
造
成
し
、
実
際
の
環
境
に
結
び
つ
け
る
た

め
の
「
来
て
・
見
て
・
体
験
し
て
・
学
ぶ 

八
幡

平
の
環
境
学
習
」
を
と
り
ま
と
め
た
。

　
筆
者
は
、
こ
の
企
画
に
当
初
か
ら
参
加
し
、

環
境
関
連
の
コ
ン
テ
ン
ツ
の
発
掘
やS

D
G

s

と

の
関
連
性
な
ど
を
調
査
し
た
。
岩
手
県
立
大
学

の
総
合
政
策
学
部
で
は
環
境
系
の
実
習
と
し
て

毎
年「
八
幡
平
実
習
」を
行
っ
て
お
り
、
八
幡
平

地
域
の
自
然
環
境
や
開
発
の
歴
史
、
松
尾
鉱
山

の
負
の
遺
産
に
よ
る
河
川
の
汚
染
の
調
査
な
ど

を
継
続
的
に
行
っ
て
き
た
。
こ
れ
ら
の
実
習
成

果
や
資
料
が
大
き
く
役
立
つ
こ
と
と
な
っ
た
。

　
八
幡
平
地
域
は
、
松
尾
鉱
山
と
い
う
大
き
な

負
の
遺
産
を
生
み
出
す
一
方
で
鉱
山
の
閉
山
に

よ
る
急
激
な
人
口
減
少
を
松
川
地
熱
発
電
所
の

建
設
、
発
電
所
の
蒸
気
で
温
泉
を
造
成
し
、
宿

泊
施
設
や
別
荘
地
に
温
泉
を
供
給
す
る
ほ
か
、

農
業
ハ
ウ
ス
等
に
供
給
す
る
な
ど
、
観
光
、
農

業
振
興
策
を
講
ず
る
こ
と
で
人
口
減
少
を
食
い

止
め
て
き
た
実
績
が
あ
る
。こ
れ
ら
の
経
験
は
、

現
在
日
本
各
地
で
進
め
ら
れ
て
い
る
地
方
創
生

の
人
口
減
少
対
策
の
事
例
と
し
て
注
目
に
値
す

る
。
む
ろ
ん
、
八
幡
平
地
域
で
も
再
び
人
口
減

少
が
起
こ
っ
て
い
る
が
、
温
泉
熱
の
カ
ス
ケ
ー

ド
利
用
が
再
認
識
さ
れ
、
温
泉
熱
と
I
T
を
活

用
し
た
ス
マ
ー
ト
農
業
な
ど
の
持
続
可
能
な
地

域
づ
く
り
が
行
わ
れ
て
お
り
、
こ
れ
を
実
際
に

学
習
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
ら
の
調
査
で

得
ら
れ
た
デ
ー
タ
を
も
と
に
八
幡
平
D
M
O

は
、
2
0
2
1
年
3
月
16
日
「S

D
G

s

と
サ
ー

キ
ュ
ラ
ー
エ
コ
ノ
ミ
ー
を
学
ぶ 

八
幡
平
の
可

能
性 

〜
企
業
研
修
と
教
育
旅
行
を
考
え
る
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
〜
」
を
開
催
す
る
な
ど
八
幡
平
地

域
で
のS

D
G

s

の
活
動
を
観
光
に
生
か
す
取
り

組
み
を
始
め
て
い
る
。
具
体
的
に
は
み
ち
の
り

ト
ラ
ベ
ル
東
北
社
が
、
日
本
初
の
地
熱
発
電
の

町「
岩
手
県
八
幡
平
市
」で
学
ぶ
サ
ー
キ
ュ
ラ
ー

エ
コ
ノ
ミ
ー
と
い
う
日
帰
り
、
1
泊
2
日
の
モ

デ
ル
コ
ー
ス
を
提
案
し
て
い
る
。
岩
手
県
立
大

学
で
は
、
い
わ
て
学
や
J
R
東
日
本
寄
附
講
義

な
ど
地
域
に
根
差
し
た
教
育
（
講
義
・
演
習
）

を
行
う
際
に
、
こ
れ
ら
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
導
入

し
、学
生
の
教
育
の
場
と
し
て
活
用
し
て
い
る
。

　
岩
手
県
立
大
学
は
、
2
0
1
7
年
度
か
ら

J
R
東
日
本
か
ら
寄
付
を
い
た
だ
き
、
観
光
人

材
育
成
の
た
め
の
講
座
を
開
設
し
て
い
る
。
当

初
は
、
社
会
人
向
け
の
「
い
わ
て
観
光
地
域
づ

く
り
講
座
」
で
あ
っ
た
が
、
2
0
1
9
年
度
か

ら
は
県
立
大
学
の
学
生
向
け
の
「
観
光
に
よ
る

岩
手
の
地
域
活
性
化
」
を
開
講
。
2
0
2
0
年

度
は
、S

D
G

s

の
基
礎
、
観
光
と
交
通
、

N
P
O
法
人
日
本
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
セ
ン
タ
ー

森
高
一
氏
に
よ
る
「
持
続
可
能
な
観
光
・
エ
コ

ツ
ー
リ
ズ
ム
・
国
際
認
証
」、
釜
石
D
M
C
の

久
保
竜
太
氏
の
「
釜
石
に
お
け
る
持
続
可
能
な

観
光 

釜
石
D
M
C
の
試
み
」、
八
幡
平
D
M
O

柴
田
亮
氏
か
ら
「
八
幡
平
市
に
お
け
る
持
続
可

能
な
観
光
　
八
幡
平
D
M
O
の
試
み
」
な
ど
多

彩
な
講
師
に
よ
る
持
続
可
能
な
観
光
に
つ
い
て

の
講
義
と
八
幡
平
で
の
サ
ー
キ
ュ
ラ
ー
エ
コ
ノ

ミ
ー
現
地
実
習
を
実
施
し
た
。
特
に
久
保
氏
の

講
義
で
は
国
際
認
証
取
得
の
苦
労
や
「
観
光
」

は
こ
れ
ま
で
の
狭
い
観
光
概
念
で
は
国
際
的
な

水
準
に
達
す
る
こ
と
が
難
し
く
、
こ
れ
ま
で
の

観
光
行
政
よ
り
も
よ
り
広
く
企
画
や
ま
ち
づ
く

り
に
近
い
も
の
で
あ
る
こ
と
を
学
ぶ
こ
と
が
で

き
大
変
参
考
に
な
っ
た
。

　
東
日
本
大
震
災
後
10
年
を
経
過
し
、
新
た
な

ス
テ
ー
ジ
に
入
る
と
い
う
と
こ
ろ
で
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
っ
て
、
岩
手
県
全

体
の
観
光
が
大
き
な
打
撃
を
受
け
て
い
る
。
今

後
の
岩
手
の
「
観
光
業
」
を
復
興
、
拡
大
す
る

た
め
に
は
、
こ
れ
ま
で
通
り
の
視
点
の
み
で
進

め
る
こ
と
は
許
さ
れ
ず
、
国
際
認
証
の
取
得
、

世
界
的
な
目
標
で
あ
る
持
続
可
能
な
開
発
目
標

S
D

G
s

や
地
域
循
環
共
生
圏
（
ロ
ー
カ
ル

S
D

G
S

）
の
考
え
方
の
導
入
、
パ
リ
協
定
に
基

づ
く
脱
炭
素
社
会
な
ど
こ
れ
ら
の
新
し
い
動
き

に
対
応
す
る
必
要
が
あ
り
、
研
究
の
方
向
も
狭

い「
観
光
」で
は
な
く
、総
合
的
な
観
点
か
ら「
観

光
」
を
考
え
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
本
学
で

も
こ
れ
ら
の
世
界
的
な
動
き
を
見
据
え
つ
つ
、

地
方
の
一
大
学
と
し
て
地
域
に
根
差
し
た
観

光
・
地
域
振
興
研
究
を
進
め
る
必
要
が
あ
る
と

考
え
て
い
る
。

な
ど
地
域
密
着
型
の
研
究
が
行
わ
れ
て
い
る
。

　
昨
年
以
来
岩
手
県
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
に
よ
っ
て
社
会
経
済
的
に
大
き
な
打
撃

を
受
け
て
い
る
。
震
災
か
ら
の
復
興
が
お
お
よ

そ
一
段
落
し
こ
れ
か
ら
と
い
う
と
き
の
災
厄
で

あ
り
、観
光
業
も
大
き
な
影
響
を
受
け
て
い
る
。

今
後
の
研
究
は
、
当
分
の
間
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
の

経
済
・
社
会
の
復
興
を
支
援
す
る
も
の
に
な
る

こ
と
は
確
実
で
あ
り
、す
で
に
今
年
度
か
ら「
盛

岡
広
域
「
地
方
創
生S

D
G

s

登
録
等
制
度
」
に

係
る
フ
ィ
ー
ジ
ビ
リ
テ
ィ
・
ス
タ
デ
ィ
」や「
岩

手
県
内
市
町
村
の
2
0
5
0
年
カ
ー
ボ
ン

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
実
現
に
向
け
た
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ

策
定
」、「
地
域
の
森
林
資
源
を
活
か
し
た
林
産

業
・
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
の
展
望‒

地

域
に
仕
事
を
生
み
出
すS

D
G

s‒

」
な
ど
グ

リ
ー
ン
リ
カ
バ
リ
ー
を
念
頭
に
し
た
研
究
が
始

ま
っ
て
い
る
。

　
筆
者
は
、
こ
れ
ま
で
地
域
の
自
然
資
源
を
活

用
す
る
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
関
す
る
調
査
、
研

究
を
行
っ
て
き
た
。
岩
手
県
内
で
は
、
二
戸
市

と
小
岩
井
農
場
で
エ
コ
ツ
ア
ー
が
行
わ
れ
て
い

た
こ
と
か
ら
こ
の
2
つ
に
つ
い
て
調
査
を
行

な
っ
た
の
で
ご
紹
介
す
る
。

●
二
戸
市
の
エ
コ
ツ
ア
ー

　
二
戸
市
は
1
9
9
2
年
か
ら
ま
ち
づ
く
り
の

一
環
と
し
て
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
取
り
組
み
、

2
持
続
可
能
な

地
域
づ
く
り
の
た
め
の

観
光（
エ
コ
ツ
ア
ー
）に

つ
い
て
の
調
査
研
究

1
岩
手
県
立
大
学
の
概
要

岩
手
県
立
大
学

の
様
々
な
社
会
課
題
が
提
起
さ
れ
、
観
光
に
関

す
る
課
題
も
多
く
提
案
さ
れ
採
択
さ
れ
て
き

た
。
こ
れ
ま
で
に
行
わ
れ
て
き
た
観
光
に
関
す

る
地
域
協
働
研
究
を
ま
と
め
た
も
の
が
表
１
で

あ
る
。
震
災
関
連
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
な
ど
多
岐

に
亘
っ
て
い
る
が
特
徴
的
な
研
究
を
い
く
つ
か

ご
紹
介
す
る
。

　
震
災
復
興
研
究
は
、
地
元
大
学
の
責
務
と
し

て
現
在
そ
し
て
将
来
も
継
続
す
る
重
要
な
テ
ー

マ
で
あ
る
。
破
壊
さ
れ
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
再

構
築
や
産
業
の
育
成
な
ど
多
岐
に
亘
る
研
究
が

行
わ
れ
て
い
る
が
、
沿
岸
地
域
の
基
幹
産
業
の

一
つ
で
あ
る
観
光
に
関
連
す
る
研
究
も
重
要
な

課
題
と
し
て
採
択
さ
れ
て
い
る
。
学
部
別
に
み

る
と
、
総
合
政
策
学
部
で
は
、
三
陸
復
興
国
立

公
園
、
み
ち
の
く
潮
風
ト
レ
イ
ル
、
三
陸
ジ
オ

パ
ー
ク
の
利
用
促
進
に
関
す
る
研
究
、
災
害
時

に
お
け
る
観
光
客
の
安
全
避
難
に
関
す
る
研
究

な
ど
の
ほ
か
、
最
近
で
は
、
震
災
後
に
建
設
さ

れ
た
防
潮
堤
や
水
門
な
ど
防
災
イ
ン
フ
ラ
を
活

と
い
う
プ
ラ
ス
の
要
因
も
あ
り
、
若
手
の
参
加

に
よ
っ
て
地
味
で
は
あ
る
が
持
続
可
能
な
地
域

づ
く
り
に
向
け
た
今
後
の
取
り
組
み
が
期
待
さ

れ
る
。

●
小
岩
井
農
場
の
エ
コ
ツ
ア
ー

　

　
小
岩
井
農
場
は
、
1
8
9
1
年
に
開
設
さ
れ

た
古
い
歴
史
を
持
つ
農
場
で
、
開
設
当
初
、
荒

野
で
、
水
は
け
の
悪
い
湿
地
帯
が
多
く
、
作
物

の
生
育
を
妨
げ
た
た
め
防
風
林
の
植
林
や
土
塁

を
築
く
と
こ
ろ
か
ら
事
業
が
始
ま
る
。
日
本
の

一
般
的
な
牧
場
は
、
原
生
林
な
ど
を
伐
開
し
て

草
地
を
造
成
す
る
生
物
多
様
性
が
少
な
い
環
境

を
作
る
が
、
小
岩
井
農
場
は
こ
の
逆
で
植
林
を

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
生
物
多
様
性
を
増
大
さ
せ

る
と
い
う
大
き
な
特
徴
を
持
っ
て
い
る
。
農
場

の
敷
地
は
約
3
0
0
0
h
a
で
あ
る
が
こ
の
う

ち
の
2
/
3
が
森
林
と
な
っ
て
お
り
、
ス
ギ
、

ア
カ
マ
ツ
、
カ
ラ
マ
ツ
な
ど
の
木
材
を
産
出
す

る
林
業
へ
と
発
展
し
、
生
物
多
様
性
豊
か
な
岩

手
山
麓
を
代
表
す
る
自
然
環
境
が
形
成
さ
れ
る

こ
と
に
も
な
っ
た
。

　
ま
た
、
明
治
時
代
か
ら
昭
和
初
期
に
か
け
て

建
設
さ
れ
た
牛
舎
や
サ
イ
ロ
の
ほ
か
に
、
事
務

所
、
倉
庫
、
宿
泊
や
職
員
の
集
会
用
の
施
設
で

あ
る
「
倶
楽
部
」、
煉
瓦
の
躯
体
に
土
を
か
ぶ

せ
た
天
然
の
冷
蔵
庫
な
ど
、
農
場
に
関
わ
る
各

種
の
建
物
が
残
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
建
築
群

は
日
本
の
近
代
建
築
史
、
近
代
農
業
史
を
知
る

う
え
で
価
値
が
高
く
、
1
9
9
6
年
9
棟
が
登

録
有
形
文
化
財
に
登
録
、
2
0
1
7
年
に
は
21

棟
が
「
小
岩
井
農
場
施
設
」
と
し
て
国
の
重
要

文
化
財
に
指
定
さ
れ
た
。

　
小
岩
井
農
場
で
は
1
9
6
7
年
頃
か
ら
、
急
増

写真：岩手県立大学風景

3 ❷

用
し
た
イ
ン
フ
ラ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
可
能
性
を
探

る
研
究
、
津
波
伝
承
館
の
活
用
に
関
す
る
研
究

な
ど
が
行
わ
れ
て
い
る
他
、S

D
G

s

関
連
の
研

究
も
始
ま
っ
て
い
る
。

　
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
情
報
学
部
で
は
、
携
帯
端
末

を
利
用
し
た
観
光
ガ
イ
ド
シ
ス
テ
ム
、
バ
ー

チ
ャ
ル
リ
ア
リ
テ
ィ
や
、
3
D
プ
リ
ン
タ
ー
を

観
光
に
活
用
す
る
研
究
、
観
光
情
報
人
材
の
育

成
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
対
応
な
ど
情
報
関
連
の
多

岐
に
亘
る
研
究
が
行
わ
れ
て
い
る
。

　
社
会
福
祉
学
部
で
は
、
観
光
に
お
け
る
ユ
ニ

バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
に
関
す
る
研
究
、
宮
古
短

期
大
学
部
で
は
、
経
済
系
の
教
員
に
よ
り
、
震

災
後
の
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
沿
え
る
観
光
モ
デ
ル

コ
ー
ス
の
設
定
、
観
光
客
誘
客
に
向
け
た
観
光

消
費
を
促
進
す
る
た
め
の
コ
ン
テ
ン
ツ
の
構
築

の
了
解
を
得
て
他
薦
で
応
募
し
た

と
こ
ろ
特
別
賞
を
受
賞
す
る
こ
と

が
で
き
た
。
そ
の
後
、
小
岩
井
農

場
で
は
さ
ら
に
エ
コ
ツ
ア
ー
に
磨

き
を
か
け
2
0
1
2
年
の
第
8
回

エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
大
賞
で
は
自
ら

応
募
し
優
秀
賞
、
さ
ら
に
外
部
と
の

連
携
を
充
実
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
2
0
1
4
年

最
高
賞
の
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
大
賞
を
受
賞
し
た
。

　
今
後
さ
ら
に
発
展
す
る
可
能
性
の
高
い
観
光

分
野
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
2
0
1
2
年
度
時

岩手県立大学3
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表1　観光分野に関する地域協働研究
研究テーマ 学部 研究代表者年度

いわて三陸オリジナルのジオツーリズムプログラムの開発と実践 総合政策学部 伊藤 英之
ソフトウェア情報学部 蔡大維
総合政策学部 伊藤 英之

ソフトウェア情報学部 阿部 昭博

総合政策学部 渋谷晃太郎

総合政策学部
ソフトウェア情報学部
総合政策学部
総合政策学部

伊藤 英之
阿部 昭博
渋谷晃太郎
伊藤 英之

総合政策学部
総合政策学部
ソフトウェア情報学部

田島 平伸
平塚 明
阿部 昭博

総合政策学部
総合政策学部
ソフトウェア情報学部
ソフトウェア情報学部
ソフトウェア情報学部
総合政策学部
ソフトウェア情報学部
総合政策学部

平塚 明
ティー･キャンヘーン
土井 章男
プリマ･オキ･ディッキ 
伊藤 久祥
渋谷晃太郎
土井 章男
山田 佳奈

総合政策学部

宮古短期大学部
総合政策学部
ソフトウェア情報学部
総合政策学部
宮古短期大学部
総合政策学部
ソフトウェア情報学部

三好 純矢

大志田 憲
山本 健
蔡大維
新田 義修
大志田 憲
山本 健
阿部 昭博

ソフトウェア情報学部

ソフトウェア情報学部
社会福祉学部
総合政策学部
総合政策学部
総合政策学部
ソフトウェア情報学部

蔡大維

プリマ･オキ･ディッキ 
狩野 徹
金澤 悠介
渋谷晃太郎
平塚 明
阿部 昭博

ソフトウェア情報学部 蔡大維

『語り部くん』携帯端末による観光客行動自動集計及び地域経済振興の研究
災害時における観光客の安全避難についてのガイドラインに関する研究
龍泉洞や安家洞といった電波利用による情報配信が出来ない場所での
観光ガイドシステムの実現
地域観光クラウドのサービスモデルと観光振興に関する研究
三陸復興国立公園及び東北海岸トレイルの漁船等を活用した多面的な
利用推進に関する研究
地産品へのジオストーリー付加による新たなジオパークプロモーション手法の開発
岩手の地域特性を踏まえた観光ICT人材育成カリキュラムの検討
みちのく潮風トレイルの利用促進に関する研究
三陸ジオパーク活性化マーケティング戦略に関する研究
震災復興と地域活性化－机浜番屋群を拠点とした地域振興策の検討を中心として－
宮古市重茂半島における自然保護ファシリテーター(重茂レンジャー)の養成

「観光と情報」地域コア人材育成カリキュラムの開発と試行
急増する外国人観光客の県内誘客促進、かつ満足度向上を図り、
地域経済の活性化に寄与する「独創的ITシステム」の活用法を研究する
バーチャルリアリティを活用した九戸城跡の可視化に関する研究
観光におけるユニバーサルデザインの実践について
三陸沿岸地域における簡易的な観光マーケティング手法の構築
早池峰ユネスコ・エコパークの登録促進に関する研究
被災博物館(山田町立「鯨と海の科学館」)の再開支援と住民参加に関するモデル構築
ＤＭＯ形成を見据えた三陸観光における情報の戦略的利活用に関する研究
重茂半島の海と陸を経由するエコツアー・コースの開発
三陸地域における観光の地域経済への波及効果のための産業連関表の作成
3Dプリンタによる景勝地（ジオポイント）、三王岩と津波石のモデル作成と活用
バーチャルリアリティを活用した九戸城跡の可視化に関する研究
無形民俗文化財保存を目的とした「北限の海女の素潜り技術」の3D可視化
重茂半島の海と陸を経由するエコツアー・コースの実装
3Dプリンタによる景勝地（ジオポイント）の3Dモデル化とその活用
IGRいわて銀河鉄道を活用した持続可能な開発目標（SDGs）教育プログラムの開発
東日本大震災の復旧・復興事業における津波防災施設の利活用に関する研究
― 岩手県におけるインフラツーリズムを通じた防災意識の醸成―
震災後の多様なニーズに沿える観光モデルコースの設定
東日本大震災津波伝承館を拠点としたゲートウェイ機能に関する調査
スキーパスのICカード化による中小規模スキー場活性化システムと運用手法の研究
道の駅「青の国ふだい」の強み・ポテンシャル分析
観光客誘客に向けた観光消費を促進するためのコンテンツの構築
道の駅「青の国ふだい」を拠点とした地域活性化に関する調査研究
多様な来館者ニーズに対応した野外美術館ガイドシステムの開発と実用化

平成24年度
2012

平成25年度
2013

平成26年度
2014

平成27年度
2015

平成28年度
2016

平成29年度
2017

平成30年度
2018

平成31年度
2019

令和2年度
2020

令和3年度
2021

　
岩
手
県
立
大
学
は
、
1
9
9
8
年
に
開
学
し

た
岩
手
県
滝
沢
市
に
所
在
す
る
学
生
数
約

2
0
0
0
名
の
小
規
模
な
地
方
県
立
大
学
で
あ

る
。
看
護
学
部
、
社
会
福
祉
学
部
、
ソ
フ
ト
ウ
ェ

ア
情
報
学
部
、
総
合
政
策
学
部
の
4
学
部
か
ら

な
り
、
盛
岡
、
宮
古
短
期
大
学
部
を
併
設
し
て

い
る
。
本
学
は
、
地
域
に
根
ざ
し
た
実
学
・
実

践
の
教
育
研
究
活
動
を
推
進
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
各
学
部
で
は
地
域
を
フ
ィ
ー
ル
ド
と
し
た

調
査
研
究
や
市
町
村
、
医
療
機
関
、
福
祉
施
設
、

企
業
等
で
実
習
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
地
域

に
開
か
れ
た
大
学
と
し
て
、東
日
本
大
震
災（
以

下
「
震
災
」
と
い
う
）
直
後
の
2
0
1
2
年
に

開
設
し
た
「
地
域
政
策
研
究
セ
ン
タ
ー
」
を
中

心
に
、
産
業
界
や
各
種
団
体
・
行
政
機
関
と
連

携
し
、
震
災
復
興
な
ど
地
域
課
題
の
解
決
を
目

指
し
な
が
ら
、地
域
貢
献
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
本
学
に
は
い
わ
ゆ
る
観
光
に
特
化
し
た
学

部
・
学
科
は
設
置
し
て
い
な
い
が
、
総
合
政
策

学
部
、
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
情
報
学
部
、
社
会
福
祉

学
部
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
学
部
の
特
徴
を
生
か

し
観
光
研
究
を
進
め
て
い
る
。
具
体
的
に
は
総

合
政
策
学
部
で
は
、
法
律
学
、
行
政
学
、
経
営
・

経
済
学
、
社
会
学
、
環
境
学
等
、
ソ
フ
ト
ウ
ェ

ア
情
報
学
部
で
は
、
観
光
情
報
学
、
I
T
、
3

次
元
プ
リ
ン
タ
ー
の
活
用
等
、
社
会
福
祉
学
部

は
福
祉
、
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
等
の
各
分

野
か
ら
研
究
を
行
っ
て
い
る
が
、
多
く
の
研
究

は
研
究
者
単
独
で
は
な
く
学
部
横
断
に
よ
る
学

際
的
な
研
究
が
行
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
地
域

政
策
研
究
セ
ン
タ
ー
で
は
、
毎
年
地
域
（
自
治

体
、
企
業
、
N
P
O
な
ど
）
か
ら
社
会
課
題
解

決
の
た
め
の
研
究
提
案
を
公
募
し
、
セ
ン
タ
ー

が
課
題
解
決
に
適
す
る
各
学
部
の
教
員
と
の

マ
ッ
チ
ン
グ
を
行
い
提
案
者
と
協
働
し
て
解
決

を
目
指
す
地
域
協
働
研
究
を
行
っ
て
い
る
。

　
地
域
協
働
研
究
で
は
、
地
域
か
ら
毎
年
多
く

震
災
後
の
2
0
1
1
年
10
月
二
戸
市
内
で
全
国

エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
大
会
を
開
催
、
同
年
12
月
に

エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
大
賞
を
受
賞
し
た
。

　
二
戸
市
で
は
、
1
9
9
2
年
度
か
ら
市
内
の

様
々
な
資
源
を
市
民
の
手
で
再
発
見
す
る
「
ま

ち
の
宝
探
し
」
を
実
施
し
、
宝
を
生
か
し
た
ま

ち
づ
く
り
を
行
っ
て
き
た
。
こ
の
一
環
と
し
て

市
民
向
け
の
宝
巡
り
ツ
ア
ー
な
ど
を
実
施
、
全

国
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
大
会
を
契
機
に
市
外
か
ら

の
交
流
人
口
の
拡
大
な
ど
を
目
指
し
た
エ
コ
ツ

ア
ー
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。

　
現
在
は
I
G
R
い
わ
て
銀
河
鉄
道
と
連
携
し

た
「
岩
手
に
の
へ
お
さ
ん
ぽ
日
和
」
を
実
施
す
る

な
ど
継
続
し
た
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
い
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
発
信
力
は
弱
く
、
市

外
か
ら
の
エ
コ
ツ
ア
ー
参
加
者
は
あ
ま
り
多

く
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、

2
0
1
7
年
度
に
二
戸
市
に
お
け
る
エ
コ
ツ
ー

リ
ズ
ム
の
現
状
に
つ
い
て
調
査
を
実
施
し
た
。

二
戸
市
の
エ
コ
ツ
ア
ー
実
施
団
体
は
、
主
要
メ

ン
バ
ー
が
40
〜
50
歳
位
の
時
に
地
区
単
位
で
発

足
し
、
活
動
を
継
続
し
て
き
た
。
エ
コ
ツ
ア
ー

の
実
施
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
宝
の

再
確
認
や
地
域
内
で
の
連
携
等
の
成
果
は
出
て

い
た
が
、
発
足
後
25
年
が
経
過
し
、
す
べ
て
の

団
体
で
高
齢
化
の
進
行
と
後
継
者
不
足
が
著
し

く
、
こ
の
ま
ま
で
は
エ
コ
ツ
ア
ー
の
継
続
が
困

難
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

　
ま
た
、
行
政
担
当
者
の
異
動
等
に
よ
っ
て
こ

れ
ま
で
に
作
成
さ
れ
た
お
宝
マ
ッ
プ
な
ど
の
貴

重
な
資
料
が
埋
も
れ
る
な
ど
マ
イ
ナ
ス
の
要
因

が
多
く
み
ら
れ
た
。
し
か
し
、
一
方
で
地
域
お

こ
し
協
力
隊
の
若
手
に
よ
る
過
去
の
遺
産
の
掘

り
起
こ
し
や
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
が
行
わ
れ
始
め
る

す
る
一
般
利
用
者
を
受
け
入
れ
る
た
め
、
農
場
の

一
部
を「
小
岩
井
農
場
遊
園
地（
1
9
9
1
年『
小

岩
井
農
場
ま
き
ば
園
』に
改
称
）」と
し
て
開
放
し
、

一
般
利
用
者
は
、
特
定
エ
リ
ア
内
の
み
に
利
用
を

限
定
し
て
い
た
。
こ
の
た
め
一
般
利
用
者
は
、「
ま

き
ば
園
」=

小
岩
井
農
場
の
イ
メ
ー
ジ
が
定
着
し

て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
な
小
岩
井
農
場
の
様
々
な
資
源
を

ス
ト
ー
リ
ー
（
物
語
）
と
し
て
む
す
び
つ
け
、

よ
り
多
く
の
人
に
伝
え
る
た
め
に
開
始
さ
れ
た

エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
が
2
0
1
0
年
か
ら
始
ま
っ

た
「
小
岩
井
農
場
物
語
」
で
あ
る
。
小
岩
井
農

場
の
自
然
の
素
晴
ら
し
さ
を
体
感
し
、
環
境
保

全
の
大
切
さ
に
気
づ
き
、
環
境
へ
の
理
解
と
関

心
を
深
め
る
こ
と
を
コ
ン
セ
プ
ト
と
し
て
実
施

さ
れ
た
。

　
こ
の
「
小
岩
井
農
場
物
語
」
は
、「
一
般
開
放

エ
リ
ア
」
だ
け
で
な
く
、
バ
ス
を
活
用
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
小
岩
井
農
場
全
体
を
舞
台
と
し

て
、
小
岩
井
農
場
の
歴
史
、
文
化
、
農
林
畜
産

業
の
生
産
事
業
、
自
然
そ
の
も
の
を
観
光
資
源

と
し
て
活
用
し
た
新
し
い
観
光
の
形
態
で
あ

る
。
小
岩
井
農
場
が
1
8
0
年
余
に
亘
り
行
っ

て
き
た
農
林
畜
産
業
と
そ
れ
に
関
連
す
る
建
物

群
、
バ
イ
オ
マ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー
施
設
、
森
林
な

ど
現
在
あ
る
様
々
な
資
源
を
観
光
資
源
と
し
て

再
認
識
し
、
バ
ス
な
ど
の
輸
送
機
関
と
従
業
員

の
ガ
イ
ド
に
よ
っ
て
有
機
的
に
結
び
つ
け
る
こ

と
に
よ
り
観
光
商
品
化
し
た
も
の
で
、
民
間
企

業
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
地
域
資
源
の
再
認
識
か

ら
商
品
化
ま
で
の
成
功
事
例
の
一
つ
で
あ
る
。

　
こ
れ
ら
の
取
組
は
、
ま
さ
に
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ

ム
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
2
0
1
1
年
の
第
7
回

エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
大
賞
に
筆
者
が
小
岩
井
農
場

岩
手
県
立
大
学
総
合
政
策
学
部
教

授
。
千
葉
大
学
園
芸
学
部
環
境
緑

地
学
科
卒
。 放
送
大
学
文
化
科
学

研
究
科
環
境
シ
ス
テ
ム
科
学
群
修

士
課
程
修
了
。
環
境
省
で
、
10
カ

所
に
及
ぶ
国
立
公
園
の
保
全
管
理

や
環
境
教
育
な
ど
を
担
当
。
そ
の
後
香
川
県
や
林
野
庁

で
の
行
政
経
験
を
へ
て
現
職
。
専
門
は
環
境
政
策
論
、

環
境
教
育
学
。
技
術
士（
環
境
・
建
設
）、
環
境
カ
ウ
ン

セ
ラ
ー
、
森
林
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
、
1
級
ビ
オ
ト
ー
プ

計
画
管
理
士
、
中
級
環
境
再
生
医
等
の
資
格
を
持
つ
。

渋
谷
晃
太
郎（
し
ぶ
や
・
こ
う
た
ろ
う
）

観
光
振
興
に

貢
献
す
る

岩
手
県
立
大
学
の

取
組

点
で
事
業
の
内
容
や
方
法
、
参
加
者
に
関
す
る

情
報
や
満
足
度
な
ど
の
基
礎
的
な
情
報
を
と
り

ま
と
め
分
析
し
、
現
状
を
明
ら
か
に
す
る
と
と

も
に
、
今
後
さ
ら
に
発
展
さ
せ
る
た
め
の
方
策

を
検
討
し
た
。

　
2
0
1
2
年
当
時
実
施
さ
れ
て
い
た
「
小
岩

井
農
場
物
語
」
で
は
個
人
向
け
の
「
ツ
ア
ー
プ

ロ
グ
ラ
ム
」
と
「
団
体
向
け
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
が

あ
っ
た
。
ツ
ア
ー
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
は
、「
小
岩

井
農
場
め
ぐ
り
」、「
小
岩
井
農
場
プ
レ
ミ
ア
ム

ツ
ア
ー
」、「
小
岩
井
農
場
ネ
イ
チ
ャ
ー
ウ
ォ
ー

ク
」、「
ト
ラ
ク
タ
ー
バ
ス
で
行
く
　
小
岩
井
農

場
自
然
満
喫
体
験
」「
小
岩
井
農
場
　
自
然
散

策
」
等
が
あ
り
、
自
然
と
戯
れ
楽
し
く
遊
ぶ
こ

と
か
ら
環
境
保
全
に
つ
い
て
の
専
門
的
な
知
識

を
学
ぶ
こ
と
な
ど
、
幅
広
い
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
選

ぶ
こ
と
が
で
き
た
。

　
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
な
ど
を
実
施
し
た
結
果
か

ら
、
小
岩
井
農
場
め
ぐ
り
の
ツ
ア
ー
参
加
者
は

中
高
年
が
多
く
、
今
後
更
に
発
展
さ
せ
る
た
め

に
は
若
い
世
代
も
注
目
す
る
よ
う
な
新
し
い
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と
い
っ
た

い
く
つ
か
の
提
案
を
行
っ
て
い
る

　
現
在
は
、
建
物
群
が
国
指
定
重
要
文
化
財
に

な
っ
た
こ
と
か
ら
公
益
財
団
法
人
小
岩
井
農
場

財
団
が
設
立
さ
れ
所
有
・
管
理
し
、
ま
き
ば
園

内
に
小
岩
井
農
場
重
要
文
化
財
ギ
ャ
ラ
リ
ー
が

設
置
さ
れ
る
な
ど
施
設
が
充
実
し
て
い
る
。
残

念
な
が
ら
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
を
受
け
て
い
る
た

め
、
ツ
ア
ー
の
規
模
は
縮
小
さ
れ
、
一
般
向
け

に
は
電
気
バ
ス
で
ま
き
ば
園
と
上
丸
牛
舎
内
の

み
の
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
が
行
わ
れ
て
い
る
状
況
に

あ
る
。

　
岩
手
県
は
、
2
0
1
8
年
か
ら
八
幡
平
地
域

で
十
和
田
八
幡
平
国
立
公
園
や
地
熱
発
電
所
を

は
じ
め
と
す
る
環
境
関
連
施
設
な
ど
をS

D
G

s

の
視
点
で
環
境
学
習
コ
ン
テ
ン
ツ
と
し
て
発

掘
・
造
成
し
、
実
際
の
環
境
に
結
び
つ
け
る
た

め
の
「
来
て
・
見
て
・
体
験
し
て
・
学
ぶ 

八
幡

平
の
環
境
学
習
」
を
と
り
ま
と
め
た
。

　
筆
者
は
、
こ
の
企
画
に
当
初
か
ら
参
加
し
、

環
境
関
連
の
コ
ン
テ
ン
ツ
の
発
掘
やS

D
G

s

と

の
関
連
性
な
ど
を
調
査
し
た
。
岩
手
県
立
大
学

の
総
合
政
策
学
部
で
は
環
境
系
の
実
習
と
し
て

毎
年「
八
幡
平
実
習
」を
行
っ
て
お
り
、
八
幡
平

地
域
の
自
然
環
境
や
開
発
の
歴
史
、
松
尾
鉱
山

の
負
の
遺
産
に
よ
る
河
川
の
汚
染
の
調
査
な
ど

を
継
続
的
に
行
っ
て
き
た
。
こ
れ
ら
の
実
習
成

果
や
資
料
が
大
き
く
役
立
つ
こ
と
と
な
っ
た
。

　
八
幡
平
地
域
は
、
松
尾
鉱
山
と
い
う
大
き
な

負
の
遺
産
を
生
み
出
す
一
方
で
鉱
山
の
閉
山
に

よ
る
急
激
な
人
口
減
少
を
松
川
地
熱
発
電
所
の

建
設
、
発
電
所
の
蒸
気
で
温
泉
を
造
成
し
、
宿

泊
施
設
や
別
荘
地
に
温
泉
を
供
給
す
る
ほ
か
、

農
業
ハ
ウ
ス
等
に
供
給
す
る
な
ど
、
観
光
、
農

業
振
興
策
を
講
ず
る
こ
と
で
人
口
減
少
を
食
い

止
め
て
き
た
実
績
が
あ
る
。こ
れ
ら
の
経
験
は
、

現
在
日
本
各
地
で
進
め
ら
れ
て
い
る
地
方
創
生

の
人
口
減
少
対
策
の
事
例
と
し
て
注
目
に
値
す

る
。
む
ろ
ん
、
八
幡
平
地
域
で
も
再
び
人
口
減

少
が
起
こ
っ
て
い
る
が
、
温
泉
熱
の
カ
ス
ケ
ー

ド
利
用
が
再
認
識
さ
れ
、
温
泉
熱
と
I
T
を
活

用
し
た
ス
マ
ー
ト
農
業
な
ど
の
持
続
可
能
な
地

域
づ
く
り
が
行
わ
れ
て
お
り
、
こ
れ
を
実
際
に

学
習
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
ら
の
調
査
で

得
ら
れ
た
デ
ー
タ
を
も
と
に
八
幡
平
D
M
O

は
、
2
0
2
1
年
3
月
16
日
「S

D
G

s

と
サ
ー

キ
ュ
ラ
ー
エ
コ
ノ
ミ
ー
を
学
ぶ 

八
幡
平
の
可

能
性 

〜
企
業
研
修
と
教
育
旅
行
を
考
え
る
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
〜
」
を
開
催
す
る
な
ど
八
幡
平
地

域
で
のS

D
G

s

の
活
動
を
観
光
に
生
か
す
取
り

組
み
を
始
め
て
い
る
。
具
体
的
に
は
み
ち
の
り

ト
ラ
ベ
ル
東
北
社
が
、
日
本
初
の
地
熱
発
電
の

町「
岩
手
県
八
幡
平
市
」で
学
ぶ
サ
ー
キ
ュ
ラ
ー

エ
コ
ノ
ミ
ー
と
い
う
日
帰
り
、
1
泊
2
日
の
モ

デ
ル
コ
ー
ス
を
提
案
し
て
い
る
。
岩
手
県
立
大

学
で
は
、
い
わ
て
学
や
J
R
東
日
本
寄
附
講
義

な
ど
地
域
に
根
差
し
た
教
育
（
講
義
・
演
習
）

を
行
う
際
に
、
こ
れ
ら
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
導
入

し
、学
生
の
教
育
の
場
と
し
て
活
用
し
て
い
る
。

　
岩
手
県
立
大
学
は
、
2
0
1
7
年
度
か
ら

J
R
東
日
本
か
ら
寄
付
を
い
た
だ
き
、
観
光
人

材
育
成
の
た
め
の
講
座
を
開
設
し
て
い
る
。
当

初
は
、
社
会
人
向
け
の
「
い
わ
て
観
光
地
域
づ

く
り
講
座
」
で
あ
っ
た
が
、
2
0
1
9
年
度
か

ら
は
県
立
大
学
の
学
生
向
け
の
「
観
光
に
よ
る

岩
手
の
地
域
活
性
化
」
を
開
講
。
2
0
2
0
年

度
は
、S

D
G

s

の
基
礎
、
観
光
と
交
通
、

N
P
O
法
人
日
本
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
セ
ン
タ
ー

森
高
一
氏
に
よ
る
「
持
続
可
能
な
観
光
・
エ
コ

ツ
ー
リ
ズ
ム
・
国
際
認
証
」、
釜
石
D
M
C
の

久
保
竜
太
氏
の
「
釜
石
に
お
け
る
持
続
可
能
な

観
光 

釜
石
D
M
C
の
試
み
」、
八
幡
平
D
M
O

柴
田
亮
氏
か
ら
「
八
幡
平
市
に
お
け
る
持
続
可

能
な
観
光
　
八
幡
平
D
M
O
の
試
み
」
な
ど
多

彩
な
講
師
に
よ
る
持
続
可
能
な
観
光
に
つ
い
て

の
講
義
と
八
幡
平
で
の
サ
ー
キ
ュ
ラ
ー
エ
コ
ノ

ミ
ー
現
地
実
習
を
実
施
し
た
。
特
に
久
保
氏
の

講
義
で
は
国
際
認
証
取
得
の
苦
労
や
「
観
光
」

は
こ
れ
ま
で
の
狭
い
観
光
概
念
で
は
国
際
的
な

水
準
に
達
す
る
こ
と
が
難
し
く
、
こ
れ
ま
で
の

観
光
行
政
よ
り
も
よ
り
広
く
企
画
や
ま
ち
づ
く

り
に
近
い
も
の
で
あ
る
こ
と
を
学
ぶ
こ
と
が
で

き
大
変
参
考
に
な
っ
た
。

　
東
日
本
大
震
災
後
10
年
を
経
過
し
、
新
た
な

ス
テ
ー
ジ
に
入
る
と
い
う
と
こ
ろ
で
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
っ
て
、
岩
手
県
全

体
の
観
光
が
大
き
な
打
撃
を
受
け
て
い
る
。
今

後
の
岩
手
の
「
観
光
業
」
を
復
興
、
拡
大
す
る

た
め
に
は
、
こ
れ
ま
で
通
り
の
視
点
の
み
で
進

め
る
こ
と
は
許
さ
れ
ず
、
国
際
認
証
の
取
得
、

世
界
的
な
目
標
で
あ
る
持
続
可
能
な
開
発
目
標

S
D

G
s

や
地
域
循
環
共
生
圏
（
ロ
ー
カ
ル

S
D

G
S

）
の
考
え
方
の
導
入
、
パ
リ
協
定
に
基

づ
く
脱
炭
素
社
会
な
ど
こ
れ
ら
の
新
し
い
動
き

に
対
応
す
る
必
要
が
あ
り
、
研
究
の
方
向
も
狭

い「
観
光
」で
は
な
く
、総
合
的
な
観
点
か
ら「
観

光
」
を
考
え
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
本
学
で

も
こ
れ
ら
の
世
界
的
な
動
き
を
見
据
え
つ
つ
、

地
方
の
一
大
学
と
し
て
地
域
に
根
差
し
た
観

光
・
地
域
振
興
研
究
を
進
め
る
必
要
が
あ
る
と

考
え
て
い
る
。

な
ど
地
域
密
着
型
の
研
究
が
行
わ
れ
て
い
る
。

　
昨
年
以
来
岩
手
県
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
に
よ
っ
て
社
会
経
済
的
に
大
き
な
打
撃

を
受
け
て
い
る
。
震
災
か
ら
の
復
興
が
お
お
よ

そ
一
段
落
し
こ
れ
か
ら
と
い
う
と
き
の
災
厄
で

あ
り
、観
光
業
も
大
き
な
影
響
を
受
け
て
い
る
。

今
後
の
研
究
は
、
当
分
の
間
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
の

経
済
・
社
会
の
復
興
を
支
援
す
る
も
の
に
な
る

こ
と
は
確
実
で
あ
り
、す
で
に
今
年
度
か
ら「
盛

岡
広
域
「
地
方
創
生S

D
G

s

登
録
等
制
度
」
に

係
る
フ
ィ
ー
ジ
ビ
リ
テ
ィ
・
ス
タ
デ
ィ
」や「
岩

手
県
内
市
町
村
の
2
0
5
0
年
カ
ー
ボ
ン

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
実
現
に
向
け
た
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ

策
定
」、「
地
域
の
森
林
資
源
を
活
か
し
た
林
産

業
・
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
の
展
望‒

地

域
に
仕
事
を
生
み
出
すS

D
G

s‒

」
な
ど
グ

リ
ー
ン
リ
カ
バ
リ
ー
を
念
頭
に
し
た
研
究
が
始

ま
っ
て
い
る
。

　
筆
者
は
、
こ
れ
ま
で
地
域
の
自
然
資
源
を
活

用
す
る
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
関
す
る
調
査
、
研

究
を
行
っ
て
き
た
。
岩
手
県
内
で
は
、
二
戸
市

と
小
岩
井
農
場
で
エ
コ
ツ
ア
ー
が
行
わ
れ
て
い

た
こ
と
か
ら
こ
の
2
つ
に
つ
い
て
調
査
を
行

な
っ
た
の
で
ご
紹
介
す
る
。

●
二
戸
市
の
エ
コ
ツ
ア
ー

　
二
戸
市
は
1
9
9
2
年
か
ら
ま
ち
づ
く
り
の

一
環
と
し
て
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
取
り
組
み
、

2
持
続
可
能
な

地
域
づ
く
り
の
た
め
の

観
光（
エ
コ
ツ
ア
ー
）に

つ
い
て
の
調
査
研
究

1
岩
手
県
立
大
学
の
概
要

岩
手
県
立
大
学

の
様
々
な
社
会
課
題
が
提
起
さ
れ
、
観
光
に
関

す
る
課
題
も
多
く
提
案
さ
れ
採
択
さ
れ
て
き

た
。
こ
れ
ま
で
に
行
わ
れ
て
き
た
観
光
に
関
す

る
地
域
協
働
研
究
を
ま
と
め
た
も
の
が
表
１
で

あ
る
。
震
災
関
連
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
な
ど
多
岐

に
亘
っ
て
い
る
が
特
徴
的
な
研
究
を
い
く
つ
か

ご
紹
介
す
る
。

　
震
災
復
興
研
究
は
、
地
元
大
学
の
責
務
と
し

て
現
在
そ
し
て
将
来
も
継
続
す
る
重
要
な
テ
ー

マ
で
あ
る
。
破
壊
さ
れ
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
再

構
築
や
産
業
の
育
成
な
ど
多
岐
に
亘
る
研
究
が

行
わ
れ
て
い
る
が
、
沿
岸
地
域
の
基
幹
産
業
の

一
つ
で
あ
る
観
光
に
関
連
す
る
研
究
も
重
要
な

課
題
と
し
て
採
択
さ
れ
て
い
る
。
学
部
別
に
み

る
と
、
総
合
政
策
学
部
で
は
、
三
陸
復
興
国
立

公
園
、
み
ち
の
く
潮
風
ト
レ
イ
ル
、
三
陸
ジ
オ

パ
ー
ク
の
利
用
促
進
に
関
す
る
研
究
、
災
害
時

に
お
け
る
観
光
客
の
安
全
避
難
に
関
す
る
研
究

な
ど
の
ほ
か
、
最
近
で
は
、
震
災
後
に
建
設
さ

れ
た
防
潮
堤
や
水
門
な
ど
防
災
イ
ン
フ
ラ
を
活

と
い
う
プ
ラ
ス
の
要
因
も
あ
り
、
若
手
の
参
加

に
よ
っ
て
地
味
で
は
あ
る
が
持
続
可
能
な
地
域

づ
く
り
に
向
け
た
今
後
の
取
り
組
み
が
期
待
さ

れ
る
。

●
小
岩
井
農
場
の
エ
コ
ツ
ア
ー

　

　
小
岩
井
農
場
は
、
1
8
9
1
年
に
開
設
さ
れ

た
古
い
歴
史
を
持
つ
農
場
で
、
開
設
当
初
、
荒

野
で
、
水
は
け
の
悪
い
湿
地
帯
が
多
く
、
作
物

の
生
育
を
妨
げ
た
た
め
防
風
林
の
植
林
や
土
塁

を
築
く
と
こ
ろ
か
ら
事
業
が
始
ま
る
。
日
本
の

一
般
的
な
牧
場
は
、
原
生
林
な
ど
を
伐
開
し
て

草
地
を
造
成
す
る
生
物
多
様
性
が
少
な
い
環
境

を
作
る
が
、
小
岩
井
農
場
は
こ
の
逆
で
植
林
を

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
生
物
多
様
性
を
増
大
さ
せ

る
と
い
う
大
き
な
特
徴
を
持
っ
て
い
る
。
農
場

の
敷
地
は
約
3
0
0
0
h
a
で
あ
る
が
こ
の
う

ち
の
2
/
3
が
森
林
と
な
っ
て
お
り
、
ス
ギ
、

ア
カ
マ
ツ
、
カ
ラ
マ
ツ
な
ど
の
木
材
を
産
出
す

る
林
業
へ
と
発
展
し
、
生
物
多
様
性
豊
か
な
岩

手
山
麓
を
代
表
す
る
自
然
環
境
が
形
成
さ
れ
る

こ
と
に
も
な
っ
た
。

　
ま
た
、
明
治
時
代
か
ら
昭
和
初
期
に
か
け
て

建
設
さ
れ
た
牛
舎
や
サ
イ
ロ
の
ほ
か
に
、
事
務

所
、
倉
庫
、
宿
泊
や
職
員
の
集
会
用
の
施
設
で

あ
る
「
倶
楽
部
」、
煉
瓦
の
躯
体
に
土
を
か
ぶ

せ
た
天
然
の
冷
蔵
庫
な
ど
、
農
場
に
関
わ
る
各

種
の
建
物
が
残
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
建
築
群

は
日
本
の
近
代
建
築
史
、
近
代
農
業
史
を
知
る

う
え
で
価
値
が
高
く
、
1
9
9
6
年
9
棟
が
登

録
有
形
文
化
財
に
登
録
、
2
0
1
7
年
に
は
21

棟
が
「
小
岩
井
農
場
施
設
」
と
し
て
国
の
重
要

文
化
財
に
指
定
さ
れ
た
。

　
小
岩
井
農
場
で
は
1
9
6
7
年
頃
か
ら
、
急
増

写真：岩手県立大学風景

3 ❷

用
し
た
イ
ン
フ
ラ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
可
能
性
を
探

る
研
究
、
津
波
伝
承
館
の
活
用
に
関
す
る
研
究

な
ど
が
行
わ
れ
て
い
る
他
、S

D
G

s

関
連
の
研

究
も
始
ま
っ
て
い
る
。

　
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
情
報
学
部
で
は
、
携
帯
端
末

を
利
用
し
た
観
光
ガ
イ
ド
シ
ス
テ
ム
、
バ
ー

チ
ャ
ル
リ
ア
リ
テ
ィ
や
、
3
D
プ
リ
ン
タ
ー
を

観
光
に
活
用
す
る
研
究
、
観
光
情
報
人
材
の
育

成
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
対
応
な
ど
情
報
関
連
の
多

岐
に
亘
る
研
究
が
行
わ
れ
て
い
る
。

　
社
会
福
祉
学
部
で
は
、
観
光
に
お
け
る
ユ
ニ

バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
に
関
す
る
研
究
、
宮
古
短

期
大
学
部
で
は
、
経
済
系
の
教
員
に
よ
り
、
震

災
後
の
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
沿
え
る
観
光
モ
デ
ル

コ
ー
ス
の
設
定
、
観
光
客
誘
客
に
向
け
た
観
光

消
費
を
促
進
す
る
た
め
の
コ
ン
テ
ン
ツ
の
構
築

の
了
解
を
得
て
他
薦
で
応
募
し
た

と
こ
ろ
特
別
賞
を
受
賞
す
る
こ
と

が
で
き
た
。
そ
の
後
、
小
岩
井
農

場
で
は
さ
ら
に
エ
コ
ツ
ア
ー
に
磨

き
を
か
け
2
0
1
2
年
の
第
8
回

エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
大
賞
で
は
自
ら

応
募
し
優
秀
賞
、
さ
ら
に
外
部
と
の

連
携
を
充
実
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
2
0
1
4
年

最
高
賞
の
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
大
賞
を
受
賞
し
た
。

　
今
後
さ
ら
に
発
展
す
る
可
能
性
の
高
い
観
光

分
野
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
2
0
1
2
年
度
時
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岩
手
県
立
大
学
は
、
1
9
9
8
年
に
開
学
し

た
岩
手
県
滝
沢
市
に
所
在
す
る
学
生
数
約

2
0
0
0
名
の
小
規
模
な
地
方
県
立
大
学
で
あ

る
。
看
護
学
部
、
社
会
福
祉
学
部
、
ソ
フ
ト
ウ
ェ

ア
情
報
学
部
、
総
合
政
策
学
部
の
4
学
部
か
ら

な
り
、
盛
岡
、
宮
古
短
期
大
学
部
を
併
設
し
て

い
る
。
本
学
は
、
地
域
に
根
ざ
し
た
実
学
・
実

践
の
教
育
研
究
活
動
を
推
進
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
各
学
部
で
は
地
域
を
フ
ィ
ー
ル
ド
と
し
た

調
査
研
究
や
市
町
村
、
医
療
機
関
、
福
祉
施
設
、

企
業
等
で
実
習
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
地
域

に
開
か
れ
た
大
学
と
し
て
、東
日
本
大
震
災（
以

下
「
震
災
」
と
い
う
）
直
後
の
2
0
1
2
年
に

開
設
し
た
「
地
域
政
策
研
究
セ
ン
タ
ー
」
を
中

心
に
、
産
業
界
や
各
種
団
体
・
行
政
機
関
と
連

携
し
、
震
災
復
興
な
ど
地
域
課
題
の
解
決
を
目

指
し
な
が
ら
、地
域
貢
献
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
本
学
に
は
い
わ
ゆ
る
観
光
に
特
化
し
た
学

部
・
学
科
は
設
置
し
て
い
な
い
が
、
総
合
政
策

学
部
、
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
情
報
学
部
、
社
会
福
祉

学
部
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
学
部
の
特
徴
を
生
か

し
観
光
研
究
を
進
め
て
い
る
。
具
体
的
に
は
総

合
政
策
学
部
で
は
、
法
律
学
、
行
政
学
、
経
営
・

経
済
学
、
社
会
学
、
環
境
学
等
、
ソ
フ
ト
ウ
ェ

ア
情
報
学
部
で
は
、
観
光
情
報
学
、
I
T
、
3

次
元
プ
リ
ン
タ
ー
の
活
用
等
、
社
会
福
祉
学
部

は
福
祉
、
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
等
の
各
分

野
か
ら
研
究
を
行
っ
て
い
る
が
、
多
く
の
研
究

は
研
究
者
単
独
で
は
な
く
学
部
横
断
に
よ
る
学

際
的
な
研
究
が
行
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
地
域

政
策
研
究
セ
ン
タ
ー
で
は
、
毎
年
地
域
（
自
治

体
、
企
業
、
N
P
O
な
ど
）
か
ら
社
会
課
題
解

決
の
た
め
の
研
究
提
案
を
公
募
し
、
セ
ン
タ
ー

が
課
題
解
決
に
適
す
る
各
学
部
の
教
員
と
の

マ
ッ
チ
ン
グ
を
行
い
提
案
者
と
協
働
し
て
解
決

を
目
指
す
地
域
協
働
研
究
を
行
っ
て
い
る
。

　
地
域
協
働
研
究
で
は
、
地
域
か
ら
毎
年
多
く

震
災
後
の
2
0
1
1
年
10
月
二
戸
市
内
で
全
国

エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
大
会
を
開
催
、
同
年
12
月
に

エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
大
賞
を
受
賞
し
た
。

　
二
戸
市
で
は
、
1
9
9
2
年
度
か
ら
市
内
の

様
々
な
資
源
を
市
民
の
手
で
再
発
見
す
る
「
ま

ち
の
宝
探
し
」
を
実
施
し
、
宝
を
生
か
し
た
ま

ち
づ
く
り
を
行
っ
て
き
た
。
こ
の
一
環
と
し
て

市
民
向
け
の
宝
巡
り
ツ
ア
ー
な
ど
を
実
施
、
全

国
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
大
会
を
契
機
に
市
外
か
ら

の
交
流
人
口
の
拡
大
な
ど
を
目
指
し
た
エ
コ
ツ

ア
ー
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。

　
現
在
は
I
G
R
い
わ
て
銀
河
鉄
道
と
連
携
し

た
「
岩
手
に
の
へ
お
さ
ん
ぽ
日
和
」
を
実
施
す
る

な
ど
継
続
し
た
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
い
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
発
信
力
は
弱
く
、
市

外
か
ら
の
エ
コ
ツ
ア
ー
参
加
者
は
あ
ま
り
多

く
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、

2
0
1
7
年
度
に
二
戸
市
に
お
け
る
エ
コ
ツ
ー

リ
ズ
ム
の
現
状
に
つ
い
て
調
査
を
実
施
し
た
。

二
戸
市
の
エ
コ
ツ
ア
ー
実
施
団
体
は
、
主
要
メ

ン
バ
ー
が
40
〜
50
歳
位
の
時
に
地
区
単
位
で
発

足
し
、
活
動
を
継
続
し
て
き
た
。
エ
コ
ツ
ア
ー

の
実
施
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
宝
の

再
確
認
や
地
域
内
で
の
連
携
等
の
成
果
は
出
て

い
た
が
、
発
足
後
25
年
が
経
過
し
、
す
べ
て
の

団
体
で
高
齢
化
の
進
行
と
後
継
者
不
足
が
著
し

く
、
こ
の
ま
ま
で
は
エ
コ
ツ
ア
ー
の
継
続
が
困

難
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

　
ま
た
、
行
政
担
当
者
の
異
動
等
に
よ
っ
て
こ

れ
ま
で
に
作
成
さ
れ
た
お
宝
マ
ッ
プ
な
ど
の
貴

重
な
資
料
が
埋
も
れ
る
な
ど
マ
イ
ナ
ス
の
要
因

が
多
く
み
ら
れ
た
。
し
か
し
、
一
方
で
地
域
お

こ
し
協
力
隊
の
若
手
に
よ
る
過
去
の
遺
産
の
掘

り
起
こ
し
や
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
が
行
わ
れ
始
め
る

す
る
一
般
利
用
者
を
受
け
入
れ
る
た
め
、
農
場
の

一
部
を「
小
岩
井
農
場
遊
園
地（
1
9
9
1
年『
小

岩
井
農
場
ま
き
ば
園
』に
改
称
）」と
し
て
開
放
し
、

一
般
利
用
者
は
、
特
定
エ
リ
ア
内
の
み
に
利
用
を

限
定
し
て
い
た
。
こ
の
た
め
一
般
利
用
者
は
、「
ま

き
ば
園
」=

小
岩
井
農
場
の
イ
メ
ー
ジ
が
定
着
し

て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
な
小
岩
井
農
場
の
様
々
な
資
源
を

ス
ト
ー
リ
ー
（
物
語
）
と
し
て
む
す
び
つ
け
、

よ
り
多
く
の
人
に
伝
え
る
た
め
に
開
始
さ
れ
た

エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
が
2
0
1
0
年
か
ら
始
ま
っ

た
「
小
岩
井
農
場
物
語
」
で
あ
る
。
小
岩
井
農

場
の
自
然
の
素
晴
ら
し
さ
を
体
感
し
、
環
境
保

全
の
大
切
さ
に
気
づ
き
、
環
境
へ
の
理
解
と
関

心
を
深
め
る
こ
と
を
コ
ン
セ
プ
ト
と
し
て
実
施

さ
れ
た
。

　
こ
の
「
小
岩
井
農
場
物
語
」
は
、「
一
般
開
放

エ
リ
ア
」
だ
け
で
な
く
、
バ
ス
を
活
用
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
小
岩
井
農
場
全
体
を
舞
台
と
し

て
、
小
岩
井
農
場
の
歴
史
、
文
化
、
農
林
畜
産

業
の
生
産
事
業
、
自
然
そ
の
も
の
を
観
光
資
源

と
し
て
活
用
し
た
新
し
い
観
光
の
形
態
で
あ

る
。
小
岩
井
農
場
が
1
8
0
年
余
に
亘
り
行
っ

て
き
た
農
林
畜
産
業
と
そ
れ
に
関
連
す
る
建
物

群
、
バ
イ
オ
マ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー
施
設
、
森
林
な

ど
現
在
あ
る
様
々
な
資
源
を
観
光
資
源
と
し
て

再
認
識
し
、
バ
ス
な
ど
の
輸
送
機
関
と
従
業
員

の
ガ
イ
ド
に
よ
っ
て
有
機
的
に
結
び
つ
け
る
こ

と
に
よ
り
観
光
商
品
化
し
た
も
の
で
、
民
間
企

業
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
地
域
資
源
の
再
認
識
か

ら
商
品
化
ま
で
の
成
功
事
例
の
一
つ
で
あ
る
。

　
こ
れ
ら
の
取
組
は
、
ま
さ
に
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ

ム
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
2
0
1
1
年
の
第
7
回

エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
大
賞
に
筆
者
が
小
岩
井
農
場

点
で
事
業
の
内
容
や
方
法
、
参
加
者
に
関
す
る

情
報
や
満
足
度
な
ど
の
基
礎
的
な
情
報
を
と
り

ま
と
め
分
析
し
、
現
状
を
明
ら
か
に
す
る
と
と

も
に
、
今
後
さ
ら
に
発
展
さ
せ
る
た
め
の
方
策

を
検
討
し
た
。

　
2
0
1
2
年
当
時
実
施
さ
れ
て
い
た
「
小
岩

井
農
場
物
語
」
で
は
個
人
向
け
の
「
ツ
ア
ー
プ

ロ
グ
ラ
ム
」
と
「
団
体
向
け
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
が

あ
っ
た
。
ツ
ア
ー
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
は
、「
小
岩

井
農
場
め
ぐ
り
」、「
小
岩
井
農
場
プ
レ
ミ
ア
ム

ツ
ア
ー
」、「
小
岩
井
農
場
ネ
イ
チ
ャ
ー
ウ
ォ
ー

ク
」、「
ト
ラ
ク
タ
ー
バ
ス
で
行
く
　
小
岩
井
農

場
自
然
満
喫
体
験
」「
小
岩
井
農
場
　
自
然
散

策
」
等
が
あ
り
、
自
然
と
戯
れ
楽
し
く
遊
ぶ
こ

と
か
ら
環
境
保
全
に
つ
い
て
の
専
門
的
な
知
識

を
学
ぶ
こ
と
な
ど
、
幅
広
い
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
選

ぶ
こ
と
が
で
き
た
。

　
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
な
ど
を
実
施
し
た
結
果
か

ら
、
小
岩
井
農
場
め
ぐ
り
の
ツ
ア
ー
参
加
者
は

中
高
年
が
多
く
、
今
後
更
に
発
展
さ
せ
る
た
め

に
は
若
い
世
代
も
注
目
す
る
よ
う
な
新
し
い
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と
い
っ
た

い
く
つ
か
の
提
案
を
行
っ
て
い
る

　
現
在
は
、
建
物
群
が
国
指
定
重
要
文
化
財
に

な
っ
た
こ
と
か
ら
公
益
財
団
法
人
小
岩
井
農
場

財
団
が
設
立
さ
れ
所
有
・
管
理
し
、
ま
き
ば
園

内
に
小
岩
井
農
場
重
要
文
化
財
ギ
ャ
ラ
リ
ー
が

設
置
さ
れ
る
な
ど
施
設
が
充
実
し
て
い
る
。
残

念
な
が
ら
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
を
受
け
て
い
る
た

め
、
ツ
ア
ー
の
規
模
は
縮
小
さ
れ
、
一
般
向
け

に
は
電
気
バ
ス
で
ま
き
ば
園
と
上
丸
牛
舎
内
の

み
の
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
が
行
わ
れ
て
い
る
状
況
に

あ
る
。

　
岩
手
県
は
、
2
0
1
8
年
か
ら
八
幡
平
地
域

で
十
和
田
八
幡
平
国
立
公
園
や
地
熱
発
電
所
を

は
じ
め
と
す
る
環
境
関
連
施
設
な
ど
をS

D
G

s

の
視
点
で
環
境
学
習
コ
ン
テ
ン
ツ
と
し
て
発

掘
・
造
成
し
、
実
際
の
環
境
に
結
び
つ
け
る
た

め
の
「
来
て
・
見
て
・
体
験
し
て
・
学
ぶ 

八
幡

平
の
環
境
学
習
」
を
と
り
ま
と
め
た
。

　
筆
者
は
、
こ
の
企
画
に
当
初
か
ら
参
加
し
、

環
境
関
連
の
コ
ン
テ
ン
ツ
の
発
掘
やS

D
G

s

と

の
関
連
性
な
ど
を
調
査
し
た
。
岩
手
県
立
大
学

の
総
合
政
策
学
部
で
は
環
境
系
の
実
習
と
し
て

毎
年「
八
幡
平
実
習
」を
行
っ
て
お
り
、
八
幡
平

地
域
の
自
然
環
境
や
開
発
の
歴
史
、
松
尾
鉱
山

の
負
の
遺
産
に
よ
る
河
川
の
汚
染
の
調
査
な
ど

を
継
続
的
に
行
っ
て
き
た
。
こ
れ
ら
の
実
習
成

果
や
資
料
が
大
き
く
役
立
つ
こ
と
と
な
っ
た
。

　
八
幡
平
地
域
は
、
松
尾
鉱
山
と
い
う
大
き
な

負
の
遺
産
を
生
み
出
す
一
方
で
鉱
山
の
閉
山
に

よ
る
急
激
な
人
口
減
少
を
松
川
地
熱
発
電
所
の

建
設
、
発
電
所
の
蒸
気
で
温
泉
を
造
成
し
、
宿

泊
施
設
や
別
荘
地
に
温
泉
を
供
給
す
る
ほ
か
、

農
業
ハ
ウ
ス
等
に
供
給
す
る
な
ど
、
観
光
、
農

業
振
興
策
を
講
ず
る
こ
と
で
人
口
減
少
を
食
い

止
め
て
き
た
実
績
が
あ
る
。こ
れ
ら
の
経
験
は
、

現
在
日
本
各
地
で
進
め
ら
れ
て
い
る
地
方
創
生

の
人
口
減
少
対
策
の
事
例
と
し
て
注
目
に
値
す

る
。
む
ろ
ん
、
八
幡
平
地
域
で
も
再
び
人
口
減

少
が
起
こ
っ
て
い
る
が
、
温
泉
熱
の
カ
ス
ケ
ー

ド
利
用
が
再
認
識
さ
れ
、
温
泉
熱
と
I
T
を
活

用
し
た
ス
マ
ー
ト
農
業
な
ど
の
持
続
可
能
な
地

域
づ
く
り
が
行
わ
れ
て
お
り
、
こ
れ
を
実
際
に

学
習
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
ら
の
調
査
で

得
ら
れ
た
デ
ー
タ
を
も
と
に
八
幡
平
D
M
O

は
、
2
0
2
1
年
3
月
16
日
「S

D
G

s

と
サ
ー

キ
ュ
ラ
ー
エ
コ
ノ
ミ
ー
を
学
ぶ 

八
幡
平
の
可

能
性 

〜
企
業
研
修
と
教
育
旅
行
を
考
え
る
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
〜
」
を
開
催
す
る
な
ど
八
幡
平
地

域
で
のS

D
G

s

の
活
動
を
観
光
に
生
か
す
取
り

組
み
を
始
め
て
い
る
。
具
体
的
に
は
み
ち
の
り

ト
ラ
ベ
ル
東
北
社
が
、
日
本
初
の
地
熱
発
電
の

町「
岩
手
県
八
幡
平
市
」で
学
ぶ
サ
ー
キ
ュ
ラ
ー

エ
コ
ノ
ミ
ー
と
い
う
日
帰
り
、
1
泊
2
日
の
モ

デ
ル
コ
ー
ス
を
提
案
し
て
い
る
。
岩
手
県
立
大

学
で
は
、
い
わ
て
学
や
J
R
東
日
本
寄
附
講
義

な
ど
地
域
に
根
差
し
た
教
育
（
講
義
・
演
習
）

を
行
う
際
に
、
こ
れ
ら
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
導
入

し
、学
生
の
教
育
の
場
と
し
て
活
用
し
て
い
る
。

　
岩
手
県
立
大
学
は
、
2
0
1
7
年
度
か
ら

J
R
東
日
本
か
ら
寄
付
を
い
た
だ
き
、
観
光
人

材
育
成
の
た
め
の
講
座
を
開
設
し
て
い
る
。
当

初
は
、
社
会
人
向
け
の
「
い
わ
て
観
光
地
域
づ

く
り
講
座
」
で
あ
っ
た
が
、
2
0
1
9
年
度
か

ら
は
県
立
大
学
の
学
生
向
け
の
「
観
光
に
よ
る

岩
手
の
地
域
活
性
化
」
を
開
講
。
2
0
2
0
年

度
は
、S

D
G

s

の
基
礎
、
観
光
と
交
通
、

N
P
O
法
人
日
本
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
セ
ン
タ
ー

森
高
一
氏
に
よ
る
「
持
続
可
能
な
観
光
・
エ
コ

ツ
ー
リ
ズ
ム
・
国
際
認
証
」、
釜
石
D
M
C
の

久
保
竜
太
氏
の
「
釜
石
に
お
け
る
持
続
可
能
な

観
光 

釜
石
D
M
C
の
試
み
」、
八
幡
平
D
M
O

柴
田
亮
氏
か
ら
「
八
幡
平
市
に
お
け
る
持
続
可

能
な
観
光
　
八
幡
平
D
M
O
の
試
み
」
な
ど
多

彩
な
講
師
に
よ
る
持
続
可
能
な
観
光
に
つ
い
て

の
講
義
と
八
幡
平
で
の
サ
ー
キ
ュ
ラ
ー
エ
コ
ノ

ミ
ー
現
地
実
習
を
実
施
し
た
。
特
に
久
保
氏
の

講
義
で
は
国
際
認
証
取
得
の
苦
労
や
「
観
光
」

は
こ
れ
ま
で
の
狭
い
観
光
概
念
で
は
国
際
的
な

水
準
に
達
す
る
こ
と
が
難
し
く
、
こ
れ
ま
で
の

観
光
行
政
よ
り
も
よ
り
広
く
企
画
や
ま
ち
づ
く

り
に
近
い
も
の
で
あ
る
こ
と
を
学
ぶ
こ
と
が
で

き
大
変
参
考
に
な
っ
た
。

　
東
日
本
大
震
災
後
10
年
を
経
過
し
、
新
た
な

ス
テ
ー
ジ
に
入
る
と
い
う
と
こ
ろ
で
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
っ
て
、
岩
手
県
全

体
の
観
光
が
大
き
な
打
撃
を
受
け
て
い
る
。
今

後
の
岩
手
の
「
観
光
業
」
を
復
興
、
拡
大
す
る

た
め
に
は
、
こ
れ
ま
で
通
り
の
視
点
の
み
で
進

め
る
こ
と
は
許
さ
れ
ず
、
国
際
認
証
の
取
得
、

世
界
的
な
目
標
で
あ
る
持
続
可
能
な
開
発
目
標

S
D

G
s

や
地
域
循
環
共
生
圏
（
ロ
ー
カ
ル

S
D

G
S

）
の
考
え
方
の
導
入
、
パ
リ
協
定
に
基

づ
く
脱
炭
素
社
会
な
ど
こ
れ
ら
の
新
し
い
動
き

に
対
応
す
る
必
要
が
あ
り
、
研
究
の
方
向
も
狭

い「
観
光
」で
は
な
く
、総
合
的
な
観
点
か
ら「
観

光
」
を
考
え
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
本
学
で

も
こ
れ
ら
の
世
界
的
な
動
き
を
見
据
え
つ
つ
、

地
方
の
一
大
学
と
し
て
地
域
に
根
差
し
た
観

光
・
地
域
振
興
研
究
を
進
め
る
必
要
が
あ
る
と

考
え
て
い
る
。

な
ど
地
域
密
着
型
の
研
究
が
行
わ
れ
て
い
る
。

　
昨
年
以
来
岩
手
県
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
に
よ
っ
て
社
会
経
済
的
に
大
き
な
打
撃

を
受
け
て
い
る
。
震
災
か
ら
の
復
興
が
お
お
よ

そ
一
段
落
し
こ
れ
か
ら
と
い
う
と
き
の
災
厄
で

あ
り
、観
光
業
も
大
き
な
影
響
を
受
け
て
い
る
。

今
後
の
研
究
は
、
当
分
の
間
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
の

経
済
・
社
会
の
復
興
を
支
援
す
る
も
の
に
な
る

こ
と
は
確
実
で
あ
り
、す
で
に
今
年
度
か
ら「
盛

岡
広
域
「
地
方
創
生S

D
G

s

登
録
等
制
度
」
に

係
る
フ
ィ
ー
ジ
ビ
リ
テ
ィ
・
ス
タ
デ
ィ
」や「
岩

手
県
内
市
町
村
の
2
0
5
0
年
カ
ー
ボ
ン

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
実
現
に
向
け
た
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ

策
定
」、「
地
域
の
森
林
資
源
を
活
か
し
た
林
産

業
・
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
の
展
望‒

地

域
に
仕
事
を
生
み
出
すS

D
G

s‒

」
な
ど
グ

リ
ー
ン
リ
カ
バ
リ
ー
を
念
頭
に
し
た
研
究
が
始

ま
っ
て
い
る
。

　
筆
者
は
、
こ
れ
ま
で
地
域
の
自
然
資
源
を
活

用
す
る
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
関
す
る
調
査
、
研

究
を
行
っ
て
き
た
。
岩
手
県
内
で
は
、
二
戸
市

と
小
岩
井
農
場
で
エ
コ
ツ
ア
ー
が
行
わ
れ
て
い

た
こ
と
か
ら
こ
の
2
つ
に
つ
い
て
調
査
を
行

な
っ
た
の
で
ご
紹
介
す
る
。

●
二
戸
市
の
エ
コ
ツ
ア
ー

　
二
戸
市
は
1
9
9
2
年
か
ら
ま
ち
づ
く
り
の

一
環
と
し
て
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
取
り
組
み
、

3
八
幡
平
に
お
け
る

持
続
可
能
な
開
発
目
標

（S
D
G
s

）の
学
び

4
J
R
東
日
本
寄
附

講
義
に
よ
る

観
光
人
材
の
育
成

5
さ
い
ご
に

の
様
々
な
社
会
課
題
が
提
起
さ
れ
、
観
光
に
関

す
る
課
題
も
多
く
提
案
さ
れ
採
択
さ
れ
て
き

た
。
こ
れ
ま
で
に
行
わ
れ
て
き
た
観
光
に
関
す

る
地
域
協
働
研
究
を
ま
と
め
た
も
の
が
表
１
で

あ
る
。
震
災
関
連
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
な
ど
多
岐

に
亘
っ
て
い
る
が
特
徴
的
な
研
究
を
い
く
つ
か

ご
紹
介
す
る
。

　
震
災
復
興
研
究
は
、
地
元
大
学
の
責
務
と
し

て
現
在
そ
し
て
将
来
も
継
続
す
る
重
要
な
テ
ー

マ
で
あ
る
。
破
壊
さ
れ
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
再

構
築
や
産
業
の
育
成
な
ど
多
岐
に
亘
る
研
究
が

行
わ
れ
て
い
る
が
、
沿
岸
地
域
の
基
幹
産
業
の

一
つ
で
あ
る
観
光
に
関
連
す
る
研
究
も
重
要
な

課
題
と
し
て
採
択
さ
れ
て
い
る
。
学
部
別
に
み

る
と
、
総
合
政
策
学
部
で
は
、
三
陸
復
興
国
立

公
園
、
み
ち
の
く
潮
風
ト
レ
イ
ル
、
三
陸
ジ
オ

パ
ー
ク
の
利
用
促
進
に
関
す
る
研
究
、
災
害
時

に
お
け
る
観
光
客
の
安
全
避
難
に
関
す
る
研
究

な
ど
の
ほ
か
、
最
近
で
は
、
震
災
後
に
建
設
さ

れ
た
防
潮
堤
や
水
門
な
ど
防
災
イ
ン
フ
ラ
を
活

と
い
う
プ
ラ
ス
の
要
因
も
あ
り
、
若
手
の
参
加

に
よ
っ
て
地
味
で
は
あ
る
が
持
続
可
能
な
地
域

づ
く
り
に
向
け
た
今
後
の
取
り
組
み
が
期
待
さ

れ
る
。

●
小
岩
井
農
場
の
エ
コ
ツ
ア
ー

　

　
小
岩
井
農
場
は
、
1
8
9
1
年
に
開
設
さ
れ

た
古
い
歴
史
を
持
つ
農
場
で
、
開
設
当
初
、
荒

野
で
、
水
は
け
の
悪
い
湿
地
帯
が
多
く
、
作
物

の
生
育
を
妨
げ
た
た
め
防
風
林
の
植
林
や
土
塁

を
築
く
と
こ
ろ
か
ら
事
業
が
始
ま
る
。
日
本
の

一
般
的
な
牧
場
は
、
原
生
林
な
ど
を
伐
開
し
て

草
地
を
造
成
す
る
生
物
多
様
性
が
少
な
い
環
境

を
作
る
が
、
小
岩
井
農
場
は
こ
の
逆
で
植
林
を

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
生
物
多
様
性
を
増
大
さ
せ

る
と
い
う
大
き
な
特
徴
を
持
っ
て
い
る
。
農
場

の
敷
地
は
約
3
0
0
0
h
a
で
あ
る
が
こ
の
う

ち
の
2
/
3
が
森
林
と
な
っ
て
お
り
、
ス
ギ
、

ア
カ
マ
ツ
、
カ
ラ
マ
ツ
な
ど
の
木
材
を
産
出
す

る
林
業
へ
と
発
展
し
、
生
物
多
様
性
豊
か
な
岩

手
山
麓
を
代
表
す
る
自
然
環
境
が
形
成
さ
れ
る

こ
と
に
も
な
っ
た
。

　
ま
た
、
明
治
時
代
か
ら
昭
和
初
期
に
か
け
て

建
設
さ
れ
た
牛
舎
や
サ
イ
ロ
の
ほ
か
に
、
事
務

所
、
倉
庫
、
宿
泊
や
職
員
の
集
会
用
の
施
設
で

あ
る
「
倶
楽
部
」、
煉
瓦
の
躯
体
に
土
を
か
ぶ

せ
た
天
然
の
冷
蔵
庫
な
ど
、
農
場
に
関
わ
る
各

種
の
建
物
が
残
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
建
築
群

は
日
本
の
近
代
建
築
史
、
近
代
農
業
史
を
知
る

う
え
で
価
値
が
高
く
、
1
9
9
6
年
9
棟
が
登

録
有
形
文
化
財
に
登
録
、
2
0
1
7
年
に
は
21

棟
が
「
小
岩
井
農
場
施
設
」
と
し
て
国
の
重
要

文
化
財
に
指
定
さ
れ
た
。

　
小
岩
井
農
場
で
は
1
9
6
7
年
頃
か
ら
、
急
増

用
し
た
イ
ン
フ
ラ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
可
能
性
を
探

る
研
究
、
津
波
伝
承
館
の
活
用
に
関
す
る
研
究

な
ど
が
行
わ
れ
て
い
る
他
、S

D
G

s

関
連
の
研

究
も
始
ま
っ
て
い
る
。

　
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
情
報
学
部
で
は
、
携
帯
端
末

を
利
用
し
た
観
光
ガ
イ
ド
シ
ス
テ
ム
、
バ
ー

チ
ャ
ル
リ
ア
リ
テ
ィ
や
、
3
D
プ
リ
ン
タ
ー
を

観
光
に
活
用
す
る
研
究
、
観
光
情
報
人
材
の
育

成
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
対
応
な
ど
情
報
関
連
の
多

岐
に
亘
る
研
究
が
行
わ
れ
て
い
る
。

　
社
会
福
祉
学
部
で
は
、
観
光
に
お
け
る
ユ
ニ

バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
に
関
す
る
研
究
、
宮
古
短

期
大
学
部
で
は
、
経
済
系
の
教
員
に
よ
り
、
震

災
後
の
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
沿
え
る
観
光
モ
デ
ル

コ
ー
ス
の
設
定
、
観
光
客
誘
客
に
向
け
た
観
光

消
費
を
促
進
す
る
た
め
の
コ
ン
テ
ン
ツ
の
構
築

の
了
解
を
得
て
他
薦
で
応
募
し
た

と
こ
ろ
特
別
賞
を
受
賞
す
る
こ
と

が
で
き
た
。
そ
の
後
、
小
岩
井
農

場
で
は
さ
ら
に
エ
コ
ツ
ア
ー
に
磨

き
を
か
け
2
0
1
2
年
の
第
8
回

エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
大
賞
で
は
自
ら

応
募
し
優
秀
賞
、
さ
ら
に
外
部
と
の

連
携
を
充
実
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
2
0
1
4
年

最
高
賞
の
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
大
賞
を
受
賞
し
た
。

　
今
後
さ
ら
に
発
展
す
る
可
能
性
の
高
い
観
光

分
野
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
2
0
1
2
年
度
時

写
真
右
：
小
岩
井
農
場 

上
丸
牛
舎 

国
指
定

重
要
文
化
財

写
真
左
：
環
境
調
査
実
習 

小
岩
井
農
場
エ
コ

ツ
ア
ー
体
験 

天
然
冷
蔵
庫

岩手県立大学3



　
岩
手
県
立
大
学
は
、
1
9
9
8
年
に
開
学
し

た
岩
手
県
滝
沢
市
に
所
在
す
る
学
生
数
約

2
0
0
0
名
の
小
規
模
な
地
方
県
立
大
学
で
あ

る
。
看
護
学
部
、
社
会
福
祉
学
部
、
ソ
フ
ト
ウ
ェ

ア
情
報
学
部
、
総
合
政
策
学
部
の
4
学
部
か
ら

な
り
、
盛
岡
、
宮
古
短
期
大
学
部
を
併
設
し
て

い
る
。
本
学
は
、
地
域
に
根
ざ
し
た
実
学
・
実

践
の
教
育
研
究
活
動
を
推
進
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
各
学
部
で
は
地
域
を
フ
ィ
ー
ル
ド
と
し
た

調
査
研
究
や
市
町
村
、
医
療
機
関
、
福
祉
施
設
、

企
業
等
で
実
習
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
地
域

に
開
か
れ
た
大
学
と
し
て
、東
日
本
大
震
災（
以

下
「
震
災
」
と
い
う
）
直
後
の
2
0
1
2
年
に

開
設
し
た
「
地
域
政
策
研
究
セ
ン
タ
ー
」
を
中

心
に
、
産
業
界
や
各
種
団
体
・
行
政
機
関
と
連

携
し
、
震
災
復
興
な
ど
地
域
課
題
の
解
決
を
目

指
し
な
が
ら
、地
域
貢
献
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
本
学
に
は
い
わ
ゆ
る
観
光
に
特
化
し
た
学

部
・
学
科
は
設
置
し
て
い
な
い
が
、
総
合
政
策

学
部
、
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
情
報
学
部
、
社
会
福
祉

学
部
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
学
部
の
特
徴
を
生
か

し
観
光
研
究
を
進
め
て
い
る
。
具
体
的
に
は
総

合
政
策
学
部
で
は
、
法
律
学
、
行
政
学
、
経
営
・

経
済
学
、
社
会
学
、
環
境
学
等
、
ソ
フ
ト
ウ
ェ

ア
情
報
学
部
で
は
、
観
光
情
報
学
、
I
T
、
3

次
元
プ
リ
ン
タ
ー
の
活
用
等
、
社
会
福
祉
学
部

は
福
祉
、
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
等
の
各
分

野
か
ら
研
究
を
行
っ
て
い
る
が
、
多
く
の
研
究

は
研
究
者
単
独
で
は
な
く
学
部
横
断
に
よ
る
学

際
的
な
研
究
が
行
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
地
域

政
策
研
究
セ
ン
タ
ー
で
は
、
毎
年
地
域
（
自
治

体
、
企
業
、
N
P
O
な
ど
）
か
ら
社
会
課
題
解

決
の
た
め
の
研
究
提
案
を
公
募
し
、
セ
ン
タ
ー

が
課
題
解
決
に
適
す
る
各
学
部
の
教
員
と
の

マ
ッ
チ
ン
グ
を
行
い
提
案
者
と
協
働
し
て
解
決

を
目
指
す
地
域
協
働
研
究
を
行
っ
て
い
る
。

　
地
域
協
働
研
究
で
は
、
地
域
か
ら
毎
年
多
く

震
災
後
の
2
0
1
1
年
10
月
二
戸
市
内
で
全
国

エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
大
会
を
開
催
、
同
年
12
月
に

エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
大
賞
を
受
賞
し
た
。

　
二
戸
市
で
は
、
1
9
9
2
年
度
か
ら
市
内
の

様
々
な
資
源
を
市
民
の
手
で
再
発
見
す
る
「
ま

ち
の
宝
探
し
」
を
実
施
し
、
宝
を
生
か
し
た
ま

ち
づ
く
り
を
行
っ
て
き
た
。
こ
の
一
環
と
し
て

市
民
向
け
の
宝
巡
り
ツ
ア
ー
な
ど
を
実
施
、
全

国
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
大
会
を
契
機
に
市
外
か
ら

の
交
流
人
口
の
拡
大
な
ど
を
目
指
し
た
エ
コ
ツ

ア
ー
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。

　
現
在
は
I
G
R
い
わ
て
銀
河
鉄
道
と
連
携
し

た
「
岩
手
に
の
へ
お
さ
ん
ぽ
日
和
」
を
実
施
す
る

な
ど
継
続
し
た
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
い
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
発
信
力
は
弱
く
、
市

外
か
ら
の
エ
コ
ツ
ア
ー
参
加
者
は
あ
ま
り
多

く
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、

2
0
1
7
年
度
に
二
戸
市
に
お
け
る
エ
コ
ツ
ー

リ
ズ
ム
の
現
状
に
つ
い
て
調
査
を
実
施
し
た
。

二
戸
市
の
エ
コ
ツ
ア
ー
実
施
団
体
は
、
主
要
メ

ン
バ
ー
が
40
〜
50
歳
位
の
時
に
地
区
単
位
で
発

足
し
、
活
動
を
継
続
し
て
き
た
。
エ
コ
ツ
ア
ー

の
実
施
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
宝
の

再
確
認
や
地
域
内
で
の
連
携
等
の
成
果
は
出
て

い
た
が
、
発
足
後
25
年
が
経
過
し
、
す
べ
て
の

団
体
で
高
齢
化
の
進
行
と
後
継
者
不
足
が
著
し

く
、
こ
の
ま
ま
で
は
エ
コ
ツ
ア
ー
の
継
続
が
困

難
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

　
ま
た
、
行
政
担
当
者
の
異
動
等
に
よ
っ
て
こ

れ
ま
で
に
作
成
さ
れ
た
お
宝
マ
ッ
プ
な
ど
の
貴

重
な
資
料
が
埋
も
れ
る
な
ど
マ
イ
ナ
ス
の
要
因

が
多
く
み
ら
れ
た
。
し
か
し
、
一
方
で
地
域
お

こ
し
協
力
隊
の
若
手
に
よ
る
過
去
の
遺
産
の
掘

り
起
こ
し
や
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
が
行
わ
れ
始
め
る

す
る
一
般
利
用
者
を
受
け
入
れ
る
た
め
、
農
場
の

一
部
を「
小
岩
井
農
場
遊
園
地（
1
9
9
1
年『
小

岩
井
農
場
ま
き
ば
園
』に
改
称
）」と
し
て
開
放
し
、

一
般
利
用
者
は
、
特
定
エ
リ
ア
内
の
み
に
利
用
を

限
定
し
て
い
た
。
こ
の
た
め
一
般
利
用
者
は
、「
ま

き
ば
園
」=

小
岩
井
農
場
の
イ
メ
ー
ジ
が
定
着
し

て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
な
小
岩
井
農
場
の
様
々
な
資
源
を

ス
ト
ー
リ
ー
（
物
語
）
と
し
て
む
す
び
つ
け
、

よ
り
多
く
の
人
に
伝
え
る
た
め
に
開
始
さ
れ
た

エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
が
2
0
1
0
年
か
ら
始
ま
っ

た
「
小
岩
井
農
場
物
語
」
で
あ
る
。
小
岩
井
農

場
の
自
然
の
素
晴
ら
し
さ
を
体
感
し
、
環
境
保

全
の
大
切
さ
に
気
づ
き
、
環
境
へ
の
理
解
と
関

心
を
深
め
る
こ
と
を
コ
ン
セ
プ
ト
と
し
て
実
施

さ
れ
た
。

　
こ
の
「
小
岩
井
農
場
物
語
」
は
、「
一
般
開
放

エ
リ
ア
」
だ
け
で
な
く
、
バ
ス
を
活
用
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
小
岩
井
農
場
全
体
を
舞
台
と
し

て
、
小
岩
井
農
場
の
歴
史
、
文
化
、
農
林
畜
産

業
の
生
産
事
業
、
自
然
そ
の
も
の
を
観
光
資
源

と
し
て
活
用
し
た
新
し
い
観
光
の
形
態
で
あ

る
。
小
岩
井
農
場
が
1
8
0
年
余
に
亘
り
行
っ

て
き
た
農
林
畜
産
業
と
そ
れ
に
関
連
す
る
建
物

群
、
バ
イ
オ
マ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー
施
設
、
森
林
な

ど
現
在
あ
る
様
々
な
資
源
を
観
光
資
源
と
し
て

再
認
識
し
、
バ
ス
な
ど
の
輸
送
機
関
と
従
業
員

の
ガ
イ
ド
に
よ
っ
て
有
機
的
に
結
び
つ
け
る
こ

と
に
よ
り
観
光
商
品
化
し
た
も
の
で
、
民
間
企

業
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
地
域
資
源
の
再
認
識
か

ら
商
品
化
ま
で
の
成
功
事
例
の
一
つ
で
あ
る
。

　
こ
れ
ら
の
取
組
は
、
ま
さ
に
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ

ム
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
2
0
1
1
年
の
第
7
回

エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
大
賞
に
筆
者
が
小
岩
井
農
場

点
で
事
業
の
内
容
や
方
法
、
参
加
者
に
関
す
る

情
報
や
満
足
度
な
ど
の
基
礎
的
な
情
報
を
と
り

ま
と
め
分
析
し
、
現
状
を
明
ら
か
に
す
る
と
と

も
に
、
今
後
さ
ら
に
発
展
さ
せ
る
た
め
の
方
策

を
検
討
し
た
。

　
2
0
1
2
年
当
時
実
施
さ
れ
て
い
た
「
小
岩

井
農
場
物
語
」
で
は
個
人
向
け
の
「
ツ
ア
ー
プ

ロ
グ
ラ
ム
」
と
「
団
体
向
け
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
が

あ
っ
た
。
ツ
ア
ー
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
は
、「
小
岩

井
農
場
め
ぐ
り
」、「
小
岩
井
農
場
プ
レ
ミ
ア
ム

ツ
ア
ー
」、「
小
岩
井
農
場
ネ
イ
チ
ャ
ー
ウ
ォ
ー

ク
」、「
ト
ラ
ク
タ
ー
バ
ス
で
行
く
　
小
岩
井
農

場
自
然
満
喫
体
験
」「
小
岩
井
農
場
　
自
然
散

策
」
等
が
あ
り
、
自
然
と
戯
れ
楽
し
く
遊
ぶ
こ

と
か
ら
環
境
保
全
に
つ
い
て
の
専
門
的
な
知
識

を
学
ぶ
こ
と
な
ど
、
幅
広
い
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
選

ぶ
こ
と
が
で
き
た
。

　
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
な
ど
を
実
施
し
た
結
果
か

ら
、
小
岩
井
農
場
め
ぐ
り
の
ツ
ア
ー
参
加
者
は

中
高
年
が
多
く
、
今
後
更
に
発
展
さ
せ
る
た
め

に
は
若
い
世
代
も
注
目
す
る
よ
う
な
新
し
い
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と
い
っ
た

い
く
つ
か
の
提
案
を
行
っ
て
い
る

　
現
在
は
、
建
物
群
が
国
指
定
重
要
文
化
財
に

な
っ
た
こ
と
か
ら
公
益
財
団
法
人
小
岩
井
農
場

財
団
が
設
立
さ
れ
所
有
・
管
理
し
、
ま
き
ば
園

内
に
小
岩
井
農
場
重
要
文
化
財
ギ
ャ
ラ
リ
ー
が

設
置
さ
れ
る
な
ど
施
設
が
充
実
し
て
い
る
。
残

念
な
が
ら
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
を
受
け
て
い
る
た

め
、
ツ
ア
ー
の
規
模
は
縮
小
さ
れ
、
一
般
向
け

に
は
電
気
バ
ス
で
ま
き
ば
園
と
上
丸
牛
舎
内
の

み
の
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
が
行
わ
れ
て
い
る
状
況
に

あ
る
。

　
岩
手
県
は
、
2
0
1
8
年
か
ら
八
幡
平
地
域

で
十
和
田
八
幡
平
国
立
公
園
や
地
熱
発
電
所
を

は
じ
め
と
す
る
環
境
関
連
施
設
な
ど
をS

D
G

s

の
視
点
で
環
境
学
習
コ
ン
テ
ン
ツ
と
し
て
発

掘
・
造
成
し
、
実
際
の
環
境
に
結
び
つ
け
る
た

め
の
「
来
て
・
見
て
・
体
験
し
て
・
学
ぶ 

八
幡

平
の
環
境
学
習
」
を
と
り
ま
と
め
た
。

　
筆
者
は
、
こ
の
企
画
に
当
初
か
ら
参
加
し
、

環
境
関
連
の
コ
ン
テ
ン
ツ
の
発
掘
やS

D
G

s

と

の
関
連
性
な
ど
を
調
査
し
た
。
岩
手
県
立
大
学

の
総
合
政
策
学
部
で
は
環
境
系
の
実
習
と
し
て

毎
年「
八
幡
平
実
習
」を
行
っ
て
お
り
、
八
幡
平

地
域
の
自
然
環
境
や
開
発
の
歴
史
、
松
尾
鉱
山

の
負
の
遺
産
に
よ
る
河
川
の
汚
染
の
調
査
な
ど

を
継
続
的
に
行
っ
て
き
た
。
こ
れ
ら
の
実
習
成

果
や
資
料
が
大
き
く
役
立
つ
こ
と
と
な
っ
た
。

　
八
幡
平
地
域
は
、
松
尾
鉱
山
と
い
う
大
き
な

負
の
遺
産
を
生
み
出
す
一
方
で
鉱
山
の
閉
山
に

よ
る
急
激
な
人
口
減
少
を
松
川
地
熱
発
電
所
の

建
設
、
発
電
所
の
蒸
気
で
温
泉
を
造
成
し
、
宿

泊
施
設
や
別
荘
地
に
温
泉
を
供
給
す
る
ほ
か
、

農
業
ハ
ウ
ス
等
に
供
給
す
る
な
ど
、
観
光
、
農

業
振
興
策
を
講
ず
る
こ
と
で
人
口
減
少
を
食
い

止
め
て
き
た
実
績
が
あ
る
。こ
れ
ら
の
経
験
は
、

現
在
日
本
各
地
で
進
め
ら
れ
て
い
る
地
方
創
生

の
人
口
減
少
対
策
の
事
例
と
し
て
注
目
に
値
す

る
。
む
ろ
ん
、
八
幡
平
地
域
で
も
再
び
人
口
減

少
が
起
こ
っ
て
い
る
が
、
温
泉
熱
の
カ
ス
ケ
ー

ド
利
用
が
再
認
識
さ
れ
、
温
泉
熱
と
I
T
を
活

用
し
た
ス
マ
ー
ト
農
業
な
ど
の
持
続
可
能
な
地

域
づ
く
り
が
行
わ
れ
て
お
り
、
こ
れ
を
実
際
に

学
習
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
ら
の
調
査
で

得
ら
れ
た
デ
ー
タ
を
も
と
に
八
幡
平
D
M
O

は
、
2
0
2
1
年
3
月
16
日
「S

D
G

s

と
サ
ー

キ
ュ
ラ
ー
エ
コ
ノ
ミ
ー
を
学
ぶ 

八
幡
平
の
可

能
性 

〜
企
業
研
修
と
教
育
旅
行
を
考
え
る
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
〜
」
を
開
催
す
る
な
ど
八
幡
平
地

域
で
のS

D
G

s

の
活
動
を
観
光
に
生
か
す
取
り

組
み
を
始
め
て
い
る
。
具
体
的
に
は
み
ち
の
り

ト
ラ
ベ
ル
東
北
社
が
、
日
本
初
の
地
熱
発
電
の

町「
岩
手
県
八
幡
平
市
」で
学
ぶ
サ
ー
キ
ュ
ラ
ー

エ
コ
ノ
ミ
ー
と
い
う
日
帰
り
、
1
泊
2
日
の
モ

デ
ル
コ
ー
ス
を
提
案
し
て
い
る
。
岩
手
県
立
大

学
で
は
、
い
わ
て
学
や
J
R
東
日
本
寄
附
講
義

な
ど
地
域
に
根
差
し
た
教
育
（
講
義
・
演
習
）

を
行
う
際
に
、
こ
れ
ら
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
導
入

し
、学
生
の
教
育
の
場
と
し
て
活
用
し
て
い
る
。

　
岩
手
県
立
大
学
は
、
2
0
1
7
年
度
か
ら

J
R
東
日
本
か
ら
寄
付
を
い
た
だ
き
、
観
光
人

材
育
成
の
た
め
の
講
座
を
開
設
し
て
い
る
。
当

初
は
、
社
会
人
向
け
の
「
い
わ
て
観
光
地
域
づ

く
り
講
座
」
で
あ
っ
た
が
、
2
0
1
9
年
度
か

ら
は
県
立
大
学
の
学
生
向
け
の
「
観
光
に
よ
る

岩
手
の
地
域
活
性
化
」
を
開
講
。
2
0
2
0
年

度
は
、S

D
G

s
の
基
礎
、
観
光
と
交
通
、

N
P
O
法
人
日
本
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
セ
ン
タ
ー

森
高
一
氏
に
よ
る
「
持
続
可
能
な
観
光
・
エ
コ

ツ
ー
リ
ズ
ム
・
国
際
認
証
」、
釜
石
D
M
C
の

久
保
竜
太
氏
の
「
釜
石
に
お
け
る
持
続
可
能
な

観
光 

釜
石
D
M
C
の
試
み
」、
八
幡
平
D
M
O

柴
田
亮
氏
か
ら
「
八
幡
平
市
に
お
け
る
持
続
可

能
な
観
光
　
八
幡
平
D
M
O
の
試
み
」
な
ど
多

彩
な
講
師
に
よ
る
持
続
可
能
な
観
光
に
つ
い
て

の
講
義
と
八
幡
平
で
の
サ
ー
キ
ュ
ラ
ー
エ
コ
ノ

ミ
ー
現
地
実
習
を
実
施
し
た
。
特
に
久
保
氏
の

講
義
で
は
国
際
認
証
取
得
の
苦
労
や
「
観
光
」

は
こ
れ
ま
で
の
狭
い
観
光
概
念
で
は
国
際
的
な

水
準
に
達
す
る
こ
と
が
難
し
く
、
こ
れ
ま
で
の

観
光
行
政
よ
り
も
よ
り
広
く
企
画
や
ま
ち
づ
く

り
に
近
い
も
の
で
あ
る
こ
と
を
学
ぶ
こ
と
が
で

き
大
変
参
考
に
な
っ
た
。

　
東
日
本
大
震
災
後
10
年
を
経
過
し
、
新
た
な

ス
テ
ー
ジ
に
入
る
と
い
う
と
こ
ろ
で
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
っ
て
、
岩
手
県
全

体
の
観
光
が
大
き
な
打
撃
を
受
け
て
い
る
。
今

後
の
岩
手
の
「
観
光
業
」
を
復
興
、
拡
大
す
る

た
め
に
は
、
こ
れ
ま
で
通
り
の
視
点
の
み
で
進

め
る
こ
と
は
許
さ
れ
ず
、
国
際
認
証
の
取
得
、

世
界
的
な
目
標
で
あ
る
持
続
可
能
な
開
発
目
標

S
D

G
s

や
地
域
循
環
共
生
圏
（
ロ
ー
カ
ル

S
D

G
S

）
の
考
え
方
の
導
入
、
パ
リ
協
定
に
基

づ
く
脱
炭
素
社
会
な
ど
こ
れ
ら
の
新
し
い
動
き

に
対
応
す
る
必
要
が
あ
り
、
研
究
の
方
向
も
狭

い「
観
光
」で
は
な
く
、総
合
的
な
観
点
か
ら「
観

光
」
を
考
え
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
本
学
で

も
こ
れ
ら
の
世
界
的
な
動
き
を
見
据
え
つ
つ
、

地
方
の
一
大
学
と
し
て
地
域
に
根
差
し
た
観

光
・
地
域
振
興
研
究
を
進
め
る
必
要
が
あ
る
と

考
え
て
い
る
。

な
ど
地
域
密
着
型
の
研
究
が
行
わ
れ
て
い
る
。

　
昨
年
以
来
岩
手
県
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
に
よ
っ
て
社
会
経
済
的
に
大
き
な
打
撃

を
受
け
て
い
る
。
震
災
か
ら
の
復
興
が
お
お
よ

そ
一
段
落
し
こ
れ
か
ら
と
い
う
と
き
の
災
厄
で

あ
り
、観
光
業
も
大
き
な
影
響
を
受
け
て
い
る
。

今
後
の
研
究
は
、
当
分
の
間
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
の

経
済
・
社
会
の
復
興
を
支
援
す
る
も
の
に
な
る

こ
と
は
確
実
で
あ
り
、す
で
に
今
年
度
か
ら「
盛

岡
広
域
「
地
方
創
生S

D
G

s

登
録
等
制
度
」
に

係
る
フ
ィ
ー
ジ
ビ
リ
テ
ィ
・
ス
タ
デ
ィ
」や「
岩

手
県
内
市
町
村
の
2
0
5
0
年
カ
ー
ボ
ン

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
実
現
に
向
け
た
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ

策
定
」、「
地
域
の
森
林
資
源
を
活
か
し
た
林
産

業
・
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
の
展
望‒

地

域
に
仕
事
を
生
み
出
すS

D
G

s‒

」
な
ど
グ

リ
ー
ン
リ
カ
バ
リ
ー
を
念
頭
に
し
た
研
究
が
始

ま
っ
て
い
る
。

　
筆
者
は
、
こ
れ
ま
で
地
域
の
自
然
資
源
を
活

用
す
る
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
関
す
る
調
査
、
研

究
を
行
っ
て
き
た
。
岩
手
県
内
で
は
、
二
戸
市

と
小
岩
井
農
場
で
エ
コ
ツ
ア
ー
が
行
わ
れ
て
い

た
こ
と
か
ら
こ
の
2
つ
に
つ
い
て
調
査
を
行

な
っ
た
の
で
ご
紹
介
す
る
。

●
二
戸
市
の
エ
コ
ツ
ア
ー

　
二
戸
市
は
1
9
9
2
年
か
ら
ま
ち
づ
く
り
の

一
環
と
し
て
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
取
り
組
み
、

3
八
幡
平
に
お
け
る

持
続
可
能
な
開
発
目
標

（S
D
G
s

）の
学
び

4
J
R
東
日
本
寄
附

講
義
に
よ
る

観
光
人
材
の
育
成

5
さ
い
ご
に

の
様
々
な
社
会
課
題
が
提
起
さ
れ
、
観
光
に
関

す
る
課
題
も
多
く
提
案
さ
れ
採
択
さ
れ
て
き

た
。
こ
れ
ま
で
に
行
わ
れ
て
き
た
観
光
に
関
す

る
地
域
協
働
研
究
を
ま
と
め
た
も
の
が
表
１
で

あ
る
。
震
災
関
連
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
な
ど
多
岐

に
亘
っ
て
い
る
が
特
徴
的
な
研
究
を
い
く
つ
か

ご
紹
介
す
る
。

　
震
災
復
興
研
究
は
、
地
元
大
学
の
責
務
と
し

て
現
在
そ
し
て
将
来
も
継
続
す
る
重
要
な
テ
ー

マ
で
あ
る
。
破
壊
さ
れ
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
再

構
築
や
産
業
の
育
成
な
ど
多
岐
に
亘
る
研
究
が

行
わ
れ
て
い
る
が
、
沿
岸
地
域
の
基
幹
産
業
の

一
つ
で
あ
る
観
光
に
関
連
す
る
研
究
も
重
要
な

課
題
と
し
て
採
択
さ
れ
て
い
る
。
学
部
別
に
み

る
と
、
総
合
政
策
学
部
で
は
、
三
陸
復
興
国
立

公
園
、
み
ち
の
く
潮
風
ト
レ
イ
ル
、
三
陸
ジ
オ

パ
ー
ク
の
利
用
促
進
に
関
す
る
研
究
、
災
害
時

に
お
け
る
観
光
客
の
安
全
避
難
に
関
す
る
研
究

な
ど
の
ほ
か
、
最
近
で
は
、
震
災
後
に
建
設
さ

れ
た
防
潮
堤
や
水
門
な
ど
防
災
イ
ン
フ
ラ
を
活

と
い
う
プ
ラ
ス
の
要
因
も
あ
り
、
若
手
の
参
加

に
よ
っ
て
地
味
で
は
あ
る
が
持
続
可
能
な
地
域

づ
く
り
に
向
け
た
今
後
の
取
り
組
み
が
期
待
さ

れ
る
。

●
小
岩
井
農
場
の
エ
コ
ツ
ア
ー

　

　
小
岩
井
農
場
は
、
1
8
9
1
年
に
開
設
さ
れ

た
古
い
歴
史
を
持
つ
農
場
で
、
開
設
当
初
、
荒

野
で
、
水
は
け
の
悪
い
湿
地
帯
が
多
く
、
作
物

の
生
育
を
妨
げ
た
た
め
防
風
林
の
植
林
や
土
塁

を
築
く
と
こ
ろ
か
ら
事
業
が
始
ま
る
。
日
本
の

一
般
的
な
牧
場
は
、
原
生
林
な
ど
を
伐
開
し
て

草
地
を
造
成
す
る
生
物
多
様
性
が
少
な
い
環
境

を
作
る
が
、
小
岩
井
農
場
は
こ
の
逆
で
植
林
を

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
生
物
多
様
性
を
増
大
さ
せ

る
と
い
う
大
き
な
特
徴
を
持
っ
て
い
る
。
農
場

の
敷
地
は
約
3
0
0
0
h
a
で
あ
る
が
こ
の
う

ち
の
2
/
3
が
森
林
と
な
っ
て
お
り
、
ス
ギ
、

ア
カ
マ
ツ
、
カ
ラ
マ
ツ
な
ど
の
木
材
を
産
出
す

る
林
業
へ
と
発
展
し
、
生
物
多
様
性
豊
か
な
岩

手
山
麓
を
代
表
す
る
自
然
環
境
が
形
成
さ
れ
る

こ
と
に
も
な
っ
た
。

　
ま
た
、
明
治
時
代
か
ら
昭
和
初
期
に
か
け
て

建
設
さ
れ
た
牛
舎
や
サ
イ
ロ
の
ほ
か
に
、
事
務

所
、
倉
庫
、
宿
泊
や
職
員
の
集
会
用
の
施
設
で

あ
る
「
倶
楽
部
」、
煉
瓦
の
躯
体
に
土
を
か
ぶ

せ
た
天
然
の
冷
蔵
庫
な
ど
、
農
場
に
関
わ
る
各

種
の
建
物
が
残
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
建
築
群

は
日
本
の
近
代
建
築
史
、
近
代
農
業
史
を
知
る

う
え
で
価
値
が
高
く
、
1
9
9
6
年
9
棟
が
登

録
有
形
文
化
財
に
登
録
、
2
0
1
7
年
に
は
21

棟
が
「
小
岩
井
農
場
施
設
」
と
し
て
国
の
重
要

文
化
財
に
指
定
さ
れ
た
。

　
小
岩
井
農
場
で
は
1
9
6
7
年
頃
か
ら
、
急
増

用
し
た
イ
ン
フ
ラ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
可
能
性
を
探

る
研
究
、
津
波
伝
承
館
の
活
用
に
関
す
る
研
究

な
ど
が
行
わ
れ
て
い
る
他
、S

D
G

s

関
連
の
研

究
も
始
ま
っ
て
い
る
。

　
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
情
報
学
部
で
は
、
携
帯
端
末

を
利
用
し
た
観
光
ガ
イ
ド
シ
ス
テ
ム
、
バ
ー

チ
ャ
ル
リ
ア
リ
テ
ィ
や
、
3
D
プ
リ
ン
タ
ー
を

観
光
に
活
用
す
る
研
究
、
観
光
情
報
人
材
の
育

成
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
対
応
な
ど
情
報
関
連
の
多

岐
に
亘
る
研
究
が
行
わ
れ
て
い
る
。

　
社
会
福
祉
学
部
で
は
、
観
光
に
お
け
る
ユ
ニ

バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
に
関
す
る
研
究
、
宮
古
短

期
大
学
部
で
は
、
経
済
系
の
教
員
に
よ
り
、
震

災
後
の
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
沿
え
る
観
光
モ
デ
ル

コ
ー
ス
の
設
定
、
観
光
客
誘
客
に
向
け
た
観
光

消
費
を
促
進
す
る
た
め
の
コ
ン
テ
ン
ツ
の
構
築

の
了
解
を
得
て
他
薦
で
応
募
し
た

と
こ
ろ
特
別
賞
を
受
賞
す
る
こ
と

が
で
き
た
。
そ
の
後
、
小
岩
井
農

場
で
は
さ
ら
に
エ
コ
ツ
ア
ー
に
磨

き
を
か
け
2
0
1
2
年
の
第
8
回

エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
大
賞
で
は
自
ら

応
募
し
優
秀
賞
、
さ
ら
に
外
部
と
の

連
携
を
充
実
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
2
0
1
4
年

最
高
賞
の
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
大
賞
を
受
賞
し
た
。

　
今
後
さ
ら
に
発
展
す
る
可
能
性
の
高
い
観
光

分
野
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
2
0
1
2
年
度
時
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高
崎
経
済
大
学
に
つ
い
て

　
高
崎
経
済
大
学
は
、群
馬
県
の
中
核
市
・
高
崎

に
位
置
し
、創
立
64
年
を
迎
え
る
社
会
科
学
系

の
公
立
大
学
で
、4
千
人
の
学
生
が
経
済
学
部
・

地
域
政
策
学
部
の
2
学
部
6
学
科
で
学
ん
で
い

る
。観
光
政
策
学
科
は
、2
0
0
6
年
の
高
崎
市

と
周
辺
5
町
村
と
の
合
併
を
機
に
、今
後
の
地

方
観
光
政
策
を
担
う
人
材
の
育
成
を
目
指
し
て

設
立
さ
れ
た
。

　
観
光
政
策
学
科
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
上
の
特
徴

は
、観
光
を
深
く
学
ぶ
と
い
う
よ
り
は
地
域
を

担
う
人
材
に
求
め
ら
れ
る
諸
学
問
を
幅
広
く
網

羅
的
に
4
年
間
で
学
ぶ
点
で
、経
済
学
、社
会

学
、農
学
、民
俗
学
な
ど
地
方
政
策
に
関
わ
る
科

目
群
が
多
く
な
っ
て
い
る
。ま
た
、2
年
次
か
ら

所
属
す
る
ゼ
ミ
は
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
が
多

く
、常
に
ゼ
ミ
定
員
を
超
え
る
希
望
者
が
い
る

ほ
ど
人
気
が
あ
る
。学
生
の
グ
ロ
ー
バ
ル
な
視

点
を
涵
養
す
る
た
め
、留
学
や
海
外
で
の
活
動

も
推
奨
さ
れ
て
お
り
、フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
で

渡
航
す
る
際
、航
空
券
代
の
半
額
と
現
地
滞
在

費
の
一
部
が
大
学
と
後
援
会
か
ら
補
助
さ
れ
る

と
い
う
恵
ま
れ
た
制
度
も
あ
り
、毎
年
多
く
の

学
生
が
海
外
へ
飛
び
立
っ
て
い
る
。中
に
は
、海

外
で
の
生
活
に
刺
激
を
受
け
、1
〜
2
年
間
休

学
を
し
て
長
期
留
学
や
ワ
ー
キ
ン
グ
ホ
リ
デ
ー

を
目
指
す
学
生
も
毎
年
の
よ
う
に
い
る
。

　
群
馬
県
出
身
者
の
比
率
は
約
25
％
と
低
め

で
、全
国
47
都
道
府
県
出
身
者
が
在
籍
し
、地
方

に
あ
り
な
が
ら
全
国
区
の
大
学
で
も
あ
る
。地

元
国
立
大
学
を
第
一
志
望
と
し
な
が
ら
公
立
大

学
中
・
後
期
日
程
を
受
験
し
て
入
学
す
る
学
生

も
少
な
く
な
い
が
、指
定
校
制
を
取
ら
な
い
自

己
推
薦
式
の
推
薦
入
試
を
導
入
し
て
い
る
こ
と

も
あ
り
、地
域
政
策
学
部
は
入
学
者
の
過
半
数

を
第
一
志
望
の
学
生
が
占
め
て
い
る
。

　
卒
業
生
は
、4
割
ほ
ど
が
東
京
本
社
の
企
業

に
就
職
し
て
い
く
が
、U
・
Ｉ
タ
ー
ン
者
も
多

望
制
だ
が
、ほ
ぼ
全
員
が
希
望
し
、毎
年
隠
岐
に

は
7
〜
8
名
の
学
生
が
飛
び
立
っ
て
い
く
。そ

の
ほ
か
、ゼ
ミ
独
自
に
開
発
し
た
全
国
15
か
所

の
イ
ン
タ
ー
ン
先
が
あ
り
、2
〜
4
年
生
が
自

ら
の
研
究
テ
ー
マ
や
興
味
に
合
わ
せ
て
選
択

し
、そ
れ
ぞ
れ
3
週
間
の
業
務
体
験
を
実
践
す

る
。業
務
の
多
く
は
繁
忙
期
の
旅
館
・
ホ
テ
ル
勤

務
だ
が
、中
に
は
観
光
協
会
や
イ
ベ
ン
ト
企
画

等
も
あ
り
、受
入
れ
地
の
皆
さ
ん
と
の
打
ち
合

わ
せ
で
決
め
て
い
く
。こ
ち
ら
か
ら
お
願
い
し

て
い
る
関
係
上
、ア
ル
バ
イ
ト
と
違
い
、原
則
と

し
て
報
酬
は
な
い
。理
屈
と
し
て
は
、報
酬
を
滞

在
費
や
指
導
費
等
様
々
な
原
価
と
し
て
充
て
て

い
る
。ま
た
、報
酬
を
い
た
だ
く
タ
イ
プ
の
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
で
は
、期
待
さ
れ
た
コ
ン
ピ
テ

ン
シ
ー（
社
会
人
基
礎
力
）を
発
揮
し
に
く
い
た

め
と
い
う
理
由
も
あ
る
。

　
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
と
い
う
と
希
望
す
る
業

界
の
就
業
体
験
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
強
い
。し

か
し
、残
念
な
が
ら
人
事
が
よ
ほ
ど
手
厚
く
も

て
な
さ
な
い
限
り
、現
実
の
リ
ア
ル
な
就
業
体

験
を
し
て
し
ま
う
と
、学
生
は
そ
の
業
界
の
印

象
を
悪
く
し
、逆
に
就
業
先
か
ら
外
し
て
し
ま

う
。そ
の
た
め
、イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
目
的
や

意
義
が
曖
昧
に
な
り
か
け
て
い
る
。

　
そ
の
背
景
に
は
、近
年
、学
生
の
社
会
に
出
る

ま
で
の
社
会
化
プ
ロ
セ
ス
が
不
充
分
で
あ
る
こ

と
が
あ
る
。こ
の
点
を
、文
部
科
学
省
で
は
学
生

の「
生
き
る
力
」の
不
足
、経
済
産
業
省
で
は「
社

会
人
基
礎
力
」の
不
足
と
表
現
し
、学
校
側
も
社

会
側
も
問
題
視
し
て
い
る
。国
際
連
合
国
際
児

童
緊
急
基
金（
ユ
ニ
セ
フ
）の
調
査
に
よ
る
と
、

O
E
C
D
加
盟
37
か
国
中
、15
歳
以
下
の
日
本

の
子
供
た
ち
の
健
康
状
況
は
、フ
ィ
ジ
カ
ル
が

強
み
な
の
か
を
把
握
す
る
。多
く
の
学
生
が
強

み
と
し
て
持
っ
て
い
る
の
が
、気
配
り
を
表
す

「
親
和
力
」や
、協
力
的
に
仕
事
を
進
め
る「
協
働

力
」で
あ
る
。こ
れ
ら
は
、学
校
活
動
や
ア
ル
バ

イ
ト
等
で
培
っ
て
き
た
力
だ
。一
方
、弱
み
と
し

て
は
、問
題
の
所
在
を
明
ら
か
に
し
、必
要
な
情

報
分
析
を
行
う「
課
題
発
見
力
」や
、ポ
ジ
テ
ィ

ブ
な
考
え
方
や
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
維
持
す
る

「
自
信
創
出
力
」等
が
あ
る
。

　
も
し
、何
も
意
識
せ
ず
、意
図
も
せ
ず
に
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
実
施
し
た
場
合
、お
そ
ら
く

学
生
は
、自
分
の
強
み
で
あ
る
親
和
力
や
協
働

力
ば
か
り
を
発
揮
し
、弱
み
の
力
を
発
揮
し
な

く
て
は
な
ら
な
い
よ
う
な
活
動
を
あ
え
て
避
け

る
だ
ろ
う
。そ
の
結
果
、何
の
力
も
得
な
い
ま

ま
、無
給
の
ア
ル
バ
イ
ト
を
や
っ
た
よ
う
に
感

じ
、不
完
全
燃
焼
に
終
わ
る
。

　
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
先
に
は
そ
う
し
た
点
や

参
加
学
生
の
力
の
分
布
を
事
前
に
伝
え
て
お

く
。ま
た
、学
生
は
日
報
ア
プ
リ（
図
4
）を
ス
マ

ホ
に
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
、日
々
の
業
務
報
告
に

加
え
て
、毎
日
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
や
そ
の
日

発
揮
し
た
力
を
選
択
し
て
入
力
し
て
い
く
。

　
多
く
の
場
合
、参
加
し
て
数
日
で
モ
チ
ベ
ー

高
崎
経
済
大
学
地
域
政
策
学
部
観

光
政
策
学
科
・同
大
学
院
地
域
政

策
研
究
科
教
授
。専
門
は
観
光
マ

ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
、宿
泊
業
経
営
。

（
株
）Ｊ
Ｔ
Ｂ
、（
株
）ツ
ー
リ
ズ
ム・

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
研
究
所
、関
西
国

際
大
学
准
教
授
、高
崎
経
済
大
学
准
教
授
を
経
て
現
職
。

人
口
減
少
時
代
の
観
光
地
や
宿
泊
業
経
営
の
あ
り
方
を

研
究
テ
ー
マ
と
し
、宿
泊
業
の
持
つ
非
財
務
指
標
の
可
視

化
や
旅
館
業
法
に
拠
ら
な
い
新
し
い
宿
泊
業
態
の
あ
り
方

等
を
研
究
し
て
い
る
。旅
館
業
界
と
の
パ
イ
プ
も
太
く
、各

地
で
の
自
治
体
や
宿
泊
業
と
共
同
し
て
学
生
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
を
実
践
し
て
い
る
。（
一
社
）観
光
教
育・イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
セ
ン
タ
ー
理
事
も
務
め
る
。著
書
に「
地
域
観
光

事
業
の
ス
ス
メ
方
‐
観
光
立
国
実
現
に
向
け
た
処
方
箋
」。

井
門
隆
夫（
い
か
ど
・
た
か
お
）

観
光
振
興
に
貢
献
す
る

地
方
公
立
大
学
の
取
組
み

シ
ョ
ン
が
下
が
り
始
め
る
。も
う
少
し
社
会
は

楽
だ
と
思
っ
て
い
た
の
だ
ろ
う
。ア
ル
バ
イ
ト

先
は
、人
手
不
足
の
折
に
辞
め
て
も
ら
っ
て
は

困
る
の
で
は
れ
物
に
触
る
よ
う
に
優
し
く
接
し

て
く
れ
て
い
た
こ
と
を
学
生
は
後
か
ら
気
づ
く

こ
と
に
な
る
。着
い
て
早
々
、パ
ー
ト
で
働
く
島

の
お
母
さ
ん
た
ち
の
洗
礼
を
浴
び
、冷
房
の
止

ま
っ
た
旅
館
の
館
内
で
汗
を
垂
ら
し
な
が
ら
リ

ネ
ン
の
交
換
を
し
て
い
く
。水
筒
を
い
つ
も
携

帯
す
る
よ
う
に
と
指
示
を
受
け
た
意
味
を
日
々

実
感
し
、こ
れ
が
観
光
の
現
場
な
ら
働
き
た
く

な
い
と
い
う
思
い
と
と
も
に
、へ
と
へ
と
に
な

り
な
が
ら
初
め
て
の
裏
方
を
経
験
す
る
。ま
ず

は
、人
間
関
係
を
築
く
た
め
に
も
指
示
さ
れ
た

通
り
に
働
き
続
け
る
こ
と
に
よ
り
、弱
み
の
ひ

と
つ
で
あ
る「
行
動
持
続
力
」が
発
揮
さ
れ
る
よ

う
に
な
れ
ば
よ
い
。

　
こ
ち
ら
に
も
日
々
30
人
も
の
日
報
デ
ー
タ
が

オ
ン
ラ
イ
ン
で
届
く
の
で
、管
理
画
面
を
見
な

が
ら
学
生
の
感
想
に
コ
メ
ン
ト
を
返
し
て
い

く
。も
し
体
調
不
良
や
弱
い
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン

が
続
く
学
生
が
い
た
場
合
は
現
地
に
連
絡
を
し

て
、シ
フ
ト
や
業
務
を
変
え
る
な
り
、休
日
を
入

れ
る
な
り
の
対
応
を
し
て
も
ら
う
。こ
の
点
は

ア
ル
バ
イ
ト
で
は
な
い
の
で
、学
生
本
位
に
シ

フ
ト
を
組
ん
で
い
た
だ
く
こ
と
を
お
願
い
し
て

あ
る
。

　
そ
し
て
慣
れ
始
め
る
2
週
間
目
か
ら
、少
し

主
体
的
な
行
動
を
入
れ
る
よ
う
に
す
る
。地
元

の
お
祭
り
へ
の
出
し
物
だ
っ
た
り
、売
店
の
改

装
だ
っ
た
り
、学
生
の
や
り
た
い
こ
と
を
さ
せ

て
み
る
。学
生
は
、指
示
さ
れ
た
こ
と
を
う
ま
く

で
き
る
こ
と
よ
り
も
、多
少
の
失
敗
を
し
て
も

自
分
な
り
に
考
え
た
こ
と
が
う
ま
く
い
っ
た

時
、大
き
な
達
成
感
を
得
る
。そ
の
モ
チ
ベ
ー
シ

ョ
ン
こ
そ
が
、成
長
の
原
動
力
と
な
り
、社
会
に

出
て
も
く
じ
け
な
い
力
と
な
っ
て
い
く
。3
週

間
目
に
な
る
と
、人
間
関
係
が
確
立
し
、島
を
出

る
際
に
は
皆
が
見
送
り
に
来
て
く
れ
、帰
り
た

く
な
い
と
い
う
思
い
と
と
も
に
島
に
別
れ
を
告

げ
る
。い
か
に
、最
後
に
最
高
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ

ン
に
し
て
帰
す
か
が
、地
方
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
の
成
功
の
鍵
と
な
り
、そ
の
経
験
が
観
光
を

学
ぶ
上
で
の
ハ
イ
・
イ
ン
パ
ク
ト
・
プ
ラ
ク
テ
ィ

ス
と
な
っ
て
い
く
。

成
功
す
る

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
と
は

　
ち
な
み
に
、昨
年
度
実
施
し
た
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
の
中
で
、最
も
平
均
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン

が
高
か
っ
た
の
が
、学
生
だ
け
で
1
か
月
間
一

軒
の
旅
館
の
運
営
を
任
せ
た
チ
ー
ム
だ
っ
た
。

事
前
に
1
週
間
旅
館
で
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
し
て
サ

ー
ビ
ス
ス
キ
ル
を
学
び
、1
か
月
間
の
サ
ー
ビ

ス
ス
タ
イ
ル
を
自
分
た
ち
な
り
に
考
え
て
実
践

し
た
。も
ち
ろ
ん
、収
益
目
標
も
共
有
し
、お
客

様
ア
ン
ケ
ー
ト
も
日
々
取
っ
た
。そ
の
結
果
、コ

ロ
ナ
の
影
響
下
で
あ
り
な
が
ら
、キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
の
後
押
し
も
あ
り
、高
め
に
見
積
も
っ
て
い

た
目
標
売
上
を
達
成
し
、営
業
利
益
の
一
部
を

報
酬
と
し
て
得
る
こ
と
が
で
き
た
。も
ち
ろ
ん
、

そ
の
間
に
は
お
客
様
や
社
長
、調
理
場
か
ら
の

お
叱
り
も
受
け
た
が
、他
の
イ
ン
タ
ー
ン
先
に

は
な
い
、学
生
の
弱
み
の
筆
頭
で
あ
る「
統
率

力
」を
も
発
揮
し
合
え
る
結
果
と
な
っ
た
。

　
次
い
で
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
高
か
っ
た
の

は
、地
元
住
民
も
多
い
小
さ
な
温
泉
地
で
、高
齢

住
民
の
方
々
に
旅
館
を
居
酒
屋
代
わ
り
に
し
て

も
ら
お
う
と
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
し
た
チ
ー
ム
だ

っ
た
。こ
の
チ
ー
ム
は
、若
者
が
温
泉
地
に
来
る

こ
と
に
対
し
て
住
民
投
票
で
反
対
を
受
け
、2

週
間
地
元
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
で
待
機
し
て
か
ら
の

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
と
な
っ
た
。い
か
に
、地
元

の
高
齢
者
の
集
ま
り
で
あ
る
自
治
会
を
説
得

し
、集
客
が
途
絶
え
た
旅
館
へ
地
元
の
人
た
ち

の
小
さ
な
消
費
を
生
み
出
そ
う
と
提
案
を
続
け

た
。結
果
と
し
て
、最
後
ま
で
自
治
会
長
の
賛
同

は
得
ら
れ
な
か
っ
た
が
、多
く
の
住
民
の
方
々

が
そ
の
活
動
を
観
察
さ
れ
て
お
り
、自
分
た
ち

だ
け
で
も
盛
り
上
が
ろ
う
と
企
画
し
た
旅
館
の

縁
側
で
の
赤
提
灯
に
、思
い
が
け
ず
多
く
の
お

客
様
に
来
て
い
た
だ
い
た
。こ
の
企
画
は
地
元

で
評
判
を
呼
び
、群
馬
か
ら
来
た
学
生
が
帰
っ

た
後
に
も
、地
元
の
公
立
大
学
に
相
談
し
て
継

続
し
て
実
施
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。こ
の
イ

ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
で
は
、「
課
題
発
見
力
」や「
計

画
立
案
力
」が
発
揮
さ
れ
て
い
た
。

　
中
に
は
、報
酬
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、実
質
は

ア
ル
バ
イ
ト
と
同
じ
環
境
で
行
う
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
も
あ
る
。こ
う
し
た
チ
ー
ム
も
、報
酬
を

い
た
だ
け
る
分
、モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
は
比
較
的

高
め
に
推
移
す
る
の
だ
が
、発
揮
す
る
弱
み
は

「
行
動
持
続
力
」ば
か
り
で
、帰
っ
て
か
ら
の
学

生
の
評
価
は
高
く
な
い
傾
向
が
あ
る
。本
来
は
、

報
酬
を
あ
げ
た
い
と
感
じ
る
の
は
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
先
も
同
じ
で
、最
後
に
こ
っ
そ
り
と
小

遣
い
を
渡
し
て
く
れ
る
方
も
い
る
。し
か
し
、学

生
が
望
ん
で
い
る
の
は
、観
光
の
現
場
を
通
じ

て
培
え
る
自
ら
の
社
会
人
基
礎
力
の
向
上
で
あ

り
、そ
の
達
成
感
こ
そ
が
何
も
の
に
も
代
え
が

た
い
学
生
時
代
の
勲
章
と
な
る
。

地
方
公
立
大
学
の
学
生
た
ち
は
、近
所
の
ア
パ

ー
ト
に
住
む
学
生
が
比
較
的
多
い
こ
と
も
あ

り
、教
室
以
外
で
の
仲
間
で
の
集
ま
り
が
多
い

の
も
隠
れ
た
特
徴
で
あ
ろ
う
。ゼ
ミ
の
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
も
教
室
以
外
で
の
集
ま
り
が
多
く
、海

外
実
習
も
自
分
た
ち
で
企
画
し
た
り
す
る
。そ

う
し
た
環
境
は
、都
市
部
の
大
学
に
は
な
い
人

脈
と
経
験
づ
く
り
に
も
役
立
っ
て
い
る
。

ッ
ト
拡
大
が
必
要
と
考
え
ら
れ
る
点
で
あ
る
。

地
域
ブ
ラ
ン
ド
を
示
す
ラ
ン
キ
ン
グ
で
、北
関

東
3
県
は
い
つ
も
低
め
だ
と
よ
く
揶
揄
さ
れ
る

が
、公
益
財
団
法
人
日
本
交
通
公
社
の
旅
行
者

動
向
の
デ
ー
タ
も
参
考
に
分
析
す
る
と
、地
域

立
て
て
い
く
と
い
う
手
法
を
意
識
す
る
こ
と
で

あ
る
。本
学
入
試
の
小
論
文
で
は
、毎
年
デ
ー
タ

を
読
み
込
む
必
要
が
あ
り
、受
験
生
時
代
か
ら

わ
か
っ
て
も
ら
っ
て
い
れ
ば
う
れ
し
い
。昨
今
、

デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
や
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
を
学

び
た
い
と
い
う
学
生
の
意
識
も
高
ま
っ
て
い

る
。そ
こ
で
、学
生
も
デ
ー
タ
に
は
興
味
は
あ
る

だ
ろ
う
と
思
う
と
ハ
シ
ゴ
を
外
さ
れ
る
。残
念

な
が
ら
、エ
ク
セ
ル
を
触
ら
せ
る
と
指
が
止
ま

り
、意
識
と
行
動
の
差
を
埋
め
て
い
く
こ
と
が
、

大
学
の
学
び
に
な
っ
て
い
く
。本
学
に
は
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
や
デ
ー
タ
を
扱
う
科
目
も
多
く
、

地
域
で
活
躍
す
る
た
め
に
も
デ
ー
タ
か
ら
地
域

の
事
情
を
学
び
始
め
る
。

　
私
の
1
年
次
向
け
の
授
業（
観
光
政
策
を
学

ぶ
）で
最
初
に
扱
う
デ
ー
タ
は
、地
方
自
治
体
の

財
政
力
指
数
で
あ
る
。自
分
の
出
身
地
の
財
政

が
ど
う
な
っ
て
い
る
か
、な
ぜ
赤
字（
黒
字
）な

の
か
。財
政
力
指
数
の
高
い
市
町
村
の
理
由
は

何
か
。そ
う
し
た
疑
問
の
中
か
ら
、事
業
所
や
固

定
資
産
税
等
の
存
在
や
、観
光
の
意
義
を
学
ん

で
い
く
。実
際
に
、観
光
地
の
あ
る
市
町
村
の
財

政
力
指
数
は
高
い
。

　
そ
の
授
業
で
は
、あ
る
地
域
を
紹
介
す
る
。そ

れ
が
、島
根
県
の
隠
岐
郡
。国
境
に
も
接
す
る
離

島
で
、財
政
力
指
数
の
低
い
県
の
中
で
、低
い
町

村
が
集
ま
っ
て
い
る
。す
な
わ
ち
、日
本
で
最
も

財
政
力
指
数
の
低
い
島
々
と
い
え
る
。隠
岐
の

方
々
に
は
申
し
訳
な
い
表
現
だ
が
、こ
う
し
て

毎
夏
、隠
岐
に
興
味
を
持
ち
、隠
岐
へ
と
向
か
う

学
生
が
生
ま
れ
て
く
る
。学
生
に
は
、「
何
を
学

ん
だ
か
」よ
り「
何
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た

か
」を
自
分
に
問
う
4
年
間
に
し
て
ほ
し
い
と

伝
え
て
い
る
が
、観
光
を
学
ぶ
自
分
が
隠
岐
で

何
が
で
き
る
の
か
を
考
え
て
も
ら
う
。

観
光
を
学
ぶ
学
生
に
と
っ
て
、何
が
で
き
る
よ

う
に
な
る
べ
き
か
。現
場
で
の
サ
ー
ビ
ス
ス
キ

ル
も
そ
の
ひ
と
つ
か
も
し
れ
な
い
が
、そ
れ
よ

り
も
大
切
な
こ
と
は
、社
会
人
と
関
わ
り
な
が

ら
、主
体
的
に
行
動
し
、時
に
は
叱
ら
れ
な
が

ら
、社
会
の
仕
組
み
や
観
光
地
の
矛
盾
を
感
じ

取
り
、人
口
減
少
時
代
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の

考
え
方
と
行
動
力
を
身
に
つ
け
る
こ
と
だ
と
思

っ
て
い
る
。

地
方
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の

取
組
み

　
こ
こ
か
ら
は
筆
者
の
ゼ
ミ
の
取
組
み
に
つ
い

て
紹
介
し
て
い
く
。

　
各
学
年
12
名
の
ゼ
ミ
生
は
、大
学
の
出
身
地

構
成
と
ほ
ぼ
同
じ
で
、自
宅
生
が
3
〜
4
名
、下

宿
生
が
8
〜
9
名
と
、大
学
周
辺
に
一
人
暮
ら

し
を
し
て
い
る
学
生
が
多
い
。新
型
コ
ロ
ナ
感

染
症
の
も
と
、ゼ
ミ
は
2
か
月
だ
け
オ
ン
ラ
イ

ン
と
な
っ
た
が
、20
年
6
月
よ
り
対
面
に
戻
り
、

感
染
症
対
策
を
行
い
な
が
ら
教
室
で
の
ゼ
ミ
を

続
け
て
い
る
。こ
の
点
は
、比
較
的
陽
性
者
の
少

な
い
地
方
の
大
学
の
有
難
さ
を
感
じ
て
い
る
。

し
か
し
、毎
年
夏
に
は
海
外
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が

あ
り
、ベ
ト
ナ
ム
や
カ
ン
ボ
ジ
ア
に
出
か
け
て

い
た
が
、2
年
連
続
し
て
海
外
渡
航
は
で
き
ず
、

学
生
は
貴
重
な
機
会
を
失
っ
て
し
ま
っ
た
。た

だ
し
、観
光
政
策
学
科
ら
し
く
、国
内
で
の
実
践

を
続
け
て
い
る
。

　
ゼ
ミ
は
2
年
次
の
秋
か
ら
始
ま
る
が
、井
門

ゼ
ミ
で
は
そ
の
前
の
夏
休
み
に
隠
岐
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
が
あ
る
。イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
は
希

高
崎
経
済
大
学

く
、伝
統
的
に
地
方
公

務
員
と
金
融
関
係
の
比

率
が
高
い
。群
馬
県
に

は
入
学
者
の
比
率
と
ほ

ぼ
同
じ
25
％
程
度
が
就

職
す
る
。特
に
地
元
金

融
機
関
や
J
Ｒ
東
日
本

に
は
本
学
卒
業
生
が
多

く
在
籍
し
て
い
る
。

　
毎
年
3
千
人
も
の
学

生
が
高
崎
に
移
住
し
て

く
る
こ
と
を
考
え
て
も

地
方
公
立
大
学
の
役
割

は
大
き
い
。在
学
中
は
、

第
1
位
で
あ
る
一
方
、メ
ン
タ
ル
は
最
下
位
と

い
う
極
端
な
ラ
ン
キ
ン
グ
に
な
っ
て
い
る
。学

校
で
友
達
を
作
り
に
く
い
と
い
う
子
供
た
ち
が

そ
の
ま
ま
育
ち
、学
生
と
な
り
、自
分
た
ち
を
し

て「
自
己
肯
定
感
の
低
い
メ
ン
ヘ
ラ（
心
に
闇
を

抱
え
て
い
る
人
）」と
評
価
し
て
い
た
り
す
る
。

叱
ら
れ
た
経
験
が
少
な
く
、母
子
の
絆
ば
か
り

が
強
い
傾
向
を
感
じ
る
。

　
こ
う
し
た
若
者
を
生
ん
だ
原
因
の
探
索
は
別

の
機
会
に
譲
る
と
し
て
、公
立
大
学
に
は
、国
公

立
に
入
り
た
い
と
願
っ
て
入
学
し
た
学
生
も
多

く
、家
庭
の
事
情
を
抱
え
る
学
生
も
少
な
く
な

い
。そ
う
し
た
学
生
を
支
え
、強
く
な
り
た
い
と

願
う
彼
ら
の
期
待
に
か
な
う
学
び
の
機
会
を
提

供
す
る
こ
と
も
大
学
の
役
割
で
あ
り
、そ
の
ひ

と
つ
が
地
方
で
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
な
の
で

あ
る
。

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
目
的

　
学
生
は
、イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
参
加
す
る

前
に
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー（
社
会
人
基
礎
力
）テ
ス

ト
を
受
け
る
。そ
の
結
果
、大
き
く
9
つ
の
力
の

ど
れ
が
自
分
に
不
足
し
て
い
る
か
、ど
の
力
が

写真：地域貢献白書 2020高崎経済大学

写真：緑の多い高崎経済大学のキャンパス
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デ
ー
タ
か
ら
始
ま
る

観
光
学
修

　
群
馬
県
を
は
じ
め
と
す
る
北
関
東
の
観
光
の

課
題
の
ひ
と
つ
は
、首
都
圏
と
い
う
大
市
場
が

控
え
て
い
る
た
め
首
都
圏
依
存
型
で
、マ
ー
ケ

ブ
ラ
ン
ド
指
数
は
、マ
ー
ケ
ッ
ト
の
小
さ
な
都

道
府
県
ほ
ど
低
く
な
る
傾
向
が
見
ら
れ
る
。こ

れ
は
、観
光
地
が
、地
元
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
合
わ
せ

て
サ
ー
ビ
ス
を
組
み
立
て
る
傾
向
が
あ
る
た
め

だ
ろ
う
。群
馬
県
の
温
泉
地
で
は
、よ
く
刺
身
に

高
崎
市
や
市
内
企
業
と
の
共
同
研
究
や
P
B
Ｌ

の
機
会
も
あ
り
、大
学
で
は
地
域
貢
献
白
書
と

い
う
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
を
毎
年
発
行
す
る
ほ
ど
、

地
域
と
連
携
し
た
活
動
は
多
い
。

マ
グ
ロ
が
出
る
こ
と
か
ら「
山

で
な
ぜ
マ
グ
ロ
」と
指
摘
を
受

け
る
こ
と
も
あ
る
。こ
れ
は
マ

グ
ロ
消
費
量
の
多
い
県
が
周
辺

に
多
く
、マ
グ
ロ
好
き
の
地
元

市
場
か
ら
の
旅
行
者
が
中
心
で

あ
る
た
め
で
、北
関
東
の
名
産

を
食
べ
ら
れ
る
と
期
待
し
た
遠

方
か
ら
の
旅
行
者
に
不
思
議
が

ら
れ
る
の
は
仕
方
な
い
。そ
の

た
め
、首
都
圏
だ
け
を
対
象
と

し
た
調
査
な
ら
低
く
な
ら
な
い

か
も
し
れ
な
い
が
、広
く
全
国

の
評
価
に
な
る
と
高
い
平
均
点

は
得
ら
れ
な
い
と
推
察
で
き

る
。そ
の
た
め
、狭
い
近
郊
市
場

に
依
存
し
、地
元
に
合
わ
せ
た

サ
ー
ビ
ス
を
し
て
い
る
限
り
、

地
域
ブ
ラ
ン
ド
は
高
ま
ら
な

い
。地
域
ブ
ラ
ン
ド
を
高
め
る

た
め
に
は
、い
か
に
マ
ー
ケ
ッ

ト
を
広
げ
、サ
ー
ビ
ス
も
変
え

て
い
く
か
と
い
う
仮
説
に
行
き

つ
く
。

　
と
い
う
よ
う
な
こ
と
は
、在

学
中
に
扱
う
数
々
の
仮
説
の
ひ

と
つ
に
す
ぎ
な
い
。大
切
な
点

は
、社
会
に
正
解
は
な
く
、デ
ー

タ
を
扱
い
な
が
ら
仮
説
を
組
み

高崎経済大学3
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高
崎
経
済
大
学
に
つ
い
て

　
高
崎
経
済
大
学
は
、群
馬
県
の
中
核
市
・
高
崎

に
位
置
し
、創
立
64
年
を
迎
え
る
社
会
科
学
系

の
公
立
大
学
で
、4
千
人
の
学
生
が
経
済
学
部
・

地
域
政
策
学
部
の
2
学
部
6
学
科
で
学
ん
で
い

る
。観
光
政
策
学
科
は
、2
0
0
6
年
の
高
崎
市

と
周
辺
5
町
村
と
の
合
併
を
機
に
、今
後
の
地

方
観
光
政
策
を
担
う
人
材
の
育
成
を
目
指
し
て

設
立
さ
れ
た
。

　
観
光
政
策
学
科
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
上
の
特
徴

は
、観
光
を
深
く
学
ぶ
と
い
う
よ
り
は
地
域
を

担
う
人
材
に
求
め
ら
れ
る
諸
学
問
を
幅
広
く
網

羅
的
に
4
年
間
で
学
ぶ
点
で
、経
済
学
、社
会

学
、農
学
、民
俗
学
な
ど
地
方
政
策
に
関
わ
る
科

目
群
が
多
く
な
っ
て
い
る
。ま
た
、2
年
次
か
ら

所
属
す
る
ゼ
ミ
は
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
が
多

く
、常
に
ゼ
ミ
定
員
を
超
え
る
希
望
者
が
い
る

ほ
ど
人
気
が
あ
る
。学
生
の
グ
ロ
ー
バ
ル
な
視

点
を
涵
養
す
る
た
め
、留
学
や
海
外
で
の
活
動

も
推
奨
さ
れ
て
お
り
、フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
で

渡
航
す
る
際
、航
空
券
代
の
半
額
と
現
地
滞
在

費
の
一
部
が
大
学
と
後
援
会
か
ら
補
助
さ
れ
る

と
い
う
恵
ま
れ
た
制
度
も
あ
り
、毎
年
多
く
の

学
生
が
海
外
へ
飛
び
立
っ
て
い
る
。中
に
は
、海

外
で
の
生
活
に
刺
激
を
受
け
、1
〜
2
年
間
休

学
を
し
て
長
期
留
学
や
ワ
ー
キ
ン
グ
ホ
リ
デ
ー

を
目
指
す
学
生
も
毎
年
の
よ
う
に
い
る
。

　
群
馬
県
出
身
者
の
比
率
は
約
25
％
と
低
め

で
、全
国
47
都
道
府
県
出
身
者
が
在
籍
し
、地
方

に
あ
り
な
が
ら
全
国
区
の
大
学
で
も
あ
る
。地

元
国
立
大
学
を
第
一
志
望
と
し
な
が
ら
公
立
大

学
中
・
後
期
日
程
を
受
験
し
て
入
学
す
る
学
生

も
少
な
く
な
い
が
、指
定
校
制
を
取
ら
な
い
自

己
推
薦
式
の
推
薦
入
試
を
導
入
し
て
い
る
こ
と

も
あ
り
、地
域
政
策
学
部
は
入
学
者
の
過
半
数

を
第
一
志
望
の
学
生
が
占
め
て
い
る
。

　
卒
業
生
は
、4
割
ほ
ど
が
東
京
本
社
の
企
業

に
就
職
し
て
い
く
が
、U
・
Ｉ
タ
ー
ン
者
も
多

望
制
だ
が
、ほ
ぼ
全
員
が
希
望
し
、毎
年
隠
岐
に

は
7
〜
8
名
の
学
生
が
飛
び
立
っ
て
い
く
。そ

の
ほ
か
、ゼ
ミ
独
自
に
開
発
し
た
全
国
15
か
所

の
イ
ン
タ
ー
ン
先
が
あ
り
、2
〜
4
年
生
が
自

ら
の
研
究
テ
ー
マ
や
興
味
に
合
わ
せ
て
選
択

し
、そ
れ
ぞ
れ
3
週
間
の
業
務
体
験
を
実
践
す

る
。業
務
の
多
く
は
繁
忙
期
の
旅
館
・
ホ
テ
ル
勤

務
だ
が
、中
に
は
観
光
協
会
や
イ
ベ
ン
ト
企
画

等
も
あ
り
、受
入
れ
地
の
皆
さ
ん
と
の
打
ち
合

わ
せ
で
決
め
て
い
く
。こ
ち
ら
か
ら
お
願
い
し

て
い
る
関
係
上
、ア
ル
バ
イ
ト
と
違
い
、原
則
と

し
て
報
酬
は
な
い
。理
屈
と
し
て
は
、報
酬
を
滞

在
費
や
指
導
費
等
様
々
な
原
価
と
し
て
充
て
て

い
る
。ま
た
、報
酬
を
い
た
だ
く
タ
イ
プ
の
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
で
は
、期
待
さ
れ
た
コ
ン
ピ
テ

ン
シ
ー（
社
会
人
基
礎
力
）を
発
揮
し
に
く
い
た

め
と
い
う
理
由
も
あ
る
。

　
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
と
い
う
と
希
望
す
る
業

界
の
就
業
体
験
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
強
い
。し

か
し
、残
念
な
が
ら
人
事
が
よ
ほ
ど
手
厚
く
も

て
な
さ
な
い
限
り
、現
実
の
リ
ア
ル
な
就
業
体

験
を
し
て
し
ま
う
と
、学
生
は
そ
の
業
界
の
印

象
を
悪
く
し
、逆
に
就
業
先
か
ら
外
し
て
し
ま

う
。そ
の
た
め
、イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
目
的
や

意
義
が
曖
昧
に
な
り
か
け
て
い
る
。

　
そ
の
背
景
に
は
、近
年
、学
生
の
社
会
に
出
る

ま
で
の
社
会
化
プ
ロ
セ
ス
が
不
充
分
で
あ
る
こ

と
が
あ
る
。こ
の
点
を
、文
部
科
学
省
で
は
学
生

の「
生
き
る
力
」の
不
足
、経
済
産
業
省
で
は「
社

会
人
基
礎
力
」の
不
足
と
表
現
し
、学
校
側
も
社

会
側
も
問
題
視
し
て
い
る
。国
際
連
合
国
際
児

童
緊
急
基
金（
ユ
ニ
セ
フ
）の
調
査
に
よ
る
と
、

O
E
C
D
加
盟
37
か
国
中
、15
歳
以
下
の
日
本

の
子
供
た
ち
の
健
康
状
況
は
、フ
ィ
ジ
カ
ル
が

強
み
な
の
か
を
把
握
す
る
。多
く
の
学
生
が
強

み
と
し
て
持
っ
て
い
る
の
が
、気
配
り
を
表
す

「
親
和
力
」や
、協
力
的
に
仕
事
を
進
め
る「
協
働

力
」で
あ
る
。こ
れ
ら
は
、学
校
活
動
や
ア
ル
バ

イ
ト
等
で
培
っ
て
き
た
力
だ
。一
方
、弱
み
と
し

て
は
、問
題
の
所
在
を
明
ら
か
に
し
、必
要
な
情

報
分
析
を
行
う「
課
題
発
見
力
」や
、ポ
ジ
テ
ィ

ブ
な
考
え
方
や
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
維
持
す
る

「
自
信
創
出
力
」等
が
あ
る
。

　
も
し
、何
も
意
識
せ
ず
、意
図
も
せ
ず
に
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
実
施
し
た
場
合
、お
そ
ら
く

学
生
は
、自
分
の
強
み
で
あ
る
親
和
力
や
協
働

力
ば
か
り
を
発
揮
し
、弱
み
の
力
を
発
揮
し
な

く
て
は
な
ら
な
い
よ
う
な
活
動
を
あ
え
て
避
け

る
だ
ろ
う
。そ
の
結
果
、何
の
力
も
得
な
い
ま

ま
、無
給
の
ア
ル
バ
イ
ト
を
や
っ
た
よ
う
に
感

じ
、不
完
全
燃
焼
に
終
わ
る
。

　
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
先
に
は
そ
う
し
た
点
や

参
加
学
生
の
力
の
分
布
を
事
前
に
伝
え
て
お

く
。ま
た
、学
生
は
日
報
ア
プ
リ（
図
4
）を
ス
マ

ホ
に
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
、日
々
の
業
務
報
告
に

加
え
て
、毎
日
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
や
そ
の
日

発
揮
し
た
力
を
選
択
し
て
入
力
し
て
い
く
。

　
多
く
の
場
合
、参
加
し
て
数
日
で
モ
チ
ベ
ー

高
崎
経
済
大
学
地
域
政
策
学
部
観

光
政
策
学
科
・同
大
学
院
地
域
政

策
研
究
科
教
授
。専
門
は
観
光
マ

ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
、宿
泊
業
経
営
。

（
株
）Ｊ
Ｔ
Ｂ
、（
株
）ツ
ー
リ
ズ
ム・

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
研
究
所
、関
西
国

際
大
学
准
教
授
、高
崎
経
済
大
学
准
教
授
を
経
て
現
職
。

人
口
減
少
時
代
の
観
光
地
や
宿
泊
業
経
営
の
あ
り
方
を

研
究
テ
ー
マ
と
し
、宿
泊
業
の
持
つ
非
財
務
指
標
の
可
視

化
や
旅
館
業
法
に
拠
ら
な
い
新
し
い
宿
泊
業
態
の
あ
り
方

等
を
研
究
し
て
い
る
。旅
館
業
界
と
の
パ
イ
プ
も
太
く
、各

地
で
の
自
治
体
や
宿
泊
業
と
共
同
し
て
学
生
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
を
実
践
し
て
い
る
。（
一
社
）観
光
教
育・イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
セ
ン
タ
ー
理
事
も
務
め
る
。著
書
に「
地
域
観
光

事
業
の
ス
ス
メ
方
‐
観
光
立
国
実
現
に
向
け
た
処
方
箋
」。

井
門
隆
夫（
い
か
ど
・
た
か
お
）

観
光
振
興
に
貢
献
す
る

地
方
公
立
大
学
の
取
組
み

シ
ョ
ン
が
下
が
り
始
め
る
。も
う
少
し
社
会
は

楽
だ
と
思
っ
て
い
た
の
だ
ろ
う
。ア
ル
バ
イ
ト

先
は
、人
手
不
足
の
折
に
辞
め
て
も
ら
っ
て
は

困
る
の
で
は
れ
物
に
触
る
よ
う
に
優
し
く
接
し

て
く
れ
て
い
た
こ
と
を
学
生
は
後
か
ら
気
づ
く

こ
と
に
な
る
。着
い
て
早
々
、パ
ー
ト
で
働
く
島

の
お
母
さ
ん
た
ち
の
洗
礼
を
浴
び
、冷
房
の
止

ま
っ
た
旅
館
の
館
内
で
汗
を
垂
ら
し
な
が
ら
リ

ネ
ン
の
交
換
を
し
て
い
く
。水
筒
を
い
つ
も
携

帯
す
る
よ
う
に
と
指
示
を
受
け
た
意
味
を
日
々

実
感
し
、こ
れ
が
観
光
の
現
場
な
ら
働
き
た
く

な
い
と
い
う
思
い
と
と
も
に
、へ
と
へ
と
に
な

り
な
が
ら
初
め
て
の
裏
方
を
経
験
す
る
。ま
ず

は
、人
間
関
係
を
築
く
た
め
に
も
指
示
さ
れ
た

通
り
に
働
き
続
け
る
こ
と
に
よ
り
、弱
み
の
ひ

と
つ
で
あ
る「
行
動
持
続
力
」が
発
揮
さ
れ
る
よ

う
に
な
れ
ば
よ
い
。

　
こ
ち
ら
に
も
日
々
30
人
も
の
日
報
デ
ー
タ
が

オ
ン
ラ
イ
ン
で
届
く
の
で
、管
理
画
面
を
見
な

が
ら
学
生
の
感
想
に
コ
メ
ン
ト
を
返
し
て
い

く
。も
し
体
調
不
良
や
弱
い
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン

が
続
く
学
生
が
い
た
場
合
は
現
地
に
連
絡
を
し

て
、シ
フ
ト
や
業
務
を
変
え
る
な
り
、休
日
を
入

れ
る
な
り
の
対
応
を
し
て
も
ら
う
。こ
の
点
は

ア
ル
バ
イ
ト
で
は
な
い
の
で
、学
生
本
位
に
シ

フ
ト
を
組
ん
で
い
た
だ
く
こ
と
を
お
願
い
し
て

あ
る
。

　
そ
し
て
慣
れ
始
め
る
2
週
間
目
か
ら
、少
し

主
体
的
な
行
動
を
入
れ
る
よ
う
に
す
る
。地
元

の
お
祭
り
へ
の
出
し
物
だ
っ
た
り
、売
店
の
改

装
だ
っ
た
り
、学
生
の
や
り
た
い
こ
と
を
さ
せ

て
み
る
。学
生
は
、指
示
さ
れ
た
こ
と
を
う
ま
く

で
き
る
こ
と
よ
り
も
、多
少
の
失
敗
を
し
て
も

自
分
な
り
に
考
え
た
こ
と
が
う
ま
く
い
っ
た

時
、大
き
な
達
成
感
を
得
る
。そ
の
モ
チ
ベ
ー
シ

ョ
ン
こ
そ
が
、成
長
の
原
動
力
と
な
り
、社
会
に

出
て
も
く
じ
け
な
い
力
と
な
っ
て
い
く
。3
週

間
目
に
な
る
と
、人
間
関
係
が
確
立
し
、島
を
出

る
際
に
は
皆
が
見
送
り
に
来
て
く
れ
、帰
り
た

く
な
い
と
い
う
思
い
と
と
も
に
島
に
別
れ
を
告

げ
る
。い
か
に
、最
後
に
最
高
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ

ン
に
し
て
帰
す
か
が
、地
方
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
の
成
功
の
鍵
と
な
り
、そ
の
経
験
が
観
光
を

学
ぶ
上
で
の
ハ
イ
・
イ
ン
パ
ク
ト
・
プ
ラ
ク
テ
ィ

ス
と
な
っ
て
い
く
。

成
功
す
る

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
と
は

　
ち
な
み
に
、昨
年
度
実
施
し
た
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
の
中
で
、最
も
平
均
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン

が
高
か
っ
た
の
が
、学
生
だ
け
で
1
か
月
間
一

軒
の
旅
館
の
運
営
を
任
せ
た
チ
ー
ム
だ
っ
た
。

事
前
に
1
週
間
旅
館
で
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
し
て
サ

ー
ビ
ス
ス
キ
ル
を
学
び
、1
か
月
間
の
サ
ー
ビ

ス
ス
タ
イ
ル
を
自
分
た
ち
な
り
に
考
え
て
実
践

し
た
。も
ち
ろ
ん
、収
益
目
標
も
共
有
し
、お
客

様
ア
ン
ケ
ー
ト
も
日
々
取
っ
た
。そ
の
結
果
、コ

ロ
ナ
の
影
響
下
で
あ
り
な
が
ら
、キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
の
後
押
し
も
あ
り
、高
め
に
見
積
も
っ
て
い

た
目
標
売
上
を
達
成
し
、営
業
利
益
の
一
部
を

報
酬
と
し
て
得
る
こ
と
が
で
き
た
。も
ち
ろ
ん
、

そ
の
間
に
は
お
客
様
や
社
長
、調
理
場
か
ら
の

お
叱
り
も
受
け
た
が
、他
の
イ
ン
タ
ー
ン
先
に

は
な
い
、学
生
の
弱
み
の
筆
頭
で
あ
る「
統
率

力
」を
も
発
揮
し
合
え
る
結
果
と
な
っ
た
。

　
次
い
で
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
高
か
っ
た
の

は
、地
元
住
民
も
多
い
小
さ
な
温
泉
地
で
、高
齢

住
民
の
方
々
に
旅
館
を
居
酒
屋
代
わ
り
に
し
て

も
ら
お
う
と
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
し
た
チ
ー
ム
だ

っ
た
。こ
の
チ
ー
ム
は
、若
者
が
温
泉
地
に
来
る

こ
と
に
対
し
て
住
民
投
票
で
反
対
を
受
け
、2

週
間
地
元
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
で
待
機
し
て
か
ら
の

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
と
な
っ
た
。い
か
に
、地
元

の
高
齢
者
の
集
ま
り
で
あ
る
自
治
会
を
説
得

し
、集
客
が
途
絶
え
た
旅
館
へ
地
元
の
人
た
ち

の
小
さ
な
消
費
を
生
み
出
そ
う
と
提
案
を
続
け

た
。結
果
と
し
て
、最
後
ま
で
自
治
会
長
の
賛
同

は
得
ら
れ
な
か
っ
た
が
、多
く
の
住
民
の
方
々

が
そ
の
活
動
を
観
察
さ
れ
て
お
り
、自
分
た
ち

だ
け
で
も
盛
り
上
が
ろ
う
と
企
画
し
た
旅
館
の

縁
側
で
の
赤
提
灯
に
、思
い
が
け
ず
多
く
の
お

客
様
に
来
て
い
た
だ
い
た
。こ
の
企
画
は
地
元

で
評
判
を
呼
び
、群
馬
か
ら
来
た
学
生
が
帰
っ

た
後
に
も
、地
元
の
公
立
大
学
に
相
談
し
て
継

続
し
て
実
施
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。こ
の
イ

ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
で
は
、「
課
題
発
見
力
」や「
計

画
立
案
力
」が
発
揮
さ
れ
て
い
た
。

　
中
に
は
、報
酬
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、実
質
は

ア
ル
バ
イ
ト
と
同
じ
環
境
で
行
う
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
も
あ
る
。こ
う
し
た
チ
ー
ム
も
、報
酬
を

い
た
だ
け
る
分
、モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
は
比
較
的

高
め
に
推
移
す
る
の
だ
が
、発
揮
す
る
弱
み
は

「
行
動
持
続
力
」ば
か
り
で
、帰
っ
て
か
ら
の
学

生
の
評
価
は
高
く
な
い
傾
向
が
あ
る
。本
来
は
、

報
酬
を
あ
げ
た
い
と
感
じ
る
の
は
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
先
も
同
じ
で
、最
後
に
こ
っ
そ
り
と
小

遣
い
を
渡
し
て
く
れ
る
方
も
い
る
。し
か
し
、学

生
が
望
ん
で
い
る
の
は
、観
光
の
現
場
を
通
じ

て
培
え
る
自
ら
の
社
会
人
基
礎
力
の
向
上
で
あ

り
、そ
の
達
成
感
こ
そ
が
何
も
の
に
も
代
え
が

た
い
学
生
時
代
の
勲
章
と
な
る
。

地
方
公
立
大
学
の
学
生
た
ち
は
、近
所
の
ア
パ

ー
ト
に
住
む
学
生
が
比
較
的
多
い
こ
と
も
あ

り
、教
室
以
外
で
の
仲
間
で
の
集
ま
り
が
多
い

の
も
隠
れ
た
特
徴
で
あ
ろ
う
。ゼ
ミ
の
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
も
教
室
以
外
で
の
集
ま
り
が
多
く
、海

外
実
習
も
自
分
た
ち
で
企
画
し
た
り
す
る
。そ

う
し
た
環
境
は
、都
市
部
の
大
学
に
は
な
い
人

脈
と
経
験
づ
く
り
に
も
役
立
っ
て
い
る
。

ッ
ト
拡
大
が
必
要
と
考
え
ら
れ
る
点
で
あ
る
。

地
域
ブ
ラ
ン
ド
を
示
す
ラ
ン
キ
ン
グ
で
、北
関

東
3
県
は
い
つ
も
低
め
だ
と
よ
く
揶
揄
さ
れ
る

が
、公
益
財
団
法
人
日
本
交
通
公
社
の
旅
行
者

動
向
の
デ
ー
タ
も
参
考
に
分
析
す
る
と
、地
域

立
て
て
い
く
と
い
う
手
法
を
意
識
す
る
こ
と
で

あ
る
。本
学
入
試
の
小
論
文
で
は
、毎
年
デ
ー
タ

を
読
み
込
む
必
要
が
あ
り
、受
験
生
時
代
か
ら

わ
か
っ
て
も
ら
っ
て
い
れ
ば
う
れ
し
い
。昨
今
、

デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
や
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
を
学

び
た
い
と
い
う
学
生
の
意
識
も
高
ま
っ
て
い

る
。そ
こ
で
、学
生
も
デ
ー
タ
に
は
興
味
は
あ
る

だ
ろ
う
と
思
う
と
ハ
シ
ゴ
を
外
さ
れ
る
。残
念

な
が
ら
、エ
ク
セ
ル
を
触
ら
せ
る
と
指
が
止
ま

り
、意
識
と
行
動
の
差
を
埋
め
て
い
く
こ
と
が
、

大
学
の
学
び
に
な
っ
て
い
く
。本
学
に
は
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
や
デ
ー
タ
を
扱
う
科
目
も
多
く
、

地
域
で
活
躍
す
る
た
め
に
も
デ
ー
タ
か
ら
地
域

の
事
情
を
学
び
始
め
る
。

　
私
の
1
年
次
向
け
の
授
業（
観
光
政
策
を
学

ぶ
）で
最
初
に
扱
う
デ
ー
タ
は
、地
方
自
治
体
の

財
政
力
指
数
で
あ
る
。自
分
の
出
身
地
の
財
政

が
ど
う
な
っ
て
い
る
か
、な
ぜ
赤
字（
黒
字
）な

の
か
。財
政
力
指
数
の
高
い
市
町
村
の
理
由
は

何
か
。そ
う
し
た
疑
問
の
中
か
ら
、事
業
所
や
固

定
資
産
税
等
の
存
在
や
、観
光
の
意
義
を
学
ん

で
い
く
。実
際
に
、観
光
地
の
あ
る
市
町
村
の
財

政
力
指
数
は
高
い
。

　
そ
の
授
業
で
は
、あ
る
地
域
を
紹
介
す
る
。そ

れ
が
、島
根
県
の
隠
岐
郡
。国
境
に
も
接
す
る
離

島
で
、財
政
力
指
数
の
低
い
県
の
中
で
、低
い
町

村
が
集
ま
っ
て
い
る
。す
な
わ
ち
、日
本
で
最
も

財
政
力
指
数
の
低
い
島
々
と
い
え
る
。隠
岐
の

方
々
に
は
申
し
訳
な
い
表
現
だ
が
、こ
う
し
て

毎
夏
、隠
岐
に
興
味
を
持
ち
、隠
岐
へ
と
向
か
う

学
生
が
生
ま
れ
て
く
る
。学
生
に
は
、「
何
を
学

ん
だ
か
」よ
り「
何
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た

か
」を
自
分
に
問
う
4
年
間
に
し
て
ほ
し
い
と

伝
え
て
い
る
が
、観
光
を
学
ぶ
自
分
が
隠
岐
で

何
が
で
き
る
の
か
を
考
え
て
も
ら
う
。

観
光
を
学
ぶ
学
生
に
と
っ
て
、何
が
で
き
る
よ

う
に
な
る
べ
き
か
。現
場
で
の
サ
ー
ビ
ス
ス
キ

ル
も
そ
の
ひ
と
つ
か
も
し
れ
な
い
が
、そ
れ
よ

り
も
大
切
な
こ
と
は
、社
会
人
と
関
わ
り
な
が

ら
、主
体
的
に
行
動
し
、時
に
は
叱
ら
れ
な
が

ら
、社
会
の
仕
組
み
や
観
光
地
の
矛
盾
を
感
じ

取
り
、人
口
減
少
時
代
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の

考
え
方
と
行
動
力
を
身
に
つ
け
る
こ
と
だ
と
思

っ
て
い
る
。

地
方
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の

取
組
み

　
こ
こ
か
ら
は
筆
者
の
ゼ
ミ
の
取
組
み
に
つ
い

て
紹
介
し
て
い
く
。

　
各
学
年
12
名
の
ゼ
ミ
生
は
、大
学
の
出
身
地

構
成
と
ほ
ぼ
同
じ
で
、自
宅
生
が
3
〜
4
名
、下

宿
生
が
8
〜
9
名
と
、大
学
周
辺
に
一
人
暮
ら

し
を
し
て
い
る
学
生
が
多
い
。新
型
コ
ロ
ナ
感

染
症
の
も
と
、ゼ
ミ
は
2
か
月
だ
け
オ
ン
ラ
イ

ン
と
な
っ
た
が
、20
年
6
月
よ
り
対
面
に
戻
り
、

感
染
症
対
策
を
行
い
な
が
ら
教
室
で
の
ゼ
ミ
を

続
け
て
い
る
。こ
の
点
は
、比
較
的
陽
性
者
の
少

な
い
地
方
の
大
学
の
有
難
さ
を
感
じ
て
い
る
。

し
か
し
、毎
年
夏
に
は
海
外
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が

あ
り
、ベ
ト
ナ
ム
や
カ
ン
ボ
ジ
ア
に
出
か
け
て

い
た
が
、2
年
連
続
し
て
海
外
渡
航
は
で
き
ず
、

学
生
は
貴
重
な
機
会
を
失
っ
て
し
ま
っ
た
。た

だ
し
、観
光
政
策
学
科
ら
し
く
、国
内
で
の
実
践

を
続
け
て
い
る
。

　
ゼ
ミ
は
2
年
次
の
秋
か
ら
始
ま
る
が
、井
門

ゼ
ミ
で
は
そ
の
前
の
夏
休
み
に
隠
岐
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
が
あ
る
。イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
は
希

高
崎
経
済
大
学

く
、伝
統
的
に
地
方
公

務
員
と
金
融
関
係
の
比

率
が
高
い
。群
馬
県
に

は
入
学
者
の
比
率
と
ほ

ぼ
同
じ
25
％
程
度
が
就

職
す
る
。特
に
地
元
金

融
機
関
や
J
Ｒ
東
日
本

に
は
本
学
卒
業
生
が
多

く
在
籍
し
て
い
る
。

　
毎
年
3
千
人
も
の
学

生
が
高
崎
に
移
住
し
て

く
る
こ
と
を
考
え
て
も

地
方
公
立
大
学
の
役
割

は
大
き
い
。在
学
中
は
、

第
1
位
で
あ
る
一
方
、メ
ン
タ
ル
は
最
下
位
と

い
う
極
端
な
ラ
ン
キ
ン
グ
に
な
っ
て
い
る
。学

校
で
友
達
を
作
り
に
く
い
と
い
う
子
供
た
ち
が

そ
の
ま
ま
育
ち
、学
生
と
な
り
、自
分
た
ち
を
し

て「
自
己
肯
定
感
の
低
い
メ
ン
ヘ
ラ（
心
に
闇
を

抱
え
て
い
る
人
）」と
評
価
し
て
い
た
り
す
る
。

叱
ら
れ
た
経
験
が
少
な
く
、母
子
の
絆
ば
か
り

が
強
い
傾
向
を
感
じ
る
。

　
こ
う
し
た
若
者
を
生
ん
だ
原
因
の
探
索
は
別

の
機
会
に
譲
る
と
し
て
、公
立
大
学
に
は
、国
公

立
に
入
り
た
い
と
願
っ
て
入
学
し
た
学
生
も
多

く
、家
庭
の
事
情
を
抱
え
る
学
生
も
少
な
く
な

い
。そ
う
し
た
学
生
を
支
え
、強
く
な
り
た
い
と

願
う
彼
ら
の
期
待
に
か
な
う
学
び
の
機
会
を
提

供
す
る
こ
と
も
大
学
の
役
割
で
あ
り
、そ
の
ひ

と
つ
が
地
方
で
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
な
の
で

あ
る
。

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
目
的

　
学
生
は
、イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
参
加
す
る

前
に
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー（
社
会
人
基
礎
力
）テ
ス

ト
を
受
け
る
。そ
の
結
果
、大
き
く
9
つ
の
力
の

ど
れ
が
自
分
に
不
足
し
て
い
る
か
、ど
の
力
が

写真：地域貢献白書 2020高崎経済大学

写真：緑の多い高崎経済大学のキャンパス
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デ
ー
タ
か
ら
始
ま
る

観
光
学
修

　
群
馬
県
を
は
じ
め
と
す
る
北
関
東
の
観
光
の

課
題
の
ひ
と
つ
は
、首
都
圏
と
い
う
大
市
場
が

控
え
て
い
る
た
め
首
都
圏
依
存
型
で
、マ
ー
ケ

ブ
ラ
ン
ド
指
数
は
、マ
ー
ケ
ッ
ト
の
小
さ
な
都

道
府
県
ほ
ど
低
く
な
る
傾
向
が
見
ら
れ
る
。こ

れ
は
、観
光
地
が
、地
元
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
合
わ
せ

て
サ
ー
ビ
ス
を
組
み
立
て
る
傾
向
が
あ
る
た
め

だ
ろ
う
。群
馬
県
の
温
泉
地
で
は
、よ
く
刺
身
に

高
崎
市
や
市
内
企
業
と
の
共
同
研
究
や
P
B
Ｌ

の
機
会
も
あ
り
、大
学
で
は
地
域
貢
献
白
書
と

い
う
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
を
毎
年
発
行
す
る
ほ
ど
、

地
域
と
連
携
し
た
活
動
は
多
い
。

マ
グ
ロ
が
出
る
こ
と
か
ら「
山

で
な
ぜ
マ
グ
ロ
」と
指
摘
を
受

け
る
こ
と
も
あ
る
。こ
れ
は
マ

グ
ロ
消
費
量
の
多
い
県
が
周
辺

に
多
く
、マ
グ
ロ
好
き
の
地
元

市
場
か
ら
の
旅
行
者
が
中
心
で

あ
る
た
め
で
、北
関
東
の
名
産

を
食
べ
ら
れ
る
と
期
待
し
た
遠

方
か
ら
の
旅
行
者
に
不
思
議
が

ら
れ
る
の
は
仕
方
な
い
。そ
の

た
め
、首
都
圏
だ
け
を
対
象
と

し
た
調
査
な
ら
低
く
な
ら
な
い

か
も
し
れ
な
い
が
、広
く
全
国

の
評
価
に
な
る
と
高
い
平
均
点

は
得
ら
れ
な
い
と
推
察
で
き

る
。そ
の
た
め
、狭
い
近
郊
市
場

に
依
存
し
、地
元
に
合
わ
せ
た

サ
ー
ビ
ス
を
し
て
い
る
限
り
、

地
域
ブ
ラ
ン
ド
は
高
ま
ら
な

い
。地
域
ブ
ラ
ン
ド
を
高
め
る

た
め
に
は
、い
か
に
マ
ー
ケ
ッ

ト
を
広
げ
、サ
ー
ビ
ス
も
変
え

て
い
く
か
と
い
う
仮
説
に
行
き

つ
く
。

　
と
い
う
よ
う
な
こ
と
は
、在

学
中
に
扱
う
数
々
の
仮
説
の
ひ

と
つ
に
す
ぎ
な
い
。大
切
な
点

は
、社
会
に
正
解
は
な
く
、デ
ー

タ
を
扱
い
な
が
ら
仮
説
を
組
み

高崎経済大学3
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イ
ン
タ
ー
ン
中
に
発
揮
し
た
力
の
の
べ
数

要素ごとの学生のコンピテンシー（全学生の平均）

高
崎
経
済
大
学
に
つ
い
て

　
高
崎
経
済
大
学
は
、群
馬
県
の
中
核
市
・
高
崎

に
位
置
し
、創
立
64
年
を
迎
え
る
社
会
科
学
系

の
公
立
大
学
で
、4
千
人
の
学
生
が
経
済
学
部
・

地
域
政
策
学
部
の
2
学
部
6
学
科
で
学
ん
で
い

る
。観
光
政
策
学
科
は
、2
0
0
6
年
の
高
崎
市

と
周
辺
5
町
村
と
の
合
併
を
機
に
、今
後
の
地

方
観
光
政
策
を
担
う
人
材
の
育
成
を
目
指
し
て

設
立
さ
れ
た
。

　
観
光
政
策
学
科
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
上
の
特
徴

は
、観
光
を
深
く
学
ぶ
と
い
う
よ
り
は
地
域
を

担
う
人
材
に
求
め
ら
れ
る
諸
学
問
を
幅
広
く
網

羅
的
に
4
年
間
で
学
ぶ
点
で
、経
済
学
、社
会

学
、農
学
、民
俗
学
な
ど
地
方
政
策
に
関
わ
る
科

目
群
が
多
く
な
っ
て
い
る
。ま
た
、2
年
次
か
ら

所
属
す
る
ゼ
ミ
は
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
が
多

く
、常
に
ゼ
ミ
定
員
を
超
え
る
希
望
者
が
い
る

ほ
ど
人
気
が
あ
る
。学
生
の
グ
ロ
ー
バ
ル
な
視

点
を
涵
養
す
る
た
め
、留
学
や
海
外
で
の
活
動

も
推
奨
さ
れ
て
お
り
、フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
で

渡
航
す
る
際
、航
空
券
代
の
半
額
と
現
地
滞
在

費
の
一
部
が
大
学
と
後
援
会
か
ら
補
助
さ
れ
る

と
い
う
恵
ま
れ
た
制
度
も
あ
り
、毎
年
多
く
の

学
生
が
海
外
へ
飛
び
立
っ
て
い
る
。中
に
は
、海

外
で
の
生
活
に
刺
激
を
受
け
、1
〜
2
年
間
休

学
を
し
て
長
期
留
学
や
ワ
ー
キ
ン
グ
ホ
リ
デ
ー

を
目
指
す
学
生
も
毎
年
の
よ
う
に
い
る
。

　
群
馬
県
出
身
者
の
比
率
は
約
25
％
と
低
め

で
、全
国
47
都
道
府
県
出
身
者
が
在
籍
し
、地
方

に
あ
り
な
が
ら
全
国
区
の
大
学
で
も
あ
る
。地

元
国
立
大
学
を
第
一
志
望
と
し
な
が
ら
公
立
大

学
中
・
後
期
日
程
を
受
験
し
て
入
学
す
る
学
生

も
少
な
く
な
い
が
、指
定
校
制
を
取
ら
な
い
自

己
推
薦
式
の
推
薦
入
試
を
導
入
し
て
い
る
こ
と

も
あ
り
、地
域
政
策
学
部
は
入
学
者
の
過
半
数

を
第
一
志
望
の
学
生
が
占
め
て
い
る
。

　
卒
業
生
は
、4
割
ほ
ど
が
東
京
本
社
の
企
業

に
就
職
し
て
い
く
が
、U
・
Ｉ
タ
ー
ン
者
も
多

望
制
だ
が
、ほ
ぼ
全
員
が
希
望
し
、毎
年
隠
岐
に

は
7
〜
8
名
の
学
生
が
飛
び
立
っ
て
い
く
。そ

の
ほ
か
、ゼ
ミ
独
自
に
開
発
し
た
全
国
15
か
所

の
イ
ン
タ
ー
ン
先
が
あ
り
、2
〜
4
年
生
が
自

ら
の
研
究
テ
ー
マ
や
興
味
に
合
わ
せ
て
選
択

し
、そ
れ
ぞ
れ
3
週
間
の
業
務
体
験
を
実
践
す

る
。業
務
の
多
く
は
繁
忙
期
の
旅
館
・
ホ
テ
ル
勤

務
だ
が
、中
に
は
観
光
協
会
や
イ
ベ
ン
ト
企
画

等
も
あ
り
、受
入
れ
地
の
皆
さ
ん
と
の
打
ち
合

わ
せ
で
決
め
て
い
く
。こ
ち
ら
か
ら
お
願
い
し

て
い
る
関
係
上
、ア
ル
バ
イ
ト
と
違
い
、原
則
と

し
て
報
酬
は
な
い
。理
屈
と
し
て
は
、報
酬
を
滞

在
費
や
指
導
費
等
様
々
な
原
価
と
し
て
充
て
て

い
る
。ま
た
、報
酬
を
い
た
だ
く
タ
イ
プ
の
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
で
は
、期
待
さ
れ
た
コ
ン
ピ
テ

ン
シ
ー（
社
会
人
基
礎
力
）を
発
揮
し
に
く
い
た

め
と
い
う
理
由
も
あ
る
。

　
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
と
い
う
と
希
望
す
る
業

界
の
就
業
体
験
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
強
い
。し

か
し
、残
念
な
が
ら
人
事
が
よ
ほ
ど
手
厚
く
も

て
な
さ
な
い
限
り
、現
実
の
リ
ア
ル
な
就
業
体

験
を
し
て
し
ま
う
と
、学
生
は
そ
の
業
界
の
印

象
を
悪
く
し
、逆
に
就
業
先
か
ら
外
し
て
し
ま

う
。そ
の
た
め
、イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
目
的
や

意
義
が
曖
昧
に
な
り
か
け
て
い
る
。

　
そ
の
背
景
に
は
、近
年
、学
生
の
社
会
に
出
る

ま
で
の
社
会
化
プ
ロ
セ
ス
が
不
充
分
で
あ
る
こ

と
が
あ
る
。こ
の
点
を
、文
部
科
学
省
で
は
学
生

の「
生
き
る
力
」の
不
足
、経
済
産
業
省
で
は「
社

会
人
基
礎
力
」の
不
足
と
表
現
し
、学
校
側
も
社

会
側
も
問
題
視
し
て
い
る
。国
際
連
合
国
際
児

童
緊
急
基
金（
ユ
ニ
セ
フ
）の
調
査
に
よ
る
と
、

O
E
C
D
加
盟
37
か
国
中
、15
歳
以
下
の
日
本

の
子
供
た
ち
の
健
康
状
況
は
、フ
ィ
ジ
カ
ル
が

強
み
な
の
か
を
把
握
す
る
。多
く
の
学
生
が
強

み
と
し
て
持
っ
て
い
る
の
が
、気
配
り
を
表
す

「
親
和
力
」や
、協
力
的
に
仕
事
を
進
め
る「
協
働

力
」で
あ
る
。こ
れ
ら
は
、学
校
活
動
や
ア
ル
バ

イ
ト
等
で
培
っ
て
き
た
力
だ
。一
方
、弱
み
と
し

て
は
、問
題
の
所
在
を
明
ら
か
に
し
、必
要
な
情

報
分
析
を
行
う「
課
題
発
見
力
」や
、ポ
ジ
テ
ィ

ブ
な
考
え
方
や
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
維
持
す
る

「
自
信
創
出
力
」等
が
あ
る
。

　
も
し
、何
も
意
識
せ
ず
、意
図
も
せ
ず
に
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
実
施
し
た
場
合
、お
そ
ら
く

学
生
は
、自
分
の
強
み
で
あ
る
親
和
力
や
協
働

力
ば
か
り
を
発
揮
し
、弱
み
の
力
を
発
揮
し
な

く
て
は
な
ら
な
い
よ
う
な
活
動
を
あ
え
て
避
け

る
だ
ろ
う
。そ
の
結
果
、何
の
力
も
得
な
い
ま

ま
、無
給
の
ア
ル
バ
イ
ト
を
や
っ
た
よ
う
に
感

じ
、不
完
全
燃
焼
に
終
わ
る
。

　
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
先
に
は
そ
う
し
た
点
や

参
加
学
生
の
力
の
分
布
を
事
前
に
伝
え
て
お

く
。ま
た
、学
生
は
日
報
ア
プ
リ（
図
4
）を
ス
マ

ホ
に
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
、日
々
の
業
務
報
告
に

加
え
て
、毎
日
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
や
そ
の
日

発
揮
し
た
力
を
選
択
し
て
入
力
し
て
い
く
。

　
多
く
の
場
合
、参
加
し
て
数
日
で
モ
チ
ベ
ー

図 1
学生の
コンピテンシーと
発揮した力の関係

シ
ョ
ン
が
下
が
り
始
め
る
。も
う
少
し
社
会
は

楽
だ
と
思
っ
て
い
た
の
だ
ろ
う
。ア
ル
バ
イ
ト

先
は
、人
手
不
足
の
折
に
辞
め
て
も
ら
っ
て
は

困
る
の
で
は
れ
物
に
触
る
よ
う
に
優
し
く
接
し

て
く
れ
て
い
た
こ
と
を
学
生
は
後
か
ら
気
づ
く

こ
と
に
な
る
。着
い
て
早
々
、パ
ー
ト
で
働
く
島

の
お
母
さ
ん
た
ち
の
洗
礼
を
浴
び
、冷
房
の
止

ま
っ
た
旅
館
の
館
内
で
汗
を
垂
ら
し
な
が
ら
リ

ネ
ン
の
交
換
を
し
て
い
く
。水
筒
を
い
つ
も
携

帯
す
る
よ
う
に
と
指
示
を
受
け
た
意
味
を
日
々

実
感
し
、こ
れ
が
観
光
の
現
場
な
ら
働
き
た
く

な
い
と
い
う
思
い
と
と
も
に
、へ
と
へ
と
に
な

り
な
が
ら
初
め
て
の
裏
方
を
経
験
す
る
。ま
ず

は
、人
間
関
係
を
築
く
た
め
に
も
指
示
さ
れ
た

通
り
に
働
き
続
け
る
こ
と
に
よ
り
、弱
み
の
ひ

と
つ
で
あ
る「
行
動
持
続
力
」が
発
揮
さ
れ
る
よ

う
に
な
れ
ば
よ
い
。

　
こ
ち
ら
に
も
日
々
30
人
も
の
日
報
デ
ー
タ
が

オ
ン
ラ
イ
ン
で
届
く
の
で
、管
理
画
面
を
見
な

が
ら
学
生
の
感
想
に
コ
メ
ン
ト
を
返
し
て
い

く
。も
し
体
調
不
良
や
弱
い
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン

が
続
く
学
生
が
い
た
場
合
は
現
地
に
連
絡
を
し

て
、シ
フ
ト
や
業
務
を
変
え
る
な
り
、休
日
を
入

れ
る
な
り
の
対
応
を
し
て
も
ら
う
。こ
の
点
は

ア
ル
バ
イ
ト
で
は
な
い
の
で
、学
生
本
位
に
シ

フ
ト
を
組
ん
で
い
た
だ
く
こ
と
を
お
願
い
し
て

あ
る
。

　
そ
し
て
慣
れ
始
め
る
2
週
間
目
か
ら
、少
し

主
体
的
な
行
動
を
入
れ
る
よ
う
に
す
る
。地
元

の
お
祭
り
へ
の
出
し
物
だ
っ
た
り
、売
店
の
改

装
だ
っ
た
り
、学
生
の
や
り
た
い
こ
と
を
さ
せ

て
み
る
。学
生
は
、指
示
さ
れ
た
こ
と
を
う
ま
く

で
き
る
こ
と
よ
り
も
、多
少
の
失
敗
を
し
て
も

自
分
な
り
に
考
え
た
こ
と
が
う
ま
く
い
っ
た

時
、大
き
な
達
成
感
を
得
る
。そ
の
モ
チ
ベ
ー
シ

ョ
ン
こ
そ
が
、成
長
の
原
動
力
と
な
り
、社
会
に

出
て
も
く
じ
け
な
い
力
と
な
っ
て
い
く
。3
週

間
目
に
な
る
と
、人
間
関
係
が
確
立
し
、島
を
出

る
際
に
は
皆
が
見
送
り
に
来
て
く
れ
、帰
り
た

く
な
い
と
い
う
思
い
と
と
も
に
島
に
別
れ
を
告

げ
る
。い
か
に
、最
後
に
最
高
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ

ン
に
し
て
帰
す
か
が
、地
方
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
の
成
功
の
鍵
と
な
り
、そ
の
経
験
が
観
光
を

学
ぶ
上
で
の
ハ
イ
・
イ
ン
パ
ク
ト
・
プ
ラ
ク
テ
ィ

ス
と
な
っ
て
い
く
。

成
功
す
る

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
と
は

　
ち
な
み
に
、昨
年
度
実
施
し
た
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
の
中
で
、最
も
平
均
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン

が
高
か
っ
た
の
が
、学
生
だ
け
で
1
か
月
間
一

軒
の
旅
館
の
運
営
を
任
せ
た
チ
ー
ム
だ
っ
た
。

事
前
に
1
週
間
旅
館
で
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
し
て
サ

ー
ビ
ス
ス
キ
ル
を
学
び
、1
か
月
間
の
サ
ー
ビ

ス
ス
タ
イ
ル
を
自
分
た
ち
な
り
に
考
え
て
実
践

し
た
。も
ち
ろ
ん
、収
益
目
標
も
共
有
し
、お
客

様
ア
ン
ケ
ー
ト
も
日
々
取
っ
た
。そ
の
結
果
、コ

ロ
ナ
の
影
響
下
で
あ
り
な
が
ら
、キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
の
後
押
し
も
あ
り
、高
め
に
見
積
も
っ
て
い

た
目
標
売
上
を
達
成
し
、営
業
利
益
の
一
部
を

報
酬
と
し
て
得
る
こ
と
が
で
き
た
。も
ち
ろ
ん
、

そ
の
間
に
は
お
客
様
や
社
長
、調
理
場
か
ら
の

お
叱
り
も
受
け
た
が
、他
の
イ
ン
タ
ー
ン
先
に

は
な
い
、学
生
の
弱
み
の
筆
頭
で
あ
る「
統
率

力
」を
も
発
揮
し
合
え
る
結
果
と
な
っ
た
。

　
次
い
で
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
高
か
っ
た
の

は
、地
元
住
民
も
多
い
小
さ
な
温
泉
地
で
、高
齢

住
民
の
方
々
に
旅
館
を
居
酒
屋
代
わ
り
に
し
て

も
ら
お
う
と
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
し
た
チ
ー
ム
だ

っ
た
。こ
の
チ
ー
ム
は
、若
者
が
温
泉
地
に
来
る

こ
と
に
対
し
て
住
民
投
票
で
反
対
を
受
け
、2

週
間
地
元
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
で
待
機
し
て
か
ら
の

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
と
な
っ
た
。い
か
に
、地
元

の
高
齢
者
の
集
ま
り
で
あ
る
自
治
会
を
説
得

し
、集
客
が
途
絶
え
た
旅
館
へ
地
元
の
人
た
ち

の
小
さ
な
消
費
を
生
み
出
そ
う
と
提
案
を
続
け

た
。結
果
と
し
て
、最
後
ま
で
自
治
会
長
の
賛
同

は
得
ら
れ
な
か
っ
た
が
、多
く
の
住
民
の
方
々

が
そ
の
活
動
を
観
察
さ
れ
て
お
り
、自
分
た
ち

だ
け
で
も
盛
り
上
が
ろ
う
と
企
画
し
た
旅
館
の

縁
側
で
の
赤
提
灯
に
、思
い
が
け
ず
多
く
の
お

客
様
に
来
て
い
た
だ
い
た
。こ
の
企
画
は
地
元

で
評
判
を
呼
び
、群
馬
か
ら
来
た
学
生
が
帰
っ

た
後
に
も
、地
元
の
公
立
大
学
に
相
談
し
て
継

続
し
て
実
施
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。こ
の
イ

ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
で
は
、「
課
題
発
見
力
」や「
計

画
立
案
力
」が
発
揮
さ
れ
て
い
た
。

　
中
に
は
、報
酬
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、実
質
は

ア
ル
バ
イ
ト
と
同
じ
環
境
で
行
う
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
も
あ
る
。こ
う
し
た
チ
ー
ム
も
、報
酬
を

い
た
だ
け
る
分
、モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
は
比
較
的

高
め
に
推
移
す
る
の
だ
が
、発
揮
す
る
弱
み
は

「
行
動
持
続
力
」ば
か
り
で
、帰
っ
て
か
ら
の
学

生
の
評
価
は
高
く
な
い
傾
向
が
あ
る
。本
来
は
、

報
酬
を
あ
げ
た
い
と
感
じ
る
の
は
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
先
も
同
じ
で
、最
後
に
こ
っ
そ
り
と
小

遣
い
を
渡
し
て
く
れ
る
方
も
い
る
。し
か
し
、学

生
が
望
ん
で
い
る
の
は
、観
光
の
現
場
を
通
じ

て
培
え
る
自
ら
の
社
会
人
基
礎
力
の
向
上
で
あ

り
、そ
の
達
成
感
こ
そ
が
何
も
の
に
も
代
え
が

た
い
学
生
時
代
の
勲
章
と
な
る
。

地
方
公
立
大
学
の
学
生
た
ち
は
、近
所
の
ア
パ

ー
ト
に
住
む
学
生
が
比
較
的
多
い
こ
と
も
あ

り
、教
室
以
外
で
の
仲
間
で
の
集
ま
り
が
多
い

の
も
隠
れ
た
特
徴
で
あ
ろ
う
。ゼ
ミ
の
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
も
教
室
以
外
で
の
集
ま
り
が
多
く
、海

外
実
習
も
自
分
た
ち
で
企
画
し
た
り
す
る
。そ

う
し
た
環
境
は
、都
市
部
の
大
学
に
は
な
い
人

脈
と
経
験
づ
く
り
に
も
役
立
っ
て
い
る
。

ッ
ト
拡
大
が
必
要
と
考
え
ら
れ
る
点
で
あ
る
。

地
域
ブ
ラ
ン
ド
を
示
す
ラ
ン
キ
ン
グ
で
、北
関

東
3
県
は
い
つ
も
低
め
だ
と
よ
く
揶
揄
さ
れ
る

が
、公
益
財
団
法
人
日
本
交
通
公
社
の
旅
行
者

動
向
の
デ
ー
タ
も
参
考
に
分
析
す
る
と
、地
域

立
て
て
い
く
と
い
う
手
法
を
意
識
す
る
こ
と
で

あ
る
。本
学
入
試
の
小
論
文
で
は
、毎
年
デ
ー
タ

を
読
み
込
む
必
要
が
あ
り
、受
験
生
時
代
か
ら

わ
か
っ
て
も
ら
っ
て
い
れ
ば
う
れ
し
い
。昨
今
、

デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
や
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
を
学

び
た
い
と
い
う
学
生
の
意
識
も
高
ま
っ
て
い

る
。そ
こ
で
、学
生
も
デ
ー
タ
に
は
興
味
は
あ
る

だ
ろ
う
と
思
う
と
ハ
シ
ゴ
を
外
さ
れ
る
。残
念

な
が
ら
、エ
ク
セ
ル
を
触
ら
せ
る
と
指
が
止
ま

り
、意
識
と
行
動
の
差
を
埋
め
て
い
く
こ
と
が
、

大
学
の
学
び
に
な
っ
て
い
く
。本
学
に
は
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
や
デ
ー
タ
を
扱
う
科
目
も
多
く
、

地
域
で
活
躍
す
る
た
め
に
も
デ
ー
タ
か
ら
地
域

の
事
情
を
学
び
始
め
る
。

　
私
の
1
年
次
向
け
の
授
業（
観
光
政
策
を
学

ぶ
）で
最
初
に
扱
う
デ
ー
タ
は
、地
方
自
治
体
の

財
政
力
指
数
で
あ
る
。自
分
の
出
身
地
の
財
政

が
ど
う
な
っ
て
い
る
か
、な
ぜ
赤
字（
黒
字
）な

の
か
。財
政
力
指
数
の
高
い
市
町
村
の
理
由
は

何
か
。そ
う
し
た
疑
問
の
中
か
ら
、事
業
所
や
固

定
資
産
税
等
の
存
在
や
、観
光
の
意
義
を
学
ん

で
い
く
。実
際
に
、観
光
地
の
あ
る
市
町
村
の
財

政
力
指
数
は
高
い
。

　
そ
の
授
業
で
は
、あ
る
地
域
を
紹
介
す
る
。そ

れ
が
、島
根
県
の
隠
岐
郡
。国
境
に
も
接
す
る
離

島
で
、財
政
力
指
数
の
低
い
県
の
中
で
、低
い
町

村
が
集
ま
っ
て
い
る
。す
な
わ
ち
、日
本
で
最
も

財
政
力
指
数
の
低
い
島
々
と
い
え
る
。隠
岐
の

方
々
に
は
申
し
訳
な
い
表
現
だ
が
、こ
う
し
て

毎
夏
、隠
岐
に
興
味
を
持
ち
、隠
岐
へ
と
向
か
う

学
生
が
生
ま
れ
て
く
る
。学
生
に
は
、「
何
を
学

ん
だ
か
」よ
り「
何
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た

か
」を
自
分
に
問
う
4
年
間
に
し
て
ほ
し
い
と

伝
え
て
い
る
が
、観
光
を
学
ぶ
自
分
が
隠
岐
で

何
が
で
き
る
の
か
を
考
え
て
も
ら
う
。

観
光
を
学
ぶ
学
生
に
と
っ
て
、何
が
で
き
る
よ

う
に
な
る
べ
き
か
。現
場
で
の
サ
ー
ビ
ス
ス
キ

ル
も
そ
の
ひ
と
つ
か
も
し
れ
な
い
が
、そ
れ
よ

り
も
大
切
な
こ
と
は
、社
会
人
と
関
わ
り
な
が

ら
、主
体
的
に
行
動
し
、時
に
は
叱
ら
れ
な
が

ら
、社
会
の
仕
組
み
や
観
光
地
の
矛
盾
を
感
じ

取
り
、人
口
減
少
時
代
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の

考
え
方
と
行
動
力
を
身
に
つ
け
る
こ
と
だ
と
思

っ
て
い
る
。

地
方
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の

取
組
み

　
こ
こ
か
ら
は
筆
者
の
ゼ
ミ
の
取
組
み
に
つ
い

て
紹
介
し
て
い
く
。

　
各
学
年
12
名
の
ゼ
ミ
生
は
、大
学
の
出
身
地

構
成
と
ほ
ぼ
同
じ
で
、自
宅
生
が
3
〜
4
名
、下

宿
生
が
8
〜
9
名
と
、大
学
周
辺
に
一
人
暮
ら

し
を
し
て
い
る
学
生
が
多
い
。新
型
コ
ロ
ナ
感

染
症
の
も
と
、ゼ
ミ
は
2
か
月
だ
け
オ
ン
ラ
イ

ン
と
な
っ
た
が
、20
年
6
月
よ
り
対
面
に
戻
り
、

感
染
症
対
策
を
行
い
な
が
ら
教
室
で
の
ゼ
ミ
を

続
け
て
い
る
。こ
の
点
は
、比
較
的
陽
性
者
の
少

な
い
地
方
の
大
学
の
有
難
さ
を
感
じ
て
い
る
。

し
か
し
、毎
年
夏
に
は
海
外
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が

あ
り
、ベ
ト
ナ
ム
や
カ
ン
ボ
ジ
ア
に
出
か
け
て

い
た
が
、2
年
連
続
し
て
海
外
渡
航
は
で
き
ず
、

学
生
は
貴
重
な
機
会
を
失
っ
て
し
ま
っ
た
。た

だ
し
、観
光
政
策
学
科
ら
し
く
、国
内
で
の
実
践

を
続
け
て
い
る
。

　
ゼ
ミ
は
2
年
次
の
秋
か
ら
始
ま
る
が
、井
門

ゼ
ミ
で
は
そ
の
前
の
夏
休
み
に
隠
岐
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
が
あ
る
。イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
は
希

く
、伝
統
的
に
地
方
公

務
員
と
金
融
関
係
の
比

率
が
高
い
。群
馬
県
に

は
入
学
者
の
比
率
と
ほ

ぼ
同
じ
25
％
程
度
が
就

職
す
る
。特
に
地
元
金

融
機
関
や
J
Ｒ
東
日
本

に
は
本
学
卒
業
生
が
多

く
在
籍
し
て
い
る
。

　
毎
年
3
千
人
も
の
学

生
が
高
崎
に
移
住
し
て

く
る
こ
と
を
考
え
て
も

地
方
公
立
大
学
の
役
割

は
大
き
い
。在
学
中
は
、

第
1
位
で
あ
る
一
方
、メ
ン
タ
ル
は
最
下
位
と

い
う
極
端
な
ラ
ン
キ
ン
グ
に
な
っ
て
い
る
。学

校
で
友
達
を
作
り
に
く
い
と
い
う
子
供
た
ち
が

そ
の
ま
ま
育
ち
、学
生
と
な
り
、自
分
た
ち
を
し

て「
自
己
肯
定
感
の
低
い
メ
ン
ヘ
ラ（
心
に
闇
を

抱
え
て
い
る
人
）」と
評
価
し
て
い
た
り
す
る
。

叱
ら
れ
た
経
験
が
少
な
く
、母
子
の
絆
ば
か
り

が
強
い
傾
向
を
感
じ
る
。

　
こ
う
し
た
若
者
を
生
ん
だ
原
因
の
探
索
は
別

の
機
会
に
譲
る
と
し
て
、公
立
大
学
に
は
、国
公

立
に
入
り
た
い
と
願
っ
て
入
学
し
た
学
生
も
多

く
、家
庭
の
事
情
を
抱
え
る
学
生
も
少
な
く
な

い
。そ
う
し
た
学
生
を
支
え
、強
く
な
り
た
い
と

願
う
彼
ら
の
期
待
に
か
な
う
学
び
の
機
会
を
提

供
す
る
こ
と
も
大
学
の
役
割
で
あ
り
、そ
の
ひ

と
つ
が
地
方
で
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
な
の
で

あ
る
。

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
目
的

　
学
生
は
、イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
参
加
す
る

前
に
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー（
社
会
人
基
礎
力
）テ
ス

ト
を
受
け
る
。そ
の
結
果
、大
き
く
9
つ
の
力
の

ど
れ
が
自
分
に
不
足
し
て
い
る
か
、ど
の
力
が

写真：隠岐の島町でのインターンシップ、空港での別れ

日報アプリの画面

デ
ー
タ
か
ら
始
ま
る

観
光
学
修

　
群
馬
県
を
は
じ
め
と
す
る
北
関
東
の
観
光
の

課
題
の
ひ
と
つ
は
、首
都
圏
と
い
う
大
市
場
が

控
え
て
い
る
た
め
首
都
圏
依
存
型
で
、マ
ー
ケ

ブ
ラ
ン
ド
指
数
は
、マ
ー
ケ
ッ
ト
の
小
さ
な
都

道
府
県
ほ
ど
低
く
な
る
傾
向
が
見
ら
れ
る
。こ

れ
は
、観
光
地
が
、地
元
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
合
わ
せ

て
サ
ー
ビ
ス
を
組
み
立
て
る
傾
向
が
あ
る
た
め

だ
ろ
う
。群
馬
県
の
温
泉
地
で
は
、よ
く
刺
身
に

高
崎
市
や
市
内
企
業
と
の
共
同
研
究
や
P
B
Ｌ

の
機
会
も
あ
り
、大
学
で
は
地
域
貢
献
白
書
と

い
う
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
を
毎
年
発
行
す
る
ほ
ど
、

地
域
と
連
携
し
た
活
動
は
多
い
。

マ
グ
ロ
が
出
る
こ
と
か
ら「
山

で
な
ぜ
マ
グ
ロ
」と
指
摘
を
受

け
る
こ
と
も
あ
る
。こ
れ
は
マ

グ
ロ
消
費
量
の
多
い
県
が
周
辺

に
多
く
、マ
グ
ロ
好
き
の
地
元

市
場
か
ら
の
旅
行
者
が
中
心
で

あ
る
た
め
で
、北
関
東
の
名
産

を
食
べ
ら
れ
る
と
期
待
し
た
遠

方
か
ら
の
旅
行
者
に
不
思
議
が

ら
れ
る
の
は
仕
方
な
い
。そ
の

た
め
、首
都
圏
だ
け
を
対
象
と

し
た
調
査
な
ら
低
く
な
ら
な
い

か
も
し
れ
な
い
が
、広
く
全
国

の
評
価
に
な
る
と
高
い
平
均
点

は
得
ら
れ
な
い
と
推
察
で
き

る
。そ
の
た
め
、狭
い
近
郊
市
場

に
依
存
し
、地
元
に
合
わ
せ
た

サ
ー
ビ
ス
を
し
て
い
る
限
り
、

地
域
ブ
ラ
ン
ド
は
高
ま
ら
な

い
。地
域
ブ
ラ
ン
ド
を
高
め
る

た
め
に
は
、い
か
に
マ
ー
ケ
ッ

ト
を
広
げ
、サ
ー
ビ
ス
も
変
え

て
い
く
か
と
い
う
仮
説
に
行
き

つ
く
。

　
と
い
う
よ
う
な
こ
と
は
、在

学
中
に
扱
う
数
々
の
仮
説
の
ひ

と
つ
に
す
ぎ
な
い
。大
切
な
点

は
、社
会
に
正
解
は
な
く
、デ
ー

タ
を
扱
い
な
が
ら
仮
説
を
組
み

高崎経済大学3

r=0.84
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高
崎
経
済
大
学
に
つ
い
て

　
高
崎
経
済
大
学
は
、群
馬
県
の
中
核
市
・
高
崎

に
位
置
し
、創
立
64
年
を
迎
え
る
社
会
科
学
系

の
公
立
大
学
で
、4
千
人
の
学
生
が
経
済
学
部
・

地
域
政
策
学
部
の
2
学
部
6
学
科
で
学
ん
で
い

る
。観
光
政
策
学
科
は
、2
0
0
6
年
の
高
崎
市

と
周
辺
5
町
村
と
の
合
併
を
機
に
、今
後
の
地

方
観
光
政
策
を
担
う
人
材
の
育
成
を
目
指
し
て

設
立
さ
れ
た
。

　
観
光
政
策
学
科
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
上
の
特
徴

は
、観
光
を
深
く
学
ぶ
と
い
う
よ
り
は
地
域
を

担
う
人
材
に
求
め
ら
れ
る
諸
学
問
を
幅
広
く
網

羅
的
に
4
年
間
で
学
ぶ
点
で
、経
済
学
、社
会

学
、農
学
、民
俗
学
な
ど
地
方
政
策
に
関
わ
る
科

目
群
が
多
く
な
っ
て
い
る
。ま
た
、2
年
次
か
ら

所
属
す
る
ゼ
ミ
は
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
が
多

く
、常
に
ゼ
ミ
定
員
を
超
え
る
希
望
者
が
い
る

ほ
ど
人
気
が
あ
る
。学
生
の
グ
ロ
ー
バ
ル
な
視

点
を
涵
養
す
る
た
め
、留
学
や
海
外
で
の
活
動

も
推
奨
さ
れ
て
お
り
、フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
で

渡
航
す
る
際
、航
空
券
代
の
半
額
と
現
地
滞
在

費
の
一
部
が
大
学
と
後
援
会
か
ら
補
助
さ
れ
る

と
い
う
恵
ま
れ
た
制
度
も
あ
り
、毎
年
多
く
の

学
生
が
海
外
へ
飛
び
立
っ
て
い
る
。中
に
は
、海

外
で
の
生
活
に
刺
激
を
受
け
、1
〜
2
年
間
休

学
を
し
て
長
期
留
学
や
ワ
ー
キ
ン
グ
ホ
リ
デ
ー

を
目
指
す
学
生
も
毎
年
の
よ
う
に
い
る
。

　
群
馬
県
出
身
者
の
比
率
は
約
25
％
と
低
め

で
、全
国
47
都
道
府
県
出
身
者
が
在
籍
し
、地
方

に
あ
り
な
が
ら
全
国
区
の
大
学
で
も
あ
る
。地

元
国
立
大
学
を
第
一
志
望
と
し
な
が
ら
公
立
大

学
中
・
後
期
日
程
を
受
験
し
て
入
学
す
る
学
生

も
少
な
く
な
い
が
、指
定
校
制
を
取
ら
な
い
自

己
推
薦
式
の
推
薦
入
試
を
導
入
し
て
い
る
こ
と

も
あ
り
、地
域
政
策
学
部
は
入
学
者
の
過
半
数

を
第
一
志
望
の
学
生
が
占
め
て
い
る
。

　
卒
業
生
は
、4
割
ほ
ど
が
東
京
本
社
の
企
業

に
就
職
し
て
い
く
が
、U
・
Ｉ
タ
ー
ン
者
も
多

望
制
だ
が
、ほ
ぼ
全
員
が
希
望
し
、毎
年
隠
岐
に

は
7
〜
8
名
の
学
生
が
飛
び
立
っ
て
い
く
。そ

の
ほ
か
、ゼ
ミ
独
自
に
開
発
し
た
全
国
15
か
所

の
イ
ン
タ
ー
ン
先
が
あ
り
、2
〜
4
年
生
が
自

ら
の
研
究
テ
ー
マ
や
興
味
に
合
わ
せ
て
選
択

し
、そ
れ
ぞ
れ
3
週
間
の
業
務
体
験
を
実
践
す

る
。業
務
の
多
く
は
繁
忙
期
の
旅
館
・
ホ
テ
ル
勤

務
だ
が
、中
に
は
観
光
協
会
や
イ
ベ
ン
ト
企
画

等
も
あ
り
、受
入
れ
地
の
皆
さ
ん
と
の
打
ち
合

わ
せ
で
決
め
て
い
く
。こ
ち
ら
か
ら
お
願
い
し

て
い
る
関
係
上
、ア
ル
バ
イ
ト
と
違
い
、原
則
と

し
て
報
酬
は
な
い
。理
屈
と
し
て
は
、報
酬
を
滞

在
費
や
指
導
費
等
様
々
な
原
価
と
し
て
充
て
て

い
る
。ま
た
、報
酬
を
い
た
だ
く
タ
イ
プ
の
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
で
は
、期
待
さ
れ
た
コ
ン
ピ
テ

ン
シ
ー（
社
会
人
基
礎
力
）を
発
揮
し
に
く
い
た

め
と
い
う
理
由
も
あ
る
。

　
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
と
い
う
と
希
望
す
る
業

界
の
就
業
体
験
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
強
い
。し

か
し
、残
念
な
が
ら
人
事
が
よ
ほ
ど
手
厚
く
も

て
な
さ
な
い
限
り
、現
実
の
リ
ア
ル
な
就
業
体

験
を
し
て
し
ま
う
と
、学
生
は
そ
の
業
界
の
印

象
を
悪
く
し
、逆
に
就
業
先
か
ら
外
し
て
し
ま

う
。そ
の
た
め
、イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
目
的
や

意
義
が
曖
昧
に
な
り
か
け
て
い
る
。

　
そ
の
背
景
に
は
、近
年
、学
生
の
社
会
に
出
る

ま
で
の
社
会
化
プ
ロ
セ
ス
が
不
充
分
で
あ
る
こ

と
が
あ
る
。こ
の
点
を
、文
部
科
学
省
で
は
学
生

の「
生
き
る
力
」の
不
足
、経
済
産
業
省
で
は「
社

会
人
基
礎
力
」の
不
足
と
表
現
し
、学
校
側
も
社

会
側
も
問
題
視
し
て
い
る
。国
際
連
合
国
際
児

童
緊
急
基
金（
ユ
ニ
セ
フ
）の
調
査
に
よ
る
と
、

O
E
C
D
加
盟
37
か
国
中
、15
歳
以
下
の
日
本

の
子
供
た
ち
の
健
康
状
況
は
、フ
ィ
ジ
カ
ル
が

強
み
な
の
か
を
把
握
す
る
。多
く
の
学
生
が
強

み
と
し
て
持
っ
て
い
る
の
が
、気
配
り
を
表
す

「
親
和
力
」や
、協
力
的
に
仕
事
を
進
め
る「
協
働

力
」で
あ
る
。こ
れ
ら
は
、学
校
活
動
や
ア
ル
バ

イ
ト
等
で
培
っ
て
き
た
力
だ
。一
方
、弱
み
と
し

て
は
、問
題
の
所
在
を
明
ら
か
に
し
、必
要
な
情

報
分
析
を
行
う「
課
題
発
見
力
」や
、ポ
ジ
テ
ィ

ブ
な
考
え
方
や
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
維
持
す
る

「
自
信
創
出
力
」等
が
あ
る
。

　
も
し
、何
も
意
識
せ
ず
、意
図
も
せ
ず
に
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
実
施
し
た
場
合
、お
そ
ら
く

学
生
は
、自
分
の
強
み
で
あ
る
親
和
力
や
協
働

力
ば
か
り
を
発
揮
し
、弱
み
の
力
を
発
揮
し
な

く
て
は
な
ら
な
い
よ
う
な
活
動
を
あ
え
て
避
け

る
だ
ろ
う
。そ
の
結
果
、何
の
力
も
得
な
い
ま

ま
、無
給
の
ア
ル
バ
イ
ト
を
や
っ
た
よ
う
に
感

じ
、不
完
全
燃
焼
に
終
わ
る
。

　
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
先
に
は
そ
う
し
た
点
や

参
加
学
生
の
力
の
分
布
を
事
前
に
伝
え
て
お

く
。ま
た
、学
生
は
日
報
ア
プ
リ（
図
4
）を
ス
マ

ホ
に
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
、日
々
の
業
務
報
告
に

加
え
て
、毎
日
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
や
そ
の
日

発
揮
し
た
力
を
選
択
し
て
入
力
し
て
い
く
。

　
多
く
の
場
合
、参
加
し
て
数
日
で
モ
チ
ベ
ー

図 1
学生の
コンピテンシーと
発揮した力の関係

シ
ョ
ン
が
下
が
り
始
め
る
。も
う
少
し
社
会
は

楽
だ
と
思
っ
て
い
た
の
だ
ろ
う
。ア
ル
バ
イ
ト

先
は
、人
手
不
足
の
折
に
辞
め
て
も
ら
っ
て
は

困
る
の
で
は
れ
物
に
触
る
よ
う
に
優
し
く
接
し

て
く
れ
て
い
た
こ
と
を
学
生
は
後
か
ら
気
づ
く

こ
と
に
な
る
。着
い
て
早
々
、パ
ー
ト
で
働
く
島

の
お
母
さ
ん
た
ち
の
洗
礼
を
浴
び
、冷
房
の
止

ま
っ
た
旅
館
の
館
内
で
汗
を
垂
ら
し
な
が
ら
リ

ネ
ン
の
交
換
を
し
て
い
く
。水
筒
を
い
つ
も
携

帯
す
る
よ
う
に
と
指
示
を
受
け
た
意
味
を
日
々

実
感
し
、こ
れ
が
観
光
の
現
場
な
ら
働
き
た
く

な
い
と
い
う
思
い
と
と
も
に
、へ
と
へ
と
に
な

り
な
が
ら
初
め
て
の
裏
方
を
経
験
す
る
。ま
ず

は
、人
間
関
係
を
築
く
た
め
に
も
指
示
さ
れ
た

通
り
に
働
き
続
け
る
こ
と
に
よ
り
、弱
み
の
ひ

と
つ
で
あ
る「
行
動
持
続
力
」が
発
揮
さ
れ
る
よ

う
に
な
れ
ば
よ
い
。

　
こ
ち
ら
に
も
日
々
30
人
も
の
日
報
デ
ー
タ
が

オ
ン
ラ
イ
ン
で
届
く
の
で
、管
理
画
面
を
見
な

が
ら
学
生
の
感
想
に
コ
メ
ン
ト
を
返
し
て
い

く
。も
し
体
調
不
良
や
弱
い
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン

が
続
く
学
生
が
い
た
場
合
は
現
地
に
連
絡
を
し

て
、シ
フ
ト
や
業
務
を
変
え
る
な
り
、休
日
を
入

れ
る
な
り
の
対
応
を
し
て
も
ら
う
。こ
の
点
は

ア
ル
バ
イ
ト
で
は
な
い
の
で
、学
生
本
位
に
シ

フ
ト
を
組
ん
で
い
た
だ
く
こ
と
を
お
願
い
し
て

あ
る
。

　
そ
し
て
慣
れ
始
め
る
2
週
間
目
か
ら
、少
し

主
体
的
な
行
動
を
入
れ
る
よ
う
に
す
る
。地
元

の
お
祭
り
へ
の
出
し
物
だ
っ
た
り
、売
店
の
改

装
だ
っ
た
り
、学
生
の
や
り
た
い
こ
と
を
さ
せ

て
み
る
。学
生
は
、指
示
さ
れ
た
こ
と
を
う
ま
く

で
き
る
こ
と
よ
り
も
、多
少
の
失
敗
を
し
て
も

自
分
な
り
に
考
え
た
こ
と
が
う
ま
く
い
っ
た

時
、大
き
な
達
成
感
を
得
る
。そ
の
モ
チ
ベ
ー
シ

ョ
ン
こ
そ
が
、成
長
の
原
動
力
と
な
り
、社
会
に

出
て
も
く
じ
け
な
い
力
と
な
っ
て
い
く
。3
週

間
目
に
な
る
と
、人
間
関
係
が
確
立
し
、島
を
出

る
際
に
は
皆
が
見
送
り
に
来
て
く
れ
、帰
り
た

く
な
い
と
い
う
思
い
と
と
も
に
島
に
別
れ
を
告

げ
る
。い
か
に
、最
後
に
最
高
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ

ン
に
し
て
帰
す
か
が
、地
方
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
の
成
功
の
鍵
と
な
り
、そ
の
経
験
が
観
光
を

学
ぶ
上
で
の
ハ
イ
・
イ
ン
パ
ク
ト
・
プ
ラ
ク
テ
ィ

ス
と
な
っ
て
い
く
。

成
功
す
る

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
と
は

　
ち
な
み
に
、昨
年
度
実
施
し
た
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
の
中
で
、最
も
平
均
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン

が
高
か
っ
た
の
が
、学
生
だ
け
で
1
か
月
間
一

軒
の
旅
館
の
運
営
を
任
せ
た
チ
ー
ム
だ
っ
た
。

事
前
に
1
週
間
旅
館
で
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
し
て
サ

ー
ビ
ス
ス
キ
ル
を
学
び
、1
か
月
間
の
サ
ー
ビ

ス
ス
タ
イ
ル
を
自
分
た
ち
な
り
に
考
え
て
実
践

し
た
。も
ち
ろ
ん
、収
益
目
標
も
共
有
し
、お
客

様
ア
ン
ケ
ー
ト
も
日
々
取
っ
た
。そ
の
結
果
、コ

ロ
ナ
の
影
響
下
で
あ
り
な
が
ら
、キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
の
後
押
し
も
あ
り
、高
め
に
見
積
も
っ
て
い

た
目
標
売
上
を
達
成
し
、営
業
利
益
の
一
部
を

報
酬
と
し
て
得
る
こ
と
が
で
き
た
。も
ち
ろ
ん
、

そ
の
間
に
は
お
客
様
や
社
長
、調
理
場
か
ら
の

お
叱
り
も
受
け
た
が
、他
の
イ
ン
タ
ー
ン
先
に

は
な
い
、学
生
の
弱
み
の
筆
頭
で
あ
る「
統
率

力
」を
も
発
揮
し
合
え
る
結
果
と
な
っ
た
。

　
次
い
で
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
高
か
っ
た
の

は
、地
元
住
民
も
多
い
小
さ
な
温
泉
地
で
、高
齢

住
民
の
方
々
に
旅
館
を
居
酒
屋
代
わ
り
に
し
て

も
ら
お
う
と
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
し
た
チ
ー
ム
だ

っ
た
。こ
の
チ
ー
ム
は
、若
者
が
温
泉
地
に
来
る

こ
と
に
対
し
て
住
民
投
票
で
反
対
を
受
け
、2

週
間
地
元
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
で
待
機
し
て
か
ら
の

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
と
な
っ
た
。い
か
に
、地
元

の
高
齢
者
の
集
ま
り
で
あ
る
自
治
会
を
説
得

し
、集
客
が
途
絶
え
た
旅
館
へ
地
元
の
人
た
ち

の
小
さ
な
消
費
を
生
み
出
そ
う
と
提
案
を
続
け

た
。結
果
と
し
て
、最
後
ま
で
自
治
会
長
の
賛
同

は
得
ら
れ
な
か
っ
た
が
、多
く
の
住
民
の
方
々

が
そ
の
活
動
を
観
察
さ
れ
て
お
り
、自
分
た
ち

だ
け
で
も
盛
り
上
が
ろ
う
と
企
画
し
た
旅
館
の

縁
側
で
の
赤
提
灯
に
、思
い
が
け
ず
多
く
の
お

客
様
に
来
て
い
た
だ
い
た
。こ
の
企
画
は
地
元

で
評
判
を
呼
び
、群
馬
か
ら
来
た
学
生
が
帰
っ

た
後
に
も
、地
元
の
公
立
大
学
に
相
談
し
て
継

続
し
て
実
施
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。こ
の
イ

ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
で
は
、「
課
題
発
見
力
」や「
計

画
立
案
力
」が
発
揮
さ
れ
て
い
た
。

　
中
に
は
、報
酬
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、実
質
は

ア
ル
バ
イ
ト
と
同
じ
環
境
で
行
う
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
も
あ
る
。こ
う
し
た
チ
ー
ム
も
、報
酬
を

い
た
だ
け
る
分
、モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
は
比
較
的

高
め
に
推
移
す
る
の
だ
が
、発
揮
す
る
弱
み
は

「
行
動
持
続
力
」ば
か
り
で
、帰
っ
て
か
ら
の
学

生
の
評
価
は
高
く
な
い
傾
向
が
あ
る
。本
来
は
、

報
酬
を
あ
げ
た
い
と
感
じ
る
の
は
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
先
も
同
じ
で
、最
後
に
こ
っ
そ
り
と
小

遣
い
を
渡
し
て
く
れ
る
方
も
い
る
。し
か
し
、学

生
が
望
ん
で
い
る
の
は
、観
光
の
現
場
を
通
じ

て
培
え
る
自
ら
の
社
会
人
基
礎
力
の
向
上
で
あ

り
、そ
の
達
成
感
こ
そ
が
何
も
の
に
も
代
え
が

た
い
学
生
時
代
の
勲
章
と
な
る
。

地
方
公
立
大
学
の
学
生
た
ち
は
、近
所
の
ア
パ

ー
ト
に
住
む
学
生
が
比
較
的
多
い
こ
と
も
あ

り
、教
室
以
外
で
の
仲
間
で
の
集
ま
り
が
多
い

の
も
隠
れ
た
特
徴
で
あ
ろ
う
。ゼ
ミ
の
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
も
教
室
以
外
で
の
集
ま
り
が
多
く
、海

外
実
習
も
自
分
た
ち
で
企
画
し
た
り
す
る
。そ

う
し
た
環
境
は
、都
市
部
の
大
学
に
は
な
い
人

脈
と
経
験
づ
く
り
に
も
役
立
っ
て
い
る
。

ッ
ト
拡
大
が
必
要
と
考
え
ら
れ
る
点
で
あ
る
。

地
域
ブ
ラ
ン
ド
を
示
す
ラ
ン
キ
ン
グ
で
、北
関

東
3
県
は
い
つ
も
低
め
だ
と
よ
く
揶
揄
さ
れ
る

が
、公
益
財
団
法
人
日
本
交
通
公
社
の
旅
行
者

動
向
の
デ
ー
タ
も
参
考
に
分
析
す
る
と
、地
域

立
て
て
い
く
と
い
う
手
法
を
意
識
す
る
こ
と
で

あ
る
。本
学
入
試
の
小
論
文
で
は
、毎
年
デ
ー
タ

を
読
み
込
む
必
要
が
あ
り
、受
験
生
時
代
か
ら

わ
か
っ
て
も
ら
っ
て
い
れ
ば
う
れ
し
い
。昨
今
、

デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
や
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
を
学

び
た
い
と
い
う
学
生
の
意
識
も
高
ま
っ
て
い

る
。そ
こ
で
、学
生
も
デ
ー
タ
に
は
興
味
は
あ
る

だ
ろ
う
と
思
う
と
ハ
シ
ゴ
を
外
さ
れ
る
。残
念

な
が
ら
、エ
ク
セ
ル
を
触
ら
せ
る
と
指
が
止
ま

り
、意
識
と
行
動
の
差
を
埋
め
て
い
く
こ
と
が
、

大
学
の
学
び
に
な
っ
て
い
く
。本
学
に
は
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
や
デ
ー
タ
を
扱
う
科
目
も
多
く
、

地
域
で
活
躍
す
る
た
め
に
も
デ
ー
タ
か
ら
地
域

の
事
情
を
学
び
始
め
る
。

　
私
の
1
年
次
向
け
の
授
業（
観
光
政
策
を
学

ぶ
）で
最
初
に
扱
う
デ
ー
タ
は
、地
方
自
治
体
の

財
政
力
指
数
で
あ
る
。自
分
の
出
身
地
の
財
政

が
ど
う
な
っ
て
い
る
か
、な
ぜ
赤
字（
黒
字
）な

の
か
。財
政
力
指
数
の
高
い
市
町
村
の
理
由
は

何
か
。そ
う
し
た
疑
問
の
中
か
ら
、事
業
所
や
固

定
資
産
税
等
の
存
在
や
、観
光
の
意
義
を
学
ん

で
い
く
。実
際
に
、観
光
地
の
あ
る
市
町
村
の
財

政
力
指
数
は
高
い
。

　
そ
の
授
業
で
は
、あ
る
地
域
を
紹
介
す
る
。そ

れ
が
、島
根
県
の
隠
岐
郡
。国
境
に
も
接
す
る
離

島
で
、財
政
力
指
数
の
低
い
県
の
中
で
、低
い
町

村
が
集
ま
っ
て
い
る
。す
な
わ
ち
、日
本
で
最
も

財
政
力
指
数
の
低
い
島
々
と
い
え
る
。隠
岐
の

方
々
に
は
申
し
訳
な
い
表
現
だ
が
、こ
う
し
て

毎
夏
、隠
岐
に
興
味
を
持
ち
、隠
岐
へ
と
向
か
う

学
生
が
生
ま
れ
て
く
る
。学
生
に
は
、「
何
を
学

ん
だ
か
」よ
り「
何
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た

か
」を
自
分
に
問
う
4
年
間
に
し
て
ほ
し
い
と

伝
え
て
い
る
が
、観
光
を
学
ぶ
自
分
が
隠
岐
で

何
が
で
き
る
の
か
を
考
え
て
も
ら
う
。

観
光
を
学
ぶ
学
生
に
と
っ
て
、何
が
で
き
る
よ

う
に
な
る
べ
き
か
。現
場
で
の
サ
ー
ビ
ス
ス
キ

ル
も
そ
の
ひ
と
つ
か
も
し
れ
な
い
が
、そ
れ
よ

り
も
大
切
な
こ
と
は
、社
会
人
と
関
わ
り
な
が

ら
、主
体
的
に
行
動
し
、時
に
は
叱
ら
れ
な
が

ら
、社
会
の
仕
組
み
や
観
光
地
の
矛
盾
を
感
じ

取
り
、人
口
減
少
時
代
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の

考
え
方
と
行
動
力
を
身
に
つ
け
る
こ
と
だ
と
思

っ
て
い
る
。

地
方
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の

取
組
み

　
こ
こ
か
ら
は
筆
者
の
ゼ
ミ
の
取
組
み
に
つ
い

て
紹
介
し
て
い
く
。

　
各
学
年
12
名
の
ゼ
ミ
生
は
、大
学
の
出
身
地

構
成
と
ほ
ぼ
同
じ
で
、自
宅
生
が
3
〜
4
名
、下

宿
生
が
8
〜
9
名
と
、大
学
周
辺
に
一
人
暮
ら

し
を
し
て
い
る
学
生
が
多
い
。新
型
コ
ロ
ナ
感

染
症
の
も
と
、ゼ
ミ
は
2
か
月
だ
け
オ
ン
ラ
イ

ン
と
な
っ
た
が
、20
年
6
月
よ
り
対
面
に
戻
り
、

感
染
症
対
策
を
行
い
な
が
ら
教
室
で
の
ゼ
ミ
を

続
け
て
い
る
。こ
の
点
は
、比
較
的
陽
性
者
の
少

な
い
地
方
の
大
学
の
有
難
さ
を
感
じ
て
い
る
。

し
か
し
、毎
年
夏
に
は
海
外
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が

あ
り
、ベ
ト
ナ
ム
や
カ
ン
ボ
ジ
ア
に
出
か
け
て

い
た
が
、2
年
連
続
し
て
海
外
渡
航
は
で
き
ず
、

学
生
は
貴
重
な
機
会
を
失
っ
て
し
ま
っ
た
。た

だ
し
、観
光
政
策
学
科
ら
し
く
、国
内
で
の
実
践

を
続
け
て
い
る
。

　
ゼ
ミ
は
2
年
次
の
秋
か
ら
始
ま
る
が
、井
門

ゼ
ミ
で
は
そ
の
前
の
夏
休
み
に
隠
岐
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
が
あ
る
。イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
は
希

く
、伝
統
的
に
地
方
公

務
員
と
金
融
関
係
の
比

率
が
高
い
。群
馬
県
に

は
入
学
者
の
比
率
と
ほ

ぼ
同
じ
25
％
程
度
が
就

職
す
る
。特
に
地
元
金

融
機
関
や
J
Ｒ
東
日
本

に
は
本
学
卒
業
生
が
多

く
在
籍
し
て
い
る
。

　
毎
年
3
千
人
も
の
学

生
が
高
崎
に
移
住
し
て

く
る
こ
と
を
考
え
て
も

地
方
公
立
大
学
の
役
割

は
大
き
い
。在
学
中
は
、

第
1
位
で
あ
る
一
方
、メ
ン
タ
ル
は
最
下
位
と

い
う
極
端
な
ラ
ン
キ
ン
グ
に
な
っ
て
い
る
。学

校
で
友
達
を
作
り
に
く
い
と
い
う
子
供
た
ち
が

そ
の
ま
ま
育
ち
、学
生
と
な
り
、自
分
た
ち
を
し

て「
自
己
肯
定
感
の
低
い
メ
ン
ヘ
ラ（
心
に
闇
を

抱
え
て
い
る
人
）」と
評
価
し
て
い
た
り
す
る
。

叱
ら
れ
た
経
験
が
少
な
く
、母
子
の
絆
ば
か
り

が
強
い
傾
向
を
感
じ
る
。

　
こ
う
し
た
若
者
を
生
ん
だ
原
因
の
探
索
は
別

の
機
会
に
譲
る
と
し
て
、公
立
大
学
に
は
、国
公

立
に
入
り
た
い
と
願
っ
て
入
学
し
た
学
生
も
多

く
、家
庭
の
事
情
を
抱
え
る
学
生
も
少
な
く
な

い
。そ
う
し
た
学
生
を
支
え
、強
く
な
り
た
い
と

願
う
彼
ら
の
期
待
に
か
な
う
学
び
の
機
会
を
提

供
す
る
こ
と
も
大
学
の
役
割
で
あ
り
、そ
の
ひ

と
つ
が
地
方
で
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
な
の
で

あ
る
。

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
目
的

　
学
生
は
、イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
参
加
す
る

前
に
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー（
社
会
人
基
礎
力
）テ
ス

ト
を
受
け
る
。そ
の
結
果
、大
き
く
9
つ
の
力
の

ど
れ
が
自
分
に
不
足
し
て
い
る
か
、ど
の
力
が

写真：隠岐の島町でのインターンシップ、空港での別れ

日報アプリの画面

デ
ー
タ
か
ら
始
ま
る

観
光
学
修

　
群
馬
県
を
は
じ
め
と
す
る
北
関
東
の
観
光
の

課
題
の
ひ
と
つ
は
、首
都
圏
と
い
う
大
市
場
が

控
え
て
い
る
た
め
首
都
圏
依
存
型
で
、マ
ー
ケ

ブ
ラ
ン
ド
指
数
は
、マ
ー
ケ
ッ
ト
の
小
さ
な
都

道
府
県
ほ
ど
低
く
な
る
傾
向
が
見
ら
れ
る
。こ

れ
は
、観
光
地
が
、地
元
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
合
わ
せ

て
サ
ー
ビ
ス
を
組
み
立
て
る
傾
向
が
あ
る
た
め

だ
ろ
う
。群
馬
県
の
温
泉
地
で
は
、よ
く
刺
身
に

高
崎
市
や
市
内
企
業
と
の
共
同
研
究
や
P
B
Ｌ

の
機
会
も
あ
り
、大
学
で
は
地
域
貢
献
白
書
と

い
う
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
を
毎
年
発
行
す
る
ほ
ど
、

地
域
と
連
携
し
た
活
動
は
多
い
。

マ
グ
ロ
が
出
る
こ
と
か
ら「
山

で
な
ぜ
マ
グ
ロ
」と
指
摘
を
受

け
る
こ
と
も
あ
る
。こ
れ
は
マ

グ
ロ
消
費
量
の
多
い
県
が
周
辺

に
多
く
、マ
グ
ロ
好
き
の
地
元

市
場
か
ら
の
旅
行
者
が
中
心
で

あ
る
た
め
で
、北
関
東
の
名
産

を
食
べ
ら
れ
る
と
期
待
し
た
遠

方
か
ら
の
旅
行
者
に
不
思
議
が

ら
れ
る
の
は
仕
方
な
い
。そ
の

た
め
、首
都
圏
だ
け
を
対
象
と

し
た
調
査
な
ら
低
く
な
ら
な
い

か
も
し
れ
な
い
が
、広
く
全
国

の
評
価
に
な
る
と
高
い
平
均
点

は
得
ら
れ
な
い
と
推
察
で
き

る
。そ
の
た
め
、狭
い
近
郊
市
場

に
依
存
し
、地
元
に
合
わ
せ
た

サ
ー
ビ
ス
を
し
て
い
る
限
り
、

地
域
ブ
ラ
ン
ド
は
高
ま
ら
な

い
。地
域
ブ
ラ
ン
ド
を
高
め
る

た
め
に
は
、い
か
に
マ
ー
ケ
ッ

ト
を
広
げ
、サ
ー
ビ
ス
も
変
え

て
い
く
か
と
い
う
仮
説
に
行
き

つ
く
。

　
と
い
う
よ
う
な
こ
と
は
、在

学
中
に
扱
う
数
々
の
仮
説
の
ひ

と
つ
に
す
ぎ
な
い
。大
切
な
点

は
、社
会
に
正
解
は
な
く
、デ
ー

タ
を
扱
い
な
が
ら
仮
説
を
組
み
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長
野
大
学
は
、信
州
の
学
海
と
呼
ば
れ
る
上

田
市
塩
田
平
に
、人
口
一
万
六
千
人
弱（
設
立
当

時
）の
旧
塩
田
町
が
十
万
坪
の
土
地
と
七
千
万

円
を
出
資
し
、1
9
6
6（
昭
和
41
）年
、学
校
法

人
を
創
設
し
た
こ
と
に
始
ま
る
。地
方
の
小
さ

な
町
が
私
立
大
学
を
誘
致
ま
た
は
創
設
と
い
う

こ
と
は
珍
し
く
、公
設
民
営
大
学
の
先
駆
け
と

し
て
注
目
さ
れ
た
。
塩
田
町
は
そ
の
後

1
9
7
0（
昭
和
45
）年
に
上
田
市
に
編
入
合
併

さ
れ
、現
在
に
至
っ
て
い
る
。

　
上
田
市
は
も
と
も
と
上
信
越
高
原
国
立
公
園

や
美
ヶ
原
等
の
大
自
然
に
恵
ま
れ
る
と
と
も

に
、別
所
温
泉
や
鹿
教
湯
温
泉
、菅
平
高
原
、大

河
ド
ラ
マ『
真
田
丸
』で
も
有
名
と
な
っ
た
上
田

城
跡
等
の
観
光
地
を
抱
え
る
。こ
う
し
た
ロ
ケ

ー
シ
ョ
ン
を
活
か
す
と
と
も
に
、環
境
保
全
や

観
光
振
興
へ
の
社
会
的
要
請
に
応
え
る
た
め
、

2
0
0
7（
平
成
19
）年
に
既
存
学
部
を
改
組

し
、文
理
融
合
の
教
育
・
研
究
組
織
と
し
て
環
境

ツ
ー
リ
ズ
ム
学
部
が
開
設
さ
れ
て
い
る
。

　
開
学
後
五
十
年
あ
ま
り
の
私
立
大
学
に
よ
る

経
営
の
歴
史
を
経
て
、2
0
1
7（
平
成
29
）年

4
月
、上
田
市
が
設
置
す
る
公
立
大
学
法
人
長

野
大
学
と
し
て
新
た
な
ス
タ
ー
ト
を
切
り
、令

和
3
年
3
月
に
は
公
立
化
後
入
学
し
た
学
生
を

初
め
て
社
会
人
と
し
て
送
り
出
す
に
至
っ
て
い

る
。

　
こ
の
よ
う
な
大
学
創
設
の
経
緯
に
基
づ
き
、

建
学
以
来「
地
域
社
会
と
の
密
接
な
結
び
つ
き

に
よ
り
、学
問
理
論
の
生
活
化
を
目
指
す
」こ
と

を
建
学
の
志
と
し
、学
海
と
も
称
さ
れ
た
在
野

知
と
大
学
の
専
門
知
の
連
携
研
究
や
地
域
協
働

型
教
育
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、そ
の
成
果
を

地
域
に
還
元
す
る
こ
と
を
目
標
に
掲
げ
、大
学

運
営
が
行
わ
れ
て
き
た
。こ
れ
に
よ
っ
て
日
経

グ
ロ
ー
カ
ル
に
よ
る「
全
国
の
大
学
地
域
貢
献

す
る
。こ
の
よ
う
な
特
徴
に
基
づ
い
て
提
供
す

る
教
育
概
要
を
以
下
に
紹
介
す
る
。

① 

教
養
教
育

　
全
学
共
通
の
系
統
だ
っ
た
教
養
教
育
の
一
環

と
し
て「
地
域
と
世
界
」系
統
を
ひ
と
つ
に
据

え
、信
州
や
上
田
へ
の
地
に
足
の
着
い
た
ロ
ー

カ
ル
学
習
に
よ
る
地
域
社
会
の
理
解
を
促
す
一

方
、視
座
を
グ
ロ
ー
バ
ル
に
広
げ
、当
該
地
域
や

自
身
を
相
対
化
し
て
い
く
視
点
養
成
に
重
点
を

置
い
た
教
育
を
行
っ
て
い
る
。こ
れ
は
地
域
を

支
え
る
観
光
人
材
に
直
結
す
る
教
育
と
も
位
置

付
け
ら
れ
る
。こ
の
中
で
、地
域
社
会
で
活
躍
で

き
る
よ
う
、「
信
州
学
」「
信
州
上
田
学
」「
信
州
地

域
史
」を
開
設
す
る
な
ど
、地
域
系
科
目
の
充
実

を
図
っ
て
い
る
。

● 

信
州
上
田
学

　
上
田
は「
信
濃
自
由
大
学
発
祥
の
地
」で
あ

り
、こ
の
地
の
人
々
が
自
ら
学
び
地
域
を
築
い

て
き
た
歴
史
と
気
風
が
あ
る
。こ
う
し
た
本
地

域
な
ら
で
は
の
課
題
解
決
型
人
材
育
成
の
た
め

の
初
年
次
教
育
の
ひ
と
つ
と
し
て
開
講
し
て
い

る
。上
田
市
政
に
お
い
て
も「
上
田
の
魅
力
を
知

り
、と
も
に
地
域
を
築
く
体
験
を
通
し
て
若
者

定
着
へ
と
繋
げ
る『
信
州
上
田
学
』の
推
進
」が

位
置
づ
け
ら
れ
、公
立
大
学
と
し
て
そ
れ
を
具

現
化
し
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。地
域
の
魅
力

を
掘
り
起
こ
し
、ロ
ー
カ
ル
ナ
レ
ッ
ジ
を
普
遍

的
視
野
か
ら
再
構
築
、再
評
価
し
、地
域
資
源
を

創
造
す
る
地
域
学
を
目
指
し
て
い
る
。

講
義
の
具
体
的
な
内
容
は
、地
元
企
業
や
行
政
、

地
域
の
講
師
と
の
交
流
を
通
じ
て
、地
域
の
現

実
に
多
角
的
視
点
か
ら
ア
プ
ロ
ー
チ
し
、学
生

の
み
ず
み
ず
し
い
感
性
で
自
ら
課
題
を
捉
え
な

織
、
（
一
社
）
長
野
県
観
光
機
構
等
の
Ｄ
Ｍ

Ｏ
、国
・
県
・
市
町
村
の
観
光
・
交
通
政
策
担
当

者
が
学
生
・
教
員
を
媒
介
と
し
て
水
平
方
向
で

つ
な
が
り
、
対
面
で
活
発
な
意
見
交
換
や
情
報

交
流
を
行
う
場
を
目
の
あ
た
り
に
し
て
き
た
。

公
立
大
学
な
ら
で
は
の
役
割
と
し
て
、
今
後
も

大
事
に
し
て
い
き
た
い
。

③ 

地
域
協
働
型
教
育

　
長
野
県
内
に
は
、ス
キ
ー
人
口
の
低
迷
等
に

よ
り
持
続
性
に
黄
色
信
号
が
灯
っ
た
高
原
リ
ゾ

ー
ト
集
落
や
、長
野
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
時
の
投
資

回
収
が
進
ん
で
い
な
か
っ
た
こ
と
に
加
え
、コ

ロ
ナ
禍
等
が
重
な
っ
て
経
営
が
厳
し
く
な
っ
て

い
る
温
泉
地
も
少
な
く
な
く
、こ
う
し
た
観
光

地
の
テ
コ
入
れ
は
重
要
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

一
方
、中
心
市
街
地
や
中
山
間
地
域
に
お
い
て

い
っ
そ
う
顕
著
に
進
む
過
疎
化
・
高
齢
化
へ
の

対
策
と
し
て
、観
光
ま
ち
づ
く
り
が
課
題
と
な

っ
て
い
る
。こ
う
し
た
地
域
課
題
を「
観
光
ま
ち

づ
く
り
演
習
」や
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
で
共
有
す
る
な

か
で
、科
学
的
・
客
観
的
に
分
析
し
、地
域
組
織

と
協
働
し
て
実
践
的
に
課
題
解
決
に
取
り
組
む

教
育
に
各
教
員
が
取
り
組
ん
で
お
り
、

2
0
2
0（
令
和
2
）年
度
に
お
い
て
も
15
件
程

度
の
実
績
が
あ
る
。

　
こ
こ
か
ら
は
私
が
長
野
大
学
赴
任
1
〜
2
年

目
以
降
、継
続
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
観
光
ま

ち
づ
く
り
教
育
と
、そ
れ
と
重
ね
合
わ
せ
た
一

部
の
研
究
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。

　
観
光
ま
ち
づ
く
り
を〝
事
業
〞面
か
ら
捉
え

る
、す
な
わ
ち
主
要
な
観
光
事
業（
ビ
ジ
ネ
ス
）

と
市
民
ま
ち
づ
く
り
事
業（
タ
ス
ク
）等
の
基
礎

知
識
や
手
法
を
学
ぶ
科
目
で
あ
る
。ま
ず
は
一

般
的
な
教
科
書
的
教
材
を
用
い
た
教
室
で
の
座

学
で
学
び（
第
1
ス
テ
ッ
プ
）、次
の
授
業
で
は

周
辺
の
観
光
事
業
現
場
、ま
ち
づ
く
り
現
場
に

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
し
て
観
光
事
業
や
ま
ち
づ

公
立
大
学
法
人
長
野
大
学
環
境
ツ

ー
リ
ズ
ム
学
部
教
授
。長
野
県
松
本

市
出
身
。東
京
工
業
大
学
大
学
院

修
了
後
、株
式
会
社
ラ
ッ
ク
計
画
研

究
所
入
社
、全
国
各
地
の
観
光
ま
ち

づ
く
り
や
景
観
ま
ち
づ
く
り
の
支

援
業
務
、国
の
関
連
調
査・研
究
に
携
わ
る
。2
0
1
3
年

に
長
野
大
学
着
任
。現
在
、日
本
観
光
研
究
学
会
副
会

長
。技
術
士（
建
設
部
門
）

熊
谷
圭
介（
く
ま
が
い
・
け
い
す
け
）

協
働
型
・
実
践
型
の

観
光
ま
ち
づ
く
り
教
育
・

研
究
・
地
域
貢
献

図 1 地域を支える人材育成モデル

く
り
リ
ー
ダ
ー
か
ら
レ
ク
チ
ャ
ー
を
受
け（
第

2
ス
テ
ッ
プ
）、復
習
と
し
て
事
業
の
特
徴
や
要

点
、課
題
等
を
レ
ポ
ー
ト
に
ま
と
め（
第
3
ス
テ

ッ
プ
）、さ
ら
に
次
の
授
業
に
お
い
て
数
名
の
学

生
に
よ
る
レ
ポ
ー
ト
・
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

を
行
っ
た
後
討
議
や
補
完
的
講
義
を
行
う
手
法

を
と
っ
て
い
る
。具
体
的
に
は
リ
ゾ
ー
ト
開
発
・

運
営
事
業
で
は
あ
れ
ば
菅
平
・
峰
の
原
高
原
開

発
、温
泉
地
ま
ち
づ
く
り
や
宿
泊
事
業
で
あ
れ

ば
鹿
教
湯
温
泉
、歴
史
的
ま
ち
づ
く
り
事
業
で

あ
れ
ば
海
野
宿
等
を
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
の
対

象
と
し
て
い
る
。な
お
正
課
と
し
て
は
2
限
連

続
の
授
業
と
し
て
い
る
が
、フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー

ク
時
は
さ
ら
に
延
長
す
る
可
能
性
が
あ
る
前
提

で
の
履
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
な
る
。

　
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
や
体
験
型
授
業
を
積
極

的
に
導
入
し
な
が
ら
、実
践
力
の
養
成
を
重
視
す

る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
ポ
リ
シ
ー
に
基
づ
い
た
典
型

的
な
科
目
で
あ
り
、こ
れ
に
よ
り
観
光
ま
ち
づ
く

り
の
普
遍
的
な
し
く
み
と
、地
域
に
落
と
し
込
む

際
の
実
践
的
な
ノ
ウ
ハ
ウ
、課
題
の
理
解
が
深
ま

っ
て
い
る
。

　
本
地
域
周
辺
で
実
際
に
進
行
中
の
観
光
ま
ち

づ
く
り
に
関
わ
る
事
業
計
画
策
定
や
着
地
型
旅

行
商
品
造
成
等
を
演
習
テ
ー
マ
と
し
た
科
目
で

あ
る
。観
光
旅
行
形
態
の
変
化
や
ユ
ー
ザ
ー
ニ

ー
ズ
の
変
化
等
の
デ
ー
タ
分
析
、関
係
者
へ
の

ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査
や
現
地
の
資
源
調
査
・
掘
り

起
こ
し
等
を
行
う
と
と
も
に
、半
期
で
前
述
し

た
計
画
や
旅
行
商
品
プ
ラ
ン
を
仕
上
げ
て
い
く

形
態
を
と
っ
て
い
る
。

　
コ
ロ
ナ
禍
の
昨
年
度
も
、緊
急
事
態
宣
言
等

に
よ
っ
て
宿
泊
客
が
減
少
し
た
鹿
教
湯
温
泉
斎

藤
ホ
テ
ル
や
、観
光
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
よ

る
観
光
人
材
を
図
っ
て
い
る
長
野
県
観
光
部
と

の
産
官
学
連
携
に
よ
り
、ホ
テ
ル
の
旅
行
会
社

（
齋
藤
駕
籠
屋
）の
着
地
型
旅
行
商
品
を
学
生
と

事
業
者
が
協
働
考
案
し
、パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
内

容
ま
で
検
討
に
加
え
さ
せ
て
頂
く
演
習
を
行

い
、こ
の
旅
行
商
品
は
実
際
に
催
行
さ
れ
た
。旅

行
商
品
造
成
の
し
く
み
や
行
程
、マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
の
仕
組
み
を
体
験
す
る
と
と
も
に
、旅
行

参
加
者
の
評
価
も
聞
く
こ
と
が
で
き
る
な
ど
、

実
践
的
な
授
業
内
容
と
な
っ
て
い
る
。

　
旅
行
商
品
造
成
だ
け
で
な
く
、別
所
温
泉
の

遊
休
土
地
を
使
っ
た
滞
在
空
間
計
画
策
定
、青

木
村
の
景
観
ま
ち
づ
く
り
プ
ラ
ン
策
定
、大
学

生
観
光
ま
ち
づ
く
り
コ
ン
テ
ス
ト
へ
の
参
加
等

を
演
習
テ
ー
マ
と
し
て
き
た
。

　
上
田
市
や
小
諸
市
の
城
下
町
は
、と
も
に
北

国
街
道
沿
い
の
歴
史
的
町
並
み
が
残
る
一
方
、

現
状
は
そ
の
観
光
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
十
分
活
か

せ
て
い
な
い
。こ
う
し
た
対
象
地
に
お
い
て
、地

域
の
要
請
に
よ
っ
て
、町
並
み
の
現
状
・
特
性
お

よ
び
市
民
意
識
調
査
や
、地
域
組
織
と
協
働
し

た
実
際
の
観
光
ま
ち
づ
く
り
に
、学
生
と
も
ど

も
参
加
さ
せ
て
頂
い
て
い
る
。

　
こ
の
う
ち
上
田
市
柳
町
は
、観
光
事
業
者
等

と
観
光
の
魅
力
向
上
策
を
検
討
す
る
だ
け
で
な

く
、狭
隘
な
街
路
に
大
型
観
光
バ
ス
車
両
が
急

増
し
た
こ
と
に
よ
る
観
光
交
通
問
題
等
を
テ
ー

マ
に
し
て
、学
生
が
観
光
客
、地
域
住
民
を
ま
き

こ
ん
だ
解
決
の
方
向
を
探
っ
て
い
る
。ま
た
、観

光
の
魅
力
増
進
と
観
光
交
通
対
策
の
両
面
を
意

図
し
て
、学
生
が
自
ら
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ

イ
ド
も
行
っ
て
お
り
、こ
れ
ら
を
通
し
て
観
光

ま
ち
づ
く
り
の
楽
し
さ
、奥
深
さ
や
、地
域
住
民

や
行
政
等
の
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
の
合
意
形
成

の
難
し
さ
を
学
ん
で
い
る
。

　
一
方
の
小
諸
城
下
町
で
は
、町
並
み
保
存
に

取
り
組
む
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
と
連
携
し
て
、ま
ず
は

市
民
に
そ
の
町
並
み
の
魅
力
や
価
値
を
知
っ
て

も
ら
う
取
組
の
一
環
と
し
て
、ゼ
ミ
生
が
毎
年
、

子
供
た
ち
向
け
の
イ
ベ
ン
ト
を
提
供
し
て
お

り
、コ
ロ
ナ
禍
の
令
和
2
年
9
月
に
お
い
て
も
、

感
染
予
防
に
十
分
注
意
し
な
が
ら
、幼
少
期
の

ま
ち
づ
く
り
教
育
に
も
つ
な
が
る『
城
下
町
忍

者
ク
イ
ズ
ラ
リ
ー
』を
実
施
し
た
。

組
ん
で
い
る
が
、観
光
県
で
あ
る
長
野
県
に
お

い
て
、観
光
コ
ー
ス
の
教
育
・
研
究
・
地
域
貢
献

が
果
た
す
役
割
は
大
き
い
と
自
負
し
て
い
る
。

① 

地
域
を
支
え
る
人
材
育
成
シ
ス
テ
ム

　
公
立
化
に
よ
り
、本
地
域（
上
田
定
住
自
立
圏

域
や
長
野
県
）を
支
え
る
人
材
に
な
ろ
う
と
す

る
意
識
・
意
欲
の
高
い
学
生
を
受
け
入
れ
、自
立

自
走
で
き
る
地
域
経
営
を
担
う
人
材
と
し
て
し

っ
か
り
と
育
て
て
、地
域
の
優
良
企
業
・
組
織
の

リ
ー
ダ
ー
や
地
域
社
会
の
中
核
的
人
物
と
し
て

送
り
出
す
責
務
が
増
大
し
た
。こ
う
し
た
責
任

を
果
た
す
た
め
、本
学
は
地
域
住
民
及
び
自
治

体
と
手
を
携
え
な
が
ら
、図
―
１
に
示
す
よ
う

な
、学
生
を
地
域
か
ら
受
け
入
れ
送
り
出
す「
地

域
人
材
の
循
環
シ
ス
テ
ム
」と
、こ
の
地
で
様
々

な
領
域
で
発
生
す
る
課
題
を
地
域
住
民
組
織
、

地
域
企
業
、自
治
体
と
協
働
し
な
が
ら
解
決
す

る「
地
域
課
題
の
解
決
シ
ス
テ
ム
」の
両
輪
の
構

築
を
目
指
し
て
い
る
。

　
地
域
の
観
光
産
業
や
観
光
政
策
、ま
ち
づ
く

り
等
を
担
う
学
生
の
育
成
や
、観
光
産
業
・
地
域

づ
く
り
に
関
す
る
地
域
課
題
解
決
に
お
い
て

も
、こ
う
し
た
シ
ス
テ
ム
へ
の
期
待
は
大
き
い
。

特
に
少
子
高
齢
化
が
進
む
地
方
都
市
に
お
い

て
、持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
に
は
、と
り
も
な

お
さ
ず
観
光
や
交
流
が
重
要
要
素
で
あ
る
こ
と

は
間
違
い
な
く
、教
育
・
研
究
・
社
会
貢
献
を
重

ね
合
わ
せ
て
、地
域
協
働
で
地
域
課
題
解
決
に

取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

地
域
に
根
差
し
た
人
材
の
育
成
に
当
た
っ
て

は
、小
中
高
大
連
携
等
に
よ
り
、幼
少
期
か
ら
の

地
域
教
育
や
ま
ち
づ
く
り
教
育
が
重
要
視
さ
れ

て
い
る
。一
方
で
旅
や
風
景
と
い
っ
た
観
光
関

連
の
テ
ー
マ
は
、自
然
環
境
、地
理
・
歴
史
、文

学
、芸
術
等
多
方
面
の
学
問
と
関
連
し
、生
涯
学

習
の
講
座
と
し
て
ニ
ー
ズ
が
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
幼
少
期
〜
シ
ニ
ア
に
至
る
生
涯

学
習
に
お
い
て
、公
立
大
学
、そ
し
て
観
光
・
ま

ち
づ
く
り
分
野
へ
の
期
待
が
高
ま
っ
て
い
る
。

　
学
部
に
お
け
る
観
光
コ
ー
ス
の
教
育
・
研
究

の
特
徴
は
、単
な
る
観
光
現
象
や
観
光
地
理
、産

業
に
つ
い
て
の
学
究
で
は
な
く
、環
境
保
全
・
資

源
保
護
の
視
点
や
、観
光
を
持
続
可
能
な
地
域

づ
く
り
に
活
か
し
て
い
く
観
点
、す
な
わ
ち
観

光
ま
ち
づ
く
り
分
野
に
軸
足
を
お
い
て
い
る
こ

と
で
あ
る
。過
疎
化
・
高
齢
化
が
顕
著
に
進
展
す

る
地
方
都
市
に
お
い
て
移
住
・
交
流
・
関
係
人
口

等
の
概
念
を
包
含
す
る
広
い
意
味
で
の
観
光
ま

ち
づ
く
り
や
、自
立
自
走
で
き
る
地
域
経
営
の

核
の
一
つ
で
あ
る
観
光
産
業
は
、持
続
可
能
な

地
域
社
会
形
成
に
お
い
て
最
重
要
課
題
で
あ
る

こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
く
、こ
う
し
た
職
業
や

役
割
に
自
ら
の
将
来
の
夢
を
重
ね
て
、学
び
の

テ
ー
マ
と
す
る
学
生
が
本
学
部
に
は
多
数
入
学

1
公
立
大
学
法
人

長
野
大
学
の
概
要

2
観
光
振
興
の
地（
知
）の

拠
点
を
目
指
し
て

3
観
光
ま
ち
づ
く
り

人
材
育
成
に
向
け
た

環
境
ツ
ー
リ
ズ
ム
学
部
の

教
育

長
野
大
学

度
ラ
ン
キ
ン
グ
」で
は
、2
0
1
0
〜
2
0
1
5

年
度
に
か
け
て
6
年
連
続
私
立
大
学
部
門
ト
ッ

プ
の
評
価
を
得
て
い
る
。公
立
大
学
法
人
設
立

の
目
的
も
、「
地
域
に
根
ざ
し
た
大
学
と
し
て
教

育
と
研
究
を
推
進
し
、豊
か
な
人
間
性
と
高
い

専
門
性
及
び
国
際
的
な
視
座
を
も
っ
た
実
践
力

の
あ
る
人
材
を
育
成
し
地
域
の
産
業
及
び
社
会

の
発
展
に
貢
献
す
る
知
の
拠
点
を
形
成
す
る
」

こ
と
で
あ
り
、公
立
大
学
と
し
て
こ
れ
ま
で
以

上
に
、市
民
や
地
域
企
業
、地
域
社
会
と
の
連
携

を
意
識
し
た
教
育
、研
究
が
指
向
さ
れ
て
い
る
。

　
観
光
に
関
わ
る
教
育
･
研
究
・
地
域
貢
献
の

中
心
と
な
る
の
が
前
述
し
た
環
境
ツ
ー
リ
ズ
ム

学
部
で
あ
り
、自
然
環
境
と
そ
の
生
態
系
サ
ー

ビ
ス
を
活
か
し
た
観
光
、そ
の
観
光
を
基
軸
と

し
た
地
域
政
策
や
ま
ち
づ
く
り
を
学
究
し
て
い

る
。そ
の
他
、社
会
福
祉
学
部
、企
業
情
報
学
部

と
、大
学
院
総
合
福
祉
学
研
究
科
か
ら
構
成
さ

れ
て
い
る
が
、観
光
情
報
や
地
域
デ
ザ
イ
ン
、ユ

ニ
バ
ー
サ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
等
の
面
で
学
部
の
垣

が
ら
、グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
通
し
て
解
決
策
を

検
討
し
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
す
る
ア
ク
テ
ィ

ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
の
手
法
が
と
ら
れ
て
い
る
。

② 

専
門
教
育

　
前
述
し
た
よ
う
に
観
光
ま
ち
づ
く
り
に
軸
足

を
お
い
た
本
学
の
観
光
コ
ー
ス
の
学
び
は
、地

域
社
会
学
・
行
政
学
関
連
の
科
目
や
、社
会
調
査

関
連
の
科
目
、環
境
政
策
論
や
里
山
再
生
論
等

の
環
境
関
連
科
目
と
と
も
に
組
み
立
て
ら
れ
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
構
成
さ
れ
て
い
る
。観
光
専
門
科

目
と
し
て
は
、観
光
概
論
、観
光
文
化
論
、観
光

政
策
論
、持
続
可
能
な
ツ
ー
リ
ズ
ム
、観
光
交
通

論
、観
光
ま
ち
づ
く
り
事
業
論
、観
光
ま
ち
づ
く

り
計
画
論
、各
種
演
習
等
が
あ
り
、5
名
の
教
員

が
担
っ
て
い
る
。他
大
学
の
観
光（
専
門
）学
科

に
比
較
す
れ
ば
、科
目
数
は
限
定
さ
れ
る
が
、観

光
地
や
ま
ち
づ
く
り
現
場
へ
の
近
さ
を
活
か
し

た
実
践
的
・
体
験
型
の
教
育
を
強
み
と
し
て
打

ち
出
し
て
い
る
。

　
ま
た
観
光
人
材
の
養
成
を
ね
ら
い
と
す
る
長

野
県
観
光
部
の
寄
附
講
座『
先
進
的
な
観
光
地

経
営
を
学
ぶ
』で
は
、観
光
庁
や
観
光
先
進
国
の

観
光
局
の
政
策
担
当
者
、Ｊ
Ｒ
東
日
本
等
の
交

通
事
業
者
、デ
ジ
タ
ル
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
や
Ｄ

Ｍ
Ｏ
等
の
専
門
家
、地
元
長
野
県
の
観
光
産
業
、

観
光
ま
ち
づ
く
り
の
リ
ー
ダ
ー
等
の
実
践
的
な

講
話
を
聴
く
機
会
も
提
供
さ
れ
て
お
り
、こ
れ

ら
は
学
生
だ
け
で
な
く
、上
田
地
域
お
よ
び
県

内
の
観
光
事
業
者
や
観
光
行
政
ス
タ
ッ
フ
も
学

習
す
る
機
会
と
し
て
開
放
さ
れ
て
い
る
。

　
コ
ロ
ナ
禍
の
令
和
2
〜
3
年
度
に
お
い
て

も
、
こ
の
よ
う
な
専
門
講
座
や
専
門
ゼ
ミ
ナ
ー

ル
で
は
、
協
働
し
て
い
る
事
業
者
や
住
民
組

3 ❹

② 

幼
少
期
〜
シ
ニ
ア
に
至
る

　

 

生
涯
学
習
の
拠
点

根
を
超
え
た
、観
光
系
の
研
究
や
地
域
貢
献
活

動
が
指
向
さ
れ
て
い
る
。ま
た
地
域
と
協
働
し

ま
ち
づ
く
り
や
人
材
育
成
に
取
り
組
む
大
学
組

織
と
し
て
、地
域
づ
く
り
総
合
セ
ン
タ
ー
が
あ

る
。

　
公
立
大
学
に
期
待
さ
れ
る
社
会
的
役
割
は
、

文
部
科
学
省
が
2
0
1
3（
平
成
25
）年
度
か
ら

進
め
た「
地（
知
）の
拠
点
大
学
」の
考
え
方
そ
の

も
の
と
い
っ
て
よ
い
。
本
学
に
お
い
て
も

C
O
C
＋
に
参
加
し
て
き
た
が
、も
と
よ
り
地

域
企
業
や
自
治
体
と
協
働
し
て
、学
生
に
と
っ

て
魅
力
あ
る
就
職
先
を
創
出
す
る
と
と
も
に
、

そ
の
地
域
が
求
め
る
人
材
育
成
に
必
要
な
教
育

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
改
革
・
拡
充
を
進
め
て
き
た
。そ

し
て
次
の
①
②
の
観
点
か
ら
地
域
が
求
め
る
人

材
育
成
と
課
題
解
決
の
拠
点
と
な
る
べ
く
取
り

　
30
年
ほ
ど
前
に
始
ま
っ
た
道
の
駅
事
業
は
、

近
年
で
は
多
様
な
観
点
か
ら
地
域
活
性
化
の
拠

点
と
し
て
着
目
さ
れ
る
と
と
も
に
、地
域
の
大

学
生
と
連
携
す
る
等
に
よ
り
、有
効
な
活
用
を

図
る
べ
く
全
国
で
取
組
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

北
佐
久
郡
立
科
町
に
あ
っ
た
農
産
物
直
売
所
と

レ
ス
ト
ラ
ン
で
構
成
さ
れ
る『
農
ん
喜
村
』の
道

の
駅
化
に
あ
た
り
、町
か
ら
大
学
へ
の
委
託
研

究
の
中
で
、隣
接
す
る
ク
ラ
イ
ン
ガ
ル
テ
ン
や

交
流
促
進
セ
ン
タ
ー
を
複
合
化
さ
せ
た
り
、六

次
産
業
拠
点
と
し
て
高
度
化
し
滞
在
拠
点
の
魅

力
増
進
を
図
る
構
想
を
策
定
・
提
案
し
た
。

　
学
生
が
模
型
を
作
成
し
て
、町
に
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
す
る
と
と
も
に
、交
流
セ
ン
タ
ー

敷
地
を
活
用
し
た
オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ
の
社
会
実

験
を
行
う
等
に
よ
り
、そ
の
効
果
を
事
業
者
や

行
政
等
と
検
証
し
た
。そ
の
後
も
売
り
場
の
ポ

ッ
プ
等
の
デ
ザ
イ
ン
化
や
、イ
ベ
ン
ト
に
お
け

る
学
生
企
画
商
品
の
提
供
等
、連
携
を
深
め
て

い
る
。な
お
こ
う
し
た
学
生
の
学
習
に
つ
い
て

は
、国
土
交
通
省
関
東
地
方
整
備
局
が
実
施
し

た『
道
の
駅
学
生
コ
ン
テ
ス
ト
』に
お
い
て
表
彰

さ
れ
る
に
至
っ
て
い
る
。

　
な
お
立
科
町
で
は
、町
内
の
事
業
者
や
商
店

の
課
題
や
悩
み
を
解
決
す
る
た
め
、全
国
か
ら

集
ま
っ
た
学
生
た
ち
に
よ
る
ア
イ
デ
ア
コ
ン
ペ

を
実
施
し
、最
優
秀
の
プ
ラ
ン
を
実
際
に
実
現

す
る『
タ
テ
シ
ナ
ソ
ン
』が
数
年
来
行
わ
れ
て
お

り
、ゼ
ミ
生
が
参
加
す
る
だ
け
で
な
く
、そ
の
準

備
・
運
営
に
携
わ
っ
て
い
る
。

　
立
科
町
出
身
の
学
生
が
、こ
の
よ
う
な
ゼ
ミ

学
習
を
通
し
て
学
生
時
代
か
ら
観
光
ま
ち
づ
く

り
に
取
り
組
む
こ
と
に
よ
り
、地
域
の
魅
力
や

活
性
化
の
必
要
性
を
真
剣
に
考
え
、当
該
町
役

場
等
に
就
職
す
る
と
い
っ
た
、地
域
人
材
の
循

環
も
実
現
し
て
い
る
。

　
長
野
県
企
業
局
に
よ
り
1
9
6
0
〜
70
年
代

を
中
心
に
開
発
さ
れ
た
保
健
休
養
地（
い
ま
で

い
う
高
原
リ
ゾ
ー
ト
・
分
譲
地
）事
業
は
、全
国

で
も
モ
デ
ル
に
さ
れ
た『
菅
平
方
式
』『
和
合
方

式
』『
麻
績
方
式
』と
い
っ
た
ユ
ニ
ー
ク
な
事
業

方
式
を
生
み
出
し
た
こ
と
で
知
ら
れ
て
い
る

が
、開
発
か
ら
半
世
紀
程
が
た
ち
、施
設
の
老
朽

化
や
ペ
ン
シ
ョ
ン
経
営
者
の
高
齢
化
等
に
よ
り

持
続
可
能
性
が
怪
し
く
な
っ
て
き
て
い
る
。そ

の
代
表
開
発
事
例
の
ひ
と
つ
で
あ
る
須
坂
市
峰

の
原
高
原
を
対
象
に
、こ
う
し
た
実
態
と
そ
の

課
題
を
解
明
す
る
た
め
、地
元
観
光
協
会
、長
野

県
お
よ
び
須
坂
市
、長
野
大
学
の
産
学
官
連
携

に
よ
る
調
査
研
究
お
よ
び
学
生
に
よ
る
フ
ィ
ー

グ
ラ
ム
を
担
っ
た
。将
来
に
わ
た
っ
て
地
域
に

定
着
し
て
担
い
手
と
な
る
人
材
や
、観
光
産
業

を
担
う
人
材
を
育
成
し
て
い
く
た
め
に
は
、幼

少
期
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
教
育
や
観
光
教
育
が

不
可
欠
で
あ
り
、観
光
庁
で
も『
観
光
教
育
の
ス

ス
メ
』を
推
進
し
て
い
る
。こ
こ
で
制
作
さ
れ
た

動
画
や
、全
国
各
地
の
先
進
事
例
、そ
し
て
私
が

ゼ
ミ
生
と
と
も
に
地
元
小
学
校
の
総
合
的
な
学

習
の
時
間
を
活
用
し
て
行
っ
た『
た
め
池
探
検

隊
』の
内
容
紹
介
等
を
行
い
な
が
ら
、幼
少
期
か

ら
大
学
ま
で
つ
な
が
っ
て
い
く
べ
き『
観
光
ま

ち
づ
く
り
教
育
』の
あ
り
方
を
普
及
す
る
機
会

と
し
て
い
る
。

　
参
考
ま
で
に
令
和
3
年
度
の
講
習
内
容
を
次

に
示
す
。

ル
ド
ワ
ー
ク
学
習
を
継
続
的

に
実
施
。な
お
、本
研
究
結
果

は
、日
本
観
光
研
究
学
会
に

拙
著
の
研
究
論
文
と
し
て
発

表
し
て
い
る
。

　
こ
の
な
か
で
は
、ペ
ン
シ

ョ
ン
と
い
う
顧
客
定
着
性
が

極
め
て
強
い
事
業
形
態
に
お

い
て
事
業
継
承
を
円
滑
に
し

て
い
く
た
め
、世
襲
だ
け
で

な
く
多
様
な
事
業
継
承
を
模

索
し
て
い
く
べ
き
こ
と
や
、

ペ
ン
シ
ョ
ン
を
知
ら
な
い
層

を
含
め
た
新
規
顧
客
開
拓
が

必
要
と
な
る
こ
と
が
明
ら
か

と
な
り
、ゼ
ミ
生
が
毎
年
、地
元
観
光
協
会
や
事

業
者
と
連
携
し
て
、Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
使
っ
た
情
報
発

信
や
新
し
い
イ
ベ
ン
ト
の
企
画
催
行
、空
き
ペ

ン
シ
ョ
ン
の
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と
活
用
実
験
に

取
り
組
ん
で
い
る
。こ
う
し
た
学
習
・
活
動
を
通

じ
て
、対
象
地
に
愛
着
が
生
ま
れ
た
学
生
が
育

ち
、地
域
組
織
と
信
頼
関
係
が
で
き
た
こ
と
も

あ
っ
て
、在
学
中
か
ら
、地
域
お
こ
し
協
力
隊
と

し
て
任
用
さ
れ
る
学
生
も
出
現
し
て
い
る
。こ

れ
も
ま
た
、前
述
し
た
地
域
人
材
の
循
環
が
機

能
し
た
、顕
著
な
例
と
い
え
る
。

　
な
お
廃
業
し
た
宿
泊
施
設
や
大
型
の
空
き
家

を
大
学
の
研
究
者
や
学
生
と
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

し
、ま
ち
づ
く
り
拠
点
と
し
て
活
用
す
る
動
き

は
目
立
っ
て
増
え
て
き
て
お
り
、別
所
温
泉
旧

『
臨
泉
楼
柏
屋
別
荘
』で
は
、オ
ー
ナ
ー
と
の
協

力
関
係
を
構
築
し
た
う
え
で
コ
ワ
ー
キ
ン
グ
ス

ペ
ー
ス
等
と
し
て
の
活
用
に
実
験
的
に
取
り
組

ん
で
い
る
。

　
な
お
こ
う
し
た
演
習
、ゼ
ミ
学
習
の
一
部
や

成
果
報
告
は
、上
田
市
が
中
心
市
街
地
内
に
開

設
し
本
学
が
運
営
を
受
託
し
て
い
る『
ま
ち
な

か
キ
ャ
ン
パ
ス
上
田
』で
、一
般
市
民
も
巻
き
込

ん
で
実
施
し
て
い
る
。

　
教
員
養
成
課
程
を
持
つ
本
学
は
教
員
免
許
更

新
講
習
を
開
講
し
て
お
り
、
2
0
1
5
〜

2
0
1
9
年
度
に
か
け
て
、『
観
光
ま
ち
づ
く
り

教
育
』を
テ
ー
マ
に
、観
光
系
の
教
員
が
１
プ
ロ

長野大学3
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長
野
大
学
は
、信
州
の
学
海
と
呼
ば
れ
る
上

田
市
塩
田
平
に
、人
口
一
万
六
千
人
弱（
設
立
当

時
）の
旧
塩
田
町
が
十
万
坪
の
土
地
と
七
千
万

円
を
出
資
し
、1
9
6
6（
昭
和
41
）年
、学
校
法

人
を
創
設
し
た
こ
と
に
始
ま
る
。地
方
の
小
さ

な
町
が
私
立
大
学
を
誘
致
ま
た
は
創
設
と
い
う

こ
と
は
珍
し
く
、公
設
民
営
大
学
の
先
駆
け
と

し
て
注
目
さ
れ
た
。
塩
田
町
は
そ
の
後

1
9
7
0（
昭
和
45
）年
に
上
田
市
に
編
入
合
併

さ
れ
、現
在
に
至
っ
て
い
る
。

　
上
田
市
は
も
と
も
と
上
信
越
高
原
国
立
公
園

や
美
ヶ
原
等
の
大
自
然
に
恵
ま
れ
る
と
と
も

に
、別
所
温
泉
や
鹿
教
湯
温
泉
、菅
平
高
原
、大

河
ド
ラ
マ『
真
田
丸
』で
も
有
名
と
な
っ
た
上
田

城
跡
等
の
観
光
地
を
抱
え
る
。こ
う
し
た
ロ
ケ

ー
シ
ョ
ン
を
活
か
す
と
と
も
に
、環
境
保
全
や

観
光
振
興
へ
の
社
会
的
要
請
に
応
え
る
た
め
、

2
0
0
7（
平
成
19
）年
に
既
存
学
部
を
改
組

し
、文
理
融
合
の
教
育
・
研
究
組
織
と
し
て
環
境

ツ
ー
リ
ズ
ム
学
部
が
開
設
さ
れ
て
い
る
。

　
開
学
後
五
十
年
あ
ま
り
の
私
立
大
学
に
よ
る

経
営
の
歴
史
を
経
て
、2
0
1
7（
平
成
29
）年

4
月
、上
田
市
が
設
置
す
る
公
立
大
学
法
人
長

野
大
学
と
し
て
新
た
な
ス
タ
ー
ト
を
切
り
、令

和
3
年
3
月
に
は
公
立
化
後
入
学
し
た
学
生
を

初
め
て
社
会
人
と
し
て
送
り
出
す
に
至
っ
て
い

る
。

　
こ
の
よ
う
な
大
学
創
設
の
経
緯
に
基
づ
き
、

建
学
以
来「
地
域
社
会
と
の
密
接
な
結
び
つ
き

に
よ
り
、学
問
理
論
の
生
活
化
を
目
指
す
」こ
と

を
建
学
の
志
と
し
、学
海
と
も
称
さ
れ
た
在
野

知
と
大
学
の
専
門
知
の
連
携
研
究
や
地
域
協
働

型
教
育
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、そ
の
成
果
を

地
域
に
還
元
す
る
こ
と
を
目
標
に
掲
げ
、大
学

運
営
が
行
わ
れ
て
き
た
。こ
れ
に
よ
っ
て
日
経

グ
ロ
ー
カ
ル
に
よ
る「
全
国
の
大
学
地
域
貢
献

す
る
。こ
の
よ
う
な
特
徴
に
基
づ
い
て
提
供
す

る
教
育
概
要
を
以
下
に
紹
介
す
る
。

① 

教
養
教
育

　
全
学
共
通
の
系
統
だ
っ
た
教
養
教
育
の
一
環

と
し
て「
地
域
と
世
界
」系
統
を
ひ
と
つ
に
据

え
、信
州
や
上
田
へ
の
地
に
足
の
着
い
た
ロ
ー

カ
ル
学
習
に
よ
る
地
域
社
会
の
理
解
を
促
す
一

方
、視
座
を
グ
ロ
ー
バ
ル
に
広
げ
、当
該
地
域
や

自
身
を
相
対
化
し
て
い
く
視
点
養
成
に
重
点
を

置
い
た
教
育
を
行
っ
て
い
る
。こ
れ
は
地
域
を

支
え
る
観
光
人
材
に
直
結
す
る
教
育
と
も
位
置

付
け
ら
れ
る
。こ
の
中
で
、地
域
社
会
で
活
躍
で

き
る
よ
う
、「
信
州
学
」「
信
州
上
田
学
」「
信
州
地

域
史
」を
開
設
す
る
な
ど
、地
域
系
科
目
の
充
実

を
図
っ
て
い
る
。

● 

信
州
上
田
学

　
上
田
は「
信
濃
自
由
大
学
発
祥
の
地
」で
あ

り
、こ
の
地
の
人
々
が
自
ら
学
び
地
域
を
築
い

て
き
た
歴
史
と
気
風
が
あ
る
。こ
う
し
た
本
地

域
な
ら
で
は
の
課
題
解
決
型
人
材
育
成
の
た
め

の
初
年
次
教
育
の
ひ
と
つ
と
し
て
開
講
し
て
い

る
。上
田
市
政
に
お
い
て
も「
上
田
の
魅
力
を
知

り
、と
も
に
地
域
を
築
く
体
験
を
通
し
て
若
者

定
着
へ
と
繋
げ
る『
信
州
上
田
学
』の
推
進
」が

位
置
づ
け
ら
れ
、公
立
大
学
と
し
て
そ
れ
を
具

現
化
し
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。地
域
の
魅
力

を
掘
り
起
こ
し
、ロ
ー
カ
ル
ナ
レ
ッ
ジ
を
普
遍

的
視
野
か
ら
再
構
築
、再
評
価
し
、地
域
資
源
を

創
造
す
る
地
域
学
を
目
指
し
て
い
る
。

講
義
の
具
体
的
な
内
容
は
、地
元
企
業
や
行
政
、

地
域
の
講
師
と
の
交
流
を
通
じ
て
、地
域
の
現

実
に
多
角
的
視
点
か
ら
ア
プ
ロ
ー
チ
し
、学
生

の
み
ず
み
ず
し
い
感
性
で
自
ら
課
題
を
捉
え
な

織
、
（
一
社
）
長
野
県
観
光
機
構
等
の
Ｄ
Ｍ

Ｏ
、国
・
県
・
市
町
村
の
観
光
・
交
通
政
策
担
当

者
が
学
生
・
教
員
を
媒
介
と
し
て
水
平
方
向
で

つ
な
が
り
、
対
面
で
活
発
な
意
見
交
換
や
情
報

交
流
を
行
う
場
を
目
の
あ
た
り
に
し
て
き
た
。

公
立
大
学
な
ら
で
は
の
役
割
と
し
て
、
今
後
も

大
事
に
し
て
い
き
た
い
。

③ 

地
域
協
働
型
教
育

　
長
野
県
内
に
は
、ス
キ
ー
人
口
の
低
迷
等
に

よ
り
持
続
性
に
黄
色
信
号
が
灯
っ
た
高
原
リ
ゾ

ー
ト
集
落
や
、長
野
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
時
の
投
資

回
収
が
進
ん
で
い
な
か
っ
た
こ
と
に
加
え
、コ

ロ
ナ
禍
等
が
重
な
っ
て
経
営
が
厳
し
く
な
っ
て

い
る
温
泉
地
も
少
な
く
な
く
、こ
う
し
た
観
光

地
の
テ
コ
入
れ
は
重
要
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

一
方
、中
心
市
街
地
や
中
山
間
地
域
に
お
い
て

い
っ
そ
う
顕
著
に
進
む
過
疎
化
・
高
齢
化
へ
の

対
策
と
し
て
、観
光
ま
ち
づ
く
り
が
課
題
と
な

っ
て
い
る
。こ
う
し
た
地
域
課
題
を「
観
光
ま
ち

づ
く
り
演
習
」や
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
で
共
有
す
る
な

か
で
、科
学
的
・
客
観
的
に
分
析
し
、地
域
組
織

と
協
働
し
て
実
践
的
に
課
題
解
決
に
取
り
組
む

教
育
に
各
教
員
が
取
り
組
ん
で
お
り
、

2
0
2
0（
令
和
2
）年
度
に
お
い
て
も
15
件
程

度
の
実
績
が
あ
る
。

　
こ
こ
か
ら
は
私
が
長
野
大
学
赴
任
1
〜
2
年

目
以
降
、継
続
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
観
光
ま

ち
づ
く
り
教
育
と
、そ
れ
と
重
ね
合
わ
せ
た
一

部
の
研
究
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。

　
観
光
ま
ち
づ
く
り
を〝
事
業
〞面
か
ら
捉
え

る
、す
な
わ
ち
主
要
な
観
光
事
業（
ビ
ジ
ネ
ス
）

と
市
民
ま
ち
づ
く
り
事
業（
タ
ス
ク
）等
の
基
礎

知
識
や
手
法
を
学
ぶ
科
目
で
あ
る
。ま
ず
は
一

般
的
な
教
科
書
的
教
材
を
用
い
た
教
室
で
の
座

学
で
学
び（
第
1
ス
テ
ッ
プ
）、次
の
授
業
で
は

周
辺
の
観
光
事
業
現
場
、ま
ち
づ
く
り
現
場
に

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
し
て
観
光
事
業
や
ま
ち
づ

公
立
大
学
法
人
長
野
大
学
環
境
ツ

ー
リ
ズ
ム
学
部
教
授
。長
野
県
松
本

市
出
身
。東
京
工
業
大
学
大
学
院

修
了
後
、株
式
会
社
ラ
ッ
ク
計
画
研

究
所
入
社
、全
国
各
地
の
観
光
ま
ち

づ
く
り
や
景
観
ま
ち
づ
く
り
の
支

援
業
務
、国
の
関
連
調
査・研
究
に
携
わ
る
。2
0
1
3
年

に
長
野
大
学
着
任
。現
在
、日
本
観
光
研
究
学
会
副
会

長
。技
術
士（
建
設
部
門
）

熊
谷
圭
介（
く
ま
が
い
・
け
い
す
け
）

協
働
型
・
実
践
型
の

観
光
ま
ち
づ
く
り
教
育
・

研
究
・
地
域
貢
献

図 1 地域を支える人材育成モデル

く
り
リ
ー
ダ
ー
か
ら
レ
ク
チ
ャ
ー
を
受
け（
第

2
ス
テ
ッ
プ
）、復
習
と
し
て
事
業
の
特
徴
や
要

点
、課
題
等
を
レ
ポ
ー
ト
に
ま
と
め（
第
3
ス
テ

ッ
プ
）、さ
ら
に
次
の
授
業
に
お
い
て
数
名
の
学

生
に
よ
る
レ
ポ
ー
ト
・
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

を
行
っ
た
後
討
議
や
補
完
的
講
義
を
行
う
手
法

を
と
っ
て
い
る
。具
体
的
に
は
リ
ゾ
ー
ト
開
発
・

運
営
事
業
で
は
あ
れ
ば
菅
平
・
峰
の
原
高
原
開

発
、温
泉
地
ま
ち
づ
く
り
や
宿
泊
事
業
で
あ
れ

ば
鹿
教
湯
温
泉
、歴
史
的
ま
ち
づ
く
り
事
業
で

あ
れ
ば
海
野
宿
等
を
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
の
対

象
と
し
て
い
る
。な
お
正
課
と
し
て
は
2
限
連

続
の
授
業
と
し
て
い
る
が
、フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー

ク
時
は
さ
ら
に
延
長
す
る
可
能
性
が
あ
る
前
提

で
の
履
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
な
る
。

　
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
や
体
験
型
授
業
を
積
極

的
に
導
入
し
な
が
ら
、実
践
力
の
養
成
を
重
視
す

る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
ポ
リ
シ
ー
に
基
づ
い
た
典
型

的
な
科
目
で
あ
り
、こ
れ
に
よ
り
観
光
ま
ち
づ
く

り
の
普
遍
的
な
し
く
み
と
、地
域
に
落
と
し
込
む

際
の
実
践
的
な
ノ
ウ
ハ
ウ
、課
題
の
理
解
が
深
ま

っ
て
い
る
。

　
本
地
域
周
辺
で
実
際
に
進
行
中
の
観
光
ま
ち

づ
く
り
に
関
わ
る
事
業
計
画
策
定
や
着
地
型
旅

行
商
品
造
成
等
を
演
習
テ
ー
マ
と
し
た
科
目
で

あ
る
。観
光
旅
行
形
態
の
変
化
や
ユ
ー
ザ
ー
ニ

ー
ズ
の
変
化
等
の
デ
ー
タ
分
析
、関
係
者
へ
の

ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査
や
現
地
の
資
源
調
査
・
掘
り

起
こ
し
等
を
行
う
と
と
も
に
、半
期
で
前
述
し

た
計
画
や
旅
行
商
品
プ
ラ
ン
を
仕
上
げ
て
い
く

形
態
を
と
っ
て
い
る
。

　
コ
ロ
ナ
禍
の
昨
年
度
も
、緊
急
事
態
宣
言
等

に
よ
っ
て
宿
泊
客
が
減
少
し
た
鹿
教
湯
温
泉
斎

藤
ホ
テ
ル
や
、観
光
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
よ

る
観
光
人
材
を
図
っ
て
い
る
長
野
県
観
光
部
と

の
産
官
学
連
携
に
よ
り
、ホ
テ
ル
の
旅
行
会
社

（
齋
藤
駕
籠
屋
）の
着
地
型
旅
行
商
品
を
学
生
と

事
業
者
が
協
働
考
案
し
、パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
内

容
ま
で
検
討
に
加
え
さ
せ
て
頂
く
演
習
を
行

い
、こ
の
旅
行
商
品
は
実
際
に
催
行
さ
れ
た
。旅

行
商
品
造
成
の
し
く
み
や
行
程
、マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
の
仕
組
み
を
体
験
す
る
と
と
も
に
、旅
行

参
加
者
の
評
価
も
聞
く
こ
と
が
で
き
る
な
ど
、

実
践
的
な
授
業
内
容
と
な
っ
て
い
る
。

　
旅
行
商
品
造
成
だ
け
で
な
く
、別
所
温
泉
の

遊
休
土
地
を
使
っ
た
滞
在
空
間
計
画
策
定
、青

木
村
の
景
観
ま
ち
づ
く
り
プ
ラ
ン
策
定
、大
学

生
観
光
ま
ち
づ
く
り
コ
ン
テ
ス
ト
へ
の
参
加
等

を
演
習
テ
ー
マ
と
し
て
き
た
。

　
上
田
市
や
小
諸
市
の
城
下
町
は
、と
も
に
北

国
街
道
沿
い
の
歴
史
的
町
並
み
が
残
る
一
方
、

現
状
は
そ
の
観
光
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
十
分
活
か

せ
て
い
な
い
。こ
う
し
た
対
象
地
に
お
い
て
、地

域
の
要
請
に
よ
っ
て
、町
並
み
の
現
状
・
特
性
お

よ
び
市
民
意
識
調
査
や
、地
域
組
織
と
協
働
し

た
実
際
の
観
光
ま
ち
づ
く
り
に
、学
生
と
も
ど

も
参
加
さ
せ
て
頂
い
て
い
る
。

　
こ
の
う
ち
上
田
市
柳
町
は
、観
光
事
業
者
等

と
観
光
の
魅
力
向
上
策
を
検
討
す
る
だ
け
で
な

く
、狭
隘
な
街
路
に
大
型
観
光
バ
ス
車
両
が
急

増
し
た
こ
と
に
よ
る
観
光
交
通
問
題
等
を
テ
ー

マ
に
し
て
、学
生
が
観
光
客
、地
域
住
民
を
ま
き

こ
ん
だ
解
決
の
方
向
を
探
っ
て
い
る
。ま
た
、観

光
の
魅
力
増
進
と
観
光
交
通
対
策
の
両
面
を
意

図
し
て
、学
生
が
自
ら
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ

イ
ド
も
行
っ
て
お
り
、こ
れ
ら
を
通
し
て
観
光

ま
ち
づ
く
り
の
楽
し
さ
、奥
深
さ
や
、地
域
住
民

や
行
政
等
の
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
の
合
意
形
成

の
難
し
さ
を
学
ん
で
い
る
。

　
一
方
の
小
諸
城
下
町
で
は
、町
並
み
保
存
に

取
り
組
む
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
と
連
携
し
て
、ま
ず
は

市
民
に
そ
の
町
並
み
の
魅
力
や
価
値
を
知
っ
て

も
ら
う
取
組
の
一
環
と
し
て
、ゼ
ミ
生
が
毎
年
、

子
供
た
ち
向
け
の
イ
ベ
ン
ト
を
提
供
し
て
お

り
、コ
ロ
ナ
禍
の
令
和
2
年
9
月
に
お
い
て
も
、

感
染
予
防
に
十
分
注
意
し
な
が
ら
、幼
少
期
の

ま
ち
づ
く
り
教
育
に
も
つ
な
が
る『
城
下
町
忍

者
ク
イ
ズ
ラ
リ
ー
』を
実
施
し
た
。

組
ん
で
い
る
が
、観
光
県
で
あ
る
長
野
県
に
お

い
て
、観
光
コ
ー
ス
の
教
育
・
研
究
・
地
域
貢
献

が
果
た
す
役
割
は
大
き
い
と
自
負
し
て
い
る
。

① 

地
域
を
支
え
る
人
材
育
成
シ
ス
テ
ム

　
公
立
化
に
よ
り
、本
地
域（
上
田
定
住
自
立
圏

域
や
長
野
県
）を
支
え
る
人
材
に
な
ろ
う
と
す

る
意
識
・
意
欲
の
高
い
学
生
を
受
け
入
れ
、自
立

自
走
で
き
る
地
域
経
営
を
担
う
人
材
と
し
て
し

っ
か
り
と
育
て
て
、地
域
の
優
良
企
業
・
組
織
の

リ
ー
ダ
ー
や
地
域
社
会
の
中
核
的
人
物
と
し
て

送
り
出
す
責
務
が
増
大
し
た
。こ
う
し
た
責
任

を
果
た
す
た
め
、本
学
は
地
域
住
民
及
び
自
治

体
と
手
を
携
え
な
が
ら
、図
―
１
に
示
す
よ
う

な
、学
生
を
地
域
か
ら
受
け
入
れ
送
り
出
す「
地

域
人
材
の
循
環
シ
ス
テ
ム
」と
、こ
の
地
で
様
々

な
領
域
で
発
生
す
る
課
題
を
地
域
住
民
組
織
、

地
域
企
業
、自
治
体
と
協
働
し
な
が
ら
解
決
す

る「
地
域
課
題
の
解
決
シ
ス
テ
ム
」の
両
輪
の
構

築
を
目
指
し
て
い
る
。

　
地
域
の
観
光
産
業
や
観
光
政
策
、ま
ち
づ
く

り
等
を
担
う
学
生
の
育
成
や
、観
光
産
業
・
地
域

づ
く
り
に
関
す
る
地
域
課
題
解
決
に
お
い
て

も
、こ
う
し
た
シ
ス
テ
ム
へ
の
期
待
は
大
き
い
。

特
に
少
子
高
齢
化
が
進
む
地
方
都
市
に
お
い

て
、持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
に
は
、と
り
も
な

お
さ
ず
観
光
や
交
流
が
重
要
要
素
で
あ
る
こ
と

は
間
違
い
な
く
、教
育
・
研
究
・
社
会
貢
献
を
重

ね
合
わ
せ
て
、地
域
協
働
で
地
域
課
題
解
決
に

取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

地
域
に
根
差
し
た
人
材
の
育
成
に
当
た
っ
て

は
、小
中
高
大
連
携
等
に
よ
り
、幼
少
期
か
ら
の

地
域
教
育
や
ま
ち
づ
く
り
教
育
が
重
要
視
さ
れ

て
い
る
。一
方
で
旅
や
風
景
と
い
っ
た
観
光
関

連
の
テ
ー
マ
は
、自
然
環
境
、地
理
・
歴
史
、文

学
、芸
術
等
多
方
面
の
学
問
と
関
連
し
、生
涯
学

習
の
講
座
と
し
て
ニ
ー
ズ
が
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
幼
少
期
〜
シ
ニ
ア
に
至
る
生
涯

学
習
に
お
い
て
、公
立
大
学
、そ
し
て
観
光
・
ま

ち
づ
く
り
分
野
へ
の
期
待
が
高
ま
っ
て
い
る
。

　
学
部
に
お
け
る
観
光
コ
ー
ス
の
教
育
・
研
究

の
特
徴
は
、単
な
る
観
光
現
象
や
観
光
地
理
、産

業
に
つ
い
て
の
学
究
で
は
な
く
、環
境
保
全
・
資

源
保
護
の
視
点
や
、観
光
を
持
続
可
能
な
地
域

づ
く
り
に
活
か
し
て
い
く
観
点
、す
な
わ
ち
観

光
ま
ち
づ
く
り
分
野
に
軸
足
を
お
い
て
い
る
こ

と
で
あ
る
。過
疎
化
・
高
齢
化
が
顕
著
に
進
展
す

る
地
方
都
市
に
お
い
て
移
住
・
交
流
・
関
係
人
口

等
の
概
念
を
包
含
す
る
広
い
意
味
で
の
観
光
ま

ち
づ
く
り
や
、自
立
自
走
で
き
る
地
域
経
営
の

核
の
一
つ
で
あ
る
観
光
産
業
は
、持
続
可
能
な

地
域
社
会
形
成
に
お
い
て
最
重
要
課
題
で
あ
る

こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
く
、こ
う
し
た
職
業
や

役
割
に
自
ら
の
将
来
の
夢
を
重
ね
て
、学
び
の

テ
ー
マ
と
す
る
学
生
が
本
学
部
に
は
多
数
入
学

1
公
立
大
学
法
人

長
野
大
学
の
概
要

2
観
光
振
興
の
地（
知
）の

拠
点
を
目
指
し
て

3
観
光
ま
ち
づ
く
り

人
材
育
成
に
向
け
た

環
境
ツ
ー
リ
ズ
ム
学
部
の

教
育

長
野
大
学

度
ラ
ン
キ
ン
グ
」で
は
、2
0
1
0
〜
2
0
1
5

年
度
に
か
け
て
6
年
連
続
私
立
大
学
部
門
ト
ッ

プ
の
評
価
を
得
て
い
る
。公
立
大
学
法
人
設
立

の
目
的
も
、「
地
域
に
根
ざ
し
た
大
学
と
し
て
教

育
と
研
究
を
推
進
し
、豊
か
な
人
間
性
と
高
い

専
門
性
及
び
国
際
的
な
視
座
を
も
っ
た
実
践
力

の
あ
る
人
材
を
育
成
し
地
域
の
産
業
及
び
社
会

の
発
展
に
貢
献
す
る
知
の
拠
点
を
形
成
す
る
」

こ
と
で
あ
り
、公
立
大
学
と
し
て
こ
れ
ま
で
以

上
に
、市
民
や
地
域
企
業
、地
域
社
会
と
の
連
携

を
意
識
し
た
教
育
、研
究
が
指
向
さ
れ
て
い
る
。

　
観
光
に
関
わ
る
教
育
･
研
究
・
地
域
貢
献
の

中
心
と
な
る
の
が
前
述
し
た
環
境
ツ
ー
リ
ズ
ム

学
部
で
あ
り
、自
然
環
境
と
そ
の
生
態
系
サ
ー

ビ
ス
を
活
か
し
た
観
光
、そ
の
観
光
を
基
軸
と

し
た
地
域
政
策
や
ま
ち
づ
く
り
を
学
究
し
て
い

る
。そ
の
他
、社
会
福
祉
学
部
、企
業
情
報
学
部

と
、大
学
院
総
合
福
祉
学
研
究
科
か
ら
構
成
さ

れ
て
い
る
が
、観
光
情
報
や
地
域
デ
ザ
イ
ン
、ユ

ニ
バ
ー
サ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
等
の
面
で
学
部
の
垣

が
ら
、グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
通
し
て
解
決
策
を

検
討
し
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
す
る
ア
ク
テ
ィ

ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
の
手
法
が
と
ら
れ
て
い
る
。

② 

専
門
教
育

　
前
述
し
た
よ
う
に
観
光
ま
ち
づ
く
り
に
軸
足

を
お
い
た
本
学
の
観
光
コ
ー
ス
の
学
び
は
、地

域
社
会
学
・
行
政
学
関
連
の
科
目
や
、社
会
調
査

関
連
の
科
目
、環
境
政
策
論
や
里
山
再
生
論
等

の
環
境
関
連
科
目
と
と
も
に
組
み
立
て
ら
れ
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
構
成
さ
れ
て
い
る
。観
光
専
門
科

目
と
し
て
は
、観
光
概
論
、観
光
文
化
論
、観
光

政
策
論
、持
続
可
能
な
ツ
ー
リ
ズ
ム
、観
光
交
通

論
、観
光
ま
ち
づ
く
り
事
業
論
、観
光
ま
ち
づ
く

り
計
画
論
、各
種
演
習
等
が
あ
り
、5
名
の
教
員

が
担
っ
て
い
る
。他
大
学
の
観
光（
専
門
）学
科

に
比
較
す
れ
ば
、科
目
数
は
限
定
さ
れ
る
が
、観

光
地
や
ま
ち
づ
く
り
現
場
へ
の
近
さ
を
活
か
し

た
実
践
的
・
体
験
型
の
教
育
を
強
み
と
し
て
打

ち
出
し
て
い
る
。

　
ま
た
観
光
人
材
の
養
成
を
ね
ら
い
と
す
る
長

野
県
観
光
部
の
寄
附
講
座『
先
進
的
な
観
光
地

経
営
を
学
ぶ
』で
は
、観
光
庁
や
観
光
先
進
国
の

観
光
局
の
政
策
担
当
者
、Ｊ
Ｒ
東
日
本
等
の
交

通
事
業
者
、デ
ジ
タ
ル
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
や
Ｄ

Ｍ
Ｏ
等
の
専
門
家
、地
元
長
野
県
の
観
光
産
業
、

観
光
ま
ち
づ
く
り
の
リ
ー
ダ
ー
等
の
実
践
的
な

講
話
を
聴
く
機
会
も
提
供
さ
れ
て
お
り
、こ
れ

ら
は
学
生
だ
け
で
な
く
、上
田
地
域
お
よ
び
県

内
の
観
光
事
業
者
や
観
光
行
政
ス
タ
ッ
フ
も
学

習
す
る
機
会
と
し
て
開
放
さ
れ
て
い
る
。

　
コ
ロ
ナ
禍
の
令
和
2
〜
3
年
度
に
お
い
て

も
、
こ
の
よ
う
な
専
門
講
座
や
専
門
ゼ
ミ
ナ
ー

ル
で
は
、
協
働
し
て
い
る
事
業
者
や
住
民
組

3 ❹

② 

幼
少
期
〜
シ
ニ
ア
に
至
る

　

 

生
涯
学
習
の
拠
点

根
を
超
え
た
、観
光
系
の
研
究
や
地
域
貢
献
活

動
が
指
向
さ
れ
て
い
る
。ま
た
地
域
と
協
働
し

ま
ち
づ
く
り
や
人
材
育
成
に
取
り
組
む
大
学
組

織
と
し
て
、地
域
づ
く
り
総
合
セ
ン
タ
ー
が
あ

る
。

　
公
立
大
学
に
期
待
さ
れ
る
社
会
的
役
割
は
、

文
部
科
学
省
が
2
0
1
3（
平
成
25
）年
度
か
ら

進
め
た「
地（
知
）の
拠
点
大
学
」の
考
え
方
そ
の

も
の
と
い
っ
て
よ
い
。
本
学
に
お
い
て
も

C
O
C
＋
に
参
加
し
て
き
た
が
、も
と
よ
り
地

域
企
業
や
自
治
体
と
協
働
し
て
、学
生
に
と
っ

て
魅
力
あ
る
就
職
先
を
創
出
す
る
と
と
も
に
、

そ
の
地
域
が
求
め
る
人
材
育
成
に
必
要
な
教
育

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
改
革
・
拡
充
を
進
め
て
き
た
。そ

し
て
次
の
①
②
の
観
点
か
ら
地
域
が
求
め
る
人

材
育
成
と
課
題
解
決
の
拠
点
と
な
る
べ
く
取
り

　
30
年
ほ
ど
前
に
始
ま
っ
た
道
の
駅
事
業
は
、

近
年
で
は
多
様
な
観
点
か
ら
地
域
活
性
化
の
拠

点
と
し
て
着
目
さ
れ
る
と
と
も
に
、地
域
の
大

学
生
と
連
携
す
る
等
に
よ
り
、有
効
な
活
用
を

図
る
べ
く
全
国
で
取
組
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

北
佐
久
郡
立
科
町
に
あ
っ
た
農
産
物
直
売
所
と

レ
ス
ト
ラ
ン
で
構
成
さ
れ
る『
農
ん
喜
村
』の
道

の
駅
化
に
あ
た
り
、町
か
ら
大
学
へ
の
委
託
研

究
の
中
で
、隣
接
す
る
ク
ラ
イ
ン
ガ
ル
テ
ン
や

交
流
促
進
セ
ン
タ
ー
を
複
合
化
さ
せ
た
り
、六

次
産
業
拠
点
と
し
て
高
度
化
し
滞
在
拠
点
の
魅

力
増
進
を
図
る
構
想
を
策
定
・
提
案
し
た
。

　
学
生
が
模
型
を
作
成
し
て
、町
に
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
す
る
と
と
も
に
、交
流
セ
ン
タ
ー

敷
地
を
活
用
し
た
オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ
の
社
会
実

験
を
行
う
等
に
よ
り
、そ
の
効
果
を
事
業
者
や

行
政
等
と
検
証
し
た
。そ
の
後
も
売
り
場
の
ポ

ッ
プ
等
の
デ
ザ
イ
ン
化
や
、イ
ベ
ン
ト
に
お
け

る
学
生
企
画
商
品
の
提
供
等
、連
携
を
深
め
て

い
る
。な
お
こ
う
し
た
学
生
の
学
習
に
つ
い
て

は
、国
土
交
通
省
関
東
地
方
整
備
局
が
実
施
し

た『
道
の
駅
学
生
コ
ン
テ
ス
ト
』に
お
い
て
表
彰

さ
れ
る
に
至
っ
て
い
る
。

　
な
お
立
科
町
で
は
、町
内
の
事
業
者
や
商
店

の
課
題
や
悩
み
を
解
決
す
る
た
め
、全
国
か
ら

集
ま
っ
た
学
生
た
ち
に
よ
る
ア
イ
デ
ア
コ
ン
ペ

を
実
施
し
、最
優
秀
の
プ
ラ
ン
を
実
際
に
実
現

す
る『
タ
テ
シ
ナ
ソ
ン
』が
数
年
来
行
わ
れ
て
お

り
、ゼ
ミ
生
が
参
加
す
る
だ
け
で
な
く
、そ
の
準

備
・
運
営
に
携
わ
っ
て
い
る
。

　
立
科
町
出
身
の
学
生
が
、こ
の
よ
う
な
ゼ
ミ

学
習
を
通
し
て
学
生
時
代
か
ら
観
光
ま
ち
づ
く

り
に
取
り
組
む
こ
と
に
よ
り
、地
域
の
魅
力
や

活
性
化
の
必
要
性
を
真
剣
に
考
え
、当
該
町
役

場
等
に
就
職
す
る
と
い
っ
た
、地
域
人
材
の
循

環
も
実
現
し
て
い
る
。

　
長
野
県
企
業
局
に
よ
り
1
9
6
0
〜
70
年
代

を
中
心
に
開
発
さ
れ
た
保
健
休
養
地（
い
ま
で

い
う
高
原
リ
ゾ
ー
ト
・
分
譲
地
）事
業
は
、全
国

で
も
モ
デ
ル
に
さ
れ
た『
菅
平
方
式
』『
和
合
方

式
』『
麻
績
方
式
』と
い
っ
た
ユ
ニ
ー
ク
な
事
業

方
式
を
生
み
出
し
た
こ
と
で
知
ら
れ
て
い
る

が
、開
発
か
ら
半
世
紀
程
が
た
ち
、施
設
の
老
朽

化
や
ペ
ン
シ
ョ
ン
経
営
者
の
高
齢
化
等
に
よ
り

持
続
可
能
性
が
怪
し
く
な
っ
て
き
て
い
る
。そ

の
代
表
開
発
事
例
の
ひ
と
つ
で
あ
る
須
坂
市
峰

の
原
高
原
を
対
象
に
、こ
う
し
た
実
態
と
そ
の

課
題
を
解
明
す
る
た
め
、地
元
観
光
協
会
、長
野

県
お
よ
び
須
坂
市
、長
野
大
学
の
産
学
官
連
携

に
よ
る
調
査
研
究
お
よ
び
学
生
に
よ
る
フ
ィ
ー

グ
ラ
ム
を
担
っ
た
。将
来
に
わ
た
っ
て
地
域
に

定
着
し
て
担
い
手
と
な
る
人
材
や
、観
光
産
業

を
担
う
人
材
を
育
成
し
て
い
く
た
め
に
は
、幼

少
期
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
教
育
や
観
光
教
育
が

不
可
欠
で
あ
り
、観
光
庁
で
も『
観
光
教
育
の
ス

ス
メ
』を
推
進
し
て
い
る
。こ
こ
で
制
作
さ
れ
た

動
画
や
、全
国
各
地
の
先
進
事
例
、そ
し
て
私
が

ゼ
ミ
生
と
と
も
に
地
元
小
学
校
の
総
合
的
な
学

習
の
時
間
を
活
用
し
て
行
っ
た『
た
め
池
探
検

隊
』の
内
容
紹
介
等
を
行
い
な
が
ら
、幼
少
期
か

ら
大
学
ま
で
つ
な
が
っ
て
い
く
べ
き『
観
光
ま

ち
づ
く
り
教
育
』の
あ
り
方
を
普
及
す
る
機
会

と
し
て
い
る
。

　
参
考
ま
で
に
令
和
3
年
度
の
講
習
内
容
を
次

に
示
す
。

ル
ド
ワ
ー
ク
学
習
を
継
続
的

に
実
施
。な
お
、本
研
究
結
果

は
、日
本
観
光
研
究
学
会
に

拙
著
の
研
究
論
文
と
し
て
発

表
し
て
い
る
。

　
こ
の
な
か
で
は
、ペ
ン
シ

ョ
ン
と
い
う
顧
客
定
着
性
が

極
め
て
強
い
事
業
形
態
に
お

い
て
事
業
継
承
を
円
滑
に
し

て
い
く
た
め
、世
襲
だ
け
で

な
く
多
様
な
事
業
継
承
を
模

索
し
て
い
く
べ
き
こ
と
や
、

ペ
ン
シ
ョ
ン
を
知
ら
な
い
層

を
含
め
た
新
規
顧
客
開
拓
が

必
要
と
な
る
こ
と
が
明
ら
か

と
な
り
、ゼ
ミ
生
が
毎
年
、地
元
観
光
協
会
や
事

業
者
と
連
携
し
て
、Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
使
っ
た
情
報
発

信
や
新
し
い
イ
ベ
ン
ト
の
企
画
催
行
、空
き
ペ

ン
シ
ョ
ン
の
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と
活
用
実
験
に

取
り
組
ん
で
い
る
。こ
う
し
た
学
習
・
活
動
を
通

じ
て
、対
象
地
に
愛
着
が
生
ま
れ
た
学
生
が
育

ち
、地
域
組
織
と
信
頼
関
係
が
で
き
た
こ
と
も

あ
っ
て
、在
学
中
か
ら
、地
域
お
こ
し
協
力
隊
と

し
て
任
用
さ
れ
る
学
生
も
出
現
し
て
い
る
。こ

れ
も
ま
た
、前
述
し
た
地
域
人
材
の
循
環
が
機

能
し
た
、顕
著
な
例
と
い
え
る
。

　
な
お
廃
業
し
た
宿
泊
施
設
や
大
型
の
空
き
家

を
大
学
の
研
究
者
や
学
生
と
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

し
、ま
ち
づ
く
り
拠
点
と
し
て
活
用
す
る
動
き

は
目
立
っ
て
増
え
て
き
て
お
り
、別
所
温
泉
旧

『
臨
泉
楼
柏
屋
別
荘
』で
は
、オ
ー
ナ
ー
と
の
協

力
関
係
を
構
築
し
た
う
え
で
コ
ワ
ー
キ
ン
グ
ス

ペ
ー
ス
等
と
し
て
の
活
用
に
実
験
的
に
取
り
組

ん
で
い
る
。

　
な
お
こ
う
し
た
演
習
、ゼ
ミ
学
習
の
一
部
や

成
果
報
告
は
、上
田
市
が
中
心
市
街
地
内
に
開

設
し
本
学
が
運
営
を
受
託
し
て
い
る『
ま
ち
な

か
キ
ャ
ン
パ
ス
上
田
』で
、一
般
市
民
も
巻
き
込

ん
で
実
施
し
て
い
る
。

　
教
員
養
成
課
程
を
持
つ
本
学
は
教
員
免
許
更

新
講
習
を
開
講
し
て
お
り
、
2
0
1
5
〜

2
0
1
9
年
度
に
か
け
て
、『
観
光
ま
ち
づ
く
り

教
育
』を
テ
ー
マ
に
、観
光
系
の
教
員
が
１
プ
ロ
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長
野
大
学
は
、信
州
の
学
海
と
呼
ば
れ
る
上

田
市
塩
田
平
に
、人
口
一
万
六
千
人
弱（
設
立
当

時
）の
旧
塩
田
町
が
十
万
坪
の
土
地
と
七
千
万

円
を
出
資
し
、1
9
6
6（
昭
和
41
）年
、学
校
法

人
を
創
設
し
た
こ
と
に
始
ま
る
。地
方
の
小
さ

な
町
が
私
立
大
学
を
誘
致
ま
た
は
創
設
と
い
う

こ
と
は
珍
し
く
、公
設
民
営
大
学
の
先
駆
け
と

し
て
注
目
さ
れ
た
。
塩
田
町
は
そ
の
後

1
9
7
0（
昭
和
45
）年
に
上
田
市
に
編
入
合
併

さ
れ
、現
在
に
至
っ
て
い
る
。

　
上
田
市
は
も
と
も
と
上
信
越
高
原
国
立
公
園

や
美
ヶ
原
等
の
大
自
然
に
恵
ま
れ
る
と
と
も

に
、別
所
温
泉
や
鹿
教
湯
温
泉
、菅
平
高
原
、大

河
ド
ラ
マ『
真
田
丸
』で
も
有
名
と
な
っ
た
上
田

城
跡
等
の
観
光
地
を
抱
え
る
。こ
う
し
た
ロ
ケ

ー
シ
ョ
ン
を
活
か
す
と
と
も
に
、環
境
保
全
や

観
光
振
興
へ
の
社
会
的
要
請
に
応
え
る
た
め
、

2
0
0
7（
平
成
19
）年
に
既
存
学
部
を
改
組

し
、文
理
融
合
の
教
育
・
研
究
組
織
と
し
て
環
境

ツ
ー
リ
ズ
ム
学
部
が
開
設
さ
れ
て
い
る
。

　
開
学
後
五
十
年
あ
ま
り
の
私
立
大
学
に
よ
る

経
営
の
歴
史
を
経
て
、2
0
1
7（
平
成
29
）年

4
月
、上
田
市
が
設
置
す
る
公
立
大
学
法
人
長

野
大
学
と
し
て
新
た
な
ス
タ
ー
ト
を
切
り
、令

和
3
年
3
月
に
は
公
立
化
後
入
学
し
た
学
生
を

初
め
て
社
会
人
と
し
て
送
り
出
す
に
至
っ
て
い

る
。

　
こ
の
よ
う
な
大
学
創
設
の
経
緯
に
基
づ
き
、

建
学
以
来「
地
域
社
会
と
の
密
接
な
結
び
つ
き

に
よ
り
、学
問
理
論
の
生
活
化
を
目
指
す
」こ
と

を
建
学
の
志
と
し
、学
海
と
も
称
さ
れ
た
在
野

知
と
大
学
の
専
門
知
の
連
携
研
究
や
地
域
協
働

型
教
育
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、そ
の
成
果
を

地
域
に
還
元
す
る
こ
と
を
目
標
に
掲
げ
、大
学

運
営
が
行
わ
れ
て
き
た
。こ
れ
に
よ
っ
て
日
経

グ
ロ
ー
カ
ル
に
よ
る「
全
国
の
大
学
地
域
貢
献

す
る
。こ
の
よ
う
な
特
徴
に
基
づ
い
て
提
供
す

る
教
育
概
要
を
以
下
に
紹
介
す
る
。

① 

教
養
教
育

　
全
学
共
通
の
系
統
だ
っ
た
教
養
教
育
の
一
環

と
し
て「
地
域
と
世
界
」系
統
を
ひ
と
つ
に
据

え
、信
州
や
上
田
へ
の
地
に
足
の
着
い
た
ロ
ー

カ
ル
学
習
に
よ
る
地
域
社
会
の
理
解
を
促
す
一

方
、視
座
を
グ
ロ
ー
バ
ル
に
広
げ
、当
該
地
域
や

自
身
を
相
対
化
し
て
い
く
視
点
養
成
に
重
点
を

置
い
た
教
育
を
行
っ
て
い
る
。こ
れ
は
地
域
を

支
え
る
観
光
人
材
に
直
結
す
る
教
育
と
も
位
置

付
け
ら
れ
る
。こ
の
中
で
、地
域
社
会
で
活
躍
で

き
る
よ
う
、「
信
州
学
」「
信
州
上
田
学
」「
信
州
地

域
史
」を
開
設
す
る
な
ど
、地
域
系
科
目
の
充
実

を
図
っ
て
い
る
。

● 

信
州
上
田
学

　
上
田
は「
信
濃
自
由
大
学
発
祥
の
地
」で
あ

り
、こ
の
地
の
人
々
が
自
ら
学
び
地
域
を
築
い

て
き
た
歴
史
と
気
風
が
あ
る
。こ
う
し
た
本
地

域
な
ら
で
は
の
課
題
解
決
型
人
材
育
成
の
た
め

の
初
年
次
教
育
の
ひ
と
つ
と
し
て
開
講
し
て
い

る
。上
田
市
政
に
お
い
て
も「
上
田
の
魅
力
を
知

り
、と
も
に
地
域
を
築
く
体
験
を
通
し
て
若
者

定
着
へ
と
繋
げ
る『
信
州
上
田
学
』の
推
進
」が

位
置
づ
け
ら
れ
、公
立
大
学
と
し
て
そ
れ
を
具

現
化
し
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。地
域
の
魅
力

を
掘
り
起
こ
し
、ロ
ー
カ
ル
ナ
レ
ッ
ジ
を
普
遍

的
視
野
か
ら
再
構
築
、再
評
価
し
、地
域
資
源
を

創
造
す
る
地
域
学
を
目
指
し
て
い
る
。

講
義
の
具
体
的
な
内
容
は
、地
元
企
業
や
行
政
、

地
域
の
講
師
と
の
交
流
を
通
じ
て
、地
域
の
現

実
に
多
角
的
視
点
か
ら
ア
プ
ロ
ー
チ
し
、学
生

の
み
ず
み
ず
し
い
感
性
で
自
ら
課
題
を
捉
え
な

織
、
（
一
社
）
長
野
県
観
光
機
構
等
の
Ｄ
Ｍ

Ｏ
、国
・
県
・
市
町
村
の
観
光
・
交
通
政
策
担
当

者
が
学
生
・
教
員
を
媒
介
と
し
て
水
平
方
向
で

つ
な
が
り
、
対
面
で
活
発
な
意
見
交
換
や
情
報

交
流
を
行
う
場
を
目
の
あ
た
り
に
し
て
き
た
。

公
立
大
学
な
ら
で
は
の
役
割
と
し
て
、
今
後
も

大
事
に
し
て
い
き
た
い
。

③ 

地
域
協
働
型
教
育

　
長
野
県
内
に
は
、ス
キ
ー
人
口
の
低
迷
等
に

よ
り
持
続
性
に
黄
色
信
号
が
灯
っ
た
高
原
リ
ゾ

ー
ト
集
落
や
、長
野
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
時
の
投
資

回
収
が
進
ん
で
い
な
か
っ
た
こ
と
に
加
え
、コ

ロ
ナ
禍
等
が
重
な
っ
て
経
営
が
厳
し
く
な
っ
て

い
る
温
泉
地
も
少
な
く
な
く
、こ
う
し
た
観
光

地
の
テ
コ
入
れ
は
重
要
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

一
方
、中
心
市
街
地
や
中
山
間
地
域
に
お
い
て

い
っ
そ
う
顕
著
に
進
む
過
疎
化
・
高
齢
化
へ
の

対
策
と
し
て
、観
光
ま
ち
づ
く
り
が
課
題
と
な

っ
て
い
る
。こ
う
し
た
地
域
課
題
を「
観
光
ま
ち

づ
く
り
演
習
」や
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
で
共
有
す
る
な

か
で
、科
学
的
・
客
観
的
に
分
析
し
、地
域
組
織

と
協
働
し
て
実
践
的
に
課
題
解
決
に
取
り
組
む

教
育
に
各
教
員
が
取
り
組
ん
で
お
り
、

2
0
2
0（
令
和
2
）年
度
に
お
い
て
も
15
件
程

度
の
実
績
が
あ
る
。

　
こ
こ
か
ら
は
私
が
長
野
大
学
赴
任
1
〜
2
年

目
以
降
、継
続
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
観
光
ま

ち
づ
く
り
教
育
と
、そ
れ
と
重
ね
合
わ
せ
た
一

部
の
研
究
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。

　
観
光
ま
ち
づ
く
り
を〝
事
業
〞面
か
ら
捉
え

る
、す
な
わ
ち
主
要
な
観
光
事
業（
ビ
ジ
ネ
ス
）

と
市
民
ま
ち
づ
く
り
事
業（
タ
ス
ク
）等
の
基
礎

知
識
や
手
法
を
学
ぶ
科
目
で
あ
る
。ま
ず
は
一

般
的
な
教
科
書
的
教
材
を
用
い
た
教
室
で
の
座

学
で
学
び（
第
1
ス
テ
ッ
プ
）、次
の
授
業
で
は

周
辺
の
観
光
事
業
現
場
、ま
ち
づ
く
り
現
場
に

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
し
て
観
光
事
業
や
ま
ち
づ

図 2 座学と観光事業現場学習の組み合わせで実践学習効果は大幅に向上

図 3 協働で造成した齋藤駕籠屋旅行商品

く
り
リ
ー
ダ
ー
か
ら
レ
ク
チ
ャ
ー
を
受
け（
第

2
ス
テ
ッ
プ
）、復
習
と
し
て
事
業
の
特
徴
や
要

点
、課
題
等
を
レ
ポ
ー
ト
に
ま
と
め（
第
3
ス
テ

ッ
プ
）、さ
ら
に
次
の
授
業
に
お
い
て
数
名
の
学

生
に
よ
る
レ
ポ
ー
ト
・
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

を
行
っ
た
後
討
議
や
補
完
的
講
義
を
行
う
手
法

を
と
っ
て
い
る
。具
体
的
に
は
リ
ゾ
ー
ト
開
発
・

運
営
事
業
で
は
あ
れ
ば
菅
平
・
峰
の
原
高
原
開

発
、温
泉
地
ま
ち
づ
く
り
や
宿
泊
事
業
で
あ
れ

ば
鹿
教
湯
温
泉
、歴
史
的
ま
ち
づ
く
り
事
業
で

あ
れ
ば
海
野
宿
等
を
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
の
対

象
と
し
て
い
る
。な
お
正
課
と
し
て
は
2
限
連

続
の
授
業
と
し
て
い
る
が
、フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー

ク
時
は
さ
ら
に
延
長
す
る
可
能
性
が
あ
る
前
提

で
の
履
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
な
る
。

　
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
や
体
験
型
授
業
を
積
極

的
に
導
入
し
な
が
ら
、実
践
力
の
養
成
を
重
視
す

る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
ポ
リ
シ
ー
に
基
づ
い
た
典
型

的
な
科
目
で
あ
り
、こ
れ
に
よ
り
観
光
ま
ち
づ
く

り
の
普
遍
的
な
し
く
み
と
、地
域
に
落
と
し
込
む

際
の
実
践
的
な
ノ
ウ
ハ
ウ
、課
題
の
理
解
が
深
ま

っ
て
い
る
。

　
本
地
域
周
辺
で
実
際
に
進
行
中
の
観
光
ま
ち

づ
く
り
に
関
わ
る
事
業
計
画
策
定
や
着
地
型
旅

行
商
品
造
成
等
を
演
習
テ
ー
マ
と
し
た
科
目
で

あ
る
。観
光
旅
行
形
態
の
変
化
や
ユ
ー
ザ
ー
ニ

ー
ズ
の
変
化
等
の
デ
ー
タ
分
析
、関
係
者
へ
の

ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査
や
現
地
の
資
源
調
査
・
掘
り

起
こ
し
等
を
行
う
と
と
も
に
、半
期
で
前
述
し

た
計
画
や
旅
行
商
品
プ
ラ
ン
を
仕
上
げ
て
い
く

形
態
を
と
っ
て
い
る
。

　
コ
ロ
ナ
禍
の
昨
年
度
も
、緊
急
事
態
宣
言
等

に
よ
っ
て
宿
泊
客
が
減
少
し
た
鹿
教
湯
温
泉
斎

藤
ホ
テ
ル
や
、観
光
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
よ

る
観
光
人
材
を
図
っ
て
い
る
長
野
県
観
光
部
と

の
産
官
学
連
携
に
よ
り
、ホ
テ
ル
の
旅
行
会
社

（
齋
藤
駕
籠
屋
）の
着
地
型
旅
行
商
品
を
学
生
と

事
業
者
が
協
働
考
案
し
、パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
内

容
ま
で
検
討
に
加
え
さ
せ
て
頂
く
演
習
を
行

い
、こ
の
旅
行
商
品
は
実
際
に
催
行
さ
れ
た
。旅

行
商
品
造
成
の
し
く
み
や
行
程
、マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
の
仕
組
み
を
体
験
す
る
と
と
も
に
、旅
行

参
加
者
の
評
価
も
聞
く
こ
と
が
で
き
る
な
ど
、

実
践
的
な
授
業
内
容
と
な
っ
て
い
る
。

　
旅
行
商
品
造
成
だ
け
で
な
く
、別
所
温
泉
の

遊
休
土
地
を
使
っ
た
滞
在
空
間
計
画
策
定
、青

木
村
の
景
観
ま
ち
づ
く
り
プ
ラ
ン
策
定
、大
学

生
観
光
ま
ち
づ
く
り
コ
ン
テ
ス
ト
へ
の
参
加
等

を
演
習
テ
ー
マ
と
し
て
き
た
。

　
上
田
市
や
小
諸
市
の
城
下
町
は
、と
も
に
北

国
街
道
沿
い
の
歴
史
的
町
並
み
が
残
る
一
方
、

現
状
は
そ
の
観
光
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
十
分
活
か

せ
て
い
な
い
。こ
う
し
た
対
象
地
に
お
い
て
、地

域
の
要
請
に
よ
っ
て
、町
並
み
の
現
状
・
特
性
お

よ
び
市
民
意
識
調
査
や
、地
域
組
織
と
協
働
し

た
実
際
の
観
光
ま
ち
づ
く
り
に
、学
生
と
も
ど

も
参
加
さ
せ
て
頂
い
て
い
る
。

　
こ
の
う
ち
上
田
市
柳
町
は
、観
光
事
業
者
等

と
観
光
の
魅
力
向
上
策
を
検
討
す
る
だ
け
で
な

く
、狭
隘
な
街
路
に
大
型
観
光
バ
ス
車
両
が
急

増
し
た
こ
と
に
よ
る
観
光
交
通
問
題
等
を
テ
ー

マ
に
し
て
、学
生
が
観
光
客
、地
域
住
民
を
ま
き

こ
ん
だ
解
決
の
方
向
を
探
っ
て
い
る
。ま
た
、観

光
の
魅
力
増
進
と
観
光
交
通
対
策
の
両
面
を
意

図
し
て
、学
生
が
自
ら
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ

イ
ド
も
行
っ
て
お
り
、こ
れ
ら
を
通
し
て
観
光

ま
ち
づ
く
り
の
楽
し
さ
、奥
深
さ
や
、地
域
住
民

や
行
政
等
の
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
の
合
意
形
成

の
難
し
さ
を
学
ん
で
い
る
。

　
一
方
の
小
諸
城
下
町
で
は
、町
並
み
保
存
に

取
り
組
む
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
と
連
携
し
て
、ま
ず
は

市
民
に
そ
の
町
並
み
の
魅
力
や
価
値
を
知
っ
て

も
ら
う
取
組
の
一
環
と
し
て
、ゼ
ミ
生
が
毎
年
、

子
供
た
ち
向
け
の
イ
ベ
ン
ト
を
提
供
し
て
お

り
、コ
ロ
ナ
禍
の
令
和
2
年
9
月
に
お
い
て
も
、

感
染
予
防
に
十
分
注
意
し
な
が
ら
、幼
少
期
の

ま
ち
づ
く
り
教
育
に
も
つ
な
が
る『
城
下
町
忍

者
ク
イ
ズ
ラ
リ
ー
』を
実
施
し
た
。

組
ん
で
い
る
が
、観
光
県
で
あ
る
長
野
県
に
お

い
て
、観
光
コ
ー
ス
の
教
育
・
研
究
・
地
域
貢
献

が
果
た
す
役
割
は
大
き
い
と
自
負
し
て
い
る
。

① 

地
域
を
支
え
る
人
材
育
成
シ
ス
テ
ム

　
公
立
化
に
よ
り
、本
地
域（
上
田
定
住
自
立
圏

域
や
長
野
県
）を
支
え
る
人
材
に
な
ろ
う
と
す

る
意
識
・
意
欲
の
高
い
学
生
を
受
け
入
れ
、自
立

自
走
で
き
る
地
域
経
営
を
担
う
人
材
と
し
て
し

っ
か
り
と
育
て
て
、地
域
の
優
良
企
業
・
組
織
の

リ
ー
ダ
ー
や
地
域
社
会
の
中
核
的
人
物
と
し
て

送
り
出
す
責
務
が
増
大
し
た
。こ
う
し
た
責
任

を
果
た
す
た
め
、本
学
は
地
域
住
民
及
び
自
治

体
と
手
を
携
え
な
が
ら
、図
―
１
に
示
す
よ
う

な
、学
生
を
地
域
か
ら
受
け
入
れ
送
り
出
す「
地

域
人
材
の
循
環
シ
ス
テ
ム
」と
、こ
の
地
で
様
々

な
領
域
で
発
生
す
る
課
題
を
地
域
住
民
組
織
、

地
域
企
業
、自
治
体
と
協
働
し
な
が
ら
解
決
す

る「
地
域
課
題
の
解
決
シ
ス
テ
ム
」の
両
輪
の
構

築
を
目
指
し
て
い
る
。

　
地
域
の
観
光
産
業
や
観
光
政
策
、ま
ち
づ
く

り
等
を
担
う
学
生
の
育
成
や
、観
光
産
業
・
地
域

づ
く
り
に
関
す
る
地
域
課
題
解
決
に
お
い
て

も
、こ
う
し
た
シ
ス
テ
ム
へ
の
期
待
は
大
き
い
。

特
に
少
子
高
齢
化
が
進
む
地
方
都
市
に
お
い

て
、持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
に
は
、と
り
も
な

お
さ
ず
観
光
や
交
流
が
重
要
要
素
で
あ
る
こ
と

は
間
違
い
な
く
、教
育
・
研
究
・
社
会
貢
献
を
重

ね
合
わ
せ
て
、地
域
協
働
で
地
域
課
題
解
決
に

取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

地
域
に
根
差
し
た
人
材
の
育
成
に
当
た
っ
て

は
、小
中
高
大
連
携
等
に
よ
り
、幼
少
期
か
ら
の

地
域
教
育
や
ま
ち
づ
く
り
教
育
が
重
要
視
さ
れ

て
い
る
。一
方
で
旅
や
風
景
と
い
っ
た
観
光
関

連
の
テ
ー
マ
は
、自
然
環
境
、地
理
・
歴
史
、文

学
、芸
術
等
多
方
面
の
学
問
と
関
連
し
、生
涯
学

習
の
講
座
と
し
て
ニ
ー
ズ
が
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
幼
少
期
〜
シ
ニ
ア
に
至
る
生
涯

学
習
に
お
い
て
、公
立
大
学
、そ
し
て
観
光
・
ま

ち
づ
く
り
分
野
へ
の
期
待
が
高
ま
っ
て
い
る
。

　
学
部
に
お
け
る
観
光
コ
ー
ス
の
教
育
・
研
究

の
特
徴
は
、単
な
る
観
光
現
象
や
観
光
地
理
、産

業
に
つ
い
て
の
学
究
で
は
な
く
、環
境
保
全
・
資

源
保
護
の
視
点
や
、観
光
を
持
続
可
能
な
地
域

づ
く
り
に
活
か
し
て
い
く
観
点
、す
な
わ
ち
観

光
ま
ち
づ
く
り
分
野
に
軸
足
を
お
い
て
い
る
こ

と
で
あ
る
。過
疎
化
・
高
齢
化
が
顕
著
に
進
展
す

る
地
方
都
市
に
お
い
て
移
住
・
交
流
・
関
係
人
口

等
の
概
念
を
包
含
す
る
広
い
意
味
で
の
観
光
ま

ち
づ
く
り
や
、自
立
自
走
で
き
る
地
域
経
営
の

核
の
一
つ
で
あ
る
観
光
産
業
は
、持
続
可
能
な

地
域
社
会
形
成
に
お
い
て
最
重
要
課
題
で
あ
る

こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
く
、こ
う
し
た
職
業
や

役
割
に
自
ら
の
将
来
の
夢
を
重
ね
て
、学
び
の

テ
ー
マ
と
す
る
学
生
が
本
学
部
に
は
多
数
入
学

4
私
の
観
光
ま
ち
づ
く
り

教
育
・
研
究

度
ラ
ン
キ
ン
グ
」で
は
、2
0
1
0
〜
2
0
1
5

年
度
に
か
け
て
6
年
連
続
私
立
大
学
部
門
ト
ッ

プ
の
評
価
を
得
て
い
る
。公
立
大
学
法
人
設
立

の
目
的
も
、「
地
域
に
根
ざ
し
た
大
学
と
し
て
教

育
と
研
究
を
推
進
し
、豊
か
な
人
間
性
と
高
い

専
門
性
及
び
国
際
的
な
視
座
を
も
っ
た
実
践
力

の
あ
る
人
材
を
育
成
し
地
域
の
産
業
及
び
社
会

の
発
展
に
貢
献
す
る
知
の
拠
点
を
形
成
す
る
」

こ
と
で
あ
り
、公
立
大
学
と
し
て
こ
れ
ま
で
以

上
に
、市
民
や
地
域
企
業
、地
域
社
会
と
の
連
携

を
意
識
し
た
教
育
、研
究
が
指
向
さ
れ
て
い
る
。

　
観
光
に
関
わ
る
教
育
･
研
究
・
地
域
貢
献
の

中
心
と
な
る
の
が
前
述
し
た
環
境
ツ
ー
リ
ズ
ム

学
部
で
あ
り
、自
然
環
境
と
そ
の
生
態
系
サ
ー

ビ
ス
を
活
か
し
た
観
光
、そ
の
観
光
を
基
軸
と

し
た
地
域
政
策
や
ま
ち
づ
く
り
を
学
究
し
て
い

る
。そ
の
他
、社
会
福
祉
学
部
、企
業
情
報
学
部

と
、大
学
院
総
合
福
祉
学
研
究
科
か
ら
構
成
さ

れ
て
い
る
が
、観
光
情
報
や
地
域
デ
ザ
イ
ン
、ユ

ニ
バ
ー
サ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
等
の
面
で
学
部
の
垣

が
ら
、グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
通
し
て
解
決
策
を

検
討
し
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
す
る
ア
ク
テ
ィ

ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
の
手
法
が
と
ら
れ
て
い
る
。

② 

専
門
教
育

　
前
述
し
た
よ
う
に
観
光
ま
ち
づ
く
り
に
軸
足

を
お
い
た
本
学
の
観
光
コ
ー
ス
の
学
び
は
、地

域
社
会
学
・
行
政
学
関
連
の
科
目
や
、社
会
調
査

関
連
の
科
目
、環
境
政
策
論
や
里
山
再
生
論
等

の
環
境
関
連
科
目
と
と
も
に
組
み
立
て
ら
れ
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
構
成
さ
れ
て
い
る
。観
光
専
門
科

目
と
し
て
は
、観
光
概
論
、観
光
文
化
論
、観
光

政
策
論
、持
続
可
能
な
ツ
ー
リ
ズ
ム
、観
光
交
通

論
、観
光
ま
ち
づ
く
り
事
業
論
、観
光
ま
ち
づ
く

り
計
画
論
、各
種
演
習
等
が
あ
り
、5
名
の
教
員

が
担
っ
て
い
る
。他
大
学
の
観
光（
専
門
）学
科

に
比
較
す
れ
ば
、科
目
数
は
限
定
さ
れ
る
が
、観

光
地
や
ま
ち
づ
く
り
現
場
へ
の
近
さ
を
活
か
し

た
実
践
的
・
体
験
型
の
教
育
を
強
み
と
し
て
打

ち
出
し
て
い
る
。

　
ま
た
観
光
人
材
の
養
成
を
ね
ら
い
と
す
る
長

野
県
観
光
部
の
寄
附
講
座『
先
進
的
な
観
光
地

経
営
を
学
ぶ
』で
は
、観
光
庁
や
観
光
先
進
国
の

観
光
局
の
政
策
担
当
者
、Ｊ
Ｒ
東
日
本
等
の
交

通
事
業
者
、デ
ジ
タ
ル
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
や
Ｄ

Ｍ
Ｏ
等
の
専
門
家
、地
元
長
野
県
の
観
光
産
業
、

観
光
ま
ち
づ
く
り
の
リ
ー
ダ
ー
等
の
実
践
的
な

講
話
を
聴
く
機
会
も
提
供
さ
れ
て
お
り
、こ
れ

ら
は
学
生
だ
け
で
な
く
、上
田
地
域
お
よ
び
県

内
の
観
光
事
業
者
や
観
光
行
政
ス
タ
ッ
フ
も
学

習
す
る
機
会
と
し
て
開
放
さ
れ
て
い
る
。

　
コ
ロ
ナ
禍
の
令
和
2
〜
3
年
度
に
お
い
て

も
、
こ
の
よ
う
な
専
門
講
座
や
専
門
ゼ
ミ
ナ
ー

ル
で
は
、
協
働
し
て
い
る
事
業
者
や
住
民
組

写真1：小諸の町並み模型を使った立体パズル

根
を
超
え
た
、観
光
系
の
研
究
や
地
域
貢
献
活

動
が
指
向
さ
れ
て
い
る
。ま
た
地
域
と
協
働
し

ま
ち
づ
く
り
や
人
材
育
成
に
取
り
組
む
大
学
組

織
と
し
て
、地
域
づ
く
り
総
合
セ
ン
タ
ー
が
あ

る
。

　
公
立
大
学
に
期
待
さ
れ
る
社
会
的
役
割
は
、

文
部
科
学
省
が
2
0
1
3（
平
成
25
）年
度
か
ら

進
め
た「
地（
知
）の
拠
点
大
学
」の
考
え
方
そ
の

も
の
と
い
っ
て
よ
い
。
本
学
に
お
い
て
も

C
O
C
＋
に
参
加
し
て
き
た
が
、も
と
よ
り
地

域
企
業
や
自
治
体
と
協
働
し
て
、学
生
に
と
っ

て
魅
力
あ
る
就
職
先
を
創
出
す
る
と
と
も
に
、

そ
の
地
域
が
求
め
る
人
材
育
成
に
必
要
な
教
育

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
改
革
・
拡
充
を
進
め
て
き
た
。そ

し
て
次
の
①
②
の
観
点
か
ら
地
域
が
求
め
る
人

材
育
成
と
課
題
解
決
の
拠
点
と
な
る
べ
く
取
り

　
30
年
ほ
ど
前
に
始
ま
っ
た
道
の
駅
事
業
は
、

近
年
で
は
多
様
な
観
点
か
ら
地
域
活
性
化
の
拠

点
と
し
て
着
目
さ
れ
る
と
と
も
に
、地
域
の
大

学
生
と
連
携
す
る
等
に
よ
り
、有
効
な
活
用
を

図
る
べ
く
全
国
で
取
組
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

北
佐
久
郡
立
科
町
に
あ
っ
た
農
産
物
直
売
所
と

レ
ス
ト
ラ
ン
で
構
成
さ
れ
る『
農
ん
喜
村
』の
道

の
駅
化
に
あ
た
り
、町
か
ら
大
学
へ
の
委
託
研

究
の
中
で
、隣
接
す
る
ク
ラ
イ
ン
ガ
ル
テ
ン
や

交
流
促
進
セ
ン
タ
ー
を
複
合
化
さ
せ
た
り
、六

次
産
業
拠
点
と
し
て
高
度
化
し
滞
在
拠
点
の
魅

力
増
進
を
図
る
構
想
を
策
定
・
提
案
し
た
。

　
学
生
が
模
型
を
作
成
し
て
、町
に
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
す
る
と
と
も
に
、交
流
セ
ン
タ
ー

敷
地
を
活
用
し
た
オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ
の
社
会
実

験
を
行
う
等
に
よ
り
、そ
の
効
果
を
事
業
者
や

行
政
等
と
検
証
し
た
。そ
の
後
も
売
り
場
の
ポ

ッ
プ
等
の
デ
ザ
イ
ン
化
や
、イ
ベ
ン
ト
に
お
け

る
学
生
企
画
商
品
の
提
供
等
、連
携
を
深
め
て

い
る
。な
お
こ
う
し
た
学
生
の
学
習
に
つ
い
て

は
、国
土
交
通
省
関
東
地
方
整
備
局
が
実
施
し

た『
道
の
駅
学
生
コ
ン
テ
ス
ト
』に
お
い
て
表
彰

さ
れ
る
に
至
っ
て
い
る
。

　
な
お
立
科
町
で
は
、町
内
の
事
業
者
や
商
店

の
課
題
や
悩
み
を
解
決
す
る
た
め
、全
国
か
ら

集
ま
っ
た
学
生
た
ち
に
よ
る
ア
イ
デ
ア
コ
ン
ペ

を
実
施
し
、最
優
秀
の
プ
ラ
ン
を
実
際
に
実
現

す
る『
タ
テ
シ
ナ
ソ
ン
』が
数
年
来
行
わ
れ
て
お

り
、ゼ
ミ
生
が
参
加
す
る
だ
け
で
な
く
、そ
の
準

備
・
運
営
に
携
わ
っ
て
い
る
。

　
立
科
町
出
身
の
学
生
が
、こ
の
よ
う
な
ゼ
ミ

学
習
を
通
し
て
学
生
時
代
か
ら
観
光
ま
ち
づ
く

り
に
取
り
組
む
こ
と
に
よ
り
、地
域
の
魅
力
や

活
性
化
の
必
要
性
を
真
剣
に
考
え
、当
該
町
役

場
等
に
就
職
す
る
と
い
っ
た
、地
域
人
材
の
循

環
も
実
現
し
て
い
る
。

　
長
野
県
企
業
局
に
よ
り
1
9
6
0
〜
70
年
代

を
中
心
に
開
発
さ
れ
た
保
健
休
養
地（
い
ま
で

い
う
高
原
リ
ゾ
ー
ト
・
分
譲
地
）事
業
は
、全
国

で
も
モ
デ
ル
に
さ
れ
た『
菅
平
方
式
』『
和
合
方

式
』『
麻
績
方
式
』と
い
っ
た
ユ
ニ
ー
ク
な
事
業

方
式
を
生
み
出
し
た
こ
と
で
知
ら
れ
て
い
る

が
、開
発
か
ら
半
世
紀
程
が
た
ち
、施
設
の
老
朽

化
や
ペ
ン
シ
ョ
ン
経
営
者
の
高
齢
化
等
に
よ
り

持
続
可
能
性
が
怪
し
く
な
っ
て
き
て
い
る
。そ

の
代
表
開
発
事
例
の
ひ
と
つ
で
あ
る
須
坂
市
峰

の
原
高
原
を
対
象
に
、こ
う
し
た
実
態
と
そ
の

課
題
を
解
明
す
る
た
め
、地
元
観
光
協
会
、長
野

県
お
よ
び
須
坂
市
、長
野
大
学
の
産
学
官
連
携

に
よ
る
調
査
研
究
お
よ
び
学
生
に
よ
る
フ
ィ
ー

グ
ラ
ム
を
担
っ
た
。将
来
に
わ
た
っ
て
地
域
に

定
着
し
て
担
い
手
と
な
る
人
材
や
、観
光
産
業

を
担
う
人
材
を
育
成
し
て
い
く
た
め
に
は
、幼

少
期
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
教
育
や
観
光
教
育
が

不
可
欠
で
あ
り
、観
光
庁
で
も『
観
光
教
育
の
ス

ス
メ
』を
推
進
し
て
い
る
。こ
こ
で
制
作
さ
れ
た

動
画
や
、全
国
各
地
の
先
進
事
例
、そ
し
て
私
が

ゼ
ミ
生
と
と
も
に
地
元
小
学
校
の
総
合
的
な
学

習
の
時
間
を
活
用
し
て
行
っ
た『
た
め
池
探
検

隊
』の
内
容
紹
介
等
を
行
い
な
が
ら
、幼
少
期
か

ら
大
学
ま
で
つ
な
が
っ
て
い
く
べ
き『
観
光
ま

ち
づ
く
り
教
育
』の
あ
り
方
を
普
及
す
る
機
会

と
し
て
い
る
。

　
参
考
ま
で
に
令
和
3
年
度
の
講
習
内
容
を
次

に
示
す
。

ル
ド
ワ
ー
ク
学
習
を
継
続
的

に
実
施
。な
お
、本
研
究
結
果

は
、日
本
観
光
研
究
学
会
に

拙
著
の
研
究
論
文
と
し
て
発

表
し
て
い
る
。

　
こ
の
な
か
で
は
、ペ
ン
シ

ョ
ン
と
い
う
顧
客
定
着
性
が

極
め
て
強
い
事
業
形
態
に
お

い
て
事
業
継
承
を
円
滑
に
し

て
い
く
た
め
、世
襲
だ
け
で

な
く
多
様
な
事
業
継
承
を
模

索
し
て
い
く
べ
き
こ
と
や
、

ペ
ン
シ
ョ
ン
を
知
ら
な
い
層

を
含
め
た
新
規
顧
客
開
拓
が

必
要
と
な
る
こ
と
が
明
ら
か

　

 

観
光
ま
ち
づ
く
り
事
業
論
：

① 

観
光
事
業
や
ま
ち
づ
く
り
現
場
の

　

 

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
導
入

　

 

観
光
ま
ち
づ
く
り
演
習
：

② 

産
官
学
連
携
に
よ
る
着
地
型
旅
行
商
品
の

　

 

協
働
造
成

　

 

歴
史
的
町
並
み
を
舞
台
に
し
た

③ 

観
光
ま
ち
づ
く
り
調
査
と
イ
ベ
ン
ト
支
援

　

 

（
ゼ
ミ
学
習
）

と
な
り
、ゼ
ミ
生
が
毎
年
、地
元
観
光
協
会
や
事

業
者
と
連
携
し
て
、Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
使
っ
た
情
報
発

信
や
新
し
い
イ
ベ
ン
ト
の
企
画
催
行
、空
き
ペ

ン
シ
ョ
ン
の
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と
活
用
実
験
に

取
り
組
ん
で
い
る
。こ
う
し
た
学
習
・
活
動
を
通

じ
て
、対
象
地
に
愛
着
が
生
ま
れ
た
学
生
が
育

ち
、地
域
組
織
と
信
頼
関
係
が
で
き
た
こ
と
も

あ
っ
て
、在
学
中
か
ら
、地
域
お
こ
し
協
力
隊
と

し
て
任
用
さ
れ
る
学
生
も
出
現
し
て
い
る
。こ

れ
も
ま
た
、前
述
し
た
地
域
人
材
の
循
環
が
機

能
し
た
、顕
著
な
例
と
い
え
る
。

　
な
お
廃
業
し
た
宿
泊
施
設
や
大
型
の
空
き
家

を
大
学
の
研
究
者
や
学
生
と
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

し
、ま
ち
づ
く
り
拠
点
と
し
て
活
用
す
る
動
き

は
目
立
っ
て
増
え
て
き
て
お
り
、別
所
温
泉
旧

『
臨
泉
楼
柏
屋
別
荘
』で
は
、オ
ー
ナ
ー
と
の
協

力
関
係
を
構
築
し
た
う
え
で
コ
ワ
ー
キ
ン
グ
ス

ペ
ー
ス
等
と
し
て
の
活
用
に
実
験
的
に
取
り
組

ん
で
い
る
。

　
な
お
こ
う
し
た
演
習
、ゼ
ミ
学
習
の
一
部
や

成
果
報
告
は
、上
田
市
が
中
心
市
街
地
内
に
開

設
し
本
学
が
運
営
を
受
託
し
て
い
る『
ま
ち
な

か
キ
ャ
ン
パ
ス
上
田
』で
、一
般
市
民
も
巻
き
込

ん
で
実
施
し
て
い
る
。

　
教
員
養
成
課
程
を
持
つ
本
学
は
教
員
免
許
更

新
講
習
を
開
講
し
て
お
り
、
2
0
1
5
〜

2
0
1
9
年
度
に
か
け
て
、『
観
光
ま
ち
づ
く
り

教
育
』を
テ
ー
マ
に
、観
光
系
の
教
員
が
１
プ
ロ

長野大学3

30



　
長
野
大
学
は
、信
州
の
学
海
と
呼
ば
れ
る
上

田
市
塩
田
平
に
、人
口
一
万
六
千
人
弱（
設
立
当

時
）の
旧
塩
田
町
が
十
万
坪
の
土
地
と
七
千
万

円
を
出
資
し
、1
9
6
6（
昭
和
41
）年
、学
校
法

人
を
創
設
し
た
こ
と
に
始
ま
る
。地
方
の
小
さ

な
町
が
私
立
大
学
を
誘
致
ま
た
は
創
設
と
い
う

こ
と
は
珍
し
く
、公
設
民
営
大
学
の
先
駆
け
と

し
て
注
目
さ
れ
た
。
塩
田
町
は
そ
の
後

1
9
7
0（
昭
和
45
）年
に
上
田
市
に
編
入
合
併

さ
れ
、現
在
に
至
っ
て
い
る
。

　
上
田
市
は
も
と
も
と
上
信
越
高
原
国
立
公
園

や
美
ヶ
原
等
の
大
自
然
に
恵
ま
れ
る
と
と
も

に
、別
所
温
泉
や
鹿
教
湯
温
泉
、菅
平
高
原
、大

河
ド
ラ
マ『
真
田
丸
』で
も
有
名
と
な
っ
た
上
田

城
跡
等
の
観
光
地
を
抱
え
る
。こ
う
し
た
ロ
ケ

ー
シ
ョ
ン
を
活
か
す
と
と
も
に
、環
境
保
全
や

観
光
振
興
へ
の
社
会
的
要
請
に
応
え
る
た
め
、

2
0
0
7（
平
成
19
）年
に
既
存
学
部
を
改
組

し
、文
理
融
合
の
教
育
・
研
究
組
織
と
し
て
環
境

ツ
ー
リ
ズ
ム
学
部
が
開
設
さ
れ
て
い
る
。

　
開
学
後
五
十
年
あ
ま
り
の
私
立
大
学
に
よ
る

経
営
の
歴
史
を
経
て
、2
0
1
7（
平
成
29
）年

4
月
、上
田
市
が
設
置
す
る
公
立
大
学
法
人
長

野
大
学
と
し
て
新
た
な
ス
タ
ー
ト
を
切
り
、令

和
3
年
3
月
に
は
公
立
化
後
入
学
し
た
学
生
を

初
め
て
社
会
人
と
し
て
送
り
出
す
に
至
っ
て
い

る
。

　
こ
の
よ
う
な
大
学
創
設
の
経
緯
に
基
づ
き
、

建
学
以
来「
地
域
社
会
と
の
密
接
な
結
び
つ
き

に
よ
り
、学
問
理
論
の
生
活
化
を
目
指
す
」こ
と

を
建
学
の
志
と
し
、学
海
と
も
称
さ
れ
た
在
野

知
と
大
学
の
専
門
知
の
連
携
研
究
や
地
域
協
働

型
教
育
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、そ
の
成
果
を

地
域
に
還
元
す
る
こ
と
を
目
標
に
掲
げ
、大
学

運
営
が
行
わ
れ
て
き
た
。こ
れ
に
よ
っ
て
日
経

グ
ロ
ー
カ
ル
に
よ
る「
全
国
の
大
学
地
域
貢
献

す
る
。こ
の
よ
う
な
特
徴
に
基
づ
い
て
提
供
す

る
教
育
概
要
を
以
下
に
紹
介
す
る
。

① 

教
養
教
育

　
全
学
共
通
の
系
統
だ
っ
た
教
養
教
育
の
一
環

と
し
て「
地
域
と
世
界
」系
統
を
ひ
と
つ
に
据

え
、信
州
や
上
田
へ
の
地
に
足
の
着
い
た
ロ
ー

カ
ル
学
習
に
よ
る
地
域
社
会
の
理
解
を
促
す
一

方
、視
座
を
グ
ロ
ー
バ
ル
に
広
げ
、当
該
地
域
や

自
身
を
相
対
化
し
て
い
く
視
点
養
成
に
重
点
を

置
い
た
教
育
を
行
っ
て
い
る
。こ
れ
は
地
域
を

支
え
る
観
光
人
材
に
直
結
す
る
教
育
と
も
位
置

付
け
ら
れ
る
。こ
の
中
で
、地
域
社
会
で
活
躍
で

き
る
よ
う
、「
信
州
学
」「
信
州
上
田
学
」「
信
州
地

域
史
」を
開
設
す
る
な
ど
、地
域
系
科
目
の
充
実

を
図
っ
て
い
る
。

● 

信
州
上
田
学

　
上
田
は「
信
濃
自
由
大
学
発
祥
の
地
」で
あ

り
、こ
の
地
の
人
々
が
自
ら
学
び
地
域
を
築
い

て
き
た
歴
史
と
気
風
が
あ
る
。こ
う
し
た
本
地

域
な
ら
で
は
の
課
題
解
決
型
人
材
育
成
の
た
め

の
初
年
次
教
育
の
ひ
と
つ
と
し
て
開
講
し
て
い

る
。上
田
市
政
に
お
い
て
も「
上
田
の
魅
力
を
知

り
、と
も
に
地
域
を
築
く
体
験
を
通
し
て
若
者

定
着
へ
と
繋
げ
る『
信
州
上
田
学
』の
推
進
」が

位
置
づ
け
ら
れ
、公
立
大
学
と
し
て
そ
れ
を
具

現
化
し
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。地
域
の
魅
力

を
掘
り
起
こ
し
、ロ
ー
カ
ル
ナ
レ
ッ
ジ
を
普
遍

的
視
野
か
ら
再
構
築
、再
評
価
し
、地
域
資
源
を

創
造
す
る
地
域
学
を
目
指
し
て
い
る
。

講
義
の
具
体
的
な
内
容
は
、地
元
企
業
や
行
政
、

地
域
の
講
師
と
の
交
流
を
通
じ
て
、地
域
の
現

実
に
多
角
的
視
点
か
ら
ア
プ
ロ
ー
チ
し
、学
生

の
み
ず
み
ず
し
い
感
性
で
自
ら
課
題
を
捉
え
な

織
、
（
一
社
）
長
野
県
観
光
機
構
等
の
Ｄ
Ｍ

Ｏ
、国
・
県
・
市
町
村
の
観
光
・
交
通
政
策
担
当

者
が
学
生
・
教
員
を
媒
介
と
し
て
水
平
方
向
で

つ
な
が
り
、
対
面
で
活
発
な
意
見
交
換
や
情
報

交
流
を
行
う
場
を
目
の
あ
た
り
に
し
て
き
た
。

公
立
大
学
な
ら
で
は
の
役
割
と
し
て
、
今
後
も

大
事
に
し
て
い
き
た
い
。

③ 

地
域
協
働
型
教
育

　
長
野
県
内
に
は
、ス
キ
ー
人
口
の
低
迷
等
に

よ
り
持
続
性
に
黄
色
信
号
が
灯
っ
た
高
原
リ
ゾ

ー
ト
集
落
や
、長
野
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
時
の
投
資

回
収
が
進
ん
で
い
な
か
っ
た
こ
と
に
加
え
、コ

ロ
ナ
禍
等
が
重
な
っ
て
経
営
が
厳
し
く
な
っ
て

い
る
温
泉
地
も
少
な
く
な
く
、こ
う
し
た
観
光

地
の
テ
コ
入
れ
は
重
要
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

一
方
、中
心
市
街
地
や
中
山
間
地
域
に
お
い
て

い
っ
そ
う
顕
著
に
進
む
過
疎
化
・
高
齢
化
へ
の

対
策
と
し
て
、観
光
ま
ち
づ
く
り
が
課
題
と
な

っ
て
い
る
。こ
う
し
た
地
域
課
題
を「
観
光
ま
ち

づ
く
り
演
習
」や
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
で
共
有
す
る
な

か
で
、科
学
的
・
客
観
的
に
分
析
し
、地
域
組
織

と
協
働
し
て
実
践
的
に
課
題
解
決
に
取
り
組
む

教
育
に
各
教
員
が
取
り
組
ん
で
お
り
、

2
0
2
0（
令
和
2
）年
度
に
お
い
て
も
15
件
程

度
の
実
績
が
あ
る
。

　
こ
こ
か
ら
は
私
が
長
野
大
学
赴
任
1
〜
2
年

目
以
降
、継
続
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
観
光
ま

ち
づ
く
り
教
育
と
、そ
れ
と
重
ね
合
わ
せ
た
一

部
の
研
究
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。

　
観
光
ま
ち
づ
く
り
を〝
事
業
〞面
か
ら
捉
え

る
、す
な
わ
ち
主
要
な
観
光
事
業（
ビ
ジ
ネ
ス
）

と
市
民
ま
ち
づ
く
り
事
業（
タ
ス
ク
）等
の
基
礎

知
識
や
手
法
を
学
ぶ
科
目
で
あ
る
。ま
ず
は
一

般
的
な
教
科
書
的
教
材
を
用
い
た
教
室
で
の
座

学
で
学
び（
第
1
ス
テ
ッ
プ
）、次
の
授
業
で
は

周
辺
の
観
光
事
業
現
場
、ま
ち
づ
く
り
現
場
に

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
し
て
観
光
事
業
や
ま
ち
づ

図 2 座学と観光事業現場学習の組み合わせで実践学習効果は大幅に向上

図 3 協働で造成した齋藤駕籠屋旅行商品

く
り
リ
ー
ダ
ー
か
ら
レ
ク
チ
ャ
ー
を
受
け（
第

2
ス
テ
ッ
プ
）、復
習
と
し
て
事
業
の
特
徴
や
要

点
、課
題
等
を
レ
ポ
ー
ト
に
ま
と
め（
第
3
ス
テ

ッ
プ
）、さ
ら
に
次
の
授
業
に
お
い
て
数
名
の
学

生
に
よ
る
レ
ポ
ー
ト
・
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

を
行
っ
た
後
討
議
や
補
完
的
講
義
を
行
う
手
法

を
と
っ
て
い
る
。具
体
的
に
は
リ
ゾ
ー
ト
開
発
・

運
営
事
業
で
は
あ
れ
ば
菅
平
・
峰
の
原
高
原
開

発
、温
泉
地
ま
ち
づ
く
り
や
宿
泊
事
業
で
あ
れ

ば
鹿
教
湯
温
泉
、歴
史
的
ま
ち
づ
く
り
事
業
で

あ
れ
ば
海
野
宿
等
を
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
の
対

象
と
し
て
い
る
。な
お
正
課
と
し
て
は
2
限
連

続
の
授
業
と
し
て
い
る
が
、フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー

ク
時
は
さ
ら
に
延
長
す
る
可
能
性
が
あ
る
前
提

で
の
履
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
な
る
。

　
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
や
体
験
型
授
業
を
積
極

的
に
導
入
し
な
が
ら
、実
践
力
の
養
成
を
重
視
す

る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
ポ
リ
シ
ー
に
基
づ
い
た
典
型

的
な
科
目
で
あ
り
、こ
れ
に
よ
り
観
光
ま
ち
づ
く

り
の
普
遍
的
な
し
く
み
と
、地
域
に
落
と
し
込
む

際
の
実
践
的
な
ノ
ウ
ハ
ウ
、課
題
の
理
解
が
深
ま

っ
て
い
る
。

　
本
地
域
周
辺
で
実
際
に
進
行
中
の
観
光
ま
ち

づ
く
り
に
関
わ
る
事
業
計
画
策
定
や
着
地
型
旅

行
商
品
造
成
等
を
演
習
テ
ー
マ
と
し
た
科
目
で

あ
る
。観
光
旅
行
形
態
の
変
化
や
ユ
ー
ザ
ー
ニ

ー
ズ
の
変
化
等
の
デ
ー
タ
分
析
、関
係
者
へ
の

ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査
や
現
地
の
資
源
調
査
・
掘
り

起
こ
し
等
を
行
う
と
と
も
に
、半
期
で
前
述
し

た
計
画
や
旅
行
商
品
プ
ラ
ン
を
仕
上
げ
て
い
く

形
態
を
と
っ
て
い
る
。

　
コ
ロ
ナ
禍
の
昨
年
度
も
、緊
急
事
態
宣
言
等

に
よ
っ
て
宿
泊
客
が
減
少
し
た
鹿
教
湯
温
泉
斎

藤
ホ
テ
ル
や
、観
光
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
よ

る
観
光
人
材
を
図
っ
て
い
る
長
野
県
観
光
部
と

の
産
官
学
連
携
に
よ
り
、ホ
テ
ル
の
旅
行
会
社

（
齋
藤
駕
籠
屋
）の
着
地
型
旅
行
商
品
を
学
生
と

事
業
者
が
協
働
考
案
し
、パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
内

容
ま
で
検
討
に
加
え
さ
せ
て
頂
く
演
習
を
行

い
、こ
の
旅
行
商
品
は
実
際
に
催
行
さ
れ
た
。旅

行
商
品
造
成
の
し
く
み
や
行
程
、マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
の
仕
組
み
を
体
験
す
る
と
と
も
に
、旅
行

参
加
者
の
評
価
も
聞
く
こ
と
が
で
き
る
な
ど
、

実
践
的
な
授
業
内
容
と
な
っ
て
い
る
。

　
旅
行
商
品
造
成
だ
け
で
な
く
、別
所
温
泉
の

遊
休
土
地
を
使
っ
た
滞
在
空
間
計
画
策
定
、青

木
村
の
景
観
ま
ち
づ
く
り
プ
ラ
ン
策
定
、大
学

生
観
光
ま
ち
づ
く
り
コ
ン
テ
ス
ト
へ
の
参
加
等

を
演
習
テ
ー
マ
と
し
て
き
た
。

　
上
田
市
や
小
諸
市
の
城
下
町
は
、と
も
に
北

国
街
道
沿
い
の
歴
史
的
町
並
み
が
残
る
一
方
、

現
状
は
そ
の
観
光
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
十
分
活
か

せ
て
い
な
い
。こ
う
し
た
対
象
地
に
お
い
て
、地

域
の
要
請
に
よ
っ
て
、町
並
み
の
現
状
・
特
性
お

よ
び
市
民
意
識
調
査
や
、地
域
組
織
と
協
働
し

た
実
際
の
観
光
ま
ち
づ
く
り
に
、学
生
と
も
ど

も
参
加
さ
せ
て
頂
い
て
い
る
。

　
こ
の
う
ち
上
田
市
柳
町
は
、観
光
事
業
者
等

と
観
光
の
魅
力
向
上
策
を
検
討
す
る
だ
け
で
な

く
、狭
隘
な
街
路
に
大
型
観
光
バ
ス
車
両
が
急

増
し
た
こ
と
に
よ
る
観
光
交
通
問
題
等
を
テ
ー

マ
に
し
て
、学
生
が
観
光
客
、地
域
住
民
を
ま
き

こ
ん
だ
解
決
の
方
向
を
探
っ
て
い
る
。ま
た
、観

光
の
魅
力
増
進
と
観
光
交
通
対
策
の
両
面
を
意

図
し
て
、学
生
が
自
ら
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ

イ
ド
も
行
っ
て
お
り
、こ
れ
ら
を
通
し
て
観
光

ま
ち
づ
く
り
の
楽
し
さ
、奥
深
さ
や
、地
域
住
民

や
行
政
等
の
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
の
合
意
形
成

の
難
し
さ
を
学
ん
で
い
る
。

　
一
方
の
小
諸
城
下
町
で
は
、町
並
み
保
存
に

取
り
組
む
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
と
連
携
し
て
、ま
ず
は

市
民
に
そ
の
町
並
み
の
魅
力
や
価
値
を
知
っ
て

も
ら
う
取
組
の
一
環
と
し
て
、ゼ
ミ
生
が
毎
年
、

子
供
た
ち
向
け
の
イ
ベ
ン
ト
を
提
供
し
て
お

り
、コ
ロ
ナ
禍
の
令
和
2
年
9
月
に
お
い
て
も
、

感
染
予
防
に
十
分
注
意
し
な
が
ら
、幼
少
期
の

ま
ち
づ
く
り
教
育
に
も
つ
な
が
る『
城
下
町
忍

者
ク
イ
ズ
ラ
リ
ー
』を
実
施
し
た
。

組
ん
で
い
る
が
、観
光
県
で
あ
る
長
野
県
に
お

い
て
、観
光
コ
ー
ス
の
教
育
・
研
究
・
地
域
貢
献

が
果
た
す
役
割
は
大
き
い
と
自
負
し
て
い
る
。

① 

地
域
を
支
え
る
人
材
育
成
シ
ス
テ
ム

　
公
立
化
に
よ
り
、本
地
域（
上
田
定
住
自
立
圏

域
や
長
野
県
）を
支
え
る
人
材
に
な
ろ
う
と
す

る
意
識
・
意
欲
の
高
い
学
生
を
受
け
入
れ
、自
立

自
走
で
き
る
地
域
経
営
を
担
う
人
材
と
し
て
し

っ
か
り
と
育
て
て
、地
域
の
優
良
企
業
・
組
織
の

リ
ー
ダ
ー
や
地
域
社
会
の
中
核
的
人
物
と
し
て

送
り
出
す
責
務
が
増
大
し
た
。こ
う
し
た
責
任

を
果
た
す
た
め
、本
学
は
地
域
住
民
及
び
自
治

体
と
手
を
携
え
な
が
ら
、図
―
１
に
示
す
よ
う

な
、学
生
を
地
域
か
ら
受
け
入
れ
送
り
出
す「
地

域
人
材
の
循
環
シ
ス
テ
ム
」と
、こ
の
地
で
様
々

な
領
域
で
発
生
す
る
課
題
を
地
域
住
民
組
織
、

地
域
企
業
、自
治
体
と
協
働
し
な
が
ら
解
決
す

る「
地
域
課
題
の
解
決
シ
ス
テ
ム
」の
両
輪
の
構

築
を
目
指
し
て
い
る
。

　
地
域
の
観
光
産
業
や
観
光
政
策
、ま
ち
づ
く

り
等
を
担
う
学
生
の
育
成
や
、観
光
産
業
・
地
域

づ
く
り
に
関
す
る
地
域
課
題
解
決
に
お
い
て

も
、こ
う
し
た
シ
ス
テ
ム
へ
の
期
待
は
大
き
い
。

特
に
少
子
高
齢
化
が
進
む
地
方
都
市
に
お
い

て
、持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
に
は
、と
り
も
な

お
さ
ず
観
光
や
交
流
が
重
要
要
素
で
あ
る
こ
と

は
間
違
い
な
く
、教
育
・
研
究
・
社
会
貢
献
を
重

ね
合
わ
せ
て
、地
域
協
働
で
地
域
課
題
解
決
に

取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

地
域
に
根
差
し
た
人
材
の
育
成
に
当
た
っ
て

は
、小
中
高
大
連
携
等
に
よ
り
、幼
少
期
か
ら
の

地
域
教
育
や
ま
ち
づ
く
り
教
育
が
重
要
視
さ
れ

て
い
る
。一
方
で
旅
や
風
景
と
い
っ
た
観
光
関

連
の
テ
ー
マ
は
、自
然
環
境
、地
理
・
歴
史
、文

学
、芸
術
等
多
方
面
の
学
問
と
関
連
し
、生
涯
学

習
の
講
座
と
し
て
ニ
ー
ズ
が
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
幼
少
期
〜
シ
ニ
ア
に
至
る
生
涯

学
習
に
お
い
て
、公
立
大
学
、そ
し
て
観
光
・
ま

ち
づ
く
り
分
野
へ
の
期
待
が
高
ま
っ
て
い
る
。

　
学
部
に
お
け
る
観
光
コ
ー
ス
の
教
育
・
研
究

の
特
徴
は
、単
な
る
観
光
現
象
や
観
光
地
理
、産

業
に
つ
い
て
の
学
究
で
は
な
く
、環
境
保
全
・
資

源
保
護
の
視
点
や
、観
光
を
持
続
可
能
な
地
域

づ
く
り
に
活
か
し
て
い
く
観
点
、す
な
わ
ち
観

光
ま
ち
づ
く
り
分
野
に
軸
足
を
お
い
て
い
る
こ

と
で
あ
る
。過
疎
化
・
高
齢
化
が
顕
著
に
進
展
す

る
地
方
都
市
に
お
い
て
移
住
・
交
流
・
関
係
人
口

等
の
概
念
を
包
含
す
る
広
い
意
味
で
の
観
光
ま

ち
づ
く
り
や
、自
立
自
走
で
き
る
地
域
経
営
の

核
の
一
つ
で
あ
る
観
光
産
業
は
、持
続
可
能
な

地
域
社
会
形
成
に
お
い
て
最
重
要
課
題
で
あ
る

こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
く
、こ
う
し
た
職
業
や

役
割
に
自
ら
の
将
来
の
夢
を
重
ね
て
、学
び
の

テ
ー
マ
と
す
る
学
生
が
本
学
部
に
は
多
数
入
学

4
私
の
観
光
ま
ち
づ
く
り

教
育
・
研
究

度
ラ
ン
キ
ン
グ
」で
は
、2
0
1
0
〜
2
0
1
5

年
度
に
か
け
て
6
年
連
続
私
立
大
学
部
門
ト
ッ

プ
の
評
価
を
得
て
い
る
。公
立
大
学
法
人
設
立

の
目
的
も
、「
地
域
に
根
ざ
し
た
大
学
と
し
て
教

育
と
研
究
を
推
進
し
、豊
か
な
人
間
性
と
高
い

専
門
性
及
び
国
際
的
な
視
座
を
も
っ
た
実
践
力

の
あ
る
人
材
を
育
成
し
地
域
の
産
業
及
び
社
会

の
発
展
に
貢
献
す
る
知
の
拠
点
を
形
成
す
る
」

こ
と
で
あ
り
、公
立
大
学
と
し
て
こ
れ
ま
で
以

上
に
、市
民
や
地
域
企
業
、地
域
社
会
と
の
連
携

を
意
識
し
た
教
育
、研
究
が
指
向
さ
れ
て
い
る
。

　
観
光
に
関
わ
る
教
育
･
研
究
・
地
域
貢
献
の

中
心
と
な
る
の
が
前
述
し
た
環
境
ツ
ー
リ
ズ
ム

学
部
で
あ
り
、自
然
環
境
と
そ
の
生
態
系
サ
ー

ビ
ス
を
活
か
し
た
観
光
、そ
の
観
光
を
基
軸
と

し
た
地
域
政
策
や
ま
ち
づ
く
り
を
学
究
し
て
い

る
。そ
の
他
、社
会
福
祉
学
部
、企
業
情
報
学
部

と
、大
学
院
総
合
福
祉
学
研
究
科
か
ら
構
成
さ

れ
て
い
る
が
、観
光
情
報
や
地
域
デ
ザ
イ
ン
、ユ

ニ
バ
ー
サ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
等
の
面
で
学
部
の
垣

が
ら
、グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
通
し
て
解
決
策
を

検
討
し
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
す
る
ア
ク
テ
ィ

ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
の
手
法
が
と
ら
れ
て
い
る
。

② 

専
門
教
育

　
前
述
し
た
よ
う
に
観
光
ま
ち
づ
く
り
に
軸
足

を
お
い
た
本
学
の
観
光
コ
ー
ス
の
学
び
は
、地

域
社
会
学
・
行
政
学
関
連
の
科
目
や
、社
会
調
査

関
連
の
科
目
、環
境
政
策
論
や
里
山
再
生
論
等

の
環
境
関
連
科
目
と
と
も
に
組
み
立
て
ら
れ
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
構
成
さ
れ
て
い
る
。観
光
専
門
科

目
と
し
て
は
、観
光
概
論
、観
光
文
化
論
、観
光

政
策
論
、持
続
可
能
な
ツ
ー
リ
ズ
ム
、観
光
交
通

論
、観
光
ま
ち
づ
く
り
事
業
論
、観
光
ま
ち
づ
く

り
計
画
論
、各
種
演
習
等
が
あ
り
、5
名
の
教
員

が
担
っ
て
い
る
。他
大
学
の
観
光（
専
門
）学
科

に
比
較
す
れ
ば
、科
目
数
は
限
定
さ
れ
る
が
、観

光
地
や
ま
ち
づ
く
り
現
場
へ
の
近
さ
を
活
か
し

た
実
践
的
・
体
験
型
の
教
育
を
強
み
と
し
て
打

ち
出
し
て
い
る
。

　
ま
た
観
光
人
材
の
養
成
を
ね
ら
い
と
す
る
長

野
県
観
光
部
の
寄
附
講
座『
先
進
的
な
観
光
地

経
営
を
学
ぶ
』で
は
、観
光
庁
や
観
光
先
進
国
の

観
光
局
の
政
策
担
当
者
、Ｊ
Ｒ
東
日
本
等
の
交

通
事
業
者
、デ
ジ
タ
ル
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
や
Ｄ

Ｍ
Ｏ
等
の
専
門
家
、地
元
長
野
県
の
観
光
産
業
、

観
光
ま
ち
づ
く
り
の
リ
ー
ダ
ー
等
の
実
践
的
な

講
話
を
聴
く
機
会
も
提
供
さ
れ
て
お
り
、こ
れ

ら
は
学
生
だ
け
で
な
く
、上
田
地
域
お
よ
び
県

内
の
観
光
事
業
者
や
観
光
行
政
ス
タ
ッ
フ
も
学

習
す
る
機
会
と
し
て
開
放
さ
れ
て
い
る
。

　
コ
ロ
ナ
禍
の
令
和
2
〜
3
年
度
に
お
い
て

も
、
こ
の
よ
う
な
専
門
講
座
や
専
門
ゼ
ミ
ナ
ー

ル
で
は
、
協
働
し
て
い
る
事
業
者
や
住
民
組

写真1：小諸の町並み模型を使った立体パズル

根
を
超
え
た
、観
光
系
の
研
究
や
地
域
貢
献
活

動
が
指
向
さ
れ
て
い
る
。ま
た
地
域
と
協
働
し

ま
ち
づ
く
り
や
人
材
育
成
に
取
り
組
む
大
学
組

織
と
し
て
、地
域
づ
く
り
総
合
セ
ン
タ
ー
が
あ

る
。

　
公
立
大
学
に
期
待
さ
れ
る
社
会
的
役
割
は
、

文
部
科
学
省
が
2
0
1
3（
平
成
25
）年
度
か
ら

進
め
た「
地（
知
）の
拠
点
大
学
」の
考
え
方
そ
の

も
の
と
い
っ
て
よ
い
。
本
学
に
お
い
て
も

C
O
C
＋
に
参
加
し
て
き
た
が
、も
と
よ
り
地

域
企
業
や
自
治
体
と
協
働
し
て
、学
生
に
と
っ

て
魅
力
あ
る
就
職
先
を
創
出
す
る
と
と
も
に
、

そ
の
地
域
が
求
め
る
人
材
育
成
に
必
要
な
教
育

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
改
革
・
拡
充
を
進
め
て
き
た
。そ

し
て
次
の
①
②
の
観
点
か
ら
地
域
が
求
め
る
人

材
育
成
と
課
題
解
決
の
拠
点
と
な
る
べ
く
取
り

　
30
年
ほ
ど
前
に
始
ま
っ
た
道
の
駅
事
業
は
、

近
年
で
は
多
様
な
観
点
か
ら
地
域
活
性
化
の
拠

点
と
し
て
着
目
さ
れ
る
と
と
も
に
、地
域
の
大

学
生
と
連
携
す
る
等
に
よ
り
、有
効
な
活
用
を

図
る
べ
く
全
国
で
取
組
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

北
佐
久
郡
立
科
町
に
あ
っ
た
農
産
物
直
売
所
と

レ
ス
ト
ラ
ン
で
構
成
さ
れ
る『
農
ん
喜
村
』の
道

の
駅
化
に
あ
た
り
、町
か
ら
大
学
へ
の
委
託
研

究
の
中
で
、隣
接
す
る
ク
ラ
イ
ン
ガ
ル
テ
ン
や

交
流
促
進
セ
ン
タ
ー
を
複
合
化
さ
せ
た
り
、六

次
産
業
拠
点
と
し
て
高
度
化
し
滞
在
拠
点
の
魅

力
増
進
を
図
る
構
想
を
策
定
・
提
案
し
た
。

　
学
生
が
模
型
を
作
成
し
て
、町
に
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
す
る
と
と
も
に
、交
流
セ
ン
タ
ー

敷
地
を
活
用
し
た
オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ
の
社
会
実

験
を
行
う
等
に
よ
り
、そ
の
効
果
を
事
業
者
や

行
政
等
と
検
証
し
た
。そ
の
後
も
売
り
場
の
ポ

ッ
プ
等
の
デ
ザ
イ
ン
化
や
、イ
ベ
ン
ト
に
お
け

る
学
生
企
画
商
品
の
提
供
等
、連
携
を
深
め
て

い
る
。な
お
こ
う
し
た
学
生
の
学
習
に
つ
い
て

は
、国
土
交
通
省
関
東
地
方
整
備
局
が
実
施
し

た『
道
の
駅
学
生
コ
ン
テ
ス
ト
』に
お
い
て
表
彰

さ
れ
る
に
至
っ
て
い
る
。

　
な
お
立
科
町
で
は
、町
内
の
事
業
者
や
商
店

の
課
題
や
悩
み
を
解
決
す
る
た
め
、全
国
か
ら

集
ま
っ
た
学
生
た
ち
に
よ
る
ア
イ
デ
ア
コ
ン
ペ

を
実
施
し
、最
優
秀
の
プ
ラ
ン
を
実
際
に
実
現

す
る『
タ
テ
シ
ナ
ソ
ン
』が
数
年
来
行
わ
れ
て
お

り
、ゼ
ミ
生
が
参
加
す
る
だ
け
で
な
く
、そ
の
準

備
・
運
営
に
携
わ
っ
て
い
る
。

　
立
科
町
出
身
の
学
生
が
、こ
の
よ
う
な
ゼ
ミ

学
習
を
通
し
て
学
生
時
代
か
ら
観
光
ま
ち
づ
く

り
に
取
り
組
む
こ
と
に
よ
り
、地
域
の
魅
力
や

活
性
化
の
必
要
性
を
真
剣
に
考
え
、当
該
町
役

場
等
に
就
職
す
る
と
い
っ
た
、地
域
人
材
の
循

環
も
実
現
し
て
い
る
。

　
長
野
県
企
業
局
に
よ
り
1
9
6
0
〜
70
年
代

を
中
心
に
開
発
さ
れ
た
保
健
休
養
地（
い
ま
で

い
う
高
原
リ
ゾ
ー
ト
・
分
譲
地
）事
業
は
、全
国

で
も
モ
デ
ル
に
さ
れ
た『
菅
平
方
式
』『
和
合
方

式
』『
麻
績
方
式
』と
い
っ
た
ユ
ニ
ー
ク
な
事
業

方
式
を
生
み
出
し
た
こ
と
で
知
ら
れ
て
い
る

が
、開
発
か
ら
半
世
紀
程
が
た
ち
、施
設
の
老
朽

化
や
ペ
ン
シ
ョ
ン
経
営
者
の
高
齢
化
等
に
よ
り

持
続
可
能
性
が
怪
し
く
な
っ
て
き
て
い
る
。そ

の
代
表
開
発
事
例
の
ひ
と
つ
で
あ
る
須
坂
市
峰

の
原
高
原
を
対
象
に
、こ
う
し
た
実
態
と
そ
の

課
題
を
解
明
す
る
た
め
、地
元
観
光
協
会
、長
野

県
お
よ
び
須
坂
市
、長
野
大
学
の
産
学
官
連
携

に
よ
る
調
査
研
究
お
よ
び
学
生
に
よ
る
フ
ィ
ー

グ
ラ
ム
を
担
っ
た
。将
来
に
わ
た
っ
て
地
域
に

定
着
し
て
担
い
手
と
な
る
人
材
や
、観
光
産
業

を
担
う
人
材
を
育
成
し
て
い
く
た
め
に
は
、幼

少
期
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
教
育
や
観
光
教
育
が

不
可
欠
で
あ
り
、観
光
庁
で
も『
観
光
教
育
の
ス

ス
メ
』を
推
進
し
て
い
る
。こ
こ
で
制
作
さ
れ
た

動
画
や
、全
国
各
地
の
先
進
事
例
、そ
し
て
私
が

ゼ
ミ
生
と
と
も
に
地
元
小
学
校
の
総
合
的
な
学

習
の
時
間
を
活
用
し
て
行
っ
た『
た
め
池
探
検

隊
』の
内
容
紹
介
等
を
行
い
な
が
ら
、幼
少
期
か

ら
大
学
ま
で
つ
な
が
っ
て
い
く
べ
き『
観
光
ま

ち
づ
く
り
教
育
』の
あ
り
方
を
普
及
す
る
機
会

と
し
て
い
る
。

　
参
考
ま
で
に
令
和
3
年
度
の
講
習
内
容
を
次

に
示
す
。

ル
ド
ワ
ー
ク
学
習
を
継
続
的

に
実
施
。な
お
、本
研
究
結
果

は
、日
本
観
光
研
究
学
会
に

拙
著
の
研
究
論
文
と
し
て
発

表
し
て
い
る
。

　
こ
の
な
か
で
は
、ペ
ン
シ

ョ
ン
と
い
う
顧
客
定
着
性
が

極
め
て
強
い
事
業
形
態
に
お

い
て
事
業
継
承
を
円
滑
に
し

て
い
く
た
め
、世
襲
だ
け
で

な
く
多
様
な
事
業
継
承
を
模

索
し
て
い
く
べ
き
こ
と
や
、

ペ
ン
シ
ョ
ン
を
知
ら
な
い
層

を
含
め
た
新
規
顧
客
開
拓
が

必
要
と
な
る
こ
と
が
明
ら
か

　

 

観
光
ま
ち
づ
く
り
事
業
論
：

① 

観
光
事
業
や
ま
ち
づ
く
り
現
場
の

　

 

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
導
入

　

 

観
光
ま
ち
づ
く
り
演
習
：

② 

産
官
学
連
携
に
よ
る
着
地
型
旅
行
商
品
の

　

 

協
働
造
成

　

 

歴
史
的
町
並
み
を
舞
台
に
し
た

③ 

観
光
ま
ち
づ
く
り
調
査
と
イ
ベ
ン
ト
支
援

　

 

（
ゼ
ミ
学
習
）

と
な
り
、ゼ
ミ
生
が
毎
年
、地
元
観
光
協
会
や
事

業
者
と
連
携
し
て
、Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
使
っ
た
情
報
発

信
や
新
し
い
イ
ベ
ン
ト
の
企
画
催
行
、空
き
ペ

ン
シ
ョ
ン
の
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と
活
用
実
験
に

取
り
組
ん
で
い
る
。こ
う
し
た
学
習
・
活
動
を
通

じ
て
、対
象
地
に
愛
着
が
生
ま
れ
た
学
生
が
育

ち
、地
域
組
織
と
信
頼
関
係
が
で
き
た
こ
と
も

あ
っ
て
、在
学
中
か
ら
、地
域
お
こ
し
協
力
隊
と

し
て
任
用
さ
れ
る
学
生
も
出
現
し
て
い
る
。こ

れ
も
ま
た
、前
述
し
た
地
域
人
材
の
循
環
が
機

能
し
た
、顕
著
な
例
と
い
え
る
。

　
な
お
廃
業
し
た
宿
泊
施
設
や
大
型
の
空
き
家

を
大
学
の
研
究
者
や
学
生
と
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

し
、ま
ち
づ
く
り
拠
点
と
し
て
活
用
す
る
動
き

は
目
立
っ
て
増
え
て
き
て
お
り
、別
所
温
泉
旧

『
臨
泉
楼
柏
屋
別
荘
』で
は
、オ
ー
ナ
ー
と
の
協

力
関
係
を
構
築
し
た
う
え
で
コ
ワ
ー
キ
ン
グ
ス

ペ
ー
ス
等
と
し
て
の
活
用
に
実
験
的
に
取
り
組

ん
で
い
る
。

　
な
お
こ
う
し
た
演
習
、ゼ
ミ
学
習
の
一
部
や

成
果
報
告
は
、上
田
市
が
中
心
市
街
地
内
に
開

設
し
本
学
が
運
営
を
受
託
し
て
い
る『
ま
ち
な

か
キ
ャ
ン
パ
ス
上
田
』で
、一
般
市
民
も
巻
き
込

ん
で
実
施
し
て
い
る
。

　
教
員
養
成
課
程
を
持
つ
本
学
は
教
員
免
許
更

新
講
習
を
開
講
し
て
お
り
、
2
0
1
5
〜

2
0
1
9
年
度
に
か
け
て
、『
観
光
ま
ち
づ
く
り

教
育
』を
テ
ー
マ
に
、観
光
系
の
教
員
が
１
プ
ロ
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長
野
大
学
は
、信
州
の
学
海
と
呼
ば
れ
る
上

田
市
塩
田
平
に
、人
口
一
万
六
千
人
弱（
設
立
当

時
）の
旧
塩
田
町
が
十
万
坪
の
土
地
と
七
千
万

円
を
出
資
し
、1
9
6
6（
昭
和
41
）年
、学
校
法

人
を
創
設
し
た
こ
と
に
始
ま
る
。地
方
の
小
さ

な
町
が
私
立
大
学
を
誘
致
ま
た
は
創
設
と
い
う

こ
と
は
珍
し
く
、公
設
民
営
大
学
の
先
駆
け
と

し
て
注
目
さ
れ
た
。
塩
田
町
は
そ
の
後

1
9
7
0（
昭
和
45
）年
に
上
田
市
に
編
入
合
併

さ
れ
、現
在
に
至
っ
て
い
る
。

　
上
田
市
は
も
と
も
と
上
信
越
高
原
国
立
公
園

や
美
ヶ
原
等
の
大
自
然
に
恵
ま
れ
る
と
と
も

に
、別
所
温
泉
や
鹿
教
湯
温
泉
、菅
平
高
原
、大

河
ド
ラ
マ『
真
田
丸
』で
も
有
名
と
な
っ
た
上
田

城
跡
等
の
観
光
地
を
抱
え
る
。こ
う
し
た
ロ
ケ

ー
シ
ョ
ン
を
活
か
す
と
と
も
に
、環
境
保
全
や

観
光
振
興
へ
の
社
会
的
要
請
に
応
え
る
た
め
、

2
0
0
7（
平
成
19
）年
に
既
存
学
部
を
改
組

し
、文
理
融
合
の
教
育
・
研
究
組
織
と
し
て
環
境

ツ
ー
リ
ズ
ム
学
部
が
開
設
さ
れ
て
い
る
。

　
開
学
後
五
十
年
あ
ま
り
の
私
立
大
学
に
よ
る

経
営
の
歴
史
を
経
て
、2
0
1
7（
平
成
29
）年

4
月
、上
田
市
が
設
置
す
る
公
立
大
学
法
人
長

野
大
学
と
し
て
新
た
な
ス
タ
ー
ト
を
切
り
、令

和
3
年
3
月
に
は
公
立
化
後
入
学
し
た
学
生
を

初
め
て
社
会
人
と
し
て
送
り
出
す
に
至
っ
て
い

る
。

　
こ
の
よ
う
な
大
学
創
設
の
経
緯
に
基
づ
き
、

建
学
以
来「
地
域
社
会
と
の
密
接
な
結
び
つ
き

に
よ
り
、学
問
理
論
の
生
活
化
を
目
指
す
」こ
と

を
建
学
の
志
と
し
、学
海
と
も
称
さ
れ
た
在
野

知
と
大
学
の
専
門
知
の
連
携
研
究
や
地
域
協
働

型
教
育
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、そ
の
成
果
を

地
域
に
還
元
す
る
こ
と
を
目
標
に
掲
げ
、大
学

運
営
が
行
わ
れ
て
き
た
。こ
れ
に
よ
っ
て
日
経

グ
ロ
ー
カ
ル
に
よ
る「
全
国
の
大
学
地
域
貢
献

す
る
。こ
の
よ
う
な
特
徴
に
基
づ
い
て
提
供
す

る
教
育
概
要
を
以
下
に
紹
介
す
る
。

① 

教
養
教
育

　
全
学
共
通
の
系
統
だ
っ
た
教
養
教
育
の
一
環

と
し
て「
地
域
と
世
界
」系
統
を
ひ
と
つ
に
据

え
、信
州
や
上
田
へ
の
地
に
足
の
着
い
た
ロ
ー

カ
ル
学
習
に
よ
る
地
域
社
会
の
理
解
を
促
す
一

方
、視
座
を
グ
ロ
ー
バ
ル
に
広
げ
、当
該
地
域
や

自
身
を
相
対
化
し
て
い
く
視
点
養
成
に
重
点
を

置
い
た
教
育
を
行
っ
て
い
る
。こ
れ
は
地
域
を

支
え
る
観
光
人
材
に
直
結
す
る
教
育
と
も
位
置

付
け
ら
れ
る
。こ
の
中
で
、地
域
社
会
で
活
躍
で

き
る
よ
う
、「
信
州
学
」「
信
州
上
田
学
」「
信
州
地

域
史
」を
開
設
す
る
な
ど
、地
域
系
科
目
の
充
実

を
図
っ
て
い
る
。

● 

信
州
上
田
学

　
上
田
は「
信
濃
自
由
大
学
発
祥
の
地
」で
あ

り
、こ
の
地
の
人
々
が
自
ら
学
び
地
域
を
築
い

て
き
た
歴
史
と
気
風
が
あ
る
。こ
う
し
た
本
地

域
な
ら
で
は
の
課
題
解
決
型
人
材
育
成
の
た
め

の
初
年
次
教
育
の
ひ
と
つ
と
し
て
開
講
し
て
い

る
。上
田
市
政
に
お
い
て
も「
上
田
の
魅
力
を
知

り
、と
も
に
地
域
を
築
く
体
験
を
通
し
て
若
者

定
着
へ
と
繋
げ
る『
信
州
上
田
学
』の
推
進
」が

位
置
づ
け
ら
れ
、公
立
大
学
と
し
て
そ
れ
を
具

現
化
し
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。地
域
の
魅
力

を
掘
り
起
こ
し
、ロ
ー
カ
ル
ナ
レ
ッ
ジ
を
普
遍

的
視
野
か
ら
再
構
築
、再
評
価
し
、地
域
資
源
を

創
造
す
る
地
域
学
を
目
指
し
て
い
る
。

講
義
の
具
体
的
な
内
容
は
、地
元
企
業
や
行
政
、

地
域
の
講
師
と
の
交
流
を
通
じ
て
、地
域
の
現

実
に
多
角
的
視
点
か
ら
ア
プ
ロ
ー
チ
し
、学
生

の
み
ず
み
ず
し
い
感
性
で
自
ら
課
題
を
捉
え
な

織
、
（
一
社
）
長
野
県
観
光
機
構
等
の
Ｄ
Ｍ

Ｏ
、国
・
県
・
市
町
村
の
観
光
・
交
通
政
策
担
当

者
が
学
生
・
教
員
を
媒
介
と
し
て
水
平
方
向
で

つ
な
が
り
、
対
面
で
活
発
な
意
見
交
換
や
情
報

交
流
を
行
う
場
を
目
の
あ
た
り
に
し
て
き
た
。

公
立
大
学
な
ら
で
は
の
役
割
と
し
て
、
今
後
も

大
事
に
し
て
い
き
た
い
。

③ 

地
域
協
働
型
教
育

　
長
野
県
内
に
は
、ス
キ
ー
人
口
の
低
迷
等
に

よ
り
持
続
性
に
黄
色
信
号
が
灯
っ
た
高
原
リ
ゾ

ー
ト
集
落
や
、長
野
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
時
の
投
資

回
収
が
進
ん
で
い
な
か
っ
た
こ
と
に
加
え
、コ

ロ
ナ
禍
等
が
重
な
っ
て
経
営
が
厳
し
く
な
っ
て

い
る
温
泉
地
も
少
な
く
な
く
、こ
う
し
た
観
光

地
の
テ
コ
入
れ
は
重
要
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

一
方
、中
心
市
街
地
や
中
山
間
地
域
に
お
い
て

い
っ
そ
う
顕
著
に
進
む
過
疎
化
・
高
齢
化
へ
の

対
策
と
し
て
、観
光
ま
ち
づ
く
り
が
課
題
と
な

っ
て
い
る
。こ
う
し
た
地
域
課
題
を「
観
光
ま
ち

づ
く
り
演
習
」や
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
で
共
有
す
る
な

か
で
、科
学
的
・
客
観
的
に
分
析
し
、地
域
組
織

と
協
働
し
て
実
践
的
に
課
題
解
決
に
取
り
組
む

教
育
に
各
教
員
が
取
り
組
ん
で
お
り
、

2
0
2
0（
令
和
2
）年
度
に
お
い
て
も
15
件
程

度
の
実
績
が
あ
る
。

　
こ
こ
か
ら
は
私
が
長
野
大
学
赴
任
1
〜
2
年

目
以
降
、継
続
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
観
光
ま

ち
づ
く
り
教
育
と
、そ
れ
と
重
ね
合
わ
せ
た
一

部
の
研
究
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。

　
観
光
ま
ち
づ
く
り
を〝
事
業
〞面
か
ら
捉
え

る
、す
な
わ
ち
主
要
な
観
光
事
業（
ビ
ジ
ネ
ス
）

と
市
民
ま
ち
づ
く
り
事
業（
タ
ス
ク
）等
の
基
礎

知
識
や
手
法
を
学
ぶ
科
目
で
あ
る
。ま
ず
は
一

般
的
な
教
科
書
的
教
材
を
用
い
た
教
室
で
の
座

学
で
学
び（
第
1
ス
テ
ッ
プ
）、次
の
授
業
で
は

周
辺
の
観
光
事
業
現
場
、ま
ち
づ
く
り
現
場
に

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
し
て
観
光
事
業
や
ま
ち
づ

図 4 道の駅・女神の里たてしなの協働の取組 く
り
リ
ー
ダ
ー
か
ら
レ
ク
チ
ャ
ー
を
受
け（
第

2
ス
テ
ッ
プ
）、復
習
と
し
て
事
業
の
特
徴
や
要

点
、課
題
等
を
レ
ポ
ー
ト
に
ま
と
め（
第
3
ス
テ

ッ
プ
）、さ
ら
に
次
の
授
業
に
お
い
て
数
名
の
学

生
に
よ
る
レ
ポ
ー
ト
・
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

を
行
っ
た
後
討
議
や
補
完
的
講
義
を
行
う
手
法

を
と
っ
て
い
る
。具
体
的
に
は
リ
ゾ
ー
ト
開
発
・

運
営
事
業
で
は
あ
れ
ば
菅
平
・
峰
の
原
高
原
開

発
、温
泉
地
ま
ち
づ
く
り
や
宿
泊
事
業
で
あ
れ

ば
鹿
教
湯
温
泉
、歴
史
的
ま
ち
づ
く
り
事
業
で

あ
れ
ば
海
野
宿
等
を
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
の
対

象
と
し
て
い
る
。な
お
正
課
と
し
て
は
2
限
連

続
の
授
業
と
し
て
い
る
が
、フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー

ク
時
は
さ
ら
に
延
長
す
る
可
能
性
が
あ
る
前
提

で
の
履
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
な
る
。

　
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
や
体
験
型
授
業
を
積
極

的
に
導
入
し
な
が
ら
、実
践
力
の
養
成
を
重
視
す

る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
ポ
リ
シ
ー
に
基
づ
い
た
典
型

的
な
科
目
で
あ
り
、こ
れ
に
よ
り
観
光
ま
ち
づ
く

り
の
普
遍
的
な
し
く
み
と
、地
域
に
落
と
し
込
む

際
の
実
践
的
な
ノ
ウ
ハ
ウ
、課
題
の
理
解
が
深
ま

っ
て
い
る
。

　
本
地
域
周
辺
で
実
際
に
進
行
中
の
観
光
ま
ち

づ
く
り
に
関
わ
る
事
業
計
画
策
定
や
着
地
型
旅

行
商
品
造
成
等
を
演
習
テ
ー
マ
と
し
た
科
目
で

あ
る
。観
光
旅
行
形
態
の
変
化
や
ユ
ー
ザ
ー
ニ

ー
ズ
の
変
化
等
の
デ
ー
タ
分
析
、関
係
者
へ
の

ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査
や
現
地
の
資
源
調
査
・
掘
り

起
こ
し
等
を
行
う
と
と
も
に
、半
期
で
前
述
し

た
計
画
や
旅
行
商
品
プ
ラ
ン
を
仕
上
げ
て
い
く

形
態
を
と
っ
て
い
る
。

　
コ
ロ
ナ
禍
の
昨
年
度
も
、緊
急
事
態
宣
言
等

に
よ
っ
て
宿
泊
客
が
減
少
し
た
鹿
教
湯
温
泉
斎

藤
ホ
テ
ル
や
、観
光
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
よ

る
観
光
人
材
を
図
っ
て
い
る
長
野
県
観
光
部
と

の
産
官
学
連
携
に
よ
り
、ホ
テ
ル
の
旅
行
会
社

（
齋
藤
駕
籠
屋
）の
着
地
型
旅
行
商
品
を
学
生
と

事
業
者
が
協
働
考
案
し
、パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
内

容
ま
で
検
討
に
加
え
さ
せ
て
頂
く
演
習
を
行

い
、こ
の
旅
行
商
品
は
実
際
に
催
行
さ
れ
た
。旅

行
商
品
造
成
の
し
く
み
や
行
程
、マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
の
仕
組
み
を
体
験
す
る
と
と
も
に
、旅
行

参
加
者
の
評
価
も
聞
く
こ
と
が
で
き
る
な
ど
、

実
践
的
な
授
業
内
容
と
な
っ
て
い
る
。

　
旅
行
商
品
造
成
だ
け
で
な
く
、別
所
温
泉
の

遊
休
土
地
を
使
っ
た
滞
在
空
間
計
画
策
定
、青

木
村
の
景
観
ま
ち
づ
く
り
プ
ラ
ン
策
定
、大
学

生
観
光
ま
ち
づ
く
り
コ
ン
テ
ス
ト
へ
の
参
加
等

を
演
習
テ
ー
マ
と
し
て
き
た
。

　
上
田
市
や
小
諸
市
の
城
下
町
は
、と
も
に
北

国
街
道
沿
い
の
歴
史
的
町
並
み
が
残
る
一
方
、

現
状
は
そ
の
観
光
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
十
分
活
か

せ
て
い
な
い
。こ
う
し
た
対
象
地
に
お
い
て
、地

域
の
要
請
に
よ
っ
て
、町
並
み
の
現
状
・
特
性
お

よ
び
市
民
意
識
調
査
や
、地
域
組
織
と
協
働
し

た
実
際
の
観
光
ま
ち
づ
く
り
に
、学
生
と
も
ど

も
参
加
さ
せ
て
頂
い
て
い
る
。

　
こ
の
う
ち
上
田
市
柳
町
は
、観
光
事
業
者
等

と
観
光
の
魅
力
向
上
策
を
検
討
す
る
だ
け
で
な

く
、狭
隘
な
街
路
に
大
型
観
光
バ
ス
車
両
が
急

増
し
た
こ
と
に
よ
る
観
光
交
通
問
題
等
を
テ
ー

マ
に
し
て
、学
生
が
観
光
客
、地
域
住
民
を
ま
き

こ
ん
だ
解
決
の
方
向
を
探
っ
て
い
る
。ま
た
、観

光
の
魅
力
増
進
と
観
光
交
通
対
策
の
両
面
を
意

図
し
て
、学
生
が
自
ら
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ

イ
ド
も
行
っ
て
お
り
、こ
れ
ら
を
通
し
て
観
光

ま
ち
づ
く
り
の
楽
し
さ
、奥
深
さ
や
、地
域
住
民

や
行
政
等
の
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
の
合
意
形
成

の
難
し
さ
を
学
ん
で
い
る
。

　
一
方
の
小
諸
城
下
町
で
は
、町
並
み
保
存
に

取
り
組
む
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
と
連
携
し
て
、ま
ず
は

市
民
に
そ
の
町
並
み
の
魅
力
や
価
値
を
知
っ
て

も
ら
う
取
組
の
一
環
と
し
て
、ゼ
ミ
生
が
毎
年
、

子
供
た
ち
向
け
の
イ
ベ
ン
ト
を
提
供
し
て
お

り
、コ
ロ
ナ
禍
の
令
和
2
年
9
月
に
お
い
て
も
、

感
染
予
防
に
十
分
注
意
し
な
が
ら
、幼
少
期
の

ま
ち
づ
く
り
教
育
に
も
つ
な
が
る『
城
下
町
忍

者
ク
イ
ズ
ラ
リ
ー
』を
実
施
し
た
。

組
ん
で
い
る
が
、観
光
県
で
あ
る
長
野
県
に
お

い
て
、観
光
コ
ー
ス
の
教
育
・
研
究
・
地
域
貢
献

が
果
た
す
役
割
は
大
き
い
と
自
負
し
て
い
る
。

① 

地
域
を
支
え
る
人
材
育
成
シ
ス
テ
ム

　
公
立
化
に
よ
り
、本
地
域（
上
田
定
住
自
立
圏

域
や
長
野
県
）を
支
え
る
人
材
に
な
ろ
う
と
す

る
意
識
・
意
欲
の
高
い
学
生
を
受
け
入
れ
、自
立

自
走
で
き
る
地
域
経
営
を
担
う
人
材
と
し
て
し

っ
か
り
と
育
て
て
、地
域
の
優
良
企
業
・
組
織
の

リ
ー
ダ
ー
や
地
域
社
会
の
中
核
的
人
物
と
し
て

送
り
出
す
責
務
が
増
大
し
た
。こ
う
し
た
責
任

を
果
た
す
た
め
、本
学
は
地
域
住
民
及
び
自
治

体
と
手
を
携
え
な
が
ら
、図
―
１
に
示
す
よ
う

な
、学
生
を
地
域
か
ら
受
け
入
れ
送
り
出
す「
地

域
人
材
の
循
環
シ
ス
テ
ム
」と
、こ
の
地
で
様
々

な
領
域
で
発
生
す
る
課
題
を
地
域
住
民
組
織
、

地
域
企
業
、自
治
体
と
協
働
し
な
が
ら
解
決
す

る「
地
域
課
題
の
解
決
シ
ス
テ
ム
」の
両
輪
の
構

築
を
目
指
し
て
い
る
。

　
地
域
の
観
光
産
業
や
観
光
政
策
、ま
ち
づ
く

り
等
を
担
う
学
生
の
育
成
や
、観
光
産
業
・
地
域

づ
く
り
に
関
す
る
地
域
課
題
解
決
に
お
い
て

も
、こ
う
し
た
シ
ス
テ
ム
へ
の
期
待
は
大
き
い
。

特
に
少
子
高
齢
化
が
進
む
地
方
都
市
に
お
い

て
、持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
に
は
、と
り
も
な

お
さ
ず
観
光
や
交
流
が
重
要
要
素
で
あ
る
こ
と

は
間
違
い
な
く
、教
育
・
研
究
・
社
会
貢
献
を
重

ね
合
わ
せ
て
、地
域
協
働
で
地
域
課
題
解
決
に

取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

地
域
に
根
差
し
た
人
材
の
育
成
に
当
た
っ
て

は
、小
中
高
大
連
携
等
に
よ
り
、幼
少
期
か
ら
の

地
域
教
育
や
ま
ち
づ
く
り
教
育
が
重
要
視
さ
れ

て
い
る
。一
方
で
旅
や
風
景
と
い
っ
た
観
光
関

連
の
テ
ー
マ
は
、自
然
環
境
、地
理
・
歴
史
、文

学
、芸
術
等
多
方
面
の
学
問
と
関
連
し
、生
涯
学

習
の
講
座
と
し
て
ニ
ー
ズ
が
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
幼
少
期
〜
シ
ニ
ア
に
至
る
生
涯

学
習
に
お
い
て
、公
立
大
学
、そ
し
て
観
光
・
ま

ち
づ
く
り
分
野
へ
の
期
待
が
高
ま
っ
て
い
る
。

　
学
部
に
お
け
る
観
光
コ
ー
ス
の
教
育
・
研
究

の
特
徴
は
、単
な
る
観
光
現
象
や
観
光
地
理
、産

業
に
つ
い
て
の
学
究
で
は
な
く
、環
境
保
全
・
資

源
保
護
の
視
点
や
、観
光
を
持
続
可
能
な
地
域

づ
く
り
に
活
か
し
て
い
く
観
点
、す
な
わ
ち
観

光
ま
ち
づ
く
り
分
野
に
軸
足
を
お
い
て
い
る
こ

と
で
あ
る
。過
疎
化
・
高
齢
化
が
顕
著
に
進
展
す

る
地
方
都
市
に
お
い
て
移
住
・
交
流
・
関
係
人
口

等
の
概
念
を
包
含
す
る
広
い
意
味
で
の
観
光
ま

ち
づ
く
り
や
、自
立
自
走
で
き
る
地
域
経
営
の

核
の
一
つ
で
あ
る
観
光
産
業
は
、持
続
可
能
な

地
域
社
会
形
成
に
お
い
て
最
重
要
課
題
で
あ
る

こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
く
、こ
う
し
た
職
業
や

役
割
に
自
ら
の
将
来
の
夢
を
重
ね
て
、学
び
の

テ
ー
マ
と
す
る
学
生
が
本
学
部
に
は
多
数
入
学

5
教
員
免
許
更
新
講
習
を

活
用
し
た
、

観
光
ま
ち
づ
く
り
教
育
の

実
験
的
な
取
り
組
み

度
ラ
ン
キ
ン
グ
」で
は
、2
0
1
0
〜
2
0
1
5

年
度
に
か
け
て
6
年
連
続
私
立
大
学
部
門
ト
ッ

プ
の
評
価
を
得
て
い
る
。公
立
大
学
法
人
設
立

の
目
的
も
、「
地
域
に
根
ざ
し
た
大
学
と
し
て
教

育
と
研
究
を
推
進
し
、豊
か
な
人
間
性
と
高
い

専
門
性
及
び
国
際
的
な
視
座
を
も
っ
た
実
践
力

の
あ
る
人
材
を
育
成
し
地
域
の
産
業
及
び
社
会

の
発
展
に
貢
献
す
る
知
の
拠
点
を
形
成
す
る
」

こ
と
で
あ
り
、公
立
大
学
と
し
て
こ
れ
ま
で
以

上
に
、市
民
や
地
域
企
業
、地
域
社
会
と
の
連
携

を
意
識
し
た
教
育
、研
究
が
指
向
さ
れ
て
い
る
。

　
観
光
に
関
わ
る
教
育
･
研
究
・
地
域
貢
献
の

中
心
と
な
る
の
が
前
述
し
た
環
境
ツ
ー
リ
ズ
ム

学
部
で
あ
り
、自
然
環
境
と
そ
の
生
態
系
サ
ー

ビ
ス
を
活
か
し
た
観
光
、そ
の
観
光
を
基
軸
と

し
た
地
域
政
策
や
ま
ち
づ
く
り
を
学
究
し
て
い

る
。そ
の
他
、社
会
福
祉
学
部
、企
業
情
報
学
部

と
、大
学
院
総
合
福
祉
学
研
究
科
か
ら
構
成
さ

れ
て
い
る
が
、観
光
情
報
や
地
域
デ
ザ
イ
ン
、ユ

ニ
バ
ー
サ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
等
の
面
で
学
部
の
垣

が
ら
、グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
通
し
て
解
決
策
を

検
討
し
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
す
る
ア
ク
テ
ィ

ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
の
手
法
が
と
ら
れ
て
い
る
。

② 

専
門
教
育

　
前
述
し
た
よ
う
に
観
光
ま
ち
づ
く
り
に
軸
足

を
お
い
た
本
学
の
観
光
コ
ー
ス
の
学
び
は
、地

域
社
会
学
・
行
政
学
関
連
の
科
目
や
、社
会
調
査

関
連
の
科
目
、環
境
政
策
論
や
里
山
再
生
論
等

の
環
境
関
連
科
目
と
と
も
に
組
み
立
て
ら
れ
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
構
成
さ
れ
て
い
る
。観
光
専
門
科

目
と
し
て
は
、観
光
概
論
、観
光
文
化
論
、観
光

政
策
論
、持
続
可
能
な
ツ
ー
リ
ズ
ム
、観
光
交
通

論
、観
光
ま
ち
づ
く
り
事
業
論
、観
光
ま
ち
づ
く

り
計
画
論
、各
種
演
習
等
が
あ
り
、5
名
の
教
員

が
担
っ
て
い
る
。他
大
学
の
観
光（
専
門
）学
科

に
比
較
す
れ
ば
、科
目
数
は
限
定
さ
れ
る
が
、観

光
地
や
ま
ち
づ
く
り
現
場
へ
の
近
さ
を
活
か
し

た
実
践
的
・
体
験
型
の
教
育
を
強
み
と
し
て
打

ち
出
し
て
い
る
。

　
ま
た
観
光
人
材
の
養
成
を
ね
ら
い
と
す
る
長

野
県
観
光
部
の
寄
附
講
座『
先
進
的
な
観
光
地

経
営
を
学
ぶ
』で
は
、観
光
庁
や
観
光
先
進
国
の

観
光
局
の
政
策
担
当
者
、Ｊ
Ｒ
東
日
本
等
の
交

通
事
業
者
、デ
ジ
タ
ル
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
や
Ｄ

Ｍ
Ｏ
等
の
専
門
家
、地
元
長
野
県
の
観
光
産
業
、

観
光
ま
ち
づ
く
り
の
リ
ー
ダ
ー
等
の
実
践
的
な

講
話
を
聴
く
機
会
も
提
供
さ
れ
て
お
り
、こ
れ

ら
は
学
生
だ
け
で
な
く
、上
田
地
域
お
よ
び
県

内
の
観
光
事
業
者
や
観
光
行
政
ス
タ
ッ
フ
も
学

習
す
る
機
会
と
し
て
開
放
さ
れ
て
い
る
。

　
コ
ロ
ナ
禍
の
令
和
2
〜
3
年
度
に
お
い
て

も
、
こ
の
よ
う
な
専
門
講
座
や
専
門
ゼ
ミ
ナ
ー

ル
で
は
、
協
働
し
て
い
る
事
業
者
や
住
民
組

写真2：まちなかキャンパスうえだで学生と市民が一緒に観光まちづくりを

根
を
超
え
た
、観
光
系
の
研
究
や
地
域
貢
献
活

動
が
指
向
さ
れ
て
い
る
。ま
た
地
域
と
協
働
し

ま
ち
づ
く
り
や
人
材
育
成
に
取
り
組
む
大
学
組

織
と
し
て
、地
域
づ
く
り
総
合
セ
ン
タ
ー
が
あ

る
。

　
公
立
大
学
に
期
待
さ
れ
る
社
会
的
役
割
は
、

文
部
科
学
省
が
2
0
1
3（
平
成
25
）年
度
か
ら

進
め
た「
地（
知
）の
拠
点
大
学
」の
考
え
方
そ
の

も
の
と
い
っ
て
よ
い
。
本
学
に
お
い
て
も

C
O
C
＋
に
参
加
し
て
き
た
が
、も
と
よ
り
地

域
企
業
や
自
治
体
と
協
働
し
て
、学
生
に
と
っ

て
魅
力
あ
る
就
職
先
を
創
出
す
る
と
と
も
に
、

そ
の
地
域
が
求
め
る
人
材
育
成
に
必
要
な
教
育

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
改
革
・
拡
充
を
進
め
て
き
た
。そ

し
て
次
の
①
②
の
観
点
か
ら
地
域
が
求
め
る
人

材
育
成
と
課
題
解
決
の
拠
点
と
な
る
べ
く
取
り

　
30
年
ほ
ど
前
に
始
ま
っ
た
道
の
駅
事
業
は
、

近
年
で
は
多
様
な
観
点
か
ら
地
域
活
性
化
の
拠

点
と
し
て
着
目
さ
れ
る
と
と
も
に
、地
域
の
大

学
生
と
連
携
す
る
等
に
よ
り
、有
効
な
活
用
を

図
る
べ
く
全
国
で
取
組
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

北
佐
久
郡
立
科
町
に
あ
っ
た
農
産
物
直
売
所
と

レ
ス
ト
ラ
ン
で
構
成
さ
れ
る『
農
ん
喜
村
』の
道

の
駅
化
に
あ
た
り
、町
か
ら
大
学
へ
の
委
託
研

究
の
中
で
、隣
接
す
る
ク
ラ
イ
ン
ガ
ル
テ
ン
や

交
流
促
進
セ
ン
タ
ー
を
複
合
化
さ
せ
た
り
、六

次
産
業
拠
点
と
し
て
高
度
化
し
滞
在
拠
点
の
魅

力
増
進
を
図
る
構
想
を
策
定
・
提
案
し
た
。

　
学
生
が
模
型
を
作
成
し
て
、町
に
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
す
る
と
と
も
に
、交
流
セ
ン
タ
ー

敷
地
を
活
用
し
た
オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ
の
社
会
実

験
を
行
う
等
に
よ
り
、そ
の
効
果
を
事
業
者
や

行
政
等
と
検
証
し
た
。そ
の
後
も
売
り
場
の
ポ

ッ
プ
等
の
デ
ザ
イ
ン
化
や
、イ
ベ
ン
ト
に
お
け

る
学
生
企
画
商
品
の
提
供
等
、連
携
を
深
め
て

い
る
。な
お
こ
う
し
た
学
生
の
学
習
に
つ
い
て

は
、国
土
交
通
省
関
東
地
方
整
備
局
が
実
施
し

た『
道
の
駅
学
生
コ
ン
テ
ス
ト
』に
お
い
て
表
彰

さ
れ
る
に
至
っ
て
い
る
。

　
な
お
立
科
町
で
は
、町
内
の
事
業
者
や
商
店

の
課
題
や
悩
み
を
解
決
す
る
た
め
、全
国
か
ら

集
ま
っ
た
学
生
た
ち
に
よ
る
ア
イ
デ
ア
コ
ン
ペ

を
実
施
し
、最
優
秀
の
プ
ラ
ン
を
実
際
に
実
現

す
る『
タ
テ
シ
ナ
ソ
ン
』が
数
年
来
行
わ
れ
て
お

り
、ゼ
ミ
生
が
参
加
す
る
だ
け
で
な
く
、そ
の
準

備
・
運
営
に
携
わ
っ
て
い
る
。

　
立
科
町
出
身
の
学
生
が
、こ
の
よ
う
な
ゼ
ミ

学
習
を
通
し
て
学
生
時
代
か
ら
観
光
ま
ち
づ
く

り
に
取
り
組
む
こ
と
に
よ
り
、地
域
の
魅
力
や

活
性
化
の
必
要
性
を
真
剣
に
考
え
、当
該
町
役

場
等
に
就
職
す
る
と
い
っ
た
、地
域
人
材
の
循

環
も
実
現
し
て
い
る
。

　
長
野
県
企
業
局
に
よ
り
1
9
6
0
〜
70
年
代

を
中
心
に
開
発
さ
れ
た
保
健
休
養
地（
い
ま
で

い
う
高
原
リ
ゾ
ー
ト
・
分
譲
地
）事
業
は
、全
国

で
も
モ
デ
ル
に
さ
れ
た『
菅
平
方
式
』『
和
合
方

式
』『
麻
績
方
式
』と
い
っ
た
ユ
ニ
ー
ク
な
事
業

方
式
を
生
み
出
し
た
こ
と
で
知
ら
れ
て
い
る

が
、開
発
か
ら
半
世
紀
程
が
た
ち
、施
設
の
老
朽

化
や
ペ
ン
シ
ョ
ン
経
営
者
の
高
齢
化
等
に
よ
り

持
続
可
能
性
が
怪
し
く
な
っ
て
き
て
い
る
。そ

の
代
表
開
発
事
例
の
ひ
と
つ
で
あ
る
須
坂
市
峰

の
原
高
原
を
対
象
に
、こ
う
し
た
実
態
と
そ
の

課
題
を
解
明
す
る
た
め
、地
元
観
光
協
会
、長
野

県
お
よ
び
須
坂
市
、長
野
大
学
の
産
学
官
連
携

に
よ
る
調
査
研
究
お
よ
び
学
生
に
よ
る
フ
ィ
ー

グ
ラ
ム
を
担
っ
た
。将
来
に
わ
た
っ
て
地
域
に

定
着
し
て
担
い
手
と
な
る
人
材
や
、観
光
産
業

を
担
う
人
材
を
育
成
し
て
い
く
た
め
に
は
、幼

少
期
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
教
育
や
観
光
教
育
が

不
可
欠
で
あ
り
、観
光
庁
で
も『
観
光
教
育
の
ス

ス
メ
』を
推
進
し
て
い
る
。こ
こ
で
制
作
さ
れ
た

動
画
や
、全
国
各
地
の
先
進
事
例
、そ
し
て
私
が

ゼ
ミ
生
と
と
も
に
地
元
小
学
校
の
総
合
的
な
学

習
の
時
間
を
活
用
し
て
行
っ
た『
た
め
池
探
検

隊
』の
内
容
紹
介
等
を
行
い
な
が
ら
、幼
少
期
か

ら
大
学
ま
で
つ
な
が
っ
て
い
く
べ
き『
観
光
ま

ち
づ
く
り
教
育
』の
あ
り
方
を
普
及
す
る
機
会

と
し
て
い
る
。

　
参
考
ま
で
に
令
和
3
年
度
の
講
習
内
容
を
次

に
示
す
。

終
わ
り
に

　
断
片
的
に
紹
介
し
た
以
上
の
教
育
・
研
究
・

社
会
貢
献
の
取
組
は
、
地
域
住
民
の
ご
協
力
が

あ
り
、パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
が
組
め
て
こ
そ
実

現
し
た
も
の
で
あ
る
。
幸
い
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ

る
地
域
協
働
型
教
育
・
研
究
へ
の
影
響
は
限
定

的
で
、
感
染
予
防
対
策
を
十
分
と
り
な
が
ら
、

ル
ド
ワ
ー
ク
学
習
を
継
続
的

に
実
施
。な
お
、本
研
究
結
果

は
、日
本
観
光
研
究
学
会
に

拙
著
の
研
究
論
文
と
し
て
発

表
し
て
い
る
。

　
こ
の
な
か
で
は
、ペ
ン
シ

ョ
ン
と
い
う
顧
客
定
着
性
が

極
め
て
強
い
事
業
形
態
に
お

い
て
事
業
継
承
を
円
滑
に
し

て
い
く
た
め
、世
襲
だ
け
で

な
く
多
様
な
事
業
継
承
を
模

索
し
て
い
く
べ
き
こ
と
や
、

ペ
ン
シ
ョ
ン
を
知
ら
な
い
層

を
含
め
た
新
規
顧
客
開
拓
が

必
要
と
な
る
こ
と
が
明
ら
か

　
 

道
の
駅
の
高
度
化・複
合
化
提
案
と
、

④ 
活
性
化
に
む
け
た
学
生
の
取
組

　

 

（
ゼ
ミ
学
習
）

⑤ 

保
健
休
養
地
事
業
の
構
造
的
問
題
の

　

 

究
明
と
打
開
策
に
む
け
た
学
生
の
取
組

1
．イ
ン
ト
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン「
観
光
ま
ち
づ
く
り
」教
育
の
す
す
め

観
光
庁
の
動
画「
観
光
教
育
ノ
ス
ス
メ
」を
活
用
し
な
が
ら
、

観
光
ま
ち
づ
く
り
教
育
の
意
義
と
概
要
を
説
明

2
．ニ
ュ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
観
光
ま
ち
づ
く
り

観
光
ま
ち
づ
く
り
と
は
何
か
、多
様
な
年
代
の
住
民
の
関
り
の
必
要
性

エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
、文
化
観
光
、産
業
観
光
等
、地
域
資
源
を
活
か
し
た
観
光
の
可
能
性

3
．地
域
か
ら
は
じ
め
る
観
光
ま
ち
づ
く
り

地
域
協
働
、グ
ラ
ン
ド
ワ
ー
ク
の
概
念

上
田
市
ま
ち
な
か
、東
御
市
田
沢
お
ら
ほ
村
、静
岡
県
三
島
町
等
の
事
例

4
．観
光
ま
ち
づ
く
り
教
育
の
進
め
方

カ
リ
ブ
観
光
教
本
、宮
崎
県
・
沖
縄
県
に
お
け
る
観
光
教
育
と
教
本

小
学
校
社
会
科
等
に
お
け
る
適
用
事
例
、長
野
大
学
や
地
元
教
育
機
関
に
お
け
る
事
例

令
和
元（
2
0
1
9
）年
度 

教
員
免
許
更
新
講
習
に
お
け
る

「
観
光
ま
ち
づ
く
り
教
育
」講
座
の
内
容

と
な
り
、ゼ
ミ
生
が
毎
年
、地
元
観
光
協
会
や
事

業
者
と
連
携
し
て
、Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
使
っ
た
情
報
発

信
や
新
し
い
イ
ベ
ン
ト
の
企
画
催
行
、空
き
ペ

ン
シ
ョ
ン
の
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と
活
用
実
験
に

取
り
組
ん
で
い
る
。こ
う
し
た
学
習
・
活
動
を
通

じ
て
、対
象
地
に
愛
着
が
生
ま
れ
た
学
生
が
育

ち
、地
域
組
織
と
信
頼
関
係
が
で
き
た
こ
と
も

あ
っ
て
、在
学
中
か
ら
、地
域
お
こ
し
協
力
隊
と

し
て
任
用
さ
れ
る
学
生
も
出
現
し
て
い
る
。こ

れ
も
ま
た
、前
述
し
た
地
域
人
材
の
循
環
が
機

能
し
た
、顕
著
な
例
と
い
え
る
。

　
な
お
廃
業
し
た
宿
泊
施
設
や
大
型
の
空
き
家

を
大
学
の
研
究
者
や
学
生
と
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

し
、ま
ち
づ
く
り
拠
点
と
し
て
活
用
す
る
動
き

は
目
立
っ
て
増
え
て
き
て
お
り
、別
所
温
泉
旧

『
臨
泉
楼
柏
屋
別
荘
』で
は
、オ
ー
ナ
ー
と
の
協

力
関
係
を
構
築
し
た
う
え
で
コ
ワ
ー
キ
ン
グ
ス

ペ
ー
ス
等
と
し
て
の
活
用
に
実
験
的
に
取
り
組

ん
で
い
る
。

　
な
お
こ
う
し
た
演
習
、ゼ
ミ
学
習
の
一
部
や

成
果
報
告
は
、上
田
市
が
中
心
市
街
地
内
に
開

設
し
本
学
が
運
営
を
受
託
し
て
い
る『
ま
ち
な

か
キ
ャ
ン
パ
ス
上
田
』で
、一
般
市
民
も
巻
き
込

ん
で
実
施
し
て
い
る
。

　
教
員
養
成
課
程
を
持
つ
本
学
は
教
員
免
許
更

新
講
習
を
開
講
し
て
お
り
、
2
0
1
5
〜

2
0
1
9
年
度
に
か
け
て
、『
観
光
ま
ち
づ
く
り

教
育
』を
テ
ー
マ
に
、観
光
系
の
教
員
が
１
プ
ロ

継
続
的
に
実
施
で
き
て
い
る
。

　
一
方
、
コ
ロ
ナ
禍
で
、
地
元
観
光
産
業
が
大

き
な
打
撃
を
被
る
等
に
よ
り
、
地
方
都
市
や
中

山
間
地
域
の
停
滞
の
構
図
は
よ
り
露
わ
に
な
っ

た
と
言
え
る
。
こ
う
し
た
な
か
で
、
地
方
公
立

大
学
と
し
て
、
ま
た
観
光
系
の
学
部
を
も
つ
大

学
と
し
て
、
観
光
ま
ち
づ
く
り
や
関
係
人
口
育

成
に
よ
り
、
地
方
創
生
を
進
め
て
い
く
上
で
の

役
割
、
要
請
は
引
き
続
き
大
き
い
も
の
と
考
え

ら
れ
る
。
加
え
て
コ
ロ
ナ
禍
だ
か
ら
こ
そ
の
観

光
ま
ち
づ
く
り
へ
の
取
組
や
、
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ

を
見
据
え
た
新
し
い
取
組
、
例
え
ば
屋
外
公
共

空
間
（
道
路
や
公
園
等
）
を
活
用
し
た
賑
わ
い

創
出
等
に
向
け
、
地
域
・
組
織
と
大
学
が
連
携

し
て
社
会
実
験
を
行
お
う
と
す
る
動
き
も
出
始

め
て
い
る
。

　
学
生
の
出
口
（
就
職
）
に
つ
い
て
は
、
コ
ロ

ナ
禍
に
よ
る
観
光
産
業
へ
の
影
響
が
は
っ
き
り

出
て
お
り
、
観
光
産
業
へ
の
就
職
を
希
望
し
学

ん
だ
学
生
が
不
本
意
な
進
路
を
取
ら
ざ
る
を
得

な
い
状
況
も
見
ら
れ
、
大
学
と
し
て
フ
ォ
ロ
ー

が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
教
員
や
研
究
者
と
し
て

は
、
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
の
観
光
産
業
の
成
長
性
は

高
い
と
予
想
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
観
光
ま
ち
づ

く
り
は
百
年
の
計
で
あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、

ど
の
よ
う
な
進
路
を
選
択
し
て
も
、
環
境
ツ
ー

リ
ズ
ム
学
部
で
学
ん
だ
学
生
諸
君
の
力
が
必
要

と
な
る
時
代
で
あ
る
こ
と
を
説
い
て
い
る
。

苦
し
い
経
営
状
況
の
な
か
、
コ
ロ
ナ
禍
で
も
毎

年
、
一
定
数
の
学
生
の
就
職
を
受
け
入
れ
て
頂

い
て
い
る
宿
泊
事
業
者
や
交
通
事
業
者
が
少
な

く
な
い
の
は
、
大
変
あ
り
が
た
い
。

　
考
え
て
み
る
と
、
大
学
は
も
と
よ
り
多
様
な

人
材
の
知
的
交
流
の
場
で
あ
り
、
関
係
人
口
を

作
り
出
す
拠
点
で
あ
る
。
加
え
て
、
従
来
の
社

会
観
念
や
手
法
・
技
術
の
枠
に
捉
わ
れ
な
い
、

新
し
い
し
く
み
を
研
究
開
発
し
、
実
験
し
て
い

く
場
で
も
あ
る
。
大
学
の
こ
う
し
た
潜
在
力
を

信
じ
、
地
域
組
織
と
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を

大
事
に
し
な
が
ら
、
期
待
や
要
請
に
応
え
て
い

き
た
い
と
考
え
る
。

下
記
3
教
員

山
崎
隆
之（
当
時
本
学
在
籍
）

松
下
重
雄

熊
谷
圭
介

長野大学3
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長
野
大
学
は
、信
州
の
学
海
と
呼
ば
れ
る
上

田
市
塩
田
平
に
、人
口
一
万
六
千
人
弱（
設
立
当

時
）の
旧
塩
田
町
が
十
万
坪
の
土
地
と
七
千
万

円
を
出
資
し
、1
9
6
6（
昭
和
41
）年
、学
校
法

人
を
創
設
し
た
こ
と
に
始
ま
る
。地
方
の
小
さ

な
町
が
私
立
大
学
を
誘
致
ま
た
は
創
設
と
い
う

こ
と
は
珍
し
く
、公
設
民
営
大
学
の
先
駆
け
と

し
て
注
目
さ
れ
た
。
塩
田
町
は
そ
の
後

1
9
7
0（
昭
和
45
）年
に
上
田
市
に
編
入
合
併

さ
れ
、現
在
に
至
っ
て
い
る
。

　
上
田
市
は
も
と
も
と
上
信
越
高
原
国
立
公
園

や
美
ヶ
原
等
の
大
自
然
に
恵
ま
れ
る
と
と
も

に
、別
所
温
泉
や
鹿
教
湯
温
泉
、菅
平
高
原
、大

河
ド
ラ
マ『
真
田
丸
』で
も
有
名
と
な
っ
た
上
田

城
跡
等
の
観
光
地
を
抱
え
る
。こ
う
し
た
ロ
ケ

ー
シ
ョ
ン
を
活
か
す
と
と
も
に
、環
境
保
全
や

観
光
振
興
へ
の
社
会
的
要
請
に
応
え
る
た
め
、

2
0
0
7（
平
成
19
）年
に
既
存
学
部
を
改
組

し
、文
理
融
合
の
教
育
・
研
究
組
織
と
し
て
環
境

ツ
ー
リ
ズ
ム
学
部
が
開
設
さ
れ
て
い
る
。

　
開
学
後
五
十
年
あ
ま
り
の
私
立
大
学
に
よ
る

経
営
の
歴
史
を
経
て
、2
0
1
7（
平
成
29
）年

4
月
、上
田
市
が
設
置
す
る
公
立
大
学
法
人
長

野
大
学
と
し
て
新
た
な
ス
タ
ー
ト
を
切
り
、令

和
3
年
3
月
に
は
公
立
化
後
入
学
し
た
学
生
を

初
め
て
社
会
人
と
し
て
送
り
出
す
に
至
っ
て
い

る
。

　
こ
の
よ
う
な
大
学
創
設
の
経
緯
に
基
づ
き
、

建
学
以
来「
地
域
社
会
と
の
密
接
な
結
び
つ
き

に
よ
り
、学
問
理
論
の
生
活
化
を
目
指
す
」こ
と

を
建
学
の
志
と
し
、学
海
と
も
称
さ
れ
た
在
野

知
と
大
学
の
専
門
知
の
連
携
研
究
や
地
域
協
働

型
教
育
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、そ
の
成
果
を

地
域
に
還
元
す
る
こ
と
を
目
標
に
掲
げ
、大
学

運
営
が
行
わ
れ
て
き
た
。こ
れ
に
よ
っ
て
日
経

グ
ロ
ー
カ
ル
に
よ
る「
全
国
の
大
学
地
域
貢
献

す
る
。こ
の
よ
う
な
特
徴
に
基
づ
い
て
提
供
す

る
教
育
概
要
を
以
下
に
紹
介
す
る
。

① 

教
養
教
育

　
全
学
共
通
の
系
統
だ
っ
た
教
養
教
育
の
一
環

と
し
て「
地
域
と
世
界
」系
統
を
ひ
と
つ
に
据

え
、信
州
や
上
田
へ
の
地
に
足
の
着
い
た
ロ
ー

カ
ル
学
習
に
よ
る
地
域
社
会
の
理
解
を
促
す
一

方
、視
座
を
グ
ロ
ー
バ
ル
に
広
げ
、当
該
地
域
や

自
身
を
相
対
化
し
て
い
く
視
点
養
成
に
重
点
を

置
い
た
教
育
を
行
っ
て
い
る
。こ
れ
は
地
域
を

支
え
る
観
光
人
材
に
直
結
す
る
教
育
と
も
位
置

付
け
ら
れ
る
。こ
の
中
で
、地
域
社
会
で
活
躍
で

き
る
よ
う
、「
信
州
学
」「
信
州
上
田
学
」「
信
州
地

域
史
」を
開
設
す
る
な
ど
、地
域
系
科
目
の
充
実

を
図
っ
て
い
る
。

● 

信
州
上
田
学

　
上
田
は「
信
濃
自
由
大
学
発
祥
の
地
」で
あ

り
、こ
の
地
の
人
々
が
自
ら
学
び
地
域
を
築
い

て
き
た
歴
史
と
気
風
が
あ
る
。こ
う
し
た
本
地

域
な
ら
で
は
の
課
題
解
決
型
人
材
育
成
の
た
め

の
初
年
次
教
育
の
ひ
と
つ
と
し
て
開
講
し
て
い

る
。上
田
市
政
に
お
い
て
も「
上
田
の
魅
力
を
知

り
、と
も
に
地
域
を
築
く
体
験
を
通
し
て
若
者

定
着
へ
と
繋
げ
る『
信
州
上
田
学
』の
推
進
」が

位
置
づ
け
ら
れ
、公
立
大
学
と
し
て
そ
れ
を
具

現
化
し
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。地
域
の
魅
力

を
掘
り
起
こ
し
、ロ
ー
カ
ル
ナ
レ
ッ
ジ
を
普
遍

的
視
野
か
ら
再
構
築
、再
評
価
し
、地
域
資
源
を

創
造
す
る
地
域
学
を
目
指
し
て
い
る
。

講
義
の
具
体
的
な
内
容
は
、地
元
企
業
や
行
政
、

地
域
の
講
師
と
の
交
流
を
通
じ
て
、地
域
の
現

実
に
多
角
的
視
点
か
ら
ア
プ
ロ
ー
チ
し
、学
生

の
み
ず
み
ず
し
い
感
性
で
自
ら
課
題
を
捉
え
な

織
、
（
一
社
）
長
野
県
観
光
機
構
等
の
Ｄ
Ｍ

Ｏ
、国
・
県
・
市
町
村
の
観
光
・
交
通
政
策
担
当

者
が
学
生
・
教
員
を
媒
介
と
し
て
水
平
方
向
で

つ
な
が
り
、
対
面
で
活
発
な
意
見
交
換
や
情
報

交
流
を
行
う
場
を
目
の
あ
た
り
に
し
て
き
た
。

公
立
大
学
な
ら
で
は
の
役
割
と
し
て
、
今
後
も

大
事
に
し
て
い
き
た
い
。

③ 

地
域
協
働
型
教
育

　
長
野
県
内
に
は
、ス
キ
ー
人
口
の
低
迷
等
に

よ
り
持
続
性
に
黄
色
信
号
が
灯
っ
た
高
原
リ
ゾ

ー
ト
集
落
や
、長
野
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
時
の
投
資

回
収
が
進
ん
で
い
な
か
っ
た
こ
と
に
加
え
、コ

ロ
ナ
禍
等
が
重
な
っ
て
経
営
が
厳
し
く
な
っ
て

い
る
温
泉
地
も
少
な
く
な
く
、こ
う
し
た
観
光

地
の
テ
コ
入
れ
は
重
要
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

一
方
、中
心
市
街
地
や
中
山
間
地
域
に
お
い
て

い
っ
そ
う
顕
著
に
進
む
過
疎
化
・
高
齢
化
へ
の

対
策
と
し
て
、観
光
ま
ち
づ
く
り
が
課
題
と
な

っ
て
い
る
。こ
う
し
た
地
域
課
題
を「
観
光
ま
ち

づ
く
り
演
習
」や
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
で
共
有
す
る
な

か
で
、科
学
的
・
客
観
的
に
分
析
し
、地
域
組
織

と
協
働
し
て
実
践
的
に
課
題
解
決
に
取
り
組
む

教
育
に
各
教
員
が
取
り
組
ん
で
お
り
、

2
0
2
0（
令
和
2
）年
度
に
お
い
て
も
15
件
程

度
の
実
績
が
あ
る
。

　
こ
こ
か
ら
は
私
が
長
野
大
学
赴
任
1
〜
2
年

目
以
降
、継
続
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
観
光
ま

ち
づ
く
り
教
育
と
、そ
れ
と
重
ね
合
わ
せ
た
一

部
の
研
究
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。

　
観
光
ま
ち
づ
く
り
を〝
事
業
〞面
か
ら
捉
え

る
、す
な
わ
ち
主
要
な
観
光
事
業（
ビ
ジ
ネ
ス
）

と
市
民
ま
ち
づ
く
り
事
業（
タ
ス
ク
）等
の
基
礎

知
識
や
手
法
を
学
ぶ
科
目
で
あ
る
。ま
ず
は
一

般
的
な
教
科
書
的
教
材
を
用
い
た
教
室
で
の
座

学
で
学
び（
第
1
ス
テ
ッ
プ
）、次
の
授
業
で
は

周
辺
の
観
光
事
業
現
場
、ま
ち
づ
く
り
現
場
に

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
し
て
観
光
事
業
や
ま
ち
づ

図 4 道の駅・女神の里たてしなの協働の取組 く
り
リ
ー
ダ
ー
か
ら
レ
ク
チ
ャ
ー
を
受
け（
第

2
ス
テ
ッ
プ
）、復
習
と
し
て
事
業
の
特
徴
や
要

点
、課
題
等
を
レ
ポ
ー
ト
に
ま
と
め（
第
3
ス
テ

ッ
プ
）、さ
ら
に
次
の
授
業
に
お
い
て
数
名
の
学

生
に
よ
る
レ
ポ
ー
ト
・
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

を
行
っ
た
後
討
議
や
補
完
的
講
義
を
行
う
手
法

を
と
っ
て
い
る
。具
体
的
に
は
リ
ゾ
ー
ト
開
発
・

運
営
事
業
で
は
あ
れ
ば
菅
平
・
峰
の
原
高
原
開

発
、温
泉
地
ま
ち
づ
く
り
や
宿
泊
事
業
で
あ
れ

ば
鹿
教
湯
温
泉
、歴
史
的
ま
ち
づ
く
り
事
業
で

あ
れ
ば
海
野
宿
等
を
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
の
対

象
と
し
て
い
る
。な
お
正
課
と
し
て
は
2
限
連

続
の
授
業
と
し
て
い
る
が
、フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー

ク
時
は
さ
ら
に
延
長
す
る
可
能
性
が
あ
る
前
提

で
の
履
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
な
る
。

　
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
や
体
験
型
授
業
を
積
極

的
に
導
入
し
な
が
ら
、実
践
力
の
養
成
を
重
視
す

る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
ポ
リ
シ
ー
に
基
づ
い
た
典
型

的
な
科
目
で
あ
り
、こ
れ
に
よ
り
観
光
ま
ち
づ
く

り
の
普
遍
的
な
し
く
み
と
、地
域
に
落
と
し
込
む

際
の
実
践
的
な
ノ
ウ
ハ
ウ
、課
題
の
理
解
が
深
ま

っ
て
い
る
。

　
本
地
域
周
辺
で
実
際
に
進
行
中
の
観
光
ま
ち

づ
く
り
に
関
わ
る
事
業
計
画
策
定
や
着
地
型
旅

行
商
品
造
成
等
を
演
習
テ
ー
マ
と
し
た
科
目
で

あ
る
。観
光
旅
行
形
態
の
変
化
や
ユ
ー
ザ
ー
ニ

ー
ズ
の
変
化
等
の
デ
ー
タ
分
析
、関
係
者
へ
の

ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査
や
現
地
の
資
源
調
査
・
掘
り

起
こ
し
等
を
行
う
と
と
も
に
、半
期
で
前
述
し

た
計
画
や
旅
行
商
品
プ
ラ
ン
を
仕
上
げ
て
い
く

形
態
を
と
っ
て
い
る
。

　
コ
ロ
ナ
禍
の
昨
年
度
も
、緊
急
事
態
宣
言
等

に
よ
っ
て
宿
泊
客
が
減
少
し
た
鹿
教
湯
温
泉
斎

藤
ホ
テ
ル
や
、観
光
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
よ

る
観
光
人
材
を
図
っ
て
い
る
長
野
県
観
光
部
と

の
産
官
学
連
携
に
よ
り
、ホ
テ
ル
の
旅
行
会
社

（
齋
藤
駕
籠
屋
）の
着
地
型
旅
行
商
品
を
学
生
と

事
業
者
が
協
働
考
案
し
、パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
内

容
ま
で
検
討
に
加
え
さ
せ
て
頂
く
演
習
を
行

い
、こ
の
旅
行
商
品
は
実
際
に
催
行
さ
れ
た
。旅

行
商
品
造
成
の
し
く
み
や
行
程
、マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
の
仕
組
み
を
体
験
す
る
と
と
も
に
、旅
行

参
加
者
の
評
価
も
聞
く
こ
と
が
で
き
る
な
ど
、

実
践
的
な
授
業
内
容
と
な
っ
て
い
る
。

　
旅
行
商
品
造
成
だ
け
で
な
く
、別
所
温
泉
の

遊
休
土
地
を
使
っ
た
滞
在
空
間
計
画
策
定
、青

木
村
の
景
観
ま
ち
づ
く
り
プ
ラ
ン
策
定
、大
学

生
観
光
ま
ち
づ
く
り
コ
ン
テ
ス
ト
へ
の
参
加
等

を
演
習
テ
ー
マ
と
し
て
き
た
。

　
上
田
市
や
小
諸
市
の
城
下
町
は
、と
も
に
北

国
街
道
沿
い
の
歴
史
的
町
並
み
が
残
る
一
方
、

現
状
は
そ
の
観
光
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
十
分
活
か

せ
て
い
な
い
。こ
う
し
た
対
象
地
に
お
い
て
、地

域
の
要
請
に
よ
っ
て
、町
並
み
の
現
状
・
特
性
お

よ
び
市
民
意
識
調
査
や
、地
域
組
織
と
協
働
し

た
実
際
の
観
光
ま
ち
づ
く
り
に
、学
生
と
も
ど

も
参
加
さ
せ
て
頂
い
て
い
る
。

　
こ
の
う
ち
上
田
市
柳
町
は
、観
光
事
業
者
等

と
観
光
の
魅
力
向
上
策
を
検
討
す
る
だ
け
で
な

く
、狭
隘
な
街
路
に
大
型
観
光
バ
ス
車
両
が
急

増
し
た
こ
と
に
よ
る
観
光
交
通
問
題
等
を
テ
ー

マ
に
し
て
、学
生
が
観
光
客
、地
域
住
民
を
ま
き

こ
ん
だ
解
決
の
方
向
を
探
っ
て
い
る
。ま
た
、観

光
の
魅
力
増
進
と
観
光
交
通
対
策
の
両
面
を
意

図
し
て
、学
生
が
自
ら
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ

イ
ド
も
行
っ
て
お
り
、こ
れ
ら
を
通
し
て
観
光

ま
ち
づ
く
り
の
楽
し
さ
、奥
深
さ
や
、地
域
住
民

や
行
政
等
の
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
の
合
意
形
成

の
難
し
さ
を
学
ん
で
い
る
。

　
一
方
の
小
諸
城
下
町
で
は
、町
並
み
保
存
に

取
り
組
む
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
と
連
携
し
て
、ま
ず
は

市
民
に
そ
の
町
並
み
の
魅
力
や
価
値
を
知
っ
て

も
ら
う
取
組
の
一
環
と
し
て
、ゼ
ミ
生
が
毎
年
、

子
供
た
ち
向
け
の
イ
ベ
ン
ト
を
提
供
し
て
お

り
、コ
ロ
ナ
禍
の
令
和
2
年
9
月
に
お
い
て
も
、

感
染
予
防
に
十
分
注
意
し
な
が
ら
、幼
少
期
の

ま
ち
づ
く
り
教
育
に
も
つ
な
が
る『
城
下
町
忍

者
ク
イ
ズ
ラ
リ
ー
』を
実
施
し
た
。

組
ん
で
い
る
が
、観
光
県
で
あ
る
長
野
県
に
お

い
て
、観
光
コ
ー
ス
の
教
育
・
研
究
・
地
域
貢
献

が
果
た
す
役
割
は
大
き
い
と
自
負
し
て
い
る
。

① 

地
域
を
支
え
る
人
材
育
成
シ
ス
テ
ム

　
公
立
化
に
よ
り
、本
地
域（
上
田
定
住
自
立
圏

域
や
長
野
県
）を
支
え
る
人
材
に
な
ろ
う
と
す

る
意
識
・
意
欲
の
高
い
学
生
を
受
け
入
れ
、自
立

自
走
で
き
る
地
域
経
営
を
担
う
人
材
と
し
て
し

っ
か
り
と
育
て
て
、地
域
の
優
良
企
業
・
組
織
の

リ
ー
ダ
ー
や
地
域
社
会
の
中
核
的
人
物
と
し
て

送
り
出
す
責
務
が
増
大
し
た
。こ
う
し
た
責
任

を
果
た
す
た
め
、本
学
は
地
域
住
民
及
び
自
治

体
と
手
を
携
え
な
が
ら
、図
―
１
に
示
す
よ
う

な
、学
生
を
地
域
か
ら
受
け
入
れ
送
り
出
す「
地

域
人
材
の
循
環
シ
ス
テ
ム
」と
、こ
の
地
で
様
々

な
領
域
で
発
生
す
る
課
題
を
地
域
住
民
組
織
、

地
域
企
業
、自
治
体
と
協
働
し
な
が
ら
解
決
す

る「
地
域
課
題
の
解
決
シ
ス
テ
ム
」の
両
輪
の
構

築
を
目
指
し
て
い
る
。

　
地
域
の
観
光
産
業
や
観
光
政
策
、ま
ち
づ
く

り
等
を
担
う
学
生
の
育
成
や
、観
光
産
業
・
地
域

づ
く
り
に
関
す
る
地
域
課
題
解
決
に
お
い
て

も
、こ
う
し
た
シ
ス
テ
ム
へ
の
期
待
は
大
き
い
。

特
に
少
子
高
齢
化
が
進
む
地
方
都
市
に
お
い

て
、持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
に
は
、と
り
も
な

お
さ
ず
観
光
や
交
流
が
重
要
要
素
で
あ
る
こ
と

は
間
違
い
な
く
、教
育
・
研
究
・
社
会
貢
献
を
重

ね
合
わ
せ
て
、地
域
協
働
で
地
域
課
題
解
決
に

取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

地
域
に
根
差
し
た
人
材
の
育
成
に
当
た
っ
て

は
、小
中
高
大
連
携
等
に
よ
り
、幼
少
期
か
ら
の

地
域
教
育
や
ま
ち
づ
く
り
教
育
が
重
要
視
さ
れ

て
い
る
。一
方
で
旅
や
風
景
と
い
っ
た
観
光
関

連
の
テ
ー
マ
は
、自
然
環
境
、地
理
・
歴
史
、文

学
、芸
術
等
多
方
面
の
学
問
と
関
連
し
、生
涯
学

習
の
講
座
と
し
て
ニ
ー
ズ
が
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
幼
少
期
〜
シ
ニ
ア
に
至
る
生
涯

学
習
に
お
い
て
、公
立
大
学
、そ
し
て
観
光
・
ま

ち
づ
く
り
分
野
へ
の
期
待
が
高
ま
っ
て
い
る
。

　
学
部
に
お
け
る
観
光
コ
ー
ス
の
教
育
・
研
究

の
特
徴
は
、単
な
る
観
光
現
象
や
観
光
地
理
、産

業
に
つ
い
て
の
学
究
で
は
な
く
、環
境
保
全
・
資

源
保
護
の
視
点
や
、観
光
を
持
続
可
能
な
地
域

づ
く
り
に
活
か
し
て
い
く
観
点
、す
な
わ
ち
観

光
ま
ち
づ
く
り
分
野
に
軸
足
を
お
い
て
い
る
こ

と
で
あ
る
。過
疎
化
・
高
齢
化
が
顕
著
に
進
展
す

る
地
方
都
市
に
お
い
て
移
住
・
交
流
・
関
係
人
口

等
の
概
念
を
包
含
す
る
広
い
意
味
で
の
観
光
ま

ち
づ
く
り
や
、自
立
自
走
で
き
る
地
域
経
営
の

核
の
一
つ
で
あ
る
観
光
産
業
は
、持
続
可
能
な

地
域
社
会
形
成
に
お
い
て
最
重
要
課
題
で
あ
る

こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
く
、こ
う
し
た
職
業
や

役
割
に
自
ら
の
将
来
の
夢
を
重
ね
て
、学
び
の

テ
ー
マ
と
す
る
学
生
が
本
学
部
に
は
多
数
入
学

5
教
員
免
許
更
新
講
習
を

活
用
し
た
、

観
光
ま
ち
づ
く
り
教
育
の

実
験
的
な
取
り
組
み

度
ラ
ン
キ
ン
グ
」で
は
、2
0
1
0
〜
2
0
1
5

年
度
に
か
け
て
6
年
連
続
私
立
大
学
部
門
ト
ッ

プ
の
評
価
を
得
て
い
る
。公
立
大
学
法
人
設
立

の
目
的
も
、「
地
域
に
根
ざ
し
た
大
学
と
し
て
教

育
と
研
究
を
推
進
し
、豊
か
な
人
間
性
と
高
い

専
門
性
及
び
国
際
的
な
視
座
を
も
っ
た
実
践
力

の
あ
る
人
材
を
育
成
し
地
域
の
産
業
及
び
社
会

の
発
展
に
貢
献
す
る
知
の
拠
点
を
形
成
す
る
」

こ
と
で
あ
り
、公
立
大
学
と
し
て
こ
れ
ま
で
以

上
に
、市
民
や
地
域
企
業
、地
域
社
会
と
の
連
携

を
意
識
し
た
教
育
、研
究
が
指
向
さ
れ
て
い
る
。

　
観
光
に
関
わ
る
教
育
･
研
究
・
地
域
貢
献
の

中
心
と
な
る
の
が
前
述
し
た
環
境
ツ
ー
リ
ズ
ム

学
部
で
あ
り
、自
然
環
境
と
そ
の
生
態
系
サ
ー

ビ
ス
を
活
か
し
た
観
光
、そ
の
観
光
を
基
軸
と

し
た
地
域
政
策
や
ま
ち
づ
く
り
を
学
究
し
て
い

る
。そ
の
他
、社
会
福
祉
学
部
、企
業
情
報
学
部

と
、大
学
院
総
合
福
祉
学
研
究
科
か
ら
構
成
さ

れ
て
い
る
が
、観
光
情
報
や
地
域
デ
ザ
イ
ン
、ユ

ニ
バ
ー
サ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
等
の
面
で
学
部
の
垣

が
ら
、グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
通
し
て
解
決
策
を

検
討
し
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
す
る
ア
ク
テ
ィ

ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
の
手
法
が
と
ら
れ
て
い
る
。

② 

専
門
教
育

　
前
述
し
た
よ
う
に
観
光
ま
ち
づ
く
り
に
軸
足

を
お
い
た
本
学
の
観
光
コ
ー
ス
の
学
び
は
、地

域
社
会
学
・
行
政
学
関
連
の
科
目
や
、社
会
調
査

関
連
の
科
目
、環
境
政
策
論
や
里
山
再
生
論
等

の
環
境
関
連
科
目
と
と
も
に
組
み
立
て
ら
れ
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
構
成
さ
れ
て
い
る
。観
光
専
門
科

目
と
し
て
は
、観
光
概
論
、観
光
文
化
論
、観
光

政
策
論
、持
続
可
能
な
ツ
ー
リ
ズ
ム
、観
光
交
通

論
、観
光
ま
ち
づ
く
り
事
業
論
、観
光
ま
ち
づ
く

り
計
画
論
、各
種
演
習
等
が
あ
り
、5
名
の
教
員

が
担
っ
て
い
る
。他
大
学
の
観
光（
専
門
）学
科

に
比
較
す
れ
ば
、科
目
数
は
限
定
さ
れ
る
が
、観

光
地
や
ま
ち
づ
く
り
現
場
へ
の
近
さ
を
活
か
し

た
実
践
的
・
体
験
型
の
教
育
を
強
み
と
し
て
打

ち
出
し
て
い
る
。

　
ま
た
観
光
人
材
の
養
成
を
ね
ら
い
と
す
る
長

野
県
観
光
部
の
寄
附
講
座『
先
進
的
な
観
光
地

経
営
を
学
ぶ
』で
は
、観
光
庁
や
観
光
先
進
国
の

観
光
局
の
政
策
担
当
者
、Ｊ
Ｒ
東
日
本
等
の
交

通
事
業
者
、デ
ジ
タ
ル
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
や
Ｄ

Ｍ
Ｏ
等
の
専
門
家
、地
元
長
野
県
の
観
光
産
業
、

観
光
ま
ち
づ
く
り
の
リ
ー
ダ
ー
等
の
実
践
的
な

講
話
を
聴
く
機
会
も
提
供
さ
れ
て
お
り
、こ
れ

ら
は
学
生
だ
け
で
な
く
、上
田
地
域
お
よ
び
県

内
の
観
光
事
業
者
や
観
光
行
政
ス
タ
ッ
フ
も
学

習
す
る
機
会
と
し
て
開
放
さ
れ
て
い
る
。

　
コ
ロ
ナ
禍
の
令
和
2
〜
3
年
度
に
お
い
て

も
、
こ
の
よ
う
な
専
門
講
座
や
専
門
ゼ
ミ
ナ
ー

ル
で
は
、
協
働
し
て
い
る
事
業
者
や
住
民
組

写真2：まちなかキャンパスうえだで学生と市民が一緒に観光まちづくりを

根
を
超
え
た
、観
光
系
の
研
究
や
地
域
貢
献
活

動
が
指
向
さ
れ
て
い
る
。ま
た
地
域
と
協
働
し

ま
ち
づ
く
り
や
人
材
育
成
に
取
り
組
む
大
学
組

織
と
し
て
、地
域
づ
く
り
総
合
セ
ン
タ
ー
が
あ

る
。

　
公
立
大
学
に
期
待
さ
れ
る
社
会
的
役
割
は
、

文
部
科
学
省
が
2
0
1
3（
平
成
25
）年
度
か
ら

進
め
た「
地（
知
）の
拠
点
大
学
」の
考
え
方
そ
の

も
の
と
い
っ
て
よ
い
。
本
学
に
お
い
て
も

C
O
C
＋
に
参
加
し
て
き
た
が
、も
と
よ
り
地

域
企
業
や
自
治
体
と
協
働
し
て
、学
生
に
と
っ

て
魅
力
あ
る
就
職
先
を
創
出
す
る
と
と
も
に
、

そ
の
地
域
が
求
め
る
人
材
育
成
に
必
要
な
教
育

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
改
革
・
拡
充
を
進
め
て
き
た
。そ

し
て
次
の
①
②
の
観
点
か
ら
地
域
が
求
め
る
人

材
育
成
と
課
題
解
決
の
拠
点
と
な
る
べ
く
取
り

　
30
年
ほ
ど
前
に
始
ま
っ
た
道
の
駅
事
業
は
、

近
年
で
は
多
様
な
観
点
か
ら
地
域
活
性
化
の
拠

点
と
し
て
着
目
さ
れ
る
と
と
も
に
、地
域
の
大

学
生
と
連
携
す
る
等
に
よ
り
、有
効
な
活
用
を

図
る
べ
く
全
国
で
取
組
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

北
佐
久
郡
立
科
町
に
あ
っ
た
農
産
物
直
売
所
と

レ
ス
ト
ラ
ン
で
構
成
さ
れ
る『
農
ん
喜
村
』の
道

の
駅
化
に
あ
た
り
、町
か
ら
大
学
へ
の
委
託
研

究
の
中
で
、隣
接
す
る
ク
ラ
イ
ン
ガ
ル
テ
ン
や

交
流
促
進
セ
ン
タ
ー
を
複
合
化
さ
せ
た
り
、六

次
産
業
拠
点
と
し
て
高
度
化
し
滞
在
拠
点
の
魅

力
増
進
を
図
る
構
想
を
策
定
・
提
案
し
た
。

　
学
生
が
模
型
を
作
成
し
て
、町
に
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
す
る
と
と
も
に
、交
流
セ
ン
タ
ー

敷
地
を
活
用
し
た
オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ
の
社
会
実

験
を
行
う
等
に
よ
り
、そ
の
効
果
を
事
業
者
や

行
政
等
と
検
証
し
た
。そ
の
後
も
売
り
場
の
ポ

ッ
プ
等
の
デ
ザ
イ
ン
化
や
、イ
ベ
ン
ト
に
お
け

る
学
生
企
画
商
品
の
提
供
等
、連
携
を
深
め
て

い
る
。な
お
こ
う
し
た
学
生
の
学
習
に
つ
い
て

は
、国
土
交
通
省
関
東
地
方
整
備
局
が
実
施
し

た『
道
の
駅
学
生
コ
ン
テ
ス
ト
』に
お
い
て
表
彰

さ
れ
る
に
至
っ
て
い
る
。

　
な
お
立
科
町
で
は
、町
内
の
事
業
者
や
商
店

の
課
題
や
悩
み
を
解
決
す
る
た
め
、全
国
か
ら

集
ま
っ
た
学
生
た
ち
に
よ
る
ア
イ
デ
ア
コ
ン
ペ

を
実
施
し
、最
優
秀
の
プ
ラ
ン
を
実
際
に
実
現

す
る『
タ
テ
シ
ナ
ソ
ン
』が
数
年
来
行
わ
れ
て
お

り
、ゼ
ミ
生
が
参
加
す
る
だ
け
で
な
く
、そ
の
準

備
・
運
営
に
携
わ
っ
て
い
る
。

　
立
科
町
出
身
の
学
生
が
、こ
の
よ
う
な
ゼ
ミ

学
習
を
通
し
て
学
生
時
代
か
ら
観
光
ま
ち
づ
く

り
に
取
り
組
む
こ
と
に
よ
り
、地
域
の
魅
力
や

活
性
化
の
必
要
性
を
真
剣
に
考
え
、当
該
町
役

場
等
に
就
職
す
る
と
い
っ
た
、地
域
人
材
の
循

環
も
実
現
し
て
い
る
。

　
長
野
県
企
業
局
に
よ
り
1
9
6
0
〜
70
年
代

を
中
心
に
開
発
さ
れ
た
保
健
休
養
地（
い
ま
で

い
う
高
原
リ
ゾ
ー
ト
・
分
譲
地
）事
業
は
、全
国

で
も
モ
デ
ル
に
さ
れ
た『
菅
平
方
式
』『
和
合
方

式
』『
麻
績
方
式
』と
い
っ
た
ユ
ニ
ー
ク
な
事
業

方
式
を
生
み
出
し
た
こ
と
で
知
ら
れ
て
い
る

が
、開
発
か
ら
半
世
紀
程
が
た
ち
、施
設
の
老
朽

化
や
ペ
ン
シ
ョ
ン
経
営
者
の
高
齢
化
等
に
よ
り

持
続
可
能
性
が
怪
し
く
な
っ
て
き
て
い
る
。そ

の
代
表
開
発
事
例
の
ひ
と
つ
で
あ
る
須
坂
市
峰

の
原
高
原
を
対
象
に
、こ
う
し
た
実
態
と
そ
の

課
題
を
解
明
す
る
た
め
、地
元
観
光
協
会
、長
野

県
お
よ
び
須
坂
市
、長
野
大
学
の
産
学
官
連
携

に
よ
る
調
査
研
究
お
よ
び
学
生
に
よ
る
フ
ィ
ー

グ
ラ
ム
を
担
っ
た
。将
来
に
わ
た
っ
て
地
域
に

定
着
し
て
担
い
手
と
な
る
人
材
や
、観
光
産
業

を
担
う
人
材
を
育
成
し
て
い
く
た
め
に
は
、幼

少
期
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
教
育
や
観
光
教
育
が

不
可
欠
で
あ
り
、観
光
庁
で
も『
観
光
教
育
の
ス

ス
メ
』を
推
進
し
て
い
る
。こ
こ
で
制
作
さ
れ
た

動
画
や
、全
国
各
地
の
先
進
事
例
、そ
し
て
私
が

ゼ
ミ
生
と
と
も
に
地
元
小
学
校
の
総
合
的
な
学

習
の
時
間
を
活
用
し
て
行
っ
た『
た
め
池
探
検

隊
』の
内
容
紹
介
等
を
行
い
な
が
ら
、幼
少
期
か

ら
大
学
ま
で
つ
な
が
っ
て
い
く
べ
き『
観
光
ま

ち
づ
く
り
教
育
』の
あ
り
方
を
普
及
す
る
機
会

と
し
て
い
る
。

　
参
考
ま
で
に
令
和
3
年
度
の
講
習
内
容
を
次

に
示
す
。

終
わ
り
に

　
断
片
的
に
紹
介
し
た
以
上
の
教
育
・
研
究
・

社
会
貢
献
の
取
組
は
、
地
域
住
民
の
ご
協
力
が

あ
り
、パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
が
組
め
て
こ
そ
実

現
し
た
も
の
で
あ
る
。
幸
い
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ

る
地
域
協
働
型
教
育
・
研
究
へ
の
影
響
は
限
定

的
で
、
感
染
予
防
対
策
を
十
分
と
り
な
が
ら
、

ル
ド
ワ
ー
ク
学
習
を
継
続
的

に
実
施
。な
お
、本
研
究
結
果

は
、日
本
観
光
研
究
学
会
に

拙
著
の
研
究
論
文
と
し
て
発

表
し
て
い
る
。

　
こ
の
な
か
で
は
、ペ
ン
シ

ョ
ン
と
い
う
顧
客
定
着
性
が

極
め
て
強
い
事
業
形
態
に
お

い
て
事
業
継
承
を
円
滑
に
し

て
い
く
た
め
、世
襲
だ
け
で

な
く
多
様
な
事
業
継
承
を
模

索
し
て
い
く
べ
き
こ
と
や
、

ペ
ン
シ
ョ
ン
を
知
ら
な
い
層

を
含
め
た
新
規
顧
客
開
拓
が

必
要
と
な
る
こ
と
が
明
ら
か

　

 

道
の
駅
の
高
度
化・複
合
化
提
案
と
、

④ 

活
性
化
に
む
け
た
学
生
の
取
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ゼ
ミ
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保
健
休
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地
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業
の
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造
的
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題
の

　

 

究
明
と
打
開
策
に
む
け
た
学
生
の
取
組

1
．イ
ン
ト
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン「
観
光
ま
ち
づ
く
り
」教
育
の
す
す
め

観
光
庁
の
動
画「
観
光
教
育
ノ
ス
ス
メ
」を
活
用
し
な
が
ら
、

観
光
ま
ち
づ
く
り
教
育
の
意
義
と
概
要
を
説
明

2
．ニ
ュ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
観
光
ま
ち
づ
く
り

観
光
ま
ち
づ
く
り
と
は
何
か
、多
様
な
年
代
の
住
民
の
関
り
の
必
要
性

エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
、文
化
観
光
、産
業
観
光
等
、地
域
資
源
を
活
か
し
た
観
光
の
可
能
性

3
．地
域
か
ら
は
じ
め
る
観
光
ま
ち
づ
く
り

地
域
協
働
、グ
ラ
ン
ド
ワ
ー
ク
の
概
念

上
田
市
ま
ち
な
か
、東
御
市
田
沢
お
ら
ほ
村
、静
岡
県
三
島
町
等
の
事
例

4
．観
光
ま
ち
づ
く
り
教
育
の
進
め
方

カ
リ
ブ
観
光
教
本
、宮
崎
県
・
沖
縄
県
に
お
け
る
観
光
教
育
と
教
本

小
学
校
社
会
科
等
に
お
け
る
適
用
事
例
、長
野
大
学
や
地
元
教
育
機
関
に
お
け
る
事
例

令
和
元（
2
0
1
9
）年
度 
教
員
免
許
更
新
講
習
に
お
け
る

「
観
光
ま
ち
づ
く
り
教
育
」講
座
の
内
容

と
な
り
、ゼ
ミ
生
が
毎
年
、地
元
観
光
協
会
や
事

業
者
と
連
携
し
て
、Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
使
っ
た
情
報
発

信
や
新
し
い
イ
ベ
ン
ト
の
企
画
催
行
、空
き
ペ

ン
シ
ョ
ン
の
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と
活
用
実
験
に

取
り
組
ん
で
い
る
。こ
う
し
た
学
習
・
活
動
を
通

じ
て
、対
象
地
に
愛
着
が
生
ま
れ
た
学
生
が
育

ち
、地
域
組
織
と
信
頼
関
係
が
で
き
た
こ
と
も

あ
っ
て
、在
学
中
か
ら
、地
域
お
こ
し
協
力
隊
と

し
て
任
用
さ
れ
る
学
生
も
出
現
し
て
い
る
。こ

れ
も
ま
た
、前
述
し
た
地
域
人
材
の
循
環
が
機

能
し
た
、顕
著
な
例
と
い
え
る
。

　
な
お
廃
業
し
た
宿
泊
施
設
や
大
型
の
空
き
家

を
大
学
の
研
究
者
や
学
生
と
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

し
、ま
ち
づ
く
り
拠
点
と
し
て
活
用
す
る
動
き

は
目
立
っ
て
増
え
て
き
て
お
り
、別
所
温
泉
旧

『
臨
泉
楼
柏
屋
別
荘
』で
は
、オ
ー
ナ
ー
と
の
協

力
関
係
を
構
築
し
た
う
え
で
コ
ワ
ー
キ
ン
グ
ス

ペ
ー
ス
等
と
し
て
の
活
用
に
実
験
的
に
取
り
組

ん
で
い
る
。

　
な
お
こ
う
し
た
演
習
、ゼ
ミ
学
習
の
一
部
や

成
果
報
告
は
、上
田
市
が
中
心
市
街
地
内
に
開

設
し
本
学
が
運
営
を
受
託
し
て
い
る『
ま
ち
な

か
キ
ャ
ン
パ
ス
上
田
』で
、一
般
市
民
も
巻
き
込

ん
で
実
施
し
て
い
る
。

　
教
員
養
成
課
程
を
持
つ
本
学
は
教
員
免
許
更

新
講
習
を
開
講
し
て
お
り
、
2
0
1
5
〜

2
0
1
9
年
度
に
か
け
て
、『
観
光
ま
ち
づ
く
り

教
育
』を
テ
ー
マ
に
、観
光
系
の
教
員
が
１
プ
ロ

継
続
的
に
実
施
で
き
て
い
る
。

　
一
方
、
コ
ロ
ナ
禍
で
、
地
元
観
光
産
業
が
大

き
な
打
撃
を
被
る
等
に
よ
り
、
地
方
都
市
や
中

山
間
地
域
の
停
滞
の
構
図
は
よ
り
露
わ
に
な
っ

た
と
言
え
る
。
こ
う
し
た
な
か
で
、
地
方
公
立

大
学
と
し
て
、
ま
た
観
光
系
の
学
部
を
も
つ
大

学
と
し
て
、
観
光
ま
ち
づ
く
り
や
関
係
人
口
育

成
に
よ
り
、
地
方
創
生
を
進
め
て
い
く
上
で
の

役
割
、
要
請
は
引
き
続
き
大
き
い
も
の
と
考
え

ら
れ
る
。
加
え
て
コ
ロ
ナ
禍
だ
か
ら
こ
そ
の
観

光
ま
ち
づ
く
り
へ
の
取
組
や
、
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ

を
見
据
え
た
新
し
い
取
組
、
例
え
ば
屋
外
公
共

空
間
（
道
路
や
公
園
等
）
を
活
用
し
た
賑
わ
い

創
出
等
に
向
け
、
地
域
・
組
織
と
大
学
が
連
携

し
て
社
会
実
験
を
行
お
う
と
す
る
動
き
も
出
始

め
て
い
る
。

　
学
生
の
出
口
（
就
職
）
に
つ
い
て
は
、
コ
ロ

ナ
禍
に
よ
る
観
光
産
業
へ
の
影
響
が
は
っ
き
り

出
て
お
り
、
観
光
産
業
へ
の
就
職
を
希
望
し
学

ん
だ
学
生
が
不
本
意
な
進
路
を
取
ら
ざ
る
を
得

な
い
状
況
も
見
ら
れ
、
大
学
と
し
て
フ
ォ
ロ
ー

が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
教
員
や
研
究
者
と
し
て

は
、
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
の
観
光
産
業
の
成
長
性
は

高
い
と
予
想
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
観
光
ま
ち
づ

く
り
は
百
年
の
計
で
あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、

ど
の
よ
う
な
進
路
を
選
択
し
て
も
、
環
境
ツ
ー

リ
ズ
ム
学
部
で
学
ん
だ
学
生
諸
君
の
力
が
必
要

と
な
る
時
代
で
あ
る
こ
と
を
説
い
て
い
る
。

苦
し
い
経
営
状
況
の
な
か
、
コ
ロ
ナ
禍
で
も
毎

年
、
一
定
数
の
学
生
の
就
職
を
受
け
入
れ
て
頂

い
て
い
る
宿
泊
事
業
者
や
交
通
事
業
者
が
少
な

く
な
い
の
は
、
大
変
あ
り
が
た
い
。

　
考
え
て
み
る
と
、
大
学
は
も
と
よ
り
多
様
な

人
材
の
知
的
交
流
の
場
で
あ
り
、
関
係
人
口
を

作
り
出
す
拠
点
で
あ
る
。
加
え
て
、
従
来
の
社

会
観
念
や
手
法
・
技
術
の
枠
に
捉
わ
れ
な
い
、

新
し
い
し
く
み
を
研
究
開
発
し
、
実
験
し
て
い

く
場
で
も
あ
る
。
大
学
の
こ
う
し
た
潜
在
力
を

信
じ
、
地
域
組
織
と
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を

大
事
に
し
な
が
ら
、
期
待
や
要
請
に
応
え
て
い

き
た
い
と
考
え
る
。

下
記
3
教
員

山
崎
隆
之（
当
時
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　静
岡
県
は
製
造
品
出
荷
額
等
が
全
国
シ
ェ
ア 

5
・
3
％
、同
順
位
4
位（
2
0
1
8
年
）と
長
ら

く「
も
の
づ
く
り
県
」と
し
て
発
展
し
て
き
た

が
、人
口
減
少
、少
子
高
齢
化
や
製
造
業
の
海
外

移
転
展
開
等
に
よ
り
、先
行
き「
も
の
づ
く
り
」

に
次
ぐ
基
幹
産
業
の
整
備
が
迫
ら
れ
て
い
た
。

そ
う
し
た
中
で
、本
県
の
行
政
・
経
済
界
か
ら

は
、観
光
を
柱
と
し
た
産
業
振
興
に
注
力
す
る

方
針
が
示
さ
れ
、静
岡
県
立
大
学（
以
下
、「
本

学
」と
い
う
。）で
は
こ
れ
に
呼
応
す
る
形
で
、将

来
の
静
岡
県
観
光
を
担
う
高
度
な
人
材
育
成
の

拠
点
と
し
て
2
0
1
9
年
4
月
経
営
情
報
学
部

に
観
光
分
野
を
新
設
し
た
。

　本
学
は
公
立
大
学
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、本
県

経
済
の
振
興
・
発
展
に
資
す
る
よ
う
な
教
育
研

究
活
動
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な

い
が
、観
光
を
通
じ
た
地
域
貢
献
活
動
、産
学
官

連
携
活
動
を
行
う
に
あ
た
り
、教
員
単
位
で
活

動
す
る
こ
と
に
は
限
界
が
あ
る
こ
と
や
、行
政
、

観
光
D
M
O
等
か
ら
対
応
窓
口
の
設
置
を
求
め

ら
れ
た
こ
と
も
あ
り
、翌
2
0
2
0
年
4
月
に

「
ツ
ー
リ
ズ
ム
研
究
セ
ン
タ
ー
」（
以
下
、「
本
セ

ン
タ
ー
」と
い
う
。）を
開
設
、本
学
に
お
い
て
観

光
教
育
を
担
当
す
る
教
員（
5
名
）は
す
べ
て
本

セ
ン
タ
ー
の
研
究
員
と
な
る
等
、組
織
と
し
て

活
動
す
る
体
制
を
整
え
た
。

　本
セ
ン
タ
ー
の
機
能
は
、観
光
に
関
す
る
調

査
研
究
部
署
で
あ
る
こ
と
は
も
と
よ
り
、①
同

研
究
に
関
す
る
外
部
関
係
機
関
と
の
連
携
窓

口
、②
地
域
連
携
協
定
を
締
結
し
て
い
る
本
県

賀
茂
地
域（
下
田
市
ほ
か
伊
豆
半
島
南
端
の
5

町
）を
は
じ
め
と
す
る
地
域
貢
献
活
動
の
推
進

部
署
、③
本
県
観
光
に
関
す
る
情
報
発
信
拠
点
、

④
将
来
の
本
県
観
光
の
担
い
手
の
育
成
機
関
、

と
し
て
い
る
。

方
々
を
主
た
る
対
象
と
し

て
、最
新
の
観
光
動
向
、他
地

域
の
観
光
振
興
へ
の
取
組
み

事
例
紹
介
、本
セ
ン
タ
ー
で

の
調
査
研
究
結
果
の
発
信
、

を
通
じ
て
自
身
の
観
光
関
連

知
識
の
幅
を
広
げ
て
日
々
の

事
業
の
参
考
し
て
頂
く
こ
と

を
目
的
と
し
た
リ
カ
レ
ン
ト

教
育
で
あ
る
。毎
回
、本
学
観

光
担
当
教
員
が
交
替
で
講
師

を
務
め
る
と
と
も
に
、ゲ
ス

ト
ス
ピ
ー
カ
ー
と
Z
O
O
M

で
接
続
し
、政
府
や
観
光
庁

の
動
き
に
つ
い
て
解
説
し
て

頂
い
て
い
る
。回
を
重
ね
る

に
つ
れ
、常
連
の
受
講
者
も

増
え
つ
つ
あ
り
、今
後
は
観

光
事
業
者
の
関
心
事
項
等
も

聴
取
し
つ
つ
、ニ
ー
ズ
に
あ

っ
た
講
義
と
し
地
域
に
根
付

か
せ
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。

　賀
茂
地
域
に
は
大
学
の
設

置
は
な
く
、現
地
の
中
学
生
・

高
校
生
が
体
験
授
業
も
含
め

大
学
を
知
る
機
会
は
限
定
さ
れ
て
い
る
。そ
こ

で
、地
域
の
中
・
高
校
生
に
基
幹
産
業
で
あ
る
観

光
業
の
現
状
と
課
題
を
理
解
し
て
も
ら
う
た
め

に
出
前
形
式
で
の
授
業
に
取
り
組
ん
で
い
る
ほ

か
、試
行
的
に
そ
の
う
ち
の
1
つ
の
高
校
で「
高

校
生
の
た
め
の
観
光
講
座
」と
題
し
、年
4
回
土

曜
日
の
午
後
の
時
間
を
利
用
し
て
、課
題
研
究

や
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
取
り
込
ん

大
学
院
経
営
情
報
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

研
究
科
長
／
ツ
ー
リ
ズ
ム
研
究
セ

ン
タ
ー
長
。1
9
8
1
年
学
習
院
大

学
経
済
学
部
卒
。日
本
銀
行
入
行
。

静
岡
支
店
次
長
、一
般
社
団
法
人 

C
R
D
協
会
理
事
等
を
経
て

2
0
1
9
年
か
ら
静
岡
県
立
大
学
。2
0
2
0
年
か
ら
現

職
。専
門
は
観
光
政
策
論
、交
通
経
済
学
、金
融
論
。

八
木
健
祥（
や
ぎ
・
け
ん
し
ょ
う
）

静
岡
県
立
大
学
に
お
け
る

観
光
教
育
へ
の
取
組
み

だ
大
学
専
門
科
目
と
ほ
ぼ
同
等
の
内
容
の
授
業

を
始
め
て
い
る
。ま
た
、今
夏
に
は
賀
茂
地
域
の

3
高
校
の
希
望
者
を
対
象
と
し
た
フ
ィ
ー
ル
ド

ワ
ー
ク
講
習
会
を
本
学
学
生
が
サ
ポ
ー
ト
す
る

形
で
計
画
し
て
い
る
ほ
か
、同
地
域
の
中
学
生

希
望
者
と
若
手
の
地
域
起
こ
し
隊
と
本
学
学
生

と
の
間
で
地
域
の
賑
わ
い
創
出
に
向
け
た
意
見

交
換
会
を
予
定
し
て
い
る
。

　な
お
上
記
に
示
し
た
賀
茂
地
域
で
の
取
組
み

は
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
で
あ
り
、今
後
成
果
が
確
認

で
き
れ
ば
県
内
の
他
地
域
へ
の
展
開
も
想
定
し

て
い
る
。

　こ
の
間
、地
域
連
携
は
賀
茂
地
域
に
限
っ
た

こ
と
で
は
な
く
、本
学
教
員
や
ア
サ
イ
ン
す
る

学
生
の
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
も
勘
案
し
つ
つ
、徐
々

に
間
口
を
広
げ
て
い
る
。例
え
ば
、ニ
ュ
ー
ノ
ー

マ
ル
な
時
代
移
行
を
念
頭
に
関
係
自
治
体
と
の

間
で
自
転
車
に
よ
る
観
光
振
興
や
、本
県
観
光

の
ウ
ィ
ー
ク
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
若
年
層
観
光
客

の
誘
客
策
に
も
取
り
組
ん
で
い
る
。

　さ
て
、昨
年
来
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の

感
染
拡
大
・
長
期
化
は
、3
密
回
避
や「
新
し
い

生
活
様
式
」の
着
実
な
浸
透
等
も
あ
り
、団
体
旅

行
需
要
に
依
存
し
て
き
た
伊
豆
半
島
を
は
じ
め

と
し
た
本
県
観
光
地
で
は
個
人
客
の
獲
得
に
注

力
せ
ざ
る
を
得
な

い
状
況
と
な
っ
て

い
る
。一
方
で
、本

セ
ン
タ
ー
の
調
査

に
よ
れ
ば
、県
内

で
の
ワ
ー
ケ
ー
シ

ョ
ン
や
長
期
滞

在
、移
住
の
需
要

は
着
実
に
増
え
て

お
り
、こ
う
し
た

需
要
を
取
り
込
む

た
め
に
行
政
や
観

光
事
業
者
が
ど
の

よ
う
な
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
を
し
た
ら

良
い
の
か
、現
在

関
係
先
と
議
論
を

重
ね
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　本
学
に
お
け
る
観
光
教
育
の
開
始
は
、他
地

域
の
大
学
等
と
比
べ
れ
ば
後
発
の
部
類
で
あ

り
、県
内
、就
中
、伊
豆
半
島
に
お
い
て
は
首
都

圏
所
在
の
大
学
等
に
よ
る
地
域
貢
献
活
動
が
活

発
に
行
わ
れ
て
い
る
。こ
う
し
た
中
で
本
学
の

存
在
感
を
地
域
に
浸
透
さ
せ
て
い
く
た
め
に
は

並
大
抵
の
取
組
み
で
は
先
発
校
の
牙
城
に
立
ち

入
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
考
え
て
お
り
、県
内

の
大
学
と
し
て
の
地
の
利
を
活
か
し
て
、足
し

げ
く
地
域
に
出
向
き
、地
域
に
寄
り
添
っ
た
形

で
地
域
に
貢
献
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
と
思
わ

れ
る
。限
ら
れ
た
人
的
・
予
算
制
約
の
中
で
、教

育
研
究
活
動
と
こ
う
し
た
地
域
貢
献
活
動
を
両

調
査
を
実
施
、回
収
し
た
当
該
デ
ー
タ
を
学
生

が
R
言
語
やp

yth
o
n

言
語
を
利
用
し
て
ク
ロ

ス
分
析
、コ
レ
ス
ポ
ン
デ
ン
ス
分
析
な
ど
の
科

学
的
な
分
析
を
行
い
、そ
の
結
果
を
も
と
に
観

光
事
業
者
等
と
意
見
交
換
を
行
い
、同
事
業
者

に
従
来
の
経
験
則
や
勘
に
頼
っ
た
経
営
か
ら
マ

ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
等
を
重
視
し
た
戦
略
的
な
経
営

へ
の
シ
フ
ト
を
提
起
し
て
い
る
。

　ゼ
ミ
演
習
に
お
い
て
は
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

活
動
を
主
軸
に
据
え
て
い
る
。こ
れ
は
同
活
動

を
通
じ
、デ
ス
ク
ワ
ー
ク
に
偏
る
こ
と
な
く
現

場
を
見
る
こ
と
の
大
切
さ
、現
場
観
察
を
通
じ

て
の
ネ
ッ
ト
や
文
献
等
で
は
得
ら
れ
な
い「
気

づ
き
」を
学
生
に
体
感
さ
せ
、こ
う
し
た
経
験
を

社
会
人
と
な
っ
た
際
に
も
活
か
し
て
も
ら
う
こ

と
が
目
的
で
あ
る
。も
ち
ろ
ん
、フ
ィ
ー
ル
ド
ワ

ー
ク
は
事
前
の
デ
ー
タ
分
析
等
に
よ
り
構
築
さ

れ
た
仮
設
の
検
証
の
場
と
し
て
位
置
づ
け
、事

2
．観
光
教
育
の
現
状

1
．静
岡
県
立
大
学
に

お
け
る
観
光
教
育
開
始

の
経
緯

静
岡
県
立
大
学

に
繋
げ
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
の
考
え
に
基
づ

く
も
の
で
あ
る
。ま
も
な
く
、2
0
2
3
年
度
入

学
希
望
者
の
募
集
が
始
ま
る
が
、幸
い
本
研
究

科
の
取
組
み
に
対
す
る
関
心
も
高
く
、大
学
院

教
育
も
順
調
な
船
出
と
な
っ
た
と
考
え
て
い

る
。　本

学
で
は
、2
0
1
8
年
12
月
に
静
岡
大
学
、

静
岡
文
化
芸
術
大
学
と
と
も
に
本
県
下
田
市
を

中
心
と
す
る
伊
豆
半
島
賀
茂
地
域
の
1
市
5
町

と
地
域
連
携
協
定
を
締
結
し
、現
在
本
学
に
お

い
て
は
本
セ
ン
タ
ー
が
そ
の
中
核
と
な
っ
て
積

極
的
な
活
動
を
行
っ
て
い
る
。主
た
る
活
動
を

挙
げ
れ
ば
、①
地
域
の
観
光
調
査
研
究
に
関
す

る
情
報
発
信
、②
リ
カ
レ
ン
ト
教
育
の
推
進
、③

同
地
域
所
在
高
校
に
お
け
る
観
光
教
育
へ
の
取

組
み
等
で
あ
る
。

　同
地
域
の
観
光
調
査
研
究
に
関
す
る
情
報
発

信
の
ひ
と
つ
と
し
て
、本
セ
ン
タ
ー
で
は
、

2
0
2
0
年
4
月
か
ら
賀
茂
地
域
の
観
光
協

会
、商
工
会
議
所
、商
工
会（
計
12
先
）を
通
じ
た

傘
下
観
光
事
業
者
の
景
気
動
向
調
査
を
毎
月
実

施
し
、そ
の
結
果
を
マ
ス
コ
ミ
を
通
じ
て
対
外

公
表
し
て
い
る
。下
表
の
と
お
り
、景
況
感
の
推

移
を
み
る
と
、コ
ロ
ナ
の
感
染
長
期
化
とgo to 

ト
ラ
ベ
ル
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
実
施
に
よ
り
観
光

事
業
者
の
景
況
感
が
翻
弄
さ
れ
て
い
る
こ
と
が

明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。

　リ
カ
レ
ン
ト
教
育
に
つ
い
て
、本
セ
ン
タ
ー

で
は
、2
0
2
0
年
10
月
よ
り
、下
田
市
に
お
い

て「
社
会
人
た
め
の
観
光
講
座
」を
毎
月
開
催
し

て
い
る
。こ
れ
は
当
地
で
観
光
事
業
を
営
む

堂ヶ島フィールドワーク活動

経営情報学部

ツーリズム研究センター

静
岡
県
立
大
学
キ
ャ
ン
パ
ス

地域連携に関する静岡県庁とのミーティング

UNWTOとの意見交換

経営情報学部
パンフレット

経営情報
イノベーション研究科
パンフレット
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　本
学
経
営
情
報
学
部
は
経
営
・
政
策
・
デ
ー
タ

サ
イ
エ
ン
ス
・
観
光
の
4
つ
の
メ
ジ
ャ
ー
制
に

基
づ
く
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、

学
生
に
は
卒
業
時
ま
で
に
最
低
1
分
野
の
メ
ジ

ャ
ー
認
定
を
課
し
て
い
る
。本
学
部
は
上
記
の

通
り
経
営
・
政
策
を
研
究
の
柱
と
す
る
文
系
と
、

情
報
や
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
に
関
す
る
研
究
を

柱
と
す
る
数
理
系
が
同
居
し
て
い
る
文
理
融
合

セ
ク
シ
ョ
ン
で
あ
り
、1
年
次
か
ら
デ
ー
タ
サ

イ
エ
ン
ス
科
目
を
必
修
科
目
と
し
、デ
ー
タ
分

析
に
長
け
た
人
材
を
育
成
す
る
中
で
、そ
こ
で

習
得
し
た
ス
キ
ル
を
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
や
消
費

者
心
理
、経
営
戦
略
・
政
策
策
定
に
反
映
さ
せ
て

い
る
。観
光
に
お
い
て
も
、協
力
先
の
宿
泊
施
設

等
で
観
光
客
向
け
の
満
足
度
評
価
、観
光
行
動

立
し
て
い
く
こ
と
は
ハ
ー
ド
ル
が
高
い
が
、公

立
大
学
と
し
て
の
県
民
か
ら
の
負
託
に
応
え
て

い
く
た
め
に
は
乗
り
越
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
考
え
て
い
る
。

　あ
わ
せ
て
、コ
ロ
ナ
に
よ
る
観
光
業
へ
の
深

刻
な
影
響
は
大
学
で
観
光
を
学
ぶ
意
義
や
緊
要

性
に
つ
い
て
、在
学
生
、受
験
生
と
も
に
再
考
を

余
儀
な
く
さ
れ
て
お
り
、折
か
ら
の
少
子
化
も

あ
っ
て
、観
光
分
野
で
必
要
な
学
生
を
確
保
し

て
い
け
る
の
か
も
課
題
で
あ
る
。本
セ
ン
タ
ー

で
は
、高
校
へ
の
出
前
授
業
に
よ
り
積
極
的
に

取
組
ん
で
い
る
ほ
か
、高
校
の
進
路
指
導
担
当

教
員
と
の
意
見
交
換
会
等
を
通
じ
将
来
の
本
県

の
観
光
を
担
う
人
材
確
保
の
必
要
性
に
つ
い
て

粘
り
強
く
働
き
か
け
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　冒
頭
に
申
し
上
げ
た
通
り
、地
方
公
立
大
学

と
し
て
の
使
命
は
調
査
研
究
を
通
じ
て
獲
得
し

た
知
見
の
地
域
へ
の
還
元
を
通
じ
た
地
域
振

興
・
活
性
化
と
、将
来
の
地
域
経
済
を
支
え
る
人

材
の
育
成
と
考
え
て
い
る
。本
学
に
お
け
る
観

光
教
育
へ
の
取
組
み
強
化
が
本
県
に
観
光
に
よ

る
経
済
効
果
を
も
た
ら
し
、潤
い
と
賑
わ
い
を

創
出
で
き
る
よ
う
努
め
て
い
く
所
存
で
あ
る
。

前
準
備
に
相
応
の
時
間
を
投
入
し
て
い
る
こ
と

は
言
う
ま
で
も
な
い
。

　2
0
2
1
年
4
月
よ
り
本
学
経
営
情
報
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
研
究
科
博
士
前
期
課
程（
以
下
、

「
本
研
究
科
」と
い
う
。）に
お
い
て
観
光
分
野
を

開
設
、3
名
の
社
会
人
学
生
が
学
ん
で
い
る
。授

業
は
、社
会
人
で
あ
る
こ
と
を
考
慮
し
、平
日
夜

間
、土
曜
昼
間
に
開
講
し
て
い
る
が
、履
修
科
目

は
観
光
関
連
に
止
ま
ら
ず
、マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
、

デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
、ソ
ー
シ
ャ
ル
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
な
ど
学
際
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
が
で
き
る

よ
う
幅
広
く
受
講
さ
せ
て
い
る
。土
曜
日
を
中

心
に
自
身
の
研
究
テ
ー
マ
に
基
づ
く
フ
ィ
ー
ル

ド
ワ
ー
ク
活
動
も
指
導
教
員
と
と
も
に
行
っ
て

い
る
。こ
う
し
た
取
り
組
み
の
背
景
に
は
、修
士

課
程
修
了
時
に
提
出
す
る
学
術
論
文
が
単
な
る

観
光
論
文
に
止
ま
ら
な
い
よ
う
付
加
価
値
あ
る

知
見
を
産
み
出
し
、地
域
に
還
元
で
き
る
成
果

静岡県立大学3
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　静
岡
県
は
製
造
品
出
荷
額
等
が
全
国
シ
ェ
ア 

5
・
3
％
、同
順
位
4
位（
2
0
1
8
年
）と
長
ら

く「
も
の
づ
く
り
県
」と
し
て
発
展
し
て
き
た

が
、人
口
減
少
、少
子
高
齢
化
や
製
造
業
の
海
外

移
転
展
開
等
に
よ
り
、先
行
き「
も
の
づ
く
り
」

に
次
ぐ
基
幹
産
業
の
整
備
が
迫
ら
れ
て
い
た
。

そ
う
し
た
中
で
、本
県
の
行
政
・
経
済
界
か
ら

は
、観
光
を
柱
と
し
た
産
業
振
興
に
注
力
す
る

方
針
が
示
さ
れ
、静
岡
県
立
大
学（
以
下
、「
本

学
」と
い
う
。）で
は
こ
れ
に
呼
応
す
る
形
で
、将

来
の
静
岡
県
観
光
を
担
う
高
度
な
人
材
育
成
の

拠
点
と
し
て
2
0
1
9
年
4
月
経
営
情
報
学
部

に
観
光
分
野
を
新
設
し
た
。

　本
学
は
公
立
大
学
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、本
県

経
済
の
振
興
・
発
展
に
資
す
る
よ
う
な
教
育
研

究
活
動
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な

い
が
、観
光
を
通
じ
た
地
域
貢
献
活
動
、産
学
官

連
携
活
動
を
行
う
に
あ
た
り
、教
員
単
位
で
活

動
す
る
こ
と
に
は
限
界
が
あ
る
こ
と
や
、行
政
、

観
光
D
M
O
等
か
ら
対
応
窓
口
の
設
置
を
求
め

ら
れ
た
こ
と
も
あ
り
、翌
2
0
2
0
年
4
月
に

「
ツ
ー
リ
ズ
ム
研
究
セ
ン
タ
ー
」（
以
下
、「
本
セ

ン
タ
ー
」と
い
う
。）を
開
設
、本
学
に
お
い
て
観

光
教
育
を
担
当
す
る
教
員（
5
名
）は
す
べ
て
本

セ
ン
タ
ー
の
研
究
員
と
な
る
等
、組
織
と
し
て

活
動
す
る
体
制
を
整
え
た
。

　本
セ
ン
タ
ー
の
機
能
は
、観
光
に
関
す
る
調

査
研
究
部
署
で
あ
る
こ
と
は
も
と
よ
り
、①
同

研
究
に
関
す
る
外
部
関
係
機
関
と
の
連
携
窓

口
、②
地
域
連
携
協
定
を
締
結
し
て
い
る
本
県

賀
茂
地
域（
下
田
市
ほ
か
伊
豆
半
島
南
端
の
5

町
）を
は
じ
め
と
す
る
地
域
貢
献
活
動
の
推
進

部
署
、③
本
県
観
光
に
関
す
る
情
報
発
信
拠
点
、

④
将
来
の
本
県
観
光
の
担
い
手
の
育
成
機
関
、

と
し
て
い
る
。

方
々
を
主
た
る
対
象
と
し

て
、最
新
の
観
光
動
向
、他
地

域
の
観
光
振
興
へ
の
取
組
み

事
例
紹
介
、本
セ
ン
タ
ー
で

の
調
査
研
究
結
果
の
発
信
、

を
通
じ
て
自
身
の
観
光
関
連

知
識
の
幅
を
広
げ
て
日
々
の

事
業
の
参
考
し
て
頂
く
こ
と

を
目
的
と
し
た
リ
カ
レ
ン
ト

教
育
で
あ
る
。毎
回
、本
学
観

光
担
当
教
員
が
交
替
で
講
師

を
務
め
る
と
と
も
に
、ゲ
ス

ト
ス
ピ
ー
カ
ー
と
Z
O
O
M

で
接
続
し
、政
府
や
観
光
庁

の
動
き
に
つ
い
て
解
説
し
て

頂
い
て
い
る
。回
を
重
ね
る

に
つ
れ
、常
連
の
受
講
者
も

増
え
つ
つ
あ
り
、今
後
は
観

光
事
業
者
の
関
心
事
項
等
も

聴
取
し
つ
つ
、ニ
ー
ズ
に
あ

っ
た
講
義
と
し
地
域
に
根
付

か
せ
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。

　賀
茂
地
域
に
は
大
学
の
設

置
は
な
く
、現
地
の
中
学
生
・

高
校
生
が
体
験
授
業
も
含
め

大
学
を
知
る
機
会
は
限
定
さ
れ
て
い
る
。そ
こ

で
、地
域
の
中
・
高
校
生
に
基
幹
産
業
で
あ
る
観

光
業
の
現
状
と
課
題
を
理
解
し
て
も
ら
う
た
め

に
出
前
形
式
で
の
授
業
に
取
り
組
ん
で
い
る
ほ

か
、試
行
的
に
そ
の
う
ち
の
1
つ
の
高
校
で「
高

校
生
の
た
め
の
観
光
講
座
」と
題
し
、年
4
回
土

曜
日
の
午
後
の
時
間
を
利
用
し
て
、課
題
研
究

や
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
取
り
込
ん

大
学
院
経
営
情
報
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

研
究
科
長
／
ツ
ー
リ
ズ
ム
研
究
セ

ン
タ
ー
長
。1
9
8
1
年
学
習
院
大

学
経
済
学
部
卒
。日
本
銀
行
入
行
。

静
岡
支
店
次
長
、一
般
社
団
法
人 

C
R
D
協
会
理
事
等
を
経
て

2
0
1
9
年
か
ら
静
岡
県
立
大
学
。2
0
2
0
年
か
ら
現

職
。専
門
は
観
光
政
策
論
、交
通
経
済
学
、金
融
論
。

八
木
健
祥（
や
ぎ
・
け
ん
し
ょ
う
）

静
岡
県
立
大
学
に
お
け
る

観
光
教
育
へ
の
取
組
み

だ
大
学
専
門
科
目
と
ほ
ぼ
同
等
の
内
容
の
授
業

を
始
め
て
い
る
。ま
た
、今
夏
に
は
賀
茂
地
域
の

3
高
校
の
希
望
者
を
対
象
と
し
た
フ
ィ
ー
ル
ド

ワ
ー
ク
講
習
会
を
本
学
学
生
が
サ
ポ
ー
ト
す
る

形
で
計
画
し
て
い
る
ほ
か
、同
地
域
の
中
学
生

希
望
者
と
若
手
の
地
域
起
こ
し
隊
と
本
学
学
生

と
の
間
で
地
域
の
賑
わ
い
創
出
に
向
け
た
意
見

交
換
会
を
予
定
し
て
い
る
。

　な
お
上
記
に
示
し
た
賀
茂
地
域
で
の
取
組
み

は
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
で
あ
り
、今
後
成
果
が
確
認

で
き
れ
ば
県
内
の
他
地
域
へ
の
展
開
も
想
定
し

て
い
る
。

　こ
の
間
、地
域
連
携
は
賀
茂
地
域
に
限
っ
た

こ
と
で
は
な
く
、本
学
教
員
や
ア
サ
イ
ン
す
る

学
生
の
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
も
勘
案
し
つ
つ
、徐
々

に
間
口
を
広
げ
て
い
る
。例
え
ば
、ニ
ュ
ー
ノ
ー

マ
ル
な
時
代
移
行
を
念
頭
に
関
係
自
治
体
と
の

間
で
自
転
車
に
よ
る
観
光
振
興
や
、本
県
観
光

の
ウ
ィ
ー
ク
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
若
年
層
観
光
客

の
誘
客
策
に
も
取
り
組
ん
で
い
る
。

　さ
て
、昨
年
来
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の

感
染
拡
大
・
長
期
化
は
、3
密
回
避
や「
新
し
い

生
活
様
式
」の
着
実
な
浸
透
等
も
あ
り
、団
体
旅

行
需
要
に
依
存
し
て
き
た
伊
豆
半
島
を
は
じ
め

と
し
た
本
県
観
光
地
で
は
個
人
客
の
獲
得
に
注

力
せ
ざ
る
を
得
な

い
状
況
と
な
っ
て

い
る
。一
方
で
、本

セ
ン
タ
ー
の
調
査

に
よ
れ
ば
、県
内

で
の
ワ
ー
ケ
ー
シ

ョ
ン
や
長
期
滞

在
、移
住
の
需
要

は
着
実
に
増
え
て

お
り
、こ
う
し
た

需
要
を
取
り
込
む

た
め
に
行
政
や
観

光
事
業
者
が
ど
の

よ
う
な
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
を
し
た
ら

良
い
の
か
、現
在

関
係
先
と
議
論
を

重
ね
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　本
学
に
お
け
る
観
光
教
育
の
開
始
は
、他
地

域
の
大
学
等
と
比
べ
れ
ば
後
発
の
部
類
で
あ

り
、県
内
、就
中
、伊
豆
半
島
に
お
い
て
は
首
都

圏
所
在
の
大
学
等
に
よ
る
地
域
貢
献
活
動
が
活

発
に
行
わ
れ
て
い
る
。こ
う
し
た
中
で
本
学
の

存
在
感
を
地
域
に
浸
透
さ
せ
て
い
く
た
め
に
は

並
大
抵
の
取
組
み
で
は
先
発
校
の
牙
城
に
立
ち

入
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
考
え
て
お
り
、県
内

の
大
学
と
し
て
の
地
の
利
を
活
か
し
て
、足
し

げ
く
地
域
に
出
向
き
、地
域
に
寄
り
添
っ
た
形

で
地
域
に
貢
献
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
と
思
わ

れ
る
。限
ら
れ
た
人
的
・
予
算
制
約
の
中
で
、教

育
研
究
活
動
と
こ
う
し
た
地
域
貢
献
活
動
を
両

調
査
を
実
施
、回
収
し
た
当
該
デ
ー
タ
を
学
生

が
R
言
語
やp

yth
o
n

言
語
を
利
用
し
て
ク
ロ

ス
分
析
、コ
レ
ス
ポ
ン
デ
ン
ス
分
析
な
ど
の
科

学
的
な
分
析
を
行
い
、そ
の
結
果
を
も
と
に
観

光
事
業
者
等
と
意
見
交
換
を
行
い
、同
事
業
者

に
従
来
の
経
験
則
や
勘
に
頼
っ
た
経
営
か
ら
マ

ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
等
を
重
視
し
た
戦
略
的
な
経
営

へ
の
シ
フ
ト
を
提
起
し
て
い
る
。

　ゼ
ミ
演
習
に
お
い
て
は
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

活
動
を
主
軸
に
据
え
て
い
る
。こ
れ
は
同
活
動

を
通
じ
、デ
ス
ク
ワ
ー
ク
に
偏
る
こ
と
な
く
現

場
を
見
る
こ
と
の
大
切
さ
、現
場
観
察
を
通
じ

て
の
ネ
ッ
ト
や
文
献
等
で
は
得
ら
れ
な
い「
気

づ
き
」を
学
生
に
体
感
さ
せ
、こ
う
し
た
経
験
を

社
会
人
と
な
っ
た
際
に
も
活
か
し
て
も
ら
う
こ

と
が
目
的
で
あ
る
。も
ち
ろ
ん
、フ
ィ
ー
ル
ド
ワ

ー
ク
は
事
前
の
デ
ー
タ
分
析
等
に
よ
り
構
築
さ

れ
た
仮
設
の
検
証
の
場
と
し
て
位
置
づ
け
、事

2
．観
光
教
育
の
現
状

1
．静
岡
県
立
大
学
に

お
け
る
観
光
教
育
開
始

の
経
緯

静
岡
県
立
大
学

に
繋
げ
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
の
考
え
に
基
づ

く
も
の
で
あ
る
。ま
も
な
く
、2
0
2
3
年
度
入

学
希
望
者
の
募
集
が
始
ま
る
が
、幸
い
本
研
究

科
の
取
組
み
に
対
す
る
関
心
も
高
く
、大
学
院

教
育
も
順
調
な
船
出
と
な
っ
た
と
考
え
て
い

る
。　本

学
で
は
、2
0
1
8
年
12
月
に
静
岡
大
学
、

静
岡
文
化
芸
術
大
学
と
と
も
に
本
県
下
田
市
を

中
心
と
す
る
伊
豆
半
島
賀
茂
地
域
の
1
市
5
町

と
地
域
連
携
協
定
を
締
結
し
、現
在
本
学
に
お

い
て
は
本
セ
ン
タ
ー
が
そ
の
中
核
と
な
っ
て
積

極
的
な
活
動
を
行
っ
て
い
る
。主
た
る
活
動
を

挙
げ
れ
ば
、①
地
域
の
観
光
調
査
研
究
に
関
す

る
情
報
発
信
、②
リ
カ
レ
ン
ト
教
育
の
推
進
、③

同
地
域
所
在
高
校
に
お
け
る
観
光
教
育
へ
の
取

組
み
等
で
あ
る
。

　同
地
域
の
観
光
調
査
研
究
に
関
す
る
情
報
発

信
の
ひ
と
つ
と
し
て
、本
セ
ン
タ
ー
で
は
、

2
0
2
0
年
4
月
か
ら
賀
茂
地
域
の
観
光
協

会
、商
工
会
議
所
、商
工
会（
計
12
先
）を
通
じ
た

傘
下
観
光
事
業
者
の
景
気
動
向
調
査
を
毎
月
実

施
し
、そ
の
結
果
を
マ
ス
コ
ミ
を
通
じ
て
対
外

公
表
し
て
い
る
。下
表
の
と
お
り
、景
況
感
の
推

移
を
み
る
と
、コ
ロ
ナ
の
感
染
長
期
化
とgo to 

ト
ラ
ベ
ル
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
実
施
に
よ
り
観
光

事
業
者
の
景
況
感
が
翻
弄
さ
れ
て
い
る
こ
と
が

明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。

　リ
カ
レ
ン
ト
教
育
に
つ
い
て
、本
セ
ン
タ
ー

で
は
、2
0
2
0
年
10
月
よ
り
、下
田
市
に
お
い

て「
社
会
人
た
め
の
観
光
講
座
」を
毎
月
開
催
し

て
い
る
。こ
れ
は
当
地
で
観
光
事
業
を
営
む

堂ヶ島フィールドワーク活動

経営情報学部

ツーリズム研究センター

静
岡
県
立
大
学
キ
ャ
ン
パ
ス

地域連携に関する静岡県庁とのミーティング

UNWTOとの意見交換

経営情報学部
パンフレット

経営情報
イノベーション研究科
パンフレット

3 ❺

　本
学
経
営
情
報
学
部
は
経
営
・
政
策
・
デ
ー
タ

サ
イ
エ
ン
ス
・
観
光
の
4
つ
の
メ
ジ
ャ
ー
制
に

基
づ
く
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、

学
生
に
は
卒
業
時
ま
で
に
最
低
1
分
野
の
メ
ジ

ャ
ー
認
定
を
課
し
て
い
る
。本
学
部
は
上
記
の

通
り
経
営
・
政
策
を
研
究
の
柱
と
す
る
文
系
と
、

情
報
や
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
に
関
す
る
研
究
を

柱
と
す
る
数
理
系
が
同
居
し
て
い
る
文
理
融
合

セ
ク
シ
ョ
ン
で
あ
り
、1
年
次
か
ら
デ
ー
タ
サ

イ
エ
ン
ス
科
目
を
必
修
科
目
と
し
、デ
ー
タ
分

析
に
長
け
た
人
材
を
育
成
す
る
中
で
、そ
こ
で

習
得
し
た
ス
キ
ル
を
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
や
消
費

者
心
理
、経
営
戦
略
・
政
策
策
定
に
反
映
さ
せ
て

い
る
。観
光
に
お
い
て
も
、協
力
先
の
宿
泊
施
設

等
で
観
光
客
向
け
の
満
足
度
評
価
、観
光
行
動

立
し
て
い
く
こ
と
は
ハ
ー
ド
ル
が
高
い
が
、公

立
大
学
と
し
て
の
県
民
か
ら
の
負
託
に
応
え
て

い
く
た
め
に
は
乗
り
越
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
考
え
て
い
る
。

　あ
わ
せ
て
、コ
ロ
ナ
に
よ
る
観
光
業
へ
の
深

刻
な
影
響
は
大
学
で
観
光
を
学
ぶ
意
義
や
緊
要

性
に
つ
い
て
、在
学
生
、受
験
生
と
も
に
再
考
を

余
儀
な
く
さ
れ
て
お
り
、折
か
ら
の
少
子
化
も

あ
っ
て
、観
光
分
野
で
必
要
な
学
生
を
確
保
し

て
い
け
る
の
か
も
課
題
で
あ
る
。本
セ
ン
タ
ー

で
は
、高
校
へ
の
出
前
授
業
に
よ
り
積
極
的
に

取
組
ん
で
い
る
ほ
か
、高
校
の
進
路
指
導
担
当

教
員
と
の
意
見
交
換
会
等
を
通
じ
将
来
の
本
県

の
観
光
を
担
う
人
材
確
保
の
必
要
性
に
つ
い
て

粘
り
強
く
働
き
か
け
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　冒
頭
に
申
し
上
げ
た
通
り
、地
方
公
立
大
学

と
し
て
の
使
命
は
調
査
研
究
を
通
じ
て
獲
得
し

た
知
見
の
地
域
へ
の
還
元
を
通
じ
た
地
域
振

興
・
活
性
化
と
、将
来
の
地
域
経
済
を
支
え
る
人

材
の
育
成
と
考
え
て
い
る
。本
学
に
お
け
る
観

光
教
育
へ
の
取
組
み
強
化
が
本
県
に
観
光
に
よ

る
経
済
効
果
を
も
た
ら
し
、潤
い
と
賑
わ
い
を

創
出
で
き
る
よ
う
努
め
て
い
く
所
存
で
あ
る
。

前
準
備
に
相
応
の
時
間
を
投
入
し
て
い
る
こ
と

は
言
う
ま
で
も
な
い
。

　2
0
2
1
年
4
月
よ
り
本
学
経
営
情
報
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
研
究
科
博
士
前
期
課
程（
以
下
、

「
本
研
究
科
」と
い
う
。）に
お
い
て
観
光
分
野
を

開
設
、3
名
の
社
会
人
学
生
が
学
ん
で
い
る
。授

業
は
、社
会
人
で
あ
る
こ
と
を
考
慮
し
、平
日
夜

間
、土
曜
昼
間
に
開
講
し
て
い
る
が
、履
修
科
目

は
観
光
関
連
に
止
ま
ら
ず
、マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
、

デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
、ソ
ー
シ
ャ
ル
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
な
ど
学
際
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
が
で
き
る

よ
う
幅
広
く
受
講
さ
せ
て
い
る
。土
曜
日
を
中

心
に
自
身
の
研
究
テ
ー
マ
に
基
づ
く
フ
ィ
ー
ル

ド
ワ
ー
ク
活
動
も
指
導
教
員
と
と
も
に
行
っ
て

い
る
。こ
う
し
た
取
り
組
み
の
背
景
に
は
、修
士

課
程
修
了
時
に
提
出
す
る
学
術
論
文
が
単
な
る

観
光
論
文
に
止
ま
ら
な
い
よ
う
付
加
価
値
あ
る

知
見
を
産
み
出
し
、地
域
に
還
元
で
き
る
成
果
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図 1 賀茂地域観光関連事業者の景況感の推移（「かなり好転した」＋「やや好転した」）－（「やや悪化した」＋「かなり悪化した」）％ポイント 　静
岡
県
は
製
造
品
出
荷
額
等
が
全
国
シ
ェ
ア 

5
・
3
％
、同
順
位
4
位（
2
0
1
8
年
）と
長
ら

く「
も
の
づ
く
り
県
」と
し
て
発
展
し
て
き
た

が
、人
口
減
少
、少
子
高
齢
化
や
製
造
業
の
海
外

移
転
展
開
等
に
よ
り
、先
行
き「
も
の
づ
く
り
」

に
次
ぐ
基
幹
産
業
の
整
備
が
迫
ら
れ
て
い
た
。

そ
う
し
た
中
で
、本
県
の
行
政
・
経
済
界
か
ら

は
、観
光
を
柱
と
し
た
産
業
振
興
に
注
力
す
る

方
針
が
示
さ
れ
、静
岡
県
立
大
学（
以
下
、「
本

学
」と
い
う
。）で
は
こ
れ
に
呼
応
す
る
形
で
、将

来
の
静
岡
県
観
光
を
担
う
高
度
な
人
材
育
成
の

拠
点
と
し
て
2
0
1
9
年
4
月
経
営
情
報
学
部

に
観
光
分
野
を
新
設
し
た
。

　本
学
は
公
立
大
学
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、本
県

経
済
の
振
興
・
発
展
に
資
す
る
よ
う
な
教
育
研

究
活
動
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な

い
が
、観
光
を
通
じ
た
地
域
貢
献
活
動
、産
学
官

連
携
活
動
を
行
う
に
あ
た
り
、教
員
単
位
で
活

動
す
る
こ
と
に
は
限
界
が
あ
る
こ
と
や
、行
政
、

観
光
D
M
O
等
か
ら
対
応
窓
口
の
設
置
を
求
め

ら
れ
た
こ
と
も
あ
り
、翌
2
0
2
0
年
4
月
に

「
ツ
ー
リ
ズ
ム
研
究
セ
ン
タ
ー
」（
以
下
、「
本
セ

ン
タ
ー
」と
い
う
。）を
開
設
、本
学
に
お
い
て
観

光
教
育
を
担
当
す
る
教
員（
5
名
）は
す
べ
て
本

セ
ン
タ
ー
の
研
究
員
と
な
る
等
、組
織
と
し
て

活
動
す
る
体
制
を
整
え
た
。

　本
セ
ン
タ
ー
の
機
能
は
、観
光
に
関
す
る
調

査
研
究
部
署
で
あ
る
こ
と
は
も
と
よ
り
、①
同

研
究
に
関
す
る
外
部
関
係
機
関
と
の
連
携
窓

口
、②
地
域
連
携
協
定
を
締
結
し
て
い
る
本
県

賀
茂
地
域（
下
田
市
ほ
か
伊
豆
半
島
南
端
の
5

町
）を
は
じ
め
と
す
る
地
域
貢
献
活
動
の
推
進

部
署
、③
本
県
観
光
に
関
す
る
情
報
発
信
拠
点
、

④
将
来
の
本
県
観
光
の
担
い
手
の
育
成
機
関
、

と
し
て
い
る
。

方
々
を
主
た
る
対
象
と
し

て
、最
新
の
観
光
動
向
、他
地

域
の
観
光
振
興
へ
の
取
組
み

事
例
紹
介
、本
セ
ン
タ
ー
で

の
調
査
研
究
結
果
の
発
信
、

を
通
じ
て
自
身
の
観
光
関
連

知
識
の
幅
を
広
げ
て
日
々
の

事
業
の
参
考
し
て
頂
く
こ
と

を
目
的
と
し
た
リ
カ
レ
ン
ト

教
育
で
あ
る
。毎
回
、本
学
観

光
担
当
教
員
が
交
替
で
講
師

を
務
め
る
と
と
も
に
、ゲ
ス

ト
ス
ピ
ー
カ
ー
と
Z
O
O
M

で
接
続
し
、政
府
や
観
光
庁

の
動
き
に
つ
い
て
解
説
し
て

頂
い
て
い
る
。回
を
重
ね
る

に
つ
れ
、常
連
の
受
講
者
も

増
え
つ
つ
あ
り
、今
後
は
観

光
事
業
者
の
関
心
事
項
等
も

聴
取
し
つ
つ
、ニ
ー
ズ
に
あ

っ
た
講
義
と
し
地
域
に
根
付

か
せ
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。

　賀
茂
地
域
に
は
大
学
の
設

置
は
な
く
、現
地
の
中
学
生
・

高
校
生
が
体
験
授
業
も
含
め

大
学
を
知
る
機
会
は
限
定
さ
れ
て
い
る
。そ
こ

で
、地
域
の
中
・
高
校
生
に
基
幹
産
業
で
あ
る
観

光
業
の
現
状
と
課
題
を
理
解
し
て
も
ら
う
た
め

に
出
前
形
式
で
の
授
業
に
取
り
組
ん
で
い
る
ほ

か
、試
行
的
に
そ
の
う
ち
の
1
つ
の
高
校
で「
高

校
生
の
た
め
の
観
光
講
座
」と
題
し
、年
4
回
土

曜
日
の
午
後
の
時
間
を
利
用
し
て
、課
題
研
究

や
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
取
り
込
ん

だ
大
学
専
門
科
目
と
ほ
ぼ
同
等
の
内
容
の
授
業

を
始
め
て
い
る
。ま
た
、今
夏
に
は
賀
茂
地
域
の

3
高
校
の
希
望
者
を
対
象
と
し
た
フ
ィ
ー
ル
ド

ワ
ー
ク
講
習
会
を
本
学
学
生
が
サ
ポ
ー
ト
す
る

形
で
計
画
し
て
い
る
ほ
か
、同
地
域
の
中
学
生

希
望
者
と
若
手
の
地
域
起
こ
し
隊
と
本
学
学
生

と
の
間
で
地
域
の
賑
わ
い
創
出
に
向
け
た
意
見

交
換
会
を
予
定
し
て
い
る
。

　な
お
上
記
に
示
し
た
賀
茂
地
域
で
の
取
組
み

は
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
で
あ
り
、今
後
成
果
が
確
認

で
き
れ
ば
県
内
の
他
地
域
へ
の
展
開
も
想
定
し

て
い
る
。

　こ
の
間
、地
域
連
携
は
賀
茂
地
域
に
限
っ
た

こ
と
で
は
な
く
、本
学
教
員
や
ア
サ
イ
ン
す
る

学
生
の
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
も
勘
案
し
つ
つ
、徐
々

に
間
口
を
広
げ
て
い
る
。例
え
ば
、ニ
ュ
ー
ノ
ー

マ
ル
な
時
代
移
行
を
念
頭
に
関
係
自
治
体
と
の

間
で
自
転
車
に
よ
る
観
光
振
興
や
、本
県
観
光

の
ウ
ィ
ー
ク
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
若
年
層
観
光
客

の
誘
客
策
に
も
取
り
組
ん
で
い
る
。

　さ
て
、昨
年
来
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の

感
染
拡
大
・
長
期
化
は
、3
密
回
避
や「
新
し
い

生
活
様
式
」の
着
実
な
浸
透
等
も
あ
り
、団
体
旅

行
需
要
に
依
存
し
て
き
た
伊
豆
半
島
を
は
じ
め

と
し
た
本
県
観
光
地
で
は
個
人
客
の
獲
得
に
注

力
せ
ざ
る
を
得
な

い
状
況
と
な
っ
て

い
る
。一
方
で
、本

セ
ン
タ
ー
の
調
査

に
よ
れ
ば
、県
内

で
の
ワ
ー
ケ
ー
シ

ョ
ン
や
長
期
滞

在
、移
住
の
需
要

は
着
実
に
増
え
て

お
り
、こ
う
し
た

需
要
を
取
り
込
む

た
め
に
行
政
や
観

光
事
業
者
が
ど
の

よ
う
な
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
を
し
た
ら

良
い
の
か
、現
在

関
係
先
と
議
論
を

重
ね
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　本
学
に
お
け
る
観
光
教
育
の
開
始
は
、他
地

域
の
大
学
等
と
比
べ
れ
ば
後
発
の
部
類
で
あ

り
、県
内
、就
中
、伊
豆
半
島
に
お
い
て
は
首
都

圏
所
在
の
大
学
等
に
よ
る
地
域
貢
献
活
動
が
活

発
に
行
わ
れ
て
い
る
。こ
う
し
た
中
で
本
学
の

存
在
感
を
地
域
に
浸
透
さ
せ
て
い
く
た
め
に
は

並
大
抵
の
取
組
み
で
は
先
発
校
の
牙
城
に
立
ち

入
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
考
え
て
お
り
、県
内

の
大
学
と
し
て
の
地
の
利
を
活
か
し
て
、足
し

げ
く
地
域
に
出
向
き
、地
域
に
寄
り
添
っ
た
形

で
地
域
に
貢
献
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
と
思
わ

れ
る
。限
ら
れ
た
人
的
・
予
算
制
約
の
中
で
、教

育
研
究
活
動
と
こ
う
し
た
地
域
貢
献
活
動
を
両

調
査
を
実
施
、回
収
し
た
当
該
デ
ー
タ
を
学
生

が
R
言
語
やp

yth
o
n

言
語
を
利
用
し
て
ク
ロ

ス
分
析
、コ
レ
ス
ポ
ン
デ
ン
ス
分
析
な
ど
の
科

学
的
な
分
析
を
行
い
、そ
の
結
果
を
も
と
に
観

光
事
業
者
等
と
意
見
交
換
を
行
い
、同
事
業
者

に
従
来
の
経
験
則
や
勘
に
頼
っ
た
経
営
か
ら
マ

ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
等
を
重
視
し
た
戦
略
的
な
経
営

へ
の
シ
フ
ト
を
提
起
し
て
い
る
。

　ゼ
ミ
演
習
に
お
い
て
は
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

活
動
を
主
軸
に
据
え
て
い
る
。こ
れ
は
同
活
動

を
通
じ
、デ
ス
ク
ワ
ー
ク
に
偏
る
こ
と
な
く
現

場
を
見
る
こ
と
の
大
切
さ
、現
場
観
察
を
通
じ

て
の
ネ
ッ
ト
や
文
献
等
で
は
得
ら
れ
な
い「
気

づ
き
」を
学
生
に
体
感
さ
せ
、こ
う
し
た
経
験
を

社
会
人
と
な
っ
た
際
に
も
活
か
し
て
も
ら
う
こ

と
が
目
的
で
あ
る
。も
ち
ろ
ん
、フ
ィ
ー
ル
ド
ワ

ー
ク
は
事
前
の
デ
ー
タ
分
析
等
に
よ
り
構
築
さ

れ
た
仮
設
の
検
証
の
場
と
し
て
位
置
づ
け
、事

3
．地
域
連
携

4
．今
後
の
課
題

5
．お
わ
り
に

に
繋
げ
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
の
考
え
に
基
づ

く
も
の
で
あ
る
。ま
も
な
く
、2
0
2
3
年
度
入

学
希
望
者
の
募
集
が
始
ま
る
が
、幸
い
本
研
究

科
の
取
組
み
に
対
す
る
関
心
も
高
く
、大
学
院

教
育
も
順
調
な
船
出
と
な
っ
た
と
考
え
て
い

る
。　本

学
で
は
、2
0
1
8
年
12
月
に
静
岡
大
学
、

静
岡
文
化
芸
術
大
学
と
と
も
に
本
県
下
田
市
を

中
心
と
す
る
伊
豆
半
島
賀
茂
地
域
の
1
市
5
町

と
地
域
連
携
協
定
を
締
結
し
、現
在
本
学
に
お

い
て
は
本
セ
ン
タ
ー
が
そ
の
中
核
と
な
っ
て
積

極
的
な
活
動
を
行
っ
て
い
る
。主
た
る
活
動
を

挙
げ
れ
ば
、①
地
域
の
観
光
調
査
研
究
に
関
す

る
情
報
発
信
、②
リ
カ
レ
ン
ト
教
育
の
推
進
、③

同
地
域
所
在
高
校
に
お
け
る
観
光
教
育
へ
の
取

組
み
等
で
あ
る
。

　同
地
域
の
観
光
調
査
研
究
に
関
す
る
情
報
発

信
の
ひ
と
つ
と
し
て
、本
セ
ン
タ
ー
で
は
、

2
0
2
0
年
4
月
か
ら
賀
茂
地
域
の
観
光
協

会
、商
工
会
議
所
、商
工
会（
計
12
先
）を
通
じ
た

傘
下
観
光
事
業
者
の
景
気
動
向
調
査
を
毎
月
実

施
し
、そ
の
結
果
を
マ
ス
コ
ミ
を
通
じ
て
対
外

公
表
し
て
い
る
。下
表
の
と
お
り
、景
況
感
の
推

移
を
み
る
と
、コ
ロ
ナ
の
感
染
長
期
化
とgo to 

ト
ラ
ベ
ル
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
実
施
に
よ
り
観
光

事
業
者
の
景
況
感
が
翻
弄
さ
れ
て
い
る
こ
と
が

明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。

　リ
カ
レ
ン
ト
教
育
に
つ
い
て
、本
セ
ン
タ
ー

で
は
、2
0
2
0
年
10
月
よ
り
、下
田
市
に
お
い

て「
社
会
人
た
め
の
観
光
講
座
」を
毎
月
開
催
し

て
い
る
。こ
れ
は
当
地
で
観
光
事
業
を
営
む

社会人講座

高校への出前授業

上
左
：
白
浜
海
岸
、上
右
：
三
保
の
観
光
事
業
者
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
の
様
子
、下
：
韮
山
反
射
路

　本
学
経
営
情
報
学
部
は
経
営
・
政
策
・
デ
ー
タ

サ
イ
エ
ン
ス
・
観
光
の
4
つ
の
メ
ジ
ャ
ー
制
に

基
づ
く
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、

学
生
に
は
卒
業
時
ま
で
に
最
低
1
分
野
の
メ
ジ

ャ
ー
認
定
を
課
し
て
い
る
。本
学
部
は
上
記
の

通
り
経
営
・
政
策
を
研
究
の
柱
と
す
る
文
系
と
、

情
報
や
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
に
関
す
る
研
究
を

柱
と
す
る
数
理
系
が
同
居
し
て
い
る
文
理
融
合

セ
ク
シ
ョ
ン
で
あ
り
、1
年
次
か
ら
デ
ー
タ
サ

イ
エ
ン
ス
科
目
を
必
修
科
目
と
し
、デ
ー
タ
分

析
に
長
け
た
人
材
を
育
成
す
る
中
で
、そ
こ
で

習
得
し
た
ス
キ
ル
を
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
や
消
費

者
心
理
、経
営
戦
略
・
政
策
策
定
に
反
映
さ
せ
て

い
る
。観
光
に
お
い
て
も
、協
力
先
の
宿
泊
施
設

等
で
観
光
客
向
け
の
満
足
度
評
価
、観
光
行
動

立
し
て
い
く
こ
と
は
ハ
ー
ド
ル
が
高
い
が
、公

立
大
学
と
し
て
の
県
民
か
ら
の
負
託
に
応
え
て

い
く
た
め
に
は
乗
り
越
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
考
え
て
い
る
。

　あ
わ
せ
て
、コ
ロ
ナ
に
よ
る
観
光
業
へ
の
深

刻
な
影
響
は
大
学
で
観
光
を
学
ぶ
意
義
や
緊
要

性
に
つ
い
て
、在
学
生
、受
験
生
と
も
に
再
考
を

余
儀
な
く
さ
れ
て
お
り
、折
か
ら
の
少
子
化
も

あ
っ
て
、観
光
分
野
で
必
要
な
学
生
を
確
保
し

て
い
け
る
の
か
も
課
題
で
あ
る
。本
セ
ン
タ
ー

で
は
、高
校
へ
の
出
前
授
業
に
よ
り
積
極
的
に

取
組
ん
で
い
る
ほ
か
、高
校
の
進
路
指
導
担
当

教
員
と
の
意
見
交
換
会
等
を
通
じ
将
来
の
本
県

の
観
光
を
担
う
人
材
確
保
の
必
要
性
に
つ
い
て

粘
り
強
く
働
き
か
け
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　冒
頭
に
申
し
上
げ
た
通
り
、地
方
公
立
大
学

と
し
て
の
使
命
は
調
査
研
究
を
通
じ
て
獲
得
し

た
知
見
の
地
域
へ
の
還
元
を
通
じ
た
地
域
振

興
・
活
性
化
と
、将
来
の
地
域
経
済
を
支
え
る
人

材
の
育
成
と
考
え
て
い
る
。本
学
に
お
け
る
観

光
教
育
へ
の
取
組
み
強
化
が
本
県
に
観
光
に
よ

る
経
済
効
果
を
も
た
ら
し
、潤
い
と
賑
わ
い
を

創
出
で
き
る
よ
う
努
め
て
い
く
所
存
で
あ
る
。

前
準
備
に
相
応
の
時
間
を
投
入
し
て
い
る
こ
と

は
言
う
ま
で
も
な
い
。

　2
0
2
1
年
4
月
よ
り
本
学
経
営
情
報
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
研
究
科
博
士
前
期
課
程（
以
下
、

「
本
研
究
科
」と
い
う
。）に
お
い
て
観
光
分
野
を

開
設
、3
名
の
社
会
人
学
生
が
学
ん
で
い
る
。授

業
は
、社
会
人
で
あ
る
こ
と
を
考
慮
し
、平
日
夜

間
、土
曜
昼
間
に
開
講
し
て
い
る
が
、履
修
科
目

は
観
光
関
連
に
止
ま
ら
ず
、マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
、

デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
、ソ
ー
シ
ャ
ル
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
な
ど
学
際
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
が
で
き
る

よ
う
幅
広
く
受
講
さ
せ
て
い
る
。土
曜
日
を
中

心
に
自
身
の
研
究
テ
ー
マ
に
基
づ
く
フ
ィ
ー
ル

ド
ワ
ー
ク
活
動
も
指
導
教
員
と
と
も
に
行
っ
て

い
る
。こ
う
し
た
取
り
組
み
の
背
景
に
は
、修
士

課
程
修
了
時
に
提
出
す
る
学
術
論
文
が
単
な
る

観
光
論
文
に
止
ま
ら
な
い
よ
う
付
加
価
値
あ
る

知
見
を
産
み
出
し
、地
域
に
還
元
で
き
る
成
果

静岡県立大学3
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図 1 賀茂地域観光関連事業者の景況感の推移（「かなり好転した」＋「やや好転した」）－（「やや悪化した」＋「かなり悪化した」）％ポイント 　静
岡
県
は
製
造
品
出
荷
額
等
が
全
国
シ
ェ
ア 

5
・
3
％
、同
順
位
4
位（
2
0
1
8
年
）と
長
ら

く「
も
の
づ
く
り
県
」と
し
て
発
展
し
て
き
た

が
、人
口
減
少
、少
子
高
齢
化
や
製
造
業
の
海
外

移
転
展
開
等
に
よ
り
、先
行
き「
も
の
づ
く
り
」

に
次
ぐ
基
幹
産
業
の
整
備
が
迫
ら
れ
て
い
た
。

そ
う
し
た
中
で
、本
県
の
行
政
・
経
済
界
か
ら

は
、観
光
を
柱
と
し
た
産
業
振
興
に
注
力
す
る

方
針
が
示
さ
れ
、静
岡
県
立
大
学（
以
下
、「
本

学
」と
い
う
。）で
は
こ
れ
に
呼
応
す
る
形
で
、将

来
の
静
岡
県
観
光
を
担
う
高
度
な
人
材
育
成
の

拠
点
と
し
て
2
0
1
9
年
4
月
経
営
情
報
学
部

に
観
光
分
野
を
新
設
し
た
。

　本
学
は
公
立
大
学
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、本
県

経
済
の
振
興
・
発
展
に
資
す
る
よ
う
な
教
育
研

究
活
動
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な

い
が
、観
光
を
通
じ
た
地
域
貢
献
活
動
、産
学
官

連
携
活
動
を
行
う
に
あ
た
り
、教
員
単
位
で
活

動
す
る
こ
と
に
は
限
界
が
あ
る
こ
と
や
、行
政
、

観
光
D
M
O
等
か
ら
対
応
窓
口
の
設
置
を
求
め

ら
れ
た
こ
と
も
あ
り
、翌
2
0
2
0
年
4
月
に

「
ツ
ー
リ
ズ
ム
研
究
セ
ン
タ
ー
」（
以
下
、「
本
セ

ン
タ
ー
」と
い
う
。）を
開
設
、本
学
に
お
い
て
観

光
教
育
を
担
当
す
る
教
員（
5
名
）は
す
べ
て
本

セ
ン
タ
ー
の
研
究
員
と
な
る
等
、組
織
と
し
て

活
動
す
る
体
制
を
整
え
た
。

　本
セ
ン
タ
ー
の
機
能
は
、観
光
に
関
す
る
調

査
研
究
部
署
で
あ
る
こ
と
は
も
と
よ
り
、①
同

研
究
に
関
す
る
外
部
関
係
機
関
と
の
連
携
窓

口
、②
地
域
連
携
協
定
を
締
結
し
て
い
る
本
県

賀
茂
地
域（
下
田
市
ほ
か
伊
豆
半
島
南
端
の
5

町
）を
は
じ
め
と
す
る
地
域
貢
献
活
動
の
推
進

部
署
、③
本
県
観
光
に
関
す
る
情
報
発
信
拠
点
、

④
将
来
の
本
県
観
光
の
担
い
手
の
育
成
機
関
、

と
し
て
い
る
。

方
々
を
主
た
る
対
象
と
し

て
、最
新
の
観
光
動
向
、他
地

域
の
観
光
振
興
へ
の
取
組
み

事
例
紹
介
、本
セ
ン
タ
ー
で

の
調
査
研
究
結
果
の
発
信
、

を
通
じ
て
自
身
の
観
光
関
連

知
識
の
幅
を
広
げ
て
日
々
の

事
業
の
参
考
し
て
頂
く
こ
と

を
目
的
と
し
た
リ
カ
レ
ン
ト

教
育
で
あ
る
。毎
回
、本
学
観

光
担
当
教
員
が
交
替
で
講
師

を
務
め
る
と
と
も
に
、ゲ
ス

ト
ス
ピ
ー
カ
ー
と
Z
O
O
M

で
接
続
し
、政
府
や
観
光
庁

の
動
き
に
つ
い
て
解
説
し
て

頂
い
て
い
る
。回
を
重
ね
る

に
つ
れ
、常
連
の
受
講
者
も

増
え
つ
つ
あ
り
、今
後
は
観

光
事
業
者
の
関
心
事
項
等
も

聴
取
し
つ
つ
、ニ
ー
ズ
に
あ

っ
た
講
義
と
し
地
域
に
根
付

か
せ
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。

　賀
茂
地
域
に
は
大
学
の
設

置
は
な
く
、現
地
の
中
学
生
・

高
校
生
が
体
験
授
業
も
含
め

大
学
を
知
る
機
会
は
限
定
さ
れ
て
い
る
。そ
こ

で
、地
域
の
中
・
高
校
生
に
基
幹
産
業
で
あ
る
観

光
業
の
現
状
と
課
題
を
理
解
し
て
も
ら
う
た
め

に
出
前
形
式
で
の
授
業
に
取
り
組
ん
で
い
る
ほ

か
、試
行
的
に
そ
の
う
ち
の
1
つ
の
高
校
で「
高

校
生
の
た
め
の
観
光
講
座
」と
題
し
、年
4
回
土

曜
日
の
午
後
の
時
間
を
利
用
し
て
、課
題
研
究

や
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
取
り
込
ん

だ
大
学
専
門
科
目
と
ほ
ぼ
同
等
の
内
容
の
授
業

を
始
め
て
い
る
。ま
た
、今
夏
に
は
賀
茂
地
域
の

3
高
校
の
希
望
者
を
対
象
と
し
た
フ
ィ
ー
ル
ド

ワ
ー
ク
講
習
会
を
本
学
学
生
が
サ
ポ
ー
ト
す
る

形
で
計
画
し
て
い
る
ほ
か
、同
地
域
の
中
学
生

希
望
者
と
若
手
の
地
域
起
こ
し
隊
と
本
学
学
生

と
の
間
で
地
域
の
賑
わ
い
創
出
に
向
け
た
意
見

交
換
会
を
予
定
し
て
い
る
。

　な
お
上
記
に
示
し
た
賀
茂
地
域
で
の
取
組
み

は
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
で
あ
り
、今
後
成
果
が
確
認

で
き
れ
ば
県
内
の
他
地
域
へ
の
展
開
も
想
定
し

て
い
る
。

　こ
の
間
、地
域
連
携
は
賀
茂
地
域
に
限
っ
た

こ
と
で
は
な
く
、本
学
教
員
や
ア
サ
イ
ン
す
る

学
生
の
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
も
勘
案
し
つ
つ
、徐
々

に
間
口
を
広
げ
て
い
る
。例
え
ば
、ニ
ュ
ー
ノ
ー

マ
ル
な
時
代
移
行
を
念
頭
に
関
係
自
治
体
と
の

間
で
自
転
車
に
よ
る
観
光
振
興
や
、本
県
観
光

の
ウ
ィ
ー
ク
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
若
年
層
観
光
客

の
誘
客
策
に
も
取
り
組
ん
で
い
る
。

　さ
て
、昨
年
来
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の

感
染
拡
大
・
長
期
化
は
、3
密
回
避
や「
新
し
い

生
活
様
式
」の
着
実
な
浸
透
等
も
あ
り
、団
体
旅

行
需
要
に
依
存
し
て
き
た
伊
豆
半
島
を
は
じ
め

と
し
た
本
県
観
光
地
で
は
個
人
客
の
獲
得
に
注

力
せ
ざ
る
を
得
な

い
状
況
と
な
っ
て

い
る
。一
方
で
、本

セ
ン
タ
ー
の
調
査

に
よ
れ
ば
、県
内

で
の
ワ
ー
ケ
ー
シ

ョ
ン
や
長
期
滞

在
、移
住
の
需
要

は
着
実
に
増
え
て

お
り
、こ
う
し
た

需
要
を
取
り
込
む

た
め
に
行
政
や
観

光
事
業
者
が
ど
の

よ
う
な
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
を
し
た
ら

良
い
の
か
、現
在

関
係
先
と
議
論
を

重
ね
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　本
学
に
お
け
る
観
光
教
育
の
開
始
は
、他
地

域
の
大
学
等
と
比
べ
れ
ば
後
発
の
部
類
で
あ

り
、県
内
、就
中
、伊
豆
半
島
に
お
い
て
は
首
都

圏
所
在
の
大
学
等
に
よ
る
地
域
貢
献
活
動
が
活

発
に
行
わ
れ
て
い
る
。こ
う
し
た
中
で
本
学
の

存
在
感
を
地
域
に
浸
透
さ
せ
て
い
く
た
め
に
は

並
大
抵
の
取
組
み
で
は
先
発
校
の
牙
城
に
立
ち

入
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
考
え
て
お
り
、県
内

の
大
学
と
し
て
の
地
の
利
を
活
か
し
て
、足
し

げ
く
地
域
に
出
向
き
、地
域
に
寄
り
添
っ
た
形

で
地
域
に
貢
献
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
と
思
わ

れ
る
。限
ら
れ
た
人
的
・
予
算
制
約
の
中
で
、教

育
研
究
活
動
と
こ
う
し
た
地
域
貢
献
活
動
を
両

調
査
を
実
施
、回
収
し
た
当
該
デ
ー
タ
を
学
生

が
R
言
語
やp

yth
o
n

言
語
を
利
用
し
て
ク
ロ

ス
分
析
、コ
レ
ス
ポ
ン
デ
ン
ス
分
析
な
ど
の
科

学
的
な
分
析
を
行
い
、そ
の
結
果
を
も
と
に
観

光
事
業
者
等
と
意
見
交
換
を
行
い
、同
事
業
者

に
従
来
の
経
験
則
や
勘
に
頼
っ
た
経
営
か
ら
マ

ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
等
を
重
視
し
た
戦
略
的
な
経
営

へ
の
シ
フ
ト
を
提
起
し
て
い
る
。

　ゼ
ミ
演
習
に
お
い
て
は
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

活
動
を
主
軸
に
据
え
て
い
る
。こ
れ
は
同
活
動

を
通
じ
、デ
ス
ク
ワ
ー
ク
に
偏
る
こ
と
な
く
現

場
を
見
る
こ
と
の
大
切
さ
、現
場
観
察
を
通
じ

て
の
ネ
ッ
ト
や
文
献
等
で
は
得
ら
れ
な
い「
気

づ
き
」を
学
生
に
体
感
さ
せ
、こ
う
し
た
経
験
を

社
会
人
と
な
っ
た
際
に
も
活
か
し
て
も
ら
う
こ

と
が
目
的
で
あ
る
。も
ち
ろ
ん
、フ
ィ
ー
ル
ド
ワ

ー
ク
は
事
前
の
デ
ー
タ
分
析
等
に
よ
り
構
築
さ

れ
た
仮
設
の
検
証
の
場
と
し
て
位
置
づ
け
、事

3
．地
域
連
携

4
．今
後
の
課
題

5
．お
わ
り
に

に
繋
げ
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
の
考
え
に
基
づ

く
も
の
で
あ
る
。ま
も
な
く
、2
0
2
3
年
度
入

学
希
望
者
の
募
集
が
始
ま
る
が
、幸
い
本
研
究

科
の
取
組
み
に
対
す
る
関
心
も
高
く
、大
学
院

教
育
も
順
調
な
船
出
と
な
っ
た
と
考
え
て
い

る
。　本

学
で
は
、2
0
1
8
年
12
月
に
静
岡
大
学
、

静
岡
文
化
芸
術
大
学
と
と
も
に
本
県
下
田
市
を

中
心
と
す
る
伊
豆
半
島
賀
茂
地
域
の
1
市
5
町

と
地
域
連
携
協
定
を
締
結
し
、現
在
本
学
に
お

い
て
は
本
セ
ン
タ
ー
が
そ
の
中
核
と
な
っ
て
積

極
的
な
活
動
を
行
っ
て
い
る
。主
た
る
活
動
を

挙
げ
れ
ば
、①
地
域
の
観
光
調
査
研
究
に
関
す

る
情
報
発
信
、②
リ
カ
レ
ン
ト
教
育
の
推
進
、③

同
地
域
所
在
高
校
に
お
け
る
観
光
教
育
へ
の
取

組
み
等
で
あ
る
。

　同
地
域
の
観
光
調
査
研
究
に
関
す
る
情
報
発

信
の
ひ
と
つ
と
し
て
、本
セ
ン
タ
ー
で
は
、

2
0
2
0
年
4
月
か
ら
賀
茂
地
域
の
観
光
協

会
、商
工
会
議
所
、商
工
会（
計
12
先
）を
通
じ
た

傘
下
観
光
事
業
者
の
景
気
動
向
調
査
を
毎
月
実

施
し
、そ
の
結
果
を
マ
ス
コ
ミ
を
通
じ
て
対
外

公
表
し
て
い
る
。下
表
の
と
お
り
、景
況
感
の
推

移
を
み
る
と
、コ
ロ
ナ
の
感
染
長
期
化
とgo to 

ト
ラ
ベ
ル
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
実
施
に
よ
り
観
光

事
業
者
の
景
況
感
が
翻
弄
さ
れ
て
い
る
こ
と
が

明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。

　リ
カ
レ
ン
ト
教
育
に
つ
い
て
、本
セ
ン
タ
ー

で
は
、2
0
2
0
年
10
月
よ
り
、下
田
市
に
お
い

て「
社
会
人
た
め
の
観
光
講
座
」を
毎
月
開
催
し

て
い
る
。こ
れ
は
当
地
で
観
光
事
業
を
営
む

社会人講座

高校への出前授業

上
左
：
白
浜
海
岸
、上
右
：
三
保
の
観
光
事
業
者
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
の
様
子
、下
：
韮
山
反
射
路

　本
学
経
営
情
報
学
部
は
経
営
・
政
策
・
デ
ー
タ

サ
イ
エ
ン
ス
・
観
光
の
4
つ
の
メ
ジ
ャ
ー
制
に

基
づ
く
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、

学
生
に
は
卒
業
時
ま
で
に
最
低
1
分
野
の
メ
ジ

ャ
ー
認
定
を
課
し
て
い
る
。本
学
部
は
上
記
の

通
り
経
営
・
政
策
を
研
究
の
柱
と
す
る
文
系
と
、

情
報
や
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
に
関
す
る
研
究
を

柱
と
す
る
数
理
系
が
同
居
し
て
い
る
文
理
融
合

セ
ク
シ
ョ
ン
で
あ
り
、1
年
次
か
ら
デ
ー
タ
サ

イ
エ
ン
ス
科
目
を
必
修
科
目
と
し
、デ
ー
タ
分

析
に
長
け
た
人
材
を
育
成
す
る
中
で
、そ
こ
で

習
得
し
た
ス
キ
ル
を
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
や
消
費

者
心
理
、経
営
戦
略
・
政
策
策
定
に
反
映
さ
せ
て

い
る
。観
光
に
お
い
て
も
、協
力
先
の
宿
泊
施
設

等
で
観
光
客
向
け
の
満
足
度
評
価
、観
光
行
動

立
し
て
い
く
こ
と
は
ハ
ー
ド
ル
が
高
い
が
、公

立
大
学
と
し
て
の
県
民
か
ら
の
負
託
に
応
え
て

い
く
た
め
に
は
乗
り
越
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
考
え
て
い
る
。

　あ
わ
せ
て
、コ
ロ
ナ
に
よ
る
観
光
業
へ
の
深

刻
な
影
響
は
大
学
で
観
光
を
学
ぶ
意
義
や
緊
要

性
に
つ
い
て
、在
学
生
、受
験
生
と
も
に
再
考
を

余
儀
な
く
さ
れ
て
お
り
、折
か
ら
の
少
子
化
も

あ
っ
て
、観
光
分
野
で
必
要
な
学
生
を
確
保
し

て
い
け
る
の
か
も
課
題
で
あ
る
。本
セ
ン
タ
ー

で
は
、高
校
へ
の
出
前
授
業
に
よ
り
積
極
的
に

取
組
ん
で
い
る
ほ
か
、高
校
の
進
路
指
導
担
当

教
員
と
の
意
見
交
換
会
等
を
通
じ
将
来
の
本
県

の
観
光
を
担
う
人
材
確
保
の
必
要
性
に
つ
い
て

粘
り
強
く
働
き
か
け
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　冒
頭
に
申
し
上
げ
た
通
り
、地
方
公
立
大
学

と
し
て
の
使
命
は
調
査
研
究
を
通
じ
て
獲
得
し

た
知
見
の
地
域
へ
の
還
元
を
通
じ
た
地
域
振

興
・
活
性
化
と
、将
来
の
地
域
経
済
を
支
え
る
人

材
の
育
成
と
考
え
て
い
る
。本
学
に
お
け
る
観

光
教
育
へ
の
取
組
み
強
化
が
本
県
に
観
光
に
よ

る
経
済
効
果
を
も
た
ら
し
、潤
い
と
賑
わ
い
を

創
出
で
き
る
よ
う
努
め
て
い
く
所
存
で
あ
る
。

前
準
備
に
相
応
の
時
間
を
投
入
し
て
い
る
こ
と

は
言
う
ま
で
も
な
い
。

　2
0
2
1
年
4
月
よ
り
本
学
経
営
情
報
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
研
究
科
博
士
前
期
課
程（
以
下
、

「
本
研
究
科
」と
い
う
。）に
お
い
て
観
光
分
野
を

開
設
、3
名
の
社
会
人
学
生
が
学
ん
で
い
る
。授

業
は
、社
会
人
で
あ
る
こ
と
を
考
慮
し
、平
日
夜

間
、土
曜
昼
間
に
開
講
し
て
い
る
が
、履
修
科
目

は
観
光
関
連
に
止
ま
ら
ず
、マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
、

デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
、ソ
ー
シ
ャ
ル
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
な
ど
学
際
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
が
で
き
る

よ
う
幅
広
く
受
講
さ
せ
て
い
る
。土
曜
日
を
中

心
に
自
身
の
研
究
テ
ー
マ
に
基
づ
く
フ
ィ
ー
ル

ド
ワ
ー
ク
活
動
も
指
導
教
員
と
と
も
に
行
っ
て

い
る
。こ
う
し
た
取
り
組
み
の
背
景
に
は
、修
士

課
程
修
了
時
に
提
出
す
る
学
術
論
文
が
単
な
る

観
光
論
文
に
止
ま
ら
な
い
よ
う
付
加
価
値
あ
る

知
見
を
産
み
出
し
、地
域
に
還
元
で
き
る
成
果
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A
rts a

n
d
 T

o
u
rism

：
以
下
、C
A
T
）は
、

2
0
2
1
年
4
月
1
日
に
但
馬
地
域
豊
岡
市
に

開
学
し
た
新
設
大
学
で
あ
る
。C
A
T
は
但
馬

地
域
初
の
4
年
制
大
学
で
あ
り
、「
芸
術
文
化
」

と「
観
光
」の
2
分
野
を
学
べ
る
と
い
う
独
自
性

が
あ
る
。ま
た
、専
門
職
大
学
で
あ
り
、カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
に
も
様
々
な
特
色
が
あ
る
。

　C
A
T
は
開
学
し
て
ま
も
な
く
、日
々
走
り

な
が
ら
変
化
し
て
い
る
が
、こ
こ
で
は
、観
光
を

専
門
と
す
る
C
A
T
所
属
教
員
の
立
場
か
ら
見

た
今
の
C
A
T
像
に
つ
い
て
お
話
し
す
る
。

　

　但
馬
地
域
は
、城
崎
温
泉
、湯
村
温
泉
、神
鍋

高
原
、山
陰
海
岸
、蟹
な
ど
の
資
源
に
恵
ま
れ
た

観
光
地
で
あ
る
。訪
問
客
の
動
向
に
つ
い
て
は
、

平
成
30
年
度
の
但
馬
地
域
の
日
帰
り
・
宿
泊
別

入
込
客
数
は
9
8
8
8
千
人
と
報
告
さ
れ
て
お

り
、同
年
度
の
入
込
客
中
の
宿
泊
客
の
割
合
は

20
・
2
%
と
県
内
で
最
も
高
い
（
兵
庫
県
、

2
0
1
9
b
）。こ
の
こ
と
か
ら
、但
馬
地
域
で

は
特
に
宿
泊
観
光
が
非
常
に
盛
ん
で
あ
る
こ
と

が
う
か
が
え
る
。そ
の
一
方
で
、過
疎
化
が
進
ん

で
い
る
の
も
こ
の
地
域
の
現
状
で
、但
馬
地
域

の
人
口
減
少
率
は
平
成
22
年
か
ら
平
成
27
年

（
各
年
10
月
時
点
）の
5
年
間
で
△
5
・
7
％（
同

期
全
国
平
均
△
0
・
8
％
、兵
庫
県
内
平
均
△

0
・
95
％
）（
兵
庫
県
、2
0
1
9
a
）で
あ
る
。

　芸
術
文
化
の
面
で
は
、C
A
T
が
位
置
す
る

豊
岡
市
で
は
、世
界
か
ら
公
募
で
選
ば
れ
た
ア

に
立
ち
、彼
ら
と
対
話
す
る
能
力
は
重
要
だ
と

考
え
ら
れ
る
。

　芸
術
文
化
分
野
専
攻
の
学
生
の
教
育
に
お
い

て
は
、芸
術
文
化
を
創
造
す
る
力
、文
化
施
設
の

運
営
、芸
術
文
化
資
源
の
発
見
・
活
用
・
発
信
、芸

術
文
化
の
視
点
か
ら
の
地
域
社
会
の
課
題
解
決

能
力
な
ど
が「
芸
術
文
化
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
能
力
」

と
し
て
デ
ィ
プ
ロ
マ
ポ
リ
シ
ー
に
示
さ
れ
て
い

る
。ま
た
、地
域
の
課
題
解
決
に
向
け
て
観
光
分

野
に
蓄
積
さ
れ
て
い
る
知
見
を
活
用
す
る
こ
と

も
謳
わ
れ
て
お
り
、求
め
ら
れ
る「
観
光
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
能
力
」と
し
て
、「
観
光
地
域
づ
く
り
や

観
光
産
業
、お
よ
び
そ
れ
ら
を
取
り
巻
く
状
況

の
理
解
」と「
芸
術
文
化
活
動
を
社
会
に
広
く
発

信
す
る
た
め
の
基
礎
的
な
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
能

力
」が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。観
光
に
お
い
て
は
、

地
理
的
・
文
化
的
に
離
れ
た
場
所
か
ら
の
、往
々

に
し
て
そ
の
観
光
地
へ
の
訪
問
経
験
が
な
い
潜

在
的
訪
問
客
を
誘
致
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ

る
。芸
術
文
化
を
観
光
資
源
と
捉
え
た
場
合
も

そ
の
よ
う
な
、遠
隔
地
や
異
文
化
圏
か
ら
の
潜

在
的
鑑
賞
者
層
へ
の
発
信
が
必
要
に
な
る
と
考

え
ら
れ
る
。

　観
光
分
野
専
攻
の
学
生
の
教
育
に
お
い
て

は
、デ
ィ
プ
ロ
マ
ポ
リ
シ
ー
に
お
い
て
、マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
、経
営
学
の
基
礎
的
知
識
・
理
論
の
修

得
、観
光
事
業
の
特
性
の
理
解
、観
光
地
域
づ
く

造
に
つ
い
て
学
ぶ
機
会
が
あ
る
の
が
C
A
T
の

特
徴
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

３‐
３
．C
A
T
と
地
域
の
連
携

　C
A
T
で
は
、学
生
と
教
員
と
地
域
が
連
携

し
て
地
域
課
題
を
解
決
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

た「
地
域
リ
サ
ー
チ
＆
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン

タ
ー
」（R

e
s
e
a
rc

h
 &

 In
n

o
v
a
tio

n
 

C
en

ter

：
以
下
、R
I
C
）が
学
内
に
創
設
さ

れ
、芸
術
文
化
、観
光
両
分
野
に
関
す
る
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
が
動
き
始
め
て
い
る
。R
I
C
に
関
し

て
は
別
欄
で
詳
し
く
説
明
す
る
が
、R
I
C
が

携
わ
る
企
業
と
の
最
初
の
実
証
実
験
と
し
て
、

城
崎
温
泉
を
含
む
豊
岡
市
内
で
電
動
キ
ッ
ク
ボ

ー
ド
お
よ
び
電
動
ア
シ
ス
ト
自
転
車
を
用
い
た

モ
ビ
リ
テ
ィ
実
証
実
験
が
開
始
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
モ
ビ
リ
テ
ィ
実
証
実
験
は
、公
共
交
通
機

関
が
少
な
い
但
馬
地
域
に
お
い
て
、訪
問
客
の

回
遊
性
向
上
を
も
視
野
に
入
れ
た
取
り
組
み
と

し
て
新
聞
各
紙
で
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。

　筆
者
は
、C
A
T
赴
任
前
よ
り
、訪
問
客
と
観

光
地
環
境
の
関
係
に
つ
い
て
、訪
問
客
心
理
の

観
点
か
ら
研
究
を
し
て
い
る
。本
稿
執
筆
時
点

で
は
コ
ロ
ナ
禍
は
依
然
収
束
し
た
と
は
い
え

ず
、現
場
で
の
調
査
を
行
い
に
く
い
状
況
だ
が
、

城
崎
温
泉
、出
石
な
ど
、人
が
滞
在
・
居
住
す
る

町
並
み
を
形
成
し
て
い
る
観
光
地
に
お
い
て
、

観
光
地
に
お
け
る
人
の
存
在
、歴
史
的
建
築
物

の
商
業
化
な
ど
の
場
所
の
観
光
地
化
が
、訪
問

客
の
心
理
に
及
ぼ
す
影
響
に
関
心
を
持
っ
て
い

る
。コ
ロ
ナ
禍
を
経
て
、他
者
に
対
す
る
訪
問
客
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e
 

University of Surrey

（
英
国
）に

て
2
0
0
0
年
に
修
士（
観
光
経

営
）、2
0
0
6
年
に
博
士（
学
術
）、2
0
1
6
年
に
東
京

工
業
大
学
大
学
院
情
報
理
工
学
研
究
科
に
て
博
士（
工

学
）の
学
位
を
取
得
。2
0
0
1
年
度
か
ら
岡
山
商
科
大

学
、首
都
大
学
東
京（
2
0
2
0
年
度
よ
り
東
京
都
立
大

学
）大
学
院
都
市
環
境
科
学
研
究
科
准
教
授
等
を
経
て

2
0
2
1
年
度
よ
り
現
職
。

直
井
岳
人（
な
お
い
・
た
け
と
）

芸
術
文
化
×
観
光
×
経
営
に
よ
る

イ
ノベーション
、価
値
創
造
、地
域
貢
献

／
観
光
者
の
意
識
が
変
化
す
る
可
能
性
が
考
え

ら
れ
る
た
め
、訪
問
地
で
の
訪
問
客
へ
の
他
者

の
影
響
や
両
者
の
関
係
を
検
証
す
る
こ
と
は
、

訪
問
客
が
満
足
し
つ
つ
、地
域
社
会
に
受
け
入

れ
ら
れ
る
観
光
を
考
え
る
た
め
に
重
要
だ
と
考

え
ら
れ
る
。

　芸
術
文
化
に
つ
い
て
は
、筆
者
に
と
っ
て
新

た
な
領
域
で
あ
り
、具
体
的
な
研
究
ビ
ジ
ョ
ン

は
ま
だ
ま
だ
こ
れ
か
ら
な
の
が
正
直
な
と
こ
ろ

で
あ
る
。た
だ
、ま
だ
漠
然
と
し
て
い
る
が
、芸

術
文
化
を
対
象
と
す
る
観
光
に
お
け
る
訪
問
客

の
変
化
の
可
能
性
に
対
し
て
関
心
を
持
っ
て
い

る
。佐
々
木（
2
0
0
0
）は
、観
光
に
は
リ
ラ
ッ

ク
ス
な
ど
日
常
生
活
で
不
足
す
る
経
験
を
実
現

さ
せ
る「
補
完
」、環
境
を
変
え
る
こ
と
で
普
段

で
き
な
い
社
会
関
係
や
活
動
を
経
験
す
る「
転

換
」、社
会
や
環
境
に
つ
い
て
の
見
方
や
自
分
自

身
に
対
す
る
態
度
が
改
め
ら
れ
る「
改
観
」、新

し
い
人
生
観
や
世
界
観
が
生
ま
れ
る「
創
観
」の

5
つ
の
機
能
が
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。一
方
、

C
A
T
の
学
長
の
平
田
オ
リ
ザ
氏
は
、C
A
T

開
学
に
あ
た
っ
て
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
芸
術
は

「
人
の
内
面
を
表
出
さ
せ
」「
見
慣
れ
た
風
景
を

刷
新
さ
せ
る
」も
の
だ
と
述
べ
て
い
る
。今
後
、

理
論
的
な
枠
組
み
の
中
で
実
証
す
る
必
要
が
あ

り
、拙
速
に
結
論
付
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、

芸
術
文
化
を
対
象
と
す
る
観
光
と
、訪
問
客
の

「
改
観
」、「
創
観
」は
、何
か
し
ら
の
形
で
関
係
す

る
可
能
性
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い

る
。　筆

者
の
C
A
T
で
の
研
究
教
育
活
動
は
始
ま

っ
た
ば
か
り
で
あ
る
が
、芸
術
文
化
、観
光
両
分

野
の
知
見
を
吸
収
し
な
が
ら
、C
A
T
が
目
指

す
新
た
な
価
値
の
創
造
と
地
域
貢
献
の
一
助
と

な
る
よ
う
、研
究
教
育
を
続
け
た
い
と
考
え
て

い
る
。

３‐
１
．カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

　C
A
T
は
芸
術
文
化
・
観
光
学
部
、芸
術
文

化
・
観
光
学
科
を
も
つ
県
立
専
門
職
大
学
で
あ

り
、「
地
域
活
性
化
に
お
け
る
芸
術
文
化
と
観
光

の
果
た
す
役
割
を
理
解
し
、両
分
野
の
視
点
を

活
か
し
、芸
術
文
化
と
観
光
に
関
す
る
事
業
活

動
を
推
進
す
る
こ
と
で
地
域
の
新
た
な
活
力
を

創
出
す
る
専
門
職
人
を
養
成
す
る
」こ
と
を
学

部
の
目
的
と
し
て
い
る
。教
員
陣
は「
芸
術
文

化
」「
観
光
」「
経
営
」「
情
報
」「
語
学
」の
分
野
の

学
術
お
よ
び
実
務
家
教
員
で
構
成
さ
れ
る
。

　C
A
T
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
で
は
学
年
を
4
期

に
区
分
す
る
ク
ォ
ー
タ
ー
制
を
採
用
し
て
い

る
。学
生
は
2
年
次
か
ら
芸
術
文
化
分
野
ま
た

は
観
光
分
野
の
い
ず
れ
か
を
主
、も
う
一
方
を

副
と
す
る
専
攻
に
属
す
が
、両
専
攻
共
通
の
必

須
科
目
に
は
両
分
野
の
科
目
が
含
ま
れ
る
ほ

か
、専
攻
に
分
か
れ
た
後
も
、副
と
な
る
分
野
の

科
目
を
相
当
数
履
修
す
る
仕
組
み
に
な
っ
て
い

る
。　ま

た
、現
場
で
の
実
践
的
な
修
学
の
機
会
を

提
供
す
る
為
、卒
業
要
件
単
位
の
約
1
/
3
を

実
習
に
よ
り
取
得
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

実
習
に
は
、ア
ー
ト
セ
ン
タ
ー
な
ど
で
の
芸
術

文
化
分
野
の
実
習
、旅
行
会
社
、宿
泊
業
、運
輸

業
、レ
ジ
ャ
ー
施
設
な
ど
で
の
観
光
分
野
の
実

習
が
含
ま
れ
る
。例
え
ば
、先
述
の
豊
岡
演
劇
祭

で
の
実
習
は
、両
分
野
の
専
攻
共
通
の
必
修
と

な
っ
て
い
る
。

　C
A
T
で
は
、執
筆
時
現
在
、初
代
1
年
生
80

名
余
り
が
第
1
ク
ォ
ー
タ
ー
で
学
ん
で
お
り
、

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
一
般
、芸
術
文
化
と
そ
の
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
、観
光
事
業
お
よ
び
観
光
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
の
基
礎
を
学
ぶ
科
目
、外
国
語
、情
報
処

理
、演
劇
や
ダ
ン
ス
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
と
理

論
を
通
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の
滋

養
の
た
め
の
演
習
を
必
修
科
目
と
し
て
学
び
、

加
え
て
、各
自
の
興
味
に
応
じ
た
選
択
科
目
を

学
ん
で
い
る
。各
科
目
で
は
、反
転
授
業
、ワ
ー

ク
な
ど
の
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
が
実
施
さ

れ
て
い
る
。

　C
A
T
の
キ
ャ
ン
パ
ス
に
は
研
究
室
、講
義

室
、図
書
館
、事
務
室
の
あ
る
教
育
研
究
棟
が
あ

る
。ま
た
、教
育
研
究
棟
と
渡
り
廊
下
で
つ
な
が

っ
た
実
習
棟
に
は
、2
2
0
席
の
客
室
や
舞
台

設
備
を
有
す
る
劇
場
お
よ
び
ス
タ
ジ
オ
が
あ

り
、学
生
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
の
滋
養

の
た
め
の
演
習
な
ど
が
行
わ
れ
て
い
る
。ま
た
、

1
年
次
は
原
則
全
寮
制
と
な
っ
て
お
り
、1
年

生
は
教
育
研
究
棟
と
実
習
棟
か
ら
道
一
本
を
は

さ
ん
だ
至
近
距
離
に
あ
る
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
方
式

の
個
室
寮
で
生
活
し
て
い
る
。

３‐
２
．目
指
す
教
育

　C
A
T
で
は
学
生
が
身
に
つ
け
る
基
礎
能
力

と
し
て
、基
礎
的
な
知
識
・
技
能
と
対
話
的
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
挙
げ
て
お
り
、実
習

や
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
を
積
極
的
に
取
り

入
れ
て
い
る
。ま
た
、こ
う
し
た
基
礎
能
力
を
持

っ
て
、「
多
様
な
ス
テ
イ
ク
ホ
ル
ダ
ー
の
考
え
方

や
立
場
を
理
解
し
た
上
、対
話
を
通
じ
て
合
意

形
成
に
導
く
技
能
」を
身
に
つ
け
る
こ
と
を
デ

ィ
プ
ロ
マ
ポ
リ
シ
ー
と
し
て
謳
っ
て
い
る
。観

光
は
、普
段
は
別
々
に
生
き
る
人
と
場
所
の
一

時
的
な
相
互
関
係
で
あ
り
、訪
問
客
、観
光
事
業

者
や
そ
の
他
の
住
民
を
含
む
様
々
な
ス
テ
イ
ク

ホ
ル
ダ
ー
が
様
々
な
目
的
を
も
っ
て
関
わ
っ
て

い
る
。従
っ
て
、自
分
と
は
異
な
る
人
々
の
立
場

2
但
馬
地
域
の
状
況

1
は
じ
め
に

芸
術
文
化
観
光
専
門
職
大
学

ー
テ
ィ
ス
ト
が
滞
在
し
創
作
活
動
を
行
う「
城

崎
国
際
ア
ー
ト
セ
ン
タ
ー
」を
有
し
、2
0
2
0

年
よ
り
日
本
初
の
フ
リ
ン
ジ
型（
自
主
参
加
型
）

の
国
際
的
な
演
劇
祭
で
あ
る「
豊
岡
演
劇
祭
」が

開
催
さ
れ
て
い
る
。ま
た
、市
内
の
全
て
の
小
中

学
校
で
、演
劇
的
手
法
を
取
り
入
れ
た
ア
ク
テ

ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
を
用
い
た
授
業
が
行
わ
れ
て

お
り
、演
劇
を
活
用
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
教
育
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

　こ
こ
で
は
、C
A
T
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
特

徴
、目
指
さ
れ
る
育
成
人
材
像
と
地
域
貢
献
に

つ
い
て
述
べ
る
。目
指
さ
れ
る
育
成
人
材
像
と

地
域
貢
献
に
関
し
て
は
、筆
者
の
専
門
故
、観
光

の
観
点
か
ら
の
話
が
中
心
に
な
る
こ
と
を
ご
承

知
お
き
頂
き
た
い
。

演習の様子（劇場にて）

教育研究棟

3 ❻

り
の
理
解
に
基
づ
く

地
域
活
性
化
に
取
り

組
む
能
力
な
ど
が
身

に
付
け
る
べ
き「
観

光
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
能

力
」と
し
て
あ
げ
ら

れ
て
い
る
。ま
た
、求

め
ら
れ
る「
芸
術
文

化
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
能

力
」と
し
て
、舞
台
芸

術
を
中
心
と
し
た
芸

術
文
化
、文
化
政
策
、

芸
術
文
化
を
取
り
巻

く
状
況
、文
化
施
設

の
運
営
に
関
す
る
知

識
を
観
光
に
生
か

し
、地
域
活
性
化
を

図
る
こ
と
を
謳
っ
て

い
る
。観
光
は
、往
々

に
し
て
既
存
の
資
源

（
文
化
財
、
自
然
な

ど
）を
観
光
資
源
と

し
て
活
用
す
る
営
み

で
あ
る
が
、資
源
そ

の
も
の
の
生
成
や
創

芸術文化観光専門職大学3

3
C
A
T
に
お
け
る

教
育
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　兵
庫
県
公
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学
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芸
術
文
化
観
光
専

門
職
大
学（P

ro
fe

ssio
n
a
l C

o
lle

g
e
 o

f 

A
rts a

n
d
 T

o
u
rism

：
以
下
、C
A
T
）は
、

2
0
2
1
年
4
月
1
日
に
但
馬
地
域
豊
岡
市
に

開
学
し
た
新
設
大
学
で
あ
る
。C
A
T
は
但
馬

地
域
初
の
4
年
制
大
学
で
あ
り
、「
芸
術
文
化
」

と「
観
光
」の
2
分
野
を
学
べ
る
と
い
う
独
自
性

が
あ
る
。ま
た
、専
門
職
大
学
で
あ
り
、カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
に
も
様
々
な
特
色
が
あ
る
。

　C
A
T
は
開
学
し
て
ま
も
な
く
、日
々
走
り

な
が
ら
変
化
し
て
い
る
が
、こ
こ
で
は
、観
光
を

専
門
と
す
る
C
A
T
所
属
教
員
の
立
場
か
ら
見

た
今
の
C
A
T
像
に
つ
い
て
お
話
し
す
る
。

　

　但
馬
地
域
は
、城
崎
温
泉
、湯
村
温
泉
、神
鍋

高
原
、山
陰
海
岸
、蟹
な
ど
の
資
源
に
恵
ま
れ
た

観
光
地
で
あ
る
。訪
問
客
の
動
向
に
つ
い
て
は
、

平
成
30
年
度
の
但
馬
地
域
の
日
帰
り
・
宿
泊
別

入
込
客
数
は
9
8
8
8
千
人
と
報
告
さ
れ
て
お

り
、同
年
度
の
入
込
客
中
の
宿
泊
客
の
割
合
は

20
・
2
%
と
県
内
で
最
も
高
い
（
兵
庫
県
、

2
0
1
9
b
）。こ
の
こ
と
か
ら
、但
馬
地
域
で

は
特
に
宿
泊
観
光
が
非
常
に
盛
ん
で
あ
る
こ
と

が
う
か
が
え
る
。そ
の
一
方
で
、過
疎
化
が
進
ん

で
い
る
の
も
こ
の
地
域
の
現
状
で
、但
馬
地
域

の
人
口
減
少
率
は
平
成
22
年
か
ら
平
成
27
年

（
各
年
10
月
時
点
）の
5
年
間
で
△
5
・
7
％（
同

期
全
国
平
均
△
0
・
8
％
、兵
庫
県
内
平
均
△

0
・
95
％
）（
兵
庫
県
、2
0
1
9
a
）で
あ
る
。

　芸
術
文
化
の
面
で
は
、C
A
T
が
位
置
す
る

豊
岡
市
で
は
、世
界
か
ら
公
募
で
選
ば
れ
た
ア

に
立
ち
、彼
ら
と
対
話
す
る
能
力
は
重
要
だ
と

考
え
ら
れ
る
。

　芸
術
文
化
分
野
専
攻
の
学
生
の
教
育
に
お
い

て
は
、芸
術
文
化
を
創
造
す
る
力
、文
化
施
設
の

運
営
、芸
術
文
化
資
源
の
発
見
・
活
用
・
発
信
、芸

術
文
化
の
視
点
か
ら
の
地
域
社
会
の
課
題
解
決

能
力
な
ど
が「
芸
術
文
化
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
能
力
」

と
し
て
デ
ィ
プ
ロ
マ
ポ
リ
シ
ー
に
示
さ
れ
て
い

る
。ま
た
、地
域
の
課
題
解
決
に
向
け
て
観
光
分

野
に
蓄
積
さ
れ
て
い
る
知
見
を
活
用
す
る
こ
と

も
謳
わ
れ
て
お
り
、求
め
ら
れ
る「
観
光
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
能
力
」と
し
て
、「
観
光
地
域
づ
く
り
や

観
光
産
業
、お
よ
び
そ
れ
ら
を
取
り
巻
く
状
況

の
理
解
」と「
芸
術
文
化
活
動
を
社
会
に
広
く
発

信
す
る
た
め
の
基
礎
的
な
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
能

力
」が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。観
光
に
お
い
て
は
、

地
理
的
・
文
化
的
に
離
れ
た
場
所
か
ら
の
、往
々

に
し
て
そ
の
観
光
地
へ
の
訪
問
経
験
が
な
い
潜

在
的
訪
問
客
を
誘
致
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ

る
。芸
術
文
化
を
観
光
資
源
と
捉
え
た
場
合
も

そ
の
よ
う
な
、遠
隔
地
や
異
文
化
圏
か
ら
の
潜

在
的
鑑
賞
者
層
へ
の
発
信
が
必
要
に
な
る
と
考

え
ら
れ
る
。

　観
光
分
野
専
攻
の
学
生
の
教
育
に
お
い
て

は
、デ
ィ
プ
ロ
マ
ポ
リ
シ
ー
に
お
い
て
、マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
、経
営
学
の
基
礎
的
知
識
・
理
論
の
修

得
、観
光
事
業
の
特
性
の
理
解
、観
光
地
域
づ
く

造
に
つ
い
て
学
ぶ
機
会
が
あ
る
の
が
C
A
T
の

特
徴
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

３‐
３
．C
A
T
と
地
域
の
連
携

　C
A
T
で
は
、学
生
と
教
員
と
地
域
が
連
携

し
て
地
域
課
題
を
解
決
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

た「
地
域
リ
サ
ー
チ
＆
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン

タ
ー
」（R

e
s
e
a
rc

h
 &

 In
n

o
v
a
tio

n
 

C
en

ter

：
以
下
、R
I
C
）が
学
内
に
創
設
さ

れ
、芸
術
文
化
、観
光
両
分
野
に
関
す
る
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
が
動
き
始
め
て
い
る
。R
I
C
に
関
し

て
は
別
欄
で
詳
し
く
説
明
す
る
が
、R
I
C
が

携
わ
る
企
業
と
の
最
初
の
実
証
実
験
と
し
て
、

城
崎
温
泉
を
含
む
豊
岡
市
内
で
電
動
キ
ッ
ク
ボ

ー
ド
お
よ
び
電
動
ア
シ
ス
ト
自
転
車
を
用
い
た

モ
ビ
リ
テ
ィ
実
証
実
験
が
開
始
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
モ
ビ
リ
テ
ィ
実
証
実
験
は
、公
共
交
通
機

関
が
少
な
い
但
馬
地
域
に
お
い
て
、訪
問
客
の

回
遊
性
向
上
を
も
視
野
に
入
れ
た
取
り
組
み
と

し
て
新
聞
各
紙
で
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。

　筆
者
は
、C
A
T
赴
任
前
よ
り
、訪
問
客
と
観

光
地
環
境
の
関
係
に
つ
い
て
、訪
問
客
心
理
の

観
点
か
ら
研
究
を
し
て
い
る
。本
稿
執
筆
時
点

で
は
コ
ロ
ナ
禍
は
依
然
収
束
し
た
と
は
い
え

ず
、現
場
で
の
調
査
を
行
い
に
く
い
状
況
だ
が
、

城
崎
温
泉
、出
石
な
ど
、人
が
滞
在
・
居
住
す
る

町
並
み
を
形
成
し
て
い
る
観
光
地
に
お
い
て
、

観
光
地
に
お
け
る
人
の
存
在
、歴
史
的
建
築
物

の
商
業
化
な
ど
の
場
所
の
観
光
地
化
が
、訪
問

客
の
心
理
に
及
ぼ
す
影
響
に
関
心
を
持
っ
て
い

る
。コ
ロ
ナ
禍
を
経
て
、他
者
に
対
す
る
訪
問
客

兵
庫
県
公
立
大
学
法
人 

芸
術
文
化

観
光
専
門
職
大
学
芸
術
文
化
・
観

光
学
部
教
授
。1
9
9
4
年
大
阪

大
学
人
間
科
学
部
卒
。Th

e
 

University of Surrey

（
英
国
）に

て
2
0
0
0
年
に
修
士（
観
光
経

営
）、2
0
0
6
年
に
博
士（
学
術
）、2
0
1
6
年
に
東
京

工
業
大
学
大
学
院
情
報
理
工
学
研
究
科
に
て
博
士（
工

学
）の
学
位
を
取
得
。2
0
0
1
年
度
か
ら
岡
山
商
科
大

学
、首
都
大
学
東
京（
2
0
2
0
年
度
よ
り
東
京
都
立
大

学
）大
学
院
都
市
環
境
科
学
研
究
科
准
教
授
等
を
経
て

2
0
2
1
年
度
よ
り
現
職
。

直
井
岳
人（
な
お
い
・
た
け
と
）

芸
術
文
化
×
観
光
×
経
営
に
よ
る

イ
ノベーション
、価
値
創
造
、地
域
貢
献

／
観
光
者
の
意
識
が
変
化
す
る
可
能
性
が
考
え

ら
れ
る
た
め
、訪
問
地
で
の
訪
問
客
へ
の
他
者

の
影
響
や
両
者
の
関
係
を
検
証
す
る
こ
と
は
、

訪
問
客
が
満
足
し
つ
つ
、地
域
社
会
に
受
け
入

れ
ら
れ
る
観
光
を
考
え
る
た
め
に
重
要
だ
と
考

え
ら
れ
る
。

　芸
術
文
化
に
つ
い
て
は
、筆
者
に
と
っ
て
新

た
な
領
域
で
あ
り
、具
体
的
な
研
究
ビ
ジ
ョ
ン

は
ま
だ
ま
だ
こ
れ
か
ら
な
の
が
正
直
な
と
こ
ろ

で
あ
る
。た
だ
、ま
だ
漠
然
と
し
て
い
る
が
、芸

術
文
化
を
対
象
と
す
る
観
光
に
お
け
る
訪
問
客

の
変
化
の
可
能
性
に
対
し
て
関
心
を
持
っ
て
い

る
。佐
々
木（
2
0
0
0
）は
、観
光
に
は
リ
ラ
ッ

ク
ス
な
ど
日
常
生
活
で
不
足
す
る
経
験
を
実
現

さ
せ
る「
補
完
」、環
境
を
変
え
る
こ
と
で
普
段

で
き
な
い
社
会
関
係
や
活
動
を
経
験
す
る「
転

換
」、社
会
や
環
境
に
つ
い
て
の
見
方
や
自
分
自

身
に
対
す
る
態
度
が
改
め
ら
れ
る「
改
観
」、新

し
い
人
生
観
や
世
界
観
が
生
ま
れ
る「
創
観
」の

5
つ
の
機
能
が
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。一
方
、

C
A
T
の
学
長
の
平
田
オ
リ
ザ
氏
は
、C
A
T

開
学
に
あ
た
っ
て
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
芸
術
は

「
人
の
内
面
を
表
出
さ
せ
」「
見
慣
れ
た
風
景
を

刷
新
さ
せ
る
」も
の
だ
と
述
べ
て
い
る
。今
後
、

理
論
的
な
枠
組
み
の
中
で
実
証
す
る
必
要
が
あ

り
、拙
速
に
結
論
付
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、

芸
術
文
化
を
対
象
と
す
る
観
光
と
、訪
問
客
の

「
改
観
」、「
創
観
」は
、何
か
し
ら
の
形
で
関
係
す

る
可
能
性
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い

る
。　筆

者
の
C
A
T
で
の
研
究
教
育
活
動
は
始
ま

っ
た
ば
か
り
で
あ
る
が
、芸
術
文
化
、観
光
両
分

野
の
知
見
を
吸
収
し
な
が
ら
、C
A
T
が
目
指

す
新
た
な
価
値
の
創
造
と
地
域
貢
献
の
一
助
と

な
る
よ
う
、研
究
教
育
を
続
け
た
い
と
考
え
て

い
る
。

３‐
１
．カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

　C
A
T
は
芸
術
文
化
・
観
光
学
部
、芸
術
文

化
・
観
光
学
科
を
も
つ
県
立
専
門
職
大
学
で
あ

り
、「
地
域
活
性
化
に
お
け
る
芸
術
文
化
と
観
光

の
果
た
す
役
割
を
理
解
し
、両
分
野
の
視
点
を

活
か
し
、芸
術
文
化
と
観
光
に
関
す
る
事
業
活

動
を
推
進
す
る
こ
と
で
地
域
の
新
た
な
活
力
を

創
出
す
る
専
門
職
人
を
養
成
す
る
」こ
と
を
学

部
の
目
的
と
し
て
い
る
。教
員
陣
は「
芸
術
文

化
」「
観
光
」「
経
営
」「
情
報
」「
語
学
」の
分
野
の

学
術
お
よ
び
実
務
家
教
員
で
構
成
さ
れ
る
。

　C
A
T
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
で
は
学
年
を
4
期

に
区
分
す
る
ク
ォ
ー
タ
ー
制
を
採
用
し
て
い

る
。学
生
は
2
年
次
か
ら
芸
術
文
化
分
野
ま
た

は
観
光
分
野
の
い
ず
れ
か
を
主
、も
う
一
方
を

副
と
す
る
専
攻
に
属
す
が
、両
専
攻
共
通
の
必

須
科
目
に
は
両
分
野
の
科
目
が
含
ま
れ
る
ほ

か
、専
攻
に
分
か
れ
た
後
も
、副
と
な
る
分
野
の

科
目
を
相
当
数
履
修
す
る
仕
組
み
に
な
っ
て
い

る
。　ま

た
、現
場
で
の
実
践
的
な
修
学
の
機
会
を

提
供
す
る
為
、卒
業
要
件
単
位
の
約
1
/
3
を

実
習
に
よ
り
取
得
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

実
習
に
は
、ア
ー
ト
セ
ン
タ
ー
な
ど
で
の
芸
術

文
化
分
野
の
実
習
、旅
行
会
社
、宿
泊
業
、運
輸

業
、レ
ジ
ャ
ー
施
設
な
ど
で
の
観
光
分
野
の
実

習
が
含
ま
れ
る
。例
え
ば
、先
述
の
豊
岡
演
劇
祭

で
の
実
習
は
、両
分
野
の
専
攻
共
通
の
必
修
と

な
っ
て
い
る
。

　C
A
T
で
は
、執
筆
時
現
在
、初
代
1
年
生
80

名
余
り
が
第
1
ク
ォ
ー
タ
ー
で
学
ん
で
お
り
、

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
一
般
、芸
術
文
化
と
そ
の
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
、観
光
事
業
お
よ
び
観
光
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
の
基
礎
を
学
ぶ
科
目
、外
国
語
、情
報
処

理
、演
劇
や
ダ
ン
ス
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
と
理

論
を
通
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の
滋

養
の
た
め
の
演
習
を
必
修
科
目
と
し
て
学
び
、

加
え
て
、各
自
の
興
味
に
応
じ
た
選
択
科
目
を

学
ん
で
い
る
。各
科
目
で
は
、反
転
授
業
、ワ
ー

ク
な
ど
の
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
が
実
施
さ

れ
て
い
る
。

　C
A
T
の
キ
ャ
ン
パ
ス
に
は
研
究
室
、講
義

室
、図
書
館
、事
務
室
の
あ
る
教
育
研
究
棟
が
あ

る
。ま
た
、教
育
研
究
棟
と
渡
り
廊
下
で
つ
な
が

っ
た
実
習
棟
に
は
、2
2
0
席
の
客
室
や
舞
台

設
備
を
有
す
る
劇
場
お
よ
び
ス
タ
ジ
オ
が
あ

り
、学
生
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
の
滋
養

の
た
め
の
演
習
な
ど
が
行
わ
れ
て
い
る
。ま
た
、

1
年
次
は
原
則
全
寮
制
と
な
っ
て
お
り
、1
年

生
は
教
育
研
究
棟
と
実
習
棟
か
ら
道
一
本
を
は

さ
ん
だ
至
近
距
離
に
あ
る
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
方
式

の
個
室
寮
で
生
活
し
て
い
る
。

３‐
２
．目
指
す
教
育

　C
A
T
で
は
学
生
が
身
に
つ
け
る
基
礎
能
力

と
し
て
、基
礎
的
な
知
識
・
技
能
と
対
話
的
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
挙
げ
て
お
り
、実
習

や
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
を
積
極
的
に
取
り

入
れ
て
い
る
。ま
た
、こ
う
し
た
基
礎
能
力
を
持

っ
て
、「
多
様
な
ス
テ
イ
ク
ホ
ル
ダ
ー
の
考
え
方

や
立
場
を
理
解
し
た
上
、対
話
を
通
じ
て
合
意

形
成
に
導
く
技
能
」を
身
に
つ
け
る
こ
と
を
デ

ィ
プ
ロ
マ
ポ
リ
シ
ー
と
し
て
謳
っ
て
い
る
。観

光
は
、普
段
は
別
々
に
生
き
る
人
と
場
所
の
一

時
的
な
相
互
関
係
で
あ
り
、訪
問
客
、観
光
事
業

者
や
そ
の
他
の
住
民
を
含
む
様
々
な
ス
テ
イ
ク

ホ
ル
ダ
ー
が
様
々
な
目
的
を
も
っ
て
関
わ
っ
て

い
る
。従
っ
て
、自
分
と
は
異
な
る
人
々
の
立
場

2
但
馬
地
域
の
状
況

1
は
じ
め
に

芸
術
文
化
観
光
専
門
職
大
学

ー
テ
ィ
ス
ト
が
滞
在
し
創
作
活
動
を
行
う「
城

崎
国
際
ア
ー
ト
セ
ン
タ
ー
」を
有
し
、2
0
2
0

年
よ
り
日
本
初
の
フ
リ
ン
ジ
型（
自
主
参
加
型
）

の
国
際
的
な
演
劇
祭
で
あ
る「
豊
岡
演
劇
祭
」が

開
催
さ
れ
て
い
る
。ま
た
、市
内
の
全
て
の
小
中

学
校
で
、演
劇
的
手
法
を
取
り
入
れ
た
ア
ク
テ

ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
を
用
い
た
授
業
が
行
わ
れ
て

お
り
、演
劇
を
活
用
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
教
育
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

　こ
こ
で
は
、C
A
T
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
特

徴
、目
指
さ
れ
る
育
成
人
材
像
と
地
域
貢
献
に

つ
い
て
述
べ
る
。目
指
さ
れ
る
育
成
人
材
像
と

地
域
貢
献
に
関
し
て
は
、筆
者
の
専
門
故
、観
光

の
観
点
か
ら
の
話
が
中
心
に
な
る
こ
と
を
ご
承

知
お
き
頂
き
た
い
。

演習の様子（劇場にて）

教育研究棟

3 ❻

り
の
理
解
に
基
づ
く

地
域
活
性
化
に
取
り

組
む
能
力
な
ど
が
身

に
付
け
る
べ
き「
観

光
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
能

力
」と
し
て
あ
げ
ら

れ
て
い
る
。ま
た
、求

め
ら
れ
る「
芸
術
文

化
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
能

力
」と
し
て
、舞
台
芸

術
を
中
心
と
し
た
芸

術
文
化
、文
化
政
策
、

芸
術
文
化
を
取
り
巻

く
状
況
、文
化
施
設

の
運
営
に
関
す
る
知

識
を
観
光
に
生
か

し
、地
域
活
性
化
を

図
る
こ
と
を
謳
っ
て

い
る
。観
光
は
、往
々

に
し
て
既
存
の
資
源

（
文
化
財
、
自
然
な

ど
）を
観
光
資
源
と

し
て
活
用
す
る
営
み

で
あ
る
が
、資
源
そ

の
も
の
の
生
成
や
創

芸術文化観光専門職大学3
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：
以
下
、C
A
T
）は
、

2
0
2
1
年
4
月
1
日
に
但
馬
地
域
豊
岡
市
に

開
学
し
た
新
設
大
学
で
あ
る
。C
A
T
は
但
馬

地
域
初
の
4
年
制
大
学
で
あ
り
、「
芸
術
文
化
」

と「
観
光
」の
2
分
野
を
学
べ
る
と
い
う
独
自
性

が
あ
る
。ま
た
、専
門
職
大
学
で
あ
り
、カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
に
も
様
々
な
特
色
が
あ
る
。

　C
A
T
は
開
学
し
て
ま
も
な
く
、日
々
走
り

な
が
ら
変
化
し
て
い
る
が
、こ
こ
で
は
、観
光
を

専
門
と
す
る
C
A
T
所
属
教
員
の
立
場
か
ら
見

た
今
の
C
A
T
像
に
つ
い
て
お
話
し
す
る
。

　

　但
馬
地
域
は
、城
崎
温
泉
、湯
村
温
泉
、神
鍋

高
原
、山
陰
海
岸
、蟹
な
ど
の
資
源
に
恵
ま
れ
た

観
光
地
で
あ
る
。訪
問
客
の
動
向
に
つ
い
て
は
、

平
成
30
年
度
の
但
馬
地
域
の
日
帰
り
・
宿
泊
別

入
込
客
数
は
9
8
8
8
千
人
と
報
告
さ
れ
て
お

り
、同
年
度
の
入
込
客
中
の
宿
泊
客
の
割
合
は

20
・
2
%
と
県
内
で
最
も
高
い
（
兵
庫
県
、

2
0
1
9
b
）。こ
の
こ
と
か
ら
、但
馬
地
域
で

は
特
に
宿
泊
観
光
が
非
常
に
盛
ん
で
あ
る
こ
と

が
う
か
が
え
る
。そ
の
一
方
で
、過
疎
化
が
進
ん

で
い
る
の
も
こ
の
地
域
の
現
状
で
、但
馬
地
域

の
人
口
減
少
率
は
平
成
22
年
か
ら
平
成
27
年

（
各
年
10
月
時
点
）の
5
年
間
で
△
5
・
7
％（
同

期
全
国
平
均
△
0
・
8
％
、兵
庫
県
内
平
均
△

0
・
95
％
）（
兵
庫
県
、2
0
1
9
a
）で
あ
る
。

　芸
術
文
化
の
面
で
は
、C
A
T
が
位
置
す
る

豊
岡
市
で
は
、世
界
か
ら
公
募
で
選
ば
れ
た
ア

に
立
ち
、彼
ら
と
対
話
す
る
能
力
は
重
要
だ
と

考
え
ら
れ
る
。

　芸
術
文
化
分
野
専
攻
の
学
生
の
教
育
に
お
い

て
は
、芸
術
文
化
を
創
造
す
る
力
、文
化
施
設
の

運
営
、芸
術
文
化
資
源
の
発
見
・
活
用
・
発
信
、芸

術
文
化
の
視
点
か
ら
の
地
域
社
会
の
課
題
解
決

能
力
な
ど
が「
芸
術
文
化
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
能
力
」

と
し
て
デ
ィ
プ
ロ
マ
ポ
リ
シ
ー
に
示
さ
れ
て
い

る
。ま
た
、地
域
の
課
題
解
決
に
向
け
て
観
光
分

野
に
蓄
積
さ
れ
て
い
る
知
見
を
活
用
す
る
こ
と

も
謳
わ
れ
て
お
り
、求
め
ら
れ
る「
観
光
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
能
力
」と
し
て
、「
観
光
地
域
づ
く
り
や

観
光
産
業
、お
よ
び
そ
れ
ら
を
取
り
巻
く
状
況

の
理
解
」と「
芸
術
文
化
活
動
を
社
会
に
広
く
発

信
す
る
た
め
の
基
礎
的
な
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
能

力
」が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。観
光
に
お
い
て
は
、

地
理
的
・
文
化
的
に
離
れ
た
場
所
か
ら
の
、往
々

に
し
て
そ
の
観
光
地
へ
の
訪
問
経
験
が
な
い
潜

在
的
訪
問
客
を
誘
致
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ

る
。芸
術
文
化
を
観
光
資
源
と
捉
え
た
場
合
も

そ
の
よ
う
な
、遠
隔
地
や
異
文
化
圏
か
ら
の
潜

在
的
鑑
賞
者
層
へ
の
発
信
が
必
要
に
な
る
と
考

え
ら
れ
る
。

　観
光
分
野
専
攻
の
学
生
の
教
育
に
お
い
て

は
、デ
ィ
プ
ロ
マ
ポ
リ
シ
ー
に
お
い
て
、マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
、経
営
学
の
基
礎
的
知
識
・
理
論
の
修

得
、観
光
事
業
の
特
性
の
理
解
、観
光
地
域
づ
く

造
に
つ
い
て
学
ぶ
機
会
が
あ
る
の
が
C
A
T
の

特
徴
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

３‐
３
．C
A
T
と
地
域
の
連
携

　C
A
T
で
は
、学
生
と
教
員
と
地
域
が
連
携

し
て
地
域
課
題
を
解
決
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

た「
地
域
リ
サ
ー
チ
＆
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン

タ
ー
」（R

e
s
e
a
rc

h
 &

 In
n

o
v
a
tio

n
 

C
en

ter

：
以
下
、R
I
C
）が
学
内
に
創
設
さ

れ
、芸
術
文
化
、観
光
両
分
野
に
関
す
る
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
が
動
き
始
め
て
い
る
。R
I
C
に
関
し

て
は
別
欄
で
詳
し
く
説
明
す
る
が
、R
I
C
が

携
わ
る
企
業
と
の
最
初
の
実
証
実
験
と
し
て
、

城
崎
温
泉
を
含
む
豊
岡
市
内
で
電
動
キ
ッ
ク
ボ

ー
ド
お
よ
び
電
動
ア
シ
ス
ト
自
転
車
を
用
い
た

モ
ビ
リ
テ
ィ
実
証
実
験
が
開
始
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
モ
ビ
リ
テ
ィ
実
証
実
験
は
、公
共
交
通
機

関
が
少
な
い
但
馬
地
域
に
お
い
て
、訪
問
客
の

回
遊
性
向
上
を
も
視
野
に
入
れ
た
取
り
組
み
と

し
て
新
聞
各
紙
で
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。

　筆
者
は
、C
A
T
赴
任
前
よ
り
、訪
問
客
と
観

光
地
環
境
の
関
係
に
つ
い
て
、訪
問
客
心
理
の

観
点
か
ら
研
究
を
し
て
い
る
。本
稿
執
筆
時
点

で
は
コ
ロ
ナ
禍
は
依
然
収
束
し
た
と
は
い
え

ず
、現
場
で
の
調
査
を
行
い
に
く
い
状
況
だ
が
、

城
崎
温
泉
、出
石
な
ど
、人
が
滞
在
・
居
住
す
る

町
並
み
を
形
成
し
て
い
る
観
光
地
に
お
い
て
、

観
光
地
に
お
け
る
人
の
存
在
、歴
史
的
建
築
物

の
商
業
化
な
ど
の
場
所
の
観
光
地
化
が
、訪
問

客
の
心
理
に
及
ぼ
す
影
響
に
関
心
を
持
っ
て
い

る
。コ
ロ
ナ
禍
を
経
て
、他
者
に
対
す
る
訪
問
客

／
観
光
者
の
意
識
が
変
化
す
る
可
能
性
が
考
え

ら
れ
る
た
め
、訪
問
地
で
の
訪
問
客
へ
の
他
者

の
影
響
や
両
者
の
関
係
を
検
証
す
る
こ
と
は
、

訪
問
客
が
満
足
し
つ
つ
、地
域
社
会
に
受
け
入

れ
ら
れ
る
観
光
を
考
え
る
た
め
に
重
要
だ
と
考

え
ら
れ
る
。

　芸
術
文
化
に
つ
い
て
は
、筆
者
に
と
っ
て
新

た
な
領
域
で
あ
り
、具
体
的
な
研
究
ビ
ジ
ョ
ン

は
ま
だ
ま
だ
こ
れ
か
ら
な
の
が
正
直
な
と
こ
ろ

で
あ
る
。た
だ
、ま
だ
漠
然
と
し
て
い
る
が
、芸

術
文
化
を
対
象
と
す
る
観
光
に
お
け
る
訪
問
客

の
変
化
の
可
能
性
に
対
し
て
関
心
を
持
っ
て
い

る
。佐
々
木（
2
0
0
0
）は
、観
光
に
は
リ
ラ
ッ

ク
ス
な
ど
日
常
生
活
で
不
足
す
る
経
験
を
実
現

さ
せ
る「
補
完
」、環
境
を
変
え
る
こ
と
で
普
段

で
き
な
い
社
会
関
係
や
活
動
を
経
験
す
る「
転

換
」、社
会
や
環
境
に
つ
い
て
の
見
方
や
自
分
自

身
に
対
す
る
態
度
が
改
め
ら
れ
る「
改
観
」、新

し
い
人
生
観
や
世
界
観
が
生
ま
れ
る「
創
観
」の

5
つ
の
機
能
が
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。一
方
、

C
A
T
の
学
長
の
平
田
オ
リ
ザ
氏
は
、C
A
T

開
学
に
あ
た
っ
て
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
芸
術
は

「
人
の
内
面
を
表
出
さ
せ
」「
見
慣
れ
た
風
景
を

刷
新
さ
せ
る
」も
の
だ
と
述
べ
て
い
る
。今
後
、

理
論
的
な
枠
組
み
の
中
で
実
証
す
る
必
要
が
あ

り
、拙
速
に
結
論
付
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、

芸
術
文
化
を
対
象
と
す
る
観
光
と
、訪
問
客
の

「
改
観
」、「
創
観
」は
、何
か
し
ら
の
形
で
関
係
す

る
可
能
性
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い

る
。　筆

者
の
C
A
T
で
の
研
究
教
育
活
動
は
始
ま

っ
た
ば
か
り
で
あ
る
が
、芸
術
文
化
、観
光
両
分

野
の
知
見
を
吸
収
し
な
が
ら
、C
A
T
が
目
指

す
新
た
な
価
値
の
創
造
と
地
域
貢
献
の
一
助
と

な
る
よ
う
、研
究
教
育
を
続
け
た
い
と
考
え
て

い
る
。

３‐
１
．カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

　C
A
T
は
芸
術
文
化
・
観
光
学
部
、芸
術
文

化
・
観
光
学
科
を
も
つ
県
立
専
門
職
大
学
で
あ

り
、「
地
域
活
性
化
に
お
け
る
芸
術
文
化
と
観
光

の
果
た
す
役
割
を
理
解
し
、両
分
野
の
視
点
を

活
か
し
、芸
術
文
化
と
観
光
に
関
す
る
事
業
活

動
を
推
進
す
る
こ
と
で
地
域
の
新
た
な
活
力
を

創
出
す
る
専
門
職
人
を
養
成
す
る
」こ
と
を
学

部
の
目
的
と
し
て
い
る
。教
員
陣
は「
芸
術
文

化
」「
観
光
」「
経
営
」「
情
報
」「
語
学
」の
分
野
の

学
術
お
よ
び
実
務
家
教
員
で
構
成
さ
れ
る
。

　C
A
T
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
で
は
学
年
を
4
期

に
区
分
す
る
ク
ォ
ー
タ
ー
制
を
採
用
し
て
い

る
。学
生
は
2
年
次
か
ら
芸
術
文
化
分
野
ま
た

は
観
光
分
野
の
い
ず
れ
か
を
主
、も
う
一
方
を

副
と
す
る
専
攻
に
属
す
が
、両
専
攻
共
通
の
必

須
科
目
に
は
両
分
野
の
科
目
が
含
ま
れ
る
ほ

か
、専
攻
に
分
か
れ
た
後
も
、副
と
な
る
分
野
の

科
目
を
相
当
数
履
修
す
る
仕
組
み
に
な
っ
て
い

る
。　ま

た
、現
場
で
の
実
践
的
な
修
学
の
機
会
を

提
供
す
る
為
、卒
業
要
件
単
位
の
約
1
/
3
を

実
習
に
よ
り
取
得
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

実
習
に
は
、ア
ー
ト
セ
ン
タ
ー
な
ど
で
の
芸
術

文
化
分
野
の
実
習
、旅
行
会
社
、宿
泊
業
、運
輸

業
、レ
ジ
ャ
ー
施
設
な
ど
で
の
観
光
分
野
の
実

習
が
含
ま
れ
る
。例
え
ば
、先
述
の
豊
岡
演
劇
祭

で
の
実
習
は
、両
分
野
の
専
攻
共
通
の
必
修
と

な
っ
て
い
る
。

　C
A
T
で
は
、執
筆
時
現
在
、初
代
1
年
生
80

名
余
り
が
第
1
ク
ォ
ー
タ
ー
で
学
ん
で
お
り
、

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
一
般
、芸
術
文
化
と
そ
の
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
、観
光
事
業
お
よ
び
観
光
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
の
基
礎
を
学
ぶ
科
目
、外
国
語
、情
報
処

理
、演
劇
や
ダ
ン
ス
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
と
理

論
を
通
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の
滋

養
の
た
め
の
演
習
を
必
修
科
目
と
し
て
学
び
、

加
え
て
、各
自
の
興
味
に
応
じ
た
選
択
科
目
を

学
ん
で
い
る
。各
科
目
で
は
、反
転
授
業
、ワ
ー

ク
な
ど
の
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
が
実
施
さ

れ
て
い
る
。

　C
A
T
の
キ
ャ
ン
パ
ス
に
は
研
究
室
、講
義

室
、図
書
館
、事
務
室
の
あ
る
教
育
研
究
棟
が
あ

る
。ま
た
、教
育
研
究
棟
と
渡
り
廊
下
で
つ
な
が

っ
た
実
習
棟
に
は
、2
2
0
席
の
客
室
や
舞
台

設
備
を
有
す
る
劇
場
お
よ
び
ス
タ
ジ
オ
が
あ

り
、学
生
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
の
滋
養

の
た
め
の
演
習
な
ど
が
行
わ
れ
て
い
る
。ま
た
、

1
年
次
は
原
則
全
寮
制
と
な
っ
て
お
り
、1
年

生
は
教
育
研
究
棟
と
実
習
棟
か
ら
道
一
本
を
は

さ
ん
だ
至
近
距
離
に
あ
る
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
方
式

の
個
室
寮
で
生
活
し
て
い
る
。

３‐
２
．目
指
す
教
育

　C
A
T
で
は
学
生
が
身
に
つ
け
る
基
礎
能
力

と
し
て
、基
礎
的
な
知
識
・
技
能
と
対
話
的
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
挙
げ
て
お
り
、実
習

や
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
を
積
極
的
に
取
り

入
れ
て
い
る
。ま
た
、こ
う
し
た
基
礎
能
力
を
持

っ
て
、「
多
様
な
ス
テ
イ
ク
ホ
ル
ダ
ー
の
考
え
方

や
立
場
を
理
解
し
た
上
、対
話
を
通
じ
て
合
意

形
成
に
導
く
技
能
」を
身
に
つ
け
る
こ
と
を
デ

ィ
プ
ロ
マ
ポ
リ
シ
ー
と
し
て
謳
っ
て
い
る
。観

光
は
、普
段
は
別
々
に
生
き
る
人
と
場
所
の
一

時
的
な
相
互
関
係
で
あ
り
、訪
問
客
、観
光
事
業

者
や
そ
の
他
の
住
民
を
含
む
様
々
な
ス
テ
イ
ク

ホ
ル
ダ
ー
が
様
々
な
目
的
を
も
っ
て
関
わ
っ
て

い
る
。従
っ
て
、自
分
と
は
異
な
る
人
々
の
立
場

4
筆
者
の
今
後
の
展
望
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C
A
T
が
研
究
シ
ー
ズ
と
し
て
持
つ
、芸
術
文

化
、観
光
及
び
経
営
分
野
の
視
点
か
ら
新
た
な

価
値
創
造
の
も
と
、イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
で
地
域

課
題
の
解
決
に
資
す
る
。R
I
C
が
地
域
課
題

の
解
決
に
向
け
て
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
や
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
す
る
こ
と
で
、学
問
分
野
の
枠
を
超
え
、

多
様
な
分
野
に
対
し
て
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
相
乗
効

果
を
及
ぼ
し
、新
た
な
経
済
的
価
値
、社
会
的
価

地
域
リ
サ
ー
チ
＆

イ
ノ
ベー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

（
R
I
C
：
リ
ッ
ク
）に
つ
い
て

ー
テ
ィ
ス
ト
が
滞
在
し
創
作
活
動
を
行
う「
城

崎
国
際
ア
ー
ト
セ
ン
タ
ー
」を
有
し
、2
0
2
0

年
よ
り
日
本
初
の
フ
リ
ン
ジ
型（
自
主
参
加
型
）

の
国
際
的
な
演
劇
祭
で
あ
る「
豊
岡
演
劇
祭
」が

開
催
さ
れ
て
い
る
。ま
た
、市
内
の
全
て
の
小
中

学
校
で
、演
劇
的
手
法
を
取
り
入
れ
た
ア
ク
テ

ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
を
用
い
た
授
業
が
行
わ
れ
て

お
り
、演
劇
を
活
用
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
教
育
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

　こ
こ
で
は
、C
A
T
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
特

徴
、目
指
さ
れ
る
育
成
人
材
像
と
地
域
貢
献
に

つ
い
て
述
べ
る
。目
指
さ
れ
る
育
成
人
材
像
と

地
域
貢
献
に
関
し
て
は
、筆
者
の
専
門
故
、観
光

の
観
点
か
ら
の
話
が
中
心
に
な
る
こ
と
を
ご
承

知
お
き
頂
き
た
い
。

上：劇場、下：スタジオ

講義の様子

　
芸
術
文
化
観
光
専
門
職
大
学
で
は
、地
域
と

大
学
を
結
び
つ
け
る
拠
点
と
し
て「
地
域
リ
サ

ー
チ
＆
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー（
以
下
、

R
I
C
）」を
開
学
と
同
時
に
設
置
し
た
。地
域

と
大
学
が
点
と
点
で
結
ば
れ
る
の
で
は
な
く
、

地
域
と
地
続
き
の
関
係
性
を
つ
く
る
上
で
、

C
A
T
の
心
臓
部
と
な
る
組
織
で
あ
り
、設
置

検
討
の
段
階
か
ら
地
域
内
の
地
方
自
治
体
も
議

論
に
参
加
し
、開
設
後
も
自
治
体
と
密
に
連
絡

を
取
り
、運
営
を
行
っ
て
い
る
。

　
R
I
C
は
、C
A
T
が
持
つ
教
育・研
究
の
知

識
や
成
果
を
社
会
へ
実
装
し
、地
域
活
性
化
に

貢
献
す
る
た
め
に
、地
域
ニ
ー
ズ
と
研
究
シ
ー

ズ
を
マ
ッ
チ
ン
グ
す
る
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
の
役

割
と
、マ
ッ
チ
ン
グ
に
よ
り
成
立
し
た
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
役
割
を
担
っ
て
い

る
。

　
地
域
の
現
実
を
取
り
込
み
、地
域
課
題
の
解

決
を
通
じ
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
促
進
す
る
こ
と

で「
地
域
創
生
」と「
教
育・研
究
」の
両
方
の
発

展
に
貢
献
す
る
こ
と
を
め
ざ
し
、R
I
C
で
は

「
地
域
」、「
大
学
」へ
向
け
た
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
掲

げ
て
い
る
。

R
I
C
は
、地
域
ニ
ー
ズ
の
調
査
や
Ｐ
Ｂ
Ｌ
、ア

ク
シ
ョ
ン
リ
サ
ー
チ
等
を
通
じ
て
、地
域
の
現

実
の
課
題
を
得
る
こ
と
が
で
き
、地
域
の
課
題

解
決
に
向
け
た
プ
ロ
セ
ス
や
解
決
策
と
い
っ
た

成
果
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
。教
員
が
そ
れ
ら

に
基
づ
い
た
教
育・研
究
を
行
い
、常
に
現
場
の

課
題・成
果
を
生
か
す
こ
と
で
、C
A
T
の
教

育・研
究
の
充
実
に
資
す
る
。

C
A
T
の
教
員
が
但
馬
地
域
内
の
す
べ
て
の
高

等
学
校
へ
出
向
き
、C
A
T
の
教
育
の
柱
の
一

つ
で
あ
る
演
劇
的
手
法
を
用
い
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
実
施
し
て
い

る
。こ
う
し
た
取
り
組
み
に
よ
り
、地
域
全
体
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
高
め
る
と
と
も

に
、現
場
で
の
実
践
を
C
A
T
の
教
育・研
究
に

還
元
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。

n
o
s
l
i
s
u
は「
川
崎
重
工
業
株
式
会
社
」

が
開
発
し
た
新
た
な
電
動
三
輪
モ
ビ
リ
テ
ィ

で
、移
動
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
社
会
課
題
を
解

決
す
る
た
め
、

移
動
デ
ー
タ
を

も
と
に
観
光
地

等
で
の
利
用
の

可
能
性
を
探
る

こ
と
と
し
て
い

る
。

値
、公
共
的
価
値
を
創
出
し
、地
域
活
性
化
に
貢

献
す
る
。

り
の
理
解
に
基
づ
く

地
域
活
性
化
に
取
り

組
む
能
力
な
ど
が
身

に
付
け
る
べ
き「
観

光
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
能

力
」と
し
て
あ
げ
ら

れ
て
い
る
。ま
た
、求

め
ら
れ
る「
芸
術
文

化
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
能

力
」と
し
て
、舞
台
芸

術
を
中
心
と
し
た
芸

術
文
化
、文
化
政
策
、

芸
術
文
化
を
取
り
巻

く
状
況
、文
化
施
設

の
運
営
に
関
す
る
知

識
を
観
光
に
生
か

し
、地
域
活
性
化
を

図
る
こ
と
を
謳
っ
て

い
る
。観
光
は
、往
々

に
し
て
既
存
の
資
源

（
文
化
財
、
自
然
な

ど
）を
観
光
資
源
と

し
て
活
用
す
る
営
み

で
あ
る
が
、資
源
そ

の
も
の
の
生
成
や
創

地
域
への
ミ
ッシ
ョン

「
芸
術
文
化
×
観
光
×
経
営
の

視
点
に
よ
り
、イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
で

地
域
課
題
を
解
決
し

地
域
の
活
性
化
に
貢
献
す
る
」

大
学
への
ミ
ッシ
ョン

「
地
域
で
の
実
践
か
ら
得
ら
れ
る

地
域
の
課
題・成
果
を
生
か
し

C
A
T
の
教
育・研
究
を
充
実
さ
せ
る
」

実
施
中
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

「
n
o
s
l
i
s
u（
ノ
ス
リ
ス
）

実
証
実
験
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

①
高
校

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

② 写
真
：noslis

引
き
渡
し
の
様

子

芸術文化観光専門職大学3
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　兵
庫
県
公
立
大
学
法
人 

芸
術
文
化
観
光
専

門
職
大
学（P

ro
fe

ssio
n
a
l C

o
lle

g
e
 o

f 

A
rts a

n
d
 T

o
u
rism

：
以
下
、C
A
T
）は
、

2
0
2
1
年
4
月
1
日
に
但
馬
地
域
豊
岡
市
に

開
学
し
た
新
設
大
学
で
あ
る
。C
A
T
は
但
馬

地
域
初
の
4
年
制
大
学
で
あ
り
、「
芸
術
文
化
」

と「
観
光
」の
2
分
野
を
学
べ
る
と
い
う
独
自
性

が
あ
る
。ま
た
、専
門
職
大
学
で
あ
り
、カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
に
も
様
々
な
特
色
が
あ
る
。

　C
A
T
は
開
学
し
て
ま
も
な
く
、日
々
走
り

な
が
ら
変
化
し
て
い
る
が
、こ
こ
で
は
、観
光
を

専
門
と
す
る
C
A
T
所
属
教
員
の
立
場
か
ら
見

た
今
の
C
A
T
像
に
つ
い
て
お
話
し
す
る
。

　

　但
馬
地
域
は
、城
崎
温
泉
、湯
村
温
泉
、神
鍋

高
原
、山
陰
海
岸
、蟹
な
ど
の
資
源
に
恵
ま
れ
た

観
光
地
で
あ
る
。訪
問
客
の
動
向
に
つ
い
て
は
、

平
成
30
年
度
の
但
馬
地
域
の
日
帰
り
・
宿
泊
別

入
込
客
数
は
9
8
8
8
千
人
と
報
告
さ
れ
て
お

り
、同
年
度
の
入
込
客
中
の
宿
泊
客
の
割
合
は

20
・
2
%
と
県
内
で
最
も
高
い
（
兵
庫
県
、

2
0
1
9
b
）。こ
の
こ
と
か
ら
、但
馬
地
域
で

は
特
に
宿
泊
観
光
が
非
常
に
盛
ん
で
あ
る
こ
と

が
う
か
が
え
る
。そ
の
一
方
で
、過
疎
化
が
進
ん

で
い
る
の
も
こ
の
地
域
の
現
状
で
、但
馬
地
域

の
人
口
減
少
率
は
平
成
22
年
か
ら
平
成
27
年

（
各
年
10
月
時
点
）の
5
年
間
で
△
5
・
7
％（
同

期
全
国
平
均
△
0
・
8
％
、兵
庫
県
内
平
均
△

0
・
95
％
）（
兵
庫
県
、2
0
1
9
a
）で
あ
る
。

　芸
術
文
化
の
面
で
は
、C
A
T
が
位
置
す
る

豊
岡
市
で
は
、世
界
か
ら
公
募
で
選
ば
れ
た
ア

に
立
ち
、彼
ら
と
対
話
す
る
能
力
は
重
要
だ
と

考
え
ら
れ
る
。

　芸
術
文
化
分
野
専
攻
の
学
生
の
教
育
に
お
い

て
は
、芸
術
文
化
を
創
造
す
る
力
、文
化
施
設
の

運
営
、芸
術
文
化
資
源
の
発
見
・
活
用
・
発
信
、芸

術
文
化
の
視
点
か
ら
の
地
域
社
会
の
課
題
解
決

能
力
な
ど
が「
芸
術
文
化
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
能
力
」

と
し
て
デ
ィ
プ
ロ
マ
ポ
リ
シ
ー
に
示
さ
れ
て
い

る
。ま
た
、地
域
の
課
題
解
決
に
向
け
て
観
光
分

野
に
蓄
積
さ
れ
て
い
る
知
見
を
活
用
す
る
こ
と

も
謳
わ
れ
て
お
り
、求
め
ら
れ
る「
観
光
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
能
力
」と
し
て
、「
観
光
地
域
づ
く
り
や

観
光
産
業
、お
よ
び
そ
れ
ら
を
取
り
巻
く
状
況

の
理
解
」と「
芸
術
文
化
活
動
を
社
会
に
広
く
発

信
す
る
た
め
の
基
礎
的
な
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
能

力
」が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。観
光
に
お
い
て
は
、

地
理
的
・
文
化
的
に
離
れ
た
場
所
か
ら
の
、往
々

に
し
て
そ
の
観
光
地
へ
の
訪
問
経
験
が
な
い
潜

在
的
訪
問
客
を
誘
致
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ

る
。芸
術
文
化
を
観
光
資
源
と
捉
え
た
場
合
も

そ
の
よ
う
な
、遠
隔
地
や
異
文
化
圏
か
ら
の
潜

在
的
鑑
賞
者
層
へ
の
発
信
が
必
要
に
な
る
と
考

え
ら
れ
る
。

　観
光
分
野
専
攻
の
学
生
の
教
育
に
お
い
て

は
、デ
ィ
プ
ロ
マ
ポ
リ
シ
ー
に
お
い
て
、マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
、経
営
学
の
基
礎
的
知
識
・
理
論
の
修

得
、観
光
事
業
の
特
性
の
理
解
、観
光
地
域
づ
く

造
に
つ
い
て
学
ぶ
機
会
が
あ
る
の
が
C
A
T
の

特
徴
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

３‐
３
．C
A
T
と
地
域
の
連
携

　C
A
T
で
は
、学
生
と
教
員
と
地
域
が
連
携

し
て
地
域
課
題
を
解
決
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

た「
地
域
リ
サ
ー
チ
＆
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン

タ
ー
」（R

e
s
e
a
rc

h
 &

 In
n

o
v
a
tio

n
 

C
en

ter

：
以
下
、R
I
C
）が
学
内
に
創
設
さ

れ
、芸
術
文
化
、観
光
両
分
野
に
関
す
る
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
が
動
き
始
め
て
い
る
。R
I
C
に
関
し

て
は
別
欄
で
詳
し
く
説
明
す
る
が
、R
I
C
が

携
わ
る
企
業
と
の
最
初
の
実
証
実
験
と
し
て
、

城
崎
温
泉
を
含
む
豊
岡
市
内
で
電
動
キ
ッ
ク
ボ

ー
ド
お
よ
び
電
動
ア
シ
ス
ト
自
転
車
を
用
い
た

モ
ビ
リ
テ
ィ
実
証
実
験
が
開
始
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
モ
ビ
リ
テ
ィ
実
証
実
験
は
、公
共
交
通
機

関
が
少
な
い
但
馬
地
域
に
お
い
て
、訪
問
客
の

回
遊
性
向
上
を
も
視
野
に
入
れ
た
取
り
組
み
と

し
て
新
聞
各
紙
で
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。

　筆
者
は
、C
A
T
赴
任
前
よ
り
、訪
問
客
と
観

光
地
環
境
の
関
係
に
つ
い
て
、訪
問
客
心
理
の

観
点
か
ら
研
究
を
し
て
い
る
。本
稿
執
筆
時
点

で
は
コ
ロ
ナ
禍
は
依
然
収
束
し
た
と
は
い
え

ず
、現
場
で
の
調
査
を
行
い
に
く
い
状
況
だ
が
、

城
崎
温
泉
、出
石
な
ど
、人
が
滞
在
・
居
住
す
る

町
並
み
を
形
成
し
て
い
る
観
光
地
に
お
い
て
、

観
光
地
に
お
け
る
人
の
存
在
、歴
史
的
建
築
物

の
商
業
化
な
ど
の
場
所
の
観
光
地
化
が
、訪
問

客
の
心
理
に
及
ぼ
す
影
響
に
関
心
を
持
っ
て
い

る
。コ
ロ
ナ
禍
を
経
て
、他
者
に
対
す
る
訪
問
客

／
観
光
者
の
意
識
が
変
化
す
る
可
能
性
が
考
え

ら
れ
る
た
め
、訪
問
地
で
の
訪
問
客
へ
の
他
者

の
影
響
や
両
者
の
関
係
を
検
証
す
る
こ
と
は
、

訪
問
客
が
満
足
し
つ
つ
、地
域
社
会
に
受
け
入

れ
ら
れ
る
観
光
を
考
え
る
た
め
に
重
要
だ
と
考

え
ら
れ
る
。

　芸
術
文
化
に
つ
い
て
は
、筆
者
に
と
っ
て
新

た
な
領
域
で
あ
り
、具
体
的
な
研
究
ビ
ジ
ョ
ン

は
ま
だ
ま
だ
こ
れ
か
ら
な
の
が
正
直
な
と
こ
ろ

で
あ
る
。た
だ
、ま
だ
漠
然
と
し
て
い
る
が
、芸

術
文
化
を
対
象
と
す
る
観
光
に
お
け
る
訪
問
客

の
変
化
の
可
能
性
に
対
し
て
関
心
を
持
っ
て
い

る
。佐
々
木（
2
0
0
0
）は
、観
光
に
は
リ
ラ
ッ

ク
ス
な
ど
日
常
生
活
で
不
足
す
る
経
験
を
実
現

さ
せ
る「
補
完
」、環
境
を
変
え
る
こ
と
で
普
段

で
き
な
い
社
会
関
係
や
活
動
を
経
験
す
る「
転

換
」、社
会
や
環
境
に
つ
い
て
の
見
方
や
自
分
自

身
に
対
す
る
態
度
が
改
め
ら
れ
る「
改
観
」、新

し
い
人
生
観
や
世
界
観
が
生
ま
れ
る「
創
観
」の

5
つ
の
機
能
が
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。一
方
、

C
A
T
の
学
長
の
平
田
オ
リ
ザ
氏
は
、C
A
T

開
学
に
あ
た
っ
て
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
芸
術
は

「
人
の
内
面
を
表
出
さ
せ
」「
見
慣
れ
た
風
景
を

刷
新
さ
せ
る
」も
の
だ
と
述
べ
て
い
る
。今
後
、

理
論
的
な
枠
組
み
の
中
で
実
証
す
る
必
要
が
あ

り
、拙
速
に
結
論
付
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、

芸
術
文
化
を
対
象
と
す
る
観
光
と
、訪
問
客
の

「
改
観
」、「
創
観
」は
、何
か
し
ら
の
形
で
関
係
す

る
可
能
性
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い

る
。　筆

者
の
C
A
T
で
の
研
究
教
育
活
動
は
始
ま

っ
た
ば
か
り
で
あ
る
が
、芸
術
文
化
、観
光
両
分

野
の
知
見
を
吸
収
し
な
が
ら
、C
A
T
が
目
指

す
新
た
な
価
値
の
創
造
と
地
域
貢
献
の
一
助
と

な
る
よ
う
、研
究
教
育
を
続
け
た
い
と
考
え
て

い
る
。

３‐
１
．カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

　C
A
T
は
芸
術
文
化
・
観
光
学
部
、芸
術
文

化
・
観
光
学
科
を
も
つ
県
立
専
門
職
大
学
で
あ

り
、「
地
域
活
性
化
に
お
け
る
芸
術
文
化
と
観
光

の
果
た
す
役
割
を
理
解
し
、両
分
野
の
視
点
を

活
か
し
、芸
術
文
化
と
観
光
に
関
す
る
事
業
活

動
を
推
進
す
る
こ
と
で
地
域
の
新
た
な
活
力
を

創
出
す
る
専
門
職
人
を
養
成
す
る
」こ
と
を
学

部
の
目
的
と
し
て
い
る
。教
員
陣
は「
芸
術
文

化
」「
観
光
」「
経
営
」「
情
報
」「
語
学
」の
分
野
の

学
術
お
よ
び
実
務
家
教
員
で
構
成
さ
れ
る
。

　C
A
T
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
で
は
学
年
を
4
期

に
区
分
す
る
ク
ォ
ー
タ
ー
制
を
採
用
し
て
い

る
。学
生
は
2
年
次
か
ら
芸
術
文
化
分
野
ま
た

は
観
光
分
野
の
い
ず
れ
か
を
主
、も
う
一
方
を

副
と
す
る
専
攻
に
属
す
が
、両
専
攻
共
通
の
必

須
科
目
に
は
両
分
野
の
科
目
が
含
ま
れ
る
ほ

か
、専
攻
に
分
か
れ
た
後
も
、副
と
な
る
分
野
の

科
目
を
相
当
数
履
修
す
る
仕
組
み
に
な
っ
て
い

る
。　ま

た
、現
場
で
の
実
践
的
な
修
学
の
機
会
を

提
供
す
る
為
、卒
業
要
件
単
位
の
約
1
/
3
を

実
習
に
よ
り
取
得
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

実
習
に
は
、ア
ー
ト
セ
ン
タ
ー
な
ど
で
の
芸
術

文
化
分
野
の
実
習
、旅
行
会
社
、宿
泊
業
、運
輸

業
、レ
ジ
ャ
ー
施
設
な
ど
で
の
観
光
分
野
の
実

習
が
含
ま
れ
る
。例
え
ば
、先
述
の
豊
岡
演
劇
祭

で
の
実
習
は
、両
分
野
の
専
攻
共
通
の
必
修
と

な
っ
て
い
る
。

　C
A
T
で
は
、執
筆
時
現
在
、初
代
1
年
生
80

名
余
り
が
第
1
ク
ォ
ー
タ
ー
で
学
ん
で
お
り
、

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
一
般
、芸
術
文
化
と
そ
の
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
、観
光
事
業
お
よ
び
観
光
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
の
基
礎
を
学
ぶ
科
目
、外
国
語
、情
報
処

理
、演
劇
や
ダ
ン
ス
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
と
理

論
を
通
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の
滋

養
の
た
め
の
演
習
を
必
修
科
目
と
し
て
学
び
、

加
え
て
、各
自
の
興
味
に
応
じ
た
選
択
科
目
を

学
ん
で
い
る
。各
科
目
で
は
、反
転
授
業
、ワ
ー

ク
な
ど
の
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
が
実
施
さ

れ
て
い
る
。

　C
A
T
の
キ
ャ
ン
パ
ス
に
は
研
究
室
、講
義

室
、図
書
館
、事
務
室
の
あ
る
教
育
研
究
棟
が
あ

る
。ま
た
、教
育
研
究
棟
と
渡
り
廊
下
で
つ
な
が

っ
た
実
習
棟
に
は
、2
2
0
席
の
客
室
や
舞
台

設
備
を
有
す
る
劇
場
お
よ
び
ス
タ
ジ
オ
が
あ

り
、学
生
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
の
滋
養

の
た
め
の
演
習
な
ど
が
行
わ
れ
て
い
る
。ま
た
、

1
年
次
は
原
則
全
寮
制
と
な
っ
て
お
り
、1
年

生
は
教
育
研
究
棟
と
実
習
棟
か
ら
道
一
本
を
は

さ
ん
だ
至
近
距
離
に
あ
る
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
方
式

の
個
室
寮
で
生
活
し
て
い
る
。

３‐
２
．目
指
す
教
育

　C
A
T
で
は
学
生
が
身
に
つ
け
る
基
礎
能
力

と
し
て
、基
礎
的
な
知
識
・
技
能
と
対
話
的
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
挙
げ
て
お
り
、実
習

や
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
を
積
極
的
に
取
り

入
れ
て
い
る
。ま
た
、こ
う
し
た
基
礎
能
力
を
持

っ
て
、「
多
様
な
ス
テ
イ
ク
ホ
ル
ダ
ー
の
考
え
方

や
立
場
を
理
解
し
た
上
、対
話
を
通
じ
て
合
意

形
成
に
導
く
技
能
」を
身
に
つ
け
る
こ
と
を
デ

ィ
プ
ロ
マ
ポ
リ
シ
ー
と
し
て
謳
っ
て
い
る
。観

光
は
、普
段
は
別
々
に
生
き
る
人
と
場
所
の
一

時
的
な
相
互
関
係
で
あ
り
、訪
問
客
、観
光
事
業

者
や
そ
の
他
の
住
民
を
含
む
様
々
な
ス
テ
イ
ク

ホ
ル
ダ
ー
が
様
々
な
目
的
を
も
っ
て
関
わ
っ
て

い
る
。従
っ
て
、自
分
と
は
異
な
る
人
々
の
立
場

4
筆
者
の
今
後
の
展
望
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C
A
T
が
研
究
シ
ー
ズ
と
し
て
持
つ
、芸
術
文

化
、観
光
及
び
経
営
分
野
の
視
点
か
ら
新
た
な

価
値
創
造
の
も
と
、イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
で
地
域

課
題
の
解
決
に
資
す
る
。R
I
C
が
地
域
課
題

の
解
決
に
向
け
て
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
や
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
す
る
こ
と
で
、学
問
分
野
の
枠
を
超
え
、

多
様
な
分
野
に
対
し
て
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
相
乗
効

果
を
及
ぼ
し
、新
た
な
経
済
的
価
値
、社
会
的
価

地
域
リ
サ
ー
チ
＆

イ
ノ
ベー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

（
R
I
C
：
リ
ッ
ク
）に
つ
い
て

ー
テ
ィ
ス
ト
が
滞
在
し
創
作
活
動
を
行
う「
城

崎
国
際
ア
ー
ト
セ
ン
タ
ー
」を
有
し
、2
0
2
0

年
よ
り
日
本
初
の
フ
リ
ン
ジ
型（
自
主
参
加
型
）

の
国
際
的
な
演
劇
祭
で
あ
る「
豊
岡
演
劇
祭
」が

開
催
さ
れ
て
い
る
。ま
た
、市
内
の
全
て
の
小
中

学
校
で
、演
劇
的
手
法
を
取
り
入
れ
た
ア
ク
テ

ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
を
用
い
た
授
業
が
行
わ
れ
て

お
り
、演
劇
を
活
用
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
教
育
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

　こ
こ
で
は
、C
A
T
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
特

徴
、目
指
さ
れ
る
育
成
人
材
像
と
地
域
貢
献
に

つ
い
て
述
べ
る
。目
指
さ
れ
る
育
成
人
材
像
と

地
域
貢
献
に
関
し
て
は
、筆
者
の
専
門
故
、観
光

の
観
点
か
ら
の
話
が
中
心
に
な
る
こ
と
を
ご
承

知
お
き
頂
き
た
い
。

上：劇場、下：スタジオ

講義の様子

　
芸
術
文
化
観
光
専
門
職
大
学
で
は
、地
域
と

大
学
を
結
び
つ
け
る
拠
点
と
し
て「
地
域
リ
サ

ー
チ
＆
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー（
以
下
、

R
I
C
）」を
開
学
と
同
時
に
設
置
し
た
。地
域

と
大
学
が
点
と
点
で
結
ば
れ
る
の
で
は
な
く
、

地
域
と
地
続
き
の
関
係
性
を
つ
く
る
上
で
、

C
A
T
の
心
臓
部
と
な
る
組
織
で
あ
り
、設
置

検
討
の
段
階
か
ら
地
域
内
の
地
方
自
治
体
も
議

論
に
参
加
し
、開
設
後
も
自
治
体
と
密
に
連
絡

を
取
り
、運
営
を
行
っ
て
い
る
。

　
R
I
C
は
、C
A
T
が
持
つ
教
育・研
究
の
知

識
や
成
果
を
社
会
へ
実
装
し
、地
域
活
性
化
に

貢
献
す
る
た
め
に
、地
域
ニ
ー
ズ
と
研
究
シ
ー

ズ
を
マ
ッ
チ
ン
グ
す
る
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
の
役

割
と
、マ
ッ
チ
ン
グ
に
よ
り
成
立
し
た
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
役
割
を
担
っ
て
い

る
。

　
地
域
の
現
実
を
取
り
込
み
、地
域
課
題
の
解

決
を
通
じ
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
促
進
す
る
こ
と

で「
地
域
創
生
」と「
教
育・研
究
」の
両
方
の
発

展
に
貢
献
す
る
こ
と
を
め
ざ
し
、R
I
C
で
は

「
地
域
」、「
大
学
」へ
向
け
た
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
掲

げ
て
い
る
。

R
I
C
は
、地
域
ニ
ー
ズ
の
調
査
や
Ｐ
Ｂ
Ｌ
、ア

ク
シ
ョ
ン
リ
サ
ー
チ
等
を
通
じ
て
、地
域
の
現

実
の
課
題
を
得
る
こ
と
が
で
き
、地
域
の
課
題

解
決
に
向
け
た
プ
ロ
セ
ス
や
解
決
策
と
い
っ
た

成
果
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
。教
員
が
そ
れ
ら

に
基
づ
い
た
教
育・研
究
を
行
い
、常
に
現
場
の

課
題・成
果
を
生
か
す
こ
と
で
、C
A
T
の
教

育・研
究
の
充
実
に
資
す
る
。

C
A
T
の
教
員
が
但
馬
地
域
内
の
す
べ
て
の
高

等
学
校
へ
出
向
き
、C
A
T
の
教
育
の
柱
の
一

つ
で
あ
る
演
劇
的
手
法
を
用
い
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
実
施
し
て
い

る
。こ
う
し
た
取
り
組
み
に
よ
り
、地
域
全
体
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
高
め
る
と
と
も

に
、現
場
で
の
実
践
を
C
A
T
の
教
育・研
究
に

還
元
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。

n
o
s
l
i
s
u
は「
川
崎
重
工
業
株
式
会
社
」

が
開
発
し
た
新
た
な
電
動
三
輪
モ
ビ
リ
テ
ィ

で
、移
動
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
社
会
課
題
を
解

決
す
る
た
め
、

移
動
デ
ー
タ
を

も
と
に
観
光
地

等
で
の
利
用
の

可
能
性
を
探
る

こ
と
と
し
て
い

る
。

値
、公
共
的
価
値
を
創
出
し
、地
域
活
性
化
に
貢

献
す
る
。

り
の
理
解
に
基
づ
く

地
域
活
性
化
に
取
り

組
む
能
力
な
ど
が
身

に
付
け
る
べ
き「
観

光
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
能

力
」と
し
て
あ
げ
ら

れ
て
い
る
。ま
た
、求

め
ら
れ
る「
芸
術
文

化
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
能

力
」と
し
て
、舞
台
芸

術
を
中
心
と
し
た
芸

術
文
化
、文
化
政
策
、

芸
術
文
化
を
取
り
巻

く
状
況
、文
化
施
設

の
運
営
に
関
す
る
知

識
を
観
光
に
生
か

し
、地
域
活
性
化
を

図
る
こ
と
を
謳
っ
て

い
る
。観
光
は
、往
々

に
し
て
既
存
の
資
源

（
文
化
財
、
自
然
な

ど
）を
観
光
資
源
と

し
て
活
用
す
る
営
み

で
あ
る
が
、資
源
そ

の
も
の
の
生
成
や
創

地
域
への
ミ
ッシ
ョン

「
芸
術
文
化
×
観
光
×
経
営
の

視
点
に
よ
り
、イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
で

地
域
課
題
を
解
決
し

地
域
の
活
性
化
に
貢
献
す
る
」

大
学
への
ミ
ッシ
ョン

「
地
域
で
の
実
践
か
ら
得
ら
れ
る

地
域
の
課
題・成
果
を
生
か
し

C
A
T
の
教
育・研
究
を
充
実
さ
せ
る
」

実
施
中
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

「
n
o
s
l
i
s
u（
ノ
ス
リ
ス
）

実
証
実
験
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

①
高
校

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

② 写
真
：noslis

引
き
渡
し
の
様

子
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は
じ
め
に

　
近
年
多
く
の
大
学
で
、地
域
連
携
に
よ
る
教

育
・
研
究
活
動
が
推
進
さ
れ
て
い
る
。2
0
0
6

年
に
教
育
基
本
法
が
改
正
さ
れ
、大
学
の
使
命

と
し
て
社
会
貢
献
が
位
置
付
け
ら
れ
た
。文
科

省
は
大
学
改
革
の
一
環
と
し
て「
G
P
事
業
」、

そ
の
後
継
と
し
て
の「
地（
知
）の
拠
点
整
備
事

業（
C
O
C
事
業
）」、「
地（
知
）の
拠
点
大
学
に

よ
る
地
方
創
生
推
進
事
業（
C
O
C
＋
事
業
）」

を
推
進
す
る
な
ど
、大
学
の
社
会
貢
献
は
ま
す

ま
す
重
視
し
て
い
る
。

　
本
学
も
大
学
憲
章
で「『
地
域
の
ニ
ー
ズ
に
応

え
、地
域
と
協
働
し
、地
域
に
信
頼
さ
れ
る
大

学
』を
実
現
す
る
」と
謳
っ
て
い
る
と
お
り
、地

域
連
携
を
積
極
的
に
展
開
し
て
い
る
。筆
者
は

上
記
文
科
省
事
業
の
う
ち
、本
学「
C
O
C
事

業
」の
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開
発
・
実
施
に
か
か

わ
る
一
方
、教
員
と
し
て
も
学
生
と
と
も
に
取

り
組
ん
で
き
た
。そ
の
過
程
で
は
も
ち
ろ
ん
多

数
の
成
果
を
上
げ
た
が
、他
方
で
課
題
も
多
く

直
面
し
て
き
た
。本
小
論
で
は
、そ
う
し
た
筆
者

の
実
体
験
と
し
て
の
側
面
か
ら
、大
学
の
地
域

連
携
に
お
け
る
課
題
を
指
摘
し
た
い
。

地
域
づ
く
り
で

期
待
さ
れ
る
大
学
の
役
割

　
大
学
の
地
域
連
携
に
つ
い
て
地
域
づ
く
り
の

側
面
か
ら
と
ら
え
て
み
よ
う
。周
知
の
よ
う
に

2
0
0
8
年
に
閣
議
決
定
さ
れ
た
国
土
形
成
計

画
で
は「
新
た
な
公
」が
掲
げ
ら
れ
た
。従
来
、

「
官
か
民
か
」と
い
っ
た
二
元
論
で
各
種
政
策
が

構
築
さ
れ
て
き
た
が
、共
助
社
会
を
実
現
す
る

と
い
う
理
念
の
も
と
で
新
し
い
ア
ク
タ
ー
が
こ

こ
に
登
場
し
た
。高
等
教
育
機
関（
以
下
、さ
し

あ
た
り「
大
学
」と
い
う
）は
地
域
社
会
の
ス
テ

ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
の
一
角
を
な
す
も
の
と
し
て
、

地
域
づ
く
り
に
お
い
て
中
心
的
な
役
割
を
担
う

イ
ス
タ
ー
」認
定
制
度
を
創
設
・
実
施
し
て
き

た
。地
域
の
諸
課
題
に
対
し
て
向
き
合
い
、課
題

解
決
に
向
け
た
行
動
力
の
あ
る
人
材
を
養
成
す

る
も
の
で
、条
件
を
満
た
し
た
学
生
を「
し
ま
ね

地
域
マ
イ
ス
タ
ー
」と
認
定
す
る
仕
組
み
で
あ

る（
図
１
）。

　
1
年
生
の
段
階
で
こ
の
認
定
制
度
を
活
用
し

て
履
修
を
す
る
か
ど
う
か
を
決
め（
エ
ン
ト
リ

ー
）、プ
ロ
グ
ラ
ム
が
ス
タ
ー
ト
す
る
。学
習
上

欠
か
せ
な
い
科
目
を
指
定
し
、学
問
的
な
知
識

を
深
め
る
と
と
も
に
分
析
ス
キ
ル
を
向
上
さ
せ

る
。2
年
生
以
上
の
学
年
で
、P
B
L
型
の
研
究

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
学
生
の
関
心
に
応
じ
て
設
定

す
る
。そ
し
て
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
成
果
を
年
度

末
に
開
催
さ
れ
る「
K
E
N
D
A
I
縁
結
び
フ

ォ
ー
ラ
ム
」で
報
告
す
る
と
い
う
流
れ
で
あ
る
。

　
な
お
、「K

E
N

D
A

I

縁
結
び
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

は
、本
節
冒
頭
で
述
べ
た「
縁
結
び
プ
ラ
ッ
ト
フ

ォ
ー
ム
」の
機
能
を
具
体
化
す
る
一
大
イ
ベ
ン

ト
で
あ
る
。こ
こ
で
は
、大
学
関
係
者
の
成
果
報

告
だ
け
で
な
く
、翌
年
度
の
地
域
連
携
の
マ
ッ

チ
ン
グ
の
場
と
し
て
も
活
用
で
き
る
よ
う
、地

元
側
か
ら
の
発
表
も
歓
迎
し
て
い
る
。ま
た
、活

発
に
意
見
交
換
で
き
る
よ
う
、学
食
を
活
用
し

て
コ
ー
ヒ
ー
を
飲
み
な
が
ら
気
軽
に
意
見
交
換

で
き
る
ポ
ス
タ
ー
・
セ
ッ
シ
ョ
ン
も
設
け
て
い

る（
写
真
１
）。学
会
の
よ
う
な
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
・
ス
タ
イ
ル
は
緊
張
感
も
あ
り
、そ
れ
は

そ
れ
で
良
い
面
も
あ
る
が
、実
質
的
な
連
携
・
交

流
の
促
進
を
考
え
る
と
、気
軽
な
ス
タ
イ
ル
の

ほ
う
が
効
果
的
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。コ

ロ
ナ
禍
の
影
響
で
2
0
2
0
年
度
は
オ
ン
ラ
イ

ン
開
催
と
し
た
た
め
、大
規
模
な
交
流
は
で
き

な
か
っ
た
が
、技
術
的
な
面
さ
え
ク
リ
ア
で
き

市
内
の
す
べ
て
の
路
線
・
全
便
に
学
生
が
調
査

員
と
し
て
乗
り
込
ん
で
バ
ス
停
ご
と
の
乗
降
人

数
や
乗
客
の
意
見
、さ
ら
に
交
通
量
も
調
べ
た

上
で
バ
ス
路
線
の
経
路
変
更
を
提
案
し
、実
際

に
経
路
変
更
に
至
っ
た
。一
年
限
り
の
場
当
た

り
的
な
調
査
で
は
な
く
、そ
の
後
も
市
役
所
や

バ
ス
会
社
と
共
同
で
、バ
ス
の「
乗
り
方
教
室
」

も
開
催
し
た
り
、継
続
的
に
政
策
立
案
に
コ
ミ

ッ
ト
し
て
い
る（
写
真
2
）。 

　
益
田
市
役
所
と
は
、お
も
に
地
元
に
あ
る
萩
・

石
見
空
港
の
利
活
用
を
め
ぐ
っ
て
調
査
に
取
り

組
ん
で
き
た
。航
空
の
利
用
者
は
ビ
ジ
ネ
ス
・
観

光
と
い
う
ま
っ
た
く
異
な
る
ニ
ー
ズ
を
抱
え
た

旅
客
が
同
じ
路
線
の
飛
行
機
を
利
用
す
る
。し

か
も
、イ
ン
・
ア
ウ
ト
の
違
い
も
あ
る
。そ
れ
だ

け
複
雑
な
ニ
ー
ズ
を
掴
む
必
要
が
あ
る
が
、そ

の
た
め
の
基
礎
調
査
を
行
な
っ
て
い
る
。首
都

圏
在
住
者
を
対
象
に
し
た
ウ
ェ
ブ
ア
ン
ケ
ー
ト

に
基
づ
い
て
ニ
ー
ズ
を
分
析
し
、観
光
プ
ラ
ン

の
提
案
も
行
な
っ
た
。残
念
な
が
ら
、即
採
用
・

商
品
化
と
い
う
わ
け
に
は
い
か
な
か
っ
た
が
、

我
々
の
活
動
に
関
心
を
寄
せ
て
く
れ
る
関
係
者

も
お
り
、の
ち
に
株
式
会
社
読
売
旅
行
の
強
力

な
力
添
え
に
よ
り
商
品
化
が
実
現
し
た
。エ
ア

ラ
イ
ン
や
地
元
関
係
者
も
共
催
者
と
し
て
か
か

わ
っ
て
い
た
だ
き
、「
学
生
が
盛
り
上
げ
る
！
観

光
プ
ラ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
」を
実
施
し
、そ
こ
で
優

秀
賞
に
選
ば
れ
た
プ
ラ
ン
を
実
際
に
商
品
化
・

販
売
し
た
の
で
あ
る（
図
2
）。そ
れ
以
外
に
も
、

空
港
の
取
り
組
み
を
学
生
が
取
材
し
、Yo

u

T
u
be

動
画
を
作
成
す
る
よ
う
な
取
り
組
み
も

行
な
っ
た（
写
真
3
）。

　
も
ち
ろ
ん
、こ
れ
ら
は
筆
者
が
東
奔
西
走
し

て
機
会
を
見
つ
け
た
と
い
う
よ
り
も
、県
立
大

学
と
い
う
こ
と
で
一
定
の
信
頼
を
い
た
だ
き
、

引
き
立
て
て
い
た
だ
け
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

島
根
県
立
大
学
総
合
政
策
学
部 

准

教
授
。1
9
7
7
年
京
都
市
生
ま

れ
。2
0
0
0
年
関
西
学
院
大
学

経
済
学
部
卒
業
、2
0
0
5
年
関

西
学
院
大
学
大
学
院
経
済
学
研
究

科
博
士
課
程
後
期
課
程
単
位
取
得

満
期
退
学
。財
団
法
人
運
輸
調
査
局（
現・一
般
財
団
法
人

交
通
経
済
研
究
所
）を
経
て
現
職
。著
書
に『
交
通
イ
ン
フ

ラ
の
運
営
と
地
域
政
策
』成
山
堂
書
店（
2
0
2
0
年
、単

著
）、『
航
空・空
港
政
策
の
展
望
―
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
を
見

据
え
て
』中
央
経
済
社
　2
0
2
1
年（
共
編
著
）な
ど
が

あ
る
。

西
藤
真
一（
さ
い
と
う
・
し
ん
い
ち
）

地
域
に
貢
献
す
る
島
根
県
立
大
学

― 
連
携
の
実
例
と
見
え
て
き
た
課
題 

―

図 1「しまね地域マイスター」認定制度の位置づけ

出典：島根県立大学「しまね地域マイスター」認定制度紹介リーフレット

大
学
と
し
て
の
地
域
貢
献
の
姿
勢
が
な
け
れ

ば
、地
方
の
小
規
模
な
大
学
で
こ
れ
ほ
ど
の
機

会
は
得
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
。大
学
組
織
と
し
て

の
対
応
と
、教
員
の
取
り
組
み
は
い
わ
ば
車
の

両
輪
の
よ
う
な
関
係
で
、ど
ち
ら
か
に
任
せ
て

お
け
ば
よ
い
と
い
う
も
の
で
は
な
い
。

　
学
生
ら
は
こ
の
よ
う
な
活
動
を
通
し
て
、自

分
た
ち
の
取
り
組
ん
だ
成
果
が
実
際
に
地
元
の

町
の
政
策
立
案
に
反
映
さ
れ
て
い
る
事
実
や
、

形
と
な
っ
て
残
る
実
績
に
自
信
を
深
め
て
い
る

よ
う
に
見
受
け
ら
れ
、こ
れ
は
教
員
と
し
て
頼

も
し
い
。も
ち
ろ
ん
、そ
こ
に
至
る
ま
で
に
学
生

の
苦
労
も
多
い
。プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
実
施
に
想

定
外
の
こ
と
は
つ
き
も
の
で
、そ
の
た
び
に
学

生
は
意
気
消
沈
し
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。た
だ
、

そ
の
苦
労
も
含
め
、も
の
ご
と
を
計
画
・
実
行

し
、成
果
を
出
す
と
い
う
の
は
社
会
人
に
な
っ

て
も
必
要
な
ス
キ
ル
で
あ
り
、多
少
な
り
と
も

そ
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
は
な
っ
て
い
る
だ
ろ

う
。地
域
に
と
っ
て
も
、学
生
が
参
画
す
る
こ
と

に
対
し
て
非
常
に
好
意
的
に
受
け
止
め
て
も
ら

っ
て
い
る
。リ
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
の
部
分
も
多
い

だ
ろ
う
が
、大
学
と
い
う
中
立
的
な
立
場
、か
つ

学
生
と
い
う
若
さ
か
ら
多
少
現
実
離
れ
し
た
提

言
・
指
摘
で
も
、し
が
ら
み
の
多
い
大
人
と
は
違

う
若
い
人
の
本
音
を
代
弁
し
て
い
る
か
ら
な
の

か
も
し
れ
な
い
。

今
後
の
課
題

　
こ
の
よ
う
に
、地
域
連
携
は
比
較
的
、成
果
を

上
げ
て
い
る
が
、目
下
、課
題
も
あ
る
。第
1
に
、地

域
連
携
の
質
的
な
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
で
あ
る
。中

塚
・
小
田
切（
2
0
1
6
）は
大
学
と
地
域
で
は
、本

来
的
に
ミ
ス
マ
ッ
チ
が
生
じ
や
す
い
と
指
摘
し

て
い
る
。そ
れ
は
、大
学
の
教
育
・
研
究
と
い
う
目

的
と
、地
域
側
が
追
求
す
る
経
済
・
社
会
的
な
活

性
化
と
い
う
目
的
は
必
ず
し
も
一
致
し
て
い
な

い
か
ら
で
あ
る
。あ
る
意
味
で
同
床
異
夢
に
あ
る

両
者
を
結
び
付
け
、効
果
を
も
た
ら
す
た
め
の
動

機
付
け
、及
び
そ
の
源
泉
と
な
る
適
切
な
評
価
方

法
が
必
要
で
あ
る
。現
在
、地
域
連
携
の
評
価
は

「
地
元
就
職
率
」や「
連
携
の
数
」で
あ
る
こ
と
が

多
い
点
は
課
題
で
あ
る
。な
ぜ
な
ら
、そ
こ
に
質

的
な
評
価
の
目
線
が
入
っ
て
い
な
い
か
ら
で
あ

る
。何
の
た
め
の
連
携
か
と
い
う
基
本
的
な
視
点

は
忘
れ
て
し
ま
う
と
、形
式
に
目
を
奪
わ
れ
本
質

を
見
誤
る
。そ
の
意
味
で
、今
後
は
教
育
・
研
究
の

質
や
地
域
の
主
体
性
向
上
に
働
き
か
け
る
エ
ン

パ
ワ
ー
メ
ン
ト
を
ど
う
い
う
形
で
計
測
す
べ
き

か
議
論
を
進
め
て
よ
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
第
2
は
、学
生
の
主
体
性
を
い
か
に
引
き
出

す
か
で
あ
る
。フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
は
想
定
通

り
に
は
い
か
な
い
ば
か
り
か
、本
来
は
座
学
以

上
に
負
担
の
か
か
る
学
び
で
あ
る
。こ
の
負
担

は
学
生
だ
け
で
は
な
く
、教
員
や
地
域
の
ス
テ

ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
に
と
っ
て
も
同
じ
で
あ
る
。何

を
ど
の
よ
う
に
進
め
る
か
と
い
う
詳
細
を
事
前

に
す
り
合
わ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
で
あ

る
。さ
ら
に
学
生
に
と
っ
て
、P
B
L
型
の
学
び

は
座
学
で
の
学
び
と
同
時
並
行
と
な
る
が
ゆ
え

に
、本
来
は
相
当
な
負
担
を
強
い
る
も
の
で
あ

る
。し
か
し
、往
々
に
し
て
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

を
遠
足
と
勘
違
い
し
て
い
る
学
生
も
い
る（
遠

足
も
教
育
目
的
を
持
っ
て
い
る
！
）。P
B
L
型

の
学
び
は
重
視
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る

が
、す
べ
て
お
膳
立
て
さ
れ
た
う
え
で
の「
体

験
」で
は
な
く
、学
生
が
主
体
的
に
考
え
る
よ
う

な
機
会
や
仕
掛
け
に
つ
い
て
、よ
り
深
く
考
え

る
必
要
が
あ
る
。

　
第
3
に
、何
と
い
っ
て
も
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
対

面
の
難
し
さ
を
ど
う
克
服
す
る
か
で
あ
る
。オ

ン
ラ
イ
ン
で
は
相
当
的
確
な
言
葉
で
意
思
疎
通

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。こ
れ
は
、上
で
指
摘
し

た
主
体
性
や
考
え
る
機
会
を
与
え
る
と
い
う
こ

と
か
ら
す
れ
ば
、筆
者
の
場
合
は
真
逆
に
な
っ

て
し
ま
っ
た
と
こ
ろ
が
あ
る
。た
だ
、オ
ン
ラ
イ

ン
で
の
対
応
が
社
会
的
に
も
急
速
に
浸
透
し
た

こ
と
か
ら
、か
え
っ
て
大
学
外
関
係
者
と
の
接

触
は
し
や
す
く
な
っ
た
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
も
見

逃
せ
な
い
。大
規
模
か
つ
親
密
な
交
流
は
難
し

く
と
も
、気
軽
に
何
度
も
交
流
で
き
る
と
い
う

メ
リ
ッ
ト
は
評
価
し
て
も
よ
さ
そ
う
で
あ
る
。

　
地
域
連
携
は
負
担
も
大
き
い
。し
か
し
、学
生

に
成
長
の
機
会
を
与
え
る
こ
と
、研
究
面
で
も

教
員
が
新
た
な
フ
ィ
ー
ル
ド
を
見
出
し
そ
の
成

果
を
出
す
こ
と
、そ
れ
が
地
域
に
対
す
る
エ
ン

パ
ワ
ー
メ
ン
ト
に
も
つ
な
が
る
の
で
あ
れ
ば
、

連
携
の
価
値
は
大
き
い
。教
育
・
研
究
・
地
域
が

「
三
方
よ
し
」と
な
る
よ
う
、そ
の
仕
組
み
の
ブ

ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
を
続
け
る
必
要
が
あ
る
。

ル
で
の
地
域
連
携
は
機
動
的
で
あ
る
反
面
、組

織
と
し
て
の
蓄
積
は
難
し
く
、調
整
に
手
間
が

か
か
る
）。第
3
に
、教
員
や
地
域
双
方
に
連
携

す
る
動
機
付
け（
単
に
資
金
的
な
こ
と
だ
け
で

な
く
、互
い
に
ニ
ー
ズ
や
シ
ー
ズ
を
把
握
で
き

て
い
な
い
た
め
、互
い
の
資
源
が
有
効
活
用
さ

れ
な
い
と
い
う
問
題 

）な
ど
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
一
般
的
な
課
題
は
、本
学
の
場

合
も
例
外
な
く
直
面
し
、試
行
錯
誤
を
重
ね
て

き
た
。筆
者
は
本
学
に
赴
任
し
て
か
ら
10
年
間
、

学
内
に
地
域
連
携
の
窓
口
と
な
る「
地
域
連
携

推
進
セ
ン
タ
ー
」の
委
員
お
よ
び
副
セ
ン
タ
ー

長
を
務
め
て
き
た
。以
下
で
は
、本
学
に
お
け
る

地
域
連
携
の
若
干
の
工
夫
と
筆
者
の
認
識
し
て

い
る
課
題
に
つ
い
て
紹
介
し
た
い
。

本
学
に
お
け
る

地
域
連
携
の
特
徴

　
ま
ず
、そ
の
仕
組
み
で
あ
る
。現
在
の
本
学
に

お
け
る
地
域
連
携
は
、2
0
1
3
年
度
か
ら
5

年
間
に
わ
た
っ
て
実
施
さ
れ
た
文
科
省「
地

（
知
）の
拠
点
整
備
事
業（
以
下
、「
C
O
C
事

業
」）が
ベ
ー
ス
に
な
っ
て
い
る
。C
O
C
事
業

で
、本
学
は「
縁
結
び
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
」と

い
う
仕
組
み
を
用
意
し
、地
域
課
題
の
解
決
に

向
け
た
連
携
活
動
を
支
援
す
る
仕
組
み
を
設
置

し
た
。地
域
か
ら
の
ニ
ー
ズ
と
本
学
の
専
門
性

（
シ
ー
ズ
）を
マ
ッ
チ
ン
グ
す
る
こ
と
、地
域
の

人
々
に
学
び
の
場
を
提
供
す
る
こ
と
、さ
ら
に

研
究
成
果
を
地
域
に
還
元
す
る
こ
と
を
一
元
的

に
集
約
す
る
仕
組
み
で
あ
る
。

　
次
に
活
動
の
原
資
に
つ
い
て
。当
初
は
文
科

省
の
C
O
C
事
業
予
算
を
充
当
し
た
。C
O
C

事
業
終
了
後
は
大
学
の
独
自
予
算
を
充
当
し

（「
地
域
貢
献
推
進
奨
励
金
」な
ど
）、引
き
続
き

大
学
と
し
て
活
動
を
支
援
し
て
い
る
。実
は
こ

れ
以
外
に
も
大
学
外
の
資
金
を
原
資
と
す
る
連

携
事
業
が
継
続
的
に
実
施
さ
れ
て
い
る
。上
述

の
よ
う
に
、一
般
的
に
よ
く
指
摘
さ
れ
る
活
動

資
金
の
問
題
や
連
携
調
整
の
問
題
は
、本
学
に

限
っ
て
は
比
較
的
恵
ま
れ
て
い
る
の
か
も
し
れ

島
根
県
立
大
学

と
見
做
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　「
新
た
な
公
」は
、公
共
交
通
や
ま
ち
づ
く
り

の
分
野
で
は
頻
繁
に
出
て
く
る
キ
ー
ワ
ー
ド

で
、交
通
不
便
地
域
に
お
い
て
自
治
会
等
が
主

体
と
な
っ
た
輸
送
活
動
や
、買
い
物
弱
者
対
策

な
ど
の
議
論
で
よ
く
登
場
す
る
。こ
れ
ら
の
分

野
で
は
、そ
れ
を
促
す
法
的
な
枠
組
み
も
用
意

さ
れ
て
い
る
。具
体
的
に
、バ
ス
や
鉄
道
な
ど
の

公
共
交
通
分
野
で
は
、2
0
0
7
年
に
策
定
さ

れ
た「
地
域
公
共
交
通
の
活
性
化
及
び
再
生
に

関
す
る
法
律
」で
は
ま
ち
づ
く
り
と
連
動
し
て

交
通
計
画
を
策
定
す
る
必
要
性
を
述
べ
、こ
れ

に
基
づ
き
地
域
の
主
体
が
交
通
計
画
の
策
定
に

か
か
わ
っ
て
い
る
。

　
空
港
も
地
域
の
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
が
か
か

わ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
分
野
の
一
つ
で

あ
る
。特
に
地
方
で
は
利
用
者
が
減
少
傾
向
に

あ
る
航
空
路
線
も
多
い
。こ
れ
ま
で
は
事
業
者

に
よ
る
自
助
努
力
を
基
本
に
し
て
き
た
が
、国

際
的
な
航
空
競
争
の
中
で
そ
の
自
助
努
力
に
も

れ
ば
取
り
組
み
を
再
開
し
た
い
と
こ
ろ
で
あ

る
。ゼ

ミ
の
取
り
組
み
例

　
で
は
教
育
・
研
究
に
当
た
る
現
場
の
教
員
は

ど
の
よ
う
に
地
域
連
携
を
進
め
て
い
る
の
か
、

実
例
を
紹
介
し
た
い
。筆
者
の
担
当
す
る
ゼ
ミ

で
は
毎
年
、交
通
・
観
光
政
策
を
題
材
に
取
り
上

げ
て
取
り
組
ん
で
い
る
。例
年
、大
学
が
立
地
す

る
浜
田
市
役
所
、お
よ
び
隣
接
す
る
自
治
体
の

益
田
市
と
共
同
で
調
査
を
実
施
し
て
い
る
。た

と
え
ば
、浜
田
市
役
所
と
は
筆
者
が
市
の
地
域

公
共
交
通
の
計
画
策
定
・
運
用
を
担
う「
浜
田
市

地
域
公
共
交
通
活
性
化
協
議
会
」の
委
員
を
担

当
し
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、そ
の
計
画
立
案
に

か
か
る
基
礎
調
査
を
行
な
っ
て
い
る
。以
前
は

3 ❼

限
界
が
あ
る
。か
つ
て
は
国
の
政
策
配
慮
も
な

さ
れ
た
が
、財
政
的
な
負
担
や
国
民
的
な
合
意

も
課
題
で
あ
る
。そ
う
し
た
な
か
、地
方
で
は
路

線
の
利
用
者
の
多
く
が
地
方
の
地
元
で
あ
る
た

め
、地
元
が
主
体
に
な
っ
て
活
性
化
に
取
り
組

む
べ
き
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、か
つ
て
は
事
業
者
任
せ
・
行
政

任
せ
で
済
ま
せ
ら
れ
て
い
た
も
の
が
、現
代
で

は
地
元
地
域
が
あ
ら
ゆ
る
事
柄
に
積
極
的
に
取

り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
て
い
る
。そ

の
方
が
地
域
の
ニ
ー
ズ
を
反
映
し
た
適
切
な
取

り
組
み
が
し
や
す
い
か
ら
で
あ
る
。そ
の
際
、地

元
の
大
学
が
果
た
す
べ
き
役
割
は
以
前
よ
り
大

き
い
は
ず
で
あ
る
。と
こ
ろ
が
、大
学
・
地
域
の

現
場
は
今
ま
で
に
そ
の
経
験
が
な
か
っ
た
だ
け

に
大
学
の
地
域
連
携
に
関
し
て
多
く
の
課
題
が

指
摘
さ
れ
て
き
た
。一
般
的
に
は
主
に
次
の
よ

う
な
も
の
が
あ
る
。第
1
に
、資
金
の
継
続
性
を

ど
う
担
保
す
る
か
と
い
う
課
題
。第
2
に
、組
織

的
な
対
応
の
難
し
さ（
教
員
の
属
人
的
な
レ
ベ

な
い
。

　
学
生
に
対
す
る
教
育
支
援
の
側
面
で
は
ど
う

か
。本
学
で
は
、C
O
C
事
業
採
択
か
ら
、地
域

で
活
躍
す
る
人
材
を
育
て
る「
し
ま
ね
地
域
マ（写真１）「KENDAI縁結びフォーラム」のポスター発表セッション（2019年度の様子）
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は
じ
め
に

　
近
年
多
く
の
大
学
で
、地
域
連
携
に
よ
る
教

育
・
研
究
活
動
が
推
進
さ
れ
て
い
る
。2
0
0
6

年
に
教
育
基
本
法
が
改
正
さ
れ
、大
学
の
使
命

と
し
て
社
会
貢
献
が
位
置
付
け
ら
れ
た
。文
科

省
は
大
学
改
革
の
一
環
と
し
て「
G
P
事
業
」、

そ
の
後
継
と
し
て
の「
地（
知
）の
拠
点
整
備
事

業（
C
O
C
事
業
）」、「
地（
知
）の
拠
点
大
学
に

よ
る
地
方
創
生
推
進
事
業（
C
O
C
＋
事
業
）」

を
推
進
す
る
な
ど
、大
学
の
社
会
貢
献
は
ま
す

ま
す
重
視
し
て
い
る
。

　
本
学
も
大
学
憲
章
で「『
地
域
の
ニ
ー
ズ
に
応

え
、地
域
と
協
働
し
、地
域
に
信
頼
さ
れ
る
大

学
』を
実
現
す
る
」と
謳
っ
て
い
る
と
お
り
、地

域
連
携
を
積
極
的
に
展
開
し
て
い
る
。筆
者
は

上
記
文
科
省
事
業
の
う
ち
、本
学「
C
O
C
事

業
」の
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開
発
・
実
施
に
か
か

わ
る
一
方
、教
員
と
し
て
も
学
生
と
と
も
に
取

り
組
ん
で
き
た
。そ
の
過
程
で
は
も
ち
ろ
ん
多

数
の
成
果
を
上
げ
た
が
、他
方
で
課
題
も
多
く

直
面
し
て
き
た
。本
小
論
で
は
、そ
う
し
た
筆
者

の
実
体
験
と
し
て
の
側
面
か
ら
、大
学
の
地
域

連
携
に
お
け
る
課
題
を
指
摘
し
た
い
。

地
域
づ
く
り
で

期
待
さ
れ
る
大
学
の
役
割

　
大
学
の
地
域
連
携
に
つ
い
て
地
域
づ
く
り
の

側
面
か
ら
と
ら
え
て
み
よ
う
。周
知
の
よ
う
に

2
0
0
8
年
に
閣
議
決
定
さ
れ
た
国
土
形
成
計

画
で
は「
新
た
な
公
」が
掲
げ
ら
れ
た
。従
来
、

「
官
か
民
か
」と
い
っ
た
二
元
論
で
各
種
政
策
が

構
築
さ
れ
て
き
た
が
、共
助
社
会
を
実
現
す
る

と
い
う
理
念
の
も
と
で
新
し
い
ア
ク
タ
ー
が
こ

こ
に
登
場
し
た
。高
等
教
育
機
関（
以
下
、さ
し

あ
た
り「
大
学
」と
い
う
）は
地
域
社
会
の
ス
テ

ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
の
一
角
を
な
す
も
の
と
し
て
、

地
域
づ
く
り
に
お
い
て
中
心
的
な
役
割
を
担
う

イ
ス
タ
ー
」認
定
制
度
を
創
設
・
実
施
し
て
き

た
。地
域
の
諸
課
題
に
対
し
て
向
き
合
い
、課
題

解
決
に
向
け
た
行
動
力
の
あ
る
人
材
を
養
成
す

る
も
の
で
、条
件
を
満
た
し
た
学
生
を「
し
ま
ね

地
域
マ
イ
ス
タ
ー
」と
認
定
す
る
仕
組
み
で
あ

る（
図
１
）。

　
1
年
生
の
段
階
で
こ
の
認
定
制
度
を
活
用
し

て
履
修
を
す
る
か
ど
う
か
を
決
め（
エ
ン
ト
リ

ー
）、プ
ロ
グ
ラ
ム
が
ス
タ
ー
ト
す
る
。学
習
上

欠
か
せ
な
い
科
目
を
指
定
し
、学
問
的
な
知
識

を
深
め
る
と
と
も
に
分
析
ス
キ
ル
を
向
上
さ
せ

る
。2
年
生
以
上
の
学
年
で
、P
B
L
型
の
研
究

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
学
生
の
関
心
に
応
じ
て
設
定

す
る
。そ
し
て
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
成
果
を
年
度

末
に
開
催
さ
れ
る「
K
E
N
D
A
I
縁
結
び
フ

ォ
ー
ラ
ム
」で
報
告
す
る
と
い
う
流
れ
で
あ
る
。

　
な
お
、「K

E
N

D
A

I

縁
結
び
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

は
、本
節
冒
頭
で
述
べ
た「
縁
結
び
プ
ラ
ッ
ト
フ

ォ
ー
ム
」の
機
能
を
具
体
化
す
る
一
大
イ
ベ
ン

ト
で
あ
る
。こ
こ
で
は
、大
学
関
係
者
の
成
果
報

告
だ
け
で
な
く
、翌
年
度
の
地
域
連
携
の
マ
ッ

チ
ン
グ
の
場
と
し
て
も
活
用
で
き
る
よ
う
、地

元
側
か
ら
の
発
表
も
歓
迎
し
て
い
る
。ま
た
、活

発
に
意
見
交
換
で
き
る
よ
う
、学
食
を
活
用
し

て
コ
ー
ヒ
ー
を
飲
み
な
が
ら
気
軽
に
意
見
交
換

で
き
る
ポ
ス
タ
ー
・
セ
ッ
シ
ョ
ン
も
設
け
て
い

る（
写
真
１
）。学
会
の
よ
う
な
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
・
ス
タ
イ
ル
は
緊
張
感
も
あ
り
、そ
れ
は

そ
れ
で
良
い
面
も
あ
る
が
、実
質
的
な
連
携
・
交

流
の
促
進
を
考
え
る
と
、気
軽
な
ス
タ
イ
ル
の

ほ
う
が
効
果
的
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。コ

ロ
ナ
禍
の
影
響
で
2
0
2
0
年
度
は
オ
ン
ラ
イ

ン
開
催
と
し
た
た
め
、大
規
模
な
交
流
は
で
き

な
か
っ
た
が
、技
術
的
な
面
さ
え
ク
リ
ア
で
き

市
内
の
す
べ
て
の
路
線
・
全
便
に
学
生
が
調
査

員
と
し
て
乗
り
込
ん
で
バ
ス
停
ご
と
の
乗
降
人

数
や
乗
客
の
意
見
、さ
ら
に
交
通
量
も
調
べ
た

上
で
バ
ス
路
線
の
経
路
変
更
を
提
案
し
、実
際

に
経
路
変
更
に
至
っ
た
。一
年
限
り
の
場
当
た

り
的
な
調
査
で
は
な
く
、そ
の
後
も
市
役
所
や

バ
ス
会
社
と
共
同
で
、バ
ス
の「
乗
り
方
教
室
」

も
開
催
し
た
り
、継
続
的
に
政
策
立
案
に
コ
ミ

ッ
ト
し
て
い
る（
写
真
2
）。 

　
益
田
市
役
所
と
は
、お
も
に
地
元
に
あ
る
萩
・

石
見
空
港
の
利
活
用
を
め
ぐ
っ
て
調
査
に
取
り

組
ん
で
き
た
。航
空
の
利
用
者
は
ビ
ジ
ネ
ス
・
観

光
と
い
う
ま
っ
た
く
異
な
る
ニ
ー
ズ
を
抱
え
た

旅
客
が
同
じ
路
線
の
飛
行
機
を
利
用
す
る
。し

か
も
、イ
ン
・
ア
ウ
ト
の
違
い
も
あ
る
。そ
れ
だ

け
複
雑
な
ニ
ー
ズ
を
掴
む
必
要
が
あ
る
が
、そ

の
た
め
の
基
礎
調
査
を
行
な
っ
て
い
る
。首
都

圏
在
住
者
を
対
象
に
し
た
ウ
ェ
ブ
ア
ン
ケ
ー
ト

に
基
づ
い
て
ニ
ー
ズ
を
分
析
し
、観
光
プ
ラ
ン

の
提
案
も
行
な
っ
た
。残
念
な
が
ら
、即
採
用
・

商
品
化
と
い
う
わ
け
に
は
い
か
な
か
っ
た
が
、

我
々
の
活
動
に
関
心
を
寄
せ
て
く
れ
る
関
係
者

も
お
り
、の
ち
に
株
式
会
社
読
売
旅
行
の
強
力

な
力
添
え
に
よ
り
商
品
化
が
実
現
し
た
。エ
ア

ラ
イ
ン
や
地
元
関
係
者
も
共
催
者
と
し
て
か
か

わ
っ
て
い
た
だ
き
、「
学
生
が
盛
り
上
げ
る
！
観

光
プ
ラ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
」を
実
施
し
、そ
こ
で
優

秀
賞
に
選
ば
れ
た
プ
ラ
ン
を
実
際
に
商
品
化
・

販
売
し
た
の
で
あ
る（
図
2
）。そ
れ
以
外
に
も
、

空
港
の
取
り
組
み
を
学
生
が
取
材
し
、Yo

u

T
u
be

動
画
を
作
成
す
る
よ
う
な
取
り
組
み
も

行
な
っ
た（
写
真
3
）。

　
も
ち
ろ
ん
、こ
れ
ら
は
筆
者
が
東
奔
西
走
し

て
機
会
を
見
つ
け
た
と
い
う
よ
り
も
、県
立
大

学
と
い
う
こ
と
で
一
定
の
信
頼
を
い
た
だ
き
、

引
き
立
て
て
い
た
だ
け
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

島
根
県
立
大
学
総
合
政
策
学
部 

准

教
授
。1
9
7
7
年
京
都
市
生
ま

れ
。2
0
0
0
年
関
西
学
院
大
学

経
済
学
部
卒
業
、2
0
0
5
年
関

西
学
院
大
学
大
学
院
経
済
学
研
究

科
博
士
課
程
後
期
課
程
単
位
取
得

満
期
退
学
。財
団
法
人
運
輸
調
査
局（
現・一
般
財
団
法
人

交
通
経
済
研
究
所
）を
経
て
現
職
。著
書
に『
交
通
イ
ン
フ

ラ
の
運
営
と
地
域
政
策
』成
山
堂
書
店（
2
0
2
0
年
、単

著
）、『
航
空・空
港
政
策
の
展
望
―
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
を
見

据
え
て
』中
央
経
済
社
　2
0
2
1
年（
共
編
著
）な
ど
が

あ
る
。

西
藤
真
一（
さ
い
と
う
・
し
ん
い
ち
）

地
域
に
貢
献
す
る
島
根
県
立
大
学

― 

連
携
の
実
例
と
見
え
て
き
た
課
題 

―

図 1「しまね地域マイスター」認定制度の位置づけ

出典：島根県立大学「しまね地域マイスター」認定制度紹介リーフレット

大
学
と
し
て
の
地
域
貢
献
の
姿
勢
が
な
け
れ

ば
、地
方
の
小
規
模
な
大
学
で
こ
れ
ほ
ど
の
機

会
は
得
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
。大
学
組
織
と
し
て

の
対
応
と
、教
員
の
取
り
組
み
は
い
わ
ば
車
の

両
輪
の
よ
う
な
関
係
で
、ど
ち
ら
か
に
任
せ
て

お
け
ば
よ
い
と
い
う
も
の
で
は
な
い
。

　
学
生
ら
は
こ
の
よ
う
な
活
動
を
通
し
て
、自

分
た
ち
の
取
り
組
ん
だ
成
果
が
実
際
に
地
元
の

町
の
政
策
立
案
に
反
映
さ
れ
て
い
る
事
実
や
、

形
と
な
っ
て
残
る
実
績
に
自
信
を
深
め
て
い
る

よ
う
に
見
受
け
ら
れ
、こ
れ
は
教
員
と
し
て
頼

も
し
い
。も
ち
ろ
ん
、そ
こ
に
至
る
ま
で
に
学
生

の
苦
労
も
多
い
。プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
実
施
に
想

定
外
の
こ
と
は
つ
き
も
の
で
、そ
の
た
び
に
学

生
は
意
気
消
沈
し
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。た
だ
、

そ
の
苦
労
も
含
め
、も
の
ご
と
を
計
画
・
実
行

し
、成
果
を
出
す
と
い
う
の
は
社
会
人
に
な
っ

て
も
必
要
な
ス
キ
ル
で
あ
り
、多
少
な
り
と
も

そ
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
は
な
っ
て
い
る
だ
ろ

う
。地
域
に
と
っ
て
も
、学
生
が
参
画
す
る
こ
と

に
対
し
て
非
常
に
好
意
的
に
受
け
止
め
て
も
ら

っ
て
い
る
。リ
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
の
部
分
も
多
い

だ
ろ
う
が
、大
学
と
い
う
中
立
的
な
立
場
、か
つ

学
生
と
い
う
若
さ
か
ら
多
少
現
実
離
れ
し
た
提

言
・
指
摘
で
も
、し
が
ら
み
の
多
い
大
人
と
は
違

う
若
い
人
の
本
音
を
代
弁
し
て
い
る
か
ら
な
の

か
も
し
れ
な
い
。

今
後
の
課
題

　
こ
の
よ
う
に
、地
域
連
携
は
比
較
的
、成
果
を

上
げ
て
い
る
が
、目
下
、課
題
も
あ
る
。第
1
に
、地

域
連
携
の
質
的
な
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
で
あ
る
。中

塚
・
小
田
切（
2
0
1
6
）は
大
学
と
地
域
で
は
、本

来
的
に
ミ
ス
マ
ッ
チ
が
生
じ
や
す
い
と
指
摘
し

て
い
る
。そ
れ
は
、大
学
の
教
育
・
研
究
と
い
う
目

的
と
、地
域
側
が
追
求
す
る
経
済
・
社
会
的
な
活

性
化
と
い
う
目
的
は
必
ず
し
も
一
致
し
て
い
な

い
か
ら
で
あ
る
。あ
る
意
味
で
同
床
異
夢
に
あ
る

両
者
を
結
び
付
け
、効
果
を
も
た
ら
す
た
め
の
動

機
付
け
、及
び
そ
の
源
泉
と
な
る
適
切
な
評
価
方

法
が
必
要
で
あ
る
。現
在
、地
域
連
携
の
評
価
は

「
地
元
就
職
率
」や「
連
携
の
数
」で
あ
る
こ
と
が

多
い
点
は
課
題
で
あ
る
。な
ぜ
な
ら
、そ
こ
に
質

的
な
評
価
の
目
線
が
入
っ
て
い
な
い
か
ら
で
あ

る
。何
の
た
め
の
連
携
か
と
い
う
基
本
的
な
視
点

は
忘
れ
て
し
ま
う
と
、形
式
に
目
を
奪
わ
れ
本
質

を
見
誤
る
。そ
の
意
味
で
、今
後
は
教
育
・
研
究
の

質
や
地
域
の
主
体
性
向
上
に
働
き
か
け
る
エ
ン

パ
ワ
ー
メ
ン
ト
を
ど
う
い
う
形
で
計
測
す
べ
き

か
議
論
を
進
め
て
よ
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
第
2
は
、学
生
の
主
体
性
を
い
か
に
引
き
出

す
か
で
あ
る
。フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
は
想
定
通

り
に
は
い
か
な
い
ば
か
り
か
、本
来
は
座
学
以

上
に
負
担
の
か
か
る
学
び
で
あ
る
。こ
の
負
担

は
学
生
だ
け
で
は
な
く
、教
員
や
地
域
の
ス
テ

ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
に
と
っ
て
も
同
じ
で
あ
る
。何

を
ど
の
よ
う
に
進
め
る
か
と
い
う
詳
細
を
事
前

に
す
り
合
わ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
で
あ

る
。さ
ら
に
学
生
に
と
っ
て
、P
B
L
型
の
学
び

は
座
学
で
の
学
び
と
同
時
並
行
と
な
る
が
ゆ
え

に
、本
来
は
相
当
な
負
担
を
強
い
る
も
の
で
あ

る
。し
か
し
、往
々
に
し
て
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

を
遠
足
と
勘
違
い
し
て
い
る
学
生
も
い
る（
遠

足
も
教
育
目
的
を
持
っ
て
い
る
！
）。P
B
L
型

の
学
び
は
重
視
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る

が
、す
べ
て
お
膳
立
て
さ
れ
た
う
え
で
の「
体

験
」で
は
な
く
、学
生
が
主
体
的
に
考
え
る
よ
う

な
機
会
や
仕
掛
け
に
つ
い
て
、よ
り
深
く
考
え

る
必
要
が
あ
る
。

　
第
3
に
、何
と
い
っ
て
も
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
対

面
の
難
し
さ
を
ど
う
克
服
す
る
か
で
あ
る
。オ

ン
ラ
イ
ン
で
は
相
当
的
確
な
言
葉
で
意
思
疎
通

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。こ
れ
は
、上
で
指
摘
し

た
主
体
性
や
考
え
る
機
会
を
与
え
る
と
い
う
こ

と
か
ら
す
れ
ば
、筆
者
の
場
合
は
真
逆
に
な
っ

て
し
ま
っ
た
と
こ
ろ
が
あ
る
。た
だ
、オ
ン
ラ
イ

ン
で
の
対
応
が
社
会
的
に
も
急
速
に
浸
透
し
た

こ
と
か
ら
、か
え
っ
て
大
学
外
関
係
者
と
の
接

触
は
し
や
す
く
な
っ
た
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
も
見

逃
せ
な
い
。大
規
模
か
つ
親
密
な
交
流
は
難
し

く
と
も
、気
軽
に
何
度
も
交
流
で
き
る
と
い
う

メ
リ
ッ
ト
は
評
価
し
て
も
よ
さ
そ
う
で
あ
る
。

　
地
域
連
携
は
負
担
も
大
き
い
。し
か
し
、学
生

に
成
長
の
機
会
を
与
え
る
こ
と
、研
究
面
で
も

教
員
が
新
た
な
フ
ィ
ー
ル
ド
を
見
出
し
そ
の
成

果
を
出
す
こ
と
、そ
れ
が
地
域
に
対
す
る
エ
ン

パ
ワ
ー
メ
ン
ト
に
も
つ
な
が
る
の
で
あ
れ
ば
、

連
携
の
価
値
は
大
き
い
。教
育
・
研
究
・
地
域
が

「
三
方
よ
し
」と
な
る
よ
う
、そ
の
仕
組
み
の
ブ

ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
を
続
け
る
必
要
が
あ
る
。

ル
で
の
地
域
連
携
は
機
動
的
で
あ
る
反
面
、組

織
と
し
て
の
蓄
積
は
難
し
く
、調
整
に
手
間
が

か
か
る
）。第
3
に
、教
員
や
地
域
双
方
に
連
携

す
る
動
機
付
け（
単
に
資
金
的
な
こ
と
だ
け
で

な
く
、互
い
に
ニ
ー
ズ
や
シ
ー
ズ
を
把
握
で
き

て
い
な
い
た
め
、互
い
の
資
源
が
有
効
活
用
さ

れ
な
い
と
い
う
問
題 

）な
ど
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
一
般
的
な
課
題
は
、本
学
の
場

合
も
例
外
な
く
直
面
し
、試
行
錯
誤
を
重
ね
て

き
た
。筆
者
は
本
学
に
赴
任
し
て
か
ら
10
年
間
、

学
内
に
地
域
連
携
の
窓
口
と
な
る「
地
域
連
携

推
進
セ
ン
タ
ー
」の
委
員
お
よ
び
副
セ
ン
タ
ー

長
を
務
め
て
き
た
。以
下
で
は
、本
学
に
お
け
る

地
域
連
携
の
若
干
の
工
夫
と
筆
者
の
認
識
し
て

い
る
課
題
に
つ
い
て
紹
介
し
た
い
。

本
学
に
お
け
る

地
域
連
携
の
特
徴

　
ま
ず
、そ
の
仕
組
み
で
あ
る
。現
在
の
本
学
に

お
け
る
地
域
連
携
は
、2
0
1
3
年
度
か
ら
5

年
間
に
わ
た
っ
て
実
施
さ
れ
た
文
科
省「
地

（
知
）の
拠
点
整
備
事
業（
以
下
、「
C
O
C
事

業
」）が
ベ
ー
ス
に
な
っ
て
い
る
。C
O
C
事
業

で
、本
学
は「
縁
結
び
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
」と

い
う
仕
組
み
を
用
意
し
、地
域
課
題
の
解
決
に

向
け
た
連
携
活
動
を
支
援
す
る
仕
組
み
を
設
置

し
た
。地
域
か
ら
の
ニ
ー
ズ
と
本
学
の
専
門
性

（
シ
ー
ズ
）を
マ
ッ
チ
ン
グ
す
る
こ
と
、地
域
の

人
々
に
学
び
の
場
を
提
供
す
る
こ
と
、さ
ら
に

研
究
成
果
を
地
域
に
還
元
す
る
こ
と
を
一
元
的

に
集
約
す
る
仕
組
み
で
あ
る
。

　
次
に
活
動
の
原
資
に
つ
い
て
。当
初
は
文
科

省
の
C
O
C
事
業
予
算
を
充
当
し
た
。C
O
C

事
業
終
了
後
は
大
学
の
独
自
予
算
を
充
当
し

（「
地
域
貢
献
推
進
奨
励
金
」な
ど
）、引
き
続
き

大
学
と
し
て
活
動
を
支
援
し
て
い
る
。実
は
こ

れ
以
外
に
も
大
学
外
の
資
金
を
原
資
と
す
る
連

携
事
業
が
継
続
的
に
実
施
さ
れ
て
い
る
。上
述

の
よ
う
に
、一
般
的
に
よ
く
指
摘
さ
れ
る
活
動

資
金
の
問
題
や
連
携
調
整
の
問
題
は
、本
学
に

限
っ
て
は
比
較
的
恵
ま
れ
て
い
る
の
か
も
し
れ

島
根
県
立
大
学

と
見
做
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　「
新
た
な
公
」は
、公
共
交
通
や
ま
ち
づ
く
り

の
分
野
で
は
頻
繁
に
出
て
く
る
キ
ー
ワ
ー
ド

で
、交
通
不
便
地
域
に
お
い
て
自
治
会
等
が
主

体
と
な
っ
た
輸
送
活
動
や
、買
い
物
弱
者
対
策

な
ど
の
議
論
で
よ
く
登
場
す
る
。こ
れ
ら
の
分

野
で
は
、そ
れ
を
促
す
法
的
な
枠
組
み
も
用
意

さ
れ
て
い
る
。具
体
的
に
、バ
ス
や
鉄
道
な
ど
の

公
共
交
通
分
野
で
は
、2
0
0
7
年
に
策
定
さ

れ
た「
地
域
公
共
交
通
の
活
性
化
及
び
再
生
に

関
す
る
法
律
」で
は
ま
ち
づ
く
り
と
連
動
し
て

交
通
計
画
を
策
定
す
る
必
要
性
を
述
べ
、こ
れ

に
基
づ
き
地
域
の
主
体
が
交
通
計
画
の
策
定
に

か
か
わ
っ
て
い
る
。

　
空
港
も
地
域
の
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
が
か
か

わ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
分
野
の
一
つ
で

あ
る
。特
に
地
方
で
は
利
用
者
が
減
少
傾
向
に

あ
る
航
空
路
線
も
多
い
。こ
れ
ま
で
は
事
業
者

に
よ
る
自
助
努
力
を
基
本
に
し
て
き
た
が
、国

際
的
な
航
空
競
争
の
中
で
そ
の
自
助
努
力
に
も

れ
ば
取
り
組
み
を
再
開
し
た
い
と
こ
ろ
で
あ

る
。ゼ

ミ
の
取
り
組
み
例

　
で
は
教
育
・
研
究
に
当
た
る
現
場
の
教
員
は

ど
の
よ
う
に
地
域
連
携
を
進
め
て
い
る
の
か
、

実
例
を
紹
介
し
た
い
。筆
者
の
担
当
す
る
ゼ
ミ

で
は
毎
年
、交
通
・
観
光
政
策
を
題
材
に
取
り
上

げ
て
取
り
組
ん
で
い
る
。例
年
、大
学
が
立
地
す

る
浜
田
市
役
所
、お
よ
び
隣
接
す
る
自
治
体
の

益
田
市
と
共
同
で
調
査
を
実
施
し
て
い
る
。た

と
え
ば
、浜
田
市
役
所
と
は
筆
者
が
市
の
地
域

公
共
交
通
の
計
画
策
定
・
運
用
を
担
う「
浜
田
市

地
域
公
共
交
通
活
性
化
協
議
会
」の
委
員
を
担

当
し
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、そ
の
計
画
立
案
に

か
か
る
基
礎
調
査
を
行
な
っ
て
い
る
。以
前
は

3 ❼

限
界
が
あ
る
。か
つ
て
は
国
の
政
策
配
慮
も
な

さ
れ
た
が
、財
政
的
な
負
担
や
国
民
的
な
合
意

も
課
題
で
あ
る
。そ
う
し
た
な
か
、地
方
で
は
路

線
の
利
用
者
の
多
く
が
地
方
の
地
元
で
あ
る
た

め
、地
元
が
主
体
に
な
っ
て
活
性
化
に
取
り
組

む
べ
き
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、か
つ
て
は
事
業
者
任
せ
・
行
政

任
せ
で
済
ま
せ
ら
れ
て
い
た
も
の
が
、現
代
で

は
地
元
地
域
が
あ
ら
ゆ
る
事
柄
に
積
極
的
に
取

り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
て
い
る
。そ

の
方
が
地
域
の
ニ
ー
ズ
を
反
映
し
た
適
切
な
取

り
組
み
が
し
や
す
い
か
ら
で
あ
る
。そ
の
際
、地

元
の
大
学
が
果
た
す
べ
き
役
割
は
以
前
よ
り
大

き
い
は
ず
で
あ
る
。と
こ
ろ
が
、大
学
・
地
域
の

現
場
は
今
ま
で
に
そ
の
経
験
が
な
か
っ
た
だ
け

に
大
学
の
地
域
連
携
に
関
し
て
多
く
の
課
題
が

指
摘
さ
れ
て
き
た
。一
般
的
に
は
主
に
次
の
よ

う
な
も
の
が
あ
る
。第
1
に
、資
金
の
継
続
性
を

ど
う
担
保
す
る
か
と
い
う
課
題
。第
2
に
、組
織

的
な
対
応
の
難
し
さ（
教
員
の
属
人
的
な
レ
ベ

な
い
。

　
学
生
に
対
す
る
教
育
支
援
の
側
面
で
は
ど
う

か
。本
学
で
は
、C
O
C
事
業
採
択
か
ら
、地
域

で
活
躍
す
る
人
材
を
育
て
る「
し
ま
ね
地
域
マ（写真１）「KENDAI縁結びフォーラム」のポスター発表セッション（2019年度の様子）
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は
じ
め
に

　
近
年
多
く
の
大
学
で
、地
域
連
携
に
よ
る
教

育
・
研
究
活
動
が
推
進
さ
れ
て
い
る
。2
0
0
6

年
に
教
育
基
本
法
が
改
正
さ
れ
、大
学
の
使
命

と
し
て
社
会
貢
献
が
位
置
付
け
ら
れ
た
。文
科

省
は
大
学
改
革
の
一
環
と
し
て「
G
P
事
業
」、

そ
の
後
継
と
し
て
の「
地（
知
）の
拠
点
整
備
事

業（
C
O
C
事
業
）」、「
地（
知
）の
拠
点
大
学
に

よ
る
地
方
創
生
推
進
事
業（
C
O
C
＋
事
業
）」

を
推
進
す
る
な
ど
、大
学
の
社
会
貢
献
は
ま
す

ま
す
重
視
し
て
い
る
。

　
本
学
も
大
学
憲
章
で「『
地
域
の
ニ
ー
ズ
に
応

え
、地
域
と
協
働
し
、地
域
に
信
頼
さ
れ
る
大

学
』を
実
現
す
る
」と
謳
っ
て
い
る
と
お
り
、地

域
連
携
を
積
極
的
に
展
開
し
て
い
る
。筆
者
は

上
記
文
科
省
事
業
の
う
ち
、本
学「
C
O
C
事

業
」の
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開
発
・
実
施
に
か
か

わ
る
一
方
、教
員
と
し
て
も
学
生
と
と
も
に
取

り
組
ん
で
き
た
。そ
の
過
程
で
は
も
ち
ろ
ん
多

数
の
成
果
を
上
げ
た
が
、他
方
で
課
題
も
多
く

直
面
し
て
き
た
。本
小
論
で
は
、そ
う
し
た
筆
者

の
実
体
験
と
し
て
の
側
面
か
ら
、大
学
の
地
域

連
携
に
お
け
る
課
題
を
指
摘
し
た
い
。

地
域
づ
く
り
で

期
待
さ
れ
る
大
学
の
役
割

　
大
学
の
地
域
連
携
に
つ
い
て
地
域
づ
く
り
の

側
面
か
ら
と
ら
え
て
み
よ
う
。周
知
の
よ
う
に

2
0
0
8
年
に
閣
議
決
定
さ
れ
た
国
土
形
成
計

画
で
は「
新
た
な
公
」が
掲
げ
ら
れ
た
。従
来
、

「
官
か
民
か
」と
い
っ
た
二
元
論
で
各
種
政
策
が

構
築
さ
れ
て
き
た
が
、共
助
社
会
を
実
現
す
る

と
い
う
理
念
の
も
と
で
新
し
い
ア
ク
タ
ー
が
こ

こ
に
登
場
し
た
。高
等
教
育
機
関（
以
下
、さ
し

あ
た
り「
大
学
」と
い
う
）は
地
域
社
会
の
ス
テ

ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
の
一
角
を
な
す
も
の
と
し
て
、

地
域
づ
く
り
に
お
い
て
中
心
的
な
役
割
を
担
う

イ
ス
タ
ー
」認
定
制
度
を
創
設
・
実
施
し
て
き

た
。地
域
の
諸
課
題
に
対
し
て
向
き
合
い
、課
題

解
決
に
向
け
た
行
動
力
の
あ
る
人
材
を
養
成
す

る
も
の
で
、条
件
を
満
た
し
た
学
生
を「
し
ま
ね

地
域
マ
イ
ス
タ
ー
」と
認
定
す
る
仕
組
み
で
あ

る（
図
１
）。

　
1
年
生
の
段
階
で
こ
の
認
定
制
度
を
活
用
し

て
履
修
を
す
る
か
ど
う
か
を
決
め（
エ
ン
ト
リ

ー
）、プ
ロ
グ
ラ
ム
が
ス
タ
ー
ト
す
る
。学
習
上

欠
か
せ
な
い
科
目
を
指
定
し
、学
問
的
な
知
識

を
深
め
る
と
と
も
に
分
析
ス
キ
ル
を
向
上
さ
せ

る
。2
年
生
以
上
の
学
年
で
、P
B
L
型
の
研
究

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
学
生
の
関
心
に
応
じ
て
設
定

す
る
。そ
し
て
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
成
果
を
年
度

末
に
開
催
さ
れ
る「
K
E
N
D
A
I
縁
結
び
フ

ォ
ー
ラ
ム
」で
報
告
す
る
と
い
う
流
れ
で
あ
る
。

　
な
お
、「K

E
N

D
A

I

縁
結
び
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

は
、本
節
冒
頭
で
述
べ
た「
縁
結
び
プ
ラ
ッ
ト
フ

ォ
ー
ム
」の
機
能
を
具
体
化
す
る
一
大
イ
ベ
ン

ト
で
あ
る
。こ
こ
で
は
、大
学
関
係
者
の
成
果
報

告
だ
け
で
な
く
、翌
年
度
の
地
域
連
携
の
マ
ッ

チ
ン
グ
の
場
と
し
て
も
活
用
で
き
る
よ
う
、地

元
側
か
ら
の
発
表
も
歓
迎
し
て
い
る
。ま
た
、活

発
に
意
見
交
換
で
き
る
よ
う
、学
食
を
活
用
し

て
コ
ー
ヒ
ー
を
飲
み
な
が
ら
気
軽
に
意
見
交
換

で
き
る
ポ
ス
タ
ー
・
セ
ッ
シ
ョ
ン
も
設
け
て
い

る（
写
真
１
）。学
会
の
よ
う
な
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
・
ス
タ
イ
ル
は
緊
張
感
も
あ
り
、そ
れ
は

そ
れ
で
良
い
面
も
あ
る
が
、実
質
的
な
連
携
・
交

流
の
促
進
を
考
え
る
と
、気
軽
な
ス
タ
イ
ル
の

ほ
う
が
効
果
的
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。コ

ロ
ナ
禍
の
影
響
で
2
0
2
0
年
度
は
オ
ン
ラ
イ

ン
開
催
と
し
た
た
め
、大
規
模
な
交
流
は
で
き

な
か
っ
た
が
、技
術
的
な
面
さ
え
ク
リ
ア
で
き

市
内
の
す
べ
て
の
路
線
・
全
便
に
学
生
が
調
査

員
と
し
て
乗
り
込
ん
で
バ
ス
停
ご
と
の
乗
降
人

数
や
乗
客
の
意
見
、さ
ら
に
交
通
量
も
調
べ
た

上
で
バ
ス
路
線
の
経
路
変
更
を
提
案
し
、実
際

に
経
路
変
更
に
至
っ
た
。一
年
限
り
の
場
当
た

り
的
な
調
査
で
は
な
く
、そ
の
後
も
市
役
所
や

バ
ス
会
社
と
共
同
で
、バ
ス
の「
乗
り
方
教
室
」

も
開
催
し
た
り
、継
続
的
に
政
策
立
案
に
コ
ミ

ッ
ト
し
て
い
る（
写
真
2
）。 

　
益
田
市
役
所
と
は
、お
も
に
地
元
に
あ
る
萩
・

石
見
空
港
の
利
活
用
を
め
ぐ
っ
て
調
査
に
取
り

組
ん
で
き
た
。航
空
の
利
用
者
は
ビ
ジ
ネ
ス
・
観

光
と
い
う
ま
っ
た
く
異
な
る
ニ
ー
ズ
を
抱
え
た

旅
客
が
同
じ
路
線
の
飛
行
機
を
利
用
す
る
。し

か
も
、イ
ン
・
ア
ウ
ト
の
違
い
も
あ
る
。そ
れ
だ

け
複
雑
な
ニ
ー
ズ
を
掴
む
必
要
が
あ
る
が
、そ

の
た
め
の
基
礎
調
査
を
行
な
っ
て
い
る
。首
都

圏
在
住
者
を
対
象
に
し
た
ウ
ェ
ブ
ア
ン
ケ
ー
ト

に
基
づ
い
て
ニ
ー
ズ
を
分
析
し
、観
光
プ
ラ
ン

の
提
案
も
行
な
っ
た
。残
念
な
が
ら
、即
採
用
・

商
品
化
と
い
う
わ
け
に
は
い
か
な
か
っ
た
が
、

我
々
の
活
動
に
関
心
を
寄
せ
て
く
れ
る
関
係
者

も
お
り
、の
ち
に
株
式
会
社
読
売
旅
行
の
強
力

な
力
添
え
に
よ
り
商
品
化
が
実
現
し
た
。エ
ア

ラ
イ
ン
や
地
元
関
係
者
も
共
催
者
と
し
て
か
か

わ
っ
て
い
た
だ
き
、「
学
生
が
盛
り
上
げ
る
！
観

光
プ
ラ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
」を
実
施
し
、そ
こ
で
優

秀
賞
に
選
ば
れ
た
プ
ラ
ン
を
実
際
に
商
品
化
・

販
売
し
た
の
で
あ
る（
図
2
）。そ
れ
以
外
に
も
、

空
港
の
取
り
組
み
を
学
生
が
取
材
し
、Yo

u

T
u
be

動
画
を
作
成
す
る
よ
う
な
取
り
組
み
も

行
な
っ
た（
写
真
3
）。

　
も
ち
ろ
ん
、こ
れ
ら
は
筆
者
が
東
奔
西
走
し

て
機
会
を
見
つ
け
た
と
い
う
よ
り
も
、県
立
大

学
と
い
う
こ
と
で
一
定
の
信
頼
を
い
た
だ
き
、

引
き
立
て
て
い
た
だ
け
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

大
学
と
し
て
の
地
域
貢
献
の
姿
勢
が
な
け
れ

ば
、地
方
の
小
規
模
な
大
学
で
こ
れ
ほ
ど
の
機

会
は
得
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
。大
学
組
織
と
し
て

の
対
応
と
、教
員
の
取
り
組
み
は
い
わ
ば
車
の

両
輪
の
よ
う
な
関
係
で
、ど
ち
ら
か
に
任
せ
て

お
け
ば
よ
い
と
い
う
も
の
で
は
な
い
。

　
学
生
ら
は
こ
の
よ
う
な
活
動
を
通
し
て
、自

分
た
ち
の
取
り
組
ん
だ
成
果
が
実
際
に
地
元
の

町
の
政
策
立
案
に
反
映
さ
れ
て
い
る
事
実
や
、

形
と
な
っ
て
残
る
実
績
に
自
信
を
深
め
て
い
る

よ
う
に
見
受
け
ら
れ
、こ
れ
は
教
員
と
し
て
頼

も
し
い
。も
ち
ろ
ん
、そ
こ
に
至
る
ま
で
に
学
生

の
苦
労
も
多
い
。プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
実
施
に
想

定
外
の
こ
と
は
つ
き
も
の
で
、そ
の
た
び
に
学

生
は
意
気
消
沈
し
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。た
だ
、

そ
の
苦
労
も
含
め
、も
の
ご
と
を
計
画
・
実
行

し
、成
果
を
出
す
と
い
う
の
は
社
会
人
に
な
っ

て
も
必
要
な
ス
キ
ル
で
あ
り
、多
少
な
り
と
も

そ
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
は
な
っ
て
い
る
だ
ろ

う
。地
域
に
と
っ
て
も
、学
生
が
参
画
す
る
こ
と

に
対
し
て
非
常
に
好
意
的
に
受
け
止
め
て
も
ら

っ
て
い
る
。リ
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
の
部
分
も
多
い

だ
ろ
う
が
、大
学
と
い
う
中
立
的
な
立
場
、か
つ

学
生
と
い
う
若
さ
か
ら
多
少
現
実
離
れ
し
た
提

言
・
指
摘
で
も
、し
が
ら
み
の
多
い
大
人
と
は
違

う
若
い
人
の
本
音
を
代
弁
し
て
い
る
か
ら
な
の

か
も
し
れ
な
い
。

今
後
の
課
題

　
こ
の
よ
う
に
、地
域
連
携
は
比
較
的
、成
果
を

上
げ
て
い
る
が
、目
下
、課
題
も
あ
る
。第
1
に
、地

域
連
携
の
質
的
な
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
で
あ
る
。中

塚
・
小
田
切（
2
0
1
6
）は
大
学
と
地
域
で
は
、本

来
的
に
ミ
ス
マ
ッ
チ
が
生
じ
や
す
い
と
指
摘
し

て
い
る
。そ
れ
は
、大
学
の
教
育
・
研
究
と
い
う
目

的
と
、地
域
側
が
追
求
す
る
経
済
・
社
会
的
な
活

性
化
と
い
う
目
的
は
必
ず
し
も
一
致
し
て
い
な

い
か
ら
で
あ
る
。あ
る
意
味
で
同
床
異
夢
に
あ
る

両
者
を
結
び
付
け
、効
果
を
も
た
ら
す
た
め
の
動

機
付
け
、及
び
そ
の
源
泉
と
な
る
適
切
な
評
価
方

法
が
必
要
で
あ
る
。現
在
、地
域
連
携
の
評
価
は

「
地
元
就
職
率
」や「
連
携
の
数
」で
あ
る
こ
と
が

多
い
点
は
課
題
で
あ
る
。な
ぜ
な
ら
、そ
こ
に
質

的
な
評
価
の
目
線
が
入
っ
て
い
な
い
か
ら
で
あ

る
。何
の
た
め
の
連
携
か
と
い
う
基
本
的
な
視
点

は
忘
れ
て
し
ま
う
と
、形
式
に
目
を
奪
わ
れ
本
質

を
見
誤
る
。そ
の
意
味
で
、今
後
は
教
育
・
研
究
の

質
や
地
域
の
主
体
性
向
上
に
働
き
か
け
る
エ
ン

パ
ワ
ー
メ
ン
ト
を
ど
う
い
う
形
で
計
測
す
べ
き

か
議
論
を
進
め
て
よ
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
第
2
は
、学
生
の
主
体
性
を
い
か
に
引
き
出

す
か
で
あ
る
。フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
は
想
定
通

り
に
は
い
か
な
い
ば
か
り
か
、本
来
は
座
学
以

上
に
負
担
の
か
か
る
学
び
で
あ
る
。こ
の
負
担

は
学
生
だ
け
で
は
な
く
、教
員
や
地
域
の
ス
テ

ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
に
と
っ
て
も
同
じ
で
あ
る
。何

を
ど
の
よ
う
に
進
め
る
か
と
い
う
詳
細
を
事
前

に
す
り
合
わ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
で
あ

る
。さ
ら
に
学
生
に
と
っ
て
、P
B
L
型
の
学
び

は
座
学
で
の
学
び
と
同
時
並
行
と
な
る
が
ゆ
え

に
、本
来
は
相
当
な
負
担
を
強
い
る
も
の
で
あ

る
。し
か
し
、往
々
に
し
て
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

を
遠
足
と
勘
違
い
し
て
い
る
学
生
も
い
る（
遠

足
も
教
育
目
的
を
持
っ
て
い
る
！
）。P
B
L
型

の
学
び
は
重
視
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る

が
、す
べ
て
お
膳
立
て
さ
れ
た
う
え
で
の「
体

験
」で
は
な
く
、学
生
が
主
体
的
に
考
え
る
よ
う

な
機
会
や
仕
掛
け
に
つ
い
て
、よ
り
深
く
考
え

る
必
要
が
あ
る
。

　
第
3
に
、何
と
い
っ
て
も
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
対

面
の
難
し
さ
を
ど
う
克
服
す
る
か
で
あ
る
。オ

ン
ラ
イ
ン
で
は
相
当
的
確
な
言
葉
で
意
思
疎
通

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。こ
れ
は
、上
で
指
摘
し

た
主
体
性
や
考
え
る
機
会
を
与
え
る
と
い
う
こ

と
か
ら
す
れ
ば
、筆
者
の
場
合
は
真
逆
に
な
っ

て
し
ま
っ
た
と
こ
ろ
が
あ
る
。た
だ
、オ
ン
ラ
イ

ン
で
の
対
応
が
社
会
的
に
も
急
速
に
浸
透
し
た

こ
と
か
ら
、か
え
っ
て
大
学
外
関
係
者
と
の
接

触
は
し
や
す
く
な
っ
た
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
も
見

逃
せ
な
い
。大
規
模
か
つ
親
密
な
交
流
は
難
し

く
と
も
、気
軽
に
何
度
も
交
流
で
き
る
と
い
う

メ
リ
ッ
ト
は
評
価
し
て
も
よ
さ
そ
う
で
あ
る
。

　
地
域
連
携
は
負
担
も
大
き
い
。し
か
し
、学
生

に
成
長
の
機
会
を
与
え
る
こ
と
、研
究
面
で
も

教
員
が
新
た
な
フ
ィ
ー
ル
ド
を
見
出
し
そ
の
成

果
を
出
す
こ
と
、そ
れ
が
地
域
に
対
す
る
エ
ン

パ
ワ
ー
メ
ン
ト
に
も
つ
な
が
る
の
で
あ
れ
ば
、

連
携
の
価
値
は
大
き
い
。教
育
・
研
究
・
地
域
が

「
三
方
よ
し
」と
な
る
よ
う
、そ
の
仕
組
み
の
ブ

ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
を
続
け
る
必
要
が
あ
る
。

ル
で
の
地
域
連
携
は
機
動
的
で
あ
る
反
面
、組

織
と
し
て
の
蓄
積
は
難
し
く
、調
整
に
手
間
が

か
か
る
）。第
3
に
、教
員
や
地
域
双
方
に
連
携

す
る
動
機
付
け（
単
に
資
金
的
な
こ
と
だ
け
で

な
く
、互
い
に
ニ
ー
ズ
や
シ
ー
ズ
を
把
握
で
き

て
い
な
い
た
め
、互
い
の
資
源
が
有
効
活
用
さ

れ
な
い
と
い
う
問
題 

）な
ど
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
一
般
的
な
課
題
は
、本
学
の
場

合
も
例
外
な
く
直
面
し
、試
行
錯
誤
を
重
ね
て

き
た
。筆
者
は
本
学
に
赴
任
し
て
か
ら
10
年
間
、

学
内
に
地
域
連
携
の
窓
口
と
な
る「
地
域
連
携

推
進
セ
ン
タ
ー
」の
委
員
お
よ
び
副
セ
ン
タ
ー

長
を
務
め
て
き
た
。以
下
で
は
、本
学
に
お
け
る

地
域
連
携
の
若
干
の
工
夫
と
筆
者
の
認
識
し
て

い
る
課
題
に
つ
い
て
紹
介
し
た
い
。

本
学
に
お
け
る

地
域
連
携
の
特
徴

　
ま
ず
、そ
の
仕
組
み
で
あ
る
。現
在
の
本
学
に

お
け
る
地
域
連
携
は
、2
0
1
3
年
度
か
ら
5

年
間
に
わ
た
っ
て
実
施
さ
れ
た
文
科
省「
地

（
知
）の
拠
点
整
備
事
業（
以
下
、「
C
O
C
事

業
」）が
ベ
ー
ス
に
な
っ
て
い
る
。C
O
C
事
業

で
、本
学
は「
縁
結
び
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
」と

い
う
仕
組
み
を
用
意
し
、地
域
課
題
の
解
決
に

向
け
た
連
携
活
動
を
支
援
す
る
仕
組
み
を
設
置

し
た
。地
域
か
ら
の
ニ
ー
ズ
と
本
学
の
専
門
性

（
シ
ー
ズ
）を
マ
ッ
チ
ン
グ
す
る
こ
と
、地
域
の

人
々
に
学
び
の
場
を
提
供
す
る
こ
と
、さ
ら
に

研
究
成
果
を
地
域
に
還
元
す
る
こ
と
を
一
元
的

に
集
約
す
る
仕
組
み
で
あ
る
。

　
次
に
活
動
の
原
資
に
つ
い
て
。当
初
は
文
科

省
の
C
O
C
事
業
予
算
を
充
当
し
た
。C
O
C

事
業
終
了
後
は
大
学
の
独
自
予
算
を
充
当
し

（「
地
域
貢
献
推
進
奨
励
金
」な
ど
）、引
き
続
き

大
学
と
し
て
活
動
を
支
援
し
て
い
る
。実
は
こ

れ
以
外
に
も
大
学
外
の
資
金
を
原
資
と
す
る
連

携
事
業
が
継
続
的
に
実
施
さ
れ
て
い
る
。上
述

の
よ
う
に
、一
般
的
に
よ
く
指
摘
さ
れ
る
活
動

資
金
の
問
題
や
連
携
調
整
の
問
題
は
、本
学
に

限
っ
て
は
比
較
的
恵
ま
れ
て
い
る
の
か
も
し
れ
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と
見
做
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　「
新
た
な
公
」は
、公
共
交
通
や
ま
ち
づ
く
り

の
分
野
で
は
頻
繁
に
出
て
く
る
キ
ー
ワ
ー
ド

で
、交
通
不
便
地
域
に
お
い
て
自
治
会
等
が
主

体
と
な
っ
た
輸
送
活
動
や
、買
い
物
弱
者
対
策

な
ど
の
議
論
で
よ
く
登
場
す
る
。こ
れ
ら
の
分

野
で
は
、そ
れ
を
促
す
法
的
な
枠
組
み
も
用
意

さ
れ
て
い
る
。具
体
的
に
、バ
ス
や
鉄
道
な
ど
の

公
共
交
通
分
野
で
は
、2
0
0
7
年
に
策
定
さ

れ
た「
地
域
公
共
交
通
の
活
性
化
及
び
再
生
に

関
す
る
法
律
」で
は
ま
ち
づ
く
り
と
連
動
し
て

交
通
計
画
を
策
定
す
る
必
要
性
を
述
べ
、こ
れ

に
基
づ
き
地
域
の
主
体
が
交
通
計
画
の
策
定
に

か
か
わ
っ
て
い
る
。

　
空
港
も
地
域
の
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
が
か
か

わ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
分
野
の
一
つ
で

あ
る
。特
に
地
方
で
は
利
用
者
が
減
少
傾
向
に

あ
る
航
空
路
線
も
多
い
。こ
れ
ま
で
は
事
業
者

に
よ
る
自
助
努
力
を
基
本
に
し
て
き
た
が
、国

際
的
な
航
空
競
争
の
中
で
そ
の
自
助
努
力
に
も

れ
ば
取
り
組
み
を
再
開
し
た
い
と
こ
ろ
で
あ

る
。ゼ

ミ
の
取
り
組
み
例

　
で
は
教
育
・
研
究
に
当
た
る
現
場
の
教
員
は

ど
の
よ
う
に
地
域
連
携
を
進
め
て
い
る
の
か
、

実
例
を
紹
介
し
た
い
。筆
者
の
担
当
す
る
ゼ
ミ

で
は
毎
年
、交
通
・
観
光
政
策
を
題
材
に
取
り
上

げ
て
取
り
組
ん
で
い
る
。例
年
、大
学
が
立
地
す

る
浜
田
市
役
所
、お
よ
び
隣
接
す
る
自
治
体
の

益
田
市
と
共
同
で
調
査
を
実
施
し
て
い
る
。た

と
え
ば
、浜
田
市
役
所
と
は
筆
者
が
市
の
地
域

公
共
交
通
の
計
画
策
定
・
運
用
を
担
う「
浜
田
市

地
域
公
共
交
通
活
性
化
協
議
会
」の
委
員
を
担

当
し
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、そ
の
計
画
立
案
に

か
か
る
基
礎
調
査
を
行
な
っ
て
い
る
。以
前
は

限
界
が
あ
る
。か
つ
て
は
国
の
政
策
配
慮
も
な

さ
れ
た
が
、財
政
的
な
負
担
や
国
民
的
な
合
意

も
課
題
で
あ
る
。そ
う
し
た
な
か
、地
方
で
は
路

線
の
利
用
者
の
多
く
が
地
方
の
地
元
で
あ
る
た

め
、地
元
が
主
体
に
な
っ
て
活
性
化
に
取
り
組

む
べ
き
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、か
つ
て
は
事
業
者
任
せ
・
行
政

任
せ
で
済
ま
せ
ら
れ
て
い
た
も
の
が
、現
代
で

は
地
元
地
域
が
あ
ら
ゆ
る
事
柄
に
積
極
的
に
取

り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
て
い
る
。そ

の
方
が
地
域
の
ニ
ー
ズ
を
反
映
し
た
適
切
な
取

り
組
み
が
し
や
す
い
か
ら
で
あ
る
。そ
の
際
、地

元
の
大
学
が
果
た
す
べ
き
役
割
は
以
前
よ
り
大

き
い
は
ず
で
あ
る
。と
こ
ろ
が
、大
学
・
地
域
の

現
場
は
今
ま
で
に
そ
の
経
験
が
な
か
っ
た
だ
け

に
大
学
の
地
域
連
携
に
関
し
て
多
く
の
課
題
が

指
摘
さ
れ
て
き
た
。一
般
的
に
は
主
に
次
の
よ

う
な
も
の
が
あ
る
。第
1
に
、資
金
の
継
続
性
を

ど
う
担
保
す
る
か
と
い
う
課
題
。第
2
に
、組
織

的
な
対
応
の
難
し
さ（
教
員
の
属
人
的
な
レ
ベ

な
い
。

　
学
生
に
対
す
る
教
育
支
援
の
側
面
で
は
ど
う

か
。本
学
で
は
、C
O
C
事
業
採
択
か
ら
、地
域

で
活
躍
す
る
人
材
を
育
て
る「
し
ま
ね
地
域
マ

図2：産学連携による旅行商品の企画・販売
の例。旅行商品の制作過程ではコンテスト
を開催し、商品化するプランを競い合った。

写
真
2
：
バ
ス
の
乗
り
方
教
室
で
の
ひ
と
コ
マ
。バ
ス
路
線
の
変
更
な

ど
の
説
明
を
聞
い
て
か
ら
実
際
に
バ
ス
に
体
験
乗
車
し
た

写真3：YouTube動画の撮影風景。取材でも学生らの自由な発想が生かし、空
港の魅力を動画で紹介した。写真はアジアで初めて空港内に設置された養蜂施
設で採れたハチミツと養蜂施設での取材風景。2017年に「ハニー・オブ・ザ・イ
ヤー」の最優秀賞・来場者特別賞に選ばれた。
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は
じ
め
に

　
近
年
多
く
の
大
学
で
、地
域
連
携
に
よ
る
教

育
・
研
究
活
動
が
推
進
さ
れ
て
い
る
。2
0
0
6

年
に
教
育
基
本
法
が
改
正
さ
れ
、大
学
の
使
命

と
し
て
社
会
貢
献
が
位
置
付
け
ら
れ
た
。文
科

省
は
大
学
改
革
の
一
環
と
し
て「
G
P
事
業
」、

そ
の
後
継
と
し
て
の「
地（
知
）の
拠
点
整
備
事

業（
C
O
C
事
業
）」、「
地（
知
）の
拠
点
大
学
に

よ
る
地
方
創
生
推
進
事
業（
C
O
C
＋
事
業
）」

を
推
進
す
る
な
ど
、大
学
の
社
会
貢
献
は
ま
す

ま
す
重
視
し
て
い
る
。

　
本
学
も
大
学
憲
章
で「『
地
域
の
ニ
ー
ズ
に
応

え
、地
域
と
協
働
し
、地
域
に
信
頼
さ
れ
る
大

学
』を
実
現
す
る
」と
謳
っ
て
い
る
と
お
り
、地

域
連
携
を
積
極
的
に
展
開
し
て
い
る
。筆
者
は

上
記
文
科
省
事
業
の
う
ち
、本
学「
C
O
C
事

業
」の
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開
発
・
実
施
に
か
か

わ
る
一
方
、教
員
と
し
て
も
学
生
と
と
も
に
取

り
組
ん
で
き
た
。そ
の
過
程
で
は
も
ち
ろ
ん
多

数
の
成
果
を
上
げ
た
が
、他
方
で
課
題
も
多
く

直
面
し
て
き
た
。本
小
論
で
は
、そ
う
し
た
筆
者

の
実
体
験
と
し
て
の
側
面
か
ら
、大
学
の
地
域

連
携
に
お
け
る
課
題
を
指
摘
し
た
い
。

地
域
づ
く
り
で

期
待
さ
れ
る
大
学
の
役
割

　
大
学
の
地
域
連
携
に
つ
い
て
地
域
づ
く
り
の

側
面
か
ら
と
ら
え
て
み
よ
う
。周
知
の
よ
う
に

2
0
0
8
年
に
閣
議
決
定
さ
れ
た
国
土
形
成
計

画
で
は「
新
た
な
公
」が
掲
げ
ら
れ
た
。従
来
、

「
官
か
民
か
」と
い
っ
た
二
元
論
で
各
種
政
策
が

構
築
さ
れ
て
き
た
が
、共
助
社
会
を
実
現
す
る

と
い
う
理
念
の
も
と
で
新
し
い
ア
ク
タ
ー
が
こ

こ
に
登
場
し
た
。高
等
教
育
機
関（
以
下
、さ
し

あ
た
り「
大
学
」と
い
う
）は
地
域
社
会
の
ス
テ

ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
の
一
角
を
な
す
も
の
と
し
て
、

地
域
づ
く
り
に
お
い
て
中
心
的
な
役
割
を
担
う

イ
ス
タ
ー
」認
定
制
度
を
創
設
・
実
施
し
て
き

た
。地
域
の
諸
課
題
に
対
し
て
向
き
合
い
、課
題

解
決
に
向
け
た
行
動
力
の
あ
る
人
材
を
養
成
す

る
も
の
で
、条
件
を
満
た
し
た
学
生
を「
し
ま
ね

地
域
マ
イ
ス
タ
ー
」と
認
定
す
る
仕
組
み
で
あ

る（
図
１
）。

　
1
年
生
の
段
階
で
こ
の
認
定
制
度
を
活
用
し

て
履
修
を
す
る
か
ど
う
か
を
決
め（
エ
ン
ト
リ

ー
）、プ
ロ
グ
ラ
ム
が
ス
タ
ー
ト
す
る
。学
習
上

欠
か
せ
な
い
科
目
を
指
定
し
、学
問
的
な
知
識

を
深
め
る
と
と
も
に
分
析
ス
キ
ル
を
向
上
さ
せ

る
。2
年
生
以
上
の
学
年
で
、P
B
L
型
の
研
究

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
学
生
の
関
心
に
応
じ
て
設
定

す
る
。そ
し
て
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
成
果
を
年
度

末
に
開
催
さ
れ
る「
K
E
N
D
A
I
縁
結
び
フ

ォ
ー
ラ
ム
」で
報
告
す
る
と
い
う
流
れ
で
あ
る
。

　
な
お
、「K

E
N

D
A

I

縁
結
び
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

は
、本
節
冒
頭
で
述
べ
た「
縁
結
び
プ
ラ
ッ
ト
フ

ォ
ー
ム
」の
機
能
を
具
体
化
す
る
一
大
イ
ベ
ン

ト
で
あ
る
。こ
こ
で
は
、大
学
関
係
者
の
成
果
報

告
だ
け
で
な
く
、翌
年
度
の
地
域
連
携
の
マ
ッ

チ
ン
グ
の
場
と
し
て
も
活
用
で
き
る
よ
う
、地

元
側
か
ら
の
発
表
も
歓
迎
し
て
い
る
。ま
た
、活

発
に
意
見
交
換
で
き
る
よ
う
、学
食
を
活
用
し

て
コ
ー
ヒ
ー
を
飲
み
な
が
ら
気
軽
に
意
見
交
換

で
き
る
ポ
ス
タ
ー
・
セ
ッ
シ
ョ
ン
も
設
け
て
い

る（
写
真
１
）。学
会
の
よ
う
な
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
・
ス
タ
イ
ル
は
緊
張
感
も
あ
り
、そ
れ
は

そ
れ
で
良
い
面
も
あ
る
が
、実
質
的
な
連
携
・
交

流
の
促
進
を
考
え
る
と
、気
軽
な
ス
タ
イ
ル
の

ほ
う
が
効
果
的
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。コ

ロ
ナ
禍
の
影
響
で
2
0
2
0
年
度
は
オ
ン
ラ
イ

ン
開
催
と
し
た
た
め
、大
規
模
な
交
流
は
で
き

な
か
っ
た
が
、技
術
的
な
面
さ
え
ク
リ
ア
で
き

市
内
の
す
べ
て
の
路
線
・
全
便
に
学
生
が
調
査

員
と
し
て
乗
り
込
ん
で
バ
ス
停
ご
と
の
乗
降
人

数
や
乗
客
の
意
見
、さ
ら
に
交
通
量
も
調
べ
た

上
で
バ
ス
路
線
の
経
路
変
更
を
提
案
し
、実
際

に
経
路
変
更
に
至
っ
た
。一
年
限
り
の
場
当
た

り
的
な
調
査
で
は
な
く
、そ
の
後
も
市
役
所
や

バ
ス
会
社
と
共
同
で
、バ
ス
の「
乗
り
方
教
室
」

も
開
催
し
た
り
、継
続
的
に
政
策
立
案
に
コ
ミ

ッ
ト
し
て
い
る（
写
真
2
）。 

　
益
田
市
役
所
と
は
、お
も
に
地
元
に
あ
る
萩
・

石
見
空
港
の
利
活
用
を
め
ぐ
っ
て
調
査
に
取
り

組
ん
で
き
た
。航
空
の
利
用
者
は
ビ
ジ
ネ
ス
・
観

光
と
い
う
ま
っ
た
く
異
な
る
ニ
ー
ズ
を
抱
え
た

旅
客
が
同
じ
路
線
の
飛
行
機
を
利
用
す
る
。し

か
も
、イ
ン
・
ア
ウ
ト
の
違
い
も
あ
る
。そ
れ
だ

け
複
雑
な
ニ
ー
ズ
を
掴
む
必
要
が
あ
る
が
、そ

の
た
め
の
基
礎
調
査
を
行
な
っ
て
い
る
。首
都

圏
在
住
者
を
対
象
に
し
た
ウ
ェ
ブ
ア
ン
ケ
ー
ト

に
基
づ
い
て
ニ
ー
ズ
を
分
析
し
、観
光
プ
ラ
ン

の
提
案
も
行
な
っ
た
。残
念
な
が
ら
、即
採
用
・

商
品
化
と
い
う
わ
け
に
は
い
か
な
か
っ
た
が
、

我
々
の
活
動
に
関
心
を
寄
せ
て
く
れ
る
関
係
者

も
お
り
、の
ち
に
株
式
会
社
読
売
旅
行
の
強
力

な
力
添
え
に
よ
り
商
品
化
が
実
現
し
た
。エ
ア

ラ
イ
ン
や
地
元
関
係
者
も
共
催
者
と
し
て
か
か

わ
っ
て
い
た
だ
き
、「
学
生
が
盛
り
上
げ
る
！
観

光
プ
ラ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
」を
実
施
し
、そ
こ
で
優

秀
賞
に
選
ば
れ
た
プ
ラ
ン
を
実
際
に
商
品
化
・

販
売
し
た
の
で
あ
る（
図
2
）。そ
れ
以
外
に
も
、

空
港
の
取
り
組
み
を
学
生
が
取
材
し
、Yo

u

T
u
be

動
画
を
作
成
す
る
よ
う
な
取
り
組
み
も

行
な
っ
た（
写
真
3
）。

　
も
ち
ろ
ん
、こ
れ
ら
は
筆
者
が
東
奔
西
走
し

て
機
会
を
見
つ
け
た
と
い
う
よ
り
も
、県
立
大

学
と
い
う
こ
と
で
一
定
の
信
頼
を
い
た
だ
き
、

引
き
立
て
て
い
た
だ
け
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

大
学
と
し
て
の
地
域
貢
献
の
姿
勢
が
な
け
れ

ば
、地
方
の
小
規
模
な
大
学
で
こ
れ
ほ
ど
の
機

会
は
得
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
。大
学
組
織
と
し
て

の
対
応
と
、教
員
の
取
り
組
み
は
い
わ
ば
車
の

両
輪
の
よ
う
な
関
係
で
、ど
ち
ら
か
に
任
せ
て

お
け
ば
よ
い
と
い
う
も
の
で
は
な
い
。

　
学
生
ら
は
こ
の
よ
う
な
活
動
を
通
し
て
、自

分
た
ち
の
取
り
組
ん
だ
成
果
が
実
際
に
地
元
の

町
の
政
策
立
案
に
反
映
さ
れ
て
い
る
事
実
や
、

形
と
な
っ
て
残
る
実
績
に
自
信
を
深
め
て
い
る

よ
う
に
見
受
け
ら
れ
、こ
れ
は
教
員
と
し
て
頼

も
し
い
。も
ち
ろ
ん
、そ
こ
に
至
る
ま
で
に
学
生

の
苦
労
も
多
い
。プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
実
施
に
想

定
外
の
こ
と
は
つ
き
も
の
で
、そ
の
た
び
に
学

生
は
意
気
消
沈
し
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。た
だ
、

そ
の
苦
労
も
含
め
、も
の
ご
と
を
計
画
・
実
行

し
、成
果
を
出
す
と
い
う
の
は
社
会
人
に
な
っ

て
も
必
要
な
ス
キ
ル
で
あ
り
、多
少
な
り
と
も

そ
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
は
な
っ
て
い
る
だ
ろ

う
。地
域
に
と
っ
て
も
、学
生
が
参
画
す
る
こ
と

に
対
し
て
非
常
に
好
意
的
に
受
け
止
め
て
も
ら

っ
て
い
る
。リ
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
の
部
分
も
多
い

だ
ろ
う
が
、大
学
と
い
う
中
立
的
な
立
場
、か
つ

学
生
と
い
う
若
さ
か
ら
多
少
現
実
離
れ
し
た
提

言
・
指
摘
で
も
、し
が
ら
み
の
多
い
大
人
と
は
違

う
若
い
人
の
本
音
を
代
弁
し
て
い
る
か
ら
な
の

か
も
し
れ
な
い
。

今
後
の
課
題

　
こ
の
よ
う
に
、地
域
連
携
は
比
較
的
、成
果
を

上
げ
て
い
る
が
、目
下
、課
題
も
あ
る
。第
1
に
、地

域
連
携
の
質
的
な
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
で
あ
る
。中

塚
・
小
田
切（
2
0
1
6
）は
大
学
と
地
域
で
は
、本

来
的
に
ミ
ス
マ
ッ
チ
が
生
じ
や
す
い
と
指
摘
し

て
い
る
。そ
れ
は
、大
学
の
教
育
・
研
究
と
い
う
目

的
と
、地
域
側
が
追
求
す
る
経
済
・
社
会
的
な
活

性
化
と
い
う
目
的
は
必
ず
し
も
一
致
し
て
い
な

い
か
ら
で
あ
る
。あ
る
意
味
で
同
床
異
夢
に
あ
る

両
者
を
結
び
付
け
、効
果
を
も
た
ら
す
た
め
の
動

機
付
け
、及
び
そ
の
源
泉
と
な
る
適
切
な
評
価
方

法
が
必
要
で
あ
る
。現
在
、地
域
連
携
の
評
価
は

「
地
元
就
職
率
」や「
連
携
の
数
」で
あ
る
こ
と
が

多
い
点
は
課
題
で
あ
る
。な
ぜ
な
ら
、そ
こ
に
質

的
な
評
価
の
目
線
が
入
っ
て
い
な
い
か
ら
で
あ

る
。何
の
た
め
の
連
携
か
と
い
う
基
本
的
な
視
点

は
忘
れ
て
し
ま
う
と
、形
式
に
目
を
奪
わ
れ
本
質

を
見
誤
る
。そ
の
意
味
で
、今
後
は
教
育
・
研
究
の

質
や
地
域
の
主
体
性
向
上
に
働
き
か
け
る
エ
ン

パ
ワ
ー
メ
ン
ト
を
ど
う
い
う
形
で
計
測
す
べ
き

か
議
論
を
進
め
て
よ
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
第
2
は
、学
生
の
主
体
性
を
い
か
に
引
き
出

す
か
で
あ
る
。フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
は
想
定
通

り
に
は
い
か
な
い
ば
か
り
か
、本
来
は
座
学
以

上
に
負
担
の
か
か
る
学
び
で
あ
る
。こ
の
負
担

は
学
生
だ
け
で
は
な
く
、教
員
や
地
域
の
ス
テ

ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
に
と
っ
て
も
同
じ
で
あ
る
。何

を
ど
の
よ
う
に
進
め
る
か
と
い
う
詳
細
を
事
前

に
す
り
合
わ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
で
あ

る
。さ
ら
に
学
生
に
と
っ
て
、P
B
L
型
の
学
び

は
座
学
で
の
学
び
と
同
時
並
行
と
な
る
が
ゆ
え

に
、本
来
は
相
当
な
負
担
を
強
い
る
も
の
で
あ

る
。し
か
し
、往
々
に
し
て
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

を
遠
足
と
勘
違
い
し
て
い
る
学
生
も
い
る（
遠

足
も
教
育
目
的
を
持
っ
て
い
る
！
）。P
B
L
型

の
学
び
は
重
視
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る

が
、す
べ
て
お
膳
立
て
さ
れ
た
う
え
で
の「
体

験
」で
は
な
く
、学
生
が
主
体
的
に
考
え
る
よ
う

な
機
会
や
仕
掛
け
に
つ
い
て
、よ
り
深
く
考
え

る
必
要
が
あ
る
。

　
第
3
に
、何
と
い
っ
て
も
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
対

面
の
難
し
さ
を
ど
う
克
服
す
る
か
で
あ
る
。オ

ン
ラ
イ
ン
で
は
相
当
的
確
な
言
葉
で
意
思
疎
通

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。こ
れ
は
、上
で
指
摘
し

た
主
体
性
や
考
え
る
機
会
を
与
え
る
と
い
う
こ

と
か
ら
す
れ
ば
、筆
者
の
場
合
は
真
逆
に
な
っ

て
し
ま
っ
た
と
こ
ろ
が
あ
る
。た
だ
、オ
ン
ラ
イ

ン
で
の
対
応
が
社
会
的
に
も
急
速
に
浸
透
し
た

こ
と
か
ら
、か
え
っ
て
大
学
外
関
係
者
と
の
接

触
は
し
や
す
く
な
っ
た
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
も
見

逃
せ
な
い
。大
規
模
か
つ
親
密
な
交
流
は
難
し

く
と
も
、気
軽
に
何
度
も
交
流
で
き
る
と
い
う

メ
リ
ッ
ト
は
評
価
し
て
も
よ
さ
そ
う
で
あ
る
。

　
地
域
連
携
は
負
担
も
大
き
い
。し
か
し
、学
生

に
成
長
の
機
会
を
与
え
る
こ
と
、研
究
面
で
も

教
員
が
新
た
な
フ
ィ
ー
ル
ド
を
見
出
し
そ
の
成

果
を
出
す
こ
と
、そ
れ
が
地
域
に
対
す
る
エ
ン

パ
ワ
ー
メ
ン
ト
に
も
つ
な
が
る
の
で
あ
れ
ば
、

連
携
の
価
値
は
大
き
い
。教
育
・
研
究
・
地
域
が

「
三
方
よ
し
」と
な
る
よ
う
、そ
の
仕
組
み
の
ブ

ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
を
続
け
る
必
要
が
あ
る
。

ル
で
の
地
域
連
携
は
機
動
的
で
あ
る
反
面
、組

織
と
し
て
の
蓄
積
は
難
し
く
、調
整
に
手
間
が

か
か
る
）。第
3
に
、教
員
や
地
域
双
方
に
連
携

す
る
動
機
付
け（
単
に
資
金
的
な
こ
と
だ
け
で

な
く
、互
い
に
ニ
ー
ズ
や
シ
ー
ズ
を
把
握
で
き

て
い
な
い
た
め
、互
い
の
資
源
が
有
効
活
用
さ

れ
な
い
と
い
う
問
題 

）な
ど
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
一
般
的
な
課
題
は
、本
学
の
場

合
も
例
外
な
く
直
面
し
、試
行
錯
誤
を
重
ね
て

き
た
。筆
者
は
本
学
に
赴
任
し
て
か
ら
10
年
間
、

学
内
に
地
域
連
携
の
窓
口
と
な
る「
地
域
連
携

推
進
セ
ン
タ
ー
」の
委
員
お
よ
び
副
セ
ン
タ
ー

長
を
務
め
て
き
た
。以
下
で
は
、本
学
に
お
け
る

地
域
連
携
の
若
干
の
工
夫
と
筆
者
の
認
識
し
て

い
る
課
題
に
つ
い
て
紹
介
し
た
い
。

本
学
に
お
け
る

地
域
連
携
の
特
徴

　
ま
ず
、そ
の
仕
組
み
で
あ
る
。現
在
の
本
学
に

お
け
る
地
域
連
携
は
、2
0
1
3
年
度
か
ら
5

年
間
に
わ
た
っ
て
実
施
さ
れ
た
文
科
省「
地

（
知
）の
拠
点
整
備
事
業（
以
下
、「
C
O
C
事

業
」）が
ベ
ー
ス
に
な
っ
て
い
る
。C
O
C
事
業

で
、本
学
は「
縁
結
び
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
」と

い
う
仕
組
み
を
用
意
し
、地
域
課
題
の
解
決
に

向
け
た
連
携
活
動
を
支
援
す
る
仕
組
み
を
設
置

し
た
。地
域
か
ら
の
ニ
ー
ズ
と
本
学
の
専
門
性

（
シ
ー
ズ
）を
マ
ッ
チ
ン
グ
す
る
こ
と
、地
域
の

人
々
に
学
び
の
場
を
提
供
す
る
こ
と
、さ
ら
に

研
究
成
果
を
地
域
に
還
元
す
る
こ
と
を
一
元
的

に
集
約
す
る
仕
組
み
で
あ
る
。

　
次
に
活
動
の
原
資
に
つ
い
て
。当
初
は
文
科

省
の
C
O
C
事
業
予
算
を
充
当
し
た
。C
O
C

事
業
終
了
後
は
大
学
の
独
自
予
算
を
充
当
し

（「
地
域
貢
献
推
進
奨
励
金
」な
ど
）、引
き
続
き

大
学
と
し
て
活
動
を
支
援
し
て
い
る
。実
は
こ

れ
以
外
に
も
大
学
外
の
資
金
を
原
資
と
す
る
連

携
事
業
が
継
続
的
に
実
施
さ
れ
て
い
る
。上
述

の
よ
う
に
、一
般
的
に
よ
く
指
摘
さ
れ
る
活
動

資
金
の
問
題
や
連
携
調
整
の
問
題
は
、本
学
に

限
っ
て
は
比
較
的
恵
ま
れ
て
い
る
の
か
も
し
れ

参考文献
1.飯塚重善（2018）「大学教育における 地域連携活動のあり方に関する一考察」『国際経営論集』 No.55, 97-111ページ.
2.桑田但馬（2017）「農山村の再生に向けた大学の継続的な地域連携ー岩手県での活動にもとづく課題提起ー」『季刊地理学』Vol69, 19-33ページ.
3.中塚雅也・小田切徳美（2016）「大学地域連携の実態と課題」『農村計画学会誌』 Vol. 35, No. 1, 6-11ページ.　
4.野澤一博（2016）「大学の地域連携の活動領域と課題」『産学連携学』Vol.13, No.1, Vol.13, No.1, 1-8ページ。
5.深沼光（2010）「大学と地域の連携－継続の効果と課題－」『日本政策金融公庫論集』 第7号, 21-47ページ。

  注
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  2） 桑田（2017）
  3） たとえば、野澤（2016）p.5.

と
見
做
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　「
新
た
な
公
」は
、公
共
交
通
や
ま
ち
づ
く
り

の
分
野
で
は
頻
繁
に
出
て
く
る
キ
ー
ワ
ー
ド

で
、交
通
不
便
地
域
に
お
い
て
自
治
会
等
が
主

体
と
な
っ
た
輸
送
活
動
や
、買
い
物
弱
者
対
策

な
ど
の
議
論
で
よ
く
登
場
す
る
。こ
れ
ら
の
分

野
で
は
、そ
れ
を
促
す
法
的
な
枠
組
み
も
用
意

さ
れ
て
い
る
。具
体
的
に
、バ
ス
や
鉄
道
な
ど
の

公
共
交
通
分
野
で
は
、2
0
0
7
年
に
策
定
さ

れ
た「
地
域
公
共
交
通
の
活
性
化
及
び
再
生
に

関
す
る
法
律
」で
は
ま
ち
づ
く
り
と
連
動
し
て

交
通
計
画
を
策
定
す
る
必
要
性
を
述
べ
、こ
れ

に
基
づ
き
地
域
の
主
体
が
交
通
計
画
の
策
定
に

か
か
わ
っ
て
い
る
。

　
空
港
も
地
域
の
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
が
か
か

わ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
分
野
の
一
つ
で

あ
る
。特
に
地
方
で
は
利
用
者
が
減
少
傾
向
に

あ
る
航
空
路
線
も
多
い
。こ
れ
ま
で
は
事
業
者

に
よ
る
自
助
努
力
を
基
本
に
し
て
き
た
が
、国

際
的
な
航
空
競
争
の
中
で
そ
の
自
助
努
力
に
も

れ
ば
取
り
組
み
を
再
開
し
た
い
と
こ
ろ
で
あ

る
。ゼ

ミ
の
取
り
組
み
例

　
で
は
教
育
・
研
究
に
当
た
る
現
場
の
教
員
は

ど
の
よ
う
に
地
域
連
携
を
進
め
て
い
る
の
か
、

実
例
を
紹
介
し
た
い
。筆
者
の
担
当
す
る
ゼ
ミ

で
は
毎
年
、交
通
・
観
光
政
策
を
題
材
に
取
り
上

げ
て
取
り
組
ん
で
い
る
。例
年
、大
学
が
立
地
す

る
浜
田
市
役
所
、お
よ
び
隣
接
す
る
自
治
体
の

益
田
市
と
共
同
で
調
査
を
実
施
し
て
い
る
。た

と
え
ば
、浜
田
市
役
所
と
は
筆
者
が
市
の
地
域

公
共
交
通
の
計
画
策
定
・
運
用
を
担
う「
浜
田
市

地
域
公
共
交
通
活
性
化
協
議
会
」の
委
員
を
担

当
し
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、そ
の
計
画
立
案
に

か
か
る
基
礎
調
査
を
行
な
っ
て
い
る
。以
前
は

限
界
が
あ
る
。か
つ
て
は
国
の
政
策
配
慮
も
な

さ
れ
た
が
、財
政
的
な
負
担
や
国
民
的
な
合
意

も
課
題
で
あ
る
。そ
う
し
た
な
か
、地
方
で
は
路

線
の
利
用
者
の
多
く
が
地
方
の
地
元
で
あ
る
た

め
、地
元
が
主
体
に
な
っ
て
活
性
化
に
取
り
組

む
べ
き
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、か
つ
て
は
事
業
者
任
せ
・
行
政

任
せ
で
済
ま
せ
ら
れ
て
い
た
も
の
が
、現
代
で

は
地
元
地
域
が
あ
ら
ゆ
る
事
柄
に
積
極
的
に
取

り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
て
い
る
。そ

の
方
が
地
域
の
ニ
ー
ズ
を
反
映
し
た
適
切
な
取

り
組
み
が
し
や
す
い
か
ら
で
あ
る
。そ
の
際
、地

元
の
大
学
が
果
た
す
べ
き
役
割
は
以
前
よ
り
大

き
い
は
ず
で
あ
る
。と
こ
ろ
が
、大
学
・
地
域
の

現
場
は
今
ま
で
に
そ
の
経
験
が
な
か
っ
た
だ
け

に
大
学
の
地
域
連
携
に
関
し
て
多
く
の
課
題
が

指
摘
さ
れ
て
き
た
。一
般
的
に
は
主
に
次
の
よ

う
な
も
の
が
あ
る
。第
1
に
、資
金
の
継
続
性
を

ど
う
担
保
す
る
か
と
い
う
課
題
。第
2
に
、組
織

的
な
対
応
の
難
し
さ（
教
員
の
属
人
的
な
レ
ベ

な
い
。

　
学
生
に
対
す
る
教
育
支
援
の
側
面
で
は
ど
う

か
。本
学
で
は
、C
O
C
事
業
採
択
か
ら
、地
域

で
活
躍
す
る
人
材
を
育
て
る「
し
ま
ね
地
域
マ

図2：産学連携による旅行商品の企画・販売
の例。旅行商品の制作過程ではコンテスト
を開催し、商品化するプランを競い合った。

写
真
2
：
バ
ス
の
乗
り
方
教
室
で
の
ひ
と
コ
マ
。バ
ス
路
線
の
変
更
な

ど
の
説
明
を
聞
い
て
か
ら
実
際
に
バ
ス
に
体
験
乗
車
し
た

写真3：YouTube動画の撮影風景。取材でも学生らの自由な発想が生かし、空
港の魅力を動画で紹介した。写真はアジアで初めて空港内に設置された養蜂施
設で採れたハチミツと養蜂施設での取材風景。2017年に「ハニー・オブ・ザ・イ
ヤー」の最優秀賞・来場者特別賞に選ばれた。
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2
0
1
1
年
4
月
に
高
知
県
立
大
学
文
化
学

部
に
赴
任
し
て
お
よ
そ
10
年
が
過
ぎ
た
。オ
セ

ア
ニ
ア
研
究
を
行
っ
て
き
た
文
化
人
類
学
の
専

任
教
員
と
し
て
採
用
さ
れ
た
が
、着
任
後
は
高

知
の
地
域
社
会
で
の
教
育
研
究
活
動
も
充
実
さ

せ
て
ほ
し
い
、ま
た
そ
う
し
た
地
域
貢
献
が
求

め
ら
れ
る
時
代
で
あ
る
と
当
時
の
上
司
に
あ
た

る
清
原
泰
治
教
授
が
力
説
し
て
い
た
の
を
よ
く

覚
え
て
い
る
。正
直
に
言
う
と
、当
時
は
こ
の
言

葉
の
重
み
が
十
分
に
理
解
で
き
て
い
な
い
か
、

あ
る
い
は
表
面
的
に
は
理
解
で
き
て
も
実
際
に

ど
の
よ
う
に
行
動
に
移
せ
ば
良
い
の
か
分
か
ら

ず
に
い
た
の
だ
と
思
う
。し
か
し
、こ
の
10
年
間

で
高
知
県
立
大
学
の
組
織
と
し
て
の
地
域
貢
献

活
動
が
発
展
し
て
い
く
の
に
伴
っ
て
、必
然
的

に
私
自
身
も
地
域
社
会
へ
の
関
り
を
深
め
な
が

ら
、様
々
な
教
育
研
究
活
動
を
行
う
よ
う
に
な

っ
た
。

　
本
稿
で
は
、高
知
県
立
大
学
着
任
後
の
私
自

身
の
経
験
を
振
り
返
り
な
が
ら
、高
知
県
立
大

学
に
お
け
る
地
域
貢
献
活
動
―
―
2
0
1
5
年

度
か
ら「
域
学
共
生
―
大
学
が
地
域
を
変
え
る
。

地
域
が
大
学
を
変
え
る
」と
い
う
理
念
が
掲
げ

ら
れ
て
い
る
―
―
の
特
徴
を
紹
介
し
て
い
く
。

こ
の
10
年
間
、地
方
の
公
立
大
学
は
ど
の
よ
う

な
地
域
貢
献
を
求
め
ら
れ
、何
を
し
て
き
た
の

か
、私
個
人
の
体
験
の
軌
跡
を
通
し
て
そ
の
断

片
を
提
示
し
た
い
。

　
赴
任
当
初
の
私
は
、公
立
大
学
の
地
域
貢
献

と
い
っ
て
も
、地
元
の
地
域
社
会
を
研
究
対
象

と
す
る
か
、地
域
社
会
を
舞
台
に
フ
ィ
ー
ル
ド

ワ
ー
ク
な
ど
の
教
育
実
践
を
行
う
こ
と
ぐ
ら
い

し
か
考
え
つ
か
な
か
っ
た
。換
言
す
れ
ば
、自
身

は
、そ
の
後
、北
川
村
温
泉
の
ポ
ス
タ
ー
を
作
成

し
た
り
、観
光
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
た
り
す
る

な
ど
、自
主
的
に
活
動
を
広
げ
て
い
っ
た
学
生

も
い
た
。

　
残
念
な
が
ら
こ
の
取
り
組
み
は
継
続
で
き
な

か
っ
た
。私
自
身
の
怠
慢
に
よ
る
も
の
で
あ
る

こ
と
は
確
か
だ
が
、同
時
に
自
治
体
側
と
大
学

側
双
方
の
体
制
の
変
化
や
、国
立
大
学
で
あ
る

高
知
大
学
に
よ
る
大
々
的
な
フ
ィ
ー
ル
ド
活
動

の
展
開
の
な
か
で
、意
義
を
見
い
だ
し
に
く
く

な
っ
た
た
め
で
も
あ
っ
た
。北
川
村
を
含
む
中

芸
5
町
村（
奈
半
利
町
、田
野
町
、安
田
町
、北
川

村
、馬
路
村
）の
景
観
と
食
文
化
は
、2
0
1
7

年
に「
森
林
鉄
道
か
ら
日
本
一
の
ゆ
ず
ロ
ー
ド

へ
」と
し
て
日
本
遺
産
に
認
定
さ
れ
、よ
り
大
き

な
地
域
的
展
開
を
見
せ
た
。上
記
の
北
川
村
で

の
活
動
は
、こ
う
し
た
動
向
に
合
流
す
る
に
は

未
熟
で
、専
門
性
も
深
め
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
。

地
域
社
会
で
汗
水
流
す
だ
け
で
は
不
十
分
で
あ

り
、や
は
り
専
門
性
を
確
保
す
る
こ
と
が
必
要

な
の
だ
と
痛
感
し
た
。

　
ち
ょ
う
ど
北
川
村
で
の
活
動
が
一
区
切
り
つ

い
た
こ
ろ
、2
0
1
5
年
9
月
に
高
知
県
土
佐

郡
大
川
村
よ
り
村
史
追
録
の
編
纂
に
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
と
し
て
関
わ
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
依
頼
を

受
け
た
。
そ
の
頃
、
高
知
県
立
大
学
で
は

2
0
1
2
年
に
設
置
さ
れ
た
地
域
教
育
研
究
セ

ン
タ
ー
が
、地
域
社
会
か
ら
の
相
談
窓
口
と
な

っ
て
お
り
、相
談
内
容
を
学
内
教
員
に
効
果
的

に
差
配
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。こ
こ
で
も

文
化
学
部
か
ら
移
動
し
、セ
ン
タ
ー
長
の
職
に

あ
っ
た
清
原
教
授
が
私
を
推
薦
し
て
く
れ
た
。

「
村
史
編
纂
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
」と
い
う
肩
書
き
だ

っ
た
が
、実
際
に
は
早
明
浦
ダ
ム
建
設
と
白
滝

資
源
整
備
の
現
状
調
査
、地
域
お
こ
し
協
力
隊

な
ど
移
住
者
の
果
た
す
役
割
を
テ
ー
マ
と
し
た

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
開
催
を
実
現
さ
せ
た
。

　
大
川
村
に
お
け
る
地
域
課
題
の
研
究
で
は
、

出
郷
者
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
や
、移
住
者
や
関

係
人
口
が
過
疎
地
で
果
た
す
役
割
に
注
目
し
て

い
た
が
、村
史
編
纂
や
研
究
を
進
め
る
う
ち
に
、

私
自
身
が
関
係
人
口
の
一
角
を
担
う
よ
う
に
な

っ
て
い
っ
た
。家
族
を
連
れ
て
、毎
年
5
月
3
日

に
行
わ
れ
る
白
滝
ふ
る
さ
と
ま
つ
り
、11
月
3

日
に
行
わ
れ
る
謝
肉
祭
に
参
加
し
て
普
通
に
楽

し
む
よ
う
に
な
っ
た
。ま
た
、子
ど
も
向
け
の
自

然
教
育
や
初
心
者
向
け
の
山
岳
観
光
に
参
加
し

続
け
た
。幼
少
時
か
ら
大
川
村
に
通
っ
て
い
る

息
子
は
、地
元
の
方
々
や
地
域
お
こ
し
協
力
隊

の
方
に
よ
く
懐
い
て
い
る
。コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ

て
高
知
県
外
へ
の
旅
行
を
控
え
て
か
ら
は
、大

川
村
で
春
夏
秋
冬
の
家
族
の
思
い
出
が
で
き
て

い
っ
た（
写
真
2
）。

　
冒
頭
で
言
及
し
た
よ
う
に
高
知
県
立
大
学
は

2
0
1
5
年
度
以
降
、「
域
学
共
生
」の
理
念
を

掲
げ
て
い
る
。「
域
学
共
生
」は
造
語
で
、「
地
域

と
大
学
が
互
い
に
手
を
携
え
、教
え
合
い
、学
び

合
い
、育
ち
合
い
な
が
ら
、高
知
県
の
地
域
の
再

生
と
活
性
化
を
実
現
し
た
い
と
い
う
想
い
」が

込
め
ら
れ
て
い
る（
写
真
3
）。「
大
学
の
地
域
貢

献
」と
い
う
場
合
、大
学
が
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
を
と

っ
て
地
域
社
会
を
よ
り
よ
い
方
向
に
導
い
て
い

く
と
い
う
含
意
が
あ
る
が
、「
域
学
共
生
」の
理

念
の
も
と
で
は
、大
学
も
ま
た
地
域
社
会
か
ら

学
び
、地
域
社
会
に
よ
っ
て
変
え
ら
れ
る
と
い

う
こ
と
を
念
頭
に
お
い
て
い
る
。自
分
自
身
の

活
動
の
軌
跡
を
振
り
返
っ
て
み
る
と
、「
域
学
共

生
」の
理
念
を
待
つ
ま
で
も
な
く
、地
域
社
会
に

よ
っ
て
私
自
身
が
確
か
に
変
え
ら
れ
て
き
た
。

地
域
社
会
で
活
動
す
る
な
か
で
新
た
な
見
地
や

問
題
関
心
を
得
て
、関
係
人
口
と
し
て
地
域
へ

の
関
わ
り
を
深
め
る
な
か
で
、よ
り
豊
か
な
生

活
を
再
発
見
し
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。

　「
域
学
共
生
」で
は
、学
生
が
主
体
的
に
学
ぶ

こ
と
、地
域
社
会
と
学
び
合
う
こ
と
を
重
視
し

て
い
る
。こ
う
し
て
大
学
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が

改
訂
さ
れ
、全
学
の
共
通
教
養
教
育
科
目
の
な

か
に
域
学
共
生
科
目
が
設
置
さ
れ
た
。初
年
次

の
全
学
必
修
科
目
と
し
て
地
域
学
実
習
Ⅰ
が
設

置
さ
れ
、1
回
生
は
必
ず
地
域
社
会
に
出
て
学

ぶ
よ
う
に
な
っ
た
。地
域
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー

に
は
、域
学
共
生
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
い
う

肩
書
き
の
職
員
が
配
属
さ
れ
た
。コ
ー
デ
ィ
ネ

ー
タ
ー
は
、地
域
社
会
と
大
学
の
間
に
立
ち
、引

率
教
員
と
連
携
し
な
が
ら
実
習
を
立
案
す
る
。

実
習
の
テ
ー
マ
は
、高
知
の
歴
史
文
化
か
ら
、課

題
先
進
県
・
高
知
の
地
域
課
題
に
至
る
ま
で
多

岐
に
わ
た
り
、全
学
部
の
教
員
が
持
ち
回
り
で

実
習
を
担
当
す
る
。コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
立

高
知
県
立
大
学
文
化
学
部
准
教

授
。博
士（
社
会
人
類
学
）。専
門
は

社
会
人
類
学
、オ
セ
ア
ニ
ア
研
究
。

日
本
統
治
下
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア（
南

洋
群
島
）に
お
け
る
植
民
地
経
験

や
ア
ジ
ア・太
平
洋
戦
争
の
記
憶

を
テ
ー
マ
に
、パ
ラ
オ
共
和
国
で
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を

行
っ
て
い
る
。高
知
県
内
で
は
、安
芸
郡
北
川
村
な
ど
で

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
指
導
を
行
っ
た
経
験
が
あ
り
、土

佐
郡
大
川
村
で
は
村
史
編
纂
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
務
め

た
。主
な
著
書
にM

em
ories of the Japanese 

Em
pire （Routledge, 2021, 

分
担
執
筆
）、『
大
学

的
高
知
ガ
イ
ド
』（
昭
和
堂
、2
0
1
9
年
、分
担
執
筆
）、

Leisure and D
eath （U

niversity Press of 
Colorado, 2018, 

分
担
執
筆
）な
ど
。

飯
髙
伸
五（
い
い
た
か
・
し
ん
ご
）

地
域
貢
献
か
ら

「
域
学
共
生
」へ

案
し
て
専
門
が
近
い
教
員
が
担
当
す
る
こ
と
が

多
い
が
、教
員
が
既
存
の
地
域
活
動
を
持
ち
込

む
場
合
も
あ
る
。私
も
地
域
学
実
習
Ⅰ
を
隔
年

で
担
当
し
て
い
る
。こ
れ
ま
で
、赤
岡
か
ら
物
部

に
か
け
て
の
塩
の
道
、高
知
市
内
の
街
路
市
、室

戸
ジ
オ
パ
ー
ク
巡
検
な
ど
の
実
習
に
参
加
し
て

い
る
が（
写
真
4
）、基
本
的
に
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
の
立
案
に
従
っ
て
実
習
を
指
導
し
て
お

り
、教
職
員
の
い
い
連
携
体
制
が
で
き
て
い
る
。

　
地
域
社
会
の
な
か
で
問
題
関
心
を
得
た
学
生

は
、2
年
次
以
降
、今
度
は
自
分
自
身
で
活
動
計

画
を
立
て
て
、地
域
学
実
習
Ⅱ
の
履
修
に
挑
戦

す
る
こ
と
も
で
き
る
。ま
た
、地
域
共
生
推
進
副

専
攻
の
も
と
で
は
、域
学
共
生
科
目
の
ほ
か
、関

連
す
る
専
門
科
目
を
修
め
れ
ば
、大
学
独
自
の

称
号
で
あ
る「
地
域
共
生
推
進
士
」に
認
定
さ
れ

る
。高
知
県
立
大
学
に
は
看
護
学
部
、社
会
福
祉

学
部
、健
康
栄
養
学
部
、文
化
学
部
が
あ
る
が
、

地
域
共
生
推
進
副
専
攻
は
全
学
的
な
取
り
組
み

で
あ
る
。各
学
部
の
専
門
科
目
か
ら
は
観
光
ま

ち
づ
く
り
論
、地
域
づ
く
り
論
、地
域
福
祉
論
、

地
域
健
康
論
、公
衆
衛
生
学
、公
衆
栄
養
学
な
ど

が
供
出
さ
れ
て
い
る
。学
部
学
生
は
各
自
の
専

門
分
野
の
観
点
か
ら「
域
学
共
生
」を
追
求
し
て

い
く
。

　
大
学
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
加
え
て
、学
生
独

自
の
地
域
活
動
を
支
援
す
る
制
度
も
作
ら
れ

た
。「
域
学
共
生
」に
先
だ
っ
て
2
0
1
3
年
度

に
制
定
さ
れ
た「
立
志
社
中
」は
、年
度
単
位
で

学
生
の
地
域
活
動
に
対
す
る
助
成
を
行
っ
て
い

る
。「
立
志
社
中
」は「
将
来
の
目
的
を
定
め
て
、

こ
れ
を
成
し
遂
げ
よ
う
と
す
る
学
生
グ
ル
ー

プ
」と
い
う
意
味
で
、坂
本
龍
馬
が
設
立
し
た
結

社「
亀
山
社
中
」（
後
の
海
援
隊
）と
板
垣
退
助
ら

が
自
由
民
権
運
動
を
推
進
し
た
結
社「
立
志
社
」

を
組
み
合
わ
せ
た
造
語
で
あ
る
。助
成
は
単
年

度
だ
が
、継
続
し
た
活
動
が
行
わ
れ
て
お
り
、多

岐
に
わ
た
る
成
果
を
上
げ
て
い
る（
写
真
5
）。

　
例
え
ば
、管
理
栄
養
士
を
目
指
す
健
康
栄
養

学
部
の
学
生
団
体
で
あ
る
C
O
M
E
☆

R
I
S
H（
コ
メ
リ
ッ
シ
ュ
）は
、中
土
佐
町
の

大
野
見
地
区
で
栽
培
さ
れ
て
い
る
大
野
見
エ
コ

米
の
田
植
え
体
験
、米
の
P
R
活
動
、地
元
小
中

学
校
や
飲
食
店
で
の
料
理
教
室
開
催
な
ど
に
取

り
組
ん
で
き
た
。ま
た
、地
域
の
ス
ー
パ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
や
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
と
提
携
し

て
、減
塩
な
ど
健
康
的
な
調
理
方
法
や
地
産
地

消
に
配
慮
し
た
弁
当
の
開
発
お
よ
び
販
売
も
行

っ
て
い
る
。こ
う
し
た
活
動
が
評
価
さ
れ
て
、同

団
体
は
、2
0
1
8
年
度「
第
2
回
食
育
活
動
表

彰
」農
林
水
産
大
臣
賞
を
受
賞
し
て
い
る
。

　
コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ
て
地
域
学
実
習
、「
立
志
社

中
」と
も
に
大
き
な
制
限
を
受
け
た
。従
来
、地

域
学
実
習
で
は
地
域
社
会
の
人
々
と
直
接
対
面

し
、学
び
会
う
こ
と
が
で
き
る
機
会
が
十
分
に

確
保
さ
れ
て
い
た
が
、2
0
2
0
年
度
は
感
染

対
策
が
で
き
て
い
る
文
化
施
設
の
訪
問
、学
芸

員
や
地
域
社
会
の
有
識
者
に
よ
る
解
説
な
ど
が

中
心
と
な
り
、人
々
と
の
交
流
も
限
定
的
に
な

っ
た
。立
志
社
中
の
活
動
期
間
も
短
縮
さ
れ
、

人
々
と
の
対
面
の
機
会
も
制
限
さ
れ
た
が
、そ

れ
で
も
適
宜
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
活
動
や
文
書
を

介
し
た
や
り
取
り
な
ど
に
切
り
替
え
、活
動
自

体
は
継
続
さ
れ
て
い
る
。

５
．こ
れ
か
ら
の
地
域
貢
献

　
以
上
、高
知
県
立
大
学
に
赴
任
し
て
か
ら
の

自
身
の
地
域
貢
献
活
動
の
軌
跡
、そ
れ
と
同
時

期
に
進
行
し
て
い
っ
た
大
学
の
体
制
整
備
に
つ

い
て
素
描
し
て
き
た
。地
域
社
会
に
入
っ
て
活

動
す
る
こ
と
を
重
視
す
る
地
方
の
公
立
大
学
の

地
域
貢
献
活
動
は
、コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ
て
大
き

な
影
響
を
受
け
て
い
る
が
、そ
れ
で
も
私
の
場

合
は
、関
係
人
口
と
し
て
地
域
社
会
に
通
い
続

け
て
い
る
し
、学
生
団
体
も
ま
た
対
面
が
で
き

な
い
現
状
で
何
が
で
き
る
か
を
考
え
、臨
機
応

変
に
対
応
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。確
か
に
対

面
は
制
限
さ
れ
て
い
る
が
、地
域
社
会
と
の
関

係
が
分
断
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。む
し

ろ
、我
先
に
と
急
い
で
地
域
社
会
に
入
る
以
前

に
、大
学
が
腰
を
据
え
て
地
元
文
化
施
設
や
地

元
有
識
者
と
の
あ
る
べ
き
関
係
に
つ
い
て
熟
慮

す
る
い
い
機
会
に
な
っ
て
い
る
。

　
た
だ
現
場
に
身
を
置
け
ば
い
い
と
い
う
わ
け

で
も
な
い
と
い
う
こ
と
は
、私
自
身
が
地
域
社

会
で
の
活
動
を
通
し
て
痛
感
し
て
い
る
。し
ば

ら
く
安
芸
郡
北
川
村
に
通
っ
て
い
た
が
、日
本

遺
産
認
定
を
巡
る
動
向
に
何
ら
貢
献
で
き
な
か

っ
た
こ
と
は
い
い
教
訓
で
あ
る
。地
域
社
会
の

現
場
に
行
っ
て
現
地
の
人
々
と
交
流
す
る
と
、

ま
だ
成
果
が
な
く
て
も
何
か
成
果
を
得
た
よ
う

な
気
に
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
る
。地
域
社

会
に
入
る
こ
と
に
は
、魅
力
と
と
も
に
そ
う
し

た
魔
力
も
あ
る
。コ
ロ
ナ
禍
は
、大
学
と
地
域
社

会
の
よ
り
効
果
的
な
関
係
構
築
、よ
り
効
果
的

な
成
果
還
元
の
方
法
を
模
索
す
る
契
機
と
も
な

る
の
か
も
し
れ
な
い
。

ぶ
ツ
ア
ー
を
企
画
し
、神
戸
の
ま
ち
あ
る
き
を

し
な
が
ら
、港
を
見
下
ろ
す
旧
国
立
移
民
収
容

所
内
に
設
置
さ
れ
た
移
民
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
を
訪

問
し
、日
本
の
移
民
史
を
学
習
し
て
も
ら
っ
た

（
2
0
1
6
年
度
、2
0
1
7
年
度
）。ま
た
、高

知
県
幡
多
郡
大
正
町（
現
高
岡
郡
四
万
十
町
）で

は
、戦
後
に
町
ぐ
る
み
で
パ
ラ
グ
ア
イ
へ
の
移

民
が
行
わ
れ
る
な
ど
、南
米
日
系
社
会
と
の
関

わ
り
も
深
い
。高
知
県
立
大
学
は
J
I
C
A
日

系
研
修
員
受
け
入
れ
事
業
で
研
修
生
を
受
け
入

れ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、2
0
1
9
年
5
月
に

は
、ペ
ル
ー
の
研
修
生
を
対
象
に「
高
知
と
南
米

日
系
社
会
」の
講
義
を
担
当
し
た
。

　
こ
う
し
て
移
民
を
手
が
か
り
に
教
育
研
究
を

発
展
さ
せ
、一
定
の
地
域
貢
献
を
果
た
せ
た
こ

と
は
率
直
に
よ
か
っ
た
が
、専
門
性
を
地
域
社

会
の
研
究
に
結
び
つ
け
る
だ
け
で
は
地
域
貢
献

と
し
て
あ
ま
り
評
価
さ
れ
な
い
こ
と
は
す
ぐ
に

気
が
つ
い
た
。要
は
地
域
社
会
に
入
っ
て
汗
水

を
か
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の
で
あ
り
、よ
り

直
接
的
で
目
に
見
え
る
よ
う
な
形
で「
地
域
活

性
化
」に
寄
与
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
た

の
だ
と
思
う
。専
門
性
を
活
か
し
た
地
道
な
地

域
貢
献
と
、即
座
の
効
果
を
求
め
ら
れ
る
地
域

貢
献
と
の
間
に
は
解
離
が
あ
り
、大
変
悩
ま
し

か
っ
た
。ま
た
赴
任
す
る
ま
で
縁
も
ゆ
か
り
も

な
か
っ
た
高
知
で
地
域
社
会
と
の
関
わ
り
を
新

し
く
構
築
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
の
か
不
安

も
あ
っ
た
。し
か
し
、や
が
て
こ
う
し
た
こ
と
を

考
え
な
く
て
も
よ
く
な
っ
た
。大
学
が
地
域
社

会
の
要
請
を
効
果
的
に
汲
み
取
る
仕
組
み
や
、

1
高
知
県
立
大
学
に

赴
任
し
て

2
地
域
社
会
を
学
ぶ

3
地
域
社
会
に
入
る

高
知
県
立
大
学

の
教
育
研
究
の
専
門
性
を
、高
知
の
地
域
社
会

に
結
び
つ
け
れ
ば
そ
れ
で
い
い
と
思
っ
て
い

た
。オ
セ
ア
ニ
ア
研
究
で
は
、戦
前
約
30
年
間
日

本
統
治
下
に
あ
っ
た
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
地
域
に
お

け
る
植
民
地
経
験
を
テ
ー
マ
と
し
、沖
縄
か
ら

マ
リ
ア
ナ
諸
島
や
パ
ラ
オ
諸
島
に
渡
っ
た
移
住

者
の
軌
跡
を
追
い
か
け
て
い
た
の
で
、高
知
で

も
関
連
す
る
研
究
が
で
き
な
い
か
と
考
え
て
い

た
。

　
森
小
弁（
1
8
6
9
〜
1
9
4
5
）は
高
知
出

身
で
、明
治
期
に
ト
ラ
ッ
ク
諸
島（
現
チ
ュ
ー
ク

諸
島
）に
渡
り
、現
地
の
伝
統
的
首
長
の
娘
と
結

婚
、一
大
フ
ァ
ミ
リ
ー
を
築
き
上
げ
た
人
物
で

あ
っ
た
。2
0
1
1
年
9
月
19
日
、高
知
県
高
岡

郡
佐
川
町
で
行
わ
れ
た
日
本
移
民
学
会
の
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム「
高
知
県
か
ら
日
本
の
移
民
を
考
え

る
」に
登
壇
し
、「
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア（
旧
南
洋
群

島
）に
渡
っ
た
高
知
県
の
人
び
と
―
チ
ュ
ー
ク

諸
島
の
モ
リ
・
フ
ァ
ミ
リ
ー
」の
演
題
で
講
演
し

た
。高
知
県
立
大
学
の
担
当
科
目「
土
佐
の
歴
史

鉱
山
閉
山
後
の
大
川
村
に
お
け
る
む
ら
づ
く
り

の
動
向
を
、資
料
収
集
と
聞
き
書
き
か
ら
ま
と

め
、地
元
有
識
者
か
ら
構
成
さ
れ
る
村
史
編
纂

委
員
会
で
承
認
を
得
て
、原
稿
を
執
筆
す
る
ま

で
の
作
業
を
一
手
に
引
き
受
け
る
こ
と
に
な
っ

た
。

　
2
0
1
8
年
3
月
に
村
史
追
録
自
体
は
完
成

し
た
が
、や
り
っ
ぱ
な
し
は
よ
く
な
い
の
で
、高

知
県
立
大
学
の
戦
略
的
研
究
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
利
用
し
て
地
域
社
会
へ
の
還
元
を
試
み

た
。同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は「
高
知
県
立
大
学
の
学

術
研
究
の
充
実
及
び
高
知
県
の
課
題
解
決
」を

目
指
し
て
2
0
1
8
年
度
に
設
立
さ
れ
た
。私

が
代
表
者
と
な
っ
た「
中
山
間
地
域
に
お
け
る

生
活
圏
の
確
保
に
向
け
て
―
土
佐
郡
大
川
村
に

お
け
る
地
域
創
造
」（
2
0
1
7
〜
2
0
1
8
年

度
）で
は
、大
川
村
の
む
ら
づ
く
り
を
ま
と
め
た

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
作
成
、大
川
村
に
お
け
る
文
化

写真１：魚梁瀬森林鉄道の遺構を歩く（2015年2月）
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と
文
化
」で
は
、高
知
と
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
の
関
係

史
に
つ
い
て
講
義
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
登
壇
が
き
っ
か
け
に
な
っ
て
、高
知

県
内
の
博
物
館
や
文
化
施
設
に
よ
る
連
携
企
画

「
高
知
の
移
民
文
化
発
信
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」に
関

わ
り
、同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
編
集
し
た
小
冊
子

『
海
を
渡
っ
た
高
知
ス
ピ
リ
ッ
ト
』（
2
0
1
6

年
）に
も
寄
稿
し
た
。高
知
で
は
2
0
1
3
年
に

県
内
要
人
の
呼
び
か
け
で
、高
知
・
ミ
ク
ロ
ネ
シ

ア
友
好
交
流
協
会
が
設
立
さ
れ
、官
民
双
方
の

レ
ベ
ル
で
森
小
弁
の
ゆ
か
り
を
た
ど
り
な
が

ら
、文
化
交
流
の
機
運
が
高
ま
っ
て
い
る
。オ
セ

ア
ニ
ア
研
究
の
専
門
家
と
し
て
ど
の
よ
う
な
関

わ
り
が
で
き
る
の
か
を
模
索
し
て
い
く
こ
と

は
、今
後
の
地
域
貢
献
の
課
題
の
ひ
と
つ
で
あ

る
と
考
え
て
い
る
。

　
担
当
す
る
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
や
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー

ク
の
授
業
で
は
、現
在
の
高
知
県
高
岡
郡
佐
川

町
出
身
で「
ブ
ラ
ジ
ル
移
民
」の
父
と
い
わ
れ
る

水
野
龍（
1
8
5
9
〜
1
9
5
1
）に
つ
い
て
学

も
り  

こ  

べ
ん

学
生
と
教
員
を
効
果
的
に
巻
き
込
ん
だ
活
動
の

仕
組
み
を
整
備
し
て
い
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

　
2
0
1
1
年
度
末
、高
知
県
安
芸
郡
北
川
村

観
光
協
会
か
ら
、学
生
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

の
場
と
し
て
北
川
村
を
活
用
し
て
も
ら
え
な
い

か
、ま
た
学
生
の
フ
ィ
ー
ル
ド
体
験
を
も
と
に

し
た
観
光
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
作
成
を
通
じ
て
地

域
活
性
化
に
寄
与
し
て
も
ら
え
な
い
か
と
い
う

相
談
を
受
け
た
。北
川
村
に
赴
任
経
験
の
あ
る

県
庁
職
員
を
通
じ
て
文
化
学
部
長
の
清
原
教
授

に
相
談
が
あ
り
、私
に
取
り
次
い
で
い
た
だ
い

た
。清
原
教
授
は
地
域
社
会
で
の
活
動
の
重
要

性
を
力
説
さ
れ
て
い
た
の
で
、な
か
な
か
地
域

社
会
に
入
っ
て
い
け
な
い
私
に
も
ど
か
し
く
て

取
り
次
い
で
く
れ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。こ
う

し
て
2
0
1
2
年
度
か
ら
2
0
1
4
年
度
ま

で
、毎
年
度
10
名
前
後
の
受
講
生
と
初
め
て
高

知
の
地
域
社
会
に
入
る
機
会
を
得
た
。

　
北
川
村
に
は
北
川
村
温
泉
、北
川
村「
モ
ネ
の

庭
」マ
ル
モ
ッ
タ
ン
、中
岡
慎
太
郎
館
な
ど
の
観

光
施
設
が
あ
り
、ユ
ズ
の
産
地
お
よ
び
ユ
ズ
の

加
工
食
品
の
製
造
地
と
し
て
も
知
ら
れ
る
。か

つ
て
林
業
が
盛
ん
だ
っ
た
頃
、木
材
を
沿
岸
部

に
運
ん
だ
魚
梁
瀬
森
林
鉄
道
奈
半
利
側
線
な
ど

の
遺
構
も
あ
る
。地
元
観
光
協
会
職
員
、各
施
設

の
職
員
、森
林
鉄
道
保
存
会
の
方
々
に
各
地
を

ご
案
内
い
た
だ
き
な
が
ら
、学
生
に
は
村
民
が

体
験
し
て
き
た
産
業
構
造
の
変
化
、そ
れ
に
伴

う
生
活
の
変
化
に
関
す
る
聞
き
書
き
を
し
て
も

ら
っ
た（
写
真
１
）。2
0
1
3
年
度
に
は
、聞
き

書
き
に
基
づ
い
て
観
光
パ
ン
フ
レ
ッ
ト「
き
た

が
わ
か
た
る
」を
作
成
し
て
も
ら
い
、観
光
協
会

の
広
報
活
動
に
活
用
し
て
い
た
だ
い
た
。フ
ィ

ー
ル
ド
ワ
ー
ク
に
参
加
し
た
学
生
の
な
か
に

り
ょ
う

高知県立大学3

や

な

せ

な

は

り

が
わ
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2
0
1
1
年
4
月
に
高
知
県
立
大
学
文
化
学

部
に
赴
任
し
て
お
よ
そ
10
年
が
過
ぎ
た
。オ
セ

ア
ニ
ア
研
究
を
行
っ
て
き
た
文
化
人
類
学
の
専

任
教
員
と
し
て
採
用
さ
れ
た
が
、着
任
後
は
高

知
の
地
域
社
会
で
の
教
育
研
究
活
動
も
充
実
さ

せ
て
ほ
し
い
、ま
た
そ
う
し
た
地
域
貢
献
が
求

め
ら
れ
る
時
代
で
あ
る
と
当
時
の
上
司
に
あ
た

る
清
原
泰
治
教
授
が
力
説
し
て
い
た
の
を
よ
く

覚
え
て
い
る
。正
直
に
言
う
と
、当
時
は
こ
の
言

葉
の
重
み
が
十
分
に
理
解
で
き
て
い
な
い
か
、

あ
る
い
は
表
面
的
に
は
理
解
で
き
て
も
実
際
に

ど
の
よ
う
に
行
動
に
移
せ
ば
良
い
の
か
分
か
ら

ず
に
い
た
の
だ
と
思
う
。し
か
し
、こ
の
10
年
間

で
高
知
県
立
大
学
の
組
織
と
し
て
の
地
域
貢
献

活
動
が
発
展
し
て
い
く
の
に
伴
っ
て
、必
然
的

に
私
自
身
も
地
域
社
会
へ
の
関
り
を
深
め
な
が

ら
、様
々
な
教
育
研
究
活
動
を
行
う
よ
う
に
な

っ
た
。

　
本
稿
で
は
、高
知
県
立
大
学
着
任
後
の
私
自

身
の
経
験
を
振
り
返
り
な
が
ら
、高
知
県
立
大

学
に
お
け
る
地
域
貢
献
活
動
―
―
2
0
1
5
年

度
か
ら「
域
学
共
生
―
大
学
が
地
域
を
変
え
る
。

地
域
が
大
学
を
変
え
る
」と
い
う
理
念
が
掲
げ

ら
れ
て
い
る
―
―
の
特
徴
を
紹
介
し
て
い
く
。

こ
の
10
年
間
、地
方
の
公
立
大
学
は
ど
の
よ
う

な
地
域
貢
献
を
求
め
ら
れ
、何
を
し
て
き
た
の

か
、私
個
人
の
体
験
の
軌
跡
を
通
し
て
そ
の
断

片
を
提
示
し
た
い
。

　
赴
任
当
初
の
私
は
、公
立
大
学
の
地
域
貢
献

と
い
っ
て
も
、地
元
の
地
域
社
会
を
研
究
対
象

と
す
る
か
、地
域
社
会
を
舞
台
に
フ
ィ
ー
ル
ド

ワ
ー
ク
な
ど
の
教
育
実
践
を
行
う
こ
と
ぐ
ら
い

し
か
考
え
つ
か
な
か
っ
た
。換
言
す
れ
ば
、自
身

は
、そ
の
後
、北
川
村
温
泉
の
ポ
ス
タ
ー
を
作
成

し
た
り
、観
光
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
た
り
す
る

な
ど
、自
主
的
に
活
動
を
広
げ
て
い
っ
た
学
生

も
い
た
。

　
残
念
な
が
ら
こ
の
取
り
組
み
は
継
続
で
き
な

か
っ
た
。私
自
身
の
怠
慢
に
よ
る
も
の
で
あ
る

こ
と
は
確
か
だ
が
、同
時
に
自
治
体
側
と
大
学

側
双
方
の
体
制
の
変
化
や
、国
立
大
学
で
あ
る

高
知
大
学
に
よ
る
大
々
的
な
フ
ィ
ー
ル
ド
活
動

の
展
開
の
な
か
で
、意
義
を
見
い
だ
し
に
く
く

な
っ
た
た
め
で
も
あ
っ
た
。北
川
村
を
含
む
中

芸
5
町
村（
奈
半
利
町
、田
野
町
、安
田
町
、北
川

村
、馬
路
村
）の
景
観
と
食
文
化
は
、2
0
1
7

年
に「
森
林
鉄
道
か
ら
日
本
一
の
ゆ
ず
ロ
ー
ド

へ
」と
し
て
日
本
遺
産
に
認
定
さ
れ
、よ
り
大
き

な
地
域
的
展
開
を
見
せ
た
。上
記
の
北
川
村
で

の
活
動
は
、こ
う
し
た
動
向
に
合
流
す
る
に
は

未
熟
で
、専
門
性
も
深
め
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
。

地
域
社
会
で
汗
水
流
す
だ
け
で
は
不
十
分
で
あ

り
、や
は
り
専
門
性
を
確
保
す
る
こ
と
が
必
要

な
の
だ
と
痛
感
し
た
。

　
ち
ょ
う
ど
北
川
村
で
の
活
動
が
一
区
切
り
つ

い
た
こ
ろ
、2
0
1
5
年
9
月
に
高
知
県
土
佐

郡
大
川
村
よ
り
村
史
追
録
の
編
纂
に
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
と
し
て
関
わ
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
依
頼
を

受
け
た
。
そ
の
頃
、
高
知
県
立
大
学
で
は

2
0
1
2
年
に
設
置
さ
れ
た
地
域
教
育
研
究
セ

ン
タ
ー
が
、地
域
社
会
か
ら
の
相
談
窓
口
と
な

っ
て
お
り
、相
談
内
容
を
学
内
教
員
に
効
果
的

に
差
配
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。こ
こ
で
も

文
化
学
部
か
ら
移
動
し
、セ
ン
タ
ー
長
の
職
に

あ
っ
た
清
原
教
授
が
私
を
推
薦
し
て
く
れ
た
。

「
村
史
編
纂
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
」と
い
う
肩
書
き
だ

っ
た
が
、実
際
に
は
早
明
浦
ダ
ム
建
設
と
白
滝

資
源
整
備
の
現
状
調
査
、地
域
お
こ
し
協
力
隊

な
ど
移
住
者
の
果
た
す
役
割
を
テ
ー
マ
と
し
た

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
開
催
を
実
現
さ
せ
た
。

　
大
川
村
に
お
け
る
地
域
課
題
の
研
究
で
は
、

出
郷
者
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
や
、移
住
者
や
関

係
人
口
が
過
疎
地
で
果
た
す
役
割
に
注
目
し
て

い
た
が
、村
史
編
纂
や
研
究
を
進
め
る
う
ち
に
、

私
自
身
が
関
係
人
口
の
一
角
を
担
う
よ
う
に
な

っ
て
い
っ
た
。家
族
を
連
れ
て
、毎
年
5
月
3
日

に
行
わ
れ
る
白
滝
ふ
る
さ
と
ま
つ
り
、11
月
3

日
に
行
わ
れ
る
謝
肉
祭
に
参
加
し
て
普
通
に
楽

し
む
よ
う
に
な
っ
た
。ま
た
、子
ど
も
向
け
の
自

然
教
育
や
初
心
者
向
け
の
山
岳
観
光
に
参
加
し

続
け
た
。幼
少
時
か
ら
大
川
村
に
通
っ
て
い
る

息
子
は
、地
元
の
方
々
や
地
域
お
こ
し
協
力
隊

の
方
に
よ
く
懐
い
て
い
る
。コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ

て
高
知
県
外
へ
の
旅
行
を
控
え
て
か
ら
は
、大

川
村
で
春
夏
秋
冬
の
家
族
の
思
い
出
が
で
き
て

い
っ
た（
写
真
2
）。

　
冒
頭
で
言
及
し
た
よ
う
に
高
知
県
立
大
学
は

2
0
1
5
年
度
以
降
、「
域
学
共
生
」の
理
念
を

掲
げ
て
い
る
。「
域
学
共
生
」は
造
語
で
、「
地
域

と
大
学
が
互
い
に
手
を
携
え
、教
え
合
い
、学
び

合
い
、育
ち
合
い
な
が
ら
、高
知
県
の
地
域
の
再

生
と
活
性
化
を
実
現
し
た
い
と
い
う
想
い
」が

込
め
ら
れ
て
い
る（
写
真
3
）。「
大
学
の
地
域
貢

献
」と
い
う
場
合
、大
学
が
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
を
と

っ
て
地
域
社
会
を
よ
り
よ
い
方
向
に
導
い
て
い

く
と
い
う
含
意
が
あ
る
が
、「
域
学
共
生
」の
理

念
の
も
と
で
は
、大
学
も
ま
た
地
域
社
会
か
ら

学
び
、地
域
社
会
に
よ
っ
て
変
え
ら
れ
る
と
い

う
こ
と
を
念
頭
に
お
い
て
い
る
。自
分
自
身
の

活
動
の
軌
跡
を
振
り
返
っ
て
み
る
と
、「
域
学
共

生
」の
理
念
を
待
つ
ま
で
も
な
く
、地
域
社
会
に

よ
っ
て
私
自
身
が
確
か
に
変
え
ら
れ
て
き
た
。

地
域
社
会
で
活
動
す
る
な
か
で
新
た
な
見
地
や

問
題
関
心
を
得
て
、関
係
人
口
と
し
て
地
域
へ

の
関
わ
り
を
深
め
る
な
か
で
、よ
り
豊
か
な
生

活
を
再
発
見
し
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。

　「
域
学
共
生
」で
は
、学
生
が
主
体
的
に
学
ぶ

こ
と
、地
域
社
会
と
学
び
合
う
こ
と
を
重
視
し

て
い
る
。こ
う
し
て
大
学
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が

改
訂
さ
れ
、全
学
の
共
通
教
養
教
育
科
目
の
な

か
に
域
学
共
生
科
目
が
設
置
さ
れ
た
。初
年
次

の
全
学
必
修
科
目
と
し
て
地
域
学
実
習
Ⅰ
が
設

置
さ
れ
、1
回
生
は
必
ず
地
域
社
会
に
出
て
学

ぶ
よ
う
に
な
っ
た
。地
域
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー

に
は
、域
学
共
生
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
い
う

肩
書
き
の
職
員
が
配
属
さ
れ
た
。コ
ー
デ
ィ
ネ

ー
タ
ー
は
、地
域
社
会
と
大
学
の
間
に
立
ち
、引

率
教
員
と
連
携
し
な
が
ら
実
習
を
立
案
す
る
。

実
習
の
テ
ー
マ
は
、高
知
の
歴
史
文
化
か
ら
、課

題
先
進
県
・
高
知
の
地
域
課
題
に
至
る
ま
で
多

岐
に
わ
た
り
、全
学
部
の
教
員
が
持
ち
回
り
で

実
習
を
担
当
す
る
。コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
立

高
知
県
立
大
学
文
化
学
部
准
教

授
。博
士（
社
会
人
類
学
）。専
門
は

社
会
人
類
学
、オ
セ
ア
ニ
ア
研
究
。

日
本
統
治
下
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア（
南

洋
群
島
）に
お
け
る
植
民
地
経
験

や
ア
ジ
ア・太
平
洋
戦
争
の
記
憶

を
テ
ー
マ
に
、パ
ラ
オ
共
和
国
で
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を

行
っ
て
い
る
。高
知
県
内
で
は
、安
芸
郡
北
川
村
な
ど
で

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
指
導
を
行
っ
た
経
験
が
あ
り
、土

佐
郡
大
川
村
で
は
村
史
編
纂
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
務
め

た
。主
な
著
書
にM

em
ories of the Japanese 

Em
pire （Routledge, 2021, 

分
担
執
筆
）、『
大
学

的
高
知
ガ
イ
ド
』（
昭
和
堂
、2
0
1
9
年
、分
担
執
筆
）、

Leisure and D
eath （U

niversity Press of 
Colorado, 2018, 

分
担
執
筆
）な
ど
。

飯
髙
伸
五（
い
い
た
か
・
し
ん
ご
）

地
域
貢
献
か
ら

「
域
学
共
生
」へ

案
し
て
専
門
が
近
い
教
員
が
担
当
す
る
こ
と
が

多
い
が
、教
員
が
既
存
の
地
域
活
動
を
持
ち
込

む
場
合
も
あ
る
。私
も
地
域
学
実
習
Ⅰ
を
隔
年

で
担
当
し
て
い
る
。こ
れ
ま
で
、赤
岡
か
ら
物
部

に
か
け
て
の
塩
の
道
、高
知
市
内
の
街
路
市
、室

戸
ジ
オ
パ
ー
ク
巡
検
な
ど
の
実
習
に
参
加
し
て

い
る
が（
写
真
4
）、基
本
的
に
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
の
立
案
に
従
っ
て
実
習
を
指
導
し
て
お

り
、教
職
員
の
い
い
連
携
体
制
が
で
き
て
い
る
。

　
地
域
社
会
の
な
か
で
問
題
関
心
を
得
た
学
生

は
、2
年
次
以
降
、今
度
は
自
分
自
身
で
活
動
計

画
を
立
て
て
、地
域
学
実
習
Ⅱ
の
履
修
に
挑
戦

す
る
こ
と
も
で
き
る
。ま
た
、地
域
共
生
推
進
副

専
攻
の
も
と
で
は
、域
学
共
生
科
目
の
ほ
か
、関

連
す
る
専
門
科
目
を
修
め
れ
ば
、大
学
独
自
の

称
号
で
あ
る「
地
域
共
生
推
進
士
」に
認
定
さ
れ

る
。高
知
県
立
大
学
に
は
看
護
学
部
、社
会
福
祉

学
部
、健
康
栄
養
学
部
、文
化
学
部
が
あ
る
が
、

地
域
共
生
推
進
副
専
攻
は
全
学
的
な
取
り
組
み

で
あ
る
。各
学
部
の
専
門
科
目
か
ら
は
観
光
ま

ち
づ
く
り
論
、地
域
づ
く
り
論
、地
域
福
祉
論
、

地
域
健
康
論
、公
衆
衛
生
学
、公
衆
栄
養
学
な
ど

が
供
出
さ
れ
て
い
る
。学
部
学
生
は
各
自
の
専

門
分
野
の
観
点
か
ら「
域
学
共
生
」を
追
求
し
て

い
く
。

　
大
学
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
加
え
て
、学
生
独

自
の
地
域
活
動
を
支
援
す
る
制
度
も
作
ら
れ

た
。「
域
学
共
生
」に
先
だ
っ
て
2
0
1
3
年
度

に
制
定
さ
れ
た「
立
志
社
中
」は
、年
度
単
位
で

学
生
の
地
域
活
動
に
対
す
る
助
成
を
行
っ
て
い

る
。「
立
志
社
中
」は「
将
来
の
目
的
を
定
め
て
、

こ
れ
を
成
し
遂
げ
よ
う
と
す
る
学
生
グ
ル
ー

プ
」と
い
う
意
味
で
、坂
本
龍
馬
が
設
立
し
た
結

社「
亀
山
社
中
」（
後
の
海
援
隊
）と
板
垣
退
助
ら

が
自
由
民
権
運
動
を
推
進
し
た
結
社「
立
志
社
」

を
組
み
合
わ
せ
た
造
語
で
あ
る
。助
成
は
単
年

度
だ
が
、継
続
し
た
活
動
が
行
わ
れ
て
お
り
、多

岐
に
わ
た
る
成
果
を
上
げ
て
い
る（
写
真
5
）。

　
例
え
ば
、管
理
栄
養
士
を
目
指
す
健
康
栄
養

学
部
の
学
生
団
体
で
あ
る
C
O
M
E
☆

R
I
S
H（
コ
メ
リ
ッ
シ
ュ
）は
、中
土
佐
町
の

大
野
見
地
区
で
栽
培
さ
れ
て
い
る
大
野
見
エ
コ

米
の
田
植
え
体
験
、米
の
P
R
活
動
、地
元
小
中

学
校
や
飲
食
店
で
の
料
理
教
室
開
催
な
ど
に
取

り
組
ん
で
き
た
。ま
た
、地
域
の
ス
ー
パ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
や
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
と
提
携
し

て
、減
塩
な
ど
健
康
的
な
調
理
方
法
や
地
産
地

消
に
配
慮
し
た
弁
当
の
開
発
お
よ
び
販
売
も
行

っ
て
い
る
。こ
う
し
た
活
動
が
評
価
さ
れ
て
、同

団
体
は
、2
0
1
8
年
度「
第
2
回
食
育
活
動
表

彰
」農
林
水
産
大
臣
賞
を
受
賞
し
て
い
る
。

　
コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ
て
地
域
学
実
習
、「
立
志
社

中
」と
も
に
大
き
な
制
限
を
受
け
た
。従
来
、地

域
学
実
習
で
は
地
域
社
会
の
人
々
と
直
接
対
面

し
、学
び
会
う
こ
と
が
で
き
る
機
会
が
十
分
に

確
保
さ
れ
て
い
た
が
、2
0
2
0
年
度
は
感
染

対
策
が
で
き
て
い
る
文
化
施
設
の
訪
問
、学
芸

員
や
地
域
社
会
の
有
識
者
に
よ
る
解
説
な
ど
が

中
心
と
な
り
、人
々
と
の
交
流
も
限
定
的
に
な

っ
た
。立
志
社
中
の
活
動
期
間
も
短
縮
さ
れ
、

人
々
と
の
対
面
の
機
会
も
制
限
さ
れ
た
が
、そ

れ
で
も
適
宜
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
活
動
や
文
書
を

介
し
た
や
り
取
り
な
ど
に
切
り
替
え
、活
動
自

体
は
継
続
さ
れ
て
い
る
。

５
．こ
れ
か
ら
の
地
域
貢
献

　
以
上
、高
知
県
立
大
学
に
赴
任
し
て
か
ら
の

自
身
の
地
域
貢
献
活
動
の
軌
跡
、そ
れ
と
同
時

期
に
進
行
し
て
い
っ
た
大
学
の
体
制
整
備
に
つ

い
て
素
描
し
て
き
た
。地
域
社
会
に
入
っ
て
活

動
す
る
こ
と
を
重
視
す
る
地
方
の
公
立
大
学
の

地
域
貢
献
活
動
は
、コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ
て
大
き

な
影
響
を
受
け
て
い
る
が
、そ
れ
で
も
私
の
場

合
は
、関
係
人
口
と
し
て
地
域
社
会
に
通
い
続

け
て
い
る
し
、学
生
団
体
も
ま
た
対
面
が
で
き

な
い
現
状
で
何
が
で
き
る
か
を
考
え
、臨
機
応

変
に
対
応
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。確
か
に
対

面
は
制
限
さ
れ
て
い
る
が
、地
域
社
会
と
の
関

係
が
分
断
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。む
し

ろ
、我
先
に
と
急
い
で
地
域
社
会
に
入
る
以
前

に
、大
学
が
腰
を
据
え
て
地
元
文
化
施
設
や
地

元
有
識
者
と
の
あ
る
べ
き
関
係
に
つ
い
て
熟
慮

す
る
い
い
機
会
に
な
っ
て
い
る
。

　
た
だ
現
場
に
身
を
置
け
ば
い
い
と
い
う
わ
け

で
も
な
い
と
い
う
こ
と
は
、私
自
身
が
地
域
社

会
で
の
活
動
を
通
し
て
痛
感
し
て
い
る
。し
ば

ら
く
安
芸
郡
北
川
村
に
通
っ
て
い
た
が
、日
本

遺
産
認
定
を
巡
る
動
向
に
何
ら
貢
献
で
き
な
か

っ
た
こ
と
は
い
い
教
訓
で
あ
る
。地
域
社
会
の

現
場
に
行
っ
て
現
地
の
人
々
と
交
流
す
る
と
、

ま
だ
成
果
が
な
く
て
も
何
か
成
果
を
得
た
よ
う

な
気
に
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
る
。地
域
社

会
に
入
る
こ
と
に
は
、魅
力
と
と
も
に
そ
う
し

た
魔
力
も
あ
る
。コ
ロ
ナ
禍
は
、大
学
と
地
域
社

会
の
よ
り
効
果
的
な
関
係
構
築
、よ
り
効
果
的

な
成
果
還
元
の
方
法
を
模
索
す
る
契
機
と
も
な

る
の
か
も
し
れ
な
い
。

ぶ
ツ
ア
ー
を
企
画
し
、神
戸
の
ま
ち
あ
る
き
を

し
な
が
ら
、港
を
見
下
ろ
す
旧
国
立
移
民
収
容

所
内
に
設
置
さ
れ
た
移
民
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
を
訪

問
し
、日
本
の
移
民
史
を
学
習
し
て
も
ら
っ
た

（
2
0
1
6
年
度
、2
0
1
7
年
度
）。ま
た
、高

知
県
幡
多
郡
大
正
町（
現
高
岡
郡
四
万
十
町
）で

は
、戦
後
に
町
ぐ
る
み
で
パ
ラ
グ
ア
イ
へ
の
移

民
が
行
わ
れ
る
な
ど
、南
米
日
系
社
会
と
の
関

わ
り
も
深
い
。高
知
県
立
大
学
は
J
I
C
A
日

系
研
修
員
受
け
入
れ
事
業
で
研
修
生
を
受
け
入

れ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、2
0
1
9
年
5
月
に

は
、ペ
ル
ー
の
研
修
生
を
対
象
に「
高
知
と
南
米

日
系
社
会
」の
講
義
を
担
当
し
た
。

　
こ
う
し
て
移
民
を
手
が
か
り
に
教
育
研
究
を

発
展
さ
せ
、一
定
の
地
域
貢
献
を
果
た
せ
た
こ

と
は
率
直
に
よ
か
っ
た
が
、専
門
性
を
地
域
社

会
の
研
究
に
結
び
つ
け
る
だ
け
で
は
地
域
貢
献

と
し
て
あ
ま
り
評
価
さ
れ
な
い
こ
と
は
す
ぐ
に

気
が
つ
い
た
。要
は
地
域
社
会
に
入
っ
て
汗
水

を
か
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の
で
あ
り
、よ
り

直
接
的
で
目
に
見
え
る
よ
う
な
形
で「
地
域
活

性
化
」に
寄
与
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
た

の
だ
と
思
う
。専
門
性
を
活
か
し
た
地
道
な
地

域
貢
献
と
、即
座
の
効
果
を
求
め
ら
れ
る
地
域

貢
献
と
の
間
に
は
解
離
が
あ
り
、大
変
悩
ま
し

か
っ
た
。ま
た
赴
任
す
る
ま
で
縁
も
ゆ
か
り
も

な
か
っ
た
高
知
で
地
域
社
会
と
の
関
わ
り
を
新

し
く
構
築
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
の
か
不
安

も
あ
っ
た
。し
か
し
、や
が
て
こ
う
し
た
こ
と
を

考
え
な
く
て
も
よ
く
な
っ
た
。大
学
が
地
域
社

会
の
要
請
を
効
果
的
に
汲
み
取
る
仕
組
み
や
、

1
高
知
県
立
大
学
に

赴
任
し
て

2
地
域
社
会
を
学
ぶ

3
地
域
社
会
に
入
る

高
知
県
立
大
学

の
教
育
研
究
の
専
門
性
を
、高
知
の
地
域
社
会

に
結
び
つ
け
れ
ば
そ
れ
で
い
い
と
思
っ
て
い

た
。オ
セ
ア
ニ
ア
研
究
で
は
、戦
前
約
30
年
間
日

本
統
治
下
に
あ
っ
た
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
地
域
に
お

け
る
植
民
地
経
験
を
テ
ー
マ
と
し
、沖
縄
か
ら

マ
リ
ア
ナ
諸
島
や
パ
ラ
オ
諸
島
に
渡
っ
た
移
住

者
の
軌
跡
を
追
い
か
け
て
い
た
の
で
、高
知
で

も
関
連
す
る
研
究
が
で
き
な
い
か
と
考
え
て
い

た
。

　
森
小
弁（
1
8
6
9
〜
1
9
4
5
）は
高
知
出

身
で
、明
治
期
に
ト
ラ
ッ
ク
諸
島（
現
チ
ュ
ー
ク

諸
島
）に
渡
り
、現
地
の
伝
統
的
首
長
の
娘
と
結

婚
、一
大
フ
ァ
ミ
リ
ー
を
築
き
上
げ
た
人
物
で

あ
っ
た
。2
0
1
1
年
9
月
19
日
、高
知
県
高
岡

郡
佐
川
町
で
行
わ
れ
た
日
本
移
民
学
会
の
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム「
高
知
県
か
ら
日
本
の
移
民
を
考
え

る
」に
登
壇
し
、「
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア（
旧
南
洋
群

島
）に
渡
っ
た
高
知
県
の
人
び
と
―
チ
ュ
ー
ク

諸
島
の
モ
リ
・
フ
ァ
ミ
リ
ー
」の
演
題
で
講
演
し

た
。高
知
県
立
大
学
の
担
当
科
目「
土
佐
の
歴
史

鉱
山
閉
山
後
の
大
川
村
に
お
け
る
む
ら
づ
く
り

の
動
向
を
、資
料
収
集
と
聞
き
書
き
か
ら
ま
と

め
、地
元
有
識
者
か
ら
構
成
さ
れ
る
村
史
編
纂

委
員
会
で
承
認
を
得
て
、原
稿
を
執
筆
す
る
ま

で
の
作
業
を
一
手
に
引
き
受
け
る
こ
と
に
な
っ

た
。

　
2
0
1
8
年
3
月
に
村
史
追
録
自
体
は
完
成

し
た
が
、や
り
っ
ぱ
な
し
は
よ
く
な
い
の
で
、高

知
県
立
大
学
の
戦
略
的
研
究
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
利
用
し
て
地
域
社
会
へ
の
還
元
を
試
み

た
。同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は「
高
知
県
立
大
学
の
学

術
研
究
の
充
実
及
び
高
知
県
の
課
題
解
決
」を

目
指
し
て
2
0
1
8
年
度
に
設
立
さ
れ
た
。私

が
代
表
者
と
な
っ
た「
中
山
間
地
域
に
お
け
る

生
活
圏
の
確
保
に
向
け
て
―
土
佐
郡
大
川
村
に

お
け
る
地
域
創
造
」（
2
0
1
7
〜
2
0
1
8
年

度
）で
は
、大
川
村
の
む
ら
づ
く
り
を
ま
と
め
た

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
作
成
、大
川
村
に
お
け
る
文
化

写真１：魚梁瀬森林鉄道の遺構を歩く（2015年2月）
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と
文
化
」で
は
、高
知
と
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
の
関
係

史
に
つ
い
て
講
義
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
登
壇
が
き
っ
か
け
に
な
っ
て
、高
知

県
内
の
博
物
館
や
文
化
施
設
に
よ
る
連
携
企
画

「
高
知
の
移
民
文
化
発
信
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」に
関

わ
り
、同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
編
集
し
た
小
冊
子

『
海
を
渡
っ
た
高
知
ス
ピ
リ
ッ
ト
』（
2
0
1
6

年
）に
も
寄
稿
し
た
。高
知
で
は
2
0
1
3
年
に

県
内
要
人
の
呼
び
か
け
で
、高
知
・
ミ
ク
ロ
ネ
シ

ア
友
好
交
流
協
会
が
設
立
さ
れ
、官
民
双
方
の

レ
ベ
ル
で
森
小
弁
の
ゆ
か
り
を
た
ど
り
な
が

ら
、文
化
交
流
の
機
運
が
高
ま
っ
て
い
る
。オ
セ

ア
ニ
ア
研
究
の
専
門
家
と
し
て
ど
の
よ
う
な
関

わ
り
が
で
き
る
の
か
を
模
索
し
て
い
く
こ
と

は
、今
後
の
地
域
貢
献
の
課
題
の
ひ
と
つ
で
あ

る
と
考
え
て
い
る
。

　
担
当
す
る
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
や
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー

ク
の
授
業
で
は
、現
在
の
高
知
県
高
岡
郡
佐
川

町
出
身
で「
ブ
ラ
ジ
ル
移
民
」の
父
と
い
わ
れ
る

水
野
龍（
1
8
5
9
〜
1
9
5
1
）に
つ
い
て
学

も
り  

こ  

べ
ん

学
生
と
教
員
を
効
果
的
に
巻
き
込
ん
だ
活
動
の

仕
組
み
を
整
備
し
て
い
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

　
2
0
1
1
年
度
末
、高
知
県
安
芸
郡
北
川
村

観
光
協
会
か
ら
、学
生
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

の
場
と
し
て
北
川
村
を
活
用
し
て
も
ら
え
な
い

か
、ま
た
学
生
の
フ
ィ
ー
ル
ド
体
験
を
も
と
に

し
た
観
光
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
作
成
を
通
じ
て
地

域
活
性
化
に
寄
与
し
て
も
ら
え
な
い
か
と
い
う

相
談
を
受
け
た
。北
川
村
に
赴
任
経
験
の
あ
る

県
庁
職
員
を
通
じ
て
文
化
学
部
長
の
清
原
教
授

に
相
談
が
あ
り
、私
に
取
り
次
い
で
い
た
だ
い

た
。清
原
教
授
は
地
域
社
会
で
の
活
動
の
重
要

性
を
力
説
さ
れ
て
い
た
の
で
、な
か
な
か
地
域

社
会
に
入
っ
て
い
け
な
い
私
に
も
ど
か
し
く
て

取
り
次
い
で
く
れ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。こ
う

し
て
2
0
1
2
年
度
か
ら
2
0
1
4
年
度
ま

で
、毎
年
度
10
名
前
後
の
受
講
生
と
初
め
て
高

知
の
地
域
社
会
に
入
る
機
会
を
得
た
。

　
北
川
村
に
は
北
川
村
温
泉
、北
川
村「
モ
ネ
の

庭
」マ
ル
モ
ッ
タ
ン
、中
岡
慎
太
郎
館
な
ど
の
観

光
施
設
が
あ
り
、ユ
ズ
の
産
地
お
よ
び
ユ
ズ
の

加
工
食
品
の
製
造
地
と
し
て
も
知
ら
れ
る
。か

つ
て
林
業
が
盛
ん
だ
っ
た
頃
、木
材
を
沿
岸
部

に
運
ん
だ
魚
梁
瀬
森
林
鉄
道
奈
半
利
側
線
な
ど

の
遺
構
も
あ
る
。地
元
観
光
協
会
職
員
、各
施
設

の
職
員
、森
林
鉄
道
保
存
会
の
方
々
に
各
地
を

ご
案
内
い
た
だ
き
な
が
ら
、学
生
に
は
村
民
が

体
験
し
て
き
た
産
業
構
造
の
変
化
、そ
れ
に
伴

う
生
活
の
変
化
に
関
す
る
聞
き
書
き
を
し
て
も

ら
っ
た（
写
真
１
）。2
0
1
3
年
度
に
は
、聞
き

書
き
に
基
づ
い
て
観
光
パ
ン
フ
レ
ッ
ト「
き
た

が
わ
か
た
る
」を
作
成
し
て
も
ら
い
、観
光
協
会

の
広
報
活
動
に
活
用
し
て
い
た
だ
い
た
。フ
ィ

ー
ル
ド
ワ
ー
ク
に
参
加
し
た
学
生
の
な
か
に

り
ょ
う

高知県立大学3
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は
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わ
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2
0
1
1
年
4
月
に
高
知
県
立
大
学
文
化
学

部
に
赴
任
し
て
お
よ
そ
10
年
が
過
ぎ
た
。オ
セ

ア
ニ
ア
研
究
を
行
っ
て
き
た
文
化
人
類
学
の
専

任
教
員
と
し
て
採
用
さ
れ
た
が
、着
任
後
は
高

知
の
地
域
社
会
で
の
教
育
研
究
活
動
も
充
実
さ

せ
て
ほ
し
い
、ま
た
そ
う
し
た
地
域
貢
献
が
求

め
ら
れ
る
時
代
で
あ
る
と
当
時
の
上
司
に
あ
た

る
清
原
泰
治
教
授
が
力
説
し
て
い
た
の
を
よ
く

覚
え
て
い
る
。正
直
に
言
う
と
、当
時
は
こ
の
言

葉
の
重
み
が
十
分
に
理
解
で
き
て
い
な
い
か
、

あ
る
い
は
表
面
的
に
は
理
解
で
き
て
も
実
際
に

ど
の
よ
う
に
行
動
に
移
せ
ば
良
い
の
か
分
か
ら

ず
に
い
た
の
だ
と
思
う
。し
か
し
、こ
の
10
年
間

で
高
知
県
立
大
学
の
組
織
と
し
て
の
地
域
貢
献

活
動
が
発
展
し
て
い
く
の
に
伴
っ
て
、必
然
的

に
私
自
身
も
地
域
社
会
へ
の
関
り
を
深
め
な
が

ら
、様
々
な
教
育
研
究
活
動
を
行
う
よ
う
に
な

っ
た
。

　
本
稿
で
は
、高
知
県
立
大
学
着
任
後
の
私
自

身
の
経
験
を
振
り
返
り
な
が
ら
、高
知
県
立
大

学
に
お
け
る
地
域
貢
献
活
動
―
―
2
0
1
5
年

度
か
ら「
域
学
共
生
―
大
学
が
地
域
を
変
え
る
。

地
域
が
大
学
を
変
え
る
」と
い
う
理
念
が
掲
げ

ら
れ
て
い
る
―
―
の
特
徴
を
紹
介
し
て
い
く
。

こ
の
10
年
間
、地
方
の
公
立
大
学
は
ど
の
よ
う

な
地
域
貢
献
を
求
め
ら
れ
、何
を
し
て
き
た
の

か
、私
個
人
の
体
験
の
軌
跡
を
通
し
て
そ
の
断

片
を
提
示
し
た
い
。

　
赴
任
当
初
の
私
は
、公
立
大
学
の
地
域
貢
献

と
い
っ
て
も
、地
元
の
地
域
社
会
を
研
究
対
象

と
す
る
か
、地
域
社
会
を
舞
台
に
フ
ィ
ー
ル
ド

ワ
ー
ク
な
ど
の
教
育
実
践
を
行
う
こ
と
ぐ
ら
い

し
か
考
え
つ
か
な
か
っ
た
。換
言
す
れ
ば
、自
身

は
、そ
の
後
、北
川
村
温
泉
の
ポ
ス
タ
ー
を
作
成

し
た
り
、観
光
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
た
り
す
る

な
ど
、自
主
的
に
活
動
を
広
げ
て
い
っ
た
学
生

も
い
た
。

　
残
念
な
が
ら
こ
の
取
り
組
み
は
継
続
で
き
な

か
っ
た
。私
自
身
の
怠
慢
に
よ
る
も
の
で
あ
る

こ
と
は
確
か
だ
が
、同
時
に
自
治
体
側
と
大
学

側
双
方
の
体
制
の
変
化
や
、国
立
大
学
で
あ
る

高
知
大
学
に
よ
る
大
々
的
な
フ
ィ
ー
ル
ド
活
動

の
展
開
の
な
か
で
、意
義
を
見
い
だ
し
に
く
く

な
っ
た
た
め
で
も
あ
っ
た
。北
川
村
を
含
む
中

芸
5
町
村（
奈
半
利
町
、田
野
町
、安
田
町
、北
川

村
、馬
路
村
）の
景
観
と
食
文
化
は
、2
0
1
7

年
に「
森
林
鉄
道
か
ら
日
本
一
の
ゆ
ず
ロ
ー
ド

へ
」と
し
て
日
本
遺
産
に
認
定
さ
れ
、よ
り
大
き

な
地
域
的
展
開
を
見
せ
た
。上
記
の
北
川
村
で

の
活
動
は
、こ
う
し
た
動
向
に
合
流
す
る
に
は

未
熟
で
、専
門
性
も
深
め
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
。

地
域
社
会
で
汗
水
流
す
だ
け
で
は
不
十
分
で
あ

り
、や
は
り
専
門
性
を
確
保
す
る
こ
と
が
必
要

な
の
だ
と
痛
感
し
た
。

　
ち
ょ
う
ど
北
川
村
で
の
活
動
が
一
区
切
り
つ

い
た
こ
ろ
、2
0
1
5
年
9
月
に
高
知
県
土
佐

郡
大
川
村
よ
り
村
史
追
録
の
編
纂
に
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
と
し
て
関
わ
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
依
頼
を

受
け
た
。
そ
の
頃
、
高
知
県
立
大
学
で
は

2
0
1
2
年
に
設
置
さ
れ
た
地
域
教
育
研
究
セ

ン
タ
ー
が
、地
域
社
会
か
ら
の
相
談
窓
口
と
な

っ
て
お
り
、相
談
内
容
を
学
内
教
員
に
効
果
的

に
差
配
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。こ
こ
で
も

文
化
学
部
か
ら
移
動
し
、セ
ン
タ
ー
長
の
職
に

あ
っ
た
清
原
教
授
が
私
を
推
薦
し
て
く
れ
た
。

「
村
史
編
纂
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
」と
い
う
肩
書
き
だ

っ
た
が
、実
際
に
は
早
明
浦
ダ
ム
建
設
と
白
滝

資
源
整
備
の
現
状
調
査
、地
域
お
こ
し
協
力
隊

な
ど
移
住
者
の
果
た
す
役
割
を
テ
ー
マ
と
し
た

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
開
催
を
実
現
さ
せ
た
。

　
大
川
村
に
お
け
る
地
域
課
題
の
研
究
で
は
、

出
郷
者
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
や
、移
住
者
や
関

係
人
口
が
過
疎
地
で
果
た
す
役
割
に
注
目
し
て

い
た
が
、村
史
編
纂
や
研
究
を
進
め
る
う
ち
に
、

私
自
身
が
関
係
人
口
の
一
角
を
担
う
よ
う
に
な

っ
て
い
っ
た
。家
族
を
連
れ
て
、毎
年
5
月
3
日

に
行
わ
れ
る
白
滝
ふ
る
さ
と
ま
つ
り
、11
月
3

日
に
行
わ
れ
る
謝
肉
祭
に
参
加
し
て
普
通
に
楽

し
む
よ
う
に
な
っ
た
。ま
た
、子
ど
も
向
け
の
自

然
教
育
や
初
心
者
向
け
の
山
岳
観
光
に
参
加
し

続
け
た
。幼
少
時
か
ら
大
川
村
に
通
っ
て
い
る

息
子
は
、地
元
の
方
々
や
地
域
お
こ
し
協
力
隊

の
方
に
よ
く
懐
い
て
い
る
。コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ

て
高
知
県
外
へ
の
旅
行
を
控
え
て
か
ら
は
、大

川
村
で
春
夏
秋
冬
の
家
族
の
思
い
出
が
で
き
て

い
っ
た（
写
真
2
）。

　
冒
頭
で
言
及
し
た
よ
う
に
高
知
県
立
大
学
は

2
0
1
5
年
度
以
降
、「
域
学
共
生
」の
理
念
を

掲
げ
て
い
る
。「
域
学
共
生
」は
造
語
で
、「
地
域

と
大
学
が
互
い
に
手
を
携
え
、教
え
合
い
、学
び

合
い
、育
ち
合
い
な
が
ら
、高
知
県
の
地
域
の
再

生
と
活
性
化
を
実
現
し
た
い
と
い
う
想
い
」が

込
め
ら
れ
て
い
る（
写
真
3
）。「
大
学
の
地
域
貢

献
」と
い
う
場
合
、大
学
が
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
を
と

っ
て
地
域
社
会
を
よ
り
よ
い
方
向
に
導
い
て
い

く
と
い
う
含
意
が
あ
る
が
、「
域
学
共
生
」の
理

念
の
も
と
で
は
、大
学
も
ま
た
地
域
社
会
か
ら

学
び
、地
域
社
会
に
よ
っ
て
変
え
ら
れ
る
と
い

う
こ
と
を
念
頭
に
お
い
て
い
る
。自
分
自
身
の

活
動
の
軌
跡
を
振
り
返
っ
て
み
る
と
、「
域
学
共

生
」の
理
念
を
待
つ
ま
で
も
な
く
、地
域
社
会
に

よ
っ
て
私
自
身
が
確
か
に
変
え
ら
れ
て
き
た
。

地
域
社
会
で
活
動
す
る
な
か
で
新
た
な
見
地
や

問
題
関
心
を
得
て
、関
係
人
口
と
し
て
地
域
へ

の
関
わ
り
を
深
め
る
な
か
で
、よ
り
豊
か
な
生

活
を
再
発
見
し
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。

　「
域
学
共
生
」で
は
、学
生
が
主
体
的
に
学
ぶ

こ
と
、地
域
社
会
と
学
び
合
う
こ
と
を
重
視
し

て
い
る
。こ
う
し
て
大
学
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が

改
訂
さ
れ
、全
学
の
共
通
教
養
教
育
科
目
の
な

か
に
域
学
共
生
科
目
が
設
置
さ
れ
た
。初
年
次

の
全
学
必
修
科
目
と
し
て
地
域
学
実
習
Ⅰ
が
設

置
さ
れ
、1
回
生
は
必
ず
地
域
社
会
に
出
て
学

ぶ
よ
う
に
な
っ
た
。地
域
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー

に
は
、域
学
共
生
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
い
う

肩
書
き
の
職
員
が
配
属
さ
れ
た
。コ
ー
デ
ィ
ネ

ー
タ
ー
は
、地
域
社
会
と
大
学
の
間
に
立
ち
、引

率
教
員
と
連
携
し
な
が
ら
実
習
を
立
案
す
る
。

実
習
の
テ
ー
マ
は
、高
知
の
歴
史
文
化
か
ら
、課

題
先
進
県
・
高
知
の
地
域
課
題
に
至
る
ま
で
多

岐
に
わ
た
り
、全
学
部
の
教
員
が
持
ち
回
り
で

実
習
を
担
当
す
る
。コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
立

案
し
て
専
門
が
近
い
教
員
が
担
当
す
る
こ
と
が

多
い
が
、教
員
が
既
存
の
地
域
活
動
を
持
ち
込

む
場
合
も
あ
る
。私
も
地
域
学
実
習
Ⅰ
を
隔
年

で
担
当
し
て
い
る
。こ
れ
ま
で
、赤
岡
か
ら
物
部

に
か
け
て
の
塩
の
道
、高
知
市
内
の
街
路
市
、室

戸
ジ
オ
パ
ー
ク
巡
検
な
ど
の
実
習
に
参
加
し
て

い
る
が（
写
真
4
）、基
本
的
に
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
の
立
案
に
従
っ
て
実
習
を
指
導
し
て
お

り
、教
職
員
の
い
い
連
携
体
制
が
で
き
て
い
る
。

　
地
域
社
会
の
な
か
で
問
題
関
心
を
得
た
学
生

は
、2
年
次
以
降
、今
度
は
自
分
自
身
で
活
動
計

画
を
立
て
て
、地
域
学
実
習
Ⅱ
の
履
修
に
挑
戦

す
る
こ
と
も
で
き
る
。ま
た
、地
域
共
生
推
進
副

専
攻
の
も
と
で
は
、域
学
共
生
科
目
の
ほ
か
、関

連
す
る
専
門
科
目
を
修
め
れ
ば
、大
学
独
自
の

称
号
で
あ
る「
地
域
共
生
推
進
士
」に
認
定
さ
れ

る
。高
知
県
立
大
学
に
は
看
護
学
部
、社
会
福
祉

学
部
、健
康
栄
養
学
部
、文
化
学
部
が
あ
る
が
、

地
域
共
生
推
進
副
専
攻
は
全
学
的
な
取
り
組
み

で
あ
る
。各
学
部
の
専
門
科
目
か
ら
は
観
光
ま

ち
づ
く
り
論
、地
域
づ
く
り
論
、地
域
福
祉
論
、

地
域
健
康
論
、公
衆
衛
生
学
、公
衆
栄
養
学
な
ど

が
供
出
さ
れ
て
い
る
。学
部
学
生
は
各
自
の
専

門
分
野
の
観
点
か
ら「
域
学
共
生
」を
追
求
し
て

い
く
。

　
大
学
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
加
え
て
、学
生
独

自
の
地
域
活
動
を
支
援
す
る
制
度
も
作
ら
れ

た
。「
域
学
共
生
」に
先
だ
っ
て
2
0
1
3
年
度

に
制
定
さ
れ
た「
立
志
社
中
」は
、年
度
単
位
で

学
生
の
地
域
活
動
に
対
す
る
助
成
を
行
っ
て
い

る
。「
立
志
社
中
」は「
将
来
の
目
的
を
定
め
て
、

こ
れ
を
成
し
遂
げ
よ
う
と
す
る
学
生
グ
ル
ー

プ
」と
い
う
意
味
で
、坂
本
龍
馬
が
設
立
し
た
結

社「
亀
山
社
中
」（
後
の
海
援
隊
）と
板
垣
退
助
ら

が
自
由
民
権
運
動
を
推
進
し
た
結
社「
立
志
社
」

を
組
み
合
わ
せ
た
造
語
で
あ
る
。助
成
は
単
年

度
だ
が
、継
続
し
た
活
動
が
行
わ
れ
て
お
り
、多

岐
に
わ
た
る
成
果
を
上
げ
て
い
る（
写
真
5
）。

　
例
え
ば
、管
理
栄
養
士
を
目
指
す
健
康
栄
養

学
部
の
学
生
団
体
で
あ
る
C
O
M
E
☆

R
I
S
H（
コ
メ
リ
ッ
シ
ュ
）は
、中
土
佐
町
の

大
野
見
地
区
で
栽
培
さ
れ
て
い
る
大
野
見
エ
コ

米
の
田
植
え
体
験
、米
の
P
R
活
動
、地
元
小
中

学
校
や
飲
食
店
で
の
料
理
教
室
開
催
な
ど
に
取

り
組
ん
で
き
た
。ま
た
、地
域
の
ス
ー
パ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
や
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
と
提
携
し

て
、減
塩
な
ど
健
康
的
な
調
理
方
法
や
地
産
地

消
に
配
慮
し
た
弁
当
の
開
発
お
よ
び
販
売
も
行

っ
て
い
る
。こ
う
し
た
活
動
が
評
価
さ
れ
て
、同

団
体
は
、2
0
1
8
年
度「
第
2
回
食
育
活
動
表

彰
」農
林
水
産
大
臣
賞
を
受
賞
し
て
い
る
。

　
コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ
て
地
域
学
実
習
、「
立
志
社

中
」と
も
に
大
き
な
制
限
を
受
け
た
。従
来
、地

域
学
実
習
で
は
地
域
社
会
の
人
々
と
直
接
対
面

し
、学
び
会
う
こ
と
が
で
き
る
機
会
が
十
分
に

確
保
さ
れ
て
い
た
が
、2
0
2
0
年
度
は
感
染

対
策
が
で
き
て
い
る
文
化
施
設
の
訪
問
、学
芸

員
や
地
域
社
会
の
有
識
者
に
よ
る
解
説
な
ど
が

中
心
と
な
り
、人
々
と
の
交
流
も
限
定
的
に
な

っ
た
。立
志
社
中
の
活
動
期
間
も
短
縮
さ
れ
、

人
々
と
の
対
面
の
機
会
も
制
限
さ
れ
た
が
、そ

れ
で
も
適
宜
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
活
動
や
文
書
を

介
し
た
や
り
取
り
な
ど
に
切
り
替
え
、活
動
自

体
は
継
続
さ
れ
て
い
る
。

５
．こ
れ
か
ら
の
地
域
貢
献

　
以
上
、高
知
県
立
大
学
に
赴
任
し
て
か
ら
の

自
身
の
地
域
貢
献
活
動
の
軌
跡
、そ
れ
と
同
時

期
に
進
行
し
て
い
っ
た
大
学
の
体
制
整
備
に
つ

い
て
素
描
し
て
き
た
。地
域
社
会
に
入
っ
て
活

動
す
る
こ
と
を
重
視
す
る
地
方
の
公
立
大
学
の

地
域
貢
献
活
動
は
、コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ
て
大
き

な
影
響
を
受
け
て
い
る
が
、そ
れ
で
も
私
の
場

合
は
、関
係
人
口
と
し
て
地
域
社
会
に
通
い
続

け
て
い
る
し
、学
生
団
体
も
ま
た
対
面
が
で
き

な
い
現
状
で
何
が
で
き
る
か
を
考
え
、臨
機
応

変
に
対
応
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。確
か
に
対

面
は
制
限
さ
れ
て
い
る
が
、地
域
社
会
と
の
関

係
が
分
断
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。む
し

ろ
、我
先
に
と
急
い
で
地
域
社
会
に
入
る
以
前

に
、大
学
が
腰
を
据
え
て
地
元
文
化
施
設
や
地

元
有
識
者
と
の
あ
る
べ
き
関
係
に
つ
い
て
熟
慮

す
る
い
い
機
会
に
な
っ
て
い
る
。

　
た
だ
現
場
に
身
を
置
け
ば
い
い
と
い
う
わ
け

で
も
な
い
と
い
う
こ
と
は
、私
自
身
が
地
域
社

会
で
の
活
動
を
通
し
て
痛
感
し
て
い
る
。し
ば

ら
く
安
芸
郡
北
川
村
に
通
っ
て
い
た
が
、日
本

遺
産
認
定
を
巡
る
動
向
に
何
ら
貢
献
で
き
な
か

っ
た
こ
と
は
い
い
教
訓
で
あ
る
。地
域
社
会
の

現
場
に
行
っ
て
現
地
の
人
々
と
交
流
す
る
と
、

ま
だ
成
果
が
な
く
て
も
何
か
成
果
を
得
た
よ
う

な
気
に
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
る
。地
域
社

会
に
入
る
こ
と
に
は
、魅
力
と
と
も
に
そ
う
し

た
魔
力
も
あ
る
。コ
ロ
ナ
禍
は
、大
学
と
地
域
社

会
の
よ
り
効
果
的
な
関
係
構
築
、よ
り
効
果
的

な
成
果
還
元
の
方
法
を
模
索
す
る
契
機
と
も
な

る
の
か
も
し
れ
な
い
。

ぶ
ツ
ア
ー
を
企
画
し
、神
戸
の
ま
ち
あ
る
き
を

し
な
が
ら
、港
を
見
下
ろ
す
旧
国
立
移
民
収
容

所
内
に
設
置
さ
れ
た
移
民
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
を
訪

問
し
、日
本
の
移
民
史
を
学
習
し
て
も
ら
っ
た

（
2
0
1
6
年
度
、2
0
1
7
年
度
）。ま
た
、高

知
県
幡
多
郡
大
正
町（
現
高
岡
郡
四
万
十
町
）で

は
、戦
後
に
町
ぐ
る
み
で
パ
ラ
グ
ア
イ
へ
の
移

民
が
行
わ
れ
る
な
ど
、南
米
日
系
社
会
と
の
関

わ
り
も
深
い
。高
知
県
立
大
学
は
J
I
C
A
日

系
研
修
員
受
け
入
れ
事
業
で
研
修
生
を
受
け
入

れ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、2
0
1
9
年
5
月
に

は
、ペ
ル
ー
の
研
修
生
を
対
象
に「
高
知
と
南
米

日
系
社
会
」の
講
義
を
担
当
し
た
。

　
こ
う
し
て
移
民
を
手
が
か
り
に
教
育
研
究
を

発
展
さ
せ
、一
定
の
地
域
貢
献
を
果
た
せ
た
こ

と
は
率
直
に
よ
か
っ
た
が
、専
門
性
を
地
域
社

会
の
研
究
に
結
び
つ
け
る
だ
け
で
は
地
域
貢
献

と
し
て
あ
ま
り
評
価
さ
れ
な
い
こ
と
は
す
ぐ
に

気
が
つ
い
た
。要
は
地
域
社
会
に
入
っ
て
汗
水

を
か
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の
で
あ
り
、よ
り

直
接
的
で
目
に
見
え
る
よ
う
な
形
で「
地
域
活

性
化
」に
寄
与
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
た

の
だ
と
思
う
。専
門
性
を
活
か
し
た
地
道
な
地

域
貢
献
と
、即
座
の
効
果
を
求
め
ら
れ
る
地
域

貢
献
と
の
間
に
は
解
離
が
あ
り
、大
変
悩
ま
し

か
っ
た
。ま
た
赴
任
す
る
ま
で
縁
も
ゆ
か
り
も

な
か
っ
た
高
知
で
地
域
社
会
と
の
関
わ
り
を
新

し
く
構
築
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
の
か
不
安

も
あ
っ
た
。し
か
し
、や
が
て
こ
う
し
た
こ
と
を

考
え
な
く
て
も
よ
く
な
っ
た
。大
学
が
地
域
社

会
の
要
請
を
効
果
的
に
汲
み
取
る
仕
組
み
や
、

4
「
域
学
共
生
」

の
教
育
研
究
の
専
門
性
を
、高
知
の
地
域
社
会

に
結
び
つ
け
れ
ば
そ
れ
で
い
い
と
思
っ
て
い

た
。オ
セ
ア
ニ
ア
研
究
で
は
、戦
前
約
30
年
間
日

本
統
治
下
に
あ
っ
た
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
地
域
に
お

け
る
植
民
地
経
験
を
テ
ー
マ
と
し
、沖
縄
か
ら

マ
リ
ア
ナ
諸
島
や
パ
ラ
オ
諸
島
に
渡
っ
た
移
住

者
の
軌
跡
を
追
い
か
け
て
い
た
の
で
、高
知
で

も
関
連
す
る
研
究
が
で
き
な
い
か
と
考
え
て
い

た
。

　
森
小
弁（
1
8
6
9
〜
1
9
4
5
）は
高
知
出

身
で
、明
治
期
に
ト
ラ
ッ
ク
諸
島（
現
チ
ュ
ー
ク

諸
島
）に
渡
り
、現
地
の
伝
統
的
首
長
の
娘
と
結

婚
、一
大
フ
ァ
ミ
リ
ー
を
築
き
上
げ
た
人
物
で

あ
っ
た
。2
0
1
1
年
9
月
19
日
、高
知
県
高
岡

郡
佐
川
町
で
行
わ
れ
た
日
本
移
民
学
会
の
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム「
高
知
県
か
ら
日
本
の
移
民
を
考
え

る
」に
登
壇
し
、「
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア（
旧
南
洋
群

島
）に
渡
っ
た
高
知
県
の
人
び
と
―
チ
ュ
ー
ク

諸
島
の
モ
リ
・
フ
ァ
ミ
リ
ー
」の
演
題
で
講
演
し

た
。高
知
県
立
大
学
の
担
当
科
目「
土
佐
の
歴
史

鉱
山
閉
山
後
の
大
川
村
に
お
け
る
む
ら
づ
く
り

の
動
向
を
、資
料
収
集
と
聞
き
書
き
か
ら
ま
と

め
、地
元
有
識
者
か
ら
構
成
さ
れ
る
村
史
編
纂

委
員
会
で
承
認
を
得
て
、原
稿
を
執
筆
す
る
ま

で
の
作
業
を
一
手
に
引
き
受
け
る
こ
と
に
な
っ

た
。

　
2
0
1
8
年
3
月
に
村
史
追
録
自
体
は
完
成

し
た
が
、や
り
っ
ぱ
な
し
は
よ
く
な
い
の
で
、高

知
県
立
大
学
の
戦
略
的
研
究
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
利
用
し
て
地
域
社
会
へ
の
還
元
を
試
み

た
。同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は「
高
知
県
立
大
学
の
学

術
研
究
の
充
実
及
び
高
知
県
の
課
題
解
決
」を

目
指
し
て
2
0
1
8
年
度
に
設
立
さ
れ
た
。私

が
代
表
者
と
な
っ
た「
中
山
間
地
域
に
お
け
る

生
活
圏
の
確
保
に
向
け
て
―
土
佐
郡
大
川
村
に

お
け
る
地
域
創
造
」（
2
0
1
7
〜
2
0
1
8
年

度
）で
は
、大
川
村
の
む
ら
づ
く
り
を
ま
と
め
た

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
作
成
、大
川
村
に
お
け
る
文
化

写真2：家族で大川村に通う。
右端は地域おこし協力隊の竹友大騎さん（2021年4月）

写
真
3
：
域
学
共
生
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

写
真
5
：
立
志
社
中
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

写真4：コロナ禍の地域学実習㈵で、室戸ジオパークを歩く（2020年9月）

と
文
化
」で
は
、高
知
と
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
の
関
係

史
に
つ
い
て
講
義
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
登
壇
が
き
っ
か
け
に
な
っ
て
、高
知

県
内
の
博
物
館
や
文
化
施
設
に
よ
る
連
携
企
画

「
高
知
の
移
民
文
化
発
信
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」に
関

わ
り
、同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
編
集
し
た
小
冊
子

『
海
を
渡
っ
た
高
知
ス
ピ
リ
ッ
ト
』（
2
0
1
6

年
）に
も
寄
稿
し
た
。高
知
で
は
2
0
1
3
年
に

県
内
要
人
の
呼
び
か
け
で
、高
知
・
ミ
ク
ロ
ネ
シ

ア
友
好
交
流
協
会
が
設
立
さ
れ
、官
民
双
方
の

レ
ベ
ル
で
森
小
弁
の
ゆ
か
り
を
た
ど
り
な
が

ら
、文
化
交
流
の
機
運
が
高
ま
っ
て
い
る
。オ
セ

ア
ニ
ア
研
究
の
専
門
家
と
し
て
ど
の
よ
う
な
関

わ
り
が
で
き
る
の
か
を
模
索
し
て
い
く
こ
と

は
、今
後
の
地
域
貢
献
の
課
題
の
ひ
と
つ
で
あ

る
と
考
え
て
い
る
。

　
担
当
す
る
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
や
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー

ク
の
授
業
で
は
、現
在
の
高
知
県
高
岡
郡
佐
川

町
出
身
で「
ブ
ラ
ジ
ル
移
民
」の
父
と
い
わ
れ
る

水
野
龍（
1
8
5
9
〜
1
9
5
1
）に
つ
い
て
学

学
生
と
教
員
を
効
果
的
に
巻
き
込
ん
だ
活
動
の

仕
組
み
を
整
備
し
て
い
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

　
2
0
1
1
年
度
末
、高
知
県
安
芸
郡
北
川
村

観
光
協
会
か
ら
、学
生
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

の
場
と
し
て
北
川
村
を
活
用
し
て
も
ら
え
な
い

か
、ま
た
学
生
の
フ
ィ
ー
ル
ド
体
験
を
も
と
に

し
た
観
光
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
作
成
を
通
じ
て
地

域
活
性
化
に
寄
与
し
て
も
ら
え
な
い
か
と
い
う

相
談
を
受
け
た
。北
川
村
に
赴
任
経
験
の
あ
る

県
庁
職
員
を
通
じ
て
文
化
学
部
長
の
清
原
教
授

に
相
談
が
あ
り
、私
に
取
り
次
い
で
い
た
だ
い

た
。清
原
教
授
は
地
域
社
会
で
の
活
動
の
重
要

性
を
力
説
さ
れ
て
い
た
の
で
、な
か
な
か
地
域

社
会
に
入
っ
て
い
け
な
い
私
に
も
ど
か
し
く
て

取
り
次
い
で
く
れ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。こ
う

し
て
2
0
1
2
年
度
か
ら
2
0
1
4
年
度
ま

で
、毎
年
度
10
名
前
後
の
受
講
生
と
初
め
て
高

知
の
地
域
社
会
に
入
る
機
会
を
得
た
。

　
北
川
村
に
は
北
川
村
温
泉
、北
川
村「
モ
ネ
の

庭
」マ
ル
モ
ッ
タ
ン
、中
岡
慎
太
郎
館
な
ど
の
観

光
施
設
が
あ
り
、ユ
ズ
の
産
地
お
よ
び
ユ
ズ
の

加
工
食
品
の
製
造
地
と
し
て
も
知
ら
れ
る
。か

つ
て
林
業
が
盛
ん
だ
っ
た
頃
、木
材
を
沿
岸
部

に
運
ん
だ
魚
梁
瀬
森
林
鉄
道
奈
半
利
側
線
な
ど

の
遺
構
も
あ
る
。地
元
観
光
協
会
職
員
、各
施
設

の
職
員
、森
林
鉄
道
保
存
会
の
方
々
に
各
地
を

ご
案
内
い
た
だ
き
な
が
ら
、学
生
に
は
村
民
が

体
験
し
て
き
た
産
業
構
造
の
変
化
、そ
れ
に
伴

う
生
活
の
変
化
に
関
す
る
聞
き
書
き
を
し
て
も

ら
っ
た（
写
真
１
）。2
0
1
3
年
度
に
は
、聞
き

書
き
に
基
づ
い
て
観
光
パ
ン
フ
レ
ッ
ト「
き
た

が
わ
か
た
る
」を
作
成
し
て
も
ら
い
、観
光
協
会

の
広
報
活
動
に
活
用
し
て
い
た
だ
い
た
。フ
ィ

ー
ル
ド
ワ
ー
ク
に
参
加
し
た
学
生
の
な
か
に

な
か  

と  

さ
ち
ょ
う

お
お  

の   

み

高知県立大学3

ち
ゅ
う

げ
い

も
の
べ
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2
0
1
1
年
4
月
に
高
知
県
立
大
学
文
化
学

部
に
赴
任
し
て
お
よ
そ
10
年
が
過
ぎ
た
。オ
セ

ア
ニ
ア
研
究
を
行
っ
て
き
た
文
化
人
類
学
の
専

任
教
員
と
し
て
採
用
さ
れ
た
が
、着
任
後
は
高

知
の
地
域
社
会
で
の
教
育
研
究
活
動
も
充
実
さ

せ
て
ほ
し
い
、ま
た
そ
う
し
た
地
域
貢
献
が
求

め
ら
れ
る
時
代
で
あ
る
と
当
時
の
上
司
に
あ
た

る
清
原
泰
治
教
授
が
力
説
し
て
い
た
の
を
よ
く

覚
え
て
い
る
。正
直
に
言
う
と
、当
時
は
こ
の
言

葉
の
重
み
が
十
分
に
理
解
で
き
て
い
な
い
か
、

あ
る
い
は
表
面
的
に
は
理
解
で
き
て
も
実
際
に

ど
の
よ
う
に
行
動
に
移
せ
ば
良
い
の
か
分
か
ら

ず
に
い
た
の
だ
と
思
う
。し
か
し
、こ
の
10
年
間

で
高
知
県
立
大
学
の
組
織
と
し
て
の
地
域
貢
献

活
動
が
発
展
し
て
い
く
の
に
伴
っ
て
、必
然
的

に
私
自
身
も
地
域
社
会
へ
の
関
り
を
深
め
な
が

ら
、様
々
な
教
育
研
究
活
動
を
行
う
よ
う
に
な

っ
た
。

　
本
稿
で
は
、高
知
県
立
大
学
着
任
後
の
私
自

身
の
経
験
を
振
り
返
り
な
が
ら
、高
知
県
立
大

学
に
お
け
る
地
域
貢
献
活
動
―
―
2
0
1
5
年

度
か
ら「
域
学
共
生
―
大
学
が
地
域
を
変
え
る
。

地
域
が
大
学
を
変
え
る
」と
い
う
理
念
が
掲
げ

ら
れ
て
い
る
―
―
の
特
徴
を
紹
介
し
て
い
く
。

こ
の
10
年
間
、地
方
の
公
立
大
学
は
ど
の
よ
う

な
地
域
貢
献
を
求
め
ら
れ
、何
を
し
て
き
た
の

か
、私
個
人
の
体
験
の
軌
跡
を
通
し
て
そ
の
断

片
を
提
示
し
た
い
。

　
赴
任
当
初
の
私
は
、公
立
大
学
の
地
域
貢
献

と
い
っ
て
も
、地
元
の
地
域
社
会
を
研
究
対
象

と
す
る
か
、地
域
社
会
を
舞
台
に
フ
ィ
ー
ル
ド

ワ
ー
ク
な
ど
の
教
育
実
践
を
行
う
こ
と
ぐ
ら
い

し
か
考
え
つ
か
な
か
っ
た
。換
言
す
れ
ば
、自
身

は
、そ
の
後
、北
川
村
温
泉
の
ポ
ス
タ
ー
を
作
成

し
た
り
、観
光
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
た
り
す
る

な
ど
、自
主
的
に
活
動
を
広
げ
て
い
っ
た
学
生

も
い
た
。

　
残
念
な
が
ら
こ
の
取
り
組
み
は
継
続
で
き
な

か
っ
た
。私
自
身
の
怠
慢
に
よ
る
も
の
で
あ
る

こ
と
は
確
か
だ
が
、同
時
に
自
治
体
側
と
大
学

側
双
方
の
体
制
の
変
化
や
、国
立
大
学
で
あ
る

高
知
大
学
に
よ
る
大
々
的
な
フ
ィ
ー
ル
ド
活
動

の
展
開
の
な
か
で
、意
義
を
見
い
だ
し
に
く
く

な
っ
た
た
め
で
も
あ
っ
た
。北
川
村
を
含
む
中

芸
5
町
村（
奈
半
利
町
、田
野
町
、安
田
町
、北
川

村
、馬
路
村
）の
景
観
と
食
文
化
は
、2
0
1
7

年
に「
森
林
鉄
道
か
ら
日
本
一
の
ゆ
ず
ロ
ー
ド

へ
」と
し
て
日
本
遺
産
に
認
定
さ
れ
、よ
り
大
き

な
地
域
的
展
開
を
見
せ
た
。上
記
の
北
川
村
で

の
活
動
は
、こ
う
し
た
動
向
に
合
流
す
る
に
は

未
熟
で
、専
門
性
も
深
め
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
。

地
域
社
会
で
汗
水
流
す
だ
け
で
は
不
十
分
で
あ

り
、や
は
り
専
門
性
を
確
保
す
る
こ
と
が
必
要

な
の
だ
と
痛
感
し
た
。

　
ち
ょ
う
ど
北
川
村
で
の
活
動
が
一
区
切
り
つ

い
た
こ
ろ
、2
0
1
5
年
9
月
に
高
知
県
土
佐

郡
大
川
村
よ
り
村
史
追
録
の
編
纂
に
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
と
し
て
関
わ
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
依
頼
を

受
け
た
。
そ
の
頃
、
高
知
県
立
大
学
で
は

2
0
1
2
年
に
設
置
さ
れ
た
地
域
教
育
研
究
セ

ン
タ
ー
が
、地
域
社
会
か
ら
の
相
談
窓
口
と
な

っ
て
お
り
、相
談
内
容
を
学
内
教
員
に
効
果
的

に
差
配
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。こ
こ
で
も

文
化
学
部
か
ら
移
動
し
、セ
ン
タ
ー
長
の
職
に

あ
っ
た
清
原
教
授
が
私
を
推
薦
し
て
く
れ
た
。

「
村
史
編
纂
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
」と
い
う
肩
書
き
だ

っ
た
が
、実
際
に
は
早
明
浦
ダ
ム
建
設
と
白
滝

資
源
整
備
の
現
状
調
査
、地
域
お
こ
し
協
力
隊

な
ど
移
住
者
の
果
た
す
役
割
を
テ
ー
マ
と
し
た

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
開
催
を
実
現
さ
せ
た
。

　
大
川
村
に
お
け
る
地
域
課
題
の
研
究
で
は
、

出
郷
者
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
や
、移
住
者
や
関

係
人
口
が
過
疎
地
で
果
た
す
役
割
に
注
目
し
て

い
た
が
、村
史
編
纂
や
研
究
を
進
め
る
う
ち
に
、

私
自
身
が
関
係
人
口
の
一
角
を
担
う
よ
う
に
な

っ
て
い
っ
た
。家
族
を
連
れ
て
、毎
年
5
月
3
日

に
行
わ
れ
る
白
滝
ふ
る
さ
と
ま
つ
り
、11
月
3

日
に
行
わ
れ
る
謝
肉
祭
に
参
加
し
て
普
通
に
楽

し
む
よ
う
に
な
っ
た
。ま
た
、子
ど
も
向
け
の
自

然
教
育
や
初
心
者
向
け
の
山
岳
観
光
に
参
加
し

続
け
た
。幼
少
時
か
ら
大
川
村
に
通
っ
て
い
る

息
子
は
、地
元
の
方
々
や
地
域
お
こ
し
協
力
隊

の
方
に
よ
く
懐
い
て
い
る
。コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ

て
高
知
県
外
へ
の
旅
行
を
控
え
て
か
ら
は
、大

川
村
で
春
夏
秋
冬
の
家
族
の
思
い
出
が
で
き
て

い
っ
た（
写
真
2
）。

　
冒
頭
で
言
及
し
た
よ
う
に
高
知
県
立
大
学
は

2
0
1
5
年
度
以
降
、「
域
学
共
生
」の
理
念
を

掲
げ
て
い
る
。「
域
学
共
生
」は
造
語
で
、「
地
域

と
大
学
が
互
い
に
手
を
携
え
、教
え
合
い
、学
び

合
い
、育
ち
合
い
な
が
ら
、高
知
県
の
地
域
の
再

生
と
活
性
化
を
実
現
し
た
い
と
い
う
想
い
」が

込
め
ら
れ
て
い
る（
写
真
3
）。「
大
学
の
地
域
貢

献
」と
い
う
場
合
、大
学
が
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
を
と

っ
て
地
域
社
会
を
よ
り
よ
い
方
向
に
導
い
て
い

く
と
い
う
含
意
が
あ
る
が
、「
域
学
共
生
」の
理

念
の
も
と
で
は
、大
学
も
ま
た
地
域
社
会
か
ら

学
び
、地
域
社
会
に
よ
っ
て
変
え
ら
れ
る
と
い

う
こ
と
を
念
頭
に
お
い
て
い
る
。自
分
自
身
の

活
動
の
軌
跡
を
振
り
返
っ
て
み
る
と
、「
域
学
共

生
」の
理
念
を
待
つ
ま
で
も
な
く
、地
域
社
会
に

よ
っ
て
私
自
身
が
確
か
に
変
え
ら
れ
て
き
た
。

地
域
社
会
で
活
動
す
る
な
か
で
新
た
な
見
地
や

問
題
関
心
を
得
て
、関
係
人
口
と
し
て
地
域
へ

の
関
わ
り
を
深
め
る
な
か
で
、よ
り
豊
か
な
生

活
を
再
発
見
し
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。

　「
域
学
共
生
」で
は
、学
生
が
主
体
的
に
学
ぶ

こ
と
、地
域
社
会
と
学
び
合
う
こ
と
を
重
視
し

て
い
る
。こ
う
し
て
大
学
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が

改
訂
さ
れ
、全
学
の
共
通
教
養
教
育
科
目
の
な

か
に
域
学
共
生
科
目
が
設
置
さ
れ
た
。初
年
次

の
全
学
必
修
科
目
と
し
て
地
域
学
実
習
Ⅰ
が
設

置
さ
れ
、1
回
生
は
必
ず
地
域
社
会
に
出
て
学

ぶ
よ
う
に
な
っ
た
。地
域
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー

に
は
、域
学
共
生
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
い
う

肩
書
き
の
職
員
が
配
属
さ
れ
た
。コ
ー
デ
ィ
ネ

ー
タ
ー
は
、地
域
社
会
と
大
学
の
間
に
立
ち
、引

率
教
員
と
連
携
し
な
が
ら
実
習
を
立
案
す
る
。

実
習
の
テ
ー
マ
は
、高
知
の
歴
史
文
化
か
ら
、課

題
先
進
県
・
高
知
の
地
域
課
題
に
至
る
ま
で
多

岐
に
わ
た
り
、全
学
部
の
教
員
が
持
ち
回
り
で

実
習
を
担
当
す
る
。コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
立

案
し
て
専
門
が
近
い
教
員
が
担
当
す
る
こ
と
が

多
い
が
、教
員
が
既
存
の
地
域
活
動
を
持
ち
込

む
場
合
も
あ
る
。私
も
地
域
学
実
習
Ⅰ
を
隔
年

で
担
当
し
て
い
る
。こ
れ
ま
で
、赤
岡
か
ら
物
部

に
か
け
て
の
塩
の
道
、高
知
市
内
の
街
路
市
、室

戸
ジ
オ
パ
ー
ク
巡
検
な
ど
の
実
習
に
参
加
し
て

い
る
が（
写
真
4
）、基
本
的
に
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
の
立
案
に
従
っ
て
実
習
を
指
導
し
て
お

り
、教
職
員
の
い
い
連
携
体
制
が
で
き
て
い
る
。

　
地
域
社
会
の
な
か
で
問
題
関
心
を
得
た
学
生

は
、2
年
次
以
降
、今
度
は
自
分
自
身
で
活
動
計

画
を
立
て
て
、地
域
学
実
習
Ⅱ
の
履
修
に
挑
戦

す
る
こ
と
も
で
き
る
。ま
た
、地
域
共
生
推
進
副

専
攻
の
も
と
で
は
、域
学
共
生
科
目
の
ほ
か
、関

連
す
る
専
門
科
目
を
修
め
れ
ば
、大
学
独
自
の

称
号
で
あ
る「
地
域
共
生
推
進
士
」に
認
定
さ
れ

る
。高
知
県
立
大
学
に
は
看
護
学
部
、社
会
福
祉

学
部
、健
康
栄
養
学
部
、文
化
学
部
が
あ
る
が
、

地
域
共
生
推
進
副
専
攻
は
全
学
的
な
取
り
組
み

で
あ
る
。各
学
部
の
専
門
科
目
か
ら
は
観
光
ま

ち
づ
く
り
論
、地
域
づ
く
り
論
、地
域
福
祉
論
、

地
域
健
康
論
、公
衆
衛
生
学
、公
衆
栄
養
学
な
ど

が
供
出
さ
れ
て
い
る
。学
部
学
生
は
各
自
の
専

門
分
野
の
観
点
か
ら「
域
学
共
生
」を
追
求
し
て

い
く
。

　
大
学
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
加
え
て
、学
生
独

自
の
地
域
活
動
を
支
援
す
る
制
度
も
作
ら
れ

た
。「
域
学
共
生
」に
先
だ
っ
て
2
0
1
3
年
度

に
制
定
さ
れ
た「
立
志
社
中
」は
、年
度
単
位
で

学
生
の
地
域
活
動
に
対
す
る
助
成
を
行
っ
て
い

る
。「
立
志
社
中
」は「
将
来
の
目
的
を
定
め
て
、

こ
れ
を
成
し
遂
げ
よ
う
と
す
る
学
生
グ
ル
ー

プ
」と
い
う
意
味
で
、坂
本
龍
馬
が
設
立
し
た
結

社「
亀
山
社
中
」（
後
の
海
援
隊
）と
板
垣
退
助
ら

が
自
由
民
権
運
動
を
推
進
し
た
結
社「
立
志
社
」

を
組
み
合
わ
せ
た
造
語
で
あ
る
。助
成
は
単
年

度
だ
が
、継
続
し
た
活
動
が
行
わ
れ
て
お
り
、多

岐
に
わ
た
る
成
果
を
上
げ
て
い
る（
写
真
5
）。

　
例
え
ば
、管
理
栄
養
士
を
目
指
す
健
康
栄
養

学
部
の
学
生
団
体
で
あ
る
C
O
M
E
☆

R
I
S
H（
コ
メ
リ
ッ
シ
ュ
）は
、中
土
佐
町
の

大
野
見
地
区
で
栽
培
さ
れ
て
い
る
大
野
見
エ
コ

米
の
田
植
え
体
験
、米
の
P
R
活
動
、地
元
小
中

学
校
や
飲
食
店
で
の
料
理
教
室
開
催
な
ど
に
取

り
組
ん
で
き
た
。ま
た
、地
域
の
ス
ー
パ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
や
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
と
提
携
し

て
、減
塩
な
ど
健
康
的
な
調
理
方
法
や
地
産
地

消
に
配
慮
し
た
弁
当
の
開
発
お
よ
び
販
売
も
行

っ
て
い
る
。こ
う
し
た
活
動
が
評
価
さ
れ
て
、同

団
体
は
、2
0
1
8
年
度「
第
2
回
食
育
活
動
表

彰
」農
林
水
産
大
臣
賞
を
受
賞
し
て
い
る
。

　
コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ
て
地
域
学
実
習
、「
立
志
社

中
」と
も
に
大
き
な
制
限
を
受
け
た
。従
来
、地

域
学
実
習
で
は
地
域
社
会
の
人
々
と
直
接
対
面

し
、学
び
会
う
こ
と
が
で
き
る
機
会
が
十
分
に

確
保
さ
れ
て
い
た
が
、2
0
2
0
年
度
は
感
染

対
策
が
で
き
て
い
る
文
化
施
設
の
訪
問
、学
芸

員
や
地
域
社
会
の
有
識
者
に
よ
る
解
説
な
ど
が

中
心
と
な
り
、人
々
と
の
交
流
も
限
定
的
に
な

っ
た
。立
志
社
中
の
活
動
期
間
も
短
縮
さ
れ
、

人
々
と
の
対
面
の
機
会
も
制
限
さ
れ
た
が
、そ

れ
で
も
適
宜
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
活
動
や
文
書
を

介
し
た
や
り
取
り
な
ど
に
切
り
替
え
、活
動
自

体
は
継
続
さ
れ
て
い
る
。

５
．こ
れ
か
ら
の
地
域
貢
献

　
以
上
、高
知
県
立
大
学
に
赴
任
し
て
か
ら
の

自
身
の
地
域
貢
献
活
動
の
軌
跡
、そ
れ
と
同
時

期
に
進
行
し
て
い
っ
た
大
学
の
体
制
整
備
に
つ

い
て
素
描
し
て
き
た
。地
域
社
会
に
入
っ
て
活

動
す
る
こ
と
を
重
視
す
る
地
方
の
公
立
大
学
の

地
域
貢
献
活
動
は
、コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ
て
大
き

な
影
響
を
受
け
て
い
る
が
、そ
れ
で
も
私
の
場

合
は
、関
係
人
口
と
し
て
地
域
社
会
に
通
い
続

け
て
い
る
し
、学
生
団
体
も
ま
た
対
面
が
で
き

な
い
現
状
で
何
が
で
き
る
か
を
考
え
、臨
機
応

変
に
対
応
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。確
か
に
対

面
は
制
限
さ
れ
て
い
る
が
、地
域
社
会
と
の
関

係
が
分
断
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。む
し

ろ
、我
先
に
と
急
い
で
地
域
社
会
に
入
る
以
前

に
、大
学
が
腰
を
据
え
て
地
元
文
化
施
設
や
地

元
有
識
者
と
の
あ
る
べ
き
関
係
に
つ
い
て
熟
慮

す
る
い
い
機
会
に
な
っ
て
い
る
。

　
た
だ
現
場
に
身
を
置
け
ば
い
い
と
い
う
わ
け

で
も
な
い
と
い
う
こ
と
は
、私
自
身
が
地
域
社

会
で
の
活
動
を
通
し
て
痛
感
し
て
い
る
。し
ば

ら
く
安
芸
郡
北
川
村
に
通
っ
て
い
た
が
、日
本

遺
産
認
定
を
巡
る
動
向
に
何
ら
貢
献
で
き
な
か

っ
た
こ
と
は
い
い
教
訓
で
あ
る
。地
域
社
会
の

現
場
に
行
っ
て
現
地
の
人
々
と
交
流
す
る
と
、

ま
だ
成
果
が
な
く
て
も
何
か
成
果
を
得
た
よ
う

な
気
に
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
る
。地
域
社

会
に
入
る
こ
と
に
は
、魅
力
と
と
も
に
そ
う
し

た
魔
力
も
あ
る
。コ
ロ
ナ
禍
は
、大
学
と
地
域
社

会
の
よ
り
効
果
的
な
関
係
構
築
、よ
り
効
果
的

な
成
果
還
元
の
方
法
を
模
索
す
る
契
機
と
も
な

る
の
か
も
し
れ
な
い
。

ぶ
ツ
ア
ー
を
企
画
し
、神
戸
の
ま
ち
あ
る
き
を

し
な
が
ら
、港
を
見
下
ろ
す
旧
国
立
移
民
収
容

所
内
に
設
置
さ
れ
た
移
民
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
を
訪

問
し
、日
本
の
移
民
史
を
学
習
し
て
も
ら
っ
た

（
2
0
1
6
年
度
、2
0
1
7
年
度
）。ま
た
、高

知
県
幡
多
郡
大
正
町（
現
高
岡
郡
四
万
十
町
）で

は
、戦
後
に
町
ぐ
る
み
で
パ
ラ
グ
ア
イ
へ
の
移

民
が
行
わ
れ
る
な
ど
、南
米
日
系
社
会
と
の
関

わ
り
も
深
い
。高
知
県
立
大
学
は
J
I
C
A
日

系
研
修
員
受
け
入
れ
事
業
で
研
修
生
を
受
け
入

れ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、2
0
1
9
年
5
月
に

は
、ペ
ル
ー
の
研
修
生
を
対
象
に「
高
知
と
南
米

日
系
社
会
」の
講
義
を
担
当
し
た
。

　
こ
う
し
て
移
民
を
手
が
か
り
に
教
育
研
究
を

発
展
さ
せ
、一
定
の
地
域
貢
献
を
果
た
せ
た
こ

と
は
率
直
に
よ
か
っ
た
が
、専
門
性
を
地
域
社

会
の
研
究
に
結
び
つ
け
る
だ
け
で
は
地
域
貢
献

と
し
て
あ
ま
り
評
価
さ
れ
な
い
こ
と
は
す
ぐ
に

気
が
つ
い
た
。要
は
地
域
社
会
に
入
っ
て
汗
水

を
か
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の
で
あ
り
、よ
り

直
接
的
で
目
に
見
え
る
よ
う
な
形
で「
地
域
活

性
化
」に
寄
与
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
た

の
だ
と
思
う
。専
門
性
を
活
か
し
た
地
道
な
地

域
貢
献
と
、即
座
の
効
果
を
求
め
ら
れ
る
地
域

貢
献
と
の
間
に
は
解
離
が
あ
り
、大
変
悩
ま
し

か
っ
た
。ま
た
赴
任
す
る
ま
で
縁
も
ゆ
か
り
も

な
か
っ
た
高
知
で
地
域
社
会
と
の
関
わ
り
を
新

し
く
構
築
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
の
か
不
安

も
あ
っ
た
。し
か
し
、や
が
て
こ
う
し
た
こ
と
を

考
え
な
く
て
も
よ
く
な
っ
た
。大
学
が
地
域
社

会
の
要
請
を
効
果
的
に
汲
み
取
る
仕
組
み
や
、

4
「
域
学
共
生
」

の
教
育
研
究
の
専
門
性
を
、高
知
の
地
域
社
会

に
結
び
つ
け
れ
ば
そ
れ
で
い
い
と
思
っ
て
い

た
。オ
セ
ア
ニ
ア
研
究
で
は
、戦
前
約
30
年
間
日

本
統
治
下
に
あ
っ
た
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
地
域
に
お

け
る
植
民
地
経
験
を
テ
ー
マ
と
し
、沖
縄
か
ら

マ
リ
ア
ナ
諸
島
や
パ
ラ
オ
諸
島
に
渡
っ
た
移
住

者
の
軌
跡
を
追
い
か
け
て
い
た
の
で
、高
知
で

も
関
連
す
る
研
究
が
で
き
な
い
か
と
考
え
て
い

た
。

　
森
小
弁（
1
8
6
9
〜
1
9
4
5
）は
高
知
出

身
で
、明
治
期
に
ト
ラ
ッ
ク
諸
島（
現
チ
ュ
ー
ク

諸
島
）に
渡
り
、現
地
の
伝
統
的
首
長
の
娘
と
結

婚
、一
大
フ
ァ
ミ
リ
ー
を
築
き
上
げ
た
人
物
で

あ
っ
た
。2
0
1
1
年
9
月
19
日
、高
知
県
高
岡

郡
佐
川
町
で
行
わ
れ
た
日
本
移
民
学
会
の
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム「
高
知
県
か
ら
日
本
の
移
民
を
考
え

る
」に
登
壇
し
、「
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア（
旧
南
洋
群

島
）に
渡
っ
た
高
知
県
の
人
び
と
―
チ
ュ
ー
ク

諸
島
の
モ
リ
・
フ
ァ
ミ
リ
ー
」の
演
題
で
講
演
し

た
。高
知
県
立
大
学
の
担
当
科
目「
土
佐
の
歴
史

鉱
山
閉
山
後
の
大
川
村
に
お
け
る
む
ら
づ
く
り

の
動
向
を
、資
料
収
集
と
聞
き
書
き
か
ら
ま
と

め
、地
元
有
識
者
か
ら
構
成
さ
れ
る
村
史
編
纂

委
員
会
で
承
認
を
得
て
、原
稿
を
執
筆
す
る
ま

で
の
作
業
を
一
手
に
引
き
受
け
る
こ
と
に
な
っ

た
。

　
2
0
1
8
年
3
月
に
村
史
追
録
自
体
は
完
成

し
た
が
、や
り
っ
ぱ
な
し
は
よ
く
な
い
の
で
、高

知
県
立
大
学
の
戦
略
的
研
究
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
利
用
し
て
地
域
社
会
へ
の
還
元
を
試
み

た
。同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は「
高
知
県
立
大
学
の
学

術
研
究
の
充
実
及
び
高
知
県
の
課
題
解
決
」を

目
指
し
て
2
0
1
8
年
度
に
設
立
さ
れ
た
。私

が
代
表
者
と
な
っ
た「
中
山
間
地
域
に
お
け
る

生
活
圏
の
確
保
に
向
け
て
―
土
佐
郡
大
川
村
に

お
け
る
地
域
創
造
」（
2
0
1
7
〜
2
0
1
8
年

度
）で
は
、大
川
村
の
む
ら
づ
く
り
を
ま
と
め
た

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
作
成
、大
川
村
に
お
け
る
文
化

写真2：家族で大川村に通う。
右端は地域おこし協力隊の竹友大騎さん（2021年4月）

写
真
3
：
域
学
共
生
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

写
真
5
：
立
志
社
中
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

写真4：コロナ禍の地域学実習㈵で、室戸ジオパークを歩く（2020年9月）

と
文
化
」で
は
、高
知
と
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
の
関
係

史
に
つ
い
て
講
義
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
登
壇
が
き
っ
か
け
に
な
っ
て
、高
知

県
内
の
博
物
館
や
文
化
施
設
に
よ
る
連
携
企
画

「
高
知
の
移
民
文
化
発
信
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」に
関

わ
り
、同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
編
集
し
た
小
冊
子

『
海
を
渡
っ
た
高
知
ス
ピ
リ
ッ
ト
』（
2
0
1
6

年
）に
も
寄
稿
し
た
。高
知
で
は
2
0
1
3
年
に

県
内
要
人
の
呼
び
か
け
で
、高
知
・
ミ
ク
ロ
ネ
シ

ア
友
好
交
流
協
会
が
設
立
さ
れ
、官
民
双
方
の

レ
ベ
ル
で
森
小
弁
の
ゆ
か
り
を
た
ど
り
な
が

ら
、文
化
交
流
の
機
運
が
高
ま
っ
て
い
る
。オ
セ

ア
ニ
ア
研
究
の
専
門
家
と
し
て
ど
の
よ
う
な
関

わ
り
が
で
き
る
の
か
を
模
索
し
て
い
く
こ
と

は
、今
後
の
地
域
貢
献
の
課
題
の
ひ
と
つ
で
あ

る
と
考
え
て
い
る
。

　
担
当
す
る
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
や
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー

ク
の
授
業
で
は
、現
在
の
高
知
県
高
岡
郡
佐
川

町
出
身
で「
ブ
ラ
ジ
ル
移
民
」の
父
と
い
わ
れ
る

水
野
龍（
1
8
5
9
〜
1
9
5
1
）に
つ
い
て
学

学
生
と
教
員
を
効
果
的
に
巻
き
込
ん
だ
活
動
の

仕
組
み
を
整
備
し
て
い
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

　
2
0
1
1
年
度
末
、高
知
県
安
芸
郡
北
川
村

観
光
協
会
か
ら
、学
生
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

の
場
と
し
て
北
川
村
を
活
用
し
て
も
ら
え
な
い

か
、ま
た
学
生
の
フ
ィ
ー
ル
ド
体
験
を
も
と
に

し
た
観
光
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
作
成
を
通
じ
て
地

域
活
性
化
に
寄
与
し
て
も
ら
え
な
い
か
と
い
う

相
談
を
受
け
た
。北
川
村
に
赴
任
経
験
の
あ
る

県
庁
職
員
を
通
じ
て
文
化
学
部
長
の
清
原
教
授

に
相
談
が
あ
り
、私
に
取
り
次
い
で
い
た
だ
い

た
。清
原
教
授
は
地
域
社
会
で
の
活
動
の
重
要

性
を
力
説
さ
れ
て
い
た
の
で
、な
か
な
か
地
域

社
会
に
入
っ
て
い
け
な
い
私
に
も
ど
か
し
く
て

取
り
次
い
で
く
れ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。こ
う

し
て
2
0
1
2
年
度
か
ら
2
0
1
4
年
度
ま

で
、毎
年
度
10
名
前
後
の
受
講
生
と
初
め
て
高

知
の
地
域
社
会
に
入
る
機
会
を
得
た
。

　
北
川
村
に
は
北
川
村
温
泉
、北
川
村「
モ
ネ
の

庭
」マ
ル
モ
ッ
タ
ン
、中
岡
慎
太
郎
館
な
ど
の
観

光
施
設
が
あ
り
、ユ
ズ
の
産
地
お
よ
び
ユ
ズ
の

加
工
食
品
の
製
造
地
と
し
て
も
知
ら
れ
る
。か

つ
て
林
業
が
盛
ん
だ
っ
た
頃
、木
材
を
沿
岸
部

に
運
ん
だ
魚
梁
瀬
森
林
鉄
道
奈
半
利
側
線
な
ど

の
遺
構
も
あ
る
。地
元
観
光
協
会
職
員
、各
施
設

の
職
員
、森
林
鉄
道
保
存
会
の
方
々
に
各
地
を

ご
案
内
い
た
だ
き
な
が
ら
、学
生
に
は
村
民
が

体
験
し
て
き
た
産
業
構
造
の
変
化
、そ
れ
に
伴

う
生
活
の
変
化
に
関
す
る
聞
き
書
き
を
し
て
も

ら
っ
た（
写
真
１
）。2
0
1
3
年
度
に
は
、聞
き

書
き
に
基
づ
い
て
観
光
パ
ン
フ
レ
ッ
ト「
き
た

が
わ
か
た
る
」を
作
成
し
て
も
ら
い
、観
光
協
会

の
広
報
活
動
に
活
用
し
て
い
た
だ
い
た
。フ
ィ

ー
ル
ド
ワ
ー
ク
に
参
加
し
た
学
生
の
な
か
に

な
か  

と  

さ
ち
ょ
う

お
お  

の   

み

高知県立大学3

ち
ゅ
う

げ
い

も
の
べ

第250号 August 202149



変
わ
る
大
学
の
役
割

　
大
学
と
は
元
来
、「
研
究
」と
そ
れ
に
基
づ
い

た「
教
育
」の
場
と
し
て
社
会
的
な
使
命
を
果
た

し
て
き
た
。し
か
し
、2
0
0
5
年
の
中
央
教
育

審
議
会
答
申「
我
が
国
の
高
等
教
育
の
将
来
像
」

に
お
い
て
、大
学
の
第
三
の
使
命
と
し
て
、「
社

会
貢
献
」が
う
た
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、よ
り
直

接
的
な
貢
献
も
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き

た
。

　
殊
に
公
立
大
学
で
あ
る
北
九
州
市
立
大
学
に

お
い
て
は
、よ
り
強
く
社
会
貢
献
・
地
域
貢
献
が

求
め
ら
れ
て
い
る
。そ
の
社
会
的
要
請
に
応
じ

て
本
学
で
は
、「
地
域
社
会
の
核
と
な
る
教
育
機

関
」と
し
て
、様
々
な
取
り
組
み
を
展
開
し
て
い

る
。そ
の
成
果
と
し
て
、日
本
経
済
新
聞
社
に
よ

る「
大
学
の
地
域
貢
献
度
に
関
す
る
全
国
調
査

2
0
1
9
」総
合
ラ
ン
キ
ン
グ
で
は
公
立
大
学

で
第
4
位
を
獲
得
し
、イ
ギ
リ
ス
の
高
等
教
育

専
門
誌T

im
e
s
 H

ig
h

e
r E

d
u

c
a
tio

n
（T

H
E

）が
発
表
す
る「S

D
G

s

を
も
と
に
し
た

大
学
の
社
会
貢
献
力
を
表
す
大
学
ラ
ン
キ
ン
グ

（
2
0
2
0
年
度
日
本
版
）」で
は
公
立
大
学
第

2
位
と
い
う
評
価
を
得
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
な
評
価
を
得
ら
れ
た
理
由
と
し

て
、「
地
域
共
生
教
育
セ
ン
タ
ー（4

2
1
L
a
b

）」

の
存
在
が
あ
る
。こ
の
組
織
は
、多
く
の
大
学
で

設
置
さ
れ
て
い
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の

機
能
を
担
っ
て
い
る
。2
0
2
0
年
度
に
は

地
域
を
主
役
に
し
た

フ
ッ
ト
パ
ス
ツ
ー
リ
ズ
ム

　
フ
ッ
ト
パ
ス
観
光
が「
地
域
に
根
付
い
た
地

域
振
興
の
た
め
の
ツ
ー
リ
ズ
ム
」と
し
て
機
能

す
る
た
め
に
は
、ホ
ス
ト
と
ゲ
ス
ト
の
関
係
性

が
重
要
と
な
る
。つ
ま
り
、ホ
ス
ト
は
サ
ー
ビ
ス

業
と
し
て
フ
ッ
ト
パ
ス
観
光
に
携
わ
る
人
で
は

な
く
、あ
く
ま
で
地
域
住
民
と
し
て
日
常
生
活

を
送
っ
て
い
る
人
々
な
の
で
あ
る
。し
た
が
っ

て
、ゲ
ス
ト（
フ
ッ
ト
パ
ス
客
）と
し
て
も
、こ
れ

ま
で
の
観
光
形
態
に
お
け
る
サ
ー
ビ
ス
を
一
方

的
に
受
け
る
受
動
的
な
ゲ
ス
ト
像
で
は
な
く
、

「
地
域
を
歩
か
せ
て
頂
い
て
い
る
」と
い
う
意
識

を
ゲ
ス
ト
が
持
つ
必
要
が
あ
る
。

「『
観
光
文
化
』が
生
み
出
さ
れ
る
背
景
に
は
、観

光
と
い
う
場
に
お
け
る
観
光
者
と
地
元
の
人
び

と
、つ
ま
り
ゲ
ス
ト
と
ホ
ス
ト
の
間
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
プ
ロ
セ
ス
と
い
う
問
題
が
あ

る
」（
岡
本
編
2
0
0
1
・
1
8
0
頁
）と
し
、「
2

つ
の
異
な
る
文
化
コ
ー
ド
を
も
っ
た
者
ど
う
し

の
出
会
い
の
場
と
考
え
る
と
、そ
こ
で
は
両
者

の
間
の
文
化
コ
ー
ド
の
ギ
ャ
ッ
プ
を
埋
め
、コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
円
滑
化
を
図
る
こ
と
が

求
め
ら
れ
る
」（
同
上
）の
で
あ
る
。そ
の
ギ
ャ
ッ

プ
を
埋
め
る
の
が
、フ
ッ
ト
パ
ス
づ
く
り
を
行

う
我
々
、大
学
生
で
あ
る
。我
々
は
フ
ッ
ト
パ
ス

づ
く
り
に
取
り
組
む
中
で
、地
域
の
方
々
と
の

信
頼
関
係
を
構
築
し
、フ
ッ
ト
パ
ス
の
効
果
や

こ
れ
ま
で
の
観
光
と
の
違
い
を
地
域
住
民
に
説

明
す
る
。さ
ら
に
は
地
域
住
民（
ホ
ス
ト
）向
け

に
フ
ッ
ト
パ
ス
ガ
イ
ド
の
養
成
に
も
取
り
組
ん

で
い
る
。一
方
で
、フ
ッ
ト
パ
ス
参
加
者（
ゲ
ス

ト
）に
は
、「
地
域
を
歩
か
せ
て
頂
く
」意
識
と
、

縁
側
カ
フ
ェ
と

フ
ッ
ト
パ
ス
大
学

　
フ
ッ
ト
パ
ス
観
光
で
は
、多
く
の
人
が
訪
れ

る
イ
ベ
ン
ト
時
な
ど
に
は
、地
域
の
ご
婦
人
方

が
集
会
所
や
自
宅
に
集
ま
り
、「
縁
側
カ
フ
ェ
」

と
い
う
も
の
が
開
催
さ
れ
る
。買
っ
て
き
た
市

販
の
も
の
は
出
さ
れ
ず
、自
分
た
ち
の
手
作
り

の
料
理
が
テ
ー
ブ
ル
を
埋
め
尽
く
す（
写
真

１
）。縁
側
カ
フ
ェ
を
行
う
最
大
の
理
由
は
、「
自

分
た
ち
が
楽
し
い
か
ら
」で
あ
る
と
い
う
。フ
ッ

ト
パ
ス
コ
ー
ス
が
整
備
さ
れ
る
前
ま
で
は
、家

で
テ
レ
ビ
を
見
て
過
ご
し
て
い
た
こ
と
が
多
い

方
が
、縁
側
カ
フ
ェ
を
行
う
こ
と
で
近
所
の
人

た
ち
と
一
緒
に
料
理
を
作
る
こ
と
が
で
き
、ま

た「
×
×
さ
ん
の
家
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
〇
〇

が
う
ま
い
の
よ
」と
い
う
社
会
的
評
価
も
得
ら

れ
る
。そ
し
て
何
よ
り
、都
市
部
で
生
活
す
る
人

が
多
い
フ
ッ
ト
パ
ス
客
に
と
っ
て
は
、手
間
暇

か
け
た
田
舎
の
郷
土
料
理
が
何
よ
り
も
ご
ち
そ

う
で
あ
り
、自
分
た
ち
の
作
っ
た
料
理
を
ほ
め

て
く
れ
る
こ
と
に
対
す
る
喜
び
も
あ
る
の
で
あ

る
。

　
つ
ま
り
、「
一
見
す
る
と
、サ
ー
ビ
ス
を
す
る

側
と
さ
れ
る
側
と
の
区
別
が
し
っ
か
り
さ
れ
て

い
る
よ
う
で
あ
る
が
、そ
う
で
は
な
い
。料
理
を

作
り
終
わ
る
と
、ご
婦
人
方
は
フ
ッ
ト
パ
ス
客

と
一
緒
に
食
事
を
し
、一
緒
に
語
ら
う
。サ
ー
ビ

ス
を
し
て
い
る
と
い
う
意
識
は
な
く
、楽
し
い

か
ら
一
緒
に
や
っ
て
い
る
、好
き
だ
か
ら
し
て

い
る
と
い
う
関
係
性
が
構
築
さ
れ
て
お
り
、こ

れ
は
貨
幣
を
媒
介
と
し
た
繋
が
り
に
よ
っ
て
作

ら
れ
た
も
の
で
は
な
い
」（
廣
川
2
0
1
3
・
67

頁
）。こ
の
点
に
お
い
て
も
、サ
ー
ビ
ス
を
提
供

公
立
大
学
法
人
北
九
州
市
立
大
学

地
域
創
生
学
群
准
教
授
。同
大
学

基
盤
教
育
セ
ン
タ
ー
講
師
、准
教
授

等
を
経
て
2
0
1
4
年
か
ら
現
職
。

専
門
は
法
社
会
学
、地
域
資
源
管

理
論（
コ
モ
ン
ズ
論
）。著
書
に『
コ
モ

ン
ズ
と
公
共
空
間
―
都
市
と
農
漁
村
の
再
生
に
む
け
て
』

（
共
著
、昭
和
堂
、2
0
1
3
年
）。

廣
川
祐
司（
ひ
ろ
か
わ
・
ゆ
う
じ
）

「
地
域
振
興
の
た
め
の

フッ
ト
パス
観
光
」に
取
り
組
む

地
方
公
立
大
学
の
挑
戦

す
る
側
と
さ
れ
る
側
と
い
う
ホ
ス
ト
と
ゲ
ス
ト

の
関
係
性
を
越
え
た「
主
客
一
体
的
な
関
係
性
」

と
な
っ
て
い
る
と
言
え
る
。

　
こ
の
よ
う
な
ホ
ス
ト
と
ゲ
ス
ト
の
関
係
性
を

越
え
た「
関
係
人
口
」の
創
出
は
、フ
ッ
ト
パ
ス

観
光
に
よ
る
地
域
振
興
の
意
図
す
る
と
こ
ろ
で

あ
る
。地
域
の
フ
ァ
ン
づ
く
り
に
よ
る
関
係
人

口
の
増
加
は
、そ
の
地
に
居
住
し
て
い
な
く
と

も
、地
域
を
構
成
す
る「
重
要
な
地
域
の
応
援

団
」と
な
る
。地
域
の
小
径（
道
）を
繋
げ
て
フ
ッ

ト
パ
ス
づ
く
り
を
手
掛
け
る
が
、そ
の
効
果
と

し
て
は
地
域
内
外
の
多
様
な「
人
と
人
と
を
繋

げ
て
い
く
」取
り
組
み
で
あ
る
と
言
え
る
。

　
こ
の
よ
う
な
フ
ッ
ト
パ
ス
の
普
及
活
動
や
、

フ
ッ
ト
パ
ス
づ
く
り
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
身
に
付
け

る
た
め
に
、フ
ッ
ト
パ
ス
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
九
州

（
Ｆ
Ｎ
Ｑ
）に
よ
る「
フ
ッ
ト
パ
ス
大
学
」が
開
講

さ
れ
て
い
る
。Ｆ
Ｎ
Ｑ
は
、九
州
に
お
い
て
フ
ッ

ト
パ
ス
づ
く
り
を
牽
引
す
る
美
里
フ
ッ
ト
パ
ス

協
会
の
主
要
メ
ン
バ
ー
が
中
心
と
な
っ
て
、

2
0
1
4
年
4
月
に
設
立
し
た
九
州
を
中
心
と

し
た
フ
ッ
ト
パ
ス
に
関
す
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
組

織
で
あ
る
。筆
者
も
Ｆ
Ｎ
Ｑ
の
幹
事
の
一
人
と

し
て
、フ
ッ
ト
パ
ス
づ
く
り
の
人
材
育
成
に
関

わ
っ
て
い
る
。

　
2
0
1
4
年
8
月
か
ら
始
ま
っ
た「
フ
ッ
ト
パ

ス
大
学
」は
、2
0
2
0
年
現
在
、計
15
回
が
実

施
さ
れ
て
い
る（
表
１
）。開
催
場
所
の
内
訳
は
、

熊
本
県
7
回
、佐
賀
県
3
回
、福
岡
県
2
回
、鹿

児
島
県
1
回
、大
分
県
1
回
、北
海
道
1
回
で
あ

る
。受
講
生
は
、そ
の
講
座
の
全
課
程
を
修
了
す

る
こ
と
に
よ
っ
て「
フ
ッ
ト
パ
ス
リ
ー
ダ
ー
」と

い
う
資
格
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
。本
講
座
は

1
泊
2
日
の
日
程
で
行
わ
れ
、1
日
目
は
座
学

を
中
心
に
6
時
間
程
度
の
講
義
を
受
講
し
、フ

ッ
ト
パ
ス
の
正
し
い
理
解
や
、具
体
的
な
フ
ッ
ト

パ
ス
づ
く
り
の
手
法
な
ど
を
理
論
的
に
学
ぶ

（
写
真
2
）。2
日
目
は
、実
習
と
し
て
現
地
調
査

を
行
う
。4
名
・
5
名
で
グ
ル
ー
プ
を
つ
く
り
、開

催
地
の
地
域
に
出
て
自
分
た
ち
で
地
域
を
歩
き

回
り
、フ
ッ
ト
パ
ス
コ
ー
ス
を
考
え
提
案
す
る

と
い
う
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
る（
写
真
3
）。フ
ッ
ト

パ
ス
大
学
の
修
了
者
で
フ
ッ
ト
パ
ス
リ
ー
ダ
ー

の
資
格
取
得
者
は
、2
7
9
名（
内
、大
学
生
・
大

学
院
生
が
1
0
7
名
）に
も
及
ぶ
。フ
ッ
ト
パ
ス

リ
ー
ダ
ー
の
有
資
格
者
が
、各
地
域
で
フ
ッ
ト

パ
ス
づ
く
り
の
説
明
会
や
活
動
を
行
え
ば
、そ

の
地
域
は
F
N
Q
の
定
め
る「
正
し
い
」フ
ッ
ト

パ
ス
づ
く
り
が
な
さ
れ
て
い
る
地
域
と
し
て「
フ

ッ
ト
パ
ス
コ
ー
ス
の
質
保
証
」に
も
な
る
。

　
フ
ッ
ト
パ
ス
リ
ー
ダ
ー
は
地
域
で
活
動
を
続

け
つ
つ
、地
域
の
方
々
か
ら
の
フ
ッ
ト
パ
ス
づ
く

り
に
対
す
る
理
解
を
得
る
た
め
の
方
法
や
、魅

力
的
な
フ
ッ
ト
パ
ス
コ
ー
ス
と
す
る
た
め
の
工

夫
の
仕
方
な
ど
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
身
に
つ
け
、地

域
の
楽
し
い
歩
き
方
を
広
げ
る
伝
道
師
と
し
て

各
地
で
活
躍
し
て
い
る
。近
年
、九
州
で
フ
ッ
ト

パ
ス
づ
く
り
が
活
性
化
し
て
い
る
の
は
、こ
の
フ

ッ
ト
パ
ス
大
学
の
修
了
生
の
増
加
に
よ
る
も
の

で
あ
る
と
い
え
る
。廣
川
ゼ
ミ
で
は
、卒
業
す
る

ま
で
に
必
ず
フ
ッ
ト
パ
ス
リ
ー
ダ
ー
の
資
格
を

取
得
す
る
こ
と
に
し
て
い
る
。こ
の
資
格
を
得

て
、正
式
に
フ
ッ
ト
パ
ス
ガ
イ
ド
と
し
て
デ
ビ
ュ

ー
す
る
方
も
多
く
、地
域
振
興
と
し
て
の
フ
ッ
ト

パ
ス
づ
く
り
が
広
が
り
、そ
の
人
材
育
成
に
も
寄

与
で
き
て
い
る
と
私
は
感
じ
て
い
る
。

　
私
た
ち
は
大
学
と
し
て
の
社
会
貢
献
・
地
域

貢
献
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
、フ
ッ
ト
パ
ス
観
光
の
人

材
育
成
に
も
援
用
し
て
い
る
。実
際
に
九
州
を

中
心
に
様
々
な
地
域
で
大
学
生
が
地
域
の
方
々

と
協
業
し
な
が
ら
、と
も
に
学
び
、成
長
し
て
い

く
、こ
の
よ
う
な
仕
組
み
を
私
は
今
後
も
広
げ

て
い
き
た
い
と
思
う
。

て
い
る
。さ
ら
に
並
行
し
て
大
学
2
年
生
か
ら
は

「
専
門
ゼ
ミ
」に
入
り
、専
門
的
知
見
を
得
つ
つ
グ

ル
ー
プ
で
新
た
な
知
を
生
み
出
す
ク
リ
エ
イ
テ
ィ

ブ
な
活
動
を「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
型
学
習（P

ro
ject-

B
ased-L

earn
ing

）」と
し
て
展
開
し
て
い
る
。

　
つ
ま
り
、地
域
創
生
学
群
に
お
け
る
学
習
は
、

①
地
域
の
実
情
を
理
解
す
る
、②
地
域
課
題
の

解
決
に
向
け
て
主
体
的
に
学
ぶ
、③
こ
れ
ま
で

の
経
験
を
持
ち
寄
り
グ
ル
ー
プ
で
ク
リ
エ
イ
テ

ィ
ブ
な
活
動
を
す
る
と
い
う
3
段
階
の
構
成

で
、大
学
生
の
学
び
を
デ
ザ
イ
ン
し
て
い
る
の

で
あ
る
。

廣
川
ゼ
ミ
が
取
り
組
む

「
地
域
振
興
と
し
て
の
観
光
」

教
育

　
筆
者
は
こ
の「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
型
学
習
」の
一

環
と
し
て
、専
門
ゼ
ミ
で「
持
続
可
能
な
地
域
づ

く
り
」に
向
け
た
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
。具

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
た
め
の
公
設
歩
道
）が
あ
る

わ
け
で
も
、法
律
に
よ
っ
て
歩
く
権
利（T

h
e
 

R
igh

t o
f W

a
y

）が
万
人
に
保
証
さ
れ
て
い

る
わ
け
で
も
な
い
。そ
の
た
め
、地
域
の
方
々
の

理
解
を
得
な
が
ら
、と
も
に
地
域
の
小
径
を
外

部
者
に
開
い
て
い
く「
フ
ッ
ト
パ
ス
づ
く
り
」を

行
う
必
要
が
あ
る
。

　
我
々
の
調
査
・
研
究
手
法
と
し
て
、ま
ず
は
大

学
生
が
地
域
に
入
り
込
み
エ
ス
ノ
グ
ラ
フ
ィ
ー

（
行
動
観
察
調
査
）を
行
う
。こ
れ
は
す
で
に
地

域
で
行
わ
れ
て
い
る
お
祭
り（
祭
事
）や
町
内
会

の
活
動
な
ど
の
地
域
行
事
に
ス
タ
ッ
フ
と
し
て

参
加
し
、住
民
と
同
じ
立
場
に
立
っ
て
、地
域
の

実
情
を
理
解
す
る
た
め
で
あ
る
。フ
ッ
ト
パ
ス

コ
ー
ス
を
つ
く
る
た
め
に
は
、地
域
の
方
々
と

の
信
頼
関
係
を
構
築
す
る
と
と
も
に
、埋
没
し

て
し
ま
っ
て
い
る
魅
力
的
な
地
域
資
源
を
発
掘

す
る
必
要
が
あ
る
。私
た
ち
は
こ
の
活
動
に
1

年
間
か
ら
2
年
間
も
の
歳
月
を
か
け
て
行
っ
て

い
る
。

　
こ
の
段
階
で
地
域
の
方
々
と
十
分
な
信
頼
関

係
を
築
け
て
い
な
け
れ
ば
、い
ざ
フ
ッ
ト
パ
ス

づ
く
り
を
行
う
段
階
に
な
っ
て
、外
部
者
が
地

域
の
生
活
空
間
を
歩
く
こ
と
に
対
し
て
、地
域

住
民
か
ら
ク
レ
ー
ム
が
出
て
し
ま
う
。お
祭
り

の
お
手
伝
い
や
高
齢
者
を
対
象
と
し
た
健
康
体

操
教
室
な
ど
へ
の
参
加
な
ど
、地
道
な
地
域
活

動
を
続
け
る
中
で
、地
域
課
題
の
発
見
と
解
決

に
向
け
て
の
糸
口
を
模
索
す
る
の
で
あ
る（
問

題
解
決
型
学
習
）。そ
し
て
そ
の
後
よ
う
や
く
地

域
に「
フ
ッ
ト
パ
ス
」と
い
う
社
会
制
度
を
提
案

し
、創
造
的
取
り
組
み
と
し
て
地
域
の
方
々
と

共
に
フ
ッ
ト
パ
ス
づ
く
り
に
入
る
の
で
あ
る

（
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
型
学
習
）。こ
の
時
点
で
は
、活

動
地
域
の
方
々
は「
フ
ッ
ト
パ
ス
」の
意
味
も
深

く
理
解
し
て
い
な
い
状
態
で
は
あ
る
も
の
の
、

大
学
生
た
ち
と
地
域
住
民
が
培
っ
て
き
た
互
い

の
信
頼
関
係
に
よ
っ
て
、「
こ
れ
ま
で
お
世
話
に

な
っ
て
き
た
か
ら
、今
度
は
自
分
た
ち
が
協
力

す
る
か
」と
い
う
気
持
ち
を
地
域
住
民
に
持
っ

て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
る
。な
ぜ
、こ
の
よ
う

な
中
長
期
的
な
視
点
に
立
っ
て
、活
動
を
プ
ラ

ン
ニ
ン
グ
す
る
か
と
い
う
と
、フ
ッ
ト
パ
ス
コ

ー
ス
と
な
る「
地
域
の
生
活
空
間
」は
あ
く
ま
で

地
域
の
方
々
の
も
の
で
あ
り
、地
域
の
方
（々
ホ

ス
ト
）が
外
部
か
ら
歩
き
に
や
っ
て
く
る
人（
ゲ

ス
ト
）を
快
く
迎
え
入
れ
る
こ
と
が
で
き
な
け

れ
ば
、地
域
振
興
の
た
め
の
フ
ッ
ト
パ
ス
観
光

は
成
立
し
え
な
い
と
考
え
る
か
ら
で
あ
る
。

北
九
州
市
立
大
学
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L
ab

の
登
録
学
生
数
が
1
6
7
2
名
に
な

り
、文
系
の
北
方
キ
ャ
ン
パ
ス
の
学
生
数
が

5
0
6
5
名（
2
0
2
0
年
度
）で
あ
る
事
か
ら

す
る
と
、お
お
よ
そ
3
人
に
1
人
の
学
生
が
地

域
に
出
て
、地
域
課
題
解
決
に
向
け
た
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
こ
の
よ
う
に
北
九
州
市
立
大
学
で
は
多
く
の

大
学
生
が「
地
域
で
学
ぶ
」と
い
う
オ
フ
・
キ
ャ

ン
パ
ス
の
取
り
組
み
が
盛
ん
で
あ
り
、「
ま
ち
全

体
が
キ
ャ
ン
パ
ス
」と
い
う
理
念
の
も
と
、多
く

の
地
域
課
題
解
決
に
向
け
た
活
動
を
行
っ
て
い

る
。

「
地
域
で
学
ぶ
」教
育
法

　
こ
の
よ
う
な「
地
域
で
学
ぶ
」と
い
う
教
育
モ

デ
ル
を
作
り
上
げ
た
の
は
、2
0
0
9
年
に
開

設
さ
れ
た
地
域
創
生
学
群
で
あ
る
。地
域
創
生

学
群
の
学
生
は
入
学
し
て
す
ぐ
大
学
1
年
生
の

4
月
か
ら
、実
習
授
業
と
し
て
地
域
活
動
に
参

至
れ
り
尽
く
せ
り
の
こ
れ
ま
で
の
観
光
形
態
と

は
異
な
る「
地
域
の
楽
し
み
方
」を
大
学
生
が
伝

え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
し
た
が
っ
て
、フ
ッ
ト
パ
ス
観
光
は
、こ
れ
ま

で
の
マ
ス
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
や
オ
ル
タ
ナ
テ
ィ
ブ
・

ツ
ー
リ
ズ
ム（
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
・
グ
リ
ー
ン
ツ

ー
リ
ズ
ム
な
ど
）と
は
異
な
る
、新
た
な「
ポ
ス

ト
モ
ダ
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
」の
一
形
態
で
あ
る
と

考
え
る
。ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
は
、

「
近
代
の
特
徴
で
あ
っ
た
ツ
ー
リ
ス
ト
と
対
象

と
の
厳
然
と
し
た
区
分
と
は
異
な
り
、主
客
の

境
界
が
あ
い
ま
い
な
観
光
の
状
態
を
指
す
。自

他
の
関
係
性
を
重
ね
合
わ
せ
る
こ
と
で
生
じ
る

観
光
の
リ
ア
リ
テ
ィ
は
、対
象
を
自
ら
の
内
部

に
取
り
込
む
こ
と
で
成
立
し
て
お
り
、観
光
に

お
け
る
ポ
ス
ト
モ
ダ
ニ
テ
ィ
の
一
例
と
い
う
こ

と
が
で
き
よ
う
」（
岡
本
編
2
0
0
1
・

2
5
3
頁
）と
説
明
さ
れ
て
い
る
。つ
ま
り
、フ

ッ
ト
パ
ス
観
光
に
お
い
て
、ホ
ス
ト
と
ゲ
ス
ト

の
関
係
性
は
対
等
で
あ
り
、ホ
ス
ト
は
ゲ
ス
ト

に
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
主
体
で
は
な
い
。ホ

ス
ト
は「
地
域
を
開
放
し
て
、自
分
た
ち
の
生
活

圏
内
を
歩
く
こ
と
を
許
可
」し
、ゲ
ス
ト
は「
地

域
を
自
由
に
、勝
手
に
楽
し
み
な
が
ら
、あ
り
の

ま
ま
を
歩
か
せ
て
頂
く
」と
い
う
関
係
性
の
構

築
が
な
さ
れ
て
い
る
。ま
さ
に
、ホ
ス
ト
と
ゲ
ス

ト
が
と
も
に「
楽
し
い
か
ら
」や
っ
て
い
る
と
い

う
、主
客
一
体
的
な
観
光
ス
タ
イ
ル
と
言
え
る
。

食スマイルＰＪ（子ども食堂）

耕作放棄地（猪倉農業関連ＰＪ）

障がい者スポーツ実習（車いすソフトボール）

小倉活性化ＰＪ（グリーンバード＝ごみ拾いボランティア）
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加
し
、商
店
街
活
性
化
や
農
村
部
の
過
疎
高
齢

化
問
題
、耕
作
放
棄
地
問
題
、さ
ら
に
は
独
居
高

齢
者
や
障
が
い
者
の
社
会
福
祉
問
題
、子
ど
も

食
堂
の
運
営
な
ど
に
関
す
る
活
動
を
、地
域
内

の
多
様
な
ス
テ
イ
ク
ホ
ル
ダ
ー（
受
入
団
体
）と

共
に
、1
か
月
平
均
70
〜
1
2
0
時
間
程
度
の

地
域
活
動
を
実
施
し
て
い
る
。地
域
創
生
学
群

で
は
こ
の
よ
う
な「
日
常
的
な
地
域
活
動
に
よ

る
学
び
」を
4
年
間
通
じ
て
経
験
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、高
度
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力

や
課
題
発
見
・
解
決
能
力
、主
体
性
の
醸
成
な
ど

の
能
力
を
身
に
付
け
る
。

　
地
域
の
日
常
的
な
活
動
を「
サ
ー
ビ
ス
・
ラ
ー
ニ

ン
グ（
S
L
）」と
し
て
行
い
、地
域
の
あ
り
の
ま
ま

の
実
情
を
理
解
す
る
。そ
の
後
、学
年
が
上
が
る
に

し
た
が
っ
て「
問
題
解
決
型
学
習（P

ro
b
lem

-

B
ased

-L
earn

in
g

）」に
移
行
し
、主
体
的
に
各

地
域
が
抱
え
る
地
域
課
題
を
解
決
で
き
る
よ
う

に
、地
域
の
方
々
と
協
業
し
な
が
ら
地
域
課
題
の

解
決
に
向
け
て
取
り
組
む
学
習
モ
デ
ル
を
採
用
し

体
的
に
は「
フ
ッ
ト
パ
ス
づ
く
り
」と
い
う
も
の

で
あ
る
。フ
ッ
ト
パ
ス
と
は
、英
国
発
祥
の「
森

林
や
田
園
地
帯
、古
い
街
並
み
な
ど
、地
域
に
昔

か
ら
あ
る
あ
り
の
ま
ま
の
風
景
を
楽
し
み
な
が

ら
歩
く
こ
と【F

o
o
t

】が
で
き
る
小
径（
こ
み

ち
）【P

ath

】の
こ
と
」（
日
本
フ
ッ
ト
パ
ス
協
会

H
P
よ
り
）を
指
す
。観
光
客
の
誘
致
の
た
め

に
、地
域
で
何
か
特
別
の
こ
と
を
す
る
の
で
は

な
く
、あ
く
ま
で
も「
あ
り
の
ま
ま
」の
地
域
を

楽
し
む
こ
と
が
意
図
さ
れ
て
い
る
。こ
の
地
域

の
あ
り
の
ま
ま
の
文
化
や
景
観
を
歩
く
こ
と
で

楽
し
む
観
光
形
態
は
、近
年
の
コ
ロ
ナ
禍
で
広

く
認
知
さ
れ
て
き
た「
マ
イ
ク
ロ
ツ
ー
リ
ズ
ム
」

の
方
向
性
と
合
致
し
て
い
る
。身
近
で
日
常
的

な
生
活
空
間
を
歩
き
回
る
事
で
、参
加
者
は
日

頃
気
付
か
な
い
魅
力
的
な
地
域
資
源
を
発
見
し

た
り
、地
域
の
方
々
と
の
交
流
が
で
き
た
り
し
、

そ
の
地
域
の
こ
と
が
好
き
に
な
る
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
、日
本
に
お
い
て
は
英
国
と
異
な
り
、

地
域
に
必
ず
し
もP

u
b
lic F

o
o
tp

ath

（
リ
ク
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変
わ
る
大
学
の
役
割

　
大
学
と
は
元
来
、「
研
究
」と
そ
れ
に
基
づ
い

た「
教
育
」の
場
と
し
て
社
会
的
な
使
命
を
果
た

し
て
き
た
。し
か
し
、2
0
0
5
年
の
中
央
教
育

審
議
会
答
申「
我
が
国
の
高
等
教
育
の
将
来
像
」

に
お
い
て
、大
学
の
第
三
の
使
命
と
し
て
、「
社

会
貢
献
」が
う
た
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、よ
り
直

接
的
な
貢
献
も
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き

た
。

　
殊
に
公
立
大
学
で
あ
る
北
九
州
市
立
大
学
に

お
い
て
は
、よ
り
強
く
社
会
貢
献
・
地
域
貢
献
が

求
め
ら
れ
て
い
る
。そ
の
社
会
的
要
請
に
応
じ

て
本
学
で
は
、「
地
域
社
会
の
核
と
な
る
教
育
機

関
」と
し
て
、様
々
な
取
り
組
み
を
展
開
し
て
い

る
。そ
の
成
果
と
し
て
、日
本
経
済
新
聞
社
に
よ

る「
大
学
の
地
域
貢
献
度
に
関
す
る
全
国
調
査

2
0
1
9
」総
合
ラ
ン
キ
ン
グ
で
は
公
立
大
学

で
第
4
位
を
獲
得
し
、イ
ギ
リ
ス
の
高
等
教
育

専
門
誌T

im
e
s
 H

ig
h

e
r E

d
u

c
a
tio

n

（T
H

E

）が
発
表
す
る「S

D
G

s

を
も
と
に
し
た

大
学
の
社
会
貢
献
力
を
表
す
大
学
ラ
ン
キ
ン
グ

（
2
0
2
0
年
度
日
本
版
）」で
は
公
立
大
学
第

2
位
と
い
う
評
価
を
得
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
な
評
価
を
得
ら
れ
た
理
由
と
し

て
、「
地
域
共
生
教
育
セ
ン
タ
ー（4

2
1
L
a
b

）」

の
存
在
が
あ
る
。こ
の
組
織
は
、多
く
の
大
学
で

設
置
さ
れ
て
い
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の

機
能
を
担
っ
て
い
る
。2
0
2
0
年
度
に
は

地
域
を
主
役
に
し
た

フ
ッ
ト
パ
ス
ツ
ー
リ
ズ
ム

　
フ
ッ
ト
パ
ス
観
光
が「
地
域
に
根
付
い
た
地

域
振
興
の
た
め
の
ツ
ー
リ
ズ
ム
」と
し
て
機
能

す
る
た
め
に
は
、ホ
ス
ト
と
ゲ
ス
ト
の
関
係
性

が
重
要
と
な
る
。つ
ま
り
、ホ
ス
ト
は
サ
ー
ビ
ス

業
と
し
て
フ
ッ
ト
パ
ス
観
光
に
携
わ
る
人
で
は

な
く
、あ
く
ま
で
地
域
住
民
と
し
て
日
常
生
活

を
送
っ
て
い
る
人
々
な
の
で
あ
る
。し
た
が
っ

て
、ゲ
ス
ト（
フ
ッ
ト
パ
ス
客
）と
し
て
も
、こ
れ

ま
で
の
観
光
形
態
に
お
け
る
サ
ー
ビ
ス
を
一
方

的
に
受
け
る
受
動
的
な
ゲ
ス
ト
像
で
は
な
く
、

「
地
域
を
歩
か
せ
て
頂
い
て
い
る
」と
い
う
意
識

を
ゲ
ス
ト
が
持
つ
必
要
が
あ
る
。

「『
観
光
文
化
』が
生
み
出
さ
れ
る
背
景
に
は
、観

光
と
い
う
場
に
お
け
る
観
光
者
と
地
元
の
人
び

と
、つ
ま
り
ゲ
ス
ト
と
ホ
ス
ト
の
間
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
プ
ロ
セ
ス
と
い
う
問
題
が
あ

る
」（
岡
本
編
2
0
0
1
・
1
8
0
頁
）と
し
、「
2

つ
の
異
な
る
文
化
コ
ー
ド
を
も
っ
た
者
ど
う
し

の
出
会
い
の
場
と
考
え
る
と
、そ
こ
で
は
両
者

の
間
の
文
化
コ
ー
ド
の
ギ
ャ
ッ
プ
を
埋
め
、コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
円
滑
化
を
図
る
こ
と
が

求
め
ら
れ
る
」（
同
上
）の
で
あ
る
。そ
の
ギ
ャ
ッ

プ
を
埋
め
る
の
が
、フ
ッ
ト
パ
ス
づ
く
り
を
行

う
我
々
、大
学
生
で
あ
る
。我
々
は
フ
ッ
ト
パ
ス

づ
く
り
に
取
り
組
む
中
で
、地
域
の
方
々
と
の

信
頼
関
係
を
構
築
し
、フ
ッ
ト
パ
ス
の
効
果
や

こ
れ
ま
で
の
観
光
と
の
違
い
を
地
域
住
民
に
説

明
す
る
。さ
ら
に
は
地
域
住
民（
ホ
ス
ト
）向
け

に
フ
ッ
ト
パ
ス
ガ
イ
ド
の
養
成
に
も
取
り
組
ん

で
い
る
。一
方
で
、フ
ッ
ト
パ
ス
参
加
者（
ゲ
ス

ト
）に
は
、「
地
域
を
歩
か
せ
て
頂
く
」意
識
と
、

縁
側
カ
フ
ェ
と

フ
ッ
ト
パ
ス
大
学

　
フ
ッ
ト
パ
ス
観
光
で
は
、多
く
の
人
が
訪
れ

る
イ
ベ
ン
ト
時
な
ど
に
は
、地
域
の
ご
婦
人
方

が
集
会
所
や
自
宅
に
集
ま
り
、「
縁
側
カ
フ
ェ
」

と
い
う
も
の
が
開
催
さ
れ
る
。買
っ
て
き
た
市

販
の
も
の
は
出
さ
れ
ず
、自
分
た
ち
の
手
作
り

の
料
理
が
テ
ー
ブ
ル
を
埋
め
尽
く
す（
写
真

１
）。縁
側
カ
フ
ェ
を
行
う
最
大
の
理
由
は
、「
自

分
た
ち
が
楽
し
い
か
ら
」で
あ
る
と
い
う
。フ
ッ

ト
パ
ス
コ
ー
ス
が
整
備
さ
れ
る
前
ま
で
は
、家

で
テ
レ
ビ
を
見
て
過
ご
し
て
い
た
こ
と
が
多
い

方
が
、縁
側
カ
フ
ェ
を
行
う
こ
と
で
近
所
の
人

た
ち
と
一
緒
に
料
理
を
作
る
こ
と
が
で
き
、ま

た「
×
×
さ
ん
の
家
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
〇
〇

が
う
ま
い
の
よ
」と
い
う
社
会
的
評
価
も
得
ら

れ
る
。そ
し
て
何
よ
り
、都
市
部
で
生
活
す
る
人

が
多
い
フ
ッ
ト
パ
ス
客
に
と
っ
て
は
、手
間
暇

か
け
た
田
舎
の
郷
土
料
理
が
何
よ
り
も
ご
ち
そ

う
で
あ
り
、自
分
た
ち
の
作
っ
た
料
理
を
ほ
め

て
く
れ
る
こ
と
に
対
す
る
喜
び
も
あ
る
の
で
あ

る
。

　
つ
ま
り
、「
一
見
す
る
と
、サ
ー
ビ
ス
を
す
る

側
と
さ
れ
る
側
と
の
区
別
が
し
っ
か
り
さ
れ
て

い
る
よ
う
で
あ
る
が
、そ
う
で
は
な
い
。料
理
を

作
り
終
わ
る
と
、ご
婦
人
方
は
フ
ッ
ト
パ
ス
客

と
一
緒
に
食
事
を
し
、一
緒
に
語
ら
う
。サ
ー
ビ

ス
を
し
て
い
る
と
い
う
意
識
は
な
く
、楽
し
い

か
ら
一
緒
に
や
っ
て
い
る
、好
き
だ
か
ら
し
て

い
る
と
い
う
関
係
性
が
構
築
さ
れ
て
お
り
、こ

れ
は
貨
幣
を
媒
介
と
し
た
繋
が
り
に
よ
っ
て
作

ら
れ
た
も
の
で
は
な
い
」（
廣
川
2
0
1
3
・
67

頁
）。こ
の
点
に
お
い
て
も
、サ
ー
ビ
ス
を
提
供

公
立
大
学
法
人
北
九
州
市
立
大
学

地
域
創
生
学
群
准
教
授
。同
大
学

基
盤
教
育
セ
ン
タ
ー
講
師
、准
教
授

等
を
経
て
2
0
1
4
年
か
ら
現
職
。

専
門
は
法
社
会
学
、地
域
資
源
管

理
論（
コ
モ
ン
ズ
論
）。著
書
に『
コ
モ

ン
ズ
と
公
共
空
間
―
都
市
と
農
漁
村
の
再
生
に
む
け
て
』

（
共
著
、昭
和
堂
、2
0
1
3
年
）。

廣
川
祐
司（
ひ
ろ
か
わ
・
ゆ
う
じ
）

「
地
域
振
興
の
た
め
の

フッ
ト
パス
観
光
」に
取
り
組
む

地
方
公
立
大
学
の
挑
戦

す
る
側
と
さ
れ
る
側
と
い
う
ホ
ス
ト
と
ゲ
ス
ト

の
関
係
性
を
越
え
た「
主
客
一
体
的
な
関
係
性
」

と
な
っ
て
い
る
と
言
え
る
。

　
こ
の
よ
う
な
ホ
ス
ト
と
ゲ
ス
ト
の
関
係
性
を

越
え
た「
関
係
人
口
」の
創
出
は
、フ
ッ
ト
パ
ス

観
光
に
よ
る
地
域
振
興
の
意
図
す
る
と
こ
ろ
で

あ
る
。地
域
の
フ
ァ
ン
づ
く
り
に
よ
る
関
係
人

口
の
増
加
は
、そ
の
地
に
居
住
し
て
い
な
く
と

も
、地
域
を
構
成
す
る「
重
要
な
地
域
の
応
援

団
」と
な
る
。地
域
の
小
径（
道
）を
繋
げ
て
フ
ッ

ト
パ
ス
づ
く
り
を
手
掛
け
る
が
、そ
の
効
果
と

し
て
は
地
域
内
外
の
多
様
な「
人
と
人
と
を
繋

げ
て
い
く
」取
り
組
み
で
あ
る
と
言
え
る
。

　
こ
の
よ
う
な
フ
ッ
ト
パ
ス
の
普
及
活
動
や
、

フ
ッ
ト
パ
ス
づ
く
り
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
身
に
付
け

る
た
め
に
、フ
ッ
ト
パ
ス
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
九
州

（
Ｆ
Ｎ
Ｑ
）に
よ
る「
フ
ッ
ト
パ
ス
大
学
」が
開
講

さ
れ
て
い
る
。Ｆ
Ｎ
Ｑ
は
、九
州
に
お
い
て
フ
ッ

ト
パ
ス
づ
く
り
を
牽
引
す
る
美
里
フ
ッ
ト
パ
ス

協
会
の
主
要
メ
ン
バ
ー
が
中
心
と
な
っ
て
、

2
0
1
4
年
4
月
に
設
立
し
た
九
州
を
中
心
と

し
た
フ
ッ
ト
パ
ス
に
関
す
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
組

織
で
あ
る
。筆
者
も
Ｆ
Ｎ
Ｑ
の
幹
事
の
一
人
と

し
て
、フ
ッ
ト
パ
ス
づ
く
り
の
人
材
育
成
に
関

わ
っ
て
い
る
。

　
2
0
1
4
年
8
月
か
ら
始
ま
っ
た「
フ
ッ
ト
パ

ス
大
学
」は
、2
0
2
0
年
現
在
、計
15
回
が
実

施
さ
れ
て
い
る（
表
１
）。開
催
場
所
の
内
訳
は
、

熊
本
県
7
回
、佐
賀
県
3
回
、福
岡
県
2
回
、鹿

児
島
県
1
回
、大
分
県
1
回
、北
海
道
1
回
で
あ

る
。受
講
生
は
、そ
の
講
座
の
全
課
程
を
修
了
す

る
こ
と
に
よ
っ
て「
フ
ッ
ト
パ
ス
リ
ー
ダ
ー
」と

い
う
資
格
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
。本
講
座
は

1
泊
2
日
の
日
程
で
行
わ
れ
、1
日
目
は
座
学

を
中
心
に
6
時
間
程
度
の
講
義
を
受
講
し
、フ

ッ
ト
パ
ス
の
正
し
い
理
解
や
、具
体
的
な
フ
ッ
ト

パ
ス
づ
く
り
の
手
法
な
ど
を
理
論
的
に
学
ぶ

（
写
真
2
）。2
日
目
は
、実
習
と
し
て
現
地
調
査

を
行
う
。4
名
・
5
名
で
グ
ル
ー
プ
を
つ
く
り
、開

催
地
の
地
域
に
出
て
自
分
た
ち
で
地
域
を
歩
き

回
り
、フ
ッ
ト
パ
ス
コ
ー
ス
を
考
え
提
案
す
る

と
い
う
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
る（
写
真
3
）。フ
ッ
ト

パ
ス
大
学
の
修
了
者
で
フ
ッ
ト
パ
ス
リ
ー
ダ
ー

の
資
格
取
得
者
は
、2
7
9
名（
内
、大
学
生
・
大

学
院
生
が
1
0
7
名
）に
も
及
ぶ
。フ
ッ
ト
パ
ス

リ
ー
ダ
ー
の
有
資
格
者
が
、各
地
域
で
フ
ッ
ト

パ
ス
づ
く
り
の
説
明
会
や
活
動
を
行
え
ば
、そ

の
地
域
は
F
N
Q
の
定
め
る「
正
し
い
」フ
ッ
ト

パ
ス
づ
く
り
が
な
さ
れ
て
い
る
地
域
と
し
て「
フ

ッ
ト
パ
ス
コ
ー
ス
の
質
保
証
」に
も
な
る
。

　
フ
ッ
ト
パ
ス
リ
ー
ダ
ー
は
地
域
で
活
動
を
続

け
つ
つ
、地
域
の
方
々
か
ら
の
フ
ッ
ト
パ
ス
づ
く

り
に
対
す
る
理
解
を
得
る
た
め
の
方
法
や
、魅

力
的
な
フ
ッ
ト
パ
ス
コ
ー
ス
と
す
る
た
め
の
工

夫
の
仕
方
な
ど
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
身
に
つ
け
、地

域
の
楽
し
い
歩
き
方
を
広
げ
る
伝
道
師
と
し
て

各
地
で
活
躍
し
て
い
る
。近
年
、九
州
で
フ
ッ
ト

パ
ス
づ
く
り
が
活
性
化
し
て
い
る
の
は
、こ
の
フ

ッ
ト
パ
ス
大
学
の
修
了
生
の
増
加
に
よ
る
も
の

で
あ
る
と
い
え
る
。廣
川
ゼ
ミ
で
は
、卒
業
す
る

ま
で
に
必
ず
フ
ッ
ト
パ
ス
リ
ー
ダ
ー
の
資
格
を

取
得
す
る
こ
と
に
し
て
い
る
。こ
の
資
格
を
得

て
、正
式
に
フ
ッ
ト
パ
ス
ガ
イ
ド
と
し
て
デ
ビ
ュ

ー
す
る
方
も
多
く
、地
域
振
興
と
し
て
の
フ
ッ
ト

パ
ス
づ
く
り
が
広
が
り
、そ
の
人
材
育
成
に
も
寄

与
で
き
て
い
る
と
私
は
感
じ
て
い
る
。

　
私
た
ち
は
大
学
と
し
て
の
社
会
貢
献
・
地
域

貢
献
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
、フ
ッ
ト
パ
ス
観
光
の
人

材
育
成
に
も
援
用
し
て
い
る
。実
際
に
九
州
を

中
心
に
様
々
な
地
域
で
大
学
生
が
地
域
の
方
々

と
協
業
し
な
が
ら
、と
も
に
学
び
、成
長
し
て
い

く
、こ
の
よ
う
な
仕
組
み
を
私
は
今
後
も
広
げ

て
い
き
た
い
と
思
う
。

て
い
る
。さ
ら
に
並
行
し
て
大
学
2
年
生
か
ら
は

「
専
門
ゼ
ミ
」に
入
り
、専
門
的
知
見
を
得
つ
つ
グ

ル
ー
プ
で
新
た
な
知
を
生
み
出
す
ク
リ
エ
イ
テ
ィ

ブ
な
活
動
を「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
型
学
習（P

ro
ject-

B
ased-L

earn
ing

）」と
し
て
展
開
し
て
い
る
。

　
つ
ま
り
、地
域
創
生
学
群
に
お
け
る
学
習
は
、

①
地
域
の
実
情
を
理
解
す
る
、②
地
域
課
題
の

解
決
に
向
け
て
主
体
的
に
学
ぶ
、③
こ
れ
ま
で

の
経
験
を
持
ち
寄
り
グ
ル
ー
プ
で
ク
リ
エ
イ
テ

ィ
ブ
な
活
動
を
す
る
と
い
う
3
段
階
の
構
成

で
、大
学
生
の
学
び
を
デ
ザ
イ
ン
し
て
い
る
の

で
あ
る
。

廣
川
ゼ
ミ
が
取
り
組
む

「
地
域
振
興
と
し
て
の
観
光
」

教
育

　
筆
者
は
こ
の「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
型
学
習
」の
一

環
と
し
て
、専
門
ゼ
ミ
で「
持
続
可
能
な
地
域
づ

く
り
」に
向
け
た
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
。具

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
た
め
の
公
設
歩
道
）が
あ
る

わ
け
で
も
、法
律
に
よ
っ
て
歩
く
権
利（T

h
e
 

R
igh

t o
f W

a
y

）が
万
人
に
保
証
さ
れ
て
い

る
わ
け
で
も
な
い
。そ
の
た
め
、地
域
の
方
々
の

理
解
を
得
な
が
ら
、と
も
に
地
域
の
小
径
を
外

部
者
に
開
い
て
い
く「
フ
ッ
ト
パ
ス
づ
く
り
」を

行
う
必
要
が
あ
る
。

　
我
々
の
調
査
・
研
究
手
法
と
し
て
、ま
ず
は
大

学
生
が
地
域
に
入
り
込
み
エ
ス
ノ
グ
ラ
フ
ィ
ー

（
行
動
観
察
調
査
）を
行
う
。こ
れ
は
す
で
に
地

域
で
行
わ
れ
て
い
る
お
祭
り（
祭
事
）や
町
内
会

の
活
動
な
ど
の
地
域
行
事
に
ス
タ
ッ
フ
と
し
て

参
加
し
、住
民
と
同
じ
立
場
に
立
っ
て
、地
域
の

実
情
を
理
解
す
る
た
め
で
あ
る
。フ
ッ
ト
パ
ス

コ
ー
ス
を
つ
く
る
た
め
に
は
、地
域
の
方
々
と

の
信
頼
関
係
を
構
築
す
る
と
と
も
に
、埋
没
し

て
し
ま
っ
て
い
る
魅
力
的
な
地
域
資
源
を
発
掘

す
る
必
要
が
あ
る
。私
た
ち
は
こ
の
活
動
に
1

年
間
か
ら
2
年
間
も
の
歳
月
を
か
け
て
行
っ
て

い
る
。

　
こ
の
段
階
で
地
域
の
方
々
と
十
分
な
信
頼
関

係
を
築
け
て
い
な
け
れ
ば
、い
ざ
フ
ッ
ト
パ
ス

づ
く
り
を
行
う
段
階
に
な
っ
て
、外
部
者
が
地

域
の
生
活
空
間
を
歩
く
こ
と
に
対
し
て
、地
域

住
民
か
ら
ク
レ
ー
ム
が
出
て
し
ま
う
。お
祭
り

の
お
手
伝
い
や
高
齢
者
を
対
象
と
し
た
健
康
体

操
教
室
な
ど
へ
の
参
加
な
ど
、地
道
な
地
域
活

動
を
続
け
る
中
で
、地
域
課
題
の
発
見
と
解
決

に
向
け
て
の
糸
口
を
模
索
す
る
の
で
あ
る（
問

題
解
決
型
学
習
）。そ
し
て
そ
の
後
よ
う
や
く
地

域
に「
フ
ッ
ト
パ
ス
」と
い
う
社
会
制
度
を
提
案

し
、創
造
的
取
り
組
み
と
し
て
地
域
の
方
々
と

共
に
フ
ッ
ト
パ
ス
づ
く
り
に
入
る
の
で
あ
る

（
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
型
学
習
）。こ
の
時
点
で
は
、活

動
地
域
の
方
々
は「
フ
ッ
ト
パ
ス
」の
意
味
も
深

く
理
解
し
て
い
な
い
状
態
で
は
あ
る
も
の
の
、

大
学
生
た
ち
と
地
域
住
民
が
培
っ
て
き
た
互
い

の
信
頼
関
係
に
よ
っ
て
、「
こ
れ
ま
で
お
世
話
に

な
っ
て
き
た
か
ら
、今
度
は
自
分
た
ち
が
協
力

す
る
か
」と
い
う
気
持
ち
を
地
域
住
民
に
持
っ

て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
る
。な
ぜ
、こ
の
よ
う

な
中
長
期
的
な
視
点
に
立
っ
て
、活
動
を
プ
ラ

ン
ニ
ン
グ
す
る
か
と
い
う
と
、フ
ッ
ト
パ
ス
コ

ー
ス
と
な
る「
地
域
の
生
活
空
間
」は
あ
く
ま
で

地
域
の
方
々
の
も
の
で
あ
り
、地
域
の
方
（々
ホ

ス
ト
）が
外
部
か
ら
歩
き
に
や
っ
て
く
る
人（
ゲ

ス
ト
）を
快
く
迎
え
入
れ
る
こ
と
が
で
き
な
け

れ
ば
、地
域
振
興
の
た
め
の
フ
ッ
ト
パ
ス
観
光

は
成
立
し
え
な
い
と
考
え
る
か
ら
で
あ
る
。

北
九
州
市
立
大
学

4
2
1
L
ab

の
登
録
学
生
数
が
1
6
7
2
名
に
な

り
、文
系
の
北
方
キ
ャ
ン
パ
ス
の
学
生
数
が

5
0
6
5
名（
2
0
2
0
年
度
）で
あ
る
事
か
ら

す
る
と
、お
お
よ
そ
3
人
に
1
人
の
学
生
が
地

域
に
出
て
、地
域
課
題
解
決
に
向
け
た
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
こ
の
よ
う
に
北
九
州
市
立
大
学
で
は
多
く
の

大
学
生
が「
地
域
で
学
ぶ
」と
い
う
オ
フ
・
キ
ャ

ン
パ
ス
の
取
り
組
み
が
盛
ん
で
あ
り
、「
ま
ち
全

体
が
キ
ャ
ン
パ
ス
」と
い
う
理
念
の
も
と
、多
く

の
地
域
課
題
解
決
に
向
け
た
活
動
を
行
っ
て
い

る
。

「
地
域
で
学
ぶ
」教
育
法

　
こ
の
よ
う
な「
地
域
で
学
ぶ
」と
い
う
教
育
モ

デ
ル
を
作
り
上
げ
た
の
は
、2
0
0
9
年
に
開

設
さ
れ
た
地
域
創
生
学
群
で
あ
る
。地
域
創
生

学
群
の
学
生
は
入
学
し
て
す
ぐ
大
学
1
年
生
の

4
月
か
ら
、実
習
授
業
と
し
て
地
域
活
動
に
参

至
れ
り
尽
く
せ
り
の
こ
れ
ま
で
の
観
光
形
態
と

は
異
な
る「
地
域
の
楽
し
み
方
」を
大
学
生
が
伝

え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
し
た
が
っ
て
、フ
ッ
ト
パ
ス
観
光
は
、こ
れ
ま

で
の
マ
ス
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
や
オ
ル
タ
ナ
テ
ィ
ブ
・

ツ
ー
リ
ズ
ム（
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
・
グ
リ
ー
ン
ツ

ー
リ
ズ
ム
な
ど
）と
は
異
な
る
、新
た
な「
ポ
ス

ト
モ
ダ
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
」の
一
形
態
で
あ
る
と

考
え
る
。ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
は
、

「
近
代
の
特
徴
で
あ
っ
た
ツ
ー
リ
ス
ト
と
対
象

と
の
厳
然
と
し
た
区
分
と
は
異
な
り
、主
客
の

境
界
が
あ
い
ま
い
な
観
光
の
状
態
を
指
す
。自

他
の
関
係
性
を
重
ね
合
わ
せ
る
こ
と
で
生
じ
る

観
光
の
リ
ア
リ
テ
ィ
は
、対
象
を
自
ら
の
内
部

に
取
り
込
む
こ
と
で
成
立
し
て
お
り
、観
光
に

お
け
る
ポ
ス
ト
モ
ダ
ニ
テ
ィ
の
一
例
と
い
う
こ

と
が
で
き
よ
う
」（
岡
本
編
2
0
0
1
・

2
5
3
頁
）と
説
明
さ
れ
て
い
る
。つ
ま
り
、フ

ッ
ト
パ
ス
観
光
に
お
い
て
、ホ
ス
ト
と
ゲ
ス
ト

の
関
係
性
は
対
等
で
あ
り
、ホ
ス
ト
は
ゲ
ス
ト

に
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
主
体
で
は
な
い
。ホ

ス
ト
は「
地
域
を
開
放
し
て
、自
分
た
ち
の
生
活

圏
内
を
歩
く
こ
と
を
許
可
」し
、ゲ
ス
ト
は「
地

域
を
自
由
に
、勝
手
に
楽
し
み
な
が
ら
、あ
り
の

ま
ま
を
歩
か
せ
て
頂
く
」と
い
う
関
係
性
の
構

築
が
な
さ
れ
て
い
る
。ま
さ
に
、ホ
ス
ト
と
ゲ
ス

ト
が
と
も
に「
楽
し
い
か
ら
」や
っ
て
い
る
と
い

う
、主
客
一
体
的
な
観
光
ス
タ
イ
ル
と
言
え
る
。

食スマイルＰＪ（子ども食堂）

耕作放棄地（猪倉農業関連ＰＪ）

障がい者スポーツ実習（車いすソフトボール）

小倉活性化ＰＪ（グリーンバード＝ごみ拾いボランティア）

公
立
大
学
法
人
北
九
州
市
立
大
学
大
学
案
内
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加
し
、商
店
街
活
性
化
や
農
村
部
の
過
疎
高
齢

化
問
題
、耕
作
放
棄
地
問
題
、さ
ら
に
は
独
居
高

齢
者
や
障
が
い
者
の
社
会
福
祉
問
題
、子
ど
も

食
堂
の
運
営
な
ど
に
関
す
る
活
動
を
、地
域
内

の
多
様
な
ス
テ
イ
ク
ホ
ル
ダ
ー（
受
入
団
体
）と

共
に
、1
か
月
平
均
70
〜
1
2
0
時
間
程
度
の

地
域
活
動
を
実
施
し
て
い
る
。地
域
創
生
学
群

で
は
こ
の
よ
う
な「
日
常
的
な
地
域
活
動
に
よ

る
学
び
」を
4
年
間
通
じ
て
経
験
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、高
度
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力

や
課
題
発
見
・
解
決
能
力
、主
体
性
の
醸
成
な
ど

の
能
力
を
身
に
付
け
る
。

　
地
域
の
日
常
的
な
活
動
を「
サ
ー
ビ
ス
・
ラ
ー
ニ

ン
グ（
S
L
）」と
し
て
行
い
、地
域
の
あ
り
の
ま
ま

の
実
情
を
理
解
す
る
。そ
の
後
、学
年
が
上
が
る
に

し
た
が
っ
て「
問
題
解
決
型
学
習（P

ro
b
lem

-

B
ased

-L
earn

in
g

）」に
移
行
し
、主
体
的
に
各

地
域
が
抱
え
る
地
域
課
題
を
解
決
で
き
る
よ
う

に
、地
域
の
方
々
と
協
業
し
な
が
ら
地
域
課
題
の

解
決
に
向
け
て
取
り
組
む
学
習
モ
デ
ル
を
採
用
し

体
的
に
は「
フ
ッ
ト
パ
ス
づ
く
り
」と
い
う
も
の

で
あ
る
。フ
ッ
ト
パ
ス
と
は
、英
国
発
祥
の「
森

林
や
田
園
地
帯
、古
い
街
並
み
な
ど
、地
域
に
昔

か
ら
あ
る
あ
り
の
ま
ま
の
風
景
を
楽
し
み
な
が

ら
歩
く
こ
と【F

o
o
t

】が
で
き
る
小
径（
こ
み

ち
）【P

ath

】の
こ
と
」（
日
本
フ
ッ
ト
パ
ス
協
会

H
P
よ
り
）を
指
す
。観
光
客
の
誘
致
の
た
め

に
、地
域
で
何
か
特
別
の
こ
と
を
す
る
の
で
は

な
く
、あ
く
ま
で
も「
あ
り
の
ま
ま
」の
地
域
を

楽
し
む
こ
と
が
意
図
さ
れ
て
い
る
。こ
の
地
域

の
あ
り
の
ま
ま
の
文
化
や
景
観
を
歩
く
こ
と
で

楽
し
む
観
光
形
態
は
、近
年
の
コ
ロ
ナ
禍
で
広

く
認
知
さ
れ
て
き
た「
マ
イ
ク
ロ
ツ
ー
リ
ズ
ム
」

の
方
向
性
と
合
致
し
て
い
る
。身
近
で
日
常
的

な
生
活
空
間
を
歩
き
回
る
事
で
、参
加
者
は
日

頃
気
付
か
な
い
魅
力
的
な
地
域
資
源
を
発
見
し

た
り
、地
域
の
方
々
と
の
交
流
が
で
き
た
り
し
、

そ
の
地
域
の
こ
と
が
好
き
に
な
る
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
、日
本
に
お
い
て
は
英
国
と
異
な
り
、

地
域
に
必
ず
し
もP

u
b
lic F

o
o
tp

ath

（
リ
ク
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表 1 FNQ主催フットパス大学
回 認定数日付 会場

熊本県
美里町19名第1回

279名合計

2014 8/20-21

熊本県
美里町9名第2回2014 11/29-30

佐賀県
佐賀市25名第3回2015 6/13-14

熊本県
美里町34名第4回2016 2/23-24

福岡県
中間市30名第5回2016 7/23-24

北海道
釧路市21名第6回2016 8/22-23

熊本県天草
市牛深町15名第7回2016 10/29-30

熊本県
山江村10名第8回2016 11/26-27

佐賀県
吉野ヶ里町3名第9回2017 1/28-29

鹿児島県
伊佐市15名第10回2017 7/22-23

佐賀県
伊万里市11名第11回2018 8/18-19

福岡県
築上町29名第12回2018 2/2-3

大分県
臼杵市31名第13回2018 2/16-17

熊本県
芦北町8名第14回2018 3/2-3

熊本県
美里町19名第15回2019 12/7-8

（表１）FNQ主催　フットパス大学の実施一覧

変
わ
る
大
学
の
役
割

　
大
学
と
は
元
来
、「
研
究
」と
そ
れ
に
基
づ
い

た「
教
育
」の
場
と
し
て
社
会
的
な
使
命
を
果
た

し
て
き
た
。し
か
し
、2
0
0
5
年
の
中
央
教
育

審
議
会
答
申「
我
が
国
の
高
等
教
育
の
将
来
像
」

に
お
い
て
、大
学
の
第
三
の
使
命
と
し
て
、「
社

会
貢
献
」が
う
た
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、よ
り
直

接
的
な
貢
献
も
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き

た
。

　
殊
に
公
立
大
学
で
あ
る
北
九
州
市
立
大
学
に

お
い
て
は
、よ
り
強
く
社
会
貢
献
・
地
域
貢
献
が

求
め
ら
れ
て
い
る
。そ
の
社
会
的
要
請
に
応
じ

て
本
学
で
は
、「
地
域
社
会
の
核
と
な
る
教
育
機

関
」と
し
て
、様
々
な
取
り
組
み
を
展
開
し
て
い

る
。そ
の
成
果
と
し
て
、日
本
経
済
新
聞
社
に
よ

る「
大
学
の
地
域
貢
献
度
に
関
す
る
全
国
調
査

2
0
1
9
」総
合
ラ
ン
キ
ン
グ
で
は
公
立
大
学

で
第
4
位
を
獲
得
し
、イ
ギ
リ
ス
の
高
等
教
育

専
門
誌T

im
e
s
 H

ig
h

e
r E

d
u

c
a
tio

n

（T
H

E

）が
発
表
す
る「S

D
G

s

を
も
と
に
し
た

大
学
の
社
会
貢
献
力
を
表
す
大
学
ラ
ン
キ
ン
グ

（
2
0
2
0
年
度
日
本
版
）」で
は
公
立
大
学
第

2
位
と
い
う
評
価
を
得
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
な
評
価
を
得
ら
れ
た
理
由
と
し

て
、「
地
域
共
生
教
育
セ
ン
タ
ー（4

2
1
L
a
b

）」

の
存
在
が
あ
る
。こ
の
組
織
は
、多
く
の
大
学
で

設
置
さ
れ
て
い
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の

機
能
を
担
っ
て
い
る
。2
0
2
0
年
度
に
は

地
域
を
主
役
に
し
た

フ
ッ
ト
パ
ス
ツ
ー
リ
ズ
ム

　
フ
ッ
ト
パ
ス
観
光
が「
地
域
に
根
付
い
た
地

域
振
興
の
た
め
の
ツ
ー
リ
ズ
ム
」と
し
て
機
能

す
る
た
め
に
は
、ホ
ス
ト
と
ゲ
ス
ト
の
関
係
性

が
重
要
と
な
る
。つ
ま
り
、ホ
ス
ト
は
サ
ー
ビ
ス

業
と
し
て
フ
ッ
ト
パ
ス
観
光
に
携
わ
る
人
で
は

な
く
、あ
く
ま
で
地
域
住
民
と
し
て
日
常
生
活

を
送
っ
て
い
る
人
々
な
の
で
あ
る
。し
た
が
っ

て
、ゲ
ス
ト（
フ
ッ
ト
パ
ス
客
）と
し
て
も
、こ
れ

ま
で
の
観
光
形
態
に
お
け
る
サ
ー
ビ
ス
を
一
方

的
に
受
け
る
受
動
的
な
ゲ
ス
ト
像
で
は
な
く
、

「
地
域
を
歩
か
せ
て
頂
い
て
い
る
」と
い
う
意
識

を
ゲ
ス
ト
が
持
つ
必
要
が
あ
る
。

「『
観
光
文
化
』が
生
み
出
さ
れ
る
背
景
に
は
、観

光
と
い
う
場
に
お
け
る
観
光
者
と
地
元
の
人
び

と
、つ
ま
り
ゲ
ス
ト
と
ホ
ス
ト
の
間
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
プ
ロ
セ
ス
と
い
う
問
題
が
あ

る
」（
岡
本
編
2
0
0
1
・
1
8
0
頁
）と
し
、「
2

つ
の
異
な
る
文
化
コ
ー
ド
を
も
っ
た
者
ど
う
し

の
出
会
い
の
場
と
考
え
る
と
、そ
こ
で
は
両
者

の
間
の
文
化
コ
ー
ド
の
ギ
ャ
ッ
プ
を
埋
め
、コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
円
滑
化
を
図
る
こ
と
が

求
め
ら
れ
る
」（
同
上
）の
で
あ
る
。そ
の
ギ
ャ
ッ

プ
を
埋
め
る
の
が
、フ
ッ
ト
パ
ス
づ
く
り
を
行

う
我
々
、大
学
生
で
あ
る
。我
々
は
フ
ッ
ト
パ
ス

づ
く
り
に
取
り
組
む
中
で
、地
域
の
方
々
と
の

信
頼
関
係
を
構
築
し
、フ
ッ
ト
パ
ス
の
効
果
や

こ
れ
ま
で
の
観
光
と
の
違
い
を
地
域
住
民
に
説

明
す
る
。さ
ら
に
は
地
域
住
民（
ホ
ス
ト
）向
け

に
フ
ッ
ト
パ
ス
ガ
イ
ド
の
養
成
に
も
取
り
組
ん

で
い
る
。一
方
で
、フ
ッ
ト
パ
ス
参
加
者（
ゲ
ス

ト
）に
は
、「
地
域
を
歩
か
せ
て
頂
く
」意
識
と
、

縁
側
カ
フ
ェ
と

フ
ッ
ト
パ
ス
大
学

　
フ
ッ
ト
パ
ス
観
光
で
は
、多
く
の
人
が
訪
れ

る
イ
ベ
ン
ト
時
な
ど
に
は
、地
域
の
ご
婦
人
方

が
集
会
所
や
自
宅
に
集
ま
り
、「
縁
側
カ
フ
ェ
」

と
い
う
も
の
が
開
催
さ
れ
る
。買
っ
て
き
た
市

販
の
も
の
は
出
さ
れ
ず
、自
分
た
ち
の
手
作
り

の
料
理
が
テ
ー
ブ
ル
を
埋
め
尽
く
す（
写
真

１
）。縁
側
カ
フ
ェ
を
行
う
最
大
の
理
由
は
、「
自

分
た
ち
が
楽
し
い
か
ら
」で
あ
る
と
い
う
。フ
ッ

ト
パ
ス
コ
ー
ス
が
整
備
さ
れ
る
前
ま
で
は
、家

で
テ
レ
ビ
を
見
て
過
ご
し
て
い
た
こ
と
が
多
い

方
が
、縁
側
カ
フ
ェ
を
行
う
こ
と
で
近
所
の
人

た
ち
と
一
緒
に
料
理
を
作
る
こ
と
が
で
き
、ま

た「
×
×
さ
ん
の
家
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
〇
〇

が
う
ま
い
の
よ
」と
い
う
社
会
的
評
価
も
得
ら

れ
る
。そ
し
て
何
よ
り
、都
市
部
で
生
活
す
る
人

が
多
い
フ
ッ
ト
パ
ス
客
に
と
っ
て
は
、手
間
暇

か
け
た
田
舎
の
郷
土
料
理
が
何
よ
り
も
ご
ち
そ

う
で
あ
り
、自
分
た
ち
の
作
っ
た
料
理
を
ほ
め

て
く
れ
る
こ
と
に
対
す
る
喜
び
も
あ
る
の
で
あ

る
。

　
つ
ま
り
、「
一
見
す
る
と
、サ
ー
ビ
ス
を
す
る

側
と
さ
れ
る
側
と
の
区
別
が
し
っ
か
り
さ
れ
て

い
る
よ
う
で
あ
る
が
、そ
う
で
は
な
い
。料
理
を

作
り
終
わ
る
と
、ご
婦
人
方
は
フ
ッ
ト
パ
ス
客

と
一
緒
に
食
事
を
し
、一
緒
に
語
ら
う
。サ
ー
ビ

ス
を
し
て
い
る
と
い
う
意
識
は
な
く
、楽
し
い

か
ら
一
緒
に
や
っ
て
い
る
、好
き
だ
か
ら
し
て

い
る
と
い
う
関
係
性
が
構
築
さ
れ
て
お
り
、こ

れ
は
貨
幣
を
媒
介
と
し
た
繋
が
り
に
よ
っ
て
作

ら
れ
た
も
の
で
は
な
い
」（
廣
川
2
0
1
3
・
67

頁
）。こ
の
点
に
お
い
て
も
、サ
ー
ビ
ス
を
提
供

す
る
側
と
さ
れ
る
側
と
い
う
ホ
ス
ト
と
ゲ
ス
ト

の
関
係
性
を
越
え
た「
主
客
一
体
的
な
関
係
性
」

と
な
っ
て
い
る
と
言
え
る
。

　
こ
の
よ
う
な
ホ
ス
ト
と
ゲ
ス
ト
の
関
係
性
を

越
え
た「
関
係
人
口
」の
創
出
は
、フ
ッ
ト
パ
ス

観
光
に
よ
る
地
域
振
興
の
意
図
す
る
と
こ
ろ
で

あ
る
。地
域
の
フ
ァ
ン
づ
く
り
に
よ
る
関
係
人

口
の
増
加
は
、そ
の
地
に
居
住
し
て
い
な
く
と

も
、地
域
を
構
成
す
る「
重
要
な
地
域
の
応
援

団
」と
な
る
。地
域
の
小
径（
道
）を
繋
げ
て
フ
ッ

ト
パ
ス
づ
く
り
を
手
掛
け
る
が
、そ
の
効
果
と

し
て
は
地
域
内
外
の
多
様
な「
人
と
人
と
を
繋

げ
て
い
く
」取
り
組
み
で
あ
る
と
言
え
る
。

　
こ
の
よ
う
な
フ
ッ
ト
パ
ス
の
普
及
活
動
や
、

フ
ッ
ト
パ
ス
づ
く
り
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
身
に
付
け

る
た
め
に
、フ
ッ
ト
パ
ス
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
九
州

（
Ｆ
Ｎ
Ｑ
）に
よ
る「
フ
ッ
ト
パ
ス
大
学
」が
開
講

さ
れ
て
い
る
。Ｆ
Ｎ
Ｑ
は
、九
州
に
お
い
て
フ
ッ

ト
パ
ス
づ
く
り
を
牽
引
す
る
美
里
フ
ッ
ト
パ
ス

協
会
の
主
要
メ
ン
バ
ー
が
中
心
と
な
っ
て
、

2
0
1
4
年
4
月
に
設
立
し
た
九
州
を
中
心
と

し
た
フ
ッ
ト
パ
ス
に
関
す
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
組

織
で
あ
る
。筆
者
も
Ｆ
Ｎ
Ｑ
の
幹
事
の
一
人
と

し
て
、フ
ッ
ト
パ
ス
づ
く
り
の
人
材
育
成
に
関

わ
っ
て
い
る
。

　
2
0
1
4
年
8
月
か
ら
始
ま
っ
た「
フ
ッ
ト
パ

ス
大
学
」は
、2
0
2
0
年
現
在
、計
15
回
が
実

施
さ
れ
て
い
る（
表
１
）。開
催
場
所
の
内
訳
は
、

熊
本
県
7
回
、佐
賀
県
3
回
、福
岡
県
2
回
、鹿

児
島
県
1
回
、大
分
県
1
回
、北
海
道
1
回
で
あ

る
。受
講
生
は
、そ
の
講
座
の
全
課
程
を
修
了
す

る
こ
と
に
よ
っ
て「
フ
ッ
ト
パ
ス
リ
ー
ダ
ー
」と

い
う
資
格
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
。本
講
座
は

1
泊
2
日
の
日
程
で
行
わ
れ
、1
日
目
は
座
学

を
中
心
に
6
時
間
程
度
の
講
義
を
受
講
し
、フ

ッ
ト
パ
ス
の
正
し
い
理
解
や
、具
体
的
な
フ
ッ
ト

パ
ス
づ
く
り
の
手
法
な
ど
を
理
論
的
に
学
ぶ

（
写
真
2
）。2
日
目
は
、実
習
と
し
て
現
地
調
査

を
行
う
。4
名
・
5
名
で
グ
ル
ー
プ
を
つ
く
り
、開

催
地
の
地
域
に
出
て
自
分
た
ち
で
地
域
を
歩
き

回
り
、フ
ッ
ト
パ
ス
コ
ー
ス
を
考
え
提
案
す
る

と
い
う
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
る（
写
真
3
）。フ
ッ
ト

パ
ス
大
学
の
修
了
者
で
フ
ッ
ト
パ
ス
リ
ー
ダ
ー

の
資
格
取
得
者
は
、2
7
9
名（
内
、大
学
生
・
大

学
院
生
が
1
0
7
名
）に
も
及
ぶ
。フ
ッ
ト
パ
ス

リ
ー
ダ
ー
の
有
資
格
者
が
、各
地
域
で
フ
ッ
ト

パ
ス
づ
く
り
の
説
明
会
や
活
動
を
行
え
ば
、そ

の
地
域
は
F
N
Q
の
定
め
る「
正
し
い
」フ
ッ
ト

パ
ス
づ
く
り
が
な
さ
れ
て
い
る
地
域
と
し
て「
フ

ッ
ト
パ
ス
コ
ー
ス
の
質
保
証
」に
も
な
る
。

　
フ
ッ
ト
パ
ス
リ
ー
ダ
ー
は
地
域
で
活
動
を
続

け
つ
つ
、地
域
の
方
々
か
ら
の
フ
ッ
ト
パ
ス
づ
く

り
に
対
す
る
理
解
を
得
る
た
め
の
方
法
や
、魅

力
的
な
フ
ッ
ト
パ
ス
コ
ー
ス
と
す
る
た
め
の
工

夫
の
仕
方
な
ど
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
身
に
つ
け
、地

域
の
楽
し
い
歩
き
方
を
広
げ
る
伝
道
師
と
し
て

各
地
で
活
躍
し
て
い
る
。近
年
、九
州
で
フ
ッ
ト

パ
ス
づ
く
り
が
活
性
化
し
て
い
る
の
は
、こ
の
フ

ッ
ト
パ
ス
大
学
の
修
了
生
の
増
加
に
よ
る
も
の

で
あ
る
と
い
え
る
。廣
川
ゼ
ミ
で
は
、卒
業
す
る

ま
で
に
必
ず
フ
ッ
ト
パ
ス
リ
ー
ダ
ー
の
資
格
を

取
得
す
る
こ
と
に
し
て
い
る
。こ
の
資
格
を
得

て
、正
式
に
フ
ッ
ト
パ
ス
ガ
イ
ド
と
し
て
デ
ビ
ュ

ー
す
る
方
も
多
く
、地
域
振
興
と
し
て
の
フ
ッ
ト

パ
ス
づ
く
り
が
広
が
り
、そ
の
人
材
育
成
に
も
寄

与
で
き
て
い
る
と
私
は
感
じ
て
い
る
。

　
私
た
ち
は
大
学
と
し
て
の
社
会
貢
献
・
地
域

貢
献
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
、フ
ッ
ト
パ
ス
観
光
の
人

材
育
成
に
も
援
用
し
て
い
る
。実
際
に
九
州
を

中
心
に
様
々
な
地
域
で
大
学
生
が
地
域
の
方
々

と
協
業
し
な
が
ら
、と
も
に
学
び
、成
長
し
て
い

く
、こ
の
よ
う
な
仕
組
み
を
私
は
今
後
も
広
げ

て
い
き
た
い
と
思
う
。

て
い
る
。さ
ら
に
並
行
し
て
大
学
2
年
生
か
ら
は

「
専
門
ゼ
ミ
」に
入
り
、専
門
的
知
見
を
得
つ
つ
グ

ル
ー
プ
で
新
た
な
知
を
生
み
出
す
ク
リ
エ
イ
テ
ィ

ブ
な
活
動
を「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
型
学
習（P

ro
ject-

B
ased-L

earn
ing

）」と
し
て
展
開
し
て
い
る
。

　
つ
ま
り
、地
域
創
生
学
群
に
お
け
る
学
習
は
、

①
地
域
の
実
情
を
理
解
す
る
、②
地
域
課
題
の

解
決
に
向
け
て
主
体
的
に
学
ぶ
、③
こ
れ
ま
で

の
経
験
を
持
ち
寄
り
グ
ル
ー
プ
で
ク
リ
エ
イ
テ

ィ
ブ
な
活
動
を
す
る
と
い
う
3
段
階
の
構
成

で
、大
学
生
の
学
び
を
デ
ザ
イ
ン
し
て
い
る
の

で
あ
る
。

廣
川
ゼ
ミ
が
取
り
組
む

「
地
域
振
興
と
し
て
の
観
光
」

教
育

　
筆
者
は
こ
の「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
型
学
習
」の
一

環
と
し
て
、専
門
ゼ
ミ
で「
持
続
可
能
な
地
域
づ

く
り
」に
向
け
た
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
。具

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
た
め
の
公
設
歩
道
）が
あ
る

わ
け
で
も
、法
律
に
よ
っ
て
歩
く
権
利（T

h
e
 

R
igh

t o
f W

a
y

）が
万
人
に
保
証
さ
れ
て
い

る
わ
け
で
も
な
い
。そ
の
た
め
、地
域
の
方
々
の

理
解
を
得
な
が
ら
、と
も
に
地
域
の
小
径
を
外

部
者
に
開
い
て
い
く「
フ
ッ
ト
パ
ス
づ
く
り
」を

行
う
必
要
が
あ
る
。

　
我
々
の
調
査
・
研
究
手
法
と
し
て
、ま
ず
は
大

学
生
が
地
域
に
入
り
込
み
エ
ス
ノ
グ
ラ
フ
ィ
ー

（
行
動
観
察
調
査
）を
行
う
。こ
れ
は
す
で
に
地

域
で
行
わ
れ
て
い
る
お
祭
り（
祭
事
）や
町
内
会

の
活
動
な
ど
の
地
域
行
事
に
ス
タ
ッ
フ
と
し
て

参
加
し
、住
民
と
同
じ
立
場
に
立
っ
て
、地
域
の

実
情
を
理
解
す
る
た
め
で
あ
る
。フ
ッ
ト
パ
ス

コ
ー
ス
を
つ
く
る
た
め
に
は
、地
域
の
方
々
と

の
信
頼
関
係
を
構
築
す
る
と
と
も
に
、埋
没
し

て
し
ま
っ
て
い
る
魅
力
的
な
地
域
資
源
を
発
掘

す
る
必
要
が
あ
る
。私
た
ち
は
こ
の
活
動
に
1

年
間
か
ら
2
年
間
も
の
歳
月
を
か
け
て
行
っ
て

い
る
。

　
こ
の
段
階
で
地
域
の
方
々
と
十
分
な
信
頼
関

係
を
築
け
て
い
な
け
れ
ば
、い
ざ
フ
ッ
ト
パ
ス

づ
く
り
を
行
う
段
階
に
な
っ
て
、外
部
者
が
地

域
の
生
活
空
間
を
歩
く
こ
と
に
対
し
て
、地
域

住
民
か
ら
ク
レ
ー
ム
が
出
て
し
ま
う
。お
祭
り

の
お
手
伝
い
や
高
齢
者
を
対
象
と
し
た
健
康
体

操
教
室
な
ど
へ
の
参
加
な
ど
、地
道
な
地
域
活

動
を
続
け
る
中
で
、地
域
課
題
の
発
見
と
解
決

に
向
け
て
の
糸
口
を
模
索
す
る
の
で
あ
る（
問

題
解
決
型
学
習
）。そ
し
て
そ
の
後
よ
う
や
く
地

域
に「
フ
ッ
ト
パ
ス
」と
い
う
社
会
制
度
を
提
案

し
、創
造
的
取
り
組
み
と
し
て
地
域
の
方
々
と

共
に
フ
ッ
ト
パ
ス
づ
く
り
に
入
る
の
で
あ
る

（
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
型
学
習
）。こ
の
時
点
で
は
、活

動
地
域
の
方
々
は「
フ
ッ
ト
パ
ス
」の
意
味
も
深

く
理
解
し
て
い
な
い
状
態
で
は
あ
る
も
の
の
、

大
学
生
た
ち
と
地
域
住
民
が
培
っ
て
き
た
互
い

の
信
頼
関
係
に
よ
っ
て
、「
こ
れ
ま
で
お
世
話
に

な
っ
て
き
た
か
ら
、今
度
は
自
分
た
ち
が
協
力

す
る
か
」と
い
う
気
持
ち
を
地
域
住
民
に
持
っ

て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
る
。な
ぜ
、こ
の
よ
う

な
中
長
期
的
な
視
点
に
立
っ
て
、活
動
を
プ
ラ

ン
ニ
ン
グ
す
る
か
と
い
う
と
、フ
ッ
ト
パ
ス
コ

ー
ス
と
な
る「
地
域
の
生
活
空
間
」は
あ
く
ま
で

地
域
の
方
々
の
も
の
で
あ
り
、地
域
の
方
（々
ホ

ス
ト
）が
外
部
か
ら
歩
き
に
や
っ
て
く
る
人（
ゲ

ス
ト
）を
快
く
迎
え
入
れ
る
こ
と
が
で
き
な
け

れ
ば
、地
域
振
興
の
た
め
の
フ
ッ
ト
パ
ス
観
光

は
成
立
し
え
な
い
と
考
え
る
か
ら
で
あ
る
。

＜参考文献＞
岡本伸之（2001）『観光学入門』有斐閣．
廣川祐司（2013）「地域活性化のツールとしてのフットパス観光」、
北九州市立大学地域戦略研究所『2013年度　地域課題研究』，pp. 59-75．

4
2
1
L
ab

の
登
録
学
生
数
が
1
6
7
2
名
に
な

り
、文
系
の
北
方
キ
ャ
ン
パ
ス
の
学
生
数
が

5
0
6
5
名（
2
0
2
0
年
度
）で
あ
る
事
か
ら

す
る
と
、お
お
よ
そ
3
人
に
1
人
の
学
生
が
地

域
に
出
て
、地
域
課
題
解
決
に
向
け
た
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
こ
の
よ
う
に
北
九
州
市
立
大
学
で
は
多
く
の

大
学
生
が「
地
域
で
学
ぶ
」と
い
う
オ
フ
・
キ
ャ

ン
パ
ス
の
取
り
組
み
が
盛
ん
で
あ
り
、「
ま
ち
全

体
が
キ
ャ
ン
パ
ス
」と
い
う
理
念
の
も
と
、多
く

の
地
域
課
題
解
決
に
向
け
た
活
動
を
行
っ
て
い

る
。

「
地
域
で
学
ぶ
」教
育
法

　
こ
の
よ
う
な「
地
域
で
学
ぶ
」と
い
う
教
育
モ

デ
ル
を
作
り
上
げ
た
の
は
、2
0
0
9
年
に
開

設
さ
れ
た
地
域
創
生
学
群
で
あ
る
。地
域
創
生

学
群
の
学
生
は
入
学
し
て
す
ぐ
大
学
1
年
生
の

4
月
か
ら
、実
習
授
業
と
し
て
地
域
活
動
に
参

至
れ
り
尽
く
せ
り
の
こ
れ
ま
で
の
観
光
形
態
と

は
異
な
る「
地
域
の
楽
し
み
方
」を
大
学
生
が
伝

え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
し
た
が
っ
て
、フ
ッ
ト
パ
ス
観
光
は
、こ
れ
ま

で
の
マ
ス
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
や
オ
ル
タ
ナ
テ
ィ
ブ
・

ツ
ー
リ
ズ
ム（
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
・
グ
リ
ー
ン
ツ

ー
リ
ズ
ム
な
ど
）と
は
異
な
る
、新
た
な「
ポ
ス

ト
モ
ダ
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
」の
一
形
態
で
あ
る
と

考
え
る
。ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
は
、

「
近
代
の
特
徴
で
あ
っ
た
ツ
ー
リ
ス
ト
と
対
象

と
の
厳
然
と
し
た
区
分
と
は
異
な
り
、主
客
の

境
界
が
あ
い
ま
い
な
観
光
の
状
態
を
指
す
。自

他
の
関
係
性
を
重
ね
合
わ
せ
る
こ
と
で
生
じ
る

観
光
の
リ
ア
リ
テ
ィ
は
、対
象
を
自
ら
の
内
部

に
取
り
込
む
こ
と
で
成
立
し
て
お
り
、観
光
に

お
け
る
ポ
ス
ト
モ
ダ
ニ
テ
ィ
の
一
例
と
い
う
こ

と
が
で
き
よ
う
」（
岡
本
編
2
0
0
1
・

2
5
3
頁
）と
説
明
さ
れ
て
い
る
。つ
ま
り
、フ

ッ
ト
パ
ス
観
光
に
お
い
て
、ホ
ス
ト
と
ゲ
ス
ト

の
関
係
性
は
対
等
で
あ
り
、ホ
ス
ト
は
ゲ
ス
ト

に
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
主
体
で
は
な
い
。ホ

ス
ト
は「
地
域
を
開
放
し
て
、自
分
た
ち
の
生
活

圏
内
を
歩
く
こ
と
を
許
可
」し
、ゲ
ス
ト
は「
地

域
を
自
由
に
、勝
手
に
楽
し
み
な
が
ら
、あ
り
の

ま
ま
を
歩
か
せ
て
頂
く
」と
い
う
関
係
性
の
構

築
が
な
さ
れ
て
い
る
。ま
さ
に
、ホ
ス
ト
と
ゲ
ス

ト
が
と
も
に「
楽
し
い
か
ら
」や
っ
て
い
る
と
い

う
、主
客
一
体
的
な
観
光
ス
タ
イ
ル
と
言
え
る
。

写真1：集会所での縁側カフェの様子

写真2：フットパス大学の講義

写真3：フットパス大学の実習

加
し
、商
店
街
活
性
化
や
農
村
部
の
過
疎
高
齢

化
問
題
、耕
作
放
棄
地
問
題
、さ
ら
に
は
独
居
高

齢
者
や
障
が
い
者
の
社
会
福
祉
問
題
、子
ど
も

食
堂
の
運
営
な
ど
に
関
す
る
活
動
を
、地
域
内

の
多
様
な
ス
テ
イ
ク
ホ
ル
ダ
ー（
受
入
団
体
）と

共
に
、1
か
月
平
均
70
〜
1
2
0
時
間
程
度
の

地
域
活
動
を
実
施
し
て
い
る
。地
域
創
生
学
群

で
は
こ
の
よ
う
な「
日
常
的
な
地
域
活
動
に
よ

る
学
び
」を
4
年
間
通
じ
て
経
験
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、高
度
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力

や
課
題
発
見
・
解
決
能
力
、主
体
性
の
醸
成
な
ど

の
能
力
を
身
に
付
け
る
。

　
地
域
の
日
常
的
な
活
動
を「
サ
ー
ビ
ス
・
ラ
ー
ニ

ン
グ（
S
L
）」と
し
て
行
い
、地
域
の
あ
り
の
ま
ま

の
実
情
を
理
解
す
る
。そ
の
後
、学
年
が
上
が
る
に

し
た
が
っ
て「
問
題
解
決
型
学
習（P

ro
b
lem

-

B
ased

-L
earn

in
g

）」に
移
行
し
、主
体
的
に
各

地
域
が
抱
え
る
地
域
課
題
を
解
決
で
き
る
よ
う

に
、地
域
の
方
々
と
協
業
し
な
が
ら
地
域
課
題
の

解
決
に
向
け
て
取
り
組
む
学
習
モ
デ
ル
を
採
用
し

体
的
に
は「
フ
ッ
ト
パ
ス
づ
く
り
」と
い
う
も
の

で
あ
る
。フ
ッ
ト
パ
ス
と
は
、英
国
発
祥
の「
森

林
や
田
園
地
帯
、古
い
街
並
み
な
ど
、地
域
に
昔

か
ら
あ
る
あ
り
の
ま
ま
の
風
景
を
楽
し
み
な
が

ら
歩
く
こ
と【F

o
o
t

】が
で
き
る
小
径（
こ
み

ち
）【P

ath

】の
こ
と
」（
日
本
フ
ッ
ト
パ
ス
協
会

H
P
よ
り
）を
指
す
。観
光
客
の
誘
致
の
た
め

に
、地
域
で
何
か
特
別
の
こ
と
を
す
る
の
で
は

な
く
、あ
く
ま
で
も「
あ
り
の
ま
ま
」の
地
域
を

楽
し
む
こ
と
が
意
図
さ
れ
て
い
る
。こ
の
地
域

の
あ
り
の
ま
ま
の
文
化
や
景
観
を
歩
く
こ
と
で

楽
し
む
観
光
形
態
は
、近
年
の
コ
ロ
ナ
禍
で
広

く
認
知
さ
れ
て
き
た「
マ
イ
ク
ロ
ツ
ー
リ
ズ
ム
」

の
方
向
性
と
合
致
し
て
い
る
。身
近
で
日
常
的

な
生
活
空
間
を
歩
き
回
る
事
で
、参
加
者
は
日

頃
気
付
か
な
い
魅
力
的
な
地
域
資
源
を
発
見
し

た
り
、地
域
の
方
々
と
の
交
流
が
で
き
た
り
し
、

そ
の
地
域
の
こ
と
が
好
き
に
な
る
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
、日
本
に
お
い
て
は
英
国
と
異
な
り
、

地
域
に
必
ず
し
もP

u
b
lic F

o
o
tp

ath

（
リ
ク
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表 1 FNQ主催フットパス大学
回 認定数日付 会場

熊本県
美里町19名第1回

279名合計

2014 8/20-21

熊本県
美里町9名第2回2014 11/29-30

佐賀県
佐賀市25名第3回2015 6/13-14

熊本県
美里町34名第4回2016 2/23-24

福岡県
中間市30名第5回2016 7/23-24

北海道
釧路市21名第6回2016 8/22-23

熊本県天草
市牛深町15名第7回2016 10/29-30

熊本県
山江村10名第8回2016 11/26-27

佐賀県
吉野ヶ里町3名第9回2017 1/28-29

鹿児島県
伊佐市15名第10回2017 7/22-23

佐賀県
伊万里市11名第11回2018 8/18-19

福岡県
築上町29名第12回2018 2/2-3

大分県
臼杵市31名第13回2018 2/16-17

熊本県
芦北町8名第14回2018 3/2-3

熊本県
美里町19名第15回2019 12/7-8

（表１）FNQ主催　フットパス大学の実施一覧

変
わ
る
大
学
の
役
割

　
大
学
と
は
元
来
、「
研
究
」と
そ
れ
に
基
づ
い

た「
教
育
」の
場
と
し
て
社
会
的
な
使
命
を
果
た

し
て
き
た
。し
か
し
、2
0
0
5
年
の
中
央
教
育

審
議
会
答
申「
我
が
国
の
高
等
教
育
の
将
来
像
」

に
お
い
て
、大
学
の
第
三
の
使
命
と
し
て
、「
社

会
貢
献
」が
う
た
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、よ
り
直

接
的
な
貢
献
も
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き

た
。

　
殊
に
公
立
大
学
で
あ
る
北
九
州
市
立
大
学
に

お
い
て
は
、よ
り
強
く
社
会
貢
献
・
地
域
貢
献
が

求
め
ら
れ
て
い
る
。そ
の
社
会
的
要
請
に
応
じ

て
本
学
で
は
、「
地
域
社
会
の
核
と
な
る
教
育
機

関
」と
し
て
、様
々
な
取
り
組
み
を
展
開
し
て
い

る
。そ
の
成
果
と
し
て
、日
本
経
済
新
聞
社
に
よ

る「
大
学
の
地
域
貢
献
度
に
関
す
る
全
国
調
査

2
0
1
9
」総
合
ラ
ン
キ
ン
グ
で
は
公
立
大
学

で
第
4
位
を
獲
得
し
、イ
ギ
リ
ス
の
高
等
教
育

専
門
誌T

im
e
s
 H

ig
h

e
r E

d
u

c
a
tio

n

（T
H

E

）が
発
表
す
る「S

D
G

s

を
も
と
に
し
た

大
学
の
社
会
貢
献
力
を
表
す
大
学
ラ
ン
キ
ン
グ

（
2
0
2
0
年
度
日
本
版
）」で
は
公
立
大
学
第

2
位
と
い
う
評
価
を
得
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
な
評
価
を
得
ら
れ
た
理
由
と
し

て
、「
地
域
共
生
教
育
セ
ン
タ
ー（4

2
1
L
a
b

）」

の
存
在
が
あ
る
。こ
の
組
織
は
、多
く
の
大
学
で

設
置
さ
れ
て
い
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の

機
能
を
担
っ
て
い
る
。2
0
2
0
年
度
に
は

地
域
を
主
役
に
し
た

フ
ッ
ト
パ
ス
ツ
ー
リ
ズ
ム

　
フ
ッ
ト
パ
ス
観
光
が「
地
域
に
根
付
い
た
地

域
振
興
の
た
め
の
ツ
ー
リ
ズ
ム
」と
し
て
機
能

す
る
た
め
に
は
、ホ
ス
ト
と
ゲ
ス
ト
の
関
係
性

が
重
要
と
な
る
。つ
ま
り
、ホ
ス
ト
は
サ
ー
ビ
ス

業
と
し
て
フ
ッ
ト
パ
ス
観
光
に
携
わ
る
人
で
は

な
く
、あ
く
ま
で
地
域
住
民
と
し
て
日
常
生
活

を
送
っ
て
い
る
人
々
な
の
で
あ
る
。し
た
が
っ

て
、ゲ
ス
ト（
フ
ッ
ト
パ
ス
客
）と
し
て
も
、こ
れ

ま
で
の
観
光
形
態
に
お
け
る
サ
ー
ビ
ス
を
一
方

的
に
受
け
る
受
動
的
な
ゲ
ス
ト
像
で
は
な
く
、

「
地
域
を
歩
か
せ
て
頂
い
て
い
る
」と
い
う
意
識

を
ゲ
ス
ト
が
持
つ
必
要
が
あ
る
。

「『
観
光
文
化
』が
生
み
出
さ
れ
る
背
景
に
は
、観

光
と
い
う
場
に
お
け
る
観
光
者
と
地
元
の
人
び

と
、つ
ま
り
ゲ
ス
ト
と
ホ
ス
ト
の
間
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
プ
ロ
セ
ス
と
い
う
問
題
が
あ

る
」（
岡
本
編
2
0
0
1
・
1
8
0
頁
）と
し
、「
2

つ
の
異
な
る
文
化
コ
ー
ド
を
も
っ
た
者
ど
う
し

の
出
会
い
の
場
と
考
え
る
と
、そ
こ
で
は
両
者

の
間
の
文
化
コ
ー
ド
の
ギ
ャ
ッ
プ
を
埋
め
、コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
円
滑
化
を
図
る
こ
と
が

求
め
ら
れ
る
」（
同
上
）の
で
あ
る
。そ
の
ギ
ャ
ッ

プ
を
埋
め
る
の
が
、フ
ッ
ト
パ
ス
づ
く
り
を
行

う
我
々
、大
学
生
で
あ
る
。我
々
は
フ
ッ
ト
パ
ス

づ
く
り
に
取
り
組
む
中
で
、地
域
の
方
々
と
の

信
頼
関
係
を
構
築
し
、フ
ッ
ト
パ
ス
の
効
果
や

こ
れ
ま
で
の
観
光
と
の
違
い
を
地
域
住
民
に
説

明
す
る
。さ
ら
に
は
地
域
住
民（
ホ
ス
ト
）向
け

に
フ
ッ
ト
パ
ス
ガ
イ
ド
の
養
成
に
も
取
り
組
ん

で
い
る
。一
方
で
、フ
ッ
ト
パ
ス
参
加
者（
ゲ
ス

ト
）に
は
、「
地
域
を
歩
か
せ
て
頂
く
」意
識
と
、

縁
側
カ
フ
ェ
と

フ
ッ
ト
パ
ス
大
学

　
フ
ッ
ト
パ
ス
観
光
で
は
、多
く
の
人
が
訪
れ

る
イ
ベ
ン
ト
時
な
ど
に
は
、地
域
の
ご
婦
人
方

が
集
会
所
や
自
宅
に
集
ま
り
、「
縁
側
カ
フ
ェ
」

と
い
う
も
の
が
開
催
さ
れ
る
。買
っ
て
き
た
市

販
の
も
の
は
出
さ
れ
ず
、自
分
た
ち
の
手
作
り

の
料
理
が
テ
ー
ブ
ル
を
埋
め
尽
く
す（
写
真

１
）。縁
側
カ
フ
ェ
を
行
う
最
大
の
理
由
は
、「
自

分
た
ち
が
楽
し
い
か
ら
」で
あ
る
と
い
う
。フ
ッ

ト
パ
ス
コ
ー
ス
が
整
備
さ
れ
る
前
ま
で
は
、家

で
テ
レ
ビ
を
見
て
過
ご
し
て
い
た
こ
と
が
多
い

方
が
、縁
側
カ
フ
ェ
を
行
う
こ
と
で
近
所
の
人

た
ち
と
一
緒
に
料
理
を
作
る
こ
と
が
で
き
、ま

た「
×
×
さ
ん
の
家
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
〇
〇

が
う
ま
い
の
よ
」と
い
う
社
会
的
評
価
も
得
ら

れ
る
。そ
し
て
何
よ
り
、都
市
部
で
生
活
す
る
人

が
多
い
フ
ッ
ト
パ
ス
客
に
と
っ
て
は
、手
間
暇

か
け
た
田
舎
の
郷
土
料
理
が
何
よ
り
も
ご
ち
そ

う
で
あ
り
、自
分
た
ち
の
作
っ
た
料
理
を
ほ
め

て
く
れ
る
こ
と
に
対
す
る
喜
び
も
あ
る
の
で
あ

る
。

　
つ
ま
り
、「
一
見
す
る
と
、サ
ー
ビ
ス
を
す
る

側
と
さ
れ
る
側
と
の
区
別
が
し
っ
か
り
さ
れ
て

い
る
よ
う
で
あ
る
が
、そ
う
で
は
な
い
。料
理
を

作
り
終
わ
る
と
、ご
婦
人
方
は
フ
ッ
ト
パ
ス
客

と
一
緒
に
食
事
を
し
、一
緒
に
語
ら
う
。サ
ー
ビ

ス
を
し
て
い
る
と
い
う
意
識
は
な
く
、楽
し
い

か
ら
一
緒
に
や
っ
て
い
る
、好
き
だ
か
ら
し
て

い
る
と
い
う
関
係
性
が
構
築
さ
れ
て
お
り
、こ

れ
は
貨
幣
を
媒
介
と
し
た
繋
が
り
に
よ
っ
て
作

ら
れ
た
も
の
で
は
な
い
」（
廣
川
2
0
1
3
・
67

頁
）。こ
の
点
に
お
い
て
も
、サ
ー
ビ
ス
を
提
供

す
る
側
と
さ
れ
る
側
と
い
う
ホ
ス
ト
と
ゲ
ス
ト

の
関
係
性
を
越
え
た「
主
客
一
体
的
な
関
係
性
」

と
な
っ
て
い
る
と
言
え
る
。

　
こ
の
よ
う
な
ホ
ス
ト
と
ゲ
ス
ト
の
関
係
性
を

越
え
た「
関
係
人
口
」の
創
出
は
、フ
ッ
ト
パ
ス

観
光
に
よ
る
地
域
振
興
の
意
図
す
る
と
こ
ろ
で

あ
る
。地
域
の
フ
ァ
ン
づ
く
り
に
よ
る
関
係
人

口
の
増
加
は
、そ
の
地
に
居
住
し
て
い
な
く
と

も
、地
域
を
構
成
す
る「
重
要
な
地
域
の
応
援

団
」と
な
る
。地
域
の
小
径（
道
）を
繋
げ
て
フ
ッ

ト
パ
ス
づ
く
り
を
手
掛
け
る
が
、そ
の
効
果
と

し
て
は
地
域
内
外
の
多
様
な「
人
と
人
と
を
繋

げ
て
い
く
」取
り
組
み
で
あ
る
と
言
え
る
。

　
こ
の
よ
う
な
フ
ッ
ト
パ
ス
の
普
及
活
動
や
、

フ
ッ
ト
パ
ス
づ
く
り
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
身
に
付
け

る
た
め
に
、フ
ッ
ト
パ
ス
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
九
州

（
Ｆ
Ｎ
Ｑ
）に
よ
る「
フ
ッ
ト
パ
ス
大
学
」が
開
講

さ
れ
て
い
る
。Ｆ
Ｎ
Ｑ
は
、九
州
に
お
い
て
フ
ッ

ト
パ
ス
づ
く
り
を
牽
引
す
る
美
里
フ
ッ
ト
パ
ス

協
会
の
主
要
メ
ン
バ
ー
が
中
心
と
な
っ
て
、

2
0
1
4
年
4
月
に
設
立
し
た
九
州
を
中
心
と

し
た
フ
ッ
ト
パ
ス
に
関
す
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
組

織
で
あ
る
。筆
者
も
Ｆ
Ｎ
Ｑ
の
幹
事
の
一
人
と

し
て
、フ
ッ
ト
パ
ス
づ
く
り
の
人
材
育
成
に
関

わ
っ
て
い
る
。

　
2
0
1
4
年
8
月
か
ら
始
ま
っ
た「
フ
ッ
ト
パ

ス
大
学
」は
、2
0
2
0
年
現
在
、計
15
回
が
実

施
さ
れ
て
い
る（
表
１
）。開
催
場
所
の
内
訳
は
、

熊
本
県
7
回
、佐
賀
県
3
回
、福
岡
県
2
回
、鹿

児
島
県
1
回
、大
分
県
1
回
、北
海
道
1
回
で
あ

る
。受
講
生
は
、そ
の
講
座
の
全
課
程
を
修
了
す

る
こ
と
に
よ
っ
て「
フ
ッ
ト
パ
ス
リ
ー
ダ
ー
」と

い
う
資
格
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
。本
講
座
は

1
泊
2
日
の
日
程
で
行
わ
れ
、1
日
目
は
座
学

を
中
心
に
6
時
間
程
度
の
講
義
を
受
講
し
、フ

ッ
ト
パ
ス
の
正
し
い
理
解
や
、具
体
的
な
フ
ッ
ト

パ
ス
づ
く
り
の
手
法
な
ど
を
理
論
的
に
学
ぶ

（
写
真
2
）。2
日
目
は
、実
習
と
し
て
現
地
調
査

を
行
う
。4
名
・
5
名
で
グ
ル
ー
プ
を
つ
く
り
、開

催
地
の
地
域
に
出
て
自
分
た
ち
で
地
域
を
歩
き

回
り
、フ
ッ
ト
パ
ス
コ
ー
ス
を
考
え
提
案
す
る

と
い
う
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
る（
写
真
3
）。フ
ッ
ト

パ
ス
大
学
の
修
了
者
で
フ
ッ
ト
パ
ス
リ
ー
ダ
ー

の
資
格
取
得
者
は
、2
7
9
名（
内
、大
学
生
・
大

学
院
生
が
1
0
7
名
）に
も
及
ぶ
。フ
ッ
ト
パ
ス

リ
ー
ダ
ー
の
有
資
格
者
が
、各
地
域
で
フ
ッ
ト

パ
ス
づ
く
り
の
説
明
会
や
活
動
を
行
え
ば
、そ

の
地
域
は
F
N
Q
の
定
め
る「
正
し
い
」フ
ッ
ト

パ
ス
づ
く
り
が
な
さ
れ
て
い
る
地
域
と
し
て「
フ

ッ
ト
パ
ス
コ
ー
ス
の
質
保
証
」に
も
な
る
。

　
フ
ッ
ト
パ
ス
リ
ー
ダ
ー
は
地
域
で
活
動
を
続

け
つ
つ
、地
域
の
方
々
か
ら
の
フ
ッ
ト
パ
ス
づ
く

り
に
対
す
る
理
解
を
得
る
た
め
の
方
法
や
、魅

力
的
な
フ
ッ
ト
パ
ス
コ
ー
ス
と
す
る
た
め
の
工

夫
の
仕
方
な
ど
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
身
に
つ
け
、地

域
の
楽
し
い
歩
き
方
を
広
げ
る
伝
道
師
と
し
て

各
地
で
活
躍
し
て
い
る
。近
年
、九
州
で
フ
ッ
ト

パ
ス
づ
く
り
が
活
性
化
し
て
い
る
の
は
、こ
の
フ

ッ
ト
パ
ス
大
学
の
修
了
生
の
増
加
に
よ
る
も
の

で
あ
る
と
い
え
る
。廣
川
ゼ
ミ
で
は
、卒
業
す
る

ま
で
に
必
ず
フ
ッ
ト
パ
ス
リ
ー
ダ
ー
の
資
格
を

取
得
す
る
こ
と
に
し
て
い
る
。こ
の
資
格
を
得

て
、正
式
に
フ
ッ
ト
パ
ス
ガ
イ
ド
と
し
て
デ
ビ
ュ

ー
す
る
方
も
多
く
、地
域
振
興
と
し
て
の
フ
ッ
ト

パ
ス
づ
く
り
が
広
が
り
、そ
の
人
材
育
成
に
も
寄

与
で
き
て
い
る
と
私
は
感
じ
て
い
る
。

　
私
た
ち
は
大
学
と
し
て
の
社
会
貢
献
・
地
域

貢
献
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
、フ
ッ
ト
パ
ス
観
光
の
人

材
育
成
に
も
援
用
し
て
い
る
。実
際
に
九
州
を

中
心
に
様
々
な
地
域
で
大
学
生
が
地
域
の
方
々

と
協
業
し
な
が
ら
、と
も
に
学
び
、成
長
し
て
い

く
、こ
の
よ
う
な
仕
組
み
を
私
は
今
後
も
広
げ

て
い
き
た
い
と
思
う
。

て
い
る
。さ
ら
に
並
行
し
て
大
学
2
年
生
か
ら
は

「
専
門
ゼ
ミ
」に
入
り
、専
門
的
知
見
を
得
つ
つ
グ

ル
ー
プ
で
新
た
な
知
を
生
み
出
す
ク
リ
エ
イ
テ
ィ

ブ
な
活
動
を「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
型
学
習（P

ro
ject-

B
ased-L

earn
ing

）」と
し
て
展
開
し
て
い
る
。

　
つ
ま
り
、地
域
創
生
学
群
に
お
け
る
学
習
は
、

①
地
域
の
実
情
を
理
解
す
る
、②
地
域
課
題
の

解
決
に
向
け
て
主
体
的
に
学
ぶ
、③
こ
れ
ま
で

の
経
験
を
持
ち
寄
り
グ
ル
ー
プ
で
ク
リ
エ
イ
テ

ィ
ブ
な
活
動
を
す
る
と
い
う
3
段
階
の
構
成

で
、大
学
生
の
学
び
を
デ
ザ
イ
ン
し
て
い
る
の

で
あ
る
。

廣
川
ゼ
ミ
が
取
り
組
む

「
地
域
振
興
と
し
て
の
観
光
」

教
育

　
筆
者
は
こ
の「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
型
学
習
」の
一

環
と
し
て
、専
門
ゼ
ミ
で「
持
続
可
能
な
地
域
づ

く
り
」に
向
け
た
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
。具

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
た
め
の
公
設
歩
道
）が
あ
る

わ
け
で
も
、法
律
に
よ
っ
て
歩
く
権
利（T

h
e
 

R
igh

t o
f W

a
y

）が
万
人
に
保
証
さ
れ
て
い

る
わ
け
で
も
な
い
。そ
の
た
め
、地
域
の
方
々
の

理
解
を
得
な
が
ら
、と
も
に
地
域
の
小
径
を
外

部
者
に
開
い
て
い
く「
フ
ッ
ト
パ
ス
づ
く
り
」を

行
う
必
要
が
あ
る
。

　
我
々
の
調
査
・
研
究
手
法
と
し
て
、ま
ず
は
大

学
生
が
地
域
に
入
り
込
み
エ
ス
ノ
グ
ラ
フ
ィ
ー

（
行
動
観
察
調
査
）を
行
う
。こ
れ
は
す
で
に
地

域
で
行
わ
れ
て
い
る
お
祭
り（
祭
事
）や
町
内
会

の
活
動
な
ど
の
地
域
行
事
に
ス
タ
ッ
フ
と
し
て

参
加
し
、住
民
と
同
じ
立
場
に
立
っ
て
、地
域
の

実
情
を
理
解
す
る
た
め
で
あ
る
。フ
ッ
ト
パ
ス

コ
ー
ス
を
つ
く
る
た
め
に
は
、地
域
の
方
々
と

の
信
頼
関
係
を
構
築
す
る
と
と
も
に
、埋
没
し

て
し
ま
っ
て
い
る
魅
力
的
な
地
域
資
源
を
発
掘

す
る
必
要
が
あ
る
。私
た
ち
は
こ
の
活
動
に
1

年
間
か
ら
2
年
間
も
の
歳
月
を
か
け
て
行
っ
て

い
る
。

　
こ
の
段
階
で
地
域
の
方
々
と
十
分
な
信
頼
関

係
を
築
け
て
い
な
け
れ
ば
、い
ざ
フ
ッ
ト
パ
ス

づ
く
り
を
行
う
段
階
に
な
っ
て
、外
部
者
が
地

域
の
生
活
空
間
を
歩
く
こ
と
に
対
し
て
、地
域

住
民
か
ら
ク
レ
ー
ム
が
出
て
し
ま
う
。お
祭
り

の
お
手
伝
い
や
高
齢
者
を
対
象
と
し
た
健
康
体

操
教
室
な
ど
へ
の
参
加
な
ど
、地
道
な
地
域
活

動
を
続
け
る
中
で
、地
域
課
題
の
発
見
と
解
決

に
向
け
て
の
糸
口
を
模
索
す
る
の
で
あ
る（
問

題
解
決
型
学
習
）。そ
し
て
そ
の
後
よ
う
や
く
地

域
に「
フ
ッ
ト
パ
ス
」と
い
う
社
会
制
度
を
提
案

し
、創
造
的
取
り
組
み
と
し
て
地
域
の
方
々
と

共
に
フ
ッ
ト
パ
ス
づ
く
り
に
入
る
の
で
あ
る

（
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
型
学
習
）。こ
の
時
点
で
は
、活

動
地
域
の
方
々
は「
フ
ッ
ト
パ
ス
」の
意
味
も
深

く
理
解
し
て
い
な
い
状
態
で
は
あ
る
も
の
の
、

大
学
生
た
ち
と
地
域
住
民
が
培
っ
て
き
た
互
い

の
信
頼
関
係
に
よ
っ
て
、「
こ
れ
ま
で
お
世
話
に

な
っ
て
き
た
か
ら
、今
度
は
自
分
た
ち
が
協
力

す
る
か
」と
い
う
気
持
ち
を
地
域
住
民
に
持
っ

て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
る
。な
ぜ
、こ
の
よ
う

な
中
長
期
的
な
視
点
に
立
っ
て
、活
動
を
プ
ラ

ン
ニ
ン
グ
す
る
か
と
い
う
と
、フ
ッ
ト
パ
ス
コ

ー
ス
と
な
る「
地
域
の
生
活
空
間
」は
あ
く
ま
で

地
域
の
方
々
の
も
の
で
あ
り
、地
域
の
方
（々
ホ

ス
ト
）が
外
部
か
ら
歩
き
に
や
っ
て
く
る
人（
ゲ

ス
ト
）を
快
く
迎
え
入
れ
る
こ
と
が
で
き
な
け

れ
ば
、地
域
振
興
の
た
め
の
フ
ッ
ト
パ
ス
観
光

は
成
立
し
え
な
い
と
考
え
る
か
ら
で
あ
る
。

＜参考文献＞
岡本伸之（2001）『観光学入門』有斐閣．
廣川祐司（2013）「地域活性化のツールとしてのフットパス観光」、
北九州市立大学地域戦略研究所『2013年度　地域課題研究』，pp. 59-75．
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2
1
L
ab

の
登
録
学
生
数
が
1
6
7
2
名
に
な

り
、文
系
の
北
方
キ
ャ
ン
パ
ス
の
学
生
数
が

5
0
6
5
名（
2
0
2
0
年
度
）で
あ
る
事
か
ら

す
る
と
、お
お
よ
そ
3
人
に
1
人
の
学
生
が
地

域
に
出
て
、地
域
課
題
解
決
に
向
け
た
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
こ
の
よ
う
に
北
九
州
市
立
大
学
で
は
多
く
の

大
学
生
が「
地
域
で
学
ぶ
」と
い
う
オ
フ
・
キ
ャ

ン
パ
ス
の
取
り
組
み
が
盛
ん
で
あ
り
、「
ま
ち
全

体
が
キ
ャ
ン
パ
ス
」と
い
う
理
念
の
も
と
、多
く

の
地
域
課
題
解
決
に
向
け
た
活
動
を
行
っ
て
い

る
。

「
地
域
で
学
ぶ
」教
育
法

　
こ
の
よ
う
な「
地
域
で
学
ぶ
」と
い
う
教
育
モ

デ
ル
を
作
り
上
げ
た
の
は
、2
0
0
9
年
に
開

設
さ
れ
た
地
域
創
生
学
群
で
あ
る
。地
域
創
生

学
群
の
学
生
は
入
学
し
て
す
ぐ
大
学
1
年
生
の

4
月
か
ら
、実
習
授
業
と
し
て
地
域
活
動
に
参

至
れ
り
尽
く
せ
り
の
こ
れ
ま
で
の
観
光
形
態
と

は
異
な
る「
地
域
の
楽
し
み
方
」を
大
学
生
が
伝

え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
し
た
が
っ
て
、フ
ッ
ト
パ
ス
観
光
は
、こ
れ
ま

で
の
マ
ス
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
や
オ
ル
タ
ナ
テ
ィ
ブ
・

ツ
ー
リ
ズ
ム（
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
・
グ
リ
ー
ン
ツ

ー
リ
ズ
ム
な
ど
）と
は
異
な
る
、新
た
な「
ポ
ス

ト
モ
ダ
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
」の
一
形
態
で
あ
る
と

考
え
る
。ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
は
、

「
近
代
の
特
徴
で
あ
っ
た
ツ
ー
リ
ス
ト
と
対
象

と
の
厳
然
と
し
た
区
分
と
は
異
な
り
、主
客
の

境
界
が
あ
い
ま
い
な
観
光
の
状
態
を
指
す
。自

他
の
関
係
性
を
重
ね
合
わ
せ
る
こ
と
で
生
じ
る

観
光
の
リ
ア
リ
テ
ィ
は
、対
象
を
自
ら
の
内
部

に
取
り
込
む
こ
と
で
成
立
し
て
お
り
、観
光
に

お
け
る
ポ
ス
ト
モ
ダ
ニ
テ
ィ
の
一
例
と
い
う
こ

と
が
で
き
よ
う
」（
岡
本
編
2
0
0
1
・

2
5
3
頁
）と
説
明
さ
れ
て
い
る
。つ
ま
り
、フ

ッ
ト
パ
ス
観
光
に
お
い
て
、ホ
ス
ト
と
ゲ
ス
ト

の
関
係
性
は
対
等
で
あ
り
、ホ
ス
ト
は
ゲ
ス
ト

に
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
主
体
で
は
な
い
。ホ

ス
ト
は「
地
域
を
開
放
し
て
、自
分
た
ち
の
生
活

圏
内
を
歩
く
こ
と
を
許
可
」し
、ゲ
ス
ト
は「
地

域
を
自
由
に
、勝
手
に
楽
し
み
な
が
ら
、あ
り
の

ま
ま
を
歩
か
せ
て
頂
く
」と
い
う
関
係
性
の
構

築
が
な
さ
れ
て
い
る
。ま
さ
に
、ホ
ス
ト
と
ゲ
ス

ト
が
と
も
に「
楽
し
い
か
ら
」や
っ
て
い
る
と
い

う
、主
客
一
体
的
な
観
光
ス
タ
イ
ル
と
言
え
る
。

写真1：集会所での縁側カフェの様子

写真2：フットパス大学の講義

写真3：フットパス大学の実習

加
し
、商
店
街
活
性
化
や
農
村
部
の
過
疎
高
齢

化
問
題
、耕
作
放
棄
地
問
題
、さ
ら
に
は
独
居
高

齢
者
や
障
が
い
者
の
社
会
福
祉
問
題
、子
ど
も

食
堂
の
運
営
な
ど
に
関
す
る
活
動
を
、地
域
内

の
多
様
な
ス
テ
イ
ク
ホ
ル
ダ
ー（
受
入
団
体
）と

共
に
、1
か
月
平
均
70
〜
1
2
0
時
間
程
度
の

地
域
活
動
を
実
施
し
て
い
る
。地
域
創
生
学
群

で
は
こ
の
よ
う
な「
日
常
的
な
地
域
活
動
に
よ

る
学
び
」を
4
年
間
通
じ
て
経
験
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、高
度
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力

や
課
題
発
見
・
解
決
能
力
、主
体
性
の
醸
成
な
ど

の
能
力
を
身
に
付
け
る
。

　
地
域
の
日
常
的
な
活
動
を「
サ
ー
ビ
ス
・
ラ
ー
ニ

ン
グ（
S
L
）」と
し
て
行
い
、地
域
の
あ
り
の
ま
ま

の
実
情
を
理
解
す
る
。そ
の
後
、学
年
が
上
が
る
に

し
た
が
っ
て「
問
題
解
決
型
学
習（P

ro
b
lem

-

B
ased

-L
earn

in
g

）」に
移
行
し
、主
体
的
に
各

地
域
が
抱
え
る
地
域
課
題
を
解
決
で
き
る
よ
う

に
、地
域
の
方
々
と
協
業
し
な
が
ら
地
域
課
題
の

解
決
に
向
け
て
取
り
組
む
学
習
モ
デ
ル
を
採
用
し

体
的
に
は「
フ
ッ
ト
パ
ス
づ
く
り
」と
い
う
も
の

で
あ
る
。フ
ッ
ト
パ
ス
と
は
、英
国
発
祥
の「
森

林
や
田
園
地
帯
、古
い
街
並
み
な
ど
、地
域
に
昔

か
ら
あ
る
あ
り
の
ま
ま
の
風
景
を
楽
し
み
な
が

ら
歩
く
こ
と【F

o
o
t

】が
で
き
る
小
径（
こ
み

ち
）【P

ath

】の
こ
と
」（
日
本
フ
ッ
ト
パ
ス
協
会

H
P
よ
り
）を
指
す
。観
光
客
の
誘
致
の
た
め

に
、地
域
で
何
か
特
別
の
こ
と
を
す
る
の
で
は

な
く
、あ
く
ま
で
も「
あ
り
の
ま
ま
」の
地
域
を

楽
し
む
こ
と
が
意
図
さ
れ
て
い
る
。こ
の
地
域

の
あ
り
の
ま
ま
の
文
化
や
景
観
を
歩
く
こ
と
で

楽
し
む
観
光
形
態
は
、近
年
の
コ
ロ
ナ
禍
で
広

く
認
知
さ
れ
て
き
た「
マ
イ
ク
ロ
ツ
ー
リ
ズ
ム
」

の
方
向
性
と
合
致
し
て
い
る
。身
近
で
日
常
的

な
生
活
空
間
を
歩
き
回
る
事
で
、参
加
者
は
日

頃
気
付
か
な
い
魅
力
的
な
地
域
資
源
を
発
見
し

た
り
、地
域
の
方
々
と
の
交
流
が
で
き
た
り
し
、

そ
の
地
域
の
こ
と
が
好
き
に
な
る
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
、日
本
に
お
い
て
は
英
国
と
異
な
り
、

地
域
に
必
ず
し
もP

u
b
lic F

o
o
tp

ath

（
リ
ク
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図 1 地域が大学に期待する役割と大学が地域に果たすべき役割

出典：大谷（2012）、p.39

大学の「知」
の
活用

貢
献

交
流

共
生

共
創

振
興

教
育

地域 大学

学生教育と
研究成果
の
実践

表 1 観光事業等と連携した大谷研究室の主なゼミ活動

観光に対する住民意識調査、報告書

観光に対する住民意識調査、報告書

観光に対する住民意識調査

北部広域市町村圏事務組合
地域貢献活動等支援金事業 沖縄県伊江村

沖縄県今帰仁村

沖縄県名護市

小中学校の跡地利用に関する住民意向調査 旧古宇利小中学校の
跡地利用検討 沖縄県今帰仁村

観光地整備に関する住民意向調査 沖縄県恩納村

観光振興に関する住民意向調査、報告書 東村観光振興計画策定

万座毛周辺整備計画検討

観光リゾート振興計画策定

観光振興基本計画策定

沖縄県東村

主なゼミ活動内容 連携した観光事業など 地域

　沖
縄
県
北
部
地
域
の
名
護
市
に
位
置
す
る
名

桜
大
学
は
1
9
9
4
年
に
開
学
し
、
今
年

2
0
2
1
年
で
創
立
27
年
と
な
る
大
学
で
あ

る
。沖
縄
県
が
本
土
復
帰
し
た
1
9
7
2
年
以

降
、急
速
な
イ
ン
フ
ラ
整
備
が
進
む
中
で
地
元

の
若
者
の
進
学
や
就
職
の
受
け
皿
の
少
な
さ
等

を
危
惧
し
、1
9
7
9
年
に
名
護
市
は
大
学
誘

致
懇
話
会
を
設
置
、大
学
設
立
を
公
約
に
し
た

市
長
の
1
9
8
6
年
の
当
選
等
を
経
て
名
護

市
、北
部
11
町
村
、沖
縄
県
が
創
設
経
費
を
負
担

し
て
1
9
9
3
年
に
公
設
民
営
の
私
立
大
学
と

し
て
設
置
が
認
可
さ
れ
た
。開
学
は
国
際
学
部

の
1
学
部
3
学
科（
国
際
文
化
、経
営
情
報
、観

光
産
業
）で
ス
タ
ー
ト
し
、2
0
0
5
年
に
人
間

健
康
学
部
ス
ポ
ー
ツ
健
康
学
科
、2
0
0
7
年

に
は
看
護
学
科
が
開
設
さ
れ
た
。詳
し
い
沿
革

に
つ
い
て
は
、名
桜
大
学
公
式
ウ
ェ
ブ
ペ
ー
ジ

の
大
学
紹
介
を
参
照
さ
れ
た
い
。

　2
0
0
7
年
に
は
国
際
学
部
の
改
組
で
学
群

成
、担
当
事
務
局
と
の
連
携
の
上
で
調
査
票
の

作
成
、訪
問
お
よ
び
留
置（
場
合
に
よ
っ
て
は
郵

送
も
併
用
）調
査
の
実
施
、回
収
お
よ
び
デ
ー
タ

入
力
、集
計
分
析
お
よ
び
結
果
報
告
書
の
作
成

と
な
っ
て
お
り
、こ
の
一
連
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ

ー
ク
を
地
域
の
事
業
と
連
携
し
て
実
施
す
る
の

で
あ
る
。

　地
域
の
観
光
事
業
と
連
携
し
な
い
場
合
は
協

力
依
頼
と
い
う
形
で
調
査
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

を
行
い
、沖
縄
県
伊
是
名
村
や
伊
平
屋
村
、石
垣

市
な
ど
に
出
向
き
観
光
開
発
の
方
向
性
や
生
活

満
足
度
に
つ
い
て
自
主
的
に
ゼ
ミ
で
調
査
を
行

っ
た
事
例
も
あ
る
。い
ず
れ
の
連
携
形
態
で
も
、

担
当
者
か
ら
地
域
の
概
要
お
よ
び
課
題
に
つ
い

て
の
講
話
や
学
生
自
身
で
の
現
状
把
握
に
よ
っ

て
地
域
の
観
光
を
知
る
機
会
と
な
り
、フ
ィ
ー

策
定
委
員
会
の
委
員
長
を
筆
者
が
務
め
た
こ
と

か
ら
、地
域
貢
献
と
教
育
の
効
果
の
観
点
か
ら

も
大
谷
研
究
室
の
学
生
24
名
が
調
査
実
施
か

ら
分
析
、調
査
報
告
書
の
作
成
ま
で
を
担
う
官

学
連
携
の
事
業
と
な
っ
た
。ま
た
少
数
の
学
生

で
は
あ
っ
た
が
、住
民
意
見
交
換
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
で
は
自
ら
が
行
っ
た
住
民
意
識
調
査
結
果

を
も
と
に
し
た
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
に
参
加

し
、デ
ー
タ
に
は
反
映
さ
れ
な
か
っ
た
意
見
や

課
題
を
よ
り
深
く
理
解
で
き
た
こ
と
も
事
業
に

参
加
し
た
効
果
と
考
え
ら
れ
る
。

　表
1
に
示
し
た
観
光
政
策
や
観
光
計
画
策
定

に
関
わ
る
主
な
調
査
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
以
外

に
、地
域
の
観
光
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
や
パ
ン
フ
レ

ッ
ト
を
作
成
す
る
事
業
と
連
携
し
た
事
例
が
あ

る
。2
0
1
6
年
に
は
名
護
市
北
西
部
の
羽
地

地
域
の
観
光
案
内
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
作
成
事
業
に

観
光
産
業
専
攻
と
名
護
市
羽
地
支
所
で
連
携
し

た
。内
閣
府
地
方
創
生
加
速
化
交
付
金
を
利
用

し
た
名
護
市
の
事
業
の
一
環
で
、民
間
の
編
集

担
当
と
大
谷
ゼ
ミ
の
学
生
が
中
心
と
な
り
地
域

の
魅
力
や
観
光
情
報
の
内
容
、コ
ン
セ
プ
ト
や

デ
ザ
イ
ン
ま
で
全
て
学
生
が
担
当
し
た
。

　ま
た
、少
し
前
の
事
例
と
な
っ
て
し
ま
う
が
、

2
0
1
0
年
か
ら
2
0
1
3
年
に
か
け
て
北
部

広
域
市
町
村
圏
事
務
組
合
と
大
谷
研
究
室
が
連

携
し
、ふ
る
さ
と
市
町
村
圏
基
金
事
業
を
利
用

し
た「
や
ん
ば
る
観
光
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」事
業
を

実
施
し
た
事
例
を
大
谷
他（
2
0
1
4
）か
ら
紹

介
し
た
い
。公
共
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
は
地
域
が
主

体
と
な
り
、発
信
し
た
い
情
報
に
は
地
域
か
ら

の
要
望
と
意
向
を
強
く
反
映
す
る
こ
と
が
可
能

な
一
方
、利
用
者
側
の
ニ
ー
ズ
や
動
向
な
ど
へ

の
対
応
の
課
題
が
し
ば
し
ば
指
摘
さ
れ
、地
域

か
ら
の
一
方
的
な
情
報
発
信
に
留
ま
る
可
能
性

も
あ
る
。そ
の
際
に
、地
域
の
代
表
で
公
共
主
体

の「
官
」、教
育
研
究
機
関
で
あ
る
地
域
の
大
学

は
シ
ン
ク
タ
ン
ク
的
役
割
を
果
た
す「
学
」、そ

し
て
利
用
者
の
視
点
や
産
業
的
な
理
論
を
持
つ

「
産
」が
連
携
す
る
こ
と
で
、公
共
と
民
間
と
い

う
両
主
体
の
強
み
を
発
揮
す
る
こ
と
が
可
能
と

な
る
。

　こ
う
い
っ
た
観
点
を
も
と
に
、地
域
の
大
学

生
と
い
う
若
者
か
ら
の
情
報
発
信
と
い
う
ひ
と

つ
の
方
針
を
加
え
、地
元
目
線
か
つ
学
生
目
線

と
い
う
単
純
な
方
向
性
を
設
定
し
、学
生
自
ら

が
地
域
の
観
光
資
源
を
調
査
し
て
評
価
す
る
こ

と
で
資
源
の
魅
力
を
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
に
て
紹
介

す
る
方
法
を
採
用
し
た
。こ
の
た
め
、地
域
の
負

担
は
交
通
費
な
ど
の
実
費
だ
け
と
な
り
、教
育

的
効
果
と
地
域
を
フ
ィ
ー
ル
ド
に
し
た
活
動
に

よ
る
貢
献
を
期
待
で
き
る
も
の
と
な
っ
た
。地

域
の
魅
力
の
理
解
、他
の
媒
体
と
の
差
別
化
、情

報
の
多
様
化
、よ
り
主
体
的
に
学
生
が
関
与
す

る
方
法
な
ど
に
課
題
は
残
っ
た
が
、学
生
が
作

り
上
げ
る
観
光
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
は
教
育
や
地
域

な
ど
多
方
面
の
効
果
が
期
待
で
き
る
と
い
え
る

だ
ろ
う
。

公
立
大
学
法
人
名
桜
大
学
国
際
学

群
教
授
。3
期
生
と
し
て
名
桜
大
学

国
際
学
部
観
光
産
業
学
科
を
卒
業
。

2
0
0
7
年
、博
士（
政
策
科
学
）。

2
0
2
1
年
現
在
、国
際
交
流
セ
ン

タ
ー
長
な
ど
に
併
任
。専
門
分
野
は

政
策
科
学
お
よ
び
観
光
研
究
で
、テ
ー
マ
は
観
光
政
策

論
、観
光
事
業
論
、観
光
振
興
論
な
ど
。主
な
公
職
歴
は
万

座
毛
周
辺
整
備
基
本
計
画
委
員
会
委
員
長
、那
覇
市
観

光
審
議
会
副
会
長
、内
閣
府
沖
縄
総
合
事
務
局
重
点
道

の
駅「
許
田
」推
進
協
議
会
長
な
ど
、そ
の
他
多
数
。詳
し

く
はhttps://researchm

ap.jp/otani1978

を
確
認

下
さ
い
。

大
谷
健
太
郎（
お
お
た
に
・
け
ん
た
ろ
う
）

観
光
に
関
わ
る
教
育
研
究
を
通
し
た

地
域
貢
献
と
観
光
振
興

　2
0
2
0
年
度
は
コ
ロ
ナ
禍
に
翻
弄
さ
れ
オ

ン
ラ
イ
ン
授
業
や
対
面
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
講
義
な

ど
が
定
着
す
る
に
至
る
重
要
な
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク

イ
ヤ
ー
と
な
っ
た
。座
学
の
講
義
は
も
と
よ
り

演
習
や
実
習
、と
り
わ
け
地
域
と
関
わ
る
フ
ィ

ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
と
も
な
う
ゼ
ミ
活
動
は
様
々

な
制
約
を
受
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　大
谷
研
究
室
で
は
、事
例
で
紹
介
し
た
よ
う

に
地
域
の
観
光
事
業
と
連
携
し
た
活
動
が
多
か

っ
た
た
め
一
時
的
な
方
向
転
換
を
余
儀
な
く
さ

れ
、オ
ン
ラ
イ
ン
上
で
も
大
学
外
と
関
わ
れ
る

活
動
の
模
索
の
な
か
、内
閣
府
が
運
営
す
る
沖

縄
観
光
情
報
サ
イ
ト
O
K
I
N
A
W
A
41
に
掲

載
す
る
学
生
記
事
の
作
成
に
取
り
組
ん
だ
。

厳
密
に
言
う
と
連
携
先
は
内
閣
府
や
サ
イ
ト
運

営
事
業
者
と
な
る
が
、学
生
が
作
成
し
た
沖
縄

観
光
へ
の
意
見
や
感
染
予
防
の
中
で
人
と
人
の

接
触
を
極
力
回
避
で
き
る
観
光
ス
ポ
ッ
ト
の
紹

介
記
事
を
通
し
て
、観
光
に
関
す
る
情
報
の
発

信
と
い
う
形
で
地
域
と
の
関
わ
り
を
持
つ
こ
と

を
試
み
た
。限
ら
れ
た
状
況
の
中
で
、と
く
に
沖

縄
県
北
部
地
域
に
所
在
す
る
ダ
ム
の
観
光
的
要

素
を
リ
ポ
ー
ト
す
る
記
事
作
成
は
、本
来
の
目

的
や
役
割
で
は
な
い
要
素
に
観
光
的
魅
力
を
見

出
す
コ
ン
テ
ン
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
、そ
し
て
フ
ィ

ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
通
し
て
地
元
地
域
で
学
ぶ
と

い
う
活
動
が
行
え
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て

い
る
。

　今
後
の
地
域
連
携
と
し
て
の
活
動
も
、沖
縄

県
の
感
染
状
況
等
も
踏
ま
え
る
と
当
面
は
現
地

踏
査
や
対
面
で
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査
等
は
あ

る
程
度
限
ら
れ
る
だ
ろ
う
。そ
の
中
で
、リ
モ
ー

ト
で
の
レ
ク
チ
ャ
ー
や
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
、オ
ン

ラ
イ
ン
上
の
ア
プ
リ
を
用
い
た
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ

ョ
ン
や
共
有
フ
ァ
イ
ル
に
よ
る
コ
ン
テ
ン
ツ
作

成
な
ど
、リ
モ
ー
ト
環
境
で
も
活
動
で
き
る
連

携
を
今
後
も
模
索
す
る
必
要
が
あ
る
。

　こ
れ
ま
で
名
桜
大
学
と
観
光
産
業
専
攻
、そ

し
て
大
谷
研
究
室
の
地
域
連
携
事
業
を
通
し
た

地
域
貢
献
の
取
組
み
を
中
心
に
紹
介
し
て
き

た
。名
桜
大
学
は
設
立
団
体
が
北
部
広
域
市
町

村
圏
事
務
組
合
と
い
う
地
域
全
体
を
代
表
す
る

団
体
で
あ
る
の
で
、必
然
的
に
沖
縄
県
北
部
地

域
全
体
へ
の
貢
献
が
大
き
な
使
命
と
な
る
。コ

ロ
ナ
禍
に
よ
り
活
動
と
連
携
の
方
法
は
今
後
も

検
討
が
必
要
で
あ
る
が
、使
命
に
は
変
わ
り
が

な
い
。今
回
、事
例
の
一
つ
と
し
て
取
り
上
げ
た

観
光
に
対
す
る
住
民
意
識
調
査
で
の
教
育
効
果

と
地
域
貢
献
に
つ
い
て
は
、大
谷（
2
0
1
2
）

に
お
い
て
も
整
理
さ
れ
て
い
る
。学
生
が
実
際

の
住
民
に
対
し
て
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
う
た

め
に
は
、調
査
趣
旨
や
質
問
の
意
図
な
ど
を
説

明
す
る
必
要
が
あ
り
、コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

効
果
も
醸
成
さ
れ
る
。地
域
が
抱
え
る
問
題
と

課
題
を
認
識
し
た
後
に
集
計
分
析
に
よ
っ
て
考

察
を
深
め
、デ
ー
タ
だ
け
で
は
な
い
課
題
を
肌

で
感
じ
、調
査
研
究
の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
を
実

感
す
る
こ
と
で
の
教
育
効
果
は
大
き
い
と
考
え

ら
れ
る
。教
育
効
果
の
計
測
は
困
難
な
面
も
あ

る
が
、学
生
は
今
後
の
講
義
で
の
目
的
意
識
や

卒
業
研
究
に
お
け
る
問
題
意
識
、地
域
振
興
に

関
す
る
考
え
方
に
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
す
る
こ
と
が

で
き
る
で
あ
ろ
う
。

　さ
ら
に
、調
査
結
果
は
研
究
室
の
研
究
に
も

繋
が
り
、地
域
は
観
光
政
策
や
施
策
の
検
討
の

た
め
の
基
礎
資
料
や
学
生
の
ア
イ
デ
ィ
ア
な
ど

を
得
る
こ
と
が
で
き
る
。こ
れ
が
図
1
に
あ
る

考
え
方
で
あ
り
、大
学
の
地
域
貢
献
と
学
生
の

学
び
を
通
し
て
地
域
の
観
光
振
興
に
寄
与
で
き

る
と
考
え
て
い
る
。

　観
光
分
野
で
は
、学
問
分
野
の
学
際
性
に
も

起
因
し
て
多
分
野
で
の
実
践
教
育
モ
デ
ル
が
存

在
す
る
。と
く
に
、社
会
科
学
系
お
よ
び
人
文
科

学
系
で
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
や
フ
ィ
ー
ル
ド

ワ
ー
ク
、自
然
科
学
系
で
の
環
境
調
査
や
生
態

学
的
調
査
な
ど
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
、学
問

と
し
て
の
観
光
学
が
持
つ
実
学
よ
び
実
践
的
要

素
か
ら
地
域
と
密
接
に
関
わ
る
テ
ー
マ
に
対
応

す
る
こ
と
が
で
き
る
。ま
た
、地
域
に
お
け
る
政

策
で
は
、地
域
の
シ
ン
ク
タ
ン
ク
と
し
て
の
大

学
が
果
た
す
べ
き
役
割
も
大
き
く
、地
域
貢
献

と
し
て
積
極
的
に
地
域
政
策
に
関
与
し
て
い
く

考
え
方
が
定
着
し
て
い
る
。こ
の
よ
う
に
、公
立

大
学
は
出
資
者
で
あ
る
地
域
に
教
育
と
研
究
を

通
し
た
成
果
の
還
元
が
今
後
も
よ
り
求
め
ら
れ

る
で
あ
ろ
う
。

し
た
沖
縄
県
へ
の
貢
献
と
い
う
将
来
を
見
据
え

て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。当
時
の
観
光
産
業
学

科
お
よ
び
現
在
の
観
光
産
業
専
攻
で
は
、観
光

企
業
で
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
や
ゼ
ミ
活
動
で

の
地
域
に
お
け
る
観
光
事
業
と
の
連
携
な
ど
学

生
の
学
び
と
地
域
の
観
光
振
興
を
繋
ぐ
教
育
プ

ロ
グ
ラ
ム
、そ
し
て
個
々
の
教
員
と
し
て
の
地

域
の
観
光
政
策
へ
の
関
わ
り
や
調
査
事
業
へ
の

参
画
な
ど
を
通
し
て
地
域
貢
献
を
推
進
し
て
い

る
。紙
幅
の
関
係
で
全
て
を
紹
介
で
き
な
い
が
、

こ
こ
で
は
筆
者
の
活
動
を
中
心
に
実
際
の
観
光

教
育
事
例
や
観
光
振
興
へ
の
貢
献
活
動
な
ど
の

一
部
を
紹
介
さ
せ
て
頂
き
、実
際
の
活
動
内
容

を
通
し
て
効
果
や
課
題
も
考
え
た
い
。

こ
の
両
面
が
あ
る
か
ら
こ
そ
観
光
を
通
し
た
経

済
社
会
、そ
し
て
自
然
環
境
な
ど
の
理
解
に
繋

が
る
の
で
あ
る
。ま
た
、観
光
に
取
組
む
地
域
、

魅
力
を
求
め
て
地
域
を
訪
れ
る
観
光
者
、観
光

に
よ
る
消
費
や
負
荷
な
ど
で
正
ま
た
は
負
の
影

響
が
生
じ
る
の
も
地
域
と
い
う
こ
と
を
考
え
れ

ば
、研
究
も
教
育
も
基
本
的
に
は
地
域
と
の
関

わ
り
の
な
か
で
行
わ
れ
る
べ
き
も
の
と
考
え
て

い
る
。こ
の
よ
う
に
観
光
は
研
究
と
教
育
、地
域

が
一
体
で
あ
る
の
で
、地
域
で
生
じ
る
何
ら
か

の
課
題
や
必
要
な
解
決
策
な
ど
地
域
が
求
め
る

問
題
に
対
し
て
、研
究
お
よ
び
教
育
の
両
面
か

ら
関
わ
れ
ば
必
然
的
に
地
域
貢
献
が
実
現
で
き

る
の
で
あ
る
。

　名
桜
大
学
国
際
学
群
観
光
産
業
専
攻
大
谷
研

究
室（
観
光
政
策
）の
ゼ
ミ
テ
ー
マ
は「
地
域
に

お
け
る
望
ま
し
い
観
光
振
興
の
あ
り
方
」で
あ

り
、観
光
事
業
や
観
光
開
発
、観
光
政
策
な
ど
の

講
義
で
学
ん
だ
理
論
を
応
用
す
る
た
め
に
夏
季

休
暇
中
ま
た
は
後
期
等
に
3
・
4
年
生
の
合
同

ゼ
ミ
で
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
行
っ
て
い
る
。

政
策
や
施
策
を
検
討
す
る
際
の
基
礎
資
料
と
な

る
地
域
の
観
光
に
対
す
る
住
民
意
向
や
、何
ら

か
の
規
範
に
よ
る
地
域
観
光
政
策
の
合
意
形
成

と
い
う
専
門
分
野
か
ら
、筆
者
が
研
究
お
よ
び

地
域
貢
献
と
し
て
参
加
す
る
観
光
政
策
の
審
議

会
や
計
画
検
討
委
員
会
の
プ
ロ
セ
ス
に
ゼ
ミ
学

生
と
共
に
関
わ
る
こ
と
が
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

の
基
本
形
で
あ
る
。こ
こ
で
、観
光
政
策
や
観
光

計
画
策
定
に
関
わ
る
調
査
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

に
お
け
る
主
な
ゼ
ミ
活
動
を
表
1
に
示
す
。

（
表
1
）

　観
光
政
策
や
計
画
を
策
定
す
る
た
め
の
検
討

委
員
会
で
は
、一
般
的
に
現
状
や
課
題
、今
後
の

方
向
性
等
を
検
討
す
る
際
に
住
民
意
向
調
査
を

行
う
。そ
の
調
査
事
業
を
ゼ
ミ
で
担
う
主
な
プ

ロ
セ
ス
は
、サ
ン
プ
ル
数
の
計
算
、台
帳
の
作

1
名
桜
大
学
の

開
学
と
公
立
化

2
公
立
大
学
と
し
て
の

名
桜
大
学
と
地
域
貢
献
、

そ
し
て
観
光

4
事
例
1
：

観
光
計
画
等
策
定
の
た
め

の
住
民
意
向
調
査
な
ど

3
観
光
と
い
う

教
育
研
究
を
通
し
た

地
域
貢
献
の
考
え
方

名
桜
大
学

制
度
を
取
り
入
れ
た
国
際
学
群
5
専
攻（
国
際

文
化
、語
学
教
育
、シ
ス
テ
ム
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
、

情
報
シ
ス
テ
ム
ズ
、観
光
産
業
）に
改
組
し
た
も

の
の
様
々
な
状
況
を
背
景
に
定
員
充
足
率
が
下

降
し
、2
0
0
9
年
か
ら
公
立
大
学
法
人
制
度

を
利
用
し
た
法
人
の
移
行
が
検
討
さ
れ
た
。行

政
直
営
の
公
立
大
学
の
法
人
化
事
例
は
多
か
っ

た
も
の
の
、公
設
民
営
の
私
立
大
学
か
ら
の
公

立
大
学
法
人
化
に
つ
い
て
は
2
0
0
9
年
に
公

立
と
な
っ
た
高
知
工
科
大
学
を
参
考
に
し
て
大

学
一
体
と
な
っ
て
取
り
組
ん
だ
結
果
、2
0
1
0

年
4
月
に
公
立
大
学
法
人
名
桜
大
学
が
開
学
す

る
に
至
っ
た
。

　公
設
民
営
の
私
立
大
学
の
開
学
当
初
か
ら
、

地
域
の
若
者
の
進
学
と
い
う
教
育
や
大
学
設
置

ル
ド
ワ
ー
ク
は
住
民
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
や
組
織
的
活
動
に
お
け
る
責
任
感
、現
場
で

あ
る
社
会
に
お
け
る
観
察
力
な
ど
を
養
い
、統

計
に
表
れ
る
こ
と
の
な
い
傾
向
な
ど
を
理
解
す

る
こ
と
も
目
的
の
一
つ
に
な
っ
て
い
る
。

　表
1
の
中
か
ら
、沖
縄
県
今
帰
仁
村
に
お
け

る
望
ま
し
い
地
域
観
光
政
策
の
策
定
に
向
け
て

2
0
1
8
年
に
取
り
組
ん
だ
大
谷
研
究
室
と
第

三
次
今
帰
仁
村
観
光
リ
ゾ
ー
ト
振
興
計
画
策
定

事
業
と
の
連
携
を
簡
潔
に
紹
介
す
る
。基
本
計

画
を
策
定
す
る
た
め
、こ
れ
ま
で
の
観
光
施
策

に
対
す
る
住
民
の
評
価
や
、観
光
そ
の
も
の
に

対
す
る
評
価（
満
足
度
）、観
光
効
果
の
実
感
、観

光
へ
の
期
待
な
ど
の
住
民
意
識（
意
向
）を
調
査

し
、新
し
い
今
帰
仁
の
観
光
基
本
計
画
の
内
容

と
方
向
に
反
映
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
。 名護市街地全景（©DCVB）
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に
よ
る
地
域
の
振
興
と
い
う
面
か
ら
、地
域
人

材
の
輩
出
や
教
育
研
究
を
通
し
た
地
域
貢
献
は

必
然
の
使
命
だ
っ
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。公
立

大
学
法
人
化
後
は
、地
域
で
の
講
座
や
地
域
連

携
事
業
を
推
進
す
る
エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン

タ
ー（
後
に
機
能
を
拡
大
し
地
域
連
携
機
構
）の

設
置
、北
部
地
域
へ
の
医
療
人
材
定
着
に
向
け

た
奨
学
金
の
整
備
、地
域
イ
ベ
ン
ト
に
お
け
る

通
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
教
育
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
組

織
、北
部
地
域
所
在
の
4
つ
の
道
の
駅
と
道
路

管
理
者
と
の
連
携
協
定
、周
辺
市
町
村
と
の
包

括
連
携
協
定
締
結
な
ど
、地
域
に
お
け
る「
知
の

拠
点
」と
し
て
教
育
研
究
活
動
を
通
し
た
地
域

連
携
を
展
開
し
て
い
る
。

　沖
縄
県
北
部
地
域
に
立
地
す
る
大
学
と
し

て
、初
代
理
事
長
・
学
長
で
あ
る
東
江
康
治
先
生

は
開
学
に
あ
た
っ
て
観
光
産
業
学
科（
当
時
）を

目
玉
に
す
る
と『
名
桜
大
学
20
年
史
』の
な
か
で

述
べ
て
お
り
、教
育
の
成
果
と
し
て
の
人
材
の

輩
出
に
加
え
て
観
光
に
関
わ
る
教
育
研
究
を
通

　大
学
と
地
域
の
関
係
に
お
け
る
貢
献
の
考
え

方
は
大
学
設
立
の
趣
旨
や
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
性

質
に
よ
っ
て
異
な
る
が
、公
開
講
座
や
講
演
会

を
は
じ
め
学
生
主
体
の
ま
ち
づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
へ
の
参
画
、観
光

に
関
す
る
地
域
住
民
意
向
調
査
な
ど
の
実
施
、

学
生
ア
イ
デ
ィ
ア
の
活
用
な
ど
形
態
は
様
々
で

あ
る
。た
だ
、見
上
他（
2
0
1
1
）な
ど
を
参
考

に
す
る
と
、そ
こ
で
の
共
通
し
た
概
念
に
は
、

貢
献
や
交
流
、共
生
、共
創
、振
興
、学
び
な
ど
を

あ
げ
る
こ
と
が
で
き
、名
桜
大
学
大
谷
研
究
室

で
は
、こ
の
よ
う
な
観
光
と
い
う
教
育
研
究
を

10

通
し
た
地
域
貢
献

の
考
え
方
を
も
と

に
活
動
を
行
っ
て

い
る（
図
1
）。

　観
光
学
な
い
し
観

光
研
究
分
野
で
の
教

育
は
、社
会
の
事
象

や
実
際
の
経
済
活

動
、人
々
の
行
動
な

ど
と
関
わ
る
以
上
、

必
然
的
に
理
論
と
実

践
の
両
面
が
必
要
に

な
る
。座
学
で
学
ん

だ
理
論
、地
域
に
お

け
る
観
光
事
業
や
観

光
企
業
と
関
わ
り
学

ぶ
こ
と
で
の
実
践
、

名桜大学3

54



図 1 地域が大学に期待する役割と大学が地域に果たすべき役割

出典：大谷（2012）、p.39
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表 1 観光事業等と連携した大谷研究室の主なゼミ活動

観光に対する住民意識調査、報告書

観光に対する住民意識調査、報告書

観光に対する住民意識調査

北部広域市町村圏事務組合
地域貢献活動等支援金事業 沖縄県伊江村

沖縄県今帰仁村

沖縄県名護市

小中学校の跡地利用に関する住民意向調査 旧古宇利小中学校の
跡地利用検討 沖縄県今帰仁村

観光地整備に関する住民意向調査 沖縄県恩納村

観光振興に関する住民意向調査、報告書 東村観光振興計画策定

万座毛周辺整備計画検討

観光リゾート振興計画策定

観光振興基本計画策定

沖縄県東村

主なゼミ活動内容 連携した観光事業など 地域

　沖
縄
県
北
部
地
域
の
名
護
市
に
位
置
す
る
名

桜
大
学
は
1
9
9
4
年
に
開
学
し
、
今
年

2
0
2
1
年
で
創
立
27
年
と
な
る
大
学
で
あ

る
。沖
縄
県
が
本
土
復
帰
し
た
1
9
7
2
年
以

降
、急
速
な
イ
ン
フ
ラ
整
備
が
進
む
中
で
地
元

の
若
者
の
進
学
や
就
職
の
受
け
皿
の
少
な
さ
等

を
危
惧
し
、1
9
7
9
年
に
名
護
市
は
大
学
誘

致
懇
話
会
を
設
置
、大
学
設
立
を
公
約
に
し
た

市
長
の
1
9
8
6
年
の
当
選
等
を
経
て
名
護

市
、北
部
11
町
村
、沖
縄
県
が
創
設
経
費
を
負
担

し
て
1
9
9
3
年
に
公
設
民
営
の
私
立
大
学
と

し
て
設
置
が
認
可
さ
れ
た
。開
学
は
国
際
学
部

の
1
学
部
3
学
科（
国
際
文
化
、経
営
情
報
、観

光
産
業
）で
ス
タ
ー
ト
し
、2
0
0
5
年
に
人
間

健
康
学
部
ス
ポ
ー
ツ
健
康
学
科
、2
0
0
7
年

に
は
看
護
学
科
が
開
設
さ
れ
た
。詳
し
い
沿
革

に
つ
い
て
は
、名
桜
大
学
公
式
ウ
ェ
ブ
ペ
ー
ジ

の
大
学
紹
介
を
参
照
さ
れ
た
い
。

　2
0
0
7
年
に
は
国
際
学
部
の
改
組
で
学
群

成
、担
当
事
務
局
と
の
連
携
の
上
で
調
査
票
の

作
成
、訪
問
お
よ
び
留
置（
場
合
に
よ
っ
て
は
郵

送
も
併
用
）調
査
の
実
施
、回
収
お
よ
び
デ
ー
タ

入
力
、集
計
分
析
お
よ
び
結
果
報
告
書
の
作
成

と
な
っ
て
お
り
、こ
の
一
連
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ

ー
ク
を
地
域
の
事
業
と
連
携
し
て
実
施
す
る
の

で
あ
る
。

　地
域
の
観
光
事
業
と
連
携
し
な
い
場
合
は
協

力
依
頼
と
い
う
形
で
調
査
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

を
行
い
、沖
縄
県
伊
是
名
村
や
伊
平
屋
村
、石
垣

市
な
ど
に
出
向
き
観
光
開
発
の
方
向
性
や
生
活

満
足
度
に
つ
い
て
自
主
的
に
ゼ
ミ
で
調
査
を
行

っ
た
事
例
も
あ
る
。い
ず
れ
の
連
携
形
態
で
も
、

担
当
者
か
ら
地
域
の
概
要
お
よ
び
課
題
に
つ
い

て
の
講
話
や
学
生
自
身
で
の
現
状
把
握
に
よ
っ

て
地
域
の
観
光
を
知
る
機
会
と
な
り
、フ
ィ
ー

策
定
委
員
会
の
委
員
長
を
筆
者
が
務
め
た
こ
と

か
ら
、地
域
貢
献
と
教
育
の
効
果
の
観
点
か
ら

も
大
谷
研
究
室
の
学
生
24
名
が
調
査
実
施
か

ら
分
析
、調
査
報
告
書
の
作
成
ま
で
を
担
う
官

学
連
携
の
事
業
と
な
っ
た
。ま
た
少
数
の
学
生

で
は
あ
っ
た
が
、住
民
意
見
交
換
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
で
は
自
ら
が
行
っ
た
住
民
意
識
調
査
結
果

を
も
と
に
し
た
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
に
参
加

し
、デ
ー
タ
に
は
反
映
さ
れ
な
か
っ
た
意
見
や

課
題
を
よ
り
深
く
理
解
で
き
た
こ
と
も
事
業
に

参
加
し
た
効
果
と
考
え
ら
れ
る
。

　表
1
に
示
し
た
観
光
政
策
や
観
光
計
画
策
定

に
関
わ
る
主
な
調
査
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
以
外

に
、地
域
の
観
光
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
や
パ
ン
フ
レ

ッ
ト
を
作
成
す
る
事
業
と
連
携
し
た
事
例
が
あ

る
。2
0
1
6
年
に
は
名
護
市
北
西
部
の
羽
地

地
域
の
観
光
案
内
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
作
成
事
業
に

観
光
産
業
専
攻
と
名
護
市
羽
地
支
所
で
連
携
し

た
。内
閣
府
地
方
創
生
加
速
化
交
付
金
を
利
用

し
た
名
護
市
の
事
業
の
一
環
で
、民
間
の
編
集

担
当
と
大
谷
ゼ
ミ
の
学
生
が
中
心
と
な
り
地
域

の
魅
力
や
観
光
情
報
の
内
容
、コ
ン
セ
プ
ト
や

デ
ザ
イ
ン
ま
で
全
て
学
生
が
担
当
し
た
。

　ま
た
、少
し
前
の
事
例
と
な
っ
て
し
ま
う
が
、

2
0
1
0
年
か
ら
2
0
1
3
年
に
か
け
て
北
部

広
域
市
町
村
圏
事
務
組
合
と
大
谷
研
究
室
が
連

携
し
、ふ
る
さ
と
市
町
村
圏
基
金
事
業
を
利
用

し
た「
や
ん
ば
る
観
光
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」事
業
を

実
施
し
た
事
例
を
大
谷
他（
2
0
1
4
）か
ら
紹

介
し
た
い
。公
共
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
は
地
域
が
主

体
と
な
り
、発
信
し
た
い
情
報
に
は
地
域
か
ら

の
要
望
と
意
向
を
強
く
反
映
す
る
こ
と
が
可
能

な
一
方
、利
用
者
側
の
ニ
ー
ズ
や
動
向
な
ど
へ

の
対
応
の
課
題
が
し
ば
し
ば
指
摘
さ
れ
、地
域

か
ら
の
一
方
的
な
情
報
発
信
に
留
ま
る
可
能
性

も
あ
る
。そ
の
際
に
、地
域
の
代
表
で
公
共
主
体

の「
官
」、教
育
研
究
機
関
で
あ
る
地
域
の
大
学

は
シ
ン
ク
タ
ン
ク
的
役
割
を
果
た
す「
学
」、そ

し
て
利
用
者
の
視
点
や
産
業
的
な
理
論
を
持
つ

「
産
」が
連
携
す
る
こ
と
で
、公
共
と
民
間
と
い

う
両
主
体
の
強
み
を
発
揮
す
る
こ
と
が
可
能
と

な
る
。

　こ
う
い
っ
た
観
点
を
も
と
に
、地
域
の
大
学

生
と
い
う
若
者
か
ら
の
情
報
発
信
と
い
う
ひ
と

つ
の
方
針
を
加
え
、地
元
目
線
か
つ
学
生
目
線

と
い
う
単
純
な
方
向
性
を
設
定
し
、学
生
自
ら

が
地
域
の
観
光
資
源
を
調
査
し
て
評
価
す
る
こ

と
で
資
源
の
魅
力
を
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
に
て
紹
介

す
る
方
法
を
採
用
し
た
。こ
の
た
め
、地
域
の
負

担
は
交
通
費
な
ど
の
実
費
だ
け
と
な
り
、教
育

的
効
果
と
地
域
を
フ
ィ
ー
ル
ド
に
し
た
活
動
に

よ
る
貢
献
を
期
待
で
き
る
も
の
と
な
っ
た
。地

域
の
魅
力
の
理
解
、他
の
媒
体
と
の
差
別
化
、情

報
の
多
様
化
、よ
り
主
体
的
に
学
生
が
関
与
す

る
方
法
な
ど
に
課
題
は
残
っ
た
が
、学
生
が
作

り
上
げ
る
観
光
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
は
教
育
や
地
域

な
ど
多
方
面
の
効
果
が
期
待
で
き
る
と
い
え
る

だ
ろ
う
。

公
立
大
学
法
人
名
桜
大
学
国
際
学

群
教
授
。3
期
生
と
し
て
名
桜
大
学

国
際
学
部
観
光
産
業
学
科
を
卒
業
。

2
0
0
7
年
、博
士（
政
策
科
学
）。

2
0
2
1
年
現
在
、国
際
交
流
セ
ン

タ
ー
長
な
ど
に
併
任
。専
門
分
野
は

政
策
科
学
お
よ
び
観
光
研
究
で
、テ
ー
マ
は
観
光
政
策

論
、観
光
事
業
論
、観
光
振
興
論
な
ど
。主
な
公
職
歴
は
万

座
毛
周
辺
整
備
基
本
計
画
委
員
会
委
員
長
、那
覇
市
観

光
審
議
会
副
会
長
、内
閣
府
沖
縄
総
合
事
務
局
重
点
道

の
駅「
許
田
」推
進
協
議
会
長
な
ど
、そ
の
他
多
数
。詳
し

く
はhttps://researchm

ap.jp/otani1978

を
確
認

下
さ
い
。

大
谷
健
太
郎（
お
お
た
に
・
け
ん
た
ろ
う
）

観
光
に
関
わ
る
教
育
研
究
を
通
し
た

地
域
貢
献
と
観
光
振
興

　2
0
2
0
年
度
は
コ
ロ
ナ
禍
に
翻
弄
さ
れ
オ

ン
ラ
イ
ン
授
業
や
対
面
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
講
義
な

ど
が
定
着
す
る
に
至
る
重
要
な
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク

イ
ヤ
ー
と
な
っ
た
。座
学
の
講
義
は
も
と
よ
り

演
習
や
実
習
、と
り
わ
け
地
域
と
関
わ
る
フ
ィ

ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
と
も
な
う
ゼ
ミ
活
動
は
様
々

な
制
約
を
受
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　大
谷
研
究
室
で
は
、事
例
で
紹
介
し
た
よ
う

に
地
域
の
観
光
事
業
と
連
携
し
た
活
動
が
多
か

っ
た
た
め
一
時
的
な
方
向
転
換
を
余
儀
な
く
さ

れ
、オ
ン
ラ
イ
ン
上
で
も
大
学
外
と
関
わ
れ
る

活
動
の
模
索
の
な
か
、内
閣
府
が
運
営
す
る
沖

縄
観
光
情
報
サ
イ
ト
O
K
I
N
A
W
A
41
に
掲

載
す
る
学
生
記
事
の
作
成
に
取
り
組
ん
だ
。

厳
密
に
言
う
と
連
携
先
は
内
閣
府
や
サ
イ
ト
運

営
事
業
者
と
な
る
が
、学
生
が
作
成
し
た
沖
縄

観
光
へ
の
意
見
や
感
染
予
防
の
中
で
人
と
人
の

接
触
を
極
力
回
避
で
き
る
観
光
ス
ポ
ッ
ト
の
紹

介
記
事
を
通
し
て
、観
光
に
関
す
る
情
報
の
発

信
と
い
う
形
で
地
域
と
の
関
わ
り
を
持
つ
こ
と

を
試
み
た
。限
ら
れ
た
状
況
の
中
で
、と
く
に
沖

縄
県
北
部
地
域
に
所
在
す
る
ダ
ム
の
観
光
的
要

素
を
リ
ポ
ー
ト
す
る
記
事
作
成
は
、本
来
の
目

的
や
役
割
で
は
な
い
要
素
に
観
光
的
魅
力
を
見

出
す
コ
ン
テ
ン
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
、そ
し
て
フ
ィ

ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
通
し
て
地
元
地
域
で
学
ぶ
と

い
う
活
動
が
行
え
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て

い
る
。

　今
後
の
地
域
連
携
と
し
て
の
活
動
も
、沖
縄

県
の
感
染
状
況
等
も
踏
ま
え
る
と
当
面
は
現
地

踏
査
や
対
面
で
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査
等
は
あ

る
程
度
限
ら
れ
る
だ
ろ
う
。そ
の
中
で
、リ
モ
ー

ト
で
の
レ
ク
チ
ャ
ー
や
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
、オ
ン

ラ
イ
ン
上
の
ア
プ
リ
を
用
い
た
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ

ョ
ン
や
共
有
フ
ァ
イ
ル
に
よ
る
コ
ン
テ
ン
ツ
作

成
な
ど
、リ
モ
ー
ト
環
境
で
も
活
動
で
き
る
連

携
を
今
後
も
模
索
す
る
必
要
が
あ
る
。

　こ
れ
ま
で
名
桜
大
学
と
観
光
産
業
専
攻
、そ

し
て
大
谷
研
究
室
の
地
域
連
携
事
業
を
通
し
た

地
域
貢
献
の
取
組
み
を
中
心
に
紹
介
し
て
き

た
。名
桜
大
学
は
設
立
団
体
が
北
部
広
域
市
町

村
圏
事
務
組
合
と
い
う
地
域
全
体
を
代
表
す
る

団
体
で
あ
る
の
で
、必
然
的
に
沖
縄
県
北
部
地

域
全
体
へ
の
貢
献
が
大
き
な
使
命
と
な
る
。コ

ロ
ナ
禍
に
よ
り
活
動
と
連
携
の
方
法
は
今
後
も

検
討
が
必
要
で
あ
る
が
、使
命
に
は
変
わ
り
が

な
い
。今
回
、事
例
の
一
つ
と
し
て
取
り
上
げ
た

観
光
に
対
す
る
住
民
意
識
調
査
で
の
教
育
効
果

と
地
域
貢
献
に
つ
い
て
は
、大
谷（
2
0
1
2
）

に
お
い
て
も
整
理
さ
れ
て
い
る
。学
生
が
実
際

の
住
民
に
対
し
て
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
う
た

め
に
は
、調
査
趣
旨
や
質
問
の
意
図
な
ど
を
説

明
す
る
必
要
が
あ
り
、コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

効
果
も
醸
成
さ
れ
る
。地
域
が
抱
え
る
問
題
と

課
題
を
認
識
し
た
後
に
集
計
分
析
に
よ
っ
て
考

察
を
深
め
、デ
ー
タ
だ
け
で
は
な
い
課
題
を
肌

で
感
じ
、調
査
研
究
の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
を
実

感
す
る
こ
と
で
の
教
育
効
果
は
大
き
い
と
考
え

ら
れ
る
。教
育
効
果
の
計
測
は
困
難
な
面
も
あ

る
が
、学
生
は
今
後
の
講
義
で
の
目
的
意
識
や

卒
業
研
究
に
お
け
る
問
題
意
識
、地
域
振
興
に

関
す
る
考
え
方
に
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
す
る
こ
と
が

で
き
る
で
あ
ろ
う
。

　さ
ら
に
、調
査
結
果
は
研
究
室
の
研
究
に
も

繋
が
り
、地
域
は
観
光
政
策
や
施
策
の
検
討
の

た
め
の
基
礎
資
料
や
学
生
の
ア
イ
デ
ィ
ア
な
ど

を
得
る
こ
と
が
で
き
る
。こ
れ
が
図
1
に
あ
る

考
え
方
で
あ
り
、大
学
の
地
域
貢
献
と
学
生
の

学
び
を
通
し
て
地
域
の
観
光
振
興
に
寄
与
で
き

る
と
考
え
て
い
る
。

　観
光
分
野
で
は
、学
問
分
野
の
学
際
性
に
も

起
因
し
て
多
分
野
で
の
実
践
教
育
モ
デ
ル
が
存

在
す
る
。と
く
に
、社
会
科
学
系
お
よ
び
人
文
科

学
系
で
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
や
フ
ィ
ー
ル
ド

ワ
ー
ク
、自
然
科
学
系
で
の
環
境
調
査
や
生
態

学
的
調
査
な
ど
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
、学
問

と
し
て
の
観
光
学
が
持
つ
実
学
よ
び
実
践
的
要

素
か
ら
地
域
と
密
接
に
関
わ
る
テ
ー
マ
に
対
応

す
る
こ
と
が
で
き
る
。ま
た
、地
域
に
お
け
る
政

策
で
は
、地
域
の
シ
ン
ク
タ
ン
ク
と
し
て
の
大

学
が
果
た
す
べ
き
役
割
も
大
き
く
、地
域
貢
献

と
し
て
積
極
的
に
地
域
政
策
に
関
与
し
て
い
く

考
え
方
が
定
着
し
て
い
る
。こ
の
よ
う
に
、公
立

大
学
は
出
資
者
で
あ
る
地
域
に
教
育
と
研
究
を

通
し
た
成
果
の
還
元
が
今
後
も
よ
り
求
め
ら
れ

る
で
あ
ろ
う
。

し
た
沖
縄
県
へ
の
貢
献
と
い
う
将
来
を
見
据
え

て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。当
時
の
観
光
産
業
学

科
お
よ
び
現
在
の
観
光
産
業
専
攻
で
は
、観
光

企
業
で
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
や
ゼ
ミ
活
動
で

の
地
域
に
お
け
る
観
光
事
業
と
の
連
携
な
ど
学

生
の
学
び
と
地
域
の
観
光
振
興
を
繋
ぐ
教
育
プ

ロ
グ
ラ
ム
、そ
し
て
個
々
の
教
員
と
し
て
の
地

域
の
観
光
政
策
へ
の
関
わ
り
や
調
査
事
業
へ
の

参
画
な
ど
を
通
し
て
地
域
貢
献
を
推
進
し
て
い

る
。紙
幅
の
関
係
で
全
て
を
紹
介
で
き
な
い
が
、

こ
こ
で
は
筆
者
の
活
動
を
中
心
に
実
際
の
観
光

教
育
事
例
や
観
光
振
興
へ
の
貢
献
活
動
な
ど
の

一
部
を
紹
介
さ
せ
て
頂
き
、実
際
の
活
動
内
容

を
通
し
て
効
果
や
課
題
も
考
え
た
い
。

こ
の
両
面
が
あ
る
か
ら
こ
そ
観
光
を
通
し
た
経

済
社
会
、そ
し
て
自
然
環
境
な
ど
の
理
解
に
繋

が
る
の
で
あ
る
。ま
た
、観
光
に
取
組
む
地
域
、

魅
力
を
求
め
て
地
域
を
訪
れ
る
観
光
者
、観
光

に
よ
る
消
費
や
負
荷
な
ど
で
正
ま
た
は
負
の
影

響
が
生
じ
る
の
も
地
域
と
い
う
こ
と
を
考
え
れ

ば
、研
究
も
教
育
も
基
本
的
に
は
地
域
と
の
関

わ
り
の
な
か
で
行
わ
れ
る
べ
き
も
の
と
考
え
て

い
る
。こ
の
よ
う
に
観
光
は
研
究
と
教
育
、地
域

が
一
体
で
あ
る
の
で
、地
域
で
生
じ
る
何
ら
か

の
課
題
や
必
要
な
解
決
策
な
ど
地
域
が
求
め
る

問
題
に
対
し
て
、研
究
お
よ
び
教
育
の
両
面
か

ら
関
わ
れ
ば
必
然
的
に
地
域
貢
献
が
実
現
で
き

る
の
で
あ
る
。

　名
桜
大
学
国
際
学
群
観
光
産
業
専
攻
大
谷
研

究
室（
観
光
政
策
）の
ゼ
ミ
テ
ー
マ
は「
地
域
に

お
け
る
望
ま
し
い
観
光
振
興
の
あ
り
方
」で
あ

り
、観
光
事
業
や
観
光
開
発
、観
光
政
策
な
ど
の

講
義
で
学
ん
だ
理
論
を
応
用
す
る
た
め
に
夏
季

休
暇
中
ま
た
は
後
期
等
に
3
・
4
年
生
の
合
同

ゼ
ミ
で
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
行
っ
て
い
る
。

政
策
や
施
策
を
検
討
す
る
際
の
基
礎
資
料
と
な

る
地
域
の
観
光
に
対
す
る
住
民
意
向
や
、何
ら

か
の
規
範
に
よ
る
地
域
観
光
政
策
の
合
意
形
成

と
い
う
専
門
分
野
か
ら
、筆
者
が
研
究
お
よ
び

地
域
貢
献
と
し
て
参
加
す
る
観
光
政
策
の
審
議

会
や
計
画
検
討
委
員
会
の
プ
ロ
セ
ス
に
ゼ
ミ
学

生
と
共
に
関
わ
る
こ
と
が
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

の
基
本
形
で
あ
る
。こ
こ
で
、観
光
政
策
や
観
光

計
画
策
定
に
関
わ
る
調
査
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

に
お
け
る
主
な
ゼ
ミ
活
動
を
表
1
に
示
す
。

（
表
1
）

　観
光
政
策
や
計
画
を
策
定
す
る
た
め
の
検
討

委
員
会
で
は
、一
般
的
に
現
状
や
課
題
、今
後
の

方
向
性
等
を
検
討
す
る
際
に
住
民
意
向
調
査
を

行
う
。そ
の
調
査
事
業
を
ゼ
ミ
で
担
う
主
な
プ

ロ
セ
ス
は
、サ
ン
プ
ル
数
の
計
算
、台
帳
の
作

1
名
桜
大
学
の

開
学
と
公
立
化

2
公
立
大
学
と
し
て
の

名
桜
大
学
と
地
域
貢
献
、

そ
し
て
観
光

4
事
例
1
：

観
光
計
画
等
策
定
の
た
め

の
住
民
意
向
調
査
な
ど

3
観
光
と
い
う

教
育
研
究
を
通
し
た

地
域
貢
献
の
考
え
方

名
桜
大
学

制
度
を
取
り
入
れ
た
国
際
学
群
5
専
攻（
国
際

文
化
、語
学
教
育
、シ
ス
テ
ム
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
、

情
報
シ
ス
テ
ム
ズ
、観
光
産
業
）に
改
組
し
た
も

の
の
様
々
な
状
況
を
背
景
に
定
員
充
足
率
が
下

降
し
、2
0
0
9
年
か
ら
公
立
大
学
法
人
制
度

を
利
用
し
た
法
人
の
移
行
が
検
討
さ
れ
た
。行

政
直
営
の
公
立
大
学
の
法
人
化
事
例
は
多
か
っ

た
も
の
の
、公
設
民
営
の
私
立
大
学
か
ら
の
公

立
大
学
法
人
化
に
つ
い
て
は
2
0
0
9
年
に
公

立
と
な
っ
た
高
知
工
科
大
学
を
参
考
に
し
て
大

学
一
体
と
な
っ
て
取
り
組
ん
だ
結
果
、2
0
1
0

年
4
月
に
公
立
大
学
法
人
名
桜
大
学
が
開
学
す

る
に
至
っ
た
。

　公
設
民
営
の
私
立
大
学
の
開
学
当
初
か
ら
、

地
域
の
若
者
の
進
学
と
い
う
教
育
や
大
学
設
置

ル
ド
ワ
ー
ク
は
住
民
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
や
組
織
的
活
動
に
お
け
る
責
任
感
、現
場
で

あ
る
社
会
に
お
け
る
観
察
力
な
ど
を
養
い
、統

計
に
表
れ
る
こ
と
の
な
い
傾
向
な
ど
を
理
解
す

る
こ
と
も
目
的
の
一
つ
に
な
っ
て
い
る
。

　表
1
の
中
か
ら
、沖
縄
県
今
帰
仁
村
に
お
け

る
望
ま
し
い
地
域
観
光
政
策
の
策
定
に
向
け
て

2
0
1
8
年
に
取
り
組
ん
だ
大
谷
研
究
室
と
第

三
次
今
帰
仁
村
観
光
リ
ゾ
ー
ト
振
興
計
画
策
定

事
業
と
の
連
携
を
簡
潔
に
紹
介
す
る
。基
本
計

画
を
策
定
す
る
た
め
、こ
れ
ま
で
の
観
光
施
策

に
対
す
る
住
民
の
評
価
や
、観
光
そ
の
も
の
に

対
す
る
評
価（
満
足
度
）、観
光
効
果
の
実
感
、観

光
へ
の
期
待
な
ど
の
住
民
意
識（
意
向
）を
調
査

し
、新
し
い
今
帰
仁
の
観
光
基
本
計
画
の
内
容

と
方
向
に
反
映
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
。 名護市街地全景（©DCVB）

3 ❶

に
よ
る
地
域
の
振
興
と
い
う
面
か
ら
、地
域
人

材
の
輩
出
や
教
育
研
究
を
通
し
た
地
域
貢
献
は

必
然
の
使
命
だ
っ
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。公
立

大
学
法
人
化
後
は
、地
域
で
の
講
座
や
地
域
連

携
事
業
を
推
進
す
る
エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン

タ
ー（
後
に
機
能
を
拡
大
し
地
域
連
携
機
構
）の

設
置
、北
部
地
域
へ
の
医
療
人
材
定
着
に
向
け

た
奨
学
金
の
整
備
、地
域
イ
ベ
ン
ト
に
お
け
る

通
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
教
育
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
組

織
、北
部
地
域
所
在
の
4
つ
の
道
の
駅
と
道
路

管
理
者
と
の
連
携
協
定
、周
辺
市
町
村
と
の
包

括
連
携
協
定
締
結
な
ど
、地
域
に
お
け
る「
知
の

拠
点
」と
し
て
教
育
研
究
活
動
を
通
し
た
地
域

連
携
を
展
開
し
て
い
る
。

　沖
縄
県
北
部
地
域
に
立
地
す
る
大
学
と
し

て
、初
代
理
事
長
・
学
長
で
あ
る
東
江
康
治
先
生

は
開
学
に
あ
た
っ
て
観
光
産
業
学
科（
当
時
）を

目
玉
に
す
る
と『
名
桜
大
学
20
年
史
』の
な
か
で

述
べ
て
お
り
、教
育
の
成
果
と
し
て
の
人
材
の

輩
出
に
加
え
て
観
光
に
関
わ
る
教
育
研
究
を
通

　大
学
と
地
域
の
関
係
に
お
け
る
貢
献
の
考
え

方
は
大
学
設
立
の
趣
旨
や
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
性

質
に
よ
っ
て
異
な
る
が
、公
開
講
座
や
講
演
会

を
は
じ
め
学
生
主
体
の
ま
ち
づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
へ
の
参
画
、観
光

に
関
す
る
地
域
住
民
意
向
調
査
な
ど
の
実
施
、

学
生
ア
イ
デ
ィ
ア
の
活
用
な
ど
形
態
は
様
々
で

あ
る
。た
だ
、見
上
他（
2
0
1
1
）な
ど
を
参
考

に
す
る
と
、そ
こ
で
の
共
通
し
た
概
念
に
は
、

貢
献
や
交
流
、共
生
、共
創
、振
興
、学
び
な
ど
を

あ
げ
る
こ
と
が
で
き
、名
桜
大
学
大
谷
研
究
室

で
は
、こ
の
よ
う
な
観
光
と
い
う
教
育
研
究
を

10

通
し
た
地
域
貢
献

の
考
え
方
を
も
と

に
活
動
を
行
っ
て

い
る（
図
1
）。

　観
光
学
な
い
し
観

光
研
究
分
野
で
の
教

育
は
、社
会
の
事
象

や
実
際
の
経
済
活

動
、人
々
の
行
動
な

ど
と
関
わ
る
以
上
、

必
然
的
に
理
論
と
実

践
の
両
面
が
必
要
に

な
る
。座
学
で
学
ん

だ
理
論
、地
域
に
お

け
る
観
光
事
業
や
観

光
企
業
と
関
わ
り
学

ぶ
こ
と
で
の
実
践
、
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　沖
縄
県
北
部
地
域
の
名
護
市
に
位
置
す
る
名

桜
大
学
は
1
9
9
4
年
に
開
学
し
、
今
年

2
0
2
1
年
で
創
立
27
年
と
な
る
大
学
で
あ

る
。沖
縄
県
が
本
土
復
帰
し
た
1
9
7
2
年
以

降
、急
速
な
イ
ン
フ
ラ
整
備
が
進
む
中
で
地
元

の
若
者
の
進
学
や
就
職
の
受
け
皿
の
少
な
さ
等

を
危
惧
し
、1
9
7
9
年
に
名
護
市
は
大
学
誘

致
懇
話
会
を
設
置
、大
学
設
立
を
公
約
に
し
た

市
長
の
1
9
8
6
年
の
当
選
等
を
経
て
名
護

市
、北
部
11
町
村
、沖
縄
県
が
創
設
経
費
を
負
担

し
て
1
9
9
3
年
に
公
設
民
営
の
私
立
大
学
と

し
て
設
置
が
認
可
さ
れ
た
。開
学
は
国
際
学
部

の
1
学
部
3
学
科（
国
際
文
化
、経
営
情
報
、観

光
産
業
）で
ス
タ
ー
ト
し
、2
0
0
5
年
に
人
間

健
康
学
部
ス
ポ
ー
ツ
健
康
学
科
、2
0
0
7
年

に
は
看
護
学
科
が
開
設
さ
れ
た
。詳
し
い
沿
革

に
つ
い
て
は
、名
桜
大
学
公
式
ウ
ェ
ブ
ペ
ー
ジ

の
大
学
紹
介
を
参
照
さ
れ
た
い
。

　2
0
0
7
年
に
は
国
際
学
部
の
改
組
で
学
群

成
、担
当
事
務
局
と
の
連
携
の
上
で
調
査
票
の

作
成
、訪
問
お
よ
び
留
置（
場
合
に
よ
っ
て
は
郵

送
も
併
用
）調
査
の
実
施
、回
収
お
よ
び
デ
ー
タ

入
力
、集
計
分
析
お
よ
び
結
果
報
告
書
の
作
成

と
な
っ
て
お
り
、こ
の
一
連
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ

ー
ク
を
地
域
の
事
業
と
連
携
し
て
実
施
す
る
の

で
あ
る
。

　地
域
の
観
光
事
業
と
連
携
し
な
い
場
合
は
協

力
依
頼
と
い
う
形
で
調
査
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

を
行
い
、沖
縄
県
伊
是
名
村
や
伊
平
屋
村
、石
垣

市
な
ど
に
出
向
き
観
光
開
発
の
方
向
性
や
生
活

満
足
度
に
つ
い
て
自
主
的
に
ゼ
ミ
で
調
査
を
行

っ
た
事
例
も
あ
る
。い
ず
れ
の
連
携
形
態
で
も
、

担
当
者
か
ら
地
域
の
概
要
お
よ
び
課
題
に
つ
い

て
の
講
話
や
学
生
自
身
で
の
現
状
把
握
に
よ
っ

て
地
域
の
観
光
を
知
る
機
会
と
な
り
、フ
ィ
ー

策
定
委
員
会
の
委
員
長
を
筆
者
が
務
め
た
こ
と

か
ら
、地
域
貢
献
と
教
育
の
効
果
の
観
点
か
ら

も
大
谷
研
究
室
の
学
生
24
名
が
調
査
実
施
か

ら
分
析
、調
査
報
告
書
の
作
成
ま
で
を
担
う
官

学
連
携
の
事
業
と
な
っ
た
。ま
た
少
数
の
学
生

で
は
あ
っ
た
が
、住
民
意
見
交
換
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
で
は
自
ら
が
行
っ
た
住
民
意
識
調
査
結
果

を
も
と
に
し
た
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
に
参
加

し
、デ
ー
タ
に
は
反
映
さ
れ
な
か
っ
た
意
見
や

課
題
を
よ
り
深
く
理
解
で
き
た
こ
と
も
事
業
に

参
加
し
た
効
果
と
考
え
ら
れ
る
。

　表
1
に
示
し
た
観
光
政
策
や
観
光
計
画
策
定

に
関
わ
る
主
な
調
査
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
以
外

に
、地
域
の
観
光
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
や
パ
ン
フ
レ

ッ
ト
を
作
成
す
る
事
業
と
連
携
し
た
事
例
が
あ

る
。2
0
1
6
年
に
は
名
護
市
北
西
部
の
羽
地

地
域
の
観
光
案
内
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
作
成
事
業
に

観
光
産
業
専
攻
と
名
護
市
羽
地
支
所
で
連
携
し

た
。内
閣
府
地
方
創
生
加
速
化
交
付
金
を
利
用

し
た
名
護
市
の
事
業
の
一
環
で
、民
間
の
編
集

担
当
と
大
谷
ゼ
ミ
の
学
生
が
中
心
と
な
り
地
域

の
魅
力
や
観
光
情
報
の
内
容
、コ
ン
セ
プ
ト
や

デ
ザ
イ
ン
ま
で
全
て
学
生
が
担
当
し
た
。

　ま
た
、少
し
前
の
事
例
と
な
っ
て
し
ま
う
が
、

2
0
1
0
年
か
ら
2
0
1
3
年
に
か
け
て
北
部

広
域
市
町
村
圏
事
務
組
合
と
大
谷
研
究
室
が
連

携
し
、ふ
る
さ
と
市
町
村
圏
基
金
事
業
を
利
用

し
た「
や
ん
ば
る
観
光
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」事
業
を

実
施
し
た
事
例
を
大
谷
他（
2
0
1
4
）か
ら
紹

介
し
た
い
。公
共
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
は
地
域
が
主

体
と
な
り
、発
信
し
た
い
情
報
に
は
地
域
か
ら

の
要
望
と
意
向
を
強
く
反
映
す
る
こ
と
が
可
能

な
一
方
、利
用
者
側
の
ニ
ー
ズ
や
動
向
な
ど
へ

の
対
応
の
課
題
が
し
ば
し
ば
指
摘
さ
れ
、地
域

か
ら
の
一
方
的
な
情
報
発
信
に
留
ま
る
可
能
性

も
あ
る
。そ
の
際
に
、地
域
の
代
表
で
公
共
主
体

の「
官
」、教
育
研
究
機
関
で
あ
る
地
域
の
大
学

は
シ
ン
ク
タ
ン
ク
的
役
割
を
果
た
す「
学
」、そ

し
て
利
用
者
の
視
点
や
産
業
的
な
理
論
を
持
つ

「
産
」が
連
携
す
る
こ
と
で
、公
共
と
民
間
と
い

う
両
主
体
の
強
み
を
発
揮
す
る
こ
と
が
可
能
と

な
る
。

　こ
う
い
っ
た
観
点
を
も
と
に
、地
域
の
大
学

生
と
い
う
若
者
か
ら
の
情
報
発
信
と
い
う
ひ
と

つ
の
方
針
を
加
え
、地
元
目
線
か
つ
学
生
目
線

と
い
う
単
純
な
方
向
性
を
設
定
し
、学
生
自
ら

が
地
域
の
観
光
資
源
を
調
査
し
て
評
価
す
る
こ

と
で
資
源
の
魅
力
を
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
に
て
紹
介

す
る
方
法
を
採
用
し
た
。こ
の
た
め
、地
域
の
負

担
は
交
通
費
な
ど
の
実
費
だ
け
と
な
り
、教
育

的
効
果
と
地
域
を
フ
ィ
ー
ル
ド
に
し
た
活
動
に

よ
る
貢
献
を
期
待
で
き
る
も
の
と
な
っ
た
。地

域
の
魅
力
の
理
解
、他
の
媒
体
と
の
差
別
化
、情

報
の
多
様
化
、よ
り
主
体
的
に
学
生
が
関
与
す

る
方
法
な
ど
に
課
題
は
残
っ
た
が
、学
生
が
作

り
上
げ
る
観
光
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
は
教
育
や
地
域

な
ど
多
方
面
の
効
果
が
期
待
で
き
る
と
い
え
る

だ
ろ
う
。

　2
0
2
0
年
度
は
コ
ロ
ナ
禍
に
翻
弄
さ
れ
オ

ン
ラ
イ
ン
授
業
や
対
面
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
講
義
な

ど
が
定
着
す
る
に
至
る
重
要
な
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク

イ
ヤ
ー
と
な
っ
た
。座
学
の
講
義
は
も
と
よ
り

演
習
や
実
習
、と
り
わ
け
地
域
と
関
わ
る
フ
ィ

ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
と
も
な
う
ゼ
ミ
活
動
は
様
々

な
制
約
を
受
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　大
谷
研
究
室
で
は
、事
例
で
紹
介
し
た
よ
う

に
地
域
の
観
光
事
業
と
連
携
し
た
活
動
が
多
か

っ
た
た
め
一
時
的
な
方
向
転
換
を
余
儀
な
く
さ

れ
、オ
ン
ラ
イ
ン
上
で
も
大
学
外
と
関
わ
れ
る

活
動
の
模
索
の
な
か
、内
閣
府
が
運
営
す
る
沖

縄
観
光
情
報
サ
イ
ト
O
K
I
N
A
W
A
41
に
掲

載
す
る
学
生
記
事
の
作
成
に
取
り
組
ん
だ
。

厳
密
に
言
う
と
連
携
先
は
内
閣
府
や
サ
イ
ト
運

営
事
業
者
と
な
る
が
、学
生
が
作
成
し
た
沖
縄

観
光
へ
の
意
見
や
感
染
予
防
の
中
で
人
と
人
の

接
触
を
極
力
回
避
で
き
る
観
光
ス
ポ
ッ
ト
の
紹

介
記
事
を
通
し
て
、観
光
に
関
す
る
情
報
の
発

信
と
い
う
形
で
地
域
と
の
関
わ
り
を
持
つ
こ
と

を
試
み
た
。限
ら
れ
た
状
況
の
中
で
、と
く
に
沖

縄
県
北
部
地
域
に
所
在
す
る
ダ
ム
の
観
光
的
要

素
を
リ
ポ
ー
ト
す
る
記
事
作
成
は
、本
来
の
目

的
や
役
割
で
は
な
い
要
素
に
観
光
的
魅
力
を
見

出
す
コ
ン
テ
ン
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
、そ
し
て
フ
ィ

ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
通
し
て
地
元
地
域
で
学
ぶ
と

い
う
活
動
が
行
え
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て

い
る
。

　今
後
の
地
域
連
携
と
し
て
の
活
動
も
、沖
縄

県
の
感
染
状
況
等
も
踏
ま
え
る
と
当
面
は
現
地

踏
査
や
対
面
で
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査
等
は
あ

る
程
度
限
ら
れ
る
だ
ろ
う
。そ
の
中
で
、リ
モ
ー

ト
で
の
レ
ク
チ
ャ
ー
や
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
、オ
ン

ラ
イ
ン
上
の
ア
プ
リ
を
用
い
た
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ

ョ
ン
や
共
有
フ
ァ
イ
ル
に
よ
る
コ
ン
テ
ン
ツ
作

成
な
ど
、リ
モ
ー
ト
環
境
で
も
活
動
で
き
る
連

携
を
今
後
も
模
索
す
る
必
要
が
あ
る
。

　こ
れ
ま
で
名
桜
大
学
と
観
光
産
業
専
攻
、そ

し
て
大
谷
研
究
室
の
地
域
連
携
事
業
を
通
し
た

地
域
貢
献
の
取
組
み
を
中
心
に
紹
介
し
て
き

た
。名
桜
大
学
は
設
立
団
体
が
北
部
広
域
市
町

村
圏
事
務
組
合
と
い
う
地
域
全
体
を
代
表
す
る

団
体
で
あ
る
の
で
、必
然
的
に
沖
縄
県
北
部
地

域
全
体
へ
の
貢
献
が
大
き
な
使
命
と
な
る
。コ

ロ
ナ
禍
に
よ
り
活
動
と
連
携
の
方
法
は
今
後
も

検
討
が
必
要
で
あ
る
が
、使
命
に
は
変
わ
り
が

な
い
。今
回
、事
例
の
一
つ
と
し
て
取
り
上
げ
た

観
光
に
対
す
る
住
民
意
識
調
査
で
の
教
育
効
果

と
地
域
貢
献
に
つ
い
て
は
、大
谷（
2
0
1
2
）

に
お
い
て
も
整
理
さ
れ
て
い
る
。学
生
が
実
際

の
住
民
に
対
し
て
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
う
た

め
に
は
、調
査
趣
旨
や
質
問
の
意
図
な
ど
を
説

明
す
る
必
要
が
あ
り
、コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

効
果
も
醸
成
さ
れ
る
。地
域
が
抱
え
る
問
題
と

課
題
を
認
識
し
た
後
に
集
計
分
析
に
よ
っ
て
考

察
を
深
め
、デ
ー
タ
だ
け
で
は
な
い
課
題
を
肌

で
感
じ
、調
査
研
究
の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
を
実

感
す
る
こ
と
で
の
教
育
効
果
は
大
き
い
と
考
え

ら
れ
る
。教
育
効
果
の
計
測
は
困
難
な
面
も
あ

る
が
、学
生
は
今
後
の
講
義
で
の
目
的
意
識
や

卒
業
研
究
に
お
け
る
問
題
意
識
、地
域
振
興
に

関
す
る
考
え
方
に
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
す
る
こ
と
が

で
き
る
で
あ
ろ
う
。

　さ
ら
に
、調
査
結
果
は
研
究
室
の
研
究
に
も

繋
が
り
、地
域
は
観
光
政
策
や
施
策
の
検
討
の

た
め
の
基
礎
資
料
や
学
生
の
ア
イ
デ
ィ
ア
な
ど

を
得
る
こ
と
が
で
き
る
。こ
れ
が
図
1
に
あ
る

考
え
方
で
あ
り
、大
学
の
地
域
貢
献
と
学
生
の

学
び
を
通
し
て
地
域
の
観
光
振
興
に
寄
与
で
き

る
と
考
え
て
い
る
。

　観
光
分
野
で
は
、学
問
分
野
の
学
際
性
に
も

起
因
し
て
多
分
野
で
の
実
践
教
育
モ
デ
ル
が
存

在
す
る
。と
く
に
、社
会
科
学
系
お
よ
び
人
文
科

学
系
で
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
や
フ
ィ
ー
ル
ド

ワ
ー
ク
、自
然
科
学
系
で
の
環
境
調
査
や
生
態

学
的
調
査
な
ど
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
、学
問

と
し
て
の
観
光
学
が
持
つ
実
学
よ
び
実
践
的
要

素
か
ら
地
域
と
密
接
に
関
わ
る
テ
ー
マ
に
対
応

す
る
こ
と
が
で
き
る
。ま
た
、地
域
に
お
け
る
政

策
で
は
、地
域
の
シ
ン
ク
タ
ン
ク
と
し
て
の
大

学
が
果
た
す
べ
き
役
割
も
大
き
く
、地
域
貢
献

と
し
て
積
極
的
に
地
域
政
策
に
関
与
し
て
い
く

考
え
方
が
定
着
し
て
い
る
。こ
の
よ
う
に
、公
立

大
学
は
出
資
者
で
あ
る
地
域
に
教
育
と
研
究
を

通
し
た
成
果
の
還
元
が
今
後
も
よ
り
求
め
ら
れ

る
で
あ
ろ
う
。

し
た
沖
縄
県
へ
の
貢
献
と
い
う
将
来
を
見
据
え

て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。当
時
の
観
光
産
業
学

科
お
よ
び
現
在
の
観
光
産
業
専
攻
で
は
、観
光

企
業
で
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
や
ゼ
ミ
活
動
で

の
地
域
に
お
け
る
観
光
事
業
と
の
連
携
な
ど
学

生
の
学
び
と
地
域
の
観
光
振
興
を
繋
ぐ
教
育
プ

ロ
グ
ラ
ム
、そ
し
て
個
々
の
教
員
と
し
て
の
地

域
の
観
光
政
策
へ
の
関
わ
り
や
調
査
事
業
へ
の

参
画
な
ど
を
通
し
て
地
域
貢
献
を
推
進
し
て
い

る
。紙
幅
の
関
係
で
全
て
を
紹
介
で
き
な
い
が
、

こ
こ
で
は
筆
者
の
活
動
を
中
心
に
実
際
の
観
光

教
育
事
例
や
観
光
振
興
へ
の
貢
献
活
動
な
ど
の

一
部
を
紹
介
さ
せ
て
頂
き
、実
際
の
活
動
内
容

を
通
し
て
効
果
や
課
題
も
考
え
た
い
。

こ
の
両
面
が
あ
る
か
ら
こ
そ
観
光
を
通
し
た
経

済
社
会
、そ
し
て
自
然
環
境
な
ど
の
理
解
に
繋

が
る
の
で
あ
る
。ま
た
、観
光
に
取
組
む
地
域
、

魅
力
を
求
め
て
地
域
を
訪
れ
る
観
光
者
、観
光

に
よ
る
消
費
や
負
荷
な
ど
で
正
ま
た
は
負
の
影

響
が
生
じ
る
の
も
地
域
と
い
う
こ
と
を
考
え
れ

ば
、研
究
も
教
育
も
基
本
的
に
は
地
域
と
の
関

わ
り
の
な
か
で
行
わ
れ
る
べ
き
も
の
と
考
え
て

い
る
。こ
の
よ
う
に
観
光
は
研
究
と
教
育
、地
域

が
一
体
で
あ
る
の
で
、地
域
で
生
じ
る
何
ら
か

の
課
題
や
必
要
な
解
決
策
な
ど
地
域
が
求
め
る

問
題
に
対
し
て
、研
究
お
よ
び
教
育
の
両
面
か

ら
関
わ
れ
ば
必
然
的
に
地
域
貢
献
が
実
現
で
き

る
の
で
あ
る
。

　名
桜
大
学
国
際
学
群
観
光
産
業
専
攻
大
谷
研

究
室（
観
光
政
策
）の
ゼ
ミ
テ
ー
マ
は「
地
域
に

お
け
る
望
ま
し
い
観
光
振
興
の
あ
り
方
」で
あ

り
、観
光
事
業
や
観
光
開
発
、観
光
政
策
な
ど
の

講
義
で
学
ん
だ
理
論
を
応
用
す
る
た
め
に
夏
季

休
暇
中
ま
た
は
後
期
等
に
3
・
4
年
生
の
合
同

ゼ
ミ
で
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
行
っ
て
い
る
。

政
策
や
施
策
を
検
討
す
る
際
の
基
礎
資
料
と
な

る
地
域
の
観
光
に
対
す
る
住
民
意
向
や
、何
ら

か
の
規
範
に
よ
る
地
域
観
光
政
策
の
合
意
形
成

と
い
う
専
門
分
野
か
ら
、筆
者
が
研
究
お
よ
び

地
域
貢
献
と
し
て
参
加
す
る
観
光
政
策
の
審
議

会
や
計
画
検
討
委
員
会
の
プ
ロ
セ
ス
に
ゼ
ミ
学

生
と
共
に
関
わ
る
こ
と
が
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

の
基
本
形
で
あ
る
。こ
こ
で
、観
光
政
策
や
観
光

計
画
策
定
に
関
わ
る
調
査
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

に
お
け
る
主
な
ゼ
ミ
活
動
を
表
1
に
示
す
。

（
表
1
）

　観
光
政
策
や
計
画
を
策
定
す
る
た
め
の
検
討

委
員
会
で
は
、一
般
的
に
現
状
や
課
題
、今
後
の

方
向
性
等
を
検
討
す
る
際
に
住
民
意
向
調
査
を

行
う
。そ
の
調
査
事
業
を
ゼ
ミ
で
担
う
主
な
プ

ロ
セ
ス
は
、サ
ン
プ
ル
数
の
計
算
、台
帳
の
作

7
地
域
に
立
地
す
る

公
立
大
学
と

観
光
に
関
わ
る

教
育
研
究
を
通
し
た

地
域
貢
献
の
展
望

5
事
例
2
：

観
光
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

作
成
事
業
な
ど

引用文献
大谷健太郎（2012）「観光政策形成における住民意向調査の有用性と地域貢献」
『淑徳大学サービスラーニングセンター年報』（2）、pp.23-29
大谷健太郎、比嘉和志、嘉手苅健、末吉司、他（2014）「産官学連携による観光ガイドブック制作事業とその評価－
「やんばる観光ガイドブック」における地域貢献と教育的取組み－」『名桜大学紀要』第19号、pp.179-187
見上崇洋・森裕之・吉田友彦・高村学人編著（2011）『地域共創と政策科学－立命館大学の取組－』晃洋書房

制
度
を
取
り
入
れ
た
国
際
学
群
5
専
攻（
国
際

文
化
、語
学
教
育
、シ
ス
テ
ム
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
、

情
報
シ
ス
テ
ム
ズ
、観
光
産
業
）に
改
組
し
た
も

の
の
様
々
な
状
況
を
背
景
に
定
員
充
足
率
が
下

降
し
、2
0
0
9
年
か
ら
公
立
大
学
法
人
制
度

を
利
用
し
た
法
人
の
移
行
が
検
討
さ
れ
た
。行

政
直
営
の
公
立
大
学
の
法
人
化
事
例
は
多
か
っ

た
も
の
の
、公
設
民
営
の
私
立
大
学
か
ら
の
公

立
大
学
法
人
化
に
つ
い
て
は
2
0
0
9
年
に
公

立
と
な
っ
た
高
知
工
科
大
学
を
参
考
に
し
て
大

学
一
体
と
な
っ
て
取
り
組
ん
だ
結
果
、2
0
1
0

年
4
月
に
公
立
大
学
法
人
名
桜
大
学
が
開
学
す

る
に
至
っ
た
。

　公
設
民
営
の
私
立
大
学
の
開
学
当
初
か
ら
、

地
域
の
若
者
の
進
学
と
い
う
教
育
や
大
学
設
置

ル
ド
ワ
ー
ク
は
住
民
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
や
組
織
的
活
動
に
お
け
る
責
任
感
、現
場
で

あ
る
社
会
に
お
け
る
観
察
力
な
ど
を
養
い
、統

計
に
表
れ
る
こ
と
の
な
い
傾
向
な
ど
を
理
解
す

る
こ
と
も
目
的
の
一
つ
に
な
っ
て
い
る
。

　表
1
の
中
か
ら
、沖
縄
県
今
帰
仁
村
に
お
け

る
望
ま
し
い
地
域
観
光
政
策
の
策
定
に
向
け
て

2
0
1
8
年
に
取
り
組
ん
だ
大
谷
研
究
室
と
第

三
次
今
帰
仁
村
観
光
リ
ゾ
ー
ト
振
興
計
画
策
定

事
業
と
の
連
携
を
簡
潔
に
紹
介
す
る
。基
本
計

画
を
策
定
す
る
た
め
、こ
れ
ま
で
の
観
光
施
策

に
対
す
る
住
民
の
評
価
や
、観
光
そ
の
も
の
に

対
す
る
評
価（
満
足
度
）、観
光
効
果
の
実
感
、観

光
へ
の
期
待
な
ど
の
住
民
意
識（
意
向
）を
調
査

し
、新
し
い
今
帰
仁
の
観
光
基
本
計
画
の
内
容

と
方
向
に
反
映
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
。学生による住民意向調査の様子

に
よ
る
地
域
の
振
興
と
い
う
面
か
ら
、地
域
人

材
の
輩
出
や
教
育
研
究
を
通
し
た
地
域
貢
献
は

必
然
の
使
命
だ
っ
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。公
立

大
学
法
人
化
後
は
、地
域
で
の
講
座
や
地
域
連

携
事
業
を
推
進
す
る
エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン

タ
ー（
後
に
機
能
を
拡
大
し
地
域
連
携
機
構
）の

設
置
、北
部
地
域
へ
の
医
療
人
材
定
着
に
向
け

た
奨
学
金
の
整
備
、地
域
イ
ベ
ン
ト
に
お
け
る

通
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
教
育
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
組

織
、北
部
地
域
所
在
の
4
つ
の
道
の
駅
と
道
路

管
理
者
と
の
連
携
協
定
、周
辺
市
町
村
と
の
包

括
連
携
協
定
締
結
な
ど
、地
域
に
お
け
る「
知
の

拠
点
」と
し
て
教
育
研
究
活
動
を
通
し
た
地
域

連
携
を
展
開
し
て
い
る
。

　沖
縄
県
北
部
地
域
に
立
地
す
る
大
学
と
し

て
、初
代
理
事
長
・
学
長
で
あ
る
東
江
康
治
先
生

は
開
学
に
あ
た
っ
て
観
光
産
業
学
科（
当
時
）を

目
玉
に
す
る
と『
名
桜
大
学
20
年
史
』の
な
か
で

述
べ
て
お
り
、教
育
の
成
果
と
し
て
の
人
材
の

輩
出
に
加
え
て
観
光
に
関
わ
る
教
育
研
究
を
通

　大
学
と
地
域
の
関
係
に
お
け
る
貢
献
の
考
え

方
は
大
学
設
立
の
趣
旨
や
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
性

質
に
よ
っ
て
異
な
る
が
、公
開
講
座
や
講
演
会

を
は
じ
め
学
生
主
体
の
ま
ち
づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
へ
の
参
画
、観
光

に
関
す
る
地
域
住
民
意
向
調
査
な
ど
の
実
施
、

学
生
ア
イ
デ
ィ
ア
の
活
用
な
ど
形
態
は
様
々
で

あ
る
。た
だ
、見
上
他（
2
0
1
1
）な
ど
を
参
考

に
す
る
と
、そ
こ
で
の
共
通
し
た
概
念
に
は
、

貢
献
や
交
流
、共
生
、共
創
、振
興
、学
び
な
ど
を

あ
げ
る
こ
と
が
で
き
、名
桜
大
学
大
谷
研
究
室

で
は
、こ
の
よ
う
な
観
光
と
い
う
教
育
研
究
を

通
し
た
地
域
貢
献

の
考
え
方
を
も
と

に
活
動
を
行
っ
て

い
る（
図
1
）。

　観
光
学
な
い
し
観

光
研
究
分
野
で
の
教

育
は
、社
会
の
事
象

や
実
際
の
経
済
活

動
、人
々
の
行
動
な

ど
と
関
わ
る
以
上
、

必
然
的
に
理
論
と
実

践
の
両
面
が
必
要
に

な
る
。座
学
で
学
ん

だ
理
論
、地
域
に
お

け
る
観
光
事
業
や
観

光
企
業
と
関
わ
り
学

ぶ
こ
と
で
の
実
践
、

名桜大学3

6
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る

大
学
と
地
域
の
関
わ
り

写真上：北部地域の観光ガイド
ブックとして活用された『やんば
る観光ガイドブック』
写真左：学生が作成したページ
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　沖
縄
県
北
部
地
域
の
名
護
市
に
位
置
す
る
名

桜
大
学
は
1
9
9
4
年
に
開
学
し
、
今
年

2
0
2
1
年
で
創
立
27
年
と
な
る
大
学
で
あ

る
。沖
縄
県
が
本
土
復
帰
し
た
1
9
7
2
年
以

降
、急
速
な
イ
ン
フ
ラ
整
備
が
進
む
中
で
地
元

の
若
者
の
進
学
や
就
職
の
受
け
皿
の
少
な
さ
等

を
危
惧
し
、1
9
7
9
年
に
名
護
市
は
大
学
誘

致
懇
話
会
を
設
置
、大
学
設
立
を
公
約
に
し
た

市
長
の
1
9
8
6
年
の
当
選
等
を
経
て
名
護

市
、北
部
11
町
村
、沖
縄
県
が
創
設
経
費
を
負
担

し
て
1
9
9
3
年
に
公
設
民
営
の
私
立
大
学
と

し
て
設
置
が
認
可
さ
れ
た
。開
学
は
国
際
学
部

の
1
学
部
3
学
科（
国
際
文
化
、経
営
情
報
、観

光
産
業
）で
ス
タ
ー
ト
し
、2
0
0
5
年
に
人
間

健
康
学
部
ス
ポ
ー
ツ
健
康
学
科
、2
0
0
7
年

に
は
看
護
学
科
が
開
設
さ
れ
た
。詳
し
い
沿
革

に
つ
い
て
は
、名
桜
大
学
公
式
ウ
ェ
ブ
ペ
ー
ジ

の
大
学
紹
介
を
参
照
さ
れ
た
い
。

　2
0
0
7
年
に
は
国
際
学
部
の
改
組
で
学
群

成
、担
当
事
務
局
と
の
連
携
の
上
で
調
査
票
の

作
成
、訪
問
お
よ
び
留
置（
場
合
に
よ
っ
て
は
郵

送
も
併
用
）調
査
の
実
施
、回
収
お
よ
び
デ
ー
タ

入
力
、集
計
分
析
お
よ
び
結
果
報
告
書
の
作
成

と
な
っ
て
お
り
、こ
の
一
連
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ

ー
ク
を
地
域
の
事
業
と
連
携
し
て
実
施
す
る
の

で
あ
る
。

　地
域
の
観
光
事
業
と
連
携
し
な
い
場
合
は
協

力
依
頼
と
い
う
形
で
調
査
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

を
行
い
、沖
縄
県
伊
是
名
村
や
伊
平
屋
村
、石
垣

市
な
ど
に
出
向
き
観
光
開
発
の
方
向
性
や
生
活

満
足
度
に
つ
い
て
自
主
的
に
ゼ
ミ
で
調
査
を
行

っ
た
事
例
も
あ
る
。い
ず
れ
の
連
携
形
態
で
も
、

担
当
者
か
ら
地
域
の
概
要
お
よ
び
課
題
に
つ
い

て
の
講
話
や
学
生
自
身
で
の
現
状
把
握
に
よ
っ

て
地
域
の
観
光
を
知
る
機
会
と
な
り
、フ
ィ
ー

策
定
委
員
会
の
委
員
長
を
筆
者
が
務
め
た
こ
と

か
ら
、地
域
貢
献
と
教
育
の
効
果
の
観
点
か
ら

も
大
谷
研
究
室
の
学
生
24
名
が
調
査
実
施
か

ら
分
析
、調
査
報
告
書
の
作
成
ま
で
を
担
う
官

学
連
携
の
事
業
と
な
っ
た
。ま
た
少
数
の
学
生

で
は
あ
っ
た
が
、住
民
意
見
交
換
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
で
は
自
ら
が
行
っ
た
住
民
意
識
調
査
結
果

を
も
と
に
し
た
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
に
参
加

し
、デ
ー
タ
に
は
反
映
さ
れ
な
か
っ
た
意
見
や

課
題
を
よ
り
深
く
理
解
で
き
た
こ
と
も
事
業
に

参
加
し
た
効
果
と
考
え
ら
れ
る
。

　表
1
に
示
し
た
観
光
政
策
や
観
光
計
画
策
定

に
関
わ
る
主
な
調
査
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
以
外

に
、地
域
の
観
光
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
や
パ
ン
フ
レ

ッ
ト
を
作
成
す
る
事
業
と
連
携
し
た
事
例
が
あ

る
。2
0
1
6
年
に
は
名
護
市
北
西
部
の
羽
地

地
域
の
観
光
案
内
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
作
成
事
業
に

観
光
産
業
専
攻
と
名
護
市
羽
地
支
所
で
連
携
し

た
。内
閣
府
地
方
創
生
加
速
化
交
付
金
を
利
用

し
た
名
護
市
の
事
業
の
一
環
で
、民
間
の
編
集

担
当
と
大
谷
ゼ
ミ
の
学
生
が
中
心
と
な
り
地
域

の
魅
力
や
観
光
情
報
の
内
容
、コ
ン
セ
プ
ト
や

デ
ザ
イ
ン
ま
で
全
て
学
生
が
担
当
し
た
。

　ま
た
、少
し
前
の
事
例
と
な
っ
て
し
ま
う
が
、

2
0
1
0
年
か
ら
2
0
1
3
年
に
か
け
て
北
部

広
域
市
町
村
圏
事
務
組
合
と
大
谷
研
究
室
が
連

携
し
、ふ
る
さ
と
市
町
村
圏
基
金
事
業
を
利
用

し
た「
や
ん
ば
る
観
光
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」事
業
を

実
施
し
た
事
例
を
大
谷
他（
2
0
1
4
）か
ら
紹

介
し
た
い
。公
共
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
は
地
域
が
主

体
と
な
り
、発
信
し
た
い
情
報
に
は
地
域
か
ら

の
要
望
と
意
向
を
強
く
反
映
す
る
こ
と
が
可
能

な
一
方
、利
用
者
側
の
ニ
ー
ズ
や
動
向
な
ど
へ

の
対
応
の
課
題
が
し
ば
し
ば
指
摘
さ
れ
、地
域

か
ら
の
一
方
的
な
情
報
発
信
に
留
ま
る
可
能
性

も
あ
る
。そ
の
際
に
、地
域
の
代
表
で
公
共
主
体

の「
官
」、教
育
研
究
機
関
で
あ
る
地
域
の
大
学

は
シ
ン
ク
タ
ン
ク
的
役
割
を
果
た
す「
学
」、そ

し
て
利
用
者
の
視
点
や
産
業
的
な
理
論
を
持
つ

「
産
」が
連
携
す
る
こ
と
で
、公
共
と
民
間
と
い

う
両
主
体
の
強
み
を
発
揮
す
る
こ
と
が
可
能
と

な
る
。

　こ
う
い
っ
た
観
点
を
も
と
に
、地
域
の
大
学

生
と
い
う
若
者
か
ら
の
情
報
発
信
と
い
う
ひ
と

つ
の
方
針
を
加
え
、地
元
目
線
か
つ
学
生
目
線

と
い
う
単
純
な
方
向
性
を
設
定
し
、学
生
自
ら

が
地
域
の
観
光
資
源
を
調
査
し
て
評
価
す
る
こ

と
で
資
源
の
魅
力
を
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
に
て
紹
介

す
る
方
法
を
採
用
し
た
。こ
の
た
め
、地
域
の
負

担
は
交
通
費
な
ど
の
実
費
だ
け
と
な
り
、教
育

的
効
果
と
地
域
を
フ
ィ
ー
ル
ド
に
し
た
活
動
に

よ
る
貢
献
を
期
待
で
き
る
も
の
と
な
っ
た
。地

域
の
魅
力
の
理
解
、他
の
媒
体
と
の
差
別
化
、情

報
の
多
様
化
、よ
り
主
体
的
に
学
生
が
関
与
す

る
方
法
な
ど
に
課
題
は
残
っ
た
が
、学
生
が
作

り
上
げ
る
観
光
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
は
教
育
や
地
域

な
ど
多
方
面
の
効
果
が
期
待
で
き
る
と
い
え
る

だ
ろ
う
。

　2
0
2
0
年
度
は
コ
ロ
ナ
禍
に
翻
弄
さ
れ
オ

ン
ラ
イ
ン
授
業
や
対
面
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
講
義
な

ど
が
定
着
す
る
に
至
る
重
要
な
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク

イ
ヤ
ー
と
な
っ
た
。座
学
の
講
義
は
も
と
よ
り

演
習
や
実
習
、と
り
わ
け
地
域
と
関
わ
る
フ
ィ

ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
と
も
な
う
ゼ
ミ
活
動
は
様
々

な
制
約
を
受
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　大
谷
研
究
室
で
は
、事
例
で
紹
介
し
た
よ
う

に
地
域
の
観
光
事
業
と
連
携
し
た
活
動
が
多
か

っ
た
た
め
一
時
的
な
方
向
転
換
を
余
儀
な
く
さ

れ
、オ
ン
ラ
イ
ン
上
で
も
大
学
外
と
関
わ
れ
る

活
動
の
模
索
の
な
か
、内
閣
府
が
運
営
す
る
沖

縄
観
光
情
報
サ
イ
ト
O
K
I
N
A
W
A
41
に
掲

載
す
る
学
生
記
事
の
作
成
に
取
り
組
ん
だ
。

厳
密
に
言
う
と
連
携
先
は
内
閣
府
や
サ
イ
ト
運

営
事
業
者
と
な
る
が
、学
生
が
作
成
し
た
沖
縄

観
光
へ
の
意
見
や
感
染
予
防
の
中
で
人
と
人
の

接
触
を
極
力
回
避
で
き
る
観
光
ス
ポ
ッ
ト
の
紹

介
記
事
を
通
し
て
、観
光
に
関
す
る
情
報
の
発

信
と
い
う
形
で
地
域
と
の
関
わ
り
を
持
つ
こ
と

を
試
み
た
。限
ら
れ
た
状
況
の
中
で
、と
く
に
沖

縄
県
北
部
地
域
に
所
在
す
る
ダ
ム
の
観
光
的
要

素
を
リ
ポ
ー
ト
す
る
記
事
作
成
は
、本
来
の
目

的
や
役
割
で
は
な
い
要
素
に
観
光
的
魅
力
を
見

出
す
コ
ン
テ
ン
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
、そ
し
て
フ
ィ

ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
通
し
て
地
元
地
域
で
学
ぶ
と

い
う
活
動
が
行
え
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て

い
る
。

　今
後
の
地
域
連
携
と
し
て
の
活
動
も
、沖
縄

県
の
感
染
状
況
等
も
踏
ま
え
る
と
当
面
は
現
地

踏
査
や
対
面
で
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査
等
は
あ

る
程
度
限
ら
れ
る
だ
ろ
う
。そ
の
中
で
、リ
モ
ー

ト
で
の
レ
ク
チ
ャ
ー
や
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
、オ
ン

ラ
イ
ン
上
の
ア
プ
リ
を
用
い
た
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ

ョ
ン
や
共
有
フ
ァ
イ
ル
に
よ
る
コ
ン
テ
ン
ツ
作

成
な
ど
、リ
モ
ー
ト
環
境
で
も
活
動
で
き
る
連

携
を
今
後
も
模
索
す
る
必
要
が
あ
る
。

　こ
れ
ま
で
名
桜
大
学
と
観
光
産
業
専
攻
、そ

し
て
大
谷
研
究
室
の
地
域
連
携
事
業
を
通
し
た

地
域
貢
献
の
取
組
み
を
中
心
に
紹
介
し
て
き

た
。名
桜
大
学
は
設
立
団
体
が
北
部
広
域
市
町

村
圏
事
務
組
合
と
い
う
地
域
全
体
を
代
表
す
る

団
体
で
あ
る
の
で
、必
然
的
に
沖
縄
県
北
部
地

域
全
体
へ
の
貢
献
が
大
き
な
使
命
と
な
る
。コ

ロ
ナ
禍
に
よ
り
活
動
と
連
携
の
方
法
は
今
後
も

検
討
が
必
要
で
あ
る
が
、使
命
に
は
変
わ
り
が

な
い
。今
回
、事
例
の
一
つ
と
し
て
取
り
上
げ
た

観
光
に
対
す
る
住
民
意
識
調
査
で
の
教
育
効
果

と
地
域
貢
献
に
つ
い
て
は
、大
谷（
2
0
1
2
）

に
お
い
て
も
整
理
さ
れ
て
い
る
。学
生
が
実
際

の
住
民
に
対
し
て
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
う
た

め
に
は
、調
査
趣
旨
や
質
問
の
意
図
な
ど
を
説

明
す
る
必
要
が
あ
り
、コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

効
果
も
醸
成
さ
れ
る
。地
域
が
抱
え
る
問
題
と

課
題
を
認
識
し
た
後
に
集
計
分
析
に
よ
っ
て
考

察
を
深
め
、デ
ー
タ
だ
け
で
は
な
い
課
題
を
肌

で
感
じ
、調
査
研
究
の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
を
実

感
す
る
こ
と
で
の
教
育
効
果
は
大
き
い
と
考
え

ら
れ
る
。教
育
効
果
の
計
測
は
困
難
な
面
も
あ

る
が
、学
生
は
今
後
の
講
義
で
の
目
的
意
識
や

卒
業
研
究
に
お
け
る
問
題
意
識
、地
域
振
興
に

関
す
る
考
え
方
に
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
す
る
こ
と
が

で
き
る
で
あ
ろ
う
。

　さ
ら
に
、調
査
結
果
は
研
究
室
の
研
究
に
も

繋
が
り
、地
域
は
観
光
政
策
や
施
策
の
検
討
の

た
め
の
基
礎
資
料
や
学
生
の
ア
イ
デ
ィ
ア
な
ど

を
得
る
こ
と
が
で
き
る
。こ
れ
が
図
1
に
あ
る

考
え
方
で
あ
り
、大
学
の
地
域
貢
献
と
学
生
の

学
び
を
通
し
て
地
域
の
観
光
振
興
に
寄
与
で
き

る
と
考
え
て
い
る
。

　観
光
分
野
で
は
、学
問
分
野
の
学
際
性
に
も

起
因
し
て
多
分
野
で
の
実
践
教
育
モ
デ
ル
が
存

在
す
る
。と
く
に
、社
会
科
学
系
お
よ
び
人
文
科

学
系
で
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
や
フ
ィ
ー
ル
ド

ワ
ー
ク
、自
然
科
学
系
で
の
環
境
調
査
や
生
態

学
的
調
査
な
ど
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
、学
問

と
し
て
の
観
光
学
が
持
つ
実
学
よ
び
実
践
的
要

素
か
ら
地
域
と
密
接
に
関
わ
る
テ
ー
マ
に
対
応

す
る
こ
と
が
で
き
る
。ま
た
、地
域
に
お
け
る
政

策
で
は
、地
域
の
シ
ン
ク
タ
ン
ク
と
し
て
の
大

学
が
果
た
す
べ
き
役
割
も
大
き
く
、地
域
貢
献

と
し
て
積
極
的
に
地
域
政
策
に
関
与
し
て
い
く

考
え
方
が
定
着
し
て
い
る
。こ
の
よ
う
に
、公
立

大
学
は
出
資
者
で
あ
る
地
域
に
教
育
と
研
究
を

通
し
た
成
果
の
還
元
が
今
後
も
よ
り
求
め
ら
れ

る
で
あ
ろ
う
。

し
た
沖
縄
県
へ
の
貢
献
と
い
う
将
来
を
見
据
え

て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。当
時
の
観
光
産
業
学

科
お
よ
び
現
在
の
観
光
産
業
専
攻
で
は
、観
光

企
業
で
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
や
ゼ
ミ
活
動
で

の
地
域
に
お
け
る
観
光
事
業
と
の
連
携
な
ど
学

生
の
学
び
と
地
域
の
観
光
振
興
を
繋
ぐ
教
育
プ

ロ
グ
ラ
ム
、そ
し
て
個
々
の
教
員
と
し
て
の
地

域
の
観
光
政
策
へ
の
関
わ
り
や
調
査
事
業
へ
の

参
画
な
ど
を
通
し
て
地
域
貢
献
を
推
進
し
て
い

る
。紙
幅
の
関
係
で
全
て
を
紹
介
で
き
な
い
が
、

こ
こ
で
は
筆
者
の
活
動
を
中
心
に
実
際
の
観
光

教
育
事
例
や
観
光
振
興
へ
の
貢
献
活
動
な
ど
の

一
部
を
紹
介
さ
せ
て
頂
き
、実
際
の
活
動
内
容

を
通
し
て
効
果
や
課
題
も
考
え
た
い
。

こ
の
両
面
が
あ
る
か
ら
こ
そ
観
光
を
通
し
た
経

済
社
会
、そ
し
て
自
然
環
境
な
ど
の
理
解
に
繋

が
る
の
で
あ
る
。ま
た
、観
光
に
取
組
む
地
域
、

魅
力
を
求
め
て
地
域
を
訪
れ
る
観
光
者
、観
光

に
よ
る
消
費
や
負
荷
な
ど
で
正
ま
た
は
負
の
影

響
が
生
じ
る
の
も
地
域
と
い
う
こ
と
を
考
え
れ

ば
、研
究
も
教
育
も
基
本
的
に
は
地
域
と
の
関

わ
り
の
な
か
で
行
わ
れ
る
べ
き
も
の
と
考
え
て

い
る
。こ
の
よ
う
に
観
光
は
研
究
と
教
育
、地
域

が
一
体
で
あ
る
の
で
、地
域
で
生
じ
る
何
ら
か

の
課
題
や
必
要
な
解
決
策
な
ど
地
域
が
求
め
る

問
題
に
対
し
て
、研
究
お
よ
び
教
育
の
両
面
か

ら
関
わ
れ
ば
必
然
的
に
地
域
貢
献
が
実
現
で
き

る
の
で
あ
る
。

　名
桜
大
学
国
際
学
群
観
光
産
業
専
攻
大
谷
研

究
室（
観
光
政
策
）の
ゼ
ミ
テ
ー
マ
は「
地
域
に

お
け
る
望
ま
し
い
観
光
振
興
の
あ
り
方
」で
あ

り
、観
光
事
業
や
観
光
開
発
、観
光
政
策
な
ど
の

講
義
で
学
ん
だ
理
論
を
応
用
す
る
た
め
に
夏
季

休
暇
中
ま
た
は
後
期
等
に
3
・
4
年
生
の
合
同

ゼ
ミ
で
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
行
っ
て
い
る
。

政
策
や
施
策
を
検
討
す
る
際
の
基
礎
資
料
と
な

る
地
域
の
観
光
に
対
す
る
住
民
意
向
や
、何
ら

か
の
規
範
に
よ
る
地
域
観
光
政
策
の
合
意
形
成

と
い
う
専
門
分
野
か
ら
、筆
者
が
研
究
お
よ
び

地
域
貢
献
と
し
て
参
加
す
る
観
光
政
策
の
審
議

会
や
計
画
検
討
委
員
会
の
プ
ロ
セ
ス
に
ゼ
ミ
学

生
と
共
に
関
わ
る
こ
と
が
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

の
基
本
形
で
あ
る
。こ
こ
で
、観
光
政
策
や
観
光

計
画
策
定
に
関
わ
る
調
査
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

に
お
け
る
主
な
ゼ
ミ
活
動
を
表
1
に
示
す
。

（
表
1
）

　観
光
政
策
や
計
画
を
策
定
す
る
た
め
の
検
討

委
員
会
で
は
、一
般
的
に
現
状
や
課
題
、今
後
の

方
向
性
等
を
検
討
す
る
際
に
住
民
意
向
調
査
を

行
う
。そ
の
調
査
事
業
を
ゼ
ミ
で
担
う
主
な
プ

ロ
セ
ス
は
、サ
ン
プ
ル
数
の
計
算
、台
帳
の
作

7
地
域
に
立
地
す
る

公
立
大
学
と

観
光
に
関
わ
る

教
育
研
究
を
通
し
た

地
域
貢
献
の
展
望

5
事
例
2
：

観
光
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

作
成
事
業
な
ど
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。行

政
直
営
の
公
立
大
学
の
法
人
化
事
例
は
多
か
っ

た
も
の
の
、公
設
民
営
の
私
立
大
学
か
ら
の
公

立
大
学
法
人
化
に
つ
い
て
は
2
0
0
9
年
に
公

立
と
な
っ
た
高
知
工
科
大
学
を
参
考
に
し
て
大

学
一
体
と
な
っ
て
取
り
組
ん
だ
結
果
、2
0
1
0

年
4
月
に
公
立
大
学
法
人
名
桜
大
学
が
開
学
す

る
に
至
っ
た
。

　公
設
民
営
の
私
立
大
学
の
開
学
当
初
か
ら
、

地
域
の
若
者
の
進
学
と
い
う
教
育
や
大
学
設
置

ル
ド
ワ
ー
ク
は
住
民
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
や
組
織
的
活
動
に
お
け
る
責
任
感
、現
場
で

あ
る
社
会
に
お
け
る
観
察
力
な
ど
を
養
い
、統

計
に
表
れ
る
こ
と
の
な
い
傾
向
な
ど
を
理
解
す

る
こ
と
も
目
的
の
一
つ
に
な
っ
て
い
る
。

　表
1
の
中
か
ら
、沖
縄
県
今
帰
仁
村
に
お
け

る
望
ま
し
い
地
域
観
光
政
策
の
策
定
に
向
け
て

2
0
1
8
年
に
取
り
組
ん
だ
大
谷
研
究
室
と
第

三
次
今
帰
仁
村
観
光
リ
ゾ
ー
ト
振
興
計
画
策
定

事
業
と
の
連
携
を
簡
潔
に
紹
介
す
る
。基
本
計

画
を
策
定
す
る
た
め
、こ
れ
ま
で
の
観
光
施
策

に
対
す
る
住
民
の
評
価
や
、観
光
そ
の
も
の
に

対
す
る
評
価（
満
足
度
）、観
光
効
果
の
実
感
、観

光
へ
の
期
待
な
ど
の
住
民
意
識（
意
向
）を
調
査

し
、新
し
い
今
帰
仁
の
観
光
基
本
計
画
の
内
容

と
方
向
に
反
映
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
。学生による住民意向調査の様子

に
よ
る
地
域
の
振
興
と
い
う
面
か
ら
、地
域
人

材
の
輩
出
や
教
育
研
究
を
通
し
た
地
域
貢
献
は

必
然
の
使
命
だ
っ
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。公
立

大
学
法
人
化
後
は
、地
域
で
の
講
座
や
地
域
連

携
事
業
を
推
進
す
る
エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン

タ
ー（
後
に
機
能
を
拡
大
し
地
域
連
携
機
構
）の

設
置
、北
部
地
域
へ
の
医
療
人
材
定
着
に
向
け

た
奨
学
金
の
整
備
、地
域
イ
ベ
ン
ト
に
お
け
る

通
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
教
育
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
組

織
、北
部
地
域
所
在
の
4
つ
の
道
の
駅
と
道
路

管
理
者
と
の
連
携
協
定
、周
辺
市
町
村
と
の
包

括
連
携
協
定
締
結
な
ど
、地
域
に
お
け
る「
知
の

拠
点
」と
し
て
教
育
研
究
活
動
を
通
し
た
地
域

連
携
を
展
開
し
て
い
る
。

　沖
縄
県
北
部
地
域
に
立
地
す
る
大
学
と
し

て
、初
代
理
事
長
・
学
長
で
あ
る
東
江
康
治
先
生

は
開
学
に
あ
た
っ
て
観
光
産
業
学
科（
当
時
）を

目
玉
に
す
る
と『
名
桜
大
学
20
年
史
』の
な
か
で

述
べ
て
お
り
、教
育
の
成
果
と
し
て
の
人
材
の

輩
出
に
加
え
て
観
光
に
関
わ
る
教
育
研
究
を
通

　大
学
と
地
域
の
関
係
に
お
け
る
貢
献
の
考
え

方
は
大
学
設
立
の
趣
旨
や
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
性

質
に
よ
っ
て
異
な
る
が
、公
開
講
座
や
講
演
会

を
は
じ
め
学
生
主
体
の
ま
ち
づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
へ
の
参
画
、観
光

に
関
す
る
地
域
住
民
意
向
調
査
な
ど
の
実
施
、

学
生
ア
イ
デ
ィ
ア
の
活
用
な
ど
形
態
は
様
々
で

あ
る
。た
だ
、見
上
他（
2
0
1
1
）な
ど
を
参
考

に
す
る
と
、そ
こ
で
の
共
通
し
た
概
念
に
は
、

貢
献
や
交
流
、共
生
、共
創
、振
興
、学
び
な
ど
を

あ
げ
る
こ
と
が
で
き
、名
桜
大
学
大
谷
研
究
室

で
は
、こ
の
よ
う
な
観
光
と
い
う
教
育
研
究
を

通
し
た
地
域
貢
献

の
考
え
方
を
も
と

に
活
動
を
行
っ
て

い
る（
図
1
）。

　観
光
学
な
い
し
観

光
研
究
分
野
で
の
教

育
は
、社
会
の
事
象

や
実
際
の
経
済
活

動
、人
々
の
行
動
な

ど
と
関
わ
る
以
上
、

必
然
的
に
理
論
と
実

践
の
両
面
が
必
要
に

な
る
。座
学
で
学
ん

だ
理
論
、地
域
に
お

け
る
観
光
事
業
や
観

光
企
業
と
関
わ
り
学

ぶ
こ
と
で
の
実
践
、

名桜大学3

6
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る

大
学
と
地
域
の
関
わ
り

写真上：北部地域の観光ガイド
ブックとして活用された『やんば
る観光ガイドブック』
写真左：学生が作成したページ
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観
光
振
興
に

貢
献
す
る

地
方
公
立
大
学

公
益
財
団
法
人
日
本
交
通
公
社 

観
光
文
化
振
興
部
長 
吉
澤
清
良

視座
立
大
学
、そ
し
て
観
光
・
ま
ち
づ
く
り
分
野
へ
の

期
待
が
高
ま
っ
て
い
る
。

❺ 

静
岡
県
立
大
学 

教
授 

八
木
健
祥
氏

○「
ツ
ー
リ
ズ
ム
研
究
セ
ン
タ
ー
」で
は
、観
光

教
育
を
担
当
す
る
教
員（
5
名
）す
べ
て
が
研
究

員
と
な
る
等
、組
織
と
し
て
活
動
す
る
体
制
を

整
え
た
。

○
経
営
情
報
学
部
は
文
理
融
合
セ
ク
シ
ョ
ン
で

あ
る
。ゼ
ミ
で
は
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
活
動
を

主
軸
に
据
え
、ネ
ッ
ト
や
文
献
等
で
は
得
ら
れ

な
い「
気
づ
き
」を
学
生
に
体
感
さ
せ
、こ
う
し

た
経
験
を
社
会
人
と
な
っ
て
も
活
か
し
て
も
ら

う
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

❻ 

芸
術
文
化
観
光
専
門
職
大
学

　

 

教
授 

直
井
岳
人
氏

○
基
礎
的
な
知
識
・
技
能
と
対
話
的
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
持
っ
て
、「
多
様
な
ス
テ
イ

ク
ホ
ル
ダ
ー
の
考
え
方
や
立
場
を
理
解
し
た

上
、対
話
を
通
じ
て
合
意
形
成
に
導
く
技
能
」を

身
に
つ
け
る
こ
と
を
デ
ィ
プ
ロ
マ
ポ
リ
シ
ー
と

し
て
謳
っ
て
い
る
。

○
地
域
ニ
ー
ズ
と
研
究
シ
ー
ズ
の
マ
ッ
チ
ン
グ

と
、プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
担
う

「
地
域
リ
サ
ー
チ
＆
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ

ー
」を
開
学
と
同
時
に
設
置
し
た
。

❼ 

島
根
県
立
大
学 

准
教
授 

西
藤
真
一
氏

○
地
域
ニ
ー
ズ
と
大
学
の
専
門
性
の
マ
ッ
チ
ン

グ
、地
域
の
人
々
へ
の
学
び
の
提
供
、研
究
成
果

の
地
域
へ
の
還
元
を
一
元
的
に
集
約
す
る
仕
組

み
と
し
て「
縁
結
び
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
」を
設

置
し
た
。

○
地
域
課
題
に
向
き
合
い
、解
決
に
向
け
た
行

動
力
の
あ
る
人
材
を
養
成
す
る「
し
ま
ね
地
域

マ
イ
ス
タ
ー
」認
定
制
度
を
創
設
し
た
。

○
ゼ
ミ
で
の
地
域
活
動
は
、地
域
に
も
非
常
に

好
意
的
に
受
け
止
め
て
も
ら
っ
て
い
る
。

❽ 

高
知
県
立
大
学 

准
教
授 

飯
髙
伸
五
氏

○「
地
域
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
」が
地
域
と
の
窓

口
と
な
り
、コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
、相
談
内
容

を
教
員
に
効
果
的
に
差
配
し
て
い
る
。

○「
域
学
共
生（
＊
2
）」の
理
念
の
も
と
、大
学

も
地
域
社
会
か
ら
学
び
、変
え
ら
れ
る
と
い
う

こ
と
を
念
頭
に
お
い
て
い
る
。

○
域
学
共
生
科
目
等
を
修
め
る
と
、独
自
の
称

号「
地
域
共
生
推
進
士
」に
認
定
さ
れ
る
。

○
学
生
独
自
の
地
域
活
動
を
支
援
す
る
制
度

「
立
志
社
中
」も
作
ら
れ
た
。

❾ 

北
九
州
市
立
大
学 

准
教
授 

廣
川
祐
司
氏

○「
地
域
共
生
教
育
セ
ン
タ
ー
」は
、ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
機
能
を
担
っ
て
い
る
。

○
地
域
創
生
学
群
の
学
生
は
、地
域
内
の
多
様

な
ス
テ
イ
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
月
平
均
70
〜
1
2
0

時
間
の
地
域
活
動
を
実
施
。コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
能
力
や
課
題
発
見
・
解
決
能
力
な
ど
を
身

に
つ
け
る
。ま
た
主
体
性
を
醸
成
す
る
。

○
専
門
ゼ
ミ
の「
フ
ッ
ト
パ
ス
づ
く
り
」は
、年

単
位
の
時
間
を
か
け
て
、地
域
住
民
と
の
信
頼

関
係
を
築
き
な
が
ら
進
め
て
い
く
。

� 

名
桜
大
学 

教
授 

大
谷
健
太
郎
氏

○「
地
域
連
携
機
構
」を
設
置
し
、教
育
研
究
活

動
を
通
し
た
地
域
連
携
を
展
開
し
て
い
る
。

○
ゼ
ミ
の
テ
ー
マ
は「
地
域
に
お
け
る
望
ま
し

い
観
光
振
興
の
あ
り
方
」で
あ
り
、講
義
で
学
ん

だ
理
論
を
応
用
す
る
た
め
に
、3
・
4
年
生
の
合

同
ゼ
ミ
で
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
行
っ
て
い

る
。筆
者
が
研
究
及
び
地
域
貢
献
と
し
て
参
加

す
る
観
光
政
策
の
審
議
会
や
計
画
検
討
委
員
会

の
プ
ロ
セ
ス
に
ゼ
ミ
学
生
と
共
に
関
わ
る
こ
と

が
基
本
形
で
あ
る
。

公
立
大
学
の
役
割
は
、

地
域
の〝
総
合
医
〞

　
社
会
的
な
要
請
や
期
待
を
受
け
て
、全
国
各

地
で
多
く
の
大
学
が
社
会
貢
献
に
取
り
組
ん
で

い
る
。し
か
し
、当
初
は
課
題
も
多
か
っ
た
よ
う

だ
。特
集
3
で
、島
根
県
立
大
学
の
西
藤
氏
は
、

「
大
学
と
地
域
と
の
連
携
に
は
、今
ま
で
そ
の
経

験
が
な
か
っ
た
だ
け
に
多
く
の
課
題
も
指
摘
さ

れ
て
き
た
。」と
し
て
、そ
の
課
題
を
取
り
上
げ

て
い
る（
表
3
）。

　
こ
れ
ら
の
課
題
の
う
ち
、❶（
資
金
の
継
続
性

の
担
保
）は
、引
き
続
き
国
や
地
方
自
治
体
か
ら

の
補
助
金
、大
学
の
独
自
予
算
、地
域
か
ら
の
寄

付
な
ど
様
々
な
形
で
調
達
し
て
い
く
こ
と
に
な

る
の
だ
ろ
う
。一
方
で
、❷（
組
織
的
な
対
応
の

難
し
さ
）、❸（
教
員
や
地
域
双
方
に
連
携
す
る

動
機
付
け
）は
、島
根
県
立
大
学
を
は
じ
め
多
く

の
大
学
が
設
置
し
て
い
る
、地
域
ニ
ー
ズ
と
大

学
の
専
門
性
の
マ
ッ
チ
ン
グ
等
を
コ
ー
デ
ィ
ネ

ー
タ
ー
が
行
う
仕
組
み
が
効
果
的
に
機
能
し
て

い
る
よ
う
で
あ
る
。

　
巻
頭
言（
地
域
の
総
合
医
）で
、長
年
、釧
路
公

立
大
学
に
勤
務
し
、地
域
課
題
の
解
決
に
尽
力

さ
れ
て
き
た
小
磯
修
二
氏
は
、「
地
域
の
公
立
大

学
の
役
割
は
、（
中
略
）専
門
の
研
究
者
と
地
域

を
つ
な
ぐ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
機
能
で
あ
ろ
う
。

医
療
の
世
界
で
い
え
ば
プ
ラ
イ
マ
リ
ー
・
ケ
ア

ー
を
行
な
う
総
合
医
だ
。」と
説
い
た
。

　
そ
し
て
、「
そ
こ
で
は
、地
域
の
総
合
的
な
知

見
が
求
め
ら
れ
る
。実
態
を
科
学
的
に
分
析
し
、

地
域
社
会
の
課
題
に
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
と
し
て
向

き
合
う
こ
と
は
難
し
い
挑
戦
だ
が
、そ
こ
に
地

域
の
公
立
大
学
の
役
割
と
醍
醐
味
が
あ
る
だ
ろ

う
。」と
述
べ
、エ
ー
ル
を
送
っ
て
い
る
。

　
地
域
で
の
社
会
貢
献
に
お
い
て
公
立
大
学
に

は
、コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
機
能
の
更
な
る
高
度
化

と
効
果
的
な
運
用
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

現
場
で
の
実
践
を
通
し
て

身
に
つ
け
る
、

〝
社
会
人
基
礎
力
〞

　
一
般
的
に
大
学
の
観
光
教
育
で
は
、理
論
と

実
践
の
両
方
が
重
視
さ
れ
る
。そ
の
実
践
の
手

法
は
、ゼ
ミ
で
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
や
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
な
ど
様
々
で
あ
る
が
、そ
の
目

的
は
概
ね
共
通
の
よ
う
で
あ
る
。

　
特
集
3
で
取
り
上
げ
た
公
立
大
学
で
は
、そ

は
じ
め
に

　
近
年
、観
光
に
関
連
す
る
学
部
・
学
科
の
開
設

が
相
次
い
で
い
る
。当
財
団
発
行
の『
旅
行
年
報

2
0
2
0
』に
よ
る
と
、2
0
2
0
年
8
月
現

在
、「
観
光
」「
ツ
ー
リ
ズ
ム
」「
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ

ィ
」の
い
ず
れ
か
の
語
を
そ
の
名
称
に
含
む
学

部
・
学
科
を
有
す
る
大
学
は
43
、大
学
院
は
11
存

在
し
て
い
る
。2
0
2
2
年
度
に
も
、國
學
院
大

學
が
観
光
ま
ち
づ
く
り
学
部
観
光
ま
ち
づ
く
り

学
科（
仮
称
）の
開
設
を
申
請
し
て
い
る
。な
お
、

学
部
・
学
科
名
に
観
光
、ツ
ー
リ
ズ
ム
、ホ
ス
ピ

タ
リ
テ
ィ
は
含
ま
な
い
も
の
の
、観
光
関
連
の

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
設
け
て
い
る
大
学
も
少
な
く

な
い
と
推
察
さ
れ
る
。

　
し
か
し
、2
0
1
9
年
度
後
半
に
発
生
し
た

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
は
、観
光
地
や

観
光
関
連
産
業
ば
か
り
で
は
な
く
、観
光
教
育

の
現
場
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
、大
学
に
は

授
業
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
を
は
じ
め
、留
学
や
研

修
・
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
取
り
や
め
、社
会
貢

献
の
縮
小
な
ど
様
々
な
対
応
が
迫
ら
れ
る
こ
と

に
な
っ
た
。そ
し
て
、2
0
2
1
年
度
入
学
の
観

光
学
部
や
学
科
の
受
験
者
数
は
、観
光
地
や
観

光
関
連
産
業
の
就
職
環
境
の
悪
化
に
呼
応
す
る

よ
う
に
、多
く
の
大
学
で
減
少
と
な
っ
た
と
も

言
わ
れ
て
い
る
。

　
本
号
で
は
、「
観
光
振
興
に
貢
献
す
る
地
方
公

立
大
学
〜
現
状
と
課
題
、そ
し
て
期
待
」を
特
集

テ
ー
マ
と
し
た
。

　
こ
こ
で
言
う
地
方
と
は
東
京
圏（
一
都
三
県
）

を
除
い
た
地
域
を
指
す
。地
方
大
学
を
対
象
と

し
た
の
は
、政
府
の「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生

総
合
戦
略（
2
0
1
4
年
12
月
閣
議
決
定
）」に

お
い
て
、施
策
の
ひ
と
つ
に「
地
方
大
学
等
の
活

性
化
」が
挙
げ
ら
れ
、ま
ち
づ
く
り
に
お
け
る
地

方
大
学
の
役
割
が
注
目
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た

か
ら
で
あ
る
。ま
た
、そ
の
中
で
も
公
立
大
学
と

し
た
の
は
、「
地
方
公
共
団
体
が
設
置
・
管
理
す

る
と
い
う
性
格
か
ら
、地
域
に
お
け
る
高
等
教

育
機
会
の
提
供
と
地
域
社
会
で
の
知
的
・
文
化

的
拠
点
と
し
て
中
心
的
役
割
を
担
い
、地
域
に

お
け
る
社
会
・
経
済
・
文
化
へ
の
貢
献
が
期
待
さ

れ
て
い
る（
文
部
科
学
省
）」と
の
理
由
に
よ
る
。

　
こ
こ
で
は
、各
特
集
を
振
り
返
る
と
と
も
に
、

地
域
の
観
光
振
興
に
お
け
る
公
立
大
学
の
役
割

と
期
待
に
つ
い
て
改
め
て
考
え
て
み
る
こ
と
と

し
た
い
。な
お
、紙
面
の
関
係
上
、各
特
集
か
ら

の
引
用
で
は
文
意
が
変
わ
ら
な
い
範
囲
で
省

略
、変
更
等
し
て
い
る
こ
と
を
ご
理
解
い
た
だ

き
た
い
。

地
方
分
権
の
平
成
期
に
、

地
方
創
生
の
役
割
を
担
う

公
立
大
学
が
登
場

　
特
集
1（
観
光
振
興
と
公
立
大
学
〜
期
待
さ

れ
る
役
割
と
可
能
性
）で
、（
一
社
）公
立
大
学
協

会
常
務
理
事
・
事
務
局
長
の
中
田
晃
氏
は
、公
立

大
学
は
歴
史
的
に
国
や
地
方
自
治
体
の
危
機
に

伴
走
し
て
き
た
存
在
で
あ
る
と
し
て
、そ
の
主

要
な
役
割
を「
銃
後
の
医
師
養
成
」、「
超
高
齢
社

会
へ
の
対
応
」、「
地
域
振
興
・
地
方
創
生
」の
3

点
に
絞
っ
て
整
理
し
た
。

　
こ
の
う
ち「
地
域
振
興
・
地
方
創
生
」に
お
い

て
は
、「
平
成
期
は
地
方
分
権
の
時
代
で
も
あ

り
、こ
の
流
れ
の
中
で
地
域
振
興
の
た
め
の
積

極
政
策
と
し
て
公
立
大
学
設
置
の
期
待
も
高
ま

り
、自
治
省
の
政
策
転
換
を
受
け
て
、地
域
振

興
・
地
方
創
生
を
役
割
と
し
て
担
う
公
立
大
学

が
登
場
し
て
く
る
。地
域
政
策
、地
方
創
生
あ
る

い
は
観
光
と
い
っ
た
キ
ー
ワ
ー
ド
を
名
称
に
含

む
領
域
横
断
型
の
学
部
・
学
科
が
数
多
く
設
置

さ
れ
た
。」と
説
明
し
た
。

　
し
か
し
、早
く
か
ら
政
策
系
の
領
域
横
断
型

学
術
に
取
り
組
ん
で
き
た
公
立
大
学
は
、様
々

な
領
域
を
分
析
対
象
と
す
る「
対
象
の
多
様
性
」

と
、複
雑
な
要
素
で
成
り
立
つ
営
み
を
分
析
す

る「
方
法
論
の
多
面
性
」の
両
方
に
向
き
合
う
必

要
が
あ
っ
た
と
し
た
。そ
し
て
、観
光
学
に
お
い

て
も
特
に
後
者
を
生
涯
使
え
る
思
考
の
軸
と
し

て
確
立
し
、学
生
に
獲
得
さ
せ
る
こ
と
の
重
要

性
を
説
い
た
。

地
域
課
題
の
解
決
は
、

観
光
教
育
の
持
つ
重
要
な

視
点
の
ひ
と
つ

　
大
学
で
行
わ
れ
る
観
光
教
育
に
つ
い
て
、特

集
2（
現
代
社
会
に
お
け
る
観
光
教
育
の
役
割

を
考
え
る
〜
ウ
ィ
ズ
／
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
時
代
を

見
据
え
て
）で
、日
本
大
学
教
授
の
宍
戸
学
氏

は
、「
一
般
的
に
観
光
教
育
と
は
、観
光
の
持
続

可
能
な
発
展
を
支
え
る
人
材
育
成
を
目
的
と
す

る
教
育
と
定
義
さ
れ
る
が
、観
光
は
広
く
社
会

に
浸
透
し
、旅
す
る
意
味
や
人
々
の
交
流
、ま
ち

づ
く
り
と
の
関
わ
り
ま
で
含
め
る
と
、現
代
社

会
に
お
け
る
観
光
の
健
全
な
発
展
や
そ
れ
に
関

わ
る
様
々
な
事
象
を
題
材
に
学
べ
る
こ
と
か

ら
、幅
広
い
教
育
的
意
義
を
有
し
て
い
る
。」と

解
説
し
た
。

　
し
か
し
、学
術
界
で
は
現
代
社
会
に
お
け
る

観
光
教
育
を
俯
瞰
す
る
研
究
が
少
な
い
こ
と
、

ま
た
、政
策
面
で
は
観
光
教
育
の
本
質
的
な
意

義
や
役
割
を
踏
ま
え
、客
観
的
で
論
理
的
な
視

点
で
議
論
さ
れ
て
き
た
と
は
言
え
な
い
点
が
あ

る
と
し
て
警
鐘
を
鳴
ら
し
た
。

　
そ
し
て
、地
方
大
学
に
つ
い
て
は「
ま
ち
・
ひ

と
・
し
ご
と
創
生
基
本
方
針
2
0
2
1（
内
閣

府
）」の「
魅
力
あ
る
地
方
大
学
の
創
出
」を
引
き

合
い
に
出
し
つ
つ
、「
観
光
産
業
志
向
の
実
務
教

育
と
し
て
の
観
光
教
育
だ
け
で
は
な
く
、地
域

課
題
に
向
き
合
う
手
段
と
し
て
観
光
教
育
に
取

り
組
む
こ
と
が
増
え
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

地
域
課
題
の
解
決
に
取
り
組
む
こ
と
は
、観
光

教
育
が
も
と
も
と
持
っ
て
い
る
重
要
な
視
点
で

あ
る
。」と
述
べ
た
。

観
光
教
育
の
実
践
、

観
光
振
興
へ
の
貢
献
、

各
大
学
の
事
例
を
振
り
返
る

　
2
0
0
5
年
1
月
の
中
央
教
育
審
議
会
の
答

申
で
、大
学
に「
社
会
貢
献
機
能（
地
域
貢
献

等
）」が
位
置
づ
け
ら
れ
た
。「
教
育
基
本
法
」の

改
正（
2
0
0
6
年
12
月
）、さ
ら
に
は「
学
校
教

育
法
」の
改
正（
2
0
0
7
年
6
月
）に
よ
り
、大

学
の
役
割
に
は
従
来
の「
学
術
研
究
」、「
人
材
育

成
」に
加
え
て
、「
社
会
貢
献
」が
加
わ
る
こ
と
に

な
っ
た
。文
部
科
学
省
の「
大
学
改
革
実
行
プ
ラ

ン（
2
0
1
2
年
6
月
）」に
は
、求
め
ら
れ
る
人

材
像
と
し
て「
生
涯
学
び
続
け
、主
体
的
に
考

え
、行
動
で
き
る
人
材
」な
ど
3
つ
、目
指
す
べ

き
新
し
い
大
学
像
と
し
て「
学
生
が
し
っ
か
り

学
び
、自
ら
の
人
生
と
社
会
の
未
来
を
主
体
的

に
切
り
拓
く
能
力
を
培
う
大
学
」、「
地
域
再
生

の
核
と
な
る
大
学
」な
ど
6
つ
の
方
向
性
が
挙

げ
ら
れ
て
い
る（
表
１
）。　

　
そ
の
後
、文
部
科
学
省
は
、地
域
再
生
の
核
と

な
る
大
学
づ
く
り
の
補
助
事
業
と
し
て
、

2
0
1
3
か
ら
2
0
1
9
年
度
ま
で
、「
地（
知
）

の
拠
点
整
備
事
業（
C
O
C
事
業
）」、「
地（
知
）の

拠
点
大
学
に
よ
る
地
方
創
生
推
進
事
業

（
C
O
C
＋
事
業
）」な
ど
を
行
っ
て
き
た（
＊
1
）。

　
人
材
育
成
や
社
会
貢
献
が
ま
す
ま
す
重
視
さ

れ
る
中
で
、各
大
学
は
そ
の
役
割
を
果
た
し
て

き
た
。特
集
3（
観
光
振
興
に
貢
献
す
る
地
方
公

立
大
学
の
取
り
組
み
）で
は
、表
2
に
示
す
全
国

各
地
の
地
方
公
立
大
学
10
校
か
ら
、観
光
教
育

の
実
践
、地
域
の
観
光
振
興
へ
の
貢
献
等
に
つ

い
て
ご
寄
稿
い
た
だ
い
た
。な
お
、今
回
取
り
上

げ
た
大
学
に
は
、釧
路
公
立
大
学
の
よ
う
に
学

部
・
学
科
・
コ
ー
ス
等
に「
観
光
」な
ど
の
名
称
を

持
た
な
い
も
の
の
、実
質
的
に
地
域
の
観
光
振

興
に
寄
与
し
て
い
る
大
学
も
含
め
て
い
る
。

　
10
大
学
の
開
学
年
を
見
る
と
、高
知
女
子
大

学
を
前
身
と
す
る
高
知
県
立
大
学
の
1
9
4
9

年
か
ら
、
芸
術
文
化
観
光
専
門
職
大
学
の

2
0
2
1
年
ま
で
様
々
で
あ
り
、学
生
定
員
も

芸
術
文
化
観
光
専
門
職
大
学
の
3
2
0
名
か
ら

北
九
州
市
立
大
学
の
5
5
6
7
名
ま
で
幅
が
あ

る
。沿
革
・
ミ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、異
口
同
音
に
、

「
地
域
に
根
ざ
し
た
公
立
大
学
と
し
て
地
域
に

貢
献
す
る
」、「
地
域
で
活
躍
す
る
人
材
を
育
成

す
る
」な
ど
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

　
地
域
振
興
・
地
方
創
生
が
声
高
に
叫
ば
れ
、観

光
に
よ
る
地
域
活
性
化
へ
の
期
待
が
高
ま
る

中
、地
方
の
公
立
大
学
は
ど
の
よ
う
な
観
光
教

育
や
地
域
課
題
の
解
決
に
向
け
た
取
り
組
み
を

行
っ
て
き
た
の
か
、大
学
や
先
生
方
、学
生
の
奮

闘
ぶ
り
、そ
の
詳
細
は
特
集
3
を
ご
覧
い
た
だ

く
と
し
て
、こ
こ
で
は
、私
が
特
に
関
心
を
持
っ

た
点
を
列
記
し
て
お
き
た
い
。

❶ 

釧
路
公
立
大
学 

教
授 

中
村
研
二
氏

○「
地
域
経
済
研
究
セ
ン
タ
ー
」を
設
置
し
、地
域

課
題
の
解
決
に
向
け
た
実
践
的
な
政
策
研
究
を

行
っ
て
い
る
。同
セ
ン
タ
ー
の
共
同
研
究
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
の
特
徴
は
、客
員
研
究
員
シ
ス
テ
ム
、地

元
の
行
政
ス
タ
ッ
フ
・
民
間
人
の
参
加
、外
部
資

金
に
よ
る
効
果
的
な
研
究
の
推
進
で
あ
る
。

○
釧
路
市
の
産
業
連
関
表
作
成
に
取
り
組
み
、

各
施
策
の
市
へ
の
経
済
波
及
効
果
分
析
を
行
っ

て
い
る
。

❷ 

岩
手
県
立
大
学 

教
授 

渋
谷
晃
太
郎
氏

○
東
日
本
大
震
災
直
後
の
2
0
1
2
年
に
開
設

し
た「
地
域
政
策
研
究
セ
ン
タ
ー
」を
中
心
に
、

産
業
界
や
各
種
団
体
・
行
政
機
関
と
連
携
し
、震

災
復
興
な
ど
地
域
課
題
の
解
決
を
目
指
し
な
が

ら
、地
域
貢
献
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

○
毎
年
、地
域（
自
治
体
、企
業
、N
P
O
な
ど
）

か
ら
社
会
課
題
解
決
の
た
め
の
研
究
提
案
を
公

募
し
、各
学
部
の
教
員
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
を
行

い
、提
案
者
と
協
働
し
て
解
決
を
目
指
す
地
域

協
働
研
究
を
行
っ
て
い
る
。

❸ 

高
崎
経
済
大
学 

教
授 

井
門
隆
夫
氏

○
高
崎
市
や
市
内
企
業
と
の
共
同
研
究
や

P
B
L
の
機
会
も
多
く
、大
学
で
は『
地
域
・
社

会
貢
献
白
書
』を
毎
年
発
行
し
て
い
る
。

○
学
生
の「
社
会
人
基
礎
力
」不
足
が
指
摘
さ
れ

て
い
る
。イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
で
大
切
な
こ
と

は
、社
会
人
と
関
わ
り
な
が
ら
、主
体
的
に
行
動

し
、時
に
は
叱
ら
れ
な
が
ら
、社
会
の
仕
組
み
や

観
光
地
の
矛
盾
を
感
じ
取
り
、人
口
減
少
時
代

の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
考
え
方
と
行
動
力
を
身

に
つ
け
る
こ
と
だ
。

❹ 

長
野
大
学 

教
授 

熊
谷
圭
介
氏

○
地
域
住
民
及
び
自
治
体
と
手
を
携
え
な
が

ら
、学
生
を
地
域
か
ら
受
け
入
れ
送
り
出
す「
地

域
人
材
の
循
環
シ
ス
テ
ム
」と
、地
域
課
題
を
住

民
組
織
、地
域
企
業
、自
治
体
と
協
働
し
な
が
ら

解
決
す
る「
地
域
課
題
の
解
決
シ
ス
テ
ム
」の
両

輪
の
構
築
を
目
指
し
て
い
る
。

○
地
域
に
根
ざ
し
た
人
材
の
育
成
で
は
、幼
少

期
〜
シ
ニ
ア
に
至
る
生
涯
学
習
に
お
い
て
、公

〜
現
状
と
課
題
、
そ
し
て
期
待

の
目
的
を
、社
会
に
あ
っ
て
人
間
関
係
を
円
滑

に
構
築
す
る
た
め
に
重
要
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
能
力
や
、物
事
の
課
題
を
発
見
し
解
決
に

導
く
力
の
習
得
、主
体
性
や
行
動
力
の
涵
養
な

ど
に
置
い
て
い
る
。

　
高
崎
経
済
大
学
の
井
門
氏
は
、「
学
生
が
望
ん

で
い
る
の
は
、観
光
の
現
場
を
通
じ
て
培
え
る

自
ら
の
社
会
人
基
礎
力
の
向
上
で
あ
り
、そ
の

達
成
感
こ
そ
が
何
も
の
に
も
代
え
が
た
い
学
生

時
代
の
勲
章
と
な
る
。」と
、そ
の
必
要
性
を
強

調
し
て
い
る
。ま
た
、こ
の
こ
と
は
特
集
1
で
中

田
氏
が
指
摘
し
た「
方
法
論
の
多
面
性
を
生
涯

使
え
る
思
考
の
軸
と
し
て
学
生
に
獲
得
さ
せ
る

こ
と
」に
も
つ
な
が
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
東
京
工
業
大
学
名
誉
教
授
で
、観
光
及
び
そ

の
関
係
分
野
に
多
く
の
門
下
生
を
輩
出
し
、当

財
団
の
元
評
議
員
で
も
い
ら
し
た
故
・
鈴
木
忠

義
氏
が
、「
教
育
と
は
、将
来
の
目
標
と
夢
を
持

た
せ
る
こ
と
で
す
、そ
れ
さ
え
で
き
れ
ば
、育
つ

ん
で
す
よ
、人
間
は
。」、「
実
践
者
は
、現
場
で
解

決
す
る
た
め
の
知
恵
が
必
要
だ
。知
識
と
知
恵

は
違
う
。知
恵
は
現
場
で
育
つ
。」と
お
話
し
さ

れ
て
い
た
こ
と
を
改
め
て
思
い
出
し
た
。

議
論
が
求
め
ら
れ
る
、

コ
ロ
ナ
後
の
観
光
教
育

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
が
観

光
教
育
の
現
場
に
与
え
た
影
響
は
本
稿
の
冒
頭

で
も
触
れ
た
が
、特
集
2
の
中
で
も
、日
本
大
学
の

宍
戸
氏
が
、4
点
挙
げ
て
整
理
し
て
い
る（
表
4
）。

　
現
在
、世
間
で
は
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
進
展
に

よ
る
感
染
拡
大
の
収
束
と
日
常
生
活
へ
の
回
帰

に
期
待
が
高
ま
っ
て
い
る
が
、❶（
オ
ン
ラ
イ
ン

授
業
）に
つ
い
て
も
、オ
ン
ラ
イ
ン
の
長
所
は
活

用
し
つ
つ
、対
面
授
業
や
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
、

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
全
面
的
再
開
な
ど
、一

日
も
早
い
大
学
生
活
の
正
常
化
が
待
た
れ
る
。

　
❷（
観
光
業
の
採
用
中
止
に
よ
る
学
生
の
意

欲
低
下
）、❸（
大
学
受
験
者
数
の
減
少
）に
関
し

て
は
、観
光
関
連
産
業
の
復
活
が
不
可
欠
で
あ

る
。当
財
団
発
表
の「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
流
行
下
の
日
本
人
旅
行
者
の
動
向（
そ
の

10
）（
2
0
2
1
年
4
月
7
日
）」で
は
、コ
ロ
ナ

終
息
後
の
旅
行
意
向
は
、長
期
的
な
視
点
で
見

る
と
高
ま
っ
て
い
る
こ
と
が
示
唆
さ
れ
て
い

る
。国
内
旅
行
、海
外
旅
行
、イ
ン
バ
ウ
ン
ド
、そ

れ
ぞ
れ
の
段
階
的
な
需
要
喚
起
を
図
る
た
め
、

国
や
地
方
自
治
体
な
ど
の
関
係
者
に
は
支
援
策

の
策
定
と
着
実
な
実
行
が
求
め
ら
れ
る
。

　
宍
戸
氏
は
、❶
❷
❸
、そ
し
て
❹（
新
た
な
観

光
教
育
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
開
発
）、ま
た
そ
の
他

の
論
点
も
含
め
て
、コ
ロ
ナ
後
の
観
光
教
育
に

つ
い
て
、改
め
て
議
論
す
る
必
要
性
を
指
摘
し

た
。

　『
地
域
と
大
学
〜
地
方
創
生
・
地
域
再
生
の
時

代
を
迎
え
て
』（
萩
原
誠
著
、
南
方
新
社
、

2
0
1
6
年
12
月
、53
頁
）の
中
で
、公
立
大
学

協
会
会
長（
当
時
）の
木
苗
直
秀
氏
は
、「
公
立
大

学
の
強
み
は
、設
置
団
体
に
よ
る
政
策
と
の
連

動
が
し
や
す
い
こ
と
、地
域
課
題
の
把
握
な
ど

地
域
密
着
度
に
違
い
が
あ
る
こ
と
、学
部
や
学

生
数
が
国
立
大
学
に
比
べ
て
少
な
く
小
回
り
が

利
く
た
め
、専
門
性
を
深
め
ら
れ
る
こ
と
で

す
。」と
述
べ
て
い
る
。

　
地
域
振
興
・
地
方
創
生
を
推
進
す
る
中
で
起

こ
っ
た
今
回
の
コ
ロ
ナ
禍
。公
立
大
学
は
、行
政

や
地
域
と
の
関
係
も
よ
り
近
い
こ
と
か
ら
、そ

の
実
情
を
目
の
当
た
り
に
し
て
き
た
に
違
い
な

い
。当
財
団
は
地
域
の
観
光
振
興
に
関
わ
る
業

務
で
地
元
の
大
学
と
接
点
を
持
つ
こ
と
も
少
な

く
な
い
が
、コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ
て
さ
ら
に
多
様

化
・
複
雑
化
し
た
地
域
課
題
の
解
決
に
資
す
る

大
学
の
あ
り
方
、観
光
教
育
の
あ
り
方
が
、地
方

の
公
立
大
学
か
ら
提
起
さ
れ
議
論
が
深
ま
っ
て

い
く
こ
と
を
願
っ
て
い
る
。

お
わ
り
に

　
人
口
減
少
・
少
子
高
齢
化
が
進
む
地
方
に
お

い
て
、「
地
方
創
生
は
地
域
の
総
力
戦
だ
」と
し

ば
し
ば
言
わ
れ
る
。そ
の
総
力
戦
に
お
い
て
観

光
が
果
た
す
役
割
や
期
待
は
ま
す
ま
す
大
き
く

な
っ
て
い
く
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　
公
立
大
学
に
は
、独
自
の
強
み
を
こ
れ
ま
で

以
上
に
発
揮
し
て
、行
政
、民
間
事
業
者
、他
大

学
、研
究
機
関
を
は
じ
め
と
し
た
多
様
な
関
係

者
等
と
の
効
果
的
な
連
携
の
も
と
、地
域
に
根

ざ
し
た
観
光
教
育
の
実
践
、ま
た
地
域
協
働
に

よ
る
社
会
貢
献
が
待
望
さ
れ
て
い
る
。

（
よ
し
ざ
わ
・
き
よ
よ
し
）

表 1 大学改革実行プラン（人材像・大学像）

求
め
ら
れ
る

人
材
像

目
指
す
べ
き

新
し
い
大
学
像

学生がしっかり学び、自らの人生と社会の未来を主
体的に切り拓く能力を培う大学

グローバル社会で活躍する人材、イノベーションを
創出する人材 
異なる言語、世代、立場を超えてコミュニケーション
できる人材

生涯学び続け、主体的に考え、行動できる人材

資料：文部科学省「大学改革実行プラン（2012年6月）」

グローバル化の中で世界的な存在感を発揮する大学
世界的な研究成果やイノベーションを創出する大学
地域再生の核となる大学 
生涯学習の拠点となる大学
社会の知的基盤としての役割を果たす大学

観光振興に貢献する地方公立大学視座
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観
光
振
興
に

貢
献
す
る

地
方
公
立
大
学

公
益
財
団
法
人
日
本
交
通
公
社 

観
光
文
化
振
興
部
長 

吉
澤
清
良

視座
立
大
学
、そ
し
て
観
光
・
ま
ち
づ
く
り
分
野
へ
の

期
待
が
高
ま
っ
て
い
る
。

❺ 

静
岡
県
立
大
学 

教
授 

八
木
健
祥
氏

○「
ツ
ー
リ
ズ
ム
研
究
セ
ン
タ
ー
」で
は
、観
光

教
育
を
担
当
す
る
教
員（
5
名
）す
べ
て
が
研
究

員
と
な
る
等
、組
織
と
し
て
活
動
す
る
体
制
を

整
え
た
。

○
経
営
情
報
学
部
は
文
理
融
合
セ
ク
シ
ョ
ン
で

あ
る
。ゼ
ミ
で
は
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
活
動
を

主
軸
に
据
え
、ネ
ッ
ト
や
文
献
等
で
は
得
ら
れ

な
い「
気
づ
き
」を
学
生
に
体
感
さ
せ
、こ
う
し

た
経
験
を
社
会
人
と
な
っ
て
も
活
か
し
て
も
ら

う
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

❻ 

芸
術
文
化
観
光
専
門
職
大
学

　

 

教
授 

直
井
岳
人
氏

○
基
礎
的
な
知
識
・
技
能
と
対
話
的
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
持
っ
て
、「
多
様
な
ス
テ
イ

ク
ホ
ル
ダ
ー
の
考
え
方
や
立
場
を
理
解
し
た

上
、対
話
を
通
じ
て
合
意
形
成
に
導
く
技
能
」を

身
に
つ
け
る
こ
と
を
デ
ィ
プ
ロ
マ
ポ
リ
シ
ー
と

し
て
謳
っ
て
い
る
。

○
地
域
ニ
ー
ズ
と
研
究
シ
ー
ズ
の
マ
ッ
チ
ン
グ

と
、プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
担
う

「
地
域
リ
サ
ー
チ
＆
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ

ー
」を
開
学
と
同
時
に
設
置
し
た
。

❼ 

島
根
県
立
大
学 

准
教
授 

西
藤
真
一
氏

○
地
域
ニ
ー
ズ
と
大
学
の
専
門
性
の
マ
ッ
チ
ン

グ
、地
域
の
人
々
へ
の
学
び
の
提
供
、研
究
成
果

の
地
域
へ
の
還
元
を
一
元
的
に
集
約
す
る
仕
組

み
と
し
て「
縁
結
び
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
」を
設

置
し
た
。

○
地
域
課
題
に
向
き
合
い
、解
決
に
向
け
た
行

動
力
の
あ
る
人
材
を
養
成
す
る「
し
ま
ね
地
域

マ
イ
ス
タ
ー
」認
定
制
度
を
創
設
し
た
。

○
ゼ
ミ
で
の
地
域
活
動
は
、地
域
に
も
非
常
に

好
意
的
に
受
け
止
め
て
も
ら
っ
て
い
る
。

❽ 

高
知
県
立
大
学 

准
教
授 

飯
髙
伸
五
氏

○「
地
域
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
」が
地
域
と
の
窓

口
と
な
り
、コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
、相
談
内
容

を
教
員
に
効
果
的
に
差
配
し
て
い
る
。

○「
域
学
共
生（
＊
2
）」の
理
念
の
も
と
、大
学

も
地
域
社
会
か
ら
学
び
、変
え
ら
れ
る
と
い
う

こ
と
を
念
頭
に
お
い
て
い
る
。

○
域
学
共
生
科
目
等
を
修
め
る
と
、独
自
の
称

号「
地
域
共
生
推
進
士
」に
認
定
さ
れ
る
。

○
学
生
独
自
の
地
域
活
動
を
支
援
す
る
制
度

「
立
志
社
中
」も
作
ら
れ
た
。

❾ 

北
九
州
市
立
大
学 

准
教
授 

廣
川
祐
司
氏

○「
地
域
共
生
教
育
セ
ン
タ
ー
」は
、ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
機
能
を
担
っ
て
い
る
。

○
地
域
創
生
学
群
の
学
生
は
、地
域
内
の
多
様

な
ス
テ
イ
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
月
平
均
70
〜
1
2
0

時
間
の
地
域
活
動
を
実
施
。コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
能
力
や
課
題
発
見
・
解
決
能
力
な
ど
を
身

に
つ
け
る
。ま
た
主
体
性
を
醸
成
す
る
。

○
専
門
ゼ
ミ
の「
フ
ッ
ト
パ
ス
づ
く
り
」は
、年

単
位
の
時
間
を
か
け
て
、地
域
住
民
と
の
信
頼

関
係
を
築
き
な
が
ら
進
め
て
い
く
。

� 

名
桜
大
学 

教
授 

大
谷
健
太
郎
氏

○「
地
域
連
携
機
構
」を
設
置
し
、教
育
研
究
活

動
を
通
し
た
地
域
連
携
を
展
開
し
て
い
る
。

○
ゼ
ミ
の
テ
ー
マ
は「
地
域
に
お
け
る
望
ま
し

い
観
光
振
興
の
あ
り
方
」で
あ
り
、講
義
で
学
ん

だ
理
論
を
応
用
す
る
た
め
に
、3
・
4
年
生
の
合

同
ゼ
ミ
で
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
行
っ
て
い

る
。筆
者
が
研
究
及
び
地
域
貢
献
と
し
て
参
加

す
る
観
光
政
策
の
審
議
会
や
計
画
検
討
委
員
会

の
プ
ロ
セ
ス
に
ゼ
ミ
学
生
と
共
に
関
わ
る
こ
と

が
基
本
形
で
あ
る
。

公
立
大
学
の
役
割
は
、

地
域
の〝
総
合
医
〞

　
社
会
的
な
要
請
や
期
待
を
受
け
て
、全
国
各

地
で
多
く
の
大
学
が
社
会
貢
献
に
取
り
組
ん
で

い
る
。し
か
し
、当
初
は
課
題
も
多
か
っ
た
よ
う

だ
。特
集
3
で
、島
根
県
立
大
学
の
西
藤
氏
は
、

「
大
学
と
地
域
と
の
連
携
に
は
、今
ま
で
そ
の
経

験
が
な
か
っ
た
だ
け
に
多
く
の
課
題
も
指
摘
さ

れ
て
き
た
。」と
し
て
、そ
の
課
題
を
取
り
上
げ

て
い
る（
表
3
）。

　
こ
れ
ら
の
課
題
の
う
ち
、❶（
資
金
の
継
続
性

の
担
保
）は
、引
き
続
き
国
や
地
方
自
治
体
か
ら

の
補
助
金
、大
学
の
独
自
予
算
、地
域
か
ら
の
寄

付
な
ど
様
々
な
形
で
調
達
し
て
い
く
こ
と
に
な

る
の
だ
ろ
う
。一
方
で
、❷（
組
織
的
な
対
応
の

難
し
さ
）、❸（
教
員
や
地
域
双
方
に
連
携
す
る

動
機
付
け
）は
、島
根
県
立
大
学
を
は
じ
め
多
く

の
大
学
が
設
置
し
て
い
る
、地
域
ニ
ー
ズ
と
大

学
の
専
門
性
の
マ
ッ
チ
ン
グ
等
を
コ
ー
デ
ィ
ネ

ー
タ
ー
が
行
う
仕
組
み
が
効
果
的
に
機
能
し
て

い
る
よ
う
で
あ
る
。

　
巻
頭
言（
地
域
の
総
合
医
）で
、長
年
、釧
路
公

立
大
学
に
勤
務
し
、地
域
課
題
の
解
決
に
尽
力

さ
れ
て
き
た
小
磯
修
二
氏
は
、「
地
域
の
公
立
大

学
の
役
割
は
、（
中
略
）専
門
の
研
究
者
と
地
域

を
つ
な
ぐ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
機
能
で
あ
ろ
う
。

医
療
の
世
界
で
い
え
ば
プ
ラ
イ
マ
リ
ー
・
ケ
ア

ー
を
行
な
う
総
合
医
だ
。」と
説
い
た
。

　
そ
し
て
、「
そ
こ
で
は
、地
域
の
総
合
的
な
知

見
が
求
め
ら
れ
る
。実
態
を
科
学
的
に
分
析
し
、

地
域
社
会
の
課
題
に
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
と
し
て
向

き
合
う
こ
と
は
難
し
い
挑
戦
だ
が
、そ
こ
に
地

域
の
公
立
大
学
の
役
割
と
醍
醐
味
が
あ
る
だ
ろ

う
。」と
述
べ
、エ
ー
ル
を
送
っ
て
い
る
。

　
地
域
で
の
社
会
貢
献
に
お
い
て
公
立
大
学
に

は
、コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
機
能
の
更
な
る
高
度
化

と
効
果
的
な
運
用
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

現
場
で
の
実
践
を
通
し
て

身
に
つ
け
る
、

〝
社
会
人
基
礎
力
〞

　
一
般
的
に
大
学
の
観
光
教
育
で
は
、理
論
と

実
践
の
両
方
が
重
視
さ
れ
る
。そ
の
実
践
の
手

法
は
、ゼ
ミ
で
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
や
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
な
ど
様
々
で
あ
る
が
、そ
の
目

的
は
概
ね
共
通
の
よ
う
で
あ
る
。

　
特
集
3
で
取
り
上
げ
た
公
立
大
学
で
は
、そ

は
じ
め
に

　
近
年
、観
光
に
関
連
す
る
学
部
・
学
科
の
開
設

が
相
次
い
で
い
る
。当
財
団
発
行
の『
旅
行
年
報

2
0
2
0
』に
よ
る
と
、2
0
2
0
年
8
月
現

在
、「
観
光
」「
ツ
ー
リ
ズ
ム
」「
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ

ィ
」の
い
ず
れ
か
の
語
を
そ
の
名
称
に
含
む
学

部
・
学
科
を
有
す
る
大
学
は
43
、大
学
院
は
11
存

在
し
て
い
る
。2
0
2
2
年
度
に
も
、國
學
院
大

學
が
観
光
ま
ち
づ
く
り
学
部
観
光
ま
ち
づ
く
り

学
科（
仮
称
）の
開
設
を
申
請
し
て
い
る
。な
お
、

学
部
・
学
科
名
に
観
光
、ツ
ー
リ
ズ
ム
、ホ
ス
ピ

タ
リ
テ
ィ
は
含
ま
な
い
も
の
の
、観
光
関
連
の

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
設
け
て
い
る
大
学
も
少
な
く

な
い
と
推
察
さ
れ
る
。

　
し
か
し
、2
0
1
9
年
度
後
半
に
発
生
し
た

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
は
、観
光
地
や

観
光
関
連
産
業
ば
か
り
で
は
な
く
、観
光
教
育

の
現
場
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
、大
学
に
は

授
業
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
を
は
じ
め
、留
学
や
研

修
・
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
取
り
や
め
、社
会
貢

献
の
縮
小
な
ど
様
々
な
対
応
が
迫
ら
れ
る
こ
と

に
な
っ
た
。そ
し
て
、2
0
2
1
年
度
入
学
の
観

光
学
部
や
学
科
の
受
験
者
数
は
、観
光
地
や
観

光
関
連
産
業
の
就
職
環
境
の
悪
化
に
呼
応
す
る

よ
う
に
、多
く
の
大
学
で
減
少
と
な
っ
た
と
も

言
わ
れ
て
い
る
。

　
本
号
で
は
、「
観
光
振
興
に
貢
献
す
る
地
方
公

立
大
学
〜
現
状
と
課
題
、そ
し
て
期
待
」を
特
集

テ
ー
マ
と
し
た
。

　
こ
こ
で
言
う
地
方
と
は
東
京
圏（
一
都
三
県
）

を
除
い
た
地
域
を
指
す
。地
方
大
学
を
対
象
と

し
た
の
は
、政
府
の「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生

総
合
戦
略（
2
0
1
4
年
12
月
閣
議
決
定
）」に

お
い
て
、施
策
の
ひ
と
つ
に「
地
方
大
学
等
の
活

性
化
」が
挙
げ
ら
れ
、ま
ち
づ
く
り
に
お
け
る
地

方
大
学
の
役
割
が
注
目
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た

か
ら
で
あ
る
。ま
た
、そ
の
中
で
も
公
立
大
学
と

し
た
の
は
、「
地
方
公
共
団
体
が
設
置
・
管
理
す

る
と
い
う
性
格
か
ら
、地
域
に
お
け
る
高
等
教

育
機
会
の
提
供
と
地
域
社
会
で
の
知
的
・
文
化

的
拠
点
と
し
て
中
心
的
役
割
を
担
い
、地
域
に

お
け
る
社
会
・
経
済
・
文
化
へ
の
貢
献
が
期
待
さ

れ
て
い
る（
文
部
科
学
省
）」と
の
理
由
に
よ
る
。

　
こ
こ
で
は
、各
特
集
を
振
り
返
る
と
と
も
に
、

地
域
の
観
光
振
興
に
お
け
る
公
立
大
学
の
役
割

と
期
待
に
つ
い
て
改
め
て
考
え
て
み
る
こ
と
と

し
た
い
。な
お
、紙
面
の
関
係
上
、各
特
集
か
ら

の
引
用
で
は
文
意
が
変
わ
ら
な
い
範
囲
で
省

略
、変
更
等
し
て
い
る
こ
と
を
ご
理
解
い
た
だ

き
た
い
。

地
方
分
権
の
平
成
期
に
、

地
方
創
生
の
役
割
を
担
う

公
立
大
学
が
登
場

　
特
集
1（
観
光
振
興
と
公
立
大
学
〜
期
待
さ

れ
る
役
割
と
可
能
性
）で
、（
一
社
）公
立
大
学
協

会
常
務
理
事
・
事
務
局
長
の
中
田
晃
氏
は
、公
立

大
学
は
歴
史
的
に
国
や
地
方
自
治
体
の
危
機
に

伴
走
し
て
き
た
存
在
で
あ
る
と
し
て
、そ
の
主

要
な
役
割
を「
銃
後
の
医
師
養
成
」、「
超
高
齢
社

会
へ
の
対
応
」、「
地
域
振
興
・
地
方
創
生
」の
3

点
に
絞
っ
て
整
理
し
た
。

　
こ
の
う
ち「
地
域
振
興
・
地
方
創
生
」に
お
い

て
は
、「
平
成
期
は
地
方
分
権
の
時
代
で
も
あ

り
、こ
の
流
れ
の
中
で
地
域
振
興
の
た
め
の
積

極
政
策
と
し
て
公
立
大
学
設
置
の
期
待
も
高
ま

り
、自
治
省
の
政
策
転
換
を
受
け
て
、地
域
振

興
・
地
方
創
生
を
役
割
と
し
て
担
う
公
立
大
学

が
登
場
し
て
く
る
。地
域
政
策
、地
方
創
生
あ
る

い
は
観
光
と
い
っ
た
キ
ー
ワ
ー
ド
を
名
称
に
含

む
領
域
横
断
型
の
学
部
・
学
科
が
数
多
く
設
置

さ
れ
た
。」と
説
明
し
た
。

　
し
か
し
、早
く
か
ら
政
策
系
の
領
域
横
断
型

学
術
に
取
り
組
ん
で
き
た
公
立
大
学
は
、様
々

な
領
域
を
分
析
対
象
と
す
る「
対
象
の
多
様
性
」

と
、複
雑
な
要
素
で
成
り
立
つ
営
み
を
分
析
す

る「
方
法
論
の
多
面
性
」の
両
方
に
向
き
合
う
必

要
が
あ
っ
た
と
し
た
。そ
し
て
、観
光
学
に
お
い

て
も
特
に
後
者
を
生
涯
使
え
る
思
考
の
軸
と
し

て
確
立
し
、学
生
に
獲
得
さ
せ
る
こ
と
の
重
要

性
を
説
い
た
。

地
域
課
題
の
解
決
は
、

観
光
教
育
の
持
つ
重
要
な

視
点
の
ひ
と
つ

　
大
学
で
行
わ
れ
る
観
光
教
育
に
つ
い
て
、特

集
2（
現
代
社
会
に
お
け
る
観
光
教
育
の
役
割

を
考
え
る
〜
ウ
ィ
ズ
／
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
時
代
を

見
据
え
て
）で
、日
本
大
学
教
授
の
宍
戸
学
氏

は
、「
一
般
的
に
観
光
教
育
と
は
、観
光
の
持
続

可
能
な
発
展
を
支
え
る
人
材
育
成
を
目
的
と
す

る
教
育
と
定
義
さ
れ
る
が
、観
光
は
広
く
社
会

に
浸
透
し
、旅
す
る
意
味
や
人
々
の
交
流
、ま
ち

づ
く
り
と
の
関
わ
り
ま
で
含
め
る
と
、現
代
社

会
に
お
け
る
観
光
の
健
全
な
発
展
や
そ
れ
に
関

わ
る
様
々
な
事
象
を
題
材
に
学
べ
る
こ
と
か

ら
、幅
広
い
教
育
的
意
義
を
有
し
て
い
る
。」と

解
説
し
た
。

　
し
か
し
、学
術
界
で
は
現
代
社
会
に
お
け
る

観
光
教
育
を
俯
瞰
す
る
研
究
が
少
な
い
こ
と
、

ま
た
、政
策
面
で
は
観
光
教
育
の
本
質
的
な
意

義
や
役
割
を
踏
ま
え
、客
観
的
で
論
理
的
な
視

点
で
議
論
さ
れ
て
き
た
と
は
言
え
な
い
点
が
あ

る
と
し
て
警
鐘
を
鳴
ら
し
た
。

　
そ
し
て
、地
方
大
学
に
つ
い
て
は「
ま
ち
・
ひ

と
・
し
ご
と
創
生
基
本
方
針
2
0
2
1（
内
閣

府
）」の「
魅
力
あ
る
地
方
大
学
の
創
出
」を
引
き

合
い
に
出
し
つ
つ
、「
観
光
産
業
志
向
の
実
務
教

育
と
し
て
の
観
光
教
育
だ
け
で
は
な
く
、地
域

課
題
に
向
き
合
う
手
段
と
し
て
観
光
教
育
に
取

り
組
む
こ
と
が
増
え
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

地
域
課
題
の
解
決
に
取
り
組
む
こ
と
は
、観
光

教
育
が
も
と
も
と
持
っ
て
い
る
重
要
な
視
点
で

あ
る
。」と
述
べ
た
。

観
光
教
育
の
実
践
、

観
光
振
興
へ
の
貢
献
、

各
大
学
の
事
例
を
振
り
返
る

　
2
0
0
5
年
1
月
の
中
央
教
育
審
議
会
の
答

申
で
、大
学
に「
社
会
貢
献
機
能（
地
域
貢
献

等
）」が
位
置
づ
け
ら
れ
た
。「
教
育
基
本
法
」の

改
正（
2
0
0
6
年
12
月
）、さ
ら
に
は「
学
校
教

育
法
」の
改
正（
2
0
0
7
年
6
月
）に
よ
り
、大

学
の
役
割
に
は
従
来
の「
学
術
研
究
」、「
人
材
育

成
」に
加
え
て
、「
社
会
貢
献
」が
加
わ
る
こ
と
に

な
っ
た
。文
部
科
学
省
の「
大
学
改
革
実
行
プ
ラ

ン（
2
0
1
2
年
6
月
）」に
は
、求
め
ら
れ
る
人

材
像
と
し
て「
生
涯
学
び
続
け
、主
体
的
に
考

え
、行
動
で
き
る
人
材
」な
ど
3
つ
、目
指
す
べ

き
新
し
い
大
学
像
と
し
て「
学
生
が
し
っ
か
り

学
び
、自
ら
の
人
生
と
社
会
の
未
来
を
主
体
的

に
切
り
拓
く
能
力
を
培
う
大
学
」、「
地
域
再
生

の
核
と
な
る
大
学
」な
ど
6
つ
の
方
向
性
が
挙

げ
ら
れ
て
い
る（
表
１
）。　

　
そ
の
後
、文
部
科
学
省
は
、地
域
再
生
の
核
と

な
る
大
学
づ
く
り
の
補
助
事
業
と
し
て
、

2
0
1
3
か
ら
2
0
1
9
年
度
ま
で
、「
地（
知
）

の
拠
点
整
備
事
業（
C
O
C
事
業
）」、「
地（
知
）の

拠
点
大
学
に
よ
る
地
方
創
生
推
進
事
業

（
C
O
C
＋
事
業
）」な
ど
を
行
っ
て
き
た（
＊
1
）。

　
人
材
育
成
や
社
会
貢
献
が
ま
す
ま
す
重
視
さ

れ
る
中
で
、各
大
学
は
そ
の
役
割
を
果
た
し
て

き
た
。特
集
3（
観
光
振
興
に
貢
献
す
る
地
方
公

立
大
学
の
取
り
組
み
）で
は
、表
2
に
示
す
全
国

各
地
の
地
方
公
立
大
学
10
校
か
ら
、観
光
教
育

の
実
践
、地
域
の
観
光
振
興
へ
の
貢
献
等
に
つ

い
て
ご
寄
稿
い
た
だ
い
た
。な
お
、今
回
取
り
上

げ
た
大
学
に
は
、釧
路
公
立
大
学
の
よ
う
に
学

部
・
学
科
・
コ
ー
ス
等
に「
観
光
」な
ど
の
名
称
を

持
た
な
い
も
の
の
、実
質
的
に
地
域
の
観
光
振

興
に
寄
与
し
て
い
る
大
学
も
含
め
て
い
る
。

　
10
大
学
の
開
学
年
を
見
る
と
、高
知
女
子
大

学
を
前
身
と
す
る
高
知
県
立
大
学
の
1
9
4
9

年
か
ら
、
芸
術
文
化
観
光
専
門
職
大
学
の

2
0
2
1
年
ま
で
様
々
で
あ
り
、学
生
定
員
も

芸
術
文
化
観
光
専
門
職
大
学
の
3
2
0
名
か
ら

北
九
州
市
立
大
学
の
5
5
6
7
名
ま
で
幅
が
あ

る
。沿
革
・
ミ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、異
口
同
音
に
、

「
地
域
に
根
ざ
し
た
公
立
大
学
と
し
て
地
域
に

貢
献
す
る
」、「
地
域
で
活
躍
す
る
人
材
を
育
成

す
る
」な
ど
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

　
地
域
振
興
・
地
方
創
生
が
声
高
に
叫
ば
れ
、観

光
に
よ
る
地
域
活
性
化
へ
の
期
待
が
高
ま
る

中
、地
方
の
公
立
大
学
は
ど
の
よ
う
な
観
光
教

育
や
地
域
課
題
の
解
決
に
向
け
た
取
り
組
み
を

行
っ
て
き
た
の
か
、大
学
や
先
生
方
、学
生
の
奮

闘
ぶ
り
、そ
の
詳
細
は
特
集
3
を
ご
覧
い
た
だ

く
と
し
て
、こ
こ
で
は
、私
が
特
に
関
心
を
持
っ

た
点
を
列
記
し
て
お
き
た
い
。

❶ 

釧
路
公
立
大
学 

教
授 

中
村
研
二
氏

○「
地
域
経
済
研
究
セ
ン
タ
ー
」を
設
置
し
、地
域

課
題
の
解
決
に
向
け
た
実
践
的
な
政
策
研
究
を

行
っ
て
い
る
。同
セ
ン
タ
ー
の
共
同
研
究
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
の
特
徴
は
、客
員
研
究
員
シ
ス
テ
ム
、地

元
の
行
政
ス
タ
ッ
フ
・
民
間
人
の
参
加
、外
部
資

金
に
よ
る
効
果
的
な
研
究
の
推
進
で
あ
る
。

○
釧
路
市
の
産
業
連
関
表
作
成
に
取
り
組
み
、

各
施
策
の
市
へ
の
経
済
波
及
効
果
分
析
を
行
っ

て
い
る
。

❷ 

岩
手
県
立
大
学 

教
授 

渋
谷
晃
太
郎
氏

○
東
日
本
大
震
災
直
後
の
2
0
1
2
年
に
開
設

し
た「
地
域
政
策
研
究
セ
ン
タ
ー
」を
中
心
に
、

産
業
界
や
各
種
団
体
・
行
政
機
関
と
連
携
し
、震

災
復
興
な
ど
地
域
課
題
の
解
決
を
目
指
し
な
が

ら
、地
域
貢
献
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

○
毎
年
、地
域（
自
治
体
、企
業
、N
P
O
な
ど
）

か
ら
社
会
課
題
解
決
の
た
め
の
研
究
提
案
を
公

募
し
、各
学
部
の
教
員
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
を
行

い
、提
案
者
と
協
働
し
て
解
決
を
目
指
す
地
域

協
働
研
究
を
行
っ
て
い
る
。

❸ 

高
崎
経
済
大
学 

教
授 

井
門
隆
夫
氏

○
高
崎
市
や
市
内
企
業
と
の
共
同
研
究
や

P
B
L
の
機
会
も
多
く
、大
学
で
は『
地
域
・
社

会
貢
献
白
書
』を
毎
年
発
行
し
て
い
る
。

○
学
生
の「
社
会
人
基
礎
力
」不
足
が
指
摘
さ
れ

て
い
る
。イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
で
大
切
な
こ
と

は
、社
会
人
と
関
わ
り
な
が
ら
、主
体
的
に
行
動

し
、時
に
は
叱
ら
れ
な
が
ら
、社
会
の
仕
組
み
や

観
光
地
の
矛
盾
を
感
じ
取
り
、人
口
減
少
時
代

の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
考
え
方
と
行
動
力
を
身

に
つ
け
る
こ
と
だ
。

❹ 

長
野
大
学 

教
授 

熊
谷
圭
介
氏

○
地
域
住
民
及
び
自
治
体
と
手
を
携
え
な
が

ら
、学
生
を
地
域
か
ら
受
け
入
れ
送
り
出
す「
地

域
人
材
の
循
環
シ
ス
テ
ム
」と
、地
域
課
題
を
住

民
組
織
、地
域
企
業
、自
治
体
と
協
働
し
な
が
ら

解
決
す
る「
地
域
課
題
の
解
決
シ
ス
テ
ム
」の
両

輪
の
構
築
を
目
指
し
て
い
る
。

○
地
域
に
根
ざ
し
た
人
材
の
育
成
で
は
、幼
少

期
〜
シ
ニ
ア
に
至
る
生
涯
学
習
に
お
い
て
、公

〜
現
状
と
課
題
、
そ
し
て
期
待

の
目
的
を
、社
会
に
あ
っ
て
人
間
関
係
を
円
滑

に
構
築
す
る
た
め
に
重
要
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
能
力
や
、物
事
の
課
題
を
発
見
し
解
決
に

導
く
力
の
習
得
、主
体
性
や
行
動
力
の
涵
養
な

ど
に
置
い
て
い
る
。

　
高
崎
経
済
大
学
の
井
門
氏
は
、「
学
生
が
望
ん

で
い
る
の
は
、観
光
の
現
場
を
通
じ
て
培
え
る

自
ら
の
社
会
人
基
礎
力
の
向
上
で
あ
り
、そ
の

達
成
感
こ
そ
が
何
も
の
に
も
代
え
が
た
い
学
生

時
代
の
勲
章
と
な
る
。」と
、そ
の
必
要
性
を
強

調
し
て
い
る
。ま
た
、こ
の
こ
と
は
特
集
1
で
中

田
氏
が
指
摘
し
た「
方
法
論
の
多
面
性
を
生
涯

使
え
る
思
考
の
軸
と
し
て
学
生
に
獲
得
さ
せ
る

こ
と
」に
も
つ
な
が
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
東
京
工
業
大
学
名
誉
教
授
で
、観
光
及
び
そ

の
関
係
分
野
に
多
く
の
門
下
生
を
輩
出
し
、当

財
団
の
元
評
議
員
で
も
い
ら
し
た
故
・
鈴
木
忠

義
氏
が
、「
教
育
と
は
、将
来
の
目
標
と
夢
を
持

た
せ
る
こ
と
で
す
、そ
れ
さ
え
で
き
れ
ば
、育
つ

ん
で
す
よ
、人
間
は
。」、「
実
践
者
は
、現
場
で
解

決
す
る
た
め
の
知
恵
が
必
要
だ
。知
識
と
知
恵

は
違
う
。知
恵
は
現
場
で
育
つ
。」と
お
話
し
さ

れ
て
い
た
こ
と
を
改
め
て
思
い
出
し
た
。

議
論
が
求
め
ら
れ
る
、

コ
ロ
ナ
後
の
観
光
教
育

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
が
観

光
教
育
の
現
場
に
与
え
た
影
響
は
本
稿
の
冒
頭

で
も
触
れ
た
が
、特
集
2
の
中
で
も
、日
本
大
学
の

宍
戸
氏
が
、4
点
挙
げ
て
整
理
し
て
い
る（
表
4
）。

　
現
在
、世
間
で
は
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
進
展
に

よ
る
感
染
拡
大
の
収
束
と
日
常
生
活
へ
の
回
帰

に
期
待
が
高
ま
っ
て
い
る
が
、❶（
オ
ン
ラ
イ
ン

授
業
）に
つ
い
て
も
、オ
ン
ラ
イ
ン
の
長
所
は
活

用
し
つ
つ
、対
面
授
業
や
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
、

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
全
面
的
再
開
な
ど
、一

日
も
早
い
大
学
生
活
の
正
常
化
が
待
た
れ
る
。

　
❷（
観
光
業
の
採
用
中
止
に
よ
る
学
生
の
意

欲
低
下
）、❸（
大
学
受
験
者
数
の
減
少
）に
関
し

て
は
、観
光
関
連
産
業
の
復
活
が
不
可
欠
で
あ

る
。当
財
団
発
表
の「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
流
行
下
の
日
本
人
旅
行
者
の
動
向（
そ
の

10
）（
2
0
2
1
年
4
月
7
日
）」で
は
、コ
ロ
ナ

終
息
後
の
旅
行
意
向
は
、長
期
的
な
視
点
で
見

る
と
高
ま
っ
て
い
る
こ
と
が
示
唆
さ
れ
て
い

る
。国
内
旅
行
、海
外
旅
行
、イ
ン
バ
ウ
ン
ド
、そ

れ
ぞ
れ
の
段
階
的
な
需
要
喚
起
を
図
る
た
め
、

国
や
地
方
自
治
体
な
ど
の
関
係
者
に
は
支
援
策

の
策
定
と
着
実
な
実
行
が
求
め
ら
れ
る
。

　
宍
戸
氏
は
、❶
❷
❸
、そ
し
て
❹（
新
た
な
観

光
教
育
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
開
発
）、ま
た
そ
の
他

の
論
点
も
含
め
て
、コ
ロ
ナ
後
の
観
光
教
育
に

つ
い
て
、改
め
て
議
論
す
る
必
要
性
を
指
摘
し

た
。

　『
地
域
と
大
学
〜
地
方
創
生
・
地
域
再
生
の
時

代
を
迎
え
て
』（
萩
原
誠
著
、
南
方
新
社
、

2
0
1
6
年
12
月
、53
頁
）の
中
で
、公
立
大
学

協
会
会
長（
当
時
）の
木
苗
直
秀
氏
は
、「
公
立
大

学
の
強
み
は
、設
置
団
体
に
よ
る
政
策
と
の
連

動
が
し
や
す
い
こ
と
、地
域
課
題
の
把
握
な
ど

地
域
密
着
度
に
違
い
が
あ
る
こ
と
、学
部
や
学

生
数
が
国
立
大
学
に
比
べ
て
少
な
く
小
回
り
が

利
く
た
め
、専
門
性
を
深
め
ら
れ
る
こ
と
で

す
。」と
述
べ
て
い
る
。

　
地
域
振
興
・
地
方
創
生
を
推
進
す
る
中
で
起

こ
っ
た
今
回
の
コ
ロ
ナ
禍
。公
立
大
学
は
、行
政

や
地
域
と
の
関
係
も
よ
り
近
い
こ
と
か
ら
、そ

の
実
情
を
目
の
当
た
り
に
し
て
き
た
に
違
い
な

い
。当
財
団
は
地
域
の
観
光
振
興
に
関
わ
る
業

務
で
地
元
の
大
学
と
接
点
を
持
つ
こ
と
も
少
な

く
な
い
が
、コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ
て
さ
ら
に
多
様

化
・
複
雑
化
し
た
地
域
課
題
の
解
決
に
資
す
る

大
学
の
あ
り
方
、観
光
教
育
の
あ
り
方
が
、地
方

の
公
立
大
学
か
ら
提
起
さ
れ
議
論
が
深
ま
っ
て

い
く
こ
と
を
願
っ
て
い
る
。

お
わ
り
に

　
人
口
減
少
・
少
子
高
齢
化
が
進
む
地
方
に
お

い
て
、「
地
方
創
生
は
地
域
の
総
力
戦
だ
」と
し

ば
し
ば
言
わ
れ
る
。そ
の
総
力
戦
に
お
い
て
観

光
が
果
た
す
役
割
や
期
待
は
ま
す
ま
す
大
き
く

な
っ
て
い
く
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　
公
立
大
学
に
は
、独
自
の
強
み
を
こ
れ
ま
で

以
上
に
発
揮
し
て
、行
政
、民
間
事
業
者
、他
大

学
、研
究
機
関
を
は
じ
め
と
し
た
多
様
な
関
係

者
等
と
の
効
果
的
な
連
携
の
も
と
、地
域
に
根

ざ
し
た
観
光
教
育
の
実
践
、ま
た
地
域
協
働
に

よ
る
社
会
貢
献
が
待
望
さ
れ
て
い
る
。

（
よ
し
ざ
わ
・
き
よ
よ
し
）

表 1 大学改革実行プラン（人材像・大学像）

求
め
ら
れ
る

人
材
像

目
指
す
べ
き

新
し
い
大
学
像

学生がしっかり学び、自らの人生と社会の未来を主
体的に切り拓く能力を培う大学

グローバル社会で活躍する人材、イノベーションを
創出する人材 
異なる言語、世代、立場を超えてコミュニケーション
できる人材

生涯学び続け、主体的に考え、行動できる人材

資料：文部科学省「大学改革実行プラン（2012年6月）」

グローバル化の中で世界的な存在感を発揮する大学
世界的な研究成果やイノベーションを創出する大学
地域再生の核となる大学 
生涯学習の拠点となる大学
社会の知的基盤としての役割を果たす大学

観光振興に貢献する地方公立大学視座

第250号 August 202159



立
大
学
、そ
し
て
観
光
・
ま
ち
づ
く
り
分
野
へ
の

期
待
が
高
ま
っ
て
い
る
。

❺ 

静
岡
県
立
大
学 

教
授 

八
木
健
祥
氏

○「
ツ
ー
リ
ズ
ム
研
究
セ
ン
タ
ー
」で
は
、観
光

教
育
を
担
当
す
る
教
員（
5
名
）す
べ
て
が
研
究

員
と
な
る
等
、組
織
と
し
て
活
動
す
る
体
制
を

整
え
た
。

○
経
営
情
報
学
部
は
文
理
融
合
セ
ク
シ
ョ
ン
で

あ
る
。ゼ
ミ
で
は
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
活
動
を

主
軸
に
据
え
、ネ
ッ
ト
や
文
献
等
で
は
得
ら
れ

な
い「
気
づ
き
」を
学
生
に
体
感
さ
せ
、こ
う
し

た
経
験
を
社
会
人
と
な
っ
て
も
活
か
し
て
も
ら

う
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

❻ 

芸
術
文
化
観
光
専
門
職
大
学

　

 

教
授 

直
井
岳
人
氏

○
基
礎
的
な
知
識
・
技
能
と
対
話
的
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
持
っ
て
、「
多
様
な
ス
テ
イ

ク
ホ
ル
ダ
ー
の
考
え
方
や
立
場
を
理
解
し
た

上
、対
話
を
通
じ
て
合
意
形
成
に
導
く
技
能
」を

身
に
つ
け
る
こ
と
を
デ
ィ
プ
ロ
マ
ポ
リ
シ
ー
と

し
て
謳
っ
て
い
る
。

○
地
域
ニ
ー
ズ
と
研
究
シ
ー
ズ
の
マ
ッ
チ
ン
グ

と
、プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
担
う

「
地
域
リ
サ
ー
チ
＆
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ

ー
」を
開
学
と
同
時
に
設
置
し
た
。

❼ 

島
根
県
立
大
学 

准
教
授 

西
藤
真
一
氏

○
地
域
ニ
ー
ズ
と
大
学
の
専
門
性
の
マ
ッ
チ
ン

グ
、地
域
の
人
々
へ
の
学
び
の
提
供
、研
究
成
果

の
地
域
へ
の
還
元
を
一
元
的
に
集
約
す
る
仕
組

み
と
し
て「
縁
結
び
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
」を
設

置
し
た
。

○
地
域
課
題
に
向
き
合
い
、解
決
に
向
け
た
行

動
力
の
あ
る
人
材
を
養
成
す
る「
し
ま
ね
地
域

マ
イ
ス
タ
ー
」認
定
制
度
を
創
設
し
た
。

○
ゼ
ミ
で
の
地
域
活
動
は
、地
域
に
も
非
常
に

好
意
的
に
受
け
止
め
て
も
ら
っ
て
い
る
。

❽ 

高
知
県
立
大
学 

准
教
授 

飯
髙
伸
五
氏

○「
地
域
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
」が
地
域
と
の
窓

口
と
な
り
、コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
、相
談
内
容

を
教
員
に
効
果
的
に
差
配
し
て
い
る
。

○「
域
学
共
生（
＊
2
）」の
理
念
の
も
と
、大
学

も
地
域
社
会
か
ら
学
び
、変
え
ら
れ
る
と
い
う

こ
と
を
念
頭
に
お
い
て
い
る
。

○
域
学
共
生
科
目
等
を
修
め
る
と
、独
自
の
称

号「
地
域
共
生
推
進
士
」に
認
定
さ
れ
る
。

○
学
生
独
自
の
地
域
活
動
を
支
援
す
る
制
度

「
立
志
社
中
」も
作
ら
れ
た
。

❾ 

北
九
州
市
立
大
学 

准
教
授 

廣
川
祐
司
氏

○「
地
域
共
生
教
育
セ
ン
タ
ー
」は
、ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
機
能
を
担
っ
て
い
る
。

○
地
域
創
生
学
群
の
学
生
は
、地
域
内
の
多
様

な
ス
テ
イ
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
月
平
均
70
〜
1
2
0

時
間
の
地
域
活
動
を
実
施
。コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
能
力
や
課
題
発
見
・
解
決
能
力
な
ど
を
身

に
つ
け
る
。ま
た
主
体
性
を
醸
成
す
る
。

○
専
門
ゼ
ミ
の「
フ
ッ
ト
パ
ス
づ
く
り
」は
、年

単
位
の
時
間
を
か
け
て
、地
域
住
民
と
の
信
頼

関
係
を
築
き
な
が
ら
進
め
て
い
く
。

� 

名
桜
大
学 

教
授 

大
谷
健
太
郎
氏

○「
地
域
連
携
機
構
」を
設
置
し
、教
育
研
究
活

動
を
通
し
た
地
域
連
携
を
展
開
し
て
い
る
。

○
ゼ
ミ
の
テ
ー
マ
は「
地
域
に
お
け
る
望
ま
し

い
観
光
振
興
の
あ
り
方
」で
あ
り
、講
義
で
学
ん

だ
理
論
を
応
用
す
る
た
め
に
、3
・
4
年
生
の
合

同
ゼ
ミ
で
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
行
っ
て
い

る
。筆
者
が
研
究
及
び
地
域
貢
献
と
し
て
参
加

す
る
観
光
政
策
の
審
議
会
や
計
画
検
討
委
員
会

の
プ
ロ
セ
ス
に
ゼ
ミ
学
生
と
共
に
関
わ
る
こ
と

が
基
本
形
で
あ
る
。

公
立
大
学
の
役
割
は
、

地
域
の〝
総
合
医
〞

　
社
会
的
な
要
請
や
期
待
を
受
け
て
、全
国
各

地
で
多
く
の
大
学
が
社
会
貢
献
に
取
り
組
ん
で

い
る
。し
か
し
、当
初
は
課
題
も
多
か
っ
た
よ
う

だ
。特
集
3
で
、島
根
県
立
大
学
の
西
藤
氏
は
、

「
大
学
と
地
域
と
の
連
携
に
は
、今
ま
で
そ
の
経

験
が
な
か
っ
た
だ
け
に
多
く
の
課
題
も
指
摘
さ

れ
て
き
た
。」と
し
て
、そ
の
課
題
を
取
り
上
げ

て
い
る（
表
3
）。

　
こ
れ
ら
の
課
題
の
う
ち
、❶（
資
金
の
継
続
性

の
担
保
）は
、引
き
続
き
国
や
地
方
自
治
体
か
ら

の
補
助
金
、大
学
の
独
自
予
算
、地
域
か
ら
の
寄

付
な
ど
様
々
な
形
で
調
達
し
て
い
く
こ
と
に
な

る
の
だ
ろ
う
。一
方
で
、❷（
組
織
的
な
対
応
の

難
し
さ
）、❸（
教
員
や
地
域
双
方
に
連
携
す
る

動
機
付
け
）は
、島
根
県
立
大
学
を
は
じ
め
多
く

の
大
学
が
設
置
し
て
い
る
、地
域
ニ
ー
ズ
と
大

学
の
専
門
性
の
マ
ッ
チ
ン
グ
等
を
コ
ー
デ
ィ
ネ

ー
タ
ー
が
行
う
仕
組
み
が
効
果
的
に
機
能
し
て

い
る
よ
う
で
あ
る
。

　
巻
頭
言（
地
域
の
総
合
医
）で
、長
年
、釧
路
公

立
大
学
に
勤
務
し
、地
域
課
題
の
解
決
に
尽
力

さ
れ
て
き
た
小
磯
修
二
氏
は
、「
地
域
の
公
立
大

学
の
役
割
は
、（
中
略
）専
門
の
研
究
者
と
地
域

を
つ
な
ぐ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
機
能
で
あ
ろ
う
。

医
療
の
世
界
で
い
え
ば
プ
ラ
イ
マ
リ
ー
・
ケ
ア

ー
を
行
な
う
総
合
医
だ
。」と
説
い
た
。

　
そ
し
て
、「
そ
こ
で
は
、地
域
の
総
合
的
な
知

見
が
求
め
ら
れ
る
。実
態
を
科
学
的
に
分
析
し
、

地
域
社
会
の
課
題
に
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
と
し
て
向

き
合
う
こ
と
は
難
し
い
挑
戦
だ
が
、そ
こ
に
地

域
の
公
立
大
学
の
役
割
と
醍
醐
味
が
あ
る
だ
ろ

う
。」と
述
べ
、エ
ー
ル
を
送
っ
て
い
る
。

　
地
域
で
の
社
会
貢
献
に
お
い
て
公
立
大
学
に

は
、コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
機
能
の
更
な
る
高
度
化

と
効
果
的
な
運
用
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

現
場
で
の
実
践
を
通
し
て

身
に
つ
け
る
、

〝
社
会
人
基
礎
力
〞

　
一
般
的
に
大
学
の
観
光
教
育
で
は
、理
論
と

実
践
の
両
方
が
重
視
さ
れ
る
。そ
の
実
践
の
手

法
は
、ゼ
ミ
で
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
や
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
な
ど
様
々
で
あ
る
が
、そ
の
目

的
は
概
ね
共
通
の
よ
う
で
あ
る
。

　
特
集
3
で
取
り
上
げ
た
公
立
大
学
で
は
、そ

は
じ
め
に

　
近
年
、観
光
に
関
連
す
る
学
部
・
学
科
の
開
設

が
相
次
い
で
い
る
。当
財
団
発
行
の『
旅
行
年
報

2
0
2
0
』に
よ
る
と
、2
0
2
0
年
8
月
現

在
、「
観
光
」「
ツ
ー
リ
ズ
ム
」「
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ

ィ
」の
い
ず
れ
か
の
語
を
そ
の
名
称
に
含
む
学

部
・
学
科
を
有
す
る
大
学
は
43
、大
学
院
は
11
存

在
し
て
い
る
。2
0
2
2
年
度
に
も
、國
學
院
大

學
が
観
光
ま
ち
づ
く
り
学
部
観
光
ま
ち
づ
く
り

学
科（
仮
称
）の
開
設
を
申
請
し
て
い
る
。な
お
、

学
部
・
学
科
名
に
観
光
、ツ
ー
リ
ズ
ム
、ホ
ス
ピ

タ
リ
テ
ィ
は
含
ま
な
い
も
の
の
、観
光
関
連
の

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
設
け
て
い
る
大
学
も
少
な
く

な
い
と
推
察
さ
れ
る
。

　
し
か
し
、2
0
1
9
年
度
後
半
に
発
生
し
た

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
は
、観
光
地
や

観
光
関
連
産
業
ば
か
り
で
は
な
く
、観
光
教
育

の
現
場
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
、大
学
に
は

授
業
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
を
は
じ
め
、留
学
や
研

修
・
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
取
り
や
め
、社
会
貢

献
の
縮
小
な
ど
様
々
な
対
応
が
迫
ら
れ
る
こ
と

に
な
っ
た
。そ
し
て
、2
0
2
1
年
度
入
学
の
観

光
学
部
や
学
科
の
受
験
者
数
は
、観
光
地
や
観

光
関
連
産
業
の
就
職
環
境
の
悪
化
に
呼
応
す
る

よ
う
に
、多
く
の
大
学
で
減
少
と
な
っ
た
と
も

言
わ
れ
て
い
る
。

　
本
号
で
は
、「
観
光
振
興
に
貢
献
す
る
地
方
公

立
大
学
〜
現
状
と
課
題
、そ
し
て
期
待
」を
特
集

テ
ー
マ
と
し
た
。

　
こ
こ
で
言
う
地
方
と
は
東
京
圏（
一
都
三
県
）

を
除
い
た
地
域
を
指
す
。地
方
大
学
を
対
象
と

し
た
の
は
、政
府
の「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生

総
合
戦
略（
2
0
1
4
年
12
月
閣
議
決
定
）」に

お
い
て
、施
策
の
ひ
と
つ
に「
地
方
大
学
等
の
活

性
化
」が
挙
げ
ら
れ
、ま
ち
づ
く
り
に
お
け
る
地

方
大
学
の
役
割
が
注
目
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た

か
ら
で
あ
る
。ま
た
、そ
の
中
で
も
公
立
大
学
と

し
た
の
は
、「
地
方
公
共
団
体
が
設
置
・
管
理
す

る
と
い
う
性
格
か
ら
、地
域
に
お
け
る
高
等
教

育
機
会
の
提
供
と
地
域
社
会
で
の
知
的
・
文
化

的
拠
点
と
し
て
中
心
的
役
割
を
担
い
、地
域
に

お
け
る
社
会
・
経
済
・
文
化
へ
の
貢
献
が
期
待
さ

れ
て
い
る（
文
部
科
学
省
）」と
の
理
由
に
よ
る
。

　
こ
こ
で
は
、各
特
集
を
振
り
返
る
と
と
も
に
、

地
域
の
観
光
振
興
に
お
け
る
公
立
大
学
の
役
割

と
期
待
に
つ
い
て
改
め
て
考
え
て
み
る
こ
と
と

し
た
い
。な
お
、紙
面
の
関
係
上
、各
特
集
か
ら

の
引
用
で
は
文
意
が
変
わ
ら
な
い
範
囲
で
省

略
、変
更
等
し
て
い
る
こ
と
を
ご
理
解
い
た
だ

き
た
い
。

地
方
分
権
の
平
成
期
に
、

地
方
創
生
の
役
割
を
担
う

公
立
大
学
が
登
場

　
特
集
1（
観
光
振
興
と
公
立
大
学
〜
期
待
さ

れ
る
役
割
と
可
能
性
）で
、（
一
社
）公
立
大
学
協

会
常
務
理
事
・
事
務
局
長
の
中
田
晃
氏
は
、公
立

大
学
は
歴
史
的
に
国
や
地
方
自
治
体
の
危
機
に

伴
走
し
て
き
た
存
在
で
あ
る
と
し
て
、そ
の
主

要
な
役
割
を「
銃
後
の
医
師
養
成
」、「
超
高
齢
社

会
へ
の
対
応
」、「
地
域
振
興
・
地
方
創
生
」の
3

点
に
絞
っ
て
整
理
し
た
。

　
こ
の
う
ち「
地
域
振
興
・
地
方
創
生
」に
お
い

て
は
、「
平
成
期
は
地
方
分
権
の
時
代
で
も
あ

り
、こ
の
流
れ
の
中
で
地
域
振
興
の
た
め
の
積

極
政
策
と
し
て
公
立
大
学
設
置
の
期
待
も
高
ま

り
、自
治
省
の
政
策
転
換
を
受
け
て
、地
域
振

興
・
地
方
創
生
を
役
割
と
し
て
担
う
公
立
大
学

が
登
場
し
て
く
る
。地
域
政
策
、地
方
創
生
あ
る

い
は
観
光
と
い
っ
た
キ
ー
ワ
ー
ド
を
名
称
に
含

む
領
域
横
断
型
の
学
部
・
学
科
が
数
多
く
設
置

さ
れ
た
。」と
説
明
し
た
。

　
し
か
し
、早
く
か
ら
政
策
系
の
領
域
横
断
型

学
術
に
取
り
組
ん
で
き
た
公
立
大
学
は
、様
々

な
領
域
を
分
析
対
象
と
す
る「
対
象
の
多
様
性
」

と
、複
雑
な
要
素
で
成
り
立
つ
営
み
を
分
析
す

る「
方
法
論
の
多
面
性
」の
両
方
に
向
き
合
う
必

要
が
あ
っ
た
と
し
た
。そ
し
て
、観
光
学
に
お
い

て
も
特
に
後
者
を
生
涯
使
え
る
思
考
の
軸
と
し

て
確
立
し
、学
生
に
獲
得
さ
せ
る
こ
と
の
重
要

性
を
説
い
た
。

地
域
課
題
の
解
決
は
、

観
光
教
育
の
持
つ
重
要
な

視
点
の
ひ
と
つ

　
大
学
で
行
わ
れ
る
観
光
教
育
に
つ
い
て
、特

集
2（
現
代
社
会
に
お
け
る
観
光
教
育
の
役
割

を
考
え
る
〜
ウ
ィ
ズ
／
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
時
代
を

見
据
え
て
）で
、日
本
大
学
教
授
の
宍
戸
学
氏

は
、「
一
般
的
に
観
光
教
育
と
は
、観
光
の
持
続

可
能
な
発
展
を
支
え
る
人
材
育
成
を
目
的
と
す

る
教
育
と
定
義
さ
れ
る
が
、観
光
は
広
く
社
会

に
浸
透
し
、旅
す
る
意
味
や
人
々
の
交
流
、ま
ち

づ
く
り
と
の
関
わ
り
ま
で
含
め
る
と
、現
代
社

会
に
お
け
る
観
光
の
健
全
な
発
展
や
そ
れ
に
関

わ
る
様
々
な
事
象
を
題
材
に
学
べ
る
こ
と
か

ら
、幅
広
い
教
育
的
意
義
を
有
し
て
い
る
。」と

解
説
し
た
。

　
し
か
し
、学
術
界
で
は
現
代
社
会
に
お
け
る

観
光
教
育
を
俯
瞰
す
る
研
究
が
少
な
い
こ
と
、

ま
た
、政
策
面
で
は
観
光
教
育
の
本
質
的
な
意

義
や
役
割
を
踏
ま
え
、客
観
的
で
論
理
的
な
視

点
で
議
論
さ
れ
て
き
た
と
は
言
え
な
い
点
が
あ

る
と
し
て
警
鐘
を
鳴
ら
し
た
。

　
そ
し
て
、地
方
大
学
に
つ
い
て
は「
ま
ち
・
ひ

と
・
し
ご
と
創
生
基
本
方
針
2
0
2
1（
内
閣

府
）」の「
魅
力
あ
る
地
方
大
学
の
創
出
」を
引
き

合
い
に
出
し
つ
つ
、「
観
光
産
業
志
向
の
実
務
教

育
と
し
て
の
観
光
教
育
だ
け
で
は
な
く
、地
域

課
題
に
向
き
合
う
手
段
と
し
て
観
光
教
育
に
取

り
組
む
こ
と
が
増
え
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

地
域
課
題
の
解
決
に
取
り
組
む
こ
と
は
、観
光

教
育
が
も
と
も
と
持
っ
て
い
る
重
要
な
視
点
で

あ
る
。」と
述
べ
た
。

観
光
教
育
の
実
践
、

観
光
振
興
へ
の
貢
献
、

各
大
学
の
事
例
を
振
り
返
る

　
2
0
0
5
年
1
月
の
中
央
教
育
審
議
会
の
答

申
で
、大
学
に「
社
会
貢
献
機
能（
地
域
貢
献

等
）」が
位
置
づ
け
ら
れ
た
。「
教
育
基
本
法
」の

改
正（
2
0
0
6
年
12
月
）、さ
ら
に
は「
学
校
教

育
法
」の
改
正（
2
0
0
7
年
6
月
）に
よ
り
、大

学
の
役
割
に
は
従
来
の「
学
術
研
究
」、「
人
材
育

成
」に
加
え
て
、「
社
会
貢
献
」が
加
わ
る
こ
と
に

な
っ
た
。文
部
科
学
省
の「
大
学
改
革
実
行
プ
ラ

ン（
2
0
1
2
年
6
月
）」に
は
、求
め
ら
れ
る
人

材
像
と
し
て「
生
涯
学
び
続
け
、主
体
的
に
考

え
、行
動
で
き
る
人
材
」な
ど
3
つ
、目
指
す
べ

き
新
し
い
大
学
像
と
し
て「
学
生
が
し
っ
か
り

学
び
、自
ら
の
人
生
と
社
会
の
未
来
を
主
体
的

に
切
り
拓
く
能
力
を
培
う
大
学
」、「
地
域
再
生

の
核
と
な
る
大
学
」な
ど
6
つ
の
方
向
性
が
挙

げ
ら
れ
て
い
る（
表
１
）。　

　
そ
の
後
、文
部
科
学
省
は
、地
域
再
生
の
核
と

な
る
大
学
づ
く
り
の
補
助
事
業
と
し
て
、

2
0
1
3
か
ら
2
0
1
9
年
度
ま
で
、「
地（
知
）

の
拠
点
整
備
事
業（
C
O
C
事
業
）」、「
地（
知
）の

拠
点
大
学
に
よ
る
地
方
創
生
推
進
事
業

（
C
O
C
＋
事
業
）」な
ど
を
行
っ
て
き
た（
＊
1
）。

　
人
材
育
成
や
社
会
貢
献
が
ま
す
ま
す
重
視
さ

れ
る
中
で
、各
大
学
は
そ
の
役
割
を
果
た
し
て

き
た
。特
集
3（
観
光
振
興
に
貢
献
す
る
地
方
公

立
大
学
の
取
り
組
み
）で
は
、表
2
に
示
す
全
国

各
地
の
地
方
公
立
大
学
10
校
か
ら
、観
光
教
育

の
実
践
、地
域
の
観
光
振
興
へ
の
貢
献
等
に
つ

い
て
ご
寄
稿
い
た
だ
い
た
。な
お
、今
回
取
り
上

げ
た
大
学
に
は
、釧
路
公
立
大
学
の
よ
う
に
学

部
・
学
科
・
コ
ー
ス
等
に「
観
光
」な
ど
の
名
称
を

持
た
な
い
も
の
の
、実
質
的
に
地
域
の
観
光
振

興
に
寄
与
し
て
い
る
大
学
も
含
め
て
い
る
。

　
10
大
学
の
開
学
年
を
見
る
と
、高
知
女
子
大

学
を
前
身
と
す
る
高
知
県
立
大
学
の
1
9
4
9

年
か
ら
、
芸
術
文
化
観
光
専
門
職
大
学
の

2
0
2
1
年
ま
で
様
々
で
あ
り
、学
生
定
員
も

芸
術
文
化
観
光
専
門
職
大
学
の
3
2
0
名
か
ら

北
九
州
市
立
大
学
の
5
5
6
7
名
ま
で
幅
が
あ

る
。沿
革
・
ミ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、異
口
同
音
に
、

「
地
域
に
根
ざ
し
た
公
立
大
学
と
し
て
地
域
に

貢
献
す
る
」、「
地
域
で
活
躍
す
る
人
材
を
育
成

す
る
」な
ど
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

　
地
域
振
興
・
地
方
創
生
が
声
高
に
叫
ば
れ
、観

光
に
よ
る
地
域
活
性
化
へ
の
期
待
が
高
ま
る

中
、地
方
の
公
立
大
学
は
ど
の
よ
う
な
観
光
教

育
や
地
域
課
題
の
解
決
に
向
け
た
取
り
組
み
を

行
っ
て
き
た
の
か
、大
学
や
先
生
方
、学
生
の
奮

闘
ぶ
り
、そ
の
詳
細
は
特
集
3
を
ご
覧
い
た
だ

く
と
し
て
、こ
こ
で
は
、私
が
特
に
関
心
を
持
っ

た
点
を
列
記
し
て
お
き
た
い
。

❶ 

釧
路
公
立
大
学 

教
授 

中
村
研
二
氏

○「
地
域
経
済
研
究
セ
ン
タ
ー
」を
設
置
し
、地
域

課
題
の
解
決
に
向
け
た
実
践
的
な
政
策
研
究
を

行
っ
て
い
る
。同
セ
ン
タ
ー
の
共
同
研
究
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
の
特
徴
は
、客
員
研
究
員
シ
ス
テ
ム
、地

元
の
行
政
ス
タ
ッ
フ
・
民
間
人
の
参
加
、外
部
資

金
に
よ
る
効
果
的
な
研
究
の
推
進
で
あ
る
。

○
釧
路
市
の
産
業
連
関
表
作
成
に
取
り
組
み
、

各
施
策
の
市
へ
の
経
済
波
及
効
果
分
析
を
行
っ

て
い
る
。

❷ 

岩
手
県
立
大
学 

教
授 

渋
谷
晃
太
郎
氏

○
東
日
本
大
震
災
直
後
の
2
0
1
2
年
に
開
設

し
た「
地
域
政
策
研
究
セ
ン
タ
ー
」を
中
心
に
、

産
業
界
や
各
種
団
体
・
行
政
機
関
と
連
携
し
、震

災
復
興
な
ど
地
域
課
題
の
解
決
を
目
指
し
な
が

ら
、地
域
貢
献
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

○
毎
年
、地
域（
自
治
体
、企
業
、N
P
O
な
ど
）

か
ら
社
会
課
題
解
決
の
た
め
の
研
究
提
案
を
公

募
し
、各
学
部
の
教
員
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
を
行

い
、提
案
者
と
協
働
し
て
解
決
を
目
指
す
地
域

協
働
研
究
を
行
っ
て
い
る
。

❸ 

高
崎
経
済
大
学 

教
授 

井
門
隆
夫
氏

○
高
崎
市
や
市
内
企
業
と
の
共
同
研
究
や

P
B
L
の
機
会
も
多
く
、大
学
で
は『
地
域
・
社

会
貢
献
白
書
』を
毎
年
発
行
し
て
い
る
。

○
学
生
の「
社
会
人
基
礎
力
」不
足
が
指
摘
さ
れ

て
い
る
。イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
で
大
切
な
こ
と

は
、社
会
人
と
関
わ
り
な
が
ら
、主
体
的
に
行
動

し
、時
に
は
叱
ら
れ
な
が
ら
、社
会
の
仕
組
み
や

観
光
地
の
矛
盾
を
感
じ
取
り
、人
口
減
少
時
代

の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
考
え
方
と
行
動
力
を
身

に
つ
け
る
こ
と
だ
。

❹ 

長
野
大
学 

教
授 

熊
谷
圭
介
氏

○
地
域
住
民
及
び
自
治
体
と
手
を
携
え
な
が

ら
、学
生
を
地
域
か
ら
受
け
入
れ
送
り
出
す「
地

域
人
材
の
循
環
シ
ス
テ
ム
」と
、地
域
課
題
を
住

民
組
織
、地
域
企
業
、自
治
体
と
協
働
し
な
が
ら

解
決
す
る「
地
域
課
題
の
解
決
シ
ス
テ
ム
」の
両

輪
の
構
築
を
目
指
し
て
い
る
。

○
地
域
に
根
ざ
し
た
人
材
の
育
成
で
は
、幼
少

期
〜
シ
ニ
ア
に
至
る
生
涯
学
習
に
お
い
て
、公

の
目
的
を
、社
会
に
あ
っ
て
人
間
関
係
を
円
滑

に
構
築
す
る
た
め
に
重
要
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
能
力
や
、物
事
の
課
題
を
発
見
し
解
決
に

導
く
力
の
習
得
、主
体
性
や
行
動
力
の
涵
養
な

ど
に
置
い
て
い
る
。

　
高
崎
経
済
大
学
の
井
門
氏
は
、「
学
生
が
望
ん

で
い
る
の
は
、観
光
の
現
場
を
通
じ
て
培
え
る

自
ら
の
社
会
人
基
礎
力
の
向
上
で
あ
り
、そ
の

達
成
感
こ
そ
が
何
も
の
に
も
代
え
が
た
い
学
生

時
代
の
勲
章
と
な
る
。」と
、そ
の
必
要
性
を
強

調
し
て
い
る
。ま
た
、こ
の
こ
と
は
特
集
1
で
中

田
氏
が
指
摘
し
た「
方
法
論
の
多
面
性
を
生
涯

使
え
る
思
考
の
軸
と
し
て
学
生
に
獲
得
さ
せ
る

こ
と
」に
も
つ
な
が
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
東
京
工
業
大
学
名
誉
教
授
で
、観
光
及
び
そ

の
関
係
分
野
に
多
く
の
門
下
生
を
輩
出
し
、当

財
団
の
元
評
議
員
で
も
い
ら
し
た
故
・
鈴
木
忠

義
氏
が
、「
教
育
と
は
、将
来
の
目
標
と
夢
を
持

た
せ
る
こ
と
で
す
、そ
れ
さ
え
で
き
れ
ば
、育
つ

ん
で
す
よ
、人
間
は
。」、「
実
践
者
は
、現
場
で
解

決
す
る
た
め
の
知
恵
が
必
要
だ
。知
識
と
知
恵

は
違
う
。知
恵
は
現
場
で
育
つ
。」と
お
話
し
さ

れ
て
い
た
こ
と
を
改
め
て
思
い
出
し
た
。

議
論
が
求
め
ら
れ
る
、

コ
ロ
ナ
後
の
観
光
教
育

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
が
観

光
教
育
の
現
場
に
与
え
た
影
響
は
本
稿
の
冒
頭

で
も
触
れ
た
が
、特
集
2
の
中
で
も
、日
本
大
学
の

宍
戸
氏
が
、4
点
挙
げ
て
整
理
し
て
い
る（
表
4
）。

　
現
在
、世
間
で
は
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
進
展
に

よ
る
感
染
拡
大
の
収
束
と
日
常
生
活
へ
の
回
帰

に
期
待
が
高
ま
っ
て
い
る
が
、❶（
オ
ン
ラ
イ
ン

授
業
）に
つ
い
て
も
、オ
ン
ラ
イ
ン
の
長
所
は
活

用
し
つ
つ
、対
面
授
業
や
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
、

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
全
面
的
再
開
な
ど
、一

日
も
早
い
大
学
生
活
の
正
常
化
が
待
た
れ
る
。

　
❷（
観
光
業
の
採
用
中
止
に
よ
る
学
生
の
意

欲
低
下
）、❸（
大
学
受
験
者
数
の
減
少
）に
関
し

て
は
、観
光
関
連
産
業
の
復
活
が
不
可
欠
で
あ

る
。当
財
団
発
表
の「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
流
行
下
の
日
本
人
旅
行
者
の
動
向（
そ
の

10
）（
2
0
2
1
年
4
月
7
日
）」で
は
、コ
ロ
ナ

終
息
後
の
旅
行
意
向
は
、長
期
的
な
視
点
で
見

る
と
高
ま
っ
て
い
る
こ
と
が
示
唆
さ
れ
て
い

る
。国
内
旅
行
、海
外
旅
行
、イ
ン
バ
ウ
ン
ド
、そ

れ
ぞ
れ
の
段
階
的
な
需
要
喚
起
を
図
る
た
め
、

国
や
地
方
自
治
体
な
ど
の
関
係
者
に
は
支
援
策

の
策
定
と
着
実
な
実
行
が
求
め
ら
れ
る
。

　
宍
戸
氏
は
、❶
❷
❸
、そ
し
て
❹（
新
た
な
観

光
教
育
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
開
発
）、ま
た
そ
の
他

の
論
点
も
含
め
て
、コ
ロ
ナ
後
の
観
光
教
育
に

つ
い
て
、改
め
て
議
論
す
る
必
要
性
を
指
摘
し

た
。

　『
地
域
と
大
学
〜
地
方
創
生
・
地
域
再
生
の
時

代
を
迎
え
て
』（
萩
原
誠
著
、
南
方
新
社
、

2
0
1
6
年
12
月
、53
頁
）の
中
で
、公
立
大
学

協
会
会
長（
当
時
）の
木
苗
直
秀
氏
は
、「
公
立
大

学
の
強
み
は
、設
置
団
体
に
よ
る
政
策
と
の
連

動
が
し
や
す
い
こ
と
、地
域
課
題
の
把
握
な
ど

地
域
密
着
度
に
違
い
が
あ
る
こ
と
、学
部
や
学

生
数
が
国
立
大
学
に
比
べ
て
少
な
く
小
回
り
が

利
く
た
め
、専
門
性
を
深
め
ら
れ
る
こ
と
で

す
。」と
述
べ
て
い
る
。

　
地
域
振
興
・
地
方
創
生
を
推
進
す
る
中
で
起

こ
っ
た
今
回
の
コ
ロ
ナ
禍
。公
立
大
学
は
、行
政

や
地
域
と
の
関
係
も
よ
り
近
い
こ
と
か
ら
、そ

の
実
情
を
目
の
当
た
り
に
し
て
き
た
に
違
い
な

い
。当
財
団
は
地
域
の
観
光
振
興
に
関
わ
る
業

務
で
地
元
の
大
学
と
接
点
を
持
つ
こ
と
も
少
な

く
な
い
が
、コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ
て
さ
ら
に
多
様

化
・
複
雑
化
し
た
地
域
課
題
の
解
決
に
資
す
る

大
学
の
あ
り
方
、観
光
教
育
の
あ
り
方
が
、地
方

の
公
立
大
学
か
ら
提
起
さ
れ
議
論
が
深
ま
っ
て

い
く
こ
と
を
願
っ
て
い
る
。

お
わ
り
に

　
人
口
減
少
・
少
子
高
齢
化
が
進
む
地
方
に
お

い
て
、「
地
方
創
生
は
地
域
の
総
力
戦
だ
」と
し

ば
し
ば
言
わ
れ
る
。そ
の
総
力
戦
に
お
い
て
観

光
が
果
た
す
役
割
や
期
待
は
ま
す
ま
す
大
き
く

な
っ
て
い
く
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　
公
立
大
学
に
は
、独
自
の
強
み
を
こ
れ
ま
で

以
上
に
発
揮
し
て
、行
政
、民
間
事
業
者
、他
大

学
、研
究
機
関
を
は
じ
め
と
し
た
多
様
な
関
係

者
等
と
の
効
果
的
な
連
携
の
も
と
、地
域
に
根

ざ
し
た
観
光
教
育
の
実
践
、ま
た
地
域
協
働
に

よ
る
社
会
貢
献
が
待
望
さ
れ
て
い
る
。

（
よ
し
ざ
わ
・
き
よ
よ
し
）

表 3 地域連携における大学の課題

資金の継続性をどう担保するかとい
う課題 

組織的な対応の難しさ（教員の属人
的なレベルでの地域連携は機動的で
ある反面、組織としての蓄積は難し
く、調整に手間がかかる）

教員や地域双方に連携する動機付け
（単に資金的なことだけでなく、
互いにニーズやシーズを把握できて
いないため、互いの資源が有効活用
されないという問題）

資料：特集3（島根県立大学 西藤真一氏）より作成。

❶

❷

❸

観光振興に貢献する地方公立大学視座

釧路公立大学は、北海道東部に位置する釧路地域の市町村が支える公立大学
です。少子化、高齢化、国際化が進み、日本社会が大きく変化しつつある時代に、

「地域」を理解し、「地域」にみずからの足場を置く人間を育てることが大切になる
との考えに基づき、1988年に開学しました。「地域に開かれた大学」、「国際性を
重視する大学」、「理論と実践の相まった大学」の建学の理念のもと、大学と地域
が連携する地域経済研究センターを開設するほか、海外の協定大学との交換留
学制度などを実施しています。

表 2 特集3で取り上げた公立大学の概要
沿革・ミッション大学の概要

資料：一般社団法人公立大学協会ホームページ「各公立大学の概要」（2021年7月12日）より作成。

❶ 釧路公立大学    
所在地 北海道釧路市     
設置者 釧路公立大学事務組合     
開学年 1988年     

設置学部 経済学部   
職員数 26名
教員数 38名

学生定員 1,200名

岩手県立大学は、看護学部、社会福祉学部、ソフトウェア情報学部、総合政策学
部の4学部を有する総合大学です。県内の高校生の進学需要の高まりと、高齢
化・情報化・国際化など経済社会情勢の急激な変化を背景に、地域社会における
政策的対応が求められる中、教育機会の充実を図り、優秀な人材を育成するとい
う課題に応えるため、1998年に開学しました。2005年度には公立大学法人化
し、教育・研究・地域貢献等において、さらなる充実・強化に取り組んでいます。

❷ 岩手県立大学    
所在地 岩手県滝沢市
設置者 公立大学法人岩手県立大学（岩手県）    
開学年 1998年 （法人設立年 2005年）      

設置学部 看護学部、社会福祉学部、
ソフトウェア情報学部、総合政策学部    

職員数 102名
教員数 197名

学生定員 2,047名

高崎経済大学は、高崎市立短期大学を前身とし、1957年に開学しました。
経済学部は「商都高崎の伝統を踏まえ、実学の精神」で学生を教育すること、
1996年に設置した地域政策学部は「地方分権時代を担う人材」を育成する
ことを目的とする全国から学生が集まる数少ない公立大学です。学部を基礎と
する大学院研究科も含め、教育研究を通じて高い知識を備え、自主・自立に
富む人材の育成と広く社会の発展に貢献することに努めています。

❸ 高崎経済大学     
所在地 群馬県高崎市     
設置者 公立大学法人高崎経済大学（高崎市）     
開学年 1957年 （法人設立年 2011年）

設置学部 経済学部、地域政策学部        
職員数 56名
教員数 105名

学生定員 3,787名

長野大学は「地域社会との密接な結びつきによる学問理論の生活化」を理念と
する公設民営方式の私立大学として開学し、以来50年の歴史を経て、2017年
度に上田市を設置者とする公立大学法人となりました。地域に根ざした大学と
してこれまで以上に地域社会の人 と々協働し、社会・経済の担い手不足など地
方が直面する課題の解決に取り組み、「地域の未来を創造・デザインできる人
材」を育成します。

❹ 長野大学
所在地 長野県上田市         
設置者 公立大学法人長野大学（上田市）    
開学年 1966年 （法人設立年 2017年）    

設置学部 社会福祉学部、環境ツーリズム学部、
企業情報学部    

職員数 42名
教員数 61名

学生定員 1,464名

静岡県立大学は、1987年に旧県立3大学を改組、統合して開学しました。現在
5学部とそれらの大学院を併設しており、草薙キャンパスと小鹿キャンパスで約
3,000名の学生が学んでいます。2019年11月に「静岡県立大学SDGs宣言」
を掲げて、「地域をつくる、地域をむすぶ、未来へつなぐ」をスローガンに、学術
的・人的資源を最大限に活用し、研究、教育、地域貢献及び国際交流に取り組
んでいます。

❺ 静岡県立大学     
所在地 静岡県静岡市    
設置者 静岡県公立大学法人（静岡県）    
開学年 1987年 （法人設立年 2007年）    

設置学部 薬学部、食品栄養科学部、国際関係学部、
経営情報学部、看護学部    

職員数 82名
教員数 276名

学生定員 3,029名

芸術文化観光専門職大学は、芸術文化と観光の双方の視点を生かし、地域に新
たな活力を創出する専門職業人を育成するとともに、地域に根ざした教育研究活
動の推進と地域及び国際社会への貢献を目指し、2021年4月に新たに開学しま
した。

❻ 芸術文化観光専門職大学   
所在地 兵庫県豊岡市        
設置者 兵庫県公立大学法人（兵庫県）         
開学年 2021年 （法人設立年 2013年）       

設置学部 芸術文化・観光学部    
職員数 18名
教員数 32名

学生定員 320名

島根県立大学は、2000年に総合政策学部（浜田キャンパス）1学部で開学。
2007年には法人化を果たしました。2012年に設置した看護学部（出雲キャンパ
ス）を2018年に看護栄養学部へ改組すると同時に、人間文化学部（松江キャン
パス）を設置しました。さらに2021年には総合政策学部を国際関係学部と地域
政策学部へ改組。4学部を擁する地方の公立大学としての役割を果たしながら

「地域貢献日本一」の大学を目指していきます。

❼ 島根県立大学          
所在地 島根県浜田市    
設置者 公立大学法人島根県立大学（島根県）    
開学年 2000年 （法人設立年 2007年）    

設置学部 国際関係学部、地域政策学部、総合政策学部、
看護栄養学部、人間文化学部      

職員数 82名
教員数 155名

学生定員 1,946名

高知県立大学は、女子教育では歴史の長かった高知女子大学を前身として
70余年の歴史があります。現在は4学部（文化、看護、社会福祉、健康栄養）、
そして大学院の2研究科（看護学、人間生活学）があります。グローバルに考え
ローカルに活動する「域学共生」を目指し、全学的に教育・研究・社会連携を
進め、地域再生の核となる大学づくりに力を入れています。

❽ 高知県立大学
所在地 高知県高知市     
設置者 高知県公立大学法人（高知県）    
開学年 1949年 （法人設立年 2011年）    

設置学部 文化学部、看護学部、社会福祉学部、
健康栄養学部

職員数 66名
教員数 125名

学生定員 1,470名

1946年に設立した小倉外事専門学校を前身とし、現在5学部1学群4研究科
を擁する総合大学へと発展してきました。現在、「地域」、「環境」、「世界（地球）」
という３つのビジョンを掲げ、北九州市も推進しているＳＤＧｓにも取り組み、
大学のプレゼンス向上を目指しています。教育、研究、学生支援、地域貢献を
より充実させ、地域に根ざした公立大学として、社会で活躍できる人材の
育成に貢献してまいります。

❾ 北九州市立大学     
所在地 福岡県北九州市    
設置者 公立大学法人北九州市立大学（北九州市）    
開学年 1950年 （法人設立年 2005年）    

設置学部 外国語学部、経済学部、文学部、法学部、
国際環境工学部、地域創生学群    

職員数 200名
教員数 262名

学生定員 5,567名

名桜大学は、名護市を中心とした沖縄県北部12市町村と沖縄県の出資による
公設民営の大学として1994年に開学し、2010年、設置者変更により公立大
学法人となりました。「平和・自由・進歩」を建学の理念としています。今後の
益々の教育研究活動の充実発展、その成果により一層地域に貢献できる大学
を目指します。

� 名桜大学     
所在地 沖縄県名護市        
設置者 公立大学法人名桜大学

（北部広域市町村圏事務組合） 
開学年 1994年 （法人設立年 2010年）          

設置学部 人間健康学部、国際学群        

職員数 55名
教員数 107名

学生定員 1,900名

60



立
大
学
、そ
し
て
観
光
・
ま
ち
づ
く
り
分
野
へ
の

期
待
が
高
ま
っ
て
い
る
。

❺ 

静
岡
県
立
大
学 

教
授 

八
木
健
祥
氏

○「
ツ
ー
リ
ズ
ム
研
究
セ
ン
タ
ー
」で
は
、観
光

教
育
を
担
当
す
る
教
員（
5
名
）す
べ
て
が
研
究

員
と
な
る
等
、組
織
と
し
て
活
動
す
る
体
制
を

整
え
た
。

○
経
営
情
報
学
部
は
文
理
融
合
セ
ク
シ
ョ
ン
で

あ
る
。ゼ
ミ
で
は
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
活
動
を

主
軸
に
据
え
、ネ
ッ
ト
や
文
献
等
で
は
得
ら
れ

な
い「
気
づ
き
」を
学
生
に
体
感
さ
せ
、こ
う
し

た
経
験
を
社
会
人
と
な
っ
て
も
活
か
し
て
も
ら

う
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

❻ 

芸
術
文
化
観
光
専
門
職
大
学

　

 

教
授 

直
井
岳
人
氏

○
基
礎
的
な
知
識
・
技
能
と
対
話
的
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
持
っ
て
、「
多
様
な
ス
テ
イ

ク
ホ
ル
ダ
ー
の
考
え
方
や
立
場
を
理
解
し
た

上
、対
話
を
通
じ
て
合
意
形
成
に
導
く
技
能
」を

身
に
つ
け
る
こ
と
を
デ
ィ
プ
ロ
マ
ポ
リ
シ
ー
と

し
て
謳
っ
て
い
る
。

○
地
域
ニ
ー
ズ
と
研
究
シ
ー
ズ
の
マ
ッ
チ
ン
グ

と
、プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
担
う

「
地
域
リ
サ
ー
チ
＆
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ

ー
」を
開
学
と
同
時
に
設
置
し
た
。

❼ 

島
根
県
立
大
学 

准
教
授 

西
藤
真
一
氏

○
地
域
ニ
ー
ズ
と
大
学
の
専
門
性
の
マ
ッ
チ
ン

グ
、地
域
の
人
々
へ
の
学
び
の
提
供
、研
究
成
果

の
地
域
へ
の
還
元
を
一
元
的
に
集
約
す
る
仕
組

み
と
し
て「
縁
結
び
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
」を
設

置
し
た
。

○
地
域
課
題
に
向
き
合
い
、解
決
に
向
け
た
行

動
力
の
あ
る
人
材
を
養
成
す
る「
し
ま
ね
地
域

マ
イ
ス
タ
ー
」認
定
制
度
を
創
設
し
た
。

○
ゼ
ミ
で
の
地
域
活
動
は
、地
域
に
も
非
常
に

好
意
的
に
受
け
止
め
て
も
ら
っ
て
い
る
。

❽ 

高
知
県
立
大
学 

准
教
授 

飯
髙
伸
五
氏

○「
地
域
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
」が
地
域
と
の
窓

口
と
な
り
、コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
、相
談
内
容

を
教
員
に
効
果
的
に
差
配
し
て
い
る
。

○「
域
学
共
生（
＊
2
）」の
理
念
の
も
と
、大
学

も
地
域
社
会
か
ら
学
び
、変
え
ら
れ
る
と
い
う

こ
と
を
念
頭
に
お
い
て
い
る
。

○
域
学
共
生
科
目
等
を
修
め
る
と
、独
自
の
称

号「
地
域
共
生
推
進
士
」に
認
定
さ
れ
る
。

○
学
生
独
自
の
地
域
活
動
を
支
援
す
る
制
度

「
立
志
社
中
」も
作
ら
れ
た
。

❾ 

北
九
州
市
立
大
学 
准
教
授 

廣
川
祐
司
氏

○「
地
域
共
生
教
育
セ
ン
タ
ー
」は
、ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
機
能
を
担
っ
て
い
る
。

○
地
域
創
生
学
群
の
学
生
は
、地
域
内
の
多
様

な
ス
テ
イ
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
月
平
均
70
〜
1
2
0

時
間
の
地
域
活
動
を
実
施
。コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
能
力
や
課
題
発
見
・
解
決
能
力
な
ど
を
身

に
つ
け
る
。ま
た
主
体
性
を
醸
成
す
る
。

○
専
門
ゼ
ミ
の「
フ
ッ
ト
パ
ス
づ
く
り
」は
、年

単
位
の
時
間
を
か
け
て
、地
域
住
民
と
の
信
頼

関
係
を
築
き
な
が
ら
進
め
て
い
く
。

� 

名
桜
大
学 

教
授 

大
谷
健
太
郎
氏

○「
地
域
連
携
機
構
」を
設
置
し
、教
育
研
究
活

動
を
通
し
た
地
域
連
携
を
展
開
し
て
い
る
。

○
ゼ
ミ
の
テ
ー
マ
は「
地
域
に
お
け
る
望
ま
し

い
観
光
振
興
の
あ
り
方
」で
あ
り
、講
義
で
学
ん

だ
理
論
を
応
用
す
る
た
め
に
、3
・
4
年
生
の
合

同
ゼ
ミ
で
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
行
っ
て
い

る
。筆
者
が
研
究
及
び
地
域
貢
献
と
し
て
参
加

す
る
観
光
政
策
の
審
議
会
や
計
画
検
討
委
員
会

の
プ
ロ
セ
ス
に
ゼ
ミ
学
生
と
共
に
関
わ
る
こ
と

が
基
本
形
で
あ
る
。

公
立
大
学
の
役
割
は
、

地
域
の〝
総
合
医
〞

　
社
会
的
な
要
請
や
期
待
を
受
け
て
、全
国
各

地
で
多
く
の
大
学
が
社
会
貢
献
に
取
り
組
ん
で

い
る
。し
か
し
、当
初
は
課
題
も
多
か
っ
た
よ
う

だ
。特
集
3
で
、島
根
県
立
大
学
の
西
藤
氏
は
、

「
大
学
と
地
域
と
の
連
携
に
は
、今
ま
で
そ
の
経

験
が
な
か
っ
た
だ
け
に
多
く
の
課
題
も
指
摘
さ

れ
て
き
た
。」と
し
て
、そ
の
課
題
を
取
り
上
げ

て
い
る（
表
3
）。

　
こ
れ
ら
の
課
題
の
う
ち
、❶（
資
金
の
継
続
性

の
担
保
）は
、引
き
続
き
国
や
地
方
自
治
体
か
ら

の
補
助
金
、大
学
の
独
自
予
算
、地
域
か
ら
の
寄

付
な
ど
様
々
な
形
で
調
達
し
て
い
く
こ
と
に
な

る
の
だ
ろ
う
。一
方
で
、❷（
組
織
的
な
対
応
の

難
し
さ
）、❸（
教
員
や
地
域
双
方
に
連
携
す
る

動
機
付
け
）は
、島
根
県
立
大
学
を
は
じ
め
多
く

の
大
学
が
設
置
し
て
い
る
、地
域
ニ
ー
ズ
と
大

学
の
専
門
性
の
マ
ッ
チ
ン
グ
等
を
コ
ー
デ
ィ
ネ

ー
タ
ー
が
行
う
仕
組
み
が
効
果
的
に
機
能
し
て

い
る
よ
う
で
あ
る
。

　
巻
頭
言（
地
域
の
総
合
医
）で
、長
年
、釧
路
公

立
大
学
に
勤
務
し
、地
域
課
題
の
解
決
に
尽
力

さ
れ
て
き
た
小
磯
修
二
氏
は
、「
地
域
の
公
立
大

学
の
役
割
は
、（
中
略
）専
門
の
研
究
者
と
地
域

を
つ
な
ぐ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
機
能
で
あ
ろ
う
。

医
療
の
世
界
で
い
え
ば
プ
ラ
イ
マ
リ
ー
・
ケ
ア

ー
を
行
な
う
総
合
医
だ
。」と
説
い
た
。

　
そ
し
て
、「
そ
こ
で
は
、地
域
の
総
合
的
な
知

見
が
求
め
ら
れ
る
。実
態
を
科
学
的
に
分
析
し
、

地
域
社
会
の
課
題
に
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
と
し
て
向

き
合
う
こ
と
は
難
し
い
挑
戦
だ
が
、そ
こ
に
地

域
の
公
立
大
学
の
役
割
と
醍
醐
味
が
あ
る
だ
ろ

う
。」と
述
べ
、エ
ー
ル
を
送
っ
て
い
る
。

　
地
域
で
の
社
会
貢
献
に
お
い
て
公
立
大
学
に

は
、コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
機
能
の
更
な
る
高
度
化

と
効
果
的
な
運
用
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

現
場
で
の
実
践
を
通
し
て

身
に
つ
け
る
、

〝
社
会
人
基
礎
力
〞

　
一
般
的
に
大
学
の
観
光
教
育
で
は
、理
論
と

実
践
の
両
方
が
重
視
さ
れ
る
。そ
の
実
践
の
手

法
は
、ゼ
ミ
で
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
や
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
な
ど
様
々
で
あ
る
が
、そ
の
目

的
は
概
ね
共
通
の
よ
う
で
あ
る
。

　
特
集
3
で
取
り
上
げ
た
公
立
大
学
で
は
、そ

は
じ
め
に

　
近
年
、観
光
に
関
連
す
る
学
部
・
学
科
の
開
設

が
相
次
い
で
い
る
。当
財
団
発
行
の『
旅
行
年
報

2
0
2
0
』に
よ
る
と
、2
0
2
0
年
8
月
現

在
、「
観
光
」「
ツ
ー
リ
ズ
ム
」「
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ

ィ
」の
い
ず
れ
か
の
語
を
そ
の
名
称
に
含
む
学

部
・
学
科
を
有
す
る
大
学
は
43
、大
学
院
は
11
存

在
し
て
い
る
。2
0
2
2
年
度
に
も
、國
學
院
大

學
が
観
光
ま
ち
づ
く
り
学
部
観
光
ま
ち
づ
く
り

学
科（
仮
称
）の
開
設
を
申
請
し
て
い
る
。な
お
、

学
部
・
学
科
名
に
観
光
、ツ
ー
リ
ズ
ム
、ホ
ス
ピ

タ
リ
テ
ィ
は
含
ま
な
い
も
の
の
、観
光
関
連
の

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
設
け
て
い
る
大
学
も
少
な
く

な
い
と
推
察
さ
れ
る
。

　
し
か
し
、2
0
1
9
年
度
後
半
に
発
生
し
た

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
は
、観
光
地
や

観
光
関
連
産
業
ば
か
り
で
は
な
く
、観
光
教
育

の
現
場
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
、大
学
に
は

授
業
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
を
は
じ
め
、留
学
や
研

修
・
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
取
り
や
め
、社
会
貢

献
の
縮
小
な
ど
様
々
な
対
応
が
迫
ら
れ
る
こ
と

に
な
っ
た
。そ
し
て
、2
0
2
1
年
度
入
学
の
観

光
学
部
や
学
科
の
受
験
者
数
は
、観
光
地
や
観

光
関
連
産
業
の
就
職
環
境
の
悪
化
に
呼
応
す
る

よ
う
に
、多
く
の
大
学
で
減
少
と
な
っ
た
と
も

言
わ
れ
て
い
る
。

　
本
号
で
は
、「
観
光
振
興
に
貢
献
す
る
地
方
公

立
大
学
〜
現
状
と
課
題
、そ
し
て
期
待
」を
特
集

テ
ー
マ
と
し
た
。

　
こ
こ
で
言
う
地
方
と
は
東
京
圏（
一
都
三
県
）

を
除
い
た
地
域
を
指
す
。地
方
大
学
を
対
象
と

し
た
の
は
、政
府
の「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生

総
合
戦
略（
2
0
1
4
年
12
月
閣
議
決
定
）」に

お
い
て
、施
策
の
ひ
と
つ
に「
地
方
大
学
等
の
活

性
化
」が
挙
げ
ら
れ
、ま
ち
づ
く
り
に
お
け
る
地

方
大
学
の
役
割
が
注
目
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た

か
ら
で
あ
る
。ま
た
、そ
の
中
で
も
公
立
大
学
と

し
た
の
は
、「
地
方
公
共
団
体
が
設
置
・
管
理
す

る
と
い
う
性
格
か
ら
、地
域
に
お
け
る
高
等
教

育
機
会
の
提
供
と
地
域
社
会
で
の
知
的
・
文
化

的
拠
点
と
し
て
中
心
的
役
割
を
担
い
、地
域
に

お
け
る
社
会
・
経
済
・
文
化
へ
の
貢
献
が
期
待
さ

れ
て
い
る（
文
部
科
学
省
）」と
の
理
由
に
よ
る
。

　
こ
こ
で
は
、各
特
集
を
振
り
返
る
と
と
も
に
、

地
域
の
観
光
振
興
に
お
け
る
公
立
大
学
の
役
割

と
期
待
に
つ
い
て
改
め
て
考
え
て
み
る
こ
と
と

し
た
い
。な
お
、紙
面
の
関
係
上
、各
特
集
か
ら

の
引
用
で
は
文
意
が
変
わ
ら
な
い
範
囲
で
省

略
、変
更
等
し
て
い
る
こ
と
を
ご
理
解
い
た
だ

き
た
い
。

地
方
分
権
の
平
成
期
に
、

地
方
創
生
の
役
割
を
担
う

公
立
大
学
が
登
場

　
特
集
1（
観
光
振
興
と
公
立
大
学
〜
期
待
さ

れ
る
役
割
と
可
能
性
）で
、（
一
社
）公
立
大
学
協

会
常
務
理
事
・
事
務
局
長
の
中
田
晃
氏
は
、公
立

大
学
は
歴
史
的
に
国
や
地
方
自
治
体
の
危
機
に

伴
走
し
て
き
た
存
在
で
あ
る
と
し
て
、そ
の
主

要
な
役
割
を「
銃
後
の
医
師
養
成
」、「
超
高
齢
社

会
へ
の
対
応
」、「
地
域
振
興
・
地
方
創
生
」の
3

点
に
絞
っ
て
整
理
し
た
。

　
こ
の
う
ち「
地
域
振
興
・
地
方
創
生
」に
お
い

て
は
、「
平
成
期
は
地
方
分
権
の
時
代
で
も
あ

り
、こ
の
流
れ
の
中
で
地
域
振
興
の
た
め
の
積

極
政
策
と
し
て
公
立
大
学
設
置
の
期
待
も
高
ま

り
、自
治
省
の
政
策
転
換
を
受
け
て
、地
域
振

興
・
地
方
創
生
を
役
割
と
し
て
担
う
公
立
大
学

が
登
場
し
て
く
る
。地
域
政
策
、地
方
創
生
あ
る

い
は
観
光
と
い
っ
た
キ
ー
ワ
ー
ド
を
名
称
に
含

む
領
域
横
断
型
の
学
部
・
学
科
が
数
多
く
設
置

さ
れ
た
。」と
説
明
し
た
。

　
し
か
し
、早
く
か
ら
政
策
系
の
領
域
横
断
型

学
術
に
取
り
組
ん
で
き
た
公
立
大
学
は
、様
々

な
領
域
を
分
析
対
象
と
す
る「
対
象
の
多
様
性
」

と
、複
雑
な
要
素
で
成
り
立
つ
営
み
を
分
析
す

る「
方
法
論
の
多
面
性
」の
両
方
に
向
き
合
う
必

要
が
あ
っ
た
と
し
た
。そ
し
て
、観
光
学
に
お
い

て
も
特
に
後
者
を
生
涯
使
え
る
思
考
の
軸
と
し

て
確
立
し
、学
生
に
獲
得
さ
せ
る
こ
と
の
重
要

性
を
説
い
た
。

地
域
課
題
の
解
決
は
、

観
光
教
育
の
持
つ
重
要
な

視
点
の
ひ
と
つ

　
大
学
で
行
わ
れ
る
観
光
教
育
に
つ
い
て
、特

集
2（
現
代
社
会
に
お
け
る
観
光
教
育
の
役
割

を
考
え
る
〜
ウ
ィ
ズ
／
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
時
代
を

見
据
え
て
）で
、日
本
大
学
教
授
の
宍
戸
学
氏

は
、「
一
般
的
に
観
光
教
育
と
は
、観
光
の
持
続

可
能
な
発
展
を
支
え
る
人
材
育
成
を
目
的
と
す

る
教
育
と
定
義
さ
れ
る
が
、観
光
は
広
く
社
会

に
浸
透
し
、旅
す
る
意
味
や
人
々
の
交
流
、ま
ち

づ
く
り
と
の
関
わ
り
ま
で
含
め
る
と
、現
代
社

会
に
お
け
る
観
光
の
健
全
な
発
展
や
そ
れ
に
関

わ
る
様
々
な
事
象
を
題
材
に
学
べ
る
こ
と
か

ら
、幅
広
い
教
育
的
意
義
を
有
し
て
い
る
。」と

解
説
し
た
。

　
し
か
し
、学
術
界
で
は
現
代
社
会
に
お
け
る

観
光
教
育
を
俯
瞰
す
る
研
究
が
少
な
い
こ
と
、

ま
た
、政
策
面
で
は
観
光
教
育
の
本
質
的
な
意

義
や
役
割
を
踏
ま
え
、客
観
的
で
論
理
的
な
視

点
で
議
論
さ
れ
て
き
た
と
は
言
え
な
い
点
が
あ

る
と
し
て
警
鐘
を
鳴
ら
し
た
。

　
そ
し
て
、地
方
大
学
に
つ
い
て
は「
ま
ち
・
ひ

と
・
し
ご
と
創
生
基
本
方
針
2
0
2
1（
内
閣

府
）」の「
魅
力
あ
る
地
方
大
学
の
創
出
」を
引
き

合
い
に
出
し
つ
つ
、「
観
光
産
業
志
向
の
実
務
教

育
と
し
て
の
観
光
教
育
だ
け
で
は
な
く
、地
域

課
題
に
向
き
合
う
手
段
と
し
て
観
光
教
育
に
取

り
組
む
こ
と
が
増
え
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

地
域
課
題
の
解
決
に
取
り
組
む
こ
と
は
、観
光

教
育
が
も
と
も
と
持
っ
て
い
る
重
要
な
視
点
で

あ
る
。」と
述
べ
た
。

観
光
教
育
の
実
践
、

観
光
振
興
へ
の
貢
献
、

各
大
学
の
事
例
を
振
り
返
る

　
2
0
0
5
年
1
月
の
中
央
教
育
審
議
会
の
答

申
で
、大
学
に「
社
会
貢
献
機
能（
地
域
貢
献

等
）」が
位
置
づ
け
ら
れ
た
。「
教
育
基
本
法
」の

改
正（
2
0
0
6
年
12
月
）、さ
ら
に
は「
学
校
教

育
法
」の
改
正（
2
0
0
7
年
6
月
）に
よ
り
、大

学
の
役
割
に
は
従
来
の「
学
術
研
究
」、「
人
材
育

成
」に
加
え
て
、「
社
会
貢
献
」が
加
わ
る
こ
と
に

な
っ
た
。文
部
科
学
省
の「
大
学
改
革
実
行
プ
ラ

ン（
2
0
1
2
年
6
月
）」に
は
、求
め
ら
れ
る
人

材
像
と
し
て「
生
涯
学
び
続
け
、主
体
的
に
考

え
、行
動
で
き
る
人
材
」な
ど
3
つ
、目
指
す
べ

き
新
し
い
大
学
像
と
し
て「
学
生
が
し
っ
か
り

学
び
、自
ら
の
人
生
と
社
会
の
未
来
を
主
体
的

に
切
り
拓
く
能
力
を
培
う
大
学
」、「
地
域
再
生

の
核
と
な
る
大
学
」な
ど
6
つ
の
方
向
性
が
挙

げ
ら
れ
て
い
る（
表
１
）。　

　
そ
の
後
、文
部
科
学
省
は
、地
域
再
生
の
核
と

な
る
大
学
づ
く
り
の
補
助
事
業
と
し
て
、

2
0
1
3
か
ら
2
0
1
9
年
度
ま
で
、「
地（
知
）

の
拠
点
整
備
事
業（
C
O
C
事
業
）」、「
地（
知
）の

拠
点
大
学
に
よ
る
地
方
創
生
推
進
事
業

（
C
O
C
＋
事
業
）」な
ど
を
行
っ
て
き
た（
＊
1
）。

　
人
材
育
成
や
社
会
貢
献
が
ま
す
ま
す
重
視
さ

れ
る
中
で
、各
大
学
は
そ
の
役
割
を
果
た
し
て

き
た
。特
集
3（
観
光
振
興
に
貢
献
す
る
地
方
公

立
大
学
の
取
り
組
み
）で
は
、表
2
に
示
す
全
国

各
地
の
地
方
公
立
大
学
10
校
か
ら
、観
光
教
育

の
実
践
、地
域
の
観
光
振
興
へ
の
貢
献
等
に
つ

い
て
ご
寄
稿
い
た
だ
い
た
。な
お
、今
回
取
り
上

げ
た
大
学
に
は
、釧
路
公
立
大
学
の
よ
う
に
学

部
・
学
科
・
コ
ー
ス
等
に「
観
光
」な
ど
の
名
称
を

持
た
な
い
も
の
の
、実
質
的
に
地
域
の
観
光
振

興
に
寄
与
し
て
い
る
大
学
も
含
め
て
い
る
。

　
10
大
学
の
開
学
年
を
見
る
と
、高
知
女
子
大

学
を
前
身
と
す
る
高
知
県
立
大
学
の
1
9
4
9

年
か
ら
、
芸
術
文
化
観
光
専
門
職
大
学
の

2
0
2
1
年
ま
で
様
々
で
あ
り
、学
生
定
員
も

芸
術
文
化
観
光
専
門
職
大
学
の
3
2
0
名
か
ら

北
九
州
市
立
大
学
の
5
5
6
7
名
ま
で
幅
が
あ

る
。沿
革
・
ミ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、異
口
同
音
に
、

「
地
域
に
根
ざ
し
た
公
立
大
学
と
し
て
地
域
に

貢
献
す
る
」、「
地
域
で
活
躍
す
る
人
材
を
育
成

す
る
」な
ど
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

　
地
域
振
興
・
地
方
創
生
が
声
高
に
叫
ば
れ
、観

光
に
よ
る
地
域
活
性
化
へ
の
期
待
が
高
ま
る

中
、地
方
の
公
立
大
学
は
ど
の
よ
う
な
観
光
教

育
や
地
域
課
題
の
解
決
に
向
け
た
取
り
組
み
を

行
っ
て
き
た
の
か
、大
学
や
先
生
方
、学
生
の
奮

闘
ぶ
り
、そ
の
詳
細
は
特
集
3
を
ご
覧
い
た
だ

く
と
し
て
、こ
こ
で
は
、私
が
特
に
関
心
を
持
っ

た
点
を
列
記
し
て
お
き
た
い
。

❶ 

釧
路
公
立
大
学 

教
授 

中
村
研
二
氏

○「
地
域
経
済
研
究
セ
ン
タ
ー
」を
設
置
し
、地
域

課
題
の
解
決
に
向
け
た
実
践
的
な
政
策
研
究
を

行
っ
て
い
る
。同
セ
ン
タ
ー
の
共
同
研
究
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
の
特
徴
は
、客
員
研
究
員
シ
ス
テ
ム
、地

元
の
行
政
ス
タ
ッ
フ
・
民
間
人
の
参
加
、外
部
資

金
に
よ
る
効
果
的
な
研
究
の
推
進
で
あ
る
。

○
釧
路
市
の
産
業
連
関
表
作
成
に
取
り
組
み
、

各
施
策
の
市
へ
の
経
済
波
及
効
果
分
析
を
行
っ

て
い
る
。

❷ 

岩
手
県
立
大
学 

教
授 

渋
谷
晃
太
郎
氏

○
東
日
本
大
震
災
直
後
の
2
0
1
2
年
に
開
設

し
た「
地
域
政
策
研
究
セ
ン
タ
ー
」を
中
心
に
、

産
業
界
や
各
種
団
体
・
行
政
機
関
と
連
携
し
、震

災
復
興
な
ど
地
域
課
題
の
解
決
を
目
指
し
な
が

ら
、地
域
貢
献
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

○
毎
年
、地
域（
自
治
体
、企
業
、N
P
O
な
ど
）

か
ら
社
会
課
題
解
決
の
た
め
の
研
究
提
案
を
公

募
し
、各
学
部
の
教
員
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
を
行

い
、提
案
者
と
協
働
し
て
解
決
を
目
指
す
地
域

協
働
研
究
を
行
っ
て
い
る
。

❸ 

高
崎
経
済
大
学 

教
授 

井
門
隆
夫
氏

○
高
崎
市
や
市
内
企
業
と
の
共
同
研
究
や

P
B
L
の
機
会
も
多
く
、大
学
で
は『
地
域
・
社

会
貢
献
白
書
』を
毎
年
発
行
し
て
い
る
。

○
学
生
の「
社
会
人
基
礎
力
」不
足
が
指
摘
さ
れ

て
い
る
。イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
で
大
切
な
こ
と

は
、社
会
人
と
関
わ
り
な
が
ら
、主
体
的
に
行
動

し
、時
に
は
叱
ら
れ
な
が
ら
、社
会
の
仕
組
み
や

観
光
地
の
矛
盾
を
感
じ
取
り
、人
口
減
少
時
代

の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
考
え
方
と
行
動
力
を
身

に
つ
け
る
こ
と
だ
。

❹ 

長
野
大
学 

教
授 

熊
谷
圭
介
氏

○
地
域
住
民
及
び
自
治
体
と
手
を
携
え
な
が

ら
、学
生
を
地
域
か
ら
受
け
入
れ
送
り
出
す「
地

域
人
材
の
循
環
シ
ス
テ
ム
」と
、地
域
課
題
を
住

民
組
織
、地
域
企
業
、自
治
体
と
協
働
し
な
が
ら

解
決
す
る「
地
域
課
題
の
解
決
シ
ス
テ
ム
」の
両

輪
の
構
築
を
目
指
し
て
い
る
。

○
地
域
に
根
ざ
し
た
人
材
の
育
成
で
は
、幼
少

期
〜
シ
ニ
ア
に
至
る
生
涯
学
習
に
お
い
て
、公

の
目
的
を
、社
会
に
あ
っ
て
人
間
関
係
を
円
滑

に
構
築
す
る
た
め
に
重
要
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
能
力
や
、物
事
の
課
題
を
発
見
し
解
決
に

導
く
力
の
習
得
、主
体
性
や
行
動
力
の
涵
養
な

ど
に
置
い
て
い
る
。

　
高
崎
経
済
大
学
の
井
門
氏
は
、「
学
生
が
望
ん

で
い
る
の
は
、観
光
の
現
場
を
通
じ
て
培
え
る

自
ら
の
社
会
人
基
礎
力
の
向
上
で
あ
り
、そ
の

達
成
感
こ
そ
が
何
も
の
に
も
代
え
が
た
い
学
生

時
代
の
勲
章
と
な
る
。」と
、そ
の
必
要
性
を
強

調
し
て
い
る
。ま
た
、こ
の
こ
と
は
特
集
1
で
中

田
氏
が
指
摘
し
た「
方
法
論
の
多
面
性
を
生
涯

使
え
る
思
考
の
軸
と
し
て
学
生
に
獲
得
さ
せ
る

こ
と
」に
も
つ
な
が
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
東
京
工
業
大
学
名
誉
教
授
で
、観
光
及
び
そ

の
関
係
分
野
に
多
く
の
門
下
生
を
輩
出
し
、当

財
団
の
元
評
議
員
で
も
い
ら
し
た
故
・
鈴
木
忠

義
氏
が
、「
教
育
と
は
、将
来
の
目
標
と
夢
を
持

た
せ
る
こ
と
で
す
、そ
れ
さ
え
で
き
れ
ば
、育
つ

ん
で
す
よ
、人
間
は
。」、「
実
践
者
は
、現
場
で
解

決
す
る
た
め
の
知
恵
が
必
要
だ
。知
識
と
知
恵

は
違
う
。知
恵
は
現
場
で
育
つ
。」と
お
話
し
さ

れ
て
い
た
こ
と
を
改
め
て
思
い
出
し
た
。

議
論
が
求
め
ら
れ
る
、

コ
ロ
ナ
後
の
観
光
教
育

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
が
観

光
教
育
の
現
場
に
与
え
た
影
響
は
本
稿
の
冒
頭

で
も
触
れ
た
が
、特
集
2
の
中
で
も
、日
本
大
学
の

宍
戸
氏
が
、4
点
挙
げ
て
整
理
し
て
い
る（
表
4
）。

　
現
在
、世
間
で
は
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
進
展
に

よ
る
感
染
拡
大
の
収
束
と
日
常
生
活
へ
の
回
帰

に
期
待
が
高
ま
っ
て
い
る
が
、❶（
オ
ン
ラ
イ
ン

授
業
）に
つ
い
て
も
、オ
ン
ラ
イ
ン
の
長
所
は
活

用
し
つ
つ
、対
面
授
業
や
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
、

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
全
面
的
再
開
な
ど
、一

日
も
早
い
大
学
生
活
の
正
常
化
が
待
た
れ
る
。

　
❷（
観
光
業
の
採
用
中
止
に
よ
る
学
生
の
意

欲
低
下
）、❸（
大
学
受
験
者
数
の
減
少
）に
関
し

て
は
、観
光
関
連
産
業
の
復
活
が
不
可
欠
で
あ

る
。当
財
団
発
表
の「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
流
行
下
の
日
本
人
旅
行
者
の
動
向（
そ
の

10
）（
2
0
2
1
年
4
月
7
日
）」で
は
、コ
ロ
ナ

終
息
後
の
旅
行
意
向
は
、長
期
的
な
視
点
で
見

る
と
高
ま
っ
て
い
る
こ
と
が
示
唆
さ
れ
て
い

る
。国
内
旅
行
、海
外
旅
行
、イ
ン
バ
ウ
ン
ド
、そ

れ
ぞ
れ
の
段
階
的
な
需
要
喚
起
を
図
る
た
め
、

国
や
地
方
自
治
体
な
ど
の
関
係
者
に
は
支
援
策

の
策
定
と
着
実
な
実
行
が
求
め
ら
れ
る
。

　
宍
戸
氏
は
、❶
❷
❸
、そ
し
て
❹（
新
た
な
観

光
教
育
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
開
発
）、ま
た
そ
の
他

の
論
点
も
含
め
て
、コ
ロ
ナ
後
の
観
光
教
育
に

つ
い
て
、改
め
て
議
論
す
る
必
要
性
を
指
摘
し

た
。

　『
地
域
と
大
学
〜
地
方
創
生
・
地
域
再
生
の
時

代
を
迎
え
て
』（
萩
原
誠
著
、
南
方
新
社
、

2
0
1
6
年
12
月
、53
頁
）の
中
で
、公
立
大
学

協
会
会
長（
当
時
）の
木
苗
直
秀
氏
は
、「
公
立
大

学
の
強
み
は
、設
置
団
体
に
よ
る
政
策
と
の
連

動
が
し
や
す
い
こ
と
、地
域
課
題
の
把
握
な
ど

地
域
密
着
度
に
違
い
が
あ
る
こ
と
、学
部
や
学

生
数
が
国
立
大
学
に
比
べ
て
少
な
く
小
回
り
が

利
く
た
め
、専
門
性
を
深
め
ら
れ
る
こ
と
で

す
。」と
述
べ
て
い
る
。

　
地
域
振
興
・
地
方
創
生
を
推
進
す
る
中
で
起

こ
っ
た
今
回
の
コ
ロ
ナ
禍
。公
立
大
学
は
、行
政

や
地
域
と
の
関
係
も
よ
り
近
い
こ
と
か
ら
、そ

の
実
情
を
目
の
当
た
り
に
し
て
き
た
に
違
い
な

い
。当
財
団
は
地
域
の
観
光
振
興
に
関
わ
る
業

務
で
地
元
の
大
学
と
接
点
を
持
つ
こ
と
も
少
な

く
な
い
が
、コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ
て
さ
ら
に
多
様

化
・
複
雑
化
し
た
地
域
課
題
の
解
決
に
資
す
る

大
学
の
あ
り
方
、観
光
教
育
の
あ
り
方
が
、地
方

の
公
立
大
学
か
ら
提
起
さ
れ
議
論
が
深
ま
っ
て

い
く
こ
と
を
願
っ
て
い
る
。

お
わ
り
に

　
人
口
減
少
・
少
子
高
齢
化
が
進
む
地
方
に
お

い
て
、「
地
方
創
生
は
地
域
の
総
力
戦
だ
」と
し

ば
し
ば
言
わ
れ
る
。そ
の
総
力
戦
に
お
い
て
観

光
が
果
た
す
役
割
や
期
待
は
ま
す
ま
す
大
き
く

な
っ
て
い
く
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　
公
立
大
学
に
は
、独
自
の
強
み
を
こ
れ
ま
で

以
上
に
発
揮
し
て
、行
政
、民
間
事
業
者
、他
大

学
、研
究
機
関
を
は
じ
め
と
し
た
多
様
な
関
係

者
等
と
の
効
果
的
な
連
携
の
も
と
、地
域
に
根

ざ
し
た
観
光
教
育
の
実
践
、ま
た
地
域
協
働
に

よ
る
社
会
貢
献
が
待
望
さ
れ
て
い
る
。

（
よ
し
ざ
わ
・
き
よ
よ
し
）

表 3 地域連携における大学の課題

資金の継続性をどう担保するかとい
う課題 

組織的な対応の難しさ（教員の属人
的なレベルでの地域連携は機動的で
ある反面、組織としての蓄積は難し
く、調整に手間がかかる）

教員や地域双方に連携する動機付け
（単に資金的なことだけでなく、
互いにニーズやシーズを把握できて
いないため、互いの資源が有効活用
されないという問題）

資料：特集3（島根県立大学 西藤真一氏）より作成。

❶

❷

❸

観光振興に貢献する地方公立大学視座

釧路公立大学は、北海道東部に位置する釧路地域の市町村が支える公立大学
です。少子化、高齢化、国際化が進み、日本社会が大きく変化しつつある時代に、

「地域」を理解し、「地域」にみずからの足場を置く人間を育てることが大切になる
との考えに基づき、1988年に開学しました。「地域に開かれた大学」、「国際性を
重視する大学」、「理論と実践の相まった大学」の建学の理念のもと、大学と地域
が連携する地域経済研究センターを開設するほか、海外の協定大学との交換留
学制度などを実施しています。

表 2 特集3で取り上げた公立大学の概要
沿革・ミッション大学の概要

資料：一般社団法人公立大学協会ホームページ「各公立大学の概要」（2021年7月12日）より作成。

❶ 釧路公立大学    
所在地 北海道釧路市     
設置者 釧路公立大学事務組合     
開学年 1988年     

設置学部 経済学部   
職員数 26名
教員数 38名

学生定員 1,200名

岩手県立大学は、看護学部、社会福祉学部、ソフトウェア情報学部、総合政策学
部の4学部を有する総合大学です。県内の高校生の進学需要の高まりと、高齢
化・情報化・国際化など経済社会情勢の急激な変化を背景に、地域社会における
政策的対応が求められる中、教育機会の充実を図り、優秀な人材を育成するとい
う課題に応えるため、1998年に開学しました。2005年度には公立大学法人化
し、教育・研究・地域貢献等において、さらなる充実・強化に取り組んでいます。

❷ 岩手県立大学    
所在地 岩手県滝沢市
設置者 公立大学法人岩手県立大学（岩手県）    
開学年 1998年 （法人設立年 2005年）      

設置学部 看護学部、社会福祉学部、
ソフトウェア情報学部、総合政策学部    

職員数 102名
教員数 197名

学生定員 2,047名

高崎経済大学は、高崎市立短期大学を前身とし、1957年に開学しました。
経済学部は「商都高崎の伝統を踏まえ、実学の精神」で学生を教育すること、
1996年に設置した地域政策学部は「地方分権時代を担う人材」を育成する
ことを目的とする全国から学生が集まる数少ない公立大学です。学部を基礎と
する大学院研究科も含め、教育研究を通じて高い知識を備え、自主・自立に
富む人材の育成と広く社会の発展に貢献することに努めています。

❸ 高崎経済大学     
所在地 群馬県高崎市     
設置者 公立大学法人高崎経済大学（高崎市）     
開学年 1957年 （法人設立年 2011年）

設置学部 経済学部、地域政策学部        
職員数 56名
教員数 105名

学生定員 3,787名

長野大学は「地域社会との密接な結びつきによる学問理論の生活化」を理念と
する公設民営方式の私立大学として開学し、以来50年の歴史を経て、2017年
度に上田市を設置者とする公立大学法人となりました。地域に根ざした大学と
してこれまで以上に地域社会の人 と々協働し、社会・経済の担い手不足など地
方が直面する課題の解決に取り組み、「地域の未来を創造・デザインできる人
材」を育成します。

❹ 長野大学
所在地 長野県上田市         
設置者 公立大学法人長野大学（上田市）    
開学年 1966年 （法人設立年 2017年）    

設置学部 社会福祉学部、環境ツーリズム学部、
企業情報学部    

職員数 42名
教員数 61名

学生定員 1,464名

静岡県立大学は、1987年に旧県立3大学を改組、統合して開学しました。現在
5学部とそれらの大学院を併設しており、草薙キャンパスと小鹿キャンパスで約
3,000名の学生が学んでいます。2019年11月に「静岡県立大学SDGs宣言」
を掲げて、「地域をつくる、地域をむすぶ、未来へつなぐ」をスローガンに、学術
的・人的資源を最大限に活用し、研究、教育、地域貢献及び国際交流に取り組
んでいます。

❺ 静岡県立大学     
所在地 静岡県静岡市    
設置者 静岡県公立大学法人（静岡県）    
開学年 1987年 （法人設立年 2007年）    

設置学部 薬学部、食品栄養科学部、国際関係学部、
経営情報学部、看護学部    

職員数 82名
教員数 276名

学生定員 3,029名

芸術文化観光専門職大学は、芸術文化と観光の双方の視点を生かし、地域に新
たな活力を創出する専門職業人を育成するとともに、地域に根ざした教育研究活
動の推進と地域及び国際社会への貢献を目指し、2021年4月に新たに開学しま
した。

❻ 芸術文化観光専門職大学   
所在地 兵庫県豊岡市        
設置者 兵庫県公立大学法人（兵庫県）         
開学年 2021年 （法人設立年 2013年）       

設置学部 芸術文化・観光学部    
職員数 18名
教員数 32名

学生定員 320名

島根県立大学は、2000年に総合政策学部（浜田キャンパス）1学部で開学。
2007年には法人化を果たしました。2012年に設置した看護学部（出雲キャンパ
ス）を2018年に看護栄養学部へ改組すると同時に、人間文化学部（松江キャン
パス）を設置しました。さらに2021年には総合政策学部を国際関係学部と地域
政策学部へ改組。4学部を擁する地方の公立大学としての役割を果たしながら

「地域貢献日本一」の大学を目指していきます。

❼ 島根県立大学          
所在地 島根県浜田市    
設置者 公立大学法人島根県立大学（島根県）    
開学年 2000年 （法人設立年 2007年）    

設置学部 国際関係学部、地域政策学部、総合政策学部、
看護栄養学部、人間文化学部      

職員数 82名
教員数 155名

学生定員 1,946名

高知県立大学は、女子教育では歴史の長かった高知女子大学を前身として
70余年の歴史があります。現在は4学部（文化、看護、社会福祉、健康栄養）、
そして大学院の2研究科（看護学、人間生活学）があります。グローバルに考え
ローカルに活動する「域学共生」を目指し、全学的に教育・研究・社会連携を
進め、地域再生の核となる大学づくりに力を入れています。

❽ 高知県立大学
所在地 高知県高知市     
設置者 高知県公立大学法人（高知県）    
開学年 1949年 （法人設立年 2011年）    

設置学部 文化学部、看護学部、社会福祉学部、
健康栄養学部

職員数 66名
教員数 125名

学生定員 1,470名

1946年に設立した小倉外事専門学校を前身とし、現在5学部1学群4研究科
を擁する総合大学へと発展してきました。現在、「地域」、「環境」、「世界（地球）」
という３つのビジョンを掲げ、北九州市も推進しているＳＤＧｓにも取り組み、
大学のプレゼンス向上を目指しています。教育、研究、学生支援、地域貢献を
より充実させ、地域に根ざした公立大学として、社会で活躍できる人材の
育成に貢献してまいります。

❾ 北九州市立大学     
所在地 福岡県北九州市    
設置者 公立大学法人北九州市立大学（北九州市）    
開学年 1950年 （法人設立年 2005年）    

設置学部 外国語学部、経済学部、文学部、法学部、
国際環境工学部、地域創生学群    

職員数 200名
教員数 262名

学生定員 5,567名

名桜大学は、名護市を中心とした沖縄県北部12市町村と沖縄県の出資による
公設民営の大学として1994年に開学し、2010年、設置者変更により公立大
学法人となりました。「平和・自由・進歩」を建学の理念としています。今後の
益々の教育研究活動の充実発展、その成果により一層地域に貢献できる大学
を目指します。

� 名桜大学     
所在地 沖縄県名護市        
設置者 公立大学法人名桜大学

（北部広域市町村圏事務組合） 
開学年 1994年 （法人設立年 2010年）          

設置学部 人間健康学部、国際学群        

職員数 55名
教員数 107名

学生定員 1,900名
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少人数制

立
大
学
、そ
し
て
観
光
・
ま
ち
づ
く
り
分
野
へ
の

期
待
が
高
ま
っ
て
い
る
。

❺ 

静
岡
県
立
大
学 

教
授 

八
木
健
祥
氏

○「
ツ
ー
リ
ズ
ム
研
究
セ
ン
タ
ー
」で
は
、観
光

教
育
を
担
当
す
る
教
員（
5
名
）す
べ
て
が
研
究

員
と
な
る
等
、組
織
と
し
て
活
動
す
る
体
制
を

整
え
た
。

○
経
営
情
報
学
部
は
文
理
融
合
セ
ク
シ
ョ
ン
で

あ
る
。ゼ
ミ
で
は
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
活
動
を

主
軸
に
据
え
、ネ
ッ
ト
や
文
献
等
で
は
得
ら
れ

な
い「
気
づ
き
」を
学
生
に
体
感
さ
せ
、こ
う
し

た
経
験
を
社
会
人
と
な
っ
て
も
活
か
し
て
も
ら

う
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

❻ 

芸
術
文
化
観
光
専
門
職
大
学

　

 

教
授 

直
井
岳
人
氏

○
基
礎
的
な
知
識
・
技
能
と
対
話
的
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
持
っ
て
、「
多
様
な
ス
テ
イ

ク
ホ
ル
ダ
ー
の
考
え
方
や
立
場
を
理
解
し
た

上
、対
話
を
通
じ
て
合
意
形
成
に
導
く
技
能
」を

身
に
つ
け
る
こ
と
を
デ
ィ
プ
ロ
マ
ポ
リ
シ
ー
と

し
て
謳
っ
て
い
る
。

○
地
域
ニ
ー
ズ
と
研
究
シ
ー
ズ
の
マ
ッ
チ
ン
グ

と
、プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
担
う

「
地
域
リ
サ
ー
チ
＆
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ

ー
」を
開
学
と
同
時
に
設
置
し
た
。

❼ 

島
根
県
立
大
学 

准
教
授 

西
藤
真
一
氏

○
地
域
ニ
ー
ズ
と
大
学
の
専
門
性
の
マ
ッ
チ
ン

グ
、地
域
の
人
々
へ
の
学
び
の
提
供
、研
究
成
果

の
地
域
へ
の
還
元
を
一
元
的
に
集
約
す
る
仕
組

み
と
し
て「
縁
結
び
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
」を
設

置
し
た
。

○
地
域
課
題
に
向
き
合
い
、解
決
に
向
け
た
行

動
力
の
あ
る
人
材
を
養
成
す
る「
し
ま
ね
地
域

マ
イ
ス
タ
ー
」認
定
制
度
を
創
設
し
た
。

○
ゼ
ミ
で
の
地
域
活
動
は
、地
域
に
も
非
常
に

好
意
的
に
受
け
止
め
て
も
ら
っ
て
い
る
。

❽ 

高
知
県
立
大
学 

准
教
授 

飯
髙
伸
五
氏

○「
地
域
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
」が
地
域
と
の
窓

口
と
な
り
、コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
、相
談
内
容

を
教
員
に
効
果
的
に
差
配
し
て
い
る
。

○「
域
学
共
生（
＊
2
）」の
理
念
の
も
と
、大
学

も
地
域
社
会
か
ら
学
び
、変
え
ら
れ
る
と
い
う

こ
と
を
念
頭
に
お
い
て
い
る
。

○
域
学
共
生
科
目
等
を
修
め
る
と
、独
自
の
称

号「
地
域
共
生
推
進
士
」に
認
定
さ
れ
る
。

○
学
生
独
自
の
地
域
活
動
を
支
援
す
る
制
度

「
立
志
社
中
」も
作
ら
れ
た
。

❾ 

北
九
州
市
立
大
学 

准
教
授 

廣
川
祐
司
氏

○「
地
域
共
生
教
育
セ
ン
タ
ー
」は
、ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
機
能
を
担
っ
て
い
る
。

○
地
域
創
生
学
群
の
学
生
は
、地
域
内
の
多
様

な
ス
テ
イ
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
月
平
均
70
〜
1
2
0

時
間
の
地
域
活
動
を
実
施
。コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
能
力
や
課
題
発
見
・
解
決
能
力
な
ど
を
身

に
つ
け
る
。ま
た
主
体
性
を
醸
成
す
る
。

○
専
門
ゼ
ミ
の「
フ
ッ
ト
パ
ス
づ
く
り
」は
、年

単
位
の
時
間
を
か
け
て
、地
域
住
民
と
の
信
頼

関
係
を
築
き
な
が
ら
進
め
て
い
く
。

� 

名
桜
大
学 

教
授 

大
谷
健
太
郎
氏

○「
地
域
連
携
機
構
」を
設
置
し
、教
育
研
究
活

動
を
通
し
た
地
域
連
携
を
展
開
し
て
い
る
。

○
ゼ
ミ
の
テ
ー
マ
は「
地
域
に
お
け
る
望
ま
し

い
観
光
振
興
の
あ
り
方
」で
あ
り
、講
義
で
学
ん

だ
理
論
を
応
用
す
る
た
め
に
、3
・
4
年
生
の
合

同
ゼ
ミ
で
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
行
っ
て
い

る
。筆
者
が
研
究
及
び
地
域
貢
献
と
し
て
参
加

す
る
観
光
政
策
の
審
議
会
や
計
画
検
討
委
員
会

の
プ
ロ
セ
ス
に
ゼ
ミ
学
生
と
共
に
関
わ
る
こ
と

が
基
本
形
で
あ
る
。

公
立
大
学
の
役
割
は
、

地
域
の〝
総
合
医
〞

　
社
会
的
な
要
請
や
期
待
を
受
け
て
、全
国
各

地
で
多
く
の
大
学
が
社
会
貢
献
に
取
り
組
ん
で

い
る
。し
か
し
、当
初
は
課
題
も
多
か
っ
た
よ
う

だ
。特
集
3
で
、島
根
県
立
大
学
の
西
藤
氏
は
、

「
大
学
と
地
域
と
の
連
携
に
は
、今
ま
で
そ
の
経

験
が
な
か
っ
た
だ
け
に
多
く
の
課
題
も
指
摘
さ

れ
て
き
た
。」と
し
て
、そ
の
課
題
を
取
り
上
げ

て
い
る（
表
3
）。

　
こ
れ
ら
の
課
題
の
う
ち
、❶（
資
金
の
継
続
性

の
担
保
）は
、引
き
続
き
国
や
地
方
自
治
体
か
ら

の
補
助
金
、大
学
の
独
自
予
算
、地
域
か
ら
の
寄

付
な
ど
様
々
な
形
で
調
達
し
て
い
く
こ
と
に
な

る
の
だ
ろ
う
。一
方
で
、❷（
組
織
的
な
対
応
の

難
し
さ
）、❸（
教
員
や
地
域
双
方
に
連
携
す
る

動
機
付
け
）は
、島
根
県
立
大
学
を
は
じ
め
多
く

の
大
学
が
設
置
し
て
い
る
、地
域
ニ
ー
ズ
と
大

学
の
専
門
性
の
マ
ッ
チ
ン
グ
等
を
コ
ー
デ
ィ
ネ

ー
タ
ー
が
行
う
仕
組
み
が
効
果
的
に
機
能
し
て

い
る
よ
う
で
あ
る
。

　
巻
頭
言（
地
域
の
総
合
医
）で
、長
年
、釧
路
公

立
大
学
に
勤
務
し
、地
域
課
題
の
解
決
に
尽
力

さ
れ
て
き
た
小
磯
修
二
氏
は
、「
地
域
の
公
立
大

学
の
役
割
は
、（
中
略
）専
門
の
研
究
者
と
地
域

を
つ
な
ぐ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
機
能
で
あ
ろ
う
。

医
療
の
世
界
で
い
え
ば
プ
ラ
イ
マ
リ
ー
・
ケ
ア

ー
を
行
な
う
総
合
医
だ
。」と
説
い
た
。

　
そ
し
て
、「
そ
こ
で
は
、地
域
の
総
合
的
な
知

見
が
求
め
ら
れ
る
。実
態
を
科
学
的
に
分
析
し
、

地
域
社
会
の
課
題
に
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
と
し
て
向

き
合
う
こ
と
は
難
し
い
挑
戦
だ
が
、そ
こ
に
地

域
の
公
立
大
学
の
役
割
と
醍
醐
味
が
あ
る
だ
ろ

う
。」と
述
べ
、エ
ー
ル
を
送
っ
て
い
る
。

　
地
域
で
の
社
会
貢
献
に
お
い
て
公
立
大
学
に

は
、コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
機
能
の
更
な
る
高
度
化

と
効
果
的
な
運
用
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

現
場
で
の
実
践
を
通
し
て

身
に
つ
け
る
、

〝
社
会
人
基
礎
力
〞

　
一
般
的
に
大
学
の
観
光
教
育
で
は
、理
論
と

実
践
の
両
方
が
重
視
さ
れ
る
。そ
の
実
践
の
手

法
は
、ゼ
ミ
で
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
や
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
な
ど
様
々
で
あ
る
が
、そ
の
目

的
は
概
ね
共
通
の
よ
う
で
あ
る
。

　
特
集
3
で
取
り
上
げ
た
公
立
大
学
で
は
、そ

は
じ
め
に

　
近
年
、観
光
に
関
連
す
る
学
部
・
学
科
の
開
設

が
相
次
い
で
い
る
。当
財
団
発
行
の『
旅
行
年
報

2
0
2
0
』に
よ
る
と
、2
0
2
0
年
8
月
現

在
、「
観
光
」「
ツ
ー
リ
ズ
ム
」「
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ

ィ
」の
い
ず
れ
か
の
語
を
そ
の
名
称
に
含
む
学

部
・
学
科
を
有
す
る
大
学
は
43
、大
学
院
は
11
存

在
し
て
い
る
。2
0
2
2
年
度
に
も
、國
學
院
大

學
が
観
光
ま
ち
づ
く
り
学
部
観
光
ま
ち
づ
く
り

学
科（
仮
称
）の
開
設
を
申
請
し
て
い
る
。な
お
、

学
部
・
学
科
名
に
観
光
、ツ
ー
リ
ズ
ム
、ホ
ス
ピ

タ
リ
テ
ィ
は
含
ま
な
い
も
の
の
、観
光
関
連
の

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
設
け
て
い
る
大
学
も
少
な
く

な
い
と
推
察
さ
れ
る
。

　
し
か
し
、2
0
1
9
年
度
後
半
に
発
生
し
た

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
は
、観
光
地
や

観
光
関
連
産
業
ば
か
り
で
は
な
く
、観
光
教
育

の
現
場
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
、大
学
に
は

授
業
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
を
は
じ
め
、留
学
や
研

修
・
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
取
り
や
め
、社
会
貢

献
の
縮
小
な
ど
様
々
な
対
応
が
迫
ら
れ
る
こ
と

に
な
っ
た
。そ
し
て
、2
0
2
1
年
度
入
学
の
観

光
学
部
や
学
科
の
受
験
者
数
は
、観
光
地
や
観

光
関
連
産
業
の
就
職
環
境
の
悪
化
に
呼
応
す
る

よ
う
に
、多
く
の
大
学
で
減
少
と
な
っ
た
と
も

言
わ
れ
て
い
る
。

　
本
号
で
は
、「
観
光
振
興
に
貢
献
す
る
地
方
公

立
大
学
〜
現
状
と
課
題
、そ
し
て
期
待
」を
特
集

テ
ー
マ
と
し
た
。

　
こ
こ
で
言
う
地
方
と
は
東
京
圏（
一
都
三
県
）

を
除
い
た
地
域
を
指
す
。地
方
大
学
を
対
象
と

し
た
の
は
、政
府
の「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生

総
合
戦
略（
2
0
1
4
年
12
月
閣
議
決
定
）」に

お
い
て
、施
策
の
ひ
と
つ
に「
地
方
大
学
等
の
活

性
化
」が
挙
げ
ら
れ
、ま
ち
づ
く
り
に
お
け
る
地

方
大
学
の
役
割
が
注
目
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た

か
ら
で
あ
る
。ま
た
、そ
の
中
で
も
公
立
大
学
と

し
た
の
は
、「
地
方
公
共
団
体
が
設
置
・
管
理
す

る
と
い
う
性
格
か
ら
、地
域
に
お
け
る
高
等
教

育
機
会
の
提
供
と
地
域
社
会
で
の
知
的
・
文
化

的
拠
点
と
し
て
中
心
的
役
割
を
担
い
、地
域
に

お
け
る
社
会
・
経
済
・
文
化
へ
の
貢
献
が
期
待
さ

れ
て
い
る（
文
部
科
学
省
）」と
の
理
由
に
よ
る
。

　
こ
こ
で
は
、各
特
集
を
振
り
返
る
と
と
も
に
、

地
域
の
観
光
振
興
に
お
け
る
公
立
大
学
の
役
割

と
期
待
に
つ
い
て
改
め
て
考
え
て
み
る
こ
と
と

し
た
い
。な
お
、紙
面
の
関
係
上
、各
特
集
か
ら

の
引
用
で
は
文
意
が
変
わ
ら
な
い
範
囲
で
省

略
、変
更
等
し
て
い
る
こ
と
を
ご
理
解
い
た
だ

き
た
い
。

地
方
分
権
の
平
成
期
に
、

地
方
創
生
の
役
割
を
担
う

公
立
大
学
が
登
場

　
特
集
1（
観
光
振
興
と
公
立
大
学
〜
期
待
さ

れ
る
役
割
と
可
能
性
）で
、（
一
社
）公
立
大
学
協

会
常
務
理
事
・
事
務
局
長
の
中
田
晃
氏
は
、公
立

大
学
は
歴
史
的
に
国
や
地
方
自
治
体
の
危
機
に

伴
走
し
て
き
た
存
在
で
あ
る
と
し
て
、そ
の
主

要
な
役
割
を「
銃
後
の
医
師
養
成
」、「
超
高
齢
社

会
へ
の
対
応
」、「
地
域
振
興
・
地
方
創
生
」の
3

点
に
絞
っ
て
整
理
し
た
。

　
こ
の
う
ち「
地
域
振
興
・
地
方
創
生
」に
お
い

て
は
、「
平
成
期
は
地
方
分
権
の
時
代
で
も
あ

り
、こ
の
流
れ
の
中
で
地
域
振
興
の
た
め
の
積

極
政
策
と
し
て
公
立
大
学
設
置
の
期
待
も
高
ま

り
、自
治
省
の
政
策
転
換
を
受
け
て
、地
域
振

興
・
地
方
創
生
を
役
割
と
し
て
担
う
公
立
大
学

が
登
場
し
て
く
る
。地
域
政
策
、地
方
創
生
あ
る

い
は
観
光
と
い
っ
た
キ
ー
ワ
ー
ド
を
名
称
に
含

む
領
域
横
断
型
の
学
部
・
学
科
が
数
多
く
設
置

さ
れ
た
。」と
説
明
し
た
。

　
し
か
し
、早
く
か
ら
政
策
系
の
領
域
横
断
型

学
術
に
取
り
組
ん
で
き
た
公
立
大
学
は
、様
々

な
領
域
を
分
析
対
象
と
す
る「
対
象
の
多
様
性
」

と
、複
雑
な
要
素
で
成
り
立
つ
営
み
を
分
析
す

る「
方
法
論
の
多
面
性
」の
両
方
に
向
き
合
う
必

要
が
あ
っ
た
と
し
た
。そ
し
て
、観
光
学
に
お
い

て
も
特
に
後
者
を
生
涯
使
え
る
思
考
の
軸
と
し

て
確
立
し
、学
生
に
獲
得
さ
せ
る
こ
と
の
重
要

性
を
説
い
た
。

地
域
課
題
の
解
決
は
、

観
光
教
育
の
持
つ
重
要
な

視
点
の
ひ
と
つ

　
大
学
で
行
わ
れ
る
観
光
教
育
に
つ
い
て
、特

集
2（
現
代
社
会
に
お
け
る
観
光
教
育
の
役
割

を
考
え
る
〜
ウ
ィ
ズ
／
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
時
代
を

見
据
え
て
）で
、日
本
大
学
教
授
の
宍
戸
学
氏

は
、「
一
般
的
に
観
光
教
育
と
は
、観
光
の
持
続

可
能
な
発
展
を
支
え
る
人
材
育
成
を
目
的
と
す

る
教
育
と
定
義
さ
れ
る
が
、観
光
は
広
く
社
会

に
浸
透
し
、旅
す
る
意
味
や
人
々
の
交
流
、ま
ち

づ
く
り
と
の
関
わ
り
ま
で
含
め
る
と
、現
代
社

会
に
お
け
る
観
光
の
健
全
な
発
展
や
そ
れ
に
関

わ
る
様
々
な
事
象
を
題
材
に
学
べ
る
こ
と
か

ら
、幅
広
い
教
育
的
意
義
を
有
し
て
い
る
。」と

解
説
し
た
。

　
し
か
し
、学
術
界
で
は
現
代
社
会
に
お
け
る

観
光
教
育
を
俯
瞰
す
る
研
究
が
少
な
い
こ
と
、

ま
た
、政
策
面
で
は
観
光
教
育
の
本
質
的
な
意

義
や
役
割
を
踏
ま
え
、客
観
的
で
論
理
的
な
視

点
で
議
論
さ
れ
て
き
た
と
は
言
え
な
い
点
が
あ

る
と
し
て
警
鐘
を
鳴
ら
し
た
。

　
そ
し
て
、地
方
大
学
に
つ
い
て
は「
ま
ち
・
ひ

と
・
し
ご
と
創
生
基
本
方
針
2
0
2
1（
内
閣

府
）」の「
魅
力
あ
る
地
方
大
学
の
創
出
」を
引
き

合
い
に
出
し
つ
つ
、「
観
光
産
業
志
向
の
実
務
教

育
と
し
て
の
観
光
教
育
だ
け
で
は
な
く
、地
域

課
題
に
向
き
合
う
手
段
と
し
て
観
光
教
育
に
取

り
組
む
こ
と
が
増
え
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

地
域
課
題
の
解
決
に
取
り
組
む
こ
と
は
、観
光

教
育
が
も
と
も
と
持
っ
て
い
る
重
要
な
視
点
で

あ
る
。」と
述
べ
た
。

観
光
教
育
の
実
践
、

観
光
振
興
へ
の
貢
献
、

各
大
学
の
事
例
を
振
り
返
る

　
2
0
0
5
年
1
月
の
中
央
教
育
審
議
会
の
答

申
で
、大
学
に「
社
会
貢
献
機
能（
地
域
貢
献

等
）」が
位
置
づ
け
ら
れ
た
。「
教
育
基
本
法
」の

改
正（
2
0
0
6
年
12
月
）、さ
ら
に
は「
学
校
教

育
法
」の
改
正（
2
0
0
7
年
6
月
）に
よ
り
、大

学
の
役
割
に
は
従
来
の「
学
術
研
究
」、「
人
材
育

成
」に
加
え
て
、「
社
会
貢
献
」が
加
わ
る
こ
と
に

な
っ
た
。文
部
科
学
省
の「
大
学
改
革
実
行
プ
ラ

ン（
2
0
1
2
年
6
月
）」に
は
、求
め
ら
れ
る
人

材
像
と
し
て「
生
涯
学
び
続
け
、主
体
的
に
考

え
、行
動
で
き
る
人
材
」な
ど
3
つ
、目
指
す
べ

き
新
し
い
大
学
像
と
し
て「
学
生
が
し
っ
か
り

学
び
、自
ら
の
人
生
と
社
会
の
未
来
を
主
体
的

に
切
り
拓
く
能
力
を
培
う
大
学
」、「
地
域
再
生

の
核
と
な
る
大
学
」な
ど
6
つ
の
方
向
性
が
挙

げ
ら
れ
て
い
る（
表
１
）。　

　
そ
の
後
、文
部
科
学
省
は
、地
域
再
生
の
核
と

な
る
大
学
づ
く
り
の
補
助
事
業
と
し
て
、

2
0
1
3
か
ら
2
0
1
9
年
度
ま
で
、「
地（
知
）

の
拠
点
整
備
事
業（
C
O
C
事
業
）」、「
地（
知
）の

拠
点
大
学
に
よ
る
地
方
創
生
推
進
事
業

（
C
O
C
＋
事
業
）」な
ど
を
行
っ
て
き
た（
＊
1
）。

　
人
材
育
成
や
社
会
貢
献
が
ま
す
ま
す
重
視
さ

れ
る
中
で
、各
大
学
は
そ
の
役
割
を
果
た
し
て

き
た
。特
集
3（
観
光
振
興
に
貢
献
す
る
地
方
公

立
大
学
の
取
り
組
み
）で
は
、表
2
に
示
す
全
国

各
地
の
地
方
公
立
大
学
10
校
か
ら
、観
光
教
育

の
実
践
、地
域
の
観
光
振
興
へ
の
貢
献
等
に
つ

い
て
ご
寄
稿
い
た
だ
い
た
。な
お
、今
回
取
り
上

げ
た
大
学
に
は
、釧
路
公
立
大
学
の
よ
う
に
学

部
・
学
科
・
コ
ー
ス
等
に「
観
光
」な
ど
の
名
称
を

持
た
な
い
も
の
の
、実
質
的
に
地
域
の
観
光
振

興
に
寄
与
し
て
い
る
大
学
も
含
め
て
い
る
。

　
10
大
学
の
開
学
年
を
見
る
と
、高
知
女
子
大

学
を
前
身
と
す
る
高
知
県
立
大
学
の
1
9
4
9

年
か
ら
、
芸
術
文
化
観
光
専
門
職
大
学
の

2
0
2
1
年
ま
で
様
々
で
あ
り
、学
生
定
員
も

芸
術
文
化
観
光
専
門
職
大
学
の
3
2
0
名
か
ら

北
九
州
市
立
大
学
の
5
5
6
7
名
ま
で
幅
が
あ

る
。沿
革
・
ミ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、異
口
同
音
に
、

「
地
域
に
根
ざ
し
た
公
立
大
学
と
し
て
地
域
に

貢
献
す
る
」、「
地
域
で
活
躍
す
る
人
材
を
育
成

す
る
」な
ど
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

　
地
域
振
興
・
地
方
創
生
が
声
高
に
叫
ば
れ
、観

光
に
よ
る
地
域
活
性
化
へ
の
期
待
が
高
ま
る

中
、地
方
の
公
立
大
学
は
ど
の
よ
う
な
観
光
教

育
や
地
域
課
題
の
解
決
に
向
け
た
取
り
組
み
を

行
っ
て
き
た
の
か
、大
学
や
先
生
方
、学
生
の
奮

闘
ぶ
り
、そ
の
詳
細
は
特
集
3
を
ご
覧
い
た
だ

く
と
し
て
、こ
こ
で
は
、私
が
特
に
関
心
を
持
っ

た
点
を
列
記
し
て
お
き
た
い
。

❶ 

釧
路
公
立
大
学 

教
授 

中
村
研
二
氏

○「
地
域
経
済
研
究
セ
ン
タ
ー
」を
設
置
し
、地
域

課
題
の
解
決
に
向
け
た
実
践
的
な
政
策
研
究
を

行
っ
て
い
る
。同
セ
ン
タ
ー
の
共
同
研
究
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
の
特
徴
は
、客
員
研
究
員
シ
ス
テ
ム
、地

元
の
行
政
ス
タ
ッ
フ
・
民
間
人
の
参
加
、外
部
資

金
に
よ
る
効
果
的
な
研
究
の
推
進
で
あ
る
。

○
釧
路
市
の
産
業
連
関
表
作
成
に
取
り
組
み
、

各
施
策
の
市
へ
の
経
済
波
及
効
果
分
析
を
行
っ

て
い
る
。

❷ 

岩
手
県
立
大
学 

教
授 

渋
谷
晃
太
郎
氏

○
東
日
本
大
震
災
直
後
の
2
0
1
2
年
に
開
設

し
た「
地
域
政
策
研
究
セ
ン
タ
ー
」を
中
心
に
、

産
業
界
や
各
種
団
体
・
行
政
機
関
と
連
携
し
、震

災
復
興
な
ど
地
域
課
題
の
解
決
を
目
指
し
な
が

ら
、地
域
貢
献
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

○
毎
年
、地
域（
自
治
体
、企
業
、N
P
O
な
ど
）

か
ら
社
会
課
題
解
決
の
た
め
の
研
究
提
案
を
公

募
し
、各
学
部
の
教
員
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
を
行

い
、提
案
者
と
協
働
し
て
解
決
を
目
指
す
地
域

協
働
研
究
を
行
っ
て
い
る
。

❸ 

高
崎
経
済
大
学 

教
授 

井
門
隆
夫
氏

○
高
崎
市
や
市
内
企
業
と
の
共
同
研
究
や

P
B
L
の
機
会
も
多
く
、大
学
で
は『
地
域
・
社

会
貢
献
白
書
』を
毎
年
発
行
し
て
い
る
。

○
学
生
の「
社
会
人
基
礎
力
」不
足
が
指
摘
さ
れ

て
い
る
。イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
で
大
切
な
こ
と

は
、社
会
人
と
関
わ
り
な
が
ら
、主
体
的
に
行
動

し
、時
に
は
叱
ら
れ
な
が
ら
、社
会
の
仕
組
み
や

観
光
地
の
矛
盾
を
感
じ
取
り
、人
口
減
少
時
代

の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
考
え
方
と
行
動
力
を
身

に
つ
け
る
こ
と
だ
。

❹ 

長
野
大
学 

教
授 

熊
谷
圭
介
氏

○
地
域
住
民
及
び
自
治
体
と
手
を
携
え
な
が

ら
、学
生
を
地
域
か
ら
受
け
入
れ
送
り
出
す「
地

域
人
材
の
循
環
シ
ス
テ
ム
」と
、地
域
課
題
を
住

民
組
織
、地
域
企
業
、自
治
体
と
協
働
し
な
が
ら

解
決
す
る「
地
域
課
題
の
解
決
シ
ス
テ
ム
」の
両

輪
の
構
築
を
目
指
し
て
い
る
。

○
地
域
に
根
ざ
し
た
人
材
の
育
成
で
は
、幼
少

期
〜
シ
ニ
ア
に
至
る
生
涯
学
習
に
お
い
て
、公

　
会
津
盆
地
の
ち
ょ
う
ど
中
心
、喜

多
方
市
塩
川
町
に
位
置
す
る
福
島
県

立
テ
ク
ノ
ア
カ
デ
ミ
ー
会
津
は
、福

島
県
が
設
置
す
る
職
業
能
力
開
発
施

設
で
あ
る
。学
校
教
育
法
に
基
づ
く

大
学
、短
大（
文
部
科
学
省
系
）と
は

異
な
り
、職
業
能
力
開
発
促
進
法
に

基
づ
く
教
育
訓
練
施
設（
厚
生
労
働

省
系
）で
あ
る
。本
校
の
前
身
で
あ
る

会
津
高
等
技
術
専
門
校
を
改
組
し
、

2
0
1
0
年
4
月
、短
期
大
学
校
を

併
せ
持
つ
総
合
的
な
職
業
能
力
開
発

機
関
と
し
て「
テ
ク
ノ
ア
カ
デ
ミ
ー

会
津
」が
誕
生
し
た
。

　
設
置
科
は
、短
期
大
学
校
と
し
て

は
新
設
の
観
光
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
学
科

1
科
の
み
、従
来
か
ら
の
普
通
職
業

訓
練
の
課
程
と
し
て
電
気
配
管
設
備

科
、自
動
車
整
備
科
の
2
科
が
あ
り
、

い
ず
れ
も
修
業
年
限
は
2
年
で
あ

る
。各
科
と
も
定
員
20
名（
電
気
配
管

設
備
科
は
30
名
）の
少
人
数
制
に
よ

り
、一
人
ひ
と
り
に
寄
り
添
っ
た
指

導
を
行
っ
て
い
る
。

観
光
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
学
科

設
立
以
前
の
経
緯

　
も
の
づ
く
り
・
製
造
等
の
人
材
育

成
が
主
眼
で
あ
る
学
卒
者
訓
練
に
あ

っ
て
、本
県
が
独
自
に
観
光
系
の
科

を
設
置
し
た
経
緯
と
し
て
は
、や
は

り
会
津
を
中
心
に「
観
光
」が
基
幹
産

業
と
し
て
着
目
さ
れ
て
い
た
こ
と
が

挙
げ
ら
れ
る
。前
身
校
の
時
代
に
お

い
て
も
、リ
ゾ
ー
ト
法
に
よ
る
開
発

が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
た
1
9
9
1

年
4
月
、会
津
磐
梯
エ
リ
ア
の
宿
泊

業
従
事
者
を
養
成
す
る
た
め
新
設
し

た
高
卒
１
年
課
程「
観
光
ビ
ジ
ネ
ス

科
」を
皮
切
り
に
、2
0
0
1
年
4
月

に
は
宿
泊
需
要
の
多
様
化
、高
度
化

に
対
応
す
る
た
め
2
年
課
程「
観
光

サ
ー
ビ
ス
科
」へ
と
拡
充
、そ
の
時
ど

き
に
応
じ
た
観
光
人
材
育
成
に
取
り

組
ん
で
き
た
。

観
光
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
学
科

の
特
長

　
観
光
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
学
科
で
は
、

短
大
校
以
前
よ
り
養
成
し
て
き
た
旅

館
・
ホ
テ
ル
等
で
求
め
ら
れ
る
接
客

サ
ー
ビ
ス
技
術
に
加
え
、観
光
商
品

の
開
発
・
販
売
、イ
ベ
ン
ト
の
企
画
な

ど
観
光
産
業
を
総
合
的
に
プ
ロ
デ
ュ

ー
ス
で
き
る
人
材
の
育
成
を
目
指
し

て
い
る
。

観
光
振
興
に
貢
献
す
る

地
方
公
立
大
学
／
コ
ラ
ム

福
島
県
立

テ
ク
ノ
ア
カ
デ
ミ
ー

会
津

　
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
と
し
て
は
、1
年
次

に
お
い
て
サ
ー
ビ
ス
や
ビ
ジ
ネ
ス
の

基
礎
と
な
る
知
識
及
び
技
術
を
習
得

し
、2
年
次
に
お
い
て
地
域
課
題
に
対

応
し
た
観
光
企
画
の
提
案
や
ビ
ジ
ネ

ス
を
実
践
す
る
技
術
を
習
得
す
る
。

　
教
育
の
柱
と
し
て
、次
の
3
つ
を

掲
げ
て
い
る
。

① 

プ
ロ
デ
ュ
ー
ス

　
多
様
な
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
に
よ

り
地
域
資
源
や
文
化
を
学
ぶ
と
と
も

に
、経
営
・
会
計
等
の
ビ
ジ
ネ
ス
ス
キ

ル
を
習
得
す
る
。

　
ま
た
、関
係
団
体
等
と
連
携
し
て
、

学
生
に
よ
る
ツ
ア
ー
・
イ
ベ
ン
ト
等

の
企
画
や
Ｐ
Ｒ
動
画
・
Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ
イ

ト
作
成
等
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
を
活
用
し
た

実
践
的
な
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
技
術
を
身

に
付
け
る
。

② 

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

　
外
国
人
旅
行
客
に
対
応
で
き
る
会

話
力
を
身
に
付
け
る
た
め
、英
語（
ダ

ブ
ル
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
形
式
）、韓
国
語
、

中
国
語
の
3
つ
の
言
語
を
ネ
イ
テ
ィ

ブ
の
先
生
か
ら
実
践
的
に
学
ぶ
。

　
ま
た
、海
外
研
修
で
は
現
地
旅
行
会

社
を
訪
問
し
て
、学
生
自
身
が
考
え
た

福
島
の
旅
行
プ
ラ
ン
を
提
案
す
る
。

③ 

ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ

　
サ
ー
ビ
ス
の
現
場
で
は
、お
客
様

の
ニ
ー
ズ
を
正
し
く
理
解
し
て
臨
機

応
変
に
対
応
す
る「
お
も
て
な
し
の

心
＝
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
」が
重
要
で

あ
り
、そ
の
基
礎
と
な
る
他
者
理
解
、

ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
は
も
ち
ろ
ん
、日

本
文
化
に
根
付
い
た
作
法（
茶
道
等
）

や
レ
ス
ト
ラ
ン
サ
ー
ビ
ス
等
の
実
践

技
術
を
習
得
し
、幅
広
い
対
応
力
を

身
に
付
け
る
。

現
地
で
学
ぶ
／

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
の

充
実

　
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
大
き
な
特
長
と

し
て
、フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
の
充
実
が

挙
げ
ら
れ
る
。日
々
変
化
す
る
地
域
観

光
の
現
場
に
直
接
出
向
き
、校
内
で
は

習
得
す
る
こ
と
が
難
し
い
知
識
や
技

術
を
身
に
つ
け
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
、2
年
間
で
50
日
に
及
ぶ
日
数
を
校

外
で
の
実
習
に
充
て
て
い
る
。

　
ま
ず
は
身
近
な
地
域
の
学
習
か
ら

は
じ
ま
り
、 

観
光
イ
ベ
ン
ト
へ
の
企

画
参
加
、企
業
で
の
実
習（
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
）、巨
大
市
場
で
あ
る
ア
ジ

ア
方
面
で
の
海
外
研
修
な
ど
、様
々

な
観
光
現
場
で
の
経
験
を
通
じ
て
、

「
地
域
資
源
の
魅
力
を
肌
で
感
じ
、そ

の
商
品
化
を
考
え
、発
信
し
、売
り
出

し
て
い
く
こ
と
の
で
き
る
人
材
育

成
」に
取
り
組
ん
で
い
る
。

の
目
的
を
、社
会
に
あ
っ
て
人
間
関
係
を
円
滑

に
構
築
す
る
た
め
に
重
要
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
能
力
や
、物
事
の
課
題
を
発
見
し
解
決
に

導
く
力
の
習
得
、主
体
性
や
行
動
力
の
涵
養
な

ど
に
置
い
て
い
る
。

　
高
崎
経
済
大
学
の
井
門
氏
は
、「
学
生
が
望
ん

で
い
る
の
は
、観
光
の
現
場
を
通
じ
て
培
え
る

自
ら
の
社
会
人
基
礎
力
の
向
上
で
あ
り
、そ
の

達
成
感
こ
そ
が
何
も
の
に
も
代
え
が
た
い
学
生

時
代
の
勲
章
と
な
る
。」と
、そ
の
必
要
性
を
強

調
し
て
い
る
。ま
た
、こ
の
こ
と
は
特
集
1
で
中

田
氏
が
指
摘
し
た「
方
法
論
の
多
面
性
を
生
涯

使
え
る
思
考
の
軸
と
し
て
学
生
に
獲
得
さ
せ
る

こ
と
」に
も
つ
な
が
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
東
京
工
業
大
学
名
誉
教
授
で
、観
光
及
び
そ

の
関
係
分
野
に
多
く
の
門
下
生
を
輩
出
し
、当

財
団
の
元
評
議
員
で
も
い
ら
し
た
故
・
鈴
木
忠

義
氏
が
、「
教
育
と
は
、将
来
の
目
標
と
夢
を
持

た
せ
る
こ
と
で
す
、そ
れ
さ
え
で
き
れ
ば
、育
つ

ん
で
す
よ
、人
間
は
。」、「
実
践
者
は
、現
場
で
解

決
す
る
た
め
の
知
恵
が
必
要
だ
。知
識
と
知
恵

は
違
う
。知
恵
は
現
場
で
育
つ
。」と
お
話
し
さ

れ
て
い
た
こ
と
を
改
め
て
思
い
出
し
た
。

議
論
が
求
め
ら
れ
る
、

コ
ロ
ナ
後
の
観
光
教
育

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
が
観

光
教
育
の
現
場
に
与
え
た
影
響
は
本
稿
の
冒
頭

で
も
触
れ
た
が
、特
集
2
の
中
で
も
、日
本
大
学
の

宍
戸
氏
が
、4
点
挙
げ
て
整
理
し
て
い
る（
表
4
）。

　
現
在
、世
間
で
は
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
進
展
に

よ
る
感
染
拡
大
の
収
束
と
日
常
生
活
へ
の
回
帰

に
期
待
が
高
ま
っ
て
い
る
が
、❶（
オ
ン
ラ
イ
ン

授
業
）に
つ
い
て
も
、オ
ン
ラ
イ
ン
の
長
所
は
活

用
し
つ
つ
、対
面
授
業
や
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
、

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
全
面
的
再
開
な
ど
、一

日
も
早
い
大
学
生
活
の
正
常
化
が
待
た
れ
る
。

　
❷（
観
光
業
の
採
用
中
止
に
よ
る
学
生
の
意

欲
低
下
）、❸（
大
学
受
験
者
数
の
減
少
）に
関
し

て
は
、観
光
関
連
産
業
の
復
活
が
不
可
欠
で
あ

る
。当
財
団
発
表
の「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
流
行
下
の
日
本
人
旅
行
者
の
動
向（
そ
の

10
）（
2
0
2
1
年
4
月
7
日
）」で
は
、コ
ロ
ナ

終
息
後
の
旅
行
意
向
は
、長
期
的
な
視
点
で
見

る
と
高
ま
っ
て
い
る
こ
と
が
示
唆
さ
れ
て
い

る
。国
内
旅
行
、海
外
旅
行
、イ
ン
バ
ウ
ン
ド
、そ

れ
ぞ
れ
の
段
階
的
な
需
要
喚
起
を
図
る
た
め
、

国
や
地
方
自
治
体
な
ど
の
関
係
者
に
は
支
援
策

の
策
定
と
着
実
な
実
行
が
求
め
ら
れ
る
。

　
宍
戸
氏
は
、❶
❷
❸
、そ
し
て
❹（
新
た
な
観

光
教
育
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
開
発
）、ま
た
そ
の
他

の
論
点
も
含
め
て
、コ
ロ
ナ
後
の
観
光
教
育
に

つ
い
て
、改
め
て
議
論
す
る
必
要
性
を
指
摘
し

た
。

　『
地
域
と
大
学
〜
地
方
創
生
・
地
域
再
生
の
時

代
を
迎
え
て
』（
萩
原
誠
著
、
南
方
新
社
、

2
0
1
6
年
12
月
、53
頁
）の
中
で
、公
立
大
学

協
会
会
長（
当
時
）の
木
苗
直
秀
氏
は
、「
公
立
大

学
の
強
み
は
、設
置
団
体
に
よ
る
政
策
と
の
連

動
が
し
や
す
い
こ
と
、地
域
課
題
の
把
握
な
ど

地
域
密
着
度
に
違
い
が
あ
る
こ
と
、学
部
や
学

生
数
が
国
立
大
学
に
比
べ
て
少
な
く
小
回
り
が

利
く
た
め
、専
門
性
を
深
め
ら
れ
る
こ
と
で

す
。」と
述
べ
て
い
る
。

　
地
域
振
興
・
地
方
創
生
を
推
進
す
る
中
で
起

こ
っ
た
今
回
の
コ
ロ
ナ
禍
。公
立
大
学
は
、行
政

や
地
域
と
の
関
係
も
よ
り
近
い
こ
と
か
ら
、そ

の
実
情
を
目
の
当
た
り
に
し
て
き
た
に
違
い
な

い
。当
財
団
は
地
域
の
観
光
振
興
に
関
わ
る
業

務
で
地
元
の
大
学
と
接
点
を
持
つ
こ
と
も
少
な

く
な
い
が
、コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ
て
さ
ら
に
多
様

化
・
複
雑
化
し
た
地
域
課
題
の
解
決
に
資
す
る

大
学
の
あ
り
方
、観
光
教
育
の
あ
り
方
が
、地
方

の
公
立
大
学
か
ら
提
起
さ
れ
議
論
が
深
ま
っ
て

い
く
こ
と
を
願
っ
て
い
る
。

お
わ
り
に

　
人
口
減
少
・
少
子
高
齢
化
が
進
む
地
方
に
お

い
て
、「
地
方
創
生
は
地
域
の
総
力
戦
だ
」と
し

ば
し
ば
言
わ
れ
る
。そ
の
総
力
戦
に
お
い
て
観

光
が
果
た
す
役
割
や
期
待
は
ま
す
ま
す
大
き
く

な
っ
て
い
く
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　
公
立
大
学
に
は
、独
自
の
強
み
を
こ
れ
ま
で

以
上
に
発
揮
し
て
、行
政
、民
間
事
業
者
、他
大

学
、研
究
機
関
を
は
じ
め
と
し
た
多
様
な
関
係

者
等
と
の
効
果
的
な
連
携
の
も
と
、地
域
に
根

ざ
し
た
観
光
教
育
の
実
践
、ま
た
地
域
協
働
に

よ
る
社
会
貢
献
が
待
望
さ
れ
て
い
る
。

（
よ
し
ざ
わ
・
き
よ
よ
し
）

（
補
足
）

＊
1
：
C
O
C
〜C

en
ter of C

om
m

u
n
ity

の
略
語
。大
学
を
対
象

に「
地
域
社
会
と
の
連
携
強
化
に
よ
る
地
域
の
課
題
解
決
」な
ど
を
支

援
す
る
事
業
。2
0
1
5
年
度
に
は
政
府
の
地
方
創
生
戦
略
に
対
応

す
る
形
で
、目
的
が「
地
域
の
ニ
ー
ズ
と
大
学
の
ニ
ー
ズ
の
マ
ッ
チ
ン

グ
に
よ
る
地
域
課
題
の
解
決
」か
ら「
地
方
の
大
学
群
と
、地
域
の
自

治
体
・
企
業
や
N
P
O
、民
間
団
体
等
が
協
働
し
、地
域
産
業
を
自
ら

生
み
出
す
人
材
な
ど
地
域
を
担
う
人
材
育
成
を
推
進
」に
変
更
さ

れ
、名
称
も「（
C
O
C
+
）」と
な
っ
た
。

＊
2
：
域
学
共
生
〜
造
語
で
、地
域
と
大
学
が
互
い
に
手
を
携
え
、教

え
合
い
、学
び
合
い
、育
ち
合
い
な
が
ら
、高
知
県
の
地
域
の
再
生
と
活

性
化
を
実
現
し
た
い
と
い
う
想
い
を
込
め
た
言
葉
。

表 4 地域連携における大学の課題

オンライン授業で、教員達は様々な工夫を行ったが、観光現場の視察や調査、
インターンシップなど学外活動については、オンラインで代用することは困難で
あること。

観光を学ぶ学生達の目標のひとつである観光業の採用中止が見られ、他分野
を模索する学生が増加。下級生たちも不安を抱え、動機づけが困難であること。

近年は大学の観光系学部・学科開設が急増し、受験希望者も増えたが、
COVID-19による将来不安で、多くの大学で受験者数が激減していること。

新たな観光ニーズに対応する形で、観光のビジネスモデルは変化してきたが、
COVID-19によりオンラインビジネスや新たなライフスタイルへの対応が急務
となり、観光マーケットやビジネスモデルは大きく変化し、新たな観光教育のカ
リキュラム開発が求められること。

行
い
、ツ
ア
ー
当
日
は
自
分
た
ち
が

実
際
に
案
内
す
る
こ
と
に
よ
り
、総

合
的
な
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
能
力
の
向

上
を
目
指
し
て
い
る
。

　
参
加
者
か
ら
は
毎
年
高
い
評
価

を
い
た
だ
い
て
い
る
人
気
企
画
と

な
っ
て
い
る
。

② 

喜
多
方
市
小
田
付
地
区

　

 

ま
ち
づ
く
り
活
動
へ
の
参
画

　
歴
史
あ
る
蔵
の
街
並
み
に
よ
り

「
重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
」

に
選
定
さ
れ
た
喜
多
方
市
小
田
付
地

区
。そ
の
素
晴
ら
し
い
財
産
を
分
か

り
や
す
く
伝
え
る
案
内
標
識
を
皆
で

作
り
上
げ
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
本
校

学
生
が
参
画
し
て
い
る
。標
識
デ
ザ

イ
ン
の
ヒ
ン
ト
と
な
る
よ
う
な
、建

物
や
暮
ら
し
に
関
す
る
思
い
出
や
エ

ピ
ソ
ー
ド
を
調
査
す
る
た
め
、プ
ロ

の
ラ
イ
タ
ー
の
方
か
ら
取
材
手
法
に

つ
い
て
指
導
い
た
だ
く
と
と
も
に
、

地
域
住
民
に
リ
モ
ー
ト
も
活
用
し
た

ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査
を
行
っ
た
。

③ 

口
コ
ミ
高
評
価
店
で

　

 

成
功
の
秘
訣
を
学
ぶ

　
観
光
に
お
い
て「
食
」の
魅
力
は
不

可
欠
で
あ
る
こ
と
か
ら
、口
コ
ミ
サ

イ
ト
高
評
価
の
地
元
人
気
店「
郷
土

料
理
・
籠
太
」に
実
際
に
赴
き
、そ
の

ノ
ウ
ハ
ウ
を
学
ぶ
特
別
授
業
を
行
っ

て
い
る
。

　
本
校
設
立
時
の
学
科
長
で
、非
常

勤
講
師
の
菅
原
由
美
子
氏
が
会
津
に

繰
り
返
し
訪
れ
る
中
で
、い
わ
ゆ
る

チ
ェ
ー
ン
店
で
な
い
個
人
経
営
の
魅

力
あ
る
飲
食
店
が
多
数
存
在
す
る
こ

と
に
魅
了
さ
れ
、「
居
酒
屋
学
」を
提

唱
し
た
こ
と
か
ら
始
ま
っ
た
ユ
ニ
ー

ク
な
研
修
で
、そ
の
模
様
は
地
元
テ

レ
ビ
で
も
紹
介
さ
れ
た
。

　
カ
ウ
ン
タ
ー
越
し
の
ご
主
人
か
ら

店
舗
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
極
意
を
伺

っ
た
り
、契
約
農
家
の
畑
に
出
向
い

て
地
場
食
材
の
魅
力
を
理
解
す
る
こ

と
で
、魅
力
あ
る
店
舗
を
運
営
し
て

い
く
た
め
に
必
要
な
ス
キ
ル
や
考
え

方
を
実
践
的
に
学
ぶ
こ
と
が
出
来
る

密
度
の
濃
い
実
習
と
な
っ
て
い
る
。

コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て

求
め
ら
れ
る
取
組

　
本
県
観
光
は
、原
発
事
故
に
よ
る

風
評
被
害
か
ら
の
脱
却
を
目
指
し
、

徐
々
に
旅
行
客
数
の
回
復
が
図
ら
れ

て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、今
般
の

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影

響
に
よ
り
、業
界
は
再
び
苦
境
に
陥

っ
て
い
る
状
況
に
あ
る
。

　
そ
の
よ
う
な
中
、本
学
科
で
は
コ

ロ
ナ
禍
に
お
い
て
特
に
求
め
ら
れ
る

技
能
と
し
て
、①
当
面
直
接
来
ら
れ

な
い
方
々
へ
の
Ｐ
Ｒ
手
法
と
し
て
デ

ジ
タ
ル
技
術（
Ⅴ
Ｒ
な
ど
）を
駆
使
し

た
情
報
発
信
技
術
、②
マ
イ
ク
ロ
ツ

ー
リ
ズ
ム（
土
地
勘
の
あ
る
住
民
に

よ
る
近
距
離
旅
行
）の
旅
行
者
を
満

足
さ
せ
ら
れ
る
だ
け
の
地
域
へ
の
深

い
理
解
に
基
づ
い
た
観
光
企
画
技
術

の
2
点
を
掲
げ
、デ
ジ
タ
ル
・
ア
ナ
ロ

グ
双
方
の
能
力
向
上
を
図
っ
て
い
く

こ
と
と
し
て
お
り
、県
の
重
点
事
業

も
取
り
入
れ
て
、こ
れ
ら
の
技
能
を

習
得
す
る
た
め
の
機
器
整
備
や
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
の
充
実
を
図
っ
て
い
く
こ

と
と
し
て
い
る
。

お
わ
り
に

　
本
学
科
は
今
年
で
設
立
12
年
目
を

迎
え
、卒
業
生
は
1
期
生
か
ら
今
春
卒

業
し
た
10
期
生
ま
で
、全
員
就
職
を
達

成
し
て
い
る
。そ
の
就
職
先
は
、県
内

の
旅
行
・
交
通
・
宿
泊
業
は
も
と
よ
り
、

地
域
の
観
光
団
体
の
ほ
か
、飲
食
・
食

品
製
造
業
な
ど
多
岐
に
渡
っ
て
お
り
、

責
任
あ
る
ポ
ジ
シ
ョ
ン
で
活
躍
す
る

人
材
も
育
っ
て
き
て
い
る
。

　
一
方
、会
津
地
域
の
少
子
化
が
顕

著
と
な
る
中
、こ
こ
数
年
は
定
員
割

地
域
に
根
差
し
た

特
徴
あ
る
実
習

　
本
学
科
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
、地

域
の
方
々
と
の
連
携
や
協
力
の
下
で

成
り
立
っ
て
お
り
、特
徴
あ
る
実
習

を
い
く
つ
か
ご
紹
介
し
た
い
。

① 

地
元
公
民
館
主
催

　「学
生
と
訪
ね
る
旅
」 

　
ツ
ア
ー
企
画
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
実
践

的
に
習
得
す
る
実
習
と
し
て
、地
元

の
塩
川
公
民
館
主
催「
学
生
と
訪
ね

る
旅
」の
企
画
及
び
案
内
を
実
施
し

て
い
る
。

　
地
元
住
民
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
顧
客
と

し
て
、満
足
の
い
く
日
帰
り
バ
ス
研

修
に
つ
い
て
旅
行
先
の
選
定
か
ら
企

画
の
手
配
ま
で
を
学
生
自
身
の
手
で

れ
が
続
く
状
況
が
続
い
て
お
り
、地

域
で
求
め
ら
れ
る
人
材
を
地
元
で
育

て
て
い
く
難
し
さ
も
露
呈
し
て
き
て

い
る
。本
学
科
の
特
長
や
課
題
を
見

据
え
、不
断
に
改
善
し
て
い
く
こ
と

で
、新
型
コ
ロ
ナ
を
は
じ
め
と
し
た

逆
境
下
に
お
い
て
も
力
強
く「
観
光

ふ
く
し
ま
」を
牽
引
し
て
い
く
こ
と

の
で
き
る
人
材
の
育
成
に
努
め
て
い

き
た
い
。

資料：特集2（日本大学 宍戸学氏）より作成。

❶

❷

❸

❹
地
方
創
生
は
地
域
の
総
力
戦
だ
。

地
域
に
貢
献
す
る
人
材
の
輩
出
と
い
う
点
に
お
い
て
、

い
わ
ゆ
る
大
学
等
の
位
置
づ
け
で
は
な
い
が

「
福
島
県
立
テ
ク
ノ
ア
カ
デ
ミ
ー
会
津
」で
の
学
び
は
特
徴
的
で
、

非
常
に
興
味
深
い
。

観光振興に貢献する地方公立大学視座
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少人数制

立
大
学
、そ
し
て
観
光
・
ま
ち
づ
く
り
分
野
へ
の

期
待
が
高
ま
っ
て
い
る
。

❺ 

静
岡
県
立
大
学 

教
授 

八
木
健
祥
氏

○「
ツ
ー
リ
ズ
ム
研
究
セ
ン
タ
ー
」で
は
、観
光

教
育
を
担
当
す
る
教
員（
5
名
）す
べ
て
が
研
究

員
と
な
る
等
、組
織
と
し
て
活
動
す
る
体
制
を

整
え
た
。

○
経
営
情
報
学
部
は
文
理
融
合
セ
ク
シ
ョ
ン
で

あ
る
。ゼ
ミ
で
は
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
活
動
を

主
軸
に
据
え
、ネ
ッ
ト
や
文
献
等
で
は
得
ら
れ

な
い「
気
づ
き
」を
学
生
に
体
感
さ
せ
、こ
う
し

た
経
験
を
社
会
人
と
な
っ
て
も
活
か
し
て
も
ら

う
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

❻ 

芸
術
文
化
観
光
専
門
職
大
学

　

 

教
授 

直
井
岳
人
氏

○
基
礎
的
な
知
識
・
技
能
と
対
話
的
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
持
っ
て
、「
多
様
な
ス
テ
イ

ク
ホ
ル
ダ
ー
の
考
え
方
や
立
場
を
理
解
し
た

上
、対
話
を
通
じ
て
合
意
形
成
に
導
く
技
能
」を

身
に
つ
け
る
こ
と
を
デ
ィ
プ
ロ
マ
ポ
リ
シ
ー
と

し
て
謳
っ
て
い
る
。

○
地
域
ニ
ー
ズ
と
研
究
シ
ー
ズ
の
マ
ッ
チ
ン
グ

と
、プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
担
う

「
地
域
リ
サ
ー
チ
＆
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ

ー
」を
開
学
と
同
時
に
設
置
し
た
。

❼ 

島
根
県
立
大
学 

准
教
授 

西
藤
真
一
氏

○
地
域
ニ
ー
ズ
と
大
学
の
専
門
性
の
マ
ッ
チ
ン

グ
、地
域
の
人
々
へ
の
学
び
の
提
供
、研
究
成
果

の
地
域
へ
の
還
元
を
一
元
的
に
集
約
す
る
仕
組

み
と
し
て「
縁
結
び
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
」を
設

置
し
た
。

○
地
域
課
題
に
向
き
合
い
、解
決
に
向
け
た
行

動
力
の
あ
る
人
材
を
養
成
す
る「
し
ま
ね
地
域

マ
イ
ス
タ
ー
」認
定
制
度
を
創
設
し
た
。

○
ゼ
ミ
で
の
地
域
活
動
は
、地
域
に
も
非
常
に

好
意
的
に
受
け
止
め
て
も
ら
っ
て
い
る
。

❽ 

高
知
県
立
大
学 

准
教
授 

飯
髙
伸
五
氏

○「
地
域
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
」が
地
域
と
の
窓

口
と
な
り
、コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
、相
談
内
容

を
教
員
に
効
果
的
に
差
配
し
て
い
る
。

○「
域
学
共
生（
＊
2
）」の
理
念
の
も
と
、大
学

も
地
域
社
会
か
ら
学
び
、変
え
ら
れ
る
と
い
う

こ
と
を
念
頭
に
お
い
て
い
る
。

○
域
学
共
生
科
目
等
を
修
め
る
と
、独
自
の
称

号「
地
域
共
生
推
進
士
」に
認
定
さ
れ
る
。

○
学
生
独
自
の
地
域
活
動
を
支
援
す
る
制
度

「
立
志
社
中
」も
作
ら
れ
た
。

❾ 

北
九
州
市
立
大
学 

准
教
授 

廣
川
祐
司
氏

○「
地
域
共
生
教
育
セ
ン
タ
ー
」は
、ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
機
能
を
担
っ
て
い
る
。

○
地
域
創
生
学
群
の
学
生
は
、地
域
内
の
多
様

な
ス
テ
イ
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
月
平
均
70
〜
1
2
0

時
間
の
地
域
活
動
を
実
施
。コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
能
力
や
課
題
発
見
・
解
決
能
力
な
ど
を
身

に
つ
け
る
。ま
た
主
体
性
を
醸
成
す
る
。

○
専
門
ゼ
ミ
の「
フ
ッ
ト
パ
ス
づ
く
り
」は
、年

単
位
の
時
間
を
か
け
て
、地
域
住
民
と
の
信
頼

関
係
を
築
き
な
が
ら
進
め
て
い
く
。

� 

名
桜
大
学 

教
授 

大
谷
健
太
郎
氏

○「
地
域
連
携
機
構
」を
設
置
し
、教
育
研
究
活

動
を
通
し
た
地
域
連
携
を
展
開
し
て
い
る
。

○
ゼ
ミ
の
テ
ー
マ
は「
地
域
に
お
け
る
望
ま
し

い
観
光
振
興
の
あ
り
方
」で
あ
り
、講
義
で
学
ん

だ
理
論
を
応
用
す
る
た
め
に
、3
・
4
年
生
の
合

同
ゼ
ミ
で
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
行
っ
て
い

る
。筆
者
が
研
究
及
び
地
域
貢
献
と
し
て
参
加

す
る
観
光
政
策
の
審
議
会
や
計
画
検
討
委
員
会

の
プ
ロ
セ
ス
に
ゼ
ミ
学
生
と
共
に
関
わ
る
こ
と

が
基
本
形
で
あ
る
。

公
立
大
学
の
役
割
は
、

地
域
の〝
総
合
医
〞

　
社
会
的
な
要
請
や
期
待
を
受
け
て
、全
国
各

地
で
多
く
の
大
学
が
社
会
貢
献
に
取
り
組
ん
で

い
る
。し
か
し
、当
初
は
課
題
も
多
か
っ
た
よ
う

だ
。特
集
3
で
、島
根
県
立
大
学
の
西
藤
氏
は
、

「
大
学
と
地
域
と
の
連
携
に
は
、今
ま
で
そ
の
経

験
が
な
か
っ
た
だ
け
に
多
く
の
課
題
も
指
摘
さ

れ
て
き
た
。」と
し
て
、そ
の
課
題
を
取
り
上
げ

て
い
る（
表
3
）。

　
こ
れ
ら
の
課
題
の
う
ち
、❶（
資
金
の
継
続
性

の
担
保
）は
、引
き
続
き
国
や
地
方
自
治
体
か
ら

の
補
助
金
、大
学
の
独
自
予
算
、地
域
か
ら
の
寄

付
な
ど
様
々
な
形
で
調
達
し
て
い
く
こ
と
に
な

る
の
だ
ろ
う
。一
方
で
、❷（
組
織
的
な
対
応
の

難
し
さ
）、❸（
教
員
や
地
域
双
方
に
連
携
す
る

動
機
付
け
）は
、島
根
県
立
大
学
を
は
じ
め
多
く

の
大
学
が
設
置
し
て
い
る
、地
域
ニ
ー
ズ
と
大

学
の
専
門
性
の
マ
ッ
チ
ン
グ
等
を
コ
ー
デ
ィ
ネ

ー
タ
ー
が
行
う
仕
組
み
が
効
果
的
に
機
能
し
て

い
る
よ
う
で
あ
る
。

　
巻
頭
言（
地
域
の
総
合
医
）で
、長
年
、釧
路
公

立
大
学
に
勤
務
し
、地
域
課
題
の
解
決
に
尽
力

さ
れ
て
き
た
小
磯
修
二
氏
は
、「
地
域
の
公
立
大

学
の
役
割
は
、（
中
略
）専
門
の
研
究
者
と
地
域

を
つ
な
ぐ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
機
能
で
あ
ろ
う
。

医
療
の
世
界
で
い
え
ば
プ
ラ
イ
マ
リ
ー
・
ケ
ア

ー
を
行
な
う
総
合
医
だ
。」と
説
い
た
。

　
そ
し
て
、「
そ
こ
で
は
、地
域
の
総
合
的
な
知

見
が
求
め
ら
れ
る
。実
態
を
科
学
的
に
分
析
し
、

地
域
社
会
の
課
題
に
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
と
し
て
向

き
合
う
こ
と
は
難
し
い
挑
戦
だ
が
、そ
こ
に
地

域
の
公
立
大
学
の
役
割
と
醍
醐
味
が
あ
る
だ
ろ

う
。」と
述
べ
、エ
ー
ル
を
送
っ
て
い
る
。

　
地
域
で
の
社
会
貢
献
に
お
い
て
公
立
大
学
に

は
、コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
機
能
の
更
な
る
高
度
化

と
効
果
的
な
運
用
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

現
場
で
の
実
践
を
通
し
て

身
に
つ
け
る
、

〝
社
会
人
基
礎
力
〞

　
一
般
的
に
大
学
の
観
光
教
育
で
は
、理
論
と

実
践
の
両
方
が
重
視
さ
れ
る
。そ
の
実
践
の
手

法
は
、ゼ
ミ
で
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
や
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
な
ど
様
々
で
あ
る
が
、そ
の
目

的
は
概
ね
共
通
の
よ
う
で
あ
る
。

　
特
集
3
で
取
り
上
げ
た
公
立
大
学
で
は
、そ

は
じ
め
に

　
近
年
、観
光
に
関
連
す
る
学
部
・
学
科
の
開
設

が
相
次
い
で
い
る
。当
財
団
発
行
の『
旅
行
年
報

2
0
2
0
』に
よ
る
と
、2
0
2
0
年
8
月
現

在
、「
観
光
」「
ツ
ー
リ
ズ
ム
」「
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ

ィ
」の
い
ず
れ
か
の
語
を
そ
の
名
称
に
含
む
学

部
・
学
科
を
有
す
る
大
学
は
43
、大
学
院
は
11
存

在
し
て
い
る
。2
0
2
2
年
度
に
も
、國
學
院
大

學
が
観
光
ま
ち
づ
く
り
学
部
観
光
ま
ち
づ
く
り

学
科（
仮
称
）の
開
設
を
申
請
し
て
い
る
。な
お
、

学
部
・
学
科
名
に
観
光
、ツ
ー
リ
ズ
ム
、ホ
ス
ピ

タ
リ
テ
ィ
は
含
ま
な
い
も
の
の
、観
光
関
連
の

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
設
け
て
い
る
大
学
も
少
な
く

な
い
と
推
察
さ
れ
る
。

　
し
か
し
、2
0
1
9
年
度
後
半
に
発
生
し
た

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
は
、観
光
地
や

観
光
関
連
産
業
ば
か
り
で
は
な
く
、観
光
教
育

の
現
場
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
、大
学
に
は

授
業
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
を
は
じ
め
、留
学
や
研

修
・
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
取
り
や
め
、社
会
貢

献
の
縮
小
な
ど
様
々
な
対
応
が
迫
ら
れ
る
こ
と

に
な
っ
た
。そ
し
て
、2
0
2
1
年
度
入
学
の
観

光
学
部
や
学
科
の
受
験
者
数
は
、観
光
地
や
観

光
関
連
産
業
の
就
職
環
境
の
悪
化
に
呼
応
す
る

よ
う
に
、多
く
の
大
学
で
減
少
と
な
っ
た
と
も

言
わ
れ
て
い
る
。

　
本
号
で
は
、「
観
光
振
興
に
貢
献
す
る
地
方
公

立
大
学
〜
現
状
と
課
題
、そ
し
て
期
待
」を
特
集

テ
ー
マ
と
し
た
。

　
こ
こ
で
言
う
地
方
と
は
東
京
圏（
一
都
三
県
）

を
除
い
た
地
域
を
指
す
。地
方
大
学
を
対
象
と

し
た
の
は
、政
府
の「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生

総
合
戦
略（
2
0
1
4
年
12
月
閣
議
決
定
）」に

お
い
て
、施
策
の
ひ
と
つ
に「
地
方
大
学
等
の
活

性
化
」が
挙
げ
ら
れ
、ま
ち
づ
く
り
に
お
け
る
地

方
大
学
の
役
割
が
注
目
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た

か
ら
で
あ
る
。ま
た
、そ
の
中
で
も
公
立
大
学
と

し
た
の
は
、「
地
方
公
共
団
体
が
設
置
・
管
理
す

る
と
い
う
性
格
か
ら
、地
域
に
お
け
る
高
等
教

育
機
会
の
提
供
と
地
域
社
会
で
の
知
的
・
文
化

的
拠
点
と
し
て
中
心
的
役
割
を
担
い
、地
域
に

お
け
る
社
会
・
経
済
・
文
化
へ
の
貢
献
が
期
待
さ

れ
て
い
る（
文
部
科
学
省
）」と
の
理
由
に
よ
る
。

　
こ
こ
で
は
、各
特
集
を
振
り
返
る
と
と
も
に
、

地
域
の
観
光
振
興
に
お
け
る
公
立
大
学
の
役
割

と
期
待
に
つ
い
て
改
め
て
考
え
て
み
る
こ
と
と

し
た
い
。な
お
、紙
面
の
関
係
上
、各
特
集
か
ら

の
引
用
で
は
文
意
が
変
わ
ら
な
い
範
囲
で
省

略
、変
更
等
し
て
い
る
こ
と
を
ご
理
解
い
た
だ

き
た
い
。

地
方
分
権
の
平
成
期
に
、

地
方
創
生
の
役
割
を
担
う

公
立
大
学
が
登
場

　
特
集
1（
観
光
振
興
と
公
立
大
学
〜
期
待
さ

れ
る
役
割
と
可
能
性
）で
、（
一
社
）公
立
大
学
協

会
常
務
理
事
・
事
務
局
長
の
中
田
晃
氏
は
、公
立

大
学
は
歴
史
的
に
国
や
地
方
自
治
体
の
危
機
に

伴
走
し
て
き
た
存
在
で
あ
る
と
し
て
、そ
の
主

要
な
役
割
を「
銃
後
の
医
師
養
成
」、「
超
高
齢
社

会
へ
の
対
応
」、「
地
域
振
興
・
地
方
創
生
」の
3

点
に
絞
っ
て
整
理
し
た
。

　
こ
の
う
ち「
地
域
振
興
・
地
方
創
生
」に
お
い

て
は
、「
平
成
期
は
地
方
分
権
の
時
代
で
も
あ

り
、こ
の
流
れ
の
中
で
地
域
振
興
の
た
め
の
積

極
政
策
と
し
て
公
立
大
学
設
置
の
期
待
も
高
ま

り
、自
治
省
の
政
策
転
換
を
受
け
て
、地
域
振

興
・
地
方
創
生
を
役
割
と
し
て
担
う
公
立
大
学

が
登
場
し
て
く
る
。地
域
政
策
、地
方
創
生
あ
る

い
は
観
光
と
い
っ
た
キ
ー
ワ
ー
ド
を
名
称
に
含

む
領
域
横
断
型
の
学
部
・
学
科
が
数
多
く
設
置

さ
れ
た
。」と
説
明
し
た
。

　
し
か
し
、早
く
か
ら
政
策
系
の
領
域
横
断
型

学
術
に
取
り
組
ん
で
き
た
公
立
大
学
は
、様
々

な
領
域
を
分
析
対
象
と
す
る「
対
象
の
多
様
性
」

と
、複
雑
な
要
素
で
成
り
立
つ
営
み
を
分
析
す

る「
方
法
論
の
多
面
性
」の
両
方
に
向
き
合
う
必

要
が
あ
っ
た
と
し
た
。そ
し
て
、観
光
学
に
お
い

て
も
特
に
後
者
を
生
涯
使
え
る
思
考
の
軸
と
し

て
確
立
し
、学
生
に
獲
得
さ
せ
る
こ
と
の
重
要

性
を
説
い
た
。

地
域
課
題
の
解
決
は
、

観
光
教
育
の
持
つ
重
要
な

視
点
の
ひ
と
つ

　
大
学
で
行
わ
れ
る
観
光
教
育
に
つ
い
て
、特

集
2（
現
代
社
会
に
お
け
る
観
光
教
育
の
役
割

を
考
え
る
〜
ウ
ィ
ズ
／
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
時
代
を

見
据
え
て
）で
、日
本
大
学
教
授
の
宍
戸
学
氏

は
、「
一
般
的
に
観
光
教
育
と
は
、観
光
の
持
続

可
能
な
発
展
を
支
え
る
人
材
育
成
を
目
的
と
す

る
教
育
と
定
義
さ
れ
る
が
、観
光
は
広
く
社
会

に
浸
透
し
、旅
す
る
意
味
や
人
々
の
交
流
、ま
ち

づ
く
り
と
の
関
わ
り
ま
で
含
め
る
と
、現
代
社

会
に
お
け
る
観
光
の
健
全
な
発
展
や
そ
れ
に
関

わ
る
様
々
な
事
象
を
題
材
に
学
べ
る
こ
と
か

ら
、幅
広
い
教
育
的
意
義
を
有
し
て
い
る
。」と

解
説
し
た
。

　
し
か
し
、学
術
界
で
は
現
代
社
会
に
お
け
る

観
光
教
育
を
俯
瞰
す
る
研
究
が
少
な
い
こ
と
、

ま
た
、政
策
面
で
は
観
光
教
育
の
本
質
的
な
意

義
や
役
割
を
踏
ま
え
、客
観
的
で
論
理
的
な
視

点
で
議
論
さ
れ
て
き
た
と
は
言
え
な
い
点
が
あ

る
と
し
て
警
鐘
を
鳴
ら
し
た
。

　
そ
し
て
、地
方
大
学
に
つ
い
て
は「
ま
ち
・
ひ

と
・
し
ご
と
創
生
基
本
方
針
2
0
2
1（
内
閣

府
）」の「
魅
力
あ
る
地
方
大
学
の
創
出
」を
引
き

合
い
に
出
し
つ
つ
、「
観
光
産
業
志
向
の
実
務
教

育
と
し
て
の
観
光
教
育
だ
け
で
は
な
く
、地
域

課
題
に
向
き
合
う
手
段
と
し
て
観
光
教
育
に
取

り
組
む
こ
と
が
増
え
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

地
域
課
題
の
解
決
に
取
り
組
む
こ
と
は
、観
光

教
育
が
も
と
も
と
持
っ
て
い
る
重
要
な
視
点
で

あ
る
。」と
述
べ
た
。

観
光
教
育
の
実
践
、

観
光
振
興
へ
の
貢
献
、

各
大
学
の
事
例
を
振
り
返
る

　
2
0
0
5
年
1
月
の
中
央
教
育
審
議
会
の
答

申
で
、大
学
に「
社
会
貢
献
機
能（
地
域
貢
献

等
）」が
位
置
づ
け
ら
れ
た
。「
教
育
基
本
法
」の

改
正（
2
0
0
6
年
12
月
）、さ
ら
に
は「
学
校
教

育
法
」の
改
正（
2
0
0
7
年
6
月
）に
よ
り
、大

学
の
役
割
に
は
従
来
の「
学
術
研
究
」、「
人
材
育

成
」に
加
え
て
、「
社
会
貢
献
」が
加
わ
る
こ
と
に

な
っ
た
。文
部
科
学
省
の「
大
学
改
革
実
行
プ
ラ

ン（
2
0
1
2
年
6
月
）」に
は
、求
め
ら
れ
る
人

材
像
と
し
て「
生
涯
学
び
続
け
、主
体
的
に
考

え
、行
動
で
き
る
人
材
」な
ど
3
つ
、目
指
す
べ

き
新
し
い
大
学
像
と
し
て「
学
生
が
し
っ
か
り

学
び
、自
ら
の
人
生
と
社
会
の
未
来
を
主
体
的

に
切
り
拓
く
能
力
を
培
う
大
学
」、「
地
域
再
生

の
核
と
な
る
大
学
」な
ど
6
つ
の
方
向
性
が
挙

げ
ら
れ
て
い
る（
表
１
）。　

　
そ
の
後
、文
部
科
学
省
は
、地
域
再
生
の
核
と

な
る
大
学
づ
く
り
の
補
助
事
業
と
し
て
、

2
0
1
3
か
ら
2
0
1
9
年
度
ま
で
、「
地（
知
）

の
拠
点
整
備
事
業（
C
O
C
事
業
）」、「
地（
知
）の

拠
点
大
学
に
よ
る
地
方
創
生
推
進
事
業

（
C
O
C
＋
事
業
）」な
ど
を
行
っ
て
き
た（
＊
1
）。

　
人
材
育
成
や
社
会
貢
献
が
ま
す
ま
す
重
視
さ

れ
る
中
で
、各
大
学
は
そ
の
役
割
を
果
た
し
て

き
た
。特
集
3（
観
光
振
興
に
貢
献
す
る
地
方
公

立
大
学
の
取
り
組
み
）で
は
、表
2
に
示
す
全
国

各
地
の
地
方
公
立
大
学
10
校
か
ら
、観
光
教
育

の
実
践
、地
域
の
観
光
振
興
へ
の
貢
献
等
に
つ

い
て
ご
寄
稿
い
た
だ
い
た
。な
お
、今
回
取
り
上

げ
た
大
学
に
は
、釧
路
公
立
大
学
の
よ
う
に
学

部
・
学
科
・
コ
ー
ス
等
に「
観
光
」な
ど
の
名
称
を

持
た
な
い
も
の
の
、実
質
的
に
地
域
の
観
光
振

興
に
寄
与
し
て
い
る
大
学
も
含
め
て
い
る
。

　
10
大
学
の
開
学
年
を
見
る
と
、高
知
女
子
大

学
を
前
身
と
す
る
高
知
県
立
大
学
の
1
9
4
9

年
か
ら
、
芸
術
文
化
観
光
専
門
職
大
学
の

2
0
2
1
年
ま
で
様
々
で
あ
り
、学
生
定
員
も

芸
術
文
化
観
光
専
門
職
大
学
の
3
2
0
名
か
ら

北
九
州
市
立
大
学
の
5
5
6
7
名
ま
で
幅
が
あ

る
。沿
革
・
ミ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、異
口
同
音
に
、

「
地
域
に
根
ざ
し
た
公
立
大
学
と
し
て
地
域
に

貢
献
す
る
」、「
地
域
で
活
躍
す
る
人
材
を
育
成

す
る
」な
ど
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

　
地
域
振
興
・
地
方
創
生
が
声
高
に
叫
ば
れ
、観

光
に
よ
る
地
域
活
性
化
へ
の
期
待
が
高
ま
る

中
、地
方
の
公
立
大
学
は
ど
の
よ
う
な
観
光
教

育
や
地
域
課
題
の
解
決
に
向
け
た
取
り
組
み
を

行
っ
て
き
た
の
か
、大
学
や
先
生
方
、学
生
の
奮

闘
ぶ
り
、そ
の
詳
細
は
特
集
3
を
ご
覧
い
た
だ

く
と
し
て
、こ
こ
で
は
、私
が
特
に
関
心
を
持
っ

た
点
を
列
記
し
て
お
き
た
い
。

❶ 

釧
路
公
立
大
学 

教
授 

中
村
研
二
氏

○「
地
域
経
済
研
究
セ
ン
タ
ー
」を
設
置
し
、地
域

課
題
の
解
決
に
向
け
た
実
践
的
な
政
策
研
究
を

行
っ
て
い
る
。同
セ
ン
タ
ー
の
共
同
研
究
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
の
特
徴
は
、客
員
研
究
員
シ
ス
テ
ム
、地

元
の
行
政
ス
タ
ッ
フ
・
民
間
人
の
参
加
、外
部
資

金
に
よ
る
効
果
的
な
研
究
の
推
進
で
あ
る
。

○
釧
路
市
の
産
業
連
関
表
作
成
に
取
り
組
み
、

各
施
策
の
市
へ
の
経
済
波
及
効
果
分
析
を
行
っ

て
い
る
。

❷ 

岩
手
県
立
大
学 

教
授 

渋
谷
晃
太
郎
氏

○
東
日
本
大
震
災
直
後
の
2
0
1
2
年
に
開
設

し
た「
地
域
政
策
研
究
セ
ン
タ
ー
」を
中
心
に
、

産
業
界
や
各
種
団
体
・
行
政
機
関
と
連
携
し
、震

災
復
興
な
ど
地
域
課
題
の
解
決
を
目
指
し
な
が

ら
、地
域
貢
献
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

○
毎
年
、地
域（
自
治
体
、企
業
、N
P
O
な
ど
）

か
ら
社
会
課
題
解
決
の
た
め
の
研
究
提
案
を
公

募
し
、各
学
部
の
教
員
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
を
行

い
、提
案
者
と
協
働
し
て
解
決
を
目
指
す
地
域

協
働
研
究
を
行
っ
て
い
る
。

❸ 

高
崎
経
済
大
学 

教
授 

井
門
隆
夫
氏

○
高
崎
市
や
市
内
企
業
と
の
共
同
研
究
や

P
B
L
の
機
会
も
多
く
、大
学
で
は『
地
域
・
社

会
貢
献
白
書
』を
毎
年
発
行
し
て
い
る
。

○
学
生
の「
社
会
人
基
礎
力
」不
足
が
指
摘
さ
れ

て
い
る
。イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
で
大
切
な
こ
と

は
、社
会
人
と
関
わ
り
な
が
ら
、主
体
的
に
行
動

し
、時
に
は
叱
ら
れ
な
が
ら
、社
会
の
仕
組
み
や

観
光
地
の
矛
盾
を
感
じ
取
り
、人
口
減
少
時
代

の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
考
え
方
と
行
動
力
を
身

に
つ
け
る
こ
と
だ
。

❹ 

長
野
大
学 

教
授 

熊
谷
圭
介
氏

○
地
域
住
民
及
び
自
治
体
と
手
を
携
え
な
が

ら
、学
生
を
地
域
か
ら
受
け
入
れ
送
り
出
す「
地

域
人
材
の
循
環
シ
ス
テ
ム
」と
、地
域
課
題
を
住

民
組
織
、地
域
企
業
、自
治
体
と
協
働
し
な
が
ら

解
決
す
る「
地
域
課
題
の
解
決
シ
ス
テ
ム
」の
両

輪
の
構
築
を
目
指
し
て
い
る
。

○
地
域
に
根
ざ
し
た
人
材
の
育
成
で
は
、幼
少

期
〜
シ
ニ
ア
に
至
る
生
涯
学
習
に
お
い
て
、公

　
会
津
盆
地
の
ち
ょ
う
ど
中
心
、喜

多
方
市
塩
川
町
に
位
置
す
る
福
島
県

立
テ
ク
ノ
ア
カ
デ
ミ
ー
会
津
は
、福

島
県
が
設
置
す
る
職
業
能
力
開
発
施

設
で
あ
る
。学
校
教
育
法
に
基
づ
く

大
学
、短
大（
文
部
科
学
省
系
）と
は

異
な
り
、職
業
能
力
開
発
促
進
法
に

基
づ
く
教
育
訓
練
施
設（
厚
生
労
働

省
系
）で
あ
る
。本
校
の
前
身
で
あ
る

会
津
高
等
技
術
専
門
校
を
改
組
し
、

2
0
1
0
年
4
月
、短
期
大
学
校
を

併
せ
持
つ
総
合
的
な
職
業
能
力
開
発

機
関
と
し
て「
テ
ク
ノ
ア
カ
デ
ミ
ー

会
津
」が
誕
生
し
た
。

　
設
置
科
は
、短
期
大
学
校
と
し
て

は
新
設
の
観
光
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
学
科

1
科
の
み
、従
来
か
ら
の
普
通
職
業

訓
練
の
課
程
と
し
て
電
気
配
管
設
備

科
、自
動
車
整
備
科
の
2
科
が
あ
り
、

い
ず
れ
も
修
業
年
限
は
2
年
で
あ

る
。各
科
と
も
定
員
20
名（
電
気
配
管

設
備
科
は
30
名
）の
少
人
数
制
に
よ

り
、一
人
ひ
と
り
に
寄
り
添
っ
た
指

導
を
行
っ
て
い
る
。

観
光
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
学
科

設
立
以
前
の
経
緯

　
も
の
づ
く
り
・
製
造
等
の
人
材
育

成
が
主
眼
で
あ
る
学
卒
者
訓
練
に
あ

っ
て
、本
県
が
独
自
に
観
光
系
の
科

を
設
置
し
た
経
緯
と
し
て
は
、や
は

り
会
津
を
中
心
に「
観
光
」が
基
幹
産

業
と
し
て
着
目
さ
れ
て
い
た
こ
と
が

挙
げ
ら
れ
る
。前
身
校
の
時
代
に
お

い
て
も
、リ
ゾ
ー
ト
法
に
よ
る
開
発

が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
た
1
9
9
1

年
4
月
、会
津
磐
梯
エ
リ
ア
の
宿
泊

業
従
事
者
を
養
成
す
る
た
め
新
設
し

た
高
卒
１
年
課
程「
観
光
ビ
ジ
ネ
ス

科
」を
皮
切
り
に
、2
0
0
1
年
4
月

に
は
宿
泊
需
要
の
多
様
化
、高
度
化

に
対
応
す
る
た
め
2
年
課
程「
観
光

サ
ー
ビ
ス
科
」へ
と
拡
充
、そ
の
時
ど

き
に
応
じ
た
観
光
人
材
育
成
に
取
り

組
ん
で
き
た
。

観
光
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
学
科

の
特
長

　
観
光
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
学
科
で
は
、

短
大
校
以
前
よ
り
養
成
し
て
き
た
旅

館
・
ホ
テ
ル
等
で
求
め
ら
れ
る
接
客

サ
ー
ビ
ス
技
術
に
加
え
、観
光
商
品

の
開
発
・
販
売
、イ
ベ
ン
ト
の
企
画
な

ど
観
光
産
業
を
総
合
的
に
プ
ロ
デ
ュ

ー
ス
で
き
る
人
材
の
育
成
を
目
指
し

て
い
る
。

観
光
振
興
に
貢
献
す
る

地
方
公
立
大
学
／
コ
ラ
ム

福
島
県
立

テ
ク
ノ
ア
カ
デ
ミ
ー

会
津

　
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
と
し
て
は
、1
年
次

に
お
い
て
サ
ー
ビ
ス
や
ビ
ジ
ネ
ス
の

基
礎
と
な
る
知
識
及
び
技
術
を
習
得

し
、2
年
次
に
お
い
て
地
域
課
題
に
対

応
し
た
観
光
企
画
の
提
案
や
ビ
ジ
ネ

ス
を
実
践
す
る
技
術
を
習
得
す
る
。

　
教
育
の
柱
と
し
て
、次
の
3
つ
を

掲
げ
て
い
る
。

① 

プ
ロ
デ
ュ
ー
ス

　
多
様
な
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
に
よ

り
地
域
資
源
や
文
化
を
学
ぶ
と
と
も

に
、経
営
・
会
計
等
の
ビ
ジ
ネ
ス
ス
キ

ル
を
習
得
す
る
。

　
ま
た
、関
係
団
体
等
と
連
携
し
て
、

学
生
に
よ
る
ツ
ア
ー
・
イ
ベ
ン
ト
等

の
企
画
や
Ｐ
Ｒ
動
画
・
Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ
イ

ト
作
成
等
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
を
活
用
し
た

実
践
的
な
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
技
術
を
身

に
付
け
る
。

② 

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

　
外
国
人
旅
行
客
に
対
応
で
き
る
会

話
力
を
身
に
付
け
る
た
め
、英
語（
ダ

ブ
ル
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
形
式
）、韓
国
語
、

中
国
語
の
3
つ
の
言
語
を
ネ
イ
テ
ィ

ブ
の
先
生
か
ら
実
践
的
に
学
ぶ
。

　
ま
た
、海
外
研
修
で
は
現
地
旅
行
会

社
を
訪
問
し
て
、学
生
自
身
が
考
え
た

福
島
の
旅
行
プ
ラ
ン
を
提
案
す
る
。

③ 

ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ

　
サ
ー
ビ
ス
の
現
場
で
は
、お
客
様

の
ニ
ー
ズ
を
正
し
く
理
解
し
て
臨
機

応
変
に
対
応
す
る「
お
も
て
な
し
の

心
＝
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
」が
重
要
で

あ
り
、そ
の
基
礎
と
な
る
他
者
理
解
、

ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
は
も
ち
ろ
ん
、日

本
文
化
に
根
付
い
た
作
法（
茶
道
等
）

や
レ
ス
ト
ラ
ン
サ
ー
ビ
ス
等
の
実
践

技
術
を
習
得
し
、幅
広
い
対
応
力
を

身
に
付
け
る
。

現
地
で
学
ぶ
／

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
の

充
実

　
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
大
き
な
特
長
と

し
て
、フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
の
充
実
が

挙
げ
ら
れ
る
。日
々
変
化
す
る
地
域
観

光
の
現
場
に
直
接
出
向
き
、校
内
で
は

習
得
す
る
こ
と
が
難
し
い
知
識
や
技

術
を
身
に
つ
け
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
、2
年
間
で
50
日
に
及
ぶ
日
数
を
校

外
で
の
実
習
に
充
て
て
い
る
。

　
ま
ず
は
身
近
な
地
域
の
学
習
か
ら

は
じ
ま
り
、 

観
光
イ
ベ
ン
ト
へ
の
企

画
参
加
、企
業
で
の
実
習（
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
）、巨
大
市
場
で
あ
る
ア
ジ

ア
方
面
で
の
海
外
研
修
な
ど
、様
々

な
観
光
現
場
で
の
経
験
を
通
じ
て
、

「
地
域
資
源
の
魅
力
を
肌
で
感
じ
、そ

の
商
品
化
を
考
え
、発
信
し
、売
り
出

し
て
い
く
こ
と
の
で
き
る
人
材
育

成
」に
取
り
組
ん
で
い
る
。

の
目
的
を
、社
会
に
あ
っ
て
人
間
関
係
を
円
滑

に
構
築
す
る
た
め
に
重
要
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
能
力
や
、物
事
の
課
題
を
発
見
し
解
決
に

導
く
力
の
習
得
、主
体
性
や
行
動
力
の
涵
養
な

ど
に
置
い
て
い
る
。

　
高
崎
経
済
大
学
の
井
門
氏
は
、「
学
生
が
望
ん

で
い
る
の
は
、観
光
の
現
場
を
通
じ
て
培
え
る

自
ら
の
社
会
人
基
礎
力
の
向
上
で
あ
り
、そ
の

達
成
感
こ
そ
が
何
も
の
に
も
代
え
が
た
い
学
生

時
代
の
勲
章
と
な
る
。」と
、そ
の
必
要
性
を
強

調
し
て
い
る
。ま
た
、こ
の
こ
と
は
特
集
1
で
中

田
氏
が
指
摘
し
た「
方
法
論
の
多
面
性
を
生
涯

使
え
る
思
考
の
軸
と
し
て
学
生
に
獲
得
さ
せ
る

こ
と
」に
も
つ
な
が
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
東
京
工
業
大
学
名
誉
教
授
で
、観
光
及
び
そ

の
関
係
分
野
に
多
く
の
門
下
生
を
輩
出
し
、当

財
団
の
元
評
議
員
で
も
い
ら
し
た
故
・
鈴
木
忠

義
氏
が
、「
教
育
と
は
、将
来
の
目
標
と
夢
を
持

た
せ
る
こ
と
で
す
、そ
れ
さ
え
で
き
れ
ば
、育
つ

ん
で
す
よ
、人
間
は
。」、「
実
践
者
は
、現
場
で
解

決
す
る
た
め
の
知
恵
が
必
要
だ
。知
識
と
知
恵

は
違
う
。知
恵
は
現
場
で
育
つ
。」と
お
話
し
さ

れ
て
い
た
こ
と
を
改
め
て
思
い
出
し
た
。

議
論
が
求
め
ら
れ
る
、

コ
ロ
ナ
後
の
観
光
教
育

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
が
観

光
教
育
の
現
場
に
与
え
た
影
響
は
本
稿
の
冒
頭

で
も
触
れ
た
が
、特
集
2
の
中
で
も
、日
本
大
学
の

宍
戸
氏
が
、4
点
挙
げ
て
整
理
し
て
い
る（
表
4
）。

　
現
在
、世
間
で
は
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
進
展
に

よ
る
感
染
拡
大
の
収
束
と
日
常
生
活
へ
の
回
帰

に
期
待
が
高
ま
っ
て
い
る
が
、❶（
オ
ン
ラ
イ
ン

授
業
）に
つ
い
て
も
、オ
ン
ラ
イ
ン
の
長
所
は
活

用
し
つ
つ
、対
面
授
業
や
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
、

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
全
面
的
再
開
な
ど
、一

日
も
早
い
大
学
生
活
の
正
常
化
が
待
た
れ
る
。

　
❷（
観
光
業
の
採
用
中
止
に
よ
る
学
生
の
意

欲
低
下
）、❸（
大
学
受
験
者
数
の
減
少
）に
関
し

て
は
、観
光
関
連
産
業
の
復
活
が
不
可
欠
で
あ

る
。当
財
団
発
表
の「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
流
行
下
の
日
本
人
旅
行
者
の
動
向（
そ
の

10
）（
2
0
2
1
年
4
月
7
日
）」で
は
、コ
ロ
ナ

終
息
後
の
旅
行
意
向
は
、長
期
的
な
視
点
で
見

る
と
高
ま
っ
て
い
る
こ
と
が
示
唆
さ
れ
て
い

る
。国
内
旅
行
、海
外
旅
行
、イ
ン
バ
ウ
ン
ド
、そ

れ
ぞ
れ
の
段
階
的
な
需
要
喚
起
を
図
る
た
め
、

国
や
地
方
自
治
体
な
ど
の
関
係
者
に
は
支
援
策

の
策
定
と
着
実
な
実
行
が
求
め
ら
れ
る
。

　
宍
戸
氏
は
、❶
❷
❸
、そ
し
て
❹（
新
た
な
観

光
教
育
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
開
発
）、ま
た
そ
の
他

の
論
点
も
含
め
て
、コ
ロ
ナ
後
の
観
光
教
育
に

つ
い
て
、改
め
て
議
論
す
る
必
要
性
を
指
摘
し

た
。

　『
地
域
と
大
学
〜
地
方
創
生
・
地
域
再
生
の
時

代
を
迎
え
て
』（
萩
原
誠
著
、
南
方
新
社
、

2
0
1
6
年
12
月
、53
頁
）の
中
で
、公
立
大
学

協
会
会
長（
当
時
）の
木
苗
直
秀
氏
は
、「
公
立
大

学
の
強
み
は
、設
置
団
体
に
よ
る
政
策
と
の
連

動
が
し
や
す
い
こ
と
、地
域
課
題
の
把
握
な
ど

地
域
密
着
度
に
違
い
が
あ
る
こ
と
、学
部
や
学

生
数
が
国
立
大
学
に
比
べ
て
少
な
く
小
回
り
が

利
く
た
め
、専
門
性
を
深
め
ら
れ
る
こ
と
で

す
。」と
述
べ
て
い
る
。

　
地
域
振
興
・
地
方
創
生
を
推
進
す
る
中
で
起

こ
っ
た
今
回
の
コ
ロ
ナ
禍
。公
立
大
学
は
、行
政

や
地
域
と
の
関
係
も
よ
り
近
い
こ
と
か
ら
、そ

の
実
情
を
目
の
当
た
り
に
し
て
き
た
に
違
い
な

い
。当
財
団
は
地
域
の
観
光
振
興
に
関
わ
る
業

務
で
地
元
の
大
学
と
接
点
を
持
つ
こ
と
も
少
な

く
な
い
が
、コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ
て
さ
ら
に
多
様

化
・
複
雑
化
し
た
地
域
課
題
の
解
決
に
資
す
る

大
学
の
あ
り
方
、観
光
教
育
の
あ
り
方
が
、地
方

の
公
立
大
学
か
ら
提
起
さ
れ
議
論
が
深
ま
っ
て

い
く
こ
と
を
願
っ
て
い
る
。

お
わ
り
に

　
人
口
減
少
・
少
子
高
齢
化
が
進
む
地
方
に
お

い
て
、「
地
方
創
生
は
地
域
の
総
力
戦
だ
」と
し

ば
し
ば
言
わ
れ
る
。そ
の
総
力
戦
に
お
い
て
観

光
が
果
た
す
役
割
や
期
待
は
ま
す
ま
す
大
き
く

な
っ
て
い
く
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　
公
立
大
学
に
は
、独
自
の
強
み
を
こ
れ
ま
で

以
上
に
発
揮
し
て
、行
政
、民
間
事
業
者
、他
大

学
、研
究
機
関
を
は
じ
め
と
し
た
多
様
な
関
係

者
等
と
の
効
果
的
な
連
携
の
も
と
、地
域
に
根

ざ
し
た
観
光
教
育
の
実
践
、ま
た
地
域
協
働
に

よ
る
社
会
貢
献
が
待
望
さ
れ
て
い
る
。

（
よ
し
ざ
わ
・
き
よ
よ
し
）

（
補
足
）

＊
1
：
C
O
C
〜C

en
ter of C

om
m

u
n
ity

の
略
語
。大
学
を
対
象

に「
地
域
社
会
と
の
連
携
強
化
に
よ
る
地
域
の
課
題
解
決
」な
ど
を
支

援
す
る
事
業
。2
0
1
5
年
度
に
は
政
府
の
地
方
創
生
戦
略
に
対
応

す
る
形
で
、目
的
が「
地
域
の
ニ
ー
ズ
と
大
学
の
ニ
ー
ズ
の
マ
ッ
チ
ン

グ
に
よ
る
地
域
課
題
の
解
決
」か
ら「
地
方
の
大
学
群
と
、地
域
の
自

治
体
・
企
業
や
N
P
O
、民
間
団
体
等
が
協
働
し
、地
域
産
業
を
自
ら

生
み
出
す
人
材
な
ど
地
域
を
担
う
人
材
育
成
を
推
進
」に
変
更
さ

れ
、名
称
も「（
C
O
C
+
）」と
な
っ
た
。

＊
2
：
域
学
共
生
〜
造
語
で
、地
域
と
大
学
が
互
い
に
手
を
携
え
、教

え
合
い
、学
び
合
い
、育
ち
合
い
な
が
ら
、高
知
県
の
地
域
の
再
生
と
活

性
化
を
実
現
し
た
い
と
い
う
想
い
を
込
め
た
言
葉
。

表 4 地域連携における大学の課題

オンライン授業で、教員達は様々な工夫を行ったが、観光現場の視察や調査、
インターンシップなど学外活動については、オンラインで代用することは困難で
あること。

観光を学ぶ学生達の目標のひとつである観光業の採用中止が見られ、他分野
を模索する学生が増加。下級生たちも不安を抱え、動機づけが困難であること。

近年は大学の観光系学部・学科開設が急増し、受験希望者も増えたが、
COVID-19による将来不安で、多くの大学で受験者数が激減していること。

新たな観光ニーズに対応する形で、観光のビジネスモデルは変化してきたが、
COVID-19によりオンラインビジネスや新たなライフスタイルへの対応が急務
となり、観光マーケットやビジネスモデルは大きく変化し、新たな観光教育のカ
リキュラム開発が求められること。

行
い
、ツ
ア
ー
当
日
は
自
分
た
ち
が

実
際
に
案
内
す
る
こ
と
に
よ
り
、総

合
的
な
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
能
力
の
向

上
を
目
指
し
て
い
る
。

　
参
加
者
か
ら
は
毎
年
高
い
評
価

を
い
た
だ
い
て
い
る
人
気
企
画
と

な
っ
て
い
る
。

② 

喜
多
方
市
小
田
付
地
区

　

 

ま
ち
づ
く
り
活
動
へ
の
参
画

　
歴
史
あ
る
蔵
の
街
並
み
に
よ
り

「
重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
」

に
選
定
さ
れ
た
喜
多
方
市
小
田
付
地

区
。そ
の
素
晴
ら
し
い
財
産
を
分
か

り
や
す
く
伝
え
る
案
内
標
識
を
皆
で

作
り
上
げ
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
本
校

学
生
が
参
画
し
て
い
る
。標
識
デ
ザ

イ
ン
の
ヒ
ン
ト
と
な
る
よ
う
な
、建

物
や
暮
ら
し
に
関
す
る
思
い
出
や
エ

ピ
ソ
ー
ド
を
調
査
す
る
た
め
、プ
ロ

の
ラ
イ
タ
ー
の
方
か
ら
取
材
手
法
に

つ
い
て
指
導
い
た
だ
く
と
と
も
に
、

地
域
住
民
に
リ
モ
ー
ト
も
活
用
し
た

ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査
を
行
っ
た
。

③ 

口
コ
ミ
高
評
価
店
で

　

 

成
功
の
秘
訣
を
学
ぶ

　
観
光
に
お
い
て「
食
」の
魅
力
は
不

可
欠
で
あ
る
こ
と
か
ら
、口
コ
ミ
サ

イ
ト
高
評
価
の
地
元
人
気
店「
郷
土

料
理
・
籠
太
」に
実
際
に
赴
き
、そ
の

ノ
ウ
ハ
ウ
を
学
ぶ
特
別
授
業
を
行
っ

て
い
る
。

　
本
校
設
立
時
の
学
科
長
で
、非
常

勤
講
師
の
菅
原
由
美
子
氏
が
会
津
に

繰
り
返
し
訪
れ
る
中
で
、い
わ
ゆ
る

チ
ェ
ー
ン
店
で
な
い
個
人
経
営
の
魅

力
あ
る
飲
食
店
が
多
数
存
在
す
る
こ

と
に
魅
了
さ
れ
、「
居
酒
屋
学
」を
提

唱
し
た
こ
と
か
ら
始
ま
っ
た
ユ
ニ
ー

ク
な
研
修
で
、そ
の
模
様
は
地
元
テ

レ
ビ
で
も
紹
介
さ
れ
た
。

　
カ
ウ
ン
タ
ー
越
し
の
ご
主
人
か
ら

店
舗
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
極
意
を
伺

っ
た
り
、契
約
農
家
の
畑
に
出
向
い

て
地
場
食
材
の
魅
力
を
理
解
す
る
こ

と
で
、魅
力
あ
る
店
舗
を
運
営
し
て

い
く
た
め
に
必
要
な
ス
キ
ル
や
考
え

方
を
実
践
的
に
学
ぶ
こ
と
が
出
来
る

密
度
の
濃
い
実
習
と
な
っ
て
い
る
。

コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て

求
め
ら
れ
る
取
組

　
本
県
観
光
は
、原
発
事
故
に
よ
る

風
評
被
害
か
ら
の
脱
却
を
目
指
し
、

徐
々
に
旅
行
客
数
の
回
復
が
図
ら
れ

て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、今
般
の

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影

響
に
よ
り
、業
界
は
再
び
苦
境
に
陥

っ
て
い
る
状
況
に
あ
る
。

　
そ
の
よ
う
な
中
、本
学
科
で
は
コ

ロ
ナ
禍
に
お
い
て
特
に
求
め
ら
れ
る

技
能
と
し
て
、①
当
面
直
接
来
ら
れ

な
い
方
々
へ
の
Ｐ
Ｒ
手
法
と
し
て
デ

ジ
タ
ル
技
術（
Ⅴ
Ｒ
な
ど
）を
駆
使
し

た
情
報
発
信
技
術
、②
マ
イ
ク
ロ
ツ

ー
リ
ズ
ム（
土
地
勘
の
あ
る
住
民
に

よ
る
近
距
離
旅
行
）の
旅
行
者
を
満

足
さ
せ
ら
れ
る
だ
け
の
地
域
へ
の
深

い
理
解
に
基
づ
い
た
観
光
企
画
技
術

の
2
点
を
掲
げ
、デ
ジ
タ
ル
・
ア
ナ
ロ

グ
双
方
の
能
力
向
上
を
図
っ
て
い
く

こ
と
と
し
て
お
り
、県
の
重
点
事
業

も
取
り
入
れ
て
、こ
れ
ら
の
技
能
を

習
得
す
る
た
め
の
機
器
整
備
や
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
の
充
実
を
図
っ
て
い
く
こ

と
と
し
て
い
る
。

お
わ
り
に

　
本
学
科
は
今
年
で
設
立
12
年
目
を

迎
え
、卒
業
生
は
1
期
生
か
ら
今
春
卒

業
し
た
10
期
生
ま
で
、全
員
就
職
を
達

成
し
て
い
る
。そ
の
就
職
先
は
、県
内

の
旅
行
・
交
通
・
宿
泊
業
は
も
と
よ
り
、

地
域
の
観
光
団
体
の
ほ
か
、飲
食
・
食

品
製
造
業
な
ど
多
岐
に
渡
っ
て
お
り
、

責
任
あ
る
ポ
ジ
シ
ョ
ン
で
活
躍
す
る

人
材
も
育
っ
て
き
て
い
る
。

　
一
方
、会
津
地
域
の
少
子
化
が
顕

著
と
な
る
中
、こ
こ
数
年
は
定
員
割

地
域
に
根
差
し
た

特
徴
あ
る
実
習

　
本
学
科
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
、地

域
の
方
々
と
の
連
携
や
協
力
の
下
で

成
り
立
っ
て
お
り
、特
徴
あ
る
実
習

を
い
く
つ
か
ご
紹
介
し
た
い
。

① 

地
元
公
民
館
主
催

　「学
生
と
訪
ね
る
旅
」 

　
ツ
ア
ー
企
画
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
実
践

的
に
習
得
す
る
実
習
と
し
て
、地
元

の
塩
川
公
民
館
主
催「
学
生
と
訪
ね

る
旅
」の
企
画
及
び
案
内
を
実
施
し

て
い
る
。

　
地
元
住
民
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
顧
客
と

し
て
、満
足
の
い
く
日
帰
り
バ
ス
研

修
に
つ
い
て
旅
行
先
の
選
定
か
ら
企

画
の
手
配
ま
で
を
学
生
自
身
の
手
で

れ
が
続
く
状
況
が
続
い
て
お
り
、地

域
で
求
め
ら
れ
る
人
材
を
地
元
で
育

て
て
い
く
難
し
さ
も
露
呈
し
て
き
て

い
る
。本
学
科
の
特
長
や
課
題
を
見

据
え
、不
断
に
改
善
し
て
い
く
こ
と

で
、新
型
コ
ロ
ナ
を
は
じ
め
と
し
た

逆
境
下
に
お
い
て
も
力
強
く「
観
光

ふ
く
し
ま
」を
牽
引
し
て
い
く
こ
と

の
で
き
る
人
材
の
育
成
に
努
め
て
い

き
た
い
。

資料：特集2（日本大学 宍戸学氏）より作成。

❶

❷

❸

❹
地
方
創
生
は
地
域
の
総
力
戦
だ
。

地
域
に
貢
献
す
る
人
材
の
輩
出
と
い
う
点
に
お
い
て
、

い
わ
ゆ
る
大
学
等
の
位
置
づ
け
で
は
な
い
が

「
福
島
県
立
テ
ク
ノ
ア
カ
デ
ミ
ー
会
津
」で
の
学
び
は
特
徴
的
で
、

非
常
に
興
味
深
い
。

観光振興に貢献する地方公立大学視座

第250号 August 202163



籠太実習

学生と訪ねる旅（土湯）

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク（
鶴
ヶ
城
）

　
会
津
盆
地
の
ち
ょ
う
ど
中
心
、喜

多
方
市
塩
川
町
に
位
置
す
る
福
島
県

立
テ
ク
ノ
ア
カ
デ
ミ
ー
会
津
は
、福

島
県
が
設
置
す
る
職
業
能
力
開
発
施

設
で
あ
る
。学
校
教
育
法
に
基
づ
く

大
学
、短
大（
文
部
科
学
省
系
）と
は

異
な
り
、職
業
能
力
開
発
促
進
法
に

基
づ
く
教
育
訓
練
施
設（
厚
生
労
働

省
系
）で
あ
る
。本
校
の
前
身
で
あ
る

会
津
高
等
技
術
専
門
校
を
改
組
し
、

2
0
1
0
年
4
月
、短
期
大
学
校
を

併
せ
持
つ
総
合
的
な
職
業
能
力
開
発

機
関
と
し
て「
テ
ク
ノ
ア
カ
デ
ミ
ー

会
津
」が
誕
生
し
た
。

　
設
置
科
は
、短
期
大
学
校
と
し
て

は
新
設
の
観
光
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
学
科

1
科
の
み
、従
来
か
ら
の
普
通
職
業

訓
練
の
課
程
と
し
て
電
気
配
管
設
備

科
、自
動
車
整
備
科
の
2
科
が
あ
り
、

い
ず
れ
も
修
業
年
限
は
2
年
で
あ

る
。各
科
と
も
定
員
20
名（
電
気
配
管

設
備
科
は
30
名
）の
少
人
数
制
に
よ

り
、一
人
ひ
と
り
に
寄
り
添
っ
た
指

導
を
行
っ
て
い
る
。

観
光
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
学
科

設
立
以
前
の
経
緯

　
も
の
づ
く
り
・
製
造
等
の
人
材
育

成
が
主
眼
で
あ
る
学
卒
者
訓
練
に
あ

っ
て
、本
県
が
独
自
に
観
光
系
の
科

を
設
置
し
た
経
緯
と
し
て
は
、や
は

り
会
津
を
中
心
に「
観
光
」が
基
幹
産

業
と
し
て
着
目
さ
れ
て
い
た
こ
と
が

挙
げ
ら
れ
る
。前
身
校
の
時
代
に
お

い
て
も
、リ
ゾ
ー
ト
法
に
よ
る
開
発

が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
た
1
9
9
1

年
4
月
、会
津
磐
梯
エ
リ
ア
の
宿
泊

業
従
事
者
を
養
成
す
る
た
め
新
設
し

た
高
卒
１
年
課
程「
観
光
ビ
ジ
ネ
ス

科
」を
皮
切
り
に
、2
0
0
1
年
4
月

に
は
宿
泊
需
要
の
多
様
化
、高
度
化

に
対
応
す
る
た
め
2
年
課
程「
観
光

サ
ー
ビ
ス
科
」へ
と
拡
充
、そ
の
時
ど

き
に
応
じ
た
観
光
人
材
育
成
に
取
り

組
ん
で
き
た
。

観
光
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
学
科

の
特
長

　
観
光
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
学
科
で
は
、

短
大
校
以
前
よ
り
養
成
し
て
き
た
旅

館
・
ホ
テ
ル
等
で
求
め
ら
れ
る
接
客

サ
ー
ビ
ス
技
術
に
加
え
、観
光
商
品

の
開
発
・
販
売
、イ
ベ
ン
ト
の
企
画
な

ど
観
光
産
業
を
総
合
的
に
プ
ロ
デ
ュ

ー
ス
で
き
る
人
材
の
育
成
を
目
指
し

て
い
る
。

　
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
と
し
て
は
、1
年
次

に
お
い
て
サ
ー
ビ
ス
や
ビ
ジ
ネ
ス
の

基
礎
と
な
る
知
識
及
び
技
術
を
習
得

し
、2
年
次
に
お
い
て
地
域
課
題
に
対

応
し
た
観
光
企
画
の
提
案
や
ビ
ジ
ネ

ス
を
実
践
す
る
技
術
を
習
得
す
る
。

　
教
育
の
柱
と
し
て
、次
の
3
つ
を

掲
げ
て
い
る
。

① 

プ
ロ
デ
ュ
ー
ス

　
多
様
な
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
に
よ

り
地
域
資
源
や
文
化
を
学
ぶ
と
と
も

に
、経
営
・
会
計
等
の
ビ
ジ
ネ
ス
ス
キ

ル
を
習
得
す
る
。

　
ま
た
、関
係
団
体
等
と
連
携
し
て
、

学
生
に
よ
る
ツ
ア
ー
・
イ
ベ
ン
ト
等

の
企
画
や
Ｐ
Ｒ
動
画
・
Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ
イ

ト
作
成
等
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
を
活
用
し
た

実
践
的
な
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
技
術
を
身

に
付
け
る
。

② 

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

　
外
国
人
旅
行
客
に
対
応
で
き
る
会

話
力
を
身
に
付
け
る
た
め
、英
語（
ダ

ブ
ル
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
形
式
）、韓
国
語
、

中
国
語
の
3
つ
の
言
語
を
ネ
イ
テ
ィ

ブ
の
先
生
か
ら
実
践
的
に
学
ぶ
。

　
ま
た
、海
外
研
修
で
は
現
地
旅
行
会

社
を
訪
問
し
て
、学
生
自
身
が
考
え
た

福
島
の
旅
行
プ
ラ
ン
を
提
案
す
る
。

③ 

ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ

　
サ
ー
ビ
ス
の
現
場
で
は
、お
客
様

の
ニ
ー
ズ
を
正
し
く
理
解
し
て
臨
機

応
変
に
対
応
す
る「
お
も
て
な
し
の

心
＝
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
」が
重
要
で

あ
り
、そ
の
基
礎
と
な
る
他
者
理
解
、

ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
は
も
ち
ろ
ん
、日

本
文
化
に
根
付
い
た
作
法（
茶
道
等
）

や
レ
ス
ト
ラ
ン
サ
ー
ビ
ス
等
の
実
践

技
術
を
習
得
し
、幅
広
い
対
応
力
を

身
に
付
け
る
。

現
地
で
学
ぶ
／

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
の

充
実

　
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
大
き
な
特
長
と

し
て
、フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
の
充
実
が

挙
げ
ら
れ
る
。日
々
変
化
す
る
地
域
観

光
の
現
場
に
直
接
出
向
き
、校
内
で
は

習
得
す
る
こ
と
が
難
し
い
知
識
や
技

術
を
身
に
つ
け
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
、2
年
間
で
50
日
に
及
ぶ
日
数
を
校

外
で
の
実
習
に
充
て
て
い
る
。

　
ま
ず
は
身
近
な
地
域
の
学
習
か
ら

は
じ
ま
り
、 

観
光
イ
ベ
ン
ト
へ
の
企

画
参
加
、企
業
で
の
実
習（
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
）、巨
大
市
場
で
あ
る
ア
ジ

ア
方
面
で
の
海
外
研
修
な
ど
、様
々

な
観
光
現
場
で
の
経
験
を
通
じ
て
、

「
地
域
資
源
の
魅
力
を
肌
で
感
じ
、そ

の
商
品
化
を
考
え
、発
信
し
、売
り
出

し
て
い
く
こ
と
の
で
き
る
人
材
育

成
」に
取
り
組
ん
で
い
る
。

行
い
、ツ
ア
ー
当
日
は
自
分
た
ち
が

実
際
に
案
内
す
る
こ
と
に
よ
り
、総

合
的
な
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
能
力
の
向

上
を
目
指
し
て
い
る
。

　
参
加
者
か
ら
は
毎
年
高
い
評
価

を
い
た
だ
い
て
い
る
人
気
企
画
と

な
っ
て
い
る
。

② 

喜
多
方
市
小
田
付
地
区

　

 

ま
ち
づ
く
り
活
動
へ
の
参
画

　
歴
史
あ
る
蔵
の
街
並
み
に
よ
り

「
重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
」

に
選
定
さ
れ
た
喜
多
方
市
小
田
付
地

区
。そ
の
素
晴
ら
し
い
財
産
を
分
か

り
や
す
く
伝
え
る
案
内
標
識
を
皆
で

作
り
上
げ
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
本
校

学
生
が
参
画
し
て
い
る
。標
識
デ
ザ

イ
ン
の
ヒ
ン
ト
と
な
る
よ
う
な
、建

物
や
暮
ら
し
に
関
す
る
思
い
出
や
エ

ピ
ソ
ー
ド
を
調
査
す
る
た
め
、プ
ロ

の
ラ
イ
タ
ー
の
方
か
ら
取
材
手
法
に

つ
い
て
指
導
い
た
だ
く
と
と
も
に
、

地
域
住
民
に
リ
モ
ー
ト
も
活
用
し
た

ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査
を
行
っ
た
。

③ 

口
コ
ミ
高
評
価
店
で

　

 

成
功
の
秘
訣
を
学
ぶ

　
観
光
に
お
い
て「
食
」の
魅
力
は
不

可
欠
で
あ
る
こ
と
か
ら
、口
コ
ミ
サ

イ
ト
高
評
価
の
地
元
人
気
店「
郷
土

料
理
・
籠
太
」に
実
際
に
赴
き
、そ
の

ノ
ウ
ハ
ウ
を
学
ぶ
特
別
授
業
を
行
っ

て
い
る
。

　
本
校
設
立
時
の
学
科
長
で
、非
常

勤
講
師
の
菅
原
由
美
子
氏
が
会
津
に

繰
り
返
し
訪
れ
る
中
で
、い
わ
ゆ
る

チ
ェ
ー
ン
店
で
な
い
個
人
経
営
の
魅

力
あ
る
飲
食
店
が
多
数
存
在
す
る
こ

と
に
魅
了
さ
れ
、「
居
酒
屋
学
」を
提

唱
し
た
こ
と
か
ら
始
ま
っ
た
ユ
ニ
ー

ク
な
研
修
で
、そ
の
模
様
は
地
元
テ

レ
ビ
で
も
紹
介
さ
れ
た
。

　
カ
ウ
ン
タ
ー
越
し
の
ご
主
人
か
ら

店
舗
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
極
意
を
伺

っ
た
り
、契
約
農
家
の
畑
に
出
向
い

て
地
場
食
材
の
魅
力
を
理
解
す
る
こ

と
で
、魅
力
あ
る
店
舗
を
運
営
し
て

い
く
た
め
に
必
要
な
ス
キ
ル
や
考
え

方
を
実
践
的
に
学
ぶ
こ
と
が
出
来
る

密
度
の
濃
い
実
習
と
な
っ
て
い
る
。

コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て

求
め
ら
れ
る
取
組

　
本
県
観
光
は
、原
発
事
故
に
よ
る

風
評
被
害
か
ら
の
脱
却
を
目
指
し
、

徐
々
に
旅
行
客
数
の
回
復
が
図
ら
れ

て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、今
般
の

福
島
県
立
テ
ク
ノ
ア
カ

デ
ミ
ー
会
津
観
光
プ

ロ
デ
ュ
ー
ス
学
科
教
務

主
任
。茨
城
県
水
戸
市

出
身
。立
教
大
学
経
済

学
部（
社
会
学
部
観
光

学
科
溝
尾
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
に
も
所
属
）／
早

稲
田
大
学
芸
術
学
校
都
市
デ
ザ
イ
ン
科
卒

業
。都
市
計
画
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
を
経
て
長

野
県
の
飯
山
市
観
光
協
会
に
勤
務
し
着
地

型
旅
行
業
の
立
ち
上
げ
、観
光
局
設
立
等

の
業
務
に
携
わ
る
。東
日
本
大
震
災
直
後

の
2
0
1
1
年
4
月
、福
島
県
に
移
り
テ
ク

ノ
ア
カ
デ
ミ
ー
会
津
に
着
任
、2
0
1
6
年

よ
り
現
職
。

小
泉
大
輔（
こ
い
ず
み・だ
い
す
け
）

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影

響
に
よ
り
、業
界
は
再
び
苦
境
に
陥

っ
て
い
る
状
況
に
あ
る
。

　
そ
の
よ
う
な
中
、本
学
科
で
は
コ

ロ
ナ
禍
に
お
い
て
特
に
求
め
ら
れ
る

技
能
と
し
て
、①
当
面
直
接
来
ら
れ

な
い
方
々
へ
の
Ｐ
Ｒ
手
法
と
し
て
デ

ジ
タ
ル
技
術（
Ⅴ
Ｒ
な
ど
）を
駆
使
し

た
情
報
発
信
技
術
、②
マ
イ
ク
ロ
ツ

ー
リ
ズ
ム（
土
地
勘
の
あ
る
住
民
に

よ
る
近
距
離
旅
行
）の
旅
行
者
を
満

足
さ
せ
ら
れ
る
だ
け
の
地
域
へ
の
深

い
理
解
に
基
づ
い
た
観
光
企
画
技
術

の
2
点
を
掲
げ
、デ
ジ
タ
ル
・
ア
ナ
ロ

グ
双
方
の
能
力
向
上
を
図
っ
て
い
く

こ
と
と
し
て
お
り
、県
の
重
点
事
業

も
取
り
入
れ
て
、こ
れ
ら
の
技
能
を

習
得
す
る
た
め
の
機
器
整
備
や
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
の
充
実
を
図
っ
て
い
く
こ

と
と
し
て
い
る
。

お
わ
り
に

　
本
学
科
は
今
年
で
設
立
12
年
目
を

迎
え
、卒
業
生
は
1
期
生
か
ら
今
春
卒

業
し
た
10
期
生
ま
で
、全
員
就
職
を
達

成
し
て
い
る
。そ
の
就
職
先
は
、県
内

の
旅
行
・
交
通
・
宿
泊
業
は
も
と
よ
り
、

地
域
の
観
光
団
体
の
ほ
か
、飲
食
・
食

品
製
造
業
な
ど
多
岐
に
渡
っ
て
お
り
、

責
任
あ
る
ポ
ジ
シ
ョ
ン
で
活
躍
す
る

人
材
も
育
っ
て
き
て
い
る
。

　
一
方
、会
津
地
域
の
少
子
化
が
顕

著
と
な
る
中
、こ
こ
数
年
は
定
員
割

地
域
に
根
差
し
た

特
徴
あ
る
実
習

　
本
学
科
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
、地

域
の
方
々
と
の
連
携
や
協
力
の
下
で

成
り
立
っ
て
お
り
、特
徴
あ
る
実
習

を
い
く
つ
か
ご
紹
介
し
た
い
。

① 

地
元
公
民
館
主
催

　「学
生
と
訪
ね
る
旅
」 

　
ツ
ア
ー
企
画
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
実
践

的
に
習
得
す
る
実
習
と
し
て
、地
元

の
塩
川
公
民
館
主
催「
学
生
と
訪
ね

る
旅
」の
企
画
及
び
案
内
を
実
施
し

て
い
る
。

　
地
元
住
民
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
顧
客
と

し
て
、満
足
の
い
く
日
帰
り
バ
ス
研

修
に
つ
い
て
旅
行
先
の
選
定
か
ら
企

画
の
手
配
ま
で
を
学
生
自
身
の
手
で

れ
が
続
く
状
況
が
続
い
て
お
り
、地

域
で
求
め
ら
れ
る
人
材
を
地
元
で
育

て
て
い
く
難
し
さ
も
露
呈
し
て
き
て

い
る
。本
学
科
の
特
長
や
課
題
を
見

据
え
、不
断
に
改
善
し
て
い
く
こ
と

で
、新
型
コ
ロ
ナ
を
は
じ
め
と
し
た

逆
境
下
に
お
い
て
も
力
強
く「
観
光

ふ
く
し
ま
」を
牽
引
し
て
い
く
こ
と

の
で
き
る
人
材
の
育
成
に
努
め
て
い

き
た
い
。

観光振興に貢献する地方公立大学視座
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籠太実習

学生と訪ねる旅（土湯）

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク（
鶴
ヶ
城
）

　
会
津
盆
地
の
ち
ょ
う
ど
中
心
、喜

多
方
市
塩
川
町
に
位
置
す
る
福
島
県

立
テ
ク
ノ
ア
カ
デ
ミ
ー
会
津
は
、福

島
県
が
設
置
す
る
職
業
能
力
開
発
施

設
で
あ
る
。学
校
教
育
法
に
基
づ
く

大
学
、短
大（
文
部
科
学
省
系
）と
は

異
な
り
、職
業
能
力
開
発
促
進
法
に

基
づ
く
教
育
訓
練
施
設（
厚
生
労
働

省
系
）で
あ
る
。本
校
の
前
身
で
あ
る

会
津
高
等
技
術
専
門
校
を
改
組
し
、

2
0
1
0
年
4
月
、短
期
大
学
校
を

併
せ
持
つ
総
合
的
な
職
業
能
力
開
発

機
関
と
し
て「
テ
ク
ノ
ア
カ
デ
ミ
ー

会
津
」が
誕
生
し
た
。

　
設
置
科
は
、短
期
大
学
校
と
し
て

は
新
設
の
観
光
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
学
科

1
科
の
み
、従
来
か
ら
の
普
通
職
業

訓
練
の
課
程
と
し
て
電
気
配
管
設
備

科
、自
動
車
整
備
科
の
2
科
が
あ
り
、

い
ず
れ
も
修
業
年
限
は
2
年
で
あ

る
。各
科
と
も
定
員
20
名（
電
気
配
管

設
備
科
は
30
名
）の
少
人
数
制
に
よ

り
、一
人
ひ
と
り
に
寄
り
添
っ
た
指

導
を
行
っ
て
い
る
。

観
光
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
学
科

設
立
以
前
の
経
緯

　
も
の
づ
く
り
・
製
造
等
の
人
材
育

成
が
主
眼
で
あ
る
学
卒
者
訓
練
に
あ

っ
て
、本
県
が
独
自
に
観
光
系
の
科

を
設
置
し
た
経
緯
と
し
て
は
、や
は

り
会
津
を
中
心
に「
観
光
」が
基
幹
産

業
と
し
て
着
目
さ
れ
て
い
た
こ
と
が

挙
げ
ら
れ
る
。前
身
校
の
時
代
に
お

い
て
も
、リ
ゾ
ー
ト
法
に
よ
る
開
発

が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
た
1
9
9
1

年
4
月
、会
津
磐
梯
エ
リ
ア
の
宿
泊

業
従
事
者
を
養
成
す
る
た
め
新
設
し

た
高
卒
１
年
課
程「
観
光
ビ
ジ
ネ
ス

科
」を
皮
切
り
に
、2
0
0
1
年
4
月

に
は
宿
泊
需
要
の
多
様
化
、高
度
化

に
対
応
す
る
た
め
2
年
課
程「
観
光

サ
ー
ビ
ス
科
」へ
と
拡
充
、そ
の
時
ど

き
に
応
じ
た
観
光
人
材
育
成
に
取
り

組
ん
で
き
た
。

観
光
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
学
科

の
特
長

　
観
光
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
学
科
で
は
、

短
大
校
以
前
よ
り
養
成
し
て
き
た
旅

館
・
ホ
テ
ル
等
で
求
め
ら
れ
る
接
客

サ
ー
ビ
ス
技
術
に
加
え
、観
光
商
品

の
開
発
・
販
売
、イ
ベ
ン
ト
の
企
画
な

ど
観
光
産
業
を
総
合
的
に
プ
ロ
デ
ュ

ー
ス
で
き
る
人
材
の
育
成
を
目
指
し

て
い
る
。

　
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
と
し
て
は
、1
年
次

に
お
い
て
サ
ー
ビ
ス
や
ビ
ジ
ネ
ス
の

基
礎
と
な
る
知
識
及
び
技
術
を
習
得

し
、2
年
次
に
お
い
て
地
域
課
題
に
対

応
し
た
観
光
企
画
の
提
案
や
ビ
ジ
ネ

ス
を
実
践
す
る
技
術
を
習
得
す
る
。

　
教
育
の
柱
と
し
て
、次
の
3
つ
を

掲
げ
て
い
る
。

① 

プ
ロ
デ
ュ
ー
ス

　
多
様
な
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
に
よ

り
地
域
資
源
や
文
化
を
学
ぶ
と
と
も

に
、経
営
・
会
計
等
の
ビ
ジ
ネ
ス
ス
キ

ル
を
習
得
す
る
。

　
ま
た
、関
係
団
体
等
と
連
携
し
て
、

学
生
に
よ
る
ツ
ア
ー
・
イ
ベ
ン
ト
等

の
企
画
や
Ｐ
Ｒ
動
画
・
Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ
イ

ト
作
成
等
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
を
活
用
し
た

実
践
的
な
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
技
術
を
身

に
付
け
る
。

② 

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

　
外
国
人
旅
行
客
に
対
応
で
き
る
会

話
力
を
身
に
付
け
る
た
め
、英
語（
ダ

ブ
ル
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
形
式
）、韓
国
語
、

中
国
語
の
3
つ
の
言
語
を
ネ
イ
テ
ィ

ブ
の
先
生
か
ら
実
践
的
に
学
ぶ
。

　
ま
た
、海
外
研
修
で
は
現
地
旅
行
会

社
を
訪
問
し
て
、学
生
自
身
が
考
え
た

福
島
の
旅
行
プ
ラ
ン
を
提
案
す
る
。

③ 

ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ

　
サ
ー
ビ
ス
の
現
場
で
は
、お
客
様

の
ニ
ー
ズ
を
正
し
く
理
解
し
て
臨
機

応
変
に
対
応
す
る「
お
も
て
な
し
の

心
＝
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
」が
重
要
で

あ
り
、そ
の
基
礎
と
な
る
他
者
理
解
、

ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
は
も
ち
ろ
ん
、日

本
文
化
に
根
付
い
た
作
法（
茶
道
等
）

や
レ
ス
ト
ラ
ン
サ
ー
ビ
ス
等
の
実
践

技
術
を
習
得
し
、幅
広
い
対
応
力
を

身
に
付
け
る
。

現
地
で
学
ぶ
／

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
の

充
実

　
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
大
き
な
特
長
と

し
て
、フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
の
充
実
が

挙
げ
ら
れ
る
。日
々
変
化
す
る
地
域
観

光
の
現
場
に
直
接
出
向
き
、校
内
で
は

習
得
す
る
こ
と
が
難
し
い
知
識
や
技

術
を
身
に
つ
け
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
、2
年
間
で
50
日
に
及
ぶ
日
数
を
校

外
で
の
実
習
に
充
て
て
い
る
。

　
ま
ず
は
身
近
な
地
域
の
学
習
か
ら

は
じ
ま
り
、 

観
光
イ
ベ
ン
ト
へ
の
企

画
参
加
、企
業
で
の
実
習（
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
）、巨
大
市
場
で
あ
る
ア
ジ

ア
方
面
で
の
海
外
研
修
な
ど
、様
々

な
観
光
現
場
で
の
経
験
を
通
じ
て
、

「
地
域
資
源
の
魅
力
を
肌
で
感
じ
、そ

の
商
品
化
を
考
え
、発
信
し
、売
り
出

し
て
い
く
こ
と
の
で
き
る
人
材
育

成
」に
取
り
組
ん
で
い
る
。

行
い
、ツ
ア
ー
当
日
は
自
分
た
ち
が

実
際
に
案
内
す
る
こ
と
に
よ
り
、総

合
的
な
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
能
力
の
向

上
を
目
指
し
て
い
る
。

　
参
加
者
か
ら
は
毎
年
高
い
評
価

を
い
た
だ
い
て
い
る
人
気
企
画
と

な
っ
て
い
る
。

② 

喜
多
方
市
小
田
付
地
区

　

 

ま
ち
づ
く
り
活
動
へ
の
参
画

　
歴
史
あ
る
蔵
の
街
並
み
に
よ
り

「
重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
」

に
選
定
さ
れ
た
喜
多
方
市
小
田
付
地

区
。そ
の
素
晴
ら
し
い
財
産
を
分
か

り
や
す
く
伝
え
る
案
内
標
識
を
皆
で

作
り
上
げ
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
本
校

学
生
が
参
画
し
て
い
る
。標
識
デ
ザ

イ
ン
の
ヒ
ン
ト
と
な
る
よ
う
な
、建

物
や
暮
ら
し
に
関
す
る
思
い
出
や
エ

ピ
ソ
ー
ド
を
調
査
す
る
た
め
、プ
ロ

の
ラ
イ
タ
ー
の
方
か
ら
取
材
手
法
に

つ
い
て
指
導
い
た
だ
く
と
と
も
に
、

地
域
住
民
に
リ
モ
ー
ト
も
活
用
し
た

ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査
を
行
っ
た
。

③ 

口
コ
ミ
高
評
価
店
で

　

 

成
功
の
秘
訣
を
学
ぶ

　
観
光
に
お
い
て「
食
」の
魅
力
は
不

可
欠
で
あ
る
こ
と
か
ら
、口
コ
ミ
サ

イ
ト
高
評
価
の
地
元
人
気
店「
郷
土

料
理
・
籠
太
」に
実
際
に
赴
き
、そ
の

ノ
ウ
ハ
ウ
を
学
ぶ
特
別
授
業
を
行
っ

て
い
る
。

　
本
校
設
立
時
の
学
科
長
で
、非
常

勤
講
師
の
菅
原
由
美
子
氏
が
会
津
に

繰
り
返
し
訪
れ
る
中
で
、い
わ
ゆ
る

チ
ェ
ー
ン
店
で
な
い
個
人
経
営
の
魅

力
あ
る
飲
食
店
が
多
数
存
在
す
る
こ

と
に
魅
了
さ
れ
、「
居
酒
屋
学
」を
提

唱
し
た
こ
と
か
ら
始
ま
っ
た
ユ
ニ
ー

ク
な
研
修
で
、そ
の
模
様
は
地
元
テ

レ
ビ
で
も
紹
介
さ
れ
た
。

　
カ
ウ
ン
タ
ー
越
し
の
ご
主
人
か
ら

店
舗
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
極
意
を
伺

っ
た
り
、契
約
農
家
の
畑
に
出
向
い

て
地
場
食
材
の
魅
力
を
理
解
す
る
こ

と
で
、魅
力
あ
る
店
舗
を
運
営
し
て

い
く
た
め
に
必
要
な
ス
キ
ル
や
考
え

方
を
実
践
的
に
学
ぶ
こ
と
が
出
来
る

密
度
の
濃
い
実
習
と
な
っ
て
い
る
。

コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て

求
め
ら
れ
る
取
組

　
本
県
観
光
は
、原
発
事
故
に
よ
る

風
評
被
害
か
ら
の
脱
却
を
目
指
し
、

徐
々
に
旅
行
客
数
の
回
復
が
図
ら
れ

て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、今
般
の

福
島
県
立
テ
ク
ノ
ア
カ

デ
ミ
ー
会
津
観
光
プ

ロ
デ
ュ
ー
ス
学
科
教
務

主
任
。茨
城
県
水
戸
市

出
身
。立
教
大
学
経
済

学
部（
社
会
学
部
観
光

学
科
溝
尾
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
に
も
所
属
）／
早

稲
田
大
学
芸
術
学
校
都
市
デ
ザ
イ
ン
科
卒

業
。都
市
計
画
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
を
経
て
長

野
県
の
飯
山
市
観
光
協
会
に
勤
務
し
着
地

型
旅
行
業
の
立
ち
上
げ
、観
光
局
設
立
等

の
業
務
に
携
わ
る
。東
日
本
大
震
災
直
後

の
2
0
1
1
年
4
月
、福
島
県
に
移
り
テ
ク

ノ
ア
カ
デ
ミ
ー
会
津
に
着
任
、2
0
1
6
年

よ
り
現
職
。

小
泉
大
輔（
こ
い
ず
み・だ
い
す
け
）

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影

響
に
よ
り
、業
界
は
再
び
苦
境
に
陥

っ
て
い
る
状
況
に
あ
る
。

　
そ
の
よ
う
な
中
、本
学
科
で
は
コ

ロ
ナ
禍
に
お
い
て
特
に
求
め
ら
れ
る

技
能
と
し
て
、①
当
面
直
接
来
ら
れ

な
い
方
々
へ
の
Ｐ
Ｒ
手
法
と
し
て
デ

ジ
タ
ル
技
術（
Ⅴ
Ｒ
な
ど
）を
駆
使
し

た
情
報
発
信
技
術
、②
マ
イ
ク
ロ
ツ

ー
リ
ズ
ム（
土
地
勘
の
あ
る
住
民
に

よ
る
近
距
離
旅
行
）の
旅
行
者
を
満

足
さ
せ
ら
れ
る
だ
け
の
地
域
へ
の
深

い
理
解
に
基
づ
い
た
観
光
企
画
技
術

の
2
点
を
掲
げ
、デ
ジ
タ
ル
・
ア
ナ
ロ

グ
双
方
の
能
力
向
上
を
図
っ
て
い
く

こ
と
と
し
て
お
り
、県
の
重
点
事
業

も
取
り
入
れ
て
、こ
れ
ら
の
技
能
を

習
得
す
る
た
め
の
機
器
整
備
や
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
の
充
実
を
図
っ
て
い
く
こ

と
と
し
て
い
る
。

お
わ
り
に

　
本
学
科
は
今
年
で
設
立
12
年
目
を

迎
え
、卒
業
生
は
1
期
生
か
ら
今
春
卒

業
し
た
10
期
生
ま
で
、全
員
就
職
を
達

成
し
て
い
る
。そ
の
就
職
先
は
、県
内

の
旅
行
・
交
通
・
宿
泊
業
は
も
と
よ
り
、

地
域
の
観
光
団
体
の
ほ
か
、飲
食
・
食

品
製
造
業
な
ど
多
岐
に
渡
っ
て
お
り
、

責
任
あ
る
ポ
ジ
シ
ョ
ン
で
活
躍
す
る

人
材
も
育
っ
て
き
て
い
る
。

　
一
方
、会
津
地
域
の
少
子
化
が
顕

著
と
な
る
中
、こ
こ
数
年
は
定
員
割

地
域
に
根
差
し
た

特
徴
あ
る
実
習

　
本
学
科
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
、地

域
の
方
々
と
の
連
携
や
協
力
の
下
で

成
り
立
っ
て
お
り
、特
徴
あ
る
実
習

を
い
く
つ
か
ご
紹
介
し
た
い
。

① 

地
元
公
民
館
主
催

　「学
生
と
訪
ね
る
旅
」 

　
ツ
ア
ー
企
画
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
実
践

的
に
習
得
す
る
実
習
と
し
て
、地
元

の
塩
川
公
民
館
主
催「
学
生
と
訪
ね

る
旅
」の
企
画
及
び
案
内
を
実
施
し

て
い
る
。

　
地
元
住
民
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
顧
客
と

し
て
、満
足
の
い
く
日
帰
り
バ
ス
研

修
に
つ
い
て
旅
行
先
の
選
定
か
ら
企

画
の
手
配
ま
で
を
学
生
自
身
の
手
で

れ
が
続
く
状
況
が
続
い
て
お
り
、地

域
で
求
め
ら
れ
る
人
材
を
地
元
で
育

て
て
い
く
難
し
さ
も
露
呈
し
て
き
て

い
る
。本
学
科
の
特
長
や
課
題
を
見

据
え
、不
断
に
改
善
し
て
い
く
こ
と

で
、新
型
コ
ロ
ナ
を
は
じ
め
と
し
た

逆
境
下
に
お
い
て
も
力
強
く「
観
光

ふ
く
し
ま
」を
牽
引
し
て
い
く
こ
と

の
で
き
る
人
材
の
育
成
に
努
め
て
い

き
た
い
。
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　公
益
財
団
法
人
日
本
交
通
公
社
で

は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

（
以
下
、
コ
ロ
ナ
）
の
流
行
が
旅
行

市
場
に
お
よ
ぼ
し
た
影
響
把
握
を
目

的
に
、
定
期
的
に
実
施
し
て
い
る

「
J
T
B
F
旅
行
実
態
調
査
」
の
調

査
内
容
を
拡
充
し
、
分
析
を
進
め
て

い
る
。
今
回
は
、
2
0
2
0
年
の
観

光
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
旅
行
（
以

下
、
観
光
旅
行
）
の
実
施
状
況
及
び

旅
行
実
態
、
今
後
の
旅
行
予
定
・
意

向
を
と
り
ま
と
め
て
紹
介
す
る
。

　2
0
2
0
年
の
観
光
旅
行
を
振
り

返
る
と
、
2
月
上
旬
の
ク
ル
ー
ズ
船

で
の
集
団
感
染
、
2
月
下
旬
の
全
国

一
斉
休
校
要
請
や
北
海
道
緊
急
事
態

宣
言
、
3
月
上
旬
の
専
門
家
会
議
に

よ
る
3
密
回
避
提
言
な
ど
を
受
け
、

コ
ロ
ナ
の
影
響
に
よ
る
旅
行
の
と
り

や
め
は
国
内
旅
行
・
海
外
旅
行
と
も

に
3
月
に
急
増
し
た
。国
内
旅
行
は
、

1
回
目
の
緊
急
事
態
宣
言
下
の
4
〜

5
月
に
は
8
割
強
が
と
り
や
め
た

が
、
6
月
以
降
は
と
り
や
め
が
徐
々

に
減
少
し
、
11
月
に
は
3
割
ま
で
下

が
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
第
3
波

下
と
な
っ
た
12
月
に
再
び
増
加
に
転

じ
、
半
数
以
上
が
旅
行
を
と
り
や
め

た
。
一
方
、
海
外
旅
行
は
、
4
月
の

と
り
や
め
は
9
割
に
達
し
、
以
降
、

入
出
国
制
限
等
の
影
響
も
あ
り
、
高

水
準
の
ま
ま
ほ
ぼ
横
ば
い
で
推
移
し

た
（
図
表
1
）。
旅
行
と
り
や
め
を

決
め
た
タ
イ
ミ
ン
グ
は
、
2
〜
4
月

は
国
内
旅
行
・
海
外
旅
行
と
も
に
当

月
に
な
っ
て
か
ら
が
3
〜
5
割
を
占

め
て
お
り
、
急
な
判
断
が
求
め
ら
れ

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
流
行
下
の

日
本
人
旅
行
者
の
動
向
3
〜
J
T
B
F
旅
行
実
態
調
査
結
果
よ
り

観
光

研
究

　こ
こ
で
は
コ
ロ
ナ
禍
中
に
実
施
し

た
国
内
宿
泊
観
光
旅
行
に
つ
い
て
み

て
い
く
。
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
旅
行

予
定
に
変
更
が
生
じ
た
割
合
は
1
月

に
は
1
割
に
満
た
な
い
ほ
ど
だ
っ
た

が
、
感
染
拡
大
と
と
も
に
徐
々
に
増

加
、
緊
急
事
態
宣
言
下
で
あ
っ
た
4

月
に
は
3
・
5
割
を
占
め
ピ
ー
ク
と

な
っ
た
。
そ
の
後
、
変
更
割
合
は
減

少
、
感
染
拡
大
傾
向
に
あ
っ
た
8
〜

9
月
に
や
や
増
加
し
た
も
の
の
、
11

月
に
は
1
割
を
下
回
っ
た
。し
か
し
、

12
月
に
は
感
染
急
拡
大
の
影
響
か
ら

再
び
変
更
割
合
が
増
加
し
た
。
こ
の

よ
う
に
、
年
間
を
通
じ
て
、
感
染
拡

大
に
と
も
な
い
、
旅
行
内
容
の
変
更

割
合
が
増
加
す
る
傾
向
が
確
認
さ
れ

た
（
図
表
3
）。

　で
は
、
ど
の
よ
う
な
変
更
が
行
わ

れ
た
の
か
。
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
っ
て
変

更
し
た
内
容
は
、
8
月
を
除
い
た
す

べ
て
の
月
で
「
活
動
内
容
・
訪
問
先
」

の
変
更
が
最
多
と
な
っ
た
。
8
月
は

「
旅
行
先
を
国
内
の
他
地
域
へ
」
の

変
更
が
最
も
高
く
、
夏
休
み
を
利
用

し
た
比
較
的
遠
方
へ
の
旅
行
か
ら
近

隣
の
旅
行
へ
の
変
更
が
多
か
っ
た
と

推
測
さ
れ
る
。「
旅
行
先
を
海
外
か

ら
国
内
へ
」
の
変
更
は
、
1
月
か
ら

た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
感
染
が
急

拡
大
し
た
12
月
も
国
内
旅
行
の
当
月

と
り
や
め
は
4
割
を
超
え
、
1
回
目

の
緊
急
事
態
宣
言
下
に
あ
っ
た
4
月

と
同
水
準
に
ま
で
増
加
し
た
。

　旅
行
を
と
り
や
め
た
理
由
に
つ
い

て
は
、
国
内
旅
行
・
海
外
旅
行
と
も

に
「
感
染
リ
ス
ク
回
避
」
が
年
間
を

通
じ
て
最
大
の
理
由
と
な
っ
た
。
国

内
旅
行
に
お
い
て
「
自
粛
要
請
」
は

と
に
な
る
（
図
表
6
）。 

　旅
行
中
の
コ
ロ
ナ
対
策
は
「
マ
ス

ク
の
着
用
」が
6
月
に
9
割
を
超
え
、

9
月
以
降
は
10
割
に
近
い
値
で
推
移

し
た
。「
特
に
何
も
し
て
い
な
い
」

は
月
を
追
う
ご
と
に
減
少
、
10
月
以

降
は
1
％
未
満
に
と
ど
ま
っ
た
。
こ

の
1
年
間
で
マ
ス
ク
着
用
、
手
指
消

毒
、
手
洗
い
・
う
が
い
な
ど
、
旅
行

先
で
の
感
染
対
策
の
徹
底
が
進
ん
だ

（
図
表
7
）。

　こ
の
先
3
ヶ
月
間
の
観
光
旅
行
の

予
定
を
尋
ね
た
と
こ
ろ
、
1
月
調
査

（
21
年
1
〜
3
月
の
旅
行
予
定
）
で

は
「
も
と
も
と
旅
行
に
行
く
予
定
は

な
い
」
が
6
割
以
上
を
占
め
、
調
査

開
始
以
降
、
最
も
高
く
な
っ
た
。
1

〜
3
月
は
観
光
旅
行
が
最
も
少
な
い

シ
ー
ズ
ン
で
は
あ
る
も
の
の
、
10
月

調
査
と
比
較
し
て
「
旅
行
に
行
き
た

公
益
財
団
法
人
日
本
交
通
公
社

観
光
文
化
振
興
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企
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室
長
／
上
席
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研
究
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五
木
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玲
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観
光
地
域
研
究
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研
究
員

仲 

七
重

最
前
線
…
①

緊
急
事
態
宣
言
下
で
あ
っ
た
4
月
及

び
5
月
に
4
割
を
超
え
た
が
、
年
末

年
始
の
移
動
自
粛
が
要
請
さ
れ
て
い

た
12
月
に
は
3
割
に
と
ど
ま
り
、
緊

急
事
態
宣
言
下
よ
り
低
い
割
合
と

な
っ
た
。
海
外
旅
行
は
、
国
内
旅
行

に
比
べ
て
「
旅
行
先
の
受
入
制
限
」

や
「
現
地
ま
で
の
交
通
制
限
」
が
多

く
挙
げ
ら
れ
た
（
図
表
2
）。

5
月
に
は
1
〜
2
割
を
占
め
た
が
、

6
月
以
降
は
1
割
未
満
で
推
移
し

た
。
こ
れ
は
、
日
本
や
各
国
の
出
入

国
制
限
の
状
況
を
考
慮
し
、
旅
行
計

画
の
段
階
か
ら
海
外
旅
行
が
候
補
に

入
ら
な
く
な
っ
た
こ
と
が
要
因
の
ひ

と
つ
と
考
え
ら
れ
る
（
図
表
4
）。

　コ
ロ
ナ
禍
の
旅
行
実
施
に
あ
た
っ

て
の
気
持
ち
は
、
1
〜
2
月
は
「
コ

ロ
ナ
に
対
す
る
不
安
は
感
じ
な
か
っ

た
」「
今
の
状
況
で
は
自
分
に
あ
ま

り
か
か
わ
り
は
な
い
と
思
っ
た
」
が

目
立
っ
た
が
、
3
月
に
な
る
と
そ
れ

ら
は
上
位
で
は
あ
る
も
の
の
割
合
は

減
少
。
4
月
以
降
は
「
心
配
し
て
も

仕
方
な
い
」
が
最
も
高
い
割
合
で
推

移
し
、
12
月
に
は
「
コ
ロ
ナ
に
対
す

る
不
安
は
感
じ
な
い
」
も
同
程
度
に

増
加
し
た
。「
旅
行
先
の
観
光
地
を

応
援
し
た
い
」
は
、
6
月
以
降
は
2

割
前
後
を
維
持
、
9
月
以
降
は
上
位

3
位
以
内
に
入
っ
て
お
り
、
一
定
の

割
合
を
占
め
た
（
図
表
5
）。

　旅
行
に
行
っ
た
感
想
は
、
1
〜
2

月
は
「
平
時
と
特
段
変
わ
ら
な
い
」

が
8
割
を
超
え
て
い
た
が
月
を
追
う

ご
と
に
減
少
、
4
月
以
降
は
「
混
雑

が
な
く
快
適
」が
最
多
と
な
っ
た
。
3

月
か
ら
7
月
に
か
け
て
は
、「
閑
散

と
し
て
い
て
寂
し
い
」
が
「
想
定
よ

り
混
雑
」
よ
り
高
い
割
合
で
推
移
し

た
が
、
8
月
以
降
そ
の
割
合
が
逆
転

し
た
。「
平
時
と
特
段
変
わ
ら
な
い
」

も
6
月
に
は
増
加
に
転
じ
、
12
月
に

は
半
数
が
「
平
時
と
特
段
変
わ
ら
な

い
」
と
回
答
し
た
。「
感
染
が
不
安
」

は
3
月
に
ピ
ー
ク
と
な
り
、
4
月
以

降
、
1
・
5
〜
2
割
程
度
で
推
移
し

た
。
裏
を
返
せ
ば
、
8
割
は
感
染
不

安
を
感
じ
ず
に
旅
行
で
き
て
い
た
こ

は
緊
急
事
態
宣
言
下
で
は
あ
っ
た
も

の
の
新
規
感
染
者
数
が
減
少
傾
向
に

あ
っ
た
時
期
、
7
月
調
査
は
第
2
波

に
向
け
て
感
染
拡
大
し
て
い
た
時

期
、
10
月
調
査
は
国
内
旅
行
喚
起
策

で
あ
るG

o
T
o

ト
ラ
ベ
ル
に
東
京

が
加
わ
っ
た
時
期
、
1
月
調
査
は
急

速
な
感
染
拡
大
に
伴
い
第
2
回
目
の

緊
急
事
態
宣
言
が
発
出
さ
れ
た
時
期

に
そ
れ
ぞ
れ
実
施
し
た
も
の
で
あ

る
。
当
初
、
旅
行
意
向
は
コ
ロ
ナ
の

感
染
状
況
と
連
動
し
て
変
動
す
る
、

つ
ま
り
感
染
拡
大
期
に
実
施
す
る
調

査
で
は
旅
行
意
向
は
低
く
な
る
と
い

う
仮
説
を
持
っ
て
い
た
が
、
1
月
調

査
は
感
染
急
拡
大
期
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
感
染
が
比
較
的
落
ち
着
い
て
い

た
10
月
よ
り
も
旅
行
意
向
が
高
ま
っ

た
。
こ
の
結
果
よ
り
、
コ
ロ
ナ
禍
の

長
期
化
に
と
も
な
い
、
自
粛
し
て
き

た
分
、
旅
行
に
行
き
た
い
と
い
う
思

い
が
こ
れ
ま
で
以
上
に
増
し
て
き
て

い
る
と
考
え
ら
れ
る
（
図
表
9
）。

　一
方
、「
こ
れ
ま
で
の
よ
う
に
は

旅
行
に
行
き
た
く
な
い
」「
ま
っ
た

く
旅
行
に
行
き
た
く
な
い
」
も
1
割

弱
を
占
め
る
。
男
女
と
も
10
〜
20
代

は
積
極
的
な
旅
行
意
向
を
示
し
た
の

2
．2
0
2
0
年
の

国
内
旅
行
の
実
態

1
．2
0
2
0
年
の

旅
行
実
施
状
況

い
が
、
ま
だ
予
定

を
決
め
て
い
な

い
」「
い
ま
の
と

こ
ろ
国
内
宿
泊
旅

行
を
実
施
予
定
」

と
も
に
10
ポ
イ
ン

ト
程
度
減
少
。
緊

急
事
態
宣
言
の
発

出
や
コ
ロ
ナ
の
感

染
者
増
加
が
影
響

し
、
直
近
の
旅
行

意
向
は
低
位
に
と

ど
ま
っ
た
（
図
表
8
）。

　次
に
、
コ
ロ
ナ
収
束
後
の
旅
行
意

向
に
目
を
向
け
て
み
る
。本
調
査
は
、

2
0
2
0
年
5
月
か
ら
概
ね
四
半
期

毎
に
実
施
し
て
お
り
、
7
月
時
点
で

は
5
月
時
点
に
比
べ
て
や
や
旅
行
意

向
が
減
退
し
た
も
の
の
、
10
月
時
点

で
は
回
復
、
1
月
時
点
で
は
旅
行
意

向
が
さ
ら
に
増
大
し
た
。
5
月
調
査

に
対
し
、
70
代
は
旅
行
を
控
え
が
ち

な
傾
向
を
示
し
た
。
70
代
は
コ
ロ
ナ

に
対
し
て
強
い
不
安
を
抱
い
て
お

り
、旅
行
意
向
も
低
位
に
と
ど
ま
る
。

国
内
で
は
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
進
み
つ

つ
あ
る
。
10
〜
20
代
、
70
代
、
今
後

の
両
者
の
旅
行
意
向
に
も
注
目
し
て

い
き
た
い
。

（
ご
き
た 

れ
い
こ
／
な
か 

な
な
え
）

（N
＝8
,82
3）

1月 （N
＝9
,42
8）

2月 （N
＝1
4,9
20
）

3月 （N
＝1
1,0
89
）

4月 （N
＝1
1,2
43
）

5月 （N
＝8
,21
0）

6月 （N
＝1
0,4
97
）

7月 （N
＝1
2,4
81
）

8月 （N
＝1
0,9
21
）

9月 （N
＝9
,44
5）

10
月 （N

＝9
,10
0）

11
月 （N

＝1
0,8
78
）

12
月

（N
＝3
,79
5）

1月 （N
＝4
,03
5）

2月 （N
＝5
,83
4）

3月 （N
＝3
,60
7）

4月 （N
＝3
,53
2）

5月 （N
＝2
,79
6）

6月 （N
＝1
,97
5）

7月 （N
＝2
,01
7）

8月 （N
＝1
,83
9）

9月 （N
＝1
,37
7）

10
月 （N

＝1
,14
2）

11
月 （N

＝1
,45
1）

12
月

40%

図表 1 コロナ禍の観光旅行への影響（日帰り含む・旅行を計画していた人のみ）【複数回答】
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2.9

8.9

7.0

11.5

13.8

16.3

18.3

19.7

19.7

19.9

10.3

10.9

11.5

3.5

3.4

3.5

3.7

4.4

5.3

5.4

5.2

4.0

3.9

3.2

8.6

5.0

4.3

3.1

3.1

3.5

2.9

3.0

2.6

2.8

3.0

3.3

5.6

5.4

6.7

5.7

8.1

6.1

4.0

5.2

4.0

4.0

3.6

8.9

6.8

8.2

9.3

8.7

10.5

9.5

6.9

8.8

7.5

6.4

5.1

6.3

10.0

14.2

15.4

15.0

10.1

7.8

7.5

4.9

4.6

4.1

7.4

8.8

14.9

16.8

18.9

19.6

24.2

23.7

23.3

16.3

14.4

15.7

12.8

18.6

17.0

16.4

18.6

14.3

11.3

12.6

8.2

7.1

5.7

13.3

11.5

14.5

13.4

12.5

13.4

7.6

7.2

6.8

5.9

4.8

4.9

12.0

12.7

11.2

10.5

10.2

11.8

10.9

11.4

10.0

10.8

10.4

11.8

11.6

13.2

10.3

9.7

8.7

7.6

6.9

6.6

7.8

5.8

6.7

16.4

18.0

16.8

14.6

14.1

17.0

17.4

15.5

12.0

13.0

14.9

18.2

17.9

20.0

15.6

14.4

13.5

12.9

11.8

10.7

10.6

9.8

11.2

16.4

18.6

23.6

23.1

20.7

26.9

27.3

23.7

18.8

19.5

20.8

14.9

15.2

18.0

19.1

18.3

16.3

17.5

17.6

16.1

12.5

11.4

13.2

21.2

34.6

44.4

51.1

36.5

31.2

29.1

24.4

20.1

20.4

27.0

15.7

18.1

27.8

30.9

34.0

26.9

22.4

22.1

20.1

15.8

14.0

17.2

44.8

51.1

46.3

48.2

42.8

45.6

49.1

43.1

41.7

40.6

47.3

39.7

43.5

47.8

40.2

41.4

36.6

34.2

34.9

31.1

32.5

29.8

33.9

53.2

58.0

53.6

55.7

48.6

53.3

55.9

50.8

54.8

52.5

56.0

45.5

52.7

58.0

49.4

51.1

44.6

42.9

44.8

42.0

43.2

39.3

44.8

自
分
自
身
の

感
染
リ
ス
ク

回
避

同
行
者
の

感
染
リ
ス
ク

回
避

旅
行
中
に

接
す
る
人
へ
の

感
染
リ
ス
ク
回
避

自
粛
要
請

周
り
か
ら
の

非
難
回
避

家
族
や
友
人
等

か
ら
の
助
言

同
行
者
の
意
向

旅
行
目
的
と

し
て
い
た

イ
ベ
ン
ト
等
の
中
止

旅
行
先
の

受
入
制
限

参
加
予
定
の

ツ
ア
ー
等
の
中
止

コ
ロ
ナ
の

影
響
に
よ
る

経
済
的
要
因

現
地
ま
で
の

交
通
制
限

コ
ロ
ナ
対
応
で

多
忙

そ
の
他

図表 2 観光旅行をとりやめた理由（コロナの影響で旅行をとりやめた人のみ）【複数回答】
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　公
益
財
団
法
人
日
本
交
通
公
社
で

は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

（
以
下
、
コ
ロ
ナ
）
の
流
行
が
旅
行

市
場
に
お
よ
ぼ
し
た
影
響
把
握
を
目

的
に
、
定
期
的
に
実
施
し
て
い
る

「
J
T
B
F
旅
行
実
態
調
査
」
の
調

査
内
容
を
拡
充
し
、
分
析
を
進
め
て

い
る
。
今
回
は
、
2
0
2
0
年
の
観

光
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
旅
行
（
以

下
、
観
光
旅
行
）
の
実
施
状
況
及
び

旅
行
実
態
、
今
後
の
旅
行
予
定
・
意

向
を
と
り
ま
と
め
て
紹
介
す
る
。

　2
0
2
0
年
の
観
光
旅
行
を
振
り

返
る
と
、
2
月
上
旬
の
ク
ル
ー
ズ
船

で
の
集
団
感
染
、
2
月
下
旬
の
全
国

一
斉
休
校
要
請
や
北
海
道
緊
急
事
態

宣
言
、
3
月
上
旬
の
専
門
家
会
議
に

よ
る
3
密
回
避
提
言
な
ど
を
受
け
、

コ
ロ
ナ
の
影
響
に
よ
る
旅
行
の
と
り

や
め
は
国
内
旅
行
・
海
外
旅
行
と
も

に
3
月
に
急
増
し
た
。国
内
旅
行
は
、

1
回
目
の
緊
急
事
態
宣
言
下
の
4
〜

5
月
に
は
8
割
強
が
と
り
や
め
た

が
、
6
月
以
降
は
と
り
や
め
が
徐
々

に
減
少
し
、
11
月
に
は
3
割
ま
で
下

が
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
第
3
波

下
と
な
っ
た
12
月
に
再
び
増
加
に
転

じ
、
半
数
以
上
が
旅
行
を
と
り
や
め

た
。
一
方
、
海
外
旅
行
は
、
4
月
の

と
り
や
め
は
9
割
に
達
し
、
以
降
、

入
出
国
制
限
等
の
影
響
も
あ
り
、
高

水
準
の
ま
ま
ほ
ぼ
横
ば
い
で
推
移
し

た
（
図
表
1
）。
旅
行
と
り
や
め
を

決
め
た
タ
イ
ミ
ン
グ
は
、
2
〜
4
月

は
国
内
旅
行
・
海
外
旅
行
と
も
に
当

月
に
な
っ
て
か
ら
が
3
〜
5
割
を
占

め
て
お
り
、
急
な
判
断
が
求
め
ら
れ

新
型
コ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
流
行
下
の

日
本
人
旅
行
者
の
動
向
3
〜
J
T
B
F
旅
行
実
態
調
査
結
果
よ
り

観
光

研
究

　こ
こ
で
は
コ
ロ
ナ
禍
中
に
実
施
し

た
国
内
宿
泊
観
光
旅
行
に
つ
い
て
み

て
い
く
。
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
旅
行

予
定
に
変
更
が
生
じ
た
割
合
は
1
月

に
は
1
割
に
満
た
な
い
ほ
ど
だ
っ
た

が
、
感
染
拡
大
と
と
も
に
徐
々
に
増

加
、
緊
急
事
態
宣
言
下
で
あ
っ
た
4

月
に
は
3
・
5
割
を
占
め
ピ
ー
ク
と

な
っ
た
。
そ
の
後
、
変
更
割
合
は
減

少
、
感
染
拡
大
傾
向
に
あ
っ
た
8
〜

9
月
に
や
や
増
加
し
た
も
の
の
、
11

月
に
は
1
割
を
下
回
っ
た
。し
か
し
、

12
月
に
は
感
染
急
拡
大
の
影
響
か
ら

再
び
変
更
割
合
が
増
加
し
た
。
こ
の

よ
う
に
、
年
間
を
通
じ
て
、
感
染
拡

大
に
と
も
な
い
、
旅
行
内
容
の
変
更

割
合
が
増
加
す
る
傾
向
が
確
認
さ
れ

た
（
図
表
3
）。

　で
は
、
ど
の
よ
う
な
変
更
が
行
わ

れ
た
の
か
。
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
っ
て
変

更
し
た
内
容
は
、
8
月
を
除
い
た
す

べ
て
の
月
で
「
活
動
内
容
・
訪
問
先
」

の
変
更
が
最
多
と
な
っ
た
。
8
月
は

「
旅
行
先
を
国
内
の
他
地
域
へ
」
の

変
更
が
最
も
高
く
、
夏
休
み
を
利
用

し
た
比
較
的
遠
方
へ
の
旅
行
か
ら
近

隣
の
旅
行
へ
の
変
更
が
多
か
っ
た
と

推
測
さ
れ
る
。「
旅
行
先
を
海
外
か

ら
国
内
へ
」
の
変
更
は
、
1
月
か
ら

た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
感
染
が
急

拡
大
し
た
12
月
も
国
内
旅
行
の
当
月

と
り
や
め
は
4
割
を
超
え
、
1
回
目

の
緊
急
事
態
宣
言
下
に
あ
っ
た
4
月

と
同
水
準
に
ま
で
増
加
し
た
。

　旅
行
を
と
り
や
め
た
理
由
に
つ
い

て
は
、
国
内
旅
行
・
海
外
旅
行
と
も

に
「
感
染
リ
ス
ク
回
避
」
が
年
間
を

通
じ
て
最
大
の
理
由
と
な
っ
た
。
国

内
旅
行
に
お
い
て
「
自
粛
要
請
」
は

と
に
な
る
（
図
表
6
）。 

　旅
行
中
の
コ
ロ
ナ
対
策
は
「
マ
ス

ク
の
着
用
」が
6
月
に
9
割
を
超
え
、

9
月
以
降
は
10
割
に
近
い
値
で
推
移

し
た
。「
特
に
何
も
し
て
い
な
い
」

は
月
を
追
う
ご
と
に
減
少
、
10
月
以

降
は
1
％
未
満
に
と
ど
ま
っ
た
。
こ

の
1
年
間
で
マ
ス
ク
着
用
、
手
指
消

毒
、
手
洗
い
・
う
が
い
な
ど
、
旅
行

先
で
の
感
染
対
策
の
徹
底
が
進
ん
だ

（
図
表
7
）。

　こ
の
先
3
ヶ
月
間
の
観
光
旅
行
の

予
定
を
尋
ね
た
と
こ
ろ
、
1
月
調
査

（
21
年
1
〜
3
月
の
旅
行
予
定
）
で

は
「
も
と
も
と
旅
行
に
行
く
予
定
は

な
い
」
が
6
割
以
上
を
占
め
、
調
査

開
始
以
降
、
最
も
高
く
な
っ
た
。
1

〜
3
月
は
観
光
旅
行
が
最
も
少
な
い

シ
ー
ズ
ン
で
は
あ
る
も
の
の
、
10
月

調
査
と
比
較
し
て
「
旅
行
に
行
き
た

公
益
財
団
法
人
日
本
交
通
公
社

観
光
文
化
振
興
部 

企
画
室
長
／
上
席
主
任
研
究
員

五
木
田 

玲
子

観
光
地
域
研
究
部 

研
究
員

仲 

七
重

最
前
線
…
①

緊
急
事
態
宣
言
下
で
あ
っ
た
4
月
及

び
5
月
に
4
割
を
超
え
た
が
、
年
末

年
始
の
移
動
自
粛
が
要
請
さ
れ
て
い

た
12
月
に
は
3
割
に
と
ど
ま
り
、
緊

急
事
態
宣
言
下
よ
り
低
い
割
合
と

な
っ
た
。
海
外
旅
行
は
、
国
内
旅
行

に
比
べ
て
「
旅
行
先
の
受
入
制
限
」

や
「
現
地
ま
で
の
交
通
制
限
」
が
多

く
挙
げ
ら
れ
た
（
図
表
2
）。

5
月
に
は
1
〜
2
割
を
占
め
た
が
、

6
月
以
降
は
1
割
未
満
で
推
移
し

た
。
こ
れ
は
、
日
本
や
各
国
の
出
入

国
制
限
の
状
況
を
考
慮
し
、
旅
行
計

画
の
段
階
か
ら
海
外
旅
行
が
候
補
に

入
ら
な
く
な
っ
た
こ
と
が
要
因
の
ひ

と
つ
と
考
え
ら
れ
る
（
図
表
4
）。

　コ
ロ
ナ
禍
の
旅
行
実
施
に
あ
た
っ

て
の
気
持
ち
は
、
1
〜
2
月
は
「
コ

ロ
ナ
に
対
す
る
不
安
は
感
じ
な
か
っ

た
」「
今
の
状
況
で
は
自
分
に
あ
ま

り
か
か
わ
り
は
な
い
と
思
っ
た
」
が

目
立
っ
た
が
、
3
月
に
な
る
と
そ
れ

ら
は
上
位
で
は
あ
る
も
の
の
割
合
は

減
少
。
4
月
以
降
は
「
心
配
し
て
も

仕
方
な
い
」
が
最
も
高
い
割
合
で
推

移
し
、
12
月
に
は
「
コ
ロ
ナ
に
対
す

る
不
安
は
感
じ
な
い
」
も
同
程
度
に

増
加
し
た
。「
旅
行
先
の
観
光
地
を

応
援
し
た
い
」
は
、
6
月
以
降
は
2

割
前
後
を
維
持
、
9
月
以
降
は
上
位

3
位
以
内
に
入
っ
て
お
り
、
一
定
の

割
合
を
占
め
た
（
図
表
5
）。

　旅
行
に
行
っ
た
感
想
は
、
1
〜
2

月
は
「
平
時
と
特
段
変
わ
ら
な
い
」

が
8
割
を
超
え
て
い
た
が
月
を
追
う

ご
と
に
減
少
、
4
月
以
降
は
「
混
雑

が
な
く
快
適
」が
最
多
と
な
っ
た
。
3

月
か
ら
7
月
に
か
け
て
は
、「
閑
散

と
し
て
い
て
寂
し
い
」
が
「
想
定
よ

り
混
雑
」
よ
り
高
い
割
合
で
推
移
し

た
が
、
8
月
以
降
そ
の
割
合
が
逆
転

し
た
。「
平
時
と
特
段
変
わ
ら
な
い
」

も
6
月
に
は
増
加
に
転
じ
、
12
月
に

は
半
数
が
「
平
時
と
特
段
変
わ
ら
な

い
」
と
回
答
し
た
。「
感
染
が
不
安
」

は
3
月
に
ピ
ー
ク
と
な
り
、
4
月
以

降
、
1
・
5
〜
2
割
程
度
で
推
移
し

た
。
裏
を
返
せ
ば
、
8
割
は
感
染
不

安
を
感
じ
ず
に
旅
行
で
き
て
い
た
こ

は
緊
急
事
態
宣
言
下
で
は
あ
っ
た
も

の
の
新
規
感
染
者
数
が
減
少
傾
向
に

あ
っ
た
時
期
、
7
月
調
査
は
第
2
波

に
向
け
て
感
染
拡
大
し
て
い
た
時

期
、
10
月
調
査
は
国
内
旅
行
喚
起
策

で
あ
るG

o
T
o

ト
ラ
ベ
ル
に
東
京

が
加
わ
っ
た
時
期
、
1
月
調
査
は
急

速
な
感
染
拡
大
に
伴
い
第
2
回
目
の

緊
急
事
態
宣
言
が
発
出
さ
れ
た
時
期

に
そ
れ
ぞ
れ
実
施
し
た
も
の
で
あ

る
。
当
初
、
旅
行
意
向
は
コ
ロ
ナ
の

感
染
状
況
と
連
動
し
て
変
動
す
る
、

つ
ま
り
感
染
拡
大
期
に
実
施
す
る
調

査
で
は
旅
行
意
向
は
低
く
な
る
と
い

う
仮
説
を
持
っ
て
い
た
が
、
1
月
調

査
は
感
染
急
拡
大
期
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
感
染
が
比
較
的
落
ち
着
い
て
い

た
10
月
よ
り
も
旅
行
意
向
が
高
ま
っ

た
。
こ
の
結
果
よ
り
、
コ
ロ
ナ
禍
の

長
期
化
に
と
も
な
い
、
自
粛
し
て
き

た
分
、
旅
行
に
行
き
た
い
と
い
う
思

い
が
こ
れ
ま
で
以
上
に
増
し
て
き
て

い
る
と
考
え
ら
れ
る
（
図
表
9
）。

　一
方
、「
こ
れ
ま
で
の
よ
う
に
は

旅
行
に
行
き
た
く
な
い
」「
ま
っ
た

く
旅
行
に
行
き
た
く
な
い
」
も
1
割

弱
を
占
め
る
。
男
女
と
も
10
〜
20
代

は
積
極
的
な
旅
行
意
向
を
示
し
た
の

2
．2
0
2
0
年
の

国
内
旅
行
の
実
態

1
．2
0
2
0
年
の

旅
行
実
施
状
況

い
が
、
ま
だ
予
定

を
決
め
て
い
な

い
」「
い
ま
の
と

こ
ろ
国
内
宿
泊
旅

行
を
実
施
予
定
」

と
も
に
10
ポ
イ
ン

ト
程
度
減
少
。
緊

急
事
態
宣
言
の
発

出
や
コ
ロ
ナ
の
感

染
者
増
加
が
影
響

し
、
直
近
の
旅
行

意
向
は
低
位
に
と

ど
ま
っ
た
（
図
表
8
）。

　次
に
、
コ
ロ
ナ
収
束
後
の
旅
行
意

向
に
目
を
向
け
て
み
る
。本
調
査
は
、

2
0
2
0
年
5
月
か
ら
概
ね
四
半
期

毎
に
実
施
し
て
お
り
、
7
月
時
点
で

は
5
月
時
点
に
比
べ
て
や
や
旅
行
意

向
が
減
退
し
た
も
の
の
、
10
月
時
点

で
は
回
復
、
1
月
時
点
で
は
旅
行
意

向
が
さ
ら
に
増
大
し
た
。
5
月
調
査

に
対
し
、
70
代
は
旅
行
を
控
え
が
ち

な
傾
向
を
示
し
た
。
70
代
は
コ
ロ
ナ

に
対
し
て
強
い
不
安
を
抱
い
て
お

り
、旅
行
意
向
も
低
位
に
と
ど
ま
る
。

国
内
で
は
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
進
み
つ

つ
あ
る
。
10
〜
20
代
、
70
代
、
今
後

の
両
者
の
旅
行
意
向
に
も
注
目
し
て

い
き
た
い
。

（
ご
き
た 

れ
い
こ
／
な
か 

な
な
え
）

（N
＝8
,82
3）

1月 （N
＝9
,42
8）

2月 （N
＝1
4,9
20
）

3月 （N
＝1
1,0
89
）

4月 （N
＝1
1,2
43
）

5月 （N
＝8
,21
0）

6月 （N
＝1
0,4
97
）

7月 （N
＝1
2,4
81
）

8月 （N
＝1
0,9
21
）

9月 （N
＝9
,44
5）

10
月 （N

＝9
,10
0）

11
月 （N

＝1
0,8
78
）

12
月

（N
＝3
,79
5）

1月 （N
＝4
,03
5）

2月 （N
＝5
,83
4）

3月 （N
＝3
,60
7）

4月 （N
＝3
,53
2）

5月 （N
＝2
,79
6）

6月 （N
＝1
,97
5）

7月 （N
＝2
,01
7）

8月 （N
＝1
,83
9）

9月 （N
＝1
,37
7）

10
月 （N

＝1
,14
2）

11
月 （N

＝1
,45
1）

12
月

40%

図表 1 コロナ禍の観光旅行への影響（日帰り含む・旅行を計画していた人のみ）【複数回答】
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43.2

39.3
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自
分
自
身
の

感
染
リ
ス
ク

回
避

同
行
者
の

感
染
リ
ス
ク

回
避

旅
行
中
に

接
す
る
人
へ
の

感
染
リ
ス
ク
回
避

自
粛
要
請

周
り
か
ら
の

非
難
回
避

家
族
や
友
人
等

か
ら
の
助
言

同
行
者
の
意
向

旅
行
目
的
と

し
て
い
た

イ
ベ
ン
ト
等
の
中
止

旅
行
先
の

受
入
制
限

参
加
予
定
の

ツ
ア
ー
等
の
中
止

コ
ロ
ナ
の

影
響
に
よ
る

経
済
的
要
因

現
地
ま
で
の

交
通
制
限

コ
ロ
ナ
対
応
で

多
忙

そ
の
他

図表 2 観光旅行をとりやめた理由（コロナの影響で旅行をとりやめた人のみ）【複数回答】
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　公
益
財
団
法
人
日
本
交
通
公
社
で

は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

（
以
下
、
コ
ロ
ナ
）
の
流
行
が
旅
行

市
場
に
お
よ
ぼ
し
た
影
響
把
握
を
目

的
に
、
定
期
的
に
実
施
し
て
い
る

「
J
T
B
F
旅
行
実
態
調
査
」
の
調

査
内
容
を
拡
充
し
、
分
析
を
進
め
て

い
る
。
今
回
は
、
2
0
2
0
年
の
観

光
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
旅
行
（
以

下
、
観
光
旅
行
）
の
実
施
状
況
及
び

旅
行
実
態
、
今
後
の
旅
行
予
定
・
意

向
を
と
り
ま
と
め
て
紹
介
す
る
。

　2
0
2
0
年
の
観
光
旅
行
を
振
り

返
る
と
、
2
月
上
旬
の
ク
ル
ー
ズ
船

で
の
集
団
感
染
、
2
月
下
旬
の
全
国

一
斉
休
校
要
請
や
北
海
道
緊
急
事
態

宣
言
、
3
月
上
旬
の
専
門
家
会
議
に

よ
る
3
密
回
避
提
言
な
ど
を
受
け
、

コ
ロ
ナ
の
影
響
に
よ
る
旅
行
の
と
り

や
め
は
国
内
旅
行
・
海
外
旅
行
と
も

に
3
月
に
急
増
し
た
。国
内
旅
行
は
、

1
回
目
の
緊
急
事
態
宣
言
下
の
4
〜

5
月
に
は
8
割
強
が
と
り
や
め
た

が
、
6
月
以
降
は
と
り
や
め
が
徐
々

に
減
少
し
、
11
月
に
は
3
割
ま
で
下

が
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
第
3
波

下
と
な
っ
た
12
月
に
再
び
増
加
に
転

じ
、
半
数
以
上
が
旅
行
を
と
り
や
め

た
。
一
方
、
海
外
旅
行
は
、
4
月
の

と
り
や
め
は
9
割
に
達
し
、
以
降
、

入
出
国
制
限
等
の
影
響
も
あ
り
、
高

水
準
の
ま
ま
ほ
ぼ
横
ば
い
で
推
移
し

た
（
図
表
1
）。
旅
行
と
り
や
め
を

決
め
た
タ
イ
ミ
ン
グ
は
、
2
〜
4
月

は
国
内
旅
行
・
海
外
旅
行
と
も
に
当

月
に
な
っ
て
か
ら
が
3
〜
5
割
を
占

め
て
お
り
、
急
な
判
断
が
求
め
ら
れ

　こ
こ
で
は
コ
ロ
ナ
禍
中
に
実
施
し

た
国
内
宿
泊
観
光
旅
行
に
つ
い
て
み

て
い
く
。
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
旅
行

予
定
に
変
更
が
生
じ
た
割
合
は
1
月

に
は
1
割
に
満
た
な
い
ほ
ど
だ
っ
た

が
、
感
染
拡
大
と
と
も
に
徐
々
に
増

加
、
緊
急
事
態
宣
言
下
で
あ
っ
た
4

月
に
は
3
・
5
割
を
占
め
ピ
ー
ク
と

な
っ
た
。
そ
の
後
、
変
更
割
合
は
減

少
、
感
染
拡
大
傾
向
に
あ
っ
た
8
〜

9
月
に
や
や
増
加
し
た
も
の
の
、
11

月
に
は
1
割
を
下
回
っ
た
。し
か
し
、

12
月
に
は
感
染
急
拡
大
の
影
響
か
ら

再
び
変
更
割
合
が
増
加
し
た
。
こ
の

よ
う
に
、
年
間
を
通
じ
て
、
感
染
拡

大
に
と
も
な
い
、
旅
行
内
容
の
変
更

割
合
が
増
加
す
る
傾
向
が
確
認
さ
れ

た
（
図
表
3
）。

　で
は
、
ど
の
よ
う
な
変
更
が
行
わ

れ
た
の
か
。
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
っ
て
変

更
し
た
内
容
は
、
8
月
を
除
い
た
す

べ
て
の
月
で
「
活
動
内
容
・
訪
問
先
」

の
変
更
が
最
多
と
な
っ
た
。
8
月
は

「
旅
行
先
を
国
内
の
他
地
域
へ
」
の

変
更
が
最
も
高
く
、
夏
休
み
を
利
用

し
た
比
較
的
遠
方
へ
の
旅
行
か
ら
近

隣
の
旅
行
へ
の
変
更
が
多
か
っ
た
と

推
測
さ
れ
る
。「
旅
行
先
を
海
外
か

ら
国
内
へ
」
の
変
更
は
、
1
月
か
ら

た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
感
染
が
急

拡
大
し
た
12
月
も
国
内
旅
行
の
当
月

と
り
や
め
は
4
割
を
超
え
、
1
回
目

の
緊
急
事
態
宣
言
下
に
あ
っ
た
4
月

と
同
水
準
に
ま
で
増
加
し
た
。

　旅
行
を
と
り
や
め
た
理
由
に
つ
い

て
は
、
国
内
旅
行
・
海
外
旅
行
と
も

に
「
感
染
リ
ス
ク
回
避
」
が
年
間
を

通
じ
て
最
大
の
理
由
と
な
っ
た
。
国

内
旅
行
に
お
い
て
「
自
粛
要
請
」
は

と
に
な
る
（
図
表
6
）。 

　旅
行
中
の
コ
ロ
ナ
対
策
は
「
マ
ス

ク
の
着
用
」が
6
月
に
9
割
を
超
え
、

9
月
以
降
は
10
割
に
近
い
値
で
推
移

し
た
。「
特
に
何
も
し
て
い
な
い
」

は
月
を
追
う
ご
と
に
減
少
、
10
月
以

降
は
1
％
未
満
に
と
ど
ま
っ
た
。
こ

の
1
年
間
で
マ
ス
ク
着
用
、
手
指
消

毒
、
手
洗
い
・
う
が
い
な
ど
、
旅
行

先
で
の
感
染
対
策
の
徹
底
が
進
ん
だ

（
図
表
7
）。

　こ
の
先
3
ヶ
月
間
の
観
光
旅
行
の

予
定
を
尋
ね
た
と
こ
ろ
、
1
月
調
査

（
21
年
1
〜
3
月
の
旅
行
予
定
）
で

は
「
も
と
も
と
旅
行
に
行
く
予
定
は

な
い
」
が
6
割
以
上
を
占
め
、
調
査

開
始
以
降
、
最
も
高
く
な
っ
た
。
1

〜
3
月
は
観
光
旅
行
が
最
も
少
な
い

シ
ー
ズ
ン
で
は
あ
る
も
の
の
、
10
月

調
査
と
比
較
し
て
「
旅
行
に
行
き
た

緊
急
事
態
宣
言
下
で
あ
っ
た
4
月
及

び
5
月
に
4
割
を
超
え
た
が
、
年
末

年
始
の
移
動
自
粛
が
要
請
さ
れ
て
い

た
12
月
に
は
3
割
に
と
ど
ま
り
、
緊

急
事
態
宣
言
下
よ
り
低
い
割
合
と

な
っ
た
。
海
外
旅
行
は
、
国
内
旅
行

に
比
べ
て
「
旅
行
先
の
受
入
制
限
」

や
「
現
地
ま
で
の
交
通
制
限
」
が
多

く
挙
げ
ら
れ
た
（
図
表
2
）。

5
月
に
は
1
〜
2
割
を
占
め
た
が
、

6
月
以
降
は
1
割
未
満
で
推
移
し

た
。
こ
れ
は
、
日
本
や
各
国
の
出
入

国
制
限
の
状
況
を
考
慮
し
、
旅
行
計

画
の
段
階
か
ら
海
外
旅
行
が
候
補
に

入
ら
な
く
な
っ
た
こ
と
が
要
因
の
ひ

と
つ
と
考
え
ら
れ
る
（
図
表
4
）。

　コ
ロ
ナ
禍
の
旅
行
実
施
に
あ
た
っ

て
の
気
持
ち
は
、
1
〜
2
月
は
「
コ

ロ
ナ
に
対
す
る
不
安
は
感
じ
な
か
っ

た
」「
今
の
状
況
で
は
自
分
に
あ
ま

り
か
か
わ
り
は
な
い
と
思
っ
た
」
が

目
立
っ
た
が
、
3
月
に
な
る
と
そ
れ

ら
は
上
位
で
は
あ
る
も
の
の
割
合
は

減
少
。
4
月
以
降
は
「
心
配
し
て
も

仕
方
な
い
」
が
最
も
高
い
割
合
で
推

移
し
、
12
月
に
は
「
コ
ロ
ナ
に
対
す

る
不
安
は
感
じ
な
い
」
も
同
程
度
に

増
加
し
た
。「
旅
行
先
の
観
光
地
を

応
援
し
た
い
」
は
、
6
月
以
降
は
2

割
前
後
を
維
持
、
9
月
以
降
は
上
位

3
位
以
内
に
入
っ
て
お
り
、
一
定
の

割
合
を
占
め
た
（
図
表
5
）。

　旅
行
に
行
っ
た
感
想
は
、
1
〜
2

月
は
「
平
時
と
特
段
変
わ
ら
な
い
」

が
8
割
を
超
え
て
い
た
が
月
を
追
う

ご
と
に
減
少
、
4
月
以
降
は
「
混
雑

が
な
く
快
適
」が
最
多
と
な
っ
た
。
3

月
か
ら
7
月
に
か
け
て
は
、「
閑
散

と
し
て
い
て
寂
し
い
」
が
「
想
定
よ

り
混
雑
」
よ
り
高
い
割
合
で
推
移
し

た
が
、
8
月
以
降
そ
の
割
合
が
逆
転

し
た
。「
平
時
と
特
段
変
わ
ら
な
い
」

も
6
月
に
は
増
加
に
転
じ
、
12
月
に

は
半
数
が
「
平
時
と
特
段
変
わ
ら
な

い
」
と
回
答
し
た
。「
感
染
が
不
安
」

は
3
月
に
ピ
ー
ク
と
な
り
、
4
月
以

降
、
1
・
5
〜
2
割
程
度
で
推
移
し

た
。
裏
を
返
せ
ば
、
8
割
は
感
染
不

安
を
感
じ
ず
に
旅
行
で
き
て
い
た
こ

は
緊
急
事
態
宣
言
下
で
は
あ
っ
た
も

の
の
新
規
感
染
者
数
が
減
少
傾
向
に

あ
っ
た
時
期
、
7
月
調
査
は
第
2
波

に
向
け
て
感
染
拡
大
し
て
い
た
時

期
、
10
月
調
査
は
国
内
旅
行
喚
起
策

で
あ
るG

o
T
o

ト
ラ
ベ
ル
に
東
京

が
加
わ
っ
た
時
期
、
1
月
調
査
は
急

速
な
感
染
拡
大
に
伴
い
第
2
回
目
の

緊
急
事
態
宣
言
が
発
出
さ
れ
た
時
期

に
そ
れ
ぞ
れ
実
施
し
た
も
の
で
あ

る
。
当
初
、
旅
行
意
向
は
コ
ロ
ナ
の

感
染
状
況
と
連
動
し
て
変
動
す
る
、

つ
ま
り
感
染
拡
大
期
に
実
施
す
る
調

査
で
は
旅
行
意
向
は
低
く
な
る
と
い

う
仮
説
を
持
っ
て
い
た
が
、
1
月
調

査
は
感
染
急
拡
大
期
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
感
染
が
比
較
的
落
ち
着
い
て
い

た
10
月
よ
り
も
旅
行
意
向
が
高
ま
っ

た
。
こ
の
結
果
よ
り
、
コ
ロ
ナ
禍
の

長
期
化
に
と
も
な
い
、
自
粛
し
て
き

た
分
、
旅
行
に
行
き
た
い
と
い
う
思

い
が
こ
れ
ま
で
以
上
に
増
し
て
き
て

い
る
と
考
え
ら
れ
る
（
図
表
9
）。

　一
方
、「
こ
れ
ま
で
の
よ
う
に
は

旅
行
に
行
き
た
く
な
い
」「
ま
っ
た

く
旅
行
に
行
き
た
く
な
い
」
も
1
割

弱
を
占
め
る
。
男
女
と
も
10
〜
20
代

は
積
極
的
な
旅
行
意
向
を
示
し
た
の

い
が
、
ま
だ
予
定

を
決
め
て
い
な

い
」「
い
ま
の
と

こ
ろ
国
内
宿
泊
旅

行
を
実
施
予
定
」

と
も
に
10
ポ
イ
ン

ト
程
度
減
少
。
緊

急
事
態
宣
言
の
発

出
や
コ
ロ
ナ
の
感

染
者
増
加
が
影
響

し
、
直
近
の
旅
行

意
向
は
低
位
に
と

ど
ま
っ
た
（
図
表
8
）。

　次
に
、
コ
ロ
ナ
収
束
後
の
旅
行
意

向
に
目
を
向
け
て
み
る
。本
調
査
は
、

2
0
2
0
年
5
月
か
ら
概
ね
四
半
期

毎
に
実
施
し
て
お
り
、
7
月
時
点
で

は
5
月
時
点
に
比
べ
て
や
や
旅
行
意

向
が
減
退
し
た
も
の
の
、
10
月
時
点

で
は
回
復
、
1
月
時
点
で
は
旅
行
意

向
が
さ
ら
に
増
大
し
た
。
5
月
調
査

に
対
し
、
70
代
は
旅
行
を
控
え
が
ち

な
傾
向
を
示
し
た
。
70
代
は
コ
ロ
ナ

に
対
し
て
強
い
不
安
を
抱
い
て
お

り
、旅
行
意
向
も
低
位
に
と
ど
ま
る
。

国
内
で
は
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
進
み
つ

つ
あ
る
。
10
〜
20
代
、
70
代
、
今
後

の
両
者
の
旅
行
意
向
に
も
注
目
し
て

い
き
た
い
。

（
ご
き
た 

れ
い
こ
／
な
か 

な
な
え
）
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10.0

11.6

8.8
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5.3

6.8

5.9

コ
ロ
ナ
に
対
す
る

不
安
は
感
じ
な
い

心
配
し
て
も

仕
方
な
い

旅
行
先
の

観
光
地
を

応
援
し
た
い

値
段
が

通
常
よ
り
安
い

旅
行
先
の

感
染
者
数
が

少
な
い
の
で
安
心

経
済
の
停
滞
は

避
け
る
べ
き

ど
う
し
て
も

行
き
た
い
旅
行

外
国
人
観
光
客
が

少
な
い

同
行
者
の
考
え
に

応
じ
た

今
の
状
況
で
は

自
分
に
あ
ま
り

か
か
わ
り
は
な
い

旅
行
先
に
は

迷
惑
は
か
か
ら
な
い

記
念
日
旅
行
な
ど

今
し
か

楽
し
め
な
い
旅
行

ど
こ
も
空
い
て
い
る

休
暇
が

変
更
で
き
な
い
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分
は

感
染
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い
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発
症
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軽
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や

変
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が
面
倒

冠
婚
葬
祭
を

兼
ね
る
の
で

仕
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な
い

自
粛
に
は

耐
え
ら
れ
な
い

そ
の
他
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安
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行
先
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歓
迎
さ
れ
た

想
定
よ
り
混
雑

自
分
が
感
染
源
に

な
ら
な
い
か
心
配

閑
散
と
し
て
い
て

寂
し
い

感
染
を
気
に
し
て

疲
れ
た

旅
行
先
で
快
く

思
わ
れ
な
か
っ
た

の
で
は
と
不
安

休
業
の

店
舗・施
設
が
あ
り

残
念

旅
行
後
に
周
囲
か
ら

批
判
さ
れ
た

旅
行
後
の

待
機
要
請
対
応
等

が
大
変

そ
の
他
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菌
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励
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手
洗
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が
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の

励
行・徹
底

除
菌
剤
の
携
行

ソ
ー
シ
ャ
ル

ディ
ス
タ
ン
ス
の

確
保

多
数
が
集
ま
る

密
集
空
間
の
回
避

換
気
の
悪
い

密
閉
空
間
の
回
避

飲
食
時
の
注
意

*

ビ
ュ
ッ
フ
ェ
、

食
べ
歩
き
回
避
等

不
特
定
多
数
が

触
れ
る
箇
所
を

な
る
べ
く
触
ら
な
い

間
近
で
の
会
話
等

密
接
場
面
の
回
避

そ
の
他

特
に
何
も

し
て
い
な
い

図表 3 実施した国内宿泊観光旅行のコロナ禍による変更有無

図表 4 コロナ禍による変更内容（コロナの影響で内容を変更した旅行のみ）【複数回答】

図表 5 コロナ禍での国内宿泊観光旅行実施にあたっての気持ち【複数回答】

図表 6 コロナ禍で実施した国内宿泊観光旅行の感想【複数回答】

図表 7 国内宿泊観光旅行中のコロナ対策【複数回答】
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　公
益
財
団
法
人
日
本
交
通
公
社
で

は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

（
以
下
、
コ
ロ
ナ
）
の
流
行
が
旅
行

市
場
に
お
よ
ぼ
し
た
影
響
把
握
を
目

的
に
、
定
期
的
に
実
施
し
て
い
る

「
J
T
B
F
旅
行
実
態
調
査
」
の
調

査
内
容
を
拡
充
し
、
分
析
を
進
め
て

い
る
。
今
回
は
、
2
0
2
0
年
の
観

光
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
旅
行
（
以

下
、
観
光
旅
行
）
の
実
施
状
況
及
び

旅
行
実
態
、
今
後
の
旅
行
予
定
・
意

向
を
と
り
ま
と
め
て
紹
介
す
る
。

　2
0
2
0
年
の
観
光
旅
行
を
振
り

返
る
と
、
2
月
上
旬
の
ク
ル
ー
ズ
船

で
の
集
団
感
染
、
2
月
下
旬
の
全
国

一
斉
休
校
要
請
や
北
海
道
緊
急
事
態

宣
言
、
3
月
上
旬
の
専
門
家
会
議
に

よ
る
3
密
回
避
提
言
な
ど
を
受
け
、

コ
ロ
ナ
の
影
響
に
よ
る
旅
行
の
と
り

や
め
は
国
内
旅
行
・
海
外
旅
行
と
も

に
3
月
に
急
増
し
た
。国
内
旅
行
は
、

1
回
目
の
緊
急
事
態
宣
言
下
の
4
〜

5
月
に
は
8
割
強
が
と
り
や
め
た

が
、
6
月
以
降
は
と
り
や
め
が
徐
々

に
減
少
し
、
11
月
に
は
3
割
ま
で
下

が
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
第
3
波

下
と
な
っ
た
12
月
に
再
び
増
加
に
転

じ
、
半
数
以
上
が
旅
行
を
と
り
や
め

た
。
一
方
、
海
外
旅
行
は
、
4
月
の

と
り
や
め
は
9
割
に
達
し
、
以
降
、

入
出
国
制
限
等
の
影
響
も
あ
り
、
高

水
準
の
ま
ま
ほ
ぼ
横
ば
い
で
推
移
し

た
（
図
表
1
）。
旅
行
と
り
や
め
を

決
め
た
タ
イ
ミ
ン
グ
は
、
2
〜
4
月

は
国
内
旅
行
・
海
外
旅
行
と
も
に
当

月
に
な
っ
て
か
ら
が
3
〜
5
割
を
占

め
て
お
り
、
急
な
判
断
が
求
め
ら
れ

　こ
こ
で
は
コ
ロ
ナ
禍
中
に
実
施
し

た
国
内
宿
泊
観
光
旅
行
に
つ
い
て
み

て
い
く
。
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
旅
行

予
定
に
変
更
が
生
じ
た
割
合
は
1
月

に
は
1
割
に
満
た
な
い
ほ
ど
だ
っ
た

が
、
感
染
拡
大
と
と
も
に
徐
々
に
増

加
、
緊
急
事
態
宣
言
下
で
あ
っ
た
4

月
に
は
3
・
5
割
を
占
め
ピ
ー
ク
と

な
っ
た
。
そ
の
後
、
変
更
割
合
は
減

少
、
感
染
拡
大
傾
向
に
あ
っ
た
8
〜

9
月
に
や
や
増
加
し
た
も
の
の
、
11

月
に
は
1
割
を
下
回
っ
た
。し
か
し
、

12
月
に
は
感
染
急
拡
大
の
影
響
か
ら

再
び
変
更
割
合
が
増
加
し
た
。
こ
の

よ
う
に
、
年
間
を
通
じ
て
、
感
染
拡

大
に
と
も
な
い
、
旅
行
内
容
の
変
更

割
合
が
増
加
す
る
傾
向
が
確
認
さ
れ

た
（
図
表
3
）。

　で
は
、
ど
の
よ
う
な
変
更
が
行
わ

れ
た
の
か
。
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
っ
て
変

更
し
た
内
容
は
、
8
月
を
除
い
た
す

べ
て
の
月
で
「
活
動
内
容
・
訪
問
先
」

の
変
更
が
最
多
と
な
っ
た
。
8
月
は

「
旅
行
先
を
国
内
の
他
地
域
へ
」
の

変
更
が
最
も
高
く
、
夏
休
み
を
利
用

し
た
比
較
的
遠
方
へ
の
旅
行
か
ら
近

隣
の
旅
行
へ
の
変
更
が
多
か
っ
た
と

推
測
さ
れ
る
。「
旅
行
先
を
海
外
か

ら
国
内
へ
」
の
変
更
は
、
1
月
か
ら

た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
感
染
が
急

拡
大
し
た
12
月
も
国
内
旅
行
の
当
月

と
り
や
め
は
4
割
を
超
え
、
1
回
目

の
緊
急
事
態
宣
言
下
に
あ
っ
た
4
月

と
同
水
準
に
ま
で
増
加
し
た
。

　旅
行
を
と
り
や
め
た
理
由
に
つ
い

て
は
、
国
内
旅
行
・
海
外
旅
行
と
も

に
「
感
染
リ
ス
ク
回
避
」
が
年
間
を

通
じ
て
最
大
の
理
由
と
な
っ
た
。
国

内
旅
行
に
お
い
て
「
自
粛
要
請
」
は

と
に
な
る
（
図
表
6
）。 

　旅
行
中
の
コ
ロ
ナ
対
策
は
「
マ
ス

ク
の
着
用
」が
6
月
に
9
割
を
超
え
、

9
月
以
降
は
10
割
に
近
い
値
で
推
移

し
た
。「
特
に
何
も
し
て
い
な
い
」

は
月
を
追
う
ご
と
に
減
少
、
10
月
以

降
は
1
％
未
満
に
と
ど
ま
っ
た
。
こ

の
1
年
間
で
マ
ス
ク
着
用
、
手
指
消

毒
、
手
洗
い
・
う
が
い
な
ど
、
旅
行

先
で
の
感
染
対
策
の
徹
底
が
進
ん
だ

（
図
表
7
）。

　こ
の
先
3
ヶ
月
間
の
観
光
旅
行
の

予
定
を
尋
ね
た
と
こ
ろ
、
1
月
調
査

（
21
年
1
〜
3
月
の
旅
行
予
定
）
で

は
「
も
と
も
と
旅
行
に
行
く
予
定
は

な
い
」
が
6
割
以
上
を
占
め
、
調
査

開
始
以
降
、
最
も
高
く
な
っ
た
。
1

〜
3
月
は
観
光
旅
行
が
最
も
少
な
い

シ
ー
ズ
ン
で
は
あ
る
も
の
の
、
10
月

調
査
と
比
較
し
て
「
旅
行
に
行
き
た

緊
急
事
態
宣
言
下
で
あ
っ
た
4
月
及

び
5
月
に
4
割
を
超
え
た
が
、
年
末

年
始
の
移
動
自
粛
が
要
請
さ
れ
て
い

た
12
月
に
は
3
割
に
と
ど
ま
り
、
緊

急
事
態
宣
言
下
よ
り
低
い
割
合
と

な
っ
た
。
海
外
旅
行
は
、
国
内
旅
行

に
比
べ
て
「
旅
行
先
の
受
入
制
限
」

や
「
現
地
ま
で
の
交
通
制
限
」
が
多

く
挙
げ
ら
れ
た
（
図
表
2
）。

5
月
に
は
1
〜
2
割
を
占
め
た
が
、

6
月
以
降
は
1
割
未
満
で
推
移
し

た
。
こ
れ
は
、
日
本
や
各
国
の
出
入

国
制
限
の
状
況
を
考
慮
し
、
旅
行
計

画
の
段
階
か
ら
海
外
旅
行
が
候
補
に

入
ら
な
く
な
っ
た
こ
と
が
要
因
の
ひ

と
つ
と
考
え
ら
れ
る
（
図
表
4
）。

　コ
ロ
ナ
禍
の
旅
行
実
施
に
あ
た
っ

て
の
気
持
ち
は
、
1
〜
2
月
は
「
コ

ロ
ナ
に
対
す
る
不
安
は
感
じ
な
か
っ

た
」「
今
の
状
況
で
は
自
分
に
あ
ま

り
か
か
わ
り
は
な
い
と
思
っ
た
」
が

目
立
っ
た
が
、
3
月
に
な
る
と
そ
れ

ら
は
上
位
で
は
あ
る
も
の
の
割
合
は

減
少
。
4
月
以
降
は
「
心
配
し
て
も

仕
方
な
い
」
が
最
も
高
い
割
合
で
推

移
し
、
12
月
に
は
「
コ
ロ
ナ
に
対
す

る
不
安
は
感
じ
な
い
」
も
同
程
度
に

増
加
し
た
。「
旅
行
先
の
観
光
地
を

応
援
し
た
い
」
は
、
6
月
以
降
は
2

割
前
後
を
維
持
、
9
月
以
降
は
上
位

3
位
以
内
に
入
っ
て
お
り
、
一
定
の

割
合
を
占
め
た
（
図
表
5
）。

　旅
行
に
行
っ
た
感
想
は
、
1
〜
2

月
は
「
平
時
と
特
段
変
わ
ら
な
い
」

が
8
割
を
超
え
て
い
た
が
月
を
追
う

ご
と
に
減
少
、
4
月
以
降
は
「
混
雑

が
な
く
快
適
」が
最
多
と
な
っ
た
。
3

月
か
ら
7
月
に
か
け
て
は
、「
閑
散

と
し
て
い
て
寂
し
い
」
が
「
想
定
よ

り
混
雑
」
よ
り
高
い
割
合
で
推
移
し

た
が
、
8
月
以
降
そ
の
割
合
が
逆
転

し
た
。「
平
時
と
特
段
変
わ
ら
な
い
」

も
6
月
に
は
増
加
に
転
じ
、
12
月
に

は
半
数
が
「
平
時
と
特
段
変
わ
ら
な

い
」
と
回
答
し
た
。「
感
染
が
不
安
」

は
3
月
に
ピ
ー
ク
と
な
り
、
4
月
以

降
、
1
・
5
〜
2
割
程
度
で
推
移
し

た
。
裏
を
返
せ
ば
、
8
割
は
感
染
不

安
を
感
じ
ず
に
旅
行
で
き
て
い
た
こ

は
緊
急
事
態
宣
言
下
で
は
あ
っ
た
も

の
の
新
規
感
染
者
数
が
減
少
傾
向
に

あ
っ
た
時
期
、
7
月
調
査
は
第
2
波

に
向
け
て
感
染
拡
大
し
て
い
た
時

期
、
10
月
調
査
は
国
内
旅
行
喚
起
策

で
あ
るG

o
T
o

ト
ラ
ベ
ル
に
東
京

が
加
わ
っ
た
時
期
、
1
月
調
査
は
急

速
な
感
染
拡
大
に
伴
い
第
2
回
目
の

緊
急
事
態
宣
言
が
発
出
さ
れ
た
時
期

に
そ
れ
ぞ
れ
実
施
し
た
も
の
で
あ

る
。
当
初
、
旅
行
意
向
は
コ
ロ
ナ
の

感
染
状
況
と
連
動
し
て
変
動
す
る
、

つ
ま
り
感
染
拡
大
期
に
実
施
す
る
調

査
で
は
旅
行
意
向
は
低
く
な
る
と
い

う
仮
説
を
持
っ
て
い
た
が
、
1
月
調

査
は
感
染
急
拡
大
期
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
感
染
が
比
較
的
落
ち
着
い
て
い

た
10
月
よ
り
も
旅
行
意
向
が
高
ま
っ

た
。
こ
の
結
果
よ
り
、
コ
ロ
ナ
禍
の

長
期
化
に
と
も
な
い
、
自
粛
し
て
き

た
分
、
旅
行
に
行
き
た
い
と
い
う
思

い
が
こ
れ
ま
で
以
上
に
増
し
て
き
て

い
る
と
考
え
ら
れ
る
（
図
表
9
）。

　一
方
、「
こ
れ
ま
で
の
よ
う
に
は

旅
行
に
行
き
た
く
な
い
」「
ま
っ
た

く
旅
行
に
行
き
た
く
な
い
」
も
1
割

弱
を
占
め
る
。
男
女
と
も
10
〜
20
代

は
積
極
的
な
旅
行
意
向
を
示
し
た
の

い
が
、
ま
だ
予
定

を
決
め
て
い
な

い
」「
い
ま
の
と

こ
ろ
国
内
宿
泊
旅

行
を
実
施
予
定
」

と
も
に
10
ポ
イ
ン

ト
程
度
減
少
。
緊

急
事
態
宣
言
の
発

出
や
コ
ロ
ナ
の
感

染
者
増
加
が
影
響

し
、
直
近
の
旅
行

意
向
は
低
位
に
と

ど
ま
っ
た
（
図
表
8
）。

　次
に
、
コ
ロ
ナ
収
束
後
の
旅
行
意

向
に
目
を
向
け
て
み
る
。本
調
査
は
、

2
0
2
0
年
5
月
か
ら
概
ね
四
半
期

毎
に
実
施
し
て
お
り
、
7
月
時
点
で

は
5
月
時
点
に
比
べ
て
や
や
旅
行
意

向
が
減
退
し
た
も
の
の
、
10
月
時
点

で
は
回
復
、
1
月
時
点
で
は
旅
行
意

向
が
さ
ら
に
増
大
し
た
。
5
月
調
査

に
対
し
、
70
代
は
旅
行
を
控
え
が
ち

な
傾
向
を
示
し
た
。
70
代
は
コ
ロ
ナ

に
対
し
て
強
い
不
安
を
抱
い
て
お

り
、旅
行
意
向
も
低
位
に
と
ど
ま
る
。

国
内
で
は
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
進
み
つ

つ
あ
る
。
10
〜
20
代
、
70
代
、
今
後

の
両
者
の
旅
行
意
向
に
も
注
目
し
て

い
き
た
い
。

（
ご
き
た 

れ
い
こ
／
な
か 

な
な
え
）
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も

仕
方
な
い

旅
行
先
の

観
光
地
を

応
援
し
た
い

値
段
が

通
常
よ
り
安
い

旅
行
先
の

感
染
者
数
が

少
な
い
の
で
安
心

経
済
の
停
滞
は

避
け
る
べ
き

ど
う
し
て
も

行
き
た
い
旅
行

外
国
人
観
光
客
が

少
な
い

同
行
者
の
考
え
に

応
じ
た

今
の
状
況
で
は

自
分
に
あ
ま
り

か
か
わ
り
は
な
い

旅
行
先
に
は

迷
惑
は
か
か
ら
な
い

記
念
日
旅
行
な
ど

今
し
か

楽
し
め
な
い
旅
行

ど
こ
も
空
い
て
い
る

休
暇
が

変
更
で
き
な
い

自
分
は

感
染
し
な
い

キ
ャ
ン
セ
ル
料
が

嫌 感
染
し
て
も

発
症
し
な
い・

軽
症
で
済
む

旅
行
の
中
止
や

変
更
が
面
倒

冠
婚
葬
祭
を

兼
ね
る
の
で

仕
方
な
い

自
粛
に
は

耐
え
ら
れ
な
い

そ
の
他
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（N＝698）
（N＝496）
（N＝450）
（N＝231）
（N＝720）
（N＝415）
（N＝475）
（N＝640）
（N＝754）
（N＝426）
（N＝324）

1月
2月
3月
4月
5月
6月
7月
8月
9月
10月
11月
12月

82.1

60.6

44.0

26.2

24.7

33.6

32.5

37.7

39.5

40.8

47.2

50.6

14.2

25.1

36.7

41.1

43.7

49.7

52.5

51.4

43.4

42.8

44.4

43.5

7.6

17.3

26.2

22.2

20.3

16.7

17.3

17.3

16.6

19.6

20.4

16.7

11.3

12.0

13.1

10.9

14.3

17.9

12.8

13.1

13.9

10.7

11.7

13.3

6.1

9.6

12.1

5.3

5.2

10.4

10.8

16.0

20.3

15.1

13.4

12.3

5.5

11.5

14.7

13.3

12.6

7.5

8.7

11.6

9.2

10.9

11.3

9.0

4.4

9.6

19.4

25.6

23.8

18.1

14.7

10.3

7.7

8.1

9.4

7.7

5.0

9.5

9.3

9.6

9.5

4.6

6.3

5.3

4.7

7.0

4.2

4.9

3.6

5.0

13.7

13.3

20.8

14.3

11.3

9.9

6.6

6.6

8.2

4.9

2.0

3.0

3.8

7.3

8.7

3.1

3.9

2.9

3.9

3.6

1.6

2.5

1.2

2.0

2.0

2.4

0.9

0.3

0.5

0.4

0.3

0.3

0.2

0.9

1.1

0.7

0.6

1.8

0.9

0.1

1.0

0.2

0.3

0.4

0.0

0.3

0.9

0.6

1.0

0.7

1.3

1.0

0.7

0.6

1.7

1.7

0.9

1.9

平
時
と
特
段

変
わ
ら
な
い

混
雑
が
な
く
快
適

感
染
が
不
安

旅
行
先
で

歓
迎
さ
れ
た

想
定
よ
り
混
雑

自
分
が
感
染
源
に

な
ら
な
い
か
心
配

閑
散
と
し
て
い
て

寂
し
い

感
染
を
気
に
し
て

疲
れ
た

旅
行
先
で
快
く

思
わ
れ
な
か
っ
た

の
で
は
と
不
安

休
業
の

店
舗・施
設
が
あ
り

残
念

旅
行
後
に
周
囲
か
ら

批
判
さ
れ
た

旅
行
後
の

待
機
要
請
対
応
等

が
大
変

そ
の
他

（N＝886）
（N＝698）
（N＝496）
（N＝450）
（N＝231）
（N＝720）
（N＝415）
（N＝475）
（N＝640）
（N＝754）
（N＝426）
（N＝324）

1月
2月
3月
4月
5月
6月
7月
8月
9月
10月
11月
12月

36.1

59.7

75.0

81.3

80.1

92.9

94.7

94.1

95.2

97.7

97.2

96.0

18.6

37.2

54.6

52.7

57.1

73.9

71.8

76.6

78.1

82.0

83.3

80.2

30.8

53.4

64.7

61.3

61.5

74.0

70.4

74.7

72.2

75.1

77.9

77.8

22.9

40.7

51.8

52.2

49.8

61.1

61.0

64.6

61.4

66.4

66.9

63.9

8.2

17.9

32.7

34.4

35.5

46.9

49.6

50.5

49.7

56.2

60.3

59.9

10.9

23.4

41.9

43.6

35.1

47.9

53.3

53.3

50.5

55.2

56.6

55.2

11.5

24.1

39.5

38.9

36.4

43.5

45.1

48.4

45.6

47.7

53.1

53.4

7.4

15.3

29.0

27.8

24.2

35.3

33.7

36.0

33.8

44.2

47.7

45.1

11.2

24.1

34.7

36.4

30.7

42.2

41.0

40.4

39.5

44.8

49.3

44.4

7.4

16.0

30.0

27.3

22.5

31.7

34.0

33.9

33.3

40.2

46.0

43.2

1.0

0.4

0.6

0.4

0.0

0.6

0.2

0.6

0.0

0.1

0.0

0.3

47.4

19.5

9.1

4.2

3.9

1.8

1.0

1.9

1.6

0.5

0.2

0.9

マ
ス
ク
の
着
用

設
置
さ
れ
て
い
る

除
菌
剤
の

励
行・徹
底

手
洗
い・

う
が
い
の

励
行・徹
底

除
菌
剤
の
携
行

ソ
ー
シ
ャ
ル

ディ
ス
タ
ン
ス
の

確
保

多
数
が
集
ま
る

密
集
空
間
の
回
避

換
気
の
悪
い

密
閉
空
間
の
回
避

飲
食
時
の
注
意

*

ビ
ュ
ッ
フ
ェ
、

食
べ
歩
き
回
避
等

不
特
定
多
数
が

触
れ
る
箇
所
を

な
る
べ
く
触
ら
な
い

間
近
で
の
会
話
等

密
接
場
面
の
回
避

そ
の
他

特
に
何
も

し
て
い
な
い

図表 3 実施した国内宿泊観光旅行のコロナ禍による変更有無

図表 4 コロナ禍による変更内容（コロナの影響で内容を変更した旅行のみ）【複数回答】

図表 5 コロナ禍での国内宿泊観光旅行実施にあたっての気持ち【複数回答】

図表 6 コロナ禍で実施した国内宿泊観光旅行の感想【複数回答】

図表 7 国内宿泊観光旅行中のコロナ対策【複数回答】
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　公
益
財
団
法
人
日
本
交
通
公
社
で

は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

（
以
下
、
コ
ロ
ナ
）
の
流
行
が
旅
行

市
場
に
お
よ
ぼ
し
た
影
響
把
握
を
目

的
に
、
定
期
的
に
実
施
し
て
い
る

「
J
T
B
F
旅
行
実
態
調
査
」
の
調

査
内
容
を
拡
充
し
、
分
析
を
進
め
て

い
る
。
今
回
は
、
2
0
2
0
年
の
観

光
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
旅
行
（
以

下
、
観
光
旅
行
）
の
実
施
状
況
及
び

旅
行
実
態
、
今
後
の
旅
行
予
定
・
意

向
を
と
り
ま
と
め
て
紹
介
す
る
。

　2
0
2
0
年
の
観
光
旅
行
を
振
り

返
る
と
、
2
月
上
旬
の
ク
ル
ー
ズ
船

で
の
集
団
感
染
、
2
月
下
旬
の
全
国

一
斉
休
校
要
請
や
北
海
道
緊
急
事
態

宣
言
、
3
月
上
旬
の
専
門
家
会
議
に

よ
る
3
密
回
避
提
言
な
ど
を
受
け
、

コ
ロ
ナ
の
影
響
に
よ
る
旅
行
の
と
り

や
め
は
国
内
旅
行
・
海
外
旅
行
と
も

に
3
月
に
急
増
し
た
。国
内
旅
行
は
、

1
回
目
の
緊
急
事
態
宣
言
下
の
4
〜

5
月
に
は
8
割
強
が
と
り
や
め
た

が
、
6
月
以
降
は
と
り
や
め
が
徐
々

に
減
少
し
、
11
月
に
は
3
割
ま
で
下

が
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
第
3
波

下
と
な
っ
た
12
月
に
再
び
増
加
に
転

じ
、
半
数
以
上
が
旅
行
を
と
り
や
め

た
。
一
方
、
海
外
旅
行
は
、
4
月
の

と
り
や
め
は
9
割
に
達
し
、
以
降
、

入
出
国
制
限
等
の
影
響
も
あ
り
、
高

水
準
の
ま
ま
ほ
ぼ
横
ば
い
で
推
移
し

た
（
図
表
1
）。
旅
行
と
り
や
め
を

決
め
た
タ
イ
ミ
ン
グ
は
、
2
〜
4
月

は
国
内
旅
行
・
海
外
旅
行
と
も
に
当

月
に
な
っ
て
か
ら
が
3
〜
5
割
を
占

め
て
お
り
、
急
な
判
断
が
求
め
ら
れ

　こ
こ
で
は
コ
ロ
ナ
禍
中
に
実
施
し

た
国
内
宿
泊
観
光
旅
行
に
つ
い
て
み

て
い
く
。
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
旅
行

予
定
に
変
更
が
生
じ
た
割
合
は
1
月

に
は
1
割
に
満
た
な
い
ほ
ど
だ
っ
た

が
、
感
染
拡
大
と
と
も
に
徐
々
に
増

加
、
緊
急
事
態
宣
言
下
で
あ
っ
た
4

月
に
は
3
・
5
割
を
占
め
ピ
ー
ク
と

な
っ
た
。
そ
の
後
、
変
更
割
合
は
減

少
、
感
染
拡
大
傾
向
に
あ
っ
た
8
〜

9
月
に
や
や
増
加
し
た
も
の
の
、
11

月
に
は
1
割
を
下
回
っ
た
。し
か
し
、

12
月
に
は
感
染
急
拡
大
の
影
響
か
ら

再
び
変
更
割
合
が
増
加
し
た
。
こ
の

よ
う
に
、
年
間
を
通
じ
て
、
感
染
拡

大
に
と
も
な
い
、
旅
行
内
容
の
変
更

割
合
が
増
加
す
る
傾
向
が
確
認
さ
れ

た
（
図
表
3
）。

　で
は
、
ど
の
よ
う
な
変
更
が
行
わ

れ
た
の
か
。
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
っ
て
変

更
し
た
内
容
は
、
8
月
を
除
い
た
す

べ
て
の
月
で
「
活
動
内
容
・
訪
問
先
」

の
変
更
が
最
多
と
な
っ
た
。
8
月
は

「
旅
行
先
を
国
内
の
他
地
域
へ
」
の

変
更
が
最
も
高
く
、
夏
休
み
を
利
用

し
た
比
較
的
遠
方
へ
の
旅
行
か
ら
近

隣
の
旅
行
へ
の
変
更
が
多
か
っ
た
と

推
測
さ
れ
る
。「
旅
行
先
を
海
外
か

ら
国
内
へ
」
の
変
更
は
、
1
月
か
ら

た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
感
染
が
急

拡
大
し
た
12
月
も
国
内
旅
行
の
当
月

と
り
や
め
は
4
割
を
超
え
、
1
回
目

の
緊
急
事
態
宣
言
下
に
あ
っ
た
4
月

と
同
水
準
に
ま
で
増
加
し
た
。

　旅
行
を
と
り
や
め
た
理
由
に
つ
い

て
は
、
国
内
旅
行
・
海
外
旅
行
と
も

に
「
感
染
リ
ス
ク
回
避
」
が
年
間
を

通
じ
て
最
大
の
理
由
と
な
っ
た
。
国

内
旅
行
に
お
い
て
「
自
粛
要
請
」
は

と
に
な
る
（
図
表
6
）。 

　旅
行
中
の
コ
ロ
ナ
対
策
は
「
マ
ス

ク
の
着
用
」が
6
月
に
9
割
を
超
え
、

9
月
以
降
は
10
割
に
近
い
値
で
推
移

し
た
。「
特
に
何
も
し
て
い
な
い
」

は
月
を
追
う
ご
と
に
減
少
、
10
月
以

降
は
1
％
未
満
に
と
ど
ま
っ
た
。
こ

の
1
年
間
で
マ
ス
ク
着
用
、
手
指
消

毒
、
手
洗
い
・
う
が
い
な
ど
、
旅
行

先
で
の
感
染
対
策
の
徹
底
が
進
ん
だ

（
図
表
7
）。

　こ
の
先
3
ヶ
月
間
の
観
光
旅
行
の

予
定
を
尋
ね
た
と
こ
ろ
、
1
月
調
査

（
21
年
1
〜
3
月
の
旅
行
予
定
）
で

は
「
も
と
も
と
旅
行
に
行
く
予
定
は

な
い
」
が
6
割
以
上
を
占
め
、
調
査

開
始
以
降
、
最
も
高
く
な
っ
た
。
1

〜
3
月
は
観
光
旅
行
が
最
も
少
な
い

シ
ー
ズ
ン
で
は
あ
る
も
の
の
、
10
月

調
査
と
比
較
し
て
「
旅
行
に
行
き
た

緊
急
事
態
宣
言
下
で
あ
っ
た
4
月
及

び
5
月
に
4
割
を
超
え
た
が
、
年
末

年
始
の
移
動
自
粛
が
要
請
さ
れ
て
い

た
12
月
に
は
3
割
に
と
ど
ま
り
、
緊

急
事
態
宣
言
下
よ
り
低
い
割
合
と

な
っ
た
。
海
外
旅
行
は
、
国
内
旅
行

に
比
べ
て
「
旅
行
先
の
受
入
制
限
」

や
「
現
地
ま
で
の
交
通
制
限
」
が
多

く
挙
げ
ら
れ
た
（
図
表
2
）。

5
月
に
は
1
〜
2
割
を
占
め
た
が
、

6
月
以
降
は
1
割
未
満
で
推
移
し

た
。
こ
れ
は
、
日
本
や
各
国
の
出
入

国
制
限
の
状
況
を
考
慮
し
、
旅
行
計

画
の
段
階
か
ら
海
外
旅
行
が
候
補
に

入
ら
な
く
な
っ
た
こ
と
が
要
因
の
ひ

と
つ
と
考
え
ら
れ
る
（
図
表
4
）。

　コ
ロ
ナ
禍
の
旅
行
実
施
に
あ
た
っ

て
の
気
持
ち
は
、
1
〜
2
月
は
「
コ

ロ
ナ
に
対
す
る
不
安
は
感
じ
な
か
っ

た
」「
今
の
状
況
で
は
自
分
に
あ
ま

り
か
か
わ
り
は
な
い
と
思
っ
た
」
が

目
立
っ
た
が
、
3
月
に
な
る
と
そ
れ

ら
は
上
位
で
は
あ
る
も
の
の
割
合
は

減
少
。
4
月
以
降
は
「
心
配
し
て
も

仕
方
な
い
」
が
最
も
高
い
割
合
で
推

移
し
、
12
月
に
は
「
コ
ロ
ナ
に
対
す

る
不
安
は
感
じ
な
い
」
も
同
程
度
に

増
加
し
た
。「
旅
行
先
の
観
光
地
を

応
援
し
た
い
」
は
、
6
月
以
降
は
2

割
前
後
を
維
持
、
9
月
以
降
は
上
位

3
位
以
内
に
入
っ
て
お
り
、
一
定
の

割
合
を
占
め
た
（
図
表
5
）。

　旅
行
に
行
っ
た
感
想
は
、
1
〜
2

月
は
「
平
時
と
特
段
変
わ
ら
な
い
」

が
8
割
を
超
え
て
い
た
が
月
を
追
う

ご
と
に
減
少
、
4
月
以
降
は
「
混
雑

が
な
く
快
適
」が
最
多
と
な
っ
た
。
3

月
か
ら
7
月
に
か
け
て
は
、「
閑
散

と
し
て
い
て
寂
し
い
」
が
「
想
定
よ

り
混
雑
」
よ
り
高
い
割
合
で
推
移
し

た
が
、
8
月
以
降
そ
の
割
合
が
逆
転

し
た
。「
平
時
と
特
段
変
わ
ら
な
い
」

も
6
月
に
は
増
加
に
転
じ
、
12
月
に

は
半
数
が
「
平
時
と
特
段
変
わ
ら
な

い
」
と
回
答
し
た
。「
感
染
が
不
安
」

は
3
月
に
ピ
ー
ク
と
な
り
、
4
月
以

降
、
1
・
5
〜
2
割
程
度
で
推
移
し

た
。
裏
を
返
せ
ば
、
8
割
は
感
染
不

安
を
感
じ
ず
に
旅
行
で
き
て
い
た
こ

は
緊
急
事
態
宣
言
下
で
は
あ
っ
た
も

の
の
新
規
感
染
者
数
が
減
少
傾
向
に

あ
っ
た
時
期
、
7
月
調
査
は
第
2
波

に
向
け
て
感
染
拡
大
し
て
い
た
時

期
、
10
月
調
査
は
国
内
旅
行
喚
起
策

で
あ
るG

o
T
o

ト
ラ
ベ
ル
に
東
京

が
加
わ
っ
た
時
期
、
1
月
調
査
は
急

速
な
感
染
拡
大
に
伴
い
第
2
回
目
の

緊
急
事
態
宣
言
が
発
出
さ
れ
た
時
期

に
そ
れ
ぞ
れ
実
施
し
た
も
の
で
あ

る
。
当
初
、
旅
行
意
向
は
コ
ロ
ナ
の

感
染
状
況
と
連
動
し
て
変
動
す
る
、

つ
ま
り
感
染
拡
大
期
に
実
施
す
る
調

査
で
は
旅
行
意
向
は
低
く
な
る
と
い

う
仮
説
を
持
っ
て
い
た
が
、
1
月
調

査
は
感
染
急
拡
大
期
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
感
染
が
比
較
的
落
ち
着
い
て
い

た
10
月
よ
り
も
旅
行
意
向
が
高
ま
っ

た
。
こ
の
結
果
よ
り
、
コ
ロ
ナ
禍
の

長
期
化
に
と
も
な
い
、
自
粛
し
て
き

た
分
、
旅
行
に
行
き
た
い
と
い
う
思

い
が
こ
れ
ま
で
以
上
に
増
し
て
き
て

い
る
と
考
え
ら
れ
る
（
図
表
9
）。

　一
方
、「
こ
れ
ま
で
の
よ
う
に
は

旅
行
に
行
き
た
く
な
い
」「
ま
っ
た

く
旅
行
に
行
き
た
く
な
い
」
も
1
割

弱
を
占
め
る
。
男
女
と
も
10
〜
20
代

は
積
極
的
な
旅
行
意
向
を
示
し
た
の

3
．今
後
の

旅
行
予
定
・
意
向

い
が
、
ま
だ
予
定

を
決
め
て
い
な

い
」「
い
ま
の
と

こ
ろ
国
内
宿
泊
旅

行
を
実
施
予
定
」

と
も
に
10
ポ
イ
ン

ト
程
度
減
少
。
緊

急
事
態
宣
言
の
発

出
や
コ
ロ
ナ
の
感

染
者
増
加
が
影
響

し
、
直
近
の
旅
行

意
向
は
低
位
に
と

ど
ま
っ
た
（
図
表
8
）。

　次
に
、
コ
ロ
ナ
収
束
後
の
旅
行
意

向
に
目
を
向
け
て
み
る
。本
調
査
は
、

2
0
2
0
年
5
月
か
ら
概
ね
四
半
期

毎
に
実
施
し
て
お
り
、
7
月
時
点
で

は
5
月
時
点
に
比
べ
て
や
や
旅
行
意

向
が
減
退
し
た
も
の
の
、
10
月
時
点

で
は
回
復
、
1
月
時
点
で
は
旅
行
意

向
が
さ
ら
に
増
大
し
た
。
5
月
調
査

に
対
し
、
70
代
は
旅
行
を
控
え
が
ち

な
傾
向
を
示
し
た
。
70
代
は
コ
ロ
ナ

に
対
し
て
強
い
不
安
を
抱
い
て
お

り
、旅
行
意
向
も
低
位
に
と
ど
ま
る
。

国
内
で
は
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
進
み
つ

つ
あ
る
。
10
〜
20
代
、
70
代
、
今
後

の
両
者
の
旅
行
意
向
に
も
注
目
し
て

い
き
た
い
。

（
ご
き
た 

れ
い
こ
／
な
か 

な
な
え
）

20% 40% 60% 80%

N=
50,000

N=
50,000

N=
50,000

N=
50,000

●調査名

●調査対象

●調査方法

●調査時期
（調査の対象
とした旅行期間）

●標本の
大きさ／
トリップ数※3

調査概要

0% 20%10%

20%

15%

10%

5%

0%
30% 40% 50% 60%

海
外
旅
行
実
施
意
向

感染不安これまで以上に旅行に行きたい

こ
れ
ま
で
の
よ
う
に
は
旅
行
に
行
き
た
く
な
い・

全
く
旅
行
に
行
き
た
く
な
い

12.6

12.2

11.4

12.1

11.3

10.8

3.4

3.2

2.7

5.9

8.7

6.0

51.0

50.1

50.6

15.1

14.5

18.6

11.311.43.14.847.422.0

0% 100%

※1：国勢調査時の人口（地域・性別・年代）に基づき、調査会社のモニターを割り当て。
ただし、一部若年層および高齢層において不足した属性あり。 
※2：海外観光旅行も調査対象だが、4月以降の海外観光旅行実施票を十分に得られなかったため、
今回の分析対象からは除外した。 
※3：トリップ数：期間中に複数回旅行した人は旅行ごとに回答。
※「1. 2020年の旅行実施状況」「3. 今後の旅行予定・意向」は全体調査を、「2. 2020年の国内旅行
の実態」はトリップ調査を対象に集計した。  

JTBF旅行実態調査2020

ウェブ調査

第1回：2020/5/1～11（1-3月の旅行実態） 
第2回：2020/7/9～15（4-6月の旅行実態） 
第3回：2020/10/1～7（7-9月の旅行実態） 
第4回：2021/1/7～14（10-12月の旅行実態） 

第1回：1,451／2,080
第2回：1,069／1,401
第3回：1,043／1,530
第4回：1,016／1,504

全体調査

̶

各回 50,000／ー

全国16～79歳の男女（調査会社のパネルより抽出※1）

トリップ調査

期間中に
国内宿泊観光旅行を

実施した人※2

これまで以上に旅行に行きたい
これまでと同程度、旅行に行きたい
これまでのようには旅行に行きたくない
全く旅行に行きたくない
新型コロナウイルスが流行する以前も、あまり旅行はしていない
わからない

20年
5月調査

（N=50,000）

20年
7月調査

（N=50,000）

20年
10月調査

（N=50,000）

21年
1月調査

（N=50,000）

女性70代

女性10代

女性20代

女性30代

男性70代

男性10代

男性20代
男性30代

男性40代
女性40代

男性60代

女性60代

女性50代
男性50代

旅行意向あり
（検討・中止含む）
44.4

旅行意向あり
（検討・中止含む）
36.5

旅行意向あり
（検討・中止含む）
54.4

もともと旅行に
行く予定はない
55.6

もともと旅行に
行く予定はない
63.5

旅行意向あり
（検討・中止含む）
54.3

もともと旅行に
行く予定はない
45.6

もともと旅行に
行く予定はない
45.7

20年5月調査
20年4~6月の旅行予定

20年7月調査
20年7~9月の旅行予定

20年10月調査
20年10~12月の旅行予定

21年1月調査
21年1~3月の旅行予定

10% 20% 30% 40%

17.5
30.1

29.3
19.4

0.5
0.6
0.5
0.3

6.5
2.7

2.0
2.1
2.0

1.6
1.2
0.9

6.1
5.8

4.1
4.2

0.8
3.0

4.5
1.2

14.9
6.5

4.6
7.4

3.0
2.8

1.9
2.1

8.3
10.0

6.6
6.9

1.6
9.3

14.8
3.1

3.3
2.1

1.6
0.9
1.0
0.9
0.8

0.4
2.0
2.4

1.9
1.5
1.4
1.7
1.5
1.5

既に中止・延期を決定

中止・延期を
検討している

計画することを
躊躇している

いまのところ実施予定

既に中止・延期を決定

中止・延期を
検討している

計画することを
躊躇している

いまのところ実施予定

既に中止・延期を決定

中止・延期を
検討している

計画することを
躊躇している

いまのところ実施予定

コロナの影響は関係なく、
中止・延期を決定・

検討している旅行がある

旅行に行きたいが、
まだ予定を決めていない

国内
日帰り
旅行

国内
宿泊
旅行

海外
旅行

0%

図表 8 この先の3ヶ月間の観光旅行の予定【複数回答】

図表 9 コロナ収束後の旅行意向

※「コロナ以前もあまり旅行
をしていない」「わからない」
を除く割合

20年5月調査（N=50,000）
20年7月調査（N=50,000）
20年10月調査（N=50,000）
21年1月調査（N=50,000）
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　公
益
財
団
法
人
日
本
交
通
公
社
で

は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

（
以
下
、
コ
ロ
ナ
）
の
流
行
が
旅
行

市
場
に
お
よ
ぼ
し
た
影
響
把
握
を
目

的
に
、
定
期
的
に
実
施
し
て
い
る

「
J
T
B
F
旅
行
実
態
調
査
」
の
調

査
内
容
を
拡
充
し
、
分
析
を
進
め
て

い
る
。
今
回
は
、
2
0
2
0
年
の
観

光
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
旅
行
（
以

下
、
観
光
旅
行
）
の
実
施
状
況
及
び

旅
行
実
態
、
今
後
の
旅
行
予
定
・
意

向
を
と
り
ま
と
め
て
紹
介
す
る
。

　2
0
2
0
年
の
観
光
旅
行
を
振
り

返
る
と
、
2
月
上
旬
の
ク
ル
ー
ズ
船

で
の
集
団
感
染
、
2
月
下
旬
の
全
国

一
斉
休
校
要
請
や
北
海
道
緊
急
事
態

宣
言
、
3
月
上
旬
の
専
門
家
会
議
に

よ
る
3
密
回
避
提
言
な
ど
を
受
け
、

コ
ロ
ナ
の
影
響
に
よ
る
旅
行
の
と
り

や
め
は
国
内
旅
行
・
海
外
旅
行
と
も

に
3
月
に
急
増
し
た
。国
内
旅
行
は
、

1
回
目
の
緊
急
事
態
宣
言
下
の
4
〜

5
月
に
は
8
割
強
が
と
り
や
め
た

が
、
6
月
以
降
は
と
り
や
め
が
徐
々

に
減
少
し
、
11
月
に
は
3
割
ま
で
下

が
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
第
3
波

下
と
な
っ
た
12
月
に
再
び
増
加
に
転

じ
、
半
数
以
上
が
旅
行
を
と
り
や
め

た
。
一
方
、
海
外
旅
行
は
、
4
月
の

と
り
や
め
は
9
割
に
達
し
、
以
降
、

入
出
国
制
限
等
の
影
響
も
あ
り
、
高

水
準
の
ま
ま
ほ
ぼ
横
ば
い
で
推
移
し

た
（
図
表
1
）。
旅
行
と
り
や
め
を

決
め
た
タ
イ
ミ
ン
グ
は
、
2
〜
4
月

は
国
内
旅
行
・
海
外
旅
行
と
も
に
当

月
に
な
っ
て
か
ら
が
3
〜
5
割
を
占

め
て
お
り
、
急
な
判
断
が
求
め
ら
れ

　こ
こ
で
は
コ
ロ
ナ
禍
中
に
実
施
し

た
国
内
宿
泊
観
光
旅
行
に
つ
い
て
み

て
い
く
。
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
旅
行

予
定
に
変
更
が
生
じ
た
割
合
は
1
月

に
は
1
割
に
満
た
な
い
ほ
ど
だ
っ
た

が
、
感
染
拡
大
と
と
も
に
徐
々
に
増

加
、
緊
急
事
態
宣
言
下
で
あ
っ
た
4

月
に
は
3
・
5
割
を
占
め
ピ
ー
ク
と

な
っ
た
。
そ
の
後
、
変
更
割
合
は
減

少
、
感
染
拡
大
傾
向
に
あ
っ
た
8
〜

9
月
に
や
や
増
加
し
た
も
の
の
、
11

月
に
は
1
割
を
下
回
っ
た
。し
か
し
、

12
月
に
は
感
染
急
拡
大
の
影
響
か
ら

再
び
変
更
割
合
が
増
加
し
た
。
こ
の

よ
う
に
、
年
間
を
通
じ
て
、
感
染
拡

大
に
と
も
な
い
、
旅
行
内
容
の
変
更

割
合
が
増
加
す
る
傾
向
が
確
認
さ
れ

た
（
図
表
3
）。

　で
は
、
ど
の
よ
う
な
変
更
が
行
わ

れ
た
の
か
。
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
っ
て
変

更
し
た
内
容
は
、
8
月
を
除
い
た
す

べ
て
の
月
で
「
活
動
内
容
・
訪
問
先
」

の
変
更
が
最
多
と
な
っ
た
。
8
月
は

「
旅
行
先
を
国
内
の
他
地
域
へ
」
の

変
更
が
最
も
高
く
、
夏
休
み
を
利
用

し
た
比
較
的
遠
方
へ
の
旅
行
か
ら
近

隣
の
旅
行
へ
の
変
更
が
多
か
っ
た
と

推
測
さ
れ
る
。「
旅
行
先
を
海
外
か

ら
国
内
へ
」
の
変
更
は
、
1
月
か
ら

た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
感
染
が
急

拡
大
し
た
12
月
も
国
内
旅
行
の
当
月

と
り
や
め
は
4
割
を
超
え
、
1
回
目

の
緊
急
事
態
宣
言
下
に
あ
っ
た
4
月

と
同
水
準
に
ま
で
増
加
し
た
。

　旅
行
を
と
り
や
め
た
理
由
に
つ
い

て
は
、
国
内
旅
行
・
海
外
旅
行
と
も

に
「
感
染
リ
ス
ク
回
避
」
が
年
間
を

通
じ
て
最
大
の
理
由
と
な
っ
た
。
国

内
旅
行
に
お
い
て
「
自
粛
要
請
」
は

と
に
な
る
（
図
表
6
）。 

　旅
行
中
の
コ
ロ
ナ
対
策
は
「
マ
ス

ク
の
着
用
」が
6
月
に
9
割
を
超
え
、

9
月
以
降
は
10
割
に
近
い
値
で
推
移

し
た
。「
特
に
何
も
し
て
い
な
い
」

は
月
を
追
う
ご
と
に
減
少
、
10
月
以

降
は
1
％
未
満
に
と
ど
ま
っ
た
。
こ

の
1
年
間
で
マ
ス
ク
着
用
、
手
指
消

毒
、
手
洗
い
・
う
が
い
な
ど
、
旅
行

先
で
の
感
染
対
策
の
徹
底
が
進
ん
だ

（
図
表
7
）。

　こ
の
先
3
ヶ
月
間
の
観
光
旅
行
の

予
定
を
尋
ね
た
と
こ
ろ
、
1
月
調
査

（
21
年
1
〜
3
月
の
旅
行
予
定
）
で

は
「
も
と
も
と
旅
行
に
行
く
予
定
は

な
い
」
が
6
割
以
上
を
占
め
、
調
査

開
始
以
降
、
最
も
高
く
な
っ
た
。
1

〜
3
月
は
観
光
旅
行
が
最
も
少
な
い

シ
ー
ズ
ン
で
は
あ
る
も
の
の
、
10
月

調
査
と
比
較
し
て
「
旅
行
に
行
き
た

緊
急
事
態
宣
言
下
で
あ
っ
た
4
月
及

び
5
月
に
4
割
を
超
え
た
が
、
年
末

年
始
の
移
動
自
粛
が
要
請
さ
れ
て
い

た
12
月
に
は
3
割
に
と
ど
ま
り
、
緊

急
事
態
宣
言
下
よ
り
低
い
割
合
と

な
っ
た
。
海
外
旅
行
は
、
国
内
旅
行

に
比
べ
て
「
旅
行
先
の
受
入
制
限
」

や
「
現
地
ま
で
の
交
通
制
限
」
が
多

く
挙
げ
ら
れ
た
（
図
表
2
）。

5
月
に
は
1
〜
2
割
を
占
め
た
が
、

6
月
以
降
は
1
割
未
満
で
推
移
し

た
。
こ
れ
は
、
日
本
や
各
国
の
出
入

国
制
限
の
状
況
を
考
慮
し
、
旅
行
計

画
の
段
階
か
ら
海
外
旅
行
が
候
補
に

入
ら
な
く
な
っ
た
こ
と
が
要
因
の
ひ

と
つ
と
考
え
ら
れ
る
（
図
表
4
）。

　コ
ロ
ナ
禍
の
旅
行
実
施
に
あ
た
っ

て
の
気
持
ち
は
、
1
〜
2
月
は
「
コ

ロ
ナ
に
対
す
る
不
安
は
感
じ
な
か
っ

た
」「
今
の
状
況
で
は
自
分
に
あ
ま

り
か
か
わ
り
は
な
い
と
思
っ
た
」
が

目
立
っ
た
が
、
3
月
に
な
る
と
そ
れ

ら
は
上
位
で
は
あ
る
も
の
の
割
合
は

減
少
。
4
月
以
降
は
「
心
配
し
て
も

仕
方
な
い
」
が
最
も
高
い
割
合
で
推

移
し
、
12
月
に
は
「
コ
ロ
ナ
に
対
す

る
不
安
は
感
じ
な
い
」
も
同
程
度
に

増
加
し
た
。「
旅
行
先
の
観
光
地
を

応
援
し
た
い
」
は
、
6
月
以
降
は
2

割
前
後
を
維
持
、
9
月
以
降
は
上
位

3
位
以
内
に
入
っ
て
お
り
、
一
定
の

割
合
を
占
め
た
（
図
表
5
）。

　旅
行
に
行
っ
た
感
想
は
、
1
〜
2

月
は
「
平
時
と
特
段
変
わ
ら
な
い
」

が
8
割
を
超
え
て
い
た
が
月
を
追
う

ご
と
に
減
少
、
4
月
以
降
は
「
混
雑

が
な
く
快
適
」が
最
多
と
な
っ
た
。
3

月
か
ら
7
月
に
か
け
て
は
、「
閑
散

と
し
て
い
て
寂
し
い
」
が
「
想
定
よ

り
混
雑
」
よ
り
高
い
割
合
で
推
移
し

た
が
、
8
月
以
降
そ
の
割
合
が
逆
転

し
た
。「
平
時
と
特
段
変
わ
ら
な
い
」

も
6
月
に
は
増
加
に
転
じ
、
12
月
に

は
半
数
が
「
平
時
と
特
段
変
わ
ら
な

い
」
と
回
答
し
た
。「
感
染
が
不
安
」

は
3
月
に
ピ
ー
ク
と
な
り
、
4
月
以

降
、
1
・
5
〜
2
割
程
度
で
推
移
し

た
。
裏
を
返
せ
ば
、
8
割
は
感
染
不

安
を
感
じ
ず
に
旅
行
で
き
て
い
た
こ

は
緊
急
事
態
宣
言
下
で
は
あ
っ
た
も

の
の
新
規
感
染
者
数
が
減
少
傾
向
に

あ
っ
た
時
期
、
7
月
調
査
は
第
2
波

に
向
け
て
感
染
拡
大
し
て
い
た
時

期
、
10
月
調
査
は
国
内
旅
行
喚
起
策

で
あ
るG

o
T
o

ト
ラ
ベ
ル
に
東
京

が
加
わ
っ
た
時
期
、
1
月
調
査
は
急

速
な
感
染
拡
大
に
伴
い
第
2
回
目
の

緊
急
事
態
宣
言
が
発
出
さ
れ
た
時
期

に
そ
れ
ぞ
れ
実
施
し
た
も
の
で
あ

る
。
当
初
、
旅
行
意
向
は
コ
ロ
ナ
の

感
染
状
況
と
連
動
し
て
変
動
す
る
、

つ
ま
り
感
染
拡
大
期
に
実
施
す
る
調

査
で
は
旅
行
意
向
は
低
く
な
る
と
い

う
仮
説
を
持
っ
て
い
た
が
、
1
月
調

査
は
感
染
急
拡
大
期
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
感
染
が
比
較
的
落
ち
着
い
て
い

た
10
月
よ
り
も
旅
行
意
向
が
高
ま
っ

た
。
こ
の
結
果
よ
り
、
コ
ロ
ナ
禍
の

長
期
化
に
と
も
な
い
、
自
粛
し
て
き

た
分
、
旅
行
に
行
き
た
い
と
い
う
思

い
が
こ
れ
ま
で
以
上
に
増
し
て
き
て

い
る
と
考
え
ら
れ
る
（
図
表
9
）。

　一
方
、「
こ
れ
ま
で
の
よ
う
に
は

旅
行
に
行
き
た
く
な
い
」「
ま
っ
た

く
旅
行
に
行
き
た
く
な
い
」
も
1
割

弱
を
占
め
る
。
男
女
と
も
10
〜
20
代

は
積
極
的
な
旅
行
意
向
を
示
し
た
の

3
．今
後
の

旅
行
予
定
・
意
向

い
が
、
ま
だ
予
定

を
決
め
て
い
な

い
」「
い
ま
の
と

こ
ろ
国
内
宿
泊
旅

行
を
実
施
予
定
」

と
も
に
10
ポ
イ
ン

ト
程
度
減
少
。
緊

急
事
態
宣
言
の
発

出
や
コ
ロ
ナ
の
感

染
者
増
加
が
影
響

し
、
直
近
の
旅
行

意
向
は
低
位
に
と

ど
ま
っ
た
（
図
表
8
）。

　次
に
、
コ
ロ
ナ
収
束
後
の
旅
行
意

向
に
目
を
向
け
て
み
る
。本
調
査
は
、

2
0
2
0
年
5
月
か
ら
概
ね
四
半
期

毎
に
実
施
し
て
お
り
、
7
月
時
点
で

は
5
月
時
点
に
比
べ
て
や
や
旅
行
意

向
が
減
退
し
た
も
の
の
、
10
月
時
点

で
は
回
復
、
1
月
時
点
で
は
旅
行
意

向
が
さ
ら
に
増
大
し
た
。
5
月
調
査

に
対
し
、
70
代
は
旅
行
を
控
え
が
ち

な
傾
向
を
示
し
た
。
70
代
は
コ
ロ
ナ

に
対
し
て
強
い
不
安
を
抱
い
て
お

り
、旅
行
意
向
も
低
位
に
と
ど
ま
る
。

国
内
で
は
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
進
み
つ

つ
あ
る
。
10
〜
20
代
、
70
代
、
今
後

の
両
者
の
旅
行
意
向
に
も
注
目
し
て

い
き
た
い
。

（
ご
き
た 

れ
い
こ
／
な
か 

な
な
え
）

20% 40% 60% 80%

N=
50,000

N=
50,000

N=
50,000

N=
50,000

●調査名

●調査対象

●調査方法

●調査時期
（調査の対象
とした旅行期間）

●標本の
大きさ／
トリップ数※3

調査概要

0% 20%10%

20%

15%

10%

5%

0%
30% 40% 50% 60%

海
外
旅
行
実
施
意
向

感染不安これまで以上に旅行に行きたい

こ
れ
ま
で
の
よ
う
に
は
旅
行
に
行
き
た
く
な
い・

全
く
旅
行
に
行
き
た
く
な
い

12.6

12.2

11.4

12.1

11.3

10.8

3.4

3.2

2.7

5.9

8.7

6.0

51.0

50.1

50.6

15.1

14.5

18.6

11.311.43.14.847.422.0

0% 100%

※1：国勢調査時の人口（地域・性別・年代）に基づき、調査会社のモニターを割り当て。
ただし、一部若年層および高齢層において不足した属性あり。 
※2：海外観光旅行も調査対象だが、4月以降の海外観光旅行実施票を十分に得られなかったため、
今回の分析対象からは除外した。 
※3：トリップ数：期間中に複数回旅行した人は旅行ごとに回答。
※「1. 2020年の旅行実施状況」「3. 今後の旅行予定・意向」は全体調査を、「2. 2020年の国内旅行
の実態」はトリップ調査を対象に集計した。  

JTBF旅行実態調査2020

ウェブ調査

第1回：2020/5/1～11（1-3月の旅行実態） 
第2回：2020/7/9～15（4-6月の旅行実態） 
第3回：2020/10/1～7（7-9月の旅行実態） 
第4回：2021/1/7～14（10-12月の旅行実態） 

第1回：1,451／2,080
第2回：1,069／1,401
第3回：1,043／1,530
第4回：1,016／1,504

全体調査

̶

各回 50,000／ー

全国16～79歳の男女（調査会社のパネルより抽出※1）

トリップ調査

期間中に
国内宿泊観光旅行を

実施した人※2

これまで以上に旅行に行きたい
これまでと同程度、旅行に行きたい
これまでのようには旅行に行きたくない
全く旅行に行きたくない
新型コロナウイルスが流行する以前も、あまり旅行はしていない
わからない

20年
5月調査

（N=50,000）

20年
7月調査

（N=50,000）

20年
10月調査

（N=50,000）

21年
1月調査

（N=50,000）

女性70代

女性10代

女性20代

女性30代

男性70代

男性10代

男性20代
男性30代

男性40代
女性40代

男性60代

女性60代

女性50代
男性50代

旅行意向あり
（検討・中止含む）
44.4

旅行意向あり
（検討・中止含む）
36.5

旅行意向あり
（検討・中止含む）
54.4

もともと旅行に
行く予定はない
55.6

もともと旅行に
行く予定はない
63.5

旅行意向あり
（検討・中止含む）
54.3

もともと旅行に
行く予定はない
45.6

もともと旅行に
行く予定はない
45.7

20年5月調査
20年4~6月の旅行予定

20年7月調査
20年7~9月の旅行予定

20年10月調査
20年10~12月の旅行予定

21年1月調査
21年1~3月の旅行予定

10% 20% 30% 40%

17.5
30.1

29.3
19.4

0.5
0.6
0.5
0.3

6.5
2.7

2.0
2.1
2.0

1.6
1.2
0.9

6.1
5.8

4.1
4.2

0.8
3.0

4.5
1.2

14.9
6.5

4.6
7.4

3.0
2.8

1.9
2.1

8.3
10.0

6.6
6.9

1.6
9.3

14.8
3.1

3.3
2.1

1.6
0.9
1.0
0.9
0.8

0.4
2.0
2.4

1.9
1.5
1.4
1.7
1.5
1.5

既に中止・延期を決定

中止・延期を
検討している

計画することを
躊躇している

いまのところ実施予定

既に中止・延期を決定

中止・延期を
検討している

計画することを
躊躇している

いまのところ実施予定

既に中止・延期を決定

中止・延期を
検討している

計画することを
躊躇している

いまのところ実施予定

コロナの影響は関係なく、
中止・延期を決定・

検討している旅行がある

旅行に行きたいが、
まだ予定を決めていない

国内
日帰り
旅行

国内
宿泊
旅行

海外
旅行

0%

図表 8 この先の3ヶ月間の観光旅行の予定【複数回答】

図表 9 コロナ収束後の旅行意向

※「コロナ以前もあまり旅行
をしていない」「わからない」
を除く割合

20年5月調査（N=50,000）
20年7月調査（N=50,000）
20年10月調査（N=50,000）
21年1月調査（N=50,000）
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40% 60% 80% 100%20% 40% 60% 80% 100%20%

遊園地・テーマパーク

スポーツジム・
ヨガスタジオ等での運動

温浴施設
（スパ、サウナ等）での入浴

海外旅行
（飛行機で5時間未満の距離）

屋外で開催される
音楽ライブ・コンサート・観劇

屋内で開催される
音楽ライブ・コンサート・観劇

図 1 今後6ケ月の間に実施するであろうレジャー全般について※1（項目毎に回答。回答は5段階の中から１つ選択）

第2回調査
（n=4,127）
第1回調査
（n=4,194）

第2回調査
（n=2,012）
第1回調査
（n=2,072）

アジア居住者 欧米豪居住者
0%

※1:「実施する」または「おそらく実施する」と回答した対象者の割合

ショッピングモール・
アウトレットモールでの買い物

外食

屋外での運動

日帰り国内旅行

宿泊国内旅行
動物園・植物園・
水族館・博物館

映画館での映画鑑賞

遊園地・テーマパーク
スポーツジム・

ヨガスタジオ等での運動
温浴施設

（スパ、サウナ等）での入浴
海外旅行

（飛行機で5時間未満の距離）
屋外で開催される

音楽ライブ・コンサート・観劇
屋内で開催される

音楽ライブ・コンサート・観劇
スポーツライブ観戦

バー

カラオケ
海外旅行（飛行機で5時間以上～

9時間未満の距離）
海外旅行

（飛行機で9時間以上の距離）
ナイトクラブ

0%

ショッピングモール・
アウトレットモールでの買い物

外食

屋外での運動

日帰り国内旅行

宿泊国内旅行

動物園・植物園・
水族館・博物館

映画館での映画鑑賞

スポーツライブ観戦

バー

カラオケ

海外旅行（飛行機で5時間以上～
9時間未満の距離）

海外旅行
（飛行機で9時間以上の距離）

ナイトクラブ
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図 2 今後6ヶ月以内の海外旅行の実施意向と感染不安※1

（項目毎に回答。回答は5段階の中から１つ選択）

※1:海外旅行実施意向は今後6ケ月以内に海外旅行を「実施する」
「おそらく実施する」の合計、感染不安は「不安がある」「やや不安がある」の合計
※2:海外旅行先として日本が飛行機で5時間未満の距離に
主に該当するのは韓国、中国、台湾、香港
※3:海外旅行先として日本が飛行機で5時間以上9時間未満の距離に
主に該当するのはタイ、シンガポール、マレーシア、インドネシア
※4:海外旅行先として日本が飛行機で9時間以上の距離に
主に該当するのはアメリカ、イギリス、フランス、オーストラリア

海外旅行（飛行機で5時間未満の距離※2）図2-a

海外旅行（飛行機で5時間以上9時間未満の距離※3）図2-b

海外旅行（飛行機で9時間以上の距離※4）図2-c
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海
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感染不安

タイ中国
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マレーシア

フランスイギリス
欧米豪全体 アメリカ

オーストラリア
シンガポール

アジア全体

香港

韓国

台湾

タイ
中国

マレーシア インドネシア

フランス
欧米豪全体

オーストラリア

アメリカ
イギリス

シンガポール アジア全体

香港

台湾
韓国

　公
益
財
団
法
人
日
本
交
通
公
社
で

は
、2
0
1
5
年
よ
り
株
式
会
社
日

本
政
策
投
資
銀
行（
D
B
J
）と
共
同

で
、ア
ジ
ア（
韓
国
、中
国
、台
湾
、香

港
、タ
イ
、シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、マ
レ
ー

シ
ア
、イ
ン
ド
ネ
シ
ア
）、欧
米
豪（
ア

メ
リ
カ
、オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、イ
ギ
リ

ス
、フ
ラ
ン
ス
）の
12
地
域
を
対
象

に
、旅
行
の
嗜
好
の
変
化
や
訪
日
経

験
の
有
無
に
よ
る
ニ
ー
ズ
の
違
い
を

把
握
す
る
こ
と
を
目
的
に
、海
外
旅

行
経
験
者
を
対
象
と
し
た
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
調
査「
D
B
J
・
J
T
B
F 

ア
ジ
ア
・
欧
米
豪
訪
日
外
国
人
旅
行

者
の
意
向
調
査
」を
継
続
的
に
実
施

し
て
い
る
。

　2
0
2
0
年
度
は
世
界
的
な
感
染

拡
大
が
見
ら
れ
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症（
以
下
、「
新
型
コ
ロ

ナ
」）が
外
国
人
旅
行
者
の
海
外
旅
行

及
び
訪
日
旅
行
の
意
向
に
与
え
た
影

響
を
把
握
す
べ
く
、「
2
0
2
0
年
度

新
型
コ
ロ
ナ
影
響
度
特
別
調
査
」（
以

下
、「
本
調
査
」）と
し
て
、第
1
回
調

新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
が

外
国
人
旅
行
者
の

海
外
旅
行
意
向
に
及
ぼ
す

影
響
と
今
後
の
展
望

D
B
J
・
J
T
B
F
ア
ジ
ア
・
欧
米
豪

訪
日
外
国
人
旅
行
者
の
意
向
調
査（
2
0
2
0
年
度

新
型
コ
ロ
ナ
影
響
度
特
別
調
査
）よ
り

2
．新
型
コ
ロ
ナ

流
行
収
束
後
の

海
外
旅
行

1
．2
0
2
1
年
6
月

ま
で
の
レ
ジ
ャ
ー

全
般
の
実
施
意
向

レ
ジ
ャ
ー
の
回
復
順
は「
近
場
の
レ
ジ

ャ
ー
」〜「
国
内
旅
行
」〜「
海
外
旅
行
」

東
ア
ジ
ア
各
国
・
地
域
で
は
感
染
不

安
の
払
し
ょ
く
が
海
外
旅
行
再
開
の

必
須
条
件

　レ
ジ
ャ
ー
の
選
択
肢
の
う
ち
海
外

旅
行
に
つ
い
て
は
、航
空
機
を
利
用

し
た
際
の
搭
乗
時
間
別
に
3
パ
タ
ー

ン（
5
時
間
未
満
、5
時
間
以
上
9
時

間
未
満
、9
時
間
以
上
）に
分
け
、実

施
意
向
を
尋
ね
て
い
る
。調
査
対
象

国
・
地
域
に
よ
っ
て
日
本
ま
で
の
搭

乗
時
間
が
異
な
る
た
め
、参
照
す
る

図
が
異
な
る
点
に
留
意
が
必
要
で
あ

る
。調
査
対
象
国
・
地
域
の
う
ち
、東

ア
ジ
ア
各
国
・
地
域（
韓
国
、中
国
、台

湾
、香
港
）に
つ
い
て
は
、日
本
ま
で

の
搭
乗
時
間
は
5
時
間
未
満
に
該
当

す
る
ケ
ー
ス
が
多
い
た
め
、図
2
‐
a

を
参
照
さ
れ
た
い
。同
様
に
タ
イ
、シ

ン
ガ
ポ
ー
ル
、マ
レ
ー
シ
ア
、イ
ン
ド

ネ
シ
ア
等
の
東
南
ア
ジ
ア
各
国
か
ら

の
搭
乗
時
間
は
5
時
間
以
上
9
時
間

未
満（
図
2
‐
b
）、欧
米
豪
各
国
は
9

時
間
以
上（
図
2
‐c
）と
な
る
。全
体

的
な
傾
向
と
し
て
、搭
乗
時
間
に
関

わ
ら
ず
、感
染
不
安
が
高
い
と
、海
外

旅
行
実
施
意
向
は
低
い
傾
向
で
あ

る
。一
方
、イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、マ
レ
ー

シ
ア
、タ
イ
や
中
国
の
よ
う
に
、感
染

不
安
は
高
い
が
海
外
旅
行
実
施
意
向

も
高
い
国
も
あ
る
。国
籍
・
地
域
別
で

は
、欧
米
豪
で
は
感
染
不
安
が
低
く

海
外
旅
行
実
施
意
向
が
高
く
、東
ア

ジ
ア
で
は
感
染
不
安
が
高
く
海
外
旅

行
実
施
意
向
が
低
い
。な
お
、シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
は
ア
ジ
ア
の
国
で
は
あ
る
も

の
の
、欧
米
豪
各
国
に
近
い
傾
向
を

示
し
て
い
る
点
も
興
味
深
い
。

　新
型
コ
ロ
ナ
流
行
収
束
後
の
海
外

観
光
旅
行
の
実
施
意
向（
新
型
コ
ロ

ナ
流
行
収
束
後
に
海
外
観
光
旅
行
を

実
施
し
た
い
と「
思
う
」、「
ど
ち
ら
か

と
い
え
ば
思
う
」人
の
割
合
）は
第
1

回
調
査（
ア
ジ
ア
：
86
%
／
欧
米
豪
74

％
）と
比
べ
第
2
回
調
査（
ア
ジ
ア
：

90
%
／
欧
米
豪
：
81
%
）で
は
上
昇
し

査
を
2
0
2
0
年
6
月
に
、第
2
回

調
査
を
同
12
月
に
実
施
し
た
。

　本
稿
で
は
本
調
査
の
結
果
を
も
と

に
新
型
コ
ロ
ナ
が
外
国
人
旅
行
者
の

海
外
旅
行
意
向
に
及
ぼ
す
影
響
と
今

後
の
展
望
に
つ
い
て
考
察
す
る（
調

査
結
果
の
詳
細
は
当
財
団
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
※
1（
文
末
脚
注
）を
参
照
）。

　2
0
2
1
年
6
月
ま
で
の
レ
ジ
ャ

ー
全
般
の
実
施
意
向
は
、外
食
、買
い

物
、屋
外
で
の
運
動
等
の
日
常
生
活

圏
内
の
レ
ジ
ャ
ー
、国
内
旅
行
、海
外

旅
行
の
順
に
選
択
率
が
高
く
な
っ
て

お
り
、第
1
回
調
査
と
第
2
回
調
査

で
大
き
な
変
化
は
な
い
。こ
の
結
果

か
ら
、日
常
生
活
圏
内
か
ら
徐
々
に

行
動
範
囲
を
広
げ
て
い
き
た
い
と
い

う
意
識
が
見
て
と
れ
る（
図
1
）。ま

た
、第
1
回
調
査
か
ら
第
2
回
調
査

の
間
の
約
6
ヶ
月
の
変
化
で
は
、ア

ジ
ア
、欧
米
豪
と
も
に
全
て
の
レ
ジ

ャ
ー
の
選
択
率
が
上
昇
し
て
お
り
、

特
に
ア
ジ
ア
で
そ
の
傾
向
が
顕
著
で

あ
る
。

て
い
る（
図
3
）。特
に
ア
ジ
ア
・
欧
米

豪
と
も
に
実
施
し
た
い
と「
思
う
」人

の
割
合
が
上
昇
し
て
い
る
。6
ヶ
月

以
内
の
海
外
旅
行
実
施
意
向（
図

2
‐a
〜
c
）は
感
染
不
安
と
の
関
係

性
が
見
ら
れ
る
の
に
対
し
、新
型
コ

ロ
ナ
流
行
収
束
後（
図
4
）と
な
る

と
、同
様
の
関
係
性
は
見
ら
れ
ず
、全

て
の
国
・
地
域
で
海
外
観
光
旅
行
の

実
施
意
向
が
7
割
以
上
と
な
っ
て
お

り
、特
に
ア
ジ
ア
各
国
・
地
域
で
高

い
。こ
れ
ら
の
調
査
結
果
か
ら
、ア
ジ

ア
各
国
・
地
域
で
は
、感
染
不
安
の
払

し
ょ
く
が
海
外
観
光
旅
行
再
開
の
必

須
条
件
と
も
言
え
る
だ
ろ
う
。

　「
海
外
観
光
旅
行
の
検
討
を
再
開

す
る
タ
イ
ミ
ン
グ
」は
、ア
ジ
ア
・
欧

米
豪
と
も
に「
抗
ウ
イ
ル
ス
薬
の
開

発
な
ど
、新
型
コ
ロ
ナ
の
脅
威
が
消

滅
し
て
か
ら
」、「
渡
航
希
望
先
の
安

全
宣
言
後
」、「
W
H
O
の
パ
ン
デ
ミ

ッ
ク
収
束
宣
言
後
」と
な
っ
て
お
り
、

上
位
3
項
目
の
順
位
は
第
1
回
調
査

と
変
化
な
い（
図
5
）。

　ま
た
、ア
ジ
ア
・
欧
米
豪
と
も
に
第

2
回
調
査
で
は「
抗
ウ
イ
ル
ス
薬
の

開
発
な
ど
、新
型
コ
ロ
ナ
の
脅
威
が

消
滅
し
て
か
ら
」の
割
合
が
上
昇
し

て
い
る
。第
2
回
調
査
の
実
施
時
期

は
、世
界
的
に
ワ
ク
チ
ン
開
発
が
進

み
、実
用
化
さ
れ
始
め
た
時
期
と
重

な
っ
て
お
り
、期
待
の
表
れ
と
も
捉

え
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

　「
新
型
コ
ロ
ナ
流
行
収
束
後
に
海

外
観
光
旅
行
し
た
い
国
・
地
域
」で

は
、第
1
回
調
査
に
引
き
続
き
、第
2

回
調
査
で
も
、日
本
が
回
答
者
全
体
、

ア
ジ
ア
で
32
ヵ
国
・
地
域
中
1
位
と

な
っ
た（
図
6
）。ま
た
、選
択
率
も
回

答
者
全
体
、ア
ジ
ア
、欧
米
豪
の
い
ず

れ
に
お
い
て
も
、第
1
回
調
査
か
ら

10
ポ
イ
ン
ト
以
上
上
回
っ
て
い
る
こ

と
か
ら
、新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
が
長

引
く
状
況
に
お
い
て
も
、日
本
人
気

が
衰
え
て
い
な
い
こ
と
を
確
認
し

た
。

流
行
収
束
後
の
海
外
観
光
旅
行
し

た
い
国・地
域
で
日
本
は
1
位

観
光
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温浴施設
（スパ、サウナ等）での入浴
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（飛行機で5時間未満の距離）
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音楽ライブ・コンサート・観劇

屋内で開催される
音楽ライブ・コンサート・観劇

図 1 今後6ケ月の間に実施するであろうレジャー全般について※1（項目毎に回答。回答は5段階の中から１つ選択）

第2回調査
（n=4,127）
第1回調査
（n=4,194）

第2回調査
（n=2,012）
第1回調査
（n=2,072）

アジア居住者 欧米豪居住者
0%

※1:「実施する」または「おそらく実施する」と回答した対象者の割合
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図 2 今後6ヶ月以内の海外旅行の実施意向と感染不安※1

（項目毎に回答。回答は5段階の中から１つ選択）

※1:海外旅行実施意向は今後6ケ月以内に海外旅行を「実施する」
「おそらく実施する」の合計、感染不安は「不安がある」「やや不安がある」の合計
※2:海外旅行先として日本が飛行機で5時間未満の距離に
主に該当するのは韓国、中国、台湾、香港
※3:海外旅行先として日本が飛行機で5時間以上9時間未満の距離に
主に該当するのはタイ、シンガポール、マレーシア、インドネシア
※4:海外旅行先として日本が飛行機で9時間以上の距離に
主に該当するのはアメリカ、イギリス、フランス、オーストラリア

海外旅行（飛行機で5時間未満の距離※2）図2-a

海外旅行（飛行機で5時間以上9時間未満の距離※3）図2-b

海外旅行（飛行機で9時間以上の距離※4）図2-c
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　公
益
財
団
法
人
日
本
交
通
公
社
で

は
、2
0
1
5
年
よ
り
株
式
会
社
日

本
政
策
投
資
銀
行（
D
B
J
）と
共
同

で
、ア
ジ
ア（
韓
国
、中
国
、台
湾
、香

港
、タ
イ
、シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、マ
レ
ー

シ
ア
、イ
ン
ド
ネ
シ
ア
）、欧
米
豪（
ア

メ
リ
カ
、オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、イ
ギ
リ

ス
、フ
ラ
ン
ス
）の
12
地
域
を
対
象

に
、旅
行
の
嗜
好
の
変
化
や
訪
日
経

験
の
有
無
に
よ
る
ニ
ー
ズ
の
違
い
を

把
握
す
る
こ
と
を
目
的
に
、海
外
旅

行
経
験
者
を
対
象
と
し
た
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
調
査「
D
B
J
・
J
T
B
F 

ア
ジ
ア
・
欧
米
豪
訪
日
外
国
人
旅
行

者
の
意
向
調
査
」を
継
続
的
に
実
施

し
て
い
る
。

　2
0
2
0
年
度
は
世
界
的
な
感
染

拡
大
が
見
ら
れ
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症（
以
下
、「
新
型
コ
ロ

ナ
」）が
外
国
人
旅
行
者
の
海
外
旅
行

及
び
訪
日
旅
行
の
意
向
に
与
え
た
影

響
を
把
握
す
べ
く
、「
2
0
2
0
年
度

新
型
コ
ロ
ナ
影
響
度
特
別
調
査
」（
以

下
、「
本
調
査
」）と
し
て
、第
1
回
調

新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
が

外
国
人
旅
行
者
の

海
外
旅
行
意
向
に
及
ぼ
す

影
響
と
今
後
の
展
望

D
B
J
・
J
T
B
F
ア
ジ
ア
・
欧
米
豪

訪
日
外
国
人
旅
行
者
の
意
向
調
査（
2
0
2
0
年
度

新
型
コ
ロ
ナ
影
響
度
特
別
調
査
）よ
り

2
．新
型
コ
ロ
ナ

流
行
収
束
後
の

海
外
旅
行

1
．2
0
2
1
年
6
月

ま
で
の
レ
ジ
ャ
ー

全
般
の
実
施
意
向

レ
ジ
ャ
ー
の
回
復
順
は「
近
場
の
レ
ジ

ャ
ー
」〜「
国
内
旅
行
」〜「
海
外
旅
行
」

東
ア
ジ
ア
各
国
・
地
域
で
は
感
染
不

安
の
払
し
ょ
く
が
海
外
旅
行
再
開
の

必
須
条
件

　レ
ジ
ャ
ー
の
選
択
肢
の
う
ち
海
外

旅
行
に
つ
い
て
は
、航
空
機
を
利
用

し
た
際
の
搭
乗
時
間
別
に
3
パ
タ
ー

ン（
5
時
間
未
満
、5
時
間
以
上
9
時

間
未
満
、9
時
間
以
上
）に
分
け
、実

施
意
向
を
尋
ね
て
い
る
。調
査
対
象

国
・
地
域
に
よ
っ
て
日
本
ま
で
の
搭

乗
時
間
が
異
な
る
た
め
、参
照
す
る

図
が
異
な
る
点
に
留
意
が
必
要
で
あ

る
。調
査
対
象
国
・
地
域
の
う
ち
、東

ア
ジ
ア
各
国
・
地
域（
韓
国
、中
国
、台

湾
、香
港
）に
つ
い
て
は
、日
本
ま
で

の
搭
乗
時
間
は
5
時
間
未
満
に
該
当

す
る
ケ
ー
ス
が
多
い
た
め
、図
2
‐
a

を
参
照
さ
れ
た
い
。同
様
に
タ
イ
、シ

ン
ガ
ポ
ー
ル
、マ
レ
ー
シ
ア
、イ
ン
ド

ネ
シ
ア
等
の
東
南
ア
ジ
ア
各
国
か
ら

の
搭
乗
時
間
は
5
時
間
以
上
9
時
間

未
満（
図
2
‐
b
）、欧
米
豪
各
国
は
9

時
間
以
上（
図
2
‐c
）と
な
る
。全
体

的
な
傾
向
と
し
て
、搭
乗
時
間
に
関

わ
ら
ず
、感
染
不
安
が
高
い
と
、海
外

旅
行
実
施
意
向
は
低
い
傾
向
で
あ

る
。一
方
、イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、マ
レ
ー

シ
ア
、タ
イ
や
中
国
の
よ
う
に
、感
染

不
安
は
高
い
が
海
外
旅
行
実
施
意
向

も
高
い
国
も
あ
る
。国
籍
・
地
域
別
で

は
、欧
米
豪
で
は
感
染
不
安
が
低
く

海
外
旅
行
実
施
意
向
が
高
く
、東
ア

ジ
ア
で
は
感
染
不
安
が
高
く
海
外
旅

行
実
施
意
向
が
低
い
。な
お
、シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
は
ア
ジ
ア
の
国
で
は
あ
る
も

の
の
、欧
米
豪
各
国
に
近
い
傾
向
を

示
し
て
い
る
点
も
興
味
深
い
。

　新
型
コ
ロ
ナ
流
行
収
束
後
の
海
外

観
光
旅
行
の
実
施
意
向（
新
型
コ
ロ

ナ
流
行
収
束
後
に
海
外
観
光
旅
行
を

実
施
し
た
い
と「
思
う
」、「
ど
ち
ら
か

と
い
え
ば
思
う
」人
の
割
合
）は
第
1

回
調
査（
ア
ジ
ア
：
86
%
／
欧
米
豪
74

％
）と
比
べ
第
2
回
調
査（
ア
ジ
ア
：

90
%
／
欧
米
豪
：
81
%
）で
は
上
昇
し

査
を
2
0
2
0
年
6
月
に
、第
2
回

調
査
を
同
12
月
に
実
施
し
た
。

　本
稿
で
は
本
調
査
の
結
果
を
も
と

に
新
型
コ
ロ
ナ
が
外
国
人
旅
行
者
の

海
外
旅
行
意
向
に
及
ぼ
す
影
響
と
今

後
の
展
望
に
つ
い
て
考
察
す
る（
調

査
結
果
の
詳
細
は
当
財
団
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
※
1（
文
末
脚
注
）を
参
照
）。

　2
0
2
1
年
6
月
ま
で
の
レ
ジ
ャ

ー
全
般
の
実
施
意
向
は
、外
食
、買
い

物
、屋
外
で
の
運
動
等
の
日
常
生
活

圏
内
の
レ
ジ
ャ
ー
、国
内
旅
行
、海
外

旅
行
の
順
に
選
択
率
が
高
く
な
っ
て

お
り
、第
1
回
調
査
と
第
2
回
調
査

で
大
き
な
変
化
は
な
い
。こ
の
結
果

か
ら
、日
常
生
活
圏
内
か
ら
徐
々
に

行
動
範
囲
を
広
げ
て
い
き
た
い
と
い

う
意
識
が
見
て
と
れ
る（
図
1
）。ま

た
、第
1
回
調
査
か
ら
第
2
回
調
査

の
間
の
約
6
ヶ
月
の
変
化
で
は
、ア

ジ
ア
、欧
米
豪
と
も
に
全
て
の
レ
ジ

ャ
ー
の
選
択
率
が
上
昇
し
て
お
り
、

特
に
ア
ジ
ア
で
そ
の
傾
向
が
顕
著
で

あ
る
。

て
い
る（
図
3
）。特
に
ア
ジ
ア
・
欧
米

豪
と
も
に
実
施
し
た
い
と「
思
う
」人

の
割
合
が
上
昇
し
て
い
る
。6
ヶ
月

以
内
の
海
外
旅
行
実
施
意
向（
図

2
‐a
〜
c
）は
感
染
不
安
と
の
関
係

性
が
見
ら
れ
る
の
に
対
し
、新
型
コ

ロ
ナ
流
行
収
束
後（
図
4
）と
な
る

と
、同
様
の
関
係
性
は
見
ら
れ
ず
、全

て
の
国
・
地
域
で
海
外
観
光
旅
行
の

実
施
意
向
が
7
割
以
上
と
な
っ
て
お

り
、特
に
ア
ジ
ア
各
国
・
地
域
で
高

い
。こ
れ
ら
の
調
査
結
果
か
ら
、ア
ジ

ア
各
国
・
地
域
で
は
、感
染
不
安
の
払

し
ょ
く
が
海
外
観
光
旅
行
再
開
の
必

須
条
件
と
も
言
え
る
だ
ろ
う
。

　「
海
外
観
光
旅
行
の
検
討
を
再
開

す
る
タ
イ
ミ
ン
グ
」は
、ア
ジ
ア
・
欧

米
豪
と
も
に「
抗
ウ
イ
ル
ス
薬
の
開

発
な
ど
、新
型
コ
ロ
ナ
の
脅
威
が
消

滅
し
て
か
ら
」、「
渡
航
希
望
先
の
安

全
宣
言
後
」、「
W
H
O
の
パ
ン
デ
ミ

ッ
ク
収
束
宣
言
後
」と
な
っ
て
お
り
、

上
位
3
項
目
の
順
位
は
第
1
回
調
査

と
変
化
な
い（
図
5
）。

　ま
た
、ア
ジ
ア
・
欧
米
豪
と
も
に
第

2
回
調
査
で
は「
抗
ウ
イ
ル
ス
薬
の

開
発
な
ど
、新
型
コ
ロ
ナ
の
脅
威
が

消
滅
し
て
か
ら
」の
割
合
が
上
昇
し

て
い
る
。第
2
回
調
査
の
実
施
時
期

は
、世
界
的
に
ワ
ク
チ
ン
開
発
が
進

み
、実
用
化
さ
れ
始
め
た
時
期
と
重

な
っ
て
お
り
、期
待
の
表
れ
と
も
捉

え
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

　「
新
型
コ
ロ
ナ
流
行
収
束
後
に
海

外
観
光
旅
行
し
た
い
国
・
地
域
」で

は
、第
1
回
調
査
に
引
き
続
き
、第
2

回
調
査
で
も
、日
本
が
回
答
者
全
体
、

ア
ジ
ア
で
32
ヵ
国
・
地
域
中
1
位
と

な
っ
た（
図
6
）。ま
た
、選
択
率
も
回

答
者
全
体
、ア
ジ
ア
、欧
米
豪
の
い
ず

れ
に
お
い
て
も
、第
1
回
調
査
か
ら

10
ポ
イ
ン
ト
以
上
上
回
っ
て
い
る
こ

と
か
ら
、新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
が
長

引
く
状
況
に
お
い
て
も
、日
本
人
気

が
衰
え
て
い
な
い
こ
と
を
確
認
し

た
。

流
行
収
束
後
の
海
外
観
光
旅
行
し

た
い
国・地
域
で
日
本
は
1
位
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光
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図 3 新型コロナ流行収束後の海外観光旅行の実施意向※1（回答は１つ選択）

第2回調査
（n=4,127）
第1回調査
（n=4,194）

第2回調査
（n=2,012）
第1回調査
（n=2,072）

アジア居住者 欧米豪居住者

※1:内側の円は第1回調査の結果
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図 4 新型コロナ流行収束後の海外観光旅行の実施意向と感染不安※1

※1：海外旅行実施意向は今後6ケ月以内に海外旅行を「実施する」「おそらく実施する」の合計、
感染不安は「不安がある」「やや不安がある」と回答した対象者の合計
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図 5 海外観光旅行の検討を再開するタイミング※1
（回答はあてはまるもの最大3つまで）
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※1:「実施する」または「おそらく実施する」と回答した対象者の割合
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新型コロナウイルスの脅威が消滅してから
渡航希望先の安全宣言後（入国制限・
入国後の行動制限措置の解除を伴う）
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（2～3年）は海外旅行は難しいと思う

すでに検討を始めている

わからない

0%

抗ウイルス薬の開発など、
新型コロナウイルスの脅威が消滅してから
渡航希望先の安全宣言後（入国制限・
入国後の行動制限措置の解除を伴う）

WHOのパンデミック収束宣言後

自国の出国制限措置の解除後

パンデミックにより減少した自身または
家族の仕事・収入が回復してから

海外旅行ツアーの再開後

航空路線が再開されてから

メディアによって海外旅行の再開が
報道されるようになってから

知人や周囲の人が
海外旅行に行き始めたタイミング

SNSで海外旅行に関する
投稿を見るようになってから

クルーズ船の就航が再開されてから
現在の状況からは

海外旅行の検討再開は考えられない
流行が収束しても、当面の間

（2～3年）は海外旅行は難しいと思う
すでに検討を始めている

わからない

41
36

32
24

35
34

21
23

34
33

20
19

23
22

17
18

15
12

16
17

14
13

12
8

14
16

11
10

11
10

9
9

10
8

8
7

6
6

8
7

4
3

7
7

5
6

4
3

9
7

7
7

2
2

4
3

2
4

9
12

70%30% 40% 50% 60%20%10% 70%30% 40% 50% 60%20%10%

図 6 新型コロナ収束後に観光旅行したい国・地域（上位20ヶ国・地域）※1※2（回答は最大5つまで）
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※1：新型コロナウイルス収束後に海外観光旅行について「（したいと）思わない」を選択した対象者および
次に海外観光旅行の検討を再開する
タイミングについて「現在の状況からは海外旅行の検討再開は考えられない」と回答した対象者を除く全員から回答を得た。
※2：全体の割合において、「旅行したい国・地域」と「回答者の国・地域」または「近隣国」が同じ場合、
当該国・地域の回答はサンプル数から除いている。
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　新
型
コ
ロ
ナ
流
行
収
束
後
の
海
外

観
光
旅
行
の
実
施
意
向（
新
型
コ
ロ

ナ
流
行
収
束
後
に
海
外
観
光
旅
行
を

実
施
し
た
い
と「
思
う
」、「
ど
ち
ら
か

と
い
え
ば
思
う
」人
の
割
合
）は
第
1

回
調
査（
ア
ジ
ア
：
86
%
／
欧
米
豪
74

％
）と
比
べ
第
2
回
調
査（
ア
ジ
ア
：

90
%
／
欧
米
豪
：
81
%
）で
は
上
昇
し

て
い
る（
図
3
）。特
に
ア
ジ
ア
・
欧
米

豪
と
も
に
実
施
し
た
い
と「
思
う
」人

の
割
合
が
上
昇
し
て
い
る
。6
ヶ
月

以
内
の
海
外
旅
行
実
施
意
向（
図

2
‐a
〜
c
）は
感
染
不
安
と
の
関
係

性
が
見
ら
れ
る
の
に
対
し
、新
型
コ

ロ
ナ
流
行
収
束
後（
図
4
）と
な
る

と
、同
様
の
関
係
性
は
見
ら
れ
ず
、全

て
の
国
・
地
域
で
海
外
観
光
旅
行
の

実
施
意
向
が
7
割
以
上
と
な
っ
て
お

り
、特
に
ア
ジ
ア
各
国
・
地
域
で
高

い
。こ
れ
ら
の
調
査
結
果
か
ら
、ア
ジ

ア
各
国
・
地
域
で
は
、感
染
不
安
の
払

し
ょ
く
が
海
外
観
光
旅
行
再
開
の
必

須
条
件
と
も
言
え
る
だ
ろ
う
。

　「
海
外
観
光
旅
行
の
検
討
を
再
開

す
る
タ
イ
ミ
ン
グ
」は
、ア
ジ
ア
・
欧

米
豪
と
も
に「
抗
ウ
イ
ル
ス
薬
の
開

発
な
ど
、新
型
コ
ロ
ナ
の
脅
威
が
消

滅
し
て
か
ら
」、「
渡
航
希
望
先
の
安

全
宣
言
後
」、「
W
H
O
の
パ
ン
デ
ミ

ッ
ク
収
束
宣
言
後
」と
な
っ
て
お
り
、

上
位
3
項
目
の
順
位
は
第
1
回
調
査

と
変
化
な
い（
図
5
）。

　ま
た
、ア
ジ
ア
・
欧
米
豪
と
も
に
第

2
回
調
査
で
は「
抗
ウ
イ
ル
ス
薬
の

開
発
な
ど
、新
型
コ
ロ
ナ
の
脅
威
が

消
滅
し
て
か
ら
」の
割
合
が
上
昇
し

て
い
る
。第
2
回
調
査
の
実
施
時
期

は
、世
界
的
に
ワ
ク
チ
ン
開
発
が
進

み
、実
用
化
さ
れ
始
め
た
時
期
と
重

な
っ
て
お
り
、期
待
の
表
れ
と
も
捉

え
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

　「
新
型
コ
ロ
ナ
流
行
収
束
後
に
海

外
観
光
旅
行
し
た
い
国
・
地
域
」で

は
、第
1
回
調
査
に
引
き
続
き
、第
2

回
調
査
で
も
、日
本
が
回
答
者
全
体
、

ア
ジ
ア
で
32
ヵ
国
・
地
域
中
1
位
と

な
っ
た（
図
6
）。ま
た
、選
択
率
も
回

答
者
全
体
、ア
ジ
ア
、欧
米
豪
の
い
ず

れ
に
お
い
て
も
、第
1
回
調
査
か
ら

10
ポ
イ
ン
ト
以
上
上
回
っ
て
い
る
こ

と
か
ら
、新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
が
長

3
．新
型
コ
ロ
ナ

流
行
収
束
後
の

訪
日
旅
行

　新
型
コ
ロ
ナ
流
行
収
束
後
の
訪
日

旅
行
は
ど
う
変
化
す
る
の
か
。適
宜
、

新
型
コ
ロ
ナ
流
行
以
前
の
2
0
1
9

年
に
実
施
し
た「
D
B
J
・
J
T
B
F

ア
ジ
ア
・
欧
米
豪 

訪
日
外
国
人
旅
行

者
の
意
向
調
査（
2
0
1
9
年
度
版
） 

※
2（
文
末
脚
注
）」の
結
果
と
比
較

し
な
が
ら
、考
察
し
た
い
。

【
計
画
段
階
】

　訪
日
旅
行
を
計
画
す
る
際
に
重
要

な
要
素
と
な
る
の
が「
予
算
」（
図
7
）

と「
情
報
」（
図
8
）で
あ
る
。「
新
型
コ

ロ
ナ
流
行
収
束
後
の
訪
日
旅
行
1
回

あ
た
り
の
予
算
」が
増
加
す
る
と
回

答
し
た
人
の
割
合
は
、ア
ジ
ア
、欧
米

豪
と
も
に
半
数
以
上
と
な
っ
て
い

る
。費
目
別
で
は
、欧
米
豪
で
は「
宿

泊
施
設
」、ア
ジ
ア
で
は「
食
事
」が
1

位
と
な
っ
て
い
る
。

　安
心
し
て
訪
日
旅
行
を
す
る
た
め

に
必
要
な
新
型
コ
ロ
ナ
に
関
す
る
情

報
で
は「
観
光
関
連
事
業
者
の
感
染

防
止
対
策
」が
最
も
高
く
、ア
ジ
ア
で

は
特
に
そ
の
傾
向
が
顕
著
で
あ
る
。

一
方
、欧
米
豪
で
は「
特
に
必
要
だ
と

感
じ
る
情
報
は
な
い
」の
選
択
率
が

高
く
な
っ
て
お
り
、ア
ジ
ア
と
欧
米

豪
で
情
報
に
対
す
る
温
度
差
が
生
じ

て
い
る
。

【
訪
日
旅
行
時
】

　新
型
コ
ロ
ナ
流
行
収
束
後
の
訪
日

旅
行
で
希
望
す
る「
旅
行
形
態
」（
図

外
国
人
旅
行
者
は
あ
ら
ゆ
る
場
面

で
感
染
リ
ス
ク
が
低
い
状
況
を
希

望

引
く
状
況
に
お
い
て
も
、日
本
人
気

が
衰
え
て
い
な
い
こ
と
を
確
認
し

た
。

9
）と「
同
行
者
」（
図
10
）に
つ
い
て
、

第
2
回
調
査
と
2
0
1
9
年
度
調
査

を
比
較
す
る
と
、希
望
す
る
旅
行
形

態
で
は
、ア
ジ
ア
、欧
米
豪
と
も
に
、

「
フ
ル
パ
ッ
ケ
ー
ジ
ツ
ア
ー
」の
利
用

希
望
割
合
が
低
く
な
っ
て
お
り
、「
航

空
券
と
宿
泊
施
設
の
み
が
セ
ッ
ト
に

な
っ
た
パ
ッ
ク
旅
行
」が
高
く
な
っ

て
い
る
。見
知
ら
ぬ
人
と
行
動
を
共

に
し
、バ
ス
移
動
や
大
人
数
で
の
食

事
等
、感
染
リ
ス
ク
が
高
い
場
面
が

想
起
さ
れ
る
旅
行
形
態
は
敬
遠
さ

れ
、顔
見
知
り
同
士
の
少
人
数
旅
行

に
利
用
し
や
す
い
旅
行
形
態
が
好
ま

れ
る
傾
向
に
あ
る
。

　ま
た
、希
望
す
る
同
行
者
は「
配
偶

者
・
恋
人
」や「
自
分
の
子
供
」の
選
択

率
が
高
く
な
っ
て
お
り
、旅
行
手
配

方
法
、同
行
者
に
共
通
す
る
の
は
行

動
経
路
を
把
握
で
き
る
人
と
の
旅
行

を
想
定
し
て
い
る
点
で
あ
る
。

　次
に「
訪
日
旅
行
で
体
験
し
た
い

こ
と
」（
図
11
）で
は
、ア
ジ
ア
で「
自

然
や
風
景
の
見
物
」、「
有
名
な
史
跡

や
歴
史
的
な
建
造
物
の
見
物
」、「
世

界
遺
産
の
見
物
」、「
ア
ウ
ト
ド
ア
ア

ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
」の
選
択
率
が
上
昇

し
た
。ま
た
、欧
米
豪
で
は
、「
繁
華
街

の
街
歩
き
」の
選
択
率
が
大
幅
に（
25

ポ
イ
ン
ト
）低
下
し
て
お
り
、新
型
コ

ロ
ナ
流
行
収
束
後
は
、繁
華
街
等
の

感
染
リ
ス
ク
が
高
い
場
所
を
避
け
、

「
自
然
や
風
景
の
見
物
」、「
ア
ウ
ト
ド

ア
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
」等
、感
染
リ
ス

ク
の
低
い
場
所
で
体
験
で
き
る
こ
と

を
希
望
す
る
傾
向
が
見
ら
れ
る
。

【
訪
日
旅
行
時
に
事
業
者
等
に
求
め

る
対
策
】

　「
訪
日
時
に
利
用
す
る
サ
ー
ビ
ス

事
業
者
の
感
染
対
策
」に
つ
い
て
は
、

交
通
事
業
者（
図
12
‐a
）、宿
泊
事
業

者（
図
12
‐
b
）と
も
に「
徹
底
し
た
消

毒
」と
な
っ
た
。い
ず
れ
の
項
目
も
事

業
者
が
行
う
感
染
対
策
と
し
て
は
重

要
な
も
の
で
あ
り
、選
択
率
の
大
小

で
感
染
対
策
の
優
先
順
位
を
判
断
す

る
こ
と
は
難
し
い
が
、注
目
す
べ
き

は
、「
特
に
必
要
だ
と
思
う
対
策
は
な

い
」、「
自
社
の
感
染
対
策
に
関
す
る

多
言
語
で
の
情
報
発
信
」を
除
く
項

目
に
お
い
て
、ア
ジ
ア
の
選
択
率
が

欧
米
豪
を
上
回
っ
て
お
り
、ア
ジ
ア

か
ら
の
旅
行
者
は
日
本
国
内
の
事
業

者
の
感
染
対
策
に
厳
し
い
目
を
持
っ

て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
点
で
あ
る
。

　今
後
、
我
が
国
で
は
、「
東
京

2
0
2
0
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
」（
2
0
2
1
年
）、「
ワ
ー
ル
ド

マ
ス
タ
ー
ズ
ゲ
ー
ム
」（
2
0
2
2

年
）、「
大
阪
・
関
西
万
博
」（
2
0
2
5

年
）と
国
際
的
な
イ
ベ
ン
ト
の
開
催

が
予
定
さ
れ
て
お
り
※
3（
文
末
脚

注
）、当
面
は
新
型
コ
ロ
ナ
と
の
共
存

を
模
索
し
な
が
ら
開
催
す
る
こ
と
に

な
る
だ
ろ
う
。本
調
査
で
は
、こ
れ
ら

を
見
据
え
、「
国
際
的
な
イ
ベ
ン
ト
に

必
要
な
準
備
」を
尋
ね
て
お
り
、「
国

際
的
な
認
証
を
受
け
て
い
る
」、「
定

期
的
な
清
掃
お
よ
び
消
毒
」、「
非
接

触
顔
認
証
・
決
済
シ
ス
テ
ム
の
導
入
」

が
上
位
3
項
目
と
な
っ
た
。
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図 3 新型コロナ流行収束後の海外観光旅行の実施意向※1（回答は１つ選択）

第2回調査
（n=4,127）
第1回調査
（n=4,194）

第2回調査
（n=2,012）
第1回調査
（n=2,072）

アジア居住者 欧米豪居住者

※1:内側の円は第1回調査の結果
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思う
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図 4 新型コロナ流行収束後の海外観光旅行の実施意向と感染不安※1

※1：海外旅行実施意向は今後6ケ月以内に海外旅行を「実施する」「おそらく実施する」の合計、
感染不安は「不安がある」「やや不安がある」と回答した対象者の合計
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図 5 海外観光旅行の検討を再開するタイミング※1
（回答はあてはまるもの最大3つまで）

第2回調査
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第1回調査
（n=4,194）

アジア居住者 欧米豪居住者
0%

※1:「実施する」または「おそらく実施する」と回答した対象者の割合
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新型コロナウイルスの脅威が消滅してから
渡航希望先の安全宣言後（入国制限・
入国後の行動制限措置の解除を伴う）
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現在の状況からは
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流行が収束しても、当面の間
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わからない
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図 6 新型コロナ収束後に観光旅行したい国・地域（上位20ヶ国・地域）※1※2（回答は最大5つまで）
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※1：新型コロナウイルス収束後に海外観光旅行について「（したいと）思わない」を選択した対象者および
次に海外観光旅行の検討を再開する
タイミングについて「現在の状況からは海外旅行の検討再開は考えられない」と回答した対象者を除く全員から回答を得た。
※2：全体の割合において、「旅行したい国・地域」と「回答者の国・地域」または「近隣国」が同じ場合、
当該国・地域の回答はサンプル数から除いている。
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　新
型
コ
ロ
ナ
流
行
収
束
後
の
海
外

観
光
旅
行
の
実
施
意
向（
新
型
コ
ロ

ナ
流
行
収
束
後
に
海
外
観
光
旅
行
を

実
施
し
た
い
と「
思
う
」、「
ど
ち
ら
か

と
い
え
ば
思
う
」人
の
割
合
）は
第
1

回
調
査（
ア
ジ
ア
：
86
%
／
欧
米
豪
74

％
）と
比
べ
第
2
回
調
査（
ア
ジ
ア
：

90
%
／
欧
米
豪
：
81
%
）で
は
上
昇
し

て
い
る（
図
3
）。特
に
ア
ジ
ア
・
欧
米

豪
と
も
に
実
施
し
た
い
と「
思
う
」人

の
割
合
が
上
昇
し
て
い
る
。6
ヶ
月

以
内
の
海
外
旅
行
実
施
意
向（
図

2
‐a
〜
c
）は
感
染
不
安
と
の
関
係

性
が
見
ら
れ
る
の
に
対
し
、新
型
コ

ロ
ナ
流
行
収
束
後（
図
4
）と
な
る

と
、同
様
の
関
係
性
は
見
ら
れ
ず
、全

て
の
国
・
地
域
で
海
外
観
光
旅
行
の

実
施
意
向
が
7
割
以
上
と
な
っ
て
お

り
、特
に
ア
ジ
ア
各
国
・
地
域
で
高

い
。こ
れ
ら
の
調
査
結
果
か
ら
、ア
ジ

ア
各
国
・
地
域
で
は
、感
染
不
安
の
払

し
ょ
く
が
海
外
観
光
旅
行
再
開
の
必

須
条
件
と
も
言
え
る
だ
ろ
う
。

　「
海
外
観
光
旅
行
の
検
討
を
再
開

す
る
タ
イ
ミ
ン
グ
」は
、ア
ジ
ア
・
欧

米
豪
と
も
に「
抗
ウ
イ
ル
ス
薬
の
開

発
な
ど
、新
型
コ
ロ
ナ
の
脅
威
が
消

滅
し
て
か
ら
」、「
渡
航
希
望
先
の
安

全
宣
言
後
」、「
W
H
O
の
パ
ン
デ
ミ

ッ
ク
収
束
宣
言
後
」と
な
っ
て
お
り
、

上
位
3
項
目
の
順
位
は
第
1
回
調
査

と
変
化
な
い（
図
5
）。

　ま
た
、ア
ジ
ア
・
欧
米
豪
と
も
に
第

2
回
調
査
で
は「
抗
ウ
イ
ル
ス
薬
の

開
発
な
ど
、新
型
コ
ロ
ナ
の
脅
威
が

消
滅
し
て
か
ら
」の
割
合
が
上
昇
し

て
い
る
。第
2
回
調
査
の
実
施
時
期

は
、世
界
的
に
ワ
ク
チ
ン
開
発
が
進

み
、実
用
化
さ
れ
始
め
た
時
期
と
重

な
っ
て
お
り
、期
待
の
表
れ
と
も
捉

え
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

　「
新
型
コ
ロ
ナ
流
行
収
束
後
に
海

外
観
光
旅
行
し
た
い
国
・
地
域
」で

は
、第
1
回
調
査
に
引
き
続
き
、第
2

回
調
査
で
も
、日
本
が
回
答
者
全
体
、

ア
ジ
ア
で
32
ヵ
国
・
地
域
中
1
位
と

な
っ
た（
図
6
）。ま
た
、選
択
率
も
回

答
者
全
体
、ア
ジ
ア
、欧
米
豪
の
い
ず

れ
に
お
い
て
も
、第
1
回
調
査
か
ら

10
ポ
イ
ン
ト
以
上
上
回
っ
て
い
る
こ

と
か
ら
、新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
が
長

3
．新
型
コ
ロ
ナ

流
行
収
束
後
の

訪
日
旅
行

　新
型
コ
ロ
ナ
流
行
収
束
後
の
訪
日

旅
行
は
ど
う
変
化
す
る
の
か
。適
宜
、

新
型
コ
ロ
ナ
流
行
以
前
の
2
0
1
9

年
に
実
施
し
た「
D
B
J
・
J
T
B
F

ア
ジ
ア
・
欧
米
豪 

訪
日
外
国
人
旅
行

者
の
意
向
調
査（
2
0
1
9
年
度
版
） 

※
2（
文
末
脚
注
）」の
結
果
と
比
較

し
な
が
ら
、考
察
し
た
い
。

【
計
画
段
階
】

　訪
日
旅
行
を
計
画
す
る
際
に
重
要

な
要
素
と
な
る
の
が「
予
算
」（
図
7
）

と「
情
報
」（
図
8
）で
あ
る
。「
新
型
コ

ロ
ナ
流
行
収
束
後
の
訪
日
旅
行
1
回

あ
た
り
の
予
算
」が
増
加
す
る
と
回

答
し
た
人
の
割
合
は
、ア
ジ
ア
、欧
米

豪
と
も
に
半
数
以
上
と
な
っ
て
い

る
。費
目
別
で
は
、欧
米
豪
で
は「
宿

泊
施
設
」、ア
ジ
ア
で
は「
食
事
」が
1

位
と
な
っ
て
い
る
。

　安
心
し
て
訪
日
旅
行
を
す
る
た
め

に
必
要
な
新
型
コ
ロ
ナ
に
関
す
る
情

報
で
は「
観
光
関
連
事
業
者
の
感
染

防
止
対
策
」が
最
も
高
く
、ア
ジ
ア
で

は
特
に
そ
の
傾
向
が
顕
著
で
あ
る
。

一
方
、欧
米
豪
で
は「
特
に
必
要
だ
と

感
じ
る
情
報
は
な
い
」の
選
択
率
が

高
く
な
っ
て
お
り
、ア
ジ
ア
と
欧
米

豪
で
情
報
に
対
す
る
温
度
差
が
生
じ

て
い
る
。

【
訪
日
旅
行
時
】

　新
型
コ
ロ
ナ
流
行
収
束
後
の
訪
日

旅
行
で
希
望
す
る「
旅
行
形
態
」（
図

外
国
人
旅
行
者
は
あ
ら
ゆ
る
場
面

で
感
染
リ
ス
ク
が
低
い
状
況
を
希

望

引
く
状
況
に
お
い
て
も
、日
本
人
気

が
衰
え
て
い
な
い
こ
と
を
確
認
し

た
。

9
）と「
同
行
者
」（
図
10
）に
つ
い
て
、

第
2
回
調
査
と
2
0
1
9
年
度
調
査

を
比
較
す
る
と
、希
望
す
る
旅
行
形

態
で
は
、ア
ジ
ア
、欧
米
豪
と
も
に
、

「
フ
ル
パ
ッ
ケ
ー
ジ
ツ
ア
ー
」の
利
用

希
望
割
合
が
低
く
な
っ
て
お
り
、「
航

空
券
と
宿
泊
施
設
の
み
が
セ
ッ
ト
に

な
っ
た
パ
ッ
ク
旅
行
」が
高
く
な
っ

て
い
る
。見
知
ら
ぬ
人
と
行
動
を
共

に
し
、バ
ス
移
動
や
大
人
数
で
の
食

事
等
、感
染
リ
ス
ク
が
高
い
場
面
が

想
起
さ
れ
る
旅
行
形
態
は
敬
遠
さ

れ
、顔
見
知
り
同
士
の
少
人
数
旅
行

に
利
用
し
や
す
い
旅
行
形
態
が
好
ま

れ
る
傾
向
に
あ
る
。

　ま
た
、希
望
す
る
同
行
者
は「
配
偶

者
・
恋
人
」や「
自
分
の
子
供
」の
選
択

率
が
高
く
な
っ
て
お
り
、旅
行
手
配

方
法
、同
行
者
に
共
通
す
る
の
は
行

動
経
路
を
把
握
で
き
る
人
と
の
旅
行

を
想
定
し
て
い
る
点
で
あ
る
。

　次
に「
訪
日
旅
行
で
体
験
し
た
い

こ
と
」（
図
11
）で
は
、ア
ジ
ア
で「
自

然
や
風
景
の
見
物
」、「
有
名
な
史
跡

や
歴
史
的
な
建
造
物
の
見
物
」、「
世

界
遺
産
の
見
物
」、「
ア
ウ
ト
ド
ア
ア

ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
」の
選
択
率
が
上
昇

し
た
。ま
た
、欧
米
豪
で
は
、「
繁
華
街

の
街
歩
き
」の
選
択
率
が
大
幅
に（
25

ポ
イ
ン
ト
）低
下
し
て
お
り
、新
型
コ

ロ
ナ
流
行
収
束
後
は
、繁
華
街
等
の

感
染
リ
ス
ク
が
高
い
場
所
を
避
け
、

「
自
然
や
風
景
の
見
物
」、「
ア
ウ
ト
ド

ア
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
」等
、感
染
リ
ス

ク
の
低
い
場
所
で
体
験
で
き
る
こ
と

を
希
望
す
る
傾
向
が
見
ら
れ
る
。

【
訪
日
旅
行
時
に
事
業
者
等
に
求
め

る
対
策
】

　「
訪
日
時
に
利
用
す
る
サ
ー
ビ
ス

事
業
者
の
感
染
対
策
」に
つ
い
て
は
、

交
通
事
業
者（
図
12
‐a
）、宿
泊
事
業

者（
図
12
‐
b
）と
も
に「
徹
底
し
た
消

毒
」と
な
っ
た
。い
ず
れ
の
項
目
も
事

業
者
が
行
う
感
染
対
策
と
し
て
は
重

要
な
も
の
で
あ
り
、選
択
率
の
大
小

で
感
染
対
策
の
優
先
順
位
を
判
断
す

る
こ
と
は
難
し
い
が
、注
目
す
べ
き

は
、「
特
に
必
要
だ
と
思
う
対
策
は
な

い
」、「
自
社
の
感
染
対
策
に
関
す
る

多
言
語
で
の
情
報
発
信
」を
除
く
項

目
に
お
い
て
、ア
ジ
ア
の
選
択
率
が

欧
米
豪
を
上
回
っ
て
お
り
、ア
ジ
ア

か
ら
の
旅
行
者
は
日
本
国
内
の
事
業

者
の
感
染
対
策
に
厳
し
い
目
を
持
っ

て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
点
で
あ
る
。

　今
後
、
我
が
国
で
は
、「
東
京

2
0
2
0
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
」（
2
0
2
1
年
）、「
ワ
ー
ル
ド

マ
ス
タ
ー
ズ
ゲ
ー
ム
」（
2
0
2
2

年
）、「
大
阪
・
関
西
万
博
」（
2
0
2
5

年
）と
国
際
的
な
イ
ベ
ン
ト
の
開
催

が
予
定
さ
れ
て
お
り
※
3（
文
末
脚

注
）、当
面
は
新
型
コ
ロ
ナ
と
の
共
存

を
模
索
し
な
が
ら
開
催
す
る
こ
と
に

な
る
だ
ろ
う
。本
調
査
で
は
、こ
れ
ら

を
見
据
え
、「
国
際
的
な
イ
ベ
ン
ト
に

必
要
な
準
備
」を
尋
ね
て
お
り
、「
国

際
的
な
認
証
を
受
け
て
い
る
」、「
定

期
的
な
清
掃
お
よ
び
消
毒
」、「
非
接

触
顔
認
証
・
決
済
シ
ス
テ
ム
の
導
入
」

が
上
位
3
項
目
と
な
っ
た
。

第250号 August 202175



図 7 新型コロナ流行収束後の訪日旅行1回あたりの予算が
増加する人の割合※1

（項目毎に回答。回答は5段階の中から１つ選択）

※1：予算が「増える」「どちらかといえば増える」と回答した対象者の合計 

80%40% 60%20%

アジア居住者
（n=1,671）
欧米豪居住者

（n=189）

0%

1回あたりの旅行予算

宿泊施設

食事

交通費

観光・レジャー

買い物

57
50

52
59
59

54
44

42
54

51
57

49

※1：項目のカッコ内は、回答者全体の割合
※2：「観光関連事業者」とは宿泊施設、飲食店、交通機関、レジャー施設等、

「日本滞在中、体調が悪くなった際に相談できる場所」とは医療機関や相談サービス等

25%15% 20%10%5%

図 8 安心して訪日旅行をするために
必要な新型コロナに関する情報※1（回答は１つ選択）

アジア居住者
（n=2,587）
欧米豪居住者

（n=674）

0%

観光関連事業者の
感染防止対策（21％）※2

観光関連事業者の
営業状況（13％）

日本人が日常的に実施している
感染防止対策（13％）

訪問したい地域の
感染防止に対する政策（11％）

日本滞在中、体調が悪く
なった際に相談できる場所（11％）
訪問したい地域の感染者数や

死亡者数（9％）
外国人旅行者に対する

日本人の意識（7％）
訪問したい地域の

混雑時期や混雑予測（7％）
その他
（0％）

特に必要だと感じる
情報はない（7％）
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第2回調査
（n=674）
2019年調査

（n=833）

欧米豪居住者
0%

航空券と宿泊施設を
個別に手配

自身の嗜好によるガイド付き
テーラーメイドツアー

航空券と宿泊施設のみが
セットになったパック旅行

航空券のみを出発前に手配
（宿泊先は現地で手配）
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20
15

19
24

3
2

フルパッケージツアー※1

30% 40%20%10%

図 9 新型コロナ流行収束後の訪日旅行で希望する旅行形態
（回答は１つ選択）

第2回調査
（n=2,587）
2019年調査

（n=2,265）

アジア居住者

※1：航空券と宿泊施設がセットになったパック旅行に食事・観光・添乗員や現地ガイドが含まれているもの

0%

フルパッケージツアー※1

航空券と宿泊施設を
個別に手配

自身の嗜好によるガイド付き
テーラーメイドツアー

航空券と宿泊施設のみが
セットになったパック旅行

航空券のみを出発前に手配
（宿泊先は現地で手配）
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図10 新型コロナ流行収束後の訪日旅行で希望する同行者※1（回答はあてはまるものすべて）

第2回調査
（n=2,587）
2019年調査

（n=2,243）

第2回調査
（n=674）
2019年調査

（n=328）

アジア居住者 欧米豪居住者

※1：2019年調査は、「訪日経験者」に日本旅行時の同行者を聴取した結果
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アジア居住者 欧米豪居住者

図 11 訪日旅行で体験したいこと（回答はあてはまるものすべて）

第2回調査
（n=2,587）
2019年調査

（n=2,265）

第2回調査
（n=674）
2019年調査

（n=833）

0%

桜の観賞

自然や風景の見物

伝統的日本料理

温泉への入浴

雪景色観賞
有名な史跡や歴史的な建築物の

見物（説明の充実度含む）
紅葉の観賞

現地の人が普段利用している
カジュアルな食事
世界遺産の見物

（説明の充実度含む）
繁華街の街歩き

遊園地やテーマパーク
日本庭園の見物

（説明の充実度含む）
食品や飲料のショッピング

日本文化の体験
（茶道、華道、着物試着など）

イベント・祭りの見物

アウトドアアクティビティ
洋服やファッション雑貨の

ショッピング
化粧品や医薬品の購入

自然や資源を損なうことのないよう
配慮されている観光地・観光ツアー

近代的／先進的な建築物の
見物（説明の充実度含む）
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日本庭園の見物
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伝統的日本料理
有名な史跡や歴史的な建築物の

見物（説明の充実度含む）
世界遺産の

見物（説明の充実度含む）
繁華街の街歩き

自然や資源を損なうことのないよう
配慮されている観光地・観光ツアー

日本文化の体験
（茶道、華道、着物試着など）
現地の人が普段利用している

カジュアルな食事
温泉への入浴

近代的／先進的な建築物の見物
（説明の充実度含む）
イベント・祭りの見物

伝統工芸品の工房見学・体験

紅葉の観賞

雪景色観賞

伝統芸能鑑賞（歌舞伎や能）

日本の酒（日本酒・焼酎）

アウトドアアクティビティ
美術館や博物館の鑑賞
（説明の充実度含む）

0%

40%30%20%10%

アジア居住者
（n=4,127）
欧米豪居住者

（n=2,012）

宿泊事業者がとるべき対策図12-b
0%

客室や共用スペースの徹底した消毒
（35％）

利用客を対象としたチェックイン
前の健康状態の確認（26％）
従業員のマスクや手袋の着用

（26％）
密集や密接を避けるための

レストランの利用人数の規制（24％）
密集や密接を避けるための

共同浴場やサウナの利用人数の規制（19％）
従業員を対象とした

健康状態の確認（19％）
施設の入口や施設内

の消毒液の設置（18％）
客室や共用スペース
の空気清浄（17％）

利用者への感染予防対策
アナウンス/注意喚起（15％）

飲食提供の際のブッフェを禁止し、
個食・個包装での提供（15％）

共同浴場やサウナ
の利用禁止（12％）

体調不良時の多言語医療
相談サービスの提供（12％）

宿泊先における感染防止策に関する
多言語での情報発信（12％）
特に必要だと思う対策はない

（7％）
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図12 訪日旅行時に事業者に求める対策※1（最も重要と思われるものを3つまで回答）

アジア居住者
（n=4,127）
欧米豪居住者

（n=2,012）

※1：項目のカッコ内は、回答者全体の割合

交通事業者がとるべき対策図12-a
0%

車両や機内等の徹底した消毒
（34%）

密集や密接を避けるための
乗車（搭乗）人数の規制（32%）
従業員のマスクや手袋の着用

（32%）
利用客を対象とした乗車・搭乗前の

健康状態の確認（28％）
従業員を対象とした

健康状態の確認（20％）
車内・機内等の消毒液の設置

（20％）
乗客への感染予防対策

アナウンス/注意喚起（19％）
車両や機内等の定期的な換気

（18％）
体調不良時の多言語

医療相談サービスの提供（15％）
自社の感染防止策に関する

多言語での情報発信（15％）
飲食提供の際の

個食・個包装での提供（15％）
特に必要だと思う対策はない

（8％）
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　新
型
コ
ロ
ナ
流
行
収
束
後
の
訪
日

旅
行
は
ど
う
変
化
す
る
の
か
。適
宜
、

新
型
コ
ロ
ナ
流
行
以
前
の
2
0
1
9

年
に
実
施
し
た「
D
B
J
・
J
T
B
F

ア
ジ
ア
・
欧
米
豪 

訪
日
外
国
人
旅
行

者
の
意
向
調
査（
2
0
1
9
年
度
版
） 

※
2（
文
末
脚
注
）」の
結
果
と
比
較

し
な
が
ら
、考
察
し
た
い
。

【
計
画
段
階
】

　訪
日
旅
行
を
計
画
す
る
際
に
重
要

な
要
素
と
な
る
の
が「
予
算
」（
図
7
）

と「
情
報
」（
図
8
）で
あ
る
。「
新
型
コ

ロ
ナ
流
行
収
束
後
の
訪
日
旅
行
1
回

あ
た
り
の
予
算
」が
増
加
す
る
と
回

答
し
た
人
の
割
合
は
、ア
ジ
ア
、欧
米

豪
と
も
に
半
数
以
上
と
な
っ
て
い

る
。費
目
別
で
は
、欧
米
豪
で
は「
宿

泊
施
設
」、ア
ジ
ア
で
は「
食
事
」が
1

位
と
な
っ
て
い
る
。

　安
心
し
て
訪
日
旅
行
を
す
る
た
め

に
必
要
な
新
型
コ
ロ
ナ
に
関
す
る
情

報
で
は「
観
光
関
連
事
業
者
の
感
染

防
止
対
策
」が
最
も
高
く
、ア
ジ
ア
で

は
特
に
そ
の
傾
向
が
顕
著
で
あ
る
。

一
方
、欧
米
豪
で
は「
特
に
必
要
だ
と

感
じ
る
情
報
は
な
い
」の
選
択
率
が

高
く
な
っ
て
お
り
、ア
ジ
ア
と
欧
米

豪
で
情
報
に
対
す
る
温
度
差
が
生
じ

て
い
る
。

【
訪
日
旅
行
時
】

　新
型
コ
ロ
ナ
流
行
収
束
後
の
訪
日

旅
行
で
希
望
す
る「
旅
行
形
態
」（
図

9
）と「
同
行
者
」（
図
10
）に
つ
い
て
、

第
2
回
調
査
と
2
0
1
9
年
度
調
査

を
比
較
す
る
と
、希
望
す
る
旅
行
形

態
で
は
、ア
ジ
ア
、欧
米
豪
と
も
に
、

「
フ
ル
パ
ッ
ケ
ー
ジ
ツ
ア
ー
」の
利
用

希
望
割
合
が
低
く
な
っ
て
お
り
、「
航

空
券
と
宿
泊
施
設
の
み
が
セ
ッ
ト
に

な
っ
た
パ
ッ
ク
旅
行
」が
高
く
な
っ

て
い
る
。見
知
ら
ぬ
人
と
行
動
を
共

に
し
、バ
ス
移
動
や
大
人
数
で
の
食

事
等
、感
染
リ
ス
ク
が
高
い
場
面
が

想
起
さ
れ
る
旅
行
形
態
は
敬
遠
さ

れ
、顔
見
知
り
同
士
の
少
人
数
旅
行

に
利
用
し
や
す
い
旅
行
形
態
が
好
ま

れ
る
傾
向
に
あ
る
。

　ま
た
、希
望
す
る
同
行
者
は「
配
偶

者
・
恋
人
」や「
自
分
の
子
供
」の
選
択

率
が
高
く
な
っ
て
お
り
、旅
行
手
配

方
法
、同
行
者
に
共
通
す
る
の
は
行

動
経
路
を
把
握
で
き
る
人
と
の
旅
行

を
想
定
し
て
い
る
点
で
あ
る
。

　次
に「
訪
日
旅
行
で
体
験
し
た
い

こ
と
」（
図
11
）で
は
、ア
ジ
ア
で「
自

然
や
風
景
の
見
物
」、「
有
名
な
史
跡

や
歴
史
的
な
建
造
物
の
見
物
」、「
世

界
遺
産
の
見
物
」、「
ア
ウ
ト
ド
ア
ア

ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
」の
選
択
率
が
上
昇

し
た
。ま
た
、欧
米
豪
で
は
、「
繁
華
街

の
街
歩
き
」の
選
択
率
が
大
幅
に（
25

ポ
イ
ン
ト
）低
下
し
て
お
り
、新
型
コ

ロ
ナ
流
行
収
束
後
は
、繁
華
街
等
の

感
染
リ
ス
ク
が
高
い
場
所
を
避
け
、

「
自
然
や
風
景
の
見
物
」、「
ア
ウ
ト
ド

ア
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
」等
、感
染
リ
ス

ク
の
低
い
場
所
で
体
験
で
き
る
こ
と

を
希
望
す
る
傾
向
が
見
ら
れ
る
。

【
訪
日
旅
行
時
に
事
業
者
等
に
求
め

る
対
策
】

　「
訪
日
時
に
利
用
す
る
サ
ー
ビ
ス

事
業
者
の
感
染
対
策
」に
つ
い
て
は
、

交
通
事
業
者（
図
12
‐a
）、宿
泊
事
業

者（
図
12
‐
b
）と
も
に「
徹
底
し
た
消

毒
」と
な
っ
た
。い
ず
れ
の
項
目
も
事

業
者
が
行
う
感
染
対
策
と
し
て
は
重

要
な
も
の
で
あ
り
、選
択
率
の
大
小

で
感
染
対
策
の
優
先
順
位
を
判
断
す

る
こ
と
は
難
し
い
が
、注
目
す
べ
き

は
、「
特
に
必
要
だ
と
思
う
対
策
は
な

い
」、「
自
社
の
感
染
対
策
に
関
す
る

多
言
語
で
の
情
報
発
信
」を
除
く
項

目
に
お
い
て
、ア
ジ
ア
の
選
択
率
が

欧
米
豪
を
上
回
っ
て
お
り
、ア
ジ
ア

か
ら
の
旅
行
者
は
日
本
国
内
の
事
業

者
の
感
染
対
策
に
厳
し
い
目
を
持
っ

て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
点
で
あ
る
。

　今
後
、
我
が
国
で
は
、「
東
京

2
0
2
0
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
」（
2
0
2
1
年
）、「
ワ
ー
ル
ド

マ
ス
タ
ー
ズ
ゲ
ー
ム
」（
2
0
2
2

年
）、「
大
阪
・
関
西
万
博
」（
2
0
2
5

年
）と
国
際
的
な
イ
ベ
ン
ト
の
開
催

が
予
定
さ
れ
て
お
り
※
3（
文
末
脚

注
）、当
面
は
新
型
コ
ロ
ナ
と
の
共
存

を
模
索
し
な
が
ら
開
催
す
る
こ
と
に

な
る
だ
ろ
う
。本
調
査
で
は
、こ
れ
ら

を
見
据
え
、「
国
際
的
な
イ
ベ
ン
ト
に

必
要
な
準
備
」を
尋
ね
て
お
り
、「
国

際
的
な
認
証
を
受
け
て
い
る
」、「
定

期
的
な
清
掃
お
よ
び
消
毒
」、「
非
接

触
顔
認
証
・
決
済
シ
ス
テ
ム
の
導
入
」

が
上
位
3
項
目
と
な
っ
た
。

　こ
れ
ま
で
の
調
査
結

果
か
ら
、イ
ン
バ
ウ
ン

ド
市
場
の
再
開
が
見
通

せ
な
い
中
、い
か
に
高

い
訪
日
意
向
を
維
持
、

喚
起
で
き
る
か
が
重
要

と
な
る
。そ
こ
で
、本
調

査
で
は
、2
0
2
0
年

に
自
国
で
実
施
し
た
日

本
に
関
す
る
活
動（
図

13
‐
a
）に
着
目
し
、こ

れ
ら
の
活
動
を
通
じ

て
、訪
日
意
向
が
ど
う

変
化
し
た
か（
図
13
‐

b
）を
把
握
し
た
。

　実
施
率
が
高
い「
日

本
食
を
体
験
す
る
」、

「
日
本
の
テ
レ
ビ
番
組
、

映
画
、ア
ニ
メ
、音
楽
、

ゲ
ー
ム
、書
籍
等
を
楽

し
む
」、「
日
本
企
業
の

製
品
、日
本
産
の
食
品

等
を
購
入
す
る
」こ
と

に
よ
る
訪
日
意
向
は
相

4
． 新

型
コ
ロ
ナ
下

に
お
け
る

自
国
で
の

日
本
に
関
す
る

活
動

実
施
率
が
高
い
の
は
食

体
験
、コ
ン
テ
ン
ツ
、製

品・食
品
購
入
、訪
問
意

向
が
高
く
な
る
活
動
は

オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ア
ー

対
的
に
低
い
が
、実
施
率
が
低
い「
日

本
国
内
を
案
内
す
る
オ
ン
ラ
イ
ン
ツ

ア
ー
※
4（
文
末
脚
注
）に
参
加
」し

た
こ
と
に
よ
る
訪
日
意
向
は
高
い
。

こ
の
背
景
に
は
、日
本
食
、日
本
の
コ

ン
テ
ン
ツ
、日
本
の
製
品
・
食
品
購
入

は
現
地（
特
に
東
ア
ジ
ア
）で
は
日
常

生
活
の
一
部
と
な
っ
て
お
り
、こ
う

し
た
消
費
行
動
と
訪
日
旅
行
が
結
び

つ
き
に
く
く
な
っ
て
い
る
も
の
と
推

察
さ
れ
る
。一
方
、新
型
コ
ロ
ナ
下
で

そ
の
名
を
広
く
知
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ア
ー
は
、目
新

し
い
消
費
活
動
で
あ
る
た
め
、実
施

率
は
低
い
も
の
の
、活
動
そ
の
も
の

が
旅
行
を
想
起
し
や
す
い
こ
と
が
影

響
し
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

以
上
か
ら
、実
施
率
の
高
い
活
動
を

い
か
に
訪
日
意
向
の
維
持
・
喚
起
に

結
び
つ
け
る
か
、ま
た
、訪
日
意
向
の

維
持
・
喚
起
に
有
効
で
は
あ
る
も
の

の
、実
施
率
の
低
い
オ
ン
ラ
イ
ン
ツ

ア
ー
の
実
施
率
を
ど
う
上
げ
る
か
が

課
題
と
な
る
だ
ろ
う
。例
え
ば
、日
本

国
内
で
販
売
さ
れ
て
い
る
特
産
品
を

事
前
に
消
費
者
に
送
付
し
て
ツ
ア
ー

中
に
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
オ
ン
ラ

イ
ン
ツ
ア
ー
を
海
外
で
も
販
売
す
る

こ
と
等
が
考
え
ら
れ
る
。日
本
食
や

日
本
企
業
の
製
品
、日
本
産
の
食
品

が
日
常
的
に
販
売
さ
れ
て
い
る
東
ア

ジ
ア
で
あ
れ
ば
、小
売
店
や
レ
ス
ト

ラ
ン
へ
の
流
通
シ
ス
テ
ム
が
既
に
構

築
さ
れ
て
お
り
、都
道
府
県
で
現
地

事
務
所
を
構
え
て
い
る
こ
と
も
あ
る

た
め
、関
係
者
が
う
ま
く
連
携
で
き

れ
ば
実
現
の
可
能
性
も
出
て
く
る
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
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図 7 新型コロナ流行収束後の訪日旅行1回あたりの予算が
増加する人の割合※1

（項目毎に回答。回答は5段階の中から１つ選択）

※1：予算が「増える」「どちらかといえば増える」と回答した対象者の合計 

80%40% 60%20%

アジア居住者
（n=1,671）
欧米豪居住者

（n=189）

0%

1回あたりの旅行予算

宿泊施設

食事

交通費

観光・レジャー

買い物

57
50

52
59
59

54
44

42
54

51
57

49

※1：項目のカッコ内は、回答者全体の割合
※2：「観光関連事業者」とは宿泊施設、飲食店、交通機関、レジャー施設等、

「日本滞在中、体調が悪くなった際に相談できる場所」とは医療機関や相談サービス等

25%15% 20%10%5%

図 8 安心して訪日旅行をするために
必要な新型コロナに関する情報※1（回答は１つ選択）

アジア居住者
（n=2,587）
欧米豪居住者

（n=674）

0%

観光関連事業者の
感染防止対策（21％）※2

観光関連事業者の
営業状況（13％）

日本人が日常的に実施している
感染防止対策（13％）

訪問したい地域の
感染防止に対する政策（11％）

日本滞在中、体調が悪く
なった際に相談できる場所（11％）
訪問したい地域の感染者数や

死亡者数（9％）
外国人旅行者に対する

日本人の意識（7％）
訪問したい地域の

混雑時期や混雑予測（7％）
その他
（0％）

特に必要だと感じる
情報はない（7％）
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第2回調査
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2019年調査

（n=833）

欧米豪居住者
0%

航空券と宿泊施設を
個別に手配

自身の嗜好によるガイド付き
テーラーメイドツアー

航空券と宿泊施設のみが
セットになったパック旅行

航空券のみを出発前に手配
（宿泊先は現地で手配）
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2

フルパッケージツアー※1

30% 40%20%10%

図 9 新型コロナ流行収束後の訪日旅行で希望する旅行形態
（回答は１つ選択）

第2回調査
（n=2,587）
2019年調査

（n=2,265）

アジア居住者

※1：航空券と宿泊施設がセットになったパック旅行に食事・観光・添乗員や現地ガイドが含まれているもの

0%

フルパッケージツアー※1

航空券と宿泊施設を
個別に手配

自身の嗜好によるガイド付き
テーラーメイドツアー

航空券と宿泊施設のみが
セットになったパック旅行

航空券のみを出発前に手配
（宿泊先は現地で手配）
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図10 新型コロナ流行収束後の訪日旅行で希望する同行者※1（回答はあてはまるものすべて）

第2回調査
（n=2,587）
2019年調査

（n=2,243）

第2回調査
（n=674）
2019年調査

（n=328）

アジア居住者 欧米豪居住者

※1：2019年調査は、「訪日経験者」に日本旅行時の同行者を聴取した結果
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図 11 訪日旅行で体験したいこと（回答はあてはまるものすべて）
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（n=2,587）
2019年調査

（n=2,265）

第2回調査
（n=674）
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（n=833）

0%

桜の観賞

自然や風景の見物

伝統的日本料理

温泉への入浴

雪景色観賞
有名な史跡や歴史的な建築物の

見物（説明の充実度含む）
紅葉の観賞

現地の人が普段利用している
カジュアルな食事
世界遺産の見物

（説明の充実度含む）
繁華街の街歩き

遊園地やテーマパーク
日本庭園の見物

（説明の充実度含む）
食品や飲料のショッピング

日本文化の体験
（茶道、華道、着物試着など）

イベント・祭りの見物

アウトドアアクティビティ
洋服やファッション雑貨の

ショッピング
化粧品や医薬品の購入

自然や資源を損なうことのないよう
配慮されている観光地・観光ツアー
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自然や資源を損なうことのないよう
配慮されている観光地・観光ツアー

日本文化の体験
（茶道、華道、着物試着など）
現地の人が普段利用している

カジュアルな食事
温泉への入浴

近代的／先進的な建築物の見物
（説明の充実度含む）
イベント・祭りの見物

伝統工芸品の工房見学・体験
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伝統芸能鑑賞（歌舞伎や能）
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美術館や博物館の鑑賞
（説明の充実度含む）
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40%30%20%10%

アジア居住者
（n=4,127）
欧米豪居住者

（n=2,012）

宿泊事業者がとるべき対策図12-b
0%

客室や共用スペースの徹底した消毒
（35％）

利用客を対象としたチェックイン
前の健康状態の確認（26％）
従業員のマスクや手袋の着用

（26％）
密集や密接を避けるための

レストランの利用人数の規制（24％）
密集や密接を避けるための

共同浴場やサウナの利用人数の規制（19％）
従業員を対象とした

健康状態の確認（19％）
施設の入口や施設内

の消毒液の設置（18％）
客室や共用スペース
の空気清浄（17％）

利用者への感染予防対策
アナウンス/注意喚起（15％）

飲食提供の際のブッフェを禁止し、
個食・個包装での提供（15％）

共同浴場やサウナ
の利用禁止（12％）

体調不良時の多言語医療
相談サービスの提供（12％）

宿泊先における感染防止策に関する
多言語での情報発信（12％）
特に必要だと思う対策はない

（7％）
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図12 訪日旅行時に事業者に求める対策※1（最も重要と思われるものを3つまで回答）

アジア居住者
（n=4,127）
欧米豪居住者

（n=2,012）

※1：項目のカッコ内は、回答者全体の割合

交通事業者がとるべき対策図12-a
0%

車両や機内等の徹底した消毒
（34%）

密集や密接を避けるための
乗車（搭乗）人数の規制（32%）
従業員のマスクや手袋の着用

（32%）
利用客を対象とした乗車・搭乗前の

健康状態の確認（28％）
従業員を対象とした

健康状態の確認（20％）
車内・機内等の消毒液の設置

（20％）
乗客への感染予防対策

アナウンス/注意喚起（19％）
車両や機内等の定期的な換気

（18％）
体調不良時の多言語

医療相談サービスの提供（15％）
自社の感染防止策に関する

多言語での情報発信（15％）
飲食提供の際の

個食・個包装での提供（15％）
特に必要だと思う対策はない

（8％）
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　新
型
コ
ロ
ナ
流
行
収
束
後
の
訪
日

旅
行
は
ど
う
変
化
す
る
の
か
。適
宜
、

新
型
コ
ロ
ナ
流
行
以
前
の
2
0
1
9

年
に
実
施
し
た「
D
B
J
・
J
T
B
F

ア
ジ
ア
・
欧
米
豪 

訪
日
外
国
人
旅
行

者
の
意
向
調
査（
2
0
1
9
年
度
版
） 

※
2（
文
末
脚
注
）」の
結
果
と
比
較

し
な
が
ら
、考
察
し
た
い
。

【
計
画
段
階
】

　訪
日
旅
行
を
計
画
す
る
際
に
重
要

な
要
素
と
な
る
の
が「
予
算
」（
図
7
）

と「
情
報
」（
図
8
）で
あ
る
。「
新
型
コ

ロ
ナ
流
行
収
束
後
の
訪
日
旅
行
1
回

あ
た
り
の
予
算
」が
増
加
す
る
と
回

答
し
た
人
の
割
合
は
、ア
ジ
ア
、欧
米

豪
と
も
に
半
数
以
上
と
な
っ
て
い

る
。費
目
別
で
は
、欧
米
豪
で
は「
宿

泊
施
設
」、ア
ジ
ア
で
は「
食
事
」が
1

位
と
な
っ
て
い
る
。

　安
心
し
て
訪
日
旅
行
を
す
る
た
め

に
必
要
な
新
型
コ
ロ
ナ
に
関
す
る
情

報
で
は「
観
光
関
連
事
業
者
の
感
染

防
止
対
策
」が
最
も
高
く
、ア
ジ
ア
で

は
特
に
そ
の
傾
向
が
顕
著
で
あ
る
。

一
方
、欧
米
豪
で
は「
特
に
必
要
だ
と

感
じ
る
情
報
は
な
い
」の
選
択
率
が

高
く
な
っ
て
お
り
、ア
ジ
ア
と
欧
米

豪
で
情
報
に
対
す
る
温
度
差
が
生
じ

て
い
る
。

【
訪
日
旅
行
時
】

　新
型
コ
ロ
ナ
流
行
収
束
後
の
訪
日

旅
行
で
希
望
す
る「
旅
行
形
態
」（
図

9
）と「
同
行
者
」（
図
10
）に
つ
い
て
、

第
2
回
調
査
と
2
0
1
9
年
度
調
査

を
比
較
す
る
と
、希
望
す
る
旅
行
形

態
で
は
、ア
ジ
ア
、欧
米
豪
と
も
に
、

「
フ
ル
パ
ッ
ケ
ー
ジ
ツ
ア
ー
」の
利
用

希
望
割
合
が
低
く
な
っ
て
お
り
、「
航

空
券
と
宿
泊
施
設
の
み
が
セ
ッ
ト
に

な
っ
た
パ
ッ
ク
旅
行
」が
高
く
な
っ

て
い
る
。見
知
ら
ぬ
人
と
行
動
を
共

に
し
、バ
ス
移
動
や
大
人
数
で
の
食

事
等
、感
染
リ
ス
ク
が
高
い
場
面
が

想
起
さ
れ
る
旅
行
形
態
は
敬
遠
さ

れ
、顔
見
知
り
同
士
の
少
人
数
旅
行

に
利
用
し
や
す
い
旅
行
形
態
が
好
ま

れ
る
傾
向
に
あ
る
。

　ま
た
、希
望
す
る
同
行
者
は「
配
偶

者
・
恋
人
」や「
自
分
の
子
供
」の
選
択

率
が
高
く
な
っ
て
お
り
、旅
行
手
配

方
法
、同
行
者
に
共
通
す
る
の
は
行

動
経
路
を
把
握
で
き
る
人
と
の
旅
行

を
想
定
し
て
い
る
点
で
あ
る
。

　次
に「
訪
日
旅
行
で
体
験
し
た
い

こ
と
」（
図
11
）で
は
、ア
ジ
ア
で「
自

然
や
風
景
の
見
物
」、「
有
名
な
史
跡

や
歴
史
的
な
建
造
物
の
見
物
」、「
世

界
遺
産
の
見
物
」、「
ア
ウ
ト
ド
ア
ア

ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
」の
選
択
率
が
上
昇

し
た
。ま
た
、欧
米
豪
で
は
、「
繁
華
街

の
街
歩
き
」の
選
択
率
が
大
幅
に（
25

ポ
イ
ン
ト
）低
下
し
て
お
り
、新
型
コ

ロ
ナ
流
行
収
束
後
は
、繁
華
街
等
の

感
染
リ
ス
ク
が
高
い
場
所
を
避
け
、

「
自
然
や
風
景
の
見
物
」、「
ア
ウ
ト
ド

ア
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
」等
、感
染
リ
ス

ク
の
低
い
場
所
で
体
験
で
き
る
こ
と

を
希
望
す
る
傾
向
が
見
ら
れ
る
。

【
訪
日
旅
行
時
に
事
業
者
等
に
求
め

る
対
策
】

　「
訪
日
時
に
利
用
す
る
サ
ー
ビ
ス

事
業
者
の
感
染
対
策
」に
つ
い
て
は
、

交
通
事
業
者（
図
12
‐a
）、宿
泊
事
業

者（
図
12
‐
b
）と
も
に「
徹
底
し
た
消

毒
」と
な
っ
た
。い
ず
れ
の
項
目
も
事

業
者
が
行
う
感
染
対
策
と
し
て
は
重

要
な
も
の
で
あ
り
、選
択
率
の
大
小

で
感
染
対
策
の
優
先
順
位
を
判
断
す

る
こ
と
は
難
し
い
が
、注
目
す
べ
き

は
、「
特
に
必
要
だ
と
思
う
対
策
は
な

い
」、「
自
社
の
感
染
対
策
に
関
す
る

多
言
語
で
の
情
報
発
信
」を
除
く
項

目
に
お
い
て
、ア
ジ
ア
の
選
択
率
が

欧
米
豪
を
上
回
っ
て
お
り
、ア
ジ
ア

か
ら
の
旅
行
者
は
日
本
国
内
の
事
業

者
の
感
染
対
策
に
厳
し
い
目
を
持
っ

て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
点
で
あ
る
。

　今
後
、
我
が
国
で
は
、「
東
京

2
0
2
0
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
」（
2
0
2
1
年
）、「
ワ
ー
ル
ド

マ
ス
タ
ー
ズ
ゲ
ー
ム
」（
2
0
2
2

年
）、「
大
阪
・
関
西
万
博
」（
2
0
2
5

年
）と
国
際
的
な
イ
ベ
ン
ト
の
開
催

が
予
定
さ
れ
て
お
り
※
3（
文
末
脚

注
）、当
面
は
新
型
コ
ロ
ナ
と
の
共
存

を
模
索
し
な
が
ら
開
催
す
る
こ
と
に

な
る
だ
ろ
う
。本
調
査
で
は
、こ
れ
ら

を
見
据
え
、「
国
際
的
な
イ
ベ
ン
ト
に

必
要
な
準
備
」を
尋
ね
て
お
り
、「
国

際
的
な
認
証
を
受
け
て
い
る
」、「
定

期
的
な
清
掃
お
よ
び
消
毒
」、「
非
接

触
顔
認
証
・
決
済
シ
ス
テ
ム
の
導
入
」

が
上
位
3
項
目
と
な
っ
た
。

　こ
れ
ま
で
の
調
査
結

果
か
ら
、イ
ン
バ
ウ
ン

ド
市
場
の
再
開
が
見
通

せ
な
い
中
、い
か
に
高

い
訪
日
意
向
を
維
持
、

喚
起
で
き
る
か
が
重
要

と
な
る
。そ
こ
で
、本
調

査
で
は
、2
0
2
0
年

に
自
国
で
実
施
し
た
日

本
に
関
す
る
活
動（
図

13
‐
a
）に
着
目
し
、こ

れ
ら
の
活
動
を
通
じ

て
、訪
日
意
向
が
ど
う

変
化
し
た
か（
図
13
‐

b
）を
把
握
し
た
。

　実
施
率
が
高
い「
日

本
食
を
体
験
す
る
」、

「
日
本
の
テ
レ
ビ
番
組
、

映
画
、ア
ニ
メ
、音
楽
、

ゲ
ー
ム
、書
籍
等
を
楽

し
む
」、「
日
本
企
業
の

製
品
、日
本
産
の
食
品

等
を
購
入
す
る
」こ
と

に
よ
る
訪
日
意
向
は
相

4
． 新

型
コ
ロ
ナ
下

に
お
け
る

自
国
で
の

日
本
に
関
す
る

活
動

実
施
率
が
高
い
の
は
食

体
験
、コ
ン
テ
ン
ツ
、製

品・食
品
購
入
、訪
問
意

向
が
高
く
な
る
活
動
は

オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ア
ー

対
的
に
低
い
が
、実
施
率
が
低
い「
日

本
国
内
を
案
内
す
る
オ
ン
ラ
イ
ン
ツ

ア
ー
※
4（
文
末
脚
注
）に
参
加
」し

た
こ
と
に
よ
る
訪
日
意
向
は
高
い
。

こ
の
背
景
に
は
、日
本
食
、日
本
の
コ

ン
テ
ン
ツ
、日
本
の
製
品
・
食
品
購
入

は
現
地（
特
に
東
ア
ジ
ア
）で
は
日
常

生
活
の
一
部
と
な
っ
て
お
り
、こ
う

し
た
消
費
行
動
と
訪
日
旅
行
が
結
び

つ
き
に
く
く
な
っ
て
い
る
も
の
と
推

察
さ
れ
る
。一
方
、新
型
コ
ロ
ナ
下
で

そ
の
名
を
広
く
知
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ア
ー
は
、目
新

し
い
消
費
活
動
で
あ
る
た
め
、実
施

率
は
低
い
も
の
の
、活
動
そ
の
も
の

が
旅
行
を
想
起
し
や
す
い
こ
と
が
影

響
し
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

以
上
か
ら
、実
施
率
の
高
い
活
動
を

い
か
に
訪
日
意
向
の
維
持
・
喚
起
に

結
び
つ
け
る
か
、ま
た
、訪
日
意
向
の

維
持
・
喚
起
に
有
効
で
は
あ
る
も
の

の
、実
施
率
の
低
い
オ
ン
ラ
イ
ン
ツ

ア
ー
の
実
施
率
を
ど
う
上
げ
る
か
が

課
題
と
な
る
だ
ろ
う
。例
え
ば
、日
本

国
内
で
販
売
さ
れ
て
い
る
特
産
品
を

事
前
に
消
費
者
に
送
付
し
て
ツ
ア
ー

中
に
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
オ
ン
ラ

イ
ン
ツ
ア
ー
を
海
外
で
も
販
売
す
る

こ
と
等
が
考
え
ら
れ
る
。日
本
食
や

日
本
企
業
の
製
品
、日
本
産
の
食
品

が
日
常
的
に
販
売
さ
れ
て
い
る
東
ア

ジ
ア
で
あ
れ
ば
、小
売
店
や
レ
ス
ト

ラ
ン
へ
の
流
通
シ
ス
テ
ム
が
既
に
構

築
さ
れ
て
お
り
、都
道
府
県
で
現
地

事
務
所
を
構
え
て
い
る
こ
と
も
あ
る

た
め
、関
係
者
が
う
ま
く
連
携
で
き

れ
ば
実
現
の
可
能
性
も
出
て
く
る
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
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調
査
概
要

●調査名       
●調査方法
●調査実施時期

●調査地域

●調査対象者

●有効回答者数

※1 第1回調査の結果詳細
https://www.jtb.or.jp/research/theme/inbound/
asiaeuro-survey-2020/
第2回調査の結果詳細
https://www.jtb.or.jp/research/theme/inbound/asiaeuro-survey-2020-2/
※2 https://www.jtb.or.jp/research/theme/inbound/
asiaeuro-survey-2019/
※3 2021年3月末日時点
※4 現地を訪れずにオンライン上で観光を楽しむサービス
※5 https://www.pref.tottori.lg.jp/secure/1237676/925.pdf

DBJ・JTBF アジア・欧米豪 訪日外国人旅行者の意向調査（2020年度新型コロナ影響度 特別調査）
インターネットによる調査
第1回：2020年6月2日～6月12日　
第2回：2020年12月1日～2020年12月12日
韓国、中国、台湾、香港、タイ、シンガポール、マレーシア、インドネシア、アメリカ、
オーストラリア、イギリス、フランスの12地域
※中国は北京および上海在住者のみ（割合は北京50%：上海50%）
※アメリカ、オーストラリア、イギリス、フランスの４地域は2016年度調査から加わった。
20歳～59歳の男女、かつ、海外旅行経験者
※中国-香港-マカオ間、マレーシア-シンガポール間、タイ-マレーシア間、アメリカ-カナダ・メキシコ・ハワイ・グアム間、
オーストラリア-ニュージーランド間、イギリス・フランス-欧州各国間の旅行については、海外旅行経験から除く
第1回：上記各地域に居住する住民計6,266人　
第2回：上記各地域に居住する住民計6,139人
※内訳は下図参照

アジア
全体

欧米豪
全体

（人）

韓国項目

男性
女性

その他
総計

第2回調査

3,177
3,089

6,266

全体

2,101
2,093

4,194

266
263

529

264
284

548

261
269

530

252
259

511

264
257

521

266
251

517

263
257

520

265
253

518

1,076
996

2,072

271
249

520

268
257

525

259
246

505

278
244

522

3,097
3,034

8
6,139

全体

2,061
2,061

5
4,127

259
271

1
531

264
272

1
537

250
249

1
500

251
248

0
499

264
251

1
516

258
255

1
514

254
255

0
509

261
260

0
521

1,036
973

3
2,012

260
243

0
503

264
241

2
507

252
253

1
506

260
236

0
496

アジア
全体

欧米豪
全体

（人）

韓国 中国 台湾 香港 タイ シンガポール マレーシア インドネシア アメリカ オーストラリア イギリス フランス

中国 台湾 香港 タイ シンガポール マレーシア インドネシア アメリカ オーストラリア イギリス フランス

項目

男性
女性
総計

第1回調査

有
効
回
答
者
数
の
内
訳

40%30%20%10% 40%30%20%10%
アジア居住者 欧米豪居住者

図14 新型コロナ流行収束後においても海外旅行をしたくない理由（回答はあてはまるものすべて）

第2回調査
（n=288）
第1回調査

（n=375）

第2回調査
（n=209）
第1回調査

（n=367）

0%

旅行先での衛生面での配慮や、
清潔・安全に不安があるから

感染予防のため自粛したいから
仕事・収入が減少しており、

節約したいから
心理的に、

海外旅行をする気分になれないから
海外旅行に行くことで周囲から心配

されたり、非難される可能性があるから
海外で体験したいことが特にないから

海外旅行への興味が薄れたから
外出自粛により、

家にいることに慣れたから
特に行きたい国・地域がないから

身近に新型コロナウイルスの
被害があったから

その他

特に理由はない／わからない

38
37

36
38

25
30

18
30

17
19

16
14

13
20

13
0

12
10

8
9

1
2

7
3

0%

海外旅行への興味が薄れたから

感染予防のため自粛したいから
旅行先での衛生面での配慮や、

清潔・安全に不安があるから
心理的に、

海外旅行をする気分になれないから
仕事・収入が減少しており、

節約したいから
特に行きたい国・地域が特にないから

外出自粛により、
家にいることに慣れたから

海外で体験したいことが特にないから

海外旅行に行くことで周囲から心配
されたり、非難される可能性があるから

身近に新型コロナウイルスの
被害があったから

その他

特に理由はない／わからない

21
22

18
26

18
24

16
21

15
15
15

10
14

13
14

13
9

8
9
9

2
1

12
14

60% 80%40%20% 100%60% 80%40%20%

図13 2020年に自国で実施した日本に関する活動とこれを実施したことによる訪日意向の変化

アジア居住者
（n=4,127）
欧米豪居住者

（n=2,012）

※1: 項目のカッコ内は、回答者全体の数値　
※2：「訪日意向が高まった」または「訪日意向がやや高まった」と回答した対象者の割合
※3：選択肢は「日本のテレビ番組、映画、アニメ、音楽、ゲーム、書籍等を楽しむ」

2020年に実施した日本に関する活動※1図13-a 日本に関する活動を実施したことによる訪日意向の変化※2図13-b

0%

日本食を体験する
日本のテレビ番組※3、

映画、アニメ、音楽等を楽しむ（44％）
日本企業の製品、

日本産の食品等を購入する（44％）
訪日旅行に関する情報を収集する

（34％）
自国の日本好きの

オンラインコミュニティで交流する（20％）
自国で日本文化を体験する

（17％）
日本に関するイベントに参加する

（15％）
日本国内を案内する

オンラインツアーに参加する（9％）
その他日本に関する活動

（0％）

65
41

51
30

52
27

39
22
22

17
20

10
17

11
11

3
0
0

0%

日本国内を案内する
オンラインツアーに参加する（85%）

自国で日本文化を体験する
（84％）

訪日旅行に関する情報を収集する
（81％）

日本に関するイベントに参加する
（80％）

自国の日本好きの
オンラインコミュニティで交流する（80％）

日本企業の製品、
日本産の食品等を購入する（75％）

日本のテレビ番組※3、
映画、アニメ、音楽等を楽しむ（74％）

日本食を体験する
（73％）

87
78

85
80
82

76
83

73
82

75
76

72
74
75
76

65

（回答はあてはまるものすべて） （項目毎に回答。回答は5段階の中から1つ選択）

（n=468）
（n=63）
（n=844）
（n=208）
（n=1,627）
（n=452）
（n=699）
（n=230）
（n=902）
（n=341）
（n=2,143）
（n=537）
（n=2,044）
（n=601）
（n=2,672）
（n=823）

　こ
れ
ま
で
の
調
査
結

果
か
ら
、イ
ン
バ
ウ
ン

ド
市
場
の
再
開
が
見
通

せ
な
い
中
、い
か
に
高

い
訪
日
意
向
を
維
持
、

喚
起
で
き
る
か
が
重
要

と
な
る
。そ
こ
で
、本
調

査
で
は
、2
0
2
0
年

に
自
国
で
実
施
し
た
日

本
に
関
す
る
活
動（
図

13
‐
a
）に
着
目
し
、こ

れ
ら
の
活
動
を
通
じ

て
、訪
日
意
向
が
ど
う

変
化
し
た
か（
図
13
‐

b
）を
把
握
し
た
。

　実
施
率
が
高
い「
日

本
食
を
体
験
す
る
」、

「
日
本
の
テ
レ
ビ
番
組
、

映
画
、ア
ニ
メ
、音
楽
、

ゲ
ー
ム
、書
籍
等
を
楽

し
む
」、「
日
本
企
業
の

製
品
、日
本
産
の
食
品

等
を
購
入
す
る
」こ
と

に
よ
る
訪
日
意
向
は
相

　本
調
査
の
第
1
回
調
査
、第
2
回

調
査
を
通
じ
て
、外
国
人
旅
行
者
の

海
外
旅
行
に
対
す
る
意
向
に「
変
化

し
て
い
な
い
点
」と「
変
化
し
つ
つ
あ

る
点
」が
浮
き
彫
り
に
な
っ
た
。こ
の

点
を
踏
ま
え
な
が
ら
、イ
ン
バ
ウ
ン

ド
市
場
回
復
に
あ
た
っ
て
、今
取
り

組
む
べ
き
こ
と
を
考
察
し
た
い
。

ま
ず
、「
変
化
し
て
い
な
い
点
」に
つ

い
て
は
、新
型
コ
ロ
ナ
流
行
収
束
後

の
海
外
旅
行
の
実
施
意
向
は
高
く
、

訪
問
先
と
し
て
の
日
本
人
気
は
継
続

し
て
高
い
一
方
、我
が
国
の
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
市
場
の
大
半
を
占
め
る
ア
ジ

ア
地
域
で
は
、感
染
不
安
が
強
く
、今

後
6
ヶ
月
間
の
海
外
旅
行
実
施
意
向

が
低
い
こ
と（
図
2
‐a
）、事
業
者
に

求
め
る
感
染
対
策
に
も
関
心
が
高
い

こ
と（
図
12
）か
ら
、「
日
本
に
行
き
た

い
け
ど（
感
染
が
不
安
で
）行
け
な

い
」外
国
人
旅
行
者
が
多
く
存
在
し

て
い
る
状
態
に
大
き
な
変
化
は
な

か
っ
た
。同
時
に
、イ
ン
バ
ウ
ン
ド
市

場
が
再
開
す
る
ま
で
、高
い
訪
日
意

向
を
維
持
・
喚
起
す
る
た
め
の
取
り

組
み
は
引
き
続
き
必
要
と
な
る
だ
ろ

う
。最
近
で
は
、鳥
取
県
が
タ
イ
国
際

航
空
と
連
携
し
、バ
ン
コ
ク
市
内
で
、

県
の
特
産
品
で
あ
る
カ
ニ
を
使
っ
た

弁
当
の
提
供
や
、同
時
に
観
光
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
を
実
施
し
て
い
る
※
5

（
文
末
脚
注
）。日
本
国
内
の
自
治
体

と
現
地
事
業
者
等
が
連
携
し
た
取
り

組
み
は
2
0
2
0
年
上
半
期
に
は
あ

ま
り
見
ら
れ
な
か
っ
た
が
、下
半
期

以
降
、徐
々
に
増
加
し
て
い
る
。

　イ
ン
バ
ウ
ン
ド
市
場
の
再
開
に
向

け
て
は
、新
型
コ
ロ
ナ
流
行
後
に「
変

化
し
つ
つ
あ
る
点
」を
踏
ま
え
て
、準

備（
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
、受
け
入
れ
環

境
整
備
等
）を
進
め
て
い
く
必
要
が

あ
る
だ
ろ
う
。今
回
の
調
査
で
明
ら

か
に
な
っ
た
こ
と
は
、新
型
コ
ロ
ナ

流
行
前
に
比
べ
、外
国
人
旅
行
者
は

訪
日
旅
行
の
あ
ら
ゆ
る
場
面
で
感
染

リ
ス
ク
を
意
識
し
、こ
れ
を
回
避
し

よ
う
と
す
る
意
向
が
見
ら
れ
た
こ
と

で
あ
る
。ま
た
、新
型
コ
ロ
ナ
と
の
闘

い
が
長
期
化
し
て
い
る
こ
と
に
よ
っ

て
、変
化
し
つ
つ
あ
る
外
国
人
旅
行

者
の
意
識
に
も
注
目
し
た
い
。「
レ

ジ
ャ
ー
実
施
意
向
」（
図
1
）や「
新
型

コ
ロ
ナ
流
行
収
束
後
の
海
外
旅
行
実

施
意
向
」（
図
3
）は
第
1
回
調
査
と

比
べ
、第
2
回
調
査
で
は
上
昇
し
て

お
り
、長
期
に
及
ぶ
ロ
ッ
ク
ダ
ウ
ン

や
自
粛
等
に
よ
る
ス
ト
レ
ス
を
身
近

な
レ
ジ
ャ
ー
で
癒
し
た
い
と
い
う
思

い
や
、い
つ
の
日
か
海
外
旅
行
を
す

る
こ
と
を
夢
見
な
が
ら
、困
難
な

日
々
を
乗
り
切
ろ
う
と
す
る
思
い
が

垣
間
見
え
た
。

　一
方
、新
型
コ
ロ
ナ
流
行
収
束
後

に
海
外
旅
行
を
し
た
く
な
い
人
を
対

象
に
そ
の
理
由
を
尋
ね
た
結
果（
図

14
）で
は
、ア
ジ
ア
、欧
米
豪
と
も
に

「
心
理
的
に
、海
外
旅
行
を
す
る
気
分

に
な
れ
な
い
か
ら
」の
選
択
率
が
、第

1
回
調
査
と
比
べ
、第
2
回
調
査
で

は
低
下
し
て
い
る
。ま
た
、欧
米
豪
で

は「
感
染
予
防
の
た
め
自
粛
し
た
い

か
ら
」や「
旅
行
先
で
の
衛
生
面
で
の

配
慮
や
、清
潔
・
安
全
に
不
安
が
あ
る

か
ら
」の
選
択
率
が
低
下
し
て
お
り
、

「
コ
ロ
ナ
慣
れ
」と
も
取
れ
る
状
況
が

見
ら
れ
た
。欧
米
豪
で
は「
海
外
旅
行

へ
の
興
味
が
薄
れ
た
か
ら
」が
第
1

回
調
査
、第
2
回
調
査
と
も
選
択
率

が
高
い
こ
と
に
も
注
意
が
必
要
で
あ

る
。今
回
紹
介
し
た
2
回
の
調
査
結

果
か
ら
は
、新
型
コ
ロ
ナ
流
行
収
束

後
の
海
外
旅
行
意
向
は
高
か
っ
た
も

の
の
、さ
ら
に
流
行
収
束
ま
で
の
時

間
が
長
引
く
と
、海
外
旅
行
そ
の
も

の
へ
の
興
味
・
関
心
が
低
下
し
て
し

ま
う
可
能
性
も
示
唆
し
て
お
り
、今

後
も
注
視
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
だ

ろ
う
。

　第
1
回
調
査
と
第
2
回
調
査
と
の

約
6
ヶ
月
の
間
で
、海
外
旅
行
実
施

意
向
や
、他
の
海
外
の
旅
行
先
と
比

較
し
た
際
の
日
本
の
競
争
力
の
高
さ

等
、大
き
な
変
化
は
な
か
っ
た
が
、新

型
コ
ロ
ナ
の
影
響
に
よ
り
、少
し
ず

つ
外
国
人
旅
行
者
の
嗜
好
や
意
識
が

対
的
に
低
い
が
、実
施
率
が
低
い「
日

本
国
内
を
案
内
す
る
オ
ン
ラ
イ
ン
ツ

ア
ー
※
4（
文
末
脚
注
）に
参
加
」し

た
こ
と
に
よ
る
訪
日
意
向
は
高
い
。

こ
の
背
景
に
は
、日
本
食
、日
本
の
コ

ン
テ
ン
ツ
、日
本
の
製
品
・
食
品
購
入

は
現
地（
特
に
東
ア
ジ
ア
）で
は
日
常

生
活
の
一
部
と
な
っ
て
お
り
、こ
う

し
た
消
費
行
動
と
訪
日
旅
行
が
結
び

つ
き
に
く
く
な
っ
て
い
る
も
の
と
推

察
さ
れ
る
。一
方
、新
型
コ
ロ
ナ
下
で

そ
の
名
を
広
く
知
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ア
ー
は
、目
新

し
い
消
費
活
動
で
あ
る
た
め
、実
施

率
は
低
い
も
の
の
、活
動
そ
の
も
の

が
旅
行
を
想
起
し
や
す
い
こ
と
が
影

響
し
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

以
上
か
ら
、実
施
率
の
高
い
活
動
を

い
か
に
訪
日
意
向
の
維
持
・
喚
起
に

結
び
つ
け
る
か
、ま
た
、訪
日
意
向
の

維
持
・
喚
起
に
有
効
で
は
あ
る
も
の

の
、実
施
率
の
低
い
オ
ン
ラ
イ
ン
ツ

ア
ー
の
実
施
率
を
ど
う
上
げ
る
か
が

課
題
と
な
る
だ
ろ
う
。例
え
ば
、日
本

国
内
で
販
売
さ
れ
て
い
る
特
産
品
を

事
前
に
消
費
者
に
送
付
し
て
ツ
ア
ー

中
に
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
オ
ン
ラ

イ
ン
ツ
ア
ー
を
海
外
で
も
販
売
す
る

こ
と
等
が
考
え
ら
れ
る
。日
本
食
や

日
本
企
業
の
製
品
、日
本
産
の
食
品

が
日
常
的
に
販
売
さ
れ
て
い
る
東
ア

ジ
ア
で
あ
れ
ば
、小
売
店
や
レ
ス
ト

ラ
ン
へ
の
流
通
シ
ス
テ
ム
が
既
に
構

築
さ
れ
て
お
り
、都
道
府
県
で
現
地

5
．ま
と
め

変
化
し
て
い
る
点
が
確
認
で
き
た
。

本
調
査
の
結
果
が
示
す
よ
う
に
、レ

ジ
ャ
ー
は
消
費
者
の
身
近
な
範
囲
か

ら
徐
々
に
回
復
す
る
こ
と
が
予
想
さ

れ
る
た
め
、イ
ン
バ
ウ
ン
ド
市
場
の

再
開
に
は
時
間
を
要
す
る
と
思
わ
れ

る
が
、再
開
す
る
そ
の
日
ま
で
、当
財

団
で
は
、今
後
も
継
続
的
に
外
国
人

旅
行
者
の
意
識
を
把
握
し
、プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
や
政
策
立
案
に
有
益
な

デ
ー
タ
を
発
信
し
て
い
き
た
い
。（
か

き
し
ま 

あ
か
ね
）

事
務
所
を
構
え
て
い
る
こ
と
も
あ
る

た
め
、関
係
者
が
う
ま
く
連
携
で
き

れ
ば
実
現
の
可
能
性
も
出
て
く
る
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
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調
査
概
要

●調査名       
●調査方法
●調査実施時期

●調査地域

●調査対象者

●有効回答者数

※1 第1回調査の結果詳細
https://www.jtb.or.jp/research/theme/inbound/
asiaeuro-survey-2020/
第2回調査の結果詳細
https://www.jtb.or.jp/research/theme/inbound/asiaeuro-survey-2020-2/
※2 https://www.jtb.or.jp/research/theme/inbound/
asiaeuro-survey-2019/
※3 2021年3月末日時点
※4 現地を訪れずにオンライン上で観光を楽しむサービス
※5 https://www.pref.tottori.lg.jp/secure/1237676/925.pdf

DBJ・JTBF アジア・欧米豪 訪日外国人旅行者の意向調査（2020年度新型コロナ影響度 特別調査）
インターネットによる調査
第1回：2020年6月2日～6月12日　
第2回：2020年12月1日～2020年12月12日
韓国、中国、台湾、香港、タイ、シンガポール、マレーシア、インドネシア、アメリカ、
オーストラリア、イギリス、フランスの12地域
※中国は北京および上海在住者のみ（割合は北京50%：上海50%）
※アメリカ、オーストラリア、イギリス、フランスの４地域は2016年度調査から加わった。
20歳～59歳の男女、かつ、海外旅行経験者
※中国-香港-マカオ間、マレーシア-シンガポール間、タイ-マレーシア間、アメリカ-カナダ・メキシコ・ハワイ・グアム間、
オーストラリア-ニュージーランド間、イギリス・フランス-欧州各国間の旅行については、海外旅行経験から除く
第1回：上記各地域に居住する住民計6,266人　
第2回：上記各地域に居住する住民計6,139人
※内訳は下図参照

アジア
全体

欧米豪
全体

（人）

韓国項目

男性
女性

その他
総計

第2回調査

3,177
3,089

6,266

全体

2,101
2,093

4,194

266
263

529

264
284

548

261
269

530

252
259

511

264
257

521

266
251

517

263
257

520

265
253

518

1,076
996

2,072

271
249

520

268
257

525

259
246

505

278
244

522

3,097
3,034

8
6,139

全体

2,061
2,061

5
4,127

259
271

1
531

264
272

1
537

250
249

1
500

251
248

0
499

264
251

1
516

258
255

1
514

254
255

0
509

261
260

0
521

1,036
973

3
2,012

260
243

0
503

264
241

2
507

252
253

1
506

260
236

0
496

アジア
全体

欧米豪
全体

（人）

韓国 中国 台湾 香港 タイ シンガポール マレーシア インドネシア アメリカ オーストラリア イギリス フランス

中国 台湾 香港 タイ シンガポール マレーシア インドネシア アメリカ オーストラリア イギリス フランス

項目

男性
女性
総計

第1回調査

有
効
回
答
者
数
の
内
訳

40%30%20%10% 40%30%20%10%
アジア居住者 欧米豪居住者

図14 新型コロナ流行収束後においても海外旅行をしたくない理由（回答はあてはまるものすべて）

第2回調査
（n=288）
第1回調査

（n=375）

第2回調査
（n=209）
第1回調査

（n=367）

0%

旅行先での衛生面での配慮や、
清潔・安全に不安があるから

感染予防のため自粛したいから
仕事・収入が減少しており、

節約したいから
心理的に、

海外旅行をする気分になれないから
海外旅行に行くことで周囲から心配

されたり、非難される可能性があるから
海外で体験したいことが特にないから

海外旅行への興味が薄れたから
外出自粛により、

家にいることに慣れたから
特に行きたい国・地域がないから

身近に新型コロナウイルスの
被害があったから

その他

特に理由はない／わからない

38
37

36
38

25
30

18
30

17
19

16
14

13
20

13
0

12
10

8
9

1
2

7
3

0%

海外旅行への興味が薄れたから

感染予防のため自粛したいから
旅行先での衛生面での配慮や、

清潔・安全に不安があるから
心理的に、

海外旅行をする気分になれないから
仕事・収入が減少しており、

節約したいから
特に行きたい国・地域が特にないから

外出自粛により、
家にいることに慣れたから

海外で体験したいことが特にないから

海外旅行に行くことで周囲から心配
されたり、非難される可能性があるから

身近に新型コロナウイルスの
被害があったから

その他

特に理由はない／わからない

21
22

18
26

18
24

16
21

15
15
15

10
14

13
14

13
9

8
9
9

2
1

12
14

60% 80%40%20% 100%60% 80%40%20%

図13 2020年に自国で実施した日本に関する活動とこれを実施したことによる訪日意向の変化

アジア居住者
（n=4,127）
欧米豪居住者

（n=2,012）

※1: 項目のカッコ内は、回答者全体の数値　
※2：「訪日意向が高まった」または「訪日意向がやや高まった」と回答した対象者の割合
※3：選択肢は「日本のテレビ番組、映画、アニメ、音楽、ゲーム、書籍等を楽しむ」

2020年に実施した日本に関する活動※1図13-a 日本に関する活動を実施したことによる訪日意向の変化※2図13-b

0%

日本食を体験する
日本のテレビ番組※3、

映画、アニメ、音楽等を楽しむ（44％）
日本企業の製品、

日本産の食品等を購入する（44％）
訪日旅行に関する情報を収集する

（34％）
自国の日本好きの

オンラインコミュニティで交流する（20％）
自国で日本文化を体験する

（17％）
日本に関するイベントに参加する

（15％）
日本国内を案内する

オンラインツアーに参加する（9％）
その他日本に関する活動

（0％）

65
41

51
30

52
27

39
22
22

17
20

10
17

11
11

3
0
0

0%

日本国内を案内する
オンラインツアーに参加する（85%）

自国で日本文化を体験する
（84％）

訪日旅行に関する情報を収集する
（81％）

日本に関するイベントに参加する
（80％）

自国の日本好きの
オンラインコミュニティで交流する（80％）

日本企業の製品、
日本産の食品等を購入する（75％）

日本のテレビ番組※3、
映画、アニメ、音楽等を楽しむ（74％）

日本食を体験する
（73％）

87
78

85
80
82

76
83

73
82

75
76

72
74
75
76

65

（回答はあてはまるものすべて） （項目毎に回答。回答は5段階の中から1つ選択）

（n=468）
（n=63）
（n=844）
（n=208）
（n=1,627）
（n=452）
（n=699）
（n=230）
（n=902）
（n=341）
（n=2,143）
（n=537）
（n=2,044）
（n=601）
（n=2,672）
（n=823）

　こ
れ
ま
で
の
調
査
結

果
か
ら
、イ
ン
バ
ウ
ン

ド
市
場
の
再
開
が
見
通

せ
な
い
中
、い
か
に
高

い
訪
日
意
向
を
維
持
、

喚
起
で
き
る
か
が
重
要

と
な
る
。そ
こ
で
、本
調

査
で
は
、2
0
2
0
年

に
自
国
で
実
施
し
た
日

本
に
関
す
る
活
動（
図

13
‐
a
）に
着
目
し
、こ

れ
ら
の
活
動
を
通
じ

て
、訪
日
意
向
が
ど
う

変
化
し
た
か（
図
13
‐

b
）を
把
握
し
た
。

　実
施
率
が
高
い「
日

本
食
を
体
験
す
る
」、

「
日
本
の
テ
レ
ビ
番
組
、

映
画
、ア
ニ
メ
、音
楽
、

ゲ
ー
ム
、書
籍
等
を
楽

し
む
」、「
日
本
企
業
の

製
品
、日
本
産
の
食
品

等
を
購
入
す
る
」こ
と

に
よ
る
訪
日
意
向
は
相

　本
調
査
の
第
1
回
調
査
、第
2
回

調
査
を
通
じ
て
、外
国
人
旅
行
者
の

海
外
旅
行
に
対
す
る
意
向
に「
変
化

し
て
い
な
い
点
」と「
変
化
し
つ
つ
あ

る
点
」が
浮
き
彫
り
に
な
っ
た
。こ
の

点
を
踏
ま
え
な
が
ら
、イ
ン
バ
ウ
ン

ド
市
場
回
復
に
あ
た
っ
て
、今
取
り

組
む
べ
き
こ
と
を
考
察
し
た
い
。

ま
ず
、「
変
化
し
て
い
な
い
点
」に
つ

い
て
は
、新
型
コ
ロ
ナ
流
行
収
束
後

の
海
外
旅
行
の
実
施
意
向
は
高
く
、

訪
問
先
と
し
て
の
日
本
人
気
は
継
続

し
て
高
い
一
方
、我
が
国
の
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
市
場
の
大
半
を
占
め
る
ア
ジ

ア
地
域
で
は
、感
染
不
安
が
強
く
、今

後
6
ヶ
月
間
の
海
外
旅
行
実
施
意
向

が
低
い
こ
と（
図
2
‐a
）、事
業
者
に

求
め
る
感
染
対
策
に
も
関
心
が
高
い

こ
と（
図
12
）か
ら
、「
日
本
に
行
き
た

い
け
ど（
感
染
が
不
安
で
）行
け
な

い
」外
国
人
旅
行
者
が
多
く
存
在
し

て
い
る
状
態
に
大
き
な
変
化
は
な

か
っ
た
。同
時
に
、イ
ン
バ
ウ
ン
ド
市

場
が
再
開
す
る
ま
で
、高
い
訪
日
意

向
を
維
持
・
喚
起
す
る
た
め
の
取
り

組
み
は
引
き
続
き
必
要
と
な
る
だ
ろ

う
。最
近
で
は
、鳥
取
県
が
タ
イ
国
際

航
空
と
連
携
し
、バ
ン
コ
ク
市
内
で
、

県
の
特
産
品
で
あ
る
カ
ニ
を
使
っ
た

弁
当
の
提
供
や
、同
時
に
観
光
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
を
実
施
し
て
い
る
※
5

（
文
末
脚
注
）。日
本
国
内
の
自
治
体

と
現
地
事
業
者
等
が
連
携
し
た
取
り

組
み
は
2
0
2
0
年
上
半
期
に
は
あ

ま
り
見
ら
れ
な
か
っ
た
が
、下
半
期

以
降
、徐
々
に
増
加
し
て
い
る
。

　イ
ン
バ
ウ
ン
ド
市
場
の
再
開
に
向

け
て
は
、新
型
コ
ロ
ナ
流
行
後
に「
変

化
し
つ
つ
あ
る
点
」を
踏
ま
え
て
、準

備（
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
、受
け
入
れ
環

境
整
備
等
）を
進
め
て
い
く
必
要
が

あ
る
だ
ろ
う
。今
回
の
調
査
で
明
ら

か
に
な
っ
た
こ
と
は
、新
型
コ
ロ
ナ

流
行
前
に
比
べ
、外
国
人
旅
行
者
は

訪
日
旅
行
の
あ
ら
ゆ
る
場
面
で
感
染

リ
ス
ク
を
意
識
し
、こ
れ
を
回
避
し

よ
う
と
す
る
意
向
が
見
ら
れ
た
こ
と

で
あ
る
。ま
た
、新
型
コ
ロ
ナ
と
の
闘

い
が
長
期
化
し
て
い
る
こ
と
に
よ
っ

て
、変
化
し
つ
つ
あ
る
外
国
人
旅
行

者
の
意
識
に
も
注
目
し
た
い
。「
レ

ジ
ャ
ー
実
施
意
向
」（
図
1
）や「
新
型

コ
ロ
ナ
流
行
収
束
後
の
海
外
旅
行
実

施
意
向
」（
図
3
）は
第
1
回
調
査
と

比
べ
、第
2
回
調
査
で
は
上
昇
し
て

お
り
、長
期
に
及
ぶ
ロ
ッ
ク
ダ
ウ
ン

や
自
粛
等
に
よ
る
ス
ト
レ
ス
を
身
近

な
レ
ジ
ャ
ー
で
癒
し
た
い
と
い
う
思

い
や
、い
つ
の
日
か
海
外
旅
行
を
す

る
こ
と
を
夢
見
な
が
ら
、困
難
な

日
々
を
乗
り
切
ろ
う
と
す
る
思
い
が

垣
間
見
え
た
。

　一
方
、新
型
コ
ロ
ナ
流
行
収
束
後

に
海
外
旅
行
を
し
た
く
な
い
人
を
対

象
に
そ
の
理
由
を
尋
ね
た
結
果（
図

14
）で
は
、ア
ジ
ア
、欧
米
豪
と
も
に

「
心
理
的
に
、海
外
旅
行
を
す
る
気
分

に
な
れ
な
い
か
ら
」の
選
択
率
が
、第

1
回
調
査
と
比
べ
、第
2
回
調
査
で

は
低
下
し
て
い
る
。ま
た
、欧
米
豪
で

は「
感
染
予
防
の
た
め
自
粛
し
た
い

か
ら
」や「
旅
行
先
で
の
衛
生
面
で
の

配
慮
や
、清
潔
・
安
全
に
不
安
が
あ
る

か
ら
」の
選
択
率
が
低
下
し
て
お
り
、

「
コ
ロ
ナ
慣
れ
」と
も
取
れ
る
状
況
が

見
ら
れ
た
。欧
米
豪
で
は「
海
外
旅
行

へ
の
興
味
が
薄
れ
た
か
ら
」が
第
1

回
調
査
、第
2
回
調
査
と
も
選
択
率

が
高
い
こ
と
に
も
注
意
が
必
要
で
あ

る
。今
回
紹
介
し
た
2
回
の
調
査
結

果
か
ら
は
、新
型
コ
ロ
ナ
流
行
収
束

後
の
海
外
旅
行
意
向
は
高
か
っ
た
も

の
の
、さ
ら
に
流
行
収
束
ま
で
の
時

間
が
長
引
く
と
、海
外
旅
行
そ
の
も

の
へ
の
興
味
・
関
心
が
低
下
し
て
し

ま
う
可
能
性
も
示
唆
し
て
お
り
、今

後
も
注
視
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
だ

ろ
う
。

　第
1
回
調
査
と
第
2
回
調
査
と
の

約
6
ヶ
月
の
間
で
、海
外
旅
行
実
施

意
向
や
、他
の
海
外
の
旅
行
先
と
比

較
し
た
際
の
日
本
の
競
争
力
の
高
さ

等
、大
き
な
変
化
は
な
か
っ
た
が
、新

型
コ
ロ
ナ
の
影
響
に
よ
り
、少
し
ず

つ
外
国
人
旅
行
者
の
嗜
好
や
意
識
が

対
的
に
低
い
が
、実
施
率
が
低
い「
日

本
国
内
を
案
内
す
る
オ
ン
ラ
イ
ン
ツ

ア
ー
※
4（
文
末
脚
注
）に
参
加
」し

た
こ
と
に
よ
る
訪
日
意
向
は
高
い
。

こ
の
背
景
に
は
、日
本
食
、日
本
の
コ

ン
テ
ン
ツ
、日
本
の
製
品
・
食
品
購
入

は
現
地（
特
に
東
ア
ジ
ア
）で
は
日
常

生
活
の
一
部
と
な
っ
て
お
り
、こ
う

し
た
消
費
行
動
と
訪
日
旅
行
が
結
び

つ
き
に
く
く
な
っ
て
い
る
も
の
と
推

察
さ
れ
る
。一
方
、新
型
コ
ロ
ナ
下
で

そ
の
名
を
広
く
知
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ア
ー
は
、目
新

し
い
消
費
活
動
で
あ
る
た
め
、実
施

率
は
低
い
も
の
の
、活
動
そ
の
も
の

が
旅
行
を
想
起
し
や
す
い
こ
と
が
影

響
し
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

以
上
か
ら
、実
施
率
の
高
い
活
動
を

い
か
に
訪
日
意
向
の
維
持
・
喚
起
に

結
び
つ
け
る
か
、ま
た
、訪
日
意
向
の

維
持
・
喚
起
に
有
効
で
は
あ
る
も
の

の
、実
施
率
の
低
い
オ
ン
ラ
イ
ン
ツ

ア
ー
の
実
施
率
を
ど
う
上
げ
る
か
が

課
題
と
な
る
だ
ろ
う
。例
え
ば
、日
本

国
内
で
販
売
さ
れ
て
い
る
特
産
品
を

事
前
に
消
費
者
に
送
付
し
て
ツ
ア
ー

中
に
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
オ
ン
ラ

イ
ン
ツ
ア
ー
を
海
外
で
も
販
売
す
る

こ
と
等
が
考
え
ら
れ
る
。日
本
食
や

日
本
企
業
の
製
品
、日
本
産
の
食
品

が
日
常
的
に
販
売
さ
れ
て
い
る
東
ア

ジ
ア
で
あ
れ
ば
、小
売
店
や
レ
ス
ト

ラ
ン
へ
の
流
通
シ
ス
テ
ム
が
既
に
構

築
さ
れ
て
お
り
、都
道
府
県
で
現
地

5
．ま
と
め

変
化
し
て
い
る
点
が
確
認
で
き
た
。

本
調
査
の
結
果
が
示
す
よ
う
に
、レ

ジ
ャ
ー
は
消
費
者
の
身
近
な
範
囲
か

ら
徐
々
に
回
復
す
る
こ
と
が
予
想
さ

れ
る
た
め
、イ
ン
バ
ウ
ン
ド
市
場
の

再
開
に
は
時
間
を
要
す
る
と
思
わ
れ

る
が
、再
開
す
る
そ
の
日
ま
で
、当
財

団
で
は
、今
後
も
継
続
的
に
外
国
人

旅
行
者
の
意
識
を
把
握
し
、プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
や
政
策
立
案
に
有
益
な

デ
ー
タ
を
発
信
し
て
い
き
た
い
。（
か

き
し
ま 

あ
か
ね
）

事
務
所
を
構
え
て
い
る
こ
と
も
あ
る

た
め
、関
係
者
が
う
ま
く
連
携
で
き

れ
ば
実
現
の
可
能
性
も
出
て
く
る
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
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域
自
ら
が
稼
ぐ
力
を
引
き
出
し
、観
光
地
域
経

営
の
視
点
に
た
っ
た
観
光
地
域
づ
く
り
の
舵
取

り
役
と
な
る
こ
と
、②
天
童
市
並
び
に
周
辺
地

域
、関
係
諸
団
体
と
連
携
し
、住
ん
で
よ
し
、訪

れ
て
よ
し
の
観
光
地
域
づ
く
り
を
推
進
し
て
、

選
ば
れ
る
地
域
を
創
る
こ
と
、③
地
域
ア
ラ
イ

ア
ン
ス
を
形
成
し
、旅
館
経
営
の
効
率
化
を
図

る
こ
と
の
3
点
。シ
ン
プ
ル
に
言
え
ば
、天
童
温

泉
に
訪
れ
る
目
的
を
つ
く
る
こ
と
が
目
的
で
あ

り
、そ
の
た
め
に
様
々
な
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み

●
取
り
組
み
の
柱
は
、①
地
域
の
魅
力
を
高
め

る
商
品
を
創
る
、②
共
同
で
良
い
物
を
安
く
買

う
、③
温
泉
街
に
賑
わ
い
を
創
る
、④
優
秀
な
人

材
を
確
保
す
る
、の
4
つ
。

地
域
の
魅
力
を
高
め
る
商
品
を
創
る
：

着
地
型
旅
行
商
品
の

造
成
・
販
売
・
受
入

●
最
初
の
取
り
組
み
は「
朝
摘
み
さ
く
ら
ん
ぼ

ツ
ア
ー
」（
図
１
）。早
朝
に
収
穫
し
た
さ
く
ら
ん

ぼ
は
、最
も
実
が
締
ま
り
酸
味
が
少
な
く
、甘
さ

が
際
立
ち
非
常
に
美
味
し
い
。高
級
さ
く
ら
ん

ぼ
と
し
て
も
、朝
摘
み
と
っ
た
も
の
が
出
荷
さ

れ
て
い
る
。し
か
し
、さ
く
ら
ん
ぼ
狩
り
は
日
中

に
行
わ
れ
る
こ
と
が
普
通
で
、そ
れ
ま
で
一
般

客
が
体
験
で
き
る
機
会
は
な
か
っ
た
。こ
こ
に

ツ
ア
ー
と
し
て
提
供
す
る
価
値
を
見
出
し
商
品

化
し
た
。ま
た
、朝
摘
み
の
美
味
し
い
さ
く
ら
ん

ぼ
を
食
べ
る
た
め
に
は
、天
童
温
泉
に
泊
ま
る

必
要
が
あ
り
、天
童
温
泉
を
訪
れ
る
目
的
を
創

出
で
き
る
と
い
う
こ
と
で
2
0
1
7
年
か
ら
実

施
し
て
い
る
。

●
早
朝
の
果
樹
園
に
は
こ
の
ツ
ア
ー
の
参
加
客

し
か
い
な
い
た
め
、ゆ
っ
く
り
食
べ
る
こ
と
が

で
き
る
ほ
か
、農
家
さ
ん
か
ら
栽
培
方
法
な
ど

い
ろ
い
ろ
な
話
も
聞
け
る
。ま
た
、お
土
産
の
購

入
や
発
送
を
ゆ
っ
く
り
で
き
る
こ
と
も
、こ
の

ツ
ア
ー
の
付
加
価
値
と
し
て
喜
ば
れ
て
い
る
。

ま
た
、早
朝
の
涼
し
い
気
候
の
中
で
楽
し
め
る

の
も
魅
力
。

●
果
樹
園
ま
で
の
送
迎
車
中
で
の
ガ
イ
ド
は
自

身
が
務
め
る
。果
樹
園
到
着
後
、農
家
さ
ん
か
ら

採
り
方
や
品
種
に
よ
る
味
の
違
い
な
ど
の
説
明

が
あ
っ
た
後
、実
際
に
さ
く
ら
ん
ぼ
狩
り
を
約

30
分
楽
し
ん
で
い
た
だ
く
。

●
さ
く
ら
ん
ぼ
狩
り
シ
ー
ズ
ン
終
了
後
は
、参

加
者
の
様
子
や
感
想
、課
題
点
な
ど
を
ま
と
め

て
、関
係
者
間
で
次
年
度
に
向
け
て
の
改
善
点

を
話
し
合
っ
て
い
る
。

●
2
0
1
8
年
か
ら
は
、銀
山
温
泉
を
訪
ね
る

「
銀
山
温
泉
ト
ワ
イ
ラ
イ
ト
・
ト
リ
ッ
プ
」を
実

施
し
て
い
る
。冬
季
の
集
客
が
難
し
い
天
童
温

泉
に
対
し
て
、雪
が
積
も
る
温
泉
街
を
ガ
ス
灯

の
明
か
り
が
照
ら
す
非
常
に
美
し
い
景
色
を
見

る
た
め
に
、銀
山
温
泉
に
は
世
界
中
か
ら
人
が

訪
れ
て
い
る
。一
方
、銀
山
温
泉
の
宿
泊
容
量
は

そ
れ
ほ
ど
大
き
く
な
く
、泊
ま
り
た
い
の
に
泊

ま
れ
な
い
と
い
う
状
況
が
続
い
て
い
る
。天
童

温
泉
に
宿
泊
す
れ
ば
銀
山
温
泉
に
行
け
る
と
い

う
フ
レ
ー
ズ
で
売
り
出
し
た
と
こ
ろ
、年
々
集

客
が
伸
び
て
い
る
。

●
朝
摘
み
さ
く
ら
ん
ぼ
、銀
山
温
泉
以
外
に
も
、

地
域
の
様
々
な
魅
力
を
ツ
ア
ー
と
し
て
商
品
化

し
販
売
し
て
い
る
が
、正
直
な
と
こ
ろ
、こ
う
し

た
着
地
型
旅
行
商
品
は
売
れ
た
と
し
て
も
収
益

は
大
き
く
な
い
。

共
同
で
良
い
物
を
安
く
買
う
：

タ
オ
ル
の
共
同
購
入

●
し
か
し
、天
童
温
泉
や
山
形
県
を
訪
れ
る
き

っ
か
け
づ
く
り
は
必
要
で
あ
り
、会
社
の
存
続

も
考
え
な
く
て
は
な
ら
な
い
。着
地
型
旅
行
商

品
造
成
以
外
の
収
益
源
と
し
て
、タ
オ
ル
の
共

同
購
入
が
挙
げ
ら
れ
る
。

●
各
旅
館
が
お
客
様
に
提
供
す
る
タ
オ
ル
を
、

天
童
温
泉
共
通
デ
ザ
イ
ン
の
タ
オ
ル
と
し
て
一

括
で
仕
入
れ
て
い
る
。各
旅
館
の
仕
入
れ
価
格

を
下
げ
る
こ
と
が
で
き
、そ
こ
に
D
M
C
天
童

温
泉
の
利
益
を
上
乗
せ
す
る
こ
と
で
、毎
月
の

安
定
的
な
収
入
源
と
な
っ
て
い
る
。

●
し
か
し
、旅
館
が
稼
働
し
な
い
と
タ
オ
ル
の

仕
入
れ
も
行
わ
な
い
た
め
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
影
響
に
よ
り
営
業
自
粛
な
ど
が
続
く

と
、収
入
源
と
し
て
は
不
安
定
に
な
っ
て
し
ま

う
。

温
泉
街
に
賑
わ
い
を
創
る
：

天
童
温
泉
屋
台
村「
と
横
丁
」

●
2
0
2
0
年
1
月
に
天
童
温
泉
屋
台
村「
と

横
丁
」を
オ
ー
プ
ン
し
た
。天
童
ホ
テ
ル
の
出
資

と
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
に
よ
り
資
金
調

達
し
、D
M
C
天
童
温
泉
が
運
営
し
て
い
る
。現

在
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
を
受
け
て

い
る
が
、テ
イ
ク
ア
ウ
ト
な
ど
新
た
な
試
み
を

進
め
て
い
る
。

●
天
童
温
泉
周
辺
飲
食
店
の
英
語
メ
ニ
ュ
ー
作

成
の
ほ
か
、夕
食
を
街
中
で
食
べ
て
い
た
だ
く

こ
と
で
温
泉
街
に
賑
わ
い
を
創
る
た
め
、1
泊

朝
食
付
き
・
夕
食
な
し
プ
ラ
ン
の
提
供
に
も
取

り
組
ん
で
い
る
。

優
秀
な
人
材
を
確
保
す
る
：

外
国
人
労
働
者
登
録
支
援
事
業

●
2
0
2
0
年
に
D
M
C
天
童
温
泉
が
外
国
人

労
働
者
の
登
録
支
援
機
関
に
認
定
さ
れ
た
。外

国
人
の
た
め
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
サ
ロ
ン
の
運

営
、日
本
語
教
室
の
運
営
な
ど
天
童
温
泉
で
の

外
国
人
労
働
者
の
受
け
入
れ
に
向
け
て
準
備
が

活 動 報 告

「たびとしょCafe」

21回第

「
地
域
を
観
光
で
支
え
る

株
式
会
社
D
M
C
天
童
温
泉
の

挑
戦
」を
開
催

鈴
木
誠
人（
す
ず
き
・
ま
こ
と
）

1
9
9
0
年
1
月
3
日
、埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
出
身
。

旅
行
系
の
専
門
学
校
を
卒
業
後
、旅
行
会
社
に
就
職
。

団
体
営
業
兼
添
乗
員
と
し
て

国
内
47
都
道
府
県・海
外
22
か
国
に
足
跡
を
残
す
。

静
岡
県
浜
松
市
、福
島
県
福
島
市
に
居
住
歴
あ
り
。

2
0
1
6
年
、天
童
温
泉
ほ
ほ
え
み
の
宿 

滝
の
湯
に
転
職
。

デ
ジ
タ
ル
マ
ー
ケ
ティン
グ
と
広
報
業
務
の
傍
ら
、

2
0
1
7
年
か
ら
株
式
会
社
D
M
C
天
童
温
泉
を
兼
務
。

山
形
や
天
童
温
泉
に
訪
れ
る
目
的
づ
く
り
の
た
め
の

ロ
ー
カ
ル
ツ
ア
ー
や
イ
ベ
ン
ト
の

企
画
販
売・ガ
イ
ド
等
を
行
っ
て
い
る
。

G
u
est sp

ea
ker

進
ん
で
い
た
が
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影

響
に
よ
り
、ス
ト
ッ
プ
し
て
い
る
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
発
生

●
2
0
2
0
年
2
月
頃
ま
で
は
様
々
な
モ
ニ
タ

ー
ツ
ア
ー
や
新
た
な
企
画
を
進
め
て
い
た
が
、

そ
の
後
次
第
に
状
況
が
悪
化
し
、天
童
温
泉
は

4
月
か
ら
6
月
上
旬
ま
で
休
業
と
な
り
、各
宿

の
従
業
員
は
約
2
か
月
間
自
宅
待
機
と
な
っ

た
。W

E
B
ラ
ジ
オ
配
信
ス
タ
ー
ト

●
こ
の
2
か
月
の
間
に
、stan

d
.fm

と
い
う
無

料
ア
プ
リ
を
用
い
て
、W
E
B
ラ
ジ
オ
の
配
信

を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。YouT

ube

、Tw
itter

、

F
aceb

o
o
k

、In
stagram

な
ど
様
々
な
発
信

ツ
ー
ル
が
あ
る
が
、音
声
の
み
の
ラ
ジ
オ
は

Y
ou

T
u
be

の
よ
う
に
編
集
作
業
の
手
間
が
か

か
ら
ず
、ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
一
台
で
配
信
可
能

な
点
が
メ
リ
ッ
ト
。ま
た
、動
画
だ
と
画
面
を
見

る
必
要
が
あ
る
た
め
視
聴
中
は
他
の
作
業
が
で

き
な
い
が
、ラ
ジ
オ
は
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
再

生
が
で
き
る
た
め
様
々
な
場
面
で
気
軽
に
聞
い

て
も
ら
え
る
点
も
魅
力
。

●
リ
ス
ナ
ー
は
少
し
ず
つ
増
え
て
お
り
、県
内

の
ラ
ジ
オ
番
組
に
取
り
上
げ
て
い
た
だ
く
機
会

も
あ
る
。録
音
し
た
番
組
はT

w
itter

で
も
拡

散
し
て
い
る
。

果
樹
園
と
ア
ラ
イ
ア
ン
ス

●
温
泉
宿
の
休
業
中
、果
樹
園
は
さ
く
ら
ん
ぼ

収
穫
の
人
手
不
足
に
悩
ん
で
い
た
。例
年
、2
万

人
の
観
光
客
が
さ
く
ら
ん
ぼ
狩
り
を
楽
し
ん
で

い
た
が
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
さ

く
ら
ん
ぼ
狩
り
の
受
け
入
れ
を
断
念
し
た
た

め
、約
6
ト
ン
、出
荷
用
と
あ
わ
せ
て
計
17
ト
ン

の
さ
く
ら
ん
ぼ
を
自
分
た
ち
で
収
穫
す
る
必
要

が
生
じ
て
い
た
。

●
果
樹
園
の
社
長
か
ら「
天
童
温
泉
の
従
業
員

を
収
穫
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
迎
え
入
れ
た
い
」と

い
う
連
絡
が
あ
り
、「
は
い
、お
願
い
し
ま
す
」と

即
答
し
た
。そ
こ
で
誕
生
し
た
の
が
、〝
天
童
ア

ラ
イ
ア
ン
ス
+
O
N
〞と
い
う
取
り
組
み（
図

2
）。

●
果
樹
園
側
の
課
題
は
収
穫
ス
タ
ッ
フ
不
足
の

解
消
だ
が
、D
M
C
天
童
温
泉
と
し
て
は
、天
童

温
泉
を
訪
れ
る
目
的
を
つ
く
り
た
い
と
い
う
思

い
が
あ
っ
た
。果
樹
園
で
は
既
に
オ
ン
ラ
イ
ン

販
売
を
手
掛
け
て
い
た
が
、そ
の
販
路
拡
大
に

協
力
し
た
い
と
考
え
、D
M
C
天
童
温
泉
が
さ

く
ら
ん
ぼ
を
仕
入
れ
て
お
客
様
に
販
売
、天
童

温
泉
来
訪
時
に
使
え
る
ク
ー
ポ
ン
券
を
同
封
し

た
。コ
ロ
ナ
収
束
後
に
そ
の
ク
ー
ポ
ン
券
を
天

童
温
泉
で
使
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
で
、旅
館
や

周
辺
の
飲
食
店
、地
域
の
事
業
所
な
ど
、地
域
内

で
お
金
が
回
る
仕
組
み
を
考
え
た
。

●
こ
の
取
り
組
み
の
成
果
と
し
て
、果
樹
園
の

人
手
不
足
解
消
と
旅
館
従
業
員
の
副
業
解
禁
が

挙
げ
ら
れ
る
。ま
た
、さ
く
ら
ん
ぼ
収
穫
を
旅
館

従
業
員
自
ら
が
経
験
し
た
こ
と
で
、今
後
、さ
く

ら
ん
ぼ
狩
り
目
的
の
宿
泊
客
に
適
切
な
案
内
が

で
き
る
よ
う
に
な
る
だ
ろ
う
。

●
一
方
、D
M
C
天
童
温
泉
と
し
て
の
ク
ー
ポ

ン
券
を
同
封
し
た
さ
く
ら
ん
ぼ
販
売
は
、ラ
イ

バ
ル
が
多
い
状
況
の
中
、そ
れ
ほ
ど
イ
ン
パ
ク

ト
の
あ
る
数
が
売
れ
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。

農
援
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
展
開

●
観
光
消
費
の
回
復
と
生
産
者
支
援
を
目
的

に
、天
童
市
、D
M
C
天
童
温
泉
、各
旅
館
、天
童

市
農
業
協
同
組
合
が
連
携
し
て
、天
童
温
泉
に

泊
ま
る
と
農
産
物
が
付
い
て
く
る
宿
泊
プ
ラ
ン

を
実
施
し
た（
図
3
）。特
定
の
農
家
に
と
ど
ま
ら

ず
、広
く
天
童
市
の
生
産
者
を
支
援
す
る
も
の
。

●
農
産
物
代
は
天
童
市
が
補
助
を
出
す
た
め
宿

泊
客
の
負
担
は
ゼ
ロ
。宿
泊
代
に
関
し
て
もG

o
 

T
o

ト
ラ
ベ
ル
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
や
山
形
県
独
自

施
策
で
割
引
が
重
な
っ
た
こ
と
も
あ
り
、

1
0
0
0
名
限
定
の
プ
ラ
ン
は
完
売
し
た
。

目
的
地
づ
く
り

●
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
発
生
以
降
、地
元

団
体
の
キ
ャ
ン
セ
ル
が
相
次
ぎ
、忘
年
会
シ
ー

ズ
ン
は
壊
滅
状
態
だ
っ
た
。1
月
以
降
も
緊
急

事
態
宣
言
の
影
響
を
受
け
、例
年
の
約
2
割
ま

で
落
ち
込
ん
で
し
ま
っ
た
。Go

 T
o

ト
ラ
ベ
ル

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
含
め
、様
々
な
割
引
施
策
が

後
押
し
に
な
っ
て
は
い
る
も
の
の
、キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
終
了
後
の
反
動
が
懸
念
さ
れ
る
。

●
今
後
、国
籍
関
係
な
く
、価
値
観
や
生
き
方
、

旅
の
仕
方
が
ま
す
ま
す
多
様
化
し
て
い
く
。山

形
県
内
で
も
様
々
な
楽
し
み
方
や
過
ご
し
方
が

可
能
で
あ
り
、そ
う
し
た
も
の
を
購
入
可
能
な

着
地
型
旅
行
商
品
に
し
て
い
く
こ
と
で
、お
客

様
が
天
童
市
や
山
形
県
を
訪
れ
る
き
っ
か
け
づ

く
り
を
す
る
こ
と
が
重
要
。

●
こ
れ
ま
で
は
少
品
種
大
量
生
産
の
時
代
と
い

う
こ
と
で
、日
本
各
地
で
団
体
客
が
中
心
と
な

っ
て
1
か
所
に
集
中
す
る
よ
う
な
大
規
模
な
観

光
地
づ
く
り
が
行
わ
れ
て
い
た
が
、多
様
な
価

値
観
や
旅
の
仕
方
に
対
応
す
る
た
め
に
は
、多

品
種
少
量
生
産
を
念
頭
に
置
い
た
旅
行
商
品
づ

く
り
と
集
客
を
考
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

●
こ
う
し
た
取
り
組
み
を
持
続
可
能
に
す
る
た

め
に
大
切
な
の
は
、「
や
る
、続
け
る
、結
果
を
出

す
。」中
に
は
失
敗
す
る
こ
と
も
あ
る
が
、様
々

な
こ
と
を
実
行
し
続
け
、結
果
を
出
す
こ
と
の

積
み
重
ね
が
大
切
だ
と
思
っ
て
い
る
。

●
山
形
県
内
に
既
に
あ
る
魅
力
や
新
た
な
魅
力

を
旅
行
商
品
化
す
る
と
同
時
に
、そ
の
商
品
を

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
し
て
、必
要
と
し
て
い
る
お

客
様
に
届
け
る
作
業
が
欠
か
せ
な
い
。旅
行
商

品
は
販
売
し
て
す
ぐ
に
成
果
が
出
る
も
の
で
は

な
く
、中
長
期
で
腰
を
据
え
て
地
域
の
魅
力
を

発
信
し
続
け
る
こ
と
が
重
要
。

●
交
流
人
口
拡
大
の
た
め
、こ
れ
か
ら
は
、山
形

県
の
魅
力
や
価
値
を
あ
ら
た
め
て
見
直
し
、イ

ン
バ
ウ
ン
ド
の
み
な
ら
ず
、国
内
、山
形
県
民
に

向
け
て
山
形
の
魅
力
を
販
売
し
て
い
く
必
要
が

あ
る
。

自
立
し
た
D
M
C 

●
自
立
し
た
D
M
C
と
し
て
、「
生
み
出
す
」「
届

け
る
」「
受
け
入
れ
る
」の
3
つ
が
必
要
。

●「
生
み
出
す
」と
は
、地
域
に
い
る
我
々
が
あ

る
も
の
を
活
か
し
て
新
た
な
価
値
を
見
い
だ

し
、体
験
で
き
る
商
品
に
す
る
こ
と
。

●
自
分
た
ち
で
生
み
出
し
た
も
の
は
自
分
た
ち

で「
届
け
る
」努
力
を
す
る
。販
路
拡
大
の
一
手

法
と
し
て
旅
行
会
社
経
由
で
の
販
売
も
あ
り
得

る
が
、商
品
に
つ
い
て
熟
知
し
て
い
る
自
分
た

ち
が
、そ
の
情
報
や
思
い
な
ど
を
エ
ン
ド
ユ
ー

ザ
ー
に
届
け
る
こ
と
が
重
要
だ
と
考
え
、

W
E
B
ラ
ジ
オ
な
ど
を
通
し
て
情
報
発
信
し
て

い
る
。

●
そ
し
て
届
け
た
情
報
を
キ
ャ
ッ
チ
し
て
、実

際
に
予
約
を
し
て
、自
分
た
ち
の
地
域
に
来
て

く
れ
た
方
を
、「
受
け
入
れ
」て
お
も
て
な
し
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、お
客
様
の
フ
ァ
ン
化
、リ
ピ

ー
ト
化
に
つ
な
が
っ
て
い
く
と
考
え
て
い
る
。

さ
い
ご
に

●「T
h
e
re

 is n
o
th

in
g
 p

e
rm

a
n
e
n
t 

excep
t ch

a
n
ge.

（
変
化
以
外
に
永
久
の
も

の
は
な
い
。）」と
い
う
言
葉
を
大
切
に
し
て
い

る
。世
の
中
や
時
代
が
も
の
す
ご
い
ス
ピ
ー
ド

で
変
化
す
る
中
、自
ら
も
少
し
ず
つ
変
わ
っ
て

い
く
こ
と
が
必
要
。全
て
を
変
え
れ
ば
い
い
の

で
は
な
く
、変
え
る
と
こ
ろ
は
変
え
る
、守
る
と

こ
ろ
は
守
る
、変
わ
る
こ
と
で
守
れ
る
も
の
が

あ
る
と
い
う
考
え
方
を
、こ
れ
か
ら
も
大
切
に

し
た
い
。

　参
加
者
…
行
政
と
の
関
係
性
に
つ
い
て
聞
き
た

い
。

鈴
木
氏
…
天
童
市
商
工
観
光
課
と
は
ほ
ぼ
毎
日

メ
ー
ル
で
や
り
取
り
を
し
て
お
り
、し
っ
か
り

と
し
た
会
議
形
式
で
は
な
い
が
月
に
1
〜
2
回

は
対
面
で
話
す
機
会
が
あ
る
。気
に
な
る
こ
と

が
あ
る
場
合
は
電
話
で
の
や
り
取
り
も
し
て
お

り
、コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
取
っ
て
い
る
ほ

う
。商
工
観
光
課
以
外
と
の
日
常
的
な
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
な
い
が
、観
光
が
解
決
で
き

る
こ
と
は
な
い
か
と
い
う
観
点
で
連
携
す
る
こ

と
も
あ
る
。民
間
か
ら
ア
イ
デ
ィ
ア
を
出
す
こ

と
が
多
い
が
、行
政
か
ら
も
相
談
の
持
ち
か
け

が
あ
り
、上
意
下
達
と
い
う
形
で
は
な
い
。

参
加
者
…
よ
そ
者
と
し
て
天
童
温
泉
で
働
く
中

で
感
じ
る
や
り
が
い
や
壁
は
。

鈴
木
氏
…
こ
れ
ま
で
に
、よ
そ
者
だ
か
ら
と
否

定
的
な
こ
と
を
言
わ
れ
た
こ
と
は
な
く
、反
対

に
、よ
そ
者
目
線
で
地
域
の
良
さ
が
分
か
る
こ

と
が
メ
リ
ッ
ト
だ
と
感
じ
て
い
る
。地
域
と
の

コ
ネ
ク
シ
ョ
ン
づ
く
り
に
関
し
て
は
、勤
務
先

で
あ
る
ほ
ほ
え
み
の
宿 

滝
の
湯
の
代
表
の
山

口
が
地
域
の
キ
ー
マ
ン
で
顔
が
広
い
の
で
、

D
M
C
天
童
温
泉
と
し
て
活
動
す
る
際
に
、地

域
内
で
活
動
し
て
い
る
方
を
つ
な
い
で
も
ら
う

機
会
が
多
い
。

参
加
者
…
小
さ
な
組
織
と
し
て
は
か
な
り
充
実

し
た
活
動
を
行
っ
て
い
る
と
感
じ
る
が
、ス
タ

ッ
フ
は
何
名
か
。ツ
ア
ー
チ
ラ
シ
の
デ
ザ
イ
ン

も
非
常
に
洗
練
さ
れ
て
い
る
。

鈴
木
氏
…
自
身
は
ほ
ほ
え
み
の
宿 

滝
の
湯
の

社
員
で
あ
り
、か
つ
D
M
C
天
童
温
泉
を
兼
務

し
て
い
る
。D
M
C
天
童
温
泉
の
正
式
な
社
員

は
事
務
担
当
の
プ
ロ
パ
ー
1
名
。実
務
に
関
し

て
は
、自
身
と
プ
ロ
パ
ー
1
名
を
中
心
に
、時
々

各
旅
館
の
社
長
を
加
え
た
体
制
で
行
っ
て
い

る
。

　
ツ
ア
ー
チ
ラ
シ
は
じ
め
D
M
C
天
童
温
泉
の

デ
ザ
イ
ン
類
は
、設
立
当
初
か
ら
全
て
天
童
市

内
の
と
あ
る
デ
ザ
イ
ナ
ー
に
発
注
し
て
い
る
。

東
北
芸
術
工
科
大
学
の
卒
業
生
で
信
頼
し
て
全

て
任
せ
て
い
る
。

参
加
者
…
D
M
O
で
は
な
く
D
M
C
に
し
た
理

由
は
何
か
。

鈴
木
氏
…
行
政
の
補
助
金
頼
み
だ
と
、補
助
金

が
な
く
な
っ
た
と
き
に
身
動
き
が
取
れ
な
く
な

っ
て
し
ま
う
。

　
ま
た
、動
き
や
す
く
持
続
可
能
な
組
織
と
す

る
た
め
、利
害
関
係
が
同
じ
で
即
断
即
決
で
き

る
旅
館
メ
ン
バ
ー
だ
け
で
ス
タ
ー
ト
し
た
。ま

ず
は
様
々
な
こ
と
に
ト
ラ
イ
し
て
み
て
、成
長

す
る
に
つ
れ
て
周
辺
企
業
と
一
緒
に
取
り
組
む

こ
と
は
、今
後
の
可
能
性
と
し
て
考
え
て
い
る
。

参
加
者
…
現
在
、イ
ン
バ
ウ
ン
ド
向
け
に
行
っ

て
い
る
活
動
は
あ
る
か
。

鈴
木
氏
…
2
0
2
0
年
末
、首
都
圏
居
住
の
外

国
人
や
海
外
向
け
の
情
報
発
信
を
行
う
エ
ー
ジ

ェ
ン
ト
を
対
象
に
フ
ァ
ム
ト
リ
ッ
プ
を
実
施

し
、商
品
造
成
や
情
報
発
信
に
向
け
た
関
係
性

の
構
築
を
行
っ
て
い
た
。こ
の
ほ
か
、海
外
向
け

　
2
0
2
1
年
1
月
14
日（
木
）、「
地
域
を
観
光

で
支
え
る
株
式
会
社
D
M
C
天
童
温
泉
の
挑
戦
」

を
テ
ー
マ
に
、第
21
回
た
び
と
し
ょ
C
a
f
e
を

開
催
し
ま
し
た
。

　
山
形
県
の
ほ
ぼ
中
央
部
に
位
置
す
る
天
童
市

は
、さ
く
ら
ん
ぼ
に
代
表
さ
れ
る
果
物
栽
培
が

盛
ん
で
、特
産
品
の
将
棋
駒
は
生
産
量
日
本
一

を
誇
り
ま
す
。そ
の
中
心
に
あ
る
天
童
温
泉
は
、

県
内
周
遊
観
光
の
宿
泊
拠
点
と
し
て
発
展
し
て

き
ま
し
た
。

　「
株
式
会
社
D
M
C
天
童
温
泉
」は
、観
光
地

づ
く
り
の
舵
取
り
役
と
な
る
べ
く
、若
手
旅
館

経
営
者
た
ち
に
よ
っ
て
2
0
1
7
年
に
設
立
さ

れ
ま
し
た
。地
域
の
様
々
な
団
体
と
の
連
携
を

通
し
て
、〝
天
童
な
ら
で
は
の
日
々
〞を
編
集
し
、

訪
れ
る
人
々
に
特
別
な
体
験
を
提
供
し
て
い
ま

す
。コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ
て
も
、い
ち
早
く
地
域
と

連
携
し
て
特
徴
的
な
取
り
組
み
を
さ
れ
て
い
ま

す
。

　
今
回
は
、株
式
会
社
D
M
C
天
童
温
泉
の
鈴

木
誠
人
氏
を
お
招
き
し
、同
社
の
こ
れ
ま
で
の

取
り
組
み
と
、コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ
て
の
奮
闘
を

ご
紹
介
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
後
半
の
質
疑
応
答
で
は
、〝
よ
そ
者
〞と
し
て

の
強
み
、D
M
O
で
は
な
く
D
M
C
を
選
択
し

た
理
由
、人
を
巻
き
込
ん
で
仲
間
を
増
や
す
秘

訣
、ラ
イ
バ
ル
同
士
が
連
携
で
き
た
理
由
な
ど
、

熱
心
な
質
問
が
多
く
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

株
式
会
社
D
M
C

天
童
温
泉
の
誕
生

●
天
童
温
泉
は
、1
9
1
1
年
の
開
湯
で
、

2
0
2
1
年
の
今
年
に
開
湯
1
1
0
年
目
を
迎

え
た
。開
湯
当
初
は
地
元
農
村
民
の
湯
治
場
と

し
て
利
用
さ
れ
て
い
た
が
、昭
和
30
年
代
に
な

る
と
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
に
伴
っ
て
団
体
ツ
ア
ー

が
押
し
寄
せ
る
温
泉
地
と
な
っ
た
。平
成
以
降

は
、団
体
ツ
ア
ー
が
減
少
す
る
と
と
も
に
、個
人

旅
行
者
の
伸
び
悩
み
が
課
題
と
な
っ
て
お
り
、

入
込
人
数
は
右
肩
下
が
り
〜
横
ば
い
と
な
っ
て

い
る
。

●
こ
う
し
た
状
況
の
中
、2
0
1
7
年
、天
童
温

泉
の
若
手
経
営
者
7
名
に
よ
っ
て
株
式
会
社

D
M
C
天
童
温
泉（
以
下
、D
M
C
天
童
温
泉
）

が
設
立
さ
れ
た
。自
分
の
旅
館
と
い
う「
点
」だ

け
で
は
な
く
、天
童
温
泉
と
い
う「
面
」に
い
か

に
人
々
に
来
て
も
ら
う
か
と
い
う
発
想
で
、こ

れ
ま
で
ラ
イ
バ
ル
同
士
だ
っ
た
温
泉
宿
の
オ
ー

ナ
ー
が
手
を
組
み
、「
競
争
」か
ら「
共
創
」へ
と

シ
フ
ト
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

●
資
本
金
は
4
0
0
万
円
。各
旅
館
は
50
万
円

×
7
社
、そ
こ
に
東
京
の
I
T
系
企
業
2
社
が

加
わ
っ
て
い
る
。メ
ン
バ
ー
は〝
若
者
・
馬
鹿
者
・

よ
そ
者
〞
。
ブ
ラ
ン
ド
名
は
「T

E
N

D
O

 

D
A
Y
S

」で
、天
童
で
充
実
し
た
日
々
を
過
ご
し

て
ほ
し
い
と
い
う
想
い
が
込
め
ら
れ
て
い
る
。

第
2
種
旅
行
業
を
取
得
し
て
い
る
。

●
D
M
C
天
童
温
泉
の
事
業
の
目
的
は
、①
地

の
発
信
は
特
に
行
っ
て
い
な
い
。

参
加
者
…
ま
ち
の
人
た
ち
を
ど
の
よ
う
に
巻
き

込
ん
で
い
る
の
か
。潮
目
が
変
わ
っ
た
取
り
組

み
は
あ
る
か
。

鈴
木
氏
…
最
初
か
ら
様
々
な
人
を
巻
き
込
み
過

ぎ
る
と
、ど
う
し
て
も
反
対
す
る
人
が
出
て
し

ま
い
、動
き
に
く
く
な
っ
て
し
ま
う
。は
じ
め

は
、先
陣
を
切
っ
て
物
事
を
変
え
て
い
き
た
い

と
い
う
人
た
ち
が
少
人
数
で
集
ま
っ
て
新
し
い

取
り
組
み
に
ト
ラ
イ
し
、次
第
に
成
功
事
例
を

積
み
重
ね
て
周
囲
が
納
得
す
る
結
果
を
見
せ
る

こ
と
が
、協
力
者
の
拡
大
に
つ
な
が
っ
て
い
く
。

　
ま
た
、旅
館
の
オ
ー
ナ
ー
た
ち
は
皆
同
世
代

で
、一
斉
に
世
代
交
代
を
し
た
こ
と
が
、新
た
な

取
り
組
み
の
機
運
に
つ
な
が
っ
て
い
る
だ
ろ

う
。

　
潮
目
が
変
わ
っ
た
取
り
組
み
と
し
て
、2
年

前
に
開
催
し
た
O
N
S
E
N
ガ
ス
ト
ロ
ノ
ミ
ー

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
in
山
寺
・
天
童
温
泉
が
挙
げ
ら

れ
る
。そ
の
土
地
の
食
・
自
然
・
歴
史
・
文
化
を
体

感
し
な
が
ら
、歩
い
て
食
べ
て
温
泉
に
入
る
と

い
う
イ
ベ
ン
ト
。地
域
住
民
ま
で
巻
き
込
ん
で

実
施
し
た
イ
ベ
ン
ト
で
、主
催
者
事
務
局
か
ら

は
、お
も
て
な
し
の
姿
勢
や
笑
顔
が
日
本
全
国

で
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
と
い
う
評
価
を
得
た
。地
域

住
民
に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
し
た
と
こ
ろ
、お
客

様
を
迎
え
る
こ
と
は
楽
し
い
と
い
う
機
運
が
盛

り
上
が
っ
た
。

参
加
者
…
企
画
検
討
か
ら
実
行
す
る
ま
で
の
期

間
は
ど
の
く
ら
い
か
。

鈴
木
氏
…
商
品
や
内
容
に
よ
っ
て
異
な
る
が
、

お
お
よ
そ
半
年
が
基
本
。大
手
旅
行
会
社
と
連

携
す
る
た
め
に
は
、ツ
ア
ー
催
行
の
半
年
前
に

旅
行
会
社
に
投
げ
込
む
必
要
が
あ
り
、商
品
造

成
が
進
ん
だ
も
の
に
つ
い
て
は
、こ
う
し
た
サ

イ
ク
ル
も
踏
ま
え
て
取
り
組
ん
で
い
る
。

参
加
者
…
競
合
他
社
同
士
が
手
を
組
み
、共
創

す
る
た
め
の
ポ
イ
ン
ト
は
何
か
。

鈴
木
氏
…
天
童
温
泉
は
源
泉
が
共
同
管
理
と
な

っ
て
お
り
、歴
史
的
に
も
横
の
つ
な
が
り
が
強

か
っ
た
。さ
ら
に
、現
在
の
オ
ー
ナ
ー
同
士
は
同

年
代
で
元
々
仲
が
良
く
、横
の
つ
な
が
り
で
情

報
共
有
も
す
ぐ
で
き
る
関
係
性
が
あ
る
。ラ
イ

バ
ル
で
あ
り
同
志
で
あ
る
と
い
う
関
係
性
が
、

天
童
温
泉
の
場
合
は
大
き
い
。

参
加
者
…
D
M
C
天
童
温
泉
の
取
り
組
み
が
、

宿
泊
者
数
に
寄
与
し
て
い
る
面
は
あ
る
か
。ま

た
、今
後
の
事
業
見
通
し
に
つ
い
て
聞
き
た
い
。

鈴
木
氏
…
年
間
を
通
し
て
の
宿
泊
者
数
は
横
ば

い
に
近
い
と
い
う
の
が
正
直
な
と
こ
ろ
だ
が
、

6
月
の
朝
摘
み
さ
く
ら
ん
ぼ
ツ
ア
ー
、1
〜
2

月
の
銀
山
温
泉
ツ
ア
ー
な
ど
、単
月
で
み
る
と

伸
び
て
い
る
旅
館
も
あ
る
。ボ
リ
ュ
ー
ム
ば
か

り
を
求
め
て
低
単
価
に
し
て
し
ま
う
と
収
益
性

が
低
く
な
っ
て
し
ま
う
の
で
、バ
ラ
ン
ス
取
り

が
肝
心
。

　
昨
年
度
は
、農
援
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
販
売
等

も
あ
り
取
扱
収
入
は
良
好
で
、コ
ロ
ナ
禍
に
あ

り
な
が
ら
成
果
が
出
せ
た
。今
後
も
、魅
力
あ
る

宿
泊
プ
ラ
ン
や
着
地
型
旅
行
商
品
の
販
売
に
よ

り
訪
れ
る
人
が
増
え
れ
ば
、共
同
購
入
し
て
い

る
タ
オ
ル
の
本
数
も
増
え
る
な
ど
、様
々
な
事

業
が
連
動
し
て
い
き
、事
業
継
続
に
つ
な
が
る

だ
ろ
う
。

参
加
者
…
農
泊
と
の
関
係
は
あ
る
か
。

鈴
木
氏
…
今
の
と
こ
ろ
そ
れ
ほ
ど
深
い
か
か
わ

り
は
な
い
。農
泊
と
旅
館
は
敵
対
し
が
ち
な
部

分
も
あ
る
が
、柔
軟
に
捉
え
て
い
き
た
い
。滞
在

方
法
の
選
択
肢
が
増
え
る
こ
と
は
、お
客
様
に

と
っ
て
天
童
温
泉
に
来
る
目
的
が
増
え
る
こ
と

に
な
る
。農
泊
の
お
客
様
が
旅
館
に
泊
ま
ら
な

か
っ
た
と
し
て
も
、「
と
横
丁
」で
飲
み
食
い
し

て
も
ら
う
、日
帰
り
温
泉
を
利
用
し
て
も
ら
う

な
ど
、何
か
し
ら
の
連
携
が
で
き
る
と
よ
い
。

参
加
者
…
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
は
取
り
組
ん
で

い
る
か
。

鈴
木
氏
…
各
旅
館
に
は
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
環
境
が

整
っ
て
お
り
、街
中
に
あ
る
温
泉
地
の
た
め
飲

食
店
の
選
択
肢
も
豊
富
。ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
に

適
し
た
地
域
で
は
あ
る
と
思
う
が
、現
状
で
は

特
に
取
り
組
ん
で
い
な
い
。

鈴
木
氏
…
D
M
C
天
童
温
泉
は
こ
れ
ま
で
多
く

の
事
業
に
挑
戦
し
て
き
た
が
、圧
倒
的
に
失
敗

の
方
が
多
い
。仮
に
1
0
0
個
ア
ク
シ
ョ
ン
で

き
る
こ
と
が
あ
っ
た
と
し
て
、何
も
ア
ク
シ
ョ

ン
を
起
こ
さ
な
け
れ
ば
そ
の
1
0
0
の
中
に
ど

れ
だ
け
成
功
が
あ
る
か
は
分
か
ら
な
い
が
、ア

ク
シ
ョ
ン
を
起
こ
せ
ば
間
違
い
な
く
成
功
に
近

づ
い
て
い
く
。課
題
を
乗
り
越
え
ら
れ
る
仲
間

を
つ
く
り
、取
り
組
み
を
膨
ら
ま
せ
、積
み
重
ね

て
い
く
こ
と
が
大
切
だ
と
考
え
て
い
る
。

　
地
域
に
よ
っ
て
観
光
資
源
や
人
材
、抱
え
て

い
る
課
題
は
異
な
り
、天
童
温
泉
の
取
り
組
み

が
他
の
地
域
に
そ
の
ま
ま
当
て
は
ま
る
わ
け
で

は
な
い
。今
日
話
し
た
こ
と
を
、自
分
の
地
域
に

置
き
換
え
て
、ぜ
ひ
実
行
し
て
ほ
し
い
。

お
わ
り
に

　
参
加
者
の
皆
様
か
ら
は
、「
具
体
的
な
事
例
の

掘
り
下
げ
が
参
考
に
な
っ
た
」、「
地
域
資
源
を

活
か
し
た
ユ
ニ
ー
ク
な
内
容
で
、方
法
論
の
参

【
第
1
部
】

話
題
提
供

考
に
も
な
っ
た
」、「
若
い
方
々
の
挑
戦
に
刺
激

を
受
け
た
」と
い
っ
た
ご
感
想
が
聞
か
れ
ま
し

た
。ま
た
、参
加
さ
れ
た
学
生
か
ら
は
、「
実
際
に

観
光
の
運
営
、地
域
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い

る
方
と
お
話
し
で
き
て
よ
か
っ
た
」、「
鈴
木
さ

ん
の
よ
う
に
、自
分
も
10
年
後
、地
域
で
活
躍
し

た
い
」と
い
っ
た
声
が
上
が
り
、様
々
な
立
場
の

方
に
と
っ
て
学
び
の
あ
る
会
と
な
り
ま
し
た
。

（
文
：
観
光
文
化
振
興
部 

企
画
室
　
副
主
任
研

究
員 

門
脇
茉
海
）

図 1「朝摘みさくらんぼツアー」
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域
自
ら
が
稼
ぐ
力
を
引
き
出
し
、観
光
地
域
経

営
の
視
点
に
た
っ
た
観
光
地
域
づ
く
り
の
舵
取

り
役
と
な
る
こ
と
、②
天
童
市
並
び
に
周
辺
地

域
、関
係
諸
団
体
と
連
携
し
、住
ん
で
よ
し
、訪

れ
て
よ
し
の
観
光
地
域
づ
く
り
を
推
進
し
て
、

選
ば
れ
る
地
域
を
創
る
こ
と
、③
地
域
ア
ラ
イ

ア
ン
ス
を
形
成
し
、旅
館
経
営
の
効
率
化
を
図

る
こ
と
の
3
点
。シ
ン
プ
ル
に
言
え
ば
、天
童
温

泉
に
訪
れ
る
目
的
を
つ
く
る
こ
と
が
目
的
で
あ

り
、そ
の
た
め
に
様
々
な
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み

●
取
り
組
み
の
柱
は
、①
地
域
の
魅
力
を
高
め

る
商
品
を
創
る
、②
共
同
で
良
い
物
を
安
く
買

う
、③
温
泉
街
に
賑
わ
い
を
創
る
、④
優
秀
な
人

材
を
確
保
す
る
、の
4
つ
。

地
域
の
魅
力
を
高
め
る
商
品
を
創
る
：

着
地
型
旅
行
商
品
の

造
成
・
販
売
・
受
入

●
最
初
の
取
り
組
み
は「
朝
摘
み
さ
く
ら
ん
ぼ

ツ
ア
ー
」（
図
１
）。早
朝
に
収
穫
し
た
さ
く
ら
ん

ぼ
は
、最
も
実
が
締
ま
り
酸
味
が
少
な
く
、甘
さ

が
際
立
ち
非
常
に
美
味
し
い
。高
級
さ
く
ら
ん

ぼ
と
し
て
も
、朝
摘
み
と
っ
た
も
の
が
出
荷
さ

れ
て
い
る
。し
か
し
、さ
く
ら
ん
ぼ
狩
り
は
日
中

に
行
わ
れ
る
こ
と
が
普
通
で
、そ
れ
ま
で
一
般

客
が
体
験
で
き
る
機
会
は
な
か
っ
た
。こ
こ
に

ツ
ア
ー
と
し
て
提
供
す
る
価
値
を
見
出
し
商
品

化
し
た
。ま
た
、朝
摘
み
の
美
味
し
い
さ
く
ら
ん

ぼ
を
食
べ
る
た
め
に
は
、天
童
温
泉
に
泊
ま
る

必
要
が
あ
り
、天
童
温
泉
を
訪
れ
る
目
的
を
創

出
で
き
る
と
い
う
こ
と
で
2
0
1
7
年
か
ら
実

施
し
て
い
る
。

●
早
朝
の
果
樹
園
に
は
こ
の
ツ
ア
ー
の
参
加
客

し
か
い
な
い
た
め
、ゆ
っ
く
り
食
べ
る
こ
と
が

で
き
る
ほ
か
、農
家
さ
ん
か
ら
栽
培
方
法
な
ど

い
ろ
い
ろ
な
話
も
聞
け
る
。ま
た
、お
土
産
の
購

入
や
発
送
を
ゆ
っ
く
り
で
き
る
こ
と
も
、こ
の

ツ
ア
ー
の
付
加
価
値
と
し
て
喜
ば
れ
て
い
る
。

ま
た
、早
朝
の
涼
し
い
気
候
の
中
で
楽
し
め
る

の
も
魅
力
。

●
果
樹
園
ま
で
の
送
迎
車
中
で
の
ガ
イ
ド
は
自

身
が
務
め
る
。果
樹
園
到
着
後
、農
家
さ
ん
か
ら

採
り
方
や
品
種
に
よ
る
味
の
違
い
な
ど
の
説
明

が
あ
っ
た
後
、実
際
に
さ
く
ら
ん
ぼ
狩
り
を
約

30
分
楽
し
ん
で
い
た
だ
く
。

●
さ
く
ら
ん
ぼ
狩
り
シ
ー
ズ
ン
終
了
後
は
、参

加
者
の
様
子
や
感
想
、課
題
点
な
ど
を
ま
と
め

て
、関
係
者
間
で
次
年
度
に
向
け
て
の
改
善
点

を
話
し
合
っ
て
い
る
。

●
2
0
1
8
年
か
ら
は
、銀
山
温
泉
を
訪
ね
る

「
銀
山
温
泉
ト
ワ
イ
ラ
イ
ト
・
ト
リ
ッ
プ
」を
実

施
し
て
い
る
。冬
季
の
集
客
が
難
し
い
天
童
温

泉
に
対
し
て
、雪
が
積
も
る
温
泉
街
を
ガ
ス
灯

の
明
か
り
が
照
ら
す
非
常
に
美
し
い
景
色
を
見

る
た
め
に
、銀
山
温
泉
に
は
世
界
中
か
ら
人
が

訪
れ
て
い
る
。一
方
、銀
山
温
泉
の
宿
泊
容
量
は

そ
れ
ほ
ど
大
き
く
な
く
、泊
ま
り
た
い
の
に
泊

ま
れ
な
い
と
い
う
状
況
が
続
い
て
い
る
。天
童

温
泉
に
宿
泊
す
れ
ば
銀
山
温
泉
に
行
け
る
と
い

う
フ
レ
ー
ズ
で
売
り
出
し
た
と
こ
ろ
、年
々
集

客
が
伸
び
て
い
る
。

●
朝
摘
み
さ
く
ら
ん
ぼ
、銀
山
温
泉
以
外
に
も
、

地
域
の
様
々
な
魅
力
を
ツ
ア
ー
と
し
て
商
品
化

し
販
売
し
て
い
る
が
、正
直
な
と
こ
ろ
、こ
う
し

た
着
地
型
旅
行
商
品
は
売
れ
た
と
し
て
も
収
益

は
大
き
く
な
い
。

共
同
で
良
い
物
を
安
く
買
う
：

タ
オ
ル
の
共
同
購
入

●
し
か
し
、天
童
温
泉
や
山
形
県
を
訪
れ
る
き

っ
か
け
づ
く
り
は
必
要
で
あ
り
、会
社
の
存
続

も
考
え
な
く
て
は
な
ら
な
い
。着
地
型
旅
行
商

品
造
成
以
外
の
収
益
源
と
し
て
、タ
オ
ル
の
共

同
購
入
が
挙
げ
ら
れ
る
。

●
各
旅
館
が
お
客
様
に
提
供
す
る
タ
オ
ル
を
、

天
童
温
泉
共
通
デ
ザ
イ
ン
の
タ
オ
ル
と
し
て
一

括
で
仕
入
れ
て
い
る
。各
旅
館
の
仕
入
れ
価
格

を
下
げ
る
こ
と
が
で
き
、そ
こ
に
D
M
C
天
童

温
泉
の
利
益
を
上
乗
せ
す
る
こ
と
で
、毎
月
の

安
定
的
な
収
入
源
と
な
っ
て
い
る
。

●
し
か
し
、旅
館
が
稼
働
し
な
い
と
タ
オ
ル
の

仕
入
れ
も
行
わ
な
い
た
め
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
影
響
に
よ
り
営
業
自
粛
な
ど
が
続
く

と
、収
入
源
と
し
て
は
不
安
定
に
な
っ
て
し
ま

う
。

温
泉
街
に
賑
わ
い
を
創
る
：

天
童
温
泉
屋
台
村「
と
横
丁
」

●
2
0
2
0
年
1
月
に
天
童
温
泉
屋
台
村「
と

横
丁
」を
オ
ー
プ
ン
し
た
。天
童
ホ
テ
ル
の
出
資

と
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
に
よ
り
資
金
調

達
し
、D
M
C
天
童
温
泉
が
運
営
し
て
い
る
。現

在
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
を
受
け
て

い
る
が
、テ
イ
ク
ア
ウ
ト
な
ど
新
た
な
試
み
を

進
め
て
い
る
。

●
天
童
温
泉
周
辺
飲
食
店
の
英
語
メ
ニ
ュ
ー
作

成
の
ほ
か
、夕
食
を
街
中
で
食
べ
て
い
た
だ
く

こ
と
で
温
泉
街
に
賑
わ
い
を
創
る
た
め
、1
泊

朝
食
付
き
・
夕
食
な
し
プ
ラ
ン
の
提
供
に
も
取

り
組
ん
で
い
る
。

優
秀
な
人
材
を
確
保
す
る
：

外
国
人
労
働
者
登
録
支
援
事
業

●
2
0
2
0
年
に
D
M
C
天
童
温
泉
が
外
国
人

労
働
者
の
登
録
支
援
機
関
に
認
定
さ
れ
た
。外

国
人
の
た
め
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
サ
ロ
ン
の
運

営
、日
本
語
教
室
の
運
営
な
ど
天
童
温
泉
で
の

外
国
人
労
働
者
の
受
け
入
れ
に
向
け
て
準
備
が
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「たびとしょCafe」

21回第

「
地
域
を
観
光
で
支
え
る

株
式
会
社
D
M
C
天
童
温
泉
の

挑
戦
」を
開
催

鈴
木
誠
人（
す
ず
き
・
ま
こ
と
）

1
9
9
0
年
1
月
3
日
、埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
出
身
。

旅
行
系
の
専
門
学
校
を
卒
業
後
、旅
行
会
社
に
就
職
。

団
体
営
業
兼
添
乗
員
と
し
て

国
内
47
都
道
府
県・海
外
22
か
国
に
足
跡
を
残
す
。

静
岡
県
浜
松
市
、福
島
県
福
島
市
に
居
住
歴
あ
り
。

2
0
1
6
年
、天
童
温
泉
ほ
ほ
え
み
の
宿 

滝
の
湯
に
転
職
。

デ
ジ
タ
ル
マ
ー
ケ
ティン
グ
と
広
報
業
務
の
傍
ら
、

2
0
1
7
年
か
ら
株
式
会
社
D
M
C
天
童
温
泉
を
兼
務
。

山
形
や
天
童
温
泉
に
訪
れ
る
目
的
づ
く
り
の
た
め
の

ロ
ー
カ
ル
ツ
ア
ー
や
イ
ベ
ン
ト
の

企
画
販
売・ガ
イ
ド
等
を
行
っ
て
い
る
。

G
u
est sp

ea
ker

進
ん
で
い
た
が
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影

響
に
よ
り
、ス
ト
ッ
プ
し
て
い
る
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
発
生

●
2
0
2
0
年
2
月
頃
ま
で
は
様
々
な
モ
ニ
タ

ー
ツ
ア
ー
や
新
た
な
企
画
を
進
め
て
い
た
が
、

そ
の
後
次
第
に
状
況
が
悪
化
し
、天
童
温
泉
は

4
月
か
ら
6
月
上
旬
ま
で
休
業
と
な
り
、各
宿

の
従
業
員
は
約
2
か
月
間
自
宅
待
機
と
な
っ

た
。W

E
B
ラ
ジ
オ
配
信
ス
タ
ー
ト

●
こ
の
2
か
月
の
間
に
、stan

d
.fm

と
い
う
無

料
ア
プ
リ
を
用
い
て
、W
E
B
ラ
ジ
オ
の
配
信

を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。YouT

ube

、Tw
itter

、

F
aceb

o
o
k

、In
stagram

な
ど
様
々
な
発
信

ツ
ー
ル
が
あ
る
が
、音
声
の
み
の
ラ
ジ
オ
は

Y
ou

T
u
be

の
よ
う
に
編
集
作
業
の
手
間
が
か

か
ら
ず
、ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
一
台
で
配
信
可
能

な
点
が
メ
リ
ッ
ト
。ま
た
、動
画
だ
と
画
面
を
見

る
必
要
が
あ
る
た
め
視
聴
中
は
他
の
作
業
が
で

き
な
い
が
、ラ
ジ
オ
は
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
再

生
が
で
き
る
た
め
様
々
な
場
面
で
気
軽
に
聞
い

て
も
ら
え
る
点
も
魅
力
。

●
リ
ス
ナ
ー
は
少
し
ず
つ
増
え
て
お
り
、県
内

の
ラ
ジ
オ
番
組
に
取
り
上
げ
て
い
た
だ
く
機
会

も
あ
る
。録
音
し
た
番
組
はT

w
itter

で
も
拡

散
し
て
い
る
。

果
樹
園
と
ア
ラ
イ
ア
ン
ス

●
温
泉
宿
の
休
業
中
、果
樹
園
は
さ
く
ら
ん
ぼ

収
穫
の
人
手
不
足
に
悩
ん
で
い
た
。例
年
、2
万

人
の
観
光
客
が
さ
く
ら
ん
ぼ
狩
り
を
楽
し
ん
で

い
た
が
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
さ

く
ら
ん
ぼ
狩
り
の
受
け
入
れ
を
断
念
し
た
た

め
、約
6
ト
ン
、出
荷
用
と
あ
わ
せ
て
計
17
ト
ン

の
さ
く
ら
ん
ぼ
を
自
分
た
ち
で
収
穫
す
る
必
要

が
生
じ
て
い
た
。

●
果
樹
園
の
社
長
か
ら「
天
童
温
泉
の
従
業
員

を
収
穫
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
迎
え
入
れ
た
い
」と

い
う
連
絡
が
あ
り
、「
は
い
、お
願
い
し
ま
す
」と

即
答
し
た
。そ
こ
で
誕
生
し
た
の
が
、〝
天
童
ア

ラ
イ
ア
ン
ス
+
O
N
〞と
い
う
取
り
組
み（
図

2
）。

●
果
樹
園
側
の
課
題
は
収
穫
ス
タ
ッ
フ
不
足
の

解
消
だ
が
、D
M
C
天
童
温
泉
と
し
て
は
、天
童

温
泉
を
訪
れ
る
目
的
を
つ
く
り
た
い
と
い
う
思

い
が
あ
っ
た
。果
樹
園
で
は
既
に
オ
ン
ラ
イ
ン

販
売
を
手
掛
け
て
い
た
が
、そ
の
販
路
拡
大
に

協
力
し
た
い
と
考
え
、D
M
C
天
童
温
泉
が
さ

く
ら
ん
ぼ
を
仕
入
れ
て
お
客
様
に
販
売
、天
童

温
泉
来
訪
時
に
使
え
る
ク
ー
ポ
ン
券
を
同
封
し

た
。コ
ロ
ナ
収
束
後
に
そ
の
ク
ー
ポ
ン
券
を
天

童
温
泉
で
使
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
で
、旅
館
や

周
辺
の
飲
食
店
、地
域
の
事
業
所
な
ど
、地
域
内

で
お
金
が
回
る
仕
組
み
を
考
え
た
。

●
こ
の
取
り
組
み
の
成
果
と
し
て
、果
樹
園
の

人
手
不
足
解
消
と
旅
館
従
業
員
の
副
業
解
禁
が

挙
げ
ら
れ
る
。ま
た
、さ
く
ら
ん
ぼ
収
穫
を
旅
館

従
業
員
自
ら
が
経
験
し
た
こ
と
で
、今
後
、さ
く

ら
ん
ぼ
狩
り
目
的
の
宿
泊
客
に
適
切
な
案
内
が

で
き
る
よ
う
に
な
る
だ
ろ
う
。

●
一
方
、D
M
C
天
童
温
泉
と
し
て
の
ク
ー
ポ

ン
券
を
同
封
し
た
さ
く
ら
ん
ぼ
販
売
は
、ラ
イ

バ
ル
が
多
い
状
況
の
中
、そ
れ
ほ
ど
イ
ン
パ
ク

ト
の
あ
る
数
が
売
れ
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。

農
援
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
展
開

●
観
光
消
費
の
回
復
と
生
産
者
支
援
を
目
的

に
、天
童
市
、D
M
C
天
童
温
泉
、各
旅
館
、天
童

市
農
業
協
同
組
合
が
連
携
し
て
、天
童
温
泉
に

泊
ま
る
と
農
産
物
が
付
い
て
く
る
宿
泊
プ
ラ
ン

を
実
施
し
た（
図
3
）。特
定
の
農
家
に
と
ど
ま
ら

ず
、広
く
天
童
市
の
生
産
者
を
支
援
す
る
も
の
。

●
農
産
物
代
は
天
童
市
が
補
助
を
出
す
た
め
宿

泊
客
の
負
担
は
ゼ
ロ
。宿
泊
代
に
関
し
て
もG

o
 

T
o

ト
ラ
ベ
ル
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
や
山
形
県
独
自

施
策
で
割
引
が
重
な
っ
た
こ
と
も
あ
り
、

1
0
0
0
名
限
定
の
プ
ラ
ン
は
完
売
し
た
。

目
的
地
づ
く
り

●
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
発
生
以
降
、地
元

団
体
の
キ
ャ
ン
セ
ル
が
相
次
ぎ
、忘
年
会
シ
ー

ズ
ン
は
壊
滅
状
態
だ
っ
た
。1
月
以
降
も
緊
急

事
態
宣
言
の
影
響
を
受
け
、例
年
の
約
2
割
ま

で
落
ち
込
ん
で
し
ま
っ
た
。Go

 T
o

ト
ラ
ベ
ル

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
含
め
、様
々
な
割
引
施
策
が

後
押
し
に
な
っ
て
は
い
る
も
の
の
、キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
終
了
後
の
反
動
が
懸
念
さ
れ
る
。

●
今
後
、国
籍
関
係
な
く
、価
値
観
や
生
き
方
、

旅
の
仕
方
が
ま
す
ま
す
多
様
化
し
て
い
く
。山

形
県
内
で
も
様
々
な
楽
し
み
方
や
過
ご
し
方
が

可
能
で
あ
り
、そ
う
し
た
も
の
を
購
入
可
能
な

着
地
型
旅
行
商
品
に
し
て
い
く
こ
と
で
、お
客

様
が
天
童
市
や
山
形
県
を
訪
れ
る
き
っ
か
け
づ

く
り
を
す
る
こ
と
が
重
要
。

●
こ
れ
ま
で
は
少
品
種
大
量
生
産
の
時
代
と
い

う
こ
と
で
、日
本
各
地
で
団
体
客
が
中
心
と
な

っ
て
1
か
所
に
集
中
す
る
よ
う
な
大
規
模
な
観

光
地
づ
く
り
が
行
わ
れ
て
い
た
が
、多
様
な
価

値
観
や
旅
の
仕
方
に
対
応
す
る
た
め
に
は
、多

品
種
少
量
生
産
を
念
頭
に
置
い
た
旅
行
商
品
づ

く
り
と
集
客
を
考
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

●
こ
う
し
た
取
り
組
み
を
持
続
可
能
に
す
る
た

め
に
大
切
な
の
は
、「
や
る
、続
け
る
、結
果
を
出

す
。」中
に
は
失
敗
す
る
こ
と
も
あ
る
が
、様
々

な
こ
と
を
実
行
し
続
け
、結
果
を
出
す
こ
と
の

積
み
重
ね
が
大
切
だ
と
思
っ
て
い
る
。

●
山
形
県
内
に
既
に
あ
る
魅
力
や
新
た
な
魅
力

を
旅
行
商
品
化
す
る
と
同
時
に
、そ
の
商
品
を

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
し
て
、必
要
と
し
て
い
る
お

客
様
に
届
け
る
作
業
が
欠
か
せ
な
い
。旅
行
商

品
は
販
売
し
て
す
ぐ
に
成
果
が
出
る
も
の
で
は

な
く
、中
長
期
で
腰
を
据
え
て
地
域
の
魅
力
を

発
信
し
続
け
る
こ
と
が
重
要
。

●
交
流
人
口
拡
大
の
た
め
、こ
れ
か
ら
は
、山
形

県
の
魅
力
や
価
値
を
あ
ら
た
め
て
見
直
し
、イ

ン
バ
ウ
ン
ド
の
み
な
ら
ず
、国
内
、山
形
県
民
に

向
け
て
山
形
の
魅
力
を
販
売
し
て
い
く
必
要
が

あ
る
。

自
立
し
た
D
M
C 

●
自
立
し
た
D
M
C
と
し
て
、「
生
み
出
す
」「
届

け
る
」「
受
け
入
れ
る
」の
3
つ
が
必
要
。

●「
生
み
出
す
」と
は
、地
域
に
い
る
我
々
が
あ

る
も
の
を
活
か
し
て
新
た
な
価
値
を
見
い
だ

し
、体
験
で
き
る
商
品
に
す
る
こ
と
。

●
自
分
た
ち
で
生
み
出
し
た
も
の
は
自
分
た
ち

で「
届
け
る
」努
力
を
す
る
。販
路
拡
大
の
一
手

法
と
し
て
旅
行
会
社
経
由
で
の
販
売
も
あ
り
得

る
が
、商
品
に
つ
い
て
熟
知
し
て
い
る
自
分
た

ち
が
、そ
の
情
報
や
思
い
な
ど
を
エ
ン
ド
ユ
ー

ザ
ー
に
届
け
る
こ
と
が
重
要
だ
と
考
え
、

W
E
B
ラ
ジ
オ
な
ど
を
通
し
て
情
報
発
信
し
て

い
る
。

●
そ
し
て
届
け
た
情
報
を
キ
ャ
ッ
チ
し
て
、実

際
に
予
約
を
し
て
、自
分
た
ち
の
地
域
に
来
て

く
れ
た
方
を
、「
受
け
入
れ
」て
お
も
て
な
し
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、お
客
様
の
フ
ァ
ン
化
、リ
ピ

ー
ト
化
に
つ
な
が
っ
て
い
く
と
考
え
て
い
る
。

さ
い
ご
に

●「T
h
e
re

 is n
o
th

in
g
 p

e
rm

a
n
e
n
t 

excep
t ch

a
n
ge.

（
変
化
以
外
に
永
久
の
も

の
は
な
い
。）」と
い
う
言
葉
を
大
切
に
し
て
い

る
。世
の
中
や
時
代
が
も
の
す
ご
い
ス
ピ
ー
ド

で
変
化
す
る
中
、自
ら
も
少
し
ず
つ
変
わ
っ
て

い
く
こ
と
が
必
要
。全
て
を
変
え
れ
ば
い
い
の

で
は
な
く
、変
え
る
と
こ
ろ
は
変
え
る
、守
る
と

こ
ろ
は
守
る
、変
わ
る
こ
と
で
守
れ
る
も
の
が

あ
る
と
い
う
考
え
方
を
、こ
れ
か
ら
も
大
切
に

し
た
い
。

　参
加
者
…
行
政
と
の
関
係
性
に
つ
い
て
聞
き
た

い
。

鈴
木
氏
…
天
童
市
商
工
観
光
課
と
は
ほ
ぼ
毎
日

メ
ー
ル
で
や
り
取
り
を
し
て
お
り
、し
っ
か
り

と
し
た
会
議
形
式
で
は
な
い
が
月
に
1
〜
2
回

は
対
面
で
話
す
機
会
が
あ
る
。気
に
な
る
こ
と

が
あ
る
場
合
は
電
話
で
の
や
り
取
り
も
し
て
お

り
、コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
取
っ
て
い
る
ほ

う
。商
工
観
光
課
以
外
と
の
日
常
的
な
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
な
い
が
、観
光
が
解
決
で
き

る
こ
と
は
な
い
か
と
い
う
観
点
で
連
携
す
る
こ

と
も
あ
る
。民
間
か
ら
ア
イ
デ
ィ
ア
を
出
す
こ

と
が
多
い
が
、行
政
か
ら
も
相
談
の
持
ち
か
け

が
あ
り
、上
意
下
達
と
い
う
形
で
は
な
い
。

参
加
者
…
よ
そ
者
と
し
て
天
童
温
泉
で
働
く
中

で
感
じ
る
や
り
が
い
や
壁
は
。

鈴
木
氏
…
こ
れ
ま
で
に
、よ
そ
者
だ
か
ら
と
否

定
的
な
こ
と
を
言
わ
れ
た
こ
と
は
な
く
、反
対

に
、よ
そ
者
目
線
で
地
域
の
良
さ
が
分
か
る
こ

と
が
メ
リ
ッ
ト
だ
と
感
じ
て
い
る
。地
域
と
の

コ
ネ
ク
シ
ョ
ン
づ
く
り
に
関
し
て
は
、勤
務
先

で
あ
る
ほ
ほ
え
み
の
宿 

滝
の
湯
の
代
表
の
山

口
が
地
域
の
キ
ー
マ
ン
で
顔
が
広
い
の
で
、

D
M
C
天
童
温
泉
と
し
て
活
動
す
る
際
に
、地

域
内
で
活
動
し
て
い
る
方
を
つ
な
い
で
も
ら
う

機
会
が
多
い
。

参
加
者
…
小
さ
な
組
織
と
し
て
は
か
な
り
充
実

し
た
活
動
を
行
っ
て
い
る
と
感
じ
る
が
、ス
タ

ッ
フ
は
何
名
か
。ツ
ア
ー
チ
ラ
シ
の
デ
ザ
イ
ン

も
非
常
に
洗
練
さ
れ
て
い
る
。

鈴
木
氏
…
自
身
は
ほ
ほ
え
み
の
宿 

滝
の
湯
の

社
員
で
あ
り
、か
つ
D
M
C
天
童
温
泉
を
兼
務

し
て
い
る
。D
M
C
天
童
温
泉
の
正
式
な
社
員

は
事
務
担
当
の
プ
ロ
パ
ー
1
名
。実
務
に
関
し

て
は
、自
身
と
プ
ロ
パ
ー
1
名
を
中
心
に
、時
々

各
旅
館
の
社
長
を
加
え
た
体
制
で
行
っ
て
い

る
。

　
ツ
ア
ー
チ
ラ
シ
は
じ
め
D
M
C
天
童
温
泉
の

デ
ザ
イ
ン
類
は
、設
立
当
初
か
ら
全
て
天
童
市

内
の
と
あ
る
デ
ザ
イ
ナ
ー
に
発
注
し
て
い
る
。

東
北
芸
術
工
科
大
学
の
卒
業
生
で
信
頼
し
て
全

て
任
せ
て
い
る
。

参
加
者
…
D
M
O
で
は
な
く
D
M
C
に
し
た
理

由
は
何
か
。

鈴
木
氏
…
行
政
の
補
助
金
頼
み
だ
と
、補
助
金

が
な
く
な
っ
た
と
き
に
身
動
き
が
取
れ
な
く
な

っ
て
し
ま
う
。

　
ま
た
、動
き
や
す
く
持
続
可
能
な
組
織
と
す

る
た
め
、利
害
関
係
が
同
じ
で
即
断
即
決
で
き

る
旅
館
メ
ン
バ
ー
だ
け
で
ス
タ
ー
ト
し
た
。ま

ず
は
様
々
な
こ
と
に
ト
ラ
イ
し
て
み
て
、成
長

す
る
に
つ
れ
て
周
辺
企
業
と
一
緒
に
取
り
組
む

こ
と
は
、今
後
の
可
能
性
と
し
て
考
え
て
い
る
。

参
加
者
…
現
在
、イ
ン
バ
ウ
ン
ド
向
け
に
行
っ

て
い
る
活
動
は
あ
る
か
。

鈴
木
氏
…
2
0
2
0
年
末
、首
都
圏
居
住
の
外

国
人
や
海
外
向
け
の
情
報
発
信
を
行
う
エ
ー
ジ

ェ
ン
ト
を
対
象
に
フ
ァ
ム
ト
リ
ッ
プ
を
実
施

し
、商
品
造
成
や
情
報
発
信
に
向
け
た
関
係
性

の
構
築
を
行
っ
て
い
た
。こ
の
ほ
か
、海
外
向
け

　
2
0
2
1
年
1
月
14
日（
木
）、「
地
域
を
観
光

で
支
え
る
株
式
会
社
D
M
C
天
童
温
泉
の
挑
戦
」

を
テ
ー
マ
に
、第
21
回
た
び
と
し
ょ
C
a
f
e
を

開
催
し
ま
し
た
。

　
山
形
県
の
ほ
ぼ
中
央
部
に
位
置
す
る
天
童
市

は
、さ
く
ら
ん
ぼ
に
代
表
さ
れ
る
果
物
栽
培
が

盛
ん
で
、特
産
品
の
将
棋
駒
は
生
産
量
日
本
一

を
誇
り
ま
す
。そ
の
中
心
に
あ
る
天
童
温
泉
は
、

県
内
周
遊
観
光
の
宿
泊
拠
点
と
し
て
発
展
し
て

き
ま
し
た
。

　「
株
式
会
社
D
M
C
天
童
温
泉
」は
、観
光
地

づ
く
り
の
舵
取
り
役
と
な
る
べ
く
、若
手
旅
館

経
営
者
た
ち
に
よ
っ
て
2
0
1
7
年
に
設
立
さ

れ
ま
し
た
。地
域
の
様
々
な
団
体
と
の
連
携
を

通
し
て
、〝
天
童
な
ら
で
は
の
日
々
〞を
編
集
し
、

訪
れ
る
人
々
に
特
別
な
体
験
を
提
供
し
て
い
ま

す
。コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ
て
も
、い
ち
早
く
地
域
と

連
携
し
て
特
徴
的
な
取
り
組
み
を
さ
れ
て
い
ま

す
。

　
今
回
は
、株
式
会
社
D
M
C
天
童
温
泉
の
鈴

木
誠
人
氏
を
お
招
き
し
、同
社
の
こ
れ
ま
で
の

取
り
組
み
と
、コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ
て
の
奮
闘
を

ご
紹
介
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
後
半
の
質
疑
応
答
で
は
、〝
よ
そ
者
〞と
し
て

の
強
み
、D
M
O
で
は
な
く
D
M
C
を
選
択
し

た
理
由
、人
を
巻
き
込
ん
で
仲
間
を
増
や
す
秘

訣
、ラ
イ
バ
ル
同
士
が
連
携
で
き
た
理
由
な
ど
、

熱
心
な
質
問
が
多
く
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

株
式
会
社
D
M
C

天
童
温
泉
の
誕
生

●
天
童
温
泉
は
、1
9
1
1
年
の
開
湯
で
、

2
0
2
1
年
の
今
年
に
開
湯
1
1
0
年
目
を
迎

え
た
。開
湯
当
初
は
地
元
農
村
民
の
湯
治
場
と

し
て
利
用
さ
れ
て
い
た
が
、昭
和
30
年
代
に
な

る
と
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
に
伴
っ
て
団
体
ツ
ア
ー

が
押
し
寄
せ
る
温
泉
地
と
な
っ
た
。平
成
以
降

は
、団
体
ツ
ア
ー
が
減
少
す
る
と
と
も
に
、個
人

旅
行
者
の
伸
び
悩
み
が
課
題
と
な
っ
て
お
り
、

入
込
人
数
は
右
肩
下
が
り
〜
横
ば
い
と
な
っ
て

い
る
。

●
こ
う
し
た
状
況
の
中
、2
0
1
7
年
、天
童
温

泉
の
若
手
経
営
者
7
名
に
よ
っ
て
株
式
会
社

D
M
C
天
童
温
泉（
以
下
、D
M
C
天
童
温
泉
）

が
設
立
さ
れ
た
。自
分
の
旅
館
と
い
う「
点
」だ

け
で
は
な
く
、天
童
温
泉
と
い
う「
面
」に
い
か

に
人
々
に
来
て
も
ら
う
か
と
い
う
発
想
で
、こ

れ
ま
で
ラ
イ
バ
ル
同
士
だ
っ
た
温
泉
宿
の
オ
ー

ナ
ー
が
手
を
組
み
、「
競
争
」か
ら「
共
創
」へ
と

シ
フ
ト
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

●
資
本
金
は
4
0
0
万
円
。各
旅
館
は
50
万
円

×
7
社
、そ
こ
に
東
京
の
I
T
系
企
業
2
社
が

加
わ
っ
て
い
る
。メ
ン
バ
ー
は〝
若
者
・
馬
鹿
者
・

よ
そ
者
〞
。
ブ
ラ
ン
ド
名
は
「T

E
N

D
O

 

D
A
Y
S

」で
、天
童
で
充
実
し
た
日
々
を
過
ご
し

て
ほ
し
い
と
い
う
想
い
が
込
め
ら
れ
て
い
る
。

第
2
種
旅
行
業
を
取
得
し
て
い
る
。

●
D
M
C
天
童
温
泉
の
事
業
の
目
的
は
、①
地

の
発
信
は
特
に
行
っ
て
い
な
い
。

参
加
者
…
ま
ち
の
人
た
ち
を
ど
の
よ
う
に
巻
き

込
ん
で
い
る
の
か
。潮
目
が
変
わ
っ
た
取
り
組

み
は
あ
る
か
。

鈴
木
氏
…
最
初
か
ら
様
々
な
人
を
巻
き
込
み
過

ぎ
る
と
、ど
う
し
て
も
反
対
す
る
人
が
出
て
し

ま
い
、動
き
に
く
く
な
っ
て
し
ま
う
。は
じ
め

は
、先
陣
を
切
っ
て
物
事
を
変
え
て
い
き
た
い

と
い
う
人
た
ち
が
少
人
数
で
集
ま
っ
て
新
し
い

取
り
組
み
に
ト
ラ
イ
し
、次
第
に
成
功
事
例
を

積
み
重
ね
て
周
囲
が
納
得
す
る
結
果
を
見
せ
る

こ
と
が
、協
力
者
の
拡
大
に
つ
な
が
っ
て
い
く
。

　
ま
た
、旅
館
の
オ
ー
ナ
ー
た
ち
は
皆
同
世
代

で
、一
斉
に
世
代
交
代
を
し
た
こ
と
が
、新
た
な

取
り
組
み
の
機
運
に
つ
な
が
っ
て
い
る
だ
ろ

う
。

　
潮
目
が
変
わ
っ
た
取
り
組
み
と
し
て
、2
年

前
に
開
催
し
た
O
N
S
E
N
ガ
ス
ト
ロ
ノ
ミ
ー

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
in
山
寺
・
天
童
温
泉
が
挙
げ
ら

れ
る
。そ
の
土
地
の
食
・
自
然
・
歴
史
・
文
化
を
体

感
し
な
が
ら
、歩
い
て
食
べ
て
温
泉
に
入
る
と

い
う
イ
ベ
ン
ト
。地
域
住
民
ま
で
巻
き
込
ん
で

実
施
し
た
イ
ベ
ン
ト
で
、主
催
者
事
務
局
か
ら

は
、お
も
て
な
し
の
姿
勢
や
笑
顔
が
日
本
全
国

で
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
と
い
う
評
価
を
得
た
。地
域

住
民
に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
し
た
と
こ
ろ
、お
客

様
を
迎
え
る
こ
と
は
楽
し
い
と
い
う
機
運
が
盛

り
上
が
っ
た
。

参
加
者
…
企
画
検
討
か
ら
実
行
す
る
ま
で
の
期

間
は
ど
の
く
ら
い
か
。

鈴
木
氏
…
商
品
や
内
容
に
よ
っ
て
異
な
る
が
、

お
お
よ
そ
半
年
が
基
本
。大
手
旅
行
会
社
と
連

携
す
る
た
め
に
は
、ツ
ア
ー
催
行
の
半
年
前
に

旅
行
会
社
に
投
げ
込
む
必
要
が
あ
り
、商
品
造

成
が
進
ん
だ
も
の
に
つ
い
て
は
、こ
う
し
た
サ

イ
ク
ル
も
踏
ま
え
て
取
り
組
ん
で
い
る
。

参
加
者
…
競
合
他
社
同
士
が
手
を
組
み
、共
創

す
る
た
め
の
ポ
イ
ン
ト
は
何
か
。

鈴
木
氏
…
天
童
温
泉
は
源
泉
が
共
同
管
理
と
な

っ
て
お
り
、歴
史
的
に
も
横
の
つ
な
が
り
が
強

か
っ
た
。さ
ら
に
、現
在
の
オ
ー
ナ
ー
同
士
は
同

年
代
で
元
々
仲
が
良
く
、横
の
つ
な
が
り
で
情

報
共
有
も
す
ぐ
で
き
る
関
係
性
が
あ
る
。ラ
イ

バ
ル
で
あ
り
同
志
で
あ
る
と
い
う
関
係
性
が
、

天
童
温
泉
の
場
合
は
大
き
い
。

参
加
者
…
D
M
C
天
童
温
泉
の
取
り
組
み
が
、

宿
泊
者
数
に
寄
与
し
て
い
る
面
は
あ
る
か
。ま

た
、今
後
の
事
業
見
通
し
に
つ
い
て
聞
き
た
い
。

鈴
木
氏
…
年
間
を
通
し
て
の
宿
泊
者
数
は
横
ば

い
に
近
い
と
い
う
の
が
正
直
な
と
こ
ろ
だ
が
、

6
月
の
朝
摘
み
さ
く
ら
ん
ぼ
ツ
ア
ー
、1
〜
2

月
の
銀
山
温
泉
ツ
ア
ー
な
ど
、単
月
で
み
る
と

伸
び
て
い
る
旅
館
も
あ
る
。ボ
リ
ュ
ー
ム
ば
か

り
を
求
め
て
低
単
価
に
し
て
し
ま
う
と
収
益
性

が
低
く
な
っ
て
し
ま
う
の
で
、バ
ラ
ン
ス
取
り

が
肝
心
。

　
昨
年
度
は
、農
援
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
販
売
等

も
あ
り
取
扱
収
入
は
良
好
で
、コ
ロ
ナ
禍
に
あ

り
な
が
ら
成
果
が
出
せ
た
。今
後
も
、魅
力
あ
る

宿
泊
プ
ラ
ン
や
着
地
型
旅
行
商
品
の
販
売
に
よ

り
訪
れ
る
人
が
増
え
れ
ば
、共
同
購
入
し
て
い

る
タ
オ
ル
の
本
数
も
増
え
る
な
ど
、様
々
な
事

業
が
連
動
し
て
い
き
、事
業
継
続
に
つ
な
が
る

だ
ろ
う
。

参
加
者
…
農
泊
と
の
関
係
は
あ
る
か
。

鈴
木
氏
…
今
の
と
こ
ろ
そ
れ
ほ
ど
深
い
か
か
わ

り
は
な
い
。農
泊
と
旅
館
は
敵
対
し
が
ち
な
部

分
も
あ
る
が
、柔
軟
に
捉
え
て
い
き
た
い
。滞
在

方
法
の
選
択
肢
が
増
え
る
こ
と
は
、お
客
様
に

と
っ
て
天
童
温
泉
に
来
る
目
的
が
増
え
る
こ
と

に
な
る
。農
泊
の
お
客
様
が
旅
館
に
泊
ま
ら
な

か
っ
た
と
し
て
も
、「
と
横
丁
」で
飲
み
食
い
し

て
も
ら
う
、日
帰
り
温
泉
を
利
用
し
て
も
ら
う

な
ど
、何
か
し
ら
の
連
携
が
で
き
る
と
よ
い
。

参
加
者
…
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
は
取
り
組
ん
で

い
る
か
。

鈴
木
氏
…
各
旅
館
に
は
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
環
境
が

整
っ
て
お
り
、街
中
に
あ
る
温
泉
地
の
た
め
飲

食
店
の
選
択
肢
も
豊
富
。ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
に

適
し
た
地
域
で
は
あ
る
と
思
う
が
、現
状
で
は

特
に
取
り
組
ん
で
い
な
い
。

鈴
木
氏
…
D
M
C
天
童
温
泉
は
こ
れ
ま
で
多
く

の
事
業
に
挑
戦
し
て
き
た
が
、圧
倒
的
に
失
敗

の
方
が
多
い
。仮
に
1
0
0
個
ア
ク
シ
ョ
ン
で

き
る
こ
と
が
あ
っ
た
と
し
て
、何
も
ア
ク
シ
ョ

ン
を
起
こ
さ
な
け
れ
ば
そ
の
1
0
0
の
中
に
ど

れ
だ
け
成
功
が
あ
る
か
は
分
か
ら
な
い
が
、ア

ク
シ
ョ
ン
を
起
こ
せ
ば
間
違
い
な
く
成
功
に
近

づ
い
て
い
く
。課
題
を
乗
り
越
え
ら
れ
る
仲
間

を
つ
く
り
、取
り
組
み
を
膨
ら
ま
せ
、積
み
重
ね

て
い
く
こ
と
が
大
切
だ
と
考
え
て
い
る
。

　
地
域
に
よ
っ
て
観
光
資
源
や
人
材
、抱
え
て

い
る
課
題
は
異
な
り
、天
童
温
泉
の
取
り
組
み

が
他
の
地
域
に
そ
の
ま
ま
当
て
は
ま
る
わ
け
で

は
な
い
。今
日
話
し
た
こ
と
を
、自
分
の
地
域
に

置
き
換
え
て
、ぜ
ひ
実
行
し
て
ほ
し
い
。

お
わ
り
に

　
参
加
者
の
皆
様
か
ら
は
、「
具
体
的
な
事
例
の

掘
り
下
げ
が
参
考
に
な
っ
た
」、「
地
域
資
源
を

活
か
し
た
ユ
ニ
ー
ク
な
内
容
で
、方
法
論
の
参

【
第
1
部
】

話
題
提
供

考
に
も
な
っ
た
」、「
若
い
方
々
の
挑
戦
に
刺
激

を
受
け
た
」と
い
っ
た
ご
感
想
が
聞
か
れ
ま
し

た
。ま
た
、参
加
さ
れ
た
学
生
か
ら
は
、「
実
際
に

観
光
の
運
営
、地
域
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い

る
方
と
お
話
し
で
き
て
よ
か
っ
た
」、「
鈴
木
さ

ん
の
よ
う
に
、自
分
も
10
年
後
、地
域
で
活
躍
し

た
い
」と
い
っ
た
声
が
上
が
り
、様
々
な
立
場
の

方
に
と
っ
て
学
び
の
あ
る
会
と
な
り
ま
し
た
。

（
文
：
観
光
文
化
振
興
部 

企
画
室
　
副
主
任
研

究
員 

門
脇
茉
海
）
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域
自
ら
が
稼
ぐ
力
を
引
き
出
し
、観
光
地
域
経

営
の
視
点
に
た
っ
た
観
光
地
域
づ
く
り
の
舵
取

り
役
と
な
る
こ
と
、②
天
童
市
並
び
に
周
辺
地

域
、関
係
諸
団
体
と
連
携
し
、住
ん
で
よ
し
、訪

れ
て
よ
し
の
観
光
地
域
づ
く
り
を
推
進
し
て
、

選
ば
れ
る
地
域
を
創
る
こ
と
、③
地
域
ア
ラ
イ

ア
ン
ス
を
形
成
し
、旅
館
経
営
の
効
率
化
を
図

る
こ
と
の
3
点
。シ
ン
プ
ル
に
言
え
ば
、天
童
温

泉
に
訪
れ
る
目
的
を
つ
く
る
こ
と
が
目
的
で
あ

り
、そ
の
た
め
に
様
々
な
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み

●
取
り
組
み
の
柱
は
、①
地
域
の
魅
力
を
高
め

る
商
品
を
創
る
、②
共
同
で
良
い
物
を
安
く
買

う
、③
温
泉
街
に
賑
わ
い
を
創
る
、④
優
秀
な
人

材
を
確
保
す
る
、の
4
つ
。

地
域
の
魅
力
を
高
め
る
商
品
を
創
る
：

着
地
型
旅
行
商
品
の

造
成
・
販
売
・
受
入

●
最
初
の
取
り
組
み
は「
朝
摘
み
さ
く
ら
ん
ぼ

ツ
ア
ー
」（
図
１
）。早
朝
に
収
穫
し
た
さ
く
ら
ん

ぼ
は
、最
も
実
が
締
ま
り
酸
味
が
少
な
く
、甘
さ

が
際
立
ち
非
常
に
美
味
し
い
。高
級
さ
く
ら
ん

ぼ
と
し
て
も
、朝
摘
み
と
っ
た
も
の
が
出
荷
さ

れ
て
い
る
。し
か
し
、さ
く
ら
ん
ぼ
狩
り
は
日
中

に
行
わ
れ
る
こ
と
が
普
通
で
、そ
れ
ま
で
一
般

客
が
体
験
で
き
る
機
会
は
な
か
っ
た
。こ
こ
に

ツ
ア
ー
と
し
て
提
供
す
る
価
値
を
見
出
し
商
品

化
し
た
。ま
た
、朝
摘
み
の
美
味
し
い
さ
く
ら
ん

ぼ
を
食
べ
る
た
め
に
は
、天
童
温
泉
に
泊
ま
る

必
要
が
あ
り
、天
童
温
泉
を
訪
れ
る
目
的
を
創

出
で
き
る
と
い
う
こ
と
で
2
0
1
7
年
か
ら
実

施
し
て
い
る
。

●
早
朝
の
果
樹
園
に
は
こ
の
ツ
ア
ー
の
参
加
客

し
か
い
な
い
た
め
、ゆ
っ
く
り
食
べ
る
こ
と
が

で
き
る
ほ
か
、農
家
さ
ん
か
ら
栽
培
方
法
な
ど

い
ろ
い
ろ
な
話
も
聞
け
る
。ま
た
、お
土
産
の
購

入
や
発
送
を
ゆ
っ
く
り
で
き
る
こ
と
も
、こ
の

ツ
ア
ー
の
付
加
価
値
と
し
て
喜
ば
れ
て
い
る
。

ま
た
、早
朝
の
涼
し
い
気
候
の
中
で
楽
し
め
る

の
も
魅
力
。

●
果
樹
園
ま
で
の
送
迎
車
中
で
の
ガ
イ
ド
は
自

身
が
務
め
る
。果
樹
園
到
着
後
、農
家
さ
ん
か
ら

採
り
方
や
品
種
に
よ
る
味
の
違
い
な
ど
の
説
明

が
あ
っ
た
後
、実
際
に
さ
く
ら
ん
ぼ
狩
り
を
約

30
分
楽
し
ん
で
い
た
だ
く
。

●
さ
く
ら
ん
ぼ
狩
り
シ
ー
ズ
ン
終
了
後
は
、参

加
者
の
様
子
や
感
想
、課
題
点
な
ど
を
ま
と
め

て
、関
係
者
間
で
次
年
度
に
向
け
て
の
改
善
点

を
話
し
合
っ
て
い
る
。

●
2
0
1
8
年
か
ら
は
、銀
山
温
泉
を
訪
ね
る

「
銀
山
温
泉
ト
ワ
イ
ラ
イ
ト
・
ト
リ
ッ
プ
」を
実

施
し
て
い
る
。冬
季
の
集
客
が
難
し
い
天
童
温

泉
に
対
し
て
、雪
が
積
も
る
温
泉
街
を
ガ
ス
灯

の
明
か
り
が
照
ら
す
非
常
に
美
し
い
景
色
を
見

る
た
め
に
、銀
山
温
泉
に
は
世
界
中
か
ら
人
が

訪
れ
て
い
る
。一
方
、銀
山
温
泉
の
宿
泊
容
量
は

そ
れ
ほ
ど
大
き
く
な
く
、泊
ま
り
た
い
の
に
泊

ま
れ
な
い
と
い
う
状
況
が
続
い
て
い
る
。天
童

温
泉
に
宿
泊
す
れ
ば
銀
山
温
泉
に
行
け
る
と
い

う
フ
レ
ー
ズ
で
売
り
出
し
た
と
こ
ろ
、年
々
集

客
が
伸
び
て
い
る
。

●
朝
摘
み
さ
く
ら
ん
ぼ
、銀
山
温
泉
以
外
に
も
、

地
域
の
様
々
な
魅
力
を
ツ
ア
ー
と
し
て
商
品
化

し
販
売
し
て
い
る
が
、正
直
な
と
こ
ろ
、こ
う
し

た
着
地
型
旅
行
商
品
は
売
れ
た
と
し
て
も
収
益

は
大
き
く
な
い
。

共
同
で
良
い
物
を
安
く
買
う
：

タ
オ
ル
の
共
同
購
入

●
し
か
し
、天
童
温
泉
や
山
形
県
を
訪
れ
る
き

っ
か
け
づ
く
り
は
必
要
で
あ
り
、会
社
の
存
続

も
考
え
な
く
て
は
な
ら
な
い
。着
地
型
旅
行
商

品
造
成
以
外
の
収
益
源
と
し
て
、タ
オ
ル
の
共

同
購
入
が
挙
げ
ら
れ
る
。

●
各
旅
館
が
お
客
様
に
提
供
す
る
タ
オ
ル
を
、

天
童
温
泉
共
通
デ
ザ
イ
ン
の
タ
オ
ル
と
し
て
一

括
で
仕
入
れ
て
い
る
。各
旅
館
の
仕
入
れ
価
格

を
下
げ
る
こ
と
が
で
き
、そ
こ
に
D
M
C
天
童

温
泉
の
利
益
を
上
乗
せ
す
る
こ
と
で
、毎
月
の

安
定
的
な
収
入
源
と
な
っ
て
い
る
。

●
し
か
し
、旅
館
が
稼
働
し
な
い
と
タ
オ
ル
の

仕
入
れ
も
行
わ
な
い
た
め
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
影
響
に
よ
り
営
業
自
粛
な
ど
が
続
く

と
、収
入
源
と
し
て
は
不
安
定
に
な
っ
て
し
ま

う
。

温
泉
街
に
賑
わ
い
を
創
る
：

天
童
温
泉
屋
台
村「
と
横
丁
」

●
2
0
2
0
年
1
月
に
天
童
温
泉
屋
台
村「
と

横
丁
」を
オ
ー
プ
ン
し
た
。天
童
ホ
テ
ル
の
出
資

と
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
に
よ
り
資
金
調

達
し
、D
M
C
天
童
温
泉
が
運
営
し
て
い
る
。現

在
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
を
受
け
て

い
る
が
、テ
イ
ク
ア
ウ
ト
な
ど
新
た
な
試
み
を

進
め
て
い
る
。

●
天
童
温
泉
周
辺
飲
食
店
の
英
語
メ
ニ
ュ
ー
作

成
の
ほ
か
、夕
食
を
街
中
で
食
べ
て
い
た
だ
く

こ
と
で
温
泉
街
に
賑
わ
い
を
創
る
た
め
、1
泊

朝
食
付
き
・
夕
食
な
し
プ
ラ
ン
の
提
供
に
も
取

り
組
ん
で
い
る
。

優
秀
な
人
材
を
確
保
す
る
：

外
国
人
労
働
者
登
録
支
援
事
業

●
2
0
2
0
年
に
D
M
C
天
童
温
泉
が
外
国
人

労
働
者
の
登
録
支
援
機
関
に
認
定
さ
れ
た
。外

国
人
の
た
め
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
サ
ロ
ン
の
運

営
、日
本
語
教
室
の
運
営
な
ど
天
童
温
泉
で
の

外
国
人
労
働
者
の
受
け
入
れ
に
向
け
て
準
備
が

図 2「天童アライアンス+ON」のスキーム

図 3「天童温泉泊まって農援キャンペーン！」のスキーム

進
ん
で
い
た
が
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影

響
に
よ
り
、ス
ト
ッ
プ
し
て
い
る
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
発
生

●
2
0
2
0
年
2
月
頃
ま
で
は
様
々
な
モ
ニ
タ

ー
ツ
ア
ー
や
新
た
な
企
画
を
進
め
て
い
た
が
、

そ
の
後
次
第
に
状
況
が
悪
化
し
、天
童
温
泉
は

4
月
か
ら
6
月
上
旬
ま
で
休
業
と
な
り
、各
宿

の
従
業
員
は
約
2
か
月
間
自
宅
待
機
と
な
っ

た
。W

E
B
ラ
ジ
オ
配
信
ス
タ
ー
ト

●
こ
の
2
か
月
の
間
に
、stan

d
.fm

と
い
う
無

料
ア
プ
リ
を
用
い
て
、W
E
B
ラ
ジ
オ
の
配
信

を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。YouT

ube

、Tw
itter

、

F
aceb

o
o
k

、In
stagram

な
ど
様
々
な
発
信

ツ
ー
ル
が
あ
る
が
、音
声
の
み
の
ラ
ジ
オ
は

Y
ou

T
u
be

の
よ
う
に
編
集
作
業
の
手
間
が
か

か
ら
ず
、ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
一
台
で
配
信
可
能

な
点
が
メ
リ
ッ
ト
。ま
た
、動
画
だ
と
画
面
を
見

る
必
要
が
あ
る
た
め
視
聴
中
は
他
の
作
業
が
で

き
な
い
が
、ラ
ジ
オ
は
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
再

生
が
で
き
る
た
め
様
々
な
場
面
で
気
軽
に
聞
い

て
も
ら
え
る
点
も
魅
力
。

●
リ
ス
ナ
ー
は
少
し
ず
つ
増
え
て
お
り
、県
内

の
ラ
ジ
オ
番
組
に
取
り
上
げ
て
い
た
だ
く
機
会

も
あ
る
。録
音
し
た
番
組
はT

w
itter

で
も
拡

散
し
て
い
る
。

果
樹
園
と
ア
ラ
イ
ア
ン
ス

●
温
泉
宿
の
休
業
中
、果
樹
園
は
さ
く
ら
ん
ぼ

収
穫
の
人
手
不
足
に
悩
ん
で
い
た
。例
年
、2
万

人
の
観
光
客
が
さ
く
ら
ん
ぼ
狩
り
を
楽
し
ん
で

い
た
が
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
さ

く
ら
ん
ぼ
狩
り
の
受
け
入
れ
を
断
念
し
た
た

め
、約
6
ト
ン
、出
荷
用
と
あ
わ
せ
て
計
17
ト
ン

の
さ
く
ら
ん
ぼ
を
自
分
た
ち
で
収
穫
す
る
必
要

が
生
じ
て
い
た
。

●
果
樹
園
の
社
長
か
ら「
天
童
温
泉
の
従
業
員

を
収
穫
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
迎
え
入
れ
た
い
」と

い
う
連
絡
が
あ
り
、「
は
い
、お
願
い
し
ま
す
」と

即
答
し
た
。そ
こ
で
誕
生
し
た
の
が
、〝
天
童
ア

ラ
イ
ア
ン
ス
+
O
N
〞と
い
う
取
り
組
み（
図

2
）。

●
果
樹
園
側
の
課
題
は
収
穫
ス
タ
ッ
フ
不
足
の

解
消
だ
が
、D
M
C
天
童
温
泉
と
し
て
は
、天
童

温
泉
を
訪
れ
る
目
的
を
つ
く
り
た
い
と
い
う
思

い
が
あ
っ
た
。果
樹
園
で
は
既
に
オ
ン
ラ
イ
ン

販
売
を
手
掛
け
て
い
た
が
、そ
の
販
路
拡
大
に

協
力
し
た
い
と
考
え
、D
M
C
天
童
温
泉
が
さ

く
ら
ん
ぼ
を
仕
入
れ
て
お
客
様
に
販
売
、天
童

温
泉
来
訪
時
に
使
え
る
ク
ー
ポ
ン
券
を
同
封
し

た
。コ
ロ
ナ
収
束
後
に
そ
の
ク
ー
ポ
ン
券
を
天

童
温
泉
で
使
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
で
、旅
館
や

周
辺
の
飲
食
店
、地
域
の
事
業
所
な
ど
、地
域
内

で
お
金
が
回
る
仕
組
み
を
考
え
た
。

●
こ
の
取
り
組
み
の
成
果
と
し
て
、果
樹
園
の

人
手
不
足
解
消
と
旅
館
従
業
員
の
副
業
解
禁
が

挙
げ
ら
れ
る
。ま
た
、さ
く
ら
ん
ぼ
収
穫
を
旅
館

従
業
員
自
ら
が
経
験
し
た
こ
と
で
、今
後
、さ
く

ら
ん
ぼ
狩
り
目
的
の
宿
泊
客
に
適
切
な
案
内
が

で
き
る
よ
う
に
な
る
だ
ろ
う
。

●
一
方
、D
M
C
天
童
温
泉
と
し
て
の
ク
ー
ポ

ン
券
を
同
封
し
た
さ
く
ら
ん
ぼ
販
売
は
、ラ
イ

バ
ル
が
多
い
状
況
の
中
、そ
れ
ほ
ど
イ
ン
パ
ク

ト
の
あ
る
数
が
売
れ
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。

農
援
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
展
開

●
観
光
消
費
の
回
復
と
生
産
者
支
援
を
目
的

に
、天
童
市
、D
M
C
天
童
温
泉
、各
旅
館
、天
童

市
農
業
協
同
組
合
が
連
携
し
て
、天
童
温
泉
に

泊
ま
る
と
農
産
物
が
付
い
て
く
る
宿
泊
プ
ラ
ン

を
実
施
し
た（
図
3
）。特
定
の
農
家
に
と
ど
ま
ら

ず
、広
く
天
童
市
の
生
産
者
を
支
援
す
る
も
の
。

●
農
産
物
代
は
天
童
市
が
補
助
を
出
す
た
め
宿

泊
客
の
負
担
は
ゼ
ロ
。宿
泊
代
に
関
し
て
もG

o
 

T
o

ト
ラ
ベ
ル
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
や
山
形
県
独
自

施
策
で
割
引
が
重
な
っ
た
こ
と
も
あ
り
、

1
0
0
0
名
限
定
の
プ
ラ
ン
は
完
売
し
た
。

目
的
地
づ
く
り

●
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
発
生
以
降
、地
元

団
体
の
キ
ャ
ン
セ
ル
が
相
次
ぎ
、忘
年
会
シ
ー

ズ
ン
は
壊
滅
状
態
だ
っ
た
。1
月
以
降
も
緊
急

事
態
宣
言
の
影
響
を
受
け
、例
年
の
約
2
割
ま

で
落
ち
込
ん
で
し
ま
っ
た
。Go

 T
o

ト
ラ
ベ
ル

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
含
め
、様
々
な
割
引
施
策
が

後
押
し
に
な
っ
て
は
い
る
も
の
の
、キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
終
了
後
の
反
動
が
懸
念
さ
れ
る
。

●
今
後
、国
籍
関
係
な
く
、価
値
観
や
生
き
方
、

旅
の
仕
方
が
ま
す
ま
す
多
様
化
し
て
い
く
。山

形
県
内
で
も
様
々
な
楽
し
み
方
や
過
ご
し
方
が

可
能
で
あ
り
、そ
う
し
た
も
の
を
購
入
可
能
な

着
地
型
旅
行
商
品
に
し
て
い
く
こ
と
で
、お
客

様
が
天
童
市
や
山
形
県
を
訪
れ
る
き
っ
か
け
づ

く
り
を
す
る
こ
と
が
重
要
。

●
こ
れ
ま
で
は
少
品
種
大
量
生
産
の
時
代
と
い

う
こ
と
で
、日
本
各
地
で
団
体
客
が
中
心
と
な

っ
て
1
か
所
に
集
中
す
る
よ
う
な
大
規
模
な
観

光
地
づ
く
り
が
行
わ
れ
て
い
た
が
、多
様
な
価

値
観
や
旅
の
仕
方
に
対
応
す
る
た
め
に
は
、多

品
種
少
量
生
産
を
念
頭
に
置
い
た
旅
行
商
品
づ

く
り
と
集
客
を
考
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

●
こ
う
し
た
取
り
組
み
を
持
続
可
能
に
す
る
た

め
に
大
切
な
の
は
、「
や
る
、続
け
る
、結
果
を
出

す
。」中
に
は
失
敗
す
る
こ
と
も
あ
る
が
、様
々

な
こ
と
を
実
行
し
続
け
、結
果
を
出
す
こ
と
の

積
み
重
ね
が
大
切
だ
と
思
っ
て
い
る
。

●
山
形
県
内
に
既
に
あ
る
魅
力
や
新
た
な
魅
力

を
旅
行
商
品
化
す
る
と
同
時
に
、そ
の
商
品
を

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
し
て
、必
要
と
し
て
い
る
お

客
様
に
届
け
る
作
業
が
欠
か
せ
な
い
。旅
行
商

品
は
販
売
し
て
す
ぐ
に
成
果
が
出
る
も
の
で
は

な
く
、中
長
期
で
腰
を
据
え
て
地
域
の
魅
力
を

発
信
し
続
け
る
こ
と
が
重
要
。

●
交
流
人
口
拡
大
の
た
め
、こ
れ
か
ら
は
、山
形

県
の
魅
力
や
価
値
を
あ
ら
た
め
て
見
直
し
、イ

ン
バ
ウ
ン
ド
の
み
な
ら
ず
、国
内
、山
形
県
民
に

向
け
て
山
形
の
魅
力
を
販
売
し
て
い
く
必
要
が

あ
る
。

自
立
し
た
D
M
C 

●
自
立
し
た
D
M
C
と
し
て
、「
生
み
出
す
」「
届

け
る
」「
受
け
入
れ
る
」の
3
つ
が
必
要
。

●「
生
み
出
す
」と
は
、地
域
に
い
る
我
々
が
あ

る
も
の
を
活
か
し
て
新
た
な
価
値
を
見
い
だ

し
、体
験
で
き
る
商
品
に
す
る
こ
と
。

●
自
分
た
ち
で
生
み
出
し
た
も
の
は
自
分
た
ち

で「
届
け
る
」努
力
を
す
る
。販
路
拡
大
の
一
手

法
と
し
て
旅
行
会
社
経
由
で
の
販
売
も
あ
り
得

る
が
、商
品
に
つ
い
て
熟
知
し
て
い
る
自
分
た

ち
が
、そ
の
情
報
や
思
い
な
ど
を
エ
ン
ド
ユ
ー

ザ
ー
に
届
け
る
こ
と
が
重
要
だ
と
考
え
、

W
E
B
ラ
ジ
オ
な
ど
を
通
し
て
情
報
発
信
し
て

い
る
。

●
そ
し
て
届
け
た
情
報
を
キ
ャ
ッ
チ
し
て
、実

際
に
予
約
を
し
て
、自
分
た
ち
の
地
域
に
来
て

く
れ
た
方
を
、「
受
け
入
れ
」て
お
も
て
な
し
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、お
客
様
の
フ
ァ
ン
化
、リ
ピ

ー
ト
化
に
つ
な
が
っ
て
い
く
と
考
え
て
い
る
。

さ
い
ご
に

●「T
h
e
re

 is n
o
th

in
g
 p

e
rm

a
n
e
n
t 

excep
t ch

a
n
ge.

（
変
化
以
外
に
永
久
の
も

の
は
な
い
。）」と
い
う
言
葉
を
大
切
に
し
て
い

る
。世
の
中
や
時
代
が
も
の
す
ご
い
ス
ピ
ー
ド

で
変
化
す
る
中
、自
ら
も
少
し
ず
つ
変
わ
っ
て

い
く
こ
と
が
必
要
。全
て
を
変
え
れ
ば
い
い
の

で
は
な
く
、変
え
る
と
こ
ろ
は
変
え
る
、守
る
と

こ
ろ
は
守
る
、変
わ
る
こ
と
で
守
れ
る
も
の
が

あ
る
と
い
う
考
え
方
を
、こ
れ
か
ら
も
大
切
に

し
た
い
。

　参
加
者
…
行
政
と
の
関
係
性
に
つ
い
て
聞
き
た

い
。

鈴
木
氏
…
天
童
市
商
工
観
光
課
と
は
ほ
ぼ
毎
日

メ
ー
ル
で
や
り
取
り
を
し
て
お
り
、し
っ
か
り

と
し
た
会
議
形
式
で
は
な
い
が
月
に
1
〜
2
回

は
対
面
で
話
す
機
会
が
あ
る
。気
に
な
る
こ
と

が
あ
る
場
合
は
電
話
で
の
や
り
取
り
も
し
て
お

り
、コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
取
っ
て
い
る
ほ

う
。商
工
観
光
課
以
外
と
の
日
常
的
な
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
な
い
が
、観
光
が
解
決
で
き

る
こ
と
は
な
い
か
と
い
う
観
点
で
連
携
す
る
こ

と
も
あ
る
。民
間
か
ら
ア
イ
デ
ィ
ア
を
出
す
こ

と
が
多
い
が
、行
政
か
ら
も
相
談
の
持
ち
か
け

が
あ
り
、上
意
下
達
と
い
う
形
で
は
な
い
。

参
加
者
…
よ
そ
者
と
し
て
天
童
温
泉
で
働
く
中

で
感
じ
る
や
り
が
い
や
壁
は
。

鈴
木
氏
…
こ
れ
ま
で
に
、よ
そ
者
だ
か
ら
と
否

定
的
な
こ
と
を
言
わ
れ
た
こ
と
は
な
く
、反
対

に
、よ
そ
者
目
線
で
地
域
の
良
さ
が
分
か
る
こ

と
が
メ
リ
ッ
ト
だ
と
感
じ
て
い
る
。地
域
と
の

コ
ネ
ク
シ
ョ
ン
づ
く
り
に
関
し
て
は
、勤
務
先

で
あ
る
ほ
ほ
え
み
の
宿 

滝
の
湯
の
代
表
の
山

口
が
地
域
の
キ
ー
マ
ン
で
顔
が
広
い
の
で
、

D
M
C
天
童
温
泉
と
し
て
活
動
す
る
際
に
、地

域
内
で
活
動
し
て
い
る
方
を
つ
な
い
で
も
ら
う

機
会
が
多
い
。

参
加
者
…
小
さ
な
組
織
と
し
て
は
か
な
り
充
実

し
た
活
動
を
行
っ
て
い
る
と
感
じ
る
が
、ス
タ

ッ
フ
は
何
名
か
。ツ
ア
ー
チ
ラ
シ
の
デ
ザ
イ
ン

も
非
常
に
洗
練
さ
れ
て
い
る
。

鈴
木
氏
…
自
身
は
ほ
ほ
え
み
の
宿 

滝
の
湯
の

社
員
で
あ
り
、か
つ
D
M
C
天
童
温
泉
を
兼
務

し
て
い
る
。D
M
C
天
童
温
泉
の
正
式
な
社
員

は
事
務
担
当
の
プ
ロ
パ
ー
1
名
。実
務
に
関
し

て
は
、自
身
と
プ
ロ
パ
ー
1
名
を
中
心
に
、時
々

各
旅
館
の
社
長
を
加
え
た
体
制
で
行
っ
て
い

る
。

　
ツ
ア
ー
チ
ラ
シ
は
じ
め
D
M
C
天
童
温
泉
の

デ
ザ
イ
ン
類
は
、設
立
当
初
か
ら
全
て
天
童
市

内
の
と
あ
る
デ
ザ
イ
ナ
ー
に
発
注
し
て
い
る
。

東
北
芸
術
工
科
大
学
の
卒
業
生
で
信
頼
し
て
全

て
任
せ
て
い
る
。

参
加
者
…
D
M
O
で
は
な
く
D
M
C
に
し
た
理

由
は
何
か
。

鈴
木
氏
…
行
政
の
補
助
金
頼
み
だ
と
、補
助
金

が
な
く
な
っ
た
と
き
に
身
動
き
が
取
れ
な
く
な

っ
て
し
ま
う
。

　
ま
た
、動
き
や
す
く
持
続
可
能
な
組
織
と
す

る
た
め
、利
害
関
係
が
同
じ
で
即
断
即
決
で
き

る
旅
館
メ
ン
バ
ー
だ
け
で
ス
タ
ー
ト
し
た
。ま

ず
は
様
々
な
こ
と
に
ト
ラ
イ
し
て
み
て
、成
長

す
る
に
つ
れ
て
周
辺
企
業
と
一
緒
に
取
り
組
む

こ
と
は
、今
後
の
可
能
性
と
し
て
考
え
て
い
る
。

参
加
者
…
現
在
、イ
ン
バ
ウ
ン
ド
向
け
に
行
っ

て
い
る
活
動
は
あ
る
か
。

鈴
木
氏
…
2
0
2
0
年
末
、首
都
圏
居
住
の
外

国
人
や
海
外
向
け
の
情
報
発
信
を
行
う
エ
ー
ジ

ェ
ン
ト
を
対
象
に
フ
ァ
ム
ト
リ
ッ
プ
を
実
施

し
、商
品
造
成
や
情
報
発
信
に
向
け
た
関
係
性

の
構
築
を
行
っ
て
い
た
。こ
の
ほ
か
、海
外
向
け

　
2
0
2
1
年
1
月
14
日（
木
）、「
地
域
を
観
光

で
支
え
る
株
式
会
社
D
M
C
天
童
温
泉
の
挑
戦
」

を
テ
ー
マ
に
、第
21
回
た
び
と
し
ょ
C
a
f
e
を

開
催
し
ま
し
た
。

　
山
形
県
の
ほ
ぼ
中
央
部
に
位
置
す
る
天
童
市

は
、さ
く
ら
ん
ぼ
に
代
表
さ
れ
る
果
物
栽
培
が

盛
ん
で
、特
産
品
の
将
棋
駒
は
生
産
量
日
本
一

を
誇
り
ま
す
。そ
の
中
心
に
あ
る
天
童
温
泉
は
、

県
内
周
遊
観
光
の
宿
泊
拠
点
と
し
て
発
展
し
て

き
ま
し
た
。

　「
株
式
会
社
D
M
C
天
童
温
泉
」は
、観
光
地

づ
く
り
の
舵
取
り
役
と
な
る
べ
く
、若
手
旅
館

経
営
者
た
ち
に
よ
っ
て
2
0
1
7
年
に
設
立
さ

れ
ま
し
た
。地
域
の
様
々
な
団
体
と
の
連
携
を

通
し
て
、〝
天
童
な
ら
で
は
の
日
々
〞を
編
集
し
、

訪
れ
る
人
々
に
特
別
な
体
験
を
提
供
し
て
い
ま

す
。コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ
て
も
、い
ち
早
く
地
域
と

連
携
し
て
特
徴
的
な
取
り
組
み
を
さ
れ
て
い
ま

す
。

　
今
回
は
、株
式
会
社
D
M
C
天
童
温
泉
の
鈴

木
誠
人
氏
を
お
招
き
し
、同
社
の
こ
れ
ま
で
の

取
り
組
み
と
、コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ
て
の
奮
闘
を

ご
紹
介
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
後
半
の
質
疑
応
答
で
は
、〝
よ
そ
者
〞と
し
て

の
強
み
、D
M
O
で
は
な
く
D
M
C
を
選
択
し

た
理
由
、人
を
巻
き
込
ん
で
仲
間
を
増
や
す
秘

訣
、ラ
イ
バ
ル
同
士
が
連
携
で
き
た
理
由
な
ど
、

熱
心
な
質
問
が
多
く
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

株
式
会
社
D
M
C

天
童
温
泉
の
誕
生

●
天
童
温
泉
は
、1
9
1
1
年
の
開
湯
で
、

2
0
2
1
年
の
今
年
に
開
湯
1
1
0
年
目
を
迎

え
た
。開
湯
当
初
は
地
元
農
村
民
の
湯
治
場
と

し
て
利
用
さ
れ
て
い
た
が
、昭
和
30
年
代
に
な

る
と
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
に
伴
っ
て
団
体
ツ
ア
ー

が
押
し
寄
せ
る
温
泉
地
と
な
っ
た
。平
成
以
降

は
、団
体
ツ
ア
ー
が
減
少
す
る
と
と
も
に
、個
人

旅
行
者
の
伸
び
悩
み
が
課
題
と
な
っ
て
お
り
、

入
込
人
数
は
右
肩
下
が
り
〜
横
ば
い
と
な
っ
て

い
る
。

●
こ
う
し
た
状
況
の
中
、2
0
1
7
年
、天
童
温

泉
の
若
手
経
営
者
7
名
に
よ
っ
て
株
式
会
社

D
M
C
天
童
温
泉（
以
下
、D
M
C
天
童
温
泉
）

が
設
立
さ
れ
た
。自
分
の
旅
館
と
い
う「
点
」だ

け
で
は
な
く
、天
童
温
泉
と
い
う「
面
」に
い
か

に
人
々
に
来
て
も
ら
う
か
と
い
う
発
想
で
、こ

れ
ま
で
ラ
イ
バ
ル
同
士
だ
っ
た
温
泉
宿
の
オ
ー

ナ
ー
が
手
を
組
み
、「
競
争
」か
ら「
共
創
」へ
と

シ
フ
ト
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

●
資
本
金
は
4
0
0
万
円
。各
旅
館
は
50
万
円

×
7
社
、そ
こ
に
東
京
の
I
T
系
企
業
2
社
が

加
わ
っ
て
い
る
。メ
ン
バ
ー
は〝
若
者
・
馬
鹿
者
・

よ
そ
者
〞
。
ブ
ラ
ン
ド
名
は
「T

E
N

D
O

 

D
A
Y
S

」で
、天
童
で
充
実
し
た
日
々
を
過
ご
し

て
ほ
し
い
と
い
う
想
い
が
込
め
ら
れ
て
い
る
。

第
2
種
旅
行
業
を
取
得
し
て
い
る
。

●
D
M
C
天
童
温
泉
の
事
業
の
目
的
は
、①
地

の
発
信
は
特
に
行
っ
て
い
な
い
。

参
加
者
…
ま
ち
の
人
た
ち
を
ど
の
よ
う
に
巻
き

込
ん
で
い
る
の
か
。潮
目
が
変
わ
っ
た
取
り
組

み
は
あ
る
か
。

鈴
木
氏
…
最
初
か
ら
様
々
な
人
を
巻
き
込
み
過

ぎ
る
と
、ど
う
し
て
も
反
対
す
る
人
が
出
て
し

ま
い
、動
き
に
く
く
な
っ
て
し
ま
う
。は
じ
め

は
、先
陣
を
切
っ
て
物
事
を
変
え
て
い
き
た
い

と
い
う
人
た
ち
が
少
人
数
で
集
ま
っ
て
新
し
い

取
り
組
み
に
ト
ラ
イ
し
、次
第
に
成
功
事
例
を

積
み
重
ね
て
周
囲
が
納
得
す
る
結
果
を
見
せ
る

こ
と
が
、協
力
者
の
拡
大
に
つ
な
が
っ
て
い
く
。

　
ま
た
、旅
館
の
オ
ー
ナ
ー
た
ち
は
皆
同
世
代

で
、一
斉
に
世
代
交
代
を
し
た
こ
と
が
、新
た
な

取
り
組
み
の
機
運
に
つ
な
が
っ
て
い
る
だ
ろ

う
。

　
潮
目
が
変
わ
っ
た
取
り
組
み
と
し
て
、2
年

前
に
開
催
し
た
O
N
S
E
N
ガ
ス
ト
ロ
ノ
ミ
ー

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
in
山
寺
・
天
童
温
泉
が
挙
げ
ら

れ
る
。そ
の
土
地
の
食
・
自
然
・
歴
史
・
文
化
を
体

感
し
な
が
ら
、歩
い
て
食
べ
て
温
泉
に
入
る
と

い
う
イ
ベ
ン
ト
。地
域
住
民
ま
で
巻
き
込
ん
で

実
施
し
た
イ
ベ
ン
ト
で
、主
催
者
事
務
局
か
ら

は
、お
も
て
な
し
の
姿
勢
や
笑
顔
が
日
本
全
国

で
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
と
い
う
評
価
を
得
た
。地
域

住
民
に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
し
た
と
こ
ろ
、お
客

様
を
迎
え
る
こ
と
は
楽
し
い
と
い
う
機
運
が
盛

り
上
が
っ
た
。

参
加
者
…
企
画
検
討
か
ら
実
行
す
る
ま
で
の
期

間
は
ど
の
く
ら
い
か
。

鈴
木
氏
…
商
品
や
内
容
に
よ
っ
て
異
な
る
が
、

お
お
よ
そ
半
年
が
基
本
。大
手
旅
行
会
社
と
連

携
す
る
た
め
に
は
、ツ
ア
ー
催
行
の
半
年
前
に

旅
行
会
社
に
投
げ
込
む
必
要
が
あ
り
、商
品
造

成
が
進
ん
だ
も
の
に
つ
い
て
は
、こ
う
し
た
サ

イ
ク
ル
も
踏
ま
え
て
取
り
組
ん
で
い
る
。

参
加
者
…
競
合
他
社
同
士
が
手
を
組
み
、共
創

す
る
た
め
の
ポ
イ
ン
ト
は
何
か
。

鈴
木
氏
…
天
童
温
泉
は
源
泉
が
共
同
管
理
と
な

っ
て
お
り
、歴
史
的
に
も
横
の
つ
な
が
り
が
強

か
っ
た
。さ
ら
に
、現
在
の
オ
ー
ナ
ー
同
士
は
同

年
代
で
元
々
仲
が
良
く
、横
の
つ
な
が
り
で
情

報
共
有
も
す
ぐ
で
き
る
関
係
性
が
あ
る
。ラ
イ

バ
ル
で
あ
り
同
志
で
あ
る
と
い
う
関
係
性
が
、

天
童
温
泉
の
場
合
は
大
き
い
。

参
加
者
…
D
M
C
天
童
温
泉
の
取
り
組
み
が
、

宿
泊
者
数
に
寄
与
し
て
い
る
面
は
あ
る
か
。ま

た
、今
後
の
事
業
見
通
し
に
つ
い
て
聞
き
た
い
。

鈴
木
氏
…
年
間
を
通
し
て
の
宿
泊
者
数
は
横
ば

い
に
近
い
と
い
う
の
が
正
直
な
と
こ
ろ
だ
が
、

6
月
の
朝
摘
み
さ
く
ら
ん
ぼ
ツ
ア
ー
、1
〜
2

月
の
銀
山
温
泉
ツ
ア
ー
な
ど
、単
月
で
み
る
と

伸
び
て
い
る
旅
館
も
あ
る
。ボ
リ
ュ
ー
ム
ば
か

り
を
求
め
て
低
単
価
に
し
て
し
ま
う
と
収
益
性

が
低
く
な
っ
て
し
ま
う
の
で
、バ
ラ
ン
ス
取
り

が
肝
心
。

　
昨
年
度
は
、農
援
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
販
売
等

も
あ
り
取
扱
収
入
は
良
好
で
、コ
ロ
ナ
禍
に
あ

り
な
が
ら
成
果
が
出
せ
た
。今
後
も
、魅
力
あ
る

宿
泊
プ
ラ
ン
や
着
地
型
旅
行
商
品
の
販
売
に
よ

り
訪
れ
る
人
が
増
え
れ
ば
、共
同
購
入
し
て
い

る
タ
オ
ル
の
本
数
も
増
え
る
な
ど
、様
々
な
事

業
が
連
動
し
て
い
き
、事
業
継
続
に
つ
な
が
る

だ
ろ
う
。

参
加
者
…
農
泊
と
の
関
係
は
あ
る
か
。

鈴
木
氏
…
今
の
と
こ
ろ
そ
れ
ほ
ど
深
い
か
か
わ

り
は
な
い
。農
泊
と
旅
館
は
敵
対
し
が
ち
な
部

分
も
あ
る
が
、柔
軟
に
捉
え
て
い
き
た
い
。滞
在

方
法
の
選
択
肢
が
増
え
る
こ
と
は
、お
客
様
に

と
っ
て
天
童
温
泉
に
来
る
目
的
が
増
え
る
こ
と

に
な
る
。農
泊
の
お
客
様
が
旅
館
に
泊
ま
ら
な

か
っ
た
と
し
て
も
、「
と
横
丁
」で
飲
み
食
い
し

て
も
ら
う
、日
帰
り
温
泉
を
利
用
し
て
も
ら
う

な
ど
、何
か
し
ら
の
連
携
が
で
き
る
と
よ
い
。

参
加
者
…
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
は
取
り
組
ん
で

い
る
か
。

鈴
木
氏
…
各
旅
館
に
は
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
環
境
が

整
っ
て
お
り
、街
中
に
あ
る
温
泉
地
の
た
め
飲

食
店
の
選
択
肢
も
豊
富
。ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
に

適
し
た
地
域
で
は
あ
る
と
思
う
が
、現
状
で
は

特
に
取
り
組
ん
で
い
な
い
。

鈴
木
氏
…
D
M
C
天
童
温
泉
は
こ
れ
ま
で
多
く

の
事
業
に
挑
戦
し
て
き
た
が
、圧
倒
的
に
失
敗

の
方
が
多
い
。仮
に
1
0
0
個
ア
ク
シ
ョ
ン
で

き
る
こ
と
が
あ
っ
た
と
し
て
、何
も
ア
ク
シ
ョ

ン
を
起
こ
さ
な
け
れ
ば
そ
の
1
0
0
の
中
に
ど

れ
だ
け
成
功
が
あ
る
か
は
分
か
ら
な
い
が
、ア

ク
シ
ョ
ン
を
起
こ
せ
ば
間
違
い
な
く
成
功
に
近

づ
い
て
い
く
。課
題
を
乗
り
越
え
ら
れ
る
仲
間

を
つ
く
り
、取
り
組
み
を
膨
ら
ま
せ
、積
み
重
ね

て
い
く
こ
と
が
大
切
だ
と
考
え
て
い
る
。

　
地
域
に
よ
っ
て
観
光
資
源
や
人
材
、抱
え
て

い
る
課
題
は
異
な
り
、天
童
温
泉
の
取
り
組
み

が
他
の
地
域
に
そ
の
ま
ま
当
て
は
ま
る
わ
け
で

は
な
い
。今
日
話
し
た
こ
と
を
、自
分
の
地
域
に

置
き
換
え
て
、ぜ
ひ
実
行
し
て
ほ
し
い
。

お
わ
り
に

　
参
加
者
の
皆
様
か
ら
は
、「
具
体
的
な
事
例
の

掘
り
下
げ
が
参
考
に
な
っ
た
」、「
地
域
資
源
を

活
か
し
た
ユ
ニ
ー
ク
な
内
容
で
、方
法
論
の
参

【
第
2
部
】

意
見
交
換

考
に
も
な
っ
た
」、「
若
い
方
々
の
挑
戦
に
刺
激

を
受
け
た
」と
い
っ
た
ご
感
想
が
聞
か
れ
ま
し

た
。ま
た
、参
加
さ
れ
た
学
生
か
ら
は
、「
実
際
に

観
光
の
運
営
、地
域
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い

る
方
と
お
話
し
で
き
て
よ
か
っ
た
」、「
鈴
木
さ

ん
の
よ
う
に
、自
分
も
10
年
後
、地
域
で
活
躍
し

た
い
」と
い
っ
た
声
が
上
が
り
、様
々
な
立
場
の

方
に
と
っ
て
学
び
の
あ
る
会
と
な
り
ま
し
た
。

（
文
：
観
光
文
化
振
興
部 

企
画
室
　
副
主
任
研

究
員 

門
脇
茉
海
）
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域
自
ら
が
稼
ぐ
力
を
引
き
出
し
、観
光
地
域
経

営
の
視
点
に
た
っ
た
観
光
地
域
づ
く
り
の
舵
取

り
役
と
な
る
こ
と
、②
天
童
市
並
び
に
周
辺
地

域
、関
係
諸
団
体
と
連
携
し
、住
ん
で
よ
し
、訪

れ
て
よ
し
の
観
光
地
域
づ
く
り
を
推
進
し
て
、

選
ば
れ
る
地
域
を
創
る
こ
と
、③
地
域
ア
ラ
イ

ア
ン
ス
を
形
成
し
、旅
館
経
営
の
効
率
化
を
図

る
こ
と
の
3
点
。シ
ン
プ
ル
に
言
え
ば
、天
童
温

泉
に
訪
れ
る
目
的
を
つ
く
る
こ
と
が
目
的
で
あ

り
、そ
の
た
め
に
様
々
な
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み

●
取
り
組
み
の
柱
は
、①
地
域
の
魅
力
を
高
め

る
商
品
を
創
る
、②
共
同
で
良
い
物
を
安
く
買

う
、③
温
泉
街
に
賑
わ
い
を
創
る
、④
優
秀
な
人

材
を
確
保
す
る
、の
4
つ
。

地
域
の
魅
力
を
高
め
る
商
品
を
創
る
：

着
地
型
旅
行
商
品
の

造
成
・
販
売
・
受
入

●
最
初
の
取
り
組
み
は「
朝
摘
み
さ
く
ら
ん
ぼ

ツ
ア
ー
」（
図
１
）。早
朝
に
収
穫
し
た
さ
く
ら
ん

ぼ
は
、最
も
実
が
締
ま
り
酸
味
が
少
な
く
、甘
さ

が
際
立
ち
非
常
に
美
味
し
い
。高
級
さ
く
ら
ん

ぼ
と
し
て
も
、朝
摘
み
と
っ
た
も
の
が
出
荷
さ

れ
て
い
る
。し
か
し
、さ
く
ら
ん
ぼ
狩
り
は
日
中

に
行
わ
れ
る
こ
と
が
普
通
で
、そ
れ
ま
で
一
般

客
が
体
験
で
き
る
機
会
は
な
か
っ
た
。こ
こ
に

ツ
ア
ー
と
し
て
提
供
す
る
価
値
を
見
出
し
商
品

化
し
た
。ま
た
、朝
摘
み
の
美
味
し
い
さ
く
ら
ん

ぼ
を
食
べ
る
た
め
に
は
、天
童
温
泉
に
泊
ま
る

必
要
が
あ
り
、天
童
温
泉
を
訪
れ
る
目
的
を
創

出
で
き
る
と
い
う
こ
と
で
2
0
1
7
年
か
ら
実

施
し
て
い
る
。

●
早
朝
の
果
樹
園
に
は
こ
の
ツ
ア
ー
の
参
加
客

し
か
い
な
い
た
め
、ゆ
っ
く
り
食
べ
る
こ
と
が

で
き
る
ほ
か
、農
家
さ
ん
か
ら
栽
培
方
法
な
ど

い
ろ
い
ろ
な
話
も
聞
け
る
。ま
た
、お
土
産
の
購

入
や
発
送
を
ゆ
っ
く
り
で
き
る
こ
と
も
、こ
の

ツ
ア
ー
の
付
加
価
値
と
し
て
喜
ば
れ
て
い
る
。

ま
た
、早
朝
の
涼
し
い
気
候
の
中
で
楽
し
め
る

の
も
魅
力
。

●
果
樹
園
ま
で
の
送
迎
車
中
で
の
ガ
イ
ド
は
自

身
が
務
め
る
。果
樹
園
到
着
後
、農
家
さ
ん
か
ら

採
り
方
や
品
種
に
よ
る
味
の
違
い
な
ど
の
説
明

が
あ
っ
た
後
、実
際
に
さ
く
ら
ん
ぼ
狩
り
を
約

30
分
楽
し
ん
で
い
た
だ
く
。

●
さ
く
ら
ん
ぼ
狩
り
シ
ー
ズ
ン
終
了
後
は
、参

加
者
の
様
子
や
感
想
、課
題
点
な
ど
を
ま
と
め

て
、関
係
者
間
で
次
年
度
に
向
け
て
の
改
善
点

を
話
し
合
っ
て
い
る
。

●
2
0
1
8
年
か
ら
は
、銀
山
温
泉
を
訪
ね
る

「
銀
山
温
泉
ト
ワ
イ
ラ
イ
ト
・
ト
リ
ッ
プ
」を
実

施
し
て
い
る
。冬
季
の
集
客
が
難
し
い
天
童
温

泉
に
対
し
て
、雪
が
積
も
る
温
泉
街
を
ガ
ス
灯

の
明
か
り
が
照
ら
す
非
常
に
美
し
い
景
色
を
見

る
た
め
に
、銀
山
温
泉
に
は
世
界
中
か
ら
人
が

訪
れ
て
い
る
。一
方
、銀
山
温
泉
の
宿
泊
容
量
は

そ
れ
ほ
ど
大
き
く
な
く
、泊
ま
り
た
い
の
に
泊

ま
れ
な
い
と
い
う
状
況
が
続
い
て
い
る
。天
童

温
泉
に
宿
泊
す
れ
ば
銀
山
温
泉
に
行
け
る
と
い

う
フ
レ
ー
ズ
で
売
り
出
し
た
と
こ
ろ
、年
々
集

客
が
伸
び
て
い
る
。

●
朝
摘
み
さ
く
ら
ん
ぼ
、銀
山
温
泉
以
外
に
も
、

地
域
の
様
々
な
魅
力
を
ツ
ア
ー
と
し
て
商
品
化

し
販
売
し
て
い
る
が
、正
直
な
と
こ
ろ
、こ
う
し

た
着
地
型
旅
行
商
品
は
売
れ
た
と
し
て
も
収
益

は
大
き
く
な
い
。

共
同
で
良
い
物
を
安
く
買
う
：

タ
オ
ル
の
共
同
購
入

●
し
か
し
、天
童
温
泉
や
山
形
県
を
訪
れ
る
き

っ
か
け
づ
く
り
は
必
要
で
あ
り
、会
社
の
存
続

も
考
え
な
く
て
は
な
ら
な
い
。着
地
型
旅
行
商

品
造
成
以
外
の
収
益
源
と
し
て
、タ
オ
ル
の
共

同
購
入
が
挙
げ
ら
れ
る
。

●
各
旅
館
が
お
客
様
に
提
供
す
る
タ
オ
ル
を
、

天
童
温
泉
共
通
デ
ザ
イ
ン
の
タ
オ
ル
と
し
て
一

括
で
仕
入
れ
て
い
る
。各
旅
館
の
仕
入
れ
価
格

を
下
げ
る
こ
と
が
で
き
、そ
こ
に
D
M
C
天
童

温
泉
の
利
益
を
上
乗
せ
す
る
こ
と
で
、毎
月
の

安
定
的
な
収
入
源
と
な
っ
て
い
る
。

●
し
か
し
、旅
館
が
稼
働
し
な
い
と
タ
オ
ル
の

仕
入
れ
も
行
わ
な
い
た
め
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
影
響
に
よ
り
営
業
自
粛
な
ど
が
続
く

と
、収
入
源
と
し
て
は
不
安
定
に
な
っ
て
し
ま

う
。

温
泉
街
に
賑
わ
い
を
創
る
：

天
童
温
泉
屋
台
村「
と
横
丁
」

●
2
0
2
0
年
1
月
に
天
童
温
泉
屋
台
村「
と

横
丁
」を
オ
ー
プ
ン
し
た
。天
童
ホ
テ
ル
の
出
資

と
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
に
よ
り
資
金
調

達
し
、D
M
C
天
童
温
泉
が
運
営
し
て
い
る
。現

在
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
を
受
け
て

い
る
が
、テ
イ
ク
ア
ウ
ト
な
ど
新
た
な
試
み
を

進
め
て
い
る
。

●
天
童
温
泉
周
辺
飲
食
店
の
英
語
メ
ニ
ュ
ー
作

成
の
ほ
か
、夕
食
を
街
中
で
食
べ
て
い
た
だ
く

こ
と
で
温
泉
街
に
賑
わ
い
を
創
る
た
め
、1
泊

朝
食
付
き
・
夕
食
な
し
プ
ラ
ン
の
提
供
に
も
取

り
組
ん
で
い
る
。

優
秀
な
人
材
を
確
保
す
る
：

外
国
人
労
働
者
登
録
支
援
事
業

●
2
0
2
0
年
に
D
M
C
天
童
温
泉
が
外
国
人

労
働
者
の
登
録
支
援
機
関
に
認
定
さ
れ
た
。外

国
人
の
た
め
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
サ
ロ
ン
の
運

営
、日
本
語
教
室
の
運
営
な
ど
天
童
温
泉
で
の

外
国
人
労
働
者
の
受
け
入
れ
に
向
け
て
準
備
が

図 2「天童アライアンス+ON」のスキーム

図 3「天童温泉泊まって農援キャンペーン！」のスキーム

進
ん
で
い
た
が
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影

響
に
よ
り
、ス
ト
ッ
プ
し
て
い
る
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
発
生

●
2
0
2
0
年
2
月
頃
ま
で
は
様
々
な
モ
ニ
タ

ー
ツ
ア
ー
や
新
た
な
企
画
を
進
め
て
い
た
が
、

そ
の
後
次
第
に
状
況
が
悪
化
し
、天
童
温
泉
は

4
月
か
ら
6
月
上
旬
ま
で
休
業
と
な
り
、各
宿

の
従
業
員
は
約
2
か
月
間
自
宅
待
機
と
な
っ

た
。W

E
B
ラ
ジ
オ
配
信
ス
タ
ー
ト

●
こ
の
2
か
月
の
間
に
、stan

d
.fm

と
い
う
無

料
ア
プ
リ
を
用
い
て
、W
E
B
ラ
ジ
オ
の
配
信

を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。YouT

ube

、Tw
itter

、

F
aceb

o
o
k

、In
stagram

な
ど
様
々
な
発
信

ツ
ー
ル
が
あ
る
が
、音
声
の
み
の
ラ
ジ
オ
は

Y
ou

T
u
be

の
よ
う
に
編
集
作
業
の
手
間
が
か

か
ら
ず
、ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
一
台
で
配
信
可
能

な
点
が
メ
リ
ッ
ト
。ま
た
、動
画
だ
と
画
面
を
見

る
必
要
が
あ
る
た
め
視
聴
中
は
他
の
作
業
が
で

き
な
い
が
、ラ
ジ
オ
は
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
再

生
が
で
き
る
た
め
様
々
な
場
面
で
気
軽
に
聞
い

て
も
ら
え
る
点
も
魅
力
。

●
リ
ス
ナ
ー
は
少
し
ず
つ
増
え
て
お
り
、県
内

の
ラ
ジ
オ
番
組
に
取
り
上
げ
て
い
た
だ
く
機
会

も
あ
る
。録
音
し
た
番
組
はT

w
itter

で
も
拡

散
し
て
い
る
。

果
樹
園
と
ア
ラ
イ
ア
ン
ス

●
温
泉
宿
の
休
業
中
、果
樹
園
は
さ
く
ら
ん
ぼ

収
穫
の
人
手
不
足
に
悩
ん
で
い
た
。例
年
、2
万

人
の
観
光
客
が
さ
く
ら
ん
ぼ
狩
り
を
楽
し
ん
で

い
た
が
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
さ

く
ら
ん
ぼ
狩
り
の
受
け
入
れ
を
断
念
し
た
た

め
、約
6
ト
ン
、出
荷
用
と
あ
わ
せ
て
計
17
ト
ン

の
さ
く
ら
ん
ぼ
を
自
分
た
ち
で
収
穫
す
る
必
要

が
生
じ
て
い
た
。

●
果
樹
園
の
社
長
か
ら「
天
童
温
泉
の
従
業
員

を
収
穫
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
迎
え
入
れ
た
い
」と

い
う
連
絡
が
あ
り
、「
は
い
、お
願
い
し
ま
す
」と

即
答
し
た
。そ
こ
で
誕
生
し
た
の
が
、〝
天
童
ア

ラ
イ
ア
ン
ス
+
O
N
〞と
い
う
取
り
組
み（
図

2
）。

●
果
樹
園
側
の
課
題
は
収
穫
ス
タ
ッ
フ
不
足
の

解
消
だ
が
、D
M
C
天
童
温
泉
と
し
て
は
、天
童

温
泉
を
訪
れ
る
目
的
を
つ
く
り
た
い
と
い
う
思

い
が
あ
っ
た
。果
樹
園
で
は
既
に
オ
ン
ラ
イ
ン

販
売
を
手
掛
け
て
い
た
が
、そ
の
販
路
拡
大
に

協
力
し
た
い
と
考
え
、D
M
C
天
童
温
泉
が
さ

く
ら
ん
ぼ
を
仕
入
れ
て
お
客
様
に
販
売
、天
童

温
泉
来
訪
時
に
使
え
る
ク
ー
ポ
ン
券
を
同
封
し

た
。コ
ロ
ナ
収
束
後
に
そ
の
ク
ー
ポ
ン
券
を
天

童
温
泉
で
使
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
で
、旅
館
や

周
辺
の
飲
食
店
、地
域
の
事
業
所
な
ど
、地
域
内

で
お
金
が
回
る
仕
組
み
を
考
え
た
。

●
こ
の
取
り
組
み
の
成
果
と
し
て
、果
樹
園
の

人
手
不
足
解
消
と
旅
館
従
業
員
の
副
業
解
禁
が

挙
げ
ら
れ
る
。ま
た
、さ
く
ら
ん
ぼ
収
穫
を
旅
館

従
業
員
自
ら
が
経
験
し
た
こ
と
で
、今
後
、さ
く

ら
ん
ぼ
狩
り
目
的
の
宿
泊
客
に
適
切
な
案
内
が

で
き
る
よ
う
に
な
る
だ
ろ
う
。

●
一
方
、D
M
C
天
童
温
泉
と
し
て
の
ク
ー
ポ

ン
券
を
同
封
し
た
さ
く
ら
ん
ぼ
販
売
は
、ラ
イ

バ
ル
が
多
い
状
況
の
中
、そ
れ
ほ
ど
イ
ン
パ
ク

ト
の
あ
る
数
が
売
れ
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。

農
援
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
展
開

●
観
光
消
費
の
回
復
と
生
産
者
支
援
を
目
的

に
、天
童
市
、D
M
C
天
童
温
泉
、各
旅
館
、天
童

市
農
業
協
同
組
合
が
連
携
し
て
、天
童
温
泉
に

泊
ま
る
と
農
産
物
が
付
い
て
く
る
宿
泊
プ
ラ
ン

を
実
施
し
た（
図
3
）。特
定
の
農
家
に
と
ど
ま
ら

ず
、広
く
天
童
市
の
生
産
者
を
支
援
す
る
も
の
。

●
農
産
物
代
は
天
童
市
が
補
助
を
出
す
た
め
宿

泊
客
の
負
担
は
ゼ
ロ
。宿
泊
代
に
関
し
て
もG
o
 

T
o

ト
ラ
ベ
ル
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
や
山
形
県
独
自

施
策
で
割
引
が
重
な
っ
た
こ
と
も
あ
り
、

1
0
0
0
名
限
定
の
プ
ラ
ン
は
完
売
し
た
。

目
的
地
づ
く
り

●
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
発
生
以
降
、地
元

団
体
の
キ
ャ
ン
セ
ル
が
相
次
ぎ
、忘
年
会
シ
ー

ズ
ン
は
壊
滅
状
態
だ
っ
た
。1
月
以
降
も
緊
急

事
態
宣
言
の
影
響
を
受
け
、例
年
の
約
2
割
ま

で
落
ち
込
ん
で
し
ま
っ
た
。Go

 T
o

ト
ラ
ベ
ル

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
含
め
、様
々
な
割
引
施
策
が

後
押
し
に
な
っ
て
は
い
る
も
の
の
、キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
終
了
後
の
反
動
が
懸
念
さ
れ
る
。

●
今
後
、国
籍
関
係
な
く
、価
値
観
や
生
き
方
、

旅
の
仕
方
が
ま
す
ま
す
多
様
化
し
て
い
く
。山

形
県
内
で
も
様
々
な
楽
し
み
方
や
過
ご
し
方
が

可
能
で
あ
り
、そ
う
し
た
も
の
を
購
入
可
能
な

着
地
型
旅
行
商
品
に
し
て
い
く
こ
と
で
、お
客

様
が
天
童
市
や
山
形
県
を
訪
れ
る
き
っ
か
け
づ

く
り
を
す
る
こ
と
が
重
要
。

●
こ
れ
ま
で
は
少
品
種
大
量
生
産
の
時
代
と
い

う
こ
と
で
、日
本
各
地
で
団
体
客
が
中
心
と
な

っ
て
1
か
所
に
集
中
す
る
よ
う
な
大
規
模
な
観

光
地
づ
く
り
が
行
わ
れ
て
い
た
が
、多
様
な
価

値
観
や
旅
の
仕
方
に
対
応
す
る
た
め
に
は
、多

品
種
少
量
生
産
を
念
頭
に
置
い
た
旅
行
商
品
づ

く
り
と
集
客
を
考
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

●
こ
う
し
た
取
り
組
み
を
持
続
可
能
に
す
る
た

め
に
大
切
な
の
は
、「
や
る
、続
け
る
、結
果
を
出

す
。」中
に
は
失
敗
す
る
こ
と
も
あ
る
が
、様
々

な
こ
と
を
実
行
し
続
け
、結
果
を
出
す
こ
と
の

積
み
重
ね
が
大
切
だ
と
思
っ
て
い
る
。

●
山
形
県
内
に
既
に
あ
る
魅
力
や
新
た
な
魅
力

を
旅
行
商
品
化
す
る
と
同
時
に
、そ
の
商
品
を

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
し
て
、必
要
と
し
て
い
る
お

客
様
に
届
け
る
作
業
が
欠
か
せ
な
い
。旅
行
商

品
は
販
売
し
て
す
ぐ
に
成
果
が
出
る
も
の
で
は

な
く
、中
長
期
で
腰
を
据
え
て
地
域
の
魅
力
を

発
信
し
続
け
る
こ
と
が
重
要
。

●
交
流
人
口
拡
大
の
た
め
、こ
れ
か
ら
は
、山
形

県
の
魅
力
や
価
値
を
あ
ら
た
め
て
見
直
し
、イ

ン
バ
ウ
ン
ド
の
み
な
ら
ず
、国
内
、山
形
県
民
に

向
け
て
山
形
の
魅
力
を
販
売
し
て
い
く
必
要
が

あ
る
。

自
立
し
た
D
M
C 

●
自
立
し
た
D
M
C
と
し
て
、「
生
み
出
す
」「
届

け
る
」「
受
け
入
れ
る
」の
3
つ
が
必
要
。

●「
生
み
出
す
」と
は
、地
域
に
い
る
我
々
が
あ

る
も
の
を
活
か
し
て
新
た
な
価
値
を
見
い
だ

し
、体
験
で
き
る
商
品
に
す
る
こ
と
。

●
自
分
た
ち
で
生
み
出
し
た
も
の
は
自
分
た
ち

で「
届
け
る
」努
力
を
す
る
。販
路
拡
大
の
一
手

法
と
し
て
旅
行
会
社
経
由
で
の
販
売
も
あ
り
得

る
が
、商
品
に
つ
い
て
熟
知
し
て
い
る
自
分
た

ち
が
、そ
の
情
報
や
思
い
な
ど
を
エ
ン
ド
ユ
ー

ザ
ー
に
届
け
る
こ
と
が
重
要
だ
と
考
え
、

W
E
B
ラ
ジ
オ
な
ど
を
通
し
て
情
報
発
信
し
て

い
る
。

●
そ
し
て
届
け
た
情
報
を
キ
ャ
ッ
チ
し
て
、実

際
に
予
約
を
し
て
、自
分
た
ち
の
地
域
に
来
て

く
れ
た
方
を
、「
受
け
入
れ
」て
お
も
て
な
し
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、お
客
様
の
フ
ァ
ン
化
、リ
ピ

ー
ト
化
に
つ
な
が
っ
て
い
く
と
考
え
て
い
る
。

さ
い
ご
に

●「T
h
e
re

 is n
o
th

in
g
 p

e
rm

a
n
e
n
t 

excep
t ch

a
n
ge.

（
変
化
以
外
に
永
久
の
も

の
は
な
い
。）」と
い
う
言
葉
を
大
切
に
し
て
い

る
。世
の
中
や
時
代
が
も
の
す
ご
い
ス
ピ
ー
ド

で
変
化
す
る
中
、自
ら
も
少
し
ず
つ
変
わ
っ
て

い
く
こ
と
が
必
要
。全
て
を
変
え
れ
ば
い
い
の

で
は
な
く
、変
え
る
と
こ
ろ
は
変
え
る
、守
る
と

こ
ろ
は
守
る
、変
わ
る
こ
と
で
守
れ
る
も
の
が

あ
る
と
い
う
考
え
方
を
、こ
れ
か
ら
も
大
切
に

し
た
い
。

　参
加
者
…
行
政
と
の
関
係
性
に
つ
い
て
聞
き
た

い
。

鈴
木
氏
…
天
童
市
商
工
観
光
課
と
は
ほ
ぼ
毎
日

メ
ー
ル
で
や
り
取
り
を
し
て
お
り
、し
っ
か
り

と
し
た
会
議
形
式
で
は
な
い
が
月
に
1
〜
2
回

は
対
面
で
話
す
機
会
が
あ
る
。気
に
な
る
こ
と

が
あ
る
場
合
は
電
話
で
の
や
り
取
り
も
し
て
お

り
、コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
取
っ
て
い
る
ほ

う
。商
工
観
光
課
以
外
と
の
日
常
的
な
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
な
い
が
、観
光
が
解
決
で
き

る
こ
と
は
な
い
か
と
い
う
観
点
で
連
携
す
る
こ

と
も
あ
る
。民
間
か
ら
ア
イ
デ
ィ
ア
を
出
す
こ

と
が
多
い
が
、行
政
か
ら
も
相
談
の
持
ち
か
け

が
あ
り
、上
意
下
達
と
い
う
形
で
は
な
い
。

参
加
者
…
よ
そ
者
と
し
て
天
童
温
泉
で
働
く
中

で
感
じ
る
や
り
が
い
や
壁
は
。

鈴
木
氏
…
こ
れ
ま
で
に
、よ
そ
者
だ
か
ら
と
否

定
的
な
こ
と
を
言
わ
れ
た
こ
と
は
な
く
、反
対

に
、よ
そ
者
目
線
で
地
域
の
良
さ
が
分
か
る
こ

と
が
メ
リ
ッ
ト
だ
と
感
じ
て
い
る
。地
域
と
の

コ
ネ
ク
シ
ョ
ン
づ
く
り
に
関
し
て
は
、勤
務
先

で
あ
る
ほ
ほ
え
み
の
宿 

滝
の
湯
の
代
表
の
山

口
が
地
域
の
キ
ー
マ
ン
で
顔
が
広
い
の
で
、

D
M
C
天
童
温
泉
と
し
て
活
動
す
る
際
に
、地

域
内
で
活
動
し
て
い
る
方
を
つ
な
い
で
も
ら
う

機
会
が
多
い
。

参
加
者
…
小
さ
な
組
織
と
し
て
は
か
な
り
充
実

し
た
活
動
を
行
っ
て
い
る
と
感
じ
る
が
、ス
タ

ッ
フ
は
何
名
か
。ツ
ア
ー
チ
ラ
シ
の
デ
ザ
イ
ン

も
非
常
に
洗
練
さ
れ
て
い
る
。

鈴
木
氏
…
自
身
は
ほ
ほ
え
み
の
宿 

滝
の
湯
の

社
員
で
あ
り
、か
つ
D
M
C
天
童
温
泉
を
兼
務

し
て
い
る
。D
M
C
天
童
温
泉
の
正
式
な
社
員

は
事
務
担
当
の
プ
ロ
パ
ー
1
名
。実
務
に
関
し

て
は
、自
身
と
プ
ロ
パ
ー
1
名
を
中
心
に
、時
々

各
旅
館
の
社
長
を
加
え
た
体
制
で
行
っ
て
い

る
。

　
ツ
ア
ー
チ
ラ
シ
は
じ
め
D
M
C
天
童
温
泉
の

デ
ザ
イ
ン
類
は
、設
立
当
初
か
ら
全
て
天
童
市

内
の
と
あ
る
デ
ザ
イ
ナ
ー
に
発
注
し
て
い
る
。

東
北
芸
術
工
科
大
学
の
卒
業
生
で
信
頼
し
て
全

て
任
せ
て
い
る
。

参
加
者
…
D
M
O
で
は
な
く
D
M
C
に
し
た
理

由
は
何
か
。

鈴
木
氏
…
行
政
の
補
助
金
頼
み
だ
と
、補
助
金

が
な
く
な
っ
た
と
き
に
身
動
き
が
取
れ
な
く
な

っ
て
し
ま
う
。

　
ま
た
、動
き
や
す
く
持
続
可
能
な
組
織
と
す

る
た
め
、利
害
関
係
が
同
じ
で
即
断
即
決
で
き

る
旅
館
メ
ン
バ
ー
だ
け
で
ス
タ
ー
ト
し
た
。ま

ず
は
様
々
な
こ
と
に
ト
ラ
イ
し
て
み
て
、成
長

す
る
に
つ
れ
て
周
辺
企
業
と
一
緒
に
取
り
組
む

こ
と
は
、今
後
の
可
能
性
と
し
て
考
え
て
い
る
。

参
加
者
…
現
在
、イ
ン
バ
ウ
ン
ド
向
け
に
行
っ

て
い
る
活
動
は
あ
る
か
。

鈴
木
氏
…
2
0
2
0
年
末
、首
都
圏
居
住
の
外

国
人
や
海
外
向
け
の
情
報
発
信
を
行
う
エ
ー
ジ

ェ
ン
ト
を
対
象
に
フ
ァ
ム
ト
リ
ッ
プ
を
実
施

し
、商
品
造
成
や
情
報
発
信
に
向
け
た
関
係
性

の
構
築
を
行
っ
て
い
た
。こ
の
ほ
か
、海
外
向
け

　
2
0
2
1
年
1
月
14
日（
木
）、「
地
域
を
観
光

で
支
え
る
株
式
会
社
D
M
C
天
童
温
泉
の
挑
戦
」

を
テ
ー
マ
に
、第
21
回
た
び
と
し
ょ
C
a
f
e
を

開
催
し
ま
し
た
。

　
山
形
県
の
ほ
ぼ
中
央
部
に
位
置
す
る
天
童
市

は
、さ
く
ら
ん
ぼ
に
代
表
さ
れ
る
果
物
栽
培
が

盛
ん
で
、特
産
品
の
将
棋
駒
は
生
産
量
日
本
一

を
誇
り
ま
す
。そ
の
中
心
に
あ
る
天
童
温
泉
は
、

県
内
周
遊
観
光
の
宿
泊
拠
点
と
し
て
発
展
し
て

き
ま
し
た
。

　「
株
式
会
社
D
M
C
天
童
温
泉
」は
、観
光
地

づ
く
り
の
舵
取
り
役
と
な
る
べ
く
、若
手
旅
館

経
営
者
た
ち
に
よ
っ
て
2
0
1
7
年
に
設
立
さ

れ
ま
し
た
。地
域
の
様
々
な
団
体
と
の
連
携
を

通
し
て
、〝
天
童
な
ら
で
は
の
日
々
〞を
編
集
し
、

訪
れ
る
人
々
に
特
別
な
体
験
を
提
供
し
て
い
ま

す
。コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ
て
も
、い
ち
早
く
地
域
と

連
携
し
て
特
徴
的
な
取
り
組
み
を
さ
れ
て
い
ま

す
。

　
今
回
は
、株
式
会
社
D
M
C
天
童
温
泉
の
鈴

木
誠
人
氏
を
お
招
き
し
、同
社
の
こ
れ
ま
で
の

取
り
組
み
と
、コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ
て
の
奮
闘
を

ご
紹
介
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
後
半
の
質
疑
応
答
で
は
、〝
よ
そ
者
〞と
し
て

の
強
み
、D
M
O
で
は
な
く
D
M
C
を
選
択
し

た
理
由
、人
を
巻
き
込
ん
で
仲
間
を
増
や
す
秘

訣
、ラ
イ
バ
ル
同
士
が
連
携
で
き
た
理
由
な
ど
、

熱
心
な
質
問
が
多
く
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

株
式
会
社
D
M
C

天
童
温
泉
の
誕
生

●
天
童
温
泉
は
、1
9
1
1
年
の
開
湯
で
、

2
0
2
1
年
の
今
年
に
開
湯
1
1
0
年
目
を
迎

え
た
。開
湯
当
初
は
地
元
農
村
民
の
湯
治
場
と

し
て
利
用
さ
れ
て
い
た
が
、昭
和
30
年
代
に
な

る
と
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
に
伴
っ
て
団
体
ツ
ア
ー

が
押
し
寄
せ
る
温
泉
地
と
な
っ
た
。平
成
以
降

は
、団
体
ツ
ア
ー
が
減
少
す
る
と
と
も
に
、個
人

旅
行
者
の
伸
び
悩
み
が
課
題
と
な
っ
て
お
り
、

入
込
人
数
は
右
肩
下
が
り
〜
横
ば
い
と
な
っ
て

い
る
。

●
こ
う
し
た
状
況
の
中
、2
0
1
7
年
、天
童
温

泉
の
若
手
経
営
者
7
名
に
よ
っ
て
株
式
会
社

D
M
C
天
童
温
泉（
以
下
、D
M
C
天
童
温
泉
）

が
設
立
さ
れ
た
。自
分
の
旅
館
と
い
う「
点
」だ

け
で
は
な
く
、天
童
温
泉
と
い
う「
面
」に
い
か

に
人
々
に
来
て
も
ら
う
か
と
い
う
発
想
で
、こ

れ
ま
で
ラ
イ
バ
ル
同
士
だ
っ
た
温
泉
宿
の
オ
ー

ナ
ー
が
手
を
組
み
、「
競
争
」か
ら「
共
創
」へ
と

シ
フ
ト
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

●
資
本
金
は
4
0
0
万
円
。各
旅
館
は
50
万
円

×
7
社
、そ
こ
に
東
京
の
I
T
系
企
業
2
社
が

加
わ
っ
て
い
る
。メ
ン
バ
ー
は〝
若
者
・
馬
鹿
者
・

よ
そ
者
〞
。
ブ
ラ
ン
ド
名
は
「T

E
N

D
O

 

D
A
Y
S

」で
、天
童
で
充
実
し
た
日
々
を
過
ご
し

て
ほ
し
い
と
い
う
想
い
が
込
め
ら
れ
て
い
る
。

第
2
種
旅
行
業
を
取
得
し
て
い
る
。

●
D
M
C
天
童
温
泉
の
事
業
の
目
的
は
、①
地

の
発
信
は
特
に
行
っ
て
い
な
い
。

参
加
者
…
ま
ち
の
人
た
ち
を
ど
の
よ
う
に
巻
き

込
ん
で
い
る
の
か
。潮
目
が
変
わ
っ
た
取
り
組

み
は
あ
る
か
。

鈴
木
氏
…
最
初
か
ら
様
々
な
人
を
巻
き
込
み
過

ぎ
る
と
、ど
う
し
て
も
反
対
す
る
人
が
出
て
し

ま
い
、動
き
に
く
く
な
っ
て
し
ま
う
。は
じ
め

は
、先
陣
を
切
っ
て
物
事
を
変
え
て
い
き
た
い

と
い
う
人
た
ち
が
少
人
数
で
集
ま
っ
て
新
し
い

取
り
組
み
に
ト
ラ
イ
し
、次
第
に
成
功
事
例
を

積
み
重
ね
て
周
囲
が
納
得
す
る
結
果
を
見
せ
る

こ
と
が
、協
力
者
の
拡
大
に
つ
な
が
っ
て
い
く
。

　
ま
た
、旅
館
の
オ
ー
ナ
ー
た
ち
は
皆
同
世
代

で
、一
斉
に
世
代
交
代
を
し
た
こ
と
が
、新
た
な

取
り
組
み
の
機
運
に
つ
な
が
っ
て
い
る
だ
ろ

う
。

　
潮
目
が
変
わ
っ
た
取
り
組
み
と
し
て
、2
年

前
に
開
催
し
た
O
N
S
E
N
ガ
ス
ト
ロ
ノ
ミ
ー

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
in
山
寺
・
天
童
温
泉
が
挙
げ
ら

れ
る
。そ
の
土
地
の
食
・
自
然
・
歴
史
・
文
化
を
体

感
し
な
が
ら
、歩
い
て
食
べ
て
温
泉
に
入
る
と

い
う
イ
ベ
ン
ト
。地
域
住
民
ま
で
巻
き
込
ん
で

実
施
し
た
イ
ベ
ン
ト
で
、主
催
者
事
務
局
か
ら

は
、お
も
て
な
し
の
姿
勢
や
笑
顔
が
日
本
全
国

で
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
と
い
う
評
価
を
得
た
。地
域

住
民
に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
し
た
と
こ
ろ
、お
客

様
を
迎
え
る
こ
と
は
楽
し
い
と
い
う
機
運
が
盛

り
上
が
っ
た
。

参
加
者
…
企
画
検
討
か
ら
実
行
す
る
ま
で
の
期

間
は
ど
の
く
ら
い
か
。

鈴
木
氏
…
商
品
や
内
容
に
よ
っ
て
異
な
る
が
、

お
お
よ
そ
半
年
が
基
本
。大
手
旅
行
会
社
と
連

携
す
る
た
め
に
は
、ツ
ア
ー
催
行
の
半
年
前
に

旅
行
会
社
に
投
げ
込
む
必
要
が
あ
り
、商
品
造

成
が
進
ん
だ
も
の
に
つ
い
て
は
、こ
う
し
た
サ

イ
ク
ル
も
踏
ま
え
て
取
り
組
ん
で
い
る
。

参
加
者
…
競
合
他
社
同
士
が
手
を
組
み
、共
創

す
る
た
め
の
ポ
イ
ン
ト
は
何
か
。

鈴
木
氏
…
天
童
温
泉
は
源
泉
が
共
同
管
理
と
な

っ
て
お
り
、歴
史
的
に
も
横
の
つ
な
が
り
が
強

か
っ
た
。さ
ら
に
、現
在
の
オ
ー
ナ
ー
同
士
は
同

年
代
で
元
々
仲
が
良
く
、横
の
つ
な
が
り
で
情

報
共
有
も
す
ぐ
で
き
る
関
係
性
が
あ
る
。ラ
イ

バ
ル
で
あ
り
同
志
で
あ
る
と
い
う
関
係
性
が
、

天
童
温
泉
の
場
合
は
大
き
い
。

参
加
者
…
D
M
C
天
童
温
泉
の
取
り
組
み
が
、

宿
泊
者
数
に
寄
与
し
て
い
る
面
は
あ
る
か
。ま

た
、今
後
の
事
業
見
通
し
に
つ
い
て
聞
き
た
い
。

鈴
木
氏
…
年
間
を
通
し
て
の
宿
泊
者
数
は
横
ば

い
に
近
い
と
い
う
の
が
正
直
な
と
こ
ろ
だ
が
、

6
月
の
朝
摘
み
さ
く
ら
ん
ぼ
ツ
ア
ー
、1
〜
2

月
の
銀
山
温
泉
ツ
ア
ー
な
ど
、単
月
で
み
る
と

伸
び
て
い
る
旅
館
も
あ
る
。ボ
リ
ュ
ー
ム
ば
か

り
を
求
め
て
低
単
価
に
し
て
し
ま
う
と
収
益
性

が
低
く
な
っ
て
し
ま
う
の
で
、バ
ラ
ン
ス
取
り

が
肝
心
。

　
昨
年
度
は
、農
援
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
販
売
等

も
あ
り
取
扱
収
入
は
良
好
で
、コ
ロ
ナ
禍
に
あ

り
な
が
ら
成
果
が
出
せ
た
。今
後
も
、魅
力
あ
る

宿
泊
プ
ラ
ン
や
着
地
型
旅
行
商
品
の
販
売
に
よ

り
訪
れ
る
人
が
増
え
れ
ば
、共
同
購
入
し
て
い

る
タ
オ
ル
の
本
数
も
増
え
る
な
ど
、様
々
な
事

業
が
連
動
し
て
い
き
、事
業
継
続
に
つ
な
が
る

だ
ろ
う
。

参
加
者
…
農
泊
と
の
関
係
は
あ
る
か
。

鈴
木
氏
…
今
の
と
こ
ろ
そ
れ
ほ
ど
深
い
か
か
わ

り
は
な
い
。農
泊
と
旅
館
は
敵
対
し
が
ち
な
部

分
も
あ
る
が
、柔
軟
に
捉
え
て
い
き
た
い
。滞
在

方
法
の
選
択
肢
が
増
え
る
こ
と
は
、お
客
様
に

と
っ
て
天
童
温
泉
に
来
る
目
的
が
増
え
る
こ
と

に
な
る
。農
泊
の
お
客
様
が
旅
館
に
泊
ま
ら
な

か
っ
た
と
し
て
も
、「
と
横
丁
」で
飲
み
食
い
し

て
も
ら
う
、日
帰
り
温
泉
を
利
用
し
て
も
ら
う

な
ど
、何
か
し
ら
の
連
携
が
で
き
る
と
よ
い
。

参
加
者
…
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
は
取
り
組
ん
で

い
る
か
。

鈴
木
氏
…
各
旅
館
に
は
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
環
境
が

整
っ
て
お
り
、街
中
に
あ
る
温
泉
地
の
た
め
飲

食
店
の
選
択
肢
も
豊
富
。ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
に

適
し
た
地
域
で
は
あ
る
と
思
う
が
、現
状
で
は

特
に
取
り
組
ん
で
い
な
い
。

鈴
木
氏
…
D
M
C
天
童
温
泉
は
こ
れ
ま
で
多
く

の
事
業
に
挑
戦
し
て
き
た
が
、圧
倒
的
に
失
敗

の
方
が
多
い
。仮
に
1
0
0
個
ア
ク
シ
ョ
ン
で

き
る
こ
と
が
あ
っ
た
と
し
て
、何
も
ア
ク
シ
ョ

ン
を
起
こ
さ
な
け
れ
ば
そ
の
1
0
0
の
中
に
ど

れ
だ
け
成
功
が
あ
る
か
は
分
か
ら
な
い
が
、ア

ク
シ
ョ
ン
を
起
こ
せ
ば
間
違
い
な
く
成
功
に
近

づ
い
て
い
く
。課
題
を
乗
り
越
え
ら
れ
る
仲
間

を
つ
く
り
、取
り
組
み
を
膨
ら
ま
せ
、積
み
重
ね

て
い
く
こ
と
が
大
切
だ
と
考
え
て
い
る
。

　
地
域
に
よ
っ
て
観
光
資
源
や
人
材
、抱
え
て

い
る
課
題
は
異
な
り
、天
童
温
泉
の
取
り
組
み

が
他
の
地
域
に
そ
の
ま
ま
当
て
は
ま
る
わ
け
で

は
な
い
。今
日
話
し
た
こ
と
を
、自
分
の
地
域
に

置
き
換
え
て
、ぜ
ひ
実
行
し
て
ほ
し
い
。

お
わ
り
に

　
参
加
者
の
皆
様
か
ら
は
、「
具
体
的
な
事
例
の

掘
り
下
げ
が
参
考
に
な
っ
た
」、「
地
域
資
源
を

活
か
し
た
ユ
ニ
ー
ク
な
内
容
で
、方
法
論
の
参

【
第
2
部
】

意
見
交
換

考
に
も
な
っ
た
」、「
若
い
方
々
の
挑
戦
に
刺
激

を
受
け
た
」と
い
っ
た
ご
感
想
が
聞
か
れ
ま
し

た
。ま
た
、参
加
さ
れ
た
学
生
か
ら
は
、「
実
際
に

観
光
の
運
営
、地
域
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い

る
方
と
お
話
し
で
き
て
よ
か
っ
た
」、「
鈴
木
さ

ん
の
よ
う
に
、自
分
も
10
年
後
、地
域
で
活
躍
し

た
い
」と
い
っ
た
声
が
上
が
り
、様
々
な
立
場
の

方
に
と
っ
て
学
び
の
あ
る
会
と
な
り
ま
し
た
。

（
文
：
観
光
文
化
振
興
部 

企
画
室
　
副
主
任
研

究
員 

門
脇
茉
海
）
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域
自
ら
が
稼
ぐ
力
を
引
き
出
し
、観
光
地
域
経

営
の
視
点
に
た
っ
た
観
光
地
域
づ
く
り
の
舵
取

り
役
と
な
る
こ
と
、②
天
童
市
並
び
に
周
辺
地

域
、関
係
諸
団
体
と
連
携
し
、住
ん
で
よ
し
、訪

れ
て
よ
し
の
観
光
地
域
づ
く
り
を
推
進
し
て
、

選
ば
れ
る
地
域
を
創
る
こ
と
、③
地
域
ア
ラ
イ

ア
ン
ス
を
形
成
し
、旅
館
経
営
の
効
率
化
を
図

る
こ
と
の
3
点
。シ
ン
プ
ル
に
言
え
ば
、天
童
温

泉
に
訪
れ
る
目
的
を
つ
く
る
こ
と
が
目
的
で
あ

り
、そ
の
た
め
に
様
々
な
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み

●
取
り
組
み
の
柱
は
、①
地
域
の
魅
力
を
高
め

る
商
品
を
創
る
、②
共
同
で
良
い
物
を
安
く
買

う
、③
温
泉
街
に
賑
わ
い
を
創
る
、④
優
秀
な
人

材
を
確
保
す
る
、の
4
つ
。

地
域
の
魅
力
を
高
め
る
商
品
を
創
る
：

着
地
型
旅
行
商
品
の

造
成
・
販
売
・
受
入

●
最
初
の
取
り
組
み
は「
朝
摘
み
さ
く
ら
ん
ぼ

ツ
ア
ー
」（
図
１
）。早
朝
に
収
穫
し
た
さ
く
ら
ん

ぼ
は
、最
も
実
が
締
ま
り
酸
味
が
少
な
く
、甘
さ

が
際
立
ち
非
常
に
美
味
し
い
。高
級
さ
く
ら
ん

ぼ
と
し
て
も
、朝
摘
み
と
っ
た
も
の
が
出
荷
さ

れ
て
い
る
。し
か
し
、さ
く
ら
ん
ぼ
狩
り
は
日
中

に
行
わ
れ
る
こ
と
が
普
通
で
、そ
れ
ま
で
一
般

客
が
体
験
で
き
る
機
会
は
な
か
っ
た
。こ
こ
に

ツ
ア
ー
と
し
て
提
供
す
る
価
値
を
見
出
し
商
品

化
し
た
。ま
た
、朝
摘
み
の
美
味
し
い
さ
く
ら
ん

ぼ
を
食
べ
る
た
め
に
は
、天
童
温
泉
に
泊
ま
る

必
要
が
あ
り
、天
童
温
泉
を
訪
れ
る
目
的
を
創

出
で
き
る
と
い
う
こ
と
で
2
0
1
7
年
か
ら
実

施
し
て
い
る
。

●
早
朝
の
果
樹
園
に
は
こ
の
ツ
ア
ー
の
参
加
客

し
か
い
な
い
た
め
、ゆ
っ
く
り
食
べ
る
こ
と
が

で
き
る
ほ
か
、農
家
さ
ん
か
ら
栽
培
方
法
な
ど

い
ろ
い
ろ
な
話
も
聞
け
る
。ま
た
、お
土
産
の
購

入
や
発
送
を
ゆ
っ
く
り
で
き
る
こ
と
も
、こ
の

ツ
ア
ー
の
付
加
価
値
と
し
て
喜
ば
れ
て
い
る
。

ま
た
、早
朝
の
涼
し
い
気
候
の
中
で
楽
し
め
る

の
も
魅
力
。

●
果
樹
園
ま
で
の
送
迎
車
中
で
の
ガ
イ
ド
は
自

身
が
務
め
る
。果
樹
園
到
着
後
、農
家
さ
ん
か
ら

採
り
方
や
品
種
に
よ
る
味
の
違
い
な
ど
の
説
明

が
あ
っ
た
後
、実
際
に
さ
く
ら
ん
ぼ
狩
り
を
約

30
分
楽
し
ん
で
い
た
だ
く
。

●
さ
く
ら
ん
ぼ
狩
り
シ
ー
ズ
ン
終
了
後
は
、参

加
者
の
様
子
や
感
想
、課
題
点
な
ど
を
ま
と
め

て
、関
係
者
間
で
次
年
度
に
向
け
て
の
改
善
点

を
話
し
合
っ
て
い
る
。

●
2
0
1
8
年
か
ら
は
、銀
山
温
泉
を
訪
ね
る

「
銀
山
温
泉
ト
ワ
イ
ラ
イ
ト
・
ト
リ
ッ
プ
」を
実

施
し
て
い
る
。冬
季
の
集
客
が
難
し
い
天
童
温

泉
に
対
し
て
、雪
が
積
も
る
温
泉
街
を
ガ
ス
灯

の
明
か
り
が
照
ら
す
非
常
に
美
し
い
景
色
を
見

る
た
め
に
、銀
山
温
泉
に
は
世
界
中
か
ら
人
が

訪
れ
て
い
る
。一
方
、銀
山
温
泉
の
宿
泊
容
量
は

そ
れ
ほ
ど
大
き
く
な
く
、泊
ま
り
た
い
の
に
泊

ま
れ
な
い
と
い
う
状
況
が
続
い
て
い
る
。天
童

温
泉
に
宿
泊
す
れ
ば
銀
山
温
泉
に
行
け
る
と
い

う
フ
レ
ー
ズ
で
売
り
出
し
た
と
こ
ろ
、年
々
集

客
が
伸
び
て
い
る
。

●
朝
摘
み
さ
く
ら
ん
ぼ
、銀
山
温
泉
以
外
に
も
、

地
域
の
様
々
な
魅
力
を
ツ
ア
ー
と
し
て
商
品
化

し
販
売
し
て
い
る
が
、正
直
な
と
こ
ろ
、こ
う
し

た
着
地
型
旅
行
商
品
は
売
れ
た
と
し
て
も
収
益

は
大
き
く
な
い
。

共
同
で
良
い
物
を
安
く
買
う
：

タ
オ
ル
の
共
同
購
入

●
し
か
し
、天
童
温
泉
や
山
形
県
を
訪
れ
る
き

っ
か
け
づ
く
り
は
必
要
で
あ
り
、会
社
の
存
続

も
考
え
な
く
て
は
な
ら
な
い
。着
地
型
旅
行
商

品
造
成
以
外
の
収
益
源
と
し
て
、タ
オ
ル
の
共

同
購
入
が
挙
げ
ら
れ
る
。

●
各
旅
館
が
お
客
様
に
提
供
す
る
タ
オ
ル
を
、

天
童
温
泉
共
通
デ
ザ
イ
ン
の
タ
オ
ル
と
し
て
一

括
で
仕
入
れ
て
い
る
。各
旅
館
の
仕
入
れ
価
格

を
下
げ
る
こ
と
が
で
き
、そ
こ
に
D
M
C
天
童

温
泉
の
利
益
を
上
乗
せ
す
る
こ
と
で
、毎
月
の

安
定
的
な
収
入
源
と
な
っ
て
い
る
。

●
し
か
し
、旅
館
が
稼
働
し
な
い
と
タ
オ
ル
の

仕
入
れ
も
行
わ
な
い
た
め
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
影
響
に
よ
り
営
業
自
粛
な
ど
が
続
く

と
、収
入
源
と
し
て
は
不
安
定
に
な
っ
て
し
ま

う
。

温
泉
街
に
賑
わ
い
を
創
る
：

天
童
温
泉
屋
台
村「
と
横
丁
」

●
2
0
2
0
年
1
月
に
天
童
温
泉
屋
台
村「
と

横
丁
」を
オ
ー
プ
ン
し
た
。天
童
ホ
テ
ル
の
出
資

と
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
に
よ
り
資
金
調

達
し
、D
M
C
天
童
温
泉
が
運
営
し
て
い
る
。現

在
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
を
受
け
て

い
る
が
、テ
イ
ク
ア
ウ
ト
な
ど
新
た
な
試
み
を

進
め
て
い
る
。

●
天
童
温
泉
周
辺
飲
食
店
の
英
語
メ
ニ
ュ
ー
作

成
の
ほ
か
、夕
食
を
街
中
で
食
べ
て
い
た
だ
く

こ
と
で
温
泉
街
に
賑
わ
い
を
創
る
た
め
、1
泊

朝
食
付
き
・
夕
食
な
し
プ
ラ
ン
の
提
供
に
も
取

り
組
ん
で
い
る
。

優
秀
な
人
材
を
確
保
す
る
：

外
国
人
労
働
者
登
録
支
援
事
業

●
2
0
2
0
年
に
D
M
C
天
童
温
泉
が
外
国
人

労
働
者
の
登
録
支
援
機
関
に
認
定
さ
れ
た
。外

国
人
の
た
め
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
サ
ロ
ン
の
運

営
、日
本
語
教
室
の
運
営
な
ど
天
童
温
泉
で
の

外
国
人
労
働
者
の
受
け
入
れ
に
向
け
て
準
備
が

進
ん
で
い
た
が
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影

響
に
よ
り
、ス
ト
ッ
プ
し
て
い
る
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
発
生

●
2
0
2
0
年
2
月
頃
ま
で
は
様
々
な
モ
ニ
タ

ー
ツ
ア
ー
や
新
た
な
企
画
を
進
め
て
い
た
が
、

そ
の
後
次
第
に
状
況
が
悪
化
し
、天
童
温
泉
は

4
月
か
ら
6
月
上
旬
ま
で
休
業
と
な
り
、各
宿

の
従
業
員
は
約
2
か
月
間
自
宅
待
機
と
な
っ

た
。W

E
B
ラ
ジ
オ
配
信
ス
タ
ー
ト

●
こ
の
2
か
月
の
間
に
、stan

d
.fm

と
い
う
無

料
ア
プ
リ
を
用
い
て
、W
E
B
ラ
ジ
オ
の
配
信

を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。YouT

ube

、Tw
itter

、

F
aceb

o
o
k

、In
stagram

な
ど
様
々
な
発
信

ツ
ー
ル
が
あ
る
が
、音
声
の
み
の
ラ
ジ
オ
は

Y
ou

T
u
be

の
よ
う
に
編
集
作
業
の
手
間
が
か

か
ら
ず
、ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
一
台
で
配
信
可
能

な
点
が
メ
リ
ッ
ト
。ま
た
、動
画
だ
と
画
面
を
見

る
必
要
が
あ
る
た
め
視
聴
中
は
他
の
作
業
が
で

き
な
い
が
、ラ
ジ
オ
は
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
再

生
が
で
き
る
た
め
様
々
な
場
面
で
気
軽
に
聞
い

て
も
ら
え
る
点
も
魅
力
。

●
リ
ス
ナ
ー
は
少
し
ず
つ
増
え
て
お
り
、県
内

の
ラ
ジ
オ
番
組
に
取
り
上
げ
て
い
た
だ
く
機
会

も
あ
る
。録
音
し
た
番
組
はT

w
itter

で
も
拡

散
し
て
い
る
。

果
樹
園
と
ア
ラ
イ
ア
ン
ス

●
温
泉
宿
の
休
業
中
、果
樹
園
は
さ
く
ら
ん
ぼ

収
穫
の
人
手
不
足
に
悩
ん
で
い
た
。例
年
、2
万

人
の
観
光
客
が
さ
く
ら
ん
ぼ
狩
り
を
楽
し
ん
で

い
た
が
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
さ

く
ら
ん
ぼ
狩
り
の
受
け
入
れ
を
断
念
し
た
た

め
、約
6
ト
ン
、出
荷
用
と
あ
わ
せ
て
計
17
ト
ン

の
さ
く
ら
ん
ぼ
を
自
分
た
ち
で
収
穫
す
る
必
要

が
生
じ
て
い
た
。

●
果
樹
園
の
社
長
か
ら「
天
童
温
泉
の
従
業
員

を
収
穫
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
迎
え
入
れ
た
い
」と

い
う
連
絡
が
あ
り
、「
は
い
、お
願
い
し
ま
す
」と

即
答
し
た
。そ
こ
で
誕
生
し
た
の
が
、〝
天
童
ア

ラ
イ
ア
ン
ス
+
O
N
〞と
い
う
取
り
組
み（
図

2
）。

●
果
樹
園
側
の
課
題
は
収
穫
ス
タ
ッ
フ
不
足
の

解
消
だ
が
、D
M
C
天
童
温
泉
と
し
て
は
、天
童

温
泉
を
訪
れ
る
目
的
を
つ
く
り
た
い
と
い
う
思

い
が
あ
っ
た
。果
樹
園
で
は
既
に
オ
ン
ラ
イ
ン

販
売
を
手
掛
け
て
い
た
が
、そ
の
販
路
拡
大
に

協
力
し
た
い
と
考
え
、D
M
C
天
童
温
泉
が
さ

く
ら
ん
ぼ
を
仕
入
れ
て
お
客
様
に
販
売
、天
童

温
泉
来
訪
時
に
使
え
る
ク
ー
ポ
ン
券
を
同
封
し

た
。コ
ロ
ナ
収
束
後
に
そ
の
ク
ー
ポ
ン
券
を
天

童
温
泉
で
使
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
で
、旅
館
や

周
辺
の
飲
食
店
、地
域
の
事
業
所
な
ど
、地
域
内

で
お
金
が
回
る
仕
組
み
を
考
え
た
。

●
こ
の
取
り
組
み
の
成
果
と
し
て
、果
樹
園
の

人
手
不
足
解
消
と
旅
館
従
業
員
の
副
業
解
禁
が

挙
げ
ら
れ
る
。ま
た
、さ
く
ら
ん
ぼ
収
穫
を
旅
館

従
業
員
自
ら
が
経
験
し
た
こ
と
で
、今
後
、さ
く

ら
ん
ぼ
狩
り
目
的
の
宿
泊
客
に
適
切
な
案
内
が

で
き
る
よ
う
に
な
る
だ
ろ
う
。

●
一
方
、D
M
C
天
童
温
泉
と
し
て
の
ク
ー
ポ

ン
券
を
同
封
し
た
さ
く
ら
ん
ぼ
販
売
は
、ラ
イ

バ
ル
が
多
い
状
況
の
中
、そ
れ
ほ
ど
イ
ン
パ
ク

ト
の
あ
る
数
が
売
れ
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。

農
援
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
展
開

●
観
光
消
費
の
回
復
と
生
産
者
支
援
を
目
的

に
、天
童
市
、D
M
C
天
童
温
泉
、各
旅
館
、天
童

市
農
業
協
同
組
合
が
連
携
し
て
、天
童
温
泉
に

泊
ま
る
と
農
産
物
が
付
い
て
く
る
宿
泊
プ
ラ
ン

を
実
施
し
た（
図
3
）。特
定
の
農
家
に
と
ど
ま
ら

ず
、広
く
天
童
市
の
生
産
者
を
支
援
す
る
も
の
。

●
農
産
物
代
は
天
童
市
が
補
助
を
出
す
た
め
宿

泊
客
の
負
担
は
ゼ
ロ
。宿
泊
代
に
関
し
て
もG

o
 

T
o

ト
ラ
ベ
ル
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
や
山
形
県
独
自

施
策
で
割
引
が
重
な
っ
た
こ
と
も
あ
り
、

1
0
0
0
名
限
定
の
プ
ラ
ン
は
完
売
し
た
。

目
的
地
づ
く
り

●
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
発
生
以
降
、地
元

団
体
の
キ
ャ
ン
セ
ル
が
相
次
ぎ
、忘
年
会
シ
ー

ズ
ン
は
壊
滅
状
態
だ
っ
た
。1
月
以
降
も
緊
急

事
態
宣
言
の
影
響
を
受
け
、例
年
の
約
2
割
ま

で
落
ち
込
ん
で
し
ま
っ
た
。Go

 T
o

ト
ラ
ベ
ル

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
含
め
、様
々
な
割
引
施
策
が

後
押
し
に
な
っ
て
は
い
る
も
の
の
、キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
終
了
後
の
反
動
が
懸
念
さ
れ
る
。

●
今
後
、国
籍
関
係
な
く
、価
値
観
や
生
き
方
、

旅
の
仕
方
が
ま
す
ま
す
多
様
化
し
て
い
く
。山

形
県
内
で
も
様
々
な
楽
し
み
方
や
過
ご
し
方
が

可
能
で
あ
り
、そ
う
し
た
も
の
を
購
入
可
能
な

着
地
型
旅
行
商
品
に
し
て
い
く
こ
と
で
、お
客

様
が
天
童
市
や
山
形
県
を
訪
れ
る
き
っ
か
け
づ

く
り
を
す
る
こ
と
が
重
要
。

●
こ
れ
ま
で
は
少
品
種
大
量
生
産
の
時
代
と
い

う
こ
と
で
、日
本
各
地
で
団
体
客
が
中
心
と
な

っ
て
1
か
所
に
集
中
す
る
よ
う
な
大
規
模
な
観

光
地
づ
く
り
が
行
わ
れ
て
い
た
が
、多
様
な
価

値
観
や
旅
の
仕
方
に
対
応
す
る
た
め
に
は
、多

品
種
少
量
生
産
を
念
頭
に
置
い
た
旅
行
商
品
づ

く
り
と
集
客
を
考
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

●
こ
う
し
た
取
り
組
み
を
持
続
可
能
に
す
る
た

め
に
大
切
な
の
は
、「
や
る
、続
け
る
、結
果
を
出

す
。」中
に
は
失
敗
す
る
こ
と
も
あ
る
が
、様
々

な
こ
と
を
実
行
し
続
け
、結
果
を
出
す
こ
と
の

積
み
重
ね
が
大
切
だ
と
思
っ
て
い
る
。

●
山
形
県
内
に
既
に
あ
る
魅
力
や
新
た
な
魅
力

を
旅
行
商
品
化
す
る
と
同
時
に
、そ
の
商
品
を

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
し
て
、必
要
と
し
て
い
る
お

客
様
に
届
け
る
作
業
が
欠
か
せ
な
い
。旅
行
商

品
は
販
売
し
て
す
ぐ
に
成
果
が
出
る
も
の
で
は

な
く
、中
長
期
で
腰
を
据
え
て
地
域
の
魅
力
を

発
信
し
続
け
る
こ
と
が
重
要
。

●
交
流
人
口
拡
大
の
た
め
、こ
れ
か
ら
は
、山
形

県
の
魅
力
や
価
値
を
あ
ら
た
め
て
見
直
し
、イ

ン
バ
ウ
ン
ド
の
み
な
ら
ず
、国
内
、山
形
県
民
に

向
け
て
山
形
の
魅
力
を
販
売
し
て
い
く
必
要
が

あ
る
。

自
立
し
た
D
M
C 

●
自
立
し
た
D
M
C
と
し
て
、「
生
み
出
す
」「
届

け
る
」「
受
け
入
れ
る
」の
3
つ
が
必
要
。

●「
生
み
出
す
」と
は
、地
域
に
い
る
我
々
が
あ

る
も
の
を
活
か
し
て
新
た
な
価
値
を
見
い
だ

し
、体
験
で
き
る
商
品
に
す
る
こ
と
。

●
自
分
た
ち
で
生
み
出
し
た
も
の
は
自
分
た
ち

で「
届
け
る
」努
力
を
す
る
。販
路
拡
大
の
一
手

法
と
し
て
旅
行
会
社
経
由
で
の
販
売
も
あ
り
得

る
が
、商
品
に
つ
い
て
熟
知
し
て
い
る
自
分
た

ち
が
、そ
の
情
報
や
思
い
な
ど
を
エ
ン
ド
ユ
ー

ザ
ー
に
届
け
る
こ
と
が
重
要
だ
と
考
え
、

W
E
B
ラ
ジ
オ
な
ど
を
通
し
て
情
報
発
信
し
て

い
る
。

●
そ
し
て
届
け
た
情
報
を
キ
ャ
ッ
チ
し
て
、実

際
に
予
約
を
し
て
、自
分
た
ち
の
地
域
に
来
て

く
れ
た
方
を
、「
受
け
入
れ
」て
お
も
て
な
し
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、お
客
様
の
フ
ァ
ン
化
、リ
ピ

ー
ト
化
に
つ
な
が
っ
て
い
く
と
考
え
て
い
る
。

さ
い
ご
に

●「T
h
e
re

 is n
o
th

in
g
 p

e
rm

a
n
e
n
t 

excep
t ch

a
n
ge.

（
変
化
以
外
に
永
久
の
も

の
は
な
い
。）」と
い
う
言
葉
を
大
切
に
し
て
い

る
。世
の
中
や
時
代
が
も
の
す
ご
い
ス
ピ
ー
ド

で
変
化
す
る
中
、自
ら
も
少
し
ず
つ
変
わ
っ
て

い
く
こ
と
が
必
要
。全
て
を
変
え
れ
ば
い
い
の

で
は
な
く
、変
え
る
と
こ
ろ
は
変
え
る
、守
る
と

こ
ろ
は
守
る
、変
わ
る
こ
と
で
守
れ
る
も
の
が

あ
る
と
い
う
考
え
方
を
、こ
れ
か
ら
も
大
切
に

し
た
い
。

　参
加
者
…
行
政
と
の
関
係
性
に
つ
い
て
聞
き
た

い
。

鈴
木
氏
…
天
童
市
商
工
観
光
課
と
は
ほ
ぼ
毎
日

メ
ー
ル
で
や
り
取
り
を
し
て
お
り
、し
っ
か
り

と
し
た
会
議
形
式
で
は
な
い
が
月
に
1
〜
2
回

は
対
面
で
話
す
機
会
が
あ
る
。気
に
な
る
こ
と

が
あ
る
場
合
は
電
話
で
の
や
り
取
り
も
し
て
お

り
、コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
取
っ
て
い
る
ほ

う
。商
工
観
光
課
以
外
と
の
日
常
的
な
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
な
い
が
、観
光
が
解
決
で
き

る
こ
と
は
な
い
か
と
い
う
観
点
で
連
携
す
る
こ

と
も
あ
る
。民
間
か
ら
ア
イ
デ
ィ
ア
を
出
す
こ

と
が
多
い
が
、行
政
か
ら
も
相
談
の
持
ち
か
け

が
あ
り
、上
意
下
達
と
い
う
形
で
は
な
い
。

参
加
者
…
よ
そ
者
と
し
て
天
童
温
泉
で
働
く
中

で
感
じ
る
や
り
が
い
や
壁
は
。

鈴
木
氏
…
こ
れ
ま
で
に
、よ
そ
者
だ
か
ら
と
否

定
的
な
こ
と
を
言
わ
れ
た
こ
と
は
な
く
、反
対

に
、よ
そ
者
目
線
で
地
域
の
良
さ
が
分
か
る
こ

と
が
メ
リ
ッ
ト
だ
と
感
じ
て
い
る
。地
域
と
の

コ
ネ
ク
シ
ョ
ン
づ
く
り
に
関
し
て
は
、勤
務
先

で
あ
る
ほ
ほ
え
み
の
宿 

滝
の
湯
の
代
表
の
山

口
が
地
域
の
キ
ー
マ
ン
で
顔
が
広
い
の
で
、

D
M
C
天
童
温
泉
と
し
て
活
動
す
る
際
に
、地

域
内
で
活
動
し
て
い
る
方
を
つ
な
い
で
も
ら
う

機
会
が
多
い
。

参
加
者
…
小
さ
な
組
織
と
し
て
は
か
な
り
充
実

し
た
活
動
を
行
っ
て
い
る
と
感
じ
る
が
、ス
タ

ッ
フ
は
何
名
か
。ツ
ア
ー
チ
ラ
シ
の
デ
ザ
イ
ン

も
非
常
に
洗
練
さ
れ
て
い
る
。

鈴
木
氏
…
自
身
は
ほ
ほ
え
み
の
宿 

滝
の
湯
の

社
員
で
あ
り
、か
つ
D
M
C
天
童
温
泉
を
兼
務

し
て
い
る
。D
M
C
天
童
温
泉
の
正
式
な
社
員

は
事
務
担
当
の
プ
ロ
パ
ー
1
名
。実
務
に
関
し

て
は
、自
身
と
プ
ロ
パ
ー
1
名
を
中
心
に
、時
々

各
旅
館
の
社
長
を
加
え
た
体
制
で
行
っ
て
い

る
。

　
ツ
ア
ー
チ
ラ
シ
は
じ
め
D
M
C
天
童
温
泉
の

デ
ザ
イ
ン
類
は
、設
立
当
初
か
ら
全
て
天
童
市

内
の
と
あ
る
デ
ザ
イ
ナ
ー
に
発
注
し
て
い
る
。

東
北
芸
術
工
科
大
学
の
卒
業
生
で
信
頼
し
て
全

て
任
せ
て
い
る
。

参
加
者
…
D
M
O
で
は
な
く
D
M
C
に
し
た
理

由
は
何
か
。

鈴
木
氏
…
行
政
の
補
助
金
頼
み
だ
と
、補
助
金

が
な
く
な
っ
た
と
き
に
身
動
き
が
取
れ
な
く
な

っ
て
し
ま
う
。

　
ま
た
、動
き
や
す
く
持
続
可
能
な
組
織
と
す

る
た
め
、利
害
関
係
が
同
じ
で
即
断
即
決
で
き

る
旅
館
メ
ン
バ
ー
だ
け
で
ス
タ
ー
ト
し
た
。ま

ず
は
様
々
な
こ
と
に
ト
ラ
イ
し
て
み
て
、成
長

す
る
に
つ
れ
て
周
辺
企
業
と
一
緒
に
取
り
組
む

こ
と
は
、今
後
の
可
能
性
と
し
て
考
え
て
い
る
。

参
加
者
…
現
在
、イ
ン
バ
ウ
ン
ド
向
け
に
行
っ

て
い
る
活
動
は
あ
る
か
。

鈴
木
氏
…
2
0
2
0
年
末
、首
都
圏
居
住
の
外

国
人
や
海
外
向
け
の
情
報
発
信
を
行
う
エ
ー
ジ

ェ
ン
ト
を
対
象
に
フ
ァ
ム
ト
リ
ッ
プ
を
実
施

し
、商
品
造
成
や
情
報
発
信
に
向
け
た
関
係
性

の
構
築
を
行
っ
て
い
た
。こ
の
ほ
か
、海
外
向
け

　
2
0
2
1
年
1
月
14
日（
木
）、「
地
域
を
観
光

で
支
え
る
株
式
会
社
D
M
C
天
童
温
泉
の
挑
戦
」

を
テ
ー
マ
に
、第
21
回
た
び
と
し
ょ
C
a
f
e
を

開
催
し
ま
し
た
。

　
山
形
県
の
ほ
ぼ
中
央
部
に
位
置
す
る
天
童
市

は
、さ
く
ら
ん
ぼ
に
代
表
さ
れ
る
果
物
栽
培
が

盛
ん
で
、特
産
品
の
将
棋
駒
は
生
産
量
日
本
一

を
誇
り
ま
す
。そ
の
中
心
に
あ
る
天
童
温
泉
は
、

県
内
周
遊
観
光
の
宿
泊
拠
点
と
し
て
発
展
し
て

き
ま
し
た
。

　「
株
式
会
社
D
M
C
天
童
温
泉
」は
、観
光
地

づ
く
り
の
舵
取
り
役
と
な
る
べ
く
、若
手
旅
館

経
営
者
た
ち
に
よ
っ
て
2
0
1
7
年
に
設
立
さ

れ
ま
し
た
。地
域
の
様
々
な
団
体
と
の
連
携
を

通
し
て
、〝
天
童
な
ら
で
は
の
日
々
〞を
編
集
し
、

訪
れ
る
人
々
に
特
別
な
体
験
を
提
供
し
て
い
ま

す
。コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ
て
も
、い
ち
早
く
地
域
と

連
携
し
て
特
徴
的
な
取
り
組
み
を
さ
れ
て
い
ま

す
。

　
今
回
は
、株
式
会
社
D
M
C
天
童
温
泉
の
鈴

木
誠
人
氏
を
お
招
き
し
、同
社
の
こ
れ
ま
で
の

取
り
組
み
と
、コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ
て
の
奮
闘
を

ご
紹
介
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
後
半
の
質
疑
応
答
で
は
、〝
よ
そ
者
〞と
し
て

の
強
み
、D
M
O
で
は
な
く
D
M
C
を
選
択
し

た
理
由
、人
を
巻
き
込
ん
で
仲
間
を
増
や
す
秘

訣
、ラ
イ
バ
ル
同
士
が
連
携
で
き
た
理
由
な
ど
、

熱
心
な
質
問
が
多
く
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

株
式
会
社
D
M
C

天
童
温
泉
の
誕
生

●
天
童
温
泉
は
、1
9
1
1
年
の
開
湯
で
、

2
0
2
1
年
の
今
年
に
開
湯
1
1
0
年
目
を
迎

え
た
。開
湯
当
初
は
地
元
農
村
民
の
湯
治
場
と

し
て
利
用
さ
れ
て
い
た
が
、昭
和
30
年
代
に
な

る
と
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
に
伴
っ
て
団
体
ツ
ア
ー

が
押
し
寄
せ
る
温
泉
地
と
な
っ
た
。平
成
以
降

は
、団
体
ツ
ア
ー
が
減
少
す
る
と
と
も
に
、個
人

旅
行
者
の
伸
び
悩
み
が
課
題
と
な
っ
て
お
り
、

入
込
人
数
は
右
肩
下
が
り
〜
横
ば
い
と
な
っ
て

い
る
。

●
こ
う
し
た
状
況
の
中
、2
0
1
7
年
、天
童
温

泉
の
若
手
経
営
者
7
名
に
よ
っ
て
株
式
会
社

D
M
C
天
童
温
泉（
以
下
、D
M
C
天
童
温
泉
）

が
設
立
さ
れ
た
。自
分
の
旅
館
と
い
う「
点
」だ

け
で
は
な
く
、天
童
温
泉
と
い
う「
面
」に
い
か

に
人
々
に
来
て
も
ら
う
か
と
い
う
発
想
で
、こ

れ
ま
で
ラ
イ
バ
ル
同
士
だ
っ
た
温
泉
宿
の
オ
ー

ナ
ー
が
手
を
組
み
、「
競
争
」か
ら「
共
創
」へ
と

シ
フ
ト
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

●
資
本
金
は
4
0
0
万
円
。各
旅
館
は
50
万
円

×
7
社
、そ
こ
に
東
京
の
I
T
系
企
業
2
社
が

加
わ
っ
て
い
る
。メ
ン
バ
ー
は〝
若
者
・
馬
鹿
者
・

よ
そ
者
〞
。
ブ
ラ
ン
ド
名
は
「T

E
N

D
O

 

D
A
Y
S

」で
、天
童
で
充
実
し
た
日
々
を
過
ご
し

て
ほ
し
い
と
い
う
想
い
が
込
め
ら
れ
て
い
る
。

第
2
種
旅
行
業
を
取
得
し
て
い
る
。

●
D
M
C
天
童
温
泉
の
事
業
の
目
的
は
、①
地

の
発
信
は
特
に
行
っ
て
い
な
い
。

参
加
者
…
ま
ち
の
人
た
ち
を
ど
の
よ
う
に
巻
き

込
ん
で
い
る
の
か
。潮
目
が
変
わ
っ
た
取
り
組

み
は
あ
る
か
。

鈴
木
氏
…
最
初
か
ら
様
々
な
人
を
巻
き
込
み
過

ぎ
る
と
、ど
う
し
て
も
反
対
す
る
人
が
出
て
し

ま
い
、動
き
に
く
く
な
っ
て
し
ま
う
。は
じ
め

は
、先
陣
を
切
っ
て
物
事
を
変
え
て
い
き
た
い

と
い
う
人
た
ち
が
少
人
数
で
集
ま
っ
て
新
し
い

取
り
組
み
に
ト
ラ
イ
し
、次
第
に
成
功
事
例
を

積
み
重
ね
て
周
囲
が
納
得
す
る
結
果
を
見
せ
る

こ
と
が
、協
力
者
の
拡
大
に
つ
な
が
っ
て
い
く
。

　
ま
た
、旅
館
の
オ
ー
ナ
ー
た
ち
は
皆
同
世
代

で
、一
斉
に
世
代
交
代
を
し
た
こ
と
が
、新
た
な

取
り
組
み
の
機
運
に
つ
な
が
っ
て
い
る
だ
ろ

う
。

　
潮
目
が
変
わ
っ
た
取
り
組
み
と
し
て
、2
年

前
に
開
催
し
た
O
N
S
E
N
ガ
ス
ト
ロ
ノ
ミ
ー

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
in
山
寺
・
天
童
温
泉
が
挙
げ
ら

れ
る
。そ
の
土
地
の
食
・
自
然
・
歴
史
・
文
化
を
体

感
し
な
が
ら
、歩
い
て
食
べ
て
温
泉
に
入
る
と

い
う
イ
ベ
ン
ト
。地
域
住
民
ま
で
巻
き
込
ん
で

実
施
し
た
イ
ベ
ン
ト
で
、主
催
者
事
務
局
か
ら

は
、お
も
て
な
し
の
姿
勢
や
笑
顔
が
日
本
全
国

で
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
と
い
う
評
価
を
得
た
。地
域

住
民
に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
し
た
と
こ
ろ
、お
客

様
を
迎
え
る
こ
と
は
楽
し
い
と
い
う
機
運
が
盛

り
上
が
っ
た
。

参
加
者
…
企
画
検
討
か
ら
実
行
す
る
ま
で
の
期

間
は
ど
の
く
ら
い
か
。

鈴
木
氏
…
商
品
や
内
容
に
よ
っ
て
異
な
る
が
、

お
お
よ
そ
半
年
が
基
本
。大
手
旅
行
会
社
と
連

携
す
る
た
め
に
は
、ツ
ア
ー
催
行
の
半
年
前
に

旅
行
会
社
に
投
げ
込
む
必
要
が
あ
り
、商
品
造

成
が
進
ん
だ
も
の
に
つ
い
て
は
、こ
う
し
た
サ

イ
ク
ル
も
踏
ま
え
て
取
り
組
ん
で
い
る
。

参
加
者
…
競
合
他
社
同
士
が
手
を
組
み
、共
創

す
る
た
め
の
ポ
イ
ン
ト
は
何
か
。

鈴
木
氏
…
天
童
温
泉
は
源
泉
が
共
同
管
理
と
な

っ
て
お
り
、歴
史
的
に
も
横
の
つ
な
が
り
が
強

か
っ
た
。さ
ら
に
、現
在
の
オ
ー
ナ
ー
同
士
は
同

年
代
で
元
々
仲
が
良
く
、横
の
つ
な
が
り
で
情

報
共
有
も
す
ぐ
で
き
る
関
係
性
が
あ
る
。ラ
イ

バ
ル
で
あ
り
同
志
で
あ
る
と
い
う
関
係
性
が
、

天
童
温
泉
の
場
合
は
大
き
い
。

参
加
者
…
D
M
C
天
童
温
泉
の
取
り
組
み
が
、

宿
泊
者
数
に
寄
与
し
て
い
る
面
は
あ
る
か
。ま

た
、今
後
の
事
業
見
通
し
に
つ
い
て
聞
き
た
い
。

鈴
木
氏
…
年
間
を
通
し
て
の
宿
泊
者
数
は
横
ば

い
に
近
い
と
い
う
の
が
正
直
な
と
こ
ろ
だ
が
、

6
月
の
朝
摘
み
さ
く
ら
ん
ぼ
ツ
ア
ー
、1
〜
2

月
の
銀
山
温
泉
ツ
ア
ー
な
ど
、単
月
で
み
る
と

伸
び
て
い
る
旅
館
も
あ
る
。ボ
リ
ュ
ー
ム
ば
か

り
を
求
め
て
低
単
価
に
し
て
し
ま
う
と
収
益
性

が
低
く
な
っ
て
し
ま
う
の
で
、バ
ラ
ン
ス
取
り

が
肝
心
。

　
昨
年
度
は
、農
援
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
販
売
等

も
あ
り
取
扱
収
入
は
良
好
で
、コ
ロ
ナ
禍
に
あ

り
な
が
ら
成
果
が
出
せ
た
。今
後
も
、魅
力
あ
る

宿
泊
プ
ラ
ン
や
着
地
型
旅
行
商
品
の
販
売
に
よ

り
訪
れ
る
人
が
増
え
れ
ば
、共
同
購
入
し
て
い

る
タ
オ
ル
の
本
数
も
増
え
る
な
ど
、様
々
な
事

業
が
連
動
し
て
い
き
、事
業
継
続
に
つ
な
が
る

だ
ろ
う
。

参
加
者
…
農
泊
と
の
関
係
は
あ
る
か
。

鈴
木
氏
…
今
の
と
こ
ろ
そ
れ
ほ
ど
深
い
か
か
わ

り
は
な
い
。農
泊
と
旅
館
は
敵
対
し
が
ち
な
部

分
も
あ
る
が
、柔
軟
に
捉
え
て
い
き
た
い
。滞
在

方
法
の
選
択
肢
が
増
え
る
こ
と
は
、お
客
様
に

と
っ
て
天
童
温
泉
に
来
る
目
的
が
増
え
る
こ
と

に
な
る
。農
泊
の
お
客
様
が
旅
館
に
泊
ま
ら
な

か
っ
た
と
し
て
も
、「
と
横
丁
」で
飲
み
食
い
し

て
も
ら
う
、日
帰
り
温
泉
を
利
用
し
て
も
ら
う

な
ど
、何
か
し
ら
の
連
携
が
で
き
る
と
よ
い
。

参
加
者
…
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
は
取
り
組
ん
で

い
る
か
。

鈴
木
氏
…
各
旅
館
に
は
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
環
境
が

整
っ
て
お
り
、街
中
に
あ
る
温
泉
地
の
た
め
飲

食
店
の
選
択
肢
も
豊
富
。ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
に

適
し
た
地
域
で
は
あ
る
と
思
う
が
、現
状
で
は

特
に
取
り
組
ん
で
い
な
い
。

鈴
木
氏
…
D
M
C
天
童
温
泉
は
こ
れ
ま
で
多
く

の
事
業
に
挑
戦
し
て
き
た
が
、圧
倒
的
に
失
敗

の
方
が
多
い
。仮
に
1
0
0
個
ア
ク
シ
ョ
ン
で

き
る
こ
と
が
あ
っ
た
と
し
て
、何
も
ア
ク
シ
ョ

ン
を
起
こ
さ
な
け
れ
ば
そ
の
1
0
0
の
中
に
ど

れ
だ
け
成
功
が
あ
る
か
は
分
か
ら
な
い
が
、ア

ク
シ
ョ
ン
を
起
こ
せ
ば
間
違
い
な
く
成
功
に
近

づ
い
て
い
く
。課
題
を
乗
り
越
え
ら
れ
る
仲
間

を
つ
く
り
、取
り
組
み
を
膨
ら
ま
せ
、積
み
重
ね

て
い
く
こ
と
が
大
切
だ
と
考
え
て
い
る
。

　
地
域
に
よ
っ
て
観
光
資
源
や
人
材
、抱
え
て

い
る
課
題
は
異
な
り
、天
童
温
泉
の
取
り
組
み

が
他
の
地
域
に
そ
の
ま
ま
当
て
は
ま
る
わ
け
で

は
な
い
。今
日
話
し
た
こ
と
を
、自
分
の
地
域
に

置
き
換
え
て
、ぜ
ひ
実
行
し
て
ほ
し
い
。

お
わ
り
に

　
参
加
者
の
皆
様
か
ら
は
、「
具
体
的
な
事
例
の

掘
り
下
げ
が
参
考
に
な
っ
た
」、「
地
域
資
源
を

活
か
し
た
ユ
ニ
ー
ク
な
内
容
で
、方
法
論
の
参

考
に
も
な
っ
た
」、「
若
い
方
々
の
挑
戦
に
刺
激

を
受
け
た
」と
い
っ
た
ご
感
想
が
聞
か
れ
ま
し

た
。ま
た
、参
加
さ
れ
た
学
生
か
ら
は
、「
実
際
に

観
光
の
運
営
、地
域
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い

る
方
と
お
話
し
で
き
て
よ
か
っ
た
」、「
鈴
木
さ

ん
の
よ
う
に
、自
分
も
10
年
後
、地
域
で
活
躍
し

た
い
」と
い
っ
た
声
が
上
が
り
、様
々
な
立
場
の

方
に
と
っ
て
学
び
の
あ
る
会
と
な
り
ま
し
た
。

（
文
：
観
光
文
化
振
興
部 

企
画
室
　
副
主
任
研

究
員 

門
脇
茉
海
）
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　『
小
人
は
縁（
え
に
し
）に
気
づ
か

ず
。中
人
は
縁
を
生
か
せ
ず
。大
人
は
、

袖
す
り
合
う
縁
で
も
縁
と
す
る
。』

　世
の
中
に
は
尊
敬
で
き
る
人
、す

ご
い
人
、格
好
い
い
人
、い
ろ
ん
な
人

が
い
る
が
、そ
の
人
に
会
い
た
い
と

思
っ
た
と
き
は
、発
信
す
る
こ
と
が

重
要
だ
と
常
々
思
っ
て
い
る
。ま
さ

に
、私
に
と
っ
て
直
木
賞
作
家
の
山

本
一
力
先
生
も
そ
の
ひ
と
り
だ
っ

た
。　今

か
ら
十
八
年
前
、当
社
で
開
催

さ
れ
た
社
団
法
人
の
会
合
で
山
本
先

生
の
講
演
を
拝
聴
す
る
機
会
に
恵
ま

れ
た
。講
演
タ
イ
ト
ル
は「
江
戸
庶
民

の
心
意
気
」。当
時
興
味
を
持
っ
て
い

た
狂
歌
の
こ
と
な
ど
も
織
り
込
ま
れ

た
話
に
、私
は
グ
イ
グ
イ
と
引
き
込

ま
れ
た
。会
合
の
後
、心
に
受
け
た
素

直
な
感
動
を
そ
の
ま
ま
ご
本
人
へ
伝

え
に
行
っ
た
。そ
れ
が
、山
本
先
生
と

私
の「
袖
す
り
合
う
縁
」だ
。そ
れ
か

ら
も
、弊
社
の
会
員
誌
で
の
対
談
や

食
事
な
ど
、公
私
に
わ
た
り
お
付
き

合
い
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
。

　冒
頭
の
言
葉
は
、物
語
の
中
で
江

戸
に
縄
張
り
を
張
る 

て
き
や
稼
業

の
元
締
め
の
ひ
と
り
が
口
に
し
た
教

訓
だ
。も
と
も
と
は
中
国
の
故
事
ら

し
い
が
、私
は
こ
の
言
葉
を
え
ら
く

気
に
入
っ
て
い
る
。

　物
語
は
、女
衒
稼
業
の
不
始
末
で

借
金
を
背
負
っ
た
主
人
公
の
新
三
郎

が
、壺
振
り
お
り
ゅ
う
と
と
も
に
互

い
に
足
を
洗
う
た
め
、江
の
島
の
弁

財
天
を
両
国
の
回
向
院
に
移
し
て
参

詣
さ
せ
る「
出
開
帳
」の
成
功
に
向
け

て
奔
走
す
る
前
編
と
、そ
の
ツ
キ
に

あ
や
か
ろ
う
と
す
る 

て
き
や
の
元

締
め
衆
の
久
能
山
参
り
を
、新
三
郎

が
今
で
言
う
ツ
ア
ー
コ
ン
ダ
ク
タ
ー

と
し
て
四
苦
八
苦
し
な
が
ら
先
導
す

る
後
編
か
ら
な
る
。親
分
衆
の
心
意

気
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、新
三
郎
の

口
先
で
誤
魔
化
そ
う
と
せ
ず
、ひ
た

す
ら
誠
実
を
尽
す
姿
勢
に
は
心
が
洗

わ
れ
る
。「
百
術
は
一
誠
に
如
か
ず
」

で
あ
る
。

　私
は
人
間
が
好
き
だ
。高
校
時
代

か
ら
様
々
な
作
家
の
本
を
読
み
、人

間
と
い
う
も
の
に
興
味
を
持
っ
た
。

ホ
テ
ル
を
〝
稼
業
〞
に
選
ん
だ
理
由

に
も
そ
れ
が
大
き
く
影
響
し
て
い

る
。ホ
テ
ル
業
は
ま
さ
に
人
間
相
手

わたしの１冊
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小
林
哲
也（
こ
ば
や
し・て
つ
や
）

株
式
会
社
帝
国
ホ
テ
ル
特
別
顧
問
。1
9
4
5
年
新
潟
県
生
ま
れ
。1
9
6
9

年
慶
應
義
塾
大
学
卒
業
後
、帝
国
ホ
テ
ル
入
社
。セ
ー
ル
ス
部
長
、宿
泊
部
長
、 

営
業
企
画
室
長
、取
締
役 

総
合
企
画
室
長
、常
務
取
締
役 

帝
国
ホ
テ
ル
東
京

総
支
配
人
、代
表
取
締
役
副
社
長 

帝
国
ホ
テ
ル
東
京
総
支
配
人
な
ど
を
経
て
、

2
0
0
4
年
代
表
取
締
役
社
長
、2
0
1
3
年
代
表
取
締
役
会
長
、一
般
社
団
法
人
日
本
ホ
テ
ル

協
会
会
長
。2
0
2
0
年
か
ら
現
職
。

の
商
売
だ
。も
ち
ろ
ん
ホ
テ
ル
の
お

客
様
に
限
ら
ず
、仕
事
場
で
も
街
中

で
も
人
間
の
営
み
が
存
在
す
る
場
所

に
は
無
数
の「
縁
」が
潜
ん
で
い
る
。

「
ま
ず
は
行
動
し
、人
と
会
い
、縁
に

気
づ
き
、そ
の
気
づ
き
を
受
け
入
れ
、

受
け
入
れ
た
ら
そ
れ
を
発
信
す
る
。」

こ
の
こ
と
を
意
識
し
て
実
践
す
れ
ば

人
間
は
ど
こ
ま
で
も
豊
か
に
な
れ
る

と
私
は
信
じ
て
や
ま
な
い
。

　し
か
し
な
が
ら
、昨
今
世
界
を
襲

う
コ
ロ
ナ
禍
は
、「
在
宅
勤
務
」や「
リ

モ
ー
ト
会
議
」、「
バ
ー
チ
ャ
ル
旅
行
」

と
い
っ
た
、人
類
の
悠
久
の
歴
史
を
振

り
返
っ
て
も
考
え
ら
れ
な
い
習
慣
や

文
化
を
生
み
出
す
き
っ
か
け
を
作
っ

て
し
ま
っ
た
。も
ち
ろ
ん
、そ
れ
が
こ

れ
か
ら
の
時
代
の
ニ
ュ
ー
ノ
ー
マ
ル

で
あ
る
こ
と
は
理
解
し
て
い
る
が
、人

間
が
大
切
な
何
か
を
失
う
よ
う
な
気

が
し
て
心
が
落
ち
着
か
な
い
。

　ホ
テ
ル
に
求
め
ら
れ
る「
ニ
ュ
ー

ノ
ー
マ
ル
」と
は
、人
が
集
う
こ
と
自

体
を
否
定
す
る
こ
と
で
は
な
い
。密

を
避
け
、衛
生
的
に
安
全
を
担
保
し
、

安
心
し
て
ご
利
用
い
た
だ
け
る
環
境

を
し
っ
か
り
と
整
え
る
こ
と
で
、

「
縁
」を
つ
な
ぐ
場
で
あ
り
続
け
て
い

く
こ
と
が
、ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
時
代

の
ホ
テ
ル
稼
業
の
役
割
で
あ
る
。

　そ
れ
に
誠
実
に
取
り
組
む
こ
と

で
、い
つ
か
流
行
り
病
を『
峠
越
え
』

で
き
る
時
が
来
る
こ
と
を
祈
る
ば
か

り
だ
。

小
林
哲
也 

株
式
会
社
帝
国
ホ
テ
ル
特
別
顧
問
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概要規格出版社・出版年著者名書名

【選】大隅一志（「旅の図書館」副館長）

特集関連の蔵書紹介

大学と連携した
地域づくり
平成18年度 報告書
財団法人地域総合整備財団

（ふるさと財団） 編／
財団法人地域総合整備財団

（ふるさと財団）／2007年3月／
A4判165頁

地域総合整備財団（ふるさと財団）
の助成事業として平成18年度に実
施した、地方自治体と大学（短大・
高専を含む）が連携して行う「大学
と連携した地域づくり事業」を紹介。

大学とまちづくり・
ものづくり
産学官民連携による
地域共創
芝浦工業大学地域共創
センター 編・著／三樹書房／
2019年3月／A5判231頁

文部科学省の大学COC事業に採
択された芝浦工業大学が、理工系
大学ならではの知財を生かして行
ってきた、5年間23例の地域共創プ
ロジェクトを通して、大学と地域の
人々が共に課題解決に取り組んで
いく過程と成果、地域共創の意義を
この一冊に集約。

大学と連携した
地域づくり
平成19年度 報告書
財団法人地域総合整備財団

（ふるさと財団） 編／
財団法人地域総合整備財団

（ふるさと財団）／2008年3月／
A4判184頁

地域総合整備財団（ふるさと財団）
の助成事業として平成18年度に実
施した、地方自治体と大学（短大・
高専を含む）が連携して行う「大学
と連携した地域づくり事業」23事業
を紹介。大学の役割タイプ別の成
功要因を類型化。

大学生、
限界集落へ行く
 「情報システム」による
南魚沼市辻又活性化
プロジェクト
専修大学経営学部森本
ゼミナール 編／専修大学出版局／
2016年7月／A5判189頁

都会の学生が住民43人の限界集
落に滞在、訪問を重ね、そこで見た
もの、聞いたもの、感じたものを学生
ならではの視点で綴る。特産のコメ
を使ったレシピ作りや商品開発に
取り組むなど、辻又の「情報」を様々
な形で発信する取り組みも紹介。

大学・大学生と
農山村再生

（JC総研ブックレット 
No.4）
中塚雅也 内平隆之 著 
小田切徳美 監修／
筑波書房／2014年3月／
A5判62頁

農山村地域の再生の現場で、大
学・大学生が活躍している。大学・
大学生がいまなぜ、農山村再生とつ
ながるかについて整理し、日本の大
学の地域連携活動の広がりを概
観。神戸大学と兵庫県篠山市との
連携などを紹介する。

地域活性化ガイドブック
高等教育機関と
そのマンパワーを
活用した地域の活性化

（地域づくり 別冊）
一般財団法人地域活性化センター 編／
一般財団法人地域活性化センター／
2015年2月／A4判93頁

地域活性化対策として、大学生や
大学教員が地域の現場に入り、主
体的に地域と関わり地域課題に取
り組んでいる事例などを紹介。小樽
市の活性化に取り組む小樽商科大
学や横浜国立大学における域学連
携事業など11の事例を掲載。

地方創生と大学
大学の知と人材を活用した
持続可能な地方の創生
内閣府経済社会
総合研究所 編著／
公人の友社／2016年5月／
A5判99頁
平成27年度、地方創生と大学のあ
り方を考えるため内閣府経済社会
総合研究所に設置された「大学等
の知と人材を活用した持続可能な
地方の創生に関する研究会」報告
書を書籍化。地方創生への大学等
の貢献に関わる方々の参考となる
よう、研究会の提言及び参考事例
をとりまとめている。

地域と大学の
共創まちづくり
小林英嗣 地域・大学連携
まちづくり研究会 編著／
学芸出版社／2008年11月／
B5判191頁

中心市街地再生や地域資源活用
から、環境のマネジメント、地域経
済の創出、その担い手育成・仕組
みづくりまで、国内外の進化するま
ちづくりの３１事例を詳解。研究室
から全学的取り組みまで、都市から
地方まで対象・エリアも幅広く、多様
なアプローチと視点を盛り込んでい
る。

地域と大学
地方創生・地域再生の
時代を迎えて
萩原誠 著／
南方新社／2016年12月／
A5判253頁

大学は地域の知の拠点となれ。地
方・地域から日本を変えていくため
の重要な手段の一つが地域と大学
の連携だと著者は説く。全国各地の
実例を取り上げ、その関係者への
取材を中心に、学ぶべきそのノウハ
ウを詳細に提示する。全国50の大
学と自治体の事例を取り上げた
『月刊広報』での掲載を書籍化。

地域創生デザイン論
“まち育て”に
大学力をどう活かすか
札幌市立大学地域創生
デザイン研究チーム 編／
文眞堂／2020年8月／
四六判372頁
大学が有するデザイン力を地域社
会に有効活用し、新たな発展モデ
ルを創生していきたいとの想いから
生まれた書。全編15章は大学授業
形式になっており、札幌市立大学の
教員14人が、地域に潜在する資産
を活かし、地域が自律的に動き出
すミライを描く地域創生デザイン論
を分かりやすく解説。

地域連携活動の実践
大学から発信する
地方創生
山田浩久 編著／
海青社／2019年3月／
A5判221頁
授業やゼミでＰＢＬ（課題解決型学
習）を実践している大学教員が、大
学の“第三の使命”とされてきた社
会貢献について考え，地域や大学
にとって真に必要な地域連携活動
のあり方を提案。観光まちづくりや
中心商店街の再生、地域活性化へ
の取り組みなど、東北各地における
大学と地域との連携事例が具体的
でわかりやすい。

地域再生と大学
濱田康行 編著／
中央公論新社／
2007年10月／
B6判237頁

地域経済の再生には、大学・高専
の知をいかに利用するかがカギを
握る。受難の時代の地方と大学が
手を組んで“解”を求めることをメッ
セージに込め、その現状を分析・報
告する。地域経済の低迷の中で活
路を模索する行政、第三の貢献を
考える大学、大学との連携を考える
企業それぞれの立場で一読してお
きたい。

「協働の段階」の都市農山村交流において、農山村および都
市の若者が心がけておくべきことを整理し、農山村と都市の
若者とが協働して地域をつくっていくにはどのような関係を
構築すべきか、そのポイントを提示する。

宮口侗廸、木下勇、
佐久間康富、
筒井一伸 編著

原書房
2010年8月 A5判240頁

若者と地域をつくる
地域づくりインターンに学ぶ
学生と農山村の協働

地方が海外とつながることによる地域活性化について、産業
政策や農産物輸出、文化経済学、観光学、異文化コミュニケ
ーションといった観点からそれぞれの事例を中心に検討。大
学を活用した国際化による地域イノベーションも紹介。

藤原直樹、
飯田星良 著

学芸出版社
2021年2月 A5判252頁

地域創造の国際戦略
地方と海外がつながる
レジリエントな社会の構築

人と地域を育て、地域のために地域を生かす観光まちづくり
を目指して、観光によって人々がつながるネットワークを構
築する道を拓くための理論と実践。大学における観光実践
活動に関する理論にも言及。

橋本和也 著 ナカニシヤ出版
2019年6月 A5判191頁

人をつなげる観光戦略
人づくり・地域づくりの
理論と実践

地域活性化の目的を「地域交流」と「地域経済」とに分け、IT
（情報技術）をどのフェーズで活用すれば有効に働きうるの
かを理論的なモデルによって明らかにする。第5章「大学を
中心とした地域イノベーション」事例が参考になる。

榎並利博 著 第一法規
2013年2月 A5判221頁地域イノベーション

成功の本質
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概要規格出版社・出版年著者名書名

【選】大隅一志（「旅の図書館」副館長）

特集関連の蔵書紹介

大学と連携した
地域づくり
平成18年度 報告書
財団法人地域総合整備財団

（ふるさと財団） 編／
財団法人地域総合整備財団

（ふるさと財団）／2007年3月／
A4判165頁

地域総合整備財団（ふるさと財団）
の助成事業として平成18年度に実
施した、地方自治体と大学（短大・
高専を含む）が連携して行う「大学
と連携した地域づくり事業」を紹介。

大学とまちづくり・
ものづくり
産学官民連携による
地域共創
芝浦工業大学地域共創
センター 編・著／三樹書房／
2019年3月／A5判231頁

文部科学省の大学COC事業に採
択された芝浦工業大学が、理工系
大学ならではの知財を生かして行
ってきた、5年間23例の地域共創プ
ロジェクトを通して、大学と地域の
人々が共に課題解決に取り組んで
いく過程と成果、地域共創の意義を
この一冊に集約。

大学と連携した
地域づくり
平成19年度 報告書
財団法人地域総合整備財団

（ふるさと財団） 編／
財団法人地域総合整備財団

（ふるさと財団）／2008年3月／
A4判184頁

地域総合整備財団（ふるさと財団）
の助成事業として平成18年度に実
施した、地方自治体と大学（短大・
高専を含む）が連携して行う「大学
と連携した地域づくり事業」23事業
を紹介。大学の役割タイプ別の成
功要因を類型化。

大学生、
限界集落へ行く
 「情報システム」による
南魚沼市辻又活性化
プロジェクト
専修大学経営学部森本
ゼミナール 編／専修大学出版局／
2016年7月／A5判189頁

都会の学生が住民43人の限界集
落に滞在、訪問を重ね、そこで見た
もの、聞いたもの、感じたものを学生
ならではの視点で綴る。特産のコメ
を使ったレシピ作りや商品開発に
取り組むなど、辻又の「情報」を様々
な形で発信する取り組みも紹介。

大学・大学生と
農山村再生

（JC総研ブックレット 
No.4）
中塚雅也 内平隆之 著 
小田切徳美 監修／
筑波書房／2014年3月／
A5判62頁

農山村地域の再生の現場で、大
学・大学生が活躍している。大学・
大学生がいまなぜ、農山村再生とつ
ながるかについて整理し、日本の大
学の地域連携活動の広がりを概
観。神戸大学と兵庫県篠山市との
連携などを紹介する。

地域活性化ガイドブック
高等教育機関と
そのマンパワーを
活用した地域の活性化

（地域づくり 別冊）
一般財団法人地域活性化センター 編／
一般財団法人地域活性化センター／
2015年2月／A4判93頁

地域活性化対策として、大学生や
大学教員が地域の現場に入り、主
体的に地域と関わり地域課題に取
り組んでいる事例などを紹介。小樽
市の活性化に取り組む小樽商科大
学や横浜国立大学における域学連
携事業など11の事例を掲載。

地方創生と大学
大学の知と人材を活用した
持続可能な地方の創生
内閣府経済社会
総合研究所 編著／
公人の友社／2016年5月／
A5判99頁
平成27年度、地方創生と大学のあ
り方を考えるため内閣府経済社会
総合研究所に設置された「大学等
の知と人材を活用した持続可能な
地方の創生に関する研究会」報告
書を書籍化。地方創生への大学等
の貢献に関わる方々の参考となる
よう、研究会の提言及び参考事例
をとりまとめている。

地域と大学の
共創まちづくり
小林英嗣 地域・大学連携
まちづくり研究会 編著／
学芸出版社／2008年11月／
B5判191頁

中心市街地再生や地域資源活用
から、環境のマネジメント、地域経
済の創出、その担い手育成・仕組
みづくりまで、国内外の進化するま
ちづくりの３１事例を詳解。研究室
から全学的取り組みまで、都市から
地方まで対象・エリアも幅広く、多様
なアプローチと視点を盛り込んでい
る。

地域と大学
地方創生・地域再生の
時代を迎えて
萩原誠 著／
南方新社／2016年12月／
A5判253頁

大学は地域の知の拠点となれ。地
方・地域から日本を変えていくため
の重要な手段の一つが地域と大学
の連携だと著者は説く。全国各地の
実例を取り上げ、その関係者への
取材を中心に、学ぶべきそのノウハ
ウを詳細に提示する。全国50の大
学と自治体の事例を取り上げた
『月刊広報』での掲載を書籍化。

地域創生デザイン論
“まち育て”に
大学力をどう活かすか
札幌市立大学地域創生
デザイン研究チーム 編／
文眞堂／2020年8月／
四六判372頁
大学が有するデザイン力を地域社
会に有効活用し、新たな発展モデ
ルを創生していきたいとの想いから
生まれた書。全編15章は大学授業
形式になっており、札幌市立大学の
教員14人が、地域に潜在する資産
を活かし、地域が自律的に動き出
すミライを描く地域創生デザイン論
を分かりやすく解説。

地域連携活動の実践
大学から発信する
地方創生
山田浩久 編著／
海青社／2019年3月／
A5判221頁
授業やゼミでＰＢＬ（課題解決型学
習）を実践している大学教員が、大
学の“第三の使命”とされてきた社
会貢献について考え，地域や大学
にとって真に必要な地域連携活動
のあり方を提案。観光まちづくりや
中心商店街の再生、地域活性化へ
の取り組みなど、東北各地における
大学と地域との連携事例が具体的
でわかりやすい。

地域再生と大学
濱田康行 編著／
中央公論新社／
2007年10月／
B6判237頁

地域経済の再生には、大学・高専
の知をいかに利用するかがカギを
握る。受難の時代の地方と大学が
手を組んで“解”を求めることをメッ
セージに込め、その現状を分析・報
告する。地域経済の低迷の中で活
路を模索する行政、第三の貢献を
考える大学、大学との連携を考える
企業それぞれの立場で一読してお
きたい。

「協働の段階」の都市農山村交流において、農山村および都
市の若者が心がけておくべきことを整理し、農山村と都市の
若者とが協働して地域をつくっていくにはどのような関係を
構築すべきか、そのポイントを提示する。

宮口侗廸、木下勇、
佐久間康富、
筒井一伸 編著

原書房
2010年8月 A5判240頁

若者と地域をつくる
地域づくりインターンに学ぶ
学生と農山村の協働

地方が海外とつながることによる地域活性化について、産業
政策や農産物輸出、文化経済学、観光学、異文化コミュニケ
ーションといった観点からそれぞれの事例を中心に検討。大
学を活用した国際化による地域イノベーションも紹介。

藤原直樹、
飯田星良 著

学芸出版社
2021年2月 A5判252頁

地域創造の国際戦略
地方と海外がつながる
レジリエントな社会の構築

人と地域を育て、地域のために地域を生かす観光まちづくり
を目指して、観光によって人々がつながるネットワークを構
築する道を拓くための理論と実践。大学における観光実践
活動に関する理論にも言及。

橋本和也 著 ナカニシヤ出版
2019年6月 A5判191頁

人をつなげる観光戦略
人づくり・地域づくりの
理論と実践

地域活性化の目的を「地域交流」と「地域経済」とに分け、IT
（情報技術）をどのフェーズで活用すれば有効に働きうるの
かを理論的なモデルによって明らかにする。第5章「大学を
中心とした地域イノベーション」事例が参考になる。

榎並利博 著 第一法規
2013年2月 A5判221頁地域イノベーション

成功の本質

第250号 August 202187



この一年間に発行した『観光文化』を紹介します。
バックナンバーの紹介

観光文化
機関誌

当財団は、この10年間、
直接・間接的に被災地
に関わり続けてきまし
た。208号（2011年7月
号）では「東日本大震災
からの復興に向けたツ
ーリズムの役割」をテー
マに、景観・まちづくりの
専門家や各地で発生し
た震災の復興に尽力さ
れた方々からの、今後の
復興プランへの提言を
紹介しました。震災から
5年の節目には「観光文
化229号（2016年4月
号）」において、復興の現
場で活動する方々の声

を通して観光の意義と可能性を考察しました。
　それからさらに5年が経ち、観光のトレンドも大きく変化するな
かで、被災地はどのように観光に向き合い、観光復興に取り組ん
できたのでしょうか。今号では、東日本大震災から10年の節目
に、現場の声にあらためて耳を傾け、震災からの復旧・復興にお
ける観光や交流の実情、観光振興が果たした役割の概括を試
みました。A4判100ページ／1000円+税

249号（2021年5月発行） 

特集 東日本大震災から10年
～被災地の観光復興の今、伝えたい想い～

2019年、中国・武漢市
で報告された原因不明
の肺炎は、「COVID-19」

（新型コロナウイルス感
染症）と名付けられ、世
界中に拡散。我が国で
も3月下旬以降の感染
者が急増し、世界的な
大流行にあって「東京オ
リンピック・パラリンピッ
ク」も延期、4月には「緊
急事態宣言」が出され、
外出自粛などの徹底が
呼びかけられました。今
回のコロナ禍の発生に
伴い、多くの観光地がか
つてない甚大な被害を

受けることになりましたが、大型連休が明けた頃から、世間では
「With／Postコロナ時代の観光」が盛んに言われるようになって
きました。今号は「現場で語る、持続可能な観光の本質－コロナ
禍における観光地の現状と課題」を特集のテーマとしています。そ
の中で、強く意識したのは「現場」。こうした時期だからこそ、まず
観光地の現場、第一線で活躍されている我が国を代表する観光
事業者の声に真摯に耳を傾け、持続可能な観光について探究を
試みています。 A4判1色72ページ／1,000円+税

246号（2020年8月発行） 

特集 現場で語る、持続可能な観光の本質
～コロナ禍での現状と課題 Part1～

「コロナ禍における観光
地 の 現 状と課 題 」の
part3。『観光文化』は2
号続けて「コロナ禍にお
ける観光地の現状と課
題」を特集し、春、夏の
観光地の現場と向き合
ってきました。秋、観光地
では政府の「Go To トラ
ベルキャンペーン」等が
効を奏したこともあって、
旅行者が回復傾向にあ
る地域も見られるように
なってきましが、冬本番
に向かってコロナ感染
者の急増で、また人の動
きを制限せざるを得な

い状況になっています。そんな中でも、登山・トレッキングやグラン
ピング、分散型ホテルなど、３密を回避しながら楽しむ旅行スタイ
ルやレジャーが注目を集めています。オンラインツアーやワーケ
ーション、ホテルステイなども認知されるようになってきました。今
号では、コロナ禍で注目を集める新たな市場、旅行スタイルやレ
ジャーを取り上げ、その現状と課題、今後の展望などを、地域や
関係事業者の方々への取材を踏まえて取りまとめました。

248号（2021年3月発行） 

特集 現場に問う、新たな市場の展望
～コロナ禍での現状と課題 Part3 ～

前号246 号では、我が
国を代表する観光事業
者の方々からコロナ禍
の厳しい時期に考えた
ことや学んだことを伺
い、議論し、持続可能な
観光の本質について考
えました。日本の社会・
経済構造、国民生活は
大きな変化と向き合うこ
とになりましたが、いわゆ
る「新しい生活様式」で
の暮らしも定着し、夏以
降、国、地方自治体によ
る各種の復興支援策が
講じられると、人々の往
来も徐々に増え、観光地

によっては復調の兆しを見せるところも出始めました。今号では、
コロナ禍における観光の実態、特に夏季を中心とした地域の実
情と課題を、当事者である行政、DMO、民間事業者のみなさまに
語っていただき、丁寧に意見交換を行いました。コロナ禍を生き
抜くにあたり大切にしたい視点について探っています。 A4判1色
76ページ／1,000円+税

247号（2020年11月発行） 

特集 現場に学ぶ、コロナ禍を生き抜く視点
～コロナ禍での現状と課題 Part2 ～
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視座

小磯修二（北海道観光振興機構）

中田 晃（公立大学協会）

宍戸 学（日本大学）

吉澤清良（観光文化振興部）

小泉大輔（観光プロデュース学科）

柿島あかね（観光政策研究部）

五木田玲子（観光文化振興部）  仲 七重（観光地域研究部）

地域の総合医巻頭言

観光振興と公立大学1.

新型コロナウイルス感染症流行下の
日本人旅行者の動向3

観光研究最前線・1

観光研究最前線・2

新型コロナウイルスが外国人旅行者の
海外旅行意向に及ぼす影響と今後の展望

現代社会における観光教育の役割を考える2.

観光振興に貢献する地方公立大学の取り組み3.

観光振興に貢献する地方公立大学
コラム 福島県立テクノアカデミー会津

釧路公立大学 中村研二（地域経済研究センター）

岩手県立大学 渋谷晃太郎（総合政策学部）

高崎経済大学 井門隆夫（地域政策学部）

長野大学 熊谷圭介（環境ツーリズム学部）

静岡県立大学 八木健祥（ツーリズム研究センター）

芸術文化観光専門職大学 直井岳人（芸術文化・観光学部）

島根県立大学 西藤真一（総合政策学部）

高知県立大学 飯髙伸五（文化学部）

北九州市立大学 廣川祐司（地域創生学群）

名桜大学 大谷健太郎（国際学群）

「旅の図書館」特集関連の蔵書紹介 大隅一志（旅の図書館）

21

地域で観光を支える株式会社DMC天童温泉の挑戦
ゲスト：鈴木誠人氏（DMC天童温泉）   報告：門脇茉海（観光文化振興部） 

【活動報告】たびとしょCafé

22第 回

『峠越え』山本一力 著／小林哲也（帝国ホテル）

【連載】わたしの1冊

観光振興に貢献する
地方公立大学
～ 地 域 に お け る 現 状 と 課 題 、そ し て 期 待 ～
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